
附
言
是
は
明
治
三
十
一
年
以
後
の
統
計
で
あ
る
。
是
よ
り
見
る
と
音
楽
の

意
向
が
、
略
推
定
せ
ら
れ
る
。
同
校
の
仕
事
と
言
っ
た
ら
、
上
欄
よ
り
敦
へ
て
、

管
絃
附
唱
歌
ま
で
の
六
種
で
あ
る
。
セ
ロ
の
獨
奏
は
、
流
石
の
本
家
本
元
で
も
、

中
々
容
易
に
は
物
に
な
ら
ぬ
よ
う
で
あ
る
。
一
音
楽
取
調
所
以
来
常
に
幅
を
利
か

し
て
居
っ
た
等
は
、
明
治
―
―
―
十
八
年
を
一
期
と
し
て
、
欧
楽
と
分
離
せ
ん
と
し

て
居
る
。
是
は
勿
論
然
か
あ
る
べ
き
も
の
で
、
宜
し
く
邦
楽
演
奏
會
に
伍
す
る

方
か
と
思
ふ
。
三
十
年
以
前
の
分
も
あ
る
と
、
一

層
面
白
い
も
の
で
あ
る
が
、

其
虜
ま
で
調
査
が
居
か
な
か
っ
た
の
は
、
誠
に
遺
憾
至
極
で
あ
る
。
こ
の
統
計

に
な
い
部
分
、
即
ち
伊
澤
校
長
や
村
岡
校
長
の
時
代
を
考
へ
て
、
こ
の
演
奏
楽

(

l

)

 

の
種
類
と
比
較
し
て
見
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
其
こ
そ
隔
世
の
感
が
あ
る
。

伊
澤
先
生
が
大
膿
服
で
、
儀
式
を
皐
げ
ら
れ
て
、
又
村
岡
先
生
が
洒
々
た
る

フ
ロ
ッ
ク
姿
で
、
壇
上
に
立
た
れ
て
、
其
か
ら
愈
々
奏
演
と
な
る
と
、
上
箕
先

生
が
、
竹
製
の
ベ
ト
ー
ン
を
持
つ
て
、
閑
雅
静
粛
の
姿
で
ス
ラ
リ
と
立
た
れ

る
。
す
る
と
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
先
生
は
、
堂
々
。
フ
ロ
フ
エ
ッ
ソ
ル
姿
で、

鑽
髯
を

l

寸
握
つ
て
、
眼
鏡
越
し
に
譜
表
を
見
て
、
ズ
ン
ズ
ン
と
ピ
ア
ノ
を
打
つ
て
行

く
、
場
面
が
愛
る
と
、
幸
田
延
先
生
が
コ
ル
セ
ッ
ト
高
く
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
携

へ
て
、
得
意
の
ソ
ロ
が
あ
る
、
時
に
は
ボ
ー
カ
ル
の
ソ
ロ
も
拝
聰
す
る
、
同
幸

先
生
は
振
袖
姿
美
々
し
く
、
又
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
奏
せ
ら
る
。

橘
先
生
は
ア
ッ

サ
リ
し
た
裾
模
様
か
な
ん
か
で
、
厚
い
草
履
を
穿
き
、
ソ
ナ
タ
集
を
抱
い
て
、

正
面
に
現
は
れ
る
。
入
り
代
つ
て
、
今
の
山
縣
夫
人
た
る
内
田
き
く
子
令
嬢

は
、
文
金
の
高
儒
な
ん
か
で
、
ピ
ア
ノ
に
座
す
る
。
更
に
場
面
が
菱
る
と
、
山

勢
松
韻
先
生
が
小
使
の
手
に
引
か
れ
て
、
ド
ー
ア
を
出
る
と
、
遠
山
甲
子
子
女

史
が
、
官
吏
の
奥
様
然
と
是
に
績
く
、
す
る
と
今
の
今
井
新
太
郎
先
生
も
、
是

に
績
く
。
時
に
は
荒
木
古
童
先
生
や
萩
岡
先
生
や
、
山
登
先
生
も
現
は
れ
る
。

明
治
三
十
＿
年
四
月
二
十
三
日

t 
ニー 獨、、

ト
ス
テ
イ
ー
作

ケ
ル
ビ
ニ
ー
作

唱

田

子

三

、

演

音

楽

改

良

論

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

バ
ッ
ハ
作

等
の
外
に
は
三
絃
や
胡
弓
や
尺
八
も
演
ぜ
ら
れ
る
。
た
ま
さ
か
上
原
六
四
郎
先

生
が
、
大
乗
経
で
も
讀
み
上
げ
る
様
な
姿
で
、
折
本
を
前
に
一
管
を
吹
き
、
満

場
を
シ
ン
と
さ
せ
る
。
殊
に
聴
衆
を
感
動
せ
し
め
た
も
の
は
、
等
の
連
奏
に
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
を
合
奏
す
る
時
で
あ
る
。
ベ
ン
チ
の
様
な
長
い
豪
に
、
幕
を
掛
け

た
ら
し
い
も
の
、
其
に
一
々
等
が
載
せ
ら
れ
て
、
七
八
豪
も
出
る
と
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
も
亦
七
八
人
築
曲
集
の
（
落
梅
）
か
な
ん
か
を
弾
ず
る
と
、
聰
衆
が
全

然
酔
は
さ
れ
た
様
に
、
静
粛
に
聰
き
取
れ
る
。
稀
に
は
維
の
柱
を
工
夫
し
て
、

多
人
敷
揃
ふ
て
、
小
學
唱
歌
集
の
「
鏡
な
す
」
な
ん
か
を
弾
く
。
ま
る
で
ロ
ー

マ
ン
チ
ッ
ク
な
話
を
聴
く
様
だ
が
、

事
質
で
あ
る
。
虞
で
今
は
世
界
第
一
の
名

家
ー
ー
キ
シ
ュ
師
の
高
弟
、
ク
ロ
ー
ン
先
生
な
ど
の
活
動
面
を
拝
見
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
隔
世
の
感
が
あ
る
と
は
、
決
し
て
お
ま
け
で
は
あ
る
ま
い
。

四

l
五
頁
を
参
照。

同
声
会
第
一
回
集
会

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
ソ
ナ
タ
ニ
七
番
ノ
ニ

チ
ャ
ッ
コ
ー
ナ
ー

ヴ
レ
イ
モ
リ
ー
ル
（
羅
旬
語
）

ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
（
伊
太
利
語
）

（
『
本
邦
洋
楽
愛
遷
史
』
四
一
三
頁
）

同
声
会
春
季
演
奏
会

幸幸渡遠小

田

子

明
治
三
十
一
年
＿
月
三
十
日

、
開
會
の
辮

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

説

邊

延延校

長

山

甲

子

(

1

)
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七、

ピ

ア

ノ
デ
ル

第

本

正

作

氏

廉

太

郎

氏

。
フ
ロ
フ
ェ
ッ
ト
歌
劇
中
抜
幸
…
…
…
マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ル
氏
作
曲

n
 

立
口
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六

、

歌

洲
ル
ス
チ
ゲ
ン

ア
ン
ダ
ン
テ

乙
、
タ
ラ
ン
テ
レ

甲、

四
、
唱

二
、
獨

一
、
欧

カ
ン
タ
ビ
ー
レ
｝

吹
奏
楽
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
陸

軍
軍
楽
學
校
諸
氏

聯
弾
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
橋瀧

土
曜
日
の
音
楽

(

1
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藤

村

然
り
、
と
上
野
の
楽
堂
な
る
西
側
の
廊
下
に
て
、
わ
れ
は
ひ
と
り
の
友
の
肩
を
た
A

き
言
葉
を
つ
ゞ
け
ぬ
。
同
じ
く
西
欧
の
趣
味
を
博
ふ
る
も
の
な
れ
ど
も
、
—
音
楽
は
他
の

美
術
と
大
に
こ
と
か
は
り
た
る
ふ
し
あ
り
。
籠
盪
彫
刻
の
こ
と
は
し
ば
ら
く
言
は
ず
、

文
學
の
上
に
と
り
て
考
ふ
る
も
、
詩
歌
に
ま
れ
小
説
に
ま
れ
戯
曲
に
ま
れ
一
旦
我
闊
語

甲
、
鰭

部

工
ベ
ル
ハ
ル
ト
氏
作
曲

ハ
ウ
。
フ
ト
マ
ン
氏
作
曲

雁
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
｛
由
比
粂
子
作
歌

會
員
及
學
友
會
々
員
諸
氏

乙
、
可
憐
女
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
中
村
秋
香
氏
作
歌

五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏
…
…
…
…
•

特
別
席

會
費
[
-
-
[
[

金

園

金

五

十

錢

金
二
十
五
錢

壼

第
三
番
（
口
短
調
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
學
友

會

々

員

諸

氏

ツ

卜

氏
作
曲

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
氏
作
曲

夢
の
小
蝶
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
中
村
秋
香
氏
作
歌

頼

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
聯
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
芦

主
、
欧

洲

吹
奏
楽
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
陸
軍
軍
楽
學
校
諸
氏

カ
ー
ル
王
行
進
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ウ
ン
ラ
ー
ト
氏
作
曲

田母

木

幸駒

子子

デ
ィ

フ
ォ
レ
レ
（
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
）
•
…
…
•
•
ヘ
ル

レ

ル

氏

編

ピ

ア

ノ

山

甲

子

子

唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
納
所
辮

獨
弾
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
遠

次

郎

氏

未

明
治
三
十
一
年
四
月
二
十
三
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
半

東
京
上
野
公
園
音
楽
學
校
奏
楽
堂
に
於
て
開
會

春

季

一
音
楽
演

奏

會

曲

目ワ
イ
ベ
ル
歌
劇
の
序
…
…
…
二

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
氏
作
曲

定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
鳥
居
枕
氏
作
歌

コ

ラ

イ

氏

作

曲

第

洲
吹
奏
楽
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
：
陸
軍
軍
楽
學
校
諸
氏

十
一
、 +、

部 ソ
ナ
タ
（
い
短
調
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
氏
作
曲

合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
會
員
及
學
友
會
々
員
諸
氏

九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
ア
ノ
合
奏
…
｛
臼
ァ
イ
ア
オ
リ
J
疇
疇

菊幸

子子

同

槃

會

八
、
唱

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

第
一
番
：
…
…
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
氏
作
曲

歌
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
·
：
學
友
會
々
員
諸
氏

、
ウ
プ
ト
マ
ン
氏
作
曲

甲
、
春
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
戸
~
居
枕
氏
作
歌

ベ

ニ

ケ

氏

作

曲

乙
、
進
軍
の
歌
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
｛
大
和
田
建
樹
氏
作
歌
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に
翻
繹
し
た
る
後
な
ら
で
は
、
讀
者
に
そ
の
趣
味
を
博
ふ
る
こ
と
か
な
は
ず
。
小
説
の

醗
繹
に
は
驚
く
べ
き
成
効
と
な
せ
る
も
あ
れ
ど
、
詩
歌
に
至
り
て
は
東
西
言
語
の
組
識

性
質
い
た
く
異
な
り
た
れ
ば
、
美
妙
な
る
槃
調
を
博
へ
ん
こ
と
は
難
し
。
純
じ
て
翻
繹

に
は
翻
繹
の
妙
も
あ
れ
ど
、
直
ち
に
原
作
を
味
ふ
も
の
A

目
よ
り
見
れ
ば
、
あ
き
た
ら

ぬ
ふ
し
も
亦
た
少
な
か
ら
ず
。
時
に
は
其
の
形
の
み
を
博
へ
て
、
香
も
う
せ
た
る
花
を

か
ぐ
の
嘆
あ
る
こ
と
多
し
。
一
音
楽
は
し
か
ら
ず
、
異
な
り
た
る
言
語
を
も
て
翻
繹
す
る

の
困
難
な
け
れ
ば
、
彼
の
用
ゆ
る
楽
器
は
我
も
ま
た
用
ゆ
べ
く
、
そ
の
趣
味
を
と
り
来

り
て
、
直
に
聘
衆
の
心
に
偉
ふ
る
を
得
る
な
り
。
わ
れ
は
廊
下
の
白
壁
に
も
た
れ
て
か

が

ら

す

く
語
り
出
で
た
る
に
、
友
は
破
璃
窓
に
椅
り
て
庭
の
か
な
た
に
残
れ
る
紅
き
桃
の
花
の

縮
の
如
く
な
る
を
眺
め
入
り
し
が
、
に
は
か
に
身
を
起
し
て
、
か
く
言
ひ
ぬ
。
げ
に
君

の
言
ひ
た
ま
ふ
が
ご
と
し
。
西
の
國
の
文
學
も
、
絹
董
も
宗
敦
も
、
哲
學
も
、
多
く
は

皆
な
男
子
の
手
に
よ
り
て
博
へ
ら
れ
た
る
に
、
ひ
と
り
一音
楽
の
み
は
女
性
に
よ
り
て
博

へ
ら
れ
た
る
A

も
奇
な
ら
ず
や
、
今
の
藝
術
の
國
に
於
て
つ
ぎ
つ
ぎ
に
名
媛
の
あ
ら
は

る
A

も
楽
界
の
み
な
り
と
、
か
く
語
る
う
ち
、
演
奏
の
開
會
を
報
す
る
鐘
鳴
り
響
き
け

れ
ば
、
友
は
別
れ
て
か
な
た
に
ゆ
き
ぬ
。

こ
の
日
の
演
奏
を
聞
か
ん
と
て
つ
ど
ひ
来
れ
る
人
々
早
や
満
ち
た
れ
ど
、
楽
堂
の
あ

り
さ
ま
、
い
は
ん
か
た
な
く
静
か
な
り
。
こ
と
し
の
春
は
雨
が
ち
に
て
艶
な
る
日
和
の

つ
ゞ
く
こ
と
も
少
な
く
、
兎
も
す
れ
ば
空
曇
り
て
花
も
嵐
に
散
り
す
ま
し
た
る
ほ
ど
な

れ
ば
、
あ
す
の
土
曜
も
い
か
ゞ
あ
る
べ
き
な
ど
、
い
づ
れ
も
こ
A

ろ
を
な
や
ま
し
た
る

に
、
こ
の
日
は
う
ら
A

か
に
睛
れ
渡
り
、
若
葉
を
泄
れ
て
葡
萄
染
の
窓
掛
の
間
よ
り
さ

し
て
ら
す
春
の
ひ
か
り
演
憂
の
正
面
に
高
く
刻
ま
れ
た
る
壁
上
の
古
琴
に
う
つ
り
て
、

白
型
の
色
も
う
る
は
し
く
見
え
た
り
。
き
の
ふ
の
夕
暮
、
新
た
に
獨
逸
よ
り
着
き
た
る

ピ
ア
ノ
を
演
豪
の
上
に
置
き
並
べ
た
る
が
、
漆
色
の
巖
燥
作
り
に
て
、
脚
は
き
ら
き
ら

と
光
り
た
る
さ
ま
、
足
の
み
は
金
色
な
る
黒
色
の
獅
子
の
力
を
入
れ
て
立
て
る
に
も
似

た
り
。
人
々
の
目
を
ひ
き
ぬ
。

序
は
ル
ス
チ
ン
ゲ
ン
、
ワ
イ
ベ
ル
歌
劇
の
「
。
フ
ロ
A

オ
グ
」
を
も
て
始
ま
れ
り
。
オ

ッ
ト
オ
、
ニ
コ
ラ
イ
が
「
ウ
ヰ
ン
ナ
」
の
官
劇
部
を
や
め
て
、
伯
林
の
官
劇
部
に
轄
ず

る
と
き
、
告
別
の
演
奏
會
に
臨
み
て
始
め
て
世
に
披
露
せ
し
曲
と
か
や
陸
軍
軍
楽
學
校

諸
氏
が
吹
奏
楽
な
れ
ば
、
銀
色
の
「
フ
リ
ュ
ウ
ト
」
は
金
色
の
「
バ
ス
」
の
剛
夙
に
映

き
ら
／
＼
と
光
り
か
ゞ
や
き
て
、
大
太
鼓
の
と
ゞ
ろ
き
渡
れ
る
、
「
シ
ン
バ
ル
」

の
銀
の
鈴
の
ご
と
く
に
鳴
り
ひ
ゞ
け
る
、
早
や
い
み
じ
き
藝
術
の
國
に
遊
ぶ
か
と
思
は

れ
た
り
。
序
に
つ
ぎ
て
納
所
氏
の
狽
唱
あ
り
、
伴
奏
は
幸
田
氏
な
り
。
歌
を
「
夢
の
小

蝶
」
と
い
ふ
は
、
中
村
氏
の
作
に
か
A

る
替
歌
に
て
、
元
歌
は
「
旅
の
う
た
」
な
り
。

メ
ン
デ
ル
ソ
オ
ン
の
集
よ
り
と
れ
り
。
お
ほ
か
た
の
楽
藝
に
思
ひ
合
す
る
に
、
唱
歌
は

演
奏
會
の
う
ち
の
花
と
も
い
ふ
べ
き
な
り
。
そ
の
趣
よ
り
い
へ
ば
、
こ
A

に
獨
唱
の
あ

る
は
管
へ
ば
戯
曲
に
獨
語
の
あ
る
が
ご
と
し
。
か
り
に
第
一
部
第
一
鞘
を
見
よ
、
「
ク
ラ

せ
り
ふ

リ
オ
ネ
ッ
ト
」
、
「
フ
リ
ュ
ウ
ト
」
、
「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
」
な
ど
出
で
A

さ
ま
／
＼
の
白
を
つ

い
と
ぐ
ち

く
し
、
物
語
の
端
緒
も
既
に
開
け
ぬ
。
獨
唱
の
こ
A

に
入
り
た
る
は
、
俗
に
立
役
の
出

で
A

腹
蔵
な
く
心
の
中
を
言
ひ
あ
ら
は
し
、
運
命
の
さ
ま
人
＼
を
語
る
に
も
似
て
、
か

の
深
夜
欄
干
に
椅
り
て
悌
涙
榜
氾
た
る
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
の
蒼
鵜
に
は
あ
ら
ず
と
も
「
問

ふ
人
も
な
し
、
春
の
夕
、
」
よ
り
、
「
饒
の
鐘
に
、
花
ぞ
、
ち
り
か
ふ
。
」
ま
で
、
正
且
が

花
賓
を
つ
く
し
た
り
と
も
い
ふ
べ
き
に
や
。
「
夢
の
小
蝶
」
に
つ
ぎ
た
る
は
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
聯
奏
な
り
。
。
フ
ラ
イ
ム
は
頼
母
木
氏
、
添
は
幸
田
氏
、
曲
は
ハ
ン
ス
、
シ
ッ
ト

の
「
ヂ
ユ
エ
ッ
ト
」
第
三
番
（
二
）
短
調
な
り
。
。
フ
ラ
イ
ム
は
鼠
色
の
裾
摸
様
に
藤
の

無
垢
を
か
さ
ね
、
紅
葉
の
色
し
た
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
き
た
り
、
添
は
矢
猜
子
つ
な

あ
き
づ
た

ぎ
の
藤
色
に
薄
鼠
を
か
さ
ね
、
秋
蔦
の
色
の
濃
き
に
黒
斑
入
り
た
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を

持
た
り
。
い
み
じ
く
弾
き
い
で
た
る
さ
ま
、
物
語
に
見
る
ほ
ど
の
こ
と
も
思
は
れ
て
、

は
な
や
か
に
き
よ
げ
な
り
。
第
四
は
唱
歌
。
唱
歌
は
四
部
合
唱
。
甲
の
「
饉
雁
」
は
元

歌
は
「
遊
子
の
夜
の
歌
」
、
乙

の
「
可
憐
女
」
は
元
歌
は
「
乙
女
の
な
げ
き
」
、
前
の
替

歌
つ
く
ら
れ
た
る
は
由
比
氏
、
後
の
は
中
村
氏
の
作
な
り
。
高
昔
部
は
安
達
、
幸
田
、

河
合
、
植
村
、
神
戸
、
堤
、
石
井
、
田
中
、
佐
藤
、
中
昔
部
は
高
木
、
林
、
石
黒
、
三

上
、
永
井
、
次
中
昔
部
は
瀧
、
鈴
木
、
盆
山
、
岡
野
、
渡
邊
、
低
昔
部
は
石
野
、
栗

本
、
川
添
、
入
江
、
高
折
、
中
村
の
諸
氏
な
り
。
次
中
昔
部
と
低
昔
部
と
は
制
服
を
着

け
、
高
音
部
と
中
昔
部
と
は
思
ひ
／
＼
な
る
を
か
さ
ね
た
り
。
西
の
園
ぶ
り
な
れ
ど
も

姿
は
大
和
歌
を
か
り
て
若
き
人
々
が
唇
よ
り
狡
す
る
合
唱
な
れ
ば
、
楽
器
の
力
を
借
る

も
の
と
は
こ
と
か
は
り
、
そ
の
歌
は
人
間
自
然
の
槃
に
し
て
、
皆
な
心
胸
よ
り
出
づ
る

響
な
り
。
か
の
叙
情
詩
の
ご
と
く
に
、
そ
の
犀
域
こ
そ
狭
け
れ
、
聘
衆
の
同
情
を
牽
＜

は
こ
の
妙
味
の
あ
れ
ば
な
る
べ
し
。
高
昔
部
は
花
や
か
に
、
中
昔
部
は
明
ら
か
に
、
次

りヽ

第 1部 明治・大正篇 68 



中
昔
部
は
深
く
、
低
―
音
部
は
重
々
し
く
、
あ
る
ひ
は
離
れ
、
あ
る
ひ
は
合
し
、
「
誰
が

為
と
織
れ
る
き
ぬ
ぞ
、
あ
く
る
よ
り
暮
る
ま
で
。
」
に
終
る
。
次
に
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
合
奏
あ
り
。
甲
は
「
ア
ン
ダ
ン
テ
、
カ
ン
タ
ビ
イ
レ
」
、
乙
は
「
タ
ラ
ン
テ
レ
」
共

に
エ
ベ
ル
ハ
ル
ト
の
曲
な
り
。
第
一
部
は
マ
イ
エ
ル
ベ
エ
ル
が
「
デ
ル
、
。
フ
ロ
フ
ェ
ッ

ト
歌
劇
」
の
一

節
に
て
納
め
た
り
し
が
、
こ
は
軍
楽
學
校
諸
氏
の
吹
奏
楽
な
り
。

五
分
あ
ま
り
の
休
憩
に
は
人
々
吸
煙
室
に
趣
き
て
思
ひ
思
ひ
な
る
評
を
語
り
い
づ
る

さ
ま
な
り
。
廊
下
に
は
徹
笑
み
つ
A

窓
に
倍
り
て
立
て
る
あ
り
、
狂
氣
の
ご
と
く
に
な

り
て
歩
み
廻
る
あ
り
。
奏
楽
堂
よ
り
見
れ
ば
吸
煙
室
を
淵
れ
て
出
づ
る
煙
草
の
け
む
り

渦
の
形
を
な
し
て
、
白
く
廊
下
に
満
ち
渡
り
ぬ
。

第
二
部
は
橋
本
、
瀧
の
二
氏
が
ピ
ア
ノ
の
聯
弾
に
て
始
ま
れ
り
。
曲
は
ベ
ト
オ
ヴ
ェ

ン
が
九
番
あ
る
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
イ
」
の
う
ち
の
第
一
番
な
り
。
西
暦
千
八
百
年
の
四

月
、
世
に
公
け
に
し
た
る
も
の
に
て
、
ベ
ト
オ
ヴ
ェ
ン
が
一
二
十
歳
の
頃
の
作
と
き
こ

ゆ
。
そ
の
月
の
二
日
、
第
一
の
水
曜
に
「
ウ
ヰ
ン
ナ
」
の
「
バ
ル
ク
」
座
に
て
演
奏
會

を
催
せ
し
折
、
目
録
の
う
ち
の
最
終
に
は
さ
み
て
、
始
め
て
こ
の
名
手
が
弾
き
試
み
た

る
も
の
な
り
と
い
ふ
。
こ
の
曲
は
レ
ン
ツ
が
所
謂
彼
の
創
作
時
代
の
三
期
の
う
ち
、
初

期
に
入
る
べ
き
も
の
に
て
、
大
家
モ
ザ
ア
ト
の
楽
風
を
慕
ひ
た
る
こ
ろ
の
作
な
り
。
さ

れ
ば
ハ
イ
ヅ
ン
が
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
イ
」
の
句
の
は
な
れ
／
＼
な
る
に
ひ
き
か
へ
、
銀
の

鎖
の
つ
な
が
り
た
る
に
替
へ
ら
る
A

は
是
な
り
。
ピ
ア
ノ
聯
弾
に
次
ぎ
て
、
四
部
合
唱

は
、
甲
は
「
春
の
歌
」
、
乙
は
「
進
軍
の
歌
」
。
「
春
の
歌
」
は
鳥
居
氏
の
作
、
「
進
軍
の

歌
」
は
大
和
田
氏
の
作
な
り
。
第
九
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
合
奏
に
て
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
は
幸
田
氏
、

伴
奏
の
ビ
ア
ノ
は
内
田
氏
な
り
。
曲
は
千
八
百
二
年
に
出
版
せ

し
ベ
ト
オ
ヴ
ェ
ン
が
（
イ
）
短
調
の

「
ソ
ナ
タ
」
に
て
、
こ
は
リ
ヒ
ノ
ス
キ
イ
に
呈
し

た
る
も
の
な
り
と
博
ふ
。
年
ま
さ
に
三
十
二
歳
の
作
と
き
こ
え
た
れ
ば
、
曲
の
花
や
か

に
牡
な
る
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、

年
月
の
た
く
み
を
か
さ
ね
て
、
今
こ
A

に
弾
き
い
づ

る
さ
ま
あ
ざ
や
か
に
、
と
も
に
同
じ
ゃ
う
な
る
春
の
花
の
か
た
ち
し
た
る
を
か
ざ
し
、

一

伴
奏
は
鹿
の
子
摸
様
の
鳩
梵
色
な
る
を
着
た
り
。
合
奏
に
つ
ぎ
た
る
は
二
部
合
唱
な

り
。
高
昔
部
は
幸
田
、
安
達
、
河
合
、
中
昔
部
は
高
木
、
堤
の
諸
氏
に
て
、
元
歌
は
「
賛

美
歌
の
一
篇
」
と
あ
る
を
、
替
へ
て
「
葵
の
祭
」
と
い
へ
る
歌
に
作
り
、
メ
ン
デ
ル
ソ

オ
ン
の
曲
に
合
せ
た
る
は
鳥
居
氏
な
り
。
遠
山
氏
が
ピ
ア
ノ
の
狽
弾
は
目
録
の
第
十
一

ソ

ナ

チ

ナ

ピ
ヤ
ノ

（
獨
奏
）

乙

高

砂

甲

埴

生

の

宿

唱

歌

第

部

明
治
三
十
＿
年
六
月
十
＿
日

』

麟

學

友

會

演

奏

曲

目

ヤ

國

風

義

氏

作

歌

ワ

グ

し

ネ

ル

氏

作

曲

i

鳥

居

枕

氏

作

歌

名
春
員
山
田
源
一
郎
氏
指
揮

鈴

木

毅

氏

演

奏

氏
作
曲

ク
／一へ、

里シ

レ

メ 見シ

ン

チ リ

に
す
わ
り
、
こ
の
日
の
軸
な
り
。
曲
は
ス
テ
フ
エ
ン
、
ヘ
ル
レ
ル
の
編
に
か
A

れ
る
シ

ュ
ウ
ベ
ル
ト
の
「
デ
イ
、
フ
ォ
レ
レ
」
を
選
み
た
り
。

ヘ
ル
レ
ル
は
獨
逸
を
周
遊
し
、
l

巴
里
に
住
ひ
、
英
吉
利
に
ま
で
渡
り
た
る
楽
人
な
り
。
こ
の
曲
は
「
ラ
、
ツ
ル
ウ
ッ
」

と
て
、
世
に
名
あ
る
も
の
に
て
、
千
八
百
十
七
年
の
作
に
か
A

る
と
い
ふ
。
日
の
ひ
か

り
花
や
か
に
さ
し
入
り
た
れ
ば
、
竪
縞
の
風
通
を
着
て
、
新
ら
し
き
ピ
ア
ノ
に
う
ち
む

か
ひ
た
る
さ
ま
、
い
み
じ
き
指
の
は
こ
び
の
ほ
ど
も
、
く
も
り
な
く
見
ゆ
。
終
に
は
軍

楽
學
校
諸
氏
の
吹
奏
架
あ
り
て
、
ウ
ン
ラ
ア
ト
の
「
カ
ア
ル
王
進
行
曲
」

い
と
賑
や
か

に
、
か
の
た
く
み
な
る
漁
夫
が
大
海
に
網
う
ち
た
る
が
ご
と
く
、
た
ぐ
り
持
ち
た
る
一

す
ぢ
の
綱
に
て
、
次
第
に
こ
の
日
の
演
奏
を
納
め
畢
り
た
る
は
め
で
た
し
。

（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
一
年
五
月
二
日
）

(

1

)

藤
村
（
本
名
島
崎
春
樹
）
は
明
治
三
十
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
一
年
間
、
東
京
音
楽
学

校
の
選
科
に
お
い
て
、
ピ
ア
ノ
を
専
攻
し
た
。
師
は
橘
絲
重
で
あ
る
。

学
友
会
演
奏
会

明
治
三
十
一
年
六
月
十
一
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
半

東
京
上
野
公
園
地
音
楽
學
校
奏
楽
堂
二
於
テ
開
會
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＋

唱

ロ

歌

ン

ド

九

ピ

ャ

ノ

（

獨

奏

）

ン

氏

作

曲

ー

氏

作

曲

郎

氏

演

奏

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

氏

作

曲

瀧

廉

―フ シ

ュ

モ

太

マ

八

乙

ガ

ボ

ッ

ト

甲

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

（

合

奏

）

ヰ

ー

ゲ

ン

リ

ー

ド

ヘ

ン

我

日

の

本

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

氏

作

曲

｛

中

村

秋

香

氏

作

歌

七

二

人

合

唱

r -^一ー、
ー r上っ

蘭 女ノ ‘

木達

チカ

カウ

子子

｀ 贋

ソ

ナ

夕

イ

デ

＇ ノ‘

ピ

ャ

＂ 
立
口

ノ

（

獨

奏

）

高

木

チ

カ

子

演

奏

ン

氏

作

曲

第

メ

ヌ

エ

ッ

ト

メ

リ

オ

ー

氏

作

曲

五

ピ

ャ

ノ

（

聯

弾

）

• ▲ • 

田紳栗瀧

中戸 本 廉

:<

四

ロ

リ

ー

デ

ィ

ン

グ

氏

作

曲

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

（

獨

奏

）

石

野

観

氏

演

奏

丙

末

定

カ

ル

コ

ッ

ト

氏

作

曲

盃
5

野

十

一

郎

氏

作

歌

名

暑

員

小

山

作

之

助

氏

指

揮

乙

他

郷

の

月

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

氏

作

曲

i

佐

藤

誠

質

氏

作

歌

甲

遊

撤

唱

歌

マ

ン

ス

／ー;――‘

某ウ

工

ベ

ル

氏

作

曲

氏

作

歌

第 第

公

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

マ

ッ

ヂ

ン

ギ

氏

作

曲

旗

野

十

一

郎

氏

作

歌

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

氏

作

曲

君

は

紳

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

里

見

義

氏

作

歌

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

（

獨

奏

）

…

…

…

…

専

修

部

卒

業

生

安

逹

カ

ウ

乙 甲

郭 歌

明
治
―
―
-
+
―
年
七
月
九
日

翡

麟

鱈

霞

生

徒

卒

業

證

書

授

呉

式

及

―音

楽

演

奏

順

序

闘

疇

麟

晋

楽

學

校

生

徒

卒

業

式

順

序

一

、

主

事

渡

邊

龍

聖

報

告

二

、

卒

業

證

書

授

呉

三

、

校

長

理

學

博

士

矢

田

部

良

吉

告

辮

四

、

文

部

大

臣

説

辮

五

、

卒

業

生

徒

穂

代

謝

僻

演

奏

曲

目

唱
丙

闘

草

花

乙

花

の

孤

子

甲

心

の

水

明
治
三
十
一
年
七
月
九
日
（
土
曜
日
）
午
後
三
時

ヨ

リ

上

野

公

園

音

楽

學

校

二

於

テ

執

行

卒

業

式

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

氏

作

曲

孟

旗

野

十

一

郎

氏

作

歌

名

春

員

上

箕

行

氏

指

揮

第1部

ハ

ウ

。

フ

ト

マ

ン

氏

作

曲

ニ

大

和

田

建

樹

氏

作

歌

明治・大正篇

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

氏

作

曲

云

本

居

豊

頴

氏

作

歌
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明
治
三
十
一
年
十
＿
月
十
三
日

第

九

唱

歌

第

八
第

七

第

」、ー／

乙 甲

第

五
第

四

唱

歌

第

乙 甲

ア
ン
ダ
ン
テ
、

マ
ツ
ル
カ
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ

ヰ
ー
ゲ
ン
リ
ー
ド
ヘ
ン
…
…
…
シ

モ
ー
メ
ン
ト

夏
の
朝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
鳥

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
獨
奏
）
…
…
…
…
幸

コ
ン
セ
ル
ト
第
九
番
…
…
…
…
…
…
ベ

ヽ

橿
日
宮
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
鳥

試
業
演
奏
会

ン
居

デ

ユ

リ
リ

居ヴ

海
邊
眺
望
…
…
…
…
…
…
…
｛
応
ム
応

喜
我
世
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
作
曲
者

旗

野

十

一

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
ピ
ヤ
ノ
伴
奏
）
…
卒

グ

氏

作

曲

枕

氏

作

歌

未

詳

郎

氏

作

歌

其

他

諸

氏

マ

ン

氏

作

曲

ミ

ュ

ジ

カ

ル

…

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

氏

作

曲

ピ
ア
ノ
（
獨
奏
）
…
…
…
…
…
…
…
専
修
部
卒
業
生
瀧
廉
太
郎

ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ク
レ
メ
ン
チ
氏
作
曲

安

達

カ

ウ

四
部
合
唱
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
専
修
部
卒
業
生
一
[
[
よ

ア

ン

氏

作

曲

枕

氏

作

歌
幸

氏

作

曲

乙 甲

業

カ
ン
タ
ビ
レ
…
エ
ベ

ハ

ル

ト

氏

作

曲

ト

氏

作

曲

ピ
ヤ
ノ
（
獨
奏
）
…
…
…
…
…
…
…
専
修
部
卒
業
生
高
木
チ
カ

ス
イ
ト
、
ミ
ニ
ョ
ン
…
…
…
…
…
…
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
氏
作
曲

ツ Jレ

生
田 Jレ

Jレ

枕氏

作作

歌曲

オ

松
づ
く
し

八
、
等
曲 乙

、
ホ
ッ
ホ
、

ツ
ァ
イ
ツ
、

八
千
代
獅
子

七
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

甲
、
ラ
ル
ゲ
ト
ー

六
、
等
曲 甲

、
指
と
り
敷
ヘ

乙
、
菊
の
園

五
、
ピ
ヤ
ノ
獨
奏

進
行
曲

四
、
複
昔
唱
歌

落
梅

―
―
-
、
縮
曲 甲

、
菊

乙
、
紅
葉
狩

71 章

講

師

今

井

慶

松

氏

2

第
四
期
生
徒
戸
疇

5
戸

臼

第

講

師

天

谷

秀

氏

内
藤
す
て
子

第
三
期
生
徒
戸
輝
鐸
紅
戸

第第

グ
ン
ベ
ル
ト
氏
作
曲

麟

｝

女

生

徒

久

野

ふ

み

子

第
一
期
生
徒
一
麟
戸
止
昇

高

梨

春

野

子

第
一
回
試
業
會
順
序
（
選
科
）

一
、
ピ
ヤ
ノ
聯
弾

デ
ル
、

二
、
鼠
昔
唱
歌

ク
ラ
イ
ネ
、
ポ
ス
テ
ヰ
ロ
ン

ア
ル
レ
ン
氏
作
曲

ア
プ
ト
氏
作
曲

音
楽
取
調
掛
作
歌

作

曲

者

末

詳

藤

永

扱

校

調

モ
ツ
ァ
ル
ト
氏
作

マ
ル
ッ
シ
ュ

昔
楽
取
調
掛
作
歌

中
村
秋
香
氏
作
歌

本
居
豊
穎
氏
作
歌

旗
野
十
一
郎
氏
作
歌

第
一
期
生
徒

ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
氏
作

上

原

き

せ

子

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
氏
作

鳥
居
沈
氏
作
歌

第第

麟

｝

女

生

徒

原

み

ち

子

第
一
期
生
徒
｛
吉
川
さ
い
子

ク
ラ
イ
ン
ミ
ッ
ヘ
ル
氏
作

明治31年～45年8月(1898~1912)



+、

甲
、
我
國

乙
、
秋
景

ハ
イ
ド
ン
氏
作
曲

同

竪

會

フ
ロ
ー
ト
ー
氏
作
曲

旗
野
十
一
郎
氏
作
歌

明
治
三
十
一
年
十
一
月
二
十
日
同
声
会
秋
季
演
奏
会

明
治
舟
一
年
十
一
月
二
十
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
半

東
京
上
野
公
園
音
楽
學
校
奏
楽
堂
二
於
テ
開
會

秋

季

昔

業

演

奏

會

曲

目

〔
手
書
き
〕

〔
前
略
〕

今
春
以
降
＿
音
楽
學
校
は
頻
に
其
楽
堂
を
開
て
敷
回
の
演
奏
會
を
催
し
、
竪
楽
器
榮
共

に
未
だ
嘗
年
の
伎
伺
を
失
は
ざ
る
を
示
せ
り
。
合
唱
の
部
は
先
年
末
有
望
の
諸
氏
が
踵

を
接
し
て
校
を
去
り
し
為
め
昔
日
の
観
無
し
と
雖
も
、
後
進
の
人
に
し
て
傾
聘
す
可
き

者
少
か
ら
ず
。
殊
に
男
槃
は
之
を
敷
年
前
に
比
し
て
顕
著
な
る
進
歩
あ
り
と
云
ふ
可

し
。
洋
琴
の
部
に
於
て
は
近
時
絢
子
神
戸
氏
の
進
境
注
目
す
可
き
も
の
あ
り
と
稲
す
。

幸
田
氏
姉
妹
が
盤
債
は
既
に
治
ね
く
人
の
知
る
所
な
れ
ど
、
『
ギ
オ
ロ
ン
』
に
、
肉
槃

に
、
竜
も
退
歩
の
徴
な
く
、
敷
月
前
延
子
氏
が
歌
ひ
し
『
ア
‘
ヱ
、
マ
リ
ヤ
』
幸
子
氏
の

奏
せ
し
『
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
』
の
如
き
先
年
の
盛
時
に
於
て
、
鑑
識
あ
る
聘
衆
の
前
に
せ

ざ
り
し
を
惜
ま
し
む
る
の
感
あ
り
き
。
＿
音
楽
學
校
が
な
ほ
昔
日
の
『
ト
ラ
ジ
チ
オ
ン
』

を
失
は
ざ
る
は
、
唱
歌
の
指
揮
者
に
上
員
行
氏
あ
り
、
又
竪
楽
器
楽
を
督
す
る
に
幸
子

氏
あ
る
が
為
な
り
。
近
時
ド
ク
ト
ル
、
フ
ォ
ン
、
ケ
エ
ベ
ル
氏
も
亦
洋
琴
部
の
数
示
に

従
事
せ
ら
る
と
聞
け
ば
、
氏
が
楽
風
も
亦
後
進
者
間
に
博
は
る
な
る
べ
し
。
〔
後
略
〕

（
『
帝
國
文
學
』
第
四
巻
第
七
号
、
明
治
三
十
一
年
七
月
、
九
一
ー
九
二
頁
）

本
居
豊
穎
氏
作
歌

第第

麟

｝

男

女

生

徒

ラ、

九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

メ
ラ
ン
コ
リ
ー

三
重
昔
唱
歌

‘/、‘、

講

師

頼
母
木
こ
ま
子

ヘ
ル
ム
ス
ベ
ル
ゲ
ル
氏
作

ロ
ン
ド
ー
（
ペ
ル
ペ
チ
ュ
ウ
ム
、

九
、
。
ヒ
ア
ノ
獨
弾

鳥

居

枕

氏

作

歌

甲
、
閑
庭
菊
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
ヮ
ィ
ン
ウ
ル
ム
氏
作
曲

武
島
又
次
郎
氏
作
歌

乙
、
消
え
行
命
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
ワ
イ
ン
ウ
ル
ム
氏
作
曲

絲

重

子

八

、

唱

歌

四
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

ロ
ー
マ
ン
ス

五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

ソ
ナ
タ
第
六
番

第

二

六
、
吹
奏
楽
：
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
軍
楽
學
校
諸
氏

聯
隊
の
少
女
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
イ
氏
作
曲

七
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

レ
ゲ
ン
デ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ウ
ィ
ニ
ア
ウ
ス
キ
氏
作
曲

乙
、
菌

甲
、
弱

三
、
日
日n
 
歌 第

、
一

部 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
ヌ

一
、
ピ
ア
ノ
獨
弾

ソ
ナ
タ
第
三
番
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
氏
作
曲

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

コ
ン
サ
ル
ト

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
•
•
ロ
ー
デ
氏
作
曲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
學
友
會
諸

鳥

居

枕

氏

作

歌

衣
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
ハ
ウ
フ
ト
マ
ン
氏
作
曲

旗
野
十
一
郎
氏
作
歌

狩
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
ェ
ン
セ
ン
氏
作
曲

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
ヰ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ョ
。
ハ
ン
氏
作
曲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ
ザ
ル
ト
氏
作
曲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
學
友
會
諸

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
福

部

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
卑

ピ
ア
ノ
合
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
頼
母
木

橘

絲

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
幸

モ
ビ
レ
）
…
…
…
…
…
ウ
エ
ー
ベ
ル
氏
作
曲 氏

田

延

子 重駒

子子

谷

秀

氏

氏

第 1部

田

幸

子

田

菊

明治・大正篇

子
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Concert 
GIVEN BY 

THE DOSEIKW AI 

On Sunday, the 20th Nov., 1898, 
IN THE 

MUSIC HALL 
OF 

THE ACADEMY OF MUSIC 

UYENO, TOKYO. 
THE CONCERT COMMENCES AT 1. 30 P. M. 

出

出

牲
｝

牲

｝

漿 出

呈

呈 5. 

6-

7. 

Mr. Amaya. 
Duo for Violin and Piano. 
"Sonata" (No. 6.)................................. Mozart. 

Misses Tanomogi and Tachibana. 

Part II. 

Brass-Band. 

"La fille de Regiment"........................ Donizetti. 
Members of the Gungakugakko. 

Violin-Solo. 

"Lもgende".......................................Wieniawski. 
Miss N. Koda. 

8. 

1. 

2. 

3. 

4. 

Part I. 

Piano Solo. 
"Sonata" (No. 3.).............................. Beethoven. 

Miss ・Uchida. 
Violin Solo. 

"Concert"........................................ •........ Rode. 
Miss K. Koda. 

Chorus. 

a: "Lerchenbaum"........................... Hauptmann. 
b : "Veilchen unter Gras versteckt"…………Jensen. 

The Students of the Academy. 
Organ Solo. 

• • "Romance".................... :........................ Chopin. 

9. 

10. 

Chorus. 

a: "Toscanishe Lieder" (No. 1.)………Weinwurm. 
b:,,  " (No. 6.)......... Weinwurm. 

The Students of the Academy. 
Piano-Solo. 
"Rondo" (Perpetuum Mobile). 

Aus der Clavier Sonate 
Miss Tachibana. 

•• •… Weber. 

Violins. 

a: "Sarabande".................................. _.......,:Bach. 

b: "Loure"................................................ Bach. 
Members of the Doseikwai. 

0匡謝咽1Il涵将l甘皿縦悪慇咽1Il
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と
、
ヴ
ヰ
オ
リ
ン
の
レ
ゲ
ン
デ
獨
奏
と
に
打
た
れ
た
る
な
り
。
こ
れ
ぞ
此
日
の
白
眉
な

る
ら
む
。
内
田
菊
子
君
の
楽
堂
に
現
れ
ざ
り
し
や
こ
A

に
久
し
。
さ
れ
ど
世
に
は
侠
氣

あ
る
坂
部
氏
の
如
き
あ
り
て
、
ケ
ー
ベ
ル
教
授
の
言
に
ま
か
せ
て
か
、
し
き
り
に
君
を

揚
げ
し
も
、
我
れ
は
こ
れ
ま
で
君
に
動
か
さ
れ
た
る
こ
と
殆
ど
こ
れ
な
か
り
し
も
の
A

一
人
な
り
。
た
ゞ
春
期
演
奏
會
の
時
な
り
し
か
、
一
段
の
進
境
に
入
ら
れ
し
よ
と
覺
え

し
の
み
。
而
し
て
、
い
ま
ソ
ナ
タ
第
三
番
の
猶
弾
を
聴
く
に
及
ん
で
や
賓
に
坂
部
氏
の

讃
僻
の
全
く
空
か
ら
ざ
る
を
了
せ
り
と
い
は
ん
か
。
古
き
既
往
は
い
ざ
知
ら
ず
、
こ
の

三
四
年
、
原
作
者
を
博
へ
た
る
人
忍
が
岡
の
楽
士
中
殆
ん
ど
あ
る
な
し
、
一
人
も
あ
る

な
し
。
た
ゞ
こ
の
日
、
菊
子
君
始
て
よ
く
こ
れ
を
せ
り
。
女
性
の
常
と
し
て
稽
々
そ
の

猿
動
に
力
を
欠
き
、

雲
を
隔
て
A

之
に
聴
く
の
恨
み
あ
り
し
と
雖
ど
も
、
ベ
ー
ト
ー
フ

ヱ
ン
か
心
に
火
の
柱
の
如
く
立
て
る
至
大
荘
厳
複
雑
の
賓
相
は
、
確
に
そ
の
一
部
を
之

に
よ
り
て
我
等
に
博
へ
た
る
も
の
A

如
し
。
共
な
り
し
と
こ
ろ
の
詩
人
藤
村
子
ま
た
感

歎
措
く
能
は
ず
し
て
日
く
、
こ
れ
賓
に
暗
漁
た
る
黒
雲
勃
如
と
し
て
天
の
一
方
に
起
る

も
、
愛
光
燦
と
し
て
其
間
に
照
ら
す
の
相
な
り
と
。
殊
に
は
そ
の
ペ
タ
ル
の
用
ひ
巧
み

に
し
て
、

藤
村
子
が
所
謂
黒
雲
を
起
こ
す
と
こ
ろ
、
景
中
の
景
な
り
と
も
い
ふ
べ
き
か

④
幸
田
延
子
君
が
此
の
日
の
演
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ー
レ
ゲ
ン
デ
の
曲
も
又
驚
く
べ
き
も

の
A

ー
つ
な
る
べ
し
。
わ
れ
は
之
を
以
て
鱚
朝
以
来
最
上
の
出
来
榮
え
な
り
と
讃
せ

ん
。
そ
の
レ
ゲ
ン
デ
と
は
『
物
語
』
と
の
意
な
る
べ
く
、
如
何
な
る
こ
と
の
レ
ゲ
ン
デ

な
る
か
我
れ
之
を
知
ら
ね
ど
、
自
ら
一
種
の
恐
怖
に
騨
ら
れ
、
何
と
な
く
、
も
の
愴
＜

て
、
慄
ひ
出
ん
と
せ
し
を
思
へ
ば
、
古
き
希
臓
の
怪
談
に
て
も
仕
組
み
た
る
も
の
に

や
。
近
頃
世
間
に
は
女
史
を
攻
撃
す
る
の
磐
甚
だ
強
き
も
の
あ
る
よ
り
、
こ
の
日
特
に

力
を
注
が
れ
た
る
た
め
か
、
そ
の
腕
寧
ろ
巧
み
な
り
と
い
は
ん
よ
り
は
す
ご
く
恐
ろ
し

か
り
き
。
元
来
女
史
の
腕
は
微
妙
伶
巧
の
曲
な
ら
ん
よ
り
は
牡
大
雄
麗
の
も
の
に
適

す
。
さ
れ
ど
今
に
し
て
ま
た
思
へ
ば
、
こ
の
レ
ゲ
ン
デ
の
如
く
、
狼
が
寒
夜
月
に
嘘
＜

如
き
、
或
は
妖
震
の
旅
人
を
お
ど
さ
ん
と
す
る
如
き
或
は
海
賊
船
を
走
ら
し
て
獲
物
を

海
に
あ
さ
ら
ん
と
す
る
が
如
き
も
の
こ
そ
、
更
に
最
も
適
す
る
ら
め
。
女
史
は
此
の
日

和
装
せ
ら
れ
た
れ
は
、
弓
の
力
に
充
分
の
見
榮
え
を
添
へ
得
ざ
り
し
こ
そ
上
な
き
恨
み

な
れ
。
瀧
氏
が
ピ
ヤ
ノ
伴
奏
は
、
稽
々
氣
取
り
過
ぎ
て
、
調
和
の
機
微
を
欠
け
る
も
の

の
如
く
、
ま
こ
と
に
惜
し
き
こ
と
な
り
。
さ
れ
ど
、
延
子
君
の
氏
を
伴
へ
る
は
目
新
＜

し
て
難
有
か
り
き
。
我
れ
は
終
に
女
史
の
た
め
軽
快
洒
然
た
る
洋
装
を
勘
め
ん
と
欲
す

R
妹
幸
子
君
が
ロ
ー
デ
氏
作
コ
ン
サ
ル
ト
猶
奏
は
、

尋
常
と
い
ふ
の
み
に
て
卒
業
演
奏

會
の
コ
ン
セ
ル
チ
ノ
に
は
比
ぶ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
加
ふ
る
に
前
半
曲
の
、
臆
病
氣
に
勝

た
れ
て
見
え
も
し
聴
こ
え
も
せ
る
は
、
何
故
に
や
。
亦
、
己
れ
弓
を
取
ら
ざ
る
も
、
す

で
に
伴
奏
の
始
ま
り
た
ら
ば
、
身
は
最
早
や
曲
中
に
あ
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ば
全
心
を

そ
の
伴
奏
の
音
曲
に
さ
A

げ
て
、
胸
中
燃
ゆ
る
が
如
く
に
湧
き
煮
た
ち
、
こ
れ
が
勢
に

乗
じ
そ
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
駆
ら
れ
て
、
弓
を
取
り
も
し
歌
ひ
も
す
べ
き
筈
な

ら
ず
や
。
さ
る
を
そ
の
心
掛
け
の
更
に
な
く
て
、
餘
所
ご
と
の
如
く
に
聘
き
な
が
し
、

我
が
部
に
来
り
て
急
に
思
ひ
つ
き
た
る
如
く
、
弓
取
る
ご
と
き
に
至
り
て
は
、
楽
士
の

愧
づ
べ
き
こ
と
な
り
。
而
し
て
、
幸
子
君
が
此
曲
を
奏
せ
ん
と
し
て
、
そ
の
弊
を
襲
ひ

し
ご
と
か
り
し
も
な
さ
け
な
や
。
伴
奏
の
延
子
君
終
の
頃
に
至
り
て
、
曲
譜
の
紙
如
何

に
し
け
ん
、
一
度
な
ら
ず
一
一
度
三
度
折
れ
ど
反
せ
ど
、
仲
々
に
反
へ
ら
ず
、
是
に
於
て

か
一
種
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
俄
に
そ
の
胸
底
に
燃
え
た
る
も
の
A

如
く
、
麗
火
忽

ち
そ
の
面
に
溢
れ
、
更
に
一
段
の
力
を
添
へ
て
、
曲
譜
な
く
弾
じ
終
り
た
る
さ
ま
勇
ま

し
く
も
又
心
地
よ
げ
な
り
。
④
そ
れ
オ
ル
ガ
ン
の
長
ず
る
と
こ
ろ
は
、
ピ
ヤ
ノ
の
軽
快

痛
切
な
る
に
反
し
、
幽
蓬
沈
痛
な
る
も
の
あ
り
て
、
何
と
な
く
大
人
君
子
の
態
度
あ
る

に
あ
り
、
さ
れ
ば
か
A

る
ピ
ヤ
ノ
、
ヴ
ヰ
オ
リ
ン
の
敷
多
き
番
組
の
間
に
立
て
、
特
に

オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
を
試
み
ん
と
す
る
の
大
謄
あ
ら
ば
、
よ
ろ
し
く
オ
ル
ガ
ン
の
特
長
を

猿
揮
し
て
、
幽
遠
深
蓬
の
曲
を
撰
ぶ
べ
き
な
れ
。
さ
る
を
、
考
慮
絃
に
い
た
ら
ず
、
た

だ
偏
に
面
白
ろ
か
ら
ん
こ
と
を
欲
し
て
、
オ
ル
ガ
ン
の
み
の
番
組
な
ら
ば
、
或
は
喝
采

を
得
べ
し
と
思
は
る
A

軽
快
な
る
ロ
ー
マ
ン
ス
の
曲
を
撰
ふ
。
加
ふ
る
に
、
シ
ョ
ッ
パ

ン
は
ピ
ヤ
ノ
の
名
手
に
し
て
、
オ
ル
ガ
ン
は
そ
の
得
た
る
も
の
に
非
ず
。
是
に
於
て

か
、
天
谷
秀
君
が
シ
ョ
ッ
パ
ン
氏
作
ロ
ー
マ
ン
ス
の
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
は
、
全
く
失
敗
に

終
は
れ
り
と
い
ふ
べ
し
。
④
頼
母
木
駒
子
君
橘
絲
重
女
史
と
の
ヴ
ヰ
オ
リ
ン
、
ピ
ヤ
ノ

合
奏
モ
ツ
ア
ー
ト
氏
ソ
ナ
タ
第
六
番
は
、

寧
ろ
ピ
ヤ
ノ
に
勝
を
占
め
ら
れ
た
り
と
や
い

は
む
。
頼
母
木
子
が
ヴ
ヰ
オ
リ
ン
の
批
評
は
之
を
し
ば
ら
く
後
に
譲
る
も
、
絲
重
君
の

近
来
格
段
の
進
境
を
見
ず
、
可
も
な
く
不
可
も
な
く
、
却
て
後
進
の
た
め
に
押
し
攻
め

ら
る
A

の
傾
あ
る
は
、
悲
む
べ
き
こ
と
な
り
。
こ
の
ま
A

に
し
て
遂
に
過
ぎ
な
ん
か
、

遠
山
女
史
と
共
に
壇
浦
落
の
ほ
か
、
又
道
な
か
る
べ
し
。
是
に
至
り
て
坂
部
氏
の
言
賞
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六
段
調

六
、
唱
歌
（
輩
―
H

日）

徒

三
、
唱
歌
（
女
槃
三
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
生ロ

ト

リ

氏

作

曲

友
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
中
村
秋
香
氏
作
歌

母

木

コ糸

マ重

ソ
ナ
タ
（
困
短
調
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ
ツ
ア
ル
ト
氏
作
曲

五
、
第
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
｛
助
敦
授

敦

員

遠

山

甲

子

今
井
新
太
郎
及
生
徒

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
橋
検
校
作
曲

............................................. H
 

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

助
敦
授

ピ
ヤ
ノ
合
奏
…
…
…
…
｛
助
教
授

橘頼

天
岩
戸
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
如

5
[
―
耐
豆
畔
麟

C
o
n
c
e
rt
 

O
N
 S
U
N
D
A
Y
,
 DE

C
E
M
B
E
R
 4
T
H
,
 

1
8
9
8
,
 

I
N
 T
H
E
 

C
O
N
C
E
R
T
 H
A
L
L
 

O
F
 

T
H
E
 A
C
A
D
E
M
Y
 O
F
 M
U
S
I
C
,
 

U
Y
E
N
O
 P
A
R
K
.
 

徒

... 
ノ‘

ハ
氏
作
曲

イ

ベ

Jレ

氏

瀧

廉

太

郎

ハ

氏

作

曲

一
、
唱
歌

第

部

明
治
三
十
一
年
十
二
月
四
日
第
一
回
定
期
演
奏
会

明
治
三
十
一
年
十
二
月
四
日
（
日
曜
日
）

午
後
一
時
半
開
會

秋
季
一
音
楽
會
演
奏
曲
目

高
等
師
範
學
校
附
展
―
音
楽
學
校

...................................................... 4
 

甲
、
此
御
山
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
モ
ツ
ア
ル
ト
氏
作
曲

旗
野
十
一
郎
氏
作
歌

乙
、
別
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
い
ー
町
砂
疇
詞
麟

二
、
ピ
ヤ
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
研
究
生

イ
タ
リ
ャ
ニ
ッ
シ
ェ
ス
、

コ
ン
セ
ル
ト

田田

幸延

徒

徒

田戸

菊絢

ら
ず
と
い
ふ
べ
き
な
り
。

（
『
女
學
雑
誌
』
第
四
七
七
号
、
明
治
三
十
一
年
十
二
月
、
二
六
ー
ニ
七
頁
）

第

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
氏
作
曲

甲
、
君
は
紳
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
東
京
一
音
果
學
校
作
歌

モ
ツ
ア
ル
ト
氏
作
曲

乙
、
我
闊
民
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
大
和
田
建
樹
氏
作
歌

部

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
職
員
、
卒
業
生
及
生
徒

ラ
ー
ゴ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヘ
ン
デ
ル
氏
作
曲

二
、
ピ
ヤ
ノ
聯
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
三
年
生
神

研
究
生
内

バ
レ
ッ
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ル
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
氏
作
曲

三
、
唱
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
；
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
生ワ

イ
ン
ウ
ル
ム
氏
作
曲

甲
、
閑
庭
菊
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
鳥
居
枕
氏
作
歌

乙
、
松
浦
佐
用
姫
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
幻
配
認
冗
鯰
疇
岬
麟

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
聯
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
教
授
幸

研
究
生
幸

コ
ン
セ
ル
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
バ

五
、
ピ
ヤ
ノ
獨
奏
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
コ

六
、
唱
歌
（
管
絃
合
奏
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
職
員
、
卒
業
生
及
生
徒
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Vi
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L
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•
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…
…
…
…
…
…
…
…
•
H

昔
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Inst
r
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ors
,
 Gr
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es
ミ

n
d
S
t
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dg
t

s
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 th
e
 

P
a
rt
 
I. 
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』
•
9
9
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T

O

 
B
E
G
I
N
,
 A

T

 
1. 3
0
 
P
 .
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M
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〔
前
略
〕
次
に
亦
余
輩
の
喜
ふ

へ
き
こ
と
は
昨
冬
に
於
け
る
一
音
楽
學
校
と
し
て
の
演
奏

會
か
上
野
に
て
行
は
れ
し
こ
と
な
り
。
渡
邊
主
事
の
報
告
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
は
、
音
榮

學
校
が
一
音
楽
學
校
と
し
て
の
演
奏
會
は
此
般
を
以
て
喘
矢
と
な
す
と
。
又
日
く
、
該
演

奏
會
（
乃
ち
＿
音
楽
學
校
と
し
て
の
演
奏
會
）
は
第
一
回
の
事
な
り
、
且
萬
事
不
整
頓
な

り
、
故
に
今
般
の
演
奏
會
は
演
奏
會
と
し
て
よ
り
は
寧
ろ
學
校
の
今
日
進
行
し
つ
A

あ

る
事
業
の
報
告
を
諸
君
に
紹
介
す
る
か
如
し
と
。
余
輩
は
其
會
か
演
奏
會
に
せ
よ
、
報

告
會
に
せ
よ
、
何
れ
な
る
や
何
如
は
問
は
さ
る
な
り
、
亦
其
演
奏
會
の
巧
拙
の
批
評
を

試
む
る
に
非
さ
る
な
り
。
余
輩
か
絃
に
賛
成
し
、
且
―
音
楽
界
の
一
現
象
と
し
て
見
る
所

の
黙
は
他
な
し
、
乃
ち
一
音
楽
學
校
と
し
て
の
一
音
楽
演
奏
會
を
起
さ
れ
た
る
の
一
事
之
な

り
。
従
来
は
如
此
奏
會
よ
り
も
多
く
の
希
望
を
此
皐
に
繋
く
る
所
以
な
り
。
〔
後
略
〕

(
『
帝
國
文
學
』
第
五
巻
第
一
号
、
明
治
三
十
二
年
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月

、
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三
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明
治
三
十
二
年
一
月
試
業
会

紳
田
一
ツ
橋
通
リ
ノ
分
敦
場
二
於
テ
ハ
生
徒
ノ
父
兄
保
証
人
二
授
業
ノ
賓
況

及
ビ
成
績
ヲ
報
告
セ
ン
カ
為
メ
―
―
一
月
、
五
月
、
及
ビ
十
一
月
ノ
三
回
試
業
會

ヲ
開
キ
ク
リ

明
治
一

l

一
十
二
年
三
月

評
判
記

学
友
会
演
奏
会

0
音
楽
學
校
學
友
會
演
奏
會

取
り
わ
け
て
、
書
き
た
つ
る
ほ
ど
の
こ
と
も
な
け
れ
ど
、
鳥
居
枕
氏
が
作
歌
に
て
ウ

エ
ー
ベ
ル
氏
の
作
な
り
と
い
ふ
『
探
梅
』
の
一
曲
、

會
員
諸

氏
に
よ
り
て
歌
は
れ
し

が
、
曲
詞
の
相
和
せ
ざ
る
こ
と
、
近
来
無
類
に
て
『
自
轄
車
に
油
さ
せ
よ
…
…

．』
と
お

そ
こ
こ

A

か
し
く
合
槃
を
断
績
せ
ら
れ
し
時
に
は
、
笑
竪
其
所
此
所
に
起
り
、
思
は
ず
噴
き
出
さ

ざ
る
を
得
ず
、
純
然
た
る
一
大
滑
稽
た
り
し
と
い
ふ
べ
く
、
茶
番
と
誤
ら
る
A

も
申
繹

ことば

．

キ
．ネ

の
僻
な
か
る
べ
し
。
た
ゞ
『
木
下
川
あ
た
り
は
…
…
』
の
一
行
の
み
、
梢
々
春
の
日
に

・・
かむべ

遇
ひ
し
心
地
し
ぬ
④
紳
戸
絢
子
君
の
も
の
と
田
中
ヤ
ソ
子
君
の
も
の
と
、
ピ
ヤ
ノ
猥
弾

は
二
つ
あ
り
し
が
、
世
間
の
猥
連
が
騒
ぐ
ほ
ど
、
感
服
は
仕
ら
す
。
絢
子
君
の
如
き
巧

み
は
確
に
巧
み
な
り
と
雖
ど
も
、
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン
に
於
け
る
頼
母
木
子
の
如
く
、
わ
ざ

と
ら
し
き
と
こ
ろ
多
く
、
末
の
望
み
少
し
。
我
れ
は
寧
ろ
ヤ
ソ
子
君
を
以
て
、
勝
来
大

"J 
.. 
“J9

J
J
J
a
 
..
 
a
 .... ,-)J 

成
の
器
あ
る
も
の
と
言
は
ん
。
凡
て
『
ぶ
る
』
と
い
ふ
こ
と
、
藝
術
進
歩
の
大
害
な
り

は
し

④
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン
合
奏
の
時
、
向
つ
て
左
の
端
に
立
た
れ
た
る
川
井
子
と
か
聞
く
一
女

生
、
仲
々
演
奏
に
身
を
入
れ
居
ら
る
A
如
く
9

，
一
見
し
て
故
鈴
木
輻
子
君
を
想
は
し
む

る
ほ
ど
に
て
、
其
姿
勢
装
動
優
に
他
に
異
れ
り
。
之
を
喩
ふ
れ
は
、
ビ
ヤ
ノ
の
由
比
久

米
子
君
に
似
た
ら
ん
か
④
今
更
の
如
く
、
こ
の
日
又
感
激
に
堪
え
ざ
り
し
は
へ
幸
田
延

子
女
史
が
女
槃
唱
歌
『
夜
の
歌
』
及
『
枯
風
』
の
伴
奏
な
り
。
伴
奏
と
は
い
ひ
な
が

ら
、
三
昧
に
入
れ
る
女
史
が
死
物
狂
ひ
の
弾
じ
方
、
感
嘆
の
外
な
し
。
活
氣
あ
り
氣
慨

ゆ

び

ケ

ー

ね

あ

り
、
凡
て
女
史
の
指
に
獨
れ
た
る
鍵
板
の
音
は
、
餘
人
の
弾
ず
る
も
の
と
別
種
の
活

無

草

庵

有

美
〔
手
書
き
〕

（
『
明
治
三
十
二
年
度
年
報
』
）

獨 合 奏

乙、 甲
、
ア
ン
ダ
ン
テ
…
…
…
…
…
…
…
…
グ

ツ
Iレ

ツ

ノ‘

ク

作
曲

作
曲

及

生

乙
、
デ
ル
、

ユ

ー

ベ

ル
ト
作
曲徒

ラ

ン

ツ

作

曲

々

木

信

綱

作

歌

田

延

目

明
治
三
十
二
年
四
月
二
十
一
日

明
治
三
十
二
年
四
月
二
十

l

日

演

曲

ツ

橋

検

校

幸 ツ

橘

ノ‘

田田

幸延

及

生

徒

すさま

音
な
り
て
、
其
の
力
凄
し
。
矢
張
り
西
楽
界
の
名
人
は
斯
の
人
な
り
け
り
。

（『女
學
雑
誌
』
四
八
五
号
、
明
治
三
十
二
年
四
月
、
三

0
ー
三
一
頁
）

〔
八
八
l
八
九
頁
の
「
＿
音
榮
界
」
も
参
照
の
こ
と
。
〕

東
京
一
音
楽
學
校

唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
・
卒
業
生

3

モ

ツ

ア

ー

ル

ト

作

曲

悽
き
御
影
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
中
村
秋
香
作
歌

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
部
合
奏
…
…
…
…
…
…
…
｛
敦
授
幸

研

究

生

幸

ド
ッ
ペ
ル
コ
ン
セ
ル
ト
…
…
…
…
…
…
バ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
第
合
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
生

朝

作
曲

ピ

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

助

敦

授

絲

重

•2 

.

.

 

ソ
ナ
タ
（
パ
テ
チ
ー
ク
）
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲徒調

雪

八

-

9

 

唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
敦
授

の

フ

甲
、
船
出
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
{
仁

ノ
イ
ギ
エ
リ
ゲ
…
…
…
…
シ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
卒

ll
ー
八
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‘
ノ

業

生

皇
后
行
啓
演
奏
会
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合

國

の

錯
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
仕

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

松侯

ビ
ア
ノ
合
奏
…
…
…
…
…
｛
げ
コ
コ
J
v
A
、
パ
い
芦
芸
泣
砂

ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ル
ー
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
作
曲

唱
（
管
絃
合
奏
）
…
…
…
…
…
…
…
…
職
員
卒
業
生
及
生
徒

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

光

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

黒

川

員

頼

作

歌

〔
八
八
！
八
九
頁
の
「
＿
音
築
界
」
も
参
照
の
こ
と
。
〕

明
治
三
十
二
年
に
皇
后
が
東
京
音
楽
学
校
の
演
奏
会
に
行
か
れ
た
の
は
、
楽
界
の
大

事
件
だ
っ
た
ら
し
い
。
武
蔵
野
音
楽
大
学
の
福
井
直
秋
前
学
長
の
談
話
で
は
〈
毎
年
ニ

回
や
ら
れ
た
奏
楽
堂
の
音
楽
会
は
、
聴
衆
集
め
に
学
校
当
局
が
頭
を
悩
ま
し
た
も
ん

〔

マ

マ

〕

だ
。
演
奏
そ
の
も
の
よ
り
お
客
集
め
が
な
み
な
ら
な
い
苦
労
で
、
曲
目
が
ど
う
か
と

か
、
う
ま
い
下
手
で
は
な
く
、
一
時
間
あ
ま
り
も
が
ま
ん
し
て
き
い
て
い
る
の
が
た
ま

ら
な
い
と
い
う
ふ
う
だ
っ
た
か
ら
、
お
菓
子
で
も
出
さ
な
き
ゃ
集
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ

れ
が
皇
后
陛
下
の
行
啓
が
数
度
に
及
ぶ
と
、
そ
の
時
は
い
つ
も
超
満
員
に
な
り
、
《
音

楽
御
奨
励
》
の
思
召
し
が
叶
い
、
実
に
愉
快
だ
っ
た
。

入
場
券
を
も
ら
っ
て
も
、
何
時
間
も
無
為
に
過
ご
す
の
を
有
難
迷
惑
に
感
じ
て
い
た

連
中
が
、
列
席
で
き
る
の
を
光
栄
と
感
じ
、
喜
ん
で
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
か
ら

な
〉
と
あ
る
。

明
治
三
十
二
年
四
月
二
十
三
日
第
二
回
定
期
演
奏
会

明
治
三
十
二
年
四
月
二
十
三
日
午
後
一
時
半
開
會

春
季
一
音
楽
演
奏
會
曲
目

都

の

東
京
＿
音
楽

學

校

（
『
明
治
は
生
き
て
い
る
』

l

―
七
i
-

l

八
頁
）

山

春
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
鍋

島勢

爵韻

作
曲

作
歌 徒

合 娃
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・:A1

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

獨 合

國

の
ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ル
ー
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
作
曲

唱
（
管
絃
合
奏
）
…
…
…
…
…
…
…
…
職

員

卒

業

生

及

生

徒

都

の

乙、

ア
ン
ダ
ン
テ
…
…
…
…
…
…
…
…
グゞ

し
ー
し
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

｝

｝

ノ

山

勢

松

韻

春
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
侯

爵

鍋
島
直
大

ピ
ア
ノ
合
奏
…
…
…
…
…
｛
万
旦
昇
い
ン
芯

イ

芯

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

光

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

黒

川

員

頼

作

歌

ッ

甲、

lレ

ツ

ユ
ー
ベ

ル
ト
作
曲

生

徒作
曲

作
曲徒

ノ‘

ク
及

作
曲

作
歌

ラ

ン

ツ

作

曲

々

木

信

綱

作

歌

雪

の

八

ツ

橋

検

校

幸

田

延調

橘

歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
農敦

授

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
部
合
奏
…
…
…
…
…
…
…
｛
研
究
生

ド
ッ
ペ
ル
コ
ン
セ
ル
ト
…
…
…
…
…
…
バ

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
助
敦
授

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
等
合
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
生

朝

ソ
ナ
タ
（
パ
テ
チ
ー
ク
）
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲徒

唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
敦
授

甲
、
船
出
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
『
底

乙
、
デ
ル
、

ノ
イ
ギ
エ
リ
ゲ
…
…
…
•
•
•
シ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
卒
業

生

重

ツ

ノ‘

作
曲

絲

幸幸

田田

幸延

唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
卒
業
生

〔

マ

マ

〕
レー十

祝

野

二

作

曲

郎

作

歌

及

生

徒
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本
校
事
業
ノ
成
績
ヲ
報
告
シ
併
テ
技
藝
ヲ
奨
動
セ
ン
カ
為
春
秋
二
期
ニ
ー
音
楽

演
奏
會
ヲ
公
開
セ
リ
春
季
演
奏
會
ハ
四
月
二
十
三
日
二
拳
行
シ
其
演
奏
曲
目
ハ

〔ママ〕

行
啓
ノ
際
御
聞
二
達
シ
タ
ル
モ
ノ
A

内
第
一
合
唱
ヲ
説
歌
（
ベ
ル
エ
作
曲
、
旗

野
十
一
郎
作
歌
）
ト
シ
其
他
ハ
穂
テ
同
一
ナ
リ
常
日
午
前
午
後
雨
度
二
演
奏
ヲ

ナ
シ
午
前
ニ
ハ
諸
學
校
生
徒
其
他
ノ
者
ヲ
入
場
セ
シ
メ
午
后
ニ
ハ
兼
テ
招
待
シ

置
キ
タ
ル
者
ノ
来
場
ア
リ
タ
リ
雨
度
共
来
聴
者
千
有
餘
名
ナ
リ
キ

秋
季
音
楽
演
奏
會
ハ
十
一
月
二
十
五
日
二
十
六
ノ
雨
日
公
開
ス
ニ
十
五
日
ニ

ハ
諸
學
校
生
徒
其
他
ノ
モ
ノ
ヲ
入
場
セ
シ
メ
ニ
十
六
日
ニ
ハ
兼
テ
招
待
シ
置
キ

タ
ル
者
ノ
来
場
ア
リ
タ
リ
附
日
共
参
聴
者
千
有
餘
名
ナ
リ
キ

a
.
 

b
.
 

〔
手
書
き
〕

（
『
明
治
三
十
二
年
度
年
報
』
）
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楽
評
手
前
味
噌

◎
音
楽
學
校
春
季
演
奏
會

こ
れ
ほ
ど
の
大
人
敷
を
、
う
ま
く
こ
な
す
こ
と
、
並
々
の
腕
に
は
六
ケ
し
か
る
べ

し
。
そ
の
竪
調
の
楓
れ
て
、

聘
き
苦
し
き
醜
鉢
を
示
さ
ず
や
な
ど
、
憂
へ
た
る
は
謬
り

な
り
き
。
本
校
も
来
れ
分
校
も
来
よ
と
、
幼
き
は
十
二
三
歳
よ
り
、
大
も
小
も
男
も
女

も
、
柳
櫻
と
こ
き
ま
ぜ
て
百
五
六
十
ほ
ど
が
、
｀
あ
や
に
歌
へ
る
箪
音
の
合
唱
『
訳
歌
』

は
、
よ
く
揃
ひ
整
ひ
て
、
些
か
の
颯
れ
外
る
A

も
の
な
く
、
殊
に
は
ポ
ー
ズ
の
ふ
し

ぶ
し
巧
に
し
て
、
意
外
の
上
出
来
な
り
し
は
、
指
揮
者
な
る
小
山
氏
の
暑
れ
な
り
と
い

ふ
べ
し
。
且
つ
こ
の
歌
は
、
『
あ
A

A

A

A
』
の
一
部
だ
け
を
除
か
は
、
歌
曲
の
調
和
無

類
に
て
、
空
前
に
し
て
恐
ら
く
絶
後
な
る
べ
き
皇
后
陛
下
行
啓
の
紀
念
と
も
な
り
、

さ
ま
で
歌
ひ
に
く
き
者
に
も
あ
ら
ね
ば
、

須
ら
く
、
そ
の
一
部
を
訂
正
し
て
、
長
く
『
東

京
音
楽
學
校
々
歌
』
た
ら
し
む
る
こ
と
へ

，策
の
妙
な
る
も
の
な
ら
ず
や
④
等
と
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
合
奏
ほ
ど
、
面
白
き
は
な
か
り
き
。
こ
は
、
そ
の
出
来
ば
え
の
良
か
り
し
が

ゆ
え
に
は
あ
ら
で
、
梢
々
滑
稽
の
趣
あ
り
し
故
な
り
。
先
づ
其
狡
黙
に
於
て
、
雨
者
不

揃
に
し
て
楓
雑
を
極
め
、
進
ん
で
雨
者
の
呼
吸
愈
々
合
は
ず
、

質
に
滅
茶
苦
茶
の
音
流

に
て
、
素
よ
り
エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
い
ふ
も
の
、

薬
ほ
ど
も
な
く
、

3

立
て
板
に

永
を
流
せ
し
と
は
、
斯
る
こ
と
に
や
。
た
ゞ
音
の
連
績
の
、
情
な
く
も
斧
に
て
切
り
出

さ
る
A

を
聴
く
の
み
。
這
れ
よ
り
は
、
ピ
ヤ
ノ
と
尺
八
と
を
洋
曲
に
あ
は
せ
て
合
奏
せ

る
な
ど
、
却
て
面
白
ろ
か
る
べ
し
。
其
ヴ
ァ
イ
ヲ
リ
ン
の
演
奏
部
は
、
何
を
基
と
し
て

作
り
た
て
ら
れ
た
る
も
の
な
る
や
知
ら
ね
ど
、
三
曲
合
奏
の
三
味
線
の
部
を
、
そ
の
ま

ま
西
洋
譜
に
う
つ
し
て
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
と
な
さ
ば
、
如
何
の
も
の
に
や
④
大
幸
田

子
の
燭
唱
は
、
和
洋
何
れ
と
も
に
、

餘
り
大
事
を
取
り
過
ご
し
て
、
小
心
翼
々
の
如
く

に
現
は
れ
、
子
が
特
色
た
る
何
時
の
生
氣
を
欠
き
、
無
理
な
原
曲
に
拘
泥
せ
ら
れ
た
る

に
非
ざ
や
な
ど
思
は
れ
た
り
。
然
し
、
其
意
、
餘
情
を
豊
か
な
ら
し
め
ん
と
す
る
に
あ

る
ご
と
け
れ
と
、
過
ぎ
た
る
は
猶
ほ
及
ば
ざ
る
が
ご
と
く
、

寧
ろ
却
て
思
ふ
存
分
精
一

杯
の
ぼ
ど
こ
そ
よ
け
れ
④
管
絃
楽
入
り
の
合
奏
『
國
の
光
』
は
、
い
ふ
べ
き
事
も
心
付

か
ね
ど
、
大
村
恕
三
郎
君
と
ぞ
聞
く
人
の
フ
リ
ュ
ー
ト
、
こ
の
日
殊
に
生
氣
装
動
に
充

さ
れ
て
我
偕
の
耳
に
入
り
し
は
、
難
有
か
り
き
。
此
人
、
恐
ら
く
管
架
仲
間
の
第
一
位

(

1

)

 

青
柳
生

甲、

ム、

・
ペ

リ

ー

鍛

な
る
べ
し
。
自
愛
せ
ら
れ
た
き
も
の
な
り
④
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
二
部
合
奏
は
、
大
小
幸

田
子
の
出
し
も
の
な
り
と
い
ふ
に
も
似
ず
、

愛
化
少
く
し
て
面
白
ろ
か
ら
ざ
る
曲
な
り

と
い
は
ん
か
。
こ
れ
も
バ
ッ
ハ
ゆ
え
な
る
べ
し
R
橘
子
の
ピ
ヤ
ノ
獨
奏
は
ベ
ー
ト
ー
フ

ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
な
り
と
い
へ
ど
、
例
の
如
く
人
を
襲
ふ
氣
力
を
欠
け
る
は
恨
め
し
R
聰

．き
た
き
も
の
は
大
幸
田
子
の
ピ
ヤ
／
獨
奏
な
り
。

（
『
女
學
雑
誌
』
四
八
八
号
、
明
治
三
十
二
年
五
月
、
三
三
頁
）

(

1

)

青
柳
有
美
は
青
柳
猛
の
稚
号
。

〔
八
八
l
八
九
頁
の
「
昔
榮
界
」
も
参
照
の
こ
と
。
〕

明
治
三
十
二
年
五
月
七
日

同
声
会
春
季
演
奏
会

明
治
三
十
二
年
五
月
七
日
（
日
曜
日
）
午
後
二
時

上
野
公
園
地
東
京
音
楽
學
校
奏
楽
堂
二
於
テ
開
會

春

季

音

楽

演

奏

會

曲

目

一
、
合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
諸
氏

シ

ュ

ー

マ

ン

氏

作

曲

ふ

る

き

都

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

武

島

蒻

衣

氏

作

歌

ワ
イ
ン
ウ
ル
ム
氏
作
曲

乙
、
野
薔
薇
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
旗
野
十
一
郎
氏
作
歌

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
及
ピ
ア
ノ
合
奏
…
…
…
…
…
…
｛
暉

ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
氏
作
曲

三
、
ピ
ア
ノ
獨
弾
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
瀧

ヴ
ア
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ウ
エ
ン
氏
作
曲

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
•
‘
…
…
…
•
エ

第

部

廉

太

郎

氏

縣田

きか

くう

子子

同

竪

會
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八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
セ
ロ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ィ
ー
、

九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ュ

ピ
ア
ノ
伴
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヶ

+
、
合
唱
（
絃
楽
及
ピ
ア
ノ
伴
奏
）

乙、 甲、

七
、
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヘ

コ
ン
サ
ル
ト

…
…
…
…
…
…
…
東
京
一
音
楽
學
校
諸
氏

薩
摩
潟
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
、…

｛
シ
ュ
ー
マ
ン
氏
作
曲

鳥

居

枕

氏

作

歌

第

C
o
n
c
e
rt
:
、
・
:
1言

』

G
I
V
E
N
 B
Y
 

T
H
E
 D
0
1
S
E
I
K
W
A
I
 

O
n
 S
u
n
d
a
y
,
 

t

h
e
 7
t

h
 M
a
y
,
 

1
8
9
9
,
 

I
N
 T
H
E
 

M
u
si

c
 Hall 

O
F
 

T
H
E
 A
C
A
D
E
M
Y'O
F
"M
t
Js
r
c
:
 

>

'

 

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

ミ

リ

テ

ー

ル

…

…

…

…

…

…

…

ベ

リ

オ

氏

作

曲

ン

ベ

Jレ

氏

ヶ

Jレ

氏

ペ

リ

I
 嬢

レ
ゲ
ン
デ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ウ
イ
ニ
ア
ウ
ス
キ
氏
作
曲

遠

五
、
ピ
ア
ノ
四
人
聯
弾
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
直誹

ヘ
ブ
リ
ー
デ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
氏
作
曲

リ
ー
ベ
ス
ト
ロ
イ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス
氏
作
曲

ツ
ア
ウ
ベ
ル
リ
ー
ド
…
…
…
…
…
…
…
…
マ
イ
エ
ル
ヘ
ル
ム
ン
ド
氏
作
曲

ル

プ

夫

人

エ

ム

、

ペ

リ

ー

嬢

セ
ロ
及
ピ
ア
ノ
合
奏
…
…
…
｛
叩
ー
国
応
リ
ぶ
ー
環

部

戸縣 山

あき絲甲

や＜重子

子子子子

．`］ ？ 炉 仝 ゃ ド 卜

a
n
d
 Pi

a
n
o
.
 

V
i

oli

n
,
 Vi

oli

ncello 

Trio c
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……………………………

•••Bee

thoven

. 

M
i

sses 
M
.
 Pe
r
r
y
,
 E.
 Pe
r
r
y
 a
n
d
 
N•Koda 

.

.
 

V
o
c
a
l
 Solo
.
 

P
A
R
T
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 II.
 

U
Y
E
N
O
,
 
TOKYO

~ 

T
H
E
 C
O
N
C
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R
T
 C
O
M
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E
N
C
E
S
 A
T
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P
.
 

M
.
 

P
R
O
G
R
A
M
M
E
.
 

P
A
R
T
.
 I.
 

C
h
o
r
u
s
.
 

a
.
 J

o
h
n
 
Anderson

………………………

•Schumann

. 

b
.
 Ich 
w
ei
ss 
ei
n
 schones 
Roselei

n
…

Mhei
n
さ
u
r
m
.

T
h
e
 St
u
d
e
nt
s
 of
 th
e
 A
c
a
d
e
m
y
.
 

V
i

oli

n
 a
n
d
 Pi

a
n
o
.
 

gn
at
a
.
:・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

L
e
et
houen. 

M
i

ss 
K•
K
o
d
a
a
n
d
Aミ

r
s

•

Y
a
m
a
gata
.

Pi

a
n
o
 Solo
.
 

Vana

ti
on•

…………………………………

Iee

tho
t
en. 

M
r
.
T
a
ki. 

V
i

oli

n
 Solo
.
 

Legende:

………………………………

••W

ienzawsk

i
. 

M
i

ss 
M
.
 Pe
r
r
y
.
 

Pi

a
n
o
 D
u
o
 for 8
 
H
a
n
d
s
.
 

H
e
b
ri
den・

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
.
 

M
i

sses 
T
o
y
a
m
a
,
 Ta

c
hi
b
a
n
a
,
 Ka

n
b
e
 a
n
d
 

Mrs•Yamaga

ta
. 
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◎
同
磐
會
春
季
演
奏
會

昨
年
の
秋
季
と
同
く
、
こ
の
春
も
又
、
同
槃
會
は
學
校
が
催
せ
る
演
奏
會
に
勝
り
て

成
功
せ
る
も
の
A

如
く
、
凡
て
近
年
に
は
珍
ら
し
く
面
白
き
音
楽
會
な
り
し
と
い
ふ
を

得
ん
か
。
こ
の
會
と
、
同
じ
奏
楽
堂
に
は
ハ
ウ
ス
指
揮
の
下
に
開
け
る
明
治
音
楽
會
と

は
、
蓋
し
近
来
音
楽
會
中
の
白
眉
な
ら
ま
し
。
こ
れ
迄
何
腐
の
楽
會
に
参
し
て
も
、
飽

き
足
ら
ぬ
心
地
の
み
せ
し
が
、
こ
の
會
に
て
、
始
め
て
思
ふ
存
分
食
ふ
た
け
喰
は
せ
ら

れ
た
る
如
く
、
満
腹
の
快
あ
り
と
や
い
は
ん
。
た
ゞ
第
一
の
合
唱
『
ふ
る
き
都
』
の
み

は
、
非
常
の
失
敗
に
て
、
そ
の
乱
脈
な
る
こ
と
、
こ
れ
が
音
楽
學
校
生
徒
の
唱
歌
に
や

と
疑
は
る
A

ほ
ど
な
り
。
骰
令
へ
ば
『
佳
人
の
そ
で
』
の
『
そ
』
、
『
み
へ
ず
な
れ
ど
』

の
『
み
』
、
『
金
壺
の
酒
』
の
『
さ
』
な
ど
の
邊
に
て
は
、
女
槃
方
に
滅
法
早
く
出
る
も

の
な
ど
あ
り
、
聞
き
ぐ
る
し
き
こ
と
限
な
し
。
こ
れ
は
種
々
原
因
も
あ
る
べ
け
れ
ど
、

上
員
行
氏
そ
の
指
揮
を
や
め
て
、
ユ
ン
ケ
ル
氏
そ
の
任
に
嘗
れ
る
こ
と
確
に
一
原
因
な

る
べ
け
れ
。
ユ
ン
ケ
ル
氏
の
如
き
癖
勝
ち
の
指
揮
方
に
て
は
、
歌
ふ
も
の
仲
々
に
苦
し

く
、
應
々
調
子
外
れ
に
流
れ
易
す
か
る
べ
け
れ
ば
、
敦
厚
に
し
て
詩
趣
多
き
上
氏
を
指

揮
者
に
据
え
置
く
こ
そ
却
て
よ
け
れ
④
幸
子
君
と
内
田
と
よ
べ
る
山
縣
菊
子
君
と
の
ピ

ヤ
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏
な
る
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン
の
ソ
ナ
タ
は
、
雨
者
の
氣
合
よ
く

1
0
.
 

竺 炉

L
iebes

treu·

……………………•………

••Brahms

. 

Zauberl

ied:

…………………

••Meyer 

H
e
l
mミ
nd.

M
r
s
.
 He

r
b
.
 

Vi

oli

ncello 
S
o
l
o
.
 

M
i

ss 
E
.
 Pe
r
r
y
.
 

Vi

oli
n
 S
o
l
o
.
 

C
o
n
c
e
rt
 M
ilit
are:

……………………………

••Ber

io
t
. 

M
r.
 Ju

n
k
e
r.
 

C
h
o
r
u
s
 
wit
h
 St
ri
n
g
 O
r
c
h
e
st
ra 
a
n
d
 Pi
a
n
o
.
 

Z
ig

eunerleben•

……………………………

Schumann

. 

T
h
e
 St
餐

lent
s
of
 th
e
 A
c
a
d
e
m
、
y
a
n
d
 ot
h
e
r
s
.
 

a
.
 

b
.
 

合
し
て
、
非
常
の
成
効
な
り
し
と
い
ふ
べ
く
、
と
て
も
頼
母
木
橘
雨
子
が
合
奏
の
比
な

ど
に
非
ず
④
瀧
廉
太
郎
氏
は
、
今
度
こ
そ
チ
ョ
ッ
ピ
リ
せ
る
短
か
も
の
な
ら
ず
し
て
、

仲
々
に
長
き
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン
も
の
を
奏
せ
ら
れ
て
我
債
を
悦
ば
せ
た
る
は
難
有
く
、

こ
れ
も
非
常
の
大
成
効
な
り
し
と
い
ふ
よ
り
、
評
す
べ
き
な
し
④
雨
ペ
リ
ー
嬢
と
延
子

君
と
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
セ
ロ
及
ピ
ヤ
ノ
の
合
奏
あ
り
。
延
子
君
は
ピ
ヤ
ノ
を
弾
せ
ら

れ
し
が
、
ペ
リ
ー
攘
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
こ
そ
仲
々
に
お
か
し
き
も
の
な
れ
。
そ
の
右
の

肩
の
開
節
に
何
か
故
障
あ
り
て
か
、
妙
に
肩
ば
り
て
ゆ
っ
た
り
せ
ず
、
そ
の
弓
を
用
ゆ

る
様
、
西
洋
鋸
に
て
、
木
を
挽
く
が
如
し
と
や
い
は
ん
。
さ
れ
ど
、
雨
嬢
と
も
ユ
ン
ケ

ル
氏
の
弟
子
と
聞
く
た
け
あ
り
て
、
流
石
に
元
氣
に
し
て
大
腑
な
る
は
、
歎
賞
す
る
に

足
る
べ
く
、
到
底
音
楽
學
校
の
姫
た
ち
や
、
な
ま
め
け
る
男
生
な
ど
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に

あ
ら
ず
。
さ
は
い
へ
、
無
論
幸
子
君
な
ど
の
下
に
あ
る
も
の
と
知
る
べ
し
④
此
の
日
、

特
に
吾
れ
人
を
驚
か
し
た
る
は
、
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
伴
奏
に
つ
れ
て
、
ユ
ン
ケ
ル
氏
が

獨
奏
せ
る
ベ
リ
オ
氏
作
の
コ
ン
サ
ル
ト
、
ミ
リ
テ
ー
ル
な
り
。
た
ゞ
驚
か
し
た
り
と
い

は
ゞ
、
足
り
ぬ
べ
く
、
蓋
し
そ
の
曲
の
牡
快
な
る
に
も
よ
れ
ど
、
我
僚
如
き
俗
耳
に
は

こ
よ
な
ふ
面
白
く
、
同
氏
来
朝
以
来
第
一
の
も
の
と
覺
え
た
り
。
昨
年
の
卒
業
演
奏
會

に
幸
子
君
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
罷
て
泣
き
し
も
、
た
し
か
同
じ
ベ
リ
オ
氏
作
の
コ
ン
サ

ル
ト
第
三
番
な
り
し
と
覺
ゆ
。
依
て
思
ふ
に
、
凡
て
氏
の
曲
は
、
我
が
國
人
の
楽
流
に

合
す
る
も
の
に
非
ざ
る
か
。
此
後
と
て
、
同
氏
の
作
を
折
々
出
し
、
そ
の
是
非
を
試
み

ら
れ
た
き
も
の
な
り
④
管
弦
榮
入
り
の
合
唱
は
、
近
頃
既
に
雨
三
回
こ
れ
あ
り
し
も
、

人
槃
多
く
は
器
磐
に
消
さ
れ
て
、
充
分
の
成
効
を
見
ざ
り
し
が
如
し
。
蓋
し
、
管
の
構

造
は
、
頗
る
人
類
狡
竪
器
の
構
造
に
似
て
、
そ
の
音
色
互
に
相
類
似
し
、
そ
の
強
き
も

の
、
悉
く
そ
の
弱
き
も
の
を
吸
牧
し
去
る
に
こ
れ
よ
ら
ん
か
。
故
に
二
三
百
人
の
大
勢

な
る
オ
ラ
ト
リ
オ
様
の
も
の
な
ら
は
、
そ
の
管
楽
も
大
に
合
唱
の
妙
を
助
く
べ
け
れ

ど
、
音
楽
學
校
の
如
き
ニ
―
―
―
十
人
の
合
唱
に
て
は
、
却
て
其
妙
を
削
く
の
恐
れ
あ
り
と

や
い
は
ん
。
而
し
て
、
管
楽
を
や
め
て
、
弦
榮
の
み
を
加
へ
た
る
こ
の
日
の
『
薩
摩

潟
』
合
唱
は
、
我
れ
を
以
て
見
る
に
、
無
類
の
大
成
効
な
り
し
も
の
A

如
し
。
こ
の
黙

に
於
て
、
我
れ
は
『
讀
賣
』
の
楽
石
君
と
、
全
く
其
意
見
を
異
に
す
る
も
の
な
り
。
弦

楽
は
人
槃
と
全
く
音
の
性
質
を
異
に
す
る
を
以
て
『
薩
摩
潟
』
の
弦
楽
は
、
雨
者
互
に

相
助
け
相
潤
飾
し
、
頗
る
そ
の
妙
を
装
輝
せ
る
に
似
た
り
。
そ
の
中
に
あ
り
し
人
竪
各
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闘
麟
生
徒
卒
業
證
書
授
典
式
及
―
音
楽
演
奏
順
序

明
治
三
十
二
年
七
月
八
日
卒
業
式

部
の
ソ
ロ
も
仲
々
美
は
し
く
出
来
た
り
し
が
、
紳
戸
絢
子
君
の
ソ
ツ
。
フ
ラ
ノ
の
ソ
ロ
に

至
り
て
は
、
質
に
怪
し
き
ま
で
拙
劣
に
し
て
殆
ん
と
調
を
な
さ
ず
と
い
ふ
も
、
過
言
に

非
ず
。
同
子
の
ピ
ヤ
ノ
と
て
驚
く
ほ
ど
の
も
の
に
非
る
は
、
既
に
い
へ
る
が
如
く
な
る

も
、
こ
の
度
の
ソ
ロ
に
至
り
て
は
、
更
に
甚
し
く
、
音
楽
學
校
若
し
此
上
ソ
ツ
。
フ
ラ
ノ

の
名
手
な
し
と
す
れ
ば
、
誠
に
心
細
き
こ
と
な
ら
ず
や
。
生
氣
の
な
き
は
素
よ
り
、
そ

の
竪
又
も
つ
れ
て
頗
る
昂
ら
ず
④
こ
の
日
殊
に
遺
憾
な
り
し
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
成
効

に
、
人
出
の
少
か
り
し
と
、
ペ
リ
ー
娯
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
の
見
合
は
せ
ら
れ
た
る

こ
と
な
り
。
蓋
し
そ
の
奏
せ
ら
れ
ん
と
い
へ
る
ゲ
ン
デ
ー
の
曲
は
、
曾
て
延
子
君
の
奏

せ
ら
れ
て
、
大
に
我
れ
を
打
ち
し
も
の
な
れ
ば
、
け
ふ
こ
そ
比
較
し
見
ん
も
の
と
、
待

ち
構
へ
ゆ
き
た
れ
ば
な
り
。（

『
女
學
雑
誌
』
四
八
八
号
、
明
治
三
十
二
年
五
月
、
三
三
ー
三
四
頁
）

〔
八
七
l
八
八
頁
の
コ
音
榮
界
」
も
参
照
の
こ
と
。
〕

試
業
演
奏
会

明
治
三
十
二
年
五
月

〔
八
七
l
八
八
頁
の
「
昔
榮
界
」
を
参
照
の
こ
と
。
〕

明
治
三
十
二
年
七
月
八
日
（
土
曜
日
）
午
後
三
時

ヨ
リ
上
野
公
園
東
京
―
音
楽
學
校
二
於
テ
執
行

東
京
昔
楽
學
校
生
徒
卒
業
式
順
序

一
、
報
告

二
、
卒
業
證
書
授
輿

三
、
學
校
長
心
得
渡
邊
龍
聖
告
窮

四
、
文
部
大
臣
演
説

高

津

宮

一
合
唱
（
絃
ピ
ア
ノ
オ
ル
ガ
ン
合
奏
）

一鳥メ

ン

居デ
Jレ

ゾ
I 

枕ン

作作

歌曲

83 

職

員

及

生

徒

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

コ
ン
セ
ル
ト
第
一
部

ー
ピ
ア
／
獨
奏

ヴ
ア
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

メ

ン

デ

ル

ゾ

ー

ン

メ

ン

デ

ル

ゾ

ー

ン

作

曲

第2章

研

究

生

幸

田

幸

作

曲

卒

業

生

紳

戸

絢

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

コ
ン
セ
ル
タ
ン
テ

モ

ツ

ア

ル

ト

作

曲

ー
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
及
ヴ
ィ
オ
ラ

田

延

田

幸

乙

ア
ニ
ト
ラ
ス

タ
ン
ツ

, .  ` 
敦 研同

究

授生

幸幸

上

甲

ヱ
ー
ゼ
ス

ト
ー
ト

グ

リ

グ

作

曲

一

絃

楽

メ

ン

デ

ル

ゾ

ー

ン

i

大

和

田

建

樹

卒

業

生

及

生

徒

乙

さ

つ

き

作作作作

歌曲

甲

別

歌

／一▲一

旗ク

野レ

十ム

ーゼ

郎ル

歌曲

一

合

唱

卒

業

生

及

生

徒

オ
ウ
ヴ
ェ
ル
テ
ユ
ー
レ

モ

ツ

ア

ル

ト

絲

重

廉

太

郎

久作

曲 八

一
ピ
ア
ノ
聯
弾

五
、
卒
業
生
徒
穂
代
謝
僻

演

奏

曲

目

, .'、

研研助卒

究 究 敦 業

生生授生

前瀧橘紳

田 戸

絢
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Commencement Exercises 
OF THE 

Tokio Academy of Music, 
UENO PARK. 

3 P. M. Saturday, July 8th, Meiji 32 (1899). 

Programme. 

4. 

5
5
 

6. 

I. 

IL 

III. 

IV. 

V. 

Report. 
Presentation of Diplomas. 
Address to the Graduating Class by Riusei Watanabe, 

Acting Director of the Academy. 
Address by His Excellency Count Kabayama, Minister 
of State for Education. 

Response by the Representative 

Class. 

Violin and Viola : 

Symphonie Concertante.............................. Mozart. 

Misses K. Koda and N. Koda. 

Piano Solo: 

Variation in B dur.............................. Mendelssohn. 

Miss A. Kambe. 

Violin Solo : 

Concert 1st Part................................. Mendelssohn. 

Miss K. Koda. 

Chorus with String Orchestra, Piano and Organ: 

Elias................................................ Mendelssohn. 

Instructors, Graduates and Students of the 
Academy. 

〔苺肱岱＜く～兵0嵐Q「I甘III継砥」如総匪SlJ心 J゚

文
8

蓑
玉

K
．
茫
熙―

瞬
I

蒜

of the 

7. 

Graduating 

1. Two Pianos for 8 Hands: 

Ouverture zu "Figaro's Hochzeit"……………Mozart. 
. Misses Kambe, Tachibana and Messrs Taki, 

Maeda. 

2. Chorus: 

Lebewohl.......................................... Kremser. 

Mailied....................................... Mendelssohn. 

Graduates and Students of the Academy. 
String Orchestra: 
a. Ases Tod 

b. Anitra's Tanz " " 
Graduates and others. 

4

b

 
3. 

from "Peer Gynt Suite"……Grieg. 
,, 11...... Grieg. 

笞~~111+1 I射＋ l皿11十用m'll+km 抵Ill回似臣擦獣<H

医茫lll+ll 母＋ l 匹 ll 十用エ（＋琶m) .it~ 1堂母匡俸

器 将 1甘rn嵌悪盤咽l[:ffl皿

擬誤 1廿皿 翁薔舟謎

ぐロ

掘 話

~01 ..................... . ............... ・・器 諷

、ユ，＼

雲区封 哉

谷ド ~n~,\襄捻 ・・..……•・・・・・・・・・・・・・・・・盆抵幽

忍 岨

匠＇疇津．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．｛こ’入ミ＝心―言

母＇ 謬ほ・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．． ｛喜 赳
泣
‘}

幕 主 *n

器

圭

謳

至

沓

ヤ



合 合 管

絃
絃

乙、

同
會
は
去
る
廿
五
廿
六
の
両
日
同
校
―
音
楽
堂
に
開

ァ
ン
ダ
ン
テ
、

楽
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
職

甲、

ア
ゼ
ス
、

レ
リ
ギ
オ
ソ
ー
…
…
ト

ト
ー
ド
…
…
…
…
…
グ

ア
ニ
ト
ラ
ス
、

タ
ン
ツ
…
…
…
同教

師
ア
ウ
グ
ス
ト
、
ユ
ン
ケ
ル

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
及
ピ
ア
ノ
…
韮
疇
這
オ
ン
、
田
コ
イ
ベ
燻

コ
ン
セ
ル
タ
ン
テ

楽
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
職

甲、

モ
リ
ス
、
ダ
ン
ス
…
…
…
…
…
ジ

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
研
究
生

晋
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
懺

rp
 

良

ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲徒

ク

レ

甲
、
秋
の
別
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
大
和

伊
太
利
亜
ニ
ー
ボ
リ
タ
ン
民
歌

乙

、

夕

映

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

中

村

秋

香

作

歌

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
及
ピ
ア
ノ
…
…
…
…
…
…
｛
疇
師
7
1
戸
グ
ン
ぶ
卜
『
心
分
り

唱
（
管
絃
合
奏
）

昔
楽
學
校
秋
季
演
奏
會

…
…
…
…
…
…
…
贈

シ
ヱ
ッ
パ
ー
ヅ
、
ダ
ン
ス
…
…
同

員

及

ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
乍
曲

,
1
 

生

徒

高
津
宮
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
恥
こ
町
ル
ゾ
枕
ー
ン
芦
~
麟

田ム

建ゼ

樹lレ

作作

歌曲

員

及

生

瀧

廉

太

上

工

ル

マ

ン

員

及

生
作

曲徒

第

部

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
、

モ

ツ

ア

ル

ト

作

曲

乙、

上

リ

グ

作

曲

員

及

生

徒
メ

作

曲

け
り
、
初
日
は
學
生
及
職
員
生
徒
の
知
已
を
招
き
て
満
場
立
錘
の
地
な
く
そ
の

敷
無
慮
千
百
餘
名
と
注
せ
ら
る
、
後
日
は
各
省
大
臣
高
等
官
両
院
議
員
各
國
公

使
、
領
事
等
を
招
き
て
こ
の
日
亦
立
錘
の
地
な
し
、
演
奏
は
両
日
共
非
常
の
好

成
績
に
て
去
七
月
の
卒
業
式
演
奏
に
比
し
頗
る
長
足
の
進
歩
を
示
し
た
り
、
演

奏
批
評
は
明
日
の
紙
上
に
掲
ぐ
べ

し

霜

秋

季

大

演

奏

會

批

評

（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
二
年
十
一
月
三
十
日
）

黄

華

生

天
寒
く
風
南
を
刺
し
て
満
都
只
物
寂
し
き
今
日
此
頃
東
京
＿
音
楽
學
校
秋
季
大
演
奏
會

は
霜
月
二
十
六
日
忍
ケ
岡
の
楽
堂
に
開
か
る
此
の
日
の
来
賓
は
樺
山
文
部
大
臣
、
徳
川

公
爵
、
獨
逸
、
露
西
亜
の
両
公
使
を
始
め
貴
衆
両
院
議
員
其
の
他
朝
野
の
紳
士
淑
女
無

慮
千
有
餘
名
に
し
て
頗
る
盛
況
を
極
め
た
り
聞
け
ば
前
日
も
府
下
各
學
校
生
徒
及
其
他

の
希
望
を
充
さ
ん
た
め
に
特
に
同
種
の
演
奏
會
を
催
さ
れ
此
の
日
に
劣
ら
ざ
る
盛
會
な

り
し
と
ぞ
今
署
評
を
試
み
ん
に
掌
日
の
演
奏
は
概
し
て
好
成
績
に
し
て
就
中
合
唱
の
如

き
は
前
回
に
比
較
せ
ば
一
層
の
進
境
に
達
せ
る
が
如
く
曲
目
の
撰
捧
も
又
概
し
て
営
を

得
た
り
職
員
諸
氏
の
平
素
熱
心
な
る
薫
陶
さ
こ
そ
と
思
ひ
遣
ら
る

A
な
り

第

一

部

第
一
合
唱
、
甲
、
天
浮
橋
、
乙
、
日
の
出
の
歌
共
に
上
出
来
な
り
し
が
日
の
出
の

歌
は
寧
ろ
日
浚
の
歌
と
改
題
す
る
方
一
層
原
曲
の
悲
味
に
適
合
す
る
と
思
ふ
は
如
何
に

曲
目
に
は
秋
風
吟
と
あ
り
て
多
分
改
題
せ
ら
れ
し
な
ら
ん
か
余
輩
は
却
て
秋
風
吟
の
方

を
賛
せ
ん
と
す

第
二
頼
母
木
こ
ま
子
の
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
獨
奏
「
ア
ン
ダ
ン
テ
、
レ
リ
ギ
ヲ
ソ

ー
」
は
狡
想
宜
し
き
を
得
且
つ
＿
音
調
滑
か
に
し
て
近
来
同
子
が
技
個
の
大
に
園
熟
し
た

を
し
い
か
な

る
を
証
す
る
に
餘
あ
り
然
れ
ど
も
惜
哉
同
子
は
稽
意
氣
込
に
乏
し
く
今
一
境
の
奮
猿
を

要
す
子
夫
れ
勉
め
よ
や

第
三
絃
楽
、
甲
「
ア
ゼ
ス
ト
ー
ド
」
は
曾
て
本
年
の
卒
業
式
に
於
て
聴
聞
せ
し
こ
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よ

う

ん

と
あ
り
し
が
今
回
は
熟
練
の
功
頸
は
れ
一
層
原
曲
の
意
味
を
頸
し
得
て
餘
蘊
な
く
恰
も

寂
莫
た
る
深
夜
に
鬼
稗
の
出
没
す
る
が
如
き
感
情
を
喚
起
せ
し
め
た
り
、
乙
「
ア
ニ
ト

ラ
ス
タ
ン
ツ
」
は
大
体
に
於
て
無
難
の
出
来
な
り
し
が
「
セ
ロ
」
の
調
子
梢
不
整
な
り

し
が
為
め
少
し
く
混
雑
の
様
あ
り
し
は
遺
憾
な
り
し
が
是
と
て
も
決
し
て
失
敗
と
云
ふ

ま
づ

／
ヽ

程
に
は
あ
ら
ず
先
々
上
出
来
と
云
ふ
も
妨
げ
な
く
妖
女
の
舞
踏
は
左
こ
そ
あ
ら
ん
と
思

は
し
め
た
り

．．
 第

四
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
、
「
ビ
オ
ラ
」
及
び
「
ピ
ア
ノ
」
、
合
奏
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

コ
ン
セ
ル
タ
ン
テ
」
は
掌
日
の
呼
物
の
―
つ
に
て
流
石
は
掌
代
名
家
の
演
奏
と
て
批
難

す
べ
き
点
更
に
な
く
三
名
家
が
絶
妙
な
る
手
腕
に
は
感
嘆
の
外
な
し
唯
余
輩
が
憾
み
と

す
る
所
は
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
と
「
ビ
オ
ラ
」
と
の
調
子
が
其
の
昔
量
に
於
て
少
し
く

け
ん
こ
う

櫂
衡
を
得
ざ
り
し
こ
と
に
て
若
し
幸
田
嬢

「
バ
イ
オ
リ
ン
」
を
取
り
ユ
ン
ケ
ル
氏
「
ビ

オ
ラ
」
を
取
り
て
演
奏
せ
ら
れ
し
な
ら
ん
に
は
恐
ら
く
は
此
の
憾
み
は
あ
ら
ざ
り
し
な

ら
ん
か

第

二

部

第
五
管
絃
楽
、
甲
「
モ
リ
ス
ダ
ン
ス
」
、
乙
「
シ
ェ
ッ
パ
ー
ヅ

ダ

ン
ス
」
共
に

「
ゼ
ル
マ
ン
」
の
作
に
係
る
此
の
曲
は
甲
乙
共
に
頗
る
賑
か
に
し
て
面
白
く

素
人
受
け

よ
き
曲
な
り
殊
に
「
ト
リ
ア
ン
グ
ル
」
及
び
大
鼓
等
を
交

へ
た
り
し
は
一

層
興
味
を
添

へ
た
る
が
如
し

第
六
瀧
氏
の
「
ビ
ア
ノ
」
獨
奏
「
ソ
ナ
タ
」
は
有
名
な
る
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」

の
作
に
し
て
曲
柄
の
素
人
好
き
の
せ
ざ
る
は
是
非
も
な
き
こ
と
な
が
ら
同
氏
が
技
俯
の

進
歩
は
確
か
に
見
え
た
り
好
男
兒
奮
勘

一
番
せ
よ

第
七
合
唱
、
甲
、
秋
の
別
、
乙
、
夕
映
、
共
に
第

一
部
の
合
唱
に
比
し
一

層
の
上

出
来
な
り
き
演
奏
者
中
に
は
近
頃
入
學
の
豫
科
生
も
少
か
ら
ず
見
受
け
た
り
し
が
斯
る

上
出
来
は
豫
想
外
な
り
き

．．
 第

八
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
及
「
ビ
ア
／
」
合
奏

「
ソ
ナ
タ
」
は
是
ぞ
常
日
の
大
立

物
な
る
ユ
ン
ケ
ル
及

コ
イ
ベ
ル
ニ
大
家
が
妙
腕
を
奮
は
る
A

所
に
し
て
千
有
餘
の
聘
衆

が
今
や
遅
し
と
待
ち
構
へ
し
こ
と
A

て
二
氏
の
演
壇
に
顕
は
る
A

や
一
同
拍
手
喝
采
し

う
そ
ぶ

て
之
を
迎
へ
た
り
コ
イ
ベ
ル
氏
が
「
ピ
ア
ノ
」
を
弾
ず
る
様
は
猛
虎
の
巖
頭
に
噛
く
が

如
く
ュ
ン
ケ
ル
氏
が
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
は
龍
の
雲
間
に
駈
る
が
如
し
美―音
は
妙
―音
と

石

相
應
じ
至
絶
至
妙
聴
衆
皆
酔
へ
る
が
如
く
さ
し
も
に
廣
き
楽
堂
も
寂
と
し
て
水
を
打
ち

や
が

た
る
が
如
し
穂
て
演
奏
終
る
や
一
齊
に
拍
手
喝
采
す
る
響
は
百
雷
の
一
時
に
落
つ
る
か

と
疑
は
れ
た
り

第
九

合

唱

（
管
絃
合
奏
）
高
津
宮
は
曾
て
卒
業
式
の
際
に
も
聴
聞
し
た
り
し
が
今

回
は
練
習
の
功
顕
は
れ
一

層
牡
大
の
感
じ
を
起
さ
し
め
た
り
狽
唱
部
を
唱
ひ
し
納
所
氏

が
技
個
も
見
事
な
り
し

管
絃
楽
は
全
体
四
曲
あ
り
し
が
其
の
中
三
曲
共
舞
踏
曲
な
り
し
は
素
人
受
は
兎
に
角

選
捧
嘗
を
得
た
り
と
云
ふ
可
ら
ず
同
校
生
徒
の
技
も
近
来
追
々
進
境
に
達
し
た
れ
ば
次

回
の
演
奏
會
に
は
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」
の
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
の
如
き
も
の
を
選
捧

せ
ら
れ
て
は
如
何
に
鳴
望
々
々

（『
證
賣
新
聞
』
明
治
三
十
二
年
十
二
月
四
日
）

◎

近

時

の

二

演

奏

（

承

前

）

楽

生

是
は
大
体
に
就
て
の
事
な
る
が
嘗
日
の
演
奏
曲
目
を
誰
れ
の
撰
定
に
な
り
し
か
は
知

ら
ね
ど
『
モ
ツ
ア
ル
ト
』
の
作
一
ツ
、
『
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
』
の
曲
ニ
ッ
、
而
も
そ
れ
人
＼

長
く
て
む
づ
か
し
き
も
の
を
加
へ
し
は
如
何
な
る
考
か
余
の
如
き
は
第
一
部
の
『
モ
ッ

ア
ル
ト
』
に
て
十
分
『
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』
の
御
馳
走
に
飽
き
た
る
暁

に
又
瀧
氏
の
『
ピ
ヤ
ノ
』
『
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
』
殊
に
此
作
家
が
『
モ
ツ
ア
ル
ト
』
の
風

の
み
學
び
し
嘗
時
の
曲
を
き
か
せ
ら
れ
加
之
又
々
ュ
ン
ケ
ル
、
ケ
ー
ベ
ル
ニ
氏
の
連
奏

に
て
『
ク
ラ
シ
ッ
ク
』
の
三
の
矢
を
受
け
し
苦
難
は
如
何
ば
か
り
な
り
し
よ
、
た
ゞ
に

高
尚
々
々
と
上
の
み
見
て
後
ろ
に
は
口
を
開
き
て
ぼ
ん
や
り
乎
た
る
聘
衆
の
多
き
に
御

氣
が
付
か
れ
ぬ
に
や
嘗
今
我
邦
の
人
民
は
極
め
て
卑
近
な
る
近
世
洋
楽
す
ら
理
解
し
得

ざ
る
否
寧
ろ
常
竺
音
楽
會
に
出
入
す
る
人
々
す
ら
其
妙
味
を
味
ひ
得
ざ
る
も
の
多
し
否

つ
う
げ
う

そ

こ

寧
ろ
演
奏
者
は
自
身
す
ら
其
曲
の
意
味
に
通
饒
せ
ら
る
A

や
は
疑
問
な
り
其
所
に
て
長

長
と
古
楽
を
奏
す
る
と
は
何
の
故
ぞ
や
こ
れ
は
曲
目
制
定
者
の
責
任
な
り

第
二
部
に
於
け
る
ユ
ン
ケ
ル
、
ケ
ー
ベ
ル
ニ
氏
の
連
奏

『
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
』
は
あ
ら

ず
も
が
な
と
思
ひ
ぬ
し
か
も
其
演
奏
も
甚
だ
し
く
不
親
切
に
し
て
多
少
聰
衆
を
無
視
せ

し
傾
あ
り
し
に
於
て
を
や

瀧
氏
の
『
ピ
ヤ
ノ
』
涸
奏
は
同
氏
の
技
術
の
多
少
進
歩
せ
し
と
同
時
に
氏
が
ケ
ー
ベ
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ル
氏
を
員
似
る
技
量
も
大
に
上
進
せ
る
事
を
証
せ
り
氏
に
し
て
も
し
員
面
目
に
自
己
の

職
業
に
熱
心
な
ら
ば
十
分
の
疲
達
疑
ひ
あ
る
ま
じ

最
後
合
唱
『
高
津
の
宮
』
は
至
極
の
難
物
な
り
き
前
評
者
は
牡
大
と
云
は
れ
し
が
も

し
そ
れ
昔
の
大
な
る
の
意
味
な
れ
ば
適
評
と
云
ふ
べ
し
此
合
唱
に
就
て
は
嘗
て
余
が
同

校
卒
業
式
の
批
評
中
に
詳
し
け
れ
ば
今
は
別
に
云
は
ず
喧
嘩
す
る
下
女
、
救
を
呼
ぶ
老

人
等
と
云
ふ
悪
口
は
今
度
も
亦
適
用
し
得
る
な
り

以
上
記
せ
し
は
二
十
五
日
の
暑
評
な
り
前
評
言
の
二
十
六
日
の
演
奏
を
評
せ
し
な
れ

ば
説
の
異
な
り
し
点
も
あ
り
讀
者
は
此
心
し
て
讀
ま
れ
た
し

（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
二
年
十
二
月
九
日
）

明
治
三
十
二
年
十
一
月
試
業
演
奏
会

〔
八
八

l
九
0
頁
の
コ
音
楽
界
」
を
参
照
の
こ
と
。
〕

明
治
三
十
二
年
の
概
評

0
―
音
楽
界

七
月
の
初
め
に
あ
る
へ
き
音
楽
學
校
卒
業
式
を
終
ら
ば
、
又
秋
風
の
立
ち
そ
め
て
、

「
シ
イ
ゾ
ン
」
の
饉
り
来
る
迄
は
い
づ
こ
に
も
演
奏
會
の
開
か
る
べ
く
も
あ
ら
じ
。
さ

れ
ば
今
は
今
年
上
半
期
の
楽
界
の
消
息
を
博
へ
て
、
後
半
期
の
如
何
を
想
ふ
に
は
好
き

時
節
な
る
べ
し
。

去
年
の
終
り
よ
り
此
頃
に
至
る
迄
、
一
音
楽
界
に
生
ぜ
し
主
な
る
出
来
事
は
、
十
敷
回

の
演
奏
會
音
楽
學
校
の
猶
立
、
「
ユ
ン
ケ
ル
」
氏
の
雇
入
れ
、
幸
田
幸
嬢
の
留
學
確
定

等
な
り
。
か
く
列
畢
し
来
れ
ば
員
に
華
か
に
し
て
急
足
の
進
歩
あ
り
し
様
な
る
が
、
其

十
敷
回
の
演
奏
は
如
何
な
る
有
様
な
り
し
か
を
思
へ
ば
、
決
し
て
満
足
し
得
べ
き
も
の

．．．．． 

な
ら
ず
。
一
月
早
と
開
か
れ
し
明
治
＿
音
楽
會
は
先
つ
失
敗
せ
り
。
次
て
中
央
會
堂
に
開

.

.

.

.

.
 

か
れ
し
慈
善
―
音
楽
會
は
、
幸
に
し
て
来
聰
者
の
多
敷
を
得
し
も
、
演
奏
せ
る
も
の
に
て

聞
く
べ
き
も
の
は
「
ケ
ー
ベ
ル
」
博
士
の
「
ピ
ヤ
ノ
」
―
つ
位
と
は
な
さ
け
な
き
事
な

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

ら
す
や
。
二
月
に
は
一
回
も
な
く
て
、
三
月
に
―
音
楽
學
校
學
友
會
―
音
楽
會
等
あ
り
き
。

．
 

此
會
は
た
ゞ
嘗
校
に
「
ピ
ャ
ニ
ス
ト
」
神
戸
嬢
あ
る
を
紹
介
せ
し
の
み
。
同
じ
月
の
明

．．．． 

治
音
楽
會
は
稽
成
功
せ
り
。
「
ハ
ウ
ス
」
氏
を
聘
し
て
技
術
顧
問
と
せ
し
甲
斐
見
え
、

管
絃
楽
等
前
々
に
比
し
て
は
敷
段
の
進
歩
を
示
せ
り
。
四
月
の
末
に
開
か
れ
し
＿
音
楽
學

校
演
奏
會
は
め
づ
ら
し
き
盛
會
な
り
き
。
橘
嬢
の
「
ピ
ヤ
ノ
」
、
「
ュ
ン
ケ
ル
」
「
ケ
ー

ベ
ル
」
二
氏
の
「
ピ
ヤ
ノ
、
ヴ
ィ
ヲ
リ
ン
」
合
奏
、
幸
田
延
嬢
の
獨
唱
等
皆
そ
れ
人
＼

得
意
な
り
し
な
ら
む
。
さ
れ
ど
最
後
の
合
唱
國
の
光
は
大
に
嘗
校
墜
楽
の
慣
値
に
疑
を

．．．．． 

〔

マ

マ

〕

抱
か
し
め
ぬ
。
同
し
月
の
明
治
―
音
楽
會
は
中
通
り
の
成
蹟
な
り
き
。
「
ハ
ウ
ス
」
氏
は

病
氣
に
て
指
揮
す
る
事
を
得
ざ
り
し
が
、
會
員
各
自
十
分
の
注
意
を
以
て
演
奏
し
、
皆

そ
れ
人
＼
に
め
で
た
く
、
こ
と
に
佐
藤
左
久
氏
の
等
曲
は
き
A

も
の
な
り
き
。
同
じ
ニ

十
九
日
錦
輝
館
に
於
き
て
、
大
日
本
婦
人
敦
育
會
の
催
せ
る
一
音
楽
會
は
幸
に
聰
衆
多
か

．．．．．．．．． 

り
き
。
五
月
六
日
の
女
子
猶
立
學
校
―
音
楽
會
は
不
成
蹟
な
り
し
が
こ
れ
等
の
慈
善
會
は

... 

別
に
論
ず
る
に
足
ら
ず
。
た
ゞ
怪
し
き
は
七
日
に
開
か
れ
し
同
磐
會
な
り
き
。
来
會
者

の
少
な
か
り
し
は
天
氣
の
都
合
と
し
て
、
又
餘
儀
な
き
事
な
れ
と
も
、
曲
目
至
て
面
白

か
ら
ず
、
し
か
も
外
人
の
演
奏
を
主
と
せ
る
如
き
有
様
な
り
し
は
、
兎
に
角
常
時
一
流

の
楽
人
を
網
羅
す
る
此
會
と
し
て
は
相
應
し
か
ら
さ
り
き
。
同
し
月
の
半
に
開
か
れ
し

．．． 

＿
音
楽
學
校
分
敦
場
の
試
業
會
は
、
ま
だ
う
ら
わ
か
き
生
徒
諸
氏
の
技
と
て
評
す
る
ま
て

．．．．． 

も
な
し
。
此
月
の
明
治
音
楽
會
も
一
通
り
の
出
来
に
て
取
出
で
A

云
ふ
程
の
こ
と
も
あ

ら
ざ
り
き
。
此
他
に
も
二
三
の
慈
善
會
等
あ
り
し
が
、
純
じ
て
敷
多
か
り
し
に
ひ
き
か

へ
、
い
づ
れ
も
め
ざ
ま
し
き
程
の
も
の
な
く
、
前
年
の
に
比
し
て
寧
ろ
遜
色
あ
り
と
云

ふ
べ
し
。
さ
れ
ど
堂
年
上
半
期
の
演
奏
會
に
於
て
は
、
疲
達
進
歩
の
跡
殆
ん
ど
見
え
ざ

り
き
と
い
は
ん
も
酷
な
ら
じ
。

．．．．．．． 

昔
楽
學
校
の
瀕
立
は
久
敷
以
前
よ
り
の
問
題
な
り
し
が
、
三
四
月
頃
に
至
り
て
確
定

せ
り
。
さ
れ
ど
こ
れ
も
掌
局
者
が
留
學
生
を
派
す
る
は
箪
に
技
術
に
秀
し
も
の
を
作
ら

む
の
目
的
な
ら
ば
、
幸
田
嬢
こ
そ
最
も
適
任
な
ら
め
ど
、
も
し
其
目
的
に
し
て
其
學
生

鱚
朝
の
上
は
、
此
校
の
有
力
な
る
指
導
者
と
な
さ
む
と
云
ふ
に
あ
ら
ば
余
輩
は
嬢
の
撰

出
に
首
肯
し
得
ざ
る
な
り
。
純
て
學
問
技
藝
を
問
は
ず
、
多
敷
人
の
上
に
た
ち
て
統
御

の
任
に
営
る
者
を
、
女
性
に
求
め
ん
は
失
嘗
な
り
。
か
A

る
事
は
人
の
皆
よ
く
云
ふ
所

な
れ
ど
も
、
ひ
と
り
一
音
楽
に
あ
り
て
は
猶
末
だ
迷
の
さ
め
き
ら
ず
し
て
、
望
を
常
に
女

流
楽
家
に
置
く
の
弊
あ
り
。
こ
は
一
方
に
は
男
子
に
於
て
技
術
に
秀
で
し
も
の
少
な
き

為
な
ら
む
も
、
技
藝
の
二
の
町
な
る
男
子
其
抜
群
な
る
女
子
よ
り
も
、
よ
く
多
く
の
仕
事

を
な
す
も
の
な
り
。
嘗
時
は
な
ほ
末
だ
洋
楽
創
立
の
時
代
な
れ
ば
、
一
人
の
卓
越
せ
る
技
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術
者
を
作
ら
む
よ
り
、
寧
ろ
一
音
楽
敦
育
に
長
ぜ
し
人
を
作
る
こ
と
却
て
急
務
な
ら
ず
や
。

、
、
、
、
、
、

一
音
楽
學
校
は
か
く
時
勢
に
邁
せ
ざ
る
方
面
に
勉
め
つ
A

あ
る
間
に
、
式
部
外
山
近
衛

、
、
、
、
、
、

等
の
各
音
楽
部
は
極
め
て
沈
獣
を
守
り
、
た
ゞ
式
部
の
諸
氏
は
月
々
明
治
昔
榮
會
に
於

て
働
く
の
み
、

嘗
年
前
半
期
の
洋
楽
界
は
其
裏
面
に
於
て
は
、
寧
ろ
怠
惰
に
過
し
た
り

と
云
は
ざ
る
を
得
ず
。

、
、
、

か
く
洋
楽
界
が
無
為
な
り
し
間
に
、
和
楽
界
も
亦
至
て
平
和
に
保
守
的
な
る
半
年
を

過
し
た
り
、
従
好
會
等
二
三
の
催
し
と
、
各
家
の
春
季
演
奏
會
と
が
主
な
る
も
の
な

り
。
何
虞
に
て
も
琴
三
味
線
の
一
音
聞

こ
え
て
、

外
見
大
に
盛
な
る
如
く
感
ぜ
ら
る
A

も
、
等
曲
は
山
勢
氏
一
派
の
専
有
と
な
り
、
其
欠
貼
な
る
無
味
の
奏
法
は
弟
子
よ
り
弟

子
に
博
は
り
て
一
層
に
甚
し
く
、
余
輩
を
し
て
漸
く
「
窓
を
も
る
A

六
段
江
の
島
」
に

耳
を
掩
は
し
む
る
に
至
れ
り
。
只
二
三
年
以
前
に
北
越
の
旅
路
よ
り
饂
京
せ
る
佐
藤
左

久
氏
の
技
倖
非
凡
な
る
は
感
服
の
他
な
し
。
も
し
世
人
が
門
閥
の
迷
を
去
り
、
此
人
の

技
を
學
ば
A

、
等
曲
に
一
生
面
を
開
か
ん
事
疑
ひ
な
け
む
。
長
唄
清
元
の
如
き
に
至
り

て
は
、

員
に
保
守

一
方
に
流
れ
殆
ん
ど
其
改
良
に
望
を
絶
た
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
有
様

に
あ
り
。
従
好
會
に
て
改
良
せ
る
汐
汲
の
如
き
、
末
だ
満
足
す
る
事
能
は
ず。

如
是
叙
し
来
ら
ば
楽
界
の
前
途
は
進
歩
の
望
皆
無
と
云
ふ
が
如
く
な
れ
ど
も
、

又
決

し
て
然
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
此
春
我
が
皇
后
陛
下
は
音
楽
學
校
に
臨
御
あ
り
て
、
親

し
く
職
員
生
徒
の
演
奏
を
聴
か
せ
給
ひ
き
。
此
榮
春
た
ゞ
名
義
の
愛
更
の
み
に
て
別
段

の
改
善
も
な
き
や
う
な
り
。
此
校
の
内
情
な
ど
も
ら
す
は
、
好
ま
し
か
ら
ぬ
こ
と
な
れ

ば
、
今
は
云
は
ね
ど
、
兎
に
角
其
統
御
者
の
適
任
な
ら
ぬ
は
疑
も
な
し
。
従
て
部
下
の

人
々
が
自
ら
我
儘
な
る
は
ま
ぬ
か
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。
此
際
獨
立
を
機
と
し
て
十
分
の

刷
新
あ
り
た
き
も
の
な
り
。

、
、
、
、

獨
立
と
殆
ん
ど
同
時
に
、
「
ユ
ン
ケ
ル
」
氏
は
入
て
此
校
の
敦
師
と
な
れ
り
。
此
人

去
年
あ
た
り
渡
航
し
来
り
て
以
来
、
京
濱
間
の
演
奏
會
に
幾
度
か
其
技
を
示
し
て
、

一

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

個
の
「
ギ
オ
リ
ニ
ス
ト
」
な
る
事
は
よ
く
知
ら
れ
た
り
。
さ
れ
ど
我
帝
國
唯
一
の
音
楽

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

學
校
の
教
師
と
な
り
、
兼
て
式
部
―
音
楽
隊
の
指
揮
者
と
な
ら
む
と
は
、
余
輩
の
夢
想
だ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

も
せ
ざ
り
し
所
な
り
。
此
人
果
し
て
一
校
の
指
導
者
管
弦
楽
の
「
コ
ン
ダ
ク
ト
ル
L

た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

り
得
る
の
人
物
な
り
や
は
、
未
た
疑
問
に
蜀
す。

嘗
て
雨
―
―
一
度
此
人
の
「
ア
レ
ン
ヂ
メ

ン
ト
」
に
な
れ
る
管
絃
楽
を
き
A

し
が
、
余
輩
の
見
若
し
誤
ら
ず
は
未
だ
其
器
に
あ
ら

―
―
七
l
-
―九
頁）

ざ
る
如
く
思
は
る
。
此
人
を
得
き
と
も
、
一
音
楽
學
校
良
敦
師
を
得
た
り
と
は
未
だ
容
易

に
断
ず
る
を
得
ず
。

、
、
、
、
、

音
楽
學
校
よ
り
海
外
留
學
生
を
派
遣
せ
ん
と
は
前
々
よ
り
の
風
説
な
り
し
が
、
選
遂

に
幸
田
幸
嬢
に
落
ち
ぬ
。
皐
な
し、

只
卒
業
式
に
際
し
て
の
演
奏
あ
り
し
の
み
な
り
。

此
畢
を
撰
張
し
て
所
謂
昔
架
學
校
か
學
校
と
し
て
の
演
奏
會
を
開
き
朝
野
の
士
女
に
今

昔
架
學
校
か
為
し
つ
A

あ
る
事
業
何
如
を
紹
介
せ
ら
れ
た
る
の
一

事
は
余
輩
大
に
渡
邊

主
事
矢
田
部
校
長
の
熱
心
を
多
と
す
る
も
の
。
た
と

ひ
其
演
奏
會
の
結
果
何
如
に
せ

よ
、
＿
音
楽
學
校
と
し
て
の
活
動
は
賓
に
此
演
奏
會
に
起
因
す
と
稲
し
て
不
可
な
か
る
ヘ

き
を
信
し
て
疑
は
ざ
る
な
り
、
之
れ
余
輩
か
賛
成
す
る
所
以
の
理
由
に
し
て
ま
た
他
の

幾
多
演
は
斯
道
に
と
り
て
は
少
な
か
ら
ぬ
奨
勘
と
な
り
き
。
又
外
山
、
伊
澤
等
の
諸
氏

は
幾
度
か
＿
音
楽
に
封
す
る
意
見
を
公
け
に
せ
ら
れ
、
加
之
演
奏
會
の
度
々
に
技
術
の
批

評
を
掲
ぐ
る
新
聞
紙
あ
り
。
之
れ
等
は
皆
世
人
の
音
楽
に
注
意
し
来
れ
る
を
證
す
る
に

足
る
。
且
つ
一
音
楽
學
校
に
於
て
も
、
昨
年
よ
り
分
敦
場
を
設
け
て
、
一
般
好
楽
者
に
斯

道
研
究
の
便
を
興

へ
た
り
。
な
ほ
又
青
年
楽
手
よ
り
な
れ
る
明
治
―
音
楽
會
の
、
幾
多
の

失
敗
に
屈
せ
ず
し
て
盆
勉
む
る
あ
り
。
若
き
「
ピ
ャ
ニ
ス

ト
」
な
る
瀧
氏
の
如
き
、

其

技
藝
の
日
に
月
に
進
み

つ
A

あ
り
と
聞
く
。
さ
れ
ば
余
輩
は
涼
風
の
わ
た
り
初
め
て、

都
の
再
び
賑
は
ん
頃
に
、
目
ざ
ま
し
き
演
奏
會
の
敷
多
く
あ
ら
ん
を
期
し
て
疑
は
ず
。

先
進
後
進
の
楽
人
諸
君
が
相
扶
け
て
＿
音
楽
の
為
に
霊
力
し
、
其
猿
達
を
は
か
ら
れ
ん
事

は
、
心
よ
り
し
て
望
む
所
な
り
。

（
『
帝
國
文
學
』
第
五
巻
第
七
号
、
明
治
三
十
二
年
七
月
、

0
音
楽
界

余
輩
が
嘗
て
一
二
十
二
年
七
月
の
嘗
誌
上
に
於
て
同
年
前
半
期
の
一
音
楽
界
消
息
を
博
ふ

る
や
、
明
治
―
音
楽
會
第
十
四
回
演
奏
會
に
於
て
筆
を
止
め
た
り
。
其
後
同
年
中
に
演
奏

會
の
催
あ
り
し
事
僅
か
に
六
旬
、
即
ち
七
月
一
日
に
於
け
る
明
治
昔
架
會
第
十
五
回
演

奏
會
、
此
演
奏
會
は
曲
目
愛
更
等
多
か
り
し
由
閑
を
得
ず
し
て
聴
も
ら
せ
し
故
今
は
是

非
も
云
ひ
難
し
。
七
月
八
日
に
執
行
せ
ら
れ
し
一
音
楽
學
校
卒
業
式
に
於
け
る
演
奏
會
、

此
會
に

て
は
注
目
す
べ
き
演
奏
二
三
あ
り
き
、
即
ち
卒
業
生
紳
戸
嬢
の
洋
琴
獨
弾
、
研

究
生
幸
田
幸
子
嬢
の
「
ヴ
ヰ
オ
リ
ン
」
獨
奏
及
び
合
唱
、
高
津
の
宮
等
と
す
。
此
會
に
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於
て
は
前
記
一
二
演
奏
と
今
一
ツ
の
合
唱
と
を
加
へ
都
合
四
曲
は
「
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
」
の
作
、
此
他
「
モ
ツ
ア
ル
ト
」
の
曲
ニ
ッ
あ
り
き
、
こ
れ
等
は
特
に
曲
目
制
定
上

参
考
と
も
な
る
べ
き
も
の
な
り
、
同
作
家
の
手
に
な
り
し
も
の
を
か
く
敷
多
く
出
す
は

其
結
果
は
如
何
に
や
腔
来
十
分
の
研
究
を
要
す
べ
し
。
か
く
て
夏
期
六
旬
の
間
は
い
づ

こ
に
て
も
催
な
く
た
ゞ
明
治
―
音
楽
會
員
が
八
月
上
旬
東
海
道
各
地
に
巡
回
演
奏
を
せ
し

の
み
、
三
伏
の
暑
中
毎
日
毎
夜
の
演
奏
は
非
常
な
る
勉
強
と
感
服
の
他
な
し
。
秋
風
吹

き
そ
め
し
頃
よ
り
、
十
月
二
十
九
日
明
治
音
楽
會
は
第
十
六
回
演
奏
會
を
開
け
り
、
此

會
に

て
は
き
く
に
足
る
も
の
あ
ら
ざ
り
き
、
こ
は
全
く
次
回
の
演
奏
預
備
に
忙
か
し
か

り
し
故
と
後
に
思
ひ
合
さ
れ
た
り
。
月
を
か
へ
て
十
一
月
に
一
音
楽
學
校
分
敦
場
は
生
徒

の
成
績
を
其
父
兄
保
證
人
に
示
さ
む
と
て
試
業
會
を

一
ツ
橋
敦
場
に
於
て
開
け
り
、
一

般
に
生
徒
の
成
績
は
前
回
前
々
回
に
比
し
て
敷
等
の
進
歩
を
示
せ
り
、
特
に
上
宗
嬢
の

「
ピ
ヤ
ノ
」
猥
奏
「
ク
レ
メ
ン
チ
」
作
「
ソ
ナ
チ
ナ
」

の
如
き
優
に
専
門
家
を
凌
駕
す

る
技
能
な
り
、
余
輩
は
こ
A

四
五
年
を
出
で
ず
し
て
斯
道
に
名
媛
を
出
す
べ
き
預
言
を

為
す
に
躊
躇
せ
ず
。
又
柳
田
、
荒
川
二
嬢
の
洋
琴
の
如
き
も
初
學
者
と
し
て
極
め
て
有

望
な
る
も
の
な
り
き
、
若
し
十
分
の
熱
心
勉
強
を
以
て
修
業
せ
ら
る
れ
ば
勝
来
の
猿
逹

驚
く
べ
き
も
の
な
ら
む
。
此
他
小
童
宇
津
木
氏
の
箪
、
目
賀
田
、
樫
村
諸
嬢
の
「
ウ
ヰ

ヲ
リ
ン
」
高
橋
嬢
伊
藤
嬢
等
の
箪
等
と
り
人
＼
に
敷
段
の
進
歩
を
見
し
は
音
楽
普
及
の

上
に
於
て
余
輩
の
大
に
賀
す
る
所
な
り
。
聞
け
ば
―
音
楽
學
校
に

て
は
猶
他
に
一
の
分
敦

場
を
設
置
す
る
の
企
あ
る
由
、
余
輩
は
嘗
局
者
の
榮
を
謝
す
る
と
共
に
猶
他
府
縣
に
も

昔
楽
専
門
學
校
の
設
立
せ
ら
れ
ん
事
を
熱
望
す
る
も
の
な
り
。
同
月
二
十
六
日
一
音
楽
學

校
は
同
校
秋
季
演
奏
會
を
催
せ
り
分
敦
場
の
日
に
月
に
疲
達
す
る
に
引
き
か
へ
本
校
の

甚
し
く
不
活
澄
な
る
は
い
か
に
ぞ
や
、
此
度
の
演
奏
會
の
如
き
「

ユ
ン
ケ
ル
」
「
ケ
ー

ベ
ル
」
二
氏
を
待
ち
て
か
ら
く
も
其
會
を
賑
は
し
た
る
跡
あ
り
、
其
他
僅
か
に
頼
母
木

嬢
の
「
ヴ
ヰ
オ
リ
ン
」
を
聞
く
べ
き
の
み
、
将
来
極
め
て
有
望
な
り
と
目
さ
れ
た
る
瀧

氏
の
如
き
奏
法
漸
<
i
L
れ
て
誠
賓
を
欠
く
傾
を
生
ぜ
り
。
此
多
望
な
る
青
年
楽
手
も
今

に
し
て
猛
省
せ
ず
ん
ば
同
じ
く
緑
々
の
徒
に
列
す
に
至
ら
ん
、
合
唱
の
如
き
も
進
歩
せ

ず
と
云
は
ん
よ
り
寧
ろ
退
歩
せ
り
と
云
は
ざ
る
を
得
す
、
唱
歌
者
各
己
の
疲
昔
練
習
の

不
足
な
る
は
蓋
其
主
因
な
る
べ
し
。
抑
此
音
楽
學
校
演
奏
會
は
同
校
學
友
會
演
奏
會
の

菱
態
せ
る
も
の
と
見
倣
し
得
べ
く
、
該
學
友
會
は
嘗
て
は
大
に
世
の
注
意
を
引
き
し
園

鉢
な
り
き
、
明
治
二
十
六
年
の
暮
橘
絲
重
嬢
は
此
會
に
て
「
フ
ン
メ
ル
」
の
「
ソ
ナ

タ
」
を
奏
せ
ら
れ
好
楽
者
流
の
心
を
奪
は
れ
し
事
あ
り
き
、
二
十
七
年
の
春
に
は
幸
田

幸
嬢
は
「
ベ
リ
オ
」
の
「
コ
ン
セ
ル
ト
」
を
奏
し
て
嘗
時

一
流
の
「
ウ
ヰ
ヲ
リ
ニ
ス

ト
」
た
る
桂
冠
を
得
ら
れ
し
事
あ
り
き
、
合
唱
、

薩
摩
潟
、
富
士
登
山
、
子
日
の
遊
、

干
瓢
、
頌
徳
の
歌
、
此
御
山
、

雷
鳴
、
春
の
行
方
、
國
の
光
、
等
皆
此
會
に
よ
り
て
紹

介
せ
ら
れ
し
な
り
、
そ
の
楽
界
に
貢
献
せ
し
事
の
大
な
る
又
た
い
は
で
も
あ
る
べ
し
。

然
る
に
現
今
の
有
様
に
至
て
や
、
演
奏
は
漸
く
無
責
任
に
傾
き
、
殊
に
新
曲
を
出
す
事

比
較
的
少
な
く
な
れ
る
は
最
痛
歎
す
べ
き
な
り
。
往
時
は
合
唱
の
敷
多
く
し
て
少
な
く

も
八
九
曲
あ
り
し
に
、

鴬
時
は
其
敷
大
に
減
じ
多
く
し
て
五
六
回
に
過
ざ
る
は
何
の
結

果
な
る
や
、
此
現
象
の
果
し
て
喜
ぶ
べ
き
事
な
る
か
否
か
は
嘗
局
者
の
十
分
に
思
慮
せ

ら
れ
た
き
事
な
り
か
し
。
十
二
月
二
日
に
催
せ
る
日
本
―
音
楽
會
の
如
き
前
の
二
十
六
日

に
於
け
る
一
音
楽
學
校
演
奏
會
と
大
同
小
異
に
し
て
た
ゞ
軍
楽
隊
の
あ
り
し
の
み
、
此
會

も
亦
従
来
盛
な
り
し
も
の
な
り
、
日
清
戦
争
以
前
に
於
て
は
學
友
會
の
他
に
存
す
る
唯

一
の
音
楽
會
と
も
云
ふ
べ
か
り
き
、
開
會
の
度
毎
に
我
邦
の
上
流
註
會
、
井
に
外
人
の

多
敷
を
其
罷
衆
と
し
て
有
し
た
る
も
近
来
は
大
に
衰
運
に
傾
け
り
、
二
日
の
會
の
如
き

廣
き
大
成
殿
の
中
庭
に

て
は
こ
と
に
寂
霙
を
感
ぜ
り
、
こ
れ
又
大
に
同
會
幹
事
諸
氏
の

奮
勘
を
望
む
所
な
り
。
同
月
九
日
に
上
野
の
楽
堂
に
催
せ
る
明
治
―
音
楽
會
第
十
七
回
演

奏
會
は
普
通
の
来
聴
者
を
得
し
の
み
な
れ
ど
も
演
奏
は
近
頃
の
好
成
績
な
り
き
、
顧
問

「
ハ
ウ
ス
」
氏
を
得
て
よ
り
此
會
は
急
足
の
進
歩
を
な
し
幾
多
の
大
曲
を
演
奏
せ
り
、

三
十
一
年
の
春
よ
り
始
め
て
僅
に
二
星
霜
を
経
し
間
に
此
大
進
歩
を
な
す
、
「
ハ
ウ
ス
」

氏
に
し
て
盆
健
康
に
會
員
諸
氏
に
し
て
盆
勤
勉
な
ら
ば
勝
来
の
成
功
疑
ふ
べ
か
ら
ず
、

此
演
奏
會
を
以
て
三
十
二
年
演
奏
會
の
最
終
と
す
。
此
後
小
演
奏
會
の

―
二
あ
り
し
も

云
ふ
に
足
ら
ず
、
此
他
邦
架
に
於
て
は
各
家
の
納
會
敷
多
く
こ
A

か
し
こ
に
催
さ
れ
た

り
、
余
輩
は
唯
後
半
期
に
於
て
同
槃
會
の
演
奏
あ
ら
ざ
り
し
を
惜
む
、
此
會
は
去
る
―
―

十
九
年
の
春
第
一
回
演
奏
會
を
催
し
て
よ
り
常
に
年
一
一
回
づ
A

開
會
し
其
都
度
面
白
き

演
奏
も
敷
多
く
あ
り
き
、
然
る
に
三
十
二
年
春
季
よ
り
し
て
漸
く
振
は
ず
、
遂
に
秋
季

に
は
開
會
の
順
序
に
至
ら
ざ
り
き
、
ー
音
楽
學
校
卒
業
生
を
網
羅
せ
る
此
會
と
し
て
は
奇

怪
な
る
事
な
り
、
此
會
の
如
き
我
邦
最
高
の
音
楽
園
鉢
た
る
べ
き
資
格
の
存
す
る
に
、

今
後
會
員
諸
氏
は
十
分
の
熱
心
と
奮
狡
と
を
以
て
斯
會
隆
盛
を
圏
ら
れ
た
し
、
之
を
要
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エ
ー
ル
デ
コ
ー
ロ
ア
「
佛
國
ル
イ

す
る
に
明
治
三
十
二
年
の
楽
界
は
極
め
て
平
凡
の
経
過
を
な
し
、
祀
念
と
す
べ
き
も
の

殆
ど
之
な
し
と
い
ふ
べ
し
。
而
し
て
こ
れ
に
劉
す
る
一
般
社
會
は
如
何
と
問
ふ
に
例
に

よ
り
皆
極
め
て
不
注
意
な
り
、
僅
か
に
讀
賣
紙
上
に
楽
石
生
の
批
評
を
散
見
す
る
の

み
、
一
音
楽
に
劉
せ
る
意
見
を
吐
露
す
る
者
殆
ど
之
な
く
、

＿音楽
に
劉
せ
る
著
述
に
至
て

は
終
に
之
を
見
る
こ
と
を
え
ず
、
極
め
て
冷
淡
に
極
め
て
不
熱
心
に
世
人
は
、
此
國
民

が
精
神
的
敦
育
の
重
要
な
る
一
端
を
看
過
し
つ
A

あ
る
な
り
、
猶
逸
よ
り
蹄
朝
せ
ら
れ

し
田
中
氏
等
二
三
の
人
よ
り
な
れ
る
俗
曲
研
究
の
如
き
猶
末
た
満
足
す
べ
き
も
の
に
な

ら
ず
、
蓋
此
如
く
無
頓
着
な
る
社
會
に
封
し
て
は
技
術
家
か
不
熱
心
に
且
つ
不
親
切
に

流
る
A

事
無
理
な
ら
ず
、
余
輩
は
斯
道
熱
心
な
る
人
々
相
一
致
し
て
＿
音
楽
批
評
會
の
如

き
も
の
を
組
織
せ
ば
面
白
き
結
果
あ
ら
む
と
信
ず
る
な
り
。

（
『
帝
國
文
學
』
第
六
巻
第
一
号
、
明
治
三
十
三
年
一
月
、

―
一
三

l
-
―
六
頁
）

一
カ
ン
テ
ヰ
ク
「
作
曲
者
末
詳
」
ニ
ヴ
ォ
ル
ン
タ

明
治
三
十
三
年
一

l

一
月
四
日
試
業
演
奏
会

〇
一
音
楽
學
校
第
五
回
試
業
會
今
四
日
午
後
一
時
半
よ
り
一
っ
橋
分
敦
場
に

於
て
講
習
科
生
徒
の
第
五
回
試
業
會
順
序
は
左
の
如
し

一

唱

歌

鼠

音

一

春

の

夜

二

楽

し

き

敦
場

一
ピ
ア
ノ
三
人
聯
彊
（
吉
原
千
代
、
渡
部
君
代
、
同
さ
つ
き
）
瑞
西
國
調
「
ツ

エ
ル
ニ
ー
氏
作
」

一
等
（
宇
津
木
富
三
郎
、
今
井
と
し
、
榎
本
と
き
）
早
春
興
「
中
村
氏
作
歌
今

井
氏
作
曲
」

一
ピ
ア
ノ
聯
弾
（
上
原
せ
つ
、
同
き
せ
）
練
習
曲

一
オ
ル
ガ
ン
（
仙
波
あ
い
）

リ
ー
「
同
上
」

一
等
（
金
澤
や
す
の
、
内
藤
す
て
、
青
木
し
げ
）
越
後
獅
子
「
峰
崎
勾
嘗
調
東

京
音
楽
學
校
修
正
」

ー
ビ
ア
ノ
聯
弾
（
松
平
れ
い
、
松
本
た
つ
）

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

編
春

季

演

奏

會

曲

目

管

絃

合

奏 鶴

等

以
上

乙 甲

合

唱

第
十
三
世
作
」

奉

翫

の

歌

奉

説

の

歌

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
島
川
の
ゑ
、
細
谷
や
い
、
目
賀
田
正
代
、
樫
村
た
け
）
小

品
二
曲
「
シ
ェ
ロ
イ
デ
ル
氏
作
」

一
ピ
ア
ノ
（
柳
田
か
う
）
ソ
フ
ラ
ヰ
フ
ノ
「
ク
ー
ラ
ウ
氏
作
」

一
唱
歌
複
音
（
撰
科
女
生
徒
）
一
千
町
田
「
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
氏
作
曲
某
氏

作
歌
」
二
こ
ど
も
「
ウ
エ
ー
ベ
ル
氏
作
曲
旗
野
氏
作
歌
」

一
ピ
ア
ノ
（
上
原
き
せ
）
水
車
「
エ
ン
セ
ン
氏
作
」

一
等
（
北
村
と
り
、
高
橋
せ
い
）
き
ら
し
「
北
澤
勾
嘗
調
」

外
に
本
校
敦
師
ュ
ン
ケ
ル
氏
其
他
敷
氏
の
演
奏
あ
り

（
『
國
民
新
聞
』
明
治
三
十
三
年
―
二
月
四
日
）

明
治
三
十
三
年
五
月
十
九
日
、
二
十
日

明
治
三
十
三
年
五
月
二
十
日
午
後
二
時
開
會

春
季
一
音
楽
演
奏
會
曲
目

第
四
回
定
期
演
奏
会

東
京
一
音
楽
學
校
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橋
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管
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ス
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ジ
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マ

ン
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シ
ェ
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ダ
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生
徒
ノ
學
業
成
績
ヲ
公
表
シ
併
テ
技
術
ヲ
奨
勘
セ
ン
ガ
為
メ
春
秋
二
季

二
季
日
築
演
奏
會
ヲ
催
セ
リ
春
季
演
奏
會
ハ
五
月
十
九
、
二
十
日
ノ
雨
日
秋
季
演

奏
會
ハ
十
二
月
八
、
九
ノ
雨
日
畢
行
シ
ニ
回
共
初
日
ニ
ハ
諸
學
生
生
徒
其
他
篤

志
ノ
者
ヲ
入
場
セ
シ
メ
第
二
日
ー
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ハ
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ノ
別
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家
、
敦
育
家
、
i
貰
業
家
等
ヲ
招
待
シ
タ
ル
ニ
雨
度
共
来
會
者
千
有
餘
名
ノ
多
敷

ニ
達
シ
會
場
ノ
狭
溢
ヲ
感
ジ
タ
リ
其
演
奏
順
序
左
ノ
如
シ
〔
曲
目
省
略
〕
〔
手
書
き
〕

（
『
明
治
三
十
三
年
度
年
報
』
）

0
―
音
楽
界

去
月
廿
日
、
音
楽
學
校
春
季
演
奏
會
に
は
、
御
慶
事
奉
祝
の
合
唱
二
歌
、
庶
霊
曲
「
鶴

龍
」
を
始
と
し
、
西
楽
の
合
唱
、
管
絃
合
奏
敷
種
あ
り
し
が
、
其
内
「
シ
ン
フ
ォ
ニ

ィ
」
「
モ
リ
ス
、
ダ
ン
ス
」
「
シ
ェ
ッ
パ
ア
ズ
、
ダ
ン
ス
」
「
婚
姻
進
行
曲
」
を
除
く
の

外
、
餘
は
器
楽
も
、
槃
楽
も
、
皆
悉
く
基
督
敦
架
な
り
し
は
、
此
校
に
珍
ら
し
き
趣
向

と
謂
ふ
可
し
。
ュ
ン
ケ
ル
師
作
「
ア
ン
ダ
ン
テ
、
レ
リ
ジ
オ
ソ
」
既
に
宗
教
の
素
無
し

と
せ
ず
、
ケ
エ
ベ
ル
師
作
合
唱
「
ヱ
ニ
、
サ
ン
ク
テ
、
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
」
は
純
然
た
る

讃
美
の
曲
な
り
。
「
橘
の
薫
」
と
題
し
て
小
楠
公
を
詠
じ
た
る
歌
は
、
宗
教
の
榮
に
、

強
ひ
て
忠
君
の
意
を
被
せ
た
る
に
過
ぎ
ず
、

賞
は
ケ
ル
ビ
ニ
イ
の
「
レ
ク
イ
エ
ム
」
な

り
。
又
「
天
の
浮
橋
」
と
い
ふ
合
唱
は
、
カ
シ
オ
リ
ニ
イ
作
「
ヱ
ニ
、
ク
レ
ア
ト
ル
」

に
し
て
、
基
督
敦
楽
の
醇
な
る
も
の
、
最
後
の
合
唱
「
金
鵡
」
も
亦
、
メ
ン
デ
ル
ス
ソ

t
i
の
豫
言
者
「
エ
リ
ャ
」
の
一
節
な
る
べ
し
。
今
回
の
演
奏
は
、
斯
の
如
く
、
合
唱

合
奏
の
類
な
れ
ば
、
全
般
に
就
て
評
せ
む
に
、

槃
架
に
於
て
、
近
時
此
校
の
最
高
―音

は
、
傑
出
の
歌
者
を
鋏
き
た
る
如
く
、
坐
に
敷
年
前
二
三
の
ソ
。
フ
ラ
ノ
あ
り
て
、
獨
吟

に
美
昔
を
弄
し
、
合
唱
に
衆
磐
を
導
き
た
り
し
盛
時
を
追
憶
せ
し
む
。
管
絃
架
に
於

て
、
ギ
オ
ロ
ン
部
は
、
適
嘗
の
代
表
あ
り
て
、
此
校
の
博
を
保
て
ど
も
、
バ
ッ
ソ
等
の

類
に
外
人
敷
名
を
交
へ
た
る
は
何
故
ぞ
。
其
他
な
ほ
三
四
の
欧
米
人
あ
り
し
は
、
果
し

て
校
外
者
な
る
か
否
か
は
知
り
難
け
れ
ど
、
兎
に
角
、
此
校
の
一
音
楽
は
、
善
か
れ
悪
か

れ
、
な
る
べ
く
邦
人
の
演
奏
に
依
ら
む
こ
そ
望
ま
し
け
れ
。

又
曲
目
選
定
に
就
て
言
は

む
に
、
近
時
此
校
の
楽
會
に
、
唱
歌
猥
吟
、
又
は
洋
琴
ギ
オ
ロ
ン
等
獨
奏
の
〔
曲
〕
目
な
き

は
如
何
。
又
合
唱
に
歌
者
の
敷
の
み
を
増
し
て
、
各
部
磐
量
の
比
例
、
又
歌
墜
の
微
影
に

少
し
く
注
意
を
怠
る
如
き
跡
あ
る
は
何
故
ぞ
。
徒
に
合
唱
の
竪
強
大
に
過
ぎ
て
粗
漫
に

失
し
、
表
情
法
に
用
意
浅
き
は
吾
等
の
典
せ
ざ
る
所
な
り
。
又
歌
詞
の
方
面
よ
り
論
ぜ

む
に
、
近
業
多
く
は
叙
事
の
傾
を
帯
び
、
抒
情
の
意
少
し
。
こ
れ
楽
曲
の
性
質
に
も
因

る
可
け
れ
ど
、
一
に
は
叙
景
、
友
情
等
に
限
ら
れ
、
奔
放
な
る
情
熱
の
歌
を
草
す
る
能

は
ざ
る
よ
り
、
作
家
が
歴
史
古
博
に
逃
れ
む
と
す
れ
ば
な
ら
む
。
さ
れ
ば
吾
等
は
楽
曲

選
定
の
時
は
管
絃
の
伴
奏
を
要
す
る
今
の
複
雑
な
る
合
唱
の
傍
ら
に
、
幽
婉
な
る
民
謡

風
の
楽
、
例
へ
ば
英
狽
伊
の
旋
律
、
又
は
シ
ウ
ベ
ル
ト
、
シ
ウ
マ
ン
等
の
抒
情
歌
を
加

へ
て
、

着
賓
な
る
一
音
楽
趣
向
を
助
長
し
、
作
歌
者
も
亦
こ
れ
ま
で
の
無
味
な
る
花
鳥
風

月
忠
君
友
情
の
歌
詞
の
ほ
か
に
、
ま
こ
と
の
情
の
哀
を
博
へ
、
活
き
た
る
自
然
の
美
を

窟
し
、
沈
痛
な
る
愛
國
の
調
、
深
遠
な
る
宗
教
の
磐
を
狡
揚
せ
む
こ
と
を
翼
望
す
。

然
れ
ど
も
要
す
る
に
今
回
の
演
奏
に
於
て
、
敬
虔
深
沈
の
宗
敦
楽
を
、
＿
音
楽
學
校
の

楽
堂
に
耳
に
し
得
た
る
は
、
吾
等
の
大
に
賛
同
す
る
所
、
さ
れ
ば
と
て
か
く
の
如
く
聖

楽
を
の
み
奏
せ
よ
と
い
ふ
に
あ
ら
ね
ど
、
商
来
此
種
の
楽
曲
に
、
適
賞
の
地
位
を
典
へ

て
、
荘
重
の
趣
味
を
普
及
せ
し
め
む
こ
と
を
曝
す
。

又
撰
に
報
ぜ
し
如
く
田
中
上
原
氏
等
の
組
織
せ
る
孜
架
會
は
、
竪
は
高
か
ら
ね
ど
、

質
賓
な
る
研
鑽
を
積
み
て
、
俗
謡
を
も
孜
究
し
、
就
中
田
中
氏
は
近
時
三
味
線
楽
に
注

意
し
こ
れ
に
和
竪
を
添
ふ
る
工
夫
中
な
り
と
い
ふ
。
此
種
の
研
究
は
、
元
来
昔
柴
學
校

の
夙
に
着
手
す
べ
き
も
の
な
る
可
け
れ
ど
、
未
だ
こ
A

に
何
等
の
活
動
な
き
に
際
し
、

篤
志
の
士
が
會
を
組
み
て
、
此
難
事
業
に
常
ら
む
と
す
る
意
氣
の
ほ
と
察
す
る
に
足
れ

り
。
又
明
治
―
音
楽
會
は
今
回
少
し
く
規
則
を
改
良
し
、
次
會
よ
り
は
奮
に
増
し
て
、
一

段
の
美
術
的
債
値
を
添
ふ
る
な
ら
む
と
噂
す
れ
ば
、
好
楽
の
士
女
今
よ
り
指
を
屈
し
て

此
會
の
演
奏
を
待
つ
な
る
べ
し
。

（
『
帝
國
文
學
』
第
六
巻
第
六
号
、
明
治
三
十
三
年
六
月
、

試
業
演
奏
会

一四
O
~
―
四
一
頁
）

明
治
三
十
三
年
六
月
＝
一
日

o＿
音
架
界

〔前略〕

又
＿
音
楽
學
校
分
敦
場
は
去
六
月
三
日
の
第
六
回
試
業
會
に
於
て
一
段
の
進
歩
を
示
せ

り
勝
来
我
邦
昔
楽
普
及
の
上
に
一
大
光
彩
を
添
へ
む
事
吾
等
の
嘱
望
す
る
所
な
り
。
因

て
記
す
、

＿
音
楽
學
校
出
身
の
『
洋
琴
家
』
瀧
廉
太
郎
氏
は
此
程
狽
國
留
學
を
命
せ
ら
れ

ぬ
。
男
子
に
し
て
此
命
に
接
せ
し
は
氏
を
以
て
塙
矢
と
す
れ
ば
随
て
其
責
任
や
大
な
り

と
謂
ふ
可
し
。
こ
と
に
吾
等
は
さ
き
に
洋
行
せ
る
幸
田
幸
嬢
と
其
結
果
の
優
劣
を
比
較
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乙 甲 合

唱

報
告

卒
業
生
ピ
ア
／
獨
奏

卒
業
證
書
授
呉

卒
業
生
四
部
合
唱

校
長
告
僻

文
部
大
臣
演
説

卒
業
生
穂
代
謝
辮

演

奏

卒

業

式

明
治
三
十
三
年
七
月
七
日
卒
業
式

東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
卒
業
式
順
序

教教教
師授師

ユ幸コ

ン田イ

ケ ベ

野

十

生

徒

ハ
作
曲

郎
作
歌

し
得
る
の
便
あ
る
を
忘
る
べ
か
ら
ず
。

（『帝
國
文
學
』
第
六
巻
第
七
号
、
明
治
三
十
三
年
七
月
、
八
二
！
八
三
頁）

明
治
三
十
三
年
七
月
七
日
（
土
曜
H

)

午
後
三
時
半
ョ
リ
施
行ゞ

楽
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
比

ピ
ア
ノ
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ヴ
ァ
イ
オ
リ
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、
ヴ
ィ
オ
ラ
合
奏

ル延ル

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲

警

武

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
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3
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9
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.
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0
 P
.M
.
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R
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M
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テ
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フ
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エ
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十
三
年
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二
月
八
日
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日
午
後
一
時
半
開
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（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
三
年
十
二
月
十
日
）

い
よ

＠
東
京
―
音
楽
學
校
東
京
―
音
楽
學
校
の
秋
季
演
奏
會
は
禰
々
来
月
二
日
に
決

〔

マ

マ

〕

定
せ
り
嘗
日
演
奏
の
曲
目
は
重
に
四
部
合
唱
と
管
絃
楽
の
大
物
に
て
合
唱
中
に

は
『
ル
シ
ア
』
の
民
歌
等
も
あ
り
管
絃
楽
に
は
『
カ
ー
メ
ン
』
『
ダ
ニ
ウ
ヴ
』

の
舞
踏
の
如
き
賑
や
か
の
も
の
あ
り
特
に
管
絃
中
に
は
在
来
本
邦
に
て
未
だ

一

あ

ま

た

度
も
使
用
せ
ざ
り
し
楽
器
も
敷
多
加
は
り
居
る
由
に
て
随
分
賞
日
は
盛
會
な
ら

ん
と
の
事
な
り

（
『
社
界
新
報
』
明
治
三
十
三
年
十

一
月
二
十
二
日
）

●
葉
が
き
集
▲
昔
榮
學
校
の
秋
季
演
奏
會
へ
行
っ
て
見
た
が
中
々
の
盛
會
で
、
瀧
氏

の
ピ
ア
ノ
猶
奏
『
語
な
き
歌
』
（
メ
ン
デ
ル
ソ
ン
作
曲
）
は
中
々
楡
快
で
あ
っ
た
、
管

絃
楽
の
中
で
は
メ
ン
デ
ル
ソ
ン
作
曲
の
シ
ン
フ
ォ
ー
ニ
ー
と
ビ
ゼ
ー
作
曲
の
カ
ル
メ
ン

の
中
フ
ィ
ナ
ー
ル
と
が
最
も
快
味
を
感
ぜ
ら
れ
た
、

寧
ろ
シ
ト
ラ
ウ
の
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
舞

踏
曲
よ
り
此
二
種
の
方
が
面
白
か
っ
た
と
思
ふ
、
合
唱
で
は
バ
ハ
の
玉
厘
、
メ
ン
デ
ル

そ

ぶ

て

ん

あ

ん

か

あ

し

た

ソ
ン
の
蘇
武
、
セ
ル
ツ
フ
の
天
安
河
、
ボ
ヘ
ミ
ア
民
歌
の
霜
の
旦
で
あ
る
、
殊
に
始
め

さ

と

ま

つ

り

ぎ

よ

を

う

ぎ

ん

の
二
者
に
於
て
感
深
か
っ
た
，
里
祭
は
寧
ろ
滑
稽
で
あ
る
、
漁
翁
吟
も
面
白
か
っ
た
が

「
萬
頃
、
月
て
る
」
の
あ
た
り
歌
の
音
調
が
悪
い
の
が
瑕
瑾
で
あ
る
歌
は
武
島
よ
り
鳥

居
が
い
A

（
正
墜
倶
楽
部
K
A
)

P
r
of

.
 

A
U
G
.
 
J

U
N
K
E
R,
 

C
o
n
d
u
ct
or.
 

T
h
e
 B
e
a
ut
i
f
ul 
B
l
u
e
 D
a
n
u
b
e
 Ẁ
a[N 

S
t

rauss
.
 

●
―
音
楽
學
校
秋
季
演
奏
會
の
光
景

長
く
人
の
噂
に
登
り
し
―
音
楽
學
校
秋
季
演
奏
會
は
愈
々
本
月
八
日
九
日
を
以
て
開
會

せ
ら
る
A

こ
と
と
な
れ
り
、
余
は
九
日
は
不
参
せ
し
も
八
日
は
幸
に
し
て
出
席
し
、
此

校
の
名
物
と
し
て
人
の
知
れ
る
コ
ー
ラ
ス
、
並
に
管
絃
榮
合
奏
の
震
妙
な
る
一
音
楽
を
聞

た
し
か

き
、
槌
に
脳
味
噌
の
洗
濯
を
な
し
得
た
り
、

゜一

（
『
二
六
新
報
』
明
治
三
十
三
年
十
二
月
十
日
）

も
あ
り
し

●
昨
日
音
楽
學
校
の
秋
季
―
音
楽
演
奏
會
に
女
生
徒
の
自
轄
車
に
乗
り
て
赴
き
し
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、

、

曲

目

外

オ

ー

ガ

ン

、

ビ

ヤ

ノ

の

二

獨

奏

あ

り

、

即

ち

バ

ッ

ハ

氏

作

曲

オ

ー

ガ

ン

島

崎

氏

演

奏

、

此

曲

面

白

し

と

い

は

ん

よ

り

も

、

高

尚

に

し

て

只

氏

の

手

腕

を

驚

嘆

す

る

の

外

な

く

、

只

何

と

な

く

「

ぶ

っ

き

ら

ぼ

う

」

に

て

、

オ

ー

ガ

ン

に

は

今

少

し

静

か

な

る

も

の

を

と

は

思

は

れ

た

り

。

次

は

瀧

氏

ピ

ア

ノ

獨

奏

、

メ

ン

デ

ル

ゾ

ー

ン

作

曲

に

し

て

其

の

何

と

い

ふ

事

は

聞

き

漏

せ

し

も

、

暗

譜

に

し

て

氏

が

例

の

意

氣

盛

な

る

風

采

に

て

演

ぜ

ら

れ

た

る

、

何

と

も

い

ひ

や

う

な

か

り

し

、

日

外

の

「

楽

し

げ

の

農

夫

」

と

い

へ

る

題

目

に

て

、

同

氏

が

演

奏

せ

ら

れ

た

る

も

の

に

極

似

せ

り

と

思

へ

る

は

、

素

人

耳

ぁ

A

ぎ
よ
く
か
ふ

な

る

べ

し

、

嗚

呼

氏

は

腔

来

我

國

楽

界

の

王

た

ら

ん

人

乎

、

曲

目

第

一

合

唱

甲

玉

匝

、

乙

蘇

武

、

共

に

鳥

居

敦

授

の

作

歌

に

し

て

、

前

者

は

バ

ッ

ハ

後

者

は

メ

ン

デ

ル

ゾ

ー

ン

作

曲

な

り

、

練

熟

不

足

の

故

か

、

多

く

は

其

手

な

る

紙

面

に

忠

賓

に

し

て

歌

詞

を

の

み

こ

み

て

、

狡

情

す

る

と

は

愚

か

、

只

無

意

識

に

顔

目

を

上

下

し

て

楽

譜

紙

の

文

字

を

拾

ひ

讀

み

す

る

な

り

、

嗚

呼

余

は

伊

澤

校

長

時

代

を

追

懐

せ

ざ

ら

ん

と

欲

す

れ

ど

も

能

は

ざ

る

な

り

、

且

余

等

印

刷

の

題

詞

を

受

く

る

能

は

ず

、

蘇

武

は

以

前

一

度

聞

き

し

も

の

か
う

と

て

、

歌

は

一

向

き

A
と

れ

ね

ど

、

曲

は

耳

底

の

記

臆

を

呼

起

し

て

、

悪

し

き

心

地

は

せ

ざ

り

し

が

、

玉

匝

は

竜

も

耳

底

に

あ

ら

ざ

り

き

、

第

二

管

絃

架

合

奏

、

メ

ン

デ

ル

ゾ

ー

ン

の

シ

ン

ホ

ニ

ー

管

楽

器

も

平

常

よ

り

増

加

し

、

七

月

の

會

よ

り

も

餘

程

進

歩

見

え

て

嬉

し

く

、

余

を

し

て

オ

ル

ケ

ス

ト

ラ

は

ユ

ン

ケ

ル

師

の

、

特

長

な

ら

む

と

言

し

め

た

ず
き

り

、

而

し

て

余

の

コ

ー

ラ

ス

好

を

し

て

オ

ル

ケ

ス

ト

ラ

に

傾

か

し

む

る

に

至

れ

り

、

第

三

、

合

唱

、

甲

天

安

河

、

乙

形

見

の

刀

共

に

鳥

居

氏

作

歌

に

し

て

甲

セ

ル

ッ

フ

作

曲

乙

グ

ル

ッ

ク

作

曲

な

り

、

乙

は

曲

も

歌

も

結

構

の

者

の

や

う

な

り

し

が

、

前

合

唱

同

様

何

を

歌

へ

る

に

か

、

甲

は

「

あ

ま

の

」

と

い

ふ

詞

は

わ

か

り

し

も

、

何

が

何

や

ら

わ

か

ら

ず

、

乙

「

か

た

み

の

…

…

」

と

耳

だ

ち

、

後

は

ぐ

じ

ゃ

／

＼

に

な

り

て

、

如

何

な

る

詞

の

現

は

れ

ゐ

る

に

や

窺

ひ

知

る

能

は

ず

、

偏

に

作

歌

者

に

到

し

御

氣

の

毒

と

い

ふ

の

外

な

か

り

き

、

演

奏

振

に

至

り

て

は

如

何

に

も

逹

者

な

る

ユ

ン

ケ

ル

師

コ

ン

ダ

ク

タ

ー

た

れ

ば

エ

キ

ス

。

フ

レ

ッ

シ

ョ

ン

の

妙

味

に

ご

ま

か

さ

れ

つ

べ

し

、

第

四

、

管

絃

合

奏

カ

ー

メ

ン

ビ

ゼ

ー

作

曲

、

甲

。

フ

レ

リ

ュ

ー

ド

、

乙

ア

ラ

ゴ

ネ

ー

ズ

、

丙

イ

ン

テ

ル

メ

ツ

オ

、

丁

フ

ィ

ナ

ー

ル

、

面

白

く

拝

罷

せ

り

、

殊

に

丙

丁

は

可

愛

ら

し

く

麗

し

き

曲

に

て

誠

に

嬉

し

か

り

き

、

管

楽

に

故

障

つ

き

し

も

、

概

し

て

此

日

は

オ

ル

ケ

ス

ト

ラ

勝

利

を

得

た

り

と

い

ふ

べ

き

な

り

、

第

五

、

合

唱

、

甲

霜

の

且

、

乙

里

祭

、

丙

幼

兒

、

丁

櫂

歌

、

戊

上
l

原

キ

セ
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加本

藤田

カカ

ネッ

河

邊

の

花

、

甲

乙

丙

は

旗

野

講

師

作

歌

丁

戊

は

武

島

敦

授

作

歌

に

て

甲

の

み

ボ

ヘ

ミ

アこと／ヽ

民

歌

他

は

盤

＜

露

西

臣

民

歌

な

り

、

不

思

議

に

も

乙

里

祭

、

丙

幼

兒

は

歌

詞

聞

き

取

れ

て

、

参

罷

者

を

喜

ば

し

め

た

り

、

他

は

前

合

唱

同

様

に

し

て

河

邊

の

花

の

如

き

は

、

一

そ
ら

人

と

し

て

之

を

暗

ん

ぜ

ざ

る

が

如

く

、

ビ

リ

／

＼

者

の

其

醜

体

い

は

ん

許

り

な

か

り

わざわ
ざ

し

、

か

く

の

如

き

な

ら

ば

態

々

作

歌

者

を

煩

は

す

の

要

な

し

、

無

言

題

と

し

て

曲

の

み

を

せ

ら

る

A
方

勝

れ

る

を

思

ふ

、

此

に

敢

て

渡

邊

校

長

に

直

言

す

、

第

六

、

管

絃

合

奏

ダ

ニ

ュ

ー

ブ

舞

踏

曲

シ

ト

ラ

ウ

ス

作

曲

、

花

や

か

に

し

て

忽

ち

に

穏

か

又

厳

粛

菱

化

頗

る

多

く

嬉

し

か

り

き

、

営

演

奏

會

は

管

絃

楽

上

出

来

に

し

て

、

其

生

徒

諸

氏

の

上

逹

著

し

く

現

は

れ

、

大

に

進

歩

せ

る

事

を

示

せ

り

、

賓

に

オ

ル

ケ

ス

ト

ラ

寓

々

歳

の

感

あ

り

、

憾

く

は

従

来

此

校

唯

一

の

名

物

と

し

て

知

ら

れ

た

る

、

コ

ー

ラ

ス

の

衰

徹

此

事

な

り

‘

ー

ニ

年

前

よ

り

は

此

に

俄

に

コ

ー

ラ

ス

演

奏

者

を

増

加

し

、

外

見

は

誠

に

立

派

の

様

な

る

も

、

昔

槃

之

と

適

は

ず

、

是

何

ぞ

や

、

ア

ヤ

フ

ヤ

連

を

寄

り

集

め

た

る

の

致

す

所

と

い

は

ざ

る

を

得

ざ

ら

ん

な

り

、

靭

か

感

慨

を

記

す

と

云

商

。

（

『

讀

賣

新

聞

』

明

治

三

十

三

年

十

二

月

十

一

日

）

明
治
三
十
四
年
五
月
十
九
日
中
学
唱
歌
披
露
演
奏
会

明
治
三
十
四
年
五
月
十
九
日
（
日
曜
日
）
午
后
二
時
開
會

中
學
唱
歌
披
露
演
奏
會
曲
目

東
京
一
音
楽
學
校

器

楽

第

一

年

生

甲

種

師

範

科

二

年

生

ピ
ア
ノ
連
弾
…
…
…
…
…
…
…
…

中
學
唱
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
生

豊

太

閤

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
撰
科
生

ロ
ン
ド
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ
ツ
ア
ル
ト
作
曲徒

明治31年～45年8月 (1898~1912)



中
學
唱
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
生

荒
城
の
月
、
去
年
今
夜

合
唱
、
（
管
絃
伴
奏
）

ヘ

ン

デ

ル

作

曲

御
世
の
幸
人
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
旗
野
十
一
郎
作
歌

シ
ン
フ
ホ
ー
ー
ー
、

斯

中
學
唱
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
生

駒
の
蹄
、
遠
別
離
、
我
等
は
中
學
一
年
生

前

田

ジ

ャ

ウ

羞

四

部

合

唱

…

…

…

…

…

…

…

…

専

修

部

三

年

生

一

疇

戸

疇

漬

天

野

ハ

ッ

I
J
田
ジ
ャ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
一
一
部
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
｛
井
カ

ロ

ン

コ
ン
セ
ル
タ
ン
ト
…
…
…
…
…
ダ
ン
ク
ラ
作
曲徒 ゥゥ

中
學
唱
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
生

初
旅
、
鱚
雁
、
武
蔵
野

中
學
唱
歌
，
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
生

甲
鐵
艦
、
寄
宿
舎
の
古
釣
瓶
、
箱
根
八
里

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
専
修
部
三
年
生

（
ピ
ア
ノ
、
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
）

中
學
唱
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
生

今
は
學
校
後
に
見
て
（
四
部
）

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
撰
科
生
r

d

樫

ア
ヴ
ェ
、
ヴ
ェ
ル
ム
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ
ツ
ア
ル
ト
作
曲徒

ソ

ナ

ド
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
フ
ン
メ
ル
作
曲徒

道

ロ

シ

ニ

作

曲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
i
中
村
秋
香
作
歌

天

村

夕
野

ノ‘

マ ツ 徒

夕
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ
ツ
ア
ル
ト
作
曲徒

ピ
ア
ノ
四
手
連
弾 第

試
業
総
會
拳
行
次
第

明
治

l

l

一
十
四
年
六
月
一
日

部 明
治
三
十
四
年
六
月
一
日

（
土
曜
日
）
午
后
一
時
開
會

●
東
京
―
音
楽
學
校
の
一
音
楽
會
中
學
校
に
は
一音
楽
を
獨
立
の
一
科
と
な
し
生

徒
の
必
修
を
要
す
と
は
改
正
中
學
令
の
規
定
す
る
所
な
る
が
従
来
の
唱
歌
集
は

重
に
小
學
校
生
徒
に
適
せ
ん
か
為
め
に
編
輯
し
た
る
も
の
に
し
て
末
だ
中
學
生

徒
に
適
嘗
な
る
も
の
あ
ら
ざ
れ
ば
東
京
昔
築
學
校
に
て
は
早
く
も
絃
に
注
意
し

中
學
唱
歌
と
云
ふ
を
編
纂
し
た
る
に
よ
り
其
披
露
芳
ミ
豫
記
の
如
く
十
八
日
同

校
に
敬
育
家
を
招
待
し
で
音
楽
會
を
開
き
た
り

（
『
國
民
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
五
月
二
十
一
日
）

●
中
學
唱
歌
演
奏
會
過
る
日
曜
日
を
以
て
上
野
音
楽
學
校
に
催
し
た
る
同
會
は
中

楽
唱
歌
の
箪
音
部
に
て
演
奏
者
は
同
校
生
徒
の
み
な
れ
ば
無
邪
氣
な
る
奏
法
竜
も
嫌
味

な
く
選
科
生
上
原
嬢
の
ピ
ア
ノ
狽
奏
（
ソ
ナ
タ
）
は
小
兒
丈
に
＿
音
色
の
稽
不
充
分
な
る

ま
さ

貼
あ
り
し
も
エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
に
於
て
は
申
分
な
く
優
に
未
来
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
た

る
資
格
を
現
し
専
修
部
生
天
野
嬢
の
バ
イ
ヲ
リ
ン
狽
奏
（
ア
ヴ
ェ
、
ヴ
ェ
ル
ム
）
同
前

田
安
井
雨
娯
の
バ
イ
ヲ
リ
ン
ニ
部
（
シ
ン
ホ
ニ
ー
コ
ン
セ
ル
タ
ン
ト
）
も
面
白
く
聞
か

れ
た
り
殊
に
専
修
部
生
安
井
櫻
井
前
田
天
野
の
諸
姻
四
部
合
唱
は
頗
る
好
＜
ヂ
ス
カ
ン

ト
の
ソ
ロ
と
云
ひ
バ
ス
の
具
合
は
却
つ
て
邪
氣
を
帯
ぶ
る
大
家
連
の
ポ
ル
カ
に
は
聞
く

事
を
得
ざ
る
妙
味
あ
り
し
管
絃
等
伴
奏
の
ハ
レ
ル
ヤ
の
曲
は
其
騒
々
し
き
奏
法
と
ユ
ン

ケ
ル
の
舞
踏
的
タ
ク
ト
に
依
り
て
散
々
に
破
却
さ
れ
た
れ
ど
も
聴
衆
席
に
は
最
も
歓
迎

さ
れ
た
る
が
如
し
ビ
ヲ
ロ
ニ
ス
ト
の
幸
田
嬢
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
瀧
氏
等
相
績
ひ
て
去
り
し

か
く

今
日
斯
の
如
き
可
憐
の
演
奏
會
開
か
れ
し
は
斯
道
の
為
め
最
も
訳
す
べ
し

（
『
都
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
玉
月
二
十
三
日
）

試
業
演
奏
会

（
橋
本
氏
受
持
）

「ー＾一

菅山

沼崎

普

新立
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ソ
ナ
テ
ヰ
ナ

ピ
ア
ノ 越

後

獅

子

等

ア
ン
ダ
ン
テ
、

オ
ル
ガ
ン

架
し
き
我
家

ピ
ア
ノ

オ
ル
ガ
ン

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ソ
ナ
テ
ヰ
ナ

歌
（
二
部
）

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ソ
ス
テ
ニ
ュ
ト
ー
、

作

曲

者

不

詳

ホ
ー
マ
ン
敦
科
書
ノ
中

ソ
ナ
テ
ヰ
ナ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ガ

ボ

ッ

テ

友

の

別

唱 ピ
ア
ノ 芝歌

生 調

進

行

曲

*‘ ノ

ハ
氏
作
曲

（
頼
母
木
氏
受
持
）

P

ガ
イ
ベ
ル
氏
作
曲

武

島

氏

作

歌

（
村
松
氏
受
持
）

シ

ッ

ト

氏

作

曲

ギ
リ
ア
リ
ー
氏
作
曲

（
紳
戸
氏
受
持
）

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
氏
作
曲

（
岡
野
氏
受
持
）

（
島
崎
氏
受
持
）

（
橋
本
氏
受
持
）

ク
レ
メ
ン
テ
ヰ
ー
氏
作
曲

（
村
松
氏
受
持
）

（
天
谷
氏
受
持
）

（
今
井
氏
受
持
）

（
幸
田
氏
受
持
）

ク
レ
メ
ン
テ
ヰ
ー
氏
作
曲

小

林

證

山

本

富

三

郎

｛

今

井

と

し

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
氏
作
曲

中

澤

ふ

じ

守

屋

あ

づ

ま

内

田

ふ

み

水

原

み

ち

角

倉

正

道

唱
歌
科
乙
組
女
生

原

み

ち

r-.,..―̀ 
室浅

田蒻

き

を英

ド

ゥ

ヲ

歌
（
三
部
）

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
人
連
奏

ガ

ボ

ッ

テ

ソ
ナ
テ
ヰ
ナ

ガ

ボ

ッ

テ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

タ
ラ
ン
テ
ン

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

等

四

段

砧

ソ

ナ

タ

ピ
ア
ノ

オ
ル
ガ
ン

モ
ツ
ァ
ー
ル
ト
氏
作
曲

ピ
ア
ノ
合
奏

残

月

伊

國

民

歌

う
れ
し
か
ら
ま
し

唱

歌

ピ
ア
ノ

唱

虹

第

部

（
橘
氏
受
持
）

（
今
井
氏
受
持
）

（
幸
田
氏
受
持
）

プ
レ
イ
ル
氏
作
曲

エ
ベ
ル
ハ
ル
ヅ
氏
作
曲

ノゞ

（
頼
母
木
氏
受
持
）

ハ
氏
作
曲

（
橋
本
氏
受
持
）

（
頼
母
木
氏
受
持
）

工
グ
ヴ
ヰ
ル
氏
作
曲

（
橘
氏
受
持
）

ク
ー
ラ
ウ
氏
作
曲

（
幸
田
氏
受
持
）
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金青

澤木

柔し

能げ

上

原

き

せ

樫

村

た

け

仙

波

あ

唱
歌
科
甲
組
女
生

ヒ
ル
レ
ル
氏
作
曲
、
武
島
氏
作
歌

ベ
ル
グ
氏
作
曲
、
武
島
氏
作
歌

ブ
ル
デ
ヰ
シ
ア
ー
テ
氏
作
曲

（
島
崎
氏
受
持
）

ロ
ッ
シ
ー
氏
作
曲

i

武

島

氏

作

歌

荒

川

あ

vヽ し‘

クー＾→一

細樫

谷村

やた

いけ

唱
歌
科
甲
組
女
生
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奏

曲

第

明
治
三
十
四
年
六
月
四
日

演

目

明
治
三
十
四
年
六
月
四
日

ピ
ア
ノ
八
手
連
弾

メ
ヌ
エ
ッ
ト

部

（
橘
氏
受
持
）

メ
グ
リ
オ
氏
調

皇
后
行
啓
演
奏
会

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
豫
科
生

中
學
唱
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
生

馬
上
の
少
年
、
寄
宿
舎
の
古
釣
瓶
、
箱
根
八
里

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
専
修
部
三
年
生

前 小

田

じ

ゃ

ぅ

證

ソ
ナ
テ
ィ
ナ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
作
曲徒

林

合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
生

〔手
書
き
〕

O

l

音
楽
學
校
の
試
業
會

―つ
橋
の
一
音
楽
學
校
分
校
に

て
は
一
昨
日
午
後

一
時
よ
り
試

業
純
會
を
開
き
各
科
生
徒
の
演
奏
あ
り
何
れ
も
中
々
の
上
出
来
に
て
其
進
歩
は
著
し
く

駕
く
許
な
り
き
、
式
終
て
茶
話
會
を
開
き
生
徒
の
催
に
か
A

る
舞
踏
、
餘
興
、
輻
引
等

なかんづくにはかはふし

あ
り
し
が
就
中
「
逮
法
師
」
と
云
へ
る
能
狂
言
は
尤
も
會
衆
の
喝
采
を
博
し
た
り
き

（
『
中
央
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
六
月
三
日
）

東
京
一
音
楽
學
校

モ
ツ
ア
ー
ル
ト
作
曲

煽
き
御
影
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
中
村

秋

香

作

歌

コ
ン
セ
ル
テ
ィ
ノ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
シ

オ
ル
ガ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
師
範
部
二
年
生

管
絃
合
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
職

ラ
ル
ゴ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヘ

合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
生

作右

。フレ

ー
ル
ヂ
ウ
ム
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲

生

徒
作

曲徒

ケ

レ

ビ

橘
の
窯
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
鳥

ー
居

ヽ

雙
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
選
科
生
団今上

ピ
ア
ノ
四
人
聯
弾
…
…
…
…
…
…
…
…
選
科
生
一
疇

メ
ヌ
エ
ッ
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
グ

ロ
マ
ン
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
サ

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
専
修
部
三
年
生

ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ハ前

女
盤
四
部
…
…
…
…
…
…
…
…
専
修
部
三
年
生
｛
這ロ

斯
道
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
ド

村シ

秋二

香 l

作作

歌曲

井野井
田

じ

かはふ
ゃ

うつきう

イ

デ

ン

作

曲

櫻

井

ふ

き

徒

ン

セ

ン

作

曲

敦

授

幸

田

延

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

、

ピ

ア

ノ

、

オ

ル

ガ

ン

…

教

授

橘

絲

重

i
研
究
生

島

崎

赤

太

郎
リ

オ

作

曲

部
田原原

さ

かちき
っ

きうよせ

越
後
獅
子

本
井原

富

とみ
三

し郎ゑ

第

部

枕］

作作

歌曲

ン

デ

Jレ

員

及

、・、

渡柳吉上

部田原原

さかちき
っ
きうよせ

齋

藤 ツ

左 卜

田 曲

第 1部 明治・大正篇 100 



ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

（
『
中
央
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
六
月
七
日
）

ヘ

寄
藤
訳
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
｛
鳥

ヽ

こ
ん
と
く

〇
微
妙
じ
き
『
君
が
代
』

皇
后
陛
下
坤
徳
世
を
蓋
う
て
文
藝
の
御
奨
勘
に
御
心
を

傾
む
け
さ
せ
ら
る

A
こ
と
は
今
更
申
す
も
畏
こ
し
、
去
四
日
と
い
ふ
に
、
陛
下
は
東
京

み

ゆ

き

ぎ

よ

＿
音
楽
學
校

へ
御
行
啓
ま
し
／
＼
、
生
徒
及
び
職
員
の
演
奏
を
聞
し
召
さ
れ
け
る
が
、
御

感
斜
め
な
ら
ず
し
て
、

校
長
へ
も
厚
き
御
沙
汰
あ
り
、
一
昨
年
（
此
年
同
校
へ
御
臨
幸

て
い
せ

い

あ
り
）
よ
り
も
生
徒
の
進
歩
著
る
し
き
は
、
職
員
の
提
棚
多
き
に
居
る
故
な
る
べ
し
、

ご
ぢ
や
う

う
ち

尚
此
後
と
も
勉
勘
せ
よ
と
の
御
綻
な
り
き
、
さ
て
常
日
演
奏
の
中
殊
に
堪
能
の
評
を
博

し
た
る
は
、
豫
科
生
小
林
證
氏
の
ピ
ア
／
狽
奏
、
専
修
部
三
年
生
前
田
じ
ゃ
う
子
の
ヴ

ア
イ
オ
リ
ン
狽
奏
、
数
師
ユ
ン
ケ
ル
、
コ
イ
ベ
ル
雨
氏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
等

に
し
て
、
取
分
選
科
生
の
上
原
み
ゑ
山
本
富
三
郎
今
井
と
う
の
三
幼
兒
が
、
小
さ
き
手

に
奏
づ
る
等
の
松
吹
く
風
の
立
日
と
も
聞
え
て
感
に
堪
へ
ぬ
は
な
か
り
け
り
、
焦
て
最
後

は
生
徒
一
同
の
合
唱
（
管
絃
伴
奏
）
は
（
寄
藤
訳
）
て
ふ
鳥
居
枕
氏
の
作
歌
に
て
、

ち

と

せ

大
庭
の
千
年
の
松
に
床
し
き
藤
波
の
か

A
れ
る
を
祇
ひ
壽
ほ
ぎ
し
め
で
た
き
唱
歌
な
る

は
れ

／
‘

に
加
へ
て
、
諸
種
の
楽
器
の
敷
を
盛
し
て
一
齊
に
奏
づ
る
い
と
賑
や
か
に
瞭
々
し
き
も

こ

よ

き
こ

の
な
り
し
か
ば
、
陛
下
は
此
上
な
う
愛
で
聞
し
た
ま
う
て
、
御
満
足
の
色
に
見
受
け
奉

り
ぬ
、
此

l

曲
の
終
る
と
共
に
陛
下
は
玉
座
を
立
た
せ
た
ま
へ
ば
、
生
徒
は
前
の
伴
奏

お
ぼ
し

め
し

を
績
け
て
君
が
代
を
奏
し
け
る
が
、
此
伴
奏
の
一音
の
妙
な
る
、
深
く
も
御
思
召
に
適
ひ

け
ん
、
御
退
座
の
階
段
を
登
ら
せ
た
ま
ひ
つ

A
あ
り
し
陛
下
は
、
一
段
毎
に
御
足
を
止

か
く

め
て
、
畏
く
も
聞
入
ら
せ
た
ま
ひ
け
る
に
ぞ
、
並
居
る
生
徒
は
拙
な
き
調
の
危
ま
で
大

御
心
に
叶
ひ
し
か
と
、
い
み
じ
き
果
報
を
嬉
し
み
、
中
に
は
感
極
ま
り
て
涙
に
咽
ぶ
も

あ
り
け
る
と
な
ん
、

ン

デ

ル

作

曲

居

枕

作

歌

ピ
ア
ノ
…
…
…
…
…

．．． 
敦
師
{

7

7

心
で
卜
、
コ
た
ぷ
砂

ソ
ナ
タ
（
第
二
部
第
三
部
）
…

•
…

•
…
…
…
・
ド
ヴ
ォ
シ
ャ
ッ
ク
作
曲

合
唱
（
管
絃
伴
奏
）
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
生
徒

オ
ル
ガ
ン
獨
奏

…
…
…
…
…
…
•
•
•
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲

ア
ン
ダ
ン
テ
、
ト
ラ
ン
ク
ヰ
ロ

（
オ
ル
ガ
ン
、
ソ
ナ
タ
ノ
一
部
）

乙 甲

合

唱

管
絃
楽

報
告

卒
業
生
合
唱

卒
業
証
書
授
呉

専
修
部
卒
業
生
唱
歌

校
長
告
辮

文
部
大
臣
演
説

卒
業
生
結
代
謝
辮

生
徒
合
唱

ラ
ル
ゴ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヘシ

ル

ヘ

ル

作

曲

大
塔
宮
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
｛
黒
川
員
頼
作
歌

去
率
撃
た
な

第 第

部 部

明
治
三
十
四
年
七
月
六
日
卒
業
式

東
京
音
楽
學
校
生
徒
卒
業
式
順
序

師
範
部
卒
業
生

藤

•
•
…
…
…
…
…
…
…
…

·
·
:
{
5

野
ル
十
ヘ
一

齊

左

右

田

卒

業

生

及

其

他
ル
作
曲

郎

作

歌

豫

科

修

了

生

ン

デ

ル
作
曲

明
治
三
十
四
年
七
月
六
日

（
土
曜
日
）
午
後
三
時
ヨ
リ
施
行
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合 合 ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏

サ
ラ
バ
ン
デ
｝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
・
バ

ブ
ー
レ
ー

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

（
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
）

ア
ダ
ジ
オ
、
カ
ン
タ
ビ
ー
レ
…
…
…
…
…
…
…
・
：
ナ
ル
デ
ィ
ニ
ー
作
曲

ピ
ア
ノ
獨
奏

懐
｝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

流

武

島

又

次

郎

作

歌

井田

メ
ヌ
エ
ッ
ト
、

唱
（
絃
楽
伴
奏
）

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

コ
ン
セ
ル
テ
ィ
ノ

唱
（
管
絃
伴
奏
）

別 乙甲

清述

四
部
合
唱

乙甲

専
修
部
卒
業
生

専
修
部
卒
業
生

................................. ‘、/ヘ

紳
武
東
征
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
｛

鳥
、

明
治
三
十
四
年
十
一
月
十
六
日
試
業
演
奏
会

o＿
音
楽
學
校
の
演
奏
會

東
京
＿
音
楽
學
校
で
は
、
時
々
其
選
科
生
の
為
に
試
業
演
奏
會
を
開
い
て
、
生
徒
の
父

兄
並
に
學
校
閥
係
者
の
来
聰
を
求
め
る
、
是
は
修
學
中
の
生
徒
の
成
蹟
を
示
す
と
同
時

に
、
公
衆
の
前
に
其
伎
藝
を
演
ず
る
練
習
の
為
で
、
他
校
に
は
餘
り
無
い
頗
る
結
構
な

．催
し
と
思
ふ
、
去
る
十
六
日
午
後
一
っ
橋
分
校
に
於
て
催
ほ
さ
れ
た
も
の
は
、
即
ち
其

専

修

部

卒

業

生

t
オ
ル
ガ
ン
選
科
卒
業
生

生

ン

デ

ル

作

曲

居

枕

作

歌

ツ

徒

ト

作

曲

前

田

ジ

ャ

ウ

ア
ラ
ン
チ
ー
ク
…
…
…
…
…
…
・
・
・
パ
デ
レ
ウ
ス
キ
ー
作
曲

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

情
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
｛
旗
野
十
一
郎
作
歌

生

徒

櫻

井

フ

キ

和安

コ

年ウ

女

生
ノ‘

徒
作
曲

前

田

ジ

ャ

ウ

専

修

部

卒

業

生

｛

虹

冠

[

”

演
奏
會
で
あ
る
。

演
奏
の
種
類
は
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン
、
オ
ル
ガ
ン
、
唱
歌
、
等
の
各
科
で
、
其

敷
二
十
餘
に
渉
り
、
巧
に
配
合
さ
れ
た
、
勿
論
各
級
生
徒
の
中
か
ら
選
び
出
し
た
演
奏

者
だ
か
ら
、
上
手
な
者
許
り
は
な
い
、
極
初
心
な
人
も
あ
る
、
然
し
一
体
の
出
来
は
非

常
に
好
い
方
で
、
受
持
敬
員
の
満
足
左
こ
そ
と
お
察
し
申
す
、
今
其
中
に
就
て
一
っ
ニ

つ
目
立
っ
た
曲
を
紹
介
す
れ
ば
|
|

原
み
ち
子
の
ピ
ア
ノ
（
シ
ュ
ル
ツ
オ
）
、
齢
の
弱
な
い
に
し
て
は
却
々
の
出
来
、
曾

て
本
紙
に
記
し
た
山
根
陛
學
士
の
改
良
服
を
着
て
ピ
ア
ノ
に
向
っ
た
姿
は
如
何
に
も
可

愛
い
、
室
田
き
を
子
の
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン
、
三
人
連
奏
の
筈
な
の
を
俄
に
狽
奏
と
な
っ

う
で
ま
へ

て
、
難
し
い
曲
を
美
事
に
演

つ
て
除
け
た
手
腕
は
確
か
だ
、
青
木
し
げ
子
、
上
原
み
ゑ

子
雨
嬢
の
等
（
吾
妻
獅
子
）
、
是
は
同
校
獨
得
の
西
洋
楽
譜
に
捩
つ
て
の
調
で
、
掛
合

の
虞
な
ど
が
如
何
に
も
熟
く
出
来
た
の
は
、
遠
山
敬
授
の
榮
多
き
に
居
る
事
で
あ
ら

う
、
長
谷
川
た
よ
子
、
上
野
静
子
雨
嬢
の
等
（
み
だ
れ
）
、
是
に
は
今
井
敦
授
の
替
手

が
入
っ
て
、
頗
る
面
白
か
っ
た
、
敦
授
と
共
に
等
に
向
つ
て
竜
し
も
憶
す
る
慮
な
く
、

わ

ざ

立
派
に
弾
つ
て
除
け
た
雨
嬢
の
伎
個
も
亦
感
心
す
る
に
足
る
、
上
原
き
せ
子
の
ピ
ア
ノ

さ
す
が

（
ロ
ン
ド
）
は
例
に
撼
つ
て
大
喝
采
、
有
繋
に
一
音
楽
家
の
令
嬢
た
る
に
恥
ぢ
な
い
、
最
後

に
現
は
れ
た
の
は
金
澤
や
す
の
子
、
青
木
し
げ
子
雨
嬢
の
等
（
さ
ら
し
）
で
、
是
に
は

た
て

今
井
数
授
が
「
立
」
を
弾
か
れ
た
、
金
澤
嬢
は
本
校
に
於
け
る
唯
一
の
等
科
生
、
青
木

た
ち

嬢
も
亦
之
に
譲
ら
な
い
分
敦
場
の
等
科
専
門
生
で
、
自
体
質
の
好
い
慮
へ
多
年
の
練
習

を
積
ん
だ
の
だ
か
ら
、
妙
齢
の
淑
女
と
し
て
は
他
に
比
べ
る
者
の
勘
い
位
、
＿
音
色
も
好

し
ま
い

く
「
左
手
」
も
確
で
、
終
の
手
事
な
ど
の
面
白
さ
は
、
殆
ど
息
も
吐
け
な
い
程
で
あ
っ

さ
し
は
さ

た
、
之
を
率
ゐ
る
今
井
教
授
の
妙
伎
と
来
て
は
、
勿
論
素
人
の
一
句
を
挿
む
事
能
は

ざ
る
も
の
、
抑
も
嘗
今
の
等
曲
界
に
於
て
、
最
も
好
く
等
の
昔
色
を
出
し
、
斯
道
の
學

問
に
達
し
て
居
る
の
は
、
若
手
の
中
で
は
同
師
を
第
一
と
す
る
の
で
、
山
勢
、
山
登
、

山
木
等
の
諸
老
輩
の
亡

っ
た
後
、
斯
社
會
の
牛
耳
を
取
る
者
は
必
ず
斯
人
で
あ
ら
う
と

は
、
其
道
の
人
の
定
評
で
あ
る
さ
う
だ
、
殊
に
生
徒
を
取
立
る
事
が
上
手
で
、
西
洋
の

一
音
楽
に
ま
で
通
じ
て
居
る
と
は
盆
す
頼
し
い
、
山
勢
を
失
っ
た
音
楽
學
校
も
、
斯
人
の

あ
る
が
為
に
其
竪
債
を
落
さ
な
い
の
は
喜
ば
し
い
事
で
あ
る
。
（
五
線
子
）

（
『
中
央
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
十
一
月
二
十
二
日
）
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範
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榮
部
一
年
生

撰

科

生

木澤
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七
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八
日
第
六
回
定
期
演
奏
会

明
治
三
十
四
年
十
二
月
八
日
午
後
一
時
半
開
會

秋

季

一

音

楽

演

奏

會

曲

目

東

京

音

楽

學

校

← 

ソ
ナ
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猫
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ア
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ユ
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ì

ss S
hi
m
i

z
u
.
 (T

hi
r
d
 y
e
a
r
 i
n
 No
r
m
a
l
 Course) 

P
I
A
Z
0
 S
O
L
O
:
 

gon
at
a・
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

で

:lement
y
.

M
i

ss 
K
at
o
.
 (T

hi
r
d
 y
e
a
r
 i
n
 N
o
r
m
a
l
 C
o
u
r
s
e
)
 

V
I
O
L
I
N
 S
O
L
O
:
 

berceuse・
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

C
o
d
a
r
d
.
 

M
i

ss 
M
`
a
y
e
d
a
.
(
Fi
rst
 
y
e
a
r
 i
n
 G
r
a
d
u
at
e
 course) 

V
I
.
 

＜： I
V
.
 P

I
A
Z
0
 S
O
L
O
:
 

r
o
n
c
e
rt
o

・

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

江

u
m
m
el.

(
A
 minor) 

M
i

ss 
K
o
d
a
.
 

S
O
N
A
T
 A
 F
O
R
 P
I
A
N
O
 A
N
D
 
VIOLIN•

………

Bach

. 

(

E

 

m
aj

or) 

P
r
of
 A
'
u
g.
 Ju

n
k
e
r
 a
n
d
 D
r.
 R
.
 Vo

n
 K
o
e
b
e
r.
 

R
E
Q
U
I
E
M
 F
O
R
 C
H
O
R
U
S
,
 O

R
C
H
E
S
T
R
A
 A
N
D
 

ORGAN•

………………………………………

Cherub

ini

. 

Int
roi
t

us
.
 

G
r
a
d
u
a
l
e
.
 

Pi
e
 Jesu
.
 

Di

es 
Irae
.
 

Inst
ruct
ors 
a
n
d
 St
u
d
e
nt
s
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C
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ct
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d
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y
 P
r
of
 A
芯

g
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J
u
n
k
e
r・

0
闘
輝
秋
季
演
奏
會
（
上
）

五

線

子

忍
ヶ
岡
の
絋
葉
空
し
く
地
に
塗
れ
、
辮
天
祠
の
畔
枯
蓮
徒
ら
に
風
に
戦
ぐ
の
頃
、
上

ま

ん

も

く

し

や

う

じ

ゃ

う

け

い

し

よ

く

野
公
園
の
風
光
は
満
目
蓋
條
と
し
て
、
天
然
の
景
色
の
殆
ど
人
を
牽
く
力
な
き
時
に

か
は

常
り
、
美
術
、
綸
叢
、
彫
刻
等
の
展
覧
會
が
、
交
る
／
＼
開
か
れ
て
人
の
趣
味
を
養

ひ
、
東
京
―
音
楽
學
校
の
秋
季
演
奏
會
が
亦
此
時
に
催
さ
れ
て
、
寂
し
い
現
時
の
人
心
を

慰
む
る
は
、
賓
に
天
の
御
心
に
叶
っ
た
も
の
1
・
七
日
八
日
雨
日
の
演
奏
會
が
、
立
錐
の

地
も
剃
さ
な
い
程
の
盛
況
を
呈
し
、
満
都
好
榮
家
の
心

A

王
喜
ば
し
た
の
も
無
理
で
な

い
、
他
の
美
術
に
開
し
て
は
別
に
専
門
の
記
者
に
依
て
度
々
紹
介
さ
れ
て
居
る
、
我
輩

は
此
珍
ら
し
い
＿
音
楽
會
を
傍
聴
し
て
、
聯
か
感
じ
た
慮
を
記
し
て
見
や
う
。

我
菌
唯
一
の
東
京
＿
音
楽
學
校
が
、
全
力
を
盛
し
て
催
し
た
＿
音
楽
會
が
、
日
本
の
音
楽

は
ば
か

を
代
表
す
べ
〔
き
〕
も
の
で
あ
る
事
は
、
素
よ
り
断
言
し
て
憚
ら
な
い
然
し
な
が
ら
掌
日
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列
席
し
た
敷
千
人
の
傍
聰
者
は
此
＿
音
楽
會
が
日
本
唯
一
の
昔
柴
學
校
の
大
演
奏
會
と
し

て
、
果
し
て
如
何
な
る
特
質
を
有
す
る
か
を
認
め
た
で
あ
ら
う
か
、
極
端
に
云
へ
ば
此

の
會
は
ー
—
此
學
校
は
、
只
欧
羅
巴
の
一
音
楽
學
校の
少
さ
な
出
店
に
過
ぎ
な
い
、
那
邊

こ

れ

の
＿
音
楽
會
は
、
這
個
の
更
に
立
派
な
の
で
御
座
い
ま
す
と
云
ふ
事
を
、
示
す
に
過
ぎ
な

こ
の

い
、
日
本
人
の
手
に
腺
つ
て
設
立
せ
ら
れ
た
―
音
楽
學
校
が
、
如
何
に
斯
道
の
為
に
特
別

の
研
究
を
為
し
て
居
る
か
と
云
ふ
事
は
、
殆
ど
認
む
る
に
苦
む
の
は
残
念
で
は
な
い

か
、
等
の
一
曲
を
以
て
僅
か
に
之
を
代
表
せ
し
む
る
の
は
餘
り
に
大
腑
で
は
な
い
か
、

ど

う

お
雇
教
師
の
意
見
は
如
何
か
知
ら
な
い
が
、
我
輩
は
斯
學
校
が
純
粋
に
學
理
に
基
く
西

洋
楽
を
研
究
す
る
傍
ら
、
更
に
今
一
層
我
國
1

廣
＜
云
へ
ば
東
洋
の
楽
を
調
査
研
究

せ
ら
れ
ん
事
を
深
く
希
望
す
る
、
委
細
の
議
論
は
後
日
の
事
と
し
て
、
是
か
ら
嘗
日
の

曲
目
に
就
て
聯
か
概
評
を
試
み
や
う
。

さ

ら

し

金

澤

柔

能

子

一
等

『

晒

』

こ

れ

さ

き

ご

ろ

圭

Fl
＊

し

げ

子

此
曲
は
盤
日
の
分
校
の
演
奏
會
で
も
弾
か
れ
た
も
の
、
今
度
は
今
井
敦
授
が
加
は
ら

ど

う

ど

う

さ

す

が

な
い
か
ら
、
甚
磨
で
あ
ら
う
か
と
心
配
し
た
慮
が
、
如
何
し
て
！
有
繋
は
斯
道
の
専
門

こ

ま

か

す

こ

し

科
生
た
る
雨
譲
、
細
い
曲
を
些
の
間
違
も
な
く
立
派
に
演
つ
て
除
け
た
に
は
感
心
し

た
、
殊
に
雨
嬢
替
る
／
＼
替
手
を
入
れ
て
の
弾
き
方
は
巧
者
な
も
の
、
今
井
教
授
の
満

足
左
こ
そ
と
察
せ
ら
れ
る
。

一

ピ

ア

ノ

獨

奏

《

謬

[

‘

曲

吉

澤

重

夫

氏

や

さ平
易
し
い
曲
と
は
云
ひ
な
が
ら
、
可
な
り
に
弾
か
れ
た
、
聞
け
ば
奏
者
は
ピ
ア
ノ
に

ま

だ

さ

う

ど

う

か

向
つ
て
か
ら
未
一
年
餘
り
に
し
か
成
な
い
由
だ
、
萬
望
此
勢
で
勉
強
し
て
貰
ひ
度
い
。

ー

オ

ル

ガ

ン

凋

奏

ェ

ー

ア

。

バ

さ

作

曲

清

水

操

子

う

で

か

な

り

曲
は
立
派
な
も
の
で
あ
る
し
、
演
奏
者
の
手
腕
も
相
営
で
あ
る
由
だ
が
、
何
分
場
所

ひ
ど

慣
れ
な
い
と
見
え
て
、
七
日
に
は
甚
＜
臆
し
て
居
た
様
子
だ
、
但
し
八
日
に
は
大
分
な

元
氣
も
出
て
見
事
な
出
来
で
あ
っ
た
。

〔

マ

マ

〕

ノ
ナ
チ
。

一
ピ
ア
ノ
獨
奏

グ

レ

メ

ン

チ

ー

加

藤

か

ね

子

七
日
の
上
出
来
な
り
し
に
比
し
て
、
八
日
に
は
少
し
怪
し
い
所
が
あ
っ
た
の
は
何
故

か
、
但
し
エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
も
巧
み
に
、
安
心
な
奏
し
方
は
熟
練
な
結
果
で
あ
ら

ろ

っ

゜

以
上
で
「
第
一
部
」
を
終
つ
て
是
か
ら
「
第
二
部
」
に
入
る
。

一
合
唱
甲
宇
佐
紳
託
バ
A

作
曲
、

鳥
居
沈
氏
作
歌

乙

霜
の
旦
ボ
ヘ
ミ
ア
民
歌
、
旗
野
十
一
郎
氏
作
歌

雨
曲
と
も
研
究
科
一
年
か
ら
本
科
一
年
ま
で
の
生
徒
で
唱
は
れ
た
、
有
繋
に
十
分
の

ば
か

練
習
を
積
ん
だ
人
許
り
だ
か
ら
、
四
部
の
昔
が
好
く
調
和
し
て
快
く
耳
に
入
っ
た
、
但

あ

き

し
「
甲
」
は
少
し
く
エ
キ
ス
。
フ
レ
シ
ョ
ン
に
乏
し
か
っ
た
、
「
乙
」
は
去
年
の
秋
季
も

唱
は
れ
た
も
の
、
今
年
は
一
層
の
出
来
で
あ
っ
た
。

ー

ヴ

ァ

ヰ

オ

リ

ン

獨

奏

頼

母

木

こ

ま

子

曲
は
ブ
ル
ッ
フ
の
コ
ル
、
ニ
ド
ラ
イ
、
感
情
の
高
い
立
派
な
曲
で
、
奏
者
も
十
分
の

て

あ

ら

熱
情
を
以
て
奏
し
た
が
、
惜
い
事
に
は
ア
ッ
。
フ
、
ゴ
ウ
の
時
バ
ウ
を
手
暴
に
絃
に
嘗
て

る
為
め
、

．時
々
厭
な
感
じ
を
聴
衆
に
典
へ
る
、
但
し
左
指
の
綺
麗
な
事
、
壇
に
上
つ
て

極
め
て
沈
着
な
る
態
度
な
ど
、
多
年
熟
練
の
効
は
手
は
れ
な
い
。

ー

オ

ル

ガ

ン

獨

奏

り

昇

直

嘔

／

島

崎

赤

太

郎

氏

オ
ル
ガ
ン
を
以
て
演
奏
會
に
適
せ
ぬ
な
ど
A

云
ふ
者
は
、
須
ら
く
氏
の
オ
ル
ガ
ン
に

ど

う

で

耳
を
貸
す
べ
し
で
あ
る
、
何
の
黙
か
ら
見
て
も
一
言
の
非
を
打
つ
べ
き
な
き
老
熟
の
手

腕
、
日
本
第
一
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
と
云
は
れ
る
も
無
理
で
な
い
、
殊
に
ア
レ
グ
レ
ッ
ト

に
至
り
、
足
を
以
つ
て
巧
に
最
低
音
部
の
八
分
昔
符
を
奏
し
た
時
な
ど
は
、
只
感
嘆
の

外
は
な
い
、
氏
は
オ
ル
ガ
ン
及
び
作
曲
研
究
の
為
め
、
明
春
二
月
欧
行
の
途
に
上
ら
れ

0
闘
麟
秋
季
演
奏
會
（
下
）

五

線

子

一
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン
猫
奏
ク
レ
ー
ド
ル
、
ソ
ン
グ
。
ゴ
ダ
ー
作
曲
前
田
じ
ゃ
う
子

奏
者
は
他
の
天
野
、
安
井
、

櫻
井
の
三
嬢
と
共
に
近
年
出
色
の
聞
え
あ
る
本
年
度
専

修
部
卒
業
生
の
一
人
で
、
腔
来
ヰ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
立
た
う
と
す
る
者
、
但
し
感
情

か
う
い
ふ

よ
り
は
手
の
利
く
質
だ
か
ら
、
這
様
曲
を
演
る
の
は
損
で
は
あ
る
ま
い
か
、
七
日
に
は
勘

し
熱
情
が
足
り
な
か
っ
た
が
、
八
日
に
は
却
々
の
上
出
来
、
殊
に

G
線
を
以
て
、
最
初
の

メ
ロ
ヂ
ー
を
反
覆
奏
さ
れ
た
時
に
は
罷
衆
の
多
く
は
一
種
の
感
情
に
打
た
れ
た
、
カ
デ

ン
ス
は
雨
日
と
も
無
難
、
伴
奏
は
ユ
ン
ケ
ル
敦
授
、
能
＜
奏
者
の
美
を
成
さ
し
て
居
た
。

（
『
中
央
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
十
二
月
十
二
日
）
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さ
う

る
由
だ
か
ら
、
向
後
敷
年
間
其
妙
技
を
聞
く
事
が
出
来
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

コ
イ
ベ
ル
氏

一
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
合
奏

ブ

ロ

グ

ラ

ム

ュ

ン

ケ

ル

氏

番
組
で
は
幸
田
嬢
の
ピ
ア
ノ
が
此
前
に
あ
る
筈
だ
が
、
ユ
ン
ケ
ル
氏
の
管
絃
合
奏
指

さ
て

揮
上
の
都
合
か
ら
、
八
日
に
は
此
方
を
前
に
改
め
た
。
借
雨
氏
合
奏
の
曲
は
有
名
な
るた

と

バ
A

の
ソ
ナ
タ
、
誰
や
ら
が
雨
氏
を
春
の
花
と
秋
の
月
に
比
し
た
の
は
賓
に
面
白
い
比

喩
で
、
ユ
ン
ケ
ル
氏
の
華
美
な
る
弾
き
方
と
、
コ
イ
ベ
ル
氏
の
幽
雅
な
る
奏
し
方
と
は

極
め
て
好
く
調
和
し
て
云
ひ
様
の
な
い
面
白
味
が
あ
る
第
一
の
フ
ー
ガ
が
終
つ
て
ア
ン

ダ
ン
テ
の
部
に
入
り
し
時
、
ユ
ン
ケ
ル
氏
の
熱
情
あ
る
妙
昔
は
確
か
に
一
種
悲
哀
な
感

じ
を
典
へ
た
、
第
二
の
フ
ー
ガ
と
な
つ
て
、
コ
イ
ベ
ル
氏
の
軽
妙
な
る
ピ
ア
ノ
は
員
に

ま
ろ
ば

水
晶
盤
上
珊
瑚
の
珠
を
轄
す
が
如
き
も
の
で
あ
る
、
又
ュ
ン
ケ
ル
氏
が
ダ
ウ
ン
、
ゴ
ウ

の
バ
ウ
で
、
迅
速
な
る
十
六
＿
音
符
を
奏
し
た
の
は
所
謂
息
も
吐
け
な
い
巧
妙
と
云
ふ
も

ジ
ニ
ア
ス

の
、
外
の
資
格
は
知
ら
な
い
、
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン
を
持
た
し
て
は
、
渠
は
確
か
に
天
才
で

あ
る
。

コ
ン
セ
ル
ト
。

一

ピ

ア

ノ

凋

奏

幸

田

延

子

フ
ン
メ
ル
作
曲

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

も

の

有
名
な
る
難
曲
、
元
来
管
絃
楽
の
曲
で
あ
る
、
橘
絲
重
子
の
イ
ン
タ
ー
ゲ
ー
シ
ョ
ン

の
伴
奏
終
る
や
嬢
の
手
は
徐
ろ
に
キ
イ
に
隅
れ
て
起
す
や
金
石
の
響
、
或
時
は
春
風
軽

け
ん
げ
き

く
花
唇
を
嘗
め
て
黄
鳥
そ
の
間
に
囀
る
が
如
く
、
或
時
は
剣
戟
鳴
り
、
銃
砲
響
き
、
千

と
つ
か
ん

軍
万
馬
咽
威
の
槃
天
地
を
震
憾
す
る
が
如
し
、
此
時
此
際
聘
衆
な
く
、
楽
堂
な
く
、
ピ

へ

う

べ

う

し

ん

ら

い

ア
ノ
な
く
、
幸
田
嬢
な
く
、
只
親
諮
た
る
神
籟
天
の
一
方
よ
り
来
り
襲
ふ
が
如
し
、
ヰ

オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
幸
田
嬢
は
皆
知
つ
て
居
る
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
の
嬢
は
、
吾

等
此
時
始
め
て
知
る
事
が
出
来
た
、
殊
に
病
後
の
身
を
以
て
、
悠
然
と
し
て
此
大
曲
に

臨
み
、
偉
大
な
る
成
功
を
し
た
譲
の
伎
伺
は
永
く
記
憶
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

一
合
唱
（
管
絃
及
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
）
『
橘
の
黄』

と

り

ゐ

ち

ん

曲
は
ケ
ル
ビ
ニ
ー
、
歌
は
鳥
居
枕
氏
、
本
校
職
員
生
徒
純
出
の
大
仕
掛
、
常
日
第
一

で

き

の
呼
物
と
し
て
あ
る
が
、
生
憎
十
分
の
成
績
と
云
は
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

先
づ
一
段
づ
4

評
し
や
う
。
（
第
一
段
）
『
櫻
井
騨
』
、
度
々
唱
ふ
の
で
何
れ
も
能
く
曲

を
了
解
で
居
る
、
管
絃
も
頗
る
好
い
。
（
第
二
段
）
『
海
陸
寄
手
』
、
是
は
今
度
新
に
出

末
た
も
の
、
指
揮
者
の
熱
心
な
る
カ
ン
ダ
ク
ト
と
演
奏
者
の
勉
強
と
で
、
極
め
て
軽
妙

に
唱
は
れ
た
。
（
第
三
段
）
『
持
彿
堂
』
、
柴
田
朝
夷
雨
嬢
の
高
昔
は
餘
り
感
心
し
な
い
、

な
ふ
し
よ

他
に
墜
楽
家
は
無
い
の
か
知
ら
ん
、
納
所
君
の
低
昔
部
は
手
に
入
た
も
の
。
合
唱
は
無

難
。
（
第
四
段
）
『
菊
水
の
春
』
、
「
其
一
」
は
唱
者
が
能
く
慣
熟
し
て
居
る
か
ら
頗
る
面

白
か
っ
た
が
、
「
其
二
」
は
管
絃
の
繁
雑
な
る
音
符
と
、
困
難
な
る
唱
ひ
廻
し
の
為
で

オ
ー
ケ
ス

で
も
あ
る
か
歌
は
少
し
も
分
ら
ず
、
只
凄
ま
じ
い
響
き
が
聞
え
た
の
み
だ
、
以
来
管
絃

ト
ラ
n
ー

ラ

ス

さ

と

つ

楽
合
奏
は
傍
で
聞
く
も
の
で
な
い
と
覺
た
、
テ
ナ
ー
が
低
り
勝
な
為
ユ
ン
ケ
ル
氏
の
心

あ

ー

い

ふ

あ

れ

ほ

ど

ゃ

配
一
方
な
ら
ず
と
認
た
は
誤
り
か
。
と
は
云
ふ
も
の
A

那
様
難
曲
を
彼
程
に
演
り
得
た

ュ
ン
ケ
ル
氏
始
め
演
奏
者
諸
氏
の
榮
は
、
十
分
感
謝
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。

是
で
嘗
日
の
演
奏
を
終
っ
た
、
成
績
に
従
っ
て
椴
り
に
此
日
の
演
奏
に
順
序
を
附
け

れ
ば
、
第
一
tが
島
崎
氏
の
オ
ル
ガ
ン
、
次
が
幸
田
攘
の
ビ
ア
ノ
、
次
が
コ
イ
ベ
ル
、
ユ

ン
ケ
ル
雨
氏
の
合
奏
、
次
が
金
澤
、
青
木
雨
嬢
の
第
、
後
は
似
た
り
寄
っ
た
り
で
あ
ら

う
、
明
春
開
か
る
べ
き
大
演
奏
會
は
、
果
し
て
如
何
な
る
新
面
目
を
呈
す
べ
き
か
、
今

か
ら
待
遠
な
事
で
あ
る
。

（
『
中
央
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
十
二
月
十
三
日
）

0
―
音
楽
學
校
の
秋
季
演
奏
會
八
日
午
後
一
時
半
よ
り
同
校
楽
堂
に
て
開
會
第
一
部

か
ね

は
師
範
科
研
究
科
生
徒
の
演
奏
に
と
ゞ
ま
り
し
も
第
二
部
は
其
曲
目
が
豫
て
よ
り
公
に

た

の

も

ぎ

さ
れ
し
こ
と
A

て
満
都
の
斯
道
者
は
立
錐
の
地
な
き
迄
に
集
り
て
頼
母
木
助
数
授
の
ヴ

ア
イ
オ
リ
ン
獨
奏
も
島
崎
講
師
の
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
も
な
か
／
＼
に
賞
て
ら
れ
し
か
ど
中

〔
マ
マ
〕

よ
そ

に
も
幸
田
教
授
が
特
意
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
外
に
し
ピ
ア
ノ
を
獨
奏
し
て
其
多
能
を
示

た
る
と
ユ
ン
ケ
ル
教
師
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
コ
イ
ベ
ル
敦
師
の
ピ
ア
ノ
合
奏
は
嘗
日
に

あ

は

せ

う

た

と

A

の

於
け
る
聞
物
と
し
て
大
喝
采
を
博
し
た
り
最
後
の
合
唄
橘
の
薫
は
少
し
く
調
は
ず
と
評

せ
し
人
も
あ
り
し
か
ど
管
絃
と
オ
ル
ガ
ン
と
急
調
子
の
高
低
中
昔
と
も
に
さ
な
が
ら
柴

堂
も
割
れ
ん
ば
か
り
の
勇
ま
し
さ
な
り
き
末
賓
は
外
人
多
く
菊
池
文
相
は
じ
め
宮
内
官

な
ど
を
も
見
受
け
た
り

（
『
國
民
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
十
二
月
十
日
）

●
上
野
―
音
楽
學
校
の
秋
季
音
楽
會

昨
日
午
後
一
時
よ
り
開
會
、
演
奏
は
十
一
種
あ

り
。
執
れ
も
上
出
来
な
り
し
が
殊
に
研
究
科
一
年
生
前
田
嬢
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
猶
奏
は

絶
妙
な
り
き
又
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
名
手
と
知
ら
れ
た
る
同
校
敦
授
幸
田
延
子
は
珍
ら
し
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く
も
ピ
ア
ノ
を
凋
奏
し
て
其
多
藝
に
敬
服
せ
し
め
た
り
。
此
他
ユ
ン
ケ
ル
及
び
ケ
ー
ベ

ル
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
及
び
ピ
ア
ノ
の
合
奏
の
如
き
何
時
も
な
が
ら
感
服
の
外
な
く
職
員

こ
ー
ら
す

生
徒
純
出
の
合
唱
も
大
に
喝
采
を
博
し
た
り

〇
麟
麟
秋
季
演
奏
會
評

楽

狂

生

（
『
萬
朝
報
』
明
治
三
十
四
年
十
二
月
九
日
）

撰
科
生
青
木
し

R

第

一

部

▲
-
、
等
曲
『
晒
』
（
北
澤
勾
嘗
作
曲
）
器
楽
部
一
年
生
金
澤
柔
能
、

f
 

無
論
奥
様
御
嬢
様
の
御
氣
に
召
し
た
る
も
の
、
な
か
／
ヽ
に
よ
く
揃
ひ
た
り
、
熟
練

の
点
よ
り
考
ふ
れ
ば
其
學
修
さ
れ
し
年
月
十
年
の
上
に
出
づ
と
思
は
れ
た
り
、
元

『
晒
』
は
今
井
助
教
授
の
秘
曲
に
て
誠
に
手
の
こ
み
た
る
も
の
、
兎
に
角
歌
の
詞
を
は

つ
き
り
唱
は
れ
た
る
は
有
り
難
し

▲
―
-
、
ピ
ア
ノ
狽
奏
、
ソ
ナ
チ
ネ
…
…
（
ヂ
ユ
セ
ッ
ク
作
曲
）
器
楽
部
一
年
生
吉
澤
重

夫一
年
生
で
こ
れ
だ
け
立
派
に
演
奏
さ
れ
た
る
は
豫
想
の
外
な
り
、
殊
に
強
弱
の
つ
け

具
合
は
美
し
か
り
き
、
迫
ら
ず
し
て
落
ち
付
き
た
る
態
度
、
流
石
は
男
子
な
り

▲
三
、
オ
ル
ガ
ン
蜀
奏
、
エ
ー
ア
…
…
（
バ
ハ
作
曲
）
甲
種
師
範
科
三
年
生
志
水
操

一
体
が
演
奏
會
に
は
適
せ
ぬ
も
の
、
兎
に
角
オ
ル
ガ
ン
は
損
な
も
の
な
り
、
練
習
不

足
の
故
か
一
向
に
活
氣
無
し

▲
四
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
、
ソ
ナ
タ
…
・
・
・
（
ク
レ
メ
ン
チ
ー
作
曲
）
甲
種
師
範
科
三
年
生
加

藤
カ
ネ

．

ど

ち

ら

舞
踏
曲
の
様
な
所
も
あ
り
て
、
何
方
か
と
い
へ
ば
賑
や
か
な
方
な
が
ら
、
終
が
何
だ

か
物
足
ら
ぬ
様
に
て
『
中
途
で
止
し
た
の
か
』
と
聞
き
し
人
も
あ
り
し
が
是
は
無
理
な

ら
ぬ
問
ひ
な
り
、
日
曜
は
ど
う
い
ふ
も
の
か
装
情
乏
し
か
り
し
、
さ
あ
れ
ピ
ア
ノ
は
此

校
二
な
き
上
手
の
人
と
い
ふ
評
判
な
れ
ば
兎
や
角
い
ふ
丈
が
野
暮
な
り

▲
五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
狽
奏
、
ク
レ
ー
ド
ル
、
ソ
ン
グ
…
…
（
ゴ
タ
ー
作
曲
）
研
究
科

一
年
生
前
田
ジ
ャ
ウ

ま
こ
と
に
揺
り
床
の
歌
ら
し
く
先
づ
ピ
ア
ノ
が
ゆ
り
だ
し
そ
れ
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

が
唱
ひ
だ
し
て
緑
色
濃
き
夏
の
朝
そ
よ
風
さ
そ
ふ
木
の
下
に
ゆ
り
床
し
て
眠
れ
る
心
地

は
さ
も
こ
そ
と
嬉
し
く
楽
し
か
り
し
、
質
に
徹
妙
の
音
を
出
す
様
な
ら
れ
た
る
は
敬
服

殊
に
ユ
ン
ケ
ル
師
と
師
弟
の
至
情
見
え
て
ゆ
か
し
か
り
し

（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
十
二
月
十
一
日
）

晶
5
鱈
秋
季
演
奏
會
評
（
つ
ゞ
き
）

ソ
ナ
タ
…
…
バ
ハ
作
曲
、

フ
ォ
ン
、
コ
イ
ベ
ル
氏

敦
師
ア
ウ
グ
ス
ト
、

R

第

二

部

▲
-
、
合
唱
、
甲
、
宇
佐
稗
託
（
駅
5
5
麟
）
乙
、
霜

5
早
（
厨
へ
犀
‘
豆
氏
濯
鯰
紐
）

古
顔
の
生
徒
の
演
奏
に
て
元
よ
り
男
女
槃
四
部
な
り
、
男
竪
の
引
立
た
ざ
り
し
は
ロ

惜
し
き
事
な
り
き
、
宇
佐
誹
託
は
失
敗
に
終
り
（
尤
も
バ
ハ
の
作
曲
は
餘
り
に
高
尚
な

れ
ば
演
奏
者
に
理
解
さ
れ
難
き
節
多
く
、
聴
者
の
素
人
等
に
は
猶
更
の
事
な
れ
ば
未
だ

こ

ぞ

不
消
化
の
も
の
と
し
て
終
り
し
な
ら
む
）
霜
の
旦
は
去
歳
の
色
揚
げ
に
し
て
墜
調
、
調

和
共
に
完
全
無
鋏
、
土
曜
日
は
殊
に
最
上
の
出
来
な
り
き

▲
二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
コ
ル
、
ニ
ド
ラ
イ
…
…
ブ
ル
ッ
フ
作
曲
、
助
敦
授
頼
母

木
コ
マ
子

久
方
振
り
の
演
奏
、
年
と
共
に
技
も
進
ま
る
A

事
な
が
ら
、
い
か
で
昔
色
の
濁
り
た

る
か
、
幸
田
氏
の
ピ
ア
ノ
の
方
に
聴
手
の
耳
は
奪
は
れ
た
り
、
今
少
し
感
情
を
現
は
し

て
貰
ひ
た
く
、
前
日
の
方
一
段
の
出
来
ば
え
な
り
し

▲
三
、
オ
ル
ガ
ン
猥
奏
、
ソ
ナ
タ
第
四
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲
、
講
師
島
崎
赤
太

郎
氏

い
つ
も

例
な
が
ら
其
の
腕
前
に
は
驚
く
の
外
な
し
、
ソ
ナ
タ
と
あ
れ
ば
高
尚
な
る
は
勿
論
な

わ

か

が
ら
、
其
の
複
雑
な
る
到
底
素
人
に
は
理
會
ら
ぬ
も
の
な
り
、
技
の
早
き
を
傲
ら
る
A

氣
色
見
え
て
、
只
々
オ
ル
ガ
ン
と
は
種
々
の
幸
日
が
か
け
つ
く
ら
を
す
る
恐
ろ
し
い
も
の

と
思
ひ
し
の
み
に
て
、
如
何
な
る
感
情
も
起
ら
ざ
り
し
、
演
奏
者
其
の
人
も
亦
然
り
し

な
ら
ん

▲
四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
、

ン
ケ
ル
氏
、
教
師
ラ
フ
エ
ー
ル
、

楽

狂

生

ユ
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日
曜
日
は
都
合
上
ピ
ア
ノ
狽
奏
と
前
後
せ
り
此
演
奏
い
ふ
べ
き
詞
も
な
し
、
目
前
の

両
敦
師
は
あ
り
や
な
し
や
バ
．ハ
の
面
影
忽
ち
に
現
は
れ
い
で
A

生
き
た
る
槃
の
談
話
誹

紳
し
く
、
近
頃
に
二
な
き
よ
き
―
音
楽
を
聞
き
た
り

▲
五
、
ピ
ア
ノ
狽
奏
コ
ン
セ
ル
ト
、
フ
ン
メ
ル
作
曲
敦
授
幸
田
延
子

幸
田
氏
は
我
が
楽
界
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
い
ふ
よ
り
も
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
梢

へ
ら
る
べ
き
傾
向
あ
り
、
知
ら
ず
ピ
ア
ノ
の
技
量
の
上
り
た
る
に
か
、
否
な
、
蓋
し
ピ

ア
ノ
界
他
に
其
の
人
な
き
を
以
て
な
り
、
元
と
嬢
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
名
手
に
し
て
其

ゆ
る
が
せ

そ
し
り

の
技
は
天
賦
と
許
さ
れ
た
る
程
な
り
、
之
を
忽
に
し
て
ピ
ア
ノ
界
の
談
を
招
く
な
か
ら

ん
を
希
ふ
、
但
ピ
ア
ノ
の
出
来
榮
は
此
上
な
き
事
な
り
し
、
橘
譲
の
第
ニ
ピ
ア
ノ
に
て

は
伴
奏
中
々
に
骨
折
な
り
、
稽
も
す
れ
ば
昔
量
の
第
一
ピ
ア
ノ
に
け
が
さ
れ
し
は
楽
器

の
故
な
る
べ
し
、

▲
六
、
合
唱
（
管
絃
及
び
オ
ル
ガ
ン
合
奏
）
（
鮎
ル
鯰
〖
麟
麟
）
橘
の
薫

學
校
が
最
も
力
を
用
ひ
た
り
と
い
ふ
呼
物
な
り
、
唱
影
者
の
増
加
せ
る
為
め
従
来
の

如
く
管
絃
楽
の
方
勝
ち
て
歌
の
詞
不
明
瞭
な
る
の
み
か
、
合
唱
は
辛
う
じ
て
聞
き
な
さ

る
A

と
云
ふ
欠
点
は
一
掃
さ
れ
た
り
、
然
れ
ど
も
各
部
分
不
和
合
の
点
は
餘
り
宜
し
か

ま
ち

／
‘

ら
ぬ
結
果
を
来
せ
し
原
因
な
り
、
殊
に
高
昔
部
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）
の
甑
々
に
し
て
一
致
せ

ざ
り
し
は
誠
に
嘆
か
は
し
き
事
な
り
、
管
絃
楽
は
土
曜
日
の
方
上
出
来
に
し
て
、
合
唱

は
日
曜
の
方
よ
か
り
し
、
純
て
今
一
段
の
練
習
を
望
む
者
な
り
、
（
を
は
り
）

（『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
十
二
月
十
二
日
）

東
京
音
楽
学
校
秋
季
演
奏
会
(
『
-
音
榮
之
友
』

第
三
号
、
明
治
三
十
五
年
一
月
）

東
京
音
楽
学
校
秋
季
音
楽
演
奏
会
は
去
年
十
二
月
七
八
両
日
に
於
て
開
会
せ
ら
れ
た

り
い
つ
も
な
が
ら
盛
会
に
て
聴
者
の
腰
を
椅
す
る
場
所
も
な
く
な
り
止
む
を
得
ず
通
行

道
に
椅
子
を
入
れ
是
れ
に
充
て
た
る
始
末
に
て
渡
辺
校
長
も
自
ら
椅
子
を
運
び
奔
走
せ

ら
れ
た
る
は
誠
に
御
気
の
毒
に
見
受
け
た
り
然
し
て
同
演
奏
会
は
今
回
は
殆
ん
ど
独
舞

台
者
の
み
に
て
只
第
二
部
の
始
め
に
本
科
生
諸
氏
の
合
唱
最
終
に
全
校
の
生
徒
諸
氏
及

職
員
諸
氏
の
総
出
に
て
前
後
末
曾
有
の
管
弦
楽
入
の
大
合
唱
有
り
た
る
の
み
に
て
他
は

皆
独
奏
の
み
故
に
何
か
ま
だ
少
し
物
足
ら
ぬ
こ
A

ち
せ
り
願
は
く
ば
第
一
部
の
始
め
に

も
一
番
位
は
合
唱
の
ほ
し
か
り
し
然
し
て
今
回
の
演
奏
の
批
評
を
申
せ
ば
最
早
楽
狂
氏

が
読
売
新
聞
に
評
せ
ら
れ
た
る
通
り
に
て
充
分
な
れ
ど
も
我
輩
は
我
輩
丈
に
少
し
意
見

も
有
れ
ば
極
略
ま
し
を
申
さ
ん
（
両
日
共
拝
聴
の
好
機
を
得
た
れ
ば
其
の
内
に
て
善
き

方
を
取
て
評
す
）
第
（
北
沢
勾
当
作
曲
の
晒
）
器
楽
部
壱
年
生
金
沢
柔
能
撰
科
生
青
木

し
げ
両
嬢
に
て
演
奏
せ
ら
る
最
早
充
分
腕
に
覚
え
の
有
る
曲
ら
し
く
美
事
に
殊
に
音
声

清
明
に
し
て
歌
詞
の
明
亮
な
り
し
は
満
足
の
至
り
な
り
し
殊
に
御
気
の
毒
に
感
ぜ
し
は

七
H
の
演
奏
中
ば
頃
糸
の
き
れ
た
り
し
故
如
何
せ
ら
る
や
と
手
に
汗
を
握
ぎ
り
し
に
極

平
然
と
し
て
換
り
の
来
る
迄
演
奏
し
て
居
ら
れ
た
は
日
頃
の
熟
練
の
巧
と
感
服
せ
り

ニ
ピ
ア
ノ
の
独
奏
ソ
ナ
チ
ネ
（
ヂ
ユ
セ
ッ
ク
）
氏
作
曲
奏
者
器
楽
部
一
年
生
吉
沢

重
夫
氏
極
落
付
き
強
弱
の
エ
合
等
凡
て
予
想
外
の
出
来
先
年
演
奏
せ
ら
れ
た
る
小
林
礼

氏
と
好
一
対
の
有
望
の
二
少
年

三
オ
ル
ガ
ン
独
奏
エ
ー
ア
ー
（
バ
ハ
作
曲
）
甲
種
師
範
科
三
年
生
志
水
操
嬢
一
体

オ
ル
ガ
ン
は
大
な
る
奏
楽
堂
な
ど
に
て
は
引
立
た
ぬ
損
の
楽
器
に
（
パ
イ
。
フ
ヲ
ル
ガ
ン

や
ペ
タ
ル
の
有
る
も
の
は
除
く
）
て
殊
に
曲
が
日
本
人
種
の
耳
に
は
極
受
取
悪
き
（
バ

ハ
）
の
作
曲
に
て
引
き
立
た
ざ
り
し
は
気
の
毒
な
り
し

四
ピ
ア
ノ
独
奏
ソ
ナ
タ
（
ク
レ
メ
ン
チ
ー
作
曲
）
演
奏
者
甲
種
師
範
科
三
年
生
加

藤
か
ね
嬢
曲
は
い
つ
聴
き
て
も
あ
き
の
こ
ぬ
面
白
き
者
に
て
又
同
嬢
も
悔
に
勉
強
の
巧

見
受
け
た
り

五
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
ク
レ
ー
ド
ル
ソ
ン
グ
（
ゴ
タ
ー
作
曲
）
演
奏
者
研
究
生
一

年
生
前
田
じ
よ
う
嬢
演
奏
歌
は
極
し
ぶ
き
即
黒
人
向
き
の
歌
物
に
て
出
来
は
先
づ
無
事

六
（
甲
）
宇
佐
神
託
（
バ
ハ
氏
作
曲
鳥
居
枕
氏
作
歌
）
（
乙
）
霜
の
且
（
ボ
ヘ
ミ
ア

〔

マ

マ

〕

作
曲
旗
野
十
一
郎
氏
作
歌
）
本
科
生
徒
諸
氏
に
依
て
演
奏
せ
ら
る
前
に
も
述
べ
た
る
如

＜
兎
角
（
バ
ハ
）
氏
の
作
曲
は
日
本
人
の
耳
に
は
受
取
悪
き
者
多
く
宇
佐
神
託
は
余
り

引
立
た
ざ
る
様
に
見
受
け
た
り
（
乙
）
霜
の
旦
は
出
が
短
調
の
者
に
て
中
々
奇
麗
な
曲

高
音
部
の
高
く
上
る
具
合
な
ど
一

層
感
を
深
か
A

ら
し
め
た
り
只
う
ら
み
と
す
る
は
男

声
の
少
な
き
為
梢
や
と
も
す
る
と
土
台
が
浮
き
上
り
時
々
か
ゆ
き
処
へ
手
の
と
ゞ
か
ぬ

心
も
ち
せ
り

七
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
コ
ル
、
ニ
ド
ラ
イ
（
ブ
ル
ッ
フ
作
曲
）
演
奏
者
助
教
授
頼

母
木
こ
ま
嬢
当
時
第
弐
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
に
て
ま
づ
か
ろ
う
は
づ
は
な
く
美
事
に

拝
聴
せ
り
只
七
日
に
比
し
八
日
は
何
だ
か
活
気
の
少
し
乏
し
か
っ
た
様
見
受
け
ま
し
た
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一

、

合

唱

第

部

明
治
三
十
五
年
二
月
二
十
三
日
学
友
会
演
奏
会

明
治
三
十
五
年
二
月
二
十
三
日
午
後
一
時
開
會

大
會
一
音
楽
演
奏
曲
目

會

東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會

員

八

オ

ル

ガ

ン

独

奏

ソ

ナ

タ

第

四

（

メ

ン

デ

ル

ズ

ゾ

ン

氏

作

曲

）

奏

者

講

師

島

崎

赤

太

郎

氏

当

時

日

本

一

の

オ

ル

ガ

ニ

ス

ト

此

度

研

究

の

為

独

国

へ

留

学

を

命

ぜ

ら

れ

来

二

三

月

頃

出

立

せ

ら

る

い

は

ゞ

御

名

残

演

奏

に

て

此

の

際

よ

き

の

あ

し

き

の

と

云

ふ

べ

き

時

に

あ

ら

ず

只

三

年

間

研

究

せ

ら

れ

無

事

帰

朝

せ

ら

る

A
迄

耳

の

底

に

ひ

め

置

き

目

出

度

帰

朝

の

暁

に

御

披

露

の

演

奏

会

を

催

さ

る

A
な

ら

ん

が

故

に

其

時

迄

は

余

輩

は

言

は

ず

九

ピ

ア

ノ

独

奏

コ

ン

セ

ル

ト

（

フ

ン

メ

ル

氏

作

曲

）

演

奏

者

教

授

幸

田

延

氏

伴

奏

橘

糸

重

嬢

何

を

や

ら

れ

て

も

感

服

十

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

演

奏

ユ

ン

ケ

ル

氏

ピ

ア

ノ

演

奏

者

コ

イ

ベ

ル

氏

（

ソ

ナ

タ

バ

ハ

作

曲

）

曲

も

曲

な

り

人

も

人

な

り

我

輩

等

の

兎

や

か

う

云

ふ

は

野

暮

な

り

十

一

合

唱

（

管

絃

オ

ル

ガ

ン

・

ピ

ア

ノ

）

（

橘

の

薫

）

音

楽

学

校

職

員

生

徒

諸

氏

総

出

本

演

奏

会

第

壱

の

大

立

者

其

内

四

段

に

分

れ

曲

は

ケ

ル

ビ

ニ

ー

氏

歌

は

鳥

居

枕

氏

に

て

第

一

段

桜

井

の

駅

二

段

海

陸

寄

手

三

段

持

仏

堂

四

段

菊

水

の

誉

に

し

て

中

に

最

早

前

演

奏

会

に

も

唱

は

れ

し

も

の

も

有

り

た

れ

ど

此

度

は

皆

ヲ

ル

ケ

ス

ト

ラ

を

附

け

誠

に

に

ぎ

や

か

に

奏

さ

れ

た

り

去

れ

ど

人

数

の

割

合

に

音

声

弱

く

殊

に

男

声

の

弱

か

り

し

為

め

満

足

と

云

ふ

事

能

は

ず

然

し

聞

け

ば

三

分

の

二

は

先

年

九

月

入

学

せ

ら

れ

た

諸

氏

の

由

左

す

れ

は

僅

三

ヶ

月

計

の

歳

月

に

て

兎

に

角

あ

れ

程

の

大

物

の

仲

間

入

り

の

出

来

る

は

是

又

容

易

な

ら

ぬ

事

な

り

願

は

く

ば

来

る

春

季

演

奏

会

に

も

う

一

度

練

習

し

直

し

て

拝

聴

致

し

度

き

も

の

に

こ

そ

〔

原

資

料

入

手

不

能

〕

（

『

日

本

の

洋

楽

百

年

史

』

一

〇

九

頁

）

一

、

ピ

ア

ノ

涸

奏

一

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

l

、

涸

唱

一

、

合

唱

＾
 

ヽ

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

二
部
合
唱

フ

ル

ー

リ

ン

グ

ス

、

甲

、

懇

し

き

母

乙

、

鶯

宿

梅

ヽ

ソ

ナ

タ

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ノ

パ

ウ

ル

ス

乙

、

探

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

作

曲

第

部

エ

ル

ウ

ァ

ヘ

ン

大

石

光

野

青

木

兒

イ

ド

ン

作

曲

堤

正

夫

｛

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

作

曲

鳥

居

枕

作

歌

ウ

エ

プ

ス

タ

ー

作

曲

i

大

和

田

建

樹

作

歌
會

員

ソ

ナ

チ

ナ

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ク

＿フ

作

曲

小

林

證

.. 
ノ‘

.,,、

作

曲

天

野

は

つ

ソ

ナ

タ

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

モ

ツ

ア

ル

ト

作

曲

高
メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

作

曲

早

春

の

詞

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

武

島

又

次

郎

作

歌

橋

と

よ

r —^——` 

吉宮

川脇

やせ

ま ん

天

野

あ

vヽ

甲

、

雪

中

軍

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

ボ

ル

ト

ニ

ア

ン

ス

キ

作

曲

武

島

又

次

郎

作

歌ゥ

梅

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

鳥

ソ

ナ

タ

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

曲

工

ベ

ル

作

曲

居

枕

作

歌
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一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
デケ

ル

ビ

ニ

ー

作

曲

橘

の

薫

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

鳥

居

枕

作

歌

晶

辱

學

友

會

演

奏

會

五

線

子

近
頃
音
楽
の
會
と
云
へ
ば
、
何
れ
の
集
り
も
皆
必
ず
盛
會
を
極
む
る
の
は
、
質
に
喜

ぶ
べ
き
現
象
で
確
か
に
社
會
氣
風
の
菱
遷
と
、
教
育
の
進
歩
と
を
認
む
る
事
が
出
来

る
。
二
十
三
日
午
後
上
野
の
奏
楽
堂
で
開
か
れ
た
學
友
會
の
演
奏
會
も
、
同
く
近
来
稀

な
盛
會
で
、
奏
者
も
聴
衆
も
共
に
満
足
し
た
の
は
至
極
結
構
の
事
、
我
輩
は
幸
に
常
日

い
さ
A

其
席
末
を
汚
す
の
榮
を
得
た
か
ら
、
例
に
依
て
聯
か
見
聞
し
た
慮
を
紹
介
し
や
う
、
是

も
賓
は
斯
道
に
忠
な
ら
ん
と
す
る
為
で
あ
る
、
但
し
校
長
の
御
注
意
も
有
た
事
だ
か

ら
、
成
る
べ
く
厳
し
い
批
評
は
抜
く
事
に
す
る
。

第
一
は
會
員
の
合
唱
、
（
甲
）
「
雪
中
軍
」
、
吾
人
の
記
臆
に
尚
新
な
る
青
森
の
惨
事

一
、
合
唱

'
 ヽ

バ
ー
ル
カ
ロ
ー
ル

全
ユ

會

員

セ

ッ

ク

作

曲

本

多

か

つ

ノゞ

ノ‘

作

曲

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
猶
奏

安

井

こ

►
つ

ガ
ボ
ッ
テ

3‘ 

....................................... 
I
 

ノ‘

作

曲

オ
ル
ガ
ン
猶
奏

上

た

け

ベ

ル

ヒ

作

甲

、

牧

笛

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

中

村

秋

香

作

乙
、
窓
の
小
鳥

一
、
合
唱

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

i

大

町

芳

衛

作

歌

歌曲

會

員

ユ

ベ

ル

ト

作

曲

甲
、
ソ
ン
グ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

乙
、
セ
ル
ツ
オ
〔
ス
ケ
ル
ツ
ォ
〕
…
…
…
…
…
・
・
・
シ

を
唱
っ
た
も
の
、
加
ふ
る
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
も
メ
ロ
ヂ
ー
も
甚
だ
悲
哀
的
で
十
分
の
感
動

を
典
へ
た
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
槃
少
し
き
た
な
く
、
テ
ノ
ー
の
調
子
時
々
上
づ
る
の
を
除
け

ば
概
し
て
上
出
来
、
（
乙
）
「
探
梅
」
、
伴
奏
の
ピ
ア
ノ
と
正
確
に
合
は
ず
、
調
子
に
如

何
の
虞
が
あ
っ
た
は
遺
憾
だ
。
次
は
天
野
あ
い
嬢
の
ピ
ア
ノ
狽
奏
、
曲
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
、
二
七
許
り
の
可
憐
女
が
無
邪
氣
に
奏
す
る
態
度
頗
る
愛
す
べ
し
、
第

エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

一
部
を
反
覆
し
て
後
は
表
情
も
十
分
に
奏
さ
れ
た
の
は
感
心
で
あ
る
。
次
は
宮
脇

の

ど

せ
ん
吉
川
や
ま
雨
娯
の
二
部
合
唱
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
宮
脇
嬢
、
掌
日
咽
喉
で
も
痛
め
て
居

た
ら
し
か
っ
た
の
は
氣
の
毒
で
あ
っ
た
。
高
橋
と
よ
嬢
の
ピ
ア
ノ
蜀
奏
、
先
は
滞
り
な

い
上
出
来
。

ソ
ロ
ー

此
次
に
奏
さ
れ
た
天
野
は
つ
嬢
の
ヴ

ァ
ヰ
オ
リ
ン
獨
奏
は
確
に
嘗
日
中
の
聞
も
の
で

あ
っ
た
、
曲
は
フ
リ
ュ
ー
リ
ン
グ
ス
、
エ
ル
ウ
ハ
ヘ
ン
、
バ
A

の
作
中
尤
も
感
情
的
で

よ
く

且
牡
大
な
る
曲
、
演
者
は
新
体
詩
歌
を
能
す
る
女
詩
人
と
し
て
聞
ゆ
る
人
だ
か
ら
よ
く

エ
キ
ス
ブ
レ
ッ
シ
ョ
ン

此
曲
を
解
し
十
分
の
表
情
を
以
て
奏
さ
れ
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
、
蓋
し
譲
は
去
年

の
卒
業
生
中
前
田
嬢
と
共
に
ヰ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
極
め
て
有
望
な
る
者
、
勝
来
盆
す

奮
勘
さ
れ
る
事
を
切
望
に
堪
へ
ぬ
。
次
は
腔
来
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
有
名
な
る
小
林

證
氏
の
ピ
ア
ノ
蜀
奏
、
素
よ
り
悪
か
ら
う
筈
が
な
い
、
面
白
っ
た
。
會
員
の
合
唱
「
懇

し
き
母
」
、

賓
に
巧
妙
に
唱
は
れ
た
、
「
鶯
宿
梅
」
各
部
の
軽
妙
な
る
、
メ
ロ
ヂ
ー
的
な

す
こ
し

る
唱
ひ
悪
き
曲
を
、
些
の
誤
り
な
く
美
妙
に
唱
れ
た
。

エ
キ
ス
ブ
レ
ッ
シ
ョ
ン

第
二
部
に
入
て
、
堤
正
夫
氏
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
、
今
少
し
表
情
が
付
け
て
欲
い

ま

づ

ヴ

ォ

ー

カ

リ

ス

ト

が
、
先
は
上
出
来
竪
楽
家
と
し
て
好
評
あ
る
青
木
兒
氏
の
獨
唱
、
曲
は
メ
ン
デ
ル
ゾ
ン

の
パ
ウ
ル
ス
中
、
コ
ー
ラ
ス
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
ス
タ
イ
ル
も
よ
く
竪
も
艶
麗

み
つ
の

で
非
常
の
上
出
来
な
り
し
は
頼
も
し
い
。
大
石
光
野
嬢
の
ピ
ア
ノ
顔
奏
、
（
甲
）
メ
ン

あ
ら
は

デ
ル
ゾ
ン
の
ソ
ン
グ
は
能
く
原
曲
の
意
味
を
狡
現
さ
れ
た
が
、
（
乙
）
シ
ュ
ベ
ル
ト
の
セ

ル
ツ
オ
は
、
弾
方
が
少
し
遅
く
は
な
か

っ
た
か
。

會
員
の
合
唱
、
（
甲
）
「
牧
笛
」
、
（
乙
）

「
窓
の
小
鳥
」
、
有
繋
に
上
級
生
丈
の
事
は
あ
る
、
雨
方
と
も
却
々
の
上
出
来
。
三
上
た

け
姻
の
オ
ル
ガ
ン
狽
奏
、
を
終
へ
て
次
は
、
安
井
こ
う
姻
の
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン
獨
奏
、
曲

は
バ
A

の
バ
ー
ル
カ
ロ
ー
ル
、
曲
は
名
の
如
く
可
憐
の
も
の
で
、
殊
に
ソ
ル
チ
ノ
ー
を

き
A

お
と
り

用
ゐ
た
為
一
層
の
妙
味
が
あ
っ
た
が
、
前
の
天
野
攘
に
比
べ
て
何
と
な
く
聞
劣
の
し
た

の
は
曲
の
故
か
、
あ
ら
ぬ
か
。
本
多
か
つ
嬢
の
ビ
ア
ノ
獨
奏
、
デ
ュ
セ
ッ
ク
の
ソ
ナ
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r

さ
す
が

タ
、
有
繋
に
現
生
徒
中
尤
も
ピ
ア
ノ
に
堪
能
な
る
嬢
の
事
だ
け
あ
っ
て
テ
ー
マ
ー
に
十

エ
キ
ス
ブ
レ
ッ
シ
ョ
ン

分
の
表
情
を
用
ゐ
た
慮
な
ど
は
甚
＜
難
有
い
、
出
来
は
無
論
上
出
来
で
あ
る
。

借
最
後
は
例
の
「
橘
の
薫
」
、
相
替
ら
ず
の
大
仕
掛
で
牡
観
云
ふ
ば
か
り
な
し
、
但

な
か
／
＼

し
其
評
は
春
季
演
奏
會
ま
で
預
つ
て
置
く
。
兎
に
角
此
日
の
演
奏
が
何
れ
も
却
々
の
出

来
で
、
生
徒
諸
子
の
技
藝
が
毎
會
必
ず
多
少
の
進
歩
を
見
る
の
は
慶
ぶ
べ
き
事
で
あ

も
う

る
、
文
部
省
の
常
局
者
も
尚
少
し
目
を
明
い
て
、
此
學
校
の
設
備
を
更
に
完
全
に
す
る

工
夫
を
願
ひ
度
い
も
の
で
あ
る
。

0
―
音
楽
學
校
演
奏
會

（
『
中
央
新
聞
』
明
治
三
十
五
年
二
月
二
十
七
日
）

う
た
の
や
（
投
）

昔
榮
學
校
學
友
會
の
大
會
音
楽
演
奏
會
は
、
二
十
三
日
の
午
後
一
時
か
ら
開
か
れ
ま

し
た
、
例
に
よ
っ
て
概
評
を
し
て
見
ま
し
よ
う
。

△
第
一
部
の
一
、
合
唱
、
甲
雪
中
軍
ポ
ル
ト
ニ
ア
ン
ス
キ
作
曲

武
嶋
又
次
郎
作
歌

ウ
エ
ベ
ル

乙

探

梅

鳥

居

枕

作

歌

會
員
演
奏
、
新
入
の
人
々
と
は
思
へ
ぬ
迄
に
美
し
い
竪
で
し
た
、
雪
中
軍
に
は
げ
に

も
と
暗
涙
を
催
し
ま
し
た
、

二
、
ピ
ヤ
ノ
狽
奏
、
ソ
ナ
タ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

天
野
あ
い
演
奏
、
小
さ
い
方
が
此
位
弾
け
る
ん
で
す
か
ら
、
此
道
の
為
に
喜
ば
し
い

事
で
す
、

メ
ン
デ
ル
ソ
ン

三
r

二
部
合
喝
早
春
の
詞
、
武
嶋
又
次
郎
氏

宮
脇
せ
ん
、
吉
川
や
ま
演
奏
、
ユ
ン
ケ
ル
先
生
の
伴
奏
で
し
た
、
御
両
人
の
御
心
持

は
ま
す
／
＼
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
、
何
だ
か
聰
い
て
居
る
中
に
も
御
氣

の
毒
の
様
に
思
は
れ
ま
し
た
、
尤
も
曲
と
歌
が
合
は
な
い
せ
い
も
あ
り
ま
せ
う
、
ど
う

睦
い
た
つ
て
嬉
し
く
楽
し
い
曲
と
は
思
は
れ
ま
せ
ん
で
し
た
、

四
、
ピ
ヤ
ノ
獨
奏
、
ソ
ナ
タ
、
モ
ツ
ア
ル
ト
作
曲

高
橋
と
よ
演
奏
、
が
ら
不
相
應
の
落
付
方
で
又
割
合
に
よ
く
響
き
ま
し
た
、

五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
狽
奏
、
フ
ル
ー
リ
ン
グ
ス
、
エ
ル
ウ
ア
ヘ
ン
、
バ
ハ
作
曲

懇
し
き
母
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
作
曲

大
和
田
建
樹
作

あ
う
し
ゅ
く
ば
い
メ
ン
デ
ル
ソ
ン

鶯

宿

梅

鳥

居

枕

會
員
演
奏
、
上
昔
部
が
他
の
部
に
く
ら
べ
て
強
過
ま
し
て
諸
重
昔
の
慣
れ
ぬ
耳
に
は

結
構
で
し
た
、
乙
の
方
は
各
部
ま
ち
／
＼
の
虞
も
あ
り
ま
し
た
が
俗
受
け
が
た
し
か
に

し
た
よ
う
で
す
、

第
二
部
一
、
ピ
ア
ノ
涸
奏
、
ソ
ナ
タ
、
ハ
イ
ド
ン
作
曲

堤
正
夫
演
奏
、
間
違
っ
た
な
ん
て
、
そ
ん
な
野
暮
は
い
ひ
ま
せ
ん
が
、

振
た
の
で
一
体
に
辻
悽
が
合
は
な
く
な
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
、

二
、
猶
唱
、
パ
ウ
ル
ス
、
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲

青
木
兒
演
奏
、
英
語
唱
歌
で
し
た
が
、
立
派
な
も
ん
で
す
、

て
欲
し
か
っ
た
で
す
、

三
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
、
甲

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲

乙
セ
ル
ツ
オ
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

で

ば

大
石
光
野
演
奏
、
乙
の
方
が
よ
い
出
来
で
し
た
、
出
場
ら
れ
て
か
ら
西
洋
婦
人
の
先

生
が
飛
び
出
し
て
ピ
ア
ノ
の
蓋
を
あ
け
ら
れ
た
の
に
は
演
奏
者
の
本
人
も
驚
か
れ
た
で

せ
う
が
聴
衆
は
尚
更
驚
き
ま
し
た
、

四

、

合

唱

、

甲

牧

笛

ベ

ル

ヒ

作

曲

中
村
秋
香
作
歌

メ
ン
デ
ル
ソ
ン
作
曲

大
町
芳
衛
作
歌

乙
窓
の
小
鳥

會
員
演
奏
、
薔
顔
揃
ひ
で
し
た
か
ら
一
体
に
完
備
し
た
と
い
ふ
外
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
次
中
昔
は
不
充
分
で
し
た
。

五
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
、
ガ
ボ
ッ
テ
、
バ
ハ
作
曲

め
づ

此
上
な
き
演
奏
、
オ
ル
ガ
ン
に
は
稀
ら
し
い
景
氣
の
い
；
曲
で
す
、

と
は
行
き
ま
せ
ん
が
、
曲
相
應
に
聞
か
れ
ま
し
た
、

」

乙

リ
ン
グ
、
―

天
野
は
つ
演
奏
、
御
氣
の
毒
で
す
が
曲
ま
け
が
し
た
よ
う
で
す
、

の
初
音
に
聞
か
せ
ら
れ
ん
で
せ
う
か
と
思
は
れ
ま
し
た
、

六
、
ピ
ア
ノ
狽
奏
、
ソ
ナ
チ
ナ
、
ク
ー
ラ
ー
作
曲

小
林
證
演
奏
、
達
者
に
奇
麗
に
ひ
か
れ
ま
し
た
、

あ
り
ま
す
、

七
、
合
唱
、
甲

も
つ
と
美
し
い
鶯

氣
取
っ
た
虜
に
得
な
ら
ぬ
愛
嬌
が

い
や
に
大
家

二
度
三
度
く
り
か
へ
し

無
論
完
全
無
欠
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ー

オ

ル

ガ

ン

進

行

曲

（
バ
ッ
ト
マ
ン
氏
作
）

野

遊

（

本

校

調

）

ー

オ

ル

ガ

ン

一
等

石

田

す

ゞ

（

高

橋

氏

受

持

）

｛

角

倉

あ

い

春

山

と

み

ガ
ボ
ッ
ト

甲
劉
月
（
ブ
ル
ー
メ
ン
ス
テ
ン
ゲ
ル
氏
作
）

乙
歌
調
（
ボ
ア
ル
デ
ュ
ー
氏
作
）

練

習

曲

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
、
バ
ー
ル
カ
ロ
ー
ル
バ
ハ
作
曲

安
井
こ
う
演
奏
、
な
ん
と
い
ふ
美
し
い
一
音
な
ん
で
せ
う
、
曲
の
小
品
物
な
の
に
も
拘

は
ら
ず
、
憤
重
に
演
奏
さ
れ
た
の
は
感
心
で
す
、

賓
に
今
一
度
聞
き
た
い
と
思
ひ
ま
し

た、
七
、
ピ
ア
ノ
猶
奏
、
ソ
ナ
タ
、
デ
ュ
セ
ッ
ク
作
曲

，

本
田
か
つ
演
奏
、
是
は
嘗
日
の
白
眉
で
し
た
、
曲
の
適
不
邁
は
結
果
に
大
閥
係
が
あ

り
ま
す
が
…
…
た
し
か
に
此
ソ
ナ
タ
で
よ
く
分
り
ま
す
、
各
演
奏
者
の
技
董
を
あ
ら
は

す
に
適
掌
の
者
で
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
、

八
、
合
唱
、
橘
の
薫
、
鮎
ル
配
幻

全
會
員
演
奏
、
大
愛
な
大
き
な
者
、
＿
音
楽
學
校
名
物
の
一
ツ
の
楠
公
父
子
の
歌
で

（
従
前
敷
回
演
奏
さ
れ
た
も
の
に
猶
敷
段
を
加
へ
た
る
も
の
）

賞
に
稀
有
の
大
合
唱
、

二
時
間
餘
も
か
A

る
か
と
思
は
れ
る
も
の
で
す
が
御
骨
折
の
割
合
に
受
が
悪
か
っ
た
の

は
聰
手
の
悪
い
の
で
演
奏
の
罪
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、

（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
五
年
二
月
二
十
八
日
）

試
業
演
奏
会

第
十
回
試
業
穂
會
順
序
（
項
鱚
戸
吐
疇
戻
紅
）

音

）

（

岡

野

氏

受

持

）

女

ー
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

（
石
野
氏
受
持
）

（
田
村
氏
受
持
）

木
田
ア
ド
ル
フ

澤

村

寅

次

郎

ー

オ

ル

ガ

ン

乙甲

一
唱

歌夜
の
春
雨
｝
（
ア
プ
ト
氏
曲
、
鳥
居
氏
歌
）

潮

干

狩

一

唱

歌
春

暁

＾ 
重
音
）

＾ 重

ソ

ナ

タ

明
治
一
＿
＿
十
五
年
＝
一
月
二
日

生

徒

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ー
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

一

ピ

ア

ノ

（
山
田
扱
校
作
）

（
ラ
ン
グ
氏
作
）

（
ウ
オ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
氏
作
）

（
ア
。
フ
ト
氏
曲
、
旗
野
氏
歌
）

（
シ
ッ
ト
氏
作
）

歌

調

櫻

狩

一
端

か
ざ
し
の
雪
（
初
代
山
勢
披
校
作
）

一
等

甲
レ
ン
ド
レ
ル
｝
（
ア
ル
マ
ン
ド
氏
作
）

乙
ボ
ロ
ネ
ー
ズ

（
村
松
氏
受
持
）
｛
疇
疇

5

5

ソ
ナ
テ
ヰ
ナ
（
ク
レ
メ
ン
テ
ヰ
ー
氏
作
）

ー
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

（
紳
戸
氏
受
持
）

（
杉
浦
氏
受
持
）

（
頼
母
木
氏
受
持
）

（
岡
野
氏
受
持
）

（
島
崎
氏
受
持
）

（
田
村
氏
受
持
）

石

原

博

枝

辻

美

亜

男

生

徒

角

倉

正

道

内

田

ふ

み

（
今
井
氏
受
持
）
｛
知
茫
直
』
―
頃

（

高

橋

氏

受

持

）

｛

疇

麟

戸

げ
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曲曲

（
村
松
氏
受
持
）
｛
疇
汀

5

5

原

み
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コ
鱈
の
初
輝
｛
昇
言
麟
麟
｝
（
武
島
氏
歌
）

一

唱

歌

（
四
重

音）

（
岡
野
氏
受
持
）

ソ

ナア

夕

タ
ラ
ン
テ
ラ
ー
（
シ
ッ
ト
氏
作
）

一

ピ

ノ
薔

薇

ー

オ

ル

ガ

ン

都

の

春

一
等

晩

鐘

ー

ピ

ア

ノ

（
峯
崎
勾
営
調
本
校
歌
章
修
正
）

ソ
ナ
テ
ヰ
ナ
（
ク
ー
ラ
ウ
氏
作
）

ー
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

（
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
氏
作
）

ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
（
モ
ツ
ア
ー
ト
氏
作
）

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

（
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
氏
作
）

（
モ
ツ
ア
ー
ト
氏
作
）

紳
田
固
一
ツ
橋
通
町

朝

の

曲

一

オ

ル

ガ

ン

ー

ピ

ア

ノ

越
後
獅
子

ー
等

（
頼
母
木
氏
受
持
）
｛
疇
詞
豆
＂

（
今
井
氏
受
持
）
｛
金
澤
や
す
の

青

木

し

げ

（
橘
氏
受
持
）

（
天
谷
氏
受
持
）

（
神
戸
氏
受
持
）

（
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
氏
作
）

（
鍋
島
侯
作
歌
山
勢
氏
作
曲
）

（
島
崎
氏
受
持
）

（
橘
氏
受
持
）

東
京
＿
音
楽
學
校
分
敦
場

生 上

原

き

せ

島

地

あ

柳

田

堀

（
今
井
氏
受
持
）
｛
疇
畔

こ こと

徒 つ と
ノ

島

川

の

ゑ

（
村
松
氏
受
持
）
｛
守
屋
あ
づ
ま

し

ん

吉

原

ち

ょ
うし

澁

谷

馬

頭

◎
演
奏
會
は
本
月
初
旬
に
あ
っ
た
の
で
大
分
日
敷
も
た
っ
た
事
だ
か
ら
其
時
に
は
成
程

と
聞
き
取
っ
た
も
の
も
今
は
大
方
忘
れ
て
し
ま
っ
た
や
う
だ
が
我
輩
の
耳
に
深
く
感
じ

た
の
は
山
本
富
三
郎
子
の
琴
の
し
ら
べ
と
、
上
原
き
せ
嬢
の
ピ
ヤ
ノ
の
ひ
ゞ
き
だ
。
此

て
ん
り
ん

両
子
の
如
き
は
誠
に
天
票
が
あ
っ
て
他
の
も
の
は
及
び
か
ね
る
趣
が
あ
る
。

◎
山
本
富
三
郎
と
云
ふ
は
ま
だ
十
歳
の
上
に
出
る
か
出
な
い
ば
か
り
の
小
わ
ら
べ
な
れ

ど
も
琴
に
向
つ
て
弾
き
出
す
其
手
ぶ
り
は
幾
十
年
の
稽
古
を
つ
ん
だ
老
成
人
だ
。
其
師

匠
な
る
今
井
君
と
新
作
段
物
を
合
奏
し
て
負
け
ぬ
氣
に
や
っ
た
あ
ん
ば
い
は
凄
い
腕
前

と
は
云
は
れ
な
い
に
し
て
も
、
感
心
だ
と
云
ふ
だ
け
の
値
打
は
充
分
に
あ
る
。
し
か
し

歌
に
於
て
、
あ
ま
り
無
遠
慮
に
墜
を
張
り
あ
げ
て
人
を
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
る
や
う
な
事
が

あ
る
が
、
い
づ
れ
修
業
を
か
さ
ね
た
上
に
な
ほ
る
で
あ
ら
う
。

◎
ピ
ヤ
ノ
の
妙
手
上
原
き
せ
子
と
聞
い
て
、
年
た
け
た
る
一
音
楽
家
と
早
の
み
こ
み
す
る

勿
れ
。
こ
れ
も
亦
ま
だ
う
ら
若
き
令
譲
。
演
奏
の
曲
は
モ
ザ
ー
ル
氏
作
の
ソ
ナ
タ
。
作

者
も
作
者
。
奏
者
も
奏
者
。
誠
に
我
輩
俗
人
の
魂
を
し
て
暫
く
塵
界
を
離
れ
し
め
て
な

ご
り
が
惜
か
っ
た
。
元
来
モ
ザ
ー
ル
氏
の
作
曲
は
西
洋
に
て
も
甚
だ
持
て
囃
さ
れ
る
と

は
聞
い
て
居
る
が
殊
に
我
國
人
の
耳
に
よ
く
適
す
る
や
う
だ
。

◎
最
も
我
輩
の
耳
に
い
や
な
響
を
残
し
た
の
は
男
生
徒
の
唱
歌
で
あ
る
。
及
び
バ
ッ
ト

マ
ン
氏
の
進
行
曲
で
あ
る
。
し
か
し
我
輩
の
如
き
素
人
だ
か
ら
我
輩
の
評
判
は
君
等
が

あ
げ
さ
げ

腕
前
の
債
を
上
下
し
な
い
。

◎
男
生
徒
四
人
場
に
列
つ
て
歌
ひ
始
め
た
其
態
度
は
目
の
領
分
で
耳
の
知
ら
な
い
事

で
。
元
来
日
本
の
男
子
に
は
美
槃
の
者
が
少
い
と
西
洋
人
が
云
ふ
や
う
だ
が
、
そ
れ
で

も
若
い
時
か
ら
修
業
さ
せ
た
ら
、
う
ま
く
行
か
な
い
事
も
あ
る
ま
い
が
、
三
十
四
十
、

頭
が
禿
げ
る
頃
に
な
つ
て
稽
古
し
始
め
て
作
り
槃
で
し
ぼ
り
出
す
所
な
ど
は
き
か
れ
た

も
の
で
な
い
。

◎
バ
ッ
ト
マ
ン
氏
の
進
行
曲
の
演
奏
者
石
原
君
を
と
が
め
る
は
可
愛
さ
う
だ
。
此
曲
は

元
来
進
行
曲
中
の
拙
劣
な
る
も
の
、
お
ま
け
に
ピ
ヤ
ノ
の
あ
と
の
オ
ル
ガ
ン
と
来
て
は

聞
き
劣
り
す
る
の
も
無
理
は
な
い
。
此
曲
は
此
様
な
は
れ
の
場
所
に
は
持
ち
出
し
て
も

ら
ひ
た
く
な
い
。

0
音
楽
學
校
分
敦
場
演
奏
會
評
判
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ヴ
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タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

力

。

フ

リ

ス

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

、 い
楽

合

唱

オ

ル

ガ

ン

、

メ

ジ

タ

シ

オ

ン

、

ピ
ア
ノ

レ
リ
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ア
ー
ス

ピ
ア
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猶
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
ハ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

ピ
ア
ノ

演

奏

曲

目

明
治
三
十
五
年
三
月
十
五
日
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ヶュ

Iン

ベケ

JレJレ
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ッ

セ
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ー
作
曲
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ハ橘幸

ィ

糸舟

ド

リ

ッ
田

ヒ重延

◎

此

他

は

云

ふ

べ

き

事

も

な

か

っ

た

や

う

だ

。

無

理

に

記

臆

を

呼

び

出

し

て

云

ふ

な

ら

ば

、

六

つ

か

七

つ

か

の

三

人

の

む

す

め

兒

た

ち

打

ち

連

れ

て

琴

を

あ

は

せ

た

の

は

可

愛

ら

し

か

っ

た

。

原

み

ち

子

の

ピ

ヤ

ノ

も

。

淡

猜

室

田

二

嬢

の

ヴ

ワ

イ

オ

リ

ン

も

出

来

が

よ

か

っ

た

。

春

山

、

青

木

二

嬢

の

琴

も

わ

る

く

な

か

っ

た

。

内

田

ふ

み

子

の

ピ

ヤ

ノ

も

相

常

の

出

来

榮

で

あ

っ

た

。

角

倉

正

道

君

の

ヴ

ワ

イ

オ

リ

ン

は

耳

よ

り

も

目

に

入

っ

た

。

奥

山

と

し

東

條

こ

う

二

嬢

の

越

後

獅

子

の

等

曲

中

々

よ

く

や

っ

た

金

澤

や

す

青

木

こ
ん
ど

し

げ

二

嬢

の

琴

「

都

の

春

」

は

此

度

の

琴

の

中

で

の

き

A
も

の

。

島

地

あ

つ

嬢

の

風

琴

ラ

イ

ン

ハ

ル

ト

氏

作

曲

の

薔

薇

は

此

度

の

風

琴

の

中

で

の

き

A
も

の

。

樫

村

細

谷

一

一

嬢

―

の

ヴ

ワ

イ

オ

リ

ン

ま

た

よ

く

出

来

た

。

（『讀
賣
新
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明
治
三
十
五
年
三
月
二
十
五
日
）

ゞ

徳
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…
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…
…
…
｛
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回
形
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の
刀
…
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｛
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リ

ュ
居

ッ
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作
曲

枕
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野
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歌
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菊

水
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饗
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川
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載
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田

の

岬

遠

矢

賊

軍

上

陸

陸

上

戦

闘

楠

公

最

後

新

田

足

利

決

載

持
佛
堂

少

時

の

遊

戯

四
條
畷

〔
。
フ
ロ
グ
ラ
ム

の
扉
に

「明
治
三
十
五
年
三
月
十
五
日
」
、
中
に
「
三
十
五
年
三
月
十
五
日
午
後

―
一
時
半
曲
目
（
皇
后
陛
下
御
前
演
奏
曲
目
と
同
一
）
」
と
い
う
書
き
こ
み
が
あ
る
。
〕
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第 2章

夕

ケ

工

明
治
三
十
五
年
―
―
―
月
二
十
九
日
甲
種
師
範
科
卒
業
式

東
京
音
楽
學
校
甲
種
師
範
科
卒
業
式
順
序

第

卒
業
生
二
部
合
唱

卒
業
証
書
授
呉

校
長
告
辮

文
部
大
臣
演
説

卒
業
生
穂
代
謝
癖

卜

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
黛

吉
野
の
花
見

甲
曹
友
曹
時

第

部 部

甲
種
師
範
科
卒
業
生

J
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作
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…

…
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ェ
ン
作
曲

甲

種

師

範

科

一

年

生

員マ

頼ス

作作

歌曲

豫

科

明
治
三
十
五
年
三
月
廿
九
日

（
土
曜
日
）
午
後
二
時
ヨ
リ
施
行

生
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
い
ー
厨
ン
ス
タ

5
疇

麟

シ

ュ

ー

マ

ン

作

曲

春
風
吟
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
武

島

又

次

郎

作

歌

甲
種
師
範
科
卒
業
生

.................................... ̂

 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
選
科
卒
業
生

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
（
 メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

賤
の
苧
環
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
佐

藤

誠

賓

作

歌

ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ク

別

情

｛

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

曲

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

旗

野

十

一

郎

作

歌

生

徒

―
フ
ウ

甲
種
師
範
科
卒
業
生
｛
疇
麟

ゼ

作

曲蝶エ

ス

，，ミ

ッ

ハ

作

曲

ン

デ

ル

作

曲

樫

村

夕

マ

ル

レ

ル

作

曲

ー雁田

井

直

秋

し

演
奏
概
評

R
音
楽
學
校
甲
種
師
範
科
卒
業
式
二
十
九
日
午
後
二
時
よ
り
同
校
楽
堂
に
．

て
畢
行
揺
井
直
秋
外
五
名
の
女
生
及
び
撰
科
女
生
一
名
に
卒
業
證
を
授
呉
し

た
る
後
渡
邊
校
長
は
告
僻
を
朗
讀
し
菊
地
文
部
大
臣
は
吾
邦
昔
楽
の
卑
賤
な

る
こ
と
歳
久
し
く
文
部
省
是
に
見
る
あ
り
て
學
校
の
課
目
中
に
＿
音
楽
を
採
用

せ
し
か
ば
稽
ミ
面
目
を
改
め
た
り
と
雖
も
未
だ
其
の
普
及
を
見
ず
今
回
業
を

卒
へ
て
此
虞
を
去
る
人
は
新
制
度
疲
布
以
来
第
一
回
の
卒
業
生
に
し
て
従
っ

あ
な
が

て
其
の
責
任
も
重
し
一音
楽
を
學
校
教
授
課
目
に
入
れ
し
は
強
ち
＿
音
楽
を
教
ゆ

る
に
非
ず
し
て
之
に
よ
り
て
人
間
を
造
出
す
に
あ
り
況
し
て
其
の
名
稲
も
師

範
科
と
呼
ぶ
程
な
れ
ば
希
ふ
と
こ
ろ
は
音
楽
者
た
ら
ず
し
て
教
育
者
た
れ
と

の
意
に
て
演
説
を
試
み
斯
く
て
卒
業
生
穂
代
輻
井
直
秋
氏
の
答
辮
あ
り
し
後

豫
定
の
演
奏
に
移
り
て
在
校
生
の
合
唱
各
卒
業
生
が
名
残
の
雖
猶
演
奏
あ
り

来
賓
は
山
川
帝
國
大
學
網
長
外
内
外
紳
士
貴
婦
人
等
楽
堂
も
溢
れ
ん
ば
か
り

お
は

に
て
四
時
半
『
薩
摩
潟
』
の
絃
楽
伴
奏
に
て
式
を
畢
れ
り
卒
業
生
は
左
の
如

幅
井
直
秋
、
加
藤
カ
ネ
、
志
水
操
、
林
タ
ケ
エ
、
荒
島
ス
エ
、
甲
斐
エ
ウ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
撰
科
樫
村
タ
マ

0
東
京
―
音
楽
學
校
卒
業
式

（『
國
民
新
聞
』
明
治
三
十
五
年
三
月
三
十
日
）

（
向
窪
生
）

之
を
基
音
楽
通
に
聞
く
、
近
頃
聴
衆
の
品
下
れ
る
を
以
て
演
奏
者
の
心
意
氣
も
自
ら

あ

が

か

く

昂
ら
ざ
る
が
如
し
と
。
賓
に
此
の
如
き
は
多
く
の
演
奏
會
に
於
て
見
る
所
、
殊
に
去
る

二
月
の
某
慈
善
―音
楽
會
に
於
て
殊
に
其
然
る
を
覺
る
然
る
に
去
る
廿
九
日
東
京
音
楽
學

校
甲
種
師
範
科
卒
業
式
後
の
餘
興
演
奏
に
列
れ
る
聘
衆
諸
君
が
某
氏
の
所
謂
品
下
れ
る

人
々
な
ら
ざ
り
し
は
嬉
し
か
り
き
。
演
奏
者
諸
君
も
亦
渦
足
な
り
し
と
察
せ
ら
る
A

な
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純

じ

て

合

唱

の

方

が

猶

奏

の

方

よ

り

も

上

出

来

に

聞

え

し

は

吾

が

耳

慣

れ

ざ

る

故

に

や

あ

ら

む

、

さ

れ

ど

吾

が

隣

席

の

人

が

合

唱

別

情

の

折

に

、

次

な

る

薩

摩

潟

と

見

誤

り

て

、

終

ま

で

何

の

歌

な

る

や

を

聞

き

定

め

得

で

、

頻

り

に

嘗

惑

顔

な

る

は

可

笑

か

り

き

、

之

れ

等

は

管

絃

癸

の

賑

か

な

る

伴

奏

に

、

耳

鈍

り

し

人

の

類

な

る

べ

し

。

林

タ

ケ

ヱ

嬢

ピ

ア

ノ

猶

奏

（

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

曲

ソ

ナ

チ

ナ

）

、

は

相

賞

の

出

来

。

揺

井

直

秋

氏

ピ

ア

ノ

獨

奏

（

ヘ

ル

レ

ル

作

曲

エ

テ

ユ

ー

デ

）

、

師

範

的

技

能

は

認

め

う
ら
み

得

る

と

も

、

他

の

曲

目

に

て

御

手

際

を

聞

き

得

ざ

り

し

を

憾

と

す

。

荒

島

す

ゑ

、

甲

斐

蝶

嬢

ピ

ア

ノ

聯

弾

（

ク

ラ

ウ

ゼ

作

曲

ソ

ナ

タ

）

、

相

嘗

の

出

来

、

お

伽

犀

荒

島

譲

を

し

て

某

高

等

學

校

の

校

歌

を

奏

せ

し

め

ば

、

錦

上

花

を

添

ふ

る

の

観

あ

り

し

な

ら

ん

こ。
ト

9
,

樫

村

タ

マ

譲

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

顔

奏

（

甲

、

ヘ

ン

デ

ル

作

曲

シ

シ

リ

ア

ノ

、

乙

、

バ

ッ

ハ

作

曲

ガ

ヴ

ォ

ッ

ト

）

、

去

年

の

夏

故

あ

り

聞

き

得

ざ

り

し

を

以

て

大

に

憾

と

し

き

、

今

や

勇

ま

し

く

も

相

次

で

二

曲

を

奏

せ

ら

れ

た

る

御

手

際

感

服

々

々

撰

科

生

の

代

表

者

そ
む

む
べ

と

し

て

能

＜

其

の

任

に

負

か

ざ

る

者

と

云

ふ

べ

し

、

渦

場

の

拍

手

宜

な

る

か

な

。

盤

に

さ
か
ん

前

田

嬢

あ

り

、

今

樫

村

嬢

あ

り

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

側

の

勢

旺

な

る

か

な

。

樫

村

嬢

の

令

て
い
り
つ

妹

た

け

嬢

叉

斯

の

技

に

長

ず

幸

田

氏

の

二

姉

妹

、

上

原

氏

の

二

姉

妹

と

鼎

立

し

て

、

連

璧

の

名

を

成

す

は

、

夫

れ

だ

け

嬢

に

あ

る

か

。

之

に

反

し

て

ピ

ヤ

ノ

側

の

氣

焔

頗

る

皐

ら

ざ

る

が

如

し

、

然

れ

ど

加

藤

カ

ネ

嬢

の

ピ

ア

ノ

蜀

奏

（

ハ

イ

デ

ン

作

曲

ソ

ナ

タ

）

こ

そ

こ

の

日

の

聞

き

も

の

な

り

き

。

去

年

の

秋

季

―
音

楽

會

に

ク

レ

メ

ン

チ

ー

の

ソ

ナ

タ

に

技

量

を

示

さ

れ

し

が

、

今

日

一

段

の

進

境

に

入

る

、

大

に

賀

す

べ

し

百

の

拍

手

よ

り

も

、

某

學

士

の

稲

賛

こ

そ

雄

の

面

目

此

の

上

な

け

れ

。

最

後

の

合

唱

は

鳥

居

枕

氏

作

歌

薩

摩

潟

な

り

き

。

久

ぶ

り

の

出

し

物

、

此

の

學

校

の

名

物

と

し

て

、

此

の

賜

物

を

謝

し

、

其

上

出

来

な

り

し

を

喜

ぶ

。

掌

日

校

長

の

御

断

な

く

ば

誤

解

は

免

れ

ざ

り

し

な

ら

た
だ

ん

、

曲

目

の

撰

捧

技

術

の

細

評

に

及

ば

ざ

る

は

之

が

為

め

な

り

、

習

吾

は

某

學

士

に

問

は

ん

、

掌

日

聴

衆

の

満

足

は

夫

れ

如

何

な

り

し

と

。

り ゜

（『讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
五
年
四
月
五
日
）

シ

ン

フ

ォ

ニ

ー

、

オ

ル

ガ

ン

猫

奏

ビ

ル

ド

、

デ

ル

、

ピ

ア

ノ

聯

弾

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

シ

シ

リ

ア

ノ

ガ

ヴ

ォ

ッ

ト

ピ

ア

ノ

獨

奏

ユ

セ

ッ

ク

作

曲

本

田

カ

ン

ク

ラ

研

究

生

｛

麟

戸

ジ

ッ

ll7 章第

作

曲

2

ャ

ウ

コ

ウ

甲

…

…

…

…

…

器

楽

部

一

年

生

ソ

ナ

テ

ィ

ナ

乙

…

…

…

…

…

器

楽

部

一

年

生

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

ニ

部

ピ

ア

ノ

蜀

奏

ソ

ナ

タ

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

デ

乙

甲

乙

甲

賤

の

苧

環

女
竪
合
唱

第

演

奏

曲

目

コ

ン

セ

ル

タ

ン

ト 部

明
治
三
十
五
年
五
月
六
日

…

…

…

…

ダ

器

楽

部

二

年

生

ク高ク鈴

レ

I 
メ橋木

ンラ

テ

イ
トウ

作作

曲ヨ曲淑

ノゞ

ツ

ノ‘

作

曲

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
へ

ン

デ

ル

作

曲

撰

科

卒

業

生

樫

村

夕

マ

ソ

ナ

タ

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ク

ラ

ウ

ゼ

作

曲

撰

科

生

｛

疇

原

セ ミ

ッチ

第

三

回

皇

后

行

啓

演

奏

会

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

作

曲

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

i

佐

藤

誠

賓

作

歌

清

流

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

ぎ

5

5

虹

5

ロ

ー

ゼ

…

…

…

…

…

…

…

…

ラ

イ

ヒ

ハ

ル

ト

作

曲

撰

科

生

島

地

あ

つ

作

曲

作

歌

生

徒
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明
治
三
十
五
年
六
月
一
日

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
及
。
ヒ
ア
ノ

ユ幸ヽノ

ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヘ

ピ
ア
ノ
獨
奏

緒

…
…
…
…
…
…
…
敦

ム
ー
ン
ラ
イ
ト
、

ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

合
唱
（
管
絃
伴
奏
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
職ケ

レ

ビ

ニ

ー

橘

の

薫

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

鳥

ー

居

枕

昔

楽

學

校

分

敦

場

試

業

穂

會

畏
頭
巨
眼
生

去
る
一
日
音
楽
學
校
分
敦
場
創
立
第
四
周
年
紀
念
日
に
際
し
て
、
第
十
一
回
試
業
純

會
を
催
さ
れ
た
の
で
、
半
日
の
閑
を
此
所
に
楽
ま
ん
と
僕
の
馳
せ
付
け
た
時
は
、
男
子

部
の
方
既
に
五
人
を
終
へ
た
後
で
、
本
居
長
生
君
の
ピ
ヤ
ノ
、
角
倉
正
道
君
の
ヴ
ァ
イ

さ

て

き

く

ち

せ

い

た

ら

う

オ
リ
ン
を
聰
き
落
し
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
、
倍
菊
池
盛
太
郎
君
の
ピ
ヤ
ノ
（
ソ
ナ
テ

ヰ
ナ
、
ク
ー
ラ
ウ
氏
作
）
、
前
田
氏
受
持
で
演
奏
の
間
折
々
手
に
休
み
が
見
え
た
の
は

聴
き
に
く
か
っ
た
、
今
一

層
の
御
熟
練
あ
ら
ま
ほ
し
、
此
の
如
き
有
様
で
は
ま
だ
男
子

部
の
氣
焔
は
拳
り
兼
ね
る

新

第

部
試

業

演

奏

会

敦数敦

師 師授師

晒
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
深

ンイ

作
曲

作
歌

員

生

徒

作
曲

フ
ォ
ン
、

コ
イ
ー
ベ
ル

デ

ル

作

曲

ン
ド田

リ ケ
ツ

ヒ延ル

草

検

校

作

助

敦

授

今

井

新

太

郎

器

楽

部

一

年

生

金

澤

柔

能

撰

科

生

青

木

茂

女
子
部
の
先
鋒
と
し
て
唱
歌
（
夜
、
騒
雨
）
あ
り
、
共
に
難
は
な
い
が
、
菅
其
の
一

のぞ

人
が
天
上
を
廠
み
て
吾
れ
獨
り
歌
へ
り
の
態
度
を
採
っ
た
の
は
員
面
目
な
全
体
の
調
和

を
鋏
い
た
、
こ
の
人
兎
角
此
癖
あ
り
注
意
が
肝
要

目
賀
田
正
代
嬢
木
村
ま
す
嬢
ピ
ア
ノ
連
弾
（
ボ
ル
カ
フ
オ
ス
タ
ー
氏
作
）
杉
浦
氏
受

かほ

持
、
久
し
く
試
業
會
に
面
が
見
え
な
か
っ
た
が
今
回
こ
の
人
に
依
て
こ
の
滑
稽
曲
が
弾

ぜ
ら
れ
た
、
楽
の
性
質
に
も
よ
ら
う
が
譲
の
手
腕
に
は
少
し
あ
り
餘
る
、
今
後
一
層
の

奮
狡
を
望
む

＇

か

ど

く

ら

り

う

石
田
す
ゞ
嬢
、
角
倉
あ
い
嬢
、
、
成
渾
柳
攘
の
連
奏
第
（
榮
ゆ
る
御
代
）
執
れ
も
八
九

歳
の
方
で
す
、
之
は
高
橋
氏
受
持
で
、
氏
が
御
骨
折
が
能
く
見
え
た

次
は
細
谷
八
五
嬢
、
萩
原
愛
嬢
、
伊
井
里
嬢
三
人
連
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
歌
調
）
頼

母
木
氏
受
持
で
、
評
な
し

川
久
保
美
須
々
嬢
ピ
ヤ
ノ
（
ソ
ナ
テ
ヰ
ナ
、
ク
レ
メ
ン
テ
ヰ
ー
氏
作
）
櫻
井
氏
受
持
、

こ
れ
に
は
難
が
あ
る
、
全
く
ス
タ
カ
ッ
ト
が
足
り
ぬ
、
嬢
に
は
稽
重
荷
で
あ
っ
た
ら

う
、
嬢
は
由
来
器
用
の
方
だ
か
ら
、
愈
々
勉
め
た
な
ら
ば
進
歩
す
る
は
申
す
ま
で
も
な

い
只
今
の
所
で
は
何
分
持
ち
堪
へ
兼
ね
る
、
演
奏
者
は
成
る
べ
く
聴
き
ば
え
の
す
る
も

の
を
弾
じ
た
い
で
あ
ら
う
が
、
其
の
宜
し
き
を
撰
ぶ
の
は
全
く
受
持
先
生
の
任
だ

上
原
せ
つ
嬢
、
渡
邊
き
み
よ
嬢
ピ
ヤ
ノ
連
弾
（
ソ
ナ
タ
、
ク
ラ
ウ
ゼ
氏
作
）
橘
氏
受

持
、
毎
度
御
両
人
の
お
揃
で
又
能
く
手
も
揃
ふ
が
、
受
持
先
生
の
お
骨
折
の
結
果
、
御

両
人
の
御
勉
強
が
積
む
か
ら
だ
ら
う
、
年
齢
凡
十
ー
ニ
、
せ
つ
嬢
は
有
名
な
る
き
せ
嬢

の

令

妹

だ

（

つ

ゞ

く

）

（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
五
年
六
月
四
日
）

音

楽

學

校

分

敦

場

試

業

穂

會

長

頭

巨

眼

生

春
山
静
譲
、
青
木
す
ゞ
嬢
等
の
連
奏
（
玉
川
富
士
谷
披
校
作
）
高
橋
氏
受
持
、
是
れ

あ
や
ま
ち
、
、

、

、

、

、

、

も
十
三
四
歳
の
方
で
少
し
位
の
過
は
ビ
ク
ト
モ
せ
ず
、
サ
ッ
サ
と
や
り
の
け
ら
る

A
は

寧
ろ
愛
嬌
が
あ
る
、
こ
れ
も
高
橋
氏
の
お
骨
折
だ
、
す
ゞ
娯
は
今
井
氏
門
下
其
人
あ
り

と
知
ら
れ
た
る
、
し
げ
嬢
の
令
妹
だ
そ
う
で
令
姉
に
負
け
な
い
よ
う
に
勉
強
が
肝
腎
だ
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内
田
ふ
み
嬢
ピ
ヤ
ノ
（
薔
薇
ラ
ン
グ
氏
作
）
杉
浦
氏
受
持
、
去
年
の
今
日
弾
ぜ
ら
れ

た
ソ
ナ
テ
ヰ
ナ
、
（
ク
レ
メ
チ
ノ
氏
作
）
に
比
し
て
は
一
層
進
歩
し
た
抑
揚
の
判
明
で

あ
っ
た
の
は
曲
の
性
質
で
も
あ
ら
う
が
、
此
の
曲
に
劉
し
て
は
餘
裕
が
あ

っ
た
か
ら
こ

れ
も
受
持
の
先
生
杉
浦
氏
の
猥
吟
を
添
え
た
か
っ
た
、

み
じ
か
き

石
紳
よ
し
嬢
ピ
ヤ
ノ
（
水
車
エ
ン
セ
ン
氏
作
）
紳
戸
氏
受
持
、
曲
の
短
に
も
拘
ら

ず
、
面
白
く
叉
判
明
で
あ
っ
た
、
従
来
の
御
修
業
が
積
ん
で
居
ら
る
A

と
見
受
け
た
が

殊
更
其
れ
に
安
ん
じ
な
い
よ
う
に
願
ひ
た
い
、

柳
田
か
う
嬢
ピ
ヤ
ノ
（
幻
想
曲
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
氏
作
）
紳
戸
氏
受
持
、
御
骨
折

の
割
合
に
聞
き
ば
え
が
し
な
い
の
は
御
氣
の
毒
だ
が
祭
の
性
質
は
致
方
が
な
い
、
併
し

と
も

流
石
に
之
を
や
つ
て
の
け
た
の
は
姻
の
手
腕
だ
、
上
原
娯
と
倶
に
分
敦
場
に
於
る
名
手

で
あ
る
、

金
澤
知
配
娯
、
青
木
茂
嬢
等
の
連
奏
（
岡
安
砧
）
共
に
今
井
氏
門
下
の
名
手
だ
、
兎

角
の
評
は
吾
人
の
及
ぶ
所
で
な
い
、

し
ば
／
ヽ

上
原
き
せ
嬢
ピ
ヤ
ノ
（
ソ
ナ
タ
、
モ
ツ
ア
ル
ト
氏
作
）
橘
氏
受
持
此
曲
は
既
に
履
々

ら
く

せ
き

弾
ぜ
ら
れ
た
の
で
練
習
の
効
は
勿
論
あ
る
が
、
吾
人
は
楽
石
君
と
共
に
天
才
の
賞
讃
を

を
し吝

ま
ぬ
、

樫
村
た
ま
嬢
（
サ
ラ
バ
ン
デ
、
ガ
ボ
ッ
ト
倶
に
バ
ッ
ハ
氏
作
）
撰
科
卒
業
生
だ
、
先

日
卒
業
式
の
際
奏
せ
ら
れ
た
時
に
は
撰
科
生
代
表
者
た
る
に
恥
ぢ
ず
と
饗
め
ら
れ
た

が
、
此
の
日
は
少
々
罷
衆
を
呑
ん
で
か
A

ら
れ
た
や
う
な
態
度
は
大
に
ア
ン
チ
バ
シ
イ

を
惹
起
し
た
、

要
す
る
に
今
回
は
諸
種
の
方
面
か
ら
演
奏
者
が
出
て
唱
歌
の
外
に
三
十
番
四
十
三
人

か

や

う

の
演
奏
者
の
あ
っ
た
の
は
空
前
の
盛
事
だ
、
斯
様
に
大
勢
を
出
し
て
試
業
會
を
公
に
さ

れ
た
の
は
分
敦
場
主
事
並
に
教
授
諸
先
生
の
苦
心
の
結
果
で
感
服
の
至
り
だ
。

（『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
五
年
六
月
五
日
）

第
十
一
回
試
業
穂
會
短
評

桔

梗

生

六
月
一
日
午
後
一
時
よ
り
紳
田
一
ツ
橋
東
京
―
音
楽
學
校
分
敦
場
に
於
て
第
十
一
回
の

試
業
練
會
は
開
か
れ
た
り
男
子
部
八
番
女
子
部
二

十
五
番
純
計
三
十
三
番
別
に
番
外
と

し
て
一
番
の
女
子
唱
歌
を
加
へ
た
り
斯
様
な
多
敷
の
演
奏
故
順
序
の
み
記
す
る
も
容
易

の
事
に
あ
ら
ず
況
ん
や
細
評
を
や
、
い
で
や
之
よ
り
短
評
を
試
み
む

◎
序
開
き
と
し
て
男
生
輩
昔
唱
歌
の
突
貫
は
始
ま
れ
り
原
歌
ソ
ル
ダ
ー
ニ
替
ふ
る
に
突

貫
を
以
て
す
稲
ミ
正
鵠
を
得
た
り
と
雖
も
唱
者
に
今

一
層
の
活
氣
あ
り
し
な
ら
ば
と
思

は
れ
た
り

．．． 

◎
t
o
ア
／
獨
弾
ソ
ナ
テ
ヰ
ナ
、
ク
レ
メ
ン
テ
ヰ
氏
作
は
原
馨
氏
に
因
で
演
奏
せ
ら
れ
た

り
氏
は
可
な
り
長
年
月
間
の
ピ
ア
／
選
科
生
と
聞
き
し
が
此
の
お
面
白
き
曲
を
ミ
ス
テ

ー
ク
澤
山
は
苦
し
か
り
き

．．．．．． 

◎
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
甲
小
幻
想
曲
乙
舞
踊
曲
は
澤
村
寅
次
郎
氏
の
狽
奏
に
し
て
将
来
有
望

の
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ニ
ス
ト
唯
此
の
日
の
演
奏
は
甲
乙
二
つ
共
拍
子
の
餘
り
に
緩
徐
な
り
し

と
伴
奏
の
拙
な
り
し
を
憾
む
。

◎
菰
星
國
冑
氏
の
オ
ル
ガ
ン
春
の
歌
獨
奏
稽
ミ
老
熟
の
域
に
達
せ
ん
と
し
て
未
な
り
営

日
の
曲
は
高
尚
に
過
ぎ
趣
味
を
解
す
る
に
難
な
り
兎
に
角
分
敦
場
中
選
手
の
一
人
た
る

を
見
留
む
勉
強
せ
よ
。

.

.

.

.

.
 

◎
本
居
長
世
氏
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
テ
ヰ
ナ
、
ク
レ
メ
ン
チ
ー
氏
の
猶
弾
に
し
て
比
較
的
彼
の

如
き
難
曲
を
容
易
に
演
じ
了
り
た
り
し
氏
は
確
に
楽
才
あ
る
前
途
有
望
の
一
少
年
な
り

唯
だ
―
つ
の
非
難
を
重
言
せ
ば
氣
取
癖
有
る
は
最
も
注
意
す
べ
き
所
な
り

◎
角
倉
正
道
氏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
別
れ
の
歌
猶
奏
E
A
二
絃
の
ア
ウ
ト
チ
ュ
ン
は
あ
り

た
れ
ど
叉
伴
奏
と
遇
は
ざ
る
虞
も
あ
り
た
れ
ど
意
氣
揚
々
と
や
つ
て
の
け
た
る
に
は
感

服
唯
歌
意
不
現
を
惜
む

．．．．．． 

◎
等
曲
千
鳥
は
例
の
年
の
頃
十
―
二
の
い
た
づ
ら
盛
の
山
本
富
三
郎
氏
出
場
と
共
に
拍

手
を
以
て
向
へ
ら
れ
ぬ
怖
れ
ず
臆
せ
ず
老
練
に
し
て
而
か
も
大
人
的
に
所
謂
ノ
ド
を
廻

す
こ
と
の
巧
み
さ
よ

し
ん
が

・

・

・

・

・

・

◎
男
子
部
殿
り
と
し
て
の
ソ
ロ
イ
ス
ト
菊
池
盛
太
郎
氏
は
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
チ
ナ
、
ク
ー
ラ

ウ
氏
を
猥
弾
せ
ら
れ
た
り
。
氏
は
墜
楽
に
巧
み
に
し
て
最
高
G
幸
日
を
楽
に
出
し
聴
官
の

U

マ
マ
〕

英
敏
を
以
て
鳴
る
と
聞
た
り
ボ
ー
カ
ル
以
上
八
番
何
れ
も
確
に
諸
氏
の
勉
強
の
結
果
は

顕
は
れ
た
り
次
で
直
に
女
子
部
の
演
奏
は
始
れ
り

．．．．．．．．．． 

◎
ピ
ア
ノ
ポ
ル
カ
ニ
人
連
弾
は
目
賀
田
正
代
木
村
ま
す
子
の
二
小
令
嬢
演
奏
拍
子
の
餘
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り
に
遅
か
り
し
を
遺
憾
と
す
れ
ど
選
曲
其
嘗
を
得
た
る
を
謝
す．．．．． 

◎
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
は
計
七
番
中
生
の
最
も
感
服
し
た
る
は
古
澤
き
み
子
の
ア
ン
ダ
ン
テ

ー
な
り
。
疲
想
法
姿
勢
ペ
ダ

ル
等
の
他
生
よ
り
は
遥
に
一
頭
地
を
擢
出
せ
る
を
見
留
め

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

た
り
嬢
に
次
で
は
堀
し
ん
子
あ
り
下
て
須
貝
八
重
子
秋
元
さ
く
子
等
先
づ
末
来
の
オ
ル

ガ
ニ
ス
ト
な
る
べ
し

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

◎
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
獨
奏
一
連
奏
三
に
し
て
島
川
の
ゑ
子
守
屋
あ
づ
ま
子
二
人
の
ミ
ニ

ュ
エ
ッ
ト
最
も
良
し
選
科
卒
業
生
と
い
ふ
樫
村
た
ま
子
幸
田
敦
授
の
伴
奏
に
て
既
に

一

二
回
耳
に
せ
し
ガ
ボ
ッ
テ
と
サ
ラ
バ
ン
デ
ニ
曲
を
演
ぜ
し
が
い
つ
も
な
が
ら
あ
ざ
や
か

な
り
と
言
て
置
く
べ
し

......... 

◎
ピ
ア
ノ
に
て
上
原
せ
つ
渡
邊
き
み
よ
の
ソ
ナ
タ
ニ
人
連
弾
一
の
瑕
瑾
無
く
発
想
も
充

．．．．．．． 

分
に
し
て
能
く
ク
ラ
ウ
ゼ
を
表
現
せ
り
而
し
て
こ
の
校
の
選
手
な
る
上
原
き
せ
柳
田
か

．．．．． 

う
等
も
各
々
腕
を
振
は
れ
た
る
が
分
け
て
石
誹
よ
し
子
の
エ
ン
セ
ン
作
水
車
の
曲
は
満

堂
拍
手
雷
の
如
か
り
し
。．

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

◎
等
は
五
番
の
中
石
田
す
ゞ
角
倉
あ
い
成
澤
柳
見
る
か
ら
可
愛
ら
し
き
花
の
如
き
三
少

女
末
だ
羞
か
し
さ
も
氣
臆
れ
も
知
ら
ぬ
ら
し
き
が
無
邪
氣
に
昔
楽
取
調
掛
調
な
る
榮
ゆ

る
御
代
と
い
ふ
稽
々
短
き
一
節
を
連
奏
せ
し
に
は
聴
衆
唯
に
こ
々
々
然
た
り
し
と
い
ヘ

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

ど
も
金
澤
柔
能
錮
と
青
木
し
げ
子
の
岡
安
砧
は
流
石
は
老
練
な
り
き

◎
唱
歌
四
重
音
甲
緑
陰
吟
リ
ウ
ベ
ル
氏
作
曲
武
島
氏
歌
優
美
に
し
て
高
尚
而
か
も
俗
耳

に
通
じ
其
間
塵
界
を
遠
ざ
か
ら
し
む
乙
―音
楽
ベ
リ
ニ
ー
氏
作
曲
旗
野
氏
作
歌
曲
想
牡
麗

に
し
て
又
歓
喜
の
朕
を
顕
は
す
唯
惜
む
ら
く
は
歌
詞
の
明
瞭
な
ら
ざ
り
し
こ
と
な
り
。

か
く
て
。
午
後
五
時
主
任
小
山
氏
は
立
て
閉
會
を
告
げ
ぬ

余
は
此
慮
に
欄
筆
す
る
に
嘗
り
―
二
の
希
墜
を
述
べ
ん
其
は
各
講
師
諸
君
の
榮
を
謝

す
る
と
同
時
に
以
後
各
科
楽
曲
の
撰
定
に
充
分
の
意
を
用
ゐ
ら
れ
ん
こ
と
を
然
ら
ざ
れ

ば
演
者
の
折
角
の
勉
強
も
罷
者
に
は
楽
曲
の
趣
味
餘
り
に
高
け
れ
ば
之
を
解
す
る
に
困

難
に
し
て
其
の
榮
に
酬
ゆ
る
感
謝
を
表
し
能
は
ざ
れ
ば
な
り

次
は
奏
架
室
な
り
斯
の
如
き
盛
な
る
演
奏
會
を
開
く
に
し
て
は
餘
り
室
の
狭
溢
に
し

て
聘
き
難
く
槃
―
H

日
の
響
き
よ
ろ
し
か
ら
ず
折
角
招
待
に
應
じ

て
来
て
見
れ
ば
室
は
満
ち

て
溢
れ
ん
ば
か
り
怨
を
の
ん
で
空
し
く
饉
る
有
様
な
り
そ
れ
の
み
な
ら
ず
衛
生
上
に
も

少
な
か
ら
ざ
る
害
あ
り
と
思
ふ
帝
133

局
者
よ
以
後
此
の
會
を
催
さ
ん
と
な
ら
ば
上
野
な
る

合

唱

曲

目

報
告

卒
業
證
書
授
呉

校
長
告
僻

文
部
大
臣
演
説

卒
業
生
穂
代
謝
僻

卒

業

式

明
治
三
十
五
年
七
月
五
日
卒
業
式

東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
卒
業
式
順
序

本
校
奏
楽
堂
に
於
て
か
或
は
敦
育
會
堂
等
他
附
近
に
廣
大
な
る
會
堂
は
敷
多
あ
る
べ

し
此
等
専
門
學
者
に
非
さ
る
所
謂
ア
マ
チ
ュ
ー
ア
的
の
一
音
楽
會
は
獨
り
其
の
生
徒
或
は

開
係
者
の
み
に
限
ら
ず
撰
く
社
會
一
般
の
人
に
も
聴
か
せ
度
思
ふ
な
り
上
野
―
音
楽
學
校

に
於
け
る
演
奏
は
各
専
門
家
が
各
自
敏
腕
を
振
て
近
代
欧
洲
楽
の
粋
を
採
て
以
て
其
の

伎
を
競
ふ
所
故
稽
々
偏
の
嫌
な
き
能
は
ず
と
雖
も
之
に
反
し
て
分
敦
場
の
試
業
會
は
昔

楽
普
及
策
の
上
乗
な
る
も
の
と
思
ふ

（『
昔
架
之
友
』
第
二
巻
第
三
号
、
明
治
三
十
五
年
七
月
、
二
七
ー
ニ
八
頁
）

豫

科

修

了

生

其

他

明
治
三
十
五
年
七
月
五
日

（
土
曜
日
）
午
後
三
時
ヨ
リ
施
行
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合 獨 合

愉

き
ら
め
く
星

ピ

ア

ノ

獨

奏

…

…
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〈

唱

（

管

絃

伴

奏
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…

選

ア

リ

ア

（

パ

ウ

ル

ス
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…
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…
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メ

ン

デ

ル

ソ

ン

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
屑、

イ

ド

快
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
•
{
罠
野
十
一

R
東
京
―
音
楽
學
校
卒
業
式
七
月
五
日
午
後
三
時
よ
り
執
行
せ
り
、
文
部
大
臣

以
下
の
臨
場
あ
り
、

證
書
を
授
呉
せ
ら
れ
た
る
は
専
修
部
卒
業
生
中
村
忠
雄
氏

三
上
タ
ケ
氏
二
名
を
初
め
と
し
て
乙
種
師
範
科
卒
業
生
十
四
名
豫
科
修
了
生
―
―

十
四
名
撰
科
修
業
證
明
書
各
種
合
計
三
十
八
名
に
し
て
式
終
り
て
直
ち
に
演
奏

會
を
開
き
績
き
て
茶
話
會
を
催
し
今
學
年
の
修
り
を
告
げ
て
午
後
六
時
頃
散
會

員

及

生

徒

ン

デ

ラ

ン

ク

作

曲

ツ

上
木

郎ン ル

作

曲
コ 夕

作

曲作
歌

作

曲

兒 ウ ケ

居 l

枕ル

認

員

及

生

徒

シ

二

作

曲

中

村

忠

雄ラ

ウ

作

曲

東

儀

哲

郎 歌
作
歌

ァ

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

玉

國

風

…

…

…

…

…

…

…

…

…

i

武

島

又

次

郎

。
フ

ト

作

曲

居

豊

穎

作

歌

ソ

ナ

テ

イ

ナ

（

ク

ー

ラ

ウ

作

曲

）

一

ピ

ア

ノ

連

弾

ー

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

ー
等

ウ

ン

ガ

リ

ッ

シ

ュ

（

ア

ル

マ

ン

ド

作

曲

）

ソ

ナ 松
虫

ー

ピ

ア

ノ

タ

（

デ

ア

ベ

リ

作

曲

）

ワ

ル

ツ

ェ

ル

（

シ

ョ

パ

ン

作

曲

）

（

杉

浦

助

教

授

受

持

）

｛

瀧

野

た

き

ゑ

星

野

つ

ね

（
高
橋
氏
受
持
）
｛
訊
“
汀
〗

ー

オ

ル

ガ

ン

一

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン
モ

ル

ソ

ー

、

リ

リ

ッ

ク

第

九

番

（

メ

ル

ケ

ル

作

曲

）

小

品

一

ピ

ア

ノ

甲

な

き

友

ス

ボ

ア

ブ

作

曲

）

乙

漁

夫

7
メ

ロ

デ

ー

作

曲

一

唱

歌

（

三

重

音

）

明

治

―

―

―

十

五

年

十

一

月

九

日

せ
り
會
場
は
貴
紳
淑
女
を
以
て
充
満
し
た
り
き
。

（『
昔
榮
之
友
』

第
二
巻
第
四
号
、
明
治
三
十
五
年
八
月
、
三
四
頁
）

試
業
演
奏
会

第

十

二

回

試

業

穂

會

順

序
（

田

村

助

教

授

受

持

）

（

櫻

井

氏

受

持

）

（

三

上

氏

受

持

）

（

村

松

氏

受

持

）

（

櫻

井

氏

受

持

）

（

村

松

氏

受

持

）

室

田

き

を

寺

田

薫

浅

弱

千

代

岩

井

な

み

高

折

宮

次

女

生

徒

明
治
三
十
五
年
十
一
月
）

冗
日
午
後
一
時
開
會
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一

ピ

ア

ノ

一

オ

ル

ガ

ン

ソ
ナ
テ
イ
ナ
（
ク
レ
メ
ン
チ
作
曲
）

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ソ
ナ
テ
イ
ナ
（
ク
ー
ラ
ウ
作
曲
）

一

オ

ル

ガ

ン

ー
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ア
ン
ダ
ン
テ
（
モ
ツ
ア
ル
ト
作
曲
）

一
ピ
ア
ノ
連
彊

タ
（
ク
ラ
ウ
ゼ
作
曲
）

（
神
戸
助
教
授
受
持
）

（
天
谷
氏
受
持
）

（
村
松
氏
受
持
）

（
三
上
氏
受
持
）

リ
リ
ッ
シ
ェ
、
ブ
レ
テ
ル
第
一
番
（
メ
ル
ケ
ル
作
曲
）

ソ
ナ
テ
イ
ナ
（
ク
レ
メ
ン
チ
作
曲
）

一

オ

ル

ガ

ン

ソ

ナ 練

習

曲

一
填
國
々
風
（
ハ
イ
ド
ン
作
曲
）

一

ピ

ア

ノ

千

鳥

の

曲

一
等

一

ピ

ア

ノ

進

行

曲

（
前
田
氏
受
持
）

菊
池
盛
太
郎

島

地

あ

っ

（
橘
教
授
受
持
）
｛
上
原
せ
つ

渡

部

君

代

淡

羽

英

秋

元

き

く

原

み

ち

（
今
井
教
授
受
持
）
｛
罰
紐
違
濯

（
田
村
助
教
授
受
持
）

（
能
勢
氏
受
持
）

ス
ウ
ィ
ー
ト
ホ
ー
。
フ
（
ゴ
ル
ト
ス
タ
イ
ン
作
曲
）

細

谷

八

五

（
頼
母
木
助
教
授
受
持
）
一
井
伊
里

萩

原

愛

角

倉

ア

イ

木
田
ア
ド
ル
フ

夕

一
昌ll 

歌

一

ピ

ア

ノ

レ、

ー

オ

ル

ガ

ン

ア
イ
ン
、

ン
ツ
作
曲
）

照
紀
餅
十
一
郎
作
歌

ソ
ナ
テ
イ
ナ
（
ク
ー
ラ
ウ
作
曲
）

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ンメ

ル
ヘ
ン
（
グ
ス
タ
フ
、

タ
ン
ボ
リ
ン
（
ラ
モ
ー
作
曲
）

ソ
ナ
テ
イ
ナ

（ク
ー
ラ
ウ
作
曲
）

東
京
＿
音
楽
學
校
分
敦
場
試
業
會
批
評
(
-
音
楽
の
友
）

十
一
月
九
日
午
後
一
時
開
會
、
第
一
に
は
唱
歌
な
き
友
と
漁
夫
と
は
女
生
徒
に
歌
は

れ
ま
し
た
が
前
座
の
屑
物
中
に
も
稽
ま
し
な
の
が
無
い
と
も
限
ら
な
い
位
の
評
し
か
出

末
ま
す
ま
い
。
次
ぎ
に
櫻
井
ふ
き
子
門
下
の
商
折
宮
次
と
い
ふ
十
ば
か
り
の
黒
い
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
た
少
年
が
平
豪
ピ
ア
ノ
に
か
A

り
小
品
を
滞
り
な
く
奏
し
た
の
は
感
ず
べ

＜
又
愛
ら
し
く
あ
り
ま
し
た
。
浅
朋
千
代
子
は
洋
服
粉
装
に
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
奏
し

た
る
が
昔
律
正
確
に
し
て
ス
タ
イ
ル
よ
く
十
二
三
歳
の
愛
ら
し
き
少
女
な
る
が
大
に
有

望
な
り
、
角
倉
あ
い
、
石
田
す
ゞ
子
に
て
等
曲
松
虫
の
連
弾
あ
り
、
原
み
ち
と
い
ふ
人

は
、
山
根
薔
學
士
考
案
の
改
良
服
を
着
た
少
女
で
ソ
ナ
テ
イ
ナ
（
ク
ウ
ラ
ウ
作
）
を
巧

一

ピ

ア

ノ

一
箪

四

段

砧

帥
田
匿

一
ツ
橋
通
町

（
前
田
氏
受
持
）

（
頼
母
木
助
教
授
受
持
）

ヒ
ル
レ
作
曲
）

（
天
谷
氏
受
持
）

（
橘
教
授
受
持
）

（
杉
浦
助
教
授
受
持
）

吉

原

千

代

東

京

一

音

楽

學

校

分

敦

場

女

生

徒

堀

し

ん

部

角

倉

正

道

1第 篇正大治

山

崎

普

立

．

明

青

木

し

げ

（
今
井
教
授
受
持
）
芦
奥
山
と
し

横
山
千
代
き
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i

佐

藤

誠

賓
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ゼ
ク
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ヴ
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リ
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チ
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ネ
ン
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
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ヴ
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作
曲

職

員

生

徒
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小

證

ル

レ

ル

作

曲

敦

師

ノ‘

イ

ド

リ

ッ

ヒ

ノミ

ウ

ル

ス

生

徒

職柴

員田

生

徒環
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ノ

ヨ

グ：

ン

作

曲

授

橘

絲

重

み
に
や
つ
て
の
け
ま
し
た
。
山
本
富
三
郎
は
今
井
敦
授
の
妹
と
し
子
と
等
曲
（
千
鳥
）

を
合
奏
し
ま
し
た
。
こ
の
日
オ
ル
ガ
ン
は
五
回
ほ
ど
出
ま
し
た
が
、
趣
味
の
分
ら
ぬ
野

生
に
も
木
田
ア
ド
ル
フ
の
、
進
行
曲
と
堀
し
ん
子
の
レ
、
タ
ボ
リ
ン
（
ラ
モ
ー
作
）
の

二
つ
は
面
白
く
聞
き
ま
し
た
よ
、
吉
原
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
テ
イ
ナ
（
ク
ウ
ラ
ウ
作
）
青
木
、

奥
山
、
横
山
三
名
の
第
曲
四
段
砧
、
最
後
の
唱
歌
、
夕
照
（
レ
ン
ツ
作
）
こ
れ
は
こ
の

日
の
大
失
敗
も
の
で
、
天
狗
の
鼻
柱
を
叩
き
折
ら
れ
た
や
う
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
ら

う
。
こ
ん
な
も
の
ば
か
り
聞
か
さ
れ
た
日
に
や
吾
人
は
い
く
ら
素
人
だ
ツ
て
お
た
ま
り

こ
ぼ
し
も
無
い
こ
と
で
す
と
よ
。

（
『
本
邦
洋
築
菱
遷
史
』
四
二
九
頁
）

明
治
―
―
―
十
五
年
十
一
月
十
六
日
第
七
回
定
期
演
奏
会

明
治
三
十
五
年
十
一
月
十
六
日
午
後
一
時
半
開
會

秋
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目
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I. CHORUS: 

AUTUMN CONCERT 
OF THE 

Tokio Academy of Music, 
TO BE HELD AT 

Uyeno Park 
ON 

Sunday November 16th 
35 Meiji (1902) 
AT 1. 30 P. M. 

PART I. 

a. Night, 0 Sacred Night.……• ••……… ••....Chwatal. 
b. Gruss a. d. Fruhling......................... Schumann. 

Students of the Academy. 
Conducted by Mr. Ono. 

II. PIANO SOLO : 

Sechs Variationen in G dur. …………Beethoven. 
Mr. Kobayashi (II year in Instrumental 
Department). 

III. CHORUS : 
a. Russian Folks Song. 

b. Beim Abschied zu Singen. ……………Schumann. 
Students of the Academy. 

IV. VIOLIN WITH PIANO AND ORGAN: 

Hymne an die heilige Cacilia.……………Gounod. 
Miss Koda. 

V. ORGAN SOLO: 苔
a. Adagio........... ;.... •........................ Mendelssohn. 

撰
b. Moderato.............................................. Rinck. 自

Mr. Amaya. "J:< 

VI. BARITONE SOLO, CHORUS AND ORCHESTRA：畠
From "St. Paul."........................... Mendelssohn. 瞬

Mr. Aoki, (Elective) Instructors and Students :::;: 
踪

of the Academy. 

PART II. 

I. ORCHESTRA : 

Symphonie in H moll. (Unvollendet).…Schubert. 
Instructors and Students of the Academy. 

IL PIANO SOLO : 

Ballade in As dur............................... Chopin. 
Miss Tachibana. 

III. MEZZO SOPRANO SOLO WITH ORCHESTRA : 
From "St. Paul."........................... Mendelssohn. 

Miss Shibata, (II. year in Vocal Department). 
Instructors and Students of the Academy. 

IV. PIANO SOLO: 

F antasie.................................. Stephen Heller. 
Prof Heydrich. 

V. CHORUS WITH ORCHESTRA AND ORGAN: 

From" Schopfung."................................. Haydn. 
Instructors and Students of the Academy. 

Conductor : Prof A. Junker. 



澁

谷

馬

頭

た
い

◎
音
楽
學
校
の
秋
季
演
奏
會
は
十
六
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
大
し
た
人
氣
で
開
か
れ

た
。
満
員
の
為
め
玄
開
か
ら
た
ゞ
戻
り
の
人
も
大
分
あ
っ
た
。
場
内
は
立
錐
の
地
な
く

つ
め
か
け
た
が
、
市
の
某
中
學
校
の
某
氏
が
、
我
輩
の
耳
に
口
を
よ
せ
て
『
＿
音
楽
會
を

見
に
来
た
の
サ
』
と
さ
A

や
い
た
通
り
、
見
に
来
た
連
中
が
多
敷
な
の
だ
ら
う
。
我
輩

を
始
め
と
し
て
だ
。

◎
大
島
新
校
長
は
、
確
か
に
渡
邊
前
校
長
よ
り
は
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
の
吹
き
や
う
が
下
手

だ
。
ア
レ
も
一
卜
景
氣
を
付
け
る
ぢ
や
な
い
か
。

◎
青
木
チ
ャ
イ
ル
ド
君
（
日
本
人
だ
よ
）
の
ソ
ロ
は
學
校
で
有
名
な
も
の
な
さ
う
だ

が
、
今
度
の
出
来
は
前
回
い
つ
ぞ
や
の
そ
れ
よ
り
は
引
立
た
な
か
っ
た
。
次
に
柴
田
環

の
君
と
聞
ゆ
る
は
自
轄
車
乗
り
で
名
を
得
た
る
美
人
（
男
子
ぢ
や
な
い
よ
）
の
ソ
ロ
は

其
槃
も
其
態
度
も
無
難
と
云
ふ
べ
し
だ
。
こ
れ
よ
り
上
に
唇
な
い
方
が
御
鴬
人
の
お
た

め
で
す
。

◎
天
谷
講
師
の
オ
ル
ガ
ン
、
腕
は
見
ゆ
る
が
、
イ
ヤ
聞
え
る
が
、
例
に
よ
り
て
引
立
な

い
。
幸
田
敦
授
の
ウ
イ
オ
ロ
ン
は
簡
潔
゜

◎
橘
嬢
の
ピ
ヤ
ノ
獨
奏
を
ハ
イ
ド
リ
ヒ
翁
の
そ
れ
に
較
べ
る
の
は
甚
だ
酷
だ
。
翁
の
妙

手
は
感
心
の
他
は
な
い
と
し
て
、
例
の
目
の
領
分
か
ら
攻
め
立
て
れ
ば
、
矢
張
す
き
ま

が
あ
る
。
顔
を
近
く
鍵
盤
の
上
に
載
せ
て
、
左
か
ら
右
へ
、
右
か
ら
左
へ
、
忙
し
げ
に

せ
い

蚤
と
り
眼
で
見
廻
す
の
は
近
視
眼
の
故
で
も
あ
ら
う
が
、
餘
程
愛
だ
。
翁
の
演
奏
中
に

一
人
う
し
ろ
の
小
洋
琴
に
腰
う
ち
か
け
て
、
餘
念
も
な
く
聞
て
居
た
の
は
ユ
ン
ケ
ル

君
、
無
作
法
も
心
づ
か
な
い
こ
そ
、
め
で
た
け
れ
だ
。

◎
シ
ン
フ
ォ
ニ
は
結
構
な
出
来
。
『
廿
一
回
猛
士
』
の
合
奏
は
ま
づ
い
出
来
。
最
後
の

よ
ろ

合
奏
『
楡
快
』
は
ま
づ
宜
し
い
方
で
あ
ら
う
。
前
回
の
演
奏
會
の
最
後
の
管
絃
楽
は
折

ご

じ

よ

り

ん

し

か

角
の
珍
客
呉
汝
綸
先
生
に
封
し
て
氣
の
毒
に
感
ぜ
ら
れ
た
が
、
併
し
段
々
上
逹
し
て
行

く
の
だ
ら
う
。

◎
ど
う
も
、
折
角
の
名
家
の
傑
作
の
曲
も
、
調
和
し
な
い
歌
詞
を
つ
け
て
歌
つ
て
は
、

い
た
づ
ら

値
打
が
な
く
な
る
。
鳥
居
、
旗
野
、
武
島
諸
先
生
の
金
玉
の
詞
も
、
徒
に
瓦
礫
を
こ

▲
畔
暉
秋
季
演
奏
會
の
ぞ
き

ろ
が
す
や
う
な
ひ
ゞ
き
を
狡
し
て
曲
に
あ
は
な
い
、
此
点
は
我
國
の
昔
榮
會
の
映
点

あ
ざ
け

で
、
西
洋
人
に
、

si

ng
e

の
人
ま
ね
す
る
の
だ
と
嘲
ら
れ
る
原
因
は
、
主
と
し
て
こ
A

に
あ
る
の
だ
と
我
輩
は
信
ず
る
。
或
る
西
洋
人
が
我
國
の
歌
と
し
て
『
高
い
山
か
ら
谷

底
見
れ
ば
』
『
宮
さ
ん
宮
さ
ん
』
等
の
俗
歌
を
紹
介
し
た
。
此
記
事
を
讀
ん
だ
我
輩
は

不
快
の
念
を
起
し
た
け
れ
ど
も
、

賓
際
、
歌
詞
と
歌
曲
と
調
和
し
て
、
人
の
耳
に
深
い

印
象
を
典
へ
る
こ
と
は
『
高
い
山
か
ら
』
『
宮
さ
ん
』
乃
至
『
シ
ノ
ノ
メ
ノ
、
ス
ト
ラ

ィ
キ
』
等
が
『
廿
一
回
猛
士
』
『
楡
快
』
等
の
上
に
出
づ
る
こ
と
敷
十
等
で
あ
る
と
云

は
ね
ば
な
ら
ぬ
で
は
な
い
か
。
『
局
に
嘗
る
者
は
迷
ふ
』
謹
ん
で
、
く
ろ
う
と
諸
君
の

御
一
考
を
煩
は
す
。
（
十
六
日
夜
）

（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
五
年
十
一
月
十
九
日
）

東
京
昔
榮
學
校
秋
季
音
楽
演
奏
會
批
評
(
-
音
楽
の
友
）

十
一
月
十
五
、
十
六
日
雨
日
午
後
一
時
半
開
會
に
て
滴
員
の
盛
況
は
例
年
を
優
る
こ

と
幾
十
等
、
今
そ
の
演
奏
曲
目
の
順
序
に
よ
っ
て
一
般
の
評
判
を
記
さ
ん
と
は
す
る
な

り
合
唱
、
甲
種
師
範
科
第
二
年
生
と
本
科
第
一
年
生
と
の
聯
合
に
し
て
去
年
九
月
入
學

の
學
生
、
そ
れ
を
指
揮
せ
し
は
同
じ
く
去
年
九
月
よ
り
本
校
に
敦
鞭
を
振
ら
る
A

多
梅

稚
な
り
い
で
や
悪
評
を
聞
か
さ
む
、
元
来
こ
の
曲
は
既
に
聞
き
古
し
た
る
藷
式
の
燒
き

も
直
さ
ぬ
そ
の
ま
A

に
て
作
者
ク
オ
ー
タ
ル
と
あ
り
し
は
恐
ら
く
シ
ュ
ア
タ
ル
の
誤
り

な
る
べ
し
、
そ
の
演
奏
は
如
何
に
熟
逹
し
た
り
や
定
め
て
御
手
の
も
の
な
ら
ん
と
思
ひ

し
が
古
き
曲
と
い
へ
極
め
て
容
易
な
ら
ざ
る
曲
と
見
え
て
随
分
聰
者
の
耳
を
苦
し
め
た

り
き
、
去
年
新
参
の
學
生
と
し
て
は
或
は
重
荷
に
過
ぐ
る
に
は
非
ざ
り
し
か
就
中
ソ
。
フ

ラ
ノ
の
哀
れ
な
る
槃
は
如
何
に
聘
者
の
手
に
汗
を
握
ら
せ
し
か
、
さ
て
も
あ
ら
ん
之
れ

は
前
座
に
て
侯
ふ
も
の
を
と
誰
や
ら
の
小
槃
゜

次
に
可
愛
ら
し
き
小
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
獨
奏
ゼ
ク
ス
バ
リ
ア
チ
オ
ネ
ン
と
い
ふ
曲
に
て

作
者
は
本
誌
口
鎗
に
て
御
名
じ
み
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
い
ふ
名
家
、
而
し
て
小
ピ
ア

ニ
ス
ト
は
例
の
小
林
證
な
り
。
相
愛
ら
ず
小
さ
き
が
故
に
可
愛
ら
し
く
見
ゆ
る
そ
の
柔

か
な
る
手
に
て
例
の
自
由
自
在
な
る
演
奏
の
妙
味
は
蓋
し
校
中
の
呼
び
も
の
な
る
べ
し
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幸
田
延
子
の
門
下
に
は
た
し
て
こ
の
怜
才
あ
り
、
小
林
！
は
今
瀧
も
聞
き
つ
見
つ
そ
の

狡
逹
の
著
し
き
に
は
感
服
の
筈
に
て
将
来
大
に
有
望
の
評
多
し
、
幸
に
自
愛
し
て
い
よ

い
よ
怠
る
こ
と
あ
る
可
ら
ず
と
な
ん
、
次
は
合
唱
霜
の
あ
し
た
、
こ
れ
は
毎
年
必
ず
聞

か
さ
る
A

曲
な
り
或
は
會
歌
と
も
い
ふ
の
に
や
、
流
石
上
出
来
に
て
難
ず
る
と
こ
ろ
を

知
ら
ざ
り
き
人
生
と
い
ふ
歌
は
新
曲
な
る
べ
し
と
は
い
へ
素
人
は
先
つ
感
服
せ
ざ
ら

ん
、
諸
分
困
難
な
る
べ
き
筈
の
曲
な
る
を
必
死
と
勉
め
た
る
者
も
あ
り
し
と
見
え
て
吾

人
は
左
の
み
不
可
の
貼
を
聞
き
出
し
得
ざ
り
き
、
次
は
大
愛
な
る
も
の
な
り
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
幸
田
延
子
、
ピ
ア
ノ
は
ユ
ン
ケ
ル
敦
師
、
オ
ル
ガ
ン
は
ペ
リ
ー
敦
師
の
伴
奏
に

こ
れ
に
は
只
感
服
の
外
に
い
ふ
虞
を
知
ら
ず
、
或
人
口
に
袖
を
嘗
て
微
か
に
日
く
お
延

様
に
は
お
茶
の
子
賽
々
の
曲
で
す
も
の
を
難
く
せ
の
つ
け
や
う
が
無
い
筈
で
す
今
度

は
コ
ン
サ
ル
ト
か
何
か
久
し
ぶ
り
で
大
物
に
力
瘤
入
れ
て
聘
か
し
て
戴
き
度
い
の
よ

待
っ
て
ま
す
か
ら
ね
、
時
に
そ
の
竪
を
制
し
て
い
ふ
者
あ
り
、
兎
角
大
家
は
罷
衆
を

安
く
見
積
つ
て
易
き
も
の
の
骨
の
折
れ
な
い
も
の
で
ま
け
と
い
て
呉
れ
る
か
ら
ひ
ど

、。＞
 次

は
オ
ル
ガ
ン
猶
奏
に
て
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
の
ア
ダ
ヂ
オ
ト
リ
ン
ク
の
モ
デ
ラ
ー
ト

二
曲
な
り
。
奏
者
は
有
名
な
る
、
天
谷
秀
に
て
＿
音
の
ひ
き
立
た
ざ
る
は
オ
ル
ガ
ン
の
常

な
が
ら
、
兎
角
聞
き
ば
え
の
せ
ざ
る
は
、
あ
た
ら
骨
折
る
甲
斐
の
知
ら
れ
ざ
る
こ
そ
返

す
／
＼
も
口
惜
し
け
れ
、
次
は
第
一
部
の
終
り
の
獨
奏
合
唱
管
絃
合
奏
と
仰
々
し
き
見

出
し
に
て
廿
一
回
猛
士
と
て
も
鹿
爪
ら
し
く
看
板
を
掲
げ
ら
れ
た
る
ま
で
は
質
に
立
派

な
り
、
一
歩
進
ん
で
伴
奏
の
楽
士
に
お
ツ
取
り
捲
か
れ
て
一
人
ッ
ク
ネ
ン
と
屹
立
す
る

不
動
尊
は
例
の
青
木
は
じ
め
に
て
す
べ
て
の
出
で
立
ち
道
具
建
で
は
甚
豪
批
に
し
て
先

づ
人
目
を
驚
か
し
め
た
り
き
、
然
る
に
之
れ
は
音
楽
の
狡
達
し
た
る
故
か
、

ー
音
楽
を
聞

く
に
は
あ
ら
で
見
る
と
い
ふ
も
の
な
り
と
い
ふ
人
あ
り
、
そ
は
何
故
ぞ
と
な
じ
れ
は
乃

ち
答
へ
て
日
く
が
妙
な
れ
ば
こ
A

に
紹
介
せ
ん
に
、
ソ
ロ
は
本
校
に
て
名
高
き
病
人
で

は
無
い
、
名
人
な
る
青
木
兒
が
層
一
層
の
勉
強
を
以
て
、
流
暢
優
麗
な
る
槃
に
て
先
づ

歌
ひ
出
で
し
が
、
如
何
に
せ
ん
曲
と
歌
と
は
全
然
絶
劉
的
に
一
致
せ
ず
、
こ
れ
は
作
者

が
あ
ま
り
吾
が
田
の
水
を
の
み
澄
ま
し
て
増
さ
ん
と
せ
し
故
に
や
吾
が
身
を
の
み
飾
ら

ん
と
せ
し
に
や
立
派
な
る
べ
き
曲
に
て
不
立
派
な
る
釣
り
合
ひ
の
歌
詞
に
て
聘
衆
の
退

屈
す
る
よ
り
は
之
を
立
派
に
聘
か
し
め
ん
と
勉
め
し
青
木
兒
の
身
よ
り
萬
朋
の
熱
汗
の

流
れ
た
る
氣
の
毒
さ
に
は
轄
た
同
情
を
寄
せ
し
人
も
あ
り
つ
ら
ん
、
し
か
も
其
歌
た
る

や
演
奏
時
日
に
接
迫
し
て
初
め
て
見
る
を
得
た
る
俄
作
り
の
責
め
塞
げ
然
た
り
し
は
獨

り
こ
の
作
者
の
持
病
と
し
て
人
々
の
大
に
氣
遣
ふ
と
こ
ろ
な
り
と
い
ふ
。

ュ
ン
ケ
ル
日
＜
ソ
ロ
の
と
こ
ろ
だ
け
は
英
語
の
ま
A

に
せ
ば
や
、
傍
よ
り
或
人
口
を

さ
し
は
さ
ん
で
如
何
に
内
地
雑
居
の
世
な
れ
ば
と
て
そ
れ
ば
か
り
は
な
ど
と
い
ふ
人
あ

り
し
も
こ
と
に
お
か
し
か
り
き
と
ぞ
。

第
二
部
管
絃
合
奏
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
に
し
て
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
と
い
は
れ
し
人
の
作
な

り
、
こ
れ
は
本
會
掌
日
の
呼
び
物
に
し
て
指
揮
者
た
る
ユ
ン
ケ
ル
敦
師
は
平
素
よ
り
既

に
全
力
を
集
中
し
て
敦
導
し
た
る
も
の
な
り
と
い
は
れ
し
が
、
成
る
程
こ
れ
は
立
派
な

る
演
奏
な
り
き
、
例
の
舞
踏
的
コ
ン
タ
ク
ト
に
一
層
の
興
味
添
へ
て
聘
衆
は
思
は
ず
微

笑
を
洩
ら
し
て
渦
足
の
意
を
表
は
し
ぬ
、
平
素
の
練
習
研
鑽
そ
の
苦
榮
察
す
る
に
餘
り

あ
り
嘗
日
諸
氏
が
背
上
に
出
で
し
汗
の
量
と
熱
と
を
ば
か
り
度
か
り
し
が
如
し
、
此
曲

は
作
者
が
中
途
ま
で
作
り
て
未
だ
充
分
の
成
功
を
見
ざ
る
に
三
十
餘
歳
の
身
を
以
て
世

を
早
う
し
た
る
も
の
そ
の
傑
作
中
の
一
節
な
る
べ
し
、
さ
れ
ば
曲
の
よ
き
と
こ
ろ
へ

揚
て
加
へ
て
嘗
日
の
全
力
を
集
中
し
た
る
こ
と
な
れ
ば
恐
ら
く
は
完
全
に
近
か
る
べ

し。
次
に
は
竹
柏
園
の
八
佳
人
の
中
の
ひ
と
り
と
い
ふ
な
る
橘
の
絲
重
子
が
日
頃
埋
木
の

か
ひ
な
き
名
を
ば
今
日
こ
そ
知
ら
さ
め
と
の
出
で
立
ち
け
な
げ
に
、
腕
に
捻
り
か
け

て
、
身
は
か
よ
は
き
婦
人
に
て
あ
り
な
が
ら
此
の
難
曲
を
奏
す
る
こ
と
元
よ
り
彼
の
御

手
な
み
に
は
左
ほ
ど
に
も
覺
し
召
さ
れ
ざ
ら
ん
な
れ
ど
吾
人
の
目
よ
り
は
稽
々
重
荷
の

感
無
き
こ
と
能
は
ず
、
彼
が
苦
し
ん
で
こ
の
難
曲
に
献
じ
ら
れ
た
る
精
紳
は
吾
人
の
等

し
く
謝
意
を
表
す
べ
き
と
こ
ろ
な
り
、

賞
は
吾
人
は
か
A

る
大
曲
を
褒
貶
す
る
の
眼
識

な
き
を
趾
づ
る
の
み
徒
ら
に
文
筆
を
弄
し
て
名
玉
に
瑾
を
附
く
る
は
本
意
に
非
ず
、
お

ほ
け
な
く
も
拝
聰
し
た
る
嬉
し
さ
は
、
返
す
／
＼
も
吾
人
を
完
全
な
る
睦
衆
と
見
上
げ

て
自
ら
苦
し
ん
で
貢
献
せ
ら
れ
し
そ
の
誠
意
を
謝
す
る
の
み
一
黙
の
欠
虞
を
摘
む
こ
と

も
能
は
ざ
る
な
り
、
か
A

る
難
曲
を
難
と
せ
ず
し
て
狡
想
も
頗
る
鴬
を
得
、
極
め
て
巧

妙
に
、
行
く
雲
も
足
を
停
め
つ
べ
く
梁
の
塵
も
動
き
ぬ
ら
ん
、
ピ
ア
ノ
の
わ
た
り
に
小

さ
き
花
の
そ
び
ら
に
生
ひ
た
る
稚
兒
が
上
に
下
に
さ
ま
よ
ひ
い
ざ
よ
ひ
、
あ
こ
が
れ
て

聞
き
悦
る
、
ミ
ュ
ー
ズ
の
誹
の
今
は
何
虞
に
か
な
ど
思
は
れ
て
い
と
あ
で
や
か
に
た
ふ
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と

し

と

こ

そ

思

ひ

つ

れ

、

ま

こ

と

に

師

匠

ケ

ー

ベ

ル

博

士

的

の

撰

曲

に

し

て

指

づ

か

ひ

も

猿

想

も

頗

る

努

髯

た

る

も

の

あ

り

、

吾

人

は

彼

に

安

く

見

積

ら

れ

ず

し

て

此

大

曲

に

拝

聰

し

得

た

る

を

喜

ぶ

の

餘

り

に

只

だ

賞

讃

の

言

葉

の

み

を

蚊

べ

ぬ

、

さ

れ

ど

物

皆

一

得

一

失

一

長

一

短

あ

る

は

免

れ

難

き

習

ひ

に

し

て

一

言

注

意

し

た

き

こ

と

あ

り

、

他

の

義

に

あ

ら

ず

演

奏

終

り

て

楽

屋

へ

退

く

時

に

譜

ま

く

り

に

雇

は

れ

た

り

し

人

と

共

に

チ

ョ

コ

／

＼

と

小

走

り

し

て

入

ら

れ

た

る

は

稽

々

人

格

に

障

る

こ

と

か

と

思

ふ

は

酷

か

、

彼

は

既

に

吾

人

が

大

家

と

し

て

蚊

べ

立

て

た

る

一

人

に

て

お

は

し

ま

け

る

に

、

大

家

と

も

い

は

る

A
程

の

人

が

身

の

動

作

を

も

可

愛

ら

し

き

乙

女

ご

A
ろ

に

ま

か

せ

て

安

う

も

保

ち

給

ふ

と

て

は

其

の

聞

こ

え

必

ず

よ

ろ

し

か

ら

ざ

る

こ

と

に

て

候

ふ

よ

但

し

曲

は

バ

ラ

ー

デ

と

名

つ

け

ら

れ

ぬ

、

次

は

狽

唱

管

絃

合

奏

。

ハ

ウ

ル

ス

と

い

ふ

曲

に

て

メ

ン

デ

ル

ゾ

ー

ン

の

作

曲

な

り

、

ソ

ロ

の

名

手

は

そ

も

誰

ぞ

、

遠

か

ら

ん

者

は

幸

日

に

も

聞

き

ぬ

近

か

ら

ん

者

は

目

に

も

見

よ

、

女

學

生

の

サ

イ

ク

リ

ス

ト

の

元

祖

と

も

い

ふ

べ

き

自

轄

車

乗

り

の

名

手

に

て

女

子

嗜

輪

會

の

幹

事

と

や

ら

に

推

さ

れ

た

る

女

子

に

し

て

姓

を

柴

田

、

名

を

環

と

呼

ば

る

A
佳

人

な

り

、

こ

の

少

女

が

花

の

如

き

唇

を

洩

る

A
ソ

ロ

の

ひ

び

き

に

有

頂

天

外

に

飛

び

去

ら

ん

と

す

る

者

幾

何

ぞ

、

青

木

兒

は

男

子

の

看

板

役

、

柴

田

環

の

君

は

女

子

部

の

か

ゞ

み

と

人

お

の

づ

か

ら

其

長

虞

に

服

し

て

貶

す

と

こ

ろ

を

辮

へ

ず

、

悪

評

好

き

の

口

わ

ろ

き

も

の

も

此

の

二

人

の

み

は

番

外

に

譲

れ

る

が

如

し

、

兎

角

少

女

は

愛

嬌

あ

り

て

可

愛

が

ら

る

A
も

の

な

れ

ば

吾

人

は

そ

の

尻

に

つ

い

て

雷

同

せ

ず

、

大

に

賞

揚

し

て

将

来

有

望

の

言

を

惜

ま

ざ

る

と

共

に

氣

取

り

方

未

だ

子

供

ら

し

き

慮

あ

り

て

音

色

、

狡

想

等

悉

く

大

人

ら

し

き

に

ひ

と

り

其

身

を

ゆ

す

る

こ

と

は

猶

ほ

名

玉

の

瑾

か

、

初

舞

憂

の

上

出

来

も

伴

奏

の

為

に

槃

を

奪

ひ

消

さ

る

A
の

虞

れ

あ

り

し

は

遺

憾

な

り

き

、

之

れ

寧

ろ

彼

の

責

め

に

非

ず

し

て

伴

楽

士

の

大

に

注

意

す

べ

き

こ

と

な

る

ぺ

し

、

さ

て

も

次

ぎ

に

は

、

ピ

ア

ノ

の

獨

奏

フ

ァ

ン

タ

ヂ

ー

こ

れ

は

ヘ

ル

レ

ル

と

い

ふ

人

の

作

に

て

此

間

来

朝

せ

ら

れ

し

敦

師

ハ

イ

ド

リ

ッ

ヒ

が

演

奏

せ

ら

れ

た

る

も

の

、

讀

賣

新

聞

に

評

し

て

日

く

、

『

翁

の

妙

手

は

感

心

の

外

は

無

い

と

し

て

例

の

目

の

領

分

か

ら

改

め

立

て

れ

ば

矢

張

り

隙

き

間

が

あ

る

、

顔

を

近

く

鍵

盤

の

上

に

載

せ

て

左

か

ら

右

へ

、

右

か

ら

左

へ

忙

し

げ

に

蚤

と

り

眼

で

見

廻

す

の

は

近

視

眼

の

故

で

も

あ

ら

う

が

餘

程

菱

だ

翁

の

演

奏

中

に

一

人

う

し

ろ

の

小

洋

琴

に

腰

う

ち

か

け

て

餘

念

も

な

く

聞

い

て

居

た

の

は

ユ

ン

ケ

ル

君

、

無

作

法

も

心

づ

か

な

い

こ

そ

目

出

度

け

れ

だ

』

、

と

の

言

な

一

、

獨

唱

一

、

合

唱

第

明
治
三
十
六
年
三
月
八
日

部
学
友
会
演
奏
会

明
治
三
十
六
年
―
―
一
月
八
日
午
後
一
時
開
會

大

會

一
音
楽
演
奏
曲

目

告

げ

よ

、

何

の

為

め

ぞ

、

（

露

語

）

…

…

…

…

…

…

ア

レ

ク

サ

ン

ド

ル

、

ザ

ン

デ

ル

、

會

員

中

島

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

Sona

ti

ne

…………………………·………•…

•Kuhlau

. 
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員
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長

世

Si
l
c
h
e
r
.

作

曲

甲

、

大

塔

宮

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

黒

川

員

頼

氏

作

歌

Si
lcher
.
 

乙

、

領

巾

磨

嶺

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

鳥

居

作

曲

枕

氏

作

歌

會

り

、

彼

は

近

視

眼

に

あ

ら

ず

遠

視

眼

な

る

こ

と

評

者

の

御

眼

鏡

違

ひ

と

い

ふ

べ

き

も

の

也

あ

A
名

人

こ

れ

知

る

の

み

、

最

後

に

、

合

唱

管

絃

伴

奏

（

オ

ル

ガ

ン

）

楡

快

節

に

あ

ら

ぬ

楡

快

と

い

ふ

歌

な

り

、

ハ

イ

ド

ン

の

作

に

て

天

地

開

闊

の

曲

（

バ

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

）

の

一

節

な

り

、

極

め

て

賑

か

な

る

曲

に

し

て

有

名

の

も

の

な

り

、

既

に

人

の

よ

く

知

れ

る

筈

に

し

て

可

な

り

の

上

出

来

な

り

き

。

上

手

に

て

長

き

は

よ

け

れ

ど

も

、

へ

の

字

に

て

長

き

は

あ

し

か

り

な

ん

、

へ

た

の

長

談

講

義

ほ

ど

聞

き

苦

し

き

は

非

ず

と

い

へ

ば

先

づ

こ

A
に

お

ほ

か

た

に

て

筆

を

措

く

べ

し

、

生

徒

の

増

加

と

共

に

入

場

券

の

多

く

出

つ

る

故

に

満

員

の

窮

屈

な

る

も

一

入

の

景

氣

に

て

愈

々

頼

母

し

か

り

け

り

。

（
『
本
邦
洋
榮
愛
遷
史
』
四
二
五

l
四
二
九
頁
）

東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會

員

明治31年～45年8月(1898~1912)



一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

林

a
.
 
Gondell

ied•

………………………………

·:Mendelssohn

. 

一
、
合
唱

一
、
等

一
、
合
唱

一
、
獨

．
 

ヽ

唱

第

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

部

會

村金
山

勢

松

韻

氏

作

曲

都
の
春
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

｛鍋

島

侯

爵

氏

作

歌

S
c
h
u
m
a
n
n
.

作
曲

甲
、
夢
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
佐
藤
誠
寅
氏
作
歌

W
e
b
e
r
.

作
曲

乙
、
吹
く
風
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
黒
川
員
頼
氏
作
歌

會 會

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏．

 

S
o
n
a
ta
 m
 F
…
·
…
•
•
•
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
マ
f
o

z
a
r
t
.

甲
、
松
の
深
雪
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

{S
c
h
u
b
e
r
t.

乙
、
嗚
呼
赤
心
愛
國
の
士
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
も

會 會 會 會 會

員

小

膿

會

員

員員

作
曲

員 員

員

員
員

澤田

居

沈

氏

作

歌

會 高 柴

A
ri
a
 f
r
o
m
 O
b
e
r
o
n
.
 "T

r
a
u
e
 m
ei
n
 H
e
r
z
"
…
…
W
e
b
e
r.
 

古 天

橋
田

澤

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

S
o
n
a
ta
 in
 E
m
a
,
 op
 1
4
.
 (

F
irs
t
 mo
v
e
m
e
n
t) 
... B
e
e
th
o
v
e
n
.
 み

いや
す
の 員

と

よ
瑕

き

み

東

儀

哲

三

郎

Sona

ti
na

…••••…•••…•••••••…………………

•Wohl

fa
hrt. 

オ
ル
ガ
ン
獨
奏

F
a
n
ta
isie
 in
 E
 flat
 m
aj
o
r
…
…
…
…
…
…
…
…
C
.
 Fr

a
n
c
k
.
 

野

あ

vヽ

明

治

三

十

六

年

三

月

十

五

日

一
、
合
唱

b
.
 
S
pi
nnlied•

…………………………………

Mendelssohn

. 

亡

友

を

懐

ふ

S
c
h
u
m
a
n
n
.

作
曲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
i
鳥
居
枕
氏
作
歌

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
連
奏

S
o
n
a
ta
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
H
a
n
d
el. 

l

、
ピ
ア
ノ
獨
奏

S
o
n
a
ta
 in
 G
m
a
,
 op
.
 

1

9

 
(
1
.
 

m
o
v
e
m
e
n
t) 
...... B
e
e
th
o
v
e
n
.
 

日
日n
 

會

Ad

ieu•

…………………………………………

Schuber

t. 

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

S
o
n
a
ta
 p
a
th
e
tiq
u
e
 in
 C
m
i,
 op
 1
3
.
 

(
L
a
s
t
 mo
v
e
m
e
n
t
)
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
B
e
e
th
o
v
e
n
 

C
h
e
r
u
b
in
i.

作
曲

橘
の
薫
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
鳥
居
枕
氏
作
歌

n
ー
ラ
ス

▲

日

曜

の

昔

榮

學

校

の

演

奏

會

は

面

白

か

っ

た

の

よ

合

唱

は

好

か

っ

た

け

ど

、

時

々

愛

ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン

な

所

が

あ

っ

た

の

胡

弓

の

ソ

ロ

は

何

だ

か

ね

！

獨

唱

も

獨

奏

も

皆

よ

か

っ

た

わ

、

其

ピ

ア

ノ

内

古

澤

き

み

子

さ

ん

の

風

琴

と

高

橋

と

よ

子

さ

ん

の

洋

琴

は

よ

か

っ

た

て

姉

さ

ん

も

云

つ

て

居

て

よ

、

本

居

さ

ん

も

近

頃

手

を

上

げ

た

の

ね

フ

ラ

ウ

柴

田

環

さ

ん

も

矢

張

り

よ

、

前

田

さ

ん

も

そ

う

よ

、

橘

の

薫

は

相

か

は

ら

ず

面

白

か

っ

た

の

（

く

ま

子

）

（『讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
六
年
三
月
十
一
日
）

〔

批

評

は

一

四

二

頁

の

「

柴

界

の

半

歳

」

も

参

照

の

こ

と

。

〕

一
、
獨

一
、
獨
唱

山

勢

松

韻

慰

労

音

楽

会

會

員

田

中

や

そ

會

員

會

員

吉 栗

員

川

や

ま

原

き

ん

特

別

會

員

前

田

襄

子

特

別

會

員

天

野

初

子

會

員

中

島

六

郎
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プ
レ
ェ
リ
ュ
ヂ
ュ
ム
、
ウ
ン
ト
、

第

合

唱 松
竹
梅
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

甲
、
霜
の
且
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
ボ
ヘ
ミ

旗

野

十

一

シ

ュ

ー

マ

ン

作

曲

乙
、
人
生
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
武
島
又
次
郎
作
歌

ピ
ア
ノ
獨
奏

丙
、
形
見
の
刀
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
い
い
ユ

ヽ
紳

リ
ゴ
レ
ッ
ト
ー
、

オ
ル
ガ
ン
獨
奏

ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏

曲 新

晒

等
残

月

尺
八

等

第

部
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
…
…
…
…
…
リ

演

奏

曲

目

部

フ
ォ
ン
、
コ
イ
ベ
ル

ア
ウ
グ
ス
ト
、
ユ
ン
ケ
ル

フ
ー
ガ
…
…
バ

ノ‘

作
曲

齋

藤

左

右

田

ス

ツ

作
曲

戸

絢

ッ
ク
作
曲

枕

作

歌

ヤ

氏

郎

作

歌

胡三等

津

橋山町會

勾室田

常保杉

調嘉勢員

弓絃

三等

絃

高今

橋井

清慶

章松

木

童

み
や
こ
の
春
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
山
勢
松
韻
作
曲

侯

爵

鍋

島

直

大

作

歌

荒

古

會

員

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

◎
本
月
十
五
日
午
后
一
時
よ
り
上
野
音
楽
學
校
に
於
て
元
仝
校
敦
授
山
勢
松

韻
氏
の
為
め
に
、
仝
校
の
職
員
生
徒
一
同
猿
起
者
と
な
り
慰
笏
音
楽
會
を
開
か

れ
た
り
、
其
趣
意
書
及
ひ
曲
目
は
左
の
如
し
。

趣

意

書

元
東
京
―音
楽
學
校
敦
授
山
勢
松
韻
君
は
、
山
田
流
の
大
家
、
等
曲
の
名
手

た
る
は
、
夙
に
諸
賢
の
熟
知
せ
ら
る
A

所
な
り
。
明
治
十
三
年
文
部
省
創

め
て
一
音
楽
取
調
掛
を
設
け
ら
れ
、
翌
十
三
年
春
エ
ル
、
ダ
ブ
リ
ュ
ー
、
メ

ー
ソ
ン
氏
聘
に
應
じ
て
来
朝
す
る
や
、
君
直
に
氏
を
其
官
含
に
訪
ひ
、
東

西
の
名
家
一
堂
に
會
し
、
互
に
胸
襟
を
披
き
＿
音
楽
の
玄
妙
を
談
ず
。
両
後

相
訪
ひ
相
答
へ
、
交
日
に
温
に
、
情
月
に
和
き
、
故
薔
知
己
も
亦
習
な
ら

ざ
る
の
観
あ
り
き
。
同
年
六
月
以
来
、
君
同
掛
に
在
り
て
専
ら
一
音
楽
の
取

調
に
従
事
す
。
其
功
績
一
々
枚
皐
に
追
あ
ら
ず
と
雖
も
、
試
に
重
要
の
者

ニ
―
―
ー
を
摘
皐
せ
ん
か
、
東
酉
音
律
の
比
較
、
歌
詞
楽
曲
の
調
和
、
等
曲
集

編
纂
、
楽
譜
弾
奏
法
等
是
な
り
、
明
治
三
十
三
年
一
月
君
病
に
よ
り
休
職

を
命
ぜ
ら
る
。

質
に
君
の
職
に
我
が
校
に
在
る
こ
と
二
十
有
四
年
、
又
頗

る
久
遠
な
り
と
謂
ふ
べ
し
、
今
や
君
の
休
職
満
期
に
接
す
。
我
が
校
職
員

生
徒
、
君
が
多
年
の
功
努
を
欽
慕
し
、
普
く
江
湖
諸
賢
の
賛
成
を
得
て
、

絃
に
一
の
音
楽
演
奏
會
を
催
し
、
其
収
入
を
畢
げ
て
君
に
一
箇
の
紀
念
品

を
贈
ら
ん
と
欲
す
。
江
湖
同
感
の
諸
賢
、
生
等
の
徹
衷
を
諒
せ
ら
れ
、
翼

管
絃
合
奏

ソ
ナ
タ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ル
ー
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
作
曲

（『
昔
榮
遊
戯
界
』
第

一
巻
第
三
号
、
明
治
三
十
六
年
三
月
、
三

0
頁

）
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△
＿
音
楽
の
友
に
掲
げ
ら
れ
た
批
評
そ
の
ま
A

を
掲
載
す
る
。

（
甲
）
の
霜
の
旦
は
生
徒
一
同
に
も
曲
の
趣
味
を
了
解
さ
れ
た
。
（
乙
）
の
人
生
の
曲
は

不
感
服
、
特
に
男
竪
の

二
部
が
フ
ラ
フ
ラ
し
て
ゐ
る
。
（
丙
）
は
先
づ
普
通
の
出
来
で
あ

る
9

ピ
ア
ノ
猶
奏
、
多
少
の
間
違
ひ
は
有
っ
た
に
せ
よ
、
こ
の
大
曲
を
女
の
身
で
と

は
、
只
管
感
服
の
外
が
な
い
。

一
音
楽
學
校
女
敦
師
中
で
は
例
の
な
い
上
出
来
で
あ
る
。

オ
ル
ガ
ン
猥
奏
、
上
出
来
。
島
崎
教
授
の
相
績
は
こ
れ
で
安
心
。
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
合
奏
は
批
難
の
黙
を
求
む
る
に
苦
し
む
。
管
絃
架
合
奏
、
時
々
不
ぞ
ろ
へ
の
所
も

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
六
年
三
月
十
七
日
）

●
東
京
音
楽
學
校
＿
音
楽
會

一
昨
日
午
後
一
時
よ
り
同
校
等
科
の
敦
授
た
り
し
山
勢

松
韻
氏
の
名
春
表
彰
の
為
め
開
催
せ
ら
る
雨
天
に
拘
ら
ず
来
會
者
は
績
々
詰
掛
け
満
場

立
錐
の
地
な
き
迄
の
盛
會
に
て
演
奏
の
各
曲
は
奏
手
執
れ
も
巧
妙
に
し
て
喝
采
を
博
し

た
る
が
中
に
も
今
井
慶
松
氏
の
等

（新
晒
）
は
等
曲
に
一
新
機
軸
を
出
し
た
る
が
如
く

節
調
幽
悠
最
も
面
白
く
聰
か
れ
た
り

（『
毎
日
新
聞
』
明
治
三
十
六
年
三
月
十
一
日
）

は
く
は
賛
成
の
榮
を
賜
は
ら
ん
こ
と
を

明
治
三
十
六
年
―
―
―
月

東
京
―
音
楽
學
校
職
員
生
徒
一
同

（
『
昔
架
遊
戯
界
』
第
一
巻
第
三
号
、
明
治
三
十
六
年
三
月
、
二
九
i
三

0
頁）

●
山
勢
松
韻
翁
と
紀
念
―
音
楽
會
元
東
京
昔
楽
學
校
敦
授
山
勢
松
韻
翁
が
第

曲
の
名
手
に
し
て
山
田
流
の
大
家
た
る
こ

と
は
夙
に
世
人
の
知
る
所
な
る
が
翁

さ
き

は
二
十
餘
年
の
久
し
き
間
同
校
の
敦
授
た
り
し
も
盤
に
病
の
為
め
に
休
職
を
命

ぜ
ら
れ
本
年
は
其
休
職
満
期
と
な
る
に
付
き
職
員
生
徒
一
同
来
る
十
五
日
午
後

一
時
よ
り
同
校
内
に
紀
念
―
音
楽
會
を
催
し
其
牧
入
を
投
じ
て
一

の
紀
念
品
を
翁

に
贈
呈
す
る
筈
な
り
と
云
ふ

オ

ル

ガ

ン

獨

奏

ピ

ア

ノ

聯

弾

合 等

ソ

ナ

タ

召牙

衣

ハ

ウ

。

フ

ト

マ

ン

作

曲

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

i

鳥

居

枕

作

歌

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

富

士

の

巻

狩

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
鳥

居

枕

作

歌

唱

岡

康

砧

第

報

告

卒

業

證

書

授

奥

校

長

告

辮

文
部
大
臣
演
説

卒
業
生
穂
代
謝
辮

第

村

田

イ

ラ

ウ

ゼ

作

曲

甲

種

師

範

科

卒

業

生

｛

厨

”

い

5

部 部

あ
っ
た
が
兎
に
角
大
仕
掛
の
も
の
を
よ
く
纏
め
た
。

青

木

茂

（『
本
邦
洋
楽
雙
遷
史
』
、
四
三
五
頁
）

明
治
三
十
六
年
三
月
三
十
日
甲
種
師
範
科
卒
業
式

明
治
三
十
六
年
三
月
三
十
日
（
月
曜
日
）
午
後
三
時
畢
行

卒

業

證

書

授

輿

式

順

序

東

京

音

楽

學

校

選
科
卒
業
生

甲
種
師
範
科
卒
業
生

卒

業

生

及

生

徒

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 L
ノ
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第

一
、
管
絃
合
奏

部

雨
P

フ

ォ

ン

、

コ

イ

ベ

ル

敦
月
ア
ウ
グ
ス
ト
、
ユ
ン
ケ
ル

ツ

ア

ル

職

員

及

徒

ト
作
曲

生

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

一
、
合
唱

第

一
、
管
絃
合
奏

職

員

及

生

徒

明
治
三
十
六
年
五
月
＿
日
、

二
日

紳

風

イ

ド

ン

作

曲

居

枕

作

歌

ノ
ヴ
ェ
レ
ッ
テ

タ
ラ
ン
テ
ラ

合
唱
、
管
絃
合
奏

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ハ
ッ
セ
ン
ス
タ
イ
ン
作
曲

....................................... ̂

 

コ
ン
セ
ル
ト
第
一
部
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

コ
ン
セ
ル
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ス

オ
ー
ヴ
ァ
チ
ュ
ア
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ

一
、
ピ
ア
ノ
及
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

選
科
卒
業
生

敦

授

生
職
員
卒
業
生
及
生
徒

I
V
 

III. 
II. 

「

ヽ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
鳥

第
八
回
定
期
演
奏
会

第
八
回
（
春
季
）
音
楽
演
奏
會
曲
目
（
明
治
三
十
六
年
五
月
一
日
）

n
 

立
口

幸幸

シ
ポ

田

マ
ー
チ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲延

工

田

甲
、
此
御
山
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
応
叩
サ

レ

ス
作
曲幸

ア
作
曲徒

ル
ト
作
曲

一
郎
作
歌

ブ

ラ

ー

ム

ス

作

曲

乙
、
春
夜
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
佐

藤

誠

質

作

歌

敦

授

ル

レ

ル

作

曲

居イ

ド

ピ

ア

ノ

獨

奏

荒

川

あ

vヽ

ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
グ

一
、
合
唱
及
管
絃
合
奏

ヽ

紳
風
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
鳥

グ
作
曲

生

徒
ン
作
曲

枕
作
歌

（
『
東
京
昔
柴
學
校
一
覧
』
自
大
正
十
五
年
至
大
正
十
六
年
）

S
P
R
I
N
G
 C
O
N
C
E
R
T
 

O
F
 T
H
E
 

T
o
ki

o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si

c,
 

T
O
 B
E
 H
E
L
D
 A
T
 

U
Y
E
N
O
 P
A
R
K
 

O
N
 

F
ri
d
a
y
,
 M

a
y
 1st
.
 3

6
 M
邑

i

(
]
9
0
3
)

A
T
 2.
3
0
 P
.
 M.
 

P
R
O
G
R
A
M
M
E.
 

P
A
R
T
 I. 

O
R
C
H
E
S
T
R
A
:
 

H
o
c
h
z
ei
t

s
m
a
r
s
c
h
 aus d
e
m
 S
o
m
m
e
r
n
a
c
ht
st
r
a
u
m
:
 .. 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
.
 

Inst
ruct
ors 
a
n
d
 S
t

u
d
e
nt
s
 of
 th
e
 A
c
a
d
e
m
y
.
 

P
I
A
Z
0
 S
O
L
O
:
 

C
o
n
c
e
rt
 i

n
 G
 m
i

n
o
r
 
(
Pt
.
 

I)
…
…
…
…
…
M
o
s
c
h
e
l
e
s
.
 

M
i

ss N•Koda. 

V
I
O
L
I
N
 S
O
L
O
 :
 

C
o
n
c
e
rt

 

N
o
.
 XI
 i
n
 G
 m
aj
or.
 

M
i

ss K
•
Koda

. 

C
H
O
R
U
S
:
 

……………

•••S

pohr

. 

職

員 リ

及
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III. II. 
「

（
『
中
央
新
聞
』
明
治
三
十
六
年
五
月
四
日
）

a
.
 A

v
e
 ve
r
ミ
m

、
c
o
r
p
u
s
·

…
…
…
•
…
…
…
…

•
•
A
1
0
柊
a
r
t
.

b•Der 

Abend:

……………………………

••Brahms

. 

P
A
R
T
 IL 

O
R
C
H
E
S
T
R
A
:
 

O
v
e
rt
ure 
zur 
O
p
er 
D
o
n
 

Juan·

…………

•••Mozar

t
. 

lnst
rz̀
ct
ors 
a
n
d
 S
t

u
d
e
nt
s
 of
 th
e
 A
c
a
d
e
m
y
.
 

P
I
A
N
O
 A
N
D
 V
I
O
L
I
N
 :
 

gon
at
a
 m
 G
 
m

inor•

……………………………

c
rieg

. 

D
r
.

go
n
k
o
e
b
e
r
a
n
d
P
r
o
].
 Au
g
u
st
 
J
u
n
k
e
r.
 

C
H
O
R
U
S
 O
R
C
H
E
S
T
R
A
 A
N
D
 O
R
G
A
N
 :
 

D
e
r
 
Stu
rm·

………………………………•…

••Haydn

. 

Inst
ruct
ors 
a
n
d
 S
t

u
d
e
nt
s
 of
 th
e
 A
c
a
d
e
m
y
.
 

C
o
n
d
u
ct
e
d
 b
y
 P
r
of
 A
芯

g

ust
J
u
n
k
e
r.
 

▲
音
楽
學
校
の
春
季
演
奏
會
を
不
法
に
も
自
分
の
催
し
に
し
た
菊
池
文
相
夫
妻

さ
す
が

は
、
案
の
如
く
嘗
日
玄
闘
に
出
て
客
を
迎
へ
て
居
た
が
、
有
繋
に
氣
が
咎
め
る

と
見
え
て
開
會
の
主
旨
だ
け
は
大
島
校
長
に
云
は
し
た
、
逮
か
に
仰
せ
付
け
ら

れ
た
校
長
が
挨
拶
の
文
句
に
ド
ギ
マ
ギ
し
た
の
は
可
笑
し
か
っ
た

〇
菊
池
文
相
に
奉
伺
候
（
礫
川
生
よ
り
）
左
の
件
々
奉
伺
候
質
は
小
生
も
出
来
る

な
ら
ば
豚
兒
結
婚
披
露
か
た
が
た

一
度
東
京
音
楽
學
校
に
於
て
演
奏
會
を
相
催

申
度
希
望
に
有
之
毛
頭
他
意
な
く
依
而
乍
御
手
敷
可
然
御
示
敦
相
被
成
下
度
候

最
も
少
々
高
直
に
て
も
費
用
は
決
し
て
吝
む
所
に
無
之
候

一
、
去
る
一
日
東
京
―
音
楽
學
校
に
於
て
開
會
せ
る
春
季
演
奏
會
は
公
會
に
候

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
三
十
六
年
五
月
三
日
）

哉
将
た
文
相
閣
下
の
私
會
に
候
や

一、

學
校
長
は
開
會
の
際
を
述
べ

し
も
文
相
夫
妻
が
會
場
の
入
口
に
立
て
来

賓
に
接
待
さ
れ
し
を
見
れ
ば
全
く
閣
下
の
私
會
と
認
め
ら
れ
候
、
然
ら
ば
學

校
長
の
陳
述
も
言
は
ゞ
前
坐
と
見
倣
し
て
可
然
候
や

一
、
我
れ
／
＼
平
民
に
於
て
御
同
様
開
會
相
叶
儀
に
侯
や
、
又
何
虜
へ
出
願

し
て
可
然
侯
や

一
、
一
回
若
干
の
費
用
に
て
御
許
可
相
成
候
や
、
又
前
納
に
候
や
如
何

（
『
日
本
』
明
治
三
十
六
年
五
月
四
日
）

0
文
相
の
一
音
楽
會

豫
て
報
道
し
た
る
如
く
菊
池
文
相
の
催
に
て
一
昨
日
午
後

つ

ね

の

み

や

か

ね

の

み

や

ふ

み

の

み

や

や

す

の

み

や

東
京
音
楽
學
校
春
季
演
奏
會
を
開
け
り
嘗
日
は
常
宮
、
周
宮
、
富
美
宮
、
泰
宮

よ
し

か
は
き
よ
う
ら

四
内
親
王
殿
下
成
ら
せ
ら
れ
芳
川
清
浦
諸
大
臣
其
他
内
外
貴
紳
淑
女
来
會
す
る

も
の
無
慮
三
百
人
に
て
非
常
の
盛
會
な
り
し
と
云
ふ

か
う
こ

鴬
日
は
幸
田
延
子
同
幸
子
文
科
大
學
敦
授
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
獨
奏
及
び
同
校

敦
職
員
の
合
奏
共
に
聘
衆
の
大
喝
采
を
博
し
特
に
新
曲
「
此
御
山
」
の
高
尚
な

は
る
の
よ
の
き
よ
く

る
「
春
夜
曲
」
の
幽
雅
な
る
「
紳
風
」
の
雄
牡
豪
快
な
る
聴
く
も
の
感
に
堪

ヘ
ざ
る
の
情
あ
り
演
奏
終
り
て
後
四
内
親
王
殿
下
に
は
御
機
嫌
麗
は
し
く
還
御

あ
そ
ば
さ
れ
た
り
と
ぞ

』
麟
春
季
演
奏
會
評
（
上
）

後

凋

生

菊
池
文
相
の
主
催
に
か
A

る
春
季
演
奏
會
は
去
一
日
例
の
楽
堂
に
催
さ
れ
ぬ
。
曲
も

楽
師
も
近
頃
稀
な
る
揃
ひ
な
れ
ば
、
極
東
に
故
國
の
優
雅
な
る
楽
を
き
く
西
人
の
悦
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と
、
さ
て
は
高
潔
な
る
詩
的
感
興
の
前
に
立
ち
て
、
過
去
二
世
紀
が
示
し
た
る
西
楽
猿

び

う

達
の
跡
を
探
ら
ん
と
す
る
邦
人
の
希
望
と
に
て
、
各
名
朕
す
べ
か
ら
ざ
る
満
足
の
眉
宇

に
番
る
A

を
見
た
り
。

さ

を

う

ち

う

か

や

む

第
一
部
は
「
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
」
が
沙
翁
の
喜
劇
「
中
夏
夜
夢
」
に
附
し
た
る
楽

ホ

ッ

ホ

ツ

ア

イ

ツ

マ

ル

シ

ュ

忠

つ

中
な
る
結
婚
行
進
曲
を
以
て
始
ま
り
ぬ
。
先
第
一
に
眼
に
映
じ
た
る
は
各
部
の
配
置
の

あ

ら

た

ど

い

つ

更
め
ら
れ
た
る
事
な
り
、
こ
は
現
時
獨
乙
に
行
は
れ
居
る
位
置
な
り
と
か
。
此
曲
は
千

八
百
四
十
一
ー
一
年
の
作
に
か
A

り
、
清
新
な
る
感
情
に
富
み
て
箕
に
管
弦
の
精
粋
な
り
と

ョ
ア
ヒ
ム
の
評
せ
し
曲
な
れ
ば
、
面
白
か
ら
ぬ
筈
も
な
け
れ
ど
、
わ
け
て
今
日
の
演
奏

の
早
き
「
テ
ン
ボ
ー
」
の
中
に
も
ゆ
か
し
き
ば
か
り
の
落
着
き
を
示
し
、
始
め
の
花
や

か
な
る
節
を
享
け
た
る
二
重
附
点
の
邊
の
軽
妙
も
嬉
し
け
れ
ど
、
中
頃
に
弦
楽
部
の
美

な
つ
の
よ

し
き
「
メ
ロ
デ
イ
ー
」
を
追
ひ
て
「
オ
ー
シ
ス
」
に
夏
夜
の
夢
を
享
く
る
が
如
き
あ
た

り
、
殊
に
結
末
の
「
田
リ
ラ
ー
」
に
吹
奏
器
の
響
は
近
来
の
出
色
と
い
ふ
べ
し
。
概
し

て
今
日
の
演
奏
に
管
楽
は
明
か
に
進
歩
を
示
し
た
る
が
如
く
な
る
が
、
さ
き
に
「
木
吹

奏
器
」
に
一
段
の
注
意
を
促
し
た
る
獨
乙
雑
誌
記
者
は
如
何
に
聞
き
け
む
、
釦
ん
釦
ふ
叩

宜
を
得
た
る
「
ア
ン
ダ
ン
テ
、
ヴ
イ
ヴ
ア
チ
ヱ
」
の
精
彩
尚
耳
に
残
れ
る
心
地
す
、

敷
年
前
此
曲
の
奏
せ
ら
れ
し
時
に
比
し
て
多
大
の
進
歩
を
示
し
た
る
は
著
し
き
事
賓
な

る
べ
し

次
は
洋
琴
猶
奏
モ
シ
エ
レ
ス
の
「
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」
第
一
部
な
り
千
七
百
九
十
四
年

＿

さ

し

ゅ

プ
ラ
ー
グ
に
生
れ
て
其
左
手
に
精
妙
な
る
と
其
想
像
の
豊
富
な
る
と
に
よ
り
て
著
れ
た

る
楽
家
に
し
て
、
奏
者
は
先
き
に
「
日
本
の
テ
レ
ジ
ナ
、
テ
ュ
ア
」
と
呼
ば
れ
た
る
幸

田
延
敦
授
な
り
。
か
ば
か
り
至
難
の
曲
に
も
其
「
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
に
驚
く
べ
き
精
確
を

ア

ウ

フ

フ

、

ン

グ

ま

た

こ

れ

示
し
然
も
其
解
繹
も
亦
之
に
譲
ら
ず
、
「
タ
ス
テ
ン
」
に
獨
る
A

指
の
や
さ
し
さ

を
味
ふ
間
に
襲
ひ
来
る
「
フ
ォ
ル
テ
」
の
力
は
全
く
嬢
の
婦
人
た
る
事
を
忘
れ

し
め

ぬ
、
楽
器
は
嬢
の
手
に
入
り
て
全
く
親
し
き
友
と
な
り
た
る
が
如
く
、
其
内
在
せ
る
オ

能
は
盛
き
ぬ
泉
の
如
く
流
れ
出
で
＼
殊
に
第
二
節
の
美
し
さ
は
筆
紙
に
盛
す
べ
く
も

あ
ら
ず
。
弦
楽
に
於
け
る
嬢
が
造
詣
の
程
は
更
に
も
云
は
ず
今
又
「
ピ
ア
ノ
」
に
此
成

功
を
示
さ
る
、
我
等
は
厳
格
な
る
意
味
に
於
け
る
一
音
楽
家
を
此
人
に
得
た
る
を
祝
せ
ず

ん
ば
あ
ら
ず
、
而
し
て
之
と
共
に
此
日
の
伴
奏
者
た
り
し
橘
敦
授
の
信
賓
な
る
助
を
思

は
ざ
る
べ
か
ら
ず

第
三
は
「
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
猶
奏
」
。
新
に
饉
朝
せ
ら
れ
し
幸
田
幸
敦
授
な
り
。
曲
は

十
八
世
紀
末
の
「
シ
ュ
ボ
ー
ル
」
が
十
七
の
「
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」
中
第
十
一
番
「
ゲ

ー
・
デ
ュ
ー
ア
」
な
り
。
厳
格
な
る
「
ヨ
ア
ヒ
ム
」
の
門
下
に
盛
名
を
馳
た
る
嬢
に

て

ふ

／

ヽ

お

ろ

か

「
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
の
精
確
を
喋
々
せ
ん
は
愚
な
る
に
似
た
れ
ど
も
「
驚
く
べ
き
早
き
至

シ
ン
メ
ト
リ
ー

難
の
曲
」
と
ユ
ン
カ
ー
師
の
評
せ
ら
れ
た
る
此
曲
に
於
て
、
形
式
の
劉
稽
を
特
徴
と

せ
る
此
楽
家
の
細
を
う
が
ち
て
、
高
潔
尊
厳
な
る
志
想
と
如
何
に
彼
が
「
テ
マ
」
の
活

ラ

イ

フ

ク

リ

ス

プ

チ

ス

用
の
自
在
な
り
し
か
を
博
へ
給
ひ
ぬ
、
殊
に
「
ス
タ
カ
ト
」
の
精
妙
は
生
命
と
快
疾
と

に
到
し
て
出
来
得
可
き
限
り
の
成
功
と
い
ふ
べ
し
。
誰
か
嬢
に
劉
し
て
「
ア
ル
テ
イ

ス
、
ム
ジ
ケ
エ
、
プ
レ
ナ
L

の
名
を
惜
む
も
の
ぞ
。
此
曲
の
燃
ゆ
る
が
如
き
熱
情
に
酔

ひ

た

す

ら

さ

ひ
、
充
ち
／
＼
た
る
感
情
の
中
に
夢
み
て
只
管
其
醍
む
る
を
恐
る
A

も
の
A

如
し
。
其

弓
の
用
ゐ
様
の
こ
と
や
う
な
る
は
、
や
が
て
今
日
の
成
功
の
主
因
か
も
知
れ
ね
ど
、
こ

は
心
あ
る
人
の
注
意
を
促
し
た
き
な
り
。
其
―
音
量
や
色
彩
に
於
る
ユ
ン
カ
ー
師
と
の
差

そ
れ

は
其
体
質
に
よ
る
も
の
か
。
余
は
此
点
に
於
て
ヅ
ボ
ラ
ヴ
ィ
ソ
ヒ
氏
の
夫
と
比
較
し
~

る
機
會
を
望
む
事
切
な
り
。
さ
れ
ど
此
曲
は
素
人
耳
に
は
少
し
ア
ッ
ケ
な
か
り
し
様
な

り
、
慾
を
云
へ
ば
今
少
し
大
な
る
も
の
を
と
望
み
し
な
り
き
。

（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
六
年
五
月
七
日
）

畔
暉
春
季
演
奏
會
評
（
中
）

後

凋

生

第
四
は
生
徒
諸
氏
の
合
唱
此
御
山
、
賓
は
モ
ツ
ア
ル
ト
の
「
ア
ヴ
ェ
、
ヴ
ェ
ル
ム
、

コ
ル
。
フ
ス
」
な
り
。
十
八
世
紀
の
中
葉
チ
ロ
ル
に
生
れ
三
オ
よ
く
琴
を
弾
じ
て
和
弦
の

精
を
誤
ら
ざ
り
し
人
、
南
欧
の
艶
麗
を
故
國
の
端
厳
に
合
せ
、
グ
ル
ツ
ク
の
高
逸
と
バ

t
i
の
幽
婉
と
を
加
へ
て
寺
院
楽
の
粋
を
な
し
た
る
者
な
れ
ば
、
其
和
墜
に
轄
調
に

些
の
奇
を
弄
せ
ず
し
て
荘
高
の
趣
を
博
へ
た
る
誠
に
死
を
観
じ
て
人
生
唯
一
の
慰
藉
と

し
最
終
目
的
妥
に
あ
り
と
信
じ
た
る
此
楽
家
の
風
韻
を
怨
ぶ
べ
し
。
本
科
以
上
の
出
し

物
な
れ
ば
其
演
奏
も
さ
し
た
る
批
難
は
な
き
様
な
れ
ど
、
今
日
の
他
の
精
彩
に
比
し
て

ド

ミ

ナ

ン

ト

ト

ー

ー

カ

些
か
聞
劣
り
は
せ
ず
や
。
唱
歌
の
終
に
属
和
弦
よ
り
主
和
弦
に
轄
じ
て
静
か
に
結
ぶ
あ

た
り
、
常
の
事
な
れ
ど
、
員
理
を
追
ふ
て
彼
岸
に
達
す
る
哲
人
の
面
影
も
忍
ぶ
べ
く
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や。

し

ゅ

ん

や

き

よ

く

ア

ー

ペ

ン

ト

次
の
合
唱
春
夜
曲
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
が
夕
暮
歌
な
り
原
歌
は
シ
ル
ラ
ー
が
作
に
し
て
其

清
新
と
幽
趣
と
に
於
て
此
詩
人
が
金
玉
の
作
な
り
、
先
き
に
賣
花
翁
（
オ
シ
ア
ー
ン
の

フ
ィ
ン
ガ
ル
）
に
て
學
び
し
楽
家
の
特
徴
は

こ
A

に
も
し
る
し
。
「
暮
雲
静
か
に
動
け
ば

し

ば

ア
ポ
ロ
ー
ン
の
胴
馬
は
遠
く
去
て
澄
め
る
匂
へ
る
夜
の
静
け
さ
勝
る
も
の
な
き
朧
月

シ
ッ
ク
ザ
ー
ル
ス
リ
ー
ド

夜
」
の
あ
た
り
は
表
情
に
於
て
も
申
分
な
か
る
べ
し
「
ヘ
ル
デ
ル
リ
ン
」
が
運
命
歌

き
つ
く
つ

を
作
曲
せ
し
作
家
は
此
詩
の
作
曲
に
適
せ
る
者
と
い
ふ
べ
く
。
和
盛
の
少
し
く
佳
屈
な

る
は
此
楽
家
の
特
徴
な
り
と
い
へ
ど
、
わ
れ
は
其
特
種
の
流
韻
を
悦
ぶ
。
恰
も
色
彩
燃

ゆ
る
が
如
き
一
幅
の
蜜
園
に
接
す
る
の
思
あ
り
。
「
ハ
ン
ス
リ
ッ
ク
」
の
如
<
「
-
音
楽

か
く

に
内
容
な
し
」
と
論
断
す
る
評
家
は
此
の
如
き
曲
に
劉
し
て
も
コ
音
響
其
者
の
形
式

美
」
と
断
じ
去
る
か
は
知
ら
ね
ど
、
余
が
今
―
音
楽
と
縮
蓋
殊
に
風
景
畳
と
の
閥
係
は
其

詩
に
到
す
る
と
等
し
く
親
密
な
る
も
の
に
あ
ら
ず
や
と
考
ふ
る
は
、
唯
に
音
と
色
と
の

用
語
の
相
開
連
せ
る
の
故
を
以
て
す
る
が
如
き
浅
薄
な
る
も
の
に
は
非
る
な
り
。
色
と

昔
と
共
に
意
識
の
根
底
に
存
ず
る
直
接
自
然
感
情
よ
り
流
れ
出
で
A

自
然
の
明
晰
を
被

め
ん
は
く

ふ
に
興
趣
の
面
柏
を
以
て
す
。
新
ら
し
き
理
想
の
姿
を
楽
家
の
「
ア
テ
リ
エ
」
と
し
て

自
然
要
象
相
互
の
開
係
を
調
和
的
和
磐
的
に
追
求
し
て
深
く
色
彩
陰
影
の
神
秘
を
探
ら

ん
と
す
る
用
意
は
此
種
の
槃
楽
に
於
て
等
閑
に
附
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
と
信
ず
。

ウ
ヴ
ェ
ル
チ
ュ
ー
レ

第
二
部
第
一
は
モ
ツ
ア
ル
ト
が
歌
劇
「
ド
ン
、
フ
ァ
ン
」
の
開
場
楽
な
り
。
十
七

世
紀
の
中
葉
に
常
り
始
め
て
テ
レ
ツ
の
作
「
ゼ
ビ
ラ
の
諷
刺
者
」
中
に
用
ら
れ
て
よ
り

す

．

へ

い

ん

幾
多
詩
人
の
改
作
を
経
た
る
古
き
西
班
牙
説
話
に
捩
り
た
る
悲
劇
に
し
て
、
「
ド
ン
、

フ
ァ
ン
」
は
懐
疑
と
放
恣
と
の
心
に
駆
ら
れ
て
オ
ク
タ
ビ
ア
の
妻
ド
ン
ナ
、
ア
ン
ナ
を

誘
は
ん
と
し
て
、
其
父
コ
ム
テ
ユ
ー
ル
を
殺
す
、
憐
む
べ
し
ド
ン
ナ
、
エ
ル
ビ
ラ
は
己

が
榮
春
と
平
和
と
を
捧
げ
て
こ
れ
を
無
情
の
人
に
送
り
其
夢
未
だ
覺
め
ざ
る
な
り
。
夫

よ
り
モ
ゼ
ッ
ト
ツ
ヱ
ル
リ
ネ
が
婚
儀
の
松
明
、
ア
ン
ナ
夫
妻
が
復
讐
の
謀
、
負
心
の
人

に
劉
す
る
怨
な
ど
相
重
な
り
て
第
二
幕
に
入
り
、
彼
が
宮
廷
の
宴
席
に
ド
ン
ナ
、
エ
ル

覧
の
心
か
ら
な
る
勘
告
を
も
す
て
ん
と
せ
る
時
、
は
る
か
に
聞
ゆ
る
挽
歌
の
竪
に
迷

の
雲
は
れ
て
静
け
き
終
焉
に
天
帝
が
紫
雲
の
迎
接
を
受
く
る
と
い
ふ
悲
劇
な
る
が
、
元

こ
と
ば

来
開
場
榮
と
は
一
音
を
以
て
言
に
代
へ
た
る
全
曲
の
序
と
見
る
べ
き
も
の
に
し
て
厳
密
な

プ

レ

ル

ジ

ウ

ム

き

や

う

へ

う

る
ソ
ナ
タ
式
に
依
腺
せ
る
一
種
の
前
弾
き
な
り
。
狂
罠
心
の
波
を
う
ち
て
フ
ァ
ン
は

畔
暉
春
季
演
奏
會
評

（下）

後

凋

生

次
は
博
士
フ
ォ
ン
、
コ

エ
ー
ベ
ル
。
ュ
ン
カ
ー
師
両
氏
の
合
奏
に
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
氏

の
伴
奏
を
以
て
す
、
曲
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
北
方
の
シ
ョ
パ
ン
と
呼
び
た
る
グ
リ
ー
グ
の

「
ソ
ナ
タ
」
な
り
。
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ビ
ア
の
國
民
性
を
猿
揮
せ
る
も
の
此
楽
家
を
措
き
て

あ
ら
ず
と
い
ふ
。
嘗
て
其
評
家
が

「
名
手
の
演
奏
を
き

A

て
其
人
格
や
、
演
奏
や
、

い
と
ま

「
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
や
将
た
其
熱
情
を
考
ふ
る
暇
あ
る
は
未
だ
感
興
其
最
高
潮
に
達
し
た

る
も
の
も
あ
ら
ず
。
藝
術
家
は

一
方
に
於
て
魔
術
家
の
如
く
全
く
有
象
以
外
に
我
等
を

ひ
き
批
評
を
は
な
れ
推
理
を
は
な
れ
員
に
美
と
自
由
と
の
境
に
憧
れ
自
我
と
宇
宙
と
融

か
く

合
し
た
る
か
を
疑
は
し
む
る
も
の
、
之
彼
等
が
最
高
使
命
な
り
」
と
。
余
は
此
の
如
き

し
ら
ベ

も
の
を
此
演
奏
に
得
た
る
な
り
、
「
テ
ュ
ッ
テ
イ
」
の
調
ゆ
る
や
か
に
始
ま
り
て
よ
り

楽
堂
を
忘
れ
人
を
忘
れ
聴
衆
を
忘
れ
遂
に
は
＿
音
響
其
者
を
忘
れ
て
神
秘
の
息
に
吹
か
る

る
が
如
く
な
り
し
も
の
、
之
「
バ
ッ
ソ
オ
」
の
箪
調
な
る
和
弦
の
力
な
り
。
幽
婉
な
る

銀
線
の
響
な
り
。
唯
こ
A

に
今
日
の
演
奏
に
於
て
博
士
と
延
教
授
と
の
差
と

ユ
ン
カ
ー

師
と
幸
敦
授
と
の
差
と
を
比
す
る
時
、
之
貿
に
量
の
差
か
将
た
質
の
差
か
、
こ
は
心
あ

る
人
の
一
考
を
煩
は
さ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
最
後
の
管
弦
伴
奏
の
大
合
唱
紳
風
は
バ
~

ス
ツ
ル
ム

ド
ウ
ン
の
嵐
と
梱
す
る
曲
な
り
。
此
曲
は
彼
の
「
オ
ラ
ト
リ
オ
」
と
は
全
く
離
れ
て

一
個
特
別
の
も
の
な
れ
ば
其
規
模
も
驚
く
べ
き
程
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
、
少
く
と
も
批
大

（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
六
年
五
月
八
日
）

コ
ム
テ
ユ
ー
ル
を
殺
す
、
忽
ち
絃
槃
美
し
く
聞
え
て
抑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
エ
ル
ビ
ラ
の
清

き
情
に
ゼ
ビ
ラ
の
温
柔
郷
は
一
呼
一
吸
懇
に
あ
ら
ざ
る
事
な
し
、
其
竪
や
が
て
紳
に
謝

す
る
祈
疇
の
槃
と
な
り
、
忽
ち
に
し
て
重
く
忽
ち
に
し
て
激
越
悲
牡
な
り
。
然
し
今
日

は
寧
ろ
花
々
し
く
楡
快
に
奏
せ
ら
れ
た
り
。
こ
れ
或
は
一
っ
離
し
た
る
場
合
に
は
却
て

適
切
な
る
奏
法
な
る
べ
く
、
或
は
云
ふ
最
後
の
十
敷
小
節
を
「
デ
ュ
ー
ル
」
に
改
め
し

も
の
な
り
と
か
全
体
に
於
て
決
し
て
失
敗
に
は
あ
ら
ざ
り
し
が
、
こ
は
人
々
の
練
習
も

ち
ゃ
う
は
く
ぢ
や
う

勿
論
な
れ
ど
一
半
は
確
に
ュ
ン
カ
ー
師
の
打
拍
杖
よ
り
流
る
A

秘
力
と
し
て
深
く
感
謝

せ
ざ
る
ぺ
か
ら
ざ
る
な
り
。
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一
、
報
告

一
、
卒
業
證
書
授
呉

一
、
校
長
告
僻

l

、
文
部
大
臣
訳
僻

一
、
獨
唱

吉

川

や

ま

明
治
三
十
六
年
七
月
十
日

な
る
曲
に
て
、
力
あ
る
三
拍
子
の
「
ア
ク
セ
ン
ト
」
に
一
種
の
魔
力
を
有
せ
る
が
如
き

心
地
す
。
歌
者
の
敷
と
金
属
吹
奏
器
と
の
開
係
は
暫
ら
く
問
題
外
と
し
て
、
今
回
は
前

回
に
比
し
て
敷
段
の
進
歩
を
示
し
た
り
、
さ
れ
ど
諸
所
に
飽
き
た
ら
ぬ
節
も
聞
え
た
れ

ば
生
徒
諸
氏
に
は
一
段
の
奮
動
を
望
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
絶
妙
な
る
は
例
の
「
ソ
。
フ
ラ

ニ
ス
テ
イ
ン
」
な
り
、
か
ば
か
り
の
大
合
唱
に
際
立
ち
て
聞
ゆ
る
「
ヂ
ス
カ
ン
ト
」
の

か

ぢ

よ

力
よ
、
「
我
等
が
劇
の
歌
女
に
見
る
「
ソ
。フ
ラ
ン
」
の
高
大
は
到
底
日
本
に
於
て
は
望

む
べ
か
ら
ざ
る
も
の
」
と
評
し
て
此
人
の
為
に
悲
し
み
し
某
獨
乙
雑
誌
記
者
と
共
に
、

余
は
最
高
音
部
の
大
任
を
僅
か
に
此
一
人
に
任
す
の
止
を
得
ざ
る
現
朕
を
憐
み
、
併
せ

て
君
が
健
全
を
祈
る
者
な
り
。
つ
け
て
も
欲
し
き
は
尚
二
三
の
「
ソ
。
フ
ラ
ニ
ス
ト
」
と

望
蜀
か
は
知
ね
ど
敷
人
の
「
テ
ノ
ー
レ
」
う
た
ひ
と
な
り
。

端
厳
な
る
大
合
唱
に
送
ら
れ
、
四
殿
下
の
御
退
出
を
送
り
奉
り
て
楽
堂
を
出
で
し
頃

ひ
と
し
ほ

は
小
雨
そ
ぼ
ふ
り
て
森
の
若
葉
一
入
美
し
か
り
き
。（『

誤
賣
新
聞
』
明
治
三
十
六
年
玉
月
九
日
）

明
治
三
十
六
年
五
月
三
十
日
試
業
演
奏
会

又
分
敦
場
選
科
生
徒
ノ
技
術
成
績
ヲ
報
告
セ
ン
ガ
為
メ
五
月
三
十
日
及
十
一

月
十
四
日
ノ
ニ
回
本
校
二
於
テ
＿
音
楽
演
奏
會
ヲ
攀
行
シ
タ
ル
等
是
ナ
リ

〔手
書
き
〕
（
『
明
治
三
十
六
年
度
東
京
昔
榮
學
校
年
報
』
）

卒
業
式

第
十
四
回
生
徒
卒
業
證
書
授
呉
式
順
序
（
明
治
三
十
六
年
七
月
十
日
）

第

部

ツ

ア

ル

ト

作

曲

本

多

か

つ

乙、

Jレ

チ

鈴

ツ

橋

勾

営

調

木

保

羅
二
作
曲

ハ
作
曲

一
、
等

教

授

今

選
科
卒
業
生
上

可
選
科
卒
業
生
村

ス
作
曲

喜

勢

ル
ト
作
曲

井

新

太

郎

原

三

重

田

ミ

イ

ツ

ア

上

原 工

．
 

ヽ 一
、
卒
業
生
穂
代
謝
僻

ェ

ッ

セ

甲
、
螢
狩
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
旗
野
十
一

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ソ
ナ
タ
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
モ

コ
ル
ネ
ッ
ト
獨
奏

ル
作
曲

郎
作
歌

ウ

エ

ベ

ル

作

曲

乙
、
海
邊
暁
望
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
武
島
又
次
郎
作
歌

本

長

世

ル
ト
作
曲

康

.................. ‘不

ア
リ
ア
（
ト
ロ
ン
ペ
ー
テ
ル
、

フ
ォ
ン
、
ゼ
ッ
キ
ン
ゲ
ン
）

一
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

一
、
合
唱

第

部

豫
科
修
了
生

器
楽
部
卒
業
生

選
科
卒
業
生

ア
レ
グ
レ
ッ
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
マ

選
科
卒
業
生

ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ

松
竹
梅
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

選
科
卒
業
生

l

、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

甲
、
ア
ダ
ジ
オ
、
カ
ン
タ
ビ
レ
…
…
…
…
…
…
タs

ヽ

Ll:

………………………………• 

J

ノ

器
楽
部
卒
業
生

ア
ダ
ジ
オ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ

竪
楽
部
卒
業
生

堀

ス

レ

ル

作

曲

渡

部

ツ

ア 居

シ

ン

豫

科

修

了

生
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一
、
勅
語
奉
讀

一
、
合
唱
（
勅
語
奉
讀
）

一
、
御
置
影
に
酎
し
拝
證

校
長
最
敬
随
修
て
職
員
来
賓
一
同
最

敬
纏
次
に
生
徒
一
同
最
敬
腫
ピ
ア
ノ

に
て
指
揮
す

校

長

伴
奏
技
術
監

十
三
、
合
唱

第

二

部
山
中
幽
閑
菌
狩

踏

舞

八
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

(
V
o
l
u
nt
a
ry
6
.
 
1
4
)
 

九
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
（
ソ
ナ
タ
ベ
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
）

+
、
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
（
祭
證
タ
ン
バ
ル
作
曲
）
井

〔

マ

マ

〕

十
二
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
（
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲
）

ヽ
-
―
 ー

平 天

林

チ

證 ョ

一
、
合
唱
君
が
代
御
澱
影

の

重

昔

開

扉

伴
奏
技
術
監

野

ア

イ

山 田

明
治
三
十
六
年
十
月
五
日
東
京
音
楽
学
校
設
立
紀
念
会

0
東
京
―
音
楽
學
校
設
立
紀
念
會
、
同
校
は
例
年
の
通
り
設
立
紀
念
會
を
本
月

国
日
同
校
内
に
開
か
れ
た
り

儀

式

次

第

一
、
午
前
十
時
生
徒
職
員
井
に
来
賓
順
次
着
席

一
、
校
長
儀
式
皐
行
の
趣
旨
を
告
ぐ
、
此
間
参
列
員
一
同
起
立

三
、
獨

四、

オ
ル
ガ
ン
獨
奏
（
ベ
ン
ダ
ー
ニ
十
）

五
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
獨
奏

(
N
o
ct
urne
Ri

e
di
n
g
作
曲
）
吉

〔

マ

マ

〕

六
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
（
ソ
ナ
タ
モ
フ
ル
ト
作
曲
）

七
、
二
部
合
唱
（
鑓

外
一
曲
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲
）

江 横 柴 成

澤

清

太

郎 糸 瑕

田

己

吉

澤村

器
楽
部
卒
業
生

一
、
ビ
ア
ノ
獨
奏U

マ

マ

〕

ア
ム
プ
ロ
プ
デ
ュ
ア
ー
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

一

、

合

唱

生

徒

イ

ド

ン

作

曲

紳
風
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
鳥
居
枕
作
歌

（
『
東
京
音
架
學
校
一
覧
』
自
大
正
十
五
年
至
大
正
十
六
年
、
ー
ニ

l
一＿二頁）

(

1

)

 

明
治
三
十
六
年
七
月
二
十
三
日
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
演
奏
会

(

1

)

曲
目
、
批
評
等
に
関
し
て
は
、
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
東
京
音
楽
学
校
篇
』
第
一
巻

の
五
四
一
i
五
五
二
頁
を
参
照
の
こ
と
。

田

中

ヤ

ソ

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲

瀧
の
宮
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
{
鳥
居
枕
作
歌

一
、
御
箕
影
閉
扉

蔵重

夫

リ

ウ

比
間
参
列
員
一
同
最
敬
證

終
て
着
席

一

、

式

言

校

長

一

、

音

楽

職

員

一

、

釈

僻

、

演

説

来

賓

一

、

合

唱

、

紀

念

日

唱

歌

伴

奏

研

究

生

附
言
開
扉
よ
り
閉
扉
し
て
参
列
員
一
同
起
立
の
こ
と

〇
午
後
は
在
校
生
の
演
奏
、
餘
興
等
あ
り
し
乃
ち
其
順
序
左
に

第
一
部
一
音
楽
演
奏

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
（
ソ
ナ
タ
ク
ラ
ウ
ス
作
曲
）

二
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

(
V
o
l
u
nt
a
ry
1. 2

.)
 

唱
（
コ
ン
コ
ー
ニ
ー
十
二
、
十
四
）

外釜本

山

國

疱

善

居

長

彦作世
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ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

ピ 等 唱
ソ

ナ

チ

ナ

椿 賤

ア づ

オ

ル

ガ

ノ

ク

ッ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

フ
ュ
ネ
ラ
ル
、
マ
ー
チ

の
第

J
 

く

し
ン 八ル

ネ

苧

環

松

島

検

校

調

）

（

中

村

秋

香

改

作

歌

部
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

ク

ン

メ

ン

テ

イ

作

曲

フ

ィ

ー

ル

ド

作

曲

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲
）

（

佐

藤

誠

賓

作

歌

萩

原

愛

渡

部

君

代

「一＾

石角山

ごゞい郎

木

田

ア

ド

ル

フ

甲

斐

秀

雄

歌
（
三
重
晋
）

女

生

徒

第
十
四
回
選
科
生
徒
試
業
會
順
序
（
噸
麟
鰐
□藍
『
町
』
叩
）

明
治
三
十
六
年
十
一
月
十
四
日

六
、
舞

踏

一
、
舞
踏

二
、
西
洋
手
品

三
、
嘗
世
歌
會

四
、
鞍
馬
山
―
音
楽
隊

五

、

空

涙

女

會

員

有

志

會

員

有

志

甲
種
師
範
一
年
女
子

乙

種

師

範

有

志

甲

種

師

範

某

男

會

員

有

志

(
『
昔
架
遊
戯
界
』
第
一
巻
第
十
号
、
明
治
三
十
六
年
十
月
、
四
四

l
四
五
頁
）

試
業
演
奏
会

ピ
秋

唱
ソ

ア

の

歌
（
四
重
幸
日
）

ナ

。
フ
レ
ル
ヂ
ュ
ー
ム

ォ

ル

ガ
ら

ノ ン

さ
等

ア

ン

テ

オ

ル

ガ

ン

夜 夕 し ム

ク

ォ

ー

タ

ル

作

曲

i

佐

藤

誠

賞

作

歌

ノ‘

.

.

.

 

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

深

草

検

校

調

フ

ラ

ン

ク

作

曲

乙

ル

レ

ノミ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

ピ 等 オ
甲

ラ

ル

ゴ

ソ

ナ

チ

ナ

Jレ

ア
第

J
 

ボ
ス
ト
ル
ヂ
ユ
ー
ム

ガ

ン

ロ

ー

マ

ン

ツ

エ

部
ヘ ヂ

松

島

八

景

山

ヘ

イ

ド

ン

作

曲

生 原

徒

み

ち

秋

元

き

く

｛

山

本

富

三

郎

今

井

と

し

島

地

あ

つ

ツ
ン

/^-

室島

田川

きの

をゑ

ユ

デ
ノ‘

Jレ

作作

曲曲

セ

ク

作

曲

寺

田

薫

勢

松

韻

作

曲

r へ
横東木

山 曾
ち條

ょた

き幸ね

フ

ラ

ン

ク

作

曲

ッ

ス

ネ

ル

作

曲

岩

井

の

ぶ
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乙 甲

三

部

合

唱

ニ
ピ
ア
ノ
獨
奏

四
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

五
ピ
ア
ノ
獨
奏

乙 甲

モ
リ
ス
、
ダ
ン
ス

一

合

唱

第

部

職

員

マ
ン
作
曲

及

生

徒

豫

科

生

徒

上

原

喜

勢

研

究

生

前

田

襄

墜
楽
部
―
―
一
年
生
徒

｛

研

究

生

吉柴

川田

や

ま環

イ

ド

ン

作

曲

明

治

三

十

六

年

十

二

月

五

日

、

六

日

明

治

三

十

六

年

十

二

月

五

日

午

後

一

時

半

秋

季

音

楽

演

奏

會

曲

目

第

九

回

定

期

演

奏

会

東
京
一
音
楽
學
校

カ
シ
オ
リ
ニ
ー
作
曲

天

の

浮

橋

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

鳥

居

枕

作

歌

、

イ

ド

ン

作

曲

秋
風
吟
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
｛
島
又
次
郎
作
歌

長

器
楽
部
一
年
生
徒

ヽ

ン
サ
ク
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ノ

月 暮
前秋
郭．

公；

: : 
: : 

i : : : ．：  
: : ．．  
: : 
: : 

i : : : 
： ： 
: : ．．  ： ： : : ..  
: : 
: : 

／一・-.. /—^——‘ 

旗シ武シ

野ユ島ユ

+1 又 l

ーマ次マ

郎ン郎ン
作作作作
歌曲歌曲

ア
ダ
ジ
オ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
タ
ル
チ

六
管
絃
合
奏

舞
踏
曲
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ジ
ア
ー

ニ
ー
作
曲

ソ
ナ
タ
…
•
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

本

居

世

生

徒

聖
壽
無
窮
（
幻
／
疇
ゼ
配
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
幻

五
管
絃
合
奏
、
合
唱

A
U
T
U
M
N
 C
O
N
C
E
R
T
 

O
F
 T
H
E
 

グ

ネ

ル

作

曲

居

枕

作

歌

職

員

及

生

徒

ヽ

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

敦

授

幸

田

助

敦

授

頼

母

木

コ

マ幸

管
絃
合
奏

ス
ー
ト
、
カ
ル
メ
ン

シ
ェ
フ
ァ
ー
ヅ
、
ダ
ン
ス

ト
ー
チ
、
ダ
ン
ス

露

西

亜

雁
叫
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
旗
野
十
一

フ

レ

ミ

ッ

シ

古

歌

雲
雀
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
小
野
竹
三
作
歌

ニ
ピ
ア
ノ
獨
奏

ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

。フ
レ
リ
ュ
ー
ド

ア
ラ
ゴ
ネ
ー
ゼ

フ
イ
ナ
ー
レ

•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

、

ヒ

イ
ン
テ
ル
メ
ツ
オ
ー

四
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
合
奏

コ
ン
セ
ル
タ
ン
テ
…
…
…
…
…
…
…
モ

ツ

ア

ル

ト

作

曲

ツ

工

ー
作
曲

職

員

及

生

徒

助

敦

授

稗

戸

絢

乙 甲

民

歌

郎
作
歌

一

合

唱

第

部

生

徒
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Tokio Academy of Music 
TO BE HELD AT 

UYENO PARK 

ON 

Saturday December 5th 36 Meiji (1903) 
AT 1. 30 P.M. 

．． 
1

3

 

Morris Dance. 

Torch Dance. 
Instructors and Students of the Academy. 

2. Shephards'Dance. 

PART IL 

I. 

PROGRAMME. 

PART I. 

a. 

b. 

II. 

I. 
a. 

b. 

IL 

III. 

IV. 

V. 

VI. 

Chorus: 

Veni creator spiritus..................... Casciolini. 

Tenebrぉfactぉ sunt…………MichaelHaydn. 
Students of the Academy. 

Piano Solo: 

Sonata................................................ Haydn. 
Mr. Motoori. 

Vocal Duet: 

Schon Bliimelein …•• •…...…………Schumann. 
W enn ich ein Voglein war……… 

Misses Shibata and Kikkawa. 

Violin Solo : 

Adagio............................................. T artini. 

Miss Maeda. 
Piano Solo: 

Sona ta............................................. Beethoven. 

Miss Uyehara 
Orchestra: 

Three Dances from Henry VIII…………German. 

a. 

b. 
＂ 

III. 

IV. 

V. 

Chorus: 

Russian Folks song. (from the Wolga). 
Old Flemish song. 
Students of the Academy. 

Piano Solo: 

Sonata ("appassionata")... ……•• •……… Beethoven. 
Mrs. Kambe. 

Orchestra: 

Suite Carmen.......................................... Bizet. 
1. Prelude. 2. Aragonaise. 3. Intermezzo. 

4. Finale (les Toreadors). 

Instructors and Students of the Academy. 
Violin and Viola: 

Symphonie Concertante…………………...Mozart. 
Miss K. Koda and Mrs. Tanomogi. 

Orchestra, Chorus and Organ : 

March from Tannhauser…………………Wagner. 
Instructors and Students of the Academy. 
Conductor: Prof A. Junker. 
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△

△

△

△

△

・
△

△

△

た
正
し
き
も
の
な
り
。
』
と
云
ひ
し
ウ
ヱ
ー
バ
ー
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
こ
れ
末
た
楽

界
の
為
に
慶
す
べ
き
事
な
る
べ

し
。
人
々
の
趣
味
好
尚
に
よ
り
て
其
判
断
に
著
し
き
差

異
あ
る
は
、
藝
術
品
隣
に
於
て
免
る
べ
か
ら
ざ
る
事
に
し
て
、
余
か
常
に
技
術
其
も
の

△

△

△

'
△

△

△

△

△

△

△

△

 

の
月
旦
に
た
つ
さ
は
ら
ざ
る
も
ヒ
ル
レ
ル
が
い
ひ
け
む
『
成
熟
せ
る
技
術
家
の
み
員
正

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

な
る
判
定
を
下
し
得
べ
し
。
』
と
の
簸
言
を
思
ふ
と
共
に
、
一

に
は
『
批
評
は
動
揺

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

す
、
時
代
及
人
類
の
見
解
よ
り
生
じ
て
、
之
に
劉
し
て
の
み
其
意
義
を
有
す
。
』
と
い

へ
る
ハ
イ
ネ
の
言
に
於
て
殊
に
賞
れ
る
を
覺
ゆ
れ
ば
な
り
。
而
し
て
余
が
常
に
あ
ま
り

に
客
観
的
叙
述
に
走
り
、
標
題
楽
的
解
説
に
陥
る
が
如
き
を
さ
へ
敢
て
な
す
も
亦
所
以

、
、
、
、
、
ヽ

デンク
メン
シ
ュ

、ヽ

タート
メ
ンシュ

、
、
、
、
、
、
、

な
し
と
せ
ず
。
そ
は
『
公
衆
の
多
く
が
思
惟
の
人
或
は
行
為
の
人
な
る
限
り
、
楽
曲
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

通
有
な
ら
し
め
、
解
し
易
か
ら
し
め
ん
が
為
の
手
段
と
し
て
、
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
は
必
要
な

り
。
』
と
云
へ
る
リ
ス
ト
が
宣
言
の
暫
く
我
榮
壇
に
移
し
得
べ
き
を
信
ず
れ
ば
な
り
。

十
一
月
廿
八
廿
九
雨
日
上
野
に
開
か
れ
し
公
答
音
楽
會
と
、
十
二
月
五
、
六
雨
日
の

一
音
楽
學
校
秋
季
演
奏
會
と
は
、
今
年
悼
尾
の
二
偉
観
を
な
し
ぬ
。

〔
中
略
〕

十
二
月
六
日
に
開
か
れ
し
一
音
楽
學
校
秋
季
演
奏
會
に
於
て
、
最
も
注
意
す
へ
き
は
幸

田
、
頼
母
木
二
氏
の
合
奏
な
り
。
余
は
こ
A

に
ュ
ン
カ
ー
、
頼
母
木
二
氏
の
優
劣
を
論

〔

マ

マ

〕

ず
る
の
愚
を
學
ぶ
者
に
非
ず
と
雖
も
、
同
氏
が
し
ろ
面
白
く
き
か
れ
た
り
。
東
洋
の

テ

レ
ジ
ナ
、
テ
ュ
ア
と
や
ら
ん
い

ふ
名
は
、
幸
譲
の
譲
り
う
け
給
ふ
べ
き
も
の
か
。

ペ
ー
ン
夫
人
の
獨
唱
。
か
A

る
性
質
の
墜
を
好
ま
ぬ
と
い
ふ
余
か
一
個
の
私
見
は
別

と
し
て
、
少
く
と
も
カ
イ
ゼ
ル
嬢
と
相
待
て
竪
楽
界
の
花
と
稲
す
べ
き
な
り
。
「
ザ
バ
の

王
」
中
の
ア
リ
ア
は
英
語
に
て
歌
ひ
し
に
や
、
歌
詞
き
A

わ
け
難
か
り
し
が
、
或
は
第

四
幕
の
大
な
る
狽
唱
の
場
に
や
、
證
き
ぬ
な
や
み
の
磐
と
も
き
こ
え
ぬ
。
此
劇
に
よ
り

て
ウ
ン
ガ
ル
ン
生
れ
の
楽
家
は
、

全
く
欧
洲
的
と
な
り
し
と
い
ふ
、
新
獨
逸
派
の
作
家

と
し
て
成
功
せ
る
も
の
A

一
人
な
り
。
形
式
の
美
と
秀
麗
な
る
響
と
は
此
榮
家
の
特
徴

な
る
べ
し
。
其
外
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
の
曲
を
面
白
し
と
き
A

た
る
人
多
か
り
し
様
な
り
。

こ
の
人
は
ビ
ュ
ウ
ロ
オ
等
と
相
並
て
、
リ
ス
ト
が
直
接
の
指
導
を
う
け
た
る
も
の
一
方

に
於
て
ヘ
ル
ダ
ー
の
シ
ッ
ド
に
よ
り
た
る
歌
劇
に
は
、
其
歌
詞
を
さ
へ
自
ら
も
の
し
た

れ
ば
、
ワ
グ
ネ
ル
の
衣
鉢
を
博
へ
た
る
も
の
と
し
て
、
ワ
イ
マ
ー
藝
花
の
一
明
星
な
り

き
と
い
ふ
。
夫
人
は
純
粋
な
る
ア
ル
ト
に
て
、

装
槃
の
正
し
き
を
得
た
る
と
、
ク
レ
シ

ヱ
ン
ド
ー
の
巧
妙
と
は
、
深
く
感
す
る
所
な
り
と
す
。

ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
洋
琴
獨
奏
。
さ
き
の
曲
、
カ
ウ
カ
ス
ス
の
作
者
は
露
國
民
謡
を
以

て
名
高
き
バ
ラ
キ
ヱ
フ
に
し
て
、
ベ
リ
オ
。
リ
ス
ト
の
流
を
汲
み
し
者
な
れ
ば
、
い
づ

れ
露
國
の
博
説
か
、
バ
ラ
ッ
ド
な
ど
に
よ
り
し
標
題
榮
な
る
べ
け
れ
ど
、
そ
を
知
ら
ね

ば
全
く
解
す
る
能
は
ざ
り
き
。
次
の
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
、
イ
ン
、
テ
ュ
ー
レ
、
は
リ
ス
ト
の

作
な
り
。
彼
か
歌
謡
中
に
此
作
あ
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
脱
化
せ
る
も
の
な
る
べ
き
か
。
世

を
終
る
ま
で
、
逝
き
し
妻
に
誠
な
り
し
胡
國
の
王
が
清
愁
は
、
天
来
の
響
を
以
て
博
ヘ

ら
れ
ぬ
。
元
来
リ
ス
ト
の
歌
曲
は
、
感
情
の
深
遠
な
る
と
メ
ロ
デ
イ
ー
の
灌
洒
な
る
と

に
よ
り
て
著
し
く
、
大
腑
な
る
リ
ズ
ム
の
用
法
も
、
自
ら
よ
く
詩
の
脚
節
に
か
な
へ
り

と
い
ふ
。
ギ
ョ
ー
テ
の
「
夜
の
さ
ま
よ
ひ
」
の
如
き
其
終
り
に

G
デ
ュ
ー
ル
よ
り
E
デ

ュ
ー
ル
に
か
へ
る
技
巧
は
、
即
彼
を
以
て
狽
逸
歌
謡
界
の
一
位
を
占
め
し
む
る
所
以
な

る
が
、
之
に
反
し
て
ロ
ー
レ
ラ
イ
や
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
、
イ
ン
、
テ
ュ
ー
レ
に
見
る
如
き
劇

的
分
子
は
、
む
し
ろ
彼
が
不
得
意
と
す
る
所
に
し
て
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
ま
A
朗
誦
的
分

子
の
様
牲
と
な
り
た
る
様
の
節
多
く
、
そ
れ
さ
へ
ま
A

誤
な
き
に
あ
ら
ず
。
と
近
来
多

大
の
進
歩
を
示
し
、
殊
に
今
ま
で
例
な
か
り
し
楽
器
に
這
般
の
成
功
を
示
さ
れ
た
る

は
、
誠
に
染
界
の
為
め
慶
す
べ
き
な
り
。
半
時
間
に
も
あ
ま
る
長
曲
、
わ
れ
等
を
し
て

稗
往
す
る
の
概
あ
ら
し
む
。
『
詩
人
の
震
旬
、
よ
く
わ
れ
等
を
し
て
現
世
の
大
氣
中
に

舟
行
す
る
を
得
し
め
ば
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
作
家
の
妙
昔
は
、
は
て
知
ら
ぬ
高
き
極
み
、

エ
ー
テ
ル
の
中
に
つ
き
入
る
力
を
典
ふ
べ
し
。
』
と
い
ふ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
讃
歎
の
槃
に

は
俄
に
同
し
難
け
れ
ど
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
器
楽
の
妙
趣
は
、
遺
憾
な
く
発
揮
せ
ら
れ
し
な

ら
む
。紳

戸
氏
の
洋
琴
獨
奏
、
曲
は
職
世
の
楽
匠
ベ
ー
ト
ホ
ッ
フ
ェ
ン
が
血
を
も
て
記
し
た

る
て
ふ
ア
パ
シ
オ
ナ
ー
タ
な
り
。
「
素
人
ら
し
か
ら
ぬ
」
態
度
は
、
強
き
響
き
と
熱
烈

の
情
と
を
よ
び
て
、
其
牡
大
な
る
コ
ー
ド
の
響
は
、
フ
ル
ュ
ー
ゲ
ル
、
ピ
ア
ノ
こ
そ
絃

の
妙
趣
に
は
適
す
べ
け
れ
と
い
う
誠
な
る
を
思
は
し
め
ぬ
。
『
指
の
用
ゐ
様
に
は
さ
し

〔

マ

マ

〕

た
る
困
難
も
な
け
れ
ど
、
ー
ー
｀
ト
リ
オ
ヤ
。
ハ
ッ
サ
ノ
ジ
ュ
装
飾
音
は
、
少
し
く
學
習
せ

る
者
の
な
し
得
べ
き
事
な
が
ら
、

1

さ
れ
ど
其
演
奏
の
難
き
は
竿
に
見
る
と
こ
ろ
。
』

と
ホ
ッ
フ
マ
ン
は
評
せ
し
が
、
此
日
の
演
奏
に
は
略
ぼ
其
遺
憾
も
な
か
り
し
な
ら
む
。

『
彼
が
楽
は
、
は
て
し
も
知
ら
ぬ
滸
逸
の
國
、
天
邊
の
微
光
黄
金
の
波
を
送
れ
ば
、
幕
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

幕
の
雲
間
に
巨
人
の
か
け
の
浮
遊
せ
る
が
わ
れ
を
被
ひ
包
ま
ん
ず
。
』
と
こ
れ
も
此
詩

人
か
評
言
な
り
。
今
余
を
し
て
暫
く
此
曲
の
な
り
し
折
を
忍
ば
し
め
よ
。
ア
パ
シ
オ
ナ

タ
の
名
は
後
人
の
添
え
し
名
な
れ
ど
、
此
曲
の
興
趣
の
あ
ら
ま
し
を
證
し
た
る
有
趣
な

る
語
な
ら
ず
や
。
狽
り
寂
し
く
世
を
終
へ
し
榮
家
の
半
生
を
察
す
れ
ば
わ
り
な
き
懇
の

聯
績
に
世
を
う
ら
め
し
の
あ
は
れ
に
泣
き
し
も
幾
度
そ
や
。
常
時
の
冷
酷
な
る
社
會
思

想
が
、
布
衣
の
伶
人
に
は
及
び
も
あ
へ
ぬ
と
定
め
け
む
、
貴
人
を
の
み
思
ひ
菓
ひ
て
最

も
痛
切
悲
愁
な
る
愛
の
活
動
を
現
じ
た
る
は
、
近
頃
ノ
ー
ル
氏
の
蒐
集
せ
し
彼
か
断
論

零
墨
に
現
れ
た
り
。
斯
て
折
々
の
作
品
の
デ
デ
イ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
、
半
生
の
あ
は
れ
を

止
め
ぬ
。
此
曲
は
一
千
八
百
六
年
の
夏
に
な
り
て
、
ブ
ル
ン
ス
ウ
ィ
ク
伯
に
敵
し
た
る

も
の
。
己
が
心
の
様
を
『
巨
人
の
如
き
思
想
の
狂
謎
』
と
述
べ
た
る
手
書
を
あ
て
し
、

『
不
朽
の
愛
人
』
と
は
、
こ
れ
伯
か
妹
テ
レ
ー
ゼ
姫
に
外
な
ら
ず
。
『
な
や
み
は
治
ま
り

情
焔
は
消
え
ぬ
』
と
云
ひ
し
彼
は
ア
パ
シ
オ
ナ
タ
に
ま
た
熱
烈
の
思
を
寓
し
ぬ
。
『
御

0
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0

0

0

 

0
 
0
 

0
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0
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
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0
 

身
に
も
我
に
も
愛
は
正
し
く
凡
て
を
求
む
、
我
は
唯
御
身
の
為
に
、
御
身
は
ま
た
わ
が

応
に
、
生
か
か
昏
『
元
臣
い
綺
臣
戸
、
御
釈
炉
尉
竺
生
臣
↑
炉
証
伸
か

5
:。』

0

0
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0

0
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0

0
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0
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

『
か
く
も
近
く
、
か
く
も
遠
き
あ
は
れ
紳
よ
、
わ
れ
等
か
愛
は
ま
こ
と
の
天
堂
に
あ
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

ず
や
、
フ
ィ
ル
マ
マ
ン
の
如
く
確
固
な
る
に
あ
ら
ず
や
。
』
『
ま
た
＜
御
身
を
持
ち

て

炉
、
応
臣
距
炉
ぷ
累
炉
‘
些
。
一
靡
い
で
か
か
臣
生
望
生
‘
が
記
ふ
い
‘
|
妥

か
か
、
野
吝
笈
い
で
5
|
年
1
3
1
6
0
|
A
o
r
釦
ぃ
ー
慕
竺
｛
か
霞
冑
i
W
o
|
c
b
o
臣

0

0

0

 

0
 

0
 
0
 
0
 
0

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

 

れ
、
親
し
き
ル
ト
ウ
ヰ
ツ
ヒ
が
ま
こ
と
の
情
を
あ
や
ま
た
で
、
と
は
に
我
を
愛
し
て

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

0
 
0
 
0
 

0
 
0
 

0
 

よ
、
永
劫
に
御
身
の
、
永
劫
に
わ
が
、
永
劫
に
我
等
の
。
』
こ
れ
同
じ
き
七
月
の
彼
が

手
書
な
り
。
沈
愁
の
怨
卒
讀
す
る
に
堪
へ
ざ
ら
ん
と
す
。

上
原
氏
の
ソ
ナ
タ
。
猶
特
な
る
繊
麗
と
軽
妙
と
を
以
て
ア

レ
グ
ロ
ー
の
一
節
を
終
へ

ぬ
。
豫
科
に
か
A

る
俊
オ
を
得
た
る
は
、
蓋
し
末
曾
有
の
事
賓
な
る
べ
し
、
幸
に
健
全

な
れ
。
管
絃
楽
に
於
て
は
、
ビ
ゼ
ー
の
カ
ル
メ
ン
は
再
度
の
演
奏
な
れ
ど
も
、
一
段
の

進
歩
を
示
せ
り
。
ア
ラ
ゴ
ネ
ー
ズ
、
イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
オ
の
オ
ブ
、
フ
レ
ー
テ
の
幽
婉

の
響
は
、
後
の
ブ
ィ
オ
ロ
ン
の
悲
愁
の
調
と
相
待
っ
て
、

艶
な
る
色
と
光
と
を
添
え

ぬ。
磐
楽
に
於
て
、
敬
虔
深
重
な
る
宗
敦
楽
と
幽
婉
な
る
民
謡
風
の
楽
と
の
面
白
き
到
比

を
得
た
る
は
、
深
く
我
等
の
賛
同
す
る
所
な
り
。
さ
れ
ど
女
槃
二
部
合
唱
の
シ
ュ

ー
マ

ン
抒
情
歌
は
、
果
し
て
其
本
質
を
博
へ

し
や
、
歌
詞
に
奔
放
な
る
熱
憤
を
寓
す
る
能
は

ざ
る
は
、
止
む
を
得
ざ
る
事
賓
な
が
ら
、
こ
A

に
も
誠
の
情
の
あ
は
れ
は
消
え
失
せ
し

故
に
や
、
こ
れ
を
さ
き
の
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
の
折
に
比
す
れ
ば
、
熱
誠
の
度
に
於
て
も
劣

る
所
あ
り
と
思
ふ
。
ソ
。
フ
ラ
ニ
ス
ト
の
昔
量
に
の
み
就
て
云
ふ
も
、
成
功
に
非
ざ
り
し

事
は
、
さ
き
の
パ
ウ
ル
の
ア
リ
ア
に
比
し
て
も
明
な
り
。
（
此
度
は
伴
奏
の
強
か
り
し

と
の
事
は
あ
れ
ど
）
、
忍
び
に
忍
び
し
愛
情
を
吐
露
す
る
事
も
叶
は
で
、
ま
た
も
冥
界

に
別
れ
行
か
む
と
い
ふ
怨
嵯
の
墜
も
、
後
に
は
稗
恵
に
入
る
始
な
る
を
ほ
の
め
か
し
た

る
、
悲
く
も
廿
き
抒
情
の
響
に
は
、
ヱ
キ
ス
。
フ
レ
ッ
シ
ョ
ン
の
強
か
り
し
も
さ
る
事
な

が
ら
、
今
日
の
天
慎
素
朴
の
愛
を
歌
へ
る
民
謡
の
、
さ
り
と
は
あ
ま
り
に
枯
淡
に
流
れ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
か
な
、

『
我
思
ふ
人
い
づ
ち
、
わ
れ
若
し
翼
も
て
る
鳥
な
ら
ば
』
と
い
ふ
至
情
は
、

シ
ュ
ー
マ
ン
か
奔
放
な
る
響
と
相
合
し
て
、
殊
に
此
ソ
。
フ
ラ
ニ
ス
ト
の
至
醇
な
る
竪
に

は
適
せ
し
な
ら
ん
を
、
惜
む
べ
し
。

更
に
歌
詞
の
側
よ
り
論
ぜ
ん
に
、
聖
楽
の
雅
醇
は
う
れ
し
け
れ
ど
、
ま
た
難
き
は
こ

れ
が
歌
詞
の
新
作
な
り
。
そ
は
此
種
の
も
の
は
殊
に
歌
詞
と
架
曲
と
の
厳
格
な
る

デ
ュ
ル
ヒ
ド
リ
ン
ゲ
ン

貫
通
を
要
す
れ
ば
な
り
。
第
二
部
の
雁
叫
雲
雀
等
の
比
較
的
成
功
し
た
る
も
、
そ

の
彼
に
比
し
て
幾
分
か
易
き
が
為
な
る
べ
し
、
そ
は
興
趣
の
捕
捉
に
さ
し
た
る
困
難
を

感
ず
る
事
も
な
く
、
ま
た
一
た
び
捕
捉
し
終
れ
ば
取
材
の
自
由
も
あ
り
て
容
易
な
る
べ

し
。
シ
ヱ
レ
ー
よ
り
脱
化
し
け
ん
と
思
は
る
A

雲
雀
の
歌
、
母
韻
の
配
置
も
其
掌
を
得

〔

マ

マ

J

た
る
が
如
し
。
さ
れ
ど
は
じ
め
の
秋
風
吟
と
テ
ネ
ブ
レ
ニ
の
歌
と
何
等
興
趣
の
相
通
ず

る
あ
り
や
。
禰
生
の
春
の
復
活
祭
に
先
だ
つ
週
間
の
夕
暮
カ
ト
リ
ッ
ク
精
舎
の
聖
壇
に

か
ゞ
や
く
法
燈
十
五
、
尖
頭
形
に
置
か
れ
た
る
を
唯
一
っ
残
し
て
、
つ
き
人
＼
に
け
し

行
く
フ
ィ
ン
ス
テ
ル
、
メ
ッ
テ
の
荘
厳
な
る
典
證
も
忍
ぶ
に
由
な
く
、
こ
A

に
は
唯
兄

妹
を
忍
ぶ
遊
子
の
情
と
化
し
了
ん
ぬ
。
さ
り
と
て
、
一
般
民
衆
に
親
し
か
ら
ざ
る
聖
敦

の
儀
典
を
、
其
儘
に
繹
さ
む
も
如
何
か
と
思
へ
ば
、
余
は
此
貼
に
就
て
深
く
諸
賢
士
の

研
鑽
を
乞
は
ん
と
欲
す
る
な
り
。
ま
た
此
歌
に
多
く
見
え
し
「
旅
愁
」
「
一
千
里
」
「
ゆ

め
さ
へ
さ
わ
ぐ
」
等
の
ス
ピ
ラ
ン
テ
ス
も
、
歌
ひ
も
の
と
し
て
は
尚
一
層
の
研
究
を
要

す

べ

き

も

の

な

り

と

信

ず

。

（

後

凋

）

（
『
帝
闊
文
學
』
第
十
巻
第
一
号
、
明
治
三
十
七
年
一
月
、
二
五
ニ
ー
ニ
六
0頁
）
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雲
居
の
四
段
砧

一
ピ
ア
ノ
獨
奏

ロ
ー
マ
ン
ス

一
箭 乙

、

ロ
ー
マ
ン
ツ

ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
先
生
作
曲

天

野

あ

vヽ

河金

野澤

ひ柔

で能 吉

明
治
三
十
六
年
の
概
評

マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ル
作
曲

一

運

命

ー
大
證
服

ー
ハ
イ
カ
ラ
ー

一
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

甲
、
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

赤

尾

寅

一
八
、

一
九

一
饉
る
燕

一
剣

舞

一

蜀

唱

小

室

千

笑

ソ
ナ
タ

一
ピ
ア
ノ
獨
奏

コ
ン

n
1

¥

-

ク
ー
ラ
ウ
作
曲

グ
ー
ノ
ー
作
曲

川
久
保
み
す
ゞ

一

合

唱

甲
、
得
渦
江

乙

、

百

舌

鳥

之

歌

第

三

部

餘

興

ア
ダ
ヂ
オ

ベ
ル
ラ
ニ
ー
作
曲

ソ
ナ
タ

一
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

一
ピ
ア
ノ
獨
奏

ソ
ナ
タ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲大

熊

し

ん

第

二

部

演

奏

一
ピ
ア
ノ
獨
奏

上

原

幾

世

ソ
ー
ル
テ

一

同

上

明
治
＝
一
十
六
年
〔
十
二
月
〕

◎
音
楽
學
校
學
友
會

目
次
左
の
如
し

第
一
部

一
開
會
之
僻

一
送
別
之
辮

コ
ン
コ
ニ
ー

一
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

大
島
會
長

男
會
員
穂
代

女
會
員
穂
代

本
科
一
年
女
子

男

會

員

有

志

甲
師
二
年
女
子

本
科
二
、
三
、
男

本

科

一

年

男

（『
＿音
榮
之
友
』
架
友
社
、
第
五
巻
第
二
号
、
明
治
三
十
六
年
十
二
月
、
五
八
頁
）

一

獨

唱

送
別
式

学
友
会
演
奏
会

過
日
多
氏
能
勢
氏
送
別
會
を
兼
ね
て
音
楽
會
あ
り
き
其

ソ
ナ
タ

一
ピ
ア
ノ
獨
奏

ソ
ナ
タ

一
ピ
ア
ノ
獨
奏

フ
ー
ガ
ー

一
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

―一、

一
六

モ
ツ
ア
ル
ト
作
曲

レ
メ
ン
ス
作
曲

モ
ツ
ア
ル
ト
作
曲

レ
メ
ン
ス
作
曲

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

甲
師
二
、
三
年

高

橋

と

よ

浦

と

め

横

山
横

田

瀧

J I I 

英

松

井

牡

糸

第 1部

郎

明治・大正篇

I 

ノ‘
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〇
業
界
の
半
歳

今
年
の
シ
イ
ゾ
ン
は
餘
り
に
寂
し
か
り
き
、
勿
論
形
式
と
分
量
と
に
於
て
は
寧
ろ
盛

観
を
呈
し
た
る
が
如
き
も
、
衆
人
の
耳
目
漸
<
-
音
楽
に
及
ば
ん
と
せ
る
今
日
に
於
て
、

楽
界
其
も
の
A

形
勢
比
較
的
に
沈
滞
せ
る
は
余
が
専
門
家
諸
氏
に
劉
し
て
珈
か
苦
言
な

き
能
は
ざ
る
な
り
。

本
年
に
於
け
る
最
初
の
一
音
楽
會
は
三
月
上
旬
上
野
に
開
か
れ
し
學
友
會
大
會
な
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

き
、
此
會
に
於
て
は
生
徒
諸
氏
が
着
賓
な
る
勉
強
の
跡
を
示
さ
れ
た
れ
ど
其
中
櫃
を
作

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
る
は
僅
に
敷
名
に
定
ま
り
て
俄
に
其
進
歩
を
た
A

え
難
き
も
の
あ
り
。
畢
覚
は
前

田
、
小
林
、
柴
田
、
金
澤
四
氏
の
特
技
を
紹
介
し
た
る
に
過
ぎ
ざ
り
き
。
此
日
柴
田
嬢

の
獨
唱
、
オ
ベ
ロ
ン
中
の
ア
リ
ア
、
カ
バ
チ
ナ
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
の
鼻
祖
た
る
ウ
ヱ
ー

バ
ー
の
特
趣
を
猿
揮
し
て
幽
趣
掬
す
べ
き
も
の
あ
り
、
之
を
昨
年
末
の
某
嬢
の
演
唱
に

比
し
て
其
老
巧
の
黙
に
於
て
は
或
は
彼
に
一
歩
を
譲
る
こ
と
あ
る
も
其
昔
最
に
於
て
コ

ロ
ラ
テ
ュ
ー
ル
に
於
て
獨
得
の
技
量
を
示
し
、
獨
語
の
登
昔
に
も
さ
し
た
る
批
難
な
か

り
き
。
テ
ュ
ニ
ス
な
る
ア
ル
マ
ン
ゾ
ー
ル
の
宮
廷
に
た
ち
て
「
悲
し
や
我
か
心
、
今
は

あ
だ
な
る
希
望
を
懇
ふ
る
涙
に
く
れ
て
、
悩
み
こ
そ
わ
が
唯
一
の
費
な
れ
。
ペ
リ
ス
か

御
空
に
漂
ふ
如
く
わ
れ
は
た
ゞ
た
め
い
き
に
の
み
ぞ
住
む
な
る
」
と
訴
ふ
る
レ
チ
ア
か

清
怨
は
幾
分
装
揮
せ
ら
れ
た
る
な
ら
ん
。
次
で
同
し
き
十
五
日
に
開
か
れ
し
山
勢
氏
の

為
め
の
慈
善
―
音
楽
會
の
管
絃
楽
は
本
校
に
て
昨
年
来
苦
心
せ
ら
れ
し
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
が

ハ
ー
、
モ
ー
ル
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
な
れ
ば
其
の
成
功
は
い
ふ
ま
で
も
な
け
れ
ど
等
曲
に

於
て
今
井
氏
の
技
量
は
確
か
に
等
曲
界
の
重
鎮
た
る
を
示
し
た
り
き
、
さ
れ
ど
合
唱
形

見
の
刃
な
ど
の
全
く
失
敗
に
終
り
し
は
遺
憾
な
り
き
。
月
の
末
日
に
開
か
れ
し
師
範
科

、
、
、
、
、
、
、
、

卒
業
式
に
は
撰
科
卒
業
生
に
荒
川
嬢
あ
る
を
紹
介
し
た
る
の
み
、
其
の
師
範
科
卒
業
生

の
技
伺
に
就
て
は
聯
か
苦
言
な
き
能
は
さ
る
な
り
、
諸
氏
に
し
て
若
し
地
方
師
範
學
校

、
、
ヽ

L

マ
マ
J
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
唱
歌
敷
員
た
る
を
以
て
廿
ん
ず
れ
は
止
む
、
苛
く
も
西
楽
の
行
き
渡
ら
ざ
る
社
會
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

出
で
A

一
般
趣
味
の
助
長
に
盛
す
あ
ら
ん
と
せ
ば
如
何
ぞ
か
A

る
技
術
を
以
て
其
大
任

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
果
し
得
べ
き
、
否
卒
業
生
自
身
か
幾
何
の
趣
味
と
理
解
力
と
を
得
た
る
か
は
常
日
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

平
凡
な
る
技
術
を
以
て
卜
す
る
に
難
か
ら
さ
る
な
り
。
其
修
業
年
限
の
本
科
の
そ
れ
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ヽ
ヽ
ム
ジ
ー
ク
リ
テ
ラ
ツ
ー
ル
ム
ジ
ー
ク
、
ウ
ィ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
、
、
、
、
、
、

比
し
て
短
か
き
其
贖
償
は
之
を
所
謂
―
音
楽
文
學
一
音
楽
科
學
の
造
詣
に
求
む
べ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

き
な
る
も
、
諸
氏
に
し
て
誰
れ
か
よ
く
之
を
得
る
の
途
を
有
せ
る
、
形
式
的
な
る
一
音
響

．
 

ヽ
一
、
獨

A
ri

a
.
 Me

n
d
e
l
s
s
o
h
n
.
 

小

室

千

笑

江

澤

清

太

郎

横

郎
田

天

野

ア

イ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

學
、
人
生
内
部
の
登
展
を
省
み
ざ
る
一
音
楽
史
何
か
あ
ら
ん
、
和
槃
の
美
趣
は
遂
に
不
可

、
、
、
、
、
、
ヽ

0

0

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

0
 

0
 
0
 

0
 
0
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

解
に
終
る
べ
け
む
、
然
ら
は
諸
君
か
勉
む
べ
き
は
唯
技
術
の
修
練
の
み
、
多
敷
の
曲
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0
 
0
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

0
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0

0

0

 

0
 

0
 
0
 

0
 
0
 

営
り
て
漸
次
に
旋
律
和
槃
の
妙
を
解
せ
ん
の
み
、
唱
歌
に
さ
へ
さ
し
た
る
成
功
を
示
す

0

0

0

 

0
 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

事
な
き
に
、
な
ほ
楽
器
の
練
習
に
は
御
役
目
的
に
従
事
せ
る
が
如
き
は
諸
君
か
大
謬
見

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

な
り
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
四
月
初
旬
に
開
か
れ
た
る
明
治
―
音
楽
會
は
例
に
よ
り
て

例
の
如
く
五
月
に
入
り
て
は
一
日
の
春
季
演
奏
會
外
に
慈
善
音
楽
會
の
開
か
る
A

も
の

三
度
、
四
月
三
十
日
の
分
敦
場
試
業
會
は
一
段
の
進
歩
を
示
し
て
斯
道
普
及
の
上
に
其

力
少
か
ら
ざ
る
を
證
し
ぬ
、
〔
中
略
〕

七
月
に
開
か
る
べ
き
卒
業
式
一
音
楽
會

は
客
年
に
比
し
て
盛
な
る
べ
き
成
算
な
れ
ど

も
、
管
絃
架
な
く
て
は
割
合
に
寂
蓼
に
終
る
べ
き
か
。
こ
れ
を
終
り
て
は
秋
風
た
ち
て

再
び
シ
ー
ゾ
ン
の
め
ぐ
り
来
る
ま
で
は
さ
し
た
る
事
も
な
か
る
べ
け
れ
ば
と
て
、
聯
か

半

歳

の

朕

況

を

記

し

お

き

ぬ

。

（

後

凋

）

（
『
帝
國
文
學
』
第
九
巻
第
七
号
、
明
治
三
十
六
年
七
月
、
一
ー
ニ
l
-
―
五
頁
）

明
治
三
十
七
年
二
月
二
十
日
、

学
友
会
演
奏
会

明
治
三
十
七
年
二
月
廿
日
、
二
十
一
日
午
後
一
時

東
京
音
楽
學
校
學
友
會
大
會
、
於
同
校
奏
楽
堂

l

、

合

唱

天

安

河

S
e
r
uf
f
鳥
居
枕
作
歌

S
o
n
at
i

n
e
.
 Cl

e
m
e
nt
i
.
 

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ヽ 一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ォ
ル
ガ
ン
獨
奏

1. Lar

g
o•Hande

l. 

一
、
ビ
ア
ノ
獨
奏

唱

オ
ル
ガ
ン
獨
奏

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

二
十
＿
日

G
a
v
ot
t

o
.
 Ba

c
h
.
 

2
.
 

G
a
v
ot
t

o
.
 Ba

c
h
.
 

R
o
m
a
n
c
e
.
 He
y
d
ri
c
h
.
 

D
o
n
 J
u
a
n
.
 Mo

z
a
rt

.
 

S
o
n
at
e
.
 Mo

z
a
rt

.
 

釜

苑

吉

澤

善重

作夫

田 會

中

口

ク 員
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明
治
―
―
―
十
七
年
三
月
二
十
九
日
甲
種
師
範
科
卒
業
式

第
三
回
甲
種
師
範
科
生
徒
卒
業
書
授
呉
式
順
序

（
明
治
三
十
七
年
三
月
二
十
九
日
）

一
、
報
告

一
、
卒
業
證
書
授
輿

一
、
校
長
告
僻

一
、
文
部
大
臣
祝
辮

一
、
卒
業
生
穂
代
謝
僻

一
、
合

V
a
l
s
e
 
I
mp

r
o
mp
t

u
 for p
i

a
n
o
.
 H
.
 He
y
d
ri
c
h
.
 

黒
龍
江

唱

S
c
h
u
m
a
n
n
鳥
居
枕
作
歌

（
『
本
邦
洋
榮
愛
遷
史
』
四
五
〇
！
四
五
一
頁
）

會

員

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

幸

田

幸

子

吉

一
、
合
唱

一
、
合一

、
雁
之
叫
旗
野
十
一
郎
作
歌

一
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

F
u
g
a
.
E
b
e
r
li
n
.
 

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

唱

S
o
n
at
e
.
 Be

et
h
o
v
e
n
.
 

柴

P
e
n
l
ap
e
 w
e
a
vi
w
g
 G

a
r
m
e
nt

.
 (

f
r

o
m
 O
dy
ssy
)
 
B
r
u
c
h
.
 

赤

1•Fuga

. 

B
a
c
h
.
 

近
江
八
景
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
山

一
、
合
唱

セ

天
の
安
河
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
鳥

里
祭
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
露
西
亜

旗

野

十

一

大

一
、
オ
ル
ガ
ン
合
奏
…
…
…
…
甲
種
師
範
科
卒
業
生
｛

岩

オ
ル
ガ
ン
、

ソ
ナ
タ
四
番
（
フ
ヰ
ナ
ー
レ
）
…
…
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
器
楽
部
一
年
生

ソ
ナ
テ
ィ
ナ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ク

一
、
女
竪
二
部
合
唱

ウ
作
曲

甲
種
師
範
科
卒
業
生

良
友
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
{

5

鯰

竺

ー

止

認

國
民
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
{

5

鱈

屹

ソ

一
ー
止
り
麟

一

、

オ

ル

ガ

ン

合

奏

…

…

…

…

甲

種

師

範

科

卒

業

生

｛

疇

謬

シ
ェ
ル
ソ
、

シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
…
…
…
…
…
…
レ

ス
作
曲

卒

業

生

及

生

徒

ヶ

橘
の
薫
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
鳥

＇、

ル

ビ

ニ

作

曲

居

枕

作

歌

（
『
東
京
昔
榮
學
校
一
覧
』
自
大
正
十
五
年
至
大
正
十
六
年
、
一
四
頁
）

ム

メ

ン
ヒ
ヒ
】

ム月

尾

寅 ―フ

久

野

ひ

さ

F
a
nt
asi
a
 ap
p

assi
o
n
at
a
.
 Vi
e
u
xt
e
mp
s.
 

倉熊

ーし

野ん

2
.
 

P
r
a
e
l
u
di
u
m
.
 Ba

c
h
.
 

一
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

尾

寅

民

歌

郎
作
歌

一
、
獨

居］レ

ッ

フ

作

曲

部

枕
作
歌

1第

田

栗

環欣

日
曰

n
F
 

二

、

雲

雀

員

小
野
竹
三
作
歌

村

ウ原

卒

業

生

及

生

徒

布

登

萬

和

作

曲

會

夕

一
、
等

第

部

l

選

科

卒

業

生

東

條

幸

子

選

科

生

山

本

富

三

郎
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オ

ル

ガ

ン

連

奏

等
乙、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
連
奏

甲
、
リ
ー
ブ
リ
ヒ

フ
ロ
イ
デ
イ
ヒ

仝 シ
ュ
レ
ー
デ
ル
作
曲上

砕

紐

鱈

麟

岬

麟

）

デ

ァ

ベ

リ

作

曲

甲
、
リ
ー
リ
ッ
シ
ェ
、
ス
テ
ュ
ッ
ケ

f——~_ 

三辻

須

き美

＜亜

'̂--―‘ 
仝紳木

田村

百英雅

合芝子

, .  ` 
仝熊中角

田村倉

豊遜タア

子子ミイ

/—.,._—` 

仝渡

部

君

栞代

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

ピ 箭
ソ

ア
ナ

ノ

オ

ル

ガ

ン
夕

岡

康

砧

早

春

興

乙
、
ボ
ロ
ネ
ー
ズ

プ
レ
ル
ヂ
ュ
ー
ム

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

萩

原

愛

145 

rヽ-
即

田

滋

樹

第 2章

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

等仝三
絃

今山奥

::: 郎郎し

岩

井

の

ぶ

仝

上

練

習

曲

甲

、

ラ

ン

ド

ラ

ア

ー

マ

ン

ド

作

曲

ソ

ナ

夕

一
、
ピ

ァ

ノ

オ

ル

ガ

ン

岩

井

な

み

メ
ル
ケ
ル
作
曲

ヽ
レ某

ン

ツ作

作

曲歌
ヽ

口

マ

ン

ス

甲
、
夏

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

乙

、

メ

ヌ

エ

ッ

ト

ピ

ア

ノ

連

弾

リ
ー
デ
イ
ン
グ
作
曲

歌
（
二
璽
音
）

乙

、

楽

し

き

今

日

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
連
奏

モ

ツ

ア

ル

ト

作

曲

田

邊

尚

雄

日
日nド

乙

、

進

軍

歌

大

和

田

建

樹

作

歌

）

（

ベ

ニ

ケ

作

曲

第

甲

、

子

守

歌

（佐

藤

誠

賓

作

歌

）

作

曲

者

未

詳

第

唱
歌
（
四
重
音
）

生

部

第
十
五
回
選
科
生
徒
試
業
會
順
序
（
印
疇
匡

□芸
享
叩
乞

明
治
三
十
七
年
五
月
二
十
八
日

試
業
演
奏
会

徒

ピ
タ

ラ

ン

テ

ラ

乙
、
ソ
ル
ヂ
ァ
ー
ス
マ
ー
チ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

上

甲
、
メ ア

の ロ

デ ノ

タ

ン

ボ

リ

ン

旗

野

十

一

郎

作

歌

）

園

（

レ

ン

ツ

作

曲

部
シ

ッ

ト

作

曲

シ
仝

ュ

ー

マ

ン

作

曲

ラ

モ

作

曲

r -ヘ―̀

内浅

田蒻

う千

め代

高

折

宮

次

女

生

徒

菊

地

み

さ

を

石

川

し

づ
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五、

乙 甲

新

緑

の

賦

二

、

合

唱

第

一
、
管
絃
合
奏

我
唱

ノミ

歌
（
四
重
昔
）

明
治
三
十
七
年
六
月
四
日
、
五
日

明
治
三
十
七
年
六
月
五
日
午
後
一
一
時
半

春

季

音

楽

演

奏

會

曲

目

三
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

コ
ン
セ
ル
ト

四
、
ヴ
ィ
オ
ラ
獨
奏

コ
ン
セ
ル
ト

―
―
一
部
合
唱

＿フ

生

徒

’へ 、

鈴小柴

木室
田

の千

ぶ笑環

ツ

ト
作
曲

教

師

ュ
ン
ケ
ル

ツ

ア

ル

ト

作

曲

助

敦

授

紳

戸

絢

ン
居

デ

ル
作
曲

枕

作

歌

第
十
回
定
期
演
奏
会

東

京

音

楽

學

校

オ
ー
ヴ
ァ
チ
ュ
ー
ア
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ

モ

ッ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
i
武

島

鴨
緑
江
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
鳥

、

....................................... E
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 ‘
,
9
 

リ
フ
ト
、
ザ
イ
ン
、 國 デ

ア
イ
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

部

ア
ゥ
グ
ス
ト
、

ァ

ル

ト

作

曲

又

次

郎
作
歌

生

徒

ル
ト
作
曲

職

員

及

生

徒

（
廷
伍
捐
裏
国
祠
疇
）

シ

ッ

ト

作

曲

生

徒

III.
 

II. 
r・』 一

、

合

唱
第

ラ
ル
レ
ジ
エ
ヌ

オ
ル
フ
ォ
イ
ス

六
、
管
絃
合
奏

部

P
A
R
T
 I. 

職

員

及

生

徒

•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ヒ

ヽ

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
，
ノ

S
P
R
I
N
G
 C
O
N
C
E
R
T
 

O
F
 T
H
E
 

T
o
ki
o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si
c
 

T
O
 B
E
 H
E
L
D
 A
T
 

U
Y
E
N
O
 P
A
R
K
 

O
N
 

S
u
n
d
a
y
 J
u
n
e
 5
t
h
 3
7
 M
eiji 
(
1
9
0
4
)
 

A
T
 2.
 3

0
 P
.M
.
 

P
R
O
G
R
A
M
M
E.
 

O
r
c
h
e
st
ra: 

O
v
e
rt
ure 
zur 
O
p
e
r
 R
o
s
a
m
u
n
d
e
…

…

…

…

S
c
h
u
b
e
rt

.
 

Inst
r
u
ct
ors 
a
n
d
 St
u
d
e
nt
s
 of
 th
e
 A
c
a
d
e
m
y
.
 

C
h
o
r
u
s
:
 

a
.
 A
g
n
u
s
 
De
i………………………••……

•Mozar

t
. 

b
.
 Si
egeschor a
u
s
 J
u
d
a
s
 M
a
c
c
a
b
a
u
s
 
...... H
a
n
d
e
l
.
 

St
u
d
e
nt
s
 of
 t
h
e
 A
c
a
d
e
m
y
.
 

Pi

a
n
o
 Solo: 

Concer

t•D 

M
o
l
l
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

M
o
z
a
rt
.
 

M
r
s.
 Ka

m
b
e
.
 

Jレ

ツ

ク
作
曲

ゼ

ー
作
曲

職

員

及

生

徒
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「
V
I. 

V
.
 

I
V
.
 V

o
c
a
l
 T
ri
o
:
 

"
L
i
f
t
 

T
hi
n
e
 E
y
e
s"
 f
r
o
m
 t
h
e
 E
lij

a
h…

M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
.
 

M
i

sses 
S
hi
b
at
a
,
 Ko

m
u
r
o
 a
n
d
 S
u
z
u
ki
.
 

V
i

ola 
S
o
l
o
:
 

C
o
n
c
e
rt
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ン

．t
t
t
.

P
r
of
 A
.
 Ju

n
k
e
r.
 

O
r
c
h
e
st
ra: 

L
'A
r
l
e
si
e
n
n
e
 1
 re
 

S
ui
t
e
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

B
i
z
et
.
 

1. 
P
r
e
l
u
d
e
.
 

2
.
 

Mi

n
u
et
t
o
.
 

3
.
 

A
d
ag
i

et
t
o
.
 

4
.
 C

a
ri
l
l

o
n.
 

I
n
st
r
u
ct
ors a
n
d
 S
t

u
d
e
nt
s
 of
 th
e
 A
c
a
d
e
m
y
.
 

P
A
R
T
 I
L
 

Select
i

o
n
s
 f
r
o
m
 t
h
e
 O
p
e
r
a
 O
r
p
h
e
u
s
…

…

…

…

…

Glz̀
ck. 

(

f

o
r
 S
o
li

,
 

C
h
o
r
u
s,
 O

r
g
a
n
 
a
n
d
 
Pi
a
n
o
 
a
c
c
o
m
,
 

p
a
n
i
m
e
nt
)
.
 

S
op
r
a
n
o
 M
i

ss 
S
hi
b
at
a
,
 A

lt
o
 M
i

ss 

Ki
k

苓
さ
a.

Inst
r
u
ct
ors a
n
d
 S
t

u
d
e
nt
s
 of
 th
e
 A
c
a
d
e
m
y
.
 

C
o
n
d
u
ct
o
r
:
 
P
r
of. 
A
 .
 

.];ミ

ncker.

第
十
回
春
季
音
楽
演
奏
会
批
評

(『
昔
築
之
友
』
第
五
巻
第
二
号
、
明
治
三
十
七
年
六
月
）

第
一
部
管
絃
楽
合
奏
オ
ー
ヴ
ァ
チ
ュ
ー
ア
は
腕
揃
の
合
奏
故
悪
る
か
ろ
う
筈
な
く
、

一

殊
に
曲
風
が
日
本
人
向
の
撰
曲
で
聴
者
は
大
満
足
只
四
日
は
初
日
の
勢
か
時
々
工
合
の

悪
ひ
処
が
有

っ
た
。
合
唱
甲
新
緑
の
賦
は
結
構
で
、
鴨
緑
江
は
共
に
き
は
者
の
表
題
の

如
き
歌
詞
を
附
し
た
の
で
其
出
来
ば
へ
は
余
り
感
心
出
来
な
い
。
神
戸
助
教
授
の
ピ
ア

ノ
独
奏
独
特
の
妙
技
聴
者
に
は
大
物
過
ぎ
て
高
襟
連
す
ら
只
う
ま
い
と
評
す
る
外
な

管

絃

合

奏

春

の

曲

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

築 報

告
卒

業

證

書

授

呉

校

長

告

辮

文

部

大

臣

祝

辮

卒

業

生

穂

代

謝

辮

第 第

部 部

職

員

生

徒

器

榮

部

卒

業

生

金

澤

柔

能

章

第

i

選

科

卒

業

生

奥

山

と

し

2

し
。
三
部
合
唱
柴
田
、
小
室
、
鈴
木
三
人
日
頃
の
御
勉
強
の
程
悔
に
拝
聴
し
た
。
ヴ
ィ

オ
ラ
独
奏
ユ
ン
ケ
ル
教
師
聴
く
度
毎
に
感
服
し
て
演
奏
中
は
呼
吸
も
出
来
ぬ
位
殊
に
五

日
は
前
日
に
比
し
て
層
一
層
の
出
来
。
管
絃
楽
是
等
の
合
奏
は
音
楽
学
校
特
有
で
も
只

感
服
の
外
評
な
し
。

第
二
部
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
の
合
唱
は
一
時
間
半
位
に
渡
る
大
合
唱
で

是
れ
が
当
日
の
大
呼
物
丈
に
又
一
し
ほ
面
白
く
殊
に
曲
中
高
音
、
中
音
の
独
唱
有
つ
て

各
自
特
意
の
妙
技
を
充
分
に
拝
聴
す
る
事
を
得
た
。
柴
田
環
の
百
合
姫
、
吉
川
の
オ
ル

フ
ォ
イ
ス
音
調
麗
明
室
内
の
紳
士
淑
女
洸
惚
殆
ど
天
界
に
遊
ぶ
の
感
あ
ら
し
め
た
。

概
し
て
今
回
の
演
奏
会
は
其
撰
曲
宜
し
き
を
得
た
る
為
非
常
の
高
評
で
あ
っ
た
。

〔原
資
料
入
手
不
能
〕
（
『
日
本
の
洋
楽
百
年
史
』
l

l

ニ
ー
頁
）

明
治
三
十
七
年
七
月
十
日
卒
業
式

東
京
一
音
楽
學
校
生
徒
卒
業
式
順
序

明
治
三
十
七
年
七
月
十
日
（
日
曜
日
）

午
後
二
時
半
ョ
リ
皐
行
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目
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a
n
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a
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e
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c
h
e
st
ra a
n
d
 

O
r
g
a
n
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P
A
R
T
 I
 

0

0

0

 

0

じ
ゅ
っ
．へい

〇

宵

の

灯

▲

―
音
楽
學
校
に
開
か
れ
た
る
憔
兵
昔
榮
會
は
今
春
の
憔
兵
―
音
楽
會

に

劣
ら
な
い
大
盛
會
で
あ
っ
た
優
し
き
等
の
一音
に
勇
ま
し
き
歌
を
載
せ
た
る
「
旅
順
の
ほ

0

0

0

 

0
 

ま
れ
」
を
以
て
會
は
初
め
ら
れ
た
▲
榮
の
天
地
斯
く
て
豫
定
の
如
く
西
洋
楽
は
引
績

い
て
演
奏
せ
ら
れ
た
、
楽
友
會
々
員
即
ち
生
徒
中
に
も
前
途
望
み
の
あ
る
人
も
少
か
ら

0

0

 

ぬ
や
う
だ
▲
高
調
終
り
に
は
ワ
グ
ネ
ル
の
曲
、
歌
は
聖
壽
無
窮
、
殆
ん
ど
百
人
内
外

の
奏
者
唱
者
が
一
高
一
低
、
昔
調
愈
よ
高
く
高
く
楽
の
最
高
調
に
達
し
た
時
に
は
情
激

0

0

 

0
 

し
血
沸
き
一
二
軍
堂
々
大
森
林
を
進
む
の
趣
が
あ
っ
た
▲
西
洋
人
其
前
に
ハ
イ
ド
リ
ッ

ヒ
氏
の
ピ
ア
ノ
が
あ
っ
た
、
予
の
何
よ
り
感
じ
た
虞
は
氏
自
身
が
如
何
に
も
楡
快
ら
し

く
ピ
ア
ノ
の
外
何
者
も
な
い
と
云
ふ
や
う
な
態
度
で
あ
っ
た
、
榮
座
に
立
つ
者
、
往
々

澄
し
込
ん
だ
り
意
氣
込
ん
だ
り
上
手
に
弾
じ
て
見
せ
や
う
と
云
ふ
顔
色
を
し
て
居
る
者

0

0

0

 

0

0

 

が
多
い
の
に
氏
の
み
は
凋
興
獨
奏
、
悠
然
と
し
て
楽
に
遊
ん
だ
▲
架
界
の
鋏
黙
吾
人

を
し
て
遠
慮
な
く
言
は
し
む
れ
ば
今
の
音
楽
界
に
は
墜
の
人
も
あ
る
手
の
人
も
あ
る
只

歌
の
人
に
於
て
は
殆
ん
ど
無
い
、
彼
の
槃
、
彼
の
手
あ
っ
て
、
而
し
て
其
新
作
の
歌
た

か
く

る
や
此
の
如
し
、
日
本
の
昔
柴
界
は
確
か
に
進
歩
し
た
、
只
歌
に
於
て
一
世
紀
を
後
れ

て
居
る
の
で
あ
る

（
『
電
報
新
聞
』
明
治
三
十
七
年
十
月
三
十
一
日
）

じ
ゅ
っ
．
へ
い

●

雑

記

帳

今

度
東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會
が
催
し
た
伽
兵
昔
架
會
は
、
近
年
稀
な

る
盛
會
で
あ
っ
た
▲
さ
し
も
廣
々
と
し
た
同
校
の
奏
楽
堂
も
、
殆
ん
ど
立
錐
の
餘
地
が

な
い
位
で
、
見
渡
す
限
り
綺
麗
星
の
や
う
に
、
着
飾
れ
る
貴
婦
人
令
嬢
や
、
コ
ス
メ
チ

は
い
か
ら
を
と
こ

ッ
ク
を
こ
て
／
＼
と
塗
り
固
め
た
高
襟
男
ば
か
り
で
、
丁
度
衣
装
と
髪
飾
り
と
の
共
進

會
を
見
る
や
う
で
、
斯
か
る
盛
會
を
見
た
の
も
発
起
の
趣
旨
が
悼
兵
で
あ
っ

た
為
で
あ

ま
す
／
ヽ

ら
う
▲
そ
こ
で
、
其
演
奏
は
年
一
年
盆
進
境
を
示
し
て
来
た
の
は
、
斯
界
の
為
め
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
▲
幸
田
幸
子
女
史
の
ヴ
ィ
オ
リ
ン
獨
奏
と
来
て
は
流
石
に
お
手

の
も
の
で
、
固
よ
り
評
す
る
迄
も
な
く
巧
な
も
の
だ
が
、
天
野
愛
子
譲
の
ピ
ア
ノ
獨
奏

は
、
最
も
満
場
の
喝
采
を
博
し
た
や
う
だ
▲
嬢
は
十
六
七
歳
の
少
女
で
あ
る
の
に
、
ベ

た
を
や
か

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
の
ソ
ナ
タ
と
い
ふ
長
曲
を
恰
か
も
蝶
の
飛
び
交
ふ
や
う
に
、
繊
弱

な
手
指
を
動
か
し
て
何
の
苦
も
な
く
遣
つ
て
の
け
た
の
は
、
餘
程
の
手
腕
で
勝
来
畏
る

べ
き
も
の
で
あ
る
▲
又
杉
浦
ち
か
子
女
史
の
獨
唱
は
、
亦
満
場
の
喝
采
を
博
し
た
一
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R
東
京
昔
業
學
校
學
友
會
悼
兵
―
音
楽
會
略
評
暫
く
音
楽
會
に
餓
え
て
居
た
為
と

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

R
東
京
＿
音
楽
學
校
學
友
會
悼
兵
―
音
楽
會
東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會
は
既
報
の
如
く
、
去

る
十
月
二
十
九
、
三
十
の
雨
日
悼
兵
―
音
楽
會
を
開
き
た
る
が
、
雨
日
と
も
睛
快
の
天
氣

な
り
し
か
ば
、
来
會
者
豫
想
外
に
多
＜
、
—
-
日
な
が
ら
開
會
前
既
に
立
錐
の
餘
地
な
き

程
に
て
入
場
人
員
無
慮
二
千
五
百
餘
人
に
達
し
、
賓
に
近
来
稀
な
る
盛
會
な
り
き
演
奏

は
前
琥
に
掲
げ
し
曲
目
の
順
序
に
依
り
、
午
後
一
時
半
開
會
何
れ
も
上
出
来
な
り
し

が
、
特
に
多
久
寅
氏
の
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン
及
び
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
氏
の
ピ
ア
ノ
は
そ
が
巧
妙

の
手
腕
に
加
ふ
る
に
曲
の
選
捧
甚
だ
宜
き
を
得
た
れ
ば
、
賓
に
得
も
云
は
れ
ぬ
出
来
に

て
聘
衆
が
湧
く
が
如
き
喝
采
を
彿
ひ
し
も
宜
な
り
。
管
絃
合
奏
及
び
合
唱
の
聖
壽
無
窮

は
ワ
グ
ネ
ル
の
畢
生
の
名
作
オ
ペ
ラ
、
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
中
の
一
節
に
し
て
タ
ン
ホ
イ
ゼ

ル
が
勝
に
天
に
昇
ら
ん
と
す
る
際
衆
人
が
狂
喜
馘
舞
せ
る
様
を
窟
せ
る
も
の
に
し
て
曲

想
の
活
猿
勇
肱
な
る
に
反
し
て
歌
詞
の
牡
厳
沈
静
に
失
し
た
る
は
誠
に
惜
む
べ
き
限
り

な
り
若
し
鳥
居
氏
が
得
意
の
快
筆
を
以
て
遼
陽
陥
落
又
は
皇
軍
大
捷
の
様
を
寓
し
た
ら

ん
に
は
今
敷
段
の
聞
き
榮
え
あ
り
し
な
る
べ
し
。
午
後
五
時
閉
會
せ
り
。
雨
日
の
純
牧

入
は
千
三
百
五
十
餘
園
に
し
て
支
出
は
僅
に
百
四
十
餘
園
な
れ
ば
残
額
千
二
百
十
三
園

を
献
金
し
た
る
由
。

（
『
昔
榮
之
友
』
榮
友
社
、
第
七
巻
第
二
号
、
明
治
三
十
七
年
十
二
月
、
三
四
頁
）

（
『
都
新
聞
』
明
治
三
十
七
年
十
一
月
十
六
日
）

で
、
参
會
者
の
拍
手
は
暫
ば
し
止
ま
な
か
っ
た
▲
其
他
演
奏
者
の
手
腕
は
、
大
し
た
も

の
で
あ
っ
た
が
、
兎
に
角
近
頃
に
な
い
大
成
効
で
あ
っ
た
（
介
）

（
『
日
出
國
新
聞
』
明
治
三
十
七
年
十
一
月
一
日
）

〔

マ

マ

〕

〇
悼
兵
昔
榮
會
の
献
金
東
京
―
音
楽
學
校
々
友
會
の
猿
起
に
て
頃
日
同
講
堂
内
に
催

せ
る
悼
兵
―
音
楽
會
は
純
牧
入
金
千
―
―
一
百
六
十
二
園
三
十
錢
（
内
金
千
二
百
八
十
二
園
六

十
錢
、
入
場
料
二
十
七
園
、
寄
附
金
五
十
二
圃
七
十
錢
會
員
支
出
會
費
）
に
達
し
た
る

を
以
て
雑
費
を
差
引
て
之
を
雨
分
し
八
百
五
十
六
園
を
陸
軍
悼
兵
部
へ
三
百
六
十
七
園

を
海
軍
伽
兵
部
へ
献
納
の
手
績
を
了
し
た
り

會
員
諸
氏
が
金
の
わ
ら
じ
で
運
動
の
結
果
大
々
的
成
巧
で
二
日
と
も
大
々
的
の
滴
員
で

諸
氏
も
定
め
て
渦
足
で
有
っ
た
で
し
よ
う
そ
し
て
余
輩
は
雨
日
の
中
の
出
来
の
好
き
方

〔

マ

マ

〕

を
模
準
と
し
て
愚
評
を
試
み
る
な
ら
ば
第
一
の
等
（
旅
順
の
ほ
ま
れ
）
き
わ
者
と
云
ふ

丈
に
て
別
に
曲
節
に
左
程
感
心
す
る
虞
も
な
し
出
来
は
ま
づ
の
方
な
る
べ
し
第
二
管
絃

合
奏
（
ラ
ー
ゴ
ー
）
は
中
間
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
の
慮
少
し
ぜ
い
た
＜
申
せ
ば
カ
イ
ゼ

ル
嬢
の
狽
吟
は
幸
田
幸
子
嬢
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
伴
奏
位
で
願
ひ
た
か
っ
た
で
す
出
来
は

普
通
第
三
ピ
ア
ノ
獨
奏
（
ベ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
ソ
ナ
タ
）
天
野
あ
い
子
娯
の
猶
奏
も
う
一
息

き
願
ひ
た
き
者
第
四
ハ
ル
モ
ニ
ュ
ム
獨
奏
（
ギ
ル
マ
ン
作
曲
の
。
フ
リ
エ
ー
ル
、
エ
、
ベ

ル
ソ
ー
ス
）
古
澤
き
み
攘
是
迄
余
の
獨
奏
等
を
拝
罷
し
た
事
は
な
か
り
し
為
か
余
は
一

驚
を
き
っ
し
た
り
今
回
の
演
奏
中
の
最
上
出
来
に
て
狡
想
の
エ
合
感
服
の
外
な
し
嬢
に

し
て
勘
げ
め
ば
近
き
将
来
に
於
て
其
藩
澳
を
極
は
む
る
事
又
難
ら
ず
幸
に
娯
勉
め
よ
や

第
五
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
狽
奏
シ
ッ
ト
作
曲
（
コ
ン
セ
ル
チ
イ
ノ
）
多
久
寅
氏
、
氏
は
幼
少
よ

り
式
部
雅
楽
所
に
於
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
敦
授
を
受
け
ら
れ
去
年
音
楽
學
校
に
入
學
今

は
器
楽
部
一
年
に
在
學
せ
ら
れ
公
衆
の
會
に
て
演
奏
は
今
回
を
以
て
始
め
な
る
を
以
て

聘
衆
の
多
く
は
氏
の
技
術
如
何
と
待
ち
も
う
け
ら
れ
た
る
丈
あ
り
て
中
々
巧
妙
に
演
奏

せ
ら
れ
た
り
然
し
末
だ
場
所
馴
れ
ざ
る
為
か
時
々
急
＜
氣
味
有
り
て
貫
目
に
と
ぼ
し
き

虜
有
り
た
り
第
六
合
唱
（
霜
の
且
、
鴨
緑
江
）
前
者
は
最
早
幾
度
も
聴
き
覺
え
の
あ
る

曲
と
て
盆
、
｀
其
妙
味
に
感
じ
た
り
後
者
は
歌
曲
の
面
白
か
ら
ざ
る
為
何
だ
か
前
者
に
比

し
て
面
黒
き
感
情
を
起
す
事
は
前
演
奏
會
の
時
と
同
感
第
七
管
絃
合
奏
（
シ
ュ
ベ
ル
ト

作
曲
シ
ン
ホ
ニ
ー
）
こ
ん
な
曲
な
ら
何
百
遍
も
聴
く
も
末
だ
聘
き
た
ら
ぬ
心
持
が
し
ま

す
出
来
は
上
出
来
第
八
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ピ
ア
ノ
合
奏
（
ル
ー
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
作
曲
ソ
ナ

タ
）
橘
絲
重
嬢
頼
母
木
こ
ま
夫
人
上
出
来
第
九
猥
唱
（
デ
ル
ネ
ッ
ク
、
バ
ラ
ー
デ
）
杉

浦
ち
か
子
譲
、
嬢
は
近
来
餘
程
う
ま
く
な
ら
れ
ま
し
た
嘗
日
の
矢
張
り
呼
び
物
の
一
っ

で
し
た
出
来
は
少
々
工
合
の
悪
い
虜
も
有
っ
た
様
に
拝
聰
し
た
が
ま
づ
結
構
第
十
ピ
ア

J
狽
奏
（
フ
ワ
ン
タ
ジ
ー
及
ミ
ル
）
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
敦
師
賓
に
是
れ
で
見
る
と
日
本
人

は
外
國
人
に
馬
鹿
に
さ
れ
て
も
致
し
方
な
し
嗚
呼
、
第
十
一
管
絃
合
奏
合
唱
前
者
の
ハ

イ
ド
リ
ッ
ヒ
氏
獨
奏
で
き
も
つ
ぶ
し
て
居
る
間
も
な
く
此
の
合
奏
合
唱
清
ん
だ
ら
み
ん

な
目
を
ぱ
ち
く
り
す
る
計
り
余
輩
も
又
た
ま
し
い
を
奪
わ
れ
無
我
夢
中
で
上
野
公
園
の

出
口
で
電
車
を
見
て
始
め
て
氣
が
付
き
只
胸
中
の
一
槃
嗚
呼
面
白
か
っ
た
。
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(
『
昔
榮
之
友
』
築
友
社
、
第
七
巻
第
二
号
、
明
治
三
十
七
年
十
二
月
、
三
五
頁
）

0
楽

界

時

言

楽
界
の
活
動
を
録
し
、
曲
目
の
撰
捧
に
楽
界
思
潮
の
鱚
傾
す
る
方
向
を
索
め
、
時
に

其
貧
寒
な
る
見
聞
に
捩
り
て
粗
非
な
る
推
考
を
試
み
、
月
旦
の
筆
を
と
る
事
、
わ
が
此

頃
の
習
と
な
り
ぬ
。
年
改
ま
り
て
こ
A

に
昨
年
後
半
の
シ
ー
ズ
ン
を
回
想
す
れ
ば
、
ま

た
云
は
ん
と
欲
す
る
事
な
き
に
あ
ら
す
と
雖
も
、
翻
て
思
ふ
、
わ
れ
に
趣
味
あ
り
と
雖

も
、
之
を
世
に
琥
叫
し
て
其
幅
昔
を
宣
博
す
べ
く
し
か
く
精
錬
を
経
た
る
も
の
に
非

す
。
わ
れ
に
常
住
の
把
執
あ
り
と

雖
も
、
未
た
雄
大
荘
重
の
論
議
を
上
下
す
る
能
は

す
。
余
が
＿
音
楽
科
學
の
研
鑽
未
た
到
ら
す
し
て
、
楽
受
の
規
準
を
得
る
能
は
ざ
る
は
深

く
遺
憾
と
す
る
虞
な
れ
ど
、
一
面
に
は
牢
乎
た
る
興
味
を
修
得
す
べ
く
あ
ま
り
に
材
料

の
乏
し
き
を
慨
く
者
な
り
。
震
氣
あ
る
楽
會
は
横
濱
外
人
の
そ
れ
を
合
し
て
年
僅
か
に

＿
―
-
四
に
過
ぎ
ず
。
時
に
諸
家
の
門
を
叩
き
て
、
基
猫
習
す
る
所
を
窺
ふ
と
雖
も
、
わ
が

寄
典
す
る
感
想
は
茫
々
ま
た
混
沌
。
遂
に
思
ふ
、
架
壇
嘗
面
の
欠
陥
は
楽
家
と
公
衆
と

嘗
然
其
責
を
分

つ
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。
遮
莫
余
は
小
敷
の
楽
會
に
比
し
て
、
小
批
評
家

の
多
き
に
堪
え
ず
。
あ
A

彼
等
は
遂
に
斯
術
の
尊
威
を
凌
辱
す
る
者
あ
ら
ざ
る
な
き
を

得
ん
や
。
霊
氣
一
閃
柴
趣
の
根
底
を
透
徹
す
る
眼
光
の
燃
犀
あ
ら
ば
よ
し
、
自
己
の
狭

小
な
る
好
悪
に
依
捩
す
る
者
は
遂
に
藝
術
の
尊
威
を
語
る
に
足
ら
さ
る
な
り
。
余
か
隈

云
ふ
所
、
要
は
楽
家
と
公
衆
と
に
其
反
省
と
活
動
と
を
請
は
ん
か
為
め
の
み
。

昨
年
の
後
半
に
於
て
注
意
す
べ
き
會
合
の
開
か
れ
し
も
の
僅
か
に
、
學
友
會
悼
兵
昔

楽
會
と
一
音
楽
學
校
演
奏
會
と
な
り
、
外
人
の
演
奏
は
暫
く
問
は
ず
、
他
に
は
明
治
―音
楽

會
に
は
ヅ
ヴ
ォ
ラ
ウ
ィ
ッ
ヒ
氏
の
新
作
出
で
た
り
と
い
へ
ど
聞
き
洩
ら
し
た
れ
ば
知
ら

ず
。
し
か
も
さ
き
の
二
つ
は
遂
に
昨
の
架
壇
に
萎
靡
沈
滞
の
評
語
を
免
れ
し
め
た
り
。

よ
り
て
妥
に
は
主
と
し
て
同
校
活
動
の
欣
態
を
窺
は
む
。

十
月
廿
九
日
の
悼
兵
―音
楽
會
に
於
け
る
幸
田
幸
氏
の
ラ
ル
ゴ
オ
の
妙
は
云
は
ず
も
か

な
、
橘
、
頼
母
木
二
氏
は
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏
に
て
ル
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
の
ソ

ナ
タ
の
華
美
幽
婉
な
る
趣
に
稀
世
の
技
術
を
示
さ
れ
ぬ
。
杉
浦
氏
の
猥
唱
デ
ル
、
ネ
ッ

ク
（
バ
ラ
ー
デ
）
は
墜
も
節
ま
は
し
も
現
時
墜
楽
の
随
一
と
な
す
に
足
る
。
作
家
レ
ー

ウ
ェ
は
バ
ラ
ー
デ
と
い
ふ
一
範
疇
に
特
異
の
見
解
を
典
へ
た
る
事
を
以
て
史
上
に
名
高

し
。
先
づ
短
き
主
調
を
と
り
、
之
を
自
由
に
愛
し
て
或
は
他
の
＿
音
階
に
う
つ
り
他
の
拍

子
を
入
れ
、
調
を
愛
し
リ
ズ
ム
を
か
へ
て
、
所
作
の
進
行
に
一
致
せ
し
め
ん
と
し
た

る
、
所
謂
抒
事
の
一
音
楽
的
均
重

m
u
si
k
a
li
s
c
h
e
s
A
e
q
ui
v
a
l
e
nt
 

d
e
s
 
E
p

i

s
c
h
e
n

の

思
想
此
種
の
楽
に
不
朽
の
範
を
垂
れ
た
る
も
の
な
り
。
わ
れ
は
杉
浦
氏
の
進
歩
を
悦
ぶ

と
共
に
カ
イ
ゼ
ル
氏
の
功
績
の
鮮
少
に
あ
ら
さ
る
を
思
ふ
。
カ
イ
ゼ
ル
氏
幼
に
し
て
ウ

ュ
ル
ツ
ベ
ル
グ
＿
音
楽
學
校
に
敦
を
受
け
、
ワ
グ
ネ
ル
の
姪
ヤ
ハ
マ
ン
夫
人
の
指
導
を
以

て
歌
劇
の
数
を
受
け
、
遂
に
バ
イ
ロ
イ
ト
の
舞
豪
に
狽
唱
花
嬢
と
し
て
上
り
、
更
に
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
よ
り
ワ
イ
マ
ー
に
入
り
、
リ
ヒ
ャ
ル
ド
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
従
て
其
歌
劇
ヘ

ン
ゼ
ル
と
グ
レ
テ
ル
に
少
女
グ
レ
テ
ル
に
扮
し
て
名
媛
の
名
を
博
し
、
後
コ
ブ
ル
グ
ゴ

タ
の
廷
に
あ
る
や
絶
へ
ず
諸
大
市
の
歌
劇
堂
に
出
入
し
伯
林
歌
劇
場
に
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ

ツ
の
ヱ
ー
ン
ヘ
ン
を
演
じ
て
其
名
更
に
高
し
、
其
性
快
活
に
し
て
饉
直
ま
た
良
敦
師
た

る
を
失
は
ず
。
同
校
―音
楽
部
の
不
備
は
治
く
世
の
認
む
る
所
、
今
回
の
皐
は
賓
に
同
校

の
一
新
時
期
を
劃
し
得
べ
き
を
信
ず
。
管
弦
楽
の
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
交
響
閥
は
い
つ
も
な

が
ら
美
し
、
曲
目
に
末
完
と
附
記
し
た
る
は
史
的
正
確
を
得
て
殊
に
う
れ
し
、
其
距
路

逹
巡
次
に
ス
ケ
ル
ツ
ォ
の
軽
快
を
欲
す
る
あ
た
り
に
て
き
る
A

は
物
足
ら
ぬ
思
す
れ

ど
、
こ
は
こ
れ
ぎ
り
の
曲
な
り
と
い
ふ
。

ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
精
到
な
る
奏
法
、
絢
爛
な
る
奏
法
は
こ
A

に
云
為
す
る
の
要
な

し
。
さ
き
に
某
の
會
に
リ
ス
ト
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
歌
曲
を
奏
せ
ら
れ
今
は
其
ト
ラ
ン
ス

ク
リ
。
フ
チ
オ
ー
ン
を
演
せ
ら
る
。
リ
ス
ト
の
員
請
を
博
ふ
る
は
目
下
博
士
を
措
て
他
に

求
む
へ
か
ら
さ
る
黙
に
於
て
、
此
撰
揮
に
劉
し
て
心
か
ら
歓
喜
の
情
を
捧
く
る
を
禁
す

る
能
は
ず
。
此
二
種
の
曲
の
本
性
を
研
究
し
て
其
楽
家
の
一
生
に
於
け
る
雨
者
の
開
係

を
求
む
る
は
頗
る
快
心
の
業
に
愚
す
。
彼
が
猥
立
な
る
作
曲
家
と
し
て
立
ち
た
る
は
比

較
的
後
年
の
事
に
し
て
其
営
初
に
於
て
は
主
と
し
て
シ
ュ
ウ
ベ
ル
ト
歌
曲
又
は
ワ
グ
ネ

ル
劇
等
の
酬
案
を
事
と
せ
り
。
受
容
性
か
第
二
の
創
作
性
と
し
て
注
意
せ
ら
る
べ
き
事

は
美
學
者
の
等
し
く
認
容
す
る
所
な
る
が
、
わ
れ
は
此
柴
家
に
於
て
最
高
尚
な
る
意
義

に
於
け
る
受
容
性
が
著
し
く
疲
展
せ
る
を
見
る
。
リ
ナ
ラ
マ
ン
が
彼
を
博
ぜ
る
中
に
此

醗
繹
家
的
性
格
を
論
し
て
彼
か
詩
的
宗
教
的
情
操
を
音
楽
に
轄
換
せ
ん
と
す
る
傾
向
を

明
ら
め
た
る
は
卓
見
と
云
ふ
べ
し
。
他
人
の
作
に
深
く
感
典
し
、
自
ら
其
個
性
の
深
奥

に
透
徹
し
、
些
か
猜
忌
の
情
な
く
他
の
長
を
観
取
す
る
は
此
楽
家
の
特
性
な
り
。
藝
術
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に

於

け

る

説

明

的

技

術

の

能

力

と

債

値

と

を

論

断

す

る

上

に

多

大

の

寄

典

す

る

所

あ

る

を

疑

は

す

。

唱

歌

に

於

け

る

歌

詞

新

作

の

批

難

は

古

き

事

な

る

が

、

余

は

他

の

人

々

の

如

く

綴

昔

の

拘

束

や

諸

般

の

事

情

を

も

顧

み

ず

し

て

立

言

す

る

者

に

は

非

ず

と

雖

も

、

旗

野

氏

が

ウ

ィ

ー

ゲ

ン

リ

ー

ド

に

俗

鉢

の

歌

詞

を

附

し

た

る

に

附

き

て

は

多

少

の

疑

な

き

能

は

ず

。

ウ

ィ

ー

ゲ

ン

リ

ー

ド

に

子

守

歌

は

よ

け

れ

ど

ブ

ラ

ー

ム

ス

の

曲

に

俗

鉢

を

附

し

た

る

は

如

何

に

。

余

は

此

譜

を

精

査

せ

さ

れ

ば

確

論

は

し

難

き

も

兎

に

角

此

楽

家

は

現

代

の

最

も

難

解

な

る

者

、

此

曲

の

如

き

は

割

合

に

桔

屈

な

る

曲

調

は

な

き

様

な

れ

ど

、

決

し

て

低

き

自

然

兒

の

槃

に

非

す

、

否

渾

然

た

る

藝

術

品

K
n
n
st
w
e
r
k
な

り

。

ま

た

ウ

ィ

ー

ゲ

ン

リ

ー

ド

と

て

必

す

し

も

「

ね

ん

ね

こ

的

」

に

は

あ

ら

ず

ベ

ル

シ

ュ

ー

ズ

弦

楽

の

精

粋

た

る

は

屡

耳

に

す

る

慮

。

多

年

こ

れ

に

た

づ

さ

は

れ

る

作

歌

者

が

此

邊

の

消

息

を

解

せ

さ

る

に

は

あ

ら

ざ

る

べ

け

れ

ど

、

か

く

の

如

き

は

或

は

一

般

の

衆

を

し

て

此

楽

家

の

員

趣

を

誤

解

せ

し

む

る

事

な

き

を

保

せ

ず

。

一

層

の

注

意

を

得

た

き

な

り

。

（

後

凋

）

（
『
帝
國
文
學
』
第
十
一
巻
第
一
号
、
明
治
三
十
八
年
一
月
、
―
二
六

l
ー
ニ
八
頁
）

明

治

三

十

七

年

十

一

月

十

二

日

試

業

演

奏

会

．．．．．．．．．．．． 

R

東

京

―

音

楽

學

校

分

敦

場

試

業

會

同

會

は

去

る

十

一

月

十

二

日

午

後

一

時

よ

り

紳

田

一

ツ

橋

分

敦

場

に

於

て

表

題

の

如

き

演

奏

會

を

開

會

せ

り

。

（
『
＿
音
架
之
友
』
築
友
社
、
第
七
巻
第
二
号
、
明
治
三
十
七
年
十
二
月
、
三
六
頁
）

明

治

三

十

七

年

十

二

月

三

日

、

四

日

第

十

一

回

定

期

演

奏

会

第

十

一

回

（

秋

季

）

―

音

楽

演

奏

會

曲

目

（

明

治

三

十

七

年

十

二

月

四

日

）
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0
一
昨
日
の
一
音
楽
演
奏
會
上
野
公
園
東
京
音
楽
學
校
に
て
は
三
、
四
の
雨

日
午
後
二
時
よ
り
同
校
奏
楽
堂
に
於
て
演
奏
會
を
催
し
た
る
が
一
昨
日
は
北
白

ド

イ

ツ

川
宮
殿
下
を
初
め
奉
り
獨
逸
公
使
等
も
来
聴
し
定
刻
過
ぎ
に
は
既
に
満
場
の
盛

況
な
り
き
拐
て
演
奏
は
合
唱
、
管
絃
合
奏
、
敦
師
マ
リ
カ
イ
ゼ
ル
の
獨
唱
、
ヴ

ア
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
ハ
ー
モ
ニ
ュ
ー
ム
合
奏
、
合
唱
、
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の

ピ
ア
ノ
獨
奏
、
獨
唱
合
唱
管
絃
、
管
絃
合
奏
に
て
散
會
し
た
る
は
三
時
四
十
分

故
國
の
一
音
楽

有

楽

生

▲
去
―
―
一
日
上
野
の
音
楽
學
校
で
演
奏
會
が
あ
っ

た
、
予
は
開
會
の
定
刻
、
二
時
に
後
る

る
こ
と
十
一
二
分
に
着
い
た
第
、
聘
衆
堂
に
溢
れ
て
半
分
の
空
席
も
得
る
事
が
出
来
な
か

っ
た
。
如
何
に
一
音
楽
好
で
も
立
詰
は
閉
口
す
る
、
良
い
工
夫
は
あ
る
ま
い
か
と
見
廻
す

と
、
是
も
後
れ
て
入
場
し
た
一
人
で
あ
ら
う
、
カ
ー
テ
ン
垂
る
A

窓
側
に
形
ば
か
り
腰

を
下
し
て
居
る
男
が
あ
る
、
そ
れ
は
外
國
人
で
あ
っ
た
。

▲
尻
の
痛
い
位
は
辛
抱
す
べ
し
ど
、
予
も
其
外
國
人
と
並
ん
だ
が
、
彼
は
英
図
人
と
見

え
る
、
一
体
音
楽
會
に
は
睦
衆
に
外
國
人
の
多
い
の
が
特
色
で
、
殊
に
常
日
の
演
奏
者

は
嘗
代
の
名
流
、
曲
は
西
ぶ
り
の
優
し
き
も
の
勇
ま
し
き
も
の
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
か

ら
、
彼
等
本
國
を
離
れ
て
波
濤
幾
千
里
、
絃
に
故
山
の
楽
曲
を
聴
く
は
何
ん
な
に
楡
快

で
あ
ら
う
と
思
っ
て
今
し
も
合
奏
の
清
ん
だ
後
、
拍
手
の
音
霰
の
如
き
中
に
、
余
は
再

ふ
り
か
え

び
彼
を
顧
跨
っ
た
。

さ
う

▲
見
た
虞
然
も
身
分
の
あ
る
人
と
は
思
は
れ
ぬ
、
普
通
の
鳥
打
帽
を
膝
の
上
に
載
せ

う

つ

む

そ

よ

ぎ

て
手
を
組
ん
で
、

架
が
終
る
と
静
か
に
挽
首
い
て
、
動
く
か
動
か
ぬ
程
に
其
唇
の
動
揺

が
見
え
る
、
恐
ら
く
故
國
の
歌
を
想
ひ
浮
べ
た
の
で
あ
ら
う
。
架
を
聘
く
時
の
熱
心
と

楽
が
歌
ん
だ
後
の
聯
想
と
の
外
に
彼
は
何
事
も
思
っ
て
居
な
い
、
今
音
楽
堂
に
は
日
本

き
ぬ

の
令
嬢
、
令
夫
人
の
衣
の
香
、
外
國
婦
人
の
花
の
冠
、
満
堂
酔
ふ
が
如
く
、
胸
は
楽
の

な
り
き

（
『
時
事
新
報
』
明
治
三
十
七
年
十
二
月
六
日
）

ひ
と

響
の
高
く
低
く
、
我
を
忘
る
A

者
は
輩
り
此
一
人
の
外
國
人
に
止
ら
ぬ
が
併
し
予
は
此

老
い
て
可
憐
な
る
一
外
人
に
少
か
ら
ぬ
同
情
を
持
っ
た
。

と
し

▲
然
り
、
彼
は
齢
五
十
を
過
ぎ
て
る
か
も
知
れ
ぬ
、
西
洋
人
は
一
体
若
く
見
え
る
け
れ

ど
確
か
に
其
位
は
行
っ
て
居
る
。
皮
膚
の
色
も
餘
程
日
本
化
し
て
居
る
虜
を
見
る
と
彼

そ
ら

は
極
東
の
天
に
幾
年
の
夢
を
結
ん
だ
で
あ
ら
う
、
然
し
て
彼
は
自
ら
の
事
業
に
成
功
し

た
で
あ
ら
う
か
、
今
の
自
分
の
境
遇
は
幸
輻
で
あ
ら
う
か
、
そ
れ
は
知
ら
ぬ
、
只
彼
は

故
國
の
音
楽
に
聞
惚
れ
て
居
る
。

▲
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
連
奏
、
ピ
ア
ノ
の
猶
奏
、
軍
楽
の
合
奏
、
競
衆
は
楽
に
十
二
分
の
感

興
を
覺
え
た
時
、
會
は
終
っ
た
、
聘
衆
は
楽
堂
を
去
る
事
を
惜
む
か
の
如
く
楚
昔
も
静

ド
ア

か
に
扉
の
外
に
一
人
／
＼
出
る
の
で
あ
る
、
彼
外
國
人
は
何
う
し
た
で
あ
ら
う
、
彼
は

ポ

ケ

ッ

ト

ゆ

っ

た

り

起
つ
て
今
ま
で
組
合
せ
て
居
た
手
を
衣
艇
へ
牧
め
て
悠
然
と
立
去
っ
た
、
其
跡
に
彼
の

プ
ロ
グ
ラ
ム

持
つ
て
居
た
今
日
の
會
の
目
録
が
落
て
あ
っ
た
、
予
は
彼
の
為
に
よ
し
曲
の
名
は
忘
れ

架
師
の
顔
の
見
覺
が
消
ゆ
る
と
も
、
今
日
の
感
興
は
永
久
に
忘
れ
ざ
ら
ん
事
を
祈
っ
た
。

（
『
電
報
新
聞
』
明
治
三
十
七
年
十
二
月
九
日
）

●
―
音
楽
學
校
演
奏
會

や
は
ら

十
二
月
四
日
天
清
く
風
和
か
な
る
日
、
東
台
山
中
＿音
楽
學
校
に
於
て
開
か
れ
た
る
演

い
つ

奏
會
は
、
例
も
な
が
ら
の
盛
會
、
日
本
貴
女
の
衣
の
薫
、
外
國
婦
人
の
花
の
冠
、

蘭
菊

え

さ

美
を
競
ふ
満
堂
の
聘
衆
は
鼎
と
し
て
西
洋
音
楽
の
響
に
酔
ひ
、
一
堂
宛
な
か
ら
水
を
打

た
る
が
如
し
、
想
ひ
起
す
、
今
を
去
る
十
年
、
此
月
の
此
會
の
際
、
一
部
の
曲
終
り
て

す
な
わ

将
に
二
部
の
曲
に
移
ら
ん
と
す
る
や
旅
順
陥
落
の
報
至
る
、
校
長
乃
ち
演
奏
憂
に
上
り

た
ゞ
ち

て
満
堂
の
聘
衆
に
之
を
報
じ
直
に
君
ケ
代
を
合
唱
す
、
此
日
亦
此
の
吉
報
あ
ら
ん
か
と

ひ
そ

聴
衆
中
窃
か
に
期
す
る
も
の
あ
り
た
る
も
そ
は
空
頼
み
に
終
り
き
、
記
者
の
耳
に
響
き

し
も
の
次
の
如
し

．． 
一
、
合
唱
（
甲
、
か
ち
ど
き
、
乙
、
年
の
別
れ
）
各
昔
部
と
も
善
＜
均
齊
を
保
ち
殊

に
エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
の
充
分
な
り
し
ば
喜
ぶ
べ
し
、
唯
た
惜
む
ら
く
は
歌
詞
曲

に
添
は
す
、
殊
に
甲
の
か
ち
ど
き
の
如
き
に
至
っ
て
は
曲
の
流
麗
園
轄
し
て
平
和
の

感
謝
を
博
ふ
る
に
も
係
ら
ず
、
歌
詞
は
戦
勝
の
狂
喜
を
叙
す
る
が
如
き
、
為
に
曲
と

歌
詞
と
相
突
撃
し
て
そ
の
趣
味
を
損
じ
曲
を
害
ふ
こ
と
甚
し
、
洋
楽
の
不
可
解
と
し
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て
世
人
の
忌
弾
す
る
又
故
な
し
と
せ
ず
、
忌
弾
す
る
も
の
悪
き
に
あ
ら
ず
し
て
か
A

か
く

る
不
調
和
の
も
の
を
紹
介
す
る
も
の
A

過
ち
に
あ
り
、
此
の
如
き
歌
詞
は
こ
れ
な
き

の
勝
れ
る
こ
と
逝
な
り

．．．． 

―
-
、
管
絃
合
奏
（
プ
レ
ル
ヂ
ユ
ー
ム
、
コ
ー
ラ
ル
、
ウ
ン
ド
、
フ
ー
ゲ
•
…
•
•
バ
ッ
ハ
作

〔
マ
マ
〕

曲
、
）
バ
ハ
家
十
一
代
ジ
ア
ン
、
セ
ハ
ス
チ
ア
ン
、
バ
ハ
の
作
曲
な
り
、
バ
ハ
は

千
六
百
八
十
五
年
に
生
る
、
此
曲
は
バ
ハ
が
有
名
の
作
に
し
て
先
き
に
ラ
イ
。
フ
チ
ッ

ヒ
に
於
て
演
奏
せ
ら
れ
し
も
の
、
嘗
日
の
演
奏
は
、
フ
ー
ゲ
に
入
り
て
よ
り
各
部
の

不
均
齊
な
る
邊
も
あ
り
し
や
ふ
に
覺
え
し
も
美
事
の
演
奏
な
り
き

三
、
獨
唱
マ
リ
ー
、
カ
イ
ゼ
ル
嬢
の
演
奏
に
し
て
甲
、
カ
ー
ロ
、
ミ
オ
、
ベ
ン
。

ジ
ョ
ォ
ル
ダ
ニ
作
曲
、
乙
、
ウ
ン
ゲ
ヅ
ル
ド
。
シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲
、
共
に
好
く
演

奏
せ
ら
れ
ぬ
、
鴬
日
来
聘
せ
し
某
新
鱚
朝
者
、
昔
量
の
少
な
き
を
設
げ
り
し
も
果
し

て
然
る
べ
き
か

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
ハ
ー
モ
ニ
ュ
ー
ム
合
奏
幸
田
雨
敦
授
並
に
ユ
ン

ケ
ル
氏
の
演
奏
に
し
て
ユ
ン
ケ
ル
氏
の
オ
ル
ガ
ン
は
頗
る
珍
ら
し
き
も
の
な
り
、
曲

は
セ
ン
ト
、
セ
ー
ン
の
ル
、
デ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
、
の
黒
人
向
の
曲
に
し
て
、
嘗
日
の
聴

衆
に
向
ひ
て
は
榮
へ
ざ
り
し
が
如
し

五
、
合
唱
（
甲
子
守
唄
、
乙
雲
雀
）
甲
の
子
守
唄
と
は
朗
々
と
し
て
和
槃
の
美
し
き

に
勝
り
、
乙
の
雲
雀
は
轄
々
と
し
て
メ
ロ
ジ
ー
の
艶
麗
に
勝
れ
り
、
子
守
唄
は
ジ
ョ

〔

マ

マ

〕

き

つ

く

つ

ン
、
フ
ラ
ー
ム
ス
の
ウ
イ
ゲ
ン
リ
ー
ド
な
り
作
者
の
和
墜
は
拮
侃
の
僻
を
以
て
鳴
れ

る
も
の
又
此
の
美
し
き
も
の
あ
り
、
先
年
演
奏
せ
し
春
花
の
曲
（
原
名
は
ア
ー
ベ
ン

ド
。
シ
ル
ラ
ー
の
傑
作
に
フ
ラ
ー
ム
ス
の
作
曲
せ
る
も
の
）
の
如
き
は
明
か
に
こ
の

癖
を
認
め
得
べ
し
甲
乙
と
も
に
感
興
に
値
せ
り

六
、
ピ
ア
ノ
猥
奏
フ
ォ
ン
、
ケ
ー
ベ
ル
氏
の
演
奏
に
か
A

り
曲
は
リ
ー
ド
の
小
な

る
も
の
な
る
も
ア
ッ
コ
ン
パ
ニ
メ
ン
ト
の
複
雑
せ
る
こ
と
甚
し
く
共
に
聴
衆
の
感
興

を
ひ
き
難
か
り
し

.

.

.

.

.
 

七
、
獨
唱
、
合
唱
及
管
絃
エ
ド
ワ
ー
ド
、
グ
リ
ー
グ
の
作
曲
に
し
て
、
グ
リ
ー
グ

は
一
千
八
百
四
十
三
年
、
諾
威
の
バ
ー
ゲ
ン
に
生
る
、
専
ぱ
ら
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
、

シ
ュ
ー
マ
ン
、
シ
ョ
ッ
パ
ン
等
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
の
架
風
を
學
び
、
そ
の
作
曲
は
シ
ョ

ッ
パ
ン
以
外
に
か
く
の
如
く
そ
の
地
方
的
楽
僻
を
美
し
く
表
は
せ
る
も
の
な
し
と
稲

あ
か
ざ
生

か
ど
ベ

へ
ら
る
、
精
舎
の
門
邊
は
、
オ
バ
ス
ニ
十
番
な
る
ソ
ロ
ー
、
コ
ー
ラ
ス
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
向
て
の
曲
の
第
二
番
目
な
り
、
聞
く
か
ら
に
、
深
刻
な
る
憂
欝
な
る
作
情
を
起
さ

し
む
る
も
の
嘗
日
の
演
奏
は

い
づ
れ
も
美
事
な
り
き
、
杉
浦
氏
の
ア
ル
ト
、
ソ
ロ
ー
、

〔

マ

マ

〕

お

悪
き
に
あ
ら
ね
ど
も
、
ソ
。
フ
ラ
と
並
べ
て
は
限
さ
る
A

も
無
理
な
き
事
と
い
ふ
べ
し

八
、
管
絃
合
奏
ジ
ャ
コ
モ
、
マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ル
の
作
曲
な
り
、
作
者
は
有
名
な
る

劇
楽
作
者
に
し
て
一
千
七
百
九
十
一
年
ベ
ル
リ
ン
に
生
る
、
七
歳
に
し
て
モ
ザ
ー
ト

ベ
ル
リ
ン

の
デ
ー
、
モ
ー
ル
、
コ
ン
セ
ル
テ
イ
ノ
を
演
奏
し
後
二
年
に
し
て
巳
に
伯
林
第
一
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
し
ほ
ど
の
天
才
な
り
、

常
日
の
演
奏
中
素
人
受
け
の
よ

か
り
し
も
の
是
を
以
て
第
一
と
す
（
鐵
）

（
『
日
本
』
明
治
三
十
七
年
十
二
月
十
一
日
）

●
―
音
楽
雑
感

〔
前
略
〕

▼―
音
楽
學
校
演
奏
會
に
於
け
る
マ
リ
、
カ
イ
ゼ
ル
氏
、
杉
浦
ち
か
子
雨
氏
の
獨
唱
は
極

め
て
崇
高
な
る
も
の
に
て
あ
り
き
、
而
し
て
卒
業
生
諸
氏
研
究
生
諸
氏
の
合
唱
並
に
管

絃
も
賓
に
唯
一
な
る
一
音
楽
學
校
流
の
妙
所
を
装
展
し
て
遺
憾
な
か
り
き
。
た
ゞ
吾
れ
を

じ
ふ
く
わ
い

し
て
不
足
を
感
ぜ
し
む
る
も
の
は
鳥
居
旗
野
一
派
の
悪
作
歌
に
し
て
語
調
澁
晦
尤
も
昔

楽
美
を
殺
ぐ
の
感
あ
り
こ
れ
修
養
な
き
作
歌
者
な
る
事
を
證
明
す
る
に
餘
り
あ
る
事
な

り
日
本
唯
一
の
大
楽
堂
に
用
ふ
べ
き
も
の
と
し
て
は
大
な
る
恥
辱
な
り

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
七
年
十
二
月
十
三
日
）

●
―
音
楽
演
奏
會
茜
騰
三
四
の
雨
日
午
後
二
時
よ
り
東
京
昔
渠
學
校
奏
楽
堂
に
於
て
昔

楽
演
奏
會
を
催
せ
り
元
来
純
粋
の
西
洋
楽
と
し
て
は
此
演
奏
會
の
外
に
は
滅
多
に
聴
く

こ
と
叶
は
ざ
る
故
何
時
の
會
も
毎
に
参
會
者
非
常
に
多
く
あ
れ
程
の
奏
楽
堂
も
立
錐
の

地
な
き
ま
で
に
詰
め
込
み
溢
れ
て
室
外
に
立
往
生
を
遂
ぐ
る
人
も
少
か
ら
ざ
る
が
例
な

り
此
雨
日
の
如
き
も
矢
張
り
同
断
に
て
殊
に
目
立
ち
て
見
え
た
る
は
花
と
飾
り
し
外
國

婦
人
の
常
よ
り
も
幣
し
く
末
聴
し
た
る
こ
と
な
り
帝
国
日
の
曲
目
は
左
の
如
し
〔
曲
目
省

略〕

（
『
一
音
架
新
報
』
第
一
巻
第
七
号
、
明
治
三
十
八
年
一
月
、
三
四
頁
）
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頭
取
、
學
生
、
文
學
者
、
娘
、

考
古
者
、
新
鰭
朝
者
、

（
頭
取
）
是
れ
か
ら
皆
様
の
合
評
を
願
ひ
ま
す
、
先
つ
第
一
部
の
合
唱
か
ら
始
め
ま
し

、
、
、
、

よ
う
。
（
學
生
）
此
の
度
の
合
唱
は
い
つ
も
よ
り
は
詞
が
わ
か
る
様
だ
、
か
ち
ど
き
の

、
、
、
、

方
は
批
厳
で
、
年
の
別
れ
は
軽
く
花
や
か
で
、
先
づ
曲
の
撰
捧
は
甚
だ
嘗
を
得
て
る
と

、
、
、
、

思
ふ
。
（
文
學
者
）
僕
は
甲
の
か
ち
ど
き
は
曲
譜
と
歌
詞
と
調
和
が
と
れ
て
居
ら
ぬ
と

、
、
、
、

思
ふ
、
な
る
ほ
ど

S
ei
g
e
t
r
o
s
t
な
ど
A

云
ふ
原
曲
だ
か
ら
か
ち
ど
き
な
ど
と
云
ふ
歌

を
付
け
度
い
様
に
思
ふ
だ
ら
う
が
し
か
し
如
斯
厳
粛
な
る
和
法
の
進
行
に
、
あ
の
様
な

0

0

 

歌
詞
は
全
然
不
調
和
だ
と
思
ふ
、
若
し
強
て
あ
の
種
の
歌
詞
を
附
し
度
い
な
ら
使
命
と

で
も
し
て
園
民
の
抱
負
を
歌
た
方
が
い
A

で
は
無
い
か
。
今
や
國
民
皆
靱
を
腰
に
し
て

0

0

 

文
明
と
人
道
と
の
為
に
戦
へ
る
の
と
き
僅
に
我
等
が
有
す
る
使
命
を
歌
ふ
は
賓
に
善
い

事
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
る
と
幾
分
か
原
曲
の
意
に
協
ひ
、
歌
詞
に
曲
風
に
も
合
す
る

だ
ら
う
と
思
ふ
。
（
娘
）
武
島
さ
ん
は
キ
ッ
ト
合
唱
を
聘
か
な
い
で
お
歌
を
こ
し
ら
っ

た
の
よ
。
で
も
次
の
年
の
別
れ
は
大
愛
い
A

と
思
て
よ
奇
麗
で
し
た
ワ
ネ
ー
。

（
頭
取
）
余
り
時
間
が
立
ち
ま
す
か
ら
次
の
管
絃
合
奏
に
う
つ
り
ま
す
。

（
考
古
家
）

バ
ッ
ハ
氏
は
ヨ
ハ
ン
、
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
、
バ
ッ
ハ
と
云
ひ
紀
元
千
六
百
八
十
五
年
―
―
一
月

二
十
一
日
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
に
生
れ
千
七
百
五
十
年
七
月
二
十
八
日
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
死
な
れ

ま
し
た
、
十
八
世
紀
の
音
楽
家
中
に
は
最
も
傑
出
せ
し
人
で
、
獨
逸
の
所
謂
音
架
史
上

天
才
時
期
と
稲
せ
ら
る
A
時
代
の
前
謳
を
成
し
た
人
で
あ
り
ま
す
。
作
曲
は
最
も

フ
ー

ゲ
に
長
じ
、
ピ
ヤ
／
、
オ
ル
ガ
ン
、
オ
ー
ル
ケ
ス
ト
ラ
等
の
作
曲
が
澤
山
遣
さ
れ
て
あ

り
ま
す
。
（
學
生
）
僕
は
始
め
て
フ
ー
ゲ
て
い
ふ
形
式
の
作
曲
を
聴
た
、
バ
ッ
ハ
氏
の

音
楽
は
大
建
築
の
様
だ
と
よ
く
人
が
云
ふ
が
、
是
を
聴
て
成
程
と
思
っ
た
、
先
づ
。
フ
レ

リ
ュ
ヂ
ユ
ー
ム
と
コ
ー
ラ
ル
の
土
憂
の
上
に
、
あ
の
軽
妙
な
フ
ー
ゲ
の
モ
テ
ー
ブ
ー
・
始

め
は
最
高
音
部
か
ら
漸
次
次
高
音
、
中
音
、

次
中
音
、
低
音
と
く
り
返
し、

軽
き
う
ち

に
荘
重
を
失
せ
ず
、
荘
重
に
し
て
而
か
も
軽
妙
、
四
槃
八
調
、
馘
れ
ず
喋
が
ず
、
次
第

に
築
か
れ
ゆ
く
大
建
築
の
柱
梁
に
も
醤
へ
る

こ
と
が
出
来
よ
う
、

純
て
工
事
盆
々
進
行

し
て
調
盆
々
複
雑
に
轄
愛
轄
化
、
時
に
奇
音
天
外
よ
り
来
り
て
時
な
ら
ぬ
花
を
飾
り
、

闘
繹
―
音
楽
演
奏
會
合
評

鳥
と
鳴
き
、
水
と
響
き
、
轄
愛
縦
横
底
止
す
る
虜
を
知
ら
ず
、
終
に
中
程
に
至
り
て
曲

調
一
愛
ト
ロ
ン
ボ
ン
と
バ
ス
と
の
破
格
的
音
調
に
加
ふ
る
に
花
や
か
な
る
フ
リ
ュ
ー
ト

〔

マ

マ

〕

と
バ
ス
ト
ヰ
オ
リ
ン
、
曲
漸
く
終
局
に
近
か
づ
き
て
テ
ン
パ
ニ
ー
の
鎧
々
た
る
音
、
而
し

て
此
の
間
を
陰
に
匿
れ
陽
に
顕
は
れ
、
絶
え
ん
と
し
て
絶
え
ず
、
消
え
ん
と
し
て
消
え

ず
、
始
め
の
メ
ロ
デ
ー
は
線
の
如
く
此
の
間
を
縫
ふ
、
今
や
大
建
築
は
方
に
竣
功
せ
む
と

し
て
柱
梁
既
に
成
り
窓
を
穿
ち
月
を
加
へ
、
紅
に
塗
り
青
に
彩
ど
り
五
層
八
層
既
に
成

り
て
今
や
最
後
の
十
層
を
竣
へ
ん
と
す
る
一
刹
那
、
嗚
呼
何
た
る
荘
観
ぞ
、
あ
ら
ゆ
る

器
榮
の
墜
は
此
虞
に
あ
つ
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
和
弦
の
進
行
は
此
虞
に
合
し
、
鎧
々
た
る

太
鼓
の
音
と
共
に
曲
勝
に
止
ま
ん
と
す
る
時
、
恨
令
ば
暗
夜
に
光
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の

如
く
、
凡
て
の
音
の
上
に
明
に
聘
ゆ
る
ピ
コ
ロ
の
害
ー
、
高
く
高
く
遠
く
遠
く
、
雲
に

入
り
空
に
上
り
、
此
の
建
築
の
震
と
な
り
紳
と
な
り
、
永
く
空
中
に
止
ま
る
べ
く
覺
え

た
、
僕
は
此
の
時
魏
然
と
し
て
雲
を
衝
く
大
建
築
の
目
の
前
に
幻
の
如
く
築
か
れ
た
る

を
認
め
た
、
僕
は
賓
に
云
ひ
知
ら
ぬ
立
派
さ
と
荘
厳
と
に
向
て
満
腔
の
拍
手
を
さ
A

げ

た
。
バ
ッ
ハ
氏
は
賓
に
大
音
楽
家
だ
。
而
か
も
氏
の
架
風
は
全
く
大
建
築
の
如
し
で
あ

る
。
（
娘
）
バ
ッ
ハ
さ
ん
の
建
築
は
純
粋
の
ゴ
シ
ッ
ク
風
で
す
ネ
ー
。
（
文
學
者
）
學

生
君
非
常
の
賞
賛
だ
が
是
は
主
に
バ
ッ
ハ
氏
に
向
て
の
様
じ
ゃ
ネ
。
僕
は
始
め
か
ら
能

＜
拍
子
を
敷

へ
た
ら
中
途
か
ら
段
々
早
く
成
て
仕
舞
に
は
ど
ん
な
に
成
る
だ
ら
う
と
心

配
し
て
た
が
幸
ひ
學
生
君
の
熱
心
の
為
に
此
の
大
建
築
も
見
ん
こ
と
ヒ
ッ
ク
リ
返
へ
ら

ず
に
す
ん
だ
が
何
よ
り
だ
。
と
に
か
く
近
頃
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
内
で
は
大
物
だ
。

（
頭
取
）
第
一
二
獨
唱
に
う
つ
り
ま
す
。
是
は
近
頃
音
楽
學
校
の
教
師
と
な
ら
れ
一
學
校

の
音
楽
會
に
は
始
め
て
出
ら
れ
た
の
で
す
か
ら
其
お
積
り
で
願
ま
す
。
（
考
壬
兄
家
）
甲

の
作
曲
者
ジ
ョ
ォ
ル
ダ
ニ
氏
は
一
寸
わ
か
り
ま
せ
ん
、
乙
の
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
氏
は
フ
ラ

ン
ツ
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
と
云
ひ
、
紀
元
千
七
百
九
十
七
年
一
月
舟
一
日
ヴ
ィ
ン
に
生
れ

千
八
百
二
十
八
年
十
一
月
十
九
日
に
死
な
れ
ま
し
た
。
十
九
世
紀
前
半
に
於
け
る
音
楽

家
と
し
て
有
名
な
人
で
す
。
（
學
生
）
カ
イ
ゼ
ル
嬢
の
喉
は
聘
て
居
る
が
、
其
度
に
感

服
し
て
る
の
だ
、
な
に
し
ろ
僕
等
は
悲
し
い
こ
と
に
は
是
れ
以
上
の
ソ
ロ
イ
ス
ト
を
罷

た
こ
と
が
無
い
の
だ
か
ら
、
唯
も
う
一
々
感
服
す
る
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
甲
の
カ

ー
ロ
、
ミ
オ
、
ベ
ン
は
大
愛
奇
麗
な
メ
ロ
デ
ー
で
有
た
。
す
こ
し
磨
う
悲
し
み
を
帯
た

竪
で
、
ゆ

つ
く
り
と
歌
ひ
出
で
し
メ
ロ
デ
ー
、
ま
づ
場
内
が
何
と
無
く
シ
ン
と
し
て
仕
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舞
ふ
、
極
め
て
輩
純
な
旋
法
で
は
あ
る
が
、
嬢
の
口
か
ら
謡
ひ
出
さ
れ
る
と
何
と
も
云

ヘ
ぬ
尊
き
感
情
が
湧
き
上
て
く
る
、
此
の
メ
ロ
デ
ー
が
一
寸
す
む
と
直
ぐ
ケ
イ
ベ
ル
氏

と
ユ
ン
ケ
ル
氏
の
伴
奏
、
其
が
又
前
の
歌
と
同
じ
メ
ロ
デ
ー
を
繰
り
返
す
の
だ
、
前
よ

り
は
猶
一
段
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
付
け
て
此
の
伴
奏
が
奏
さ
る
A

の
で
あ
る
か
ら
前
の
モ

テ
ー
フ
が
最
も
明
に
此
の
時
頭
に
印
象
さ
れ
る
、
升
し
て
此
の
メ
ロ
デ
ー
が
終
り
ま
で

色
々
と
繰
り
返
さ
れ
て
曲
を
終
へ
る
の
で
あ
る
、
乙
の
方
の
ウ
ン
ゲ
ヅ
ル
ド
は
嬢
の
最

〔

マ

マ

〕

も
得
意
と
さ
れ
る
謡
方
、
所
謂
オ
ベ
ム
的
ス
タ
イ
ル
な
の
で
あ
る
、
あ
れ
は
一
寸
日
本

タ

イ

ム

人
に
は
員
似
の
出
来
な
い
唱
歌
な
の
で
、
又
最
も
困
難
な
者
で
あ
る
相
な
、
あ
の
拍
子

の
早
い
の
に
愛
化
極
ま
り
な
き
音
程
の
強
弱
、
中
々
素
人
の
企
て
及
ば
ざ
る
虞
、
其
に

驚
ろ
く
ほ
ど
高
い
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
墜
を
出
さ
れ
る
、
ナ
ン
デ
モ

B
か
C
か
で
有
た
様
だ
、

日
本
人
で
も
出
ぬ
こ
と
は
無
か
ら
う
が
ア
ン
ナ
ニ
苦
が
無
く
美
く
し
く
は
到
底
出
な
い

た
ら
う
と
思
た
、
曲
も
一
体
に
華
麗
で
、
ま
だ
聴
た
こ
と
が
無
い
が
、
本
場
の
オ
ペ
ラ

ホ
ー
ル
ヘ
行
た
様
な
氣
が
し
た
。
兎
に
角
僕
は
音
楽
學
校
が
ボ
ー
カ
ル
の
良
教
師
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
を
喜
ぶ
。
（
娘
）
ア
ノ
ー
、
氣
の
せ
い
な
ん
で
御
座
い
ま
し
よ
う
か
、

カ
イ
ゼ
ル
さ
ん
は
以
前
よ
り
音
彙
が
無
く
な
ら
れ
た
様
に
思
は
れ
ま
す
ワ
、
矢
張
り
度

度
聘
き
馴
れ
た
か
ら
な
ん
で
御
座
い
ま
し
よ
う
ネ
ー
＂
~
（
學
者
）

讀
賣
新
聞
の
菱
と
か

、
、
、
、

と
云
ふ
先
生
が
ヤ
レ
ユ
ン
ケ
ル
の
ヰ
オ
リ
ン
が
唯
お
愛
嬌
に
過
ぬ
と
か
な
ん
と
か
云
て

る
が
ア
ノ
曲
は
ヰ
オ
リ
ン
が
附
さ
る
べ
き
筈
の
も
ん
で
附
さ
れ
ん
だ
か
ら
、
よ
く
も
知

ら
ん
く
せ
に
あ
ん
な
こ
と
を
云
は
ぬ
が
い
A

。
（
新
鱚
朝
者
）
カ
イ
ゼ
ル
嬢
は
中
々
よ

く
話
は
れ
る
が
ド
ー
モ
ま
だ
あ
ち
ら
の
ソ
ロ
イ
ス
ト
な
ど
A

比
べ
る
と
音
量
が
劣
る
様

だ。（
頭
取
）
次
は
ル
、
デ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
、
な
る
ヰ
オ
リ
ン
、
ピ
ヤ
ノ
、
ハ
ー
モ
ニ
ュ
ー
ム

の
合
奏
に
う

つ
り
ま
す
。
（
學
生
）
是
が
所
謂
黒
人
向
き
と
で
も
云
ふ
の
か
し
ら
ん
、

あ
ん
ま
り
澁
く
て
面
白
く
無
い
、
唯
和
絃
が
奇
麗
だ
と
聞
た
ば
か
り
だ
。
あ
れ
は
一
体

あ
の
様
に
三
部
合
奏
の
目
的
を
以
て
作
曲
さ
れ
た
も
の
か
し
ら
ん
。
幸
田
幸
子
嬢
の
ヰ

オ
リ
ン
は
い

つ
も
な
が
ら
美
く
し
く
奏
せ
ら
れ
た
、
殊
に
後
半
、
迫
ま
ら
ず
、
い
そ
が

、
、
、、

ず
、
の
ん
び
り
奏
せ
ら
れ
し
は
い
つ
も
な
が
ら
感
服
。
（
~
）
ュ
ン
ケ
ル
さ
ん
の
ハ
ー

モ
ニ
ュ

ー
ム
は
な
ん
だ
か
も
の
た
り
ぬ
様
で
し
た
ネ
ー
、
矢
張
り
あ
ん
な
こ
と
は
他
の

人
に
ま
か
し
て
、
幸
田
さ
ん
と
一
慮
に
ヰ
オ
リ
ン
の
合
奏
で
も
し
て
く
だ
さ
れ
ば
い
A

の
に
。

（
頭
取
）
是
に
て
一
部
の
評
を
終
り
第
二
部
に
う
つ
り
ま
す
。
先
つ
第
五
の
合
唱
か

ら。

U
マ

マ

〕

（
考
古
者
）
甲
の
ウ
ヰ
ゲ
ン
リ
ー
ド
の
作
者
フ
ラ
ー
ム
氏
は
極
め
て
近
代
の
人
で
即

ち
紀
元
千
八
百
三
十
三
年
五
月
七
日
ハ
ン
ブ
ル
ヒ
に
生
れ
、
千
八
百
九
十
七
年
四
月
三

、
、
、

日
に
死
な
れ
ま
し
た
以
前
音
楽
學
校
で
演
奏
さ
れ
た
春
の
夜
（
佐
藤
誠
賓
氏
歌
）
の
曲

も
矢
張
り
同
氏
の
作
曲
で
す
、
一
般
に
花
や
か
な
曲
風
で
す
。
乙
の
方
の
雲
雀
の
歌
は

古
い
フ
レ
ミ
ッ
シ
ュ
の
民
歌
で
す
。
（
學
生
）
二
つ
と
も
面
白
い
、
雲
雀
は
以
前
も
聘

た
こ
と
が
あ
る
が
子
守
歌
は
始
め
て
だ
、
歌
は
佳
謡
体
を
取
た
の
、
が
不
調
和
だ
と
云

ふ
人
も
あ
る
け
れ
ど
、
矢
張
り
あ
れ
で
い
A

と
思
ふ
、
（
娘
）
あ
た
し
こ
う
思
て
よ
、

あ
ん
な
に
大
勢
で
謡
て
は
ネ
、
子
供
が
目
を
覺
ま
し
て
仕
舞
ま
す
、
そ
れ
よ
り
か
、

一

部
か
ら
一
人
か
二
人
づ
A

出
て
ネ
、
多
く
て
八
人
位
で
歌
た
ら
キ
ッ
ト
も
つ
と
奇
麗
に

出
来
た
ん
だ
わ
。
ア
ノ
「
ね
む
る
子
こ
そ
可
愛
い
お
子
よ
」
と
云
て
直
ぐ

「
ね
む
る
子

こ
そ
え
ら
い
お
子
よ
」
と
ピ
ャ
ニ
シ
モ
で
謡
ふ
慮
、
ま
だ
耳
に
残
て
る
様
な
氣
が
す
る

ゎ
。
（
文
學
者
）
此
の
合
唱
は
二
つ
と
も
比
較
的
歌
、
曲
の
調
和
が
取
れ
て
る
様
だ
、

今
の
所
時
々
こ
の
様
な
少
さ
き
合
唱
を
澤
山
出
し
て
一
般
の
聴
衆
に
曲
と
歌
と
雨
方
よ

り
趣
味
を
感
じ
さ
せ
る
様
に
す
る
が
い
A

と
思
ふ
。

．

（
頭
取
）
第
六
ケ
ー
ベ
ル
氏
の
ピ
ヤ
ノ
獨
弾
に
う
つ
り
ま
す
。
（
考
古
者
）
甲
の
作
者

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
第
一
部
の
第
一
―
一
の
娼
に
説
た
、
乙
の
ベ
ト
ー
フ
エ
ン
氏
は
少
し
音
楽

に
志
あ
る
人
は
殆
ん
ど
知
ら
ぬ
人
は
無
い
位
有
名
な
作
曲
家
で
あ
る
、
今
初
學
者
の
為

に
一
寸
紹
介
し
て
置
ふ
、
氏
は
ル
ー
ド
ウ
イ
ヒ
、
ヴ
ァ
ン
、
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン
と
云

ひ
、
紀
元
千
七
百
七
十
年
十
二
月
十
七
日
ボ
ン
に
生
れ
千
八
百
二
十
七
年
三
月
廿
六

（
七
）
日
ヴ
ィ
ン
に
死
な
れ
た
、
氏
は
音
楽
家
の
内
に
て
も
最
も
天
才
的
に
且
つ
最
も
詩

人
的
な
る
音
楽
家
と
し
て
殆
ん
ど
比
肩
す
る
も
の
な
き
ほ
ど
榮
春
を
荷
は
れ
た
人
だ
、

最
も
器
楽
の
作
曲
に
長
じ
中
に
も
ピ
ヤ
ノ
の
作
曲
は
最
も
多
い
、
彼
の
詩
的
物
語
と
共

に
有
名
な
る
ム
ン
ラ
イ
ト
、
ソ
ナ
タ
の
如
き
も
氏
の
作
物
で
あ
る
の
で
す
、
次
に
此
の

リ
ス
ト
調
と
云
ふ
の
は
、
一
体
此
の
曲
は
二
つ
と
も
元
は
ピ
ヤ
ノ
の
曲
で
無
か
っ
た
の

を
、
リ
ス
ト
は
其
等
の
メ
ロ
デ
ー
を
取
り
て
ピ
ヤ
ノ
の
曲
に
作
り
愛
へ
た
か
ら
で
あ

る
、
リ
ス
ト
氏
も
有
名
な
る
ピ
ャ
ニ
ス
ト
で
、
其
名
を
フ
ラ
ン
ツ
、

・リ
ス
ト
と
云
ひ
、
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紀
元
千
八
百
十
一
年
十
月
二
十
二
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ラ
イ
デ
ン
グ
に
生
れ
千
八
百
八
十

六
年
に
死
な
れ
た
。
（
學
生
）
不
相
愛
達
者
に
弾
ぜ
ら
れ
た
、
ケ
ー
ベ
ル
氏
位
に
な
る

と
所
謂
ピ
ヤ
ノ
を
弾
く
と
云
ふ
の
だ
ら
ふ
、
日
本
に
も
ピ
ヤ
ノ
を
弾
ず
る
人
か
大
勢
あ

る
が
、
ま
だ
ピ
ヤ
ノ
と
相
撲
の
お
稽
古
だ
、
見
て
る
方
、
イ
ヤ
聘
て
る
方
で
ヒ
ャ
／
＼

し
て
仕
舞
ふ
。
二
曲
と
も
誠
に
奇
麗
だ
が
殊
に
乙
の
方
は
メ
ロ
デ
ー
何
と
な
く
東
洋
的

、
、
、

で
面
白
く
聘
た
、
ピ
ヤ
ノ
は
ピ
ヤ
ノ
其
れ
自
身
が
歌
ふ
様
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の

じ
や
、
睦
て
A

い
か
に
も
ピ
ヤ
ノ
を
た
A

い
て
居
そ
ふ
な
の
は
ま
だ
／
＼
お
話
し
に
な

ら
ぬ
、
ケ
ー
ベ
ル
氏
の
は
所
謂
歌
へ
る
、
何
と
は
無
く
ピ
ヤ
ノ
の
鍵
盤
か
ら
凡
て
の
音

が
ぬ
け
出
て
、
ど
つ
か
の
空
中
で
フ
ー
ハ
リ
と
歌
て
る
様
に
聘
え
る
、
（
文
塵
孟
合
）
ヶ

ー
ベ
ル
氏
の
ピ
ヤ
ノ
は
い
つ
も
大
學
の
講
座
で
哲
學
の
講
義
を
聞
さ
る
様
で
、
常
に
淋

し
い
弾
風
で
あ
る
が
此
の
度
は
誠
に
花
や
か
な
曲
を
奏
せ
ら
れ
た
、
氏
の
ピ
ヤ
ノ
は
あ

る
度
ま
で
氏
自
身
の
哲
學
が
流
れ
出
る
の
で
幽
玄
に
傾
く
の
は
止
む
を
得
ん
か
、
時
々

は
其
半
面
を
現
は
さ
れ
て
少
し
は
若
い
／
＼
血
の
燃
え
た
つ
様
な
曲
を
奏
せ
ら
れ
て
ほ

し
い
も
の
だ
。
氏
は
勿
論
プ
レ
ー
ヤ
で
は
無
い
で
あ
ら
う
が
、
あ
れ
程
の
造
詣
と
手
腕

と
を
有
し
て
ゐ
ら
る
A

か
ら
は
一
っ
藝
術
家
と
し
て
の
氏
の
手
腕
も
示
し
て
貰
ひ
度
い

と
思
ふ
。
（
娘
）
ケ
ー
ベ
ル
さ
ん
と
若
い
血
ー
ケ
ー
ベ
ル
さ
ん
は
果
し
て
其
を
奏
す

る
に
堪
え
得
る
で
し
よ
う
か
、
若
い
／
＼
花
の
様
な
血
ー
そ
れ
が
ケ
ー
ベ
ル
さ
ん
に

向
て
は
ど
ん
な
記
憶
を
呼
び
起
す
で
し
よ
う
。
矢
張
り
歴
史
は
人
を
造
る
の

で
す
わ
ネ
。

（
頭
取
）
第
七
、
管
絃
合
奏
及
合
唱
猫
唱
、
フ
ォ
ル
、
デ
ル
、
ク
ロ
ス
テ
ル
フ
ォ
ル
テ

に
移
り
ま
す
。
（
考
古
者
）
作
曲
者
グ
リ
ー
グ
氏
は
極
め
て
近
代
の
人
で
多
分
ま
た
生

き
て
居
ら
る
A

方
だ
ら
う
と
思
ふ
、
即
ち
紀
元
千
八
百
三
十
四
年
六
月
十
五
日
ノ
ー
ル

テ
ク
ス
ト

ウ
エ
ー
の
ベ
ル
ゲ
ン
に
生
れ
ら
れ
た
人
で
あ
る
。
（
學
生
）
本
文
は
意
繹
さ
れ
、
獨
唱

は
原
語
で
合
唱
は
ド
レ
ミ
で
歌
は
れ
た
唱
歌
が
其
が
抑
も
の
始
め
て
だ
ら
う
、
下
手
に

歌
詞
を
繹
し
て
付
け
る
よ
り
は
新
曲
を
日
本
に
紹
介
す
る
と
し
て
は
却
り
て
是
が
好
き

テ
ク
ス
ト

方
法
だ
ら
う
と
思
は
れ
る
、
し
か
し
日
本
人
は
、
ま
だ
／
＼
本
文
の
無
き
頻
唱
音
楽
は

聴
く
耳
が
無
い
様
だ
か
ら
困
る
、
始
め
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
い
か
に
も
幽
静
な
る
メ
ロ

デ
ー
に
始
ま
り
て
、
な
に
と
な
く
物
が
な
し
く
中
程
の
ア
テ
ン
ボ
の
慮
よ
り
悲
調
盆
々

せ
ま
り
て
哀
音
紛
糾
、
ク
ロ
マ
テ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
の
進
行
、
醤
へ

ん
方
な
く
淋
し
い
、

而
し
て
又

一
段
器
楽
の
墜
静
ま
り
し
時
、
ア
ル
ト
の
狽
唱
、
即
ち
「
精
舎
の
扉
、
漏
開
け

て
敲
く
は
誰
ぞ
ゃ
」
の
所
に
至
り
て
身
は
宛
然
、
木
立
深
き
小
径
を
わ
け
て
、
月
無
く

星
ま
ば
ら
な
る
、
秋
の
夜
に
も
の
ふ
り
た
精
含
の
前
に
立
た
る
心
地
が
す
る
、
此
の
時

ソ
。
フ
ラ
ノ
の
槃

「
流
離
へ
る
哀
の
乙
女
ぞ
」
と
歌
ひ
出
し
時
、
今
少
し
竪
が
顕
へ
た
ら

モ
ッ
ト
よ
か
っ
た
ら
う
と
思
っ
た
、
か
く
し
て
合
唱
に
移
っ
た
、
盛
な
る
器
楽
、
盛
な

ち

か

ら

る
合
唱
、
「
平
和
の
楽
園
に
永
久
の
生
命
の
震
力
を
ば
得
ん
」
に
至
り
て
僕
等
も
此
の

哀
の
乙
女
と
一
虞
に
漸
く
安
心
し
た
、
此
の
曲
は
一
体
に
東
洋
的
の
メ
ロ
デ
ー
が
用
ひ

ら
れ
て
る
様
だ
、
し
か
も
非
常
に
作
曲
者
の
郷
土
的
空
氣
が
含
ま
れ
て
る
様
で
あ
る
、

恰
も
ノ
ー
ル
ウ
エ
ー
で
も
旅
行
し
て
る
か
の
様
だ
、
（
文
學
者
）
安
藤
君
の
意
繹
の
詩

は
大
体
に
於
て
能
く
出
来
て
る
が
、
あ
ま
り
原
詩
に
制
せ
ら
れ
た
せ
い
か
、
虞
々
意
味

の
要
領
を
得
ぬ
虞
が
あ
る
様
で
あ
る
、
例
せ
ば
四
章
の
「
無
下
に
捉
へ
ぬ
涙
の
わ
れ

を
、
悶
え
て
泣
き
て
優
は
逃
れ
き
つ
」
の
あ
た
り
ど
う
し
て
も
字
句
が
不
明
瞭
だ
、
要

す
る
に
此
の
邊
は
あ
ま
り
字
旬
を
節
倹
し
過
た
為
だ
ら
う
と
思
ふ
、
既
に
意
繹
と
云
ふ

の
だ
か
ら
何
も
そ
ん
な
に
字
句
を
節
す
る
必
要
が
無
い
、
も
つ
と
十
分
明
白
に
繹
し
た

ら
よ
か
っ
た
ら
う
と
思
ふ
、
（
娘
）
杉
浦
さ
ん
は
可
愛
想
よ
、
だ
っ
て
カ
イ
ゼ
ル
さ
ん

と
一

虚
に
歌
は
せ
る
ん
だ
も
の
、
引
立
な
い
の
は
あ
た
り
前
だ
わ
。
日
本
人
は
勉
強
し

て
も
ソ
ロ
は
だ
め
で
し
せ
う
か
ネ
ー
。

（
頭
取
）
第
八
管
弦
合
奏
、
ク
ロ
ー
ヌ
ン
グ
ス
、
マ
ー
ル
シ
ュ
に
う
つ
り
ま
す
。

（
考
古
家
）
マ
イ
エ
ル
ベ
ル
氏
は
ヤ
コ
ブ
、
マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ル
と
云
ひ
、
紀
元
千
七
百

九
十
一
年
九
月
五
日
伯
林
に
生
れ
、
千
八
百
六
十
四
年
五
月
二
日
巴
里
に
死
な
れ
ま
し

プ
ロ
ヘ
ッ
ト

た
。
此
の
マ
ー
チ
は
豫
言
者
と
云
ふ
オ
ペ
ラ
の
中
に
あ
る
も
の
で
す
。
此
の
オ
ペ
ラ
は

有
名
な
も
の
で
此
の
マ
ー
チ
の
如
き
正
式
に
演
奏
す
る
と
す
る
と
大
愛
な
人
敷
を
要
す

る
の
で
、
と
て
も
あ
れ
ば
か
り
の
人
で
は
足
り
ぬ
も
の
だ
相
で
す
。
（
學
子
生
）
質
に
盛

な
曲
だ
、
質
僕
は
盛
だ
と
云
ふ
よ
り
外
評
言
を
知
ら
な
い
、
以
前
の
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
マ

ー
チ
も
盛
だ
っ
た
が
、
是
は
又
あ
れ
と
違
た
盛
な
慮
が
あ
る
、
彼
は
春
の
花
な
ら
ば
是

は
正
に
首
夏
の
若
葉
の
し
た
A

ら
む
ば
か
り
の
色
に
も
比
す
べ
き
で
あ
る
、
先
づ
始
の

出
は
何
た
る
破
天
荒
な
靱
で
あ
る
で
あ
ら
う
か
怒
濤
か
あ
ら
ず
、
狂
風
か
あ
ら
ず
天
の

歓
ひ
地
の
喜
ひ
、
合
し
て
あ
の
害
と
成
た
の
で
あ
ら
ふ
、
静
ま
り
て
は
岩
間
流
る
A

い

さ
A

小
川
の
耳
の
如
く
、
フ
ア
ス
ト
ヰ
オ
リ
ン
の
奇
麗
な
／
＼
調
べ
、
今
ま
で
の
嵐
は

い
づ
れ
へ
や
ら
、
ま
る
で
春
の
野
に
胡
蝶
追
ふ
様
、
又
次
第
に
曲
調
急
と
な
り
て
は
シ
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ヽ

奏

ハ
ル
モ
ニ
ュ
ー
ム
獨
奏

木

村

雅

子

前

田

襄

子

吉

田

マ

キ

明
治
三
十
七
年
十
二
月
学
友
会
吊
祭
会

▲
吊
祭
會
同
校
學
友
會
に
て
は
客
臓
未
亡
友
諸
氏
の
吊
祭
式
を
畢
行
し
た
り
其

順
序
は
左
の
如
し
。

吊
祭
會
兼
月
次
演
奏
會
順
序

第

一

部

吊

祭

式

一
、
開
會
の
僻

二
、
亡
友
に
封
す
る
敬
證

三
、
亡
友
諸
氏
履
歴

四
、
吊
祭
文
朗
讀

五
、
吊
祭
唱
歌

第
二
部

演

コ
ル
ネ
ッ
ト
獨
奏

工
グ
モ
ン
ト
の
一
節

一
三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

l

-

―‘
 

一
、
會
長

會

長

二
、
會
員

一
同
（
ピ
ア
ノ
合
圏
）

鳥

居

参

呉

員

外

彦

會

員

同

．

．
 

ヽ

渡小鈴

邊室木

康千

三笑信

山

國

ソ
ナ
チ
ネ

高

嶺

ン
バ
ル
響
き
大
太
鼓
轟
き
、
ト
ロ
ン
ボ
ン
叶
び
、
バ
ス
唸
り
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
フ
リ

ユ
ー
ト
、
コ
ル
ネ
ッ
ト
、
喀
、
何
と
云
ふ
和
絃
の
牡
大
で
あ
る
で
あ
ら
う
か
、
コ
ン
ダ

ク
タ
ー
の
鞭
は
狂
は
ん
ば
か
り
、
歓
喜
の
槃
堂
内
に
溢
れ
て
、
人
も
わ
れ
も
椅
子
も
床

も
皆
も
う
喜
び
の
空
氣
に
満
て
る
様
に
思
は
れ
た
。
（
文
學
者
）
私
も
同
感
で
す
、
あ

の
様
な
盛
な
曲
が
日
本
人
の
手
に
よ
り
て
出
来
、
日
本
人
の
鞭
の
も
と
に
演
奏
さ
れ
た

ら
又
ど
ん
な
に
喜
こ
ば
し
い
だ
ら
う
か
と
思
た
、
と
に
か
く
音
楽
學
校
も
追
々
進
境
を

示
し
た
の
は
何
よ
り
結
構
の
こ
と
だ
と
思
ふ
、
此
の
度
の
演
奏
の
如
き
は
生
徒
の
ソ
ロ

が
―
つ
も
見
え
ぬ
様
だ
が
、
あ
れ
丈
の
も
の
が
今
に
在
學
の
生
徒
の
手
に
よ
り
て
演
奏

さ
れ
る
様
に
な
る
だ
ら
う
と
思
ふ
と
歓
喜
に
堪
え
ん
の
で
あ
る
。
（
~
）
わ
た
し
夢
中

で
聘
て
、
あ
と
で
氣
が
付
た
ら
椅
子
の
う
し
ろ
と
つ
か
み
つ
く
ら
よ
。

（
頭
取
）
皆
さ
ん
御
苦
榮
様
、
是
で
閉
會
と
し
ま
す
。
（
了
）

(
『
昔
築
新
報
』
第
一
巻
第
七
号
、
明
治
三
十
八
年
一
月
、
二
六
ー
ニ
九
頁
）

-
0、

木

村

マ

ス

ソ
ナ
チ
ネ

ラ
イ
ン
ハ
ー
ド
作
曲

九、

ハ
ル
モ
ニ
ュ
ー
ム
獨
奏

吉

同

前

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
聯
奏

ガ

ボ

ッ

ト

バ

A

作
曲

ハ
ル
モ
ニ
ュ
ー
ム
獨
奏

バ
A

作
曲

四
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ヴ
ォ
ル
フ
ァ
ー
ト
作
曲

ソ
ル
チ
ニ
ー

カ
ン
ソ
ー
ネ

第
三
部

レ
メ
ン
ス
作
曲
〔
ソ
ナ
チ
ネ

モ
ツ
ア
ル
ト
作
曲

a
ビ
ー
ゲ
ン
リ
ー
ド

b
マ
ツ
ル
カ

ピ
ア
ノ
獨
奏

二
部
合
唱

シ
ッ
ト
作
曲

ク
レ
メ
ン
ス
〔
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ー
〕
作
曲

ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン
作
曲

久

鎗

田

倉

之

助

松

井

牡

演

奏

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
聯
奏

鳥

居

ツ

多

寅

ナ

子

七

、

獨

唱

柴

田

環

六、

ハ
ル
モ
ニ
ュ
ー
ム
獨
奏

ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ー
作
曲
〕

君

塚

正

志

ソ
ナ
タ

永

井

漸

ソ
ナ
タ
モ
ツ
ア
ル
ト
作
曲

フ
ー
ガ
ー

川
久
保
美
須
々

紳

英

紳

田

百

合

子

草

川

雄

宣

田

芝
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コ
ン
セ
ル
ト

a
ス
ピ
ン
／
＼

コ
ン
ダ
ク
タ
ー

一

四

、

合

唱

ベ
リ
オ
作
曲

b
マ
ド
リ
カ

甲
師
二
、

三
年
生

田
口
隆
治
、
若
林
孫
二

（
『
一
音
榮
之
友
』
榮
友
社
、

第
七
巻
第
四
号
、
明
治
三
十
八
年
二
月
、
三
八
頁
）

0
東
京
＿
音
楽
學
校
の
演
奏
會
で
の
呼
物
は
誰
れ
も
先
づ
合
奏
、
合
唱
に
指
を
折
る
で
あ

ら
ふ
、
ケ
ー
ベ
ル
、
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
氏
の
ピ
ア
ノ
、
幸
田
敦
授
、
ュ
ン
ケ
ル
氏
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
共
に
屈
指
の
も
の
に
は
相
違
な
い
が
、
一
音
楽
會
を
見
物
に
行
く
連
中
に
は
そ

あ

く

び

し

か

の

み

な

ら

ず

の
妙
味
か
分
ら
な

い
の
は
勿
論
、
た
だ
欠
伸
を
催
さ
せ
る
の
み
で
あ
る
、

加

之

こ

れ

昼
音
楽
學
校
の
演
奏
會
に
限
ら
ず
、
他
の
會
に
も
き
か
れ
ぬ
事
は
な
い
の
で
あ
る
、
そ

ォ
ー
ケ
ス
ト
ラ

n
ー
ラ
ス

れ
で
合
奏
、
及
合
唱
は
昔
榮
學
校
の
特
産
物
と
も
云
へ
る
も
の
で
あ
ら
う
、
そ
の
合

唱
は
い
つ
も
ア
ウ
ガ
ス
ト
、
ユ
ン
ケ
ル
氏
の
コ
ン
ダ
ク
ト
の
下
に
同
校
の
生
徒
が
演
奏

す
る
の
で
、
合
奏
も
同
じ
タ
ク
ト
の
下
に
同
校
の
職
員
及
研
究
生
在
校
生
の
演
奏
に
か

か
る
も
の
で
あ
る
、
此
合
奏
の
中
で
、
絃
の
部
は
全
然
同
校
の
職
員
生
徒
連
中
で
あ
る

も
っ
と

も
、
そ
の
管
の
部
に
は
雅
楽
部
の
伶
人
が
少
か
ら
ず
交
つ
て
居
る
の
で
、
尤
も
此
人
等

ひ
ご
ろ

は
同
校
の
嘱
托
敦
授
に
な
っ
て
居
つ
て
平
常
管
榮
を
生
徒
に
敦
授
し
て
居
る
の
で
あ

る
、
此
等
の
管
絃
合
せ
て
最
も
近
き
―
音
楽
會
に
於
け
る
人
敷
が
四
十
五
六
人
、
楽
器
が

二
十
近
く
あ
る
の
で
あ
る
、
そ
の
多
人
敷
の
弾
奏
、
吹
奏
等
を
統
轄
調
和
を
保
た
せ
、

感
情
を
籠
ら
せ
る
様
に
す
る
の
が
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
そ
の
人
の
役
目
な
の
で
、
こ
れ
は
な

か
／
＼
に
骨
の
折
れ
る
仕
事
で
、
ユ
ン
ケ
ル
氏
の
榮
想
ふ
べ

し
で
あ
る
、〔
後
略
〕

（
『
日
本
』
明
治
三
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日
）

▲
昔
楽
學
校
演
奏
會
一
音
楽
を
普
及
し
一
音
楽
を
猿
達
せ
し
め
ん
と
欲
せ
ば
先
づ
其
賓

物
の
賓
債
た
る
一
音
楽
の
功
徳
と
＿
音
楽
の
面
白
味
を
社
會
に
知
ら
し
め
る
こ
と
一
番
肝
要

に
し
て
是
が
普
及
の
方
法
是
れ
よ
り
よ
き
は
な
し
、
近
頃
昔
柴
學
校
が
頻
り
と
門
口
閉

鎖
、
と
言
ふ
か
技
術
高
振
り
と
言
ふ
か
一
音
楽
の
公
開
を
好
ま
ず
愛
つ
て
地
方
に
斯
種
の

盛
況
を
見
る
に
至
っ
て
は
、
首
都
の
楽
壇
を
し
て
浦
恥
し
き
所
為
に
至
ら
し
め
た
る
も

サ
リ
バ
ン
作
曲

三
、
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

四
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

五
、
女
磐
三
部
合
唱

二、

ソ
ナ
タ

會

モ
ツ
ア
ル
ト
作
曲

員

本

居

長

世

ソ
ナ
タ

甫

也

マ
ー
チ

ハ
ル
モ
ニ
ュ
ー
ム
獨
奏

藤

ギ

ル

マ

ン

作

曲

西

村

ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
作
曲

田

コ

卜

君
が
代

明

治

三

十

八

年

二

月

二

十

五

日

、

学

友

会

祝

捷

音

楽

会

▲
同
校
學
友
會
は
客
月
二
十
五
、
二
十
六
の
雨
日
祝
捷
―
音
楽
會
を
聞
き
し
が
、

雨
日
と
も
千
餘
名
の
来
會
者
あ
り
て
非
常
の
盛
會
な
り
し
、
今
回
は
通
常
會
員

（
同
校
生
徒
）
の
み
の
演
奏
に
て
「
オ
ー
ル
ケ
ス
ト
」
の
如
き
も
少
し
も
職
員

の
手
を
煩
は
さ
ず
、
コ
ン
ダ
ク
ト
ル
さ
へ
生
徒
に
な
さ
し
め
し
こ
と
前
例
に
見

ざ
る
虞
な
り
、
賞
日
演
奏
の
曲
目
順
序
は
次
の
如
し
。

第

一
部

一
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ー
ラ
ス

會

員

林

廣

守

作

曲

ノ
エ
ル
ペ
リ
ー
和
墜

二
十
六
日

の
と
申
す
べ
く
候
、
何
卒
同
槃
會
に
し
ろ
、
學
友
會
に
し
ろ
、
學
校
夫
れ
自
ら
に
於
て

も
此
際
斯
種
の
公
會
を
盛
ん
に
し
て
内
外
諸
種
の
一
音
楽
を
社
會
に
紹
介
し
以
て
何
ん
で

も
一
音
楽
學
校
の
先
生
方
等
が
今
少
し
く
大
腑
と
熱
誠
と
の
氣
象
を
振
は
れ
ん
こ
と
を
望

む
も
の
に
し
て
、
首
都
の
楽
壇
が
盛
況
を
呈
し
中
央
の
舞
豪
面
が
社
會
に
持
囃
さ
る
だ

け
夫
丈
け
自
然
地
方
の
同
業
者
も
有
難
き
仕
合
せ
を
蒙
る
も
の
故
御
互
様
に
力
を
合
せ

腕
を
磨
き
て
一
層
斯
種
の
公
開
的
音
楽
會
に
意
を
そ
A
ぎ
力
を
盤
し
て
度
々
―
音
楽
の
演

奏
を
＿
音
楽
學
校
の
教
授
諸
君
に
望
む
も
の
な
り

（
歌
姫
山
人
）

（『
一音架
之
友
』
榮
友
註
、
第
六
巻
第
一
号
、
明
治
三
十
七
年
五
月
、
四
0
頁）

第 1部 明治・大正篇 160 



六
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

四
、

フ
ァ
ン
タ
ヂ
ー

七
、
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ベ
ル
ソ
ー
ス

八
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

乙
、
松
浦
佐
保
姫

二
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

三
、
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

六、

マ
ド
リ
ガ
ル

フ
エ
ー
ス
フ
ル
ヂ
ヨ
ン
ニ
ー

五
、
獨
唱

ハ
ル
モ
ニ
ュ
ー
ム
獨
奏

ソ
ナ
タ

甲
、
別
れ

一
、
合
奏

第
二
部

ソ
ナ
タ

ハ
ル
モ
ニ
ュ
ー
ム
獨
奏

賤
の
苧
環

上

原

喜

勢 千

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

笑 吉

前

田

襄

ワ
イ
ン
ブ
ル
ム
作
曲

武

島

羽

衣

作

歌

坂

本

ソ

J

モ
ツ
ア
ル
ト
作
曲

ク
レ
ム
ゼ
ル
作
曲

犬
童
信
蔵
作
歌

會

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

佐

藤

誠

質

作

歌

松

本

徳

フ
ラ
ン
ク
作
曲

東

儀

哲

三

郎

ゴ
ダ
ー
ル
ド
作
曲

野

ク
レ
メ
ン
テ
作
曲

コ
ル
ニ
ド
ラ
イ
（
ヘ
ブ
リ
ュ
ー
メ
ロ
デ
イ
ー
）
ブ
ル
ッ
フ
作
曲

松

井

社

ギ
ル
マ
ン
作
曲

室

小

〔忠
実
な
る
ジ
ョ

ニー

F
ai
t

h
f
u
'
J
o
h
ni
e

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
よ
る
編
曲
〕 久

員

ヒ

サ
蔵

●
祝
捷
音
楽
會
漫
評

載
捷
の
訳
意
を
表
は
す
た
め
ニ
―
―
一
の
音
楽
會
は
、
闊
家
の
祝
輻
を
謡
ふ
べ
く
巳
に
開

催
せ
ら
れ
た
り
。

こ
A

に
於
て
歓
楽
の
波
動
は
渦
線
を
作
り
て
漸
次
中
心
黙
に
集
合
し
、
斯
道
の
主
脳

ひ

と

し

ゆ

く

せ

ふ

く

わ

い

た
る
＿
音
楽
學
校
學
友
會
を
動
か
し
て
比
し
く
祝
捷
會
開
催
せ
し
め
ぬ
、
こ
A

に
於
て

吾
人
は
密
か
に
望
む
に
、
大
家
集
合
の
一
大
音
楽
會
な
ら
ん
こ
と
を
以
て
せ
り
。

然
る
に
曲
目
を
手
す
る
に
賞
つ
て
、
希
望
は
全
く
失
は
れ
、
輩
に
學
友
會
會
員
諸
君

の
演
奏
た
る
に
止
ま
る
を
知
れ
り
、
吾
人
の
如
き
素
人
観
を
以
て
す
れ
ば
、
一
に
大
家

ニ
に
大
家
、
飽
く
ま
で
も
大
家
以
外
の
上
手
を
認
め
ざ
る
者
が
、
其
希
望
を
失
ふ
に
至

つ
て
は
、
小
顔
な
が
ら
も
此
演
奏
を
し
て
何
程
の
事
か
あ
ら
ん
と
迄
蔑
視
せ
し
め
た
り
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
コ
ー
ラ
ス
（
君
ケ
代
）
よ
り
始
め
て
ハ
ル
モ
ニ
ュ
ー
ム
、
ヴ
ァ
ヰ

り

よ

う

／

ヽ

ぁ

A

オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
各
楽
器
は
亮
々
と
し
て
響
き
出
で
ぬ
嗚
呼
不
可
思
議
、
吾
人
は
正

し
く
魅
せ
ら
れ
た
り
、
否
々
、
遂
に
其
天
楽
の
如
き
妙
趣
に
酔
へ
る
な
り
、こ
A

に
於
て

さ

き

ざ

ん

き

罷
に
蔑
視
の
念
を
動
か
し
た
る
吾
人
は
、
甚
だ
し
き
断
愧
の
境
に
陥
ら
ざ
る
を
得
ざ
り

き
、
而
し
て
覺
れ
り
、
大
家
以
外
の
妙
は
賓
に
大
家
以
外
の
妙
手
よ
り
装
せ
ら
る
A

事
を

今
少
し
く
各
演
奏
に
就
て
の
所
感
を
記
さ
ん
か
、

嘗
日
演
奏
中
第

一
部
第
二
部
に
於
け
る
ハ
ル
モ

ニ
ュ
ー
ム
の
演
奏
は
甲
種
師
範
科
生

松
本
徳
蔵
氏
同
藤
田
こ
と
子
嬢
、
本
科
三
年
生
松
井
肱
吉
氏
―
―
―
者
の
手
に
依
つ
て
弾
ぜ

ら
れ
し
が
何
れ
も
無
難
の
出
来
、
特
に
優
劣
を
評
す
れ
ば
松
井
氏
を
以
て
第
一
位
に
推

は

や

さ
A

る
べ
か
ら
ず
次
に
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
、
演
奏
者
は
甲
種
師
範
科
生
西
村
甫
也

氏
、
本
科
三
年
生
東
儀
哲
三
郎
氏
、
研
究
科
生
前
田
襄
子
嬢
な
り
き
、
西
村
氏
は
可
も

な
く
不
可
も
な
く
、
前
田
氏
は
昔
調
美
し
か
り
し
に
劉
し
て
其
ス
タ
イ
ル
に
鋏
貼
あ
り

こ
ひ
ね
が

希
は
く
は
今
一
段
の
注
意
を
此
邊
に
加
へ
ら
れ
ん
事
を
、
而
し
て
東
儀
氏
の
ス
ラ

七、

君
は
紳

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

ソ
ナ
タ

コ
ー
ラ
ス

（
『
昔
榮
之
友
』
榮
友
社
、
第
七
巻
第
五
号
、
明
治
三
十
八
年
三
月
、
三
九
頁
）

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

東
京
一
音
楽
學
校
作
歌

會

フ
ン
メ
ル
作
曲

員
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り
う
ら
う

ス
ラ
と
奏
し
終
つ
て
、
絃
竪
啜
朗
と
四
隣
に
反
響
し
、
恰
も
天
楽
を
聞
く
が
如
き
感
深
か

り
し
は
三
者
中
の
榮
位
を
占
め
た
る
も
の
と
信
ず
、
次
に
ピ
ア
ノ
獨
奏
に
就
て
は
本
科

三
年
生
本
居
長
世
氏
同
二
年
生
久
野
ひ
さ
子
嬢
、
同
坂
本
そ
の
子
掘
、
同
三
年
生
上
原

喜
勢
氏
何
れ
も
達
者
な
る
演
奏
者
と
し
て
聘
衆
の
拍
手
に
迎
へ
ら
れ
た
り
、
殊
に
久
野

嬢
が
ソ
ナ
タ
の
軽
快
な
る
一
曲
は
、
其
雙
手
の
運
用
巧
妙
に
し
て
、
飛
燕
の
中
空
に
翻

翻
た
る
が
如
＜
‘
-
高
一
低
の
妙
昔
は
急
雨
の
軒
頭
を
叩
く
に
似
て
迅
く
、
春
風
の
花

間
を
吹
く
に
似
て
緩
か
な
り
、
要
す
る
に
其
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
の
光
榮
は
嬢
の
頭
上

に
王
冠
の
如
く
輝
き
し
の
み
な
ら
ず
、
雨
日
演
奏
の
凡
て
を
通
じ
て
、
最
後
の
勝
利
者

た
り
し
事
疑
ひ
な
し
。
こ
れ
に
次
い
で
は
上
原
氏
も
其
名
唇
を
摺
ふ
べ
き
資
格
あ
り
し

か
ど
、
惜
む
べ
き
は
此
ソ
ナ
タ
の
彼
ソ
ナ
タ
よ
り
も
艶
沃
な
ら
ず
し
て
、
聴
衆
の
感
を

惹
か
ざ
り
し
事
是
也
、
次
に
第
一
部
に
於
け
る
女
婆
三
部
合
唱
の
賤
の
苧
環
、
本
科
二

三
年
生
並
に
甲
種
師
範
科
全
髄
の
出
演
は
ソ
。
フ
ラ
ノ
に
金
鈴
を
振
る
が
如
き
美
昔
あ
り

お
さ

｀
て
、
ア
ル
ト
、
テ
ナ
ー
共
に
氣
歴
る
A

の
感
あ
り
し
は
如
何
、
第
二
部
合
唱
の
別
れ
、

さ

よ

ひ

め

さ

き

並
に
松
浦
佐
用
姫
、
二
歌
何
れ
も
歌
詞
調
ひ
て
、
前
の
賤
の
苧
環
の
四
離
滅
裂
な
る
悪

歌
に
優
る
事
敷
等
な
り
し
が
、
こ
れ
も
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
優
勢
に
鰭
し
た
る
は
名
手
の
此
中

に
潜
む
ら
ん
と
思
ふ
に
い
と
も
床
し
、
又
佐
用
姫
の
結
末
「
見
捨
て
／
＼
行
く
か
」
の

邊
、
急
昂
し
た
る
曲
の
悲
哀
な
る
切
情
を
表
せ
る
は
楽
通
の
歎
賞
す
る
竪
、
吾
人
が
耳

に
多
く
入
れ
り
、
次
に
本
科
二
年
生
小
室
千
笑
氏
の
フ
エ
ー
ス
フ
ル
ヂ
ヨ
ン
ニ
ー
の

狽
唱
、
音
量
充
分
な
れ
ど
も
其
割
に
引
立
た
ず
又
表
情
に
乏
し
き
の
非
難
あ
り
て
、
こ

れ
も
優
勝
者
の
地
位
に
推
す
事
を
得
ざ
り
し
は
口
惜
し
、
斯
く
て
結
局
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
、
コ
ー
ラ
ス
（
君
は
神
）
の
崇
高
な
る
曲
は
能
く
祝
捷
の
意
に
應
じ
て
、
此
會
の
精

稗
を
遺
憾
な
く
猿
揮
せ
し
が
、
校
長
が
演
奏
前
に
賞
つ
て
の
演
説
に
よ
れ
ば
、
此
會
は

き
た
る

甲
種
師
範
生
（
来
四
月
卒
業
）
が
告
別
の
意
を
も
併
せ
た
る
も
の
な
り
と
謂
へ
ば
、

か
な

彼
の
別
れ
の
一
曲
も
ま
た
此
會
の
精
神
に
協
へ
る
も
の
と
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
要
す

る
に
廿
五
六
雨
日
間
に
於
け
る
此
演
奏
に
、
一
人
の
大
家
を
交
へ
ず
し
て
尤
も
立
派
に

局
を
結
び
た
る
は
、
學
友
會
會
員
諸
君
の
大
手
柄
也
（
あ
か
ざ
生
）

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
八
年
二
月
二
十
八
日
）

●
學
友
會
の
一
音
楽
會
（
上
）

(

1

)

 

て

っ

ち

ゃ

ぅ

0
東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會
の
＿
音
楽
會
は
去
る
廿
五
廿
六
の
雨
日
上
野
の
楽
堂
に
催
さ
れ

ぬ
、
例
年
は
大
會
と
い
ふ
所
を
今
年
は
誰
れ
に
憚
り
て
か
祝
捷
と
い
ふ
字
を
冠
ら
せ

ぬ
、
藝
術
に
身
を
委
ね
て
國
を
耕
す
も
の
、
其
道
に
動
精
な
る
に
何
の
憚
る
所
ぞ
、
要

な
き
名
つ
け
た
る
こ
そ
ま
こ
と
に
ミ
ッ
ト
モ
な
き
事
と
い
ふ
べ
し
、
演
奏
何
れ
も
美
事

の
出
来
な
り
し
も
殊
に
廿
六
日
は
一
体
に
出
来
よ
く
、
聘
衆
も
折
か
ら
の
雪
空
に
も
係

ら
ず
、
満
場
立
錐
の
地
な
き
ま
で
に
し
て
、
な
か
ノ
＼
の
盛
大
な
り
き
、

0
第
一
部
の
中
指
を
屈
す
べ
き
は
、
久
野
嬢
の
ピ
ア
ノ
東
儀
氏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
及
び

女
竪
三
部
な
ど
な
る
べ
き
か
、
久
野
嬢
の
演
奏
は
そ
の
＿
音
量
の
強
大
と
、
運
指
の
迅
速

う

た

は

ら

の
目
覺
し
さ
、
轄
た
聴
衆
を
し
て
欝
積
し
た
る
思
ひ
を
震
さ
し
む
る
感
あ
り
ぬ
、
嬢
の

ピ
ア
ノ
は
そ
の
音
の
強
大
な
る
に
於
て
校
中
の
名
物
な
り
と
か
、
雨
日
の
演
奏
員
に
そ

の
名
に
は
ぢ
ず
と
い
ふ
べ
し
、
さ
れ
ど
そ
は
た
ゞ
そ
の
音
量
の
大
と
、
運
指
の
自
由
と

の
み
、
昔
榮
は
た
ゞ
是
れ
に
依
て
成
れ
り
と
思
は
ゞ
、
早
合
黙
も
甚
だ
し
い
と
い
ふ
べ

し
運
指
の
妙
、

＿
音
量
の
強
大
、
元
よ
り
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
る
の
要
素
な
る
も
、
＿
音
楽
の
意

義
は
そ
こ
に
盛
く
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
藝
術
の
妙
味
は
巧
な
る
要
素
の
排
列
の
外
に
存

た
ゆ

す
る
も
の
な
り
嬢
に
し
て
幸
に
撓
ま
ざ
ら
ば
達
す
る
の
日
或
は
期
す
べ
き
か
、
さ
れ
ど

望
む
ら
く
は
今
少
し
自
由
に
、

感
情
に
訴
へ
て
、
演
奏
せ
ら
れ
ん
事
を
、
換
言
す
れ
ば

徒
ら
に
楽
譜
に
の
み
に
拘
束
せ
ら
る
A

事
な
く
奏
者
自
ら
そ
の
曲
に
犯
さ
れ
て
酔
ひ
つ

つ
演
奏
せ
ら
れ
む
事
を
望
む
然
ら
ざ
れ
ば
演
奏
す
る
所
遂
に
ピ
ア
ノ
ラ
と
何
の
異
る
な

き
に
至
ら
む
、
之
れ
嬢
の
為
め
に
切
望
す
る
所
な
り
嬢
は
本
科
二
年
生
に
し
て
幸
田
敦

授
に
就
て
其
技
を
修
む
、

0
東
儀
氏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
是
れ
亦
校
中
の
一
名
物
同
校
生
徒
に
し
て
氏
の
右
に
出

づ
る
も
の
一
も
あ
る
こ
と
な
し
、
演
奏
せ
し
曲
は
、
ゴ
ツ
ダ
ー
ド
の
作
曲
に
か
A

る
オ

ペ
ラ
、
ジ
ョ
セ
リ
ン
の
、
レ
シ
テ
ー
テ
イ
ブ
に
し
て
、
始
め
一
半
は
弱
槃
器
を
以
て
奏

し
う
／
＼

せ
ら
れ
嗽
々
と
し
て
哭
す
る
如
く
、
訴
ふ
る
如
く
、
そ
の
エ
フ
、
ド
ア
ー
に
移
り
て
よ

り
は
、
之
に
反
し
て
男
性
的
の
感
情
横
溢
し
て
聞
へ
又
再
び
元
の
沈
痛
に
戻
り
て
終
り

ぬ
、
雨
日
共
に
美
事
の
演
奏
な
り
し
も
殊
に
廿
六
日
の
演
奏
は
際
立
ち
て
感
情
的
に
し

て
促
々
人
に
迫
る
の
慨
あ
り
と
い
ふ
べ
し
、
氏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
、
そ
の
昔
に
力
ぁ

る
こ
と
ユ
ン
ケ
ル
氏
に
似
て
頗
る
妙
味
掬
す
べ
き
も
の
あ
り
、
雨
日
の
演
奏
共
に
楽
譜
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な
し
に
て
な
し
た
る
事
と
て
エ
キ
ス
。
フ
レ
ッ
シ
ョ
ン
も
思
ひ
の
ま
A

な
り
き
氏
は
本
科

―
―
一
年
生
に
し
て
ユ
ン
ケ
ル
氏
に
就
て
學
べ
る
人
な
り
、

0
女
翌
―
一
部
賤
の
苧
環
の
合
唱
は
メ
ン
デ
ル
ソ
ン
の
曲
に
し
て
美
し
き
事
此
上
も
な
き

も
の
な
り
雨
日
と
も
美
事
の
演
奏
な
り
し
も
、
惜
し
い
哉
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
は
生
人
形
同

然
更
に
そ
の
指
揮
よ
り
表
情
の
魔
力
を
以
て
合
唱
組
を
導
く
も
の
近
り
出
で
ぬ
事
と

て
、
た
ゞ
美
し
い
ば
か
り
、
雛
人
形
見
る
如
く
に
し
て
何
の
感
興
に
も
慣
せ
ざ
り
し
は

殊
に
惜
し
か
り
し
、
概
し
て
多
敷
の
演
奏
、
ユ
ン
ケ
ル
氏
の
コ
ン
ダ
ク
ト
の
下
に
出
づ

る
も
の
A

外
は
凋
奏
、
合
奏
の
別
な
く
、
い
つ
も
人
形
を
見
る
如
き
感
あ
る
は
恨
む
べ

し
、
か
く
て
は
音
楽
の
員
生
命
藝
術
の
員
債
値
は
遂
に
失
は
る
A

に
至
ら
ん
か
、
殊
に

メ
ン
デ
ル
ソ
ン
の
曲
に
至
っ
て
は
、
た
ゞ
そ
の
表
情
の
み
に
依
て
慣
値
あ
る
も
の
、
之

れ
な
く
は
寧
ろ
唱
は
ざ
る
の
勝
れ
る
こ
と
寓
々
な
り
、

0
そ
の
他
ピ
ア
ノ
に
本
科
一
年
生
本
居
氏
の
獨
奏
あ
り
曲
は
モ
ザ
ー
ト
の
ソ
ナ
タ
、
エ

う
ち

フ
、
ド
ア
ー
の
も
の
A

中
ア
レ
グ
ロ
の
部
な
り
廿
六
日
に
は
一
―
―
ケ
所
さ
A

や
か
の
耳

障
り
あ
り
し
も
雨
日
と
も
先
づ
美
し
き
演
奏
な
り
き
さ
れ
ど
此
人
の
ピ
ア
ノ
も
亦
前
述

の
弊
風
を
受
け
て
無
味
乾
喋
、
た
ゞ
奇
麗
に
弾
い
た
と
い
ふ
外
、
何
の
ト
リ
エ
な
く
感

興
な
し
、
そ
の
風
に
感
ず
る
事
甚
し
け
れ
ば
今
よ
り
警
戒
す
る
も
巳
に
遅
か
ら
ん
か
、

あ
は
れ

憫
む
べ
し
、
松
本
氏
の
ハ
ー
モ
ニ
ュ
ー
ム
、
フ
ラ
ン
ク
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
し
て
曲
は

な
か
／
＼
に
趣
味
あ
る
も
の
な
り
し
も
廿
五
日
の
演
奏
に
は
や
A

聞
き
苦
し
き
昔
の
あ

り
し
様
に
覺
え
ぬ
、
廿
六
日
は
大
出
来
、
同
じ
ハ
ー
モ
ニ
ュ
ー
ム
の
猫
奏
な
る
藤
田
譲

の
出
来
に
比
し
て
甚
だ
上
れ
り
と
い
ふ
べ
し
、
藤
田
氏
の
狽
奏
も
、
廿
五
日
は
出
来
よ

ろ
し
か
ら
ざ
り
し
様
に
覺
え
ぬ
、

0
西
村
氏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
可
も
な
く
不
可
も
な
け
れ
ど
、
元
よ
り
感
興
に
債
す
る
で

も
な
し
氏
と
し
て
は
上
出
来
な
る
べ
け
れ
ど
も
畢
莞
露
彿
ひ
た
る
は
免
れ
ず
、
さ
れ
ど

そ
の
前
に
尚
揮
か
つ
ぎ
あ
る
を
忘
る
4

勿
れ
そ
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
コ
ー
ラ
ス
な
り
、

た
ゞ
多
く
の
楽
器
を
持
ち
出
し
た
と
い
ふ
ば
か
り
、
タ
ク
ト
と
演
奏
と
は
二
日
な
が
ら

合
は
ず
、
い
つ
も
タ
ク
ト
は
演
奏
を
引
摺
り
て
導
く
の
み
に
し
て
更
に
タ
ク
ト
の
鞭
よ

り
表
情
の
溢
る
A

な
く
た
ゞ
器
械
的
に
そ
の
＿
音
符
を
歌
ひ
、
弾
き
し
と
い
ふ
に
止
ま
り

き
く

て
、
何
等
掬
す
べ
き
趣
き
な
か
り
し
は
恨
む
べ
し
、
此
君
ケ
代
の
和
墜
は
新
た
に
同
校

講
師
た
り
し
ノ
エ
ル
、
ペ
リ
ー
氏
の
附
せ
し
も
の
に
し
て
、
在
来
の
エ
ッ
ケ
ル
ト
氏
の

(

1

)

 

和
墜
に
比
し
て
妙
味
津
々
と
い
ふ
べ
し
、
殊
に
各
部
に
同
一
リ
ズ
ム
の
旋
轄
し
て
動
き

行
く
と
、
＿
音
域
の
廣
き
と
は
こ
の
和
槃
の
特
長
と
い
ふ
べ
き
か
、

（
『
日
本
』
明
治
三
十
八
年
三
月

l

日）

末
広
重
恭
の
雅
号

●
學
友
會
の
音
楽
會
（
中
）

て

っ

ち

ゃ

ぅ

こ

む

ろ

ち

え

こ

0
第
二
部
に
入
り
て
は
小
室
千
笑
子
の
獨
唱
を
以
て
白
眉
と
す
、
獨
り
二
部
に
於
け
る

の
み
な
ら
ず
し
て
雨
日
の
全
演
奏
を
通
じ
て
の
白
眉
な
る
べ
き
か
、
小
室
嬢
の
槃
は
頗

る
流
麗
に
し
て
獨
唱
家
と
し
て
已
に
定
評
あ
る
柴
田
嬢
の
槃
も
こ
の
嬢
の
槃
に
比
し
て

は
遜
色
あ
る
を
免
か
れ
ず
、
元
来
柴
田
嬢
の
竪
は
肉
な
く
、
艶
な
く
淵
ひ
な
く
、
生
硬

、
、
、
、

に
し
て
且
つ
薄
く
、
槃
と
し
て
は
味
も
廿
味
も
す
っ
ぱ
け
も
な
き
も
の
に
し
て
、
寧
ろ
吉

う
た

川
嬢
の
方
勝
れ
る
事
萬
々
な
り
、
さ
れ
ど
そ
の
唱
ひ
ま
は
し
と
表
情
と
は
員
に
そ
の
特

長
に
し
て
、
そ
の
特
長
は
欠
貼
を
補
ひ
て
遂
に
そ
の
盛
名
を
な
せ
し
も
の
な
り
、
小
室
嬢

の
昔
色
の
美
し
き
と
、
そ
の
立
日
に
肉
あ
り
、
艶
あ
り
、
味
あ
る
事
は
多
く
他
に
求
め
得
べ

ま

る

ふ

た

や

か
ら
ざ
る
も
の
に
し
て
、
そ
の
園
＜
軟
か
き
響
の
然
も
豊
か
に
し
て
表
情
明
な
る
員
に

む
ペ

人
を
狂
は
し
む
と
い
ふ
べ
し
、
宜
な
る
哉
、
同
校
第
一
と
し
未
曾
有
と
し
て
喧
博
せ
ら
る

る
事
、
攘
は
本
科
三
年
生
、
マ
リ
ー
、
ガ
イ
ゼ
ル
氏
に
就
て
そ
の
道
を
修
め
つ
A

あ
り
、

〇
廿
五
、
廿
六
日
演
奏
せ
し
曲
は
ビ
ー
ト
ベ
ン
の
オ
パ
ス
百

0
八
の
第
十
七
番
フ
エ
ー

ス
フ
ル
、
ジ
ョ
ン
ニ
ー
な
り
雨
日
と
も
に
申
分
な
き
出
来
榮
え
な
れ
と
も
素
人
に
は
向

か
ざ
る
曲
な
れ
ば
大
方
の
聴
衆
は
多
く
喜
ば
ざ
り
し
が
如
し
、
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
は
静
か

に
心
絃
の
波
動
を
起
し
て
漸
く
高
く
遂
に
獨
唱
を
誘
ふ
て
起
さ
し
め
、
や
、
波
紋
は
波

紋
を
生
ん
で
い
よ
／
＼
高
く
、
凋
唱
は
切
々
た
る
情
の
促
迫
に
入
り
来
り
、
玉
盤
石
を

轄
ず
る
が
と
如
き
、
否
、
水
晶
融
け
て
流
る
A

が
如
き
、
音
色
に
多
恨
の
表
情
を
空
に

漂
し
て
、
此
演
奏
は
終
り
は
、
終
れ
ど
も
魂
は
幸
日
を
逐
ふ
て
身
に
返
り
来
ず
自
失
し
て

喝
采
を
忘
る
A

こ
と
多
時
な
り
き
、

0
然
る
に
こ
A

に

一
人
あ
り
、
之
を
評
し
て
日
<
『
-
音
量
充
分
な
れ
ど
も
其
割
に
引
き

立
た
ず
、
又
表
情
に
乏
し
き
の
非
難
あ
っ
て
之
れ
も
優
勝
者
の
地
位
に
推
す
こ
と
を
得

ざ
り
し
は
口
惜
し
』
と
、
引
き
立
た
ざ
り
し
と
思
ふ
も
無
理
な
き
事
に
し
て
、
ビ
ー
ト
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ベ
ン
の
作
曲
に
至
っ
て
は
、
と
て
も
何
の
素
養
な
き
も
の
さ
能
く
解
す
る
所
に
あ
ら
ざ

れ
ば
な
り
、
か
A

る
向
き
に
は
や
は
り
ク
レ
メ
ン
テ
イ
。
ク
ー
ラ
ー
。
デ
ュ
セ
ッ
ク
。

な
ど
の
浅
薄
な
る
作
曲
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
マ
ー
チ
の
猶
奏
、
獨
唱
な
ど
こ
そ
適
嘗
な
ら

む

べ

お

ほ

ひ

む
か
、
宜
な
り
、
其
人
久
野
嬢
の
ク
レ
メ
ン
テ
イ
の
ソ
ナ
タ
は
大
に
其
意
を
得
た
る
こ

か
ぶ
ら

と
A

て
『
最
後
の
勝
利
者
』
と
い
ふ
有
り
が
た
き
名
を
久
野
嬢
に
冠
せ
ぬ
然
も
そ
の
表

情
等
に
就
て
は
何
の
云
ふ
所
あ
ら
ざ
る
な
り
さ
れ
ど
小
室
嬢
の
獨
唱
に
劉
し
て
表
情
に

乏
し
き
非
難
あ
り
と
せ
し
人
が
久
野
嬢
の
ピ
ア
ノ
に
封
し
て
表
情
に
富
め
る
と
い
ふ
を

得
る
か
、
今
こ
の
獨
唱
と
い
づ
れ
が
表
情
に
富
め
り
し
や
を
問
は
ゞ
、
そ
は
最
も
や
さ

し
き
問
題
に
し
て
、
誰
れ
も
小
室
嬢
の
表
情
に
富
め
る
を
い
は
む
の
み
、
然
る
に
小
室

製
の
顔
唱
す
ら
尚
以
て
表
情
乏
し
き
を
難
ぜ
し
此
人
恐
ら
く
聘
＜
耳
あ
る
者
よ
り
一
般

に
富
ま
ず
と
目
せ
ら
る
A

久
野
嬢
の
ピ
ア
ノ
を
以
て
表
情
に
富
め
り
と
は
よ
も
言
は
れ

ま
じ
而
し
て
之
に
最
後
の
勝
利
者
の
名
を
典
ふ
る
抑
も
滑
稽
の
極
に
あ
ら
ず
や
、
輿
ふ

べ
く
ん
ば
小
室
嬢
の
獨
唱
に

こ
そ
員
に
典
ふ
べ
か
り
し
に

（
『
日
本
』
明
治
三
十
八
年
三
月
二
日
）

●
學
友
會
の
一
音
楽
會
（
下）

て

っ

ち

ゃ

ぅ

〇
猶
唱
に
次
で
好
か
り
し
は
、
松
井
氏
の
ハ
ー
モ
ニ
ュ
ー
ム
、
前
田
嬢
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
な
ど
な
ら
む
か
、
松
井
氏
は
本
科
―
―
一
年
生
、
曾
て
ペ
リ
ー
氏
に
就
て
其
業
を
修
め
、

今
は
ユ
ン
ケ
ル
氏
に
習
へ
り
、
曲
の
マ
ド
リ
ガ
ル
は
古
は
多
く
懇
愛
を
歌
ひ
し
も
の
に

し
て
時
に
は
又
望
み
、
祈
り
、
失
意
、
決
意
等
を
も
歌
ひ
し
歌
曲
な
り
し
が
、
其
後
狡

逹
し
て
一
の
形
式
と
な
り
し
も
の
、
作
曲
者
は
ギ
ル
マ
ン
、
雨
日
と
も
に
演
奏
殊
に
美

事
に
し
て
、
他
の
ハ
ー
モ
ニ
ュ
ー
ム
獨
奏
に
比
し
て
一
段
の
光
彩
あ
り
き
、
前
田
嬢
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
さ
す
が
に
熟
練
の
効
見
え
て
、
殊
に
そ
の
曲
の
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
り

し
為
、
大
に
俗
受
け
せ
し
様
子
な
り
き
、
東
儀
氏
、
久
野
嬢
、
小
室
嬢
、
松
井
氏
、
前

田
嬢
の
演
奏
は
員
に
掌
日
の
聞
き
も
の
な
り
き
、

〇
尚
他
に
上
原
喜
勢
子
譲
の
ピ
ア
ノ
、
及
坂
本
ソ
ノ
子
嬢
の
ビ
ア
ノ
あ
り
上
原
嬢
は
本

科
一
年
に
し
て
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
門
弟
、
坂
本
嬢
は
本
科
三
年
に
し
て
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ

氏
の
門
弟
、
坂
本
譲
の
演
奏
せ

し
曲
は
モ
ザ
ー
ト

の
ソ
ナ
タ
に
し
て
本
居
長
世
氏
の
演

奏
せ
し
と
同
一
の
ソ
ナ
タ
な
る
も
本
居
氏
は
第

一
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
、
こ
れ
は
そ
の
中
第

三
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
ア
ッ
サ
イ
、
ア
レ
グ
ロ
の
一
段
を
演
奏
せ
し
も
の
な
り
、
雨
日
の
演

奏
中
土
曜
日
の
方
演
奏
澁
滞
な
く
美
し
か
り
し
、
日
曜
に
は
や
A

そ
の
後
半
部
に
於
て

あ
や
ま
り
あ
り
し
様
に
覺
え
ぬ
さ
れ
ど
、
最
も
迅
速
な
る
拍
子
に
演
奏
す
べ
き
曲
の
事

な
れ
ば
他
の
曲
に
比
し
て
む
づ
か
し
き
事
と
て
演
奏
者
の
苦
心
想
ふ
べ
き
な
り
、
上
原

氏
の
ピ
ア
ノ
雨
日
と
も
に
ま
こ
と
に
美
し
く
此
上
な
き
流
暢
な
り
し
も
、
一
部
の
本
居

氏
と
同
じ
く
、
た
ゞ
美
し
き
ば
か
り
、
表
情
と
て
も
、
そ
の
楽
譜
に
あ
る
ま
A

の
描
窺

に
て
、
活
動
せ
ざ
る
が
故
に
、
些
の
面
白
味
な
き
を
遺
憾
と
す
、
運
指
の
事
、
強
弱
の

度
合
、
ペ

ダ
ル
の
使
ひ
方
、
表
情
の
事
い
づ
れ
よ
り
見
る
も
美
事
に
し
て
完
全
な
る
も

た
ゞ
―
つ
自
ら
そ
の
楽
に
犯
さ
れ
、
そ
の
＿音
に
酔
は
ざ
る
が
故
に
、
無
味
乾
燥
、
＿
音
楽

ゆ

え

ん

と
し
て
は
之
を
取
っ
て
上
出
来
の
演
奏
と
な
す
能
は
ざ
る
所
以
、
之
れ
甚
だ
鍛
の
為
に

惜
む
虞
な
り
と
す
、

さ

よ

ひ

め

0
合
唱
、
甲
別
れ
、
乙
松
浦
佐
用
姫
、

『
別
れ
』
は
先
‘
つ

上
出
来
な
り
き
、
合
唱
の
中

に
て
は
第
一
等
の
出
来
な
り
、
唯
テ
ノ
ル
の
昔
量
の
少
な
き
は
甚
だ
恨
む
べ
し
、
ベ
ー

ス
は
昔
量
大
に
過
ぎ
た
り
、
ア
ル
ト
最
も
好
＜
唱
ひ
ぬ
、
と
に
か
く
此
コ
ー
ラ
ス
は
嘗

日
合
唱
中
第
一
の
出
来
な
り
き
、
田
口
氏
の
タ
ク
ト
も
甚
だ
好
く
相
應
に
表
情
も
避
り

て
合
唱
を
導
く
に
足
り
ぬ
、
乙
の
松
浦
佐
用
姫
は
出
来
よ
ろ
し
か
ら
ず
、
殊
に
第
二
日

目
は
不
出
来
な
り
き
、
各
部
不
均
齊
に

し
て
雑
然
と
し
て
響
く
と
こ
ろ
頗
る
心
地
悪

し
、
そ
の
ゲ
ー
モ
ー
ル
に
戻
り
て
急
迫
し
た
る
叙
情
の
邊
よ
り
は
甚
だ
し
く
不
整
齊
な

ふ
ん
ば
う

り
き
、
釜
落
氏
の
コ
ン
ダ
ク
ト
は
、
甚
だ
宜
し
き
を
得
た
り
、
タ
ク
ト
と
し
て
は
第

l

〔

マ

マ

〕

な
る
べ
き
か
、

〇
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ー
ラ
ス
、

君
は
神
、
何
ら
お
も
し
ろ
み
も
な
く
て
過
ぎ
ぬ
、
上
原

氏
の
ビ
ア
ノ
と
同
じ
く
各
部
各
部
、
各
楽
器
に
渡
り
て
悪
き
邊
は
な
き
な
る
べ
け
れ

ど
、
さ
て
佛
作
っ
て
魂
入
れ
ず
と
い
ふ
エ
合
で
さ
ら
に
面
白
く
も
何
と
も
な
し
、

會
員

の
み
に
し
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
や
る
こ
と
、

善
き
考

へ
な
れ
ど
も
、
や
る
位
な
ら
ば
も

っ
と
熱
心
に
練
習
し
て
、

美
事
な
る
も
の
を
出
す
べ
か
り
し
に
、
太
夫
末
熟
に
候
へ

ば
、
と
い
ふ
遠
慮
で
あ
ま
り
や
さ
し
い
も
の
を
や
る
と
、
反
つ
て
聰
衆
の
方
か
ら
は
滑

稽
に
見
え
も
す
る
し、

馬
鹿
に
さ
れ
た
様
な
氣
も
す
る
も
の
な
り
、
賓
際
の
慮
會
員
達

の
賀
力
よ
り
い
へ
ば
も
つ
と
立
派
な
仕
事
が
出
来
る
筈
な
る
に
、
こ
ん
な
急
ご
し
ら
へ
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四

、

獨

唱

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
管
絃
伴
奏

ロ
マ
ン
ツ
ェ

乙 甲
丁
カ
リ
ロ
ン

丙 乙 甲

二
、
管
絃
合
奏

ラ
ル
レ
ジ
ェ
ン
ヌ

。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド

ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト

ア
ダ
ジ
ェ
ッ
ト

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 
l
 

か
ち
ど
き

一
、
合
唱

明
治
三
十
八
年
三
月
十
八
日
、
十
九
日

明
治
三
十
八
年
三
月
十
九
日
午
後
二
時
半

音

楽

演

奏

會

曲

目

研

究

生

柴

敦

授

幸

•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ピ

田

ン

ゼ 田

環

ン
作
曲 幸

ゼ

ー

作

曲

の
お
茶
番
は
人
笑
せ
に
過
ぎ
ず
、
今
後
と
も
盆
々
此
會
員
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
盛
に
す

る
と
同
時
に
一
層
の
練
習
と
骨
折
と
を
希
望
す
る
も
の
な
り
、
彼
れ
此
れ
と
は
言
ふ

も
の
A
、
概
し
て
今
回
の
學
友
會
の
演
奏
は
皆
望
外
の
上
出
来
な
り
と
い
ふ

を
得
ん

、、ヵ

（
『
日
本
』
明
治
三
十
八
年
三
月
三
日
）

第
十
二
回
定
期
演
奏
会

東
京
一
音
楽
學
校

フ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
作
曲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
i
武

島

又

次

郎

作

歌

燕

シ

ュ

ー

マ

ン

作

曲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
i
鳥

居

枕

作

歌

I
I
.
 

「

六
、
合
唱
及
管
絃
合
奏

カ
ン
ツ
オ
ネ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ

五
、
ピ
ア
ノ
、
管
絃
伴
奏

コ
ン
セ
ル
ト

:
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲

レ
ク
イ
ム
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
・
ケ

七
、
管
絃
合
奏
及
合
唱

我
武
惟
揚
：
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
{
配

O
r
c
h
e
st
ral 
a
n
d
 C
h
o
r
a
l
 C
o
n
c
e
rt
 

O
F
 T
H
E
 

T
o
ki
o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si
c
 

T
O
 B
E
 H
E
L
D
 A
T
 

U
Y
E
N
O
 P
A
R
K
 

O
N
 

S
u
n
d
a
y
 M
a
r
c
h
 1
9
th
 3
8
 M
eiji 
(
1
9
0
5
)
 

A
T
 2.
 3

0
 P
.M
.
 

P
R
O
G
R
A
M
M
E
.
 

C
h
o
r
u
s
e
s
:
 

a
.
 S

ei
 g
et
rost
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・:Flugel
.
 

b
.
 

W
e
n
n
 ic
h
 ein
 V
o
g
l
ein
 w
a
r
…

…

・
:
S
c
h
u
m
a
n
n
.
 

1
闘

S
uit
e
,
l'Arlesie
n
n
e
 for 
O
r
c
h
e
st
ra…
…

…

…

…

B
粽筵．

N
o
.
 1. 

Prelude
.
 

N
o
.
 2.
 M

i

n
u
ett
o
.
 

N
o
.
 3.
 A

d
ag
i

et
t

o
.
 

N
o
.
 4
.
 Carillon
.
 

敦

師

グ

ネ

ル

作

曲

居

枕

作

歌

ル

ビ

フ
ォ
ン
、

一
作
曲

コ
イ
ベ
ル

ツ

ア

ル

ト

作

曲
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V
I
I
.
 

V
I. 

＜： I
V
.
 

III. 

C
o
n
d
u
ct
o
r
 :
 Pr
o
f
.
 
A
.
 
J
ミ
ミ
ぎ
7.

R
o
m
a
n
z
e
 for 
Vi

oli
n
 a
n
d
 O
r
c
h
e
st
r
a
…
…
…
G
.
 Je
n
s
e
n
.
 

M
i

ss K•Kelda. 

C
a
n
z
o
n
e
.
 1hr
,
 di

e
 1
h
r
 
di
e
 T
ri
e
b
e
 d
e
s
 H
e
r
z
e
n
s
 k
e
n
nt

,
 

f
l
i

r
 S
o
p
r
a
n
 a
u
s
,,,
D
i

e
 H
o
c
h
z
ei
t
 

d
e
s
 F
i

g

a
r
o
'●
…
…
…
 

•………………………………………………••Mozar

t. 

M
i

ss 
S
hi
b
at
a
.
 

C
o
n
c
e
rt

 
f

o
r
 Pi
ano'fort
e
 a
n
d
 
O
r
c
h
e
st
r
a
 i
n
 g 

m
i

n
o
r
…
 

M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
 .
 

................................................ 

P
r
of
 D
r
.
 vo
n
 K
o
e
b
e
r.
 

R
e
q
ui
e
m
 for 
C
h
o
r
u
s
 a
n
d
 O
r
c
h
e
st
r
a
…
…
…
C
h
e
r
u
bi
ni
.
 

1. 
I
nt
r
oi
t

u
s
.
 

2•D

ies 

Irae
.
 

K
ai
ser-M
a
r
s
c
h
 fi
l

r
 grosses F
e
st
'
O
r
c
h
e
st
er u
n
d
 C
h
o
r
…
 

R
i

c
h
a
r
d
 
W
a
g
n
e
r.
 

（

上

）

―
つ
は
狽
唱
な

●
闘

嗜

演

奏

會

に

就

て

0
待
ち
に
待
ち
た
る
一
音
楽
學
校
の
＿
音
楽
會
は
今
明
雨
日
午
後
同
校
奏
楽
堂
に
於
て
開
催

せ
ら
る
A

筈
な
り
、
今
回
の
音
楽
會
は
そ
の
配
付
せ
る
。
フ

ロ
グ
ラ
ム
の
頭
書
に
も
あ
る

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
エ
ン
ド
、

n
ー
ラ
ス
、

n
ン

サ

ー

ト

じ

ゅ
っ
ぺ
い

如
く
、
合
奏
及
合
唱
の
音
楽
會
に
し
て
、
昨
秋
の
悼
兵
―
音
楽
會
及
昨
冬
の
同
校

l

音
楽
會

皆
此
の
種
の
音
楽
會
な
り
、
こ
は
他
に
屡
々
見
る
如
き
蜀
奏
又
は
連
奏
の
み
の
一
音
楽
會

と
差
別
し
た
る
名
稲
に
し
て
、
同
校
の
手
日
架
會
の
如
き
は
常
に
此
の
名
稲
を
冠
せ
し
む

る
を
得
べ
し
。
殊
に
今
回
は
演
奏
七
つ
の
中
、
五
つ
ま
で
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
有
す
る

う

ち

ォ

ー

ケ
ス
ト
ラ

も
の
に
し
て
、
内
―
つ
は
純
然
た
る
合
奏
楽
、
二
つ
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
コ
ー
ラ
ス
、

二
つ
は
伴
奏
と
し
て
の
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
し
て
残
る
一
っ
は
合
唱
、

り

、
、
、
、

0
第

一
の
合
唱
「
甲
、
か
ち
ど
き
」
は
昨
冬
十
二
月
の
同
校
―
音
楽
會
に
、
矢
張
り
第
一

く
は

番
目
の
合
唱
に
出
で
し
も
の
に
し
て
、
そ
の
折
委
し
く
述
べ
し
事
な
れ
ば
今
又
此
に
贅

せ
ず
、
「
乙
、
燕
」
は
新
た
に
習
練
し
作
歌
せ
し
も
の
に
し
て
原
曲
は
シ
ュ
ー
マ
ン
の

作
な
る
ウ
エ
ン
、
イ
ヒ
、
ア
イ
ン
、
フ
エ
グ
ラ
イ
ン
、
ヴ
ェ
ー
ル
と
い
ふ
も
の
に
て
、
即

ち
「
若
し
我
れ
鳥
な
ら
ん
に
は
」
と
い
ふ
主
題
の
下
に
作
曲
せ
し
も
の
、
燕
と
い
ふ
歌

は
鳥
居
枕
氏
の
新
た
に
附
せ
し
も
の
に
し
て
、
此
意
味
に
依
る
虞
多
し
と
い
ふ
事
な
り
。

0
二
は
管
絃
合
奏
、
ラ
ル
レ
ジ
ェ
ン
ヌ
と
い
ふ
曲
に
し
て
佛
國
近
代
の
名
家
ジ
ョ
ー
ジ

ー
・
ビ
ゼ
ー
の
作
曲
な
り
、
此
ラ
ル
レ
ジ
ェ
ン
ヌ
は
、
ア
ル
ホ
ン
ス
・
ダ
ウ
デ
と
い
ふ

ド

ラ

マ

人
の
一
ー
一
幕
の
戯
曲
ラ
ル
レ
ジ
ェ
ン
ヌ
に
附
せ
し
曲
に
し
て
、
曲
の
形
式
よ
り
い
へ
ば
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
向
つ
て
の
ス
ー
ト
な
り
、
ス
ー
ト
は
十
六
世
紀
の
末
葉
よ
り
十
八
世

紀
の
始
め
の
間
に
於
て
欧
州
各
國
に
最
も
舞
踏
の
流
行
せ
し
折
に
根
原
せ
し
も
の
に
し

て
、
そ
の
楽
の
特
色
と
し
て
は
各
國
民
の
種
々
な
る
ダ
ン
ス
、
ミ
ュ
ジ
ッ
ク
を
含
む
事

及
び
種
々
の
拍
子
の
も
の
が
錯
雑
し
て
奏
せ
ら
る
A

事
な
り
し
が
漸
次
進
ん
で
箪
に
舞

踏
に
あ
は
す
る
の
み
な
ら
ず
し
て
、
そ
れ
に
藝
術
的
の
配
合
等
を
加
味
し
来
り
て
以
て

今
日
に
な
れ
る
も
の
な
り
殊
に
。
フ
レ
リ
ュ
ー
デ
の
添
加
せ
ら
れ
た
る
如
き
は
そ
の
狡
逹

を
促
し
た
る
も
の
な
り
と
す
、
如
斯
き
も
の
な
る
が
故
に
常
に
此
ス
ー
ト
は
敷
部
分
に

分
れ
た
る
も
の
に
て
多
く
は
四
部
に
分
れ
た
る
も
の
な
り
、
即
ち
今
日
に
於
け
る
ス
ー

ト
の
形
式
と
し
て
は
四
部
を
普
通
と
せ
る
も
の
な
り
、
同
校
得
意
の
合
奏
カ
ー
メ
ン
の

如
き
も
此
ス
ー
ト
に
し
て
矢
張
り
四
部
分
よ
り
成
立
せ
る
も
の
な
り
と
す
。

〇
拐
て
此
の
ラ
ル
レ
ジ
ェ
ン
ヌ
は
。
フ
レ
リ
ュ
ー
デ
。

ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
。
ア
ダ
ジ
ェ
ッ

ト
。
カ
リ
ロ
ン
の
四
よ
り
成
る
も
の
に
し
て
、
。
フ
レ
リ
ュ
ー
デ
は
四
拍
子
ゲ
ー
モ
ー

n
ー
デ
ッ
ト

ル
・
ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
は
三
拍
子
に
し
て
最
も
軽
快
な
る
も
の
、
ア
ダ
ジ
ェ
ッ
ト
は
絃
楽

四
部
合
奏
に
し
て
三
拍
子
、
カ
リ
ロ
ン
は
三
拍
子
に
し
て
そ
の
主
た
る
、
メ
ロ
ヂ
ー
、
即

ち
始
め
に
ボ
ザ
ウ
ネ
等
の
管
楽
に
依
て
唱
は
る
A

は
、
チ
ア
ー
チ
の
鐘
を
あ
ら
は
す
も

の
な
る
由
言
ひ
博
へ
ら
れ
た
り
、
此
演
奏
は
純
然
た
る
管
絃
楽
の
み
の
合
奏
な
り
と
す
。

0
第
三
は
幸
田
幸
敦
授
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
猥
奏
に
し
て
管
絃
楽
は
そ
の
伴
奏
な
り
、
曲

は
ロ
ー
マ
ン
ス
、
紀
元
節
の
義
捐
音
楽
會
に
ユ
ン
ケ
ル
氏
の
獨
奏
せ
し
も
の
と
全
く
同

じ
、
作
曲
者
は
グ
ス
タ
ヴ
・
ヱ
ン
セ
ン
に
し
て
オ
パ
ス
十
五
。
ア
ー
・
モ
ー
ル
の
も
の

な
り
と
す
、
ロ
ー
マ
ン
ス
は
甚
だ
定
ま
ら
ざ
る
意
義
の
形
式
に
し
て
、
詩
に
於
け
る
ロ

ー
マ
ン
ス
に
連
れ
て
勃
興
せ
し
も
の
な
り
〔
、
〕
ロ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
は
モ
ザ
ー
ト
の
デ

ー
・
モ
ー
ル
・
コ
ン
セ
ル
ト
に
於
け
る
ロ
ー
マ
ン
ス
及
ビ
ー
ト
ベ
ン
の
オ
パ
ス
四
十
及
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五
十
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
向
つ
て
の
ロ
ー
マ
ン
ス
、
井
に
シ
ュ
ー
マ
ン
の
オ
パ
ス
廿
八
、

ド
ラ
イ
・
ロ
ー
マ
ン
ス
等
は
名
高
き
も
の
に
し
て
、
ロ
ー
マ
ン
ス
の
形
式
と
し
て
は
定

ま
り
た
る
も
の
一
も
な
し
、
た
ゞ
モ
ザ
ー
ト
及
ビ
ー
ト
ベ
ン
の
ロ
ー
マ
ン
ス
、
何
れ

も
極
め
て
や
さ
し
く
繊
細
な
る
表
情
を
持
つ
と
い
ふ
事
の
鱚
納
せ
ら
る
A

の
み
な
り
、

此
ロ
ー
マ
ン
ス
も
頗
る
流
麗
に
し
て
且
つ
繊
細
な
る
は
先
人
の
作
に
劣
ら
ざ
る
べ

し。

0
第
四
は
獨
唱
に
し
て
柴
田
環
製
の
演
奏
な
り
、
曲
は
カ
ン
ツ
オ
ネ
、
作
曲
は
モ
ザ
ー

〔

マ

マ

〕

ト
な
り
、
此
カ
ン
ツ
オ
ネ
は
、
ウ
オ
ル
フ
ァ
ン
グ
・
モ
ザ
ー
ト
が
傑
作
、
オ
ペ
ラ
『
フ

イ
ガ
ロ
の
結
婚
』
の
第
一
幕
第
十
一
鮪
に
し
て
、
ケ
ル
ビ
ノ
と
い
ふ
女
性
が
そ
の
愛
す

る
人
の
窓
下
に
立
ち
て
ギ
タ
ー
を
奏
で
つ
A

唱
ふ
懇
歌
な
り
、
カ
ン
ツ
オ
ネ
は
伊
太
利

〔

マ

マ

〕

の
セ
ネ
レ
ー
タ
に
し
て
戸
外
に
於
け
る
夕
暮
の
歌
な
り
と
す
、
始
め
は
唱
ふ
も
の
A

み

な
り
し
が
後
に
至
っ
て
は
器
楽
作
曲
に
於
て
猿
達
せ
り
、
モ
ザ
ー
ト
が
オ
ペ
ラ
、
ド

ン
・
フ
ァ
ン
は
更
に
溺
愛
せ
し
む
べ
き
カ
ン
ツ
オ
ネ
に
富
め
る
も
の
な
り
。

.

.

.

.

.

.

.

.
 

＿
音
楽
學
校
の
演
奏
會
東
京
＿
音
楽
學
校
に
於
て
は
明
十
九
日
午
後
二
時
よ
り
演
奏
會

を
開
く
由
に
て
曲
目
次
の
如
し

一
、
合
唱
（
甲
、
か
ち
ど
き
。
乙
、
燕
）
二
、
管
絃
合
奏
（
ラ
ル
レ
ジ
ェ
ン
ヌ
…
…

ビ
ゼ
ー
作
曲
）
三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
管
絃
伴
奏
（
敦
授
幸
田
幸
）
、
四
、
獨
唱
（
研

究
生
柴
田
環
）
、
五
、
ピ
ア
ノ
、
管
絃
伴
奏
（
敦
師
フ
ォ
ン
、
コ
イ
ベ
ル
）
、
六
、
合

唱
及
管
絃
合
奏
（
レ
ク
イ
ム
…
…
ケ
ル
ビ
ニ
作
曲
）
七
、
管
絃
合
奏
及
合
唱
（
我
武

惟
揚
）

（
『
日
本
』
明
治
三
十
八
年
三
月
十
八
日
）

●
闘
腎
演
奏
會
に
就
て
（
下
）

0
第
五
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
は
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
演
奏
に
し
て
、
曲
は
コ
ン
セ
ル
ト
、
メ
ン

デ
ル
ソ
ン
作
曲
、
管
絃
は
そ
の
伴
奏
な
り
、
コ
ン
セ
ル
ト
の
事
に
就
き
て
は
先
き
に
詳

し
く
述
べ
た
れ
ば
今
は
云
は
ず
此
メ
ン
デ
ル
ソ
ン
の
コ
ン
セ
ル
ト
は
千
八
百
三
十
五
年

の
作
曲
に
し
て
オ
パ
ス
ニ
十
五
、
ゲ
ー
・
モ
ー
ル
の
も
の
な
り
、
凡
そ
コ
ン
セ
ル
ト
は

先
き
に
詳
述
せ
し
時
に
云
ひ
し
如
く
管
絃
伴
奏
を
有
す
る
を
以
つ
て
通
例
と
す
る
も
の

な
る
も
今
日
ま
で
未
だ
曾
て
管
絃
楽
を
以
て
伴
奏
せ

し
も
の
あ
ら
ざ
り
し
な
り
、
今
回

の
如
く
管
絃
楽
の
伴
奏
を
有
し
て
こ
そ
コ
ン
セ
ル
ト
は
愈
ミ
面
白
く
き
か
る
A

な
れ
。

0
第
六
は
合
唱
及
合
奏
、
曲
は
レ
ク
イ
ム
、
ケ
ル
ビ
ニ
ー
の
作
曲
な
り
、
こ
れ
は
屡
々

同
校
に
於
て
是
迄
演
奏
し
た
る
『
橘
の
薫
』
の
原
曲
に
し
て
今
回
も
同
じ
く
同
歌
詞
を

ば
ん
か

以
て
唱
ふ
こ
と
な
ら
ん
、
レ
ク
イ
ム
は
晩
歌
或
は
聖
餐
架
と
も
い
は
る
、
聖
餐
楽
と
い

は
る
A

は
此
架
が
多
く
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
徒
の
用
う
る
意
義
よ
り
起
り
し
名
に
し
て
、
晩

歌
と
い
ふ
方
廣
き
意
味
に
し
て
可
な
ら
ん
か
、
レ
ク
イ
ム
は
九
部
分
よ
り
成
立
つ
も
の

に
し
て
即
ち
第
一
イ
ン
ト
ロ
イ
ト
、
第
二
、
ギ
リ
ー
、
第
三
、
グ
ラ
デ
ュ
ア
ル
、
四
、

セ
ク
エ
ン
ス
、
（
即
ち
デ
イ
ス
・
イ
ヤ
ー
）
五
、
オ
ッ
フ
エ
ル
ト
リ
ュ
ー
ム
、
六
、
サ

ン
ク
タ
ス
、
七
、
ベ
ネ
ヂ
ク
ト
、
八
、
ア
グ
ナ
ス
・
ダ
イ
、
九
、
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
、
に

し
て
時
と
し
て
は
、
十
、
レ
ス
ポ
ン
ソ
リ
ュ
ー
ム
、
を
添
加
す
る
事
あ
り
、
而
し
て
レ

ク
イ
ム
は
合
唱
に
向
つ
て
作
曲
せ
ら
れ
し
を
根
元
と
す
る
も
の
に
し
て
、
十
五
世
紀
の

頃
よ
り
巳
に
盛
ん
に
勃
興
せ
し
も
の
な
り
、
近
世
に
於
け
る
レ
ク
イ
ム
と
し
て
は
モ
ザ

ー
ト

の
最
後
の
作
曲
た
る
も
の
最
も
有
名
に
し
て
此
作
曲
に
就
て
は
頗
る
名
高
き
紳
秘

的
の
博
話
あ
る
も
の
な
り
、
之
に
次
で
名
高
き
は
ケ
ル
ビ
ニ
の
レ
ク
イ
ム
に
し
て
、
此

れ
に
二
あ
り
、
今
回
演
奏
せ
ら
る
A

は
そ
の
第
一
の
方
に
し
て
一
千
七
百
九
十
三
年
一

月
二
十
一
日
、
ル
イ
十
六
世
の
死
去
し
た
る
折
に
書
い
た
も
の
で
チ
ェ
ー
・
モ
ー
ル
の

も
の
に
し
て
、
セ
ン
テ
ニ
ス
の
ア
ベ
イ
・
チ
ャ
ー
チ
に
於
て
、
一
千
八
百
十
七
年
に

始
め
て
唱
は
れ
ぬ
、
叩
変
―
千
八
百
二
十
年
の
二
月
十
四
日
同
寺
に
於
て
再
び
唱
は
れ

ぬ
、
此
レ
ク
イ
ム
は
イ
ン
ト
ロ
イ
ト
。
グ
ラ
ヂ
ュ
ア
ル
。
デ
イ
ス
・
イ
ヤ
ー
。
オ
ッ
フ

ル
ト
リ
ュ
ー
ム
。
サ
ン
ク
タ
ス
。
ベ
ネ
ヂ
ク
ト
。
ア
グ
ナ
ス
・
ダ
イ
。
の
七
節
よ
り
成

り
立
つ
も
の
に
し
て
此
度
の
演
奏
は
其
一
と
三
と
を
演
奏
す
る
も
の
な
り
。

0
第
七
は
管
絃
合
奏
及
合
唱
、
曲
は
カ
イ
ゼ
ル
・
マ
ー
チ
に
し
て
ワ
グ
ネ
ル
の
作
曲
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
及
コ
ー
ラ
ス
に
向
つ
て
の
も
の
に
し
て
同
校
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
之
に

用
う
る
楽
器
及
奏
者
の
敷
は
左
の
如
し
、
一
番
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
六
。
二
番
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
、
六
。
ヴ
オ
ラ
、
三
。
セ
ロ
、
三
。
ベ
ス
、
二
。
フ
ル
ー
ト
、
三
。
オ
ー
ボ
ー
、
二
。

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
二
。
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
、
三
。
ホ
ル
ン
、
二
。
ポ
ザ
ウ
ネ
、
三
。
バ
ス

テ
ユ
バ
、
一
。
ベ
ッ
ケ
ン
、
一
。
ミ
リ
タ
イ
ル
・
ト
ロ
ン
メ
ル
、
一
。
グ
ロ
ツ
ス
・
ト

ロ
ン
メ
ル
一
。
パ
ウ
ケ
ン
、
三
。
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、
一
。
に
し
て
ホ
ル
ン
の
代
り
に

他
の
ブ
ラ
ッ
ス
を
以
て
奏
し
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
を
省
き
て
そ
の
昔
部
を
オ
ル
ガ
ン
を
以
て
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●
―
音
楽
學
校
春
季
演
奏
會

（
三
月
十
九
日
催
）

▲
唱
歌
の
部

一
、
合
喝
甲
、
か
ち
ど
き
…
…
武
島
氏
作
歌

秋
季
音
楽
會
に
も
演
ぜ
ら
れ
し
者
、
曲
と
歌
と
の
調
和
を
欠
け
り
、
今
少
し
誹
々
し

き
歌
詞
な
ら
ん
に
は
と
思
は
れ
た
り
、
勿
論
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
獨
逸
語

s
e
i
g
et
r
o
st
 

(な

ぐ
さ
め
ら
れ
よ
）
を
見
て
は
原
歌
を
聞
き
た
か
り
し
、
高
昔
部
の
槃
の
不
統
一
な
り
し

は
誰
の
罪
か
、
後
列
の
女
生
徒
、
小
心
翼
々
不
安
心
ら
し
き
、
賓
に
不
楡
快
な
り
、
且

拍
子
を
後
れ
て
は
、
き
た
な
き
槃
を
残
し
た
る
餘
り
に
聞
き
苦
し
、

つ
ば
く
ろ

乙
、
燕
は
面
白
く
聞
か
れ
た
り
、
西
洋
の
曲
に
歌
詞
を
附
す
る
こ
と
、
猶
鳥
居
氏
の

べ
か

専
有
た
ら
ざ
る
可
ら
ざ
る
か
…
…
、
演
奏
は
無
難
な
る
も
、
望
む
ら
く
は
今
少
し
拍
子

の
速
急
な
ら
ん
こ
と
な
り

二
、
合
唱
及
管
絃
合
奏
、
レ
ク
イ
ム
…
…
ケ
ル
ビ
ニ
作
曲

渡
邊
校
長
時
代
の
名
物
と
し
て
斯
界
に
喧
博
せ
ら
れ
た
る
遺
物
、
橘
の
薫
の
覆
面
せ

る
も
の
な
り
、
原
語
に
て
歌
は
る
A

も
の
か
と
思
ひ
た
る
に
、
入
口
に
て
頂
戴
せ
る
印

刷
物
に
は
橘
の
薫
の
歌
詞
は
勿
論
其
題
名
を
も
記
さ
れ
た
り
、
何
と
な
く
現
校
長
、
否

オ

ル

ケ

ス

ト

ラ

現
賞
事
者
の
卑
劣
心
事
！
と
澁
面
作
ら
れ
た
り
、
管
絃
合
奏
の
進
歩
に
劉
し
合
唱
の
相

伴
は
ざ
る
は
如
何
、
幸
田
技
術
主
任
の
一
考
を
侯
つ

無

耳

生

寄

奏
す
る
由
そ
の
社
観
想
ふ
べ
き
な
り
。

0
同
校
の
管
絃
合
奏
が
僅
々
二
三
年
の
間
に
長
足
の
進
歩
を
な
し
て
如
斯
き
の
演
奏
を

さ
か
ん

な
し
得
る
は
員
に
喜
ぶ
と
こ
ろ
、

讀
者
と
共
に

一
刻
も
早
く
此
牡
な
る
一
音
楽
を
聞
か
ん

こ
と
を
欲
す
る
の
念
切
な
り
。

（
『
日
本
』
明
治
三
十
八
年
三
月
十
九
日
）

．．．．．．． 

◎
音
楽
學
校
演
奏
會
一
昨
日
午
後
二
時
半
よ
り
開
か
れ
し
が
立
錐
の
地
な
き
聴
衆
に

て
入
場
を
拒
絶
さ
れ
し
者
も
多
か
り
し
西
洋
人
の
来
會
も
従
来
例
な
き
程
管
絃
柴
甚
だ

多
く
演
奏
は
一
會
毎
に
進
歩
の
跡
を
見
る
と
の
評

（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
一
日
）

三
、
管
絃
合
奏
及
合
唱
、
我
武
惟
揚
：
…
•
ワ
グ
ネ
ル
作
曲

カ

イ

ゼ

ル

マ

ル

シ

ュ

ワ
グ
ネ
ル
の
K
a
is
e
r
,
M
a
r
s
c
h
、
素
よ
り
管
絃
を
主
と
せ
る
も
の
、
合
唱
を
非
難
す

る
も
如
何
な
れ
ど
、
磐
の
打
負
か
さ
れ
し
傾
き
あ
る
は
遺
憾
な
り
、
斯
の
如
き
も
の
は
到

底
、
歌
詞
の
判
然
聘
取
さ
る
べ
き
も
の
な
ら
ね
ば
、
寧
ろ

d
o

r
e
 ~
i
に
て
可
な
り
、

只
其
竪
櫨
の
多
大
な
ら
ん
を
要
す

四
、
柴
田
研
究
生
の
獨
唱
、
カ
ン
ツ
ヲ
ネ
…
…
モ
ザ
ー
ト
作
曲

其
竪
量
を
、
カ
イ
ゼ
ル
攘
に
比
す
る
は
酷
な
り
、
猿
＿
音
猿
竪
も
、
美
し
く
表
情
も
申

分
な
か
り
し
は
大
に
其
進
歩
せ
ら
れ
た
る
を
証
す
る
も
の
な
り
〔
ヽ
〕
賓
に
我
國
唯
一
の

唱
歌
者
と
し
て
敬
愛
す
べ
き
の
人
な
り
（
邦
人
中
）
其
歌
詞
の
獨
逸
語
た
り
し
は
、
攘

の
為
否
、
學
校
長
の
第
、
多
大
の
幸
輻
に
し
て
、
若
し
其
邦
語
な
り
し
な
ら
ん
に
は
、

現
今
道
學
先
生
社
會
の
教
育
界
、
大
に
喧
揺
を
極
む
る
も
の
な
ら
ん

▲
管
絃
合
奏
の
部

二
、
ラ
ル
レ
ジ
ア
ン
ヌ
…
…
、
ビ
ゼ
ー
作
曲

其
中
々
の
長
曲
な
る
に
も
拘
は
ら
ず
人
を
し
て
倦
厭
た
ら
し
め
ざ
る
は
、
輩
に
其
旋

律
の
我
國
振
に
近
き
も
の
あ
る
に
よ
る
か
、
或
は
又
其
國
民
歌
を
基
礎
に
採
り
た
る
に

た
し
か

よ
る
か
、
其
何
れ
な
る
を
知
ら
ず
と
雖
も
、
悔
に
聘
衆
の
多
く
が
之
に
依
て
大
に
喜
ば

さ
れ
た
る
は
、
賓
に
疑
を
容
れ
ざ
る
所
也

三
、
幸
田
幸
赦
授
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ロ
マ
ン
ツ
ェ

御
骨
折
の
割
に
引
立
て
ざ
り
し
は
御
氣
の
毒
な
り
フ
ォ
ル
テ
は
今
少
し
力
を
込
め
ら

れ
た
き
も
の
な
り
、
其
奏
者
の
ユ
ン
ケ
ル
氏
な
り
し
な
ら
ん
に
は
…
…
と
の
某
氏
の
言

な
り五

、
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
ピ
ア
ノ
、
コ
ン
セ
ル
ト

メ
ル
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲
は
何
と
も
申
上
様
な
し
、
全
く
満
堂
の
聘
衆
、
盛
＜
酔
は
さ

れ
た
り
、
管
絃
楽
亦
、
常
日
の
最
た
り

せ
い
ら
せ
い
あ

終
に
臨
み
、
ケ
ー
ベ
ル
博
士
及
び
＿
音
楽
學
校
諸
氏
の
勢
を
多
謝
す
賓
に
、
生
等
井
蛙

は
い輩

は
其
天
地
を
撰
張
せ
ら
れ
た
る
の
感
あ
り
即
ち
絃
に

コ
ン
セ
ル
ト
の
一
端
を
数
示
せ

ら
れ
た
れ
ば
な
り
、
希
く
は
今
後
盆
々
此
種
の
演
奏
を
多
く
し
、
以
て
洋
榮
の
員
髄

を
狡
輝
せ
し
め
ら
れ
ん
こ
と
を
|
—
ー
妄
評
多
罪

（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
三
日
）
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●
―
音
楽
學
校
演
奏
會

近
来
楽
界
の
風
潮

一
愛
し
て
管
絃
楽
の
流
行
を
見
る
に
至
っ
た
、
一
音
楽
學
校
の
演
奏

さ
す
が

會
ま
た
管
絃
を
主
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
こ
の
春
季
の
會
は
有
繋
に
演
奏
曲
目
の
上

か
ら
悔
か
に
伯
林
、
倫
敦
あ
た
り
の
に
比
べ
て
も
劣
ら
ぬ
で
あ
ら
う
程
の
立
派
な
も
の

づ
く
め
で
其
の
演
奏
者
も
兎
も
角
も
吾
架
界
で
の
腕
こ
き
を
集
め
た
か
ら
他
の
會
で
は

と
て迪

も
こ
れ
丈
の
も
の
は
睦
か
れ
ぬ
、
然
る
に
そ
の
出
来
は
柴
趣
を
猿
揮
す
る
に
充
分
で

あ
っ
た
と
は
い
へ
ぬ
（
十
八
日
の
會
で
は
）
概
し
て
楽
人
の
意
氣
が
投
合
し
て
居
な
い
、

ビ
ー
ゼ
氏
作
の
ラ
ル
レ
ジ
ヱ
ン
ヌ
に
於
て
も
既
に
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
伴
奏
（
ピ
ア
ノ
）

と
ユ
ン
ケ
ル
氏
の
指
揮
と
は
拍
子
が
揃
つ
て
居
な
い
と
こ
ろ
が
屡
々
あ
り
且
つ
各
部
の

疵
は
甚
だ
多
い
、
そ
れ
か
ら
ユ
ン
ケ
ル
氏
の
指
揮
が
始
め
は
非
常
な
力
を
持
つ
て
起
る

も
半
途
か
ら
段
々
弛
ん
で
来
る
、
こ
れ
は
演
奏
者
が
よ
く
指
揮
者
の
思
ひ
通
り
に
な
ら

を

は

そ

ま

つ

ぬ
か
ら
骨
折
損
に
了
る
、
ア
ダ
ジ
ェ
ッ
ト
に
な
つ
て
か
ら
は
賓
に
お
施
末
な
も
の
だ
、
橘

わ
が
ぶ
こ
れ
あ
が
る

の
薫
で
も
其
次
の
我
武
惟
揚
で
も
槃
が
不
足
で
管
絃
が
勝
つ
た
A

め
折
角
の
歌
曲
の
趣

味
は
皆
無
だ
、
橘
の
薫
の
方
は
ま
だ
よ
い
が
我
武
惟
揚
の
方
は
殆
ん
ど
槃
―
音
部
は
全
滅

く

だ

い

と

だ
、
こ
と
に
管
の
吹
様
が
全
体
絃
に
封
し
て
餘
り
大
き
過
ぎ
は
せ
ぬ
か
と
思
は
れ
た
、

メ

ロ

デ

あ

ら

故
に
バ
イ
オ
リ
ン
に
於
る
旋
律
は
屡
々
打
消
れ
、
誓
へ
ば
疾
き
馘
れ
た
秋
野
の
花
を
暴

た
ふ

風
の
一
時
に
什
し
去
る
が
如
き
感
が
あ
る
、
惜
む
べ
き
で
は
な
い
か
、
要
す
る
に
管
絃

の
配
合
が
宜
し
か
ら
ぬ
か
ら
生
じ
た
弊
で
あ
ら
う
、
ま
た
練
習
の
不
充
分
な
の
に
も
よ

ろ
う
、
曲
は
概
し
て
粗
大
に
聞
え
織
巧
な
る
旋
律
は
―
つ
も
聞
き
取
ら
れ
ぬ
、
恐
ら
く

組
織
の
不
完
全
な
の
で
あ
ら
う
、
絃
器
の
人
敷
及
び
伎
伺
が
不
足
な
も
の
へ
諸
種
の
管

楽
器
を
無
理
に
加
へ
其
釣
合
を
失
し
て
居
る
の
と
、
曲
の
大
物
過
ぎ
て
演
奏
者
の
腕
に

不
相
應
な
も
の
を
選
ん
だ
の
と
、
何
ん
で
も
立
派
に
大
き
く
と
の
み
考
へ
た
の
は
相
集

そ

ほ

ん

ま
つ
て
か
A

る
粗
栄
な
も
の
が
出
来
上
っ
た
と
し
か
思
へ
ぬ
、

た

ま

こ

と

な

柴
田
環
子
の
獨
唱
、
モ
ツ
ア
ル
ト
作
の
カ
ン
ツ
オ
ネ
は
曲
柄
と
い
ひ
唱
ひ
振
と
い
ひ

誠
に
申
分
な
い
、
こ
れ
は
た
し
か
に
常
日
中
の
大
出
来
で
、
女
史
の
伎
個
は
よ
く
進
歩

し
た
、
か
の
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
の
百
合
姫
と
は
格
段
に
聞
か
れ
た
、

幸
田
幸
子
の
バ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
、
エ
ン
ゼ
ン
作
ロ
マ
ン
ツ
ェ
は
管
絃
伴
奏
で
こ
れ
も

立
派
な
出
来
、
女
史
の
藝
風
は
誠
に
温
和
な
、
高
尚
奏
し
方
で
あ
る
、

ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
ピ
ア
ノ
、
曲
は
メ
ン
デ
ル
ソ
ン
の
コ
ン
セ
ル
ト
、

博
士
の
震
妙
な

る
伎
個
は
今
更
に
い
ふ
ま
で
も
な
い
が
い
つ
も
の
活
氣
は
見
え
な
か
っ
た
、

で
多
少
破
壊
さ
れ
た
氣
味
が
あ
る
、

管
絃
伴
奏

（
『
都
新
聞
』
明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
四
日
）

●
―
音
楽
學
校
演
奏
會
評
（
上
）

0
-
、
合
唱
『
か
ち
ど
き
』
は

フ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
が
作
曲
に
し
て
其
消
新
と
荘
重
と
は
此

曲
の
特
調
と
も
稽
す
べ
く
殊
に
ユ
ン
ケ
ル
氏
が
指
揮
の
深
刻
な
る
表
情
は
、
賓
に
心
地

よ
く
楽
の
妙
趣
は
我
を
誘
ひ
て
、
紫
雲
堂
に
降
り
て
天
使
空
に
馳
す
る
を
見
る
が
如
く
、

と

は

能
＜
永
遠
の
光
を
あ
こ
が
る
A

情
緒
を
満
足
せ
し
め
た
り
、
『
永
久
に
汚
さ
ゞ
ら
む
、
清

き
こ
の
名
』
と
い
ふ
あ
た
り
、
殊
に
遠
大
の
調
あ
り
て
ソ
。
フ
ラ
ノ
ー
が
金
鈴
の
磐
は
逝

か
に
雲
を
分
け
て
入
り
、
バ
ス
が
レ
ガ
ー
ト
に
旋
轄
せ
し
む
る
メ
ロ
ヂ
ー
は
、
萬
人
が
渇

仰
の
竪
と
も
聞
く
を
得
べ
し
〔
、
〕
唯
原
曲
は
宗
敦
―
音
楽
な
る
べ
き
に
歌
詞
の
『
か
ち
ど

き
』
は
不
釣
合
千
萬
と
い
ふ
べ
し
、
如
何
に
聞
き
上
手
の
人
と
い
へ
ど
も
、
此
曲
を
以
て

此
に
附
せ
し
歌
詞
の
意
味
に
解
す
る
は
困
難
な
る
べ
し
、
歌
詞
武
島
又
次
郎
の
作
な
り
。

0
『
燕
』
は
シ
ュ
ー
マ
ン
の
作
曲
オ
パ
ス
―
―
―
十
三
の
中
に
あ
る
も
の
に
し
て
、
原
歌

は
『
我
れ
若
し
鳥
な
ら
ん
に
は
』
と
い
ふ
も
の
な
り
、
曲
は
エ
フ
、
モ
ー
ル
に
し
て
、

つ

ば

さ

か

る

げ

の

ば

た

ま

ぢ

園
滑
な
る
一
二
拍
子
の
メ
ロ
ヂ
ー
頗
る
流
麗
な
り
、
『
翅
は
軽
氣
に
軒
端
近
く
と
び
交
ふ
』

燕
の
見
る
が
如
く
に
し
て
、
そ
の
テ
ン
ボ
ー
緩
急
定
ら
ず
、
迫
り
て
は
又
静
か
に
、
さ

ま
こ
と

な
が
ら
『
つ
が
ひ
の
燕
ひ
ね
も
す
睦
び
語
れ
る
』
が
如
し
、
歌
詞
は
鳥
居
枕
氏
の
作
、

か
な

他
の
作
に
此
し
て
曲
と
相
適
へ
る
は
喜
ぶ
べ
し
。

.

.

.

.
 

、

、

、

、

、

ヽ

ヽ

プ

レリューデ

0
-
l
、
管
絃
合
奏
、
ラ
ル
レ
ジ
ェ
ン
ヌ
、
ビ
ゼ
ー
作
曲
花
や
か
な
る
前
弾
曲
は
ヴ
ァ

ス
ト
リ
ン
グ

イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
セ
ロ
の
絃
楽
及
オ
ー
ボ
ー
、
ホ
ル
ン
を
以
て
賑
か
に
は
じ

ま
り
ぬ
、
沃
艶
な
る
旋
律
は
最
も
人
心
を
動
か
し
、
花
間
を
吹
く
春
風
の
緩
々
徐
々
と

ら

く

く

わ

す

ゐ

め

ん

う

た

ウ

ッ

ド

、

ワ

イ

ン

ド

う

つ

し
て
、
落
花
吹
面
轄
た
快
き
を
覺
え
し
む
、
次
で
同
じ
メ
ロ
ヂ
ー
は
吹
奏
楽
に
遷
り

り
う
れ
う

て
、
フ
ル
ー
ト
、
オ
ボ
ー
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
を
伴
奏
と
し
て
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
劉
暁
た
る

や
う
や

響
に
繰
り
返
へ
さ
れ
、
漸
く
興
深
く
、
情
迫
り
て
、
吹
奏
榮
、
絃
榮
共
に
強
槃
に
同
じ

旋
律
を
繰
返
し
、
ト
ロ
ン
メ
ル
に
は
重
き
眠
れ
る
胸
を
狐
き
風
す
が
如
く
、
拍
子
と
り

て
、
聘
衆
の
心
漸
く
若
や
ぎ
、
覺
え
ず
、
起
つ
て
舞
は
ん
と
欲
せ
り
、
か
く
て
前
弾

、
、
、
、
、
、

は
過
ぎ
て
、
ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
に
入
る
。
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、
、
、
、
、
、

0
ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
は
一
二
拍
子
の
舞
踏
曲
に
し
て
、
今
日
に
於
て
は
必
ず
し
も
舞
踏
に
あ

も
す
そ

は
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
も
、
又
そ
の
名
残
を
止
め
て
、
軽
快
、
花
前
に
麗
人
裳
を
掲

げ
て
跳
舞
す
る
が
如
き
轄
々
た
る
メ
ロ
ヂ
ー
は
絃
楽
四
部
及
ウ
ッ
ド
・
ワ
イ
ン
ド
に
依

て
奏
せ
ら
れ
、
次
で

ワ
イ
ン
ド
及
ブ
ラ
ッ
ス
の
や
さ
し
き
ク
エ
ッ
シ
ョ
ン
、
と
ス
ト
リ

う

た

た

ち

ま

ン
グ
の
物
静
か
な
る
ア
ン
サ
ー
と
は
、

轄
た
佳
人
オ
子
花
下
に
物
語
る
が
如
く
忽
ち
に

き
ふ
さ
ん

し
て
ピ
ア
ノ
及
フ
ル
ー
ト
が
急
霰
の
如
き
ア
ッ

コ
ー
ド
の
調
べ
は
、
例
へ
ば
狂
風
花
を

さ

か

く

わ

う

こ

ん

吹
く
が
如
く
、
痴
雲
明
月
を
掩
ふ
が
如
く
、
花
下
の
宴
興
末
だ
批
ん
に
し
て
黄
昏
の
恨

み
に
逢
へ
る
が
如
し
、
風
止
ん
で
落
花
池
に
あ
り
、
オ
ー
ボ
ー
の
快
よ
き
メ
ロ
ヂ
ー

〔

マ

マ

〕

と
、
ス
ト
リ
ン
グ
の
ピ
チ
カ
ー
ド
と
は
僅
か
に
美
し
き
も
の
A

名
残
止
め
て
、
コ
ダ
に

入
り
、

軽
快
な
る
旋
律
は
再
び
あ
り
し
快
楽
の
日
を
語
る
が
如
く
、
ワ
イ
ン
ド
の
ク
エ

ッ
シ
ョ
ン
、
ス
ト
リ
ン
グ
の
ア
ン
サ
ー
い
よ
／
＼
軽
妙
に
満
場
の
喝
采
を
以
て
ミ
ニ
ュ

ェ
ッ
ト
は
終
り
ぬ
。

、
、
、
、
、
ヽ
コ

デ
ッ
ト

0
次
で
ア
ダ
ジ

ェ
ッ
ト
は
絃
楽
四
部
合
奏
を
以
て
奏
せ
ら
る
、
佛
國
流
の
軽
味
あ
る
旋

律
徐
々
と
し
て
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
微
妙
の
幸日
に
出
で
つ
A

、
セ
ロ
、
及
び
ヴ
ィ
オ

ラ
が
高
ま
り
来
て
は
、
そ
の
高
く
細
く
啜
朗
た
る
右
ヂ
ー
と
相
争
ひ
此
短
か
き
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
は
終
り
ぬ
。

、
、
、
、

0
次
は
カ
リ
ロ
ン
、
銅
楽
器
、
及
、
一
一
番
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
セ
ロ
の
ピ
チ

ァ
ッ

n
ン
パ
ニ
メ
ン
ト

カ
ー
ド
に
依
て
先
づ
始
め
伴
奏
あ
ら
は
れ
ぬ
、
此
輩
純
な
る
調
べ
は
、
チ
ア
ー
チ

の
鐘
と
は
い
は
る
A

も
の
に
し
て
、
二
つ
鳴
り
、
三
つ
嗚
り
、
四
つ
鳴
る
頃
よ
り
し
て
一

番
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
心
急
か
る
A

が
如
き
、
然
も
頗
る
軽
く
し
て
愛
拍
子
を
有
せ
る
メ

ロ
ヂ
イ
幾
回
と
な
く
繰
り
返

へ
さ
れ
つ
A

何
と
な
く
四
邊
蒼
茫
と
し
て
遠
く
近
く
寺
院

の
鐘
聞
ゆ
る
頃
、
春
日
の
郊
行
に
倦
み
て
町
に
近
よ
る
人
の
心
急
か
る
A

様
に
も
似
、
又

は
老
年
已
に
傾
き
て
、
あ
り
し
昔
の
若
か
り
し
楽
し
き
日
の
徒
ら
に
過
ぎ
し
を
悔
ゆ
る

に
も
似
て
、
旋
律
徒
ら
に
楽
し
か
ら
ず
、
軽
か
ら
ず
、
ワ
イ
ン
ド
の
獨
り
他
の
楽
器
に

う
た

残
り
て
心
細
う
謬
く
な
ど
轄
た
心
を
痛
ま
し
む
、
次
で
拍
子
は
一

愛
し
て
八
分
の
六
拍

子
と
な
り
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
一
番
、
二
番
、
ヴ
ィ
オ
ラ
の
三
部
に
し
て
、

新
な
る
メ
ロ

ヂ
ー
は
、
此
沈
め
る
時
に
一
道
の
生
命
を
輿
ふ
、
か
く
て
又
ウ
ッ
ド
・
ワ
イ
ン
ド
、
之

を
繰
り
返
し
つ
A

、
や
が
て
又
ピ
ア
ノ
は
日
本
旋
律
に
酷
似
せ
る
旋
律
を
唱
ひ
つ
A

、

そ
の
消
え
て
、
雲
間
に
入
る
と
見
る
頃
、
ブ
ラ
ッ
ス
は
又
チ
ア
ー
チ
の
鐘
を
遠
＜
／
＼

之
を
聞
か
せ
つ
A
、
三
拍
子
に
戻
り
て
再
び
第
一
の
メ
ロ
ヂ
ー
に
戻
り
て
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
絃
墜
高
く
／
＼
い
よ
／
＼
高
く
、
オ
ー
ボ
ー
の
閑
静
な
る
響
に
反
響
し
て
、
他

の
ブ
ラ
ッ
ス
と
共
に
ポ
ザ
ウ
ネ
は
そ
の
稗
聖
な
る
特
色
の
響
を
な
し
つ
A

此
曲
を
終
り

ぬ
、
雨
日
共
に
そ
の
出
来
最
も
美
事
に
し
て
、
殊
に
日
曜
日
は
大
出
来
な
り
き
、
全
演

奏
を
通
じ
て
第

一
の
出
来
と
も
い
ふ
を
得
べ
き
か
。
（
鐵
腸）

（
『
日
本
』
明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
二
日
）

●
―
音
楽
學
校
演
奏
會
評

（二）

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 
、
、
、
、
、

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
管
絃
伴
奏
、
ロ
ー
マ
ン
ス
、
エ
ン
セ
ン
氏
の
作
曲
な
り
、
演
奏

ゐ
ん
え
ん

は
赦
授
幸
田
幸
子
姻
に
し
て
殷
艶
最
も
人
意
を
快
く
す
る
も
の
な
り
き
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト

及
セ
ロ
の
ピ
チ
カ
ー
ド
を
伴
奏
と
し
て
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
悠
長
た
る
メ
ロ
ヂ
ー
の
高
く

や

う

や

け

つ

き

奏
せ
ら
る
A

に
次
で
揺
々
た
る
ソ
ロ

ー
は
始
ま
り
漸
く
に
し
て
妙
境
に
入
り
て
は
瞬
奇

た

う

よ

う

れ

い

ぜ

ん

斐
幻
賓
に
其
朕
を
具
す
べ
か
ら
ず
、
然
も
蕩
漂
た
る
管
絃
の
伴
奏
を
超
え
て
高
く
瀧
然

こ
ま

と
し
て
響
く
妙
昔
は
愈
A

濃
か
に
し
て
心
耳
を
洗
ふ
の
概
あ
り
〔
ヽ
〕
そ
の
忽
ち
に
し
て

施
々
横
流
の
清
験
す
る
が
如
く
、
漸
く
に
し
て
淡
々
安
流
の
如
く
、
更
に
愛
じ
て
漫
々

平
流
を
腐
す
が
如
き
メ
ロ
ヂ
ー
の
参
差
断
績
、
應
接
の
暇
な
き
に
至
っ
て
は
感
興
飛
動

と

ゞ

そ

う

／

‘

し
て
過
む
る
事
能
は
ざ
る
な
り
伴
奏
は
涼
々
と
し
て
水
の
行
く
が
如
き
に
二
絃
合
せ
奏

て
ん
め
ん

す
る
獨
奏
の
曲
調
漸
く
繊
細
に
、
緬
綿
の
情
緒
語
る
が
如
く
、
恨
む
が
如
き
に
、
ホ
ル

ン
の
ア
ン
サ
ー
、
低
く
濃
か
に
男
性
的
の
＿
音
調
は
、
ソ
ロ
ー
の
女
性
的
な
る
一
音
調
に
美

し
き
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
し
、
更
に
進
ん
で
沈
々
と
し
て
管
絃
楽
の
竪
な
き
に
、
獨
奏
と

う

た

て

ん

ら

い

ヴ
ィ
オ
ラ
の
二
部
に
入
り
て
は
一
層
清
怨
の
槃
を
為
し
て
轄
た
昔
調
以
上
の
天
籟
を
忍

た

の

も

ぎ

ば
し
む
、
ヴ
ィ
オ
ラ
は
助
教
授
頼
母
木
コ
マ
子
氏
、
そ
の
技
又
偲
ぶ
べ
き
も
の
あ
り
。

ふ

う

は

ん

じ

ん

し

0
次
で
曲
節
は
激
し
き
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
起
し
て
風
帆
の
迅
陵
す
る
が
如
く
美
し
き
ラ

た

う

ら

ん

た

う

よ

う

イ
ブ
リ
ー
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
入
り
、
管
絃
の
伴
奏
は
濤
瀾
の
淘
涌
す
る
が
如
く
、
獨

奏
は
上
下
す
る
舟
帆
に
も
似
た
り
、

忽
ち
聞
ゆ
る
ホ
ル
ン
の
二
部
は
廻
瀾
を
挽
回
し

て
、
清
絶
な
る
絃
楽
四
部
合
奏
に
入
り
て
、
ホ
ル
ン
及
オ
ー
ボ
ー
が
清
麗
な
る
伴
奏
に

け

ん

ぜ

ん

い

べ

い

静
か
に
此
曲
の
終
り
を
告
げ
ぬ
、
そ
の
幸
子
嬢
が
繊
麗
な
る
細
謳
、
寮
然
た
る
衣
袂
を

翻
し

て
為
す
妙
昔
は
渦
場
を
し
て
悦
と
し
て
架
堂
に
あ
る
を
忘
れ
し
む
る
も
の
と
い
ふ

ぎ

え

ん

べ
し
、
さ
れ
ど
去
る
紀
元
節
の
義
捐
―
音
楽
會
に
ュ
ン
ケ
ル
氏
の
演
奏
せ
し
折
と
い
か
に
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が
う
た
う

ぞ
や
、
我
れ
は
寧
ろ
繊
細
な
る
同
嬢
の
昔
色
よ
り
も
豪
宕
な
る
ユ
ン
ケ
ル
氏
の
昔
色
に

輿
す
る
も
の
な
り
（
鐵
腸
）

（
『
日
本
』
明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
三
日
）

●
―
音
楽
學
校
演
奏
會
評
（
三
）

、
、
、
、
、

0
四
、
獨
唱
。
カ
ン
ツ
オ
ネ
、
『
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
』
の
一
節
。
此
『
フ
イ
ガ
ロ
の
結

婚
』
は
モ
ザ
ー
ト
の
作
曲
な
る
四
幕
の
コ
ミ
ッ
ク
・
オ
ペ
ラ
に
し
て
ロ
ッ
シ
ニ
の
オ
ペ

ラ
、
バ
ル
ビ
エ
ル
・
デ
イ
・
セ
ヴ
イ
グ
リ
ア
の
績
き
と
云
は
る
A

も
の
な
り
。
そ
の
主

な
る
人
々
の
如
き
も
同
じ
く
ビ
ュ
ー
マ
ー
チ
ャ
イ
ス
の
『
フ
イ
ガ
ロ
ス
の
機
智
』
に
依

る
も
の
に
し
て
。
ア
ル
マ
ヴ
イ
ヴ
ァ
伯
爵
が
ロ
シ
ナ
に
結
婚
せ
し
事
、
狡
猾
な
る
理
髪

師
フ
イ
ガ
ロ
が
伯
爵
に
仕
へ
た
り
し
事
、
そ
し
て
ロ
シ
ナ
の
侍
女
ス
サ
ン
ナ
と
結
婚
せ

ん
と
し
つ
A

あ
る
事
等
。
皆
悉
く
同
一
な
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
一

篇
の
構
想
に
於
て

も
一
音
楽
に
於
て
も
尚
幾
分
か
類
似
す
る
所
あ
り
と
い
ふ
。
然
し
て
此
『
フ
イ
ガ
ロ
の
結

婚
』
は
一
篇
を
通
じ
て
何
の
暴
風
も
雲
影
も
な
く
、
唯
美
し
き
日
の
光
り
と
そ
の
輝
き

の
み
な
る
雰
囲
氣
を
通
じ
嬉
し
げ
な
る
悦
楽
の
詩
趣
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、

賓
に
ド

ン
フ
ァ
ン
の
以
後
に
於
け
る
モ
ザ
ー
ト
が
最
も
鍾
愛
し
た
る
作
物
な
り
、
此
一

篇
に
依

て
モ
ザ
ー
ト
が
名
槃
の
冠
は
更
に
幾
屑
の
光
輝
を
増
し
た
る
も
の
に
し
て
、
従
来
の
オ

ペ
ラ
作
者
オ
ッ
フ
エ
ン
バ
ハ
及
他
の
者
の
コ
ミ
ッ
ク
・
オ
ペ
ラ
の
多
く
に
於
け
る
最
大

鋏
黙
た
る
平
凡
野
卑
の
域
を
超
越
し
各
部
に
於
て
常
に
多
趣
に
し
て
然
も
上
品
な
る
特

性
を
有
せ
る
も
の
な
り

〇
此
カ
ン
ツ
オ
ネ
は
此
オ
ペ
ラ
の
第
二
幕
第
十
一
齢
に
し
て
、
ア
ル
マ
ヴ
イ
ヴ
ァ
伯
夫

人
ロ
シ
ナ
が
籠
愛
せ
る
小
姓
ケ
ル
ビ
ノ
の
唱
ふ
も
の
な
り
と
す
、
ア
ル
マ
ヴ
イ
ヴ
ァ
伯
が

放
恣
に
し
て
然
も
猜
疑
の
性
は
、
貞
操
従
順
な
る
夫
人
ロ
シ
ナ
が
そ
の
小
姓
ケ
ル
ビ
ノ

の
寵
遇
す
る
を
評
か
る
を
以
て
、
夫
人
は
そ
の
侍
女
ス
サ
ン
ナ
と
計
り
之
を
女
装
せ
し

め
て
室
に
置
く
、
然
る
に
ケ
ル
ビ
ノ
は
情
に
動
き
易
き
性
に
し
て
夫
人
に
愛
着
せ
り
き
。

〇
此
カ
ン
ツ
オ
ネ
は
郎
ち
此
ケ
ル
ビ
J
の
夫
人
に
封
す
る
懇
情
を
唱
へ
る
も
の
に
し

て
、
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
の
濃
艶
な
る
メ
ロ
ヂ
ー
は
、
ケ
ル
ビ
ノ
が
手
に
し
て
弾
ぜ
る
ギ
タ

な
ん
／
‘

ー
の
昔
な
り
。
之
に
和
し
て
哺
々
語
る
が
如
く
、
怨
ず
る
が
如
き
獨
唱
は
ケ
ル
ビ
ノ
の

よ

う

や

う

う

よ

心
情
を
移
し
て
あ
ま
り
な
し
と
い
ふ
べ
き
か
。
そ
の
溶
襟
紆
餘
と
し
て
曲
調
の
屈
折
頗

う
た

る
や
さ
し
き
に
、
柴
田
嬢
の
唱
ひ
ま
は
し
更
に
一
層
の
婉
艶
を
増
し
、
轄
た
そ
の
情
の

切
な
る
を
覺
え
し
む
、
殊
に
後
半
再
び
同
一
メ
ロ
ヂ
ー
の
顕
は
れ
し
あ
た
り
、
濃
艶
を

極
め
た
り
と
い
ふ
べ
し
、
さ
れ
ど
も
其
生
硬
な
る
槃
―音
と
澄
ま
し
た
る
表
情
と
は
感
興

の
一
半
を
削
り
終
り
ぬ
。
若
し
之
に
豊
か
な
る
味
あ
る
槃
昔
と
純
潔
な
る
感
情
的
態
度

及
頭
脳
を
輿
へ
た
ら
む
に
は
、
員
に
感
嘆
に
値
す
る
も
の
と
い
ふ
べ
き
も
、
こ
の
ま
A

に
し
て
は
尚
遠
し
と
い
ふ
べ
き
か
。
冷
静
な
る
頭
脳
、
小
賢
し
き
思
想
は
到
底
―
音
楽
家

の
資
料
た
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

（
『
日
本
』
明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
四
日
）

●
音
楽
學
校
演
奏
會
評

（四）

.

.

.

.

.

.

.
 
、
、
、
、
、

0
五
、
ピ
ア
ノ
、
管
絃
伴
奏
、
コ
ン
セ
ル
ト
。
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
が
第
一
コ
ン
セ
ル
ト

に
し
て
、
快
活
な
る
管
絃
の
伴
奏
を
以
て
始
め
ら
る
、
ブ
ラ
ッ
ス
が
花
や
か
に
ス
ト
リ

ン
グ
を
抜
け
て
響
か
す
快
き
幸
目
に
連
れ
て
奔
馳
す
る
メ
ロ
ヂ
ー
は
、
爛
然
と
し
て
人
目

を
眩
ま
す
花
に
も
似
て
、
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
が
特
殊
の
流
韻
は
こ
こ
に
も
認
め
得
ベ

し
。
そ
の
忽
ち
に
し
て
一

轄
、
緩
々

と
し
て
唱
ふ
が
如
き
輩
純
な
る
メ

ロ
ヂ
ー
の
獨
り

伴
奏
を
超
越
し
て
去
来
す
る
虐
、
恰
も
胡
蝶
の
片
々
と
し
て
唱
ふ
が
如
し
。
や
が
て
、

第
ニ
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
入
り
て
緩
調
と
な
り
、
そ
の
美
し
き
メ
ロ
ヂ
ー
と
軽
妙
な
る
架

ブ

レ

ス

ト

趣
と
は
能
く
人
を
酔
は
し
め
、
忽
ち
菱
じ
て
最
急
調
を
以
て
エ
ー
・
モ
ー
ル
に
移
る
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
更
に
華
美
に
し
て
楡
快
な
る
新
旋
律
を
興
し
て
之
を
獨
奏
に
博
へ
、

獨
奏
は
更
に
之
を
オ
ー
ボ
ー
に
譲
り
て
最
終
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
入
る
。
此
演
奏
は
日

曜
日
の
方
は
相
営
の
出
来
な
り
し
も
土
曜
日
に
は
、
タ
ク
ト
と
獨
奏
と
合

l

せ
ず
、
為

に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
不
揃
の
個
所
あ
り
し
は
惜
か
り
し
。

へ
う
い
ん

〇
ケ
ー
ベ
ル
氏
の
獨
奏
は
雨
日
と
も
に
申
分
な
か
り
し
殊
に
そ
の
昔
色
の
如
き
も
裏
韻

き
く

員
に
掬
す
べ
き
も
の
あ
り
て
到
底
之
を
他
の
架
家
に
求
む
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
そ

の
一
種
の
瓢
韻
は
崇
厳
を
意
味
す
る
と
い
は
ん
か
、
勝
た
瓢
逸
を
含
む
と
い
は
ん
か
、

氏
を
し
て
演
ぜ
し
む
べ
き
は
ビ
ー
ト
ベ
ン
、
バ
ハ
の
荘
厳
な
る
も
の
、
ハ
イ
ド
ン
、
ヘ

ン
デ
ル
が
荘
重
な
る
も
の
に
し
て
、
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
以
下
の
軽
妙
な
る
も
の
は
全
く

氏
の
頭
脳
感
情
及
び
そ
の
音
色
の
瓢
韻
あ
る
事
と
は
相
突
撃
し
て
遂
に
そ
の
技
を
振
ふ

の
所
に
あ
ら
さ
る
べ
き
な
り
。

171 第 2章 明治31年～45年8月(1898~1912)



.

.

.

.
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.

.
 

、

、

ヽ

ぇ

ぅ

0
六
、
管
絃
合
奏
及
合
唱
、
橘
の
薫
、
第
一
、
『
櫻
井
の
騨
』
の
窃
然
た
る
自
ら
瞑
色

ひ

し

う

つ

は
も
の

四
合
し
て
悲
歌
の
氣
肌
を
襲
ふ
が
如
し
『
漏
れ
や
聞
き
け
む
猛
き
兵
士
』
と
ア
ル
ト
の

む
せ

唱
ひ
出
す
あ
た
り
殊
に
暗
溜
と
し
て
咽
ぶ
が
如
し
、
第
二
、
『
菊
水
の
餐
れ
』
は
第
一
の

幽
婉
な
る
曲
節
に
封
し
て
頗
る
豪
荘
な
る
も
の
に
し
て
、
此
ケ
ル
ビ
ニ
ー
の
レ
ク
エ
ム

ほ
し
い
ま
A

が
幽
艶
の
饗
れ
を
恣
に
す
る
中
に
於
い
て
此
一
節
と
、
サ
ン
ク
タ
ス
の
一
節
と
は
又

豪
荘
を
以
て
鳴
る
も
の
な
り
。
殊
に
そ
の
第
一
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
最
も
妙
を
極
め
た
る

も
の
に
し
て
覺
え
ず
肉
動
き
骨
鳴
る
を
覺
し
む
、
歌
詞
も
そ
の
原
曲
の
意
味
と
の
調
和

に
於
て
は
い
ふ
所
な
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、
此
又
一
種
の
レ
ク
エ
ム
と
し
て
も
見
る
を
得

べ
く
、
殊
に
そ
の
曲
節
と
の
調
和
全
く
な
き
に
あ
ら
ず
、
成
効
し
た
る
も
の
と
し
て
敷

ふ
べ
き
か
。
さ
れ
ど
も
そ
の
第
二
以
下
の
歌
詞
に
至
っ
て
は
末
だ
首
肯
す
る
能
は
ざ
る

も
の
あ
り
。

〇
此
演
奏
は
合
唱
を
主
と
す
る
も
の
に
し
て
管
絃
は
伴
奏
の
性
質
を
帯
ぶ
る
も
の
な
り

と
す
、
そ
の
合
唱
に
就
て
は
、
同
校
の
名
物
と
し
て
多
年
の
研
鑽
を
経
た
る
も
の
な
れ

ば
申
分
な
し
と
云
べ
き
か
、
唯
望
し
き
は
尚
多
く
の
合
唱
の
人
敷
に
し
て
、
此
ま
A

に

し
て
は
尚
少
な
き
を
か
こ
た
し
む
る
も
の
な
り
。

．．．．．．． 
、
、
、
、

〇
管
絃
合
奏
及
合
唱
、
我
武
惟
揚
、
原
曲
は
ワ
ク
ネ
ル
の
カ
イ
ザ
ー
・
マ
ー
チ
に
し

て
、
此
カ
イ
ゼ
ル
・
マ
ー
チ
は
普
佛
載
季
凱
旋
の
折
ワ
ク
ネ
ル
作
曲
せ
し
も
の
に

し

て
、
ワ
ク
ネ
ル
の
傑
作
と
し
て
世
に
迎
へ
ら
る
。
そ
の
雄
大
な
る
楽
趣
は
古
来
未
だ
曾

て
想
像
せ
ら
れ
し
事
な
き
ほ
ど
の
も
の
に
し
て
、
輩
に
優
美
を
の
み
堂
み
し
古
来
の
楽

家
の
作
曲
に
封
し
て
そ
の
古
慣
を
破
り
て
豫
期
せ
ぬ
デ
ー
ス
、
コ
ー
ド
の
破
る
A

が
如

き
響
き
に
荘
大
の
想
を
乗
せ
て
一
世
の
楽
風
を
風
靡
し
た
る
、
ニ
ュ
ー
ロ
マ
ン
テ
イ
シ

が
う
た
う

ズ
ム
の
楽
趣
は
名
残
な
く
顕
は
さ
れ
て
豪
宕
限
り
な
し
と
い
ふ
べ
き
か
。
殊
に
此
演
奏

に
は
ブ
ラ
ッ
ス
の
敷
甚
だ
多
か
り
し
為
、
ス
ト
リ
ン
グ
の
辛
う
じ
て
聞
か
れ
得
る
の

み
、
そ
の
コ
ー
ラ
ス
の
如
き
は
所
に
よ
り
て
は
全
く
聞
く
事
を
得
ざ
り
き
、
元
来
此
の

合
唱
は
聴
衆
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
興
に
乗
じ
て
唱
ふ
為
に
作
ら
れ
し
も
の
な
り
。
此
合

唱
が
輩
音
な
る
は
差
し
此
用
意
に
向
つ
て
の
為
な
ら
ん
か
。
演
奏
雨
日
と
も
申
分
な

く
、
殊
に
日
曜
日
は
美
事
な
り
き
、
唯
だ
此
大
合
奏
に
し
て
は
そ
の
ホ
ー
ル
狭
く
し
て

第
に
や
A

も
す
れ
ば
雑
然
の
響
を
為
す
は
頗
る
惜
し
か
り
し
。
そ
の
歌
詞
我
武
惟
揚
は

今
回
の
戦
勝
を
唱
へ
る
も
の
な
る
も
た
ゞ
無
意
味
に
近
き
文
字
を
井
べ
し
と
い
ふ
に
過

ぎ
ざ
る
は
惜
し
む
べ
し
。
戦
勝
そ
の
も
の
を
叙
説
せ
ん
と
す
る
が
如
き
は
詩
と
し
て
は

無
用
の
事
に
蜀
す
。
た
ゞ
國
民
の
歓
喜
の
情
緒
を
窯
さ
ば
以
つ
て
足
れ
る
に
あ
ら
ず

・

・

・

ま

こ

と

や
。
『
橘
の
薫
』
と
共
に
此
の
歌
詞
の
作
者
は
鳥
居
枕
氏
な
り
（
完
）
（
鐵
腸
〔
末
広
重

恭

〕

）

東
京
―
音
楽
學
校
春
季
―
音
楽
會
概
評

（
『
日
本
』
明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
五
日
）

つ
ゆ
ま
ろ

待
れ
つ
る
同
校
春
季
の
音
楽
會
は
去
る
三
月
十
八
十
九
の
雨
日
、
例
の
如
く
上
野
の

業
堂
に
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
前
の
日
は
少
し
曇
っ
た
が
幸
に
雨
と
は
な
ら
ず
、
十
九

日
は
稀
な
る
睛
天
で
、
さ
ら
で
だ
に
麗
な
春
の
日
、
長
閑
け
き
日
光
は
葡
萄
色
の
カ
ー

テ
ン
を
透
し
て
、
満
堂
は
紅
白
の
人
の
波
、
立
錐
の
地
も
な
き
ほ
ど
で
有
っ
た
。
予
は

今
雨
日
を
参
酌
し
て
次
に
概
評
を
試
み
て
見
よ
う
と
思
ふ
。．． 

日
、
合
唱
。
（
甲
）
か
ち
ど
き
、
（
乙
）
燕
。
甲
の
か
ち
ど
き
は
去
歳
秋
季
音
楽
會
に

矢
張
り
同
校
に
於
て
演
奏
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
フ
リ
ュ
ー
ゲ
ン
作
曲
、
武
島
蒻
衣
氏
の

作
歌
で
あ
る
。
士
曜
（
十
八
日
）
の
方
は
大
愛
聞
き
劣
り
が
し
た
が
日
曜
は
可
な
り
の

出
来
で
あ
る
。
曲
は
何
時
聰
て
も
厳
粛
の
氣
に
撲
る
と
が
、
歌
は
あ
ま
り
に
生
硬
で
且

つ
磐
調
合
一
の
黙
に
於
て
頗
る
廉
ら
ぬ
感
が
あ
る
。
又
歌
詞
の
内
容
も
余
り
に
輩
純
で

は
無
い
か
。
（
乙
）
の
燕
は
シ
ュ
ウ
マ
ン
の
作
曲
、
ヴ
ェ
ン
・
イ
ヒ
・
ア
イ
ン
・
フ
ェ
グ

ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ー
ル
、
即
ち
『
若
し
も
我
れ
鳥
に
あ
り
せ
ば
ー
』
と
云
ふ
意
味
の
懇
歌

で
あ
る
。
作
歌
は
鳥
居
沈
氏
、
燕
と
は
多
少
原
曲
に
あ
や
か
っ
た
の
で
も
あ
ら
ふ
が
、

原
歌
と
は
全
く
違
た
も
の
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
一
体
の
歌
詞
の
エ
合
が
能
く
曲
意
と
調

和
し
て
ゐ
る
の
で
、
先
づ
比
較
的
成
功
し
た
も
の
と
云
て
宜
し
い
。
演
奏
も
可
な
り
の

出
来
、
然
れ
ど
も
土
曜
な
ど
は
随
分
如
何
は
し
い
虞
も
無
い
の
で
は
無
か
っ
た
。
歌
詞

の
明
瞭
に
聘
え
な
か
っ
た
の
は
遺
憾
で
あ
っ
た
。
多
分
練
習
が
不
十
分
で
在
た
か
ら
で

あ
ら
ふ
。
曲
は
ど
こ
ま
で
も
シ
ュ
ウ
マ
ン
張
り
、
賓
に
軽
妙
に
し
か
も
塊
麗
。
濃
艶
で

無
く
て
寧
ろ
淡
泊
な
の
は
氏
の
特
長
で
あ
る
。
深
遠
で
無
い
代
り
、
宏
大
で
無
い
代
り
、

一
種
他
の
模
す
可
ら
ざ
る
濤
洒
た
る
俳
趣
を
含
で
居
る
の
は
賓
に
氏
獨
特
の
貼
で
あ
る

で
あ
ら
ふ
。
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口
、
管
絃
合
奏
。
ラ

ル
レ
ジ
ェ
ン
。
佛
の
ジ
ョ
ル
ジ
イ
・
ビ
ゼ
ー
氏
の
手
に
成
る
も
の

ス
リ
ー
ア
ク
ツ
・
ド
ラ
マ

で
、
賓
は
ド
ウ
デ
イ
氏
の
三
幕
戯
曲
に
付
し
て
作
曲
せ
し
も
の
で
あ
る
。
此
の
戯
曲
は

日
本
な
ど
で
は
誰
も
紹
介
し
た
も
の
が
無
い
が
、
近
代
の
産
物
と
し
て
は
中
々
有
名
な

ヒ

イ

ロ

ー

も
の
で
主
人
公
を
詩
人
に
と
り
、
其
一
生
の
愛
化
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
部
分
は
四

つ
よ
り
な
り
、
第
一
。
フ
レ
リ
ュ
ウ
デ
、
第
ニ
ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
、

第
三
ア
ダ
ジ

ェ
ッ
ト
、

第
四
カ
リ
ロ
ン
で
あ
る
。
内
第
一
第
三
は
四
拍
子
、
第
二
第
四
は
三
拍
子
で
あ
る
。
始

ス
イ
ン
ホ
ニ
ー

め
箪
純
な
る
し
か
も
力
あ
る
輩
音
に
出
で
A
‘

漸
次
交
響
楽
の
本
体
を
頸
は
し
和
竪
の

進
行
極
め
て
錯
雑
す
。
想
ふ
に
詩
人
の
此
の
世
に
生
る
A

や
、
も
と
こ
れ
多
感
の
士
、

嘗
る
も
の
と
し
て
渠
が
震
懐
に
獨
れ
ざ
る
も
の
な
く
、
青
春
の
美
は
し
き
血
は
終
に
渠

を
駆
り
て
人
世
の
更
に
美
は
し
き
も
の
に
獨
れ
し
め
ん
と
す
。
然
れ
ど
も
世
に
は
終
に

渠
の
覚
む
る
が
如
き
も
の
は
非
ざ
り
き
。
四
顧
茫
々
、
緑
樹
蔭
し
た
た
ら
ん
ば
か
り
の

景
色
は
何
地
へ
や
ら
。
渠
今
茫
然
と
し
て
懐
疑
て
ふ
閥
門
の
前
に
件
立
す
る
に
似
た
ら

ず
や
。
是
れ
第
一
。
フ
レ
リ
ュ
ウ
デ
に
顆
は
る
A

音
楽
の
内
容
で
あ
る
。
而
し
て
第
二
の

ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
に
移
る
、
ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
は
知
れ
る
が
如
く
、
軽
快
な
る
拍
子
な
り
。

も
と
は
舞
踏
の
伴
奏
に
用
ゐ
ら
れ
し
も
の
な
る
が
、
後
此
の
形
式
大
に
猿
逹
し
今
で
は

獨
立
し
て
立
派
な
る
一
の
楽
式
と
成
て
居
る
の
で
あ
る
。
故
に
此
の
種
の
形
式
に
含
ま

れ
て
る
内
容
は
常
に
愉
楽
、
快
括
、
楽
天
、
凡
て
。
フ
レ
ジ
ュ
ア
の
分
子
で
あ
る
、
今
回

の
如
き
も
始
め
は
極
め
て
軽
き
快
闊
な
旋
律
、
そ
ゞ
ろ
に
天
女
の
舞
踏
を
も
想
像
せ
し

む
る
の
で
、
つ
ま
り
生
々
し
た
獣
喜
に
満
た
血
液
の
循
環
し
て
る
の
を
思
ひ
出
す
の
で

あ
る
、
し
か
も
軽
妙
純
潔
と
云
ふ
の
が
全
体
の
生
命
で
あ
る
。
故
に
第
一
の
曲
調
と
は

丸
で
違
た
曲
風
な
の
で
有
る
。
想
ふ
可
し
、
懐
疑
と
煩
悶
と
に
襖
悩
し
て
悶
々
の
情
や

る
に
慮
な
き
若
き
詩
人
は
、
今
幽
か
に
一
貼
の
曙
光
を
認
め
し
こ
と
を
。
即
ち
美
と
は

ま

ぼ

ろ

し

う

つ

A

幻
影
ー
美
く
し
き
も
の
と
は
己
れ
が
胸
に
輝
く
現
の
影
な
り
き
、
渠
は
外
に
覚
む
る
の

愚
な
る
を
覺
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
渠
は
内
に
覚
む
る
の
人
と
成
た
の
で
あ
る
。
今
や

渠
の
眼
界
は
頓
に
廣
く
な
り
ぬ
、
然
り
天
に
は
鳥
謡
ひ
地
に
は
花
咲
く
、
春
来
り
て
霞

を
生
じ
、
秋
来
り
て
月
光
の
明
朗
な
る
を
望
視
す
る
に
至
っ
た
、
今
は
渠
前
の
小
な
る

「
我
」
を
顧
み
て
婿
然
と
し
て
微
笑
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
、
渠
は
天
に
歌
ひ
地
に

ほ
し
い

謝
し
、
友
を
愛
し
我
を
愛
し
、
『
自
我
』
な
る
一
小
天
地
に
立
脚
し
て
、
恣
ま
ま
に
歓

楽
の
人
と
成
た
。
似
た
ら
ず
や
第
二
の
音
楽
の
這
箇
詩
人
の
境
遇
に
！

ソ

ル

ヂ

I

第
三
は
ア
ダ
ジ
ェ
ッ
ト
絃
榮
四
部
の
合
奏
で
あ
る
。
一
体
は
弱
音
器
を
用
ゐ
て
演
奏

す
る
べ
き
だ
が
今
回
は
用
ゐ
ぬ
様
で
有
た
。
是
は
又
四
拍
子
で
あ
る
、
極
め
て
落
付

た
、
沈
欝
な
調
で
あ
る
、
タ
イ
ム
も
急
に
遅
く
ア
ダ
ヂ
オ
の
調
と
な
る
の
で
、
第
二
の

花
や
か
な
華
麗
な
る
風
趣
は
彼
ち
消
え
て
、
極
め
て
悲
愁
の
調
と
化
し
た
の
で
あ
る
。

人
世
の
歓
楽
は
決
し
て
し
か
く
永
績
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
歓
榮
は
醤

へ
ば
朝
の
露

の
如
し
、
地
に
零
れ
て
始
め
て
如
何
に
其
佛
き
か
を
知
る
べ
し
。
詩
人
の
胸
に
宿
る
「
詩

い

み

じ

の
影
」
も
亦
如
斯
し
徹
妙
き
も
の
は
常
に
果
敢
な
く
詩
人
の
幻
想
壊
れ
て
は
猫
一
層
人

え
ぐ

の
味
ひ
得
ぬ
悲
痛
の
針
に
扶
ら
る
A

の
で
あ
る
。
昨
日
の
歓
楽
、
昨
日
の
希
墜
、
美
く

し
き
も
の
、
尊
厳
な
る
も
の
、
今
日
は
早
や
消
え
て
、
顧
囲
す
れ
ば
何
事
ぞ
身
は
獨
り

際
涯
し
ら
ぬ
砂
漠
の
地
に
伏
す
。
似
た
ら
ず
や
第
三
の
調
の
是
等
失
望
の
若
き
詩
人
の

想
に
1
・

・

第
四
は
カ
リ
ロ
ン
で
あ
る
。
是
は
又
三
拍
子
ア
レ
グ
レ
ッ
ト
に
饉
る
の
で
、
曲
調
一

愛
、
大
に
尊
厳
な
る
調
と
な
る
の
で
あ
る
。
力
に
富
め
る
管
楽
器
の
音
、
厳
鼎
な
る
低

音
絃
器
の
進
行
、
然
れ
ど
も
猶
其
内
フ
リ
ュ
ー
ト
、
ギ
オ
リ
ン
の
軽
妙
な
る
風
趣
を
混

じ
て
、

寧
ろ
慰
安
と
信
仰
と
に
充
ち
た
る
和
絃
の
進
行
で
あ
る
。
聰
か
ず
や
其
内
に
籠

れ
る
篤
き
厚
き
慈
悲
に
充
ち
た
る
至
聖
の
幅
音
を
し
さ
な
り
悩
め
る
も
の
は
来
れ
と
1

偉
大
な
る
御
手
あ
げ
給
ひ
て
招
き
給
ふ
を
聘
か
ず
や
。
又
聰
け
、
年
若
く
疲
れ
た
る
も

く
れ
な
ゐ

の
、
形
容
稽
衰
へ
、
紅
瀕
る
べ
き
雙
頬
は
い
ぢ
ら
し
く
も
肉
落
ち
く
ぼ
み
、
手
に
は
一

巻
の
羊
皮
に
て
表
装
せ
し
書
を
手
に
し
、
恭
し
く
至
聖
の
御
座
に
平
伏
し
て
、
『
然
り

我
の
覚
む
る
も
の
は
信
仰
な
り
き
』
と
云
ふ
墜
を
し
、
悩
め
る
詩
人
は
終
に
信
仰
も
て

救
は
れ
ぬ
、
信
仰
は
能
＜
我
を
知
り
、
人
を
知
り
、
天
を
知
り
、
至
聖
を
知
る
に
至
る

の
で
あ
る
。
而
し
て
渠
は
再
び
光
明
あ
る
渠
の
詩
に
生
活
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ

る
。
似
た
ら
ず
や
第
四
の
音
楽
の
是
等
信
仰
に
依
り
て
新
し
き
光
明
を
認
め
た
る
詩
人

の
生
涯
に
！

是
に
て
ラ
ル
レ
ジ
ェ
ン
を
了
る
の
で
あ
る
が
、
演
奏
も
一
体
に
能
く
出
来
た
、
殊
に

ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
の
如
き
は
珍
ら
し
き
出
来
で
あ
る
土
曜
よ
り
は
日
曜
の
方
一
層
に
奇
麗

で
あ
っ
た
。

国
、
ギ
オ
リ
ン
獨
奏
（
管
絃
伴
奏
）
。
曲
は
エ
ン
セ
ン
の
オ
。
ハ
ア
ス
十
五
、
ア
・
モ

ー
ル
の
ロ
マ
ン
ツ
で
あ
る
奏
者
は
幸
田
幸
子
嬢
、
エ
ン
セ
ン
氏
は
十
九
世
期
前
半
に
於

173 第 2章 明治31年～45年8月(1898~1912)



け
る
新
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
に
昴
す
る
有
名
な
る
作
曲
家
で
、
ギ
オ
リ
ン
に
向
て
の
作
曲

は
殊
に
多
い
、
此
の
ア
・
モ
ー
ル
の
ロ
マ
ン
ツ
は
其
内
有
名
な
る
も
の
A

ー
で
あ
る
、

し
か
も
難
解
の
故
を
以
て
名
高
い
の
で
、
中
々
一
通
り
で
は
完
全
に
演
奏
す
る
こ
と
が

六
つ
か
し
い
想
な
、
予
は
二
日
と
も
熱
心
に
聘
た
、
逍
に
例
に
依
り
て
ギ
オ
リ
ン
は
廿

い
と
思
た
、
又
泣
き
度
い
ほ
ど
沈
痛
な
思
想
の
込
み
上
げ
て
来
る
場
合
も
あ
る
、
恨
令

ば
、
始
め
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
出
て
、
直
ち
に
オ
ー
ボ
ー
に
移
り
其
の
次
に
出
で
来
る

ギ
オ
リ
ン
の
モ
ー
ル
の
コ
ル
ド
の
如
き
は
、
全
く
泣
く
ほ
ど
悲
痛
の
感
に
撲
れ
る
、
又

中
程
、
伴
奏
は
全
く
止
ん
で
ギ
オ
リ
ン
の
み
と
な
り
、
其
内
ビ
オ
ラ
の
力
あ
る
音
と
調

和
す
る
所
の
如
き
、
仄
か
に
其
悌
ば
忍
ば
れ
る
が
、
全
曲
の
上
を
統
一

し
た
全
曲
の
生

命
、
形
式
等
は
ど
う
も
わ
か
ら
ぬ
。
尤
も
ロ
マ
ン
ツ
な
る
形
式
は
一
番
に
要
領
を
得
な

い
も
の
で
殊
に
作
者
は
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
に
麗
し
て
居
る
か
ら
猶
わ
か
ら
な
く
な
る
。

幸
子
譲
の
演
奏
も
能
く
は
奏
せ
ら
れ
た
が
、
同
嬢
の
得
意
ア
パ
シ
ョ
ナ
タ
等
に
比
し
て

は
遜
に
聴
き
劣
り
が
せ
ら
れ
た
、
一
体
に
あ
の
様
な
神
秘
的
な
曲
よ
り
は
寧
ろ
感
情
的

な
熱
情
的
な
も
の
が
一

屑
嬢
に
適
す
る
で
は
あ
る
ま

い
乎
（
ア
パ
シ
ョ
ナ
タ
の
こ
と
は

音
楽
新
報
一
ノ
八
に
詳
し
く
評
せ
り
）
従
て
管
絃
伴
奏
の
方
も
皆
な
わ
か
ら
な
相
な
、

覺
束
な
相
な
顔
し
て
演
奏
せ
ら
れ
た
様
で
あ
っ
た
が
、
要
す
る
に
予
の
了
解
に
苦
し
ん

だ
の
も
習
に
曲
意
が
朦
朧
な
ば
か
り
で
無
く
、
矢
張
り
十
分
消
化
せ
ら
れ
ざ
る
演
奏
を

聘
さ
れ
た
の
も
一
原
因
を
成
し
て
る
で
は
あ
る
ま
い
か
。

四
、
獨
唱
、
唱
歌
者
、
柴
田
環
嬢
。
曲
は
モ
ツ
ア
ル
ト
の
デ
・
ホ
ホ
ツ
ア
イ
ト
・
デ

ス
・
フ
イ
ガ
ロ
、
即
ち
『
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
』
な
る
オ
ペ
ラ
の
第
一
幕
の
十
一
駒
に
あ

る
、
カ
ン
ツ
ォ
ネ
て
ふ
懇
歌
で
あ
る
。
カ
ン
ツ
ォ
ネ
は
音
楽
上
一
の
形
式
で
、
モ
ザ
ア

ト
は
特
に
此
の
形
式
に
秀
で
た
所
が

あ
る
。
今
回
の
は
、
ア
ン
ダ
ン
テ

・
コ
ン
・
モ

ト、

B
ド
ウ
ア
の
も
の
で
あ
る
。
フ
イ
ガ
ロ
な
る
オ
ペ
ラ
は
コ
ミ
ッ
カ
ル
に
昴
す
る
も

の
で
モ
ザ
ア
ト
氏
の
傑
作
の
一
で
あ
る
。
此
の
カ
ン
ツ
ォ
ネ
は
即
ち
月
明
き
夜
懇
人
を

思
ふ
の
情
に
堪
え
ず
、
風
静
な
る
窓
の
戸
を
排
し
渦
身
に
月
光
を
浴
び
て
、
静
に
ギ
タ

ア
を
伴
奏
に
歌
ひ
出
す
歌
の
一
節
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
曲
は
人
も

知
る
如
く
一
体
に
濃
艶
な
、
蜜
を
口
に
す
る
如
き
風
趣
を
具
へ
て
る
も
の
が
多
い
の

で
、
其
流
麗
な
こ
と
と
、
彼
ち
に
し
て
人
を
酔
は
し
む
る
が
如
き
力
強
き
美
趣
と
は
其

獨
特
の
生
命
で
あ
る
、
此
の
人
を
魔
酔
せ
し
む
る
が
如
き
震
妙
な
る
力
は
、
到
底
他
の

如
何
な
る
美
術
に
於
て
も
見
る
こ
と
が
出
来
ぬ
、
如
何
な
る
詩
で
も
縮
粛
で
も
到
底
封

比
す
べ
き
も
の
は
無
い
、
恰
も
—
よ
く
話
し
で
聞
く
が
ー
精
練
せ
ら
れ
た
る
阿
片
の
如

き
も
の
で
で
も
あ
ら
う
か
、
一
度
渠
の
洋
々
た
る
楽
に
酔
は
さ
れ
て
は
、
其
儘
に
永
遠

覺
め
ず
、
其
廿
露
の
如
き
大
氣
を
呼
吸
し
て
居
た
き
心
地
に
な
る
の
で
あ
る
。
此
の
カ

ン
ツ
ォ
ネ
も
其
の
如
く
、
先
づ
聴
く
も
の
を
し
て
悦
惚
、
愛
懇
の
渦
中
に
初
径
せ
し
む

る
の
で
あ
る
。
演
奏
も
可
な
り
の
出
来
、
殊
に
中
程
、
情
迫
り
て
ス
ピ
イ
キ
ン
グ
に
な

る
虞
な
ど
は
大
に
よ
し
。
猶
怠
り
な
く
一
層
研
究
の
上
盆
々
上
達
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望

む
。
伴
奏
は
ユ
ン
ケ
ル
氏
な
り
し
が
、
今
少
し
完
全
に
弾
じ
て
ほ
し
き
も
の
な
り
、
兎

に
角
獨
唱
な
ど
は
半
ば
伴
奏
に
よ
る
も
の
な
れ
ば
拠
暴
に
弾
ぜ
ら
れ
て
は
チ
ト
閉
口
す

る
も
の
で
あ
る
。
矢
張
り
伴
奏
で
も
一
通
り
は
練
習
し
て
置
い
て
欲
し
い
と
思
ふ
、
あ

の
日
は
ク
エ
ー
ベ
ル
博
士
も
、
ハ
イ
ド
リ
ヒ
氏
も
席
に
あ
る
こ
と
な
れ
ば
、
共
等
の
士

に
一
任
し
て
は
如
何
の
も
の
な
り
し
か
。

国
、
ピ
ア
ノ
獨
弾
（
管
絃
伴
奏
）
。
奏
者
ク
エ
ー
ベ
ル
博
士
。
曲
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ

ン
の
コ
ン
セ
ル
ト
、
オ
。
ハ
ア
ス
―
―
十
五
、

G
モ
オ
レ
（
一
、
八
三
五
作
曲
）
の
も
の
で

あ
る
、
曲
は
ア
ン
ダ
ン
テ
と
プ
レ
ス
ト
の
二
部
分
よ
り
な
り
中
々
の
大
曲
で
あ
る
。
コ

ン
セ
ル
ト
は
器
榮
の
上
に
て
は
最
も
疲
達
せ
し
形
式
の
一
で
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ン
に
は

猶
ほ
此
の
種
の
作
曲
が
多
い
。
予
の
此
曲
を
聴
て
一
番
に
感
じ
た
の
は
、
其
極
め
て
オ

ペ
ラ
ミ
ュ
ウ
ジ
ク
に
近
き
こ
と
で
あ
る
。
何
故
に
氏
は
斯
＜
迄
に
劇
楽
的
才
能
あ
る
に

も
開
は
ら
ず
、
一
の
オ
ペ
ラ
を
も
遺
さ
な
ん
だ
で
あ
ら
ふ
か
、
殆
ん
ど
怪
誇
に
堪
え
ん

の
で
あ
る
、
乞
ふ
予
を
し
て
少
し
く
其
内
容
的
解
剖
を
許
さ
し
め
よ
。

始
め
の
部
分
は
ア
ン
ダ
ン
テ
で
は
あ
る
が
極
め
て
テ
ン
ボ
が
早
い
、
先
づ
突
如
と
し

て
オ
ル
ケ
ス
ト
ラ
の
進
行
が
始
ま
り
、
績
い
て
恰
も
急
霰
の
地
に
下
る
が
如
く
、
或
は

又
疾
風
の
烈
々
と
し
て
瞭
野
を
吹
く
が
如
く
ピ
ア
ノ
の
獨
弾
が
始
ま
る
、
此
慮
に
管
絃

柴
の
音
と
ピ
ア
ノ
の
強
音
と
合
し
て
、
す
さ
ま
じ
き
捷
惨
の
感
を
起
さ
し
む
る
の
で
あ

る
。
恰
も
是
れ
名
も
知
ら
ぬ
人
の
國
。
嵐
は
限
な
き
海
上
よ
り
吹
き
来
り
て
、
野
も
山

も
果
し
な
く
暮
れ
、
人
の
宿
り
は
何
地
ぞ
、
聞
ゆ
る
も
の
は
怒
濤
と
狂
嵐
！
獨
り
瓢
々

と
し
て
彼
の
地
の
陸
を
遁
れ
出
で
し
は
、
抑
も
何
日
の
夕
な
り
け
ん
、
不
幸
に
も
途
中

風
加
は
り
、
乗
り
し
舟
は
昨
日
の
夕
暮
に
砕
れ
、
辛
く
も
一
枚
の
板
子
に
と
り
付
き

て
、
暫
く
波
に
漂
ひ
し
が
其
後
は
知
ら
ず
、
わ
れ
か
の
心
に
夢
さ
め
見
れ
ば
、
今
わ
れ
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は
此
の
見
も
知
ら
ぬ
荒
磯
邊
に
立
て
り
。
人
も
無
く
家
も
無
＜
！
げ
に
想
へ
ば
愚
な
り

け
る
よ
、
懇
し
き
人
は
唯
此
の
濱
出
で
A

西
の
方
と
は
聞
け
ど
、
も
と
よ
り
何
れ
の
國

な
る
や
を
知
ら
ず
、
女
心
の
浚
墓
に
も
行
か
ば
尋
ね
ら
れ
ぬ
こ
と
や
あ
る
と
、
ひ
と
り

守
衛
の
目
を
窪
み
懇
し
き
父
の
城
を
含
て
、
私
か
に
海
に
出
で
A

、
唯
風
の
吹
く
に
任

せ
て
舟
を
や
り
し
こ
と
の
わ
れ
な
が
ら
さ
て
も
お
ぞ
ま
し
の
業
な
り
し
よ
、
さ
る
に
て

も
懇
し
き
人
は
何
地
に
ま
し
ま
す
ぞ
、
若
し
も
や
、
こ
の
荒
磯
は
其
の
懸
し
き
人
の
御

國
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。
嵐
は
依
然
と
し
て
吹
け
り
、
さ
れ
ど
も
彼
女
の
目
に
は
生
々
し

き
望
の
光
顕
は
れ
ぬ
。
始
め
の
音
楽
の
光
景
は
、
恰
も
此
の
少
女
の
行
末
さ
だ
め
ず
径

へ
る
に
似
た
ら
ず
や
、
乞
ふ
此
の
次
に
来
た
る
べ
き
音
楽
を
聰
け
。

管
絃
伴
奏
は
今
や
漸
く
静
ま
り
て
、
ピ
ア
ノ
は
狂
嵐
の
如
き
響
を
ひ
そ
め
、
恰
も
少

女
が
追
想
の
迷
に
ふ
く
る
如
く
、
又
は
望
な
き
懇
を
訴
ふ
る
に
も
似
て
、
怨
語
切
々
、

聴
く
も
の
を
し
て
腸
を
断
た
し
む
る
で
は
無
い
か
。
其
の
悲
し
む
が
如
き
高
音
の
調

べ
、
訴
ふ
が
如
き
低
音
の
音
此
の
時
伴
奏
は
恰
も
な
で
み
つ
A

あ
る
怒
濤
の
さ
ま
を
序

か

れ

な

ご

す
る
も
の
A

如
く
、
静
に
遠
く
響
く
を
聰
く
で
あ
ら
ふ
、
彼
女
は
今
、
少
し
く
和
め
る

海
を
仰
ぎ
、
す
さ
ま
じ
か
り
し
嵐
の
ゆ
く
ゑ
を
思
て
、
獨
り
岩
に
座
し
ぬ
。
人
を
懇
ふ

時
の
人
の
心
は
、
懇
し
さ
の
情
の
外
は
、
何
物
を
も
容
る
A

の
余
地
な
し
。
彼
の
女
は

今
恐
怖
の
情
の
稽
々
去
る
と
同
時
に
、
人
懇
し
き
情
は
堤
切
れ
し
流
の
如
く
彼
の
胸
に

集
ま
れ
り
。
聰
か
ず
や
唇
を
も
る
彼
女
の
懇
の
歌
を
！

ピ
ア
ノ
は
今
狂
せ
ん
ば
か
り
の
熱
情
こ
も
れ
る
音
と
な
り
ぬ
。
楽
士
の
頬
に
は
若
き

み

ぎ

若
き
血
潮
は
上
れ
り
、
感
に
震
ふ
唇
よ
！
軽
ふ
う
つ
む
く
目
の
色
よ
！
右
脚
に
は
静
に

キ

イ

ペ
ダ
ル
を
踏
み
て
十
指
は
語
る
が
如
く
鍵
盤
に
隅
る
A

の
で
あ
る
。
ピ
ア
ノ
の
高
音
部

は
恰
も
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
獨
唱
を
聰
＜
如
く
、
低
音
部
は
恰
も
是
に
附
さ
れ
た
る
伴
奏
の
如

く
に
聘
ゆ
る
、
一
々
明
か
に
、
し
か
も
感
に
充
ち
た
る
音
、
到
底
わ
れ
は
ピ
ア
ノ
よ
り

出
る
音
で
は
無
い
と
思

っ
た
、
低
音
の
よ
く
高
音
に
階
和
す
る
如
き
は
何
等
の
妙
手
ぞ

（
わ
れ
は
此
の
音
を
形
容
し
出
し
能
は
ざ
る
を
悲
し
む
）
。
曲
調
全
く
の
ア
ン
ダ
ン
テ
と

な
り
て
、
伴
奏
此
虞
に
絶
え
、
此
の
歌
終
局
に
近
か
ん
と
し
て
、
今
現
は
る
A

ト
レ
ル

の
音
を
聰
か
ず
や
、
始
は
遅
く
漸
次
速
さ
を
ま
し
て
、
嗚
呼
清
麗
銀
鈴
を
振
る
如
き
其

音
！
此
の
時
獣
せ
し
管
絃
伴
奏
再
び
静
に
起
り
洋
々
と
し
て
響
く
、
ト
レ
ル
の
余
韻
は

遠
く
此
の
伴
奏
に
和
し
て
消
え
去
る
の
で
あ
る
。
懇
の
大
波
胸
に
あ
ふ
れ
て
、
や
ら
ん

に
虞
な
く
終
に
少
女
の
槃
に
表
は
れ
し
想
の
至
情
に
是
や
比
す
べ
き
。
わ
れ
は
我
身
の

溶
け
も
は
て
A

ト
レ
ル
の
余
韻
の
其
と
共
に
海
原
深
く
も
沈
み
ゆ
き
度
き
心
地
せ
り
。

斯
く
し
て
ピ
ア
ノ
も
伴
奏
も
漸
次
静
平
に
鱚
し
第
一
の
ア
ン
ダ
ン
テ
を
終
る
の
で
あ

る
。
（
わ
れ
は
愁
然
た
る
少
女
の
稽
々
の
曙
光
の
色
を
帯
び
来
り
し
海
上
を
眺
め
情
然

と
し
て
岩
に
座
せ
る
を
思
ふ
）
。

夜
は
明
け
た
り
、
深
き
恐
れ
よ
り
夜
は
明
け
た
り
。
罷
け
額
暁
と
響
く
嘲
夙
の
音
、

恰
も
東
天
一
抹
の
雲
を
排
し
て
、
旭
光
の
第
一
線
の
現
は
れ
し
に
も
似
て
亮
々

と
響
き

渡
る
劇
夙
の
審
。
少
女
は
岸
に
下
り
ぬ
、
夜
来
の
雲
は
残
り
な
く
彿
は
れ
て
、
漂
々
と

し
て
堪
え
た
る
浪
は
、
旭
光
を
受
け
て
キ
ラ
／
＼
と
光
る
、
海
鳥
は
遠
く
近
く
飛
び

て
、
霞
う
す
く
閉
ぢ
睾
め
た
り
。
夜
来
の
嵐
は
何
地
ぞ
、
今
は
あ
と
だ
に
無
し
、
天
も

地
も
歓
喜
の
槃
に
満
ち
て
、
岸
う
つ
波
も
青
海
波
、
賓
に
自
然
は
偉
大
な
る
哉
。
少
女

も
今
は
稽
々
安
か
り
、
憂
は
し
の
胸
に
も
有
繋
嬉
し
さ
の
情
あ
ふ
れ
て
。
そ
ゞ
ろ
に
も

岸
を
さ
ま
よ
ひ
ぬ
。
此
の
時
い
づ
こ
と
は
無
く
漁
師
の
謡
の
耳
に
入
り
来
ぬ
。
乞
ふ
此

の
時
の
ピ
ア
／
を
聰
け
。
メ
ロ
デ
イ
は
軽
＜
／
＼
楽
し
さ
充
ち
た
る
音
し
て
素
朴
簡

古
な
る
調
を
成
す
に
非
ず
や
、

(
5
1
3

2
 
・9-lw
ltv
l

1

5

1

-

)

。
是
れ
抑

も
漁
師
の
口
よ
り
出
る
謡
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ
。
少
女
は
い
そ
／
＼
と
し
て
墜
す
る
方

に
行
き
ぬ
。
見
れ
ば
十
人
ば
か
り
の
漁
師
、
美
く
し
き
小
舟
に
鑢
を
押
し
て
、
静
に
朝

の
漁
に
と
漕
い
で
あ
り
、
少
女
は
恐
る
A

色
も
な
く
人
な
っ
か
し
さ
に
近
よ
り
見
れ
ば

…
…
驚
ろ
け
り
、
後
へ
の
方
に
乗
れ
る
氣
高
き
一
人
は
そ
も
、
尋
ぬ
る
人
の
其
れ
な
り

け
り
、
少
女
は
わ
れ
に
も
非
ず
槃
高
く
『
舵
と
る
君
、
し
ば
し
其
舟
と
A

め
て
』
と
、

乗
り
し
人
は
一
整
に
驚
ろ
き
て
こ
ち
ら
見
ぬ
11
懇
し
き
人
も
お
な
し
く
11
乗
り
け
る
人

も
な
ど
て
か
わ
す
れ
ん
、
始
は
怪
し
み
次
に
疑
ひ
、
終
に
か
れ
は
舟
よ
り
飛
び
下
り
て

岸
を
目
掛
け
て
泳
き
出
し
ぬ
。
少
女
の
目
は
燃
ゆ
る
如
く
、
近
づ
く
人
の
顔
を
揆
め

つ
、
此
の
間
敷
秒
！
見
ず
や
神
の
み
情
に
、
今
獨
る
A

接
吻
！
雨
人
は
手
に
手
を
と
り

て
漁
師
の
近
づ
く
を
待
て
り
、
純
て
漁
師
は
短
き
話
に
雨
人
の
間
を
諒
し
ぬ
。
見
よ
東

に
今
煽
々
と
輝
き
渡
れ
る
旭
日
の
光
、
海
は
朗
か
に
な
ぎ
て
、
深
紫
に
染
め
た
る
水
は

限
り
な
く
湛
え
た
り
、
懇
の
女
紳
は
今
徹
笑
し
て
雨
人
の
間
に
立
て
り
、
純
て
此
の
群

よ
り
起
る
讃
美
の
歌
を
罷
け
、
永
遠
に
二
人
は
恵
み
深
き
懇
の
御
園
に
長
ら
ふ
べ
く
、

ぁ
A

此
の
時
よ
！
ピ
ア
ノ
の
音
は
嬉
し
さ
の
情
に
満
ち
満
ち
、
伴
奏
は
猶
も
逮
し
く
是
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を
助
け
、
讃
美
、
歓
喜
の
磐
は
堂
を
ゆ
す
り
て
響
け
り
。
是
に
て
全
く
。
フ
レ
ス
ト
の
部

分
を
了
り
全
曲
を
終
え
た
の
で
あ
る
。
此
の
曲

□唯
一
の
コ
ン
セ
ル
ト
で
は
あ
る
が
、

予
は
賓
に
完
全
し
た
一
の
オ
ペ
ラ
を
見
る
の
感
が
あ
る
。
一
々
の
曲
律
の
間
に
は
瞭
然

と
其
等
の
劇
的
所
作
が
伴
ふ
て
る
様
で
、
予
に
は
舞
憂
の
配
景
ま
で
が
歴
然
と
し
て
眼

睫
に
迫
る
の
感
が
す
る
の
で
あ
る
。
予
は
賓
に
今
回
の
ク
エ
ー
ベ
ル
氏
の
ピ
ア
／
は
感

服
し
て
聘
た
、
其
ア
ン
ダ
ン
テ
の
所
に
於
て
、
。
フ
レ
ス
ト
の
黙
に
於
て
、
特
に
ト
レ
ル

の
如
き
は
何
た
る
美
く
し
さ
ぞ
、
フ
ル
ー
ト
で
さ
へ
あ
ん
な
奇
麗
な
音
は
到
底
出
で
ま

い
と
思
た
、
予
は
今
回
の
博
士
の
音
架
を
聴
て
、
其
大
な
る
藝
術
に
向
て
、
尊
敬
—
否

や
寧
ろ
多
大
の
畏
崇
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
又
今
回
の
曲
の
如
き
は
最
も
能
く
博
士
に

適
し
て
居
る
と
思
ふ
。
管
絃
の
伴
奏
も
大
に
よ
し
、
掌
日
を
通
じ
て
第
一
の
出
来
で
あ

る
。
此
の
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
は
賓
に
営
日
の
白
眉
で
あ
る
。
否
な
近
頃
の
音
楽
會
に
於
て

は
、
是
に
越
え
た
演
奏
は
無
か
っ
た
。

因
、
合
唱
及
管
絃
合
奏
。
作
曲
は
ケ
ル
ビ
ニ
イ
氏
、

C
モ
オ
ル
の
レ
ク
エ
ム
(
-
八

1

0
作
曲
）
で
あ
る
。
此
の
曲
は
屡
々
「
橘
の
薫
」
と
云
ふ
題
目
の
も
と
に
同
校
に
於

て
奏
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
今
回
も
同
前
、
「
橘
の
薫
」
の
歌
詞
に
て
歌
は
れ
た
様

で
あ
る
。
元
来
レ
ク
エ
ム
の
形
式
は
九
或
は
十
の
部
分
よ
り
な
れ
る
が
多
く
、
然
れ
ど

も
是
は
僅
に
七
つ
の
部
分
よ
り
成
立
し
て
居
る
、
今
回
の
演
奏
は
其
の
一
と
三
と
で
あ

る
ケ
ル
ビ
ニ
イ
氏
の
レ
ク
エ
ム
は
是
の
外
今
―
つ
有
名
の
も
の
が
あ
る
（
一
、
八
―
―
―
五

出
版
。
男
槃
の
み
に
て
歌
ふ
も
の
）
此
の
外
尚
ほ
レ
ク
エ
ム
と
し
て
有
名
な
も
の
は
モ

ツ
ア
ル
ト
の
晩
年
（
公
園
の
ベ
ン
チ
に
記
譜
せ
り
と
博
へ
ら
る
A

も
の
）
の
作
、
又
近

代
の
も
の
で
は
ブ
ラ
ハ
ム
〔
ブ
ラ
ー
ム
ス
〕
氏
の
も
の
等
で
あ
る
。
演
奏
は
無
難
の
出
来
、

土
曜
よ
り
日
曜
の
方
よ
か
り
き
。
歌
詞
も
比
較
的
明
瞭
で
在
た
。

出
、
管
絃
合
奏
及
合
唱
、
曲
は
ワ
グ
ネ
ル
氏
の
ア
レ
グ
ロ
・
マ
イ
ス
ト
ス
ソ
、

B
ド

ウ
ア
の
カ
イ
ゼ
ル
・
マ
ア
チ
で
あ
る
。
此
の
マ
ア
チ
は
其
大
な
る
こ
と
に
於
て
世
界
一

だ
と
云
は
れ
て
居
る
。
曾
て
伯
林
の
楽
堂
で
奏
せ
ら
れ
た
時
は
四
百
人
の
管
絃
楽
人
と

六
百
人
の
合
唱
隊
と
よ
り
組
織
せ
ら
れ
た
相
で
あ
る
、
即
ち
合
計
し
て
一
千
人
の
人
員

を
要
し
た
わ
け
で
あ
る
。
若
し
完
全
に
演
奏
す
る
と
す
れ
ば
此
の
位
の
人
員
は
是
非
共

要
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
演
奏
人
員
は
綿
計
彼
れ
こ
れ
百
四
五
十
人
も
あ
っ

た
で
あ
ら
ふ
か
、
其
れ
に
し
て
も
規
定
の
人
員
に
比
し
て
は
十
分
の
一
ほ
ど
し
か
居
ら

ぬ
、
そ
れ
で
も
あ
の
奏
楽
堂
で
は
チ
ト
躁
し
過
る
様
で
在
た
、
あ
の
様
な
大
曲
は
ど
う

し
て
も
モ
ッ
ト
大
き
な
楽
堂
で
聴
か
な
け
れ
ば
面
白
く
無
い
、
東
洋
無
双
と
か
と
云
て

る
榮
堂
が
こ
う
云
ふ
わ
け
だ
か
ら
情
無
い
で
は
な
い
か
、
あ
の
楽
堂
に
千
人
も
榮
人
を

入
れ
た
ら
、
其
れ
こ
そ
大
愛
、
お
客
さ
ん
は
天
井
へ
で
も
上
っ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
ん

だ
ら
ふ
。
ど
う
か
一
日
も
早
く
改
築
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
露
西
亜
な
ど
は
戦
で
は
ま

け
る
が
、
流
石
は
大
國
去
年
も
一
っ
大
き
な
楽
堂
を
露
京
に
造
た
相
だ
。
我
國
で
も
早

速
其
様
な
運
に
し
度
き
も
の
で
あ
る
。

、
、
、
、

作
歌
は
鳥
居
枕
氏
「
我
武
惟
揚
」
例
に
依
り
て
キ
ワ
モ
ノ
、
嗚
呼
万
歳
て
な
口
調
で

あ
る
、
歌
は
札
張
り
聰
え
な
か
っ
た
。
演
奏
は
余
り
上
出
来
と
は
云
は
れ
ぬ
が
、
土
曜

の
方
は
日
曜
に
比
し
て
よ
し
。
曲
趣
も
大
き
い
と
云
ふ
の
み
で
、
内
容
等
は
同
氏
の
タ

ン
ホ
イ
ゼ
ル
・
マ
ア
チ
な
ど
よ
り
は
敷
等
趣
味
に
乏
し
い
。
然
し
な
が
ら
即
興
的
國
民

の
音
楽
は
ど
こ
か
別
で
あ
る
。
賓
に
威
力
に
富
だ
、
宏
大
な
も
の
で
は
無
い
か
、
其
音

域
の
廣
い
こ
と
楽
器
の
多
様
な
る
、
有
繋
は
大
家
の
作
曲
に
背
か
無
い
、
今
一
層
の
熟

練
を
経
て
予
は
再
び
此
の
宏
大
な
る
音
楽
に
接
し
度
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
（
完
）

（
『
＿
音
架
新
報
』
第
二
巻
第
二
号
、
明
治
三
十
八
年
四
月
、
―
―
1
0
~
三
三
頁
）

④
音
楽
學
校
春
季
演
奏
會

三
月
十
八
日
十
九
日
は
音
楽
學
校
本
年
の
春
季
演
奏
會
の
賞
日
な
り
。
共
に
睛
天
に

し
て
温
氣
身
に
適
し
暑
か
ら
ず
寒
か
ら
ず
、
一
音
楽
會
と
し
て
は
理
想
の
日
な
り
き
。

會
場
は
例
に
依
て
奏
楽
堂
、
狭
し
と
は
云
へ
千
人
を
容
れ
得
べ
く
、
完
全
と
は
云
ふ

能
は
ざ
れ
ど
、
是
に
近
し
と
は
云
ひ
得
べ
し
。
曲
目
の
敷
少
な
け
れ
ど
、
各
有
名
な
る

大
作
な
り
し
は
、
さ
す
が
に
本
校
の
技
藝
猿
表
に
債
す
る
も
の
と
思
は
れ
ぬ
。
い
で
き

き
し
儘
を
か
A

な
む

．．．． 

最
初
の
合
唱
は
フ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
宗
赦
歌
に
し
て
か
ち
ど
き
て
ふ
歌
詞
を
配
せ
ら
れ

た
り
。
其
配
詞
の
適
否
は
と
も
か
く
、
最
も
巧
妙
に
謡
は
れ
し
が
、
惜
む
べ
し
女
槃
に

曖
昧
な
る
竪
の
聞
え
て
多
少
感
興
を
殺
ぎ
ぬ
却
て
「
燕
」
は
誠
に
よ
く
聴
え
ぬ
。
原
曲

は
シ
ュ
ウ
マ
ン
の
O
P
3
3

に
し
て
「
我
若
し
鳥
な
ら
ん
に
は
」
と
の
題
に
よ
り
作
曲
せ

し
も
の
な
る
が
直
繹
な
ら
で
曲
詞
相
適
へ
り
し
は
愛
で
た
き
こ
と
な
り
。
次
は
管
絃
合

奏
の
ラ
ル
レ
ジ
ェ
ン
ヌ
と
て
佛
國
近
代
の
名
家
ビ
ゼ
エ
の
作
な
り
此
ラ
ル
レ
ジ
ェ
ン
ヌ
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ア
ル
ホ
ン
ス
ダ
ウ
デ
と
い
ふ
人
の
三
幕
の
戯
曲
ラ
ル
レ
ジ
ェ
ン
ヌ
に
附
せ
し
曲
に

し
て
、
曲
の
形
式
よ
り
い
へ
ば
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
向
つ
て
の
シ
ュ
イ
ト
な
り
シ
ュ
イ

ト
と
は
十
六
世
紀
の
末
よ
り
十
八
世
紀
の
始
め
の
間
に
於
て
欧
洲
各
國
に
舞
踏
の
流
行

せ
し
折
に
根
原
せ
し
も
の
に
し
て
、
そ
の
楽
の
特
色
は
各
園
民
の
種
々
な
る
ダ
ン
ス
、

ミ
ュ
ジ
ッ
ク
を
含
む
事
及
び
種
々
の
拍
子
の
錯
雑
し
て
奏
せ
ら
る
A

事
な
り
し
が
漸

次
進
ん
で
輩
に
舞
踏
に
あ
は
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
藝
術
的
の
配
合
等
を
加
味
し

来
り
て
以
て
今
日
に
な
れ
る
も
の
な
り
殊
に
プ
レ
リ
エ
フ
ド
の
添
加
せ
ら
れ
た
る
如
き

は
そ
の
疲
達
を
促
し
た
る
も
の
な
り
と
す
、
故
に
常
に
此
シ
ュ
イ
ト
は
敷
部
分
に
分
れ

た
る
も
の
に
て
多
く
は
四
部
に
分
れ
た
る
も
の
な
り
、
即
ち
今
日
に
於
け
る
シ
ュ
イ
ト

の
形
式
と
し
て
は
四
部
を
普
通
と
せ
る
も
の
な
り
、
同
校
得
意
の
合
奏
カ

ル
メ
ン
（
オ

ペ
ラ
）
の
如
き
も
此
シ
ュ
イ
ト
に
し
て
矢
張
り
四
部
分
よ
り
成
立
せ
る
も
の
な
り
と

す。0
前
奏
は
三
昔
部
の
絃
楽
及
び
オ
ボ
ー
と
ホ
ル
ン
を
以
て
始
ま
り
、
婉
麗
流
暢
な
る
旋

律
を
繰
返
し
、
佛
蘭
酉
音
楽
の
特
徴
と
も
云
ふ
べ
き
婉
美
の
感
興
を
残
し
て
、
ミ
ニ
ュ

ッ
ト
に
う
つ
る
。
軽
快
麗
美
な
る
舞
踏
調
の
中
劇
か
に
強
墜
の
和
絃
に
よ
り
て
驚
か
さ

れ
し
が
、
再
び
元
に
饉
り
て
、
軽
快
な
る
コ
ダ
に
終
り
し
さ
ま
、
例
え
ば
雨
後
の
明

オ
ク
ル
テ
ッ
ト

月
。
次
に
は
弦
楽
四
部
を
以
て
成
る
、
ア
ダ
ジ
ェ
ッ
ト
を
経
て
、
カ
リ
ロ
ン
に
入
る
。

パ
イ
オ
リ
ン

銅
器
及
第
二
提
琴
以
下
の
絃
楽
器
の
伴
奏
よ
り
起
り
て
第
一
提
琴
の
旋
律
を
引
き
出

す
が
如
き
組
織
な
り
き
出
来
榮
え
は
殆
ん
ど
間
然
す
る
虜
な
か
り
き
強
て
云
へ
ば
銅
榮

器
の
音
の
出
で
が
た
き
位
の
も
の
な
る
べ
し
。

次
は
管
絃
楽
の
伴
奏
を
持
て
る
幸
田
幸
嬢
の
バ
イ
オ
リ
ン
ソ
ロ
也
曲
は
ロ
オ
マ
ン

ス
、
紀
元
節
の
義
捐
―
音
楽
會
に
ユ
ン
ケ
ル
氏
の
獨
奏
せ
し
も
の
と
全
く
同
じ
、
作
曲
者

は
グ
ス
タ
ヴ
・
ヱ
ン
セ
ン
に
し
て
イ
短
調
の
も
の
な
り
と
す
、
ロ
オ
マ
ン
ス
は
定
ま
れ

る
形
式
な
し
。
詩
に
於
け
る
ロ
ー
マ
ン
ス
に
連
れ
て
勃
興
せ
し
も
の
な
り
。
蕩
漂
た
る

管
絃
の
口
口
を
超
え
て
高
く
瀧
然
と
し
て
響
く
妙
音
は
、
愈
＼
濃
か
に
し
て
罷
衆

□口

フ
ォ
ル
テ
イ

艦
は
全
身
耳
と
な
り
て
傾
聰
し
ぬ
。
但
今
少
し
強
槃
な
り
せ
ば
と
口

□し
は
吾
等
の
増

長
慢
な
ら
む
か
。

次
は
柴
田
譲
の
獨
唱
に
し
て
モ
ザ
ア
ト
の
傑
作
カ
ン
ツ
オ
ネ
と

□オ
ペ
ラ
「
フ
イ
ガ

ロ
」
ス
・
ホ
オ
ヘ
ツ
ァ
イ
ト
の
第
一
幕
第
十
一
齢
に
ロ
ロ
ロ
人
の
窓
下
に
立
ち
て
ギ
タ

は

を
奏
で
A

唱
ふ
懇
歌
な
り
。
嬢
の
演
奏

□口
も
婉
麗
美
妙
な
り
し
が
、
＿
音
董
は
尚
ほ
不

及
の
感
あ
り
。
さ
て
口

□口
疑
は
し
き
は
、
懇
歌
に
封
す
る
一
音
楽
學
校
の
解
繹
に
し

て
、
國
語

□口
ざ
ら
ば
、

竜
も
妨
げ
な
し
と
せ
る
に
か
。
次
は
ケ
エ
ベ
ル
博
士
の
ピ
ア

ノ
獨
奏
に
し
て
、
メ
ン
デ
ル
ソ
ン
の
コ
ン
セ
ル
ト
也
。
凡
そ
コ
ン
セ
ル
ト
は
管
絃
伴
奏

を
有
す
る
を
以
つ
て
通
例
と
す
る
も
の
な
る
も
今
日
ま
で
末
だ
曾
て
管
絃
榮
を
以
て
伴

奏
せ
し
も
の
な
く
始
め
て
耳
に
せ
し
も
の
な
る
が
過
不
及
の
感
あ
り
し
は
吾
耳
の
幼
稚

な
る
為
め
な
ら
む
。

次
は
橘
の
薫
の
歌
詞
を
有
て
る
合
唱
、
ケ
ル
ビ
ニ
イ
の
レ
ク
イ
エ
ム
也
。
幾
度
と
な

く
聴
き
た
る
曲
な
が
ら
。
一
向
進
歩
を
認
め
得
ず
。
不
釣
合
の
管
絃
伴
奏
を
附
す
る
よ

り
、
渡
邊
校
長
時
代
の
如
く
、
風
琴
洋
琴
の
伴
奏
に
て
聴
か
さ
れ
し
方
、
却
て
感
興
あ

り
し
と
追
想
し
ぬ
、
い
か
に
。
最
後
は
墜
器
合
奏
の
カ
イ
ゼ
ル
マ
ル
シ
ュ
な
り
。
ワ
グ

ネ
ル
の
大
作
に
し
て
、
批
大
無
比
の
曲
な
り
。
嘗
日
は
次
の
如
き
、
楽
器
を
以
て
編
制

せ
ら
れ
た
り
。

絃
楽
器
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
六
。
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
六
。
ヴ
ォ
ラ
、
三
、
セ

ロ
、
三
。
バ
ス
、
二
。

管
楽
器
フ
ル
ー
ト
、
三
。
オ
ー
ボ
ー
、
二
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
二
。
ト
ロ
ン
ペ
ッ

ト
、
三
。
ホ
ル
ン
、
二
。
ボ
ザ
ウ
ネ
、
三
。
バ
ス
テ
ュ
バ
、
一
。

鼓
器
其
他
ベ
ッ
ケ
ン
、
一
。
ミ
リ
タ
イ
ル
・
ト
ロ
ン
メ
ル
、
一
。
グ
ロ
ッ
ス
・
ト
ロ

ン
メ
ル
、
一
。
パ
ウ
ケ
ン
、
三
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、
一
。

而
し
て
、
ホ
ル
ン
の
代
り
に
他
の
ブ
ラ
ッ
ス
を
以
て
奏
し
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
を
省
き
て

そ
の
＿
音
部
を
オ
ル
ガ
ン
を
以
て
奏
す
と
云
ふ
嘗
日
の
出
来
榮
え
は
、
管
絃
の
比
較
的
完

全
な
り
し
に
拘
は
ら
ず
、

槃
＿
音
楽
の

一
向
無
意
味
に
終
り
し
は
遺
憾
の
こ
と
な
り
。

我
武
惟
揚
の
歌
詞
は
、
言
葉
に
於
て
は
至
極
適
切
な
ら
む
も
、
如
何
に
も
歌
謡
困
難

の
虞
あ
る
が
如
し
。
又
如
斯
大
＿
音
楽
に
は
強
て
歌
詞
を
要
せ
ず
。

到
底
聰
取
り
得
ざ
れ
ば
、

寧
ろ
無
言
歌
と
し
て
、
階
名
を
以
て
謡
ひ
た
ら
む
方
、
一

層
の
成
功
な
り
し
な
ら
む
と
信
ず
。

さ
て
今
回
の
演
奏
會
は
、
空
前
の
大
＿
音
楽
會
に
し
て
、
恐
ら
く
先
進
の
大
都
會
に
出

す
と
も
、
少
し
も
恥
か
し
か
ら
ざ
る
も
の
と
信
ず
。

時
は
軍
國
多
事
に
際
し
百
般
の
文
藝
其
門
を
鎖
す
と
き
特
に
此
慶
事
あ
り
。
國
民
意
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を
強
ふ
し
て
可
也
。
外
に
は
吾
師
の
速
捷
あ
り
、
内
に
は
藝
術
の
進
運
に
向
ふ
あ
り、

誇
ら
ざ
ら
む
と
欲
す
る
も
、
能
は
ず
吾
は
熱
誠
を
以
て
鴬
局
者
の
多
功
を
稲
す
。

R
賞
日
演
奏
者
の
役
割
及
び
氏
名
は

△
第
一
バ
イ
オ
リ
ン
。
幸
田
延
子
、
幸
田
幸
子
、
天
野
は
つ
子
、
中
村
こ
う
子
、
鈴
木

保
羅
、
前
田
襄
子
。

△
第
ニ
バ
イ
オ
リ
ン
。
多
久
寅
、
山
井
基
清
、
吉
澤
重
夫
、
西
村
甫
也
、
鎗
田
倉
之
助
、

鳥
居
つ
な
子
。

△
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
。
多
忠
龍
、
高
津
環
。

△
フ
リ
ュ
ウ
ト
。
大
村
恕
三
郎
、
多
、
鈴
木
毅
一
。

△
オ
ボ
オ
。
芝
、
島
田
英
雄
。

△
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
。
東
儀
俊
龍
、
渡
部
康
三
、
外
山
國
彦
。

．

△
ビ
オ
ラ
。
頼
母
木
こ
ま
子
、
東
儀
哲
三
郎
、
永
井
漸
゜

△
セ
ロ
。
岡
野
貞
一
、
三
宅
延
齢
、
幸
田
修
三
。

△
バ
ス
。
菌
廣
虎
、
石
野
魏
゜

△
ト
ロ
ン
ボ
ロ
ン
。
多
忠
基
、
多
忠
行
、
多
久
毎
。

△
ホ
ル
ン
。
菌
十
一
郎
、
岡
彦
六
郎
。

△
テ
イ
ン
パ
ニ
イ
。
東
儀
民
四
郎
。

△
（
未
詳
）
。
多
忠
保
、
原
田
潤
゜

△
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
。
久
保
哲
。

△
シ
ン
バ
ル
。
成
田
蔵
巳
゜

△
ピ
ア
ノ
。
ケ
エ
ベ
ル
。

△
ォ
ル
ガ
ン
。
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
゜

△
テ
ユ
ウ
バ
。
嬰
時
義
。

（後）

部

(『
一
音
架
』
架
友
社
、
第
七
巻
第
六
号
、
明
治
三
十
八
年
四
月
、
三
七
i
三
九
頁
）

明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
七
日
甲
種
師
範
科
卒
業
式

明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
七
日
（
月
曜
日
）
午
後
三
時

卒

業

證

書

授

呉

式

順

序

第

一

報

告

一

卒

業

證

書

授

呉

一

校

長

告

僻

一

文

部

大

臣

訳

僻

一

卒

業

生

穂

代

謝

僻

べ
圧
4
ギ

〉

s
4
亡ム―

べ
4

*
4
芽
ギ

4
安
ギ

寸

ご

。
寸
a

J

ベ
ロ
守
マ
ロ
寸

寸
4

)

。
寸
口
J

口~ z:1 

東

京

一

音

楽

學

校

回 回国国

嶺

平

x x マ
丘

;/ y’d 

a 

R
渠
器
の
配
列
を
掲
ぐ
れ
ば
左
の
如
し

乙
ー
ギ
只

L
―
ギ
只

乙
ァ
ざ
t

ペ
6
ギ
y
三
一
単
沼

ベ
6
ギ
y
)
`
―
―
飯

ベ
6
ギ
k
ど
一
鏃

ベ
6
ギ
y
〉̀
l

-

鏃

ベ
6
ギ
k
〉

4

一
祟

ペ
6
ギ
y
〉
4

一
蝠

ベ
6
ギ
y
)
』
鏃

T
ム`
亡

6
乙

寸

4
*
`
6
L
-

、

$
2
^
`
 

／
ム
コ
。

a a 

a 

者揮指

“
¢
ベ
ム
K
乙
I'̀

y
-
―
〉
。
べ
y
ム
―

国回但

（前）
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一
合

一
合

一
箪

愉

唱

ハ

イ

ド

ン

作

曲

匠

野

十

一

郎

作

歌

卒

業

生

及

生

徒

升

a
......................................... .
 

ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

一
ピ

ア

ノ

獨

奏

一
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

甲
種
師
範
科
卒
業
生

甲
種
師
範
科
卒
業
生

…
…
…
ウ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
作
曲

甲
種
師
範
科
卒
業
生

甲
種
師
範
科
卒
業
生

…
…
…
…
フ

i
 .......................................
..
... .
 

j
 

●
東
京
―
音
楽
學
校
卒
業
式
（
町
＋
）
▲
定
刻
よ
り
十
五
分
前
案
内
に
つ
れ
ら
れ
て
式

場
に
這
入
る
と
、
さ
す
が
に
第
二
部
の
演
奏
を
嘗
込
み
に
、
ピ
シ
ノ
＼
積
め
か
け
て

餘
り
廣
く
も
な
い
一
音
楽
堂
の

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
殆
ど
一
脚
の
椅
子
も
明
い
て
居
る
の

は
な
い
程
で
あ
っ
た
▲
や
が
て
高
嶺
校
長
は
久
保
田
文
相
を
導
き
て
式
場
に
入
り
、
先

づ

一
般
の
報
告
を
し
た
そ
の
報
告
に
よ
る
と
今
回
の
が
現
行
の
新
規
則
で
養
成
し
た
初

回
の
甲
種
師
範
科
卒
業
生
だ
そ
う
で
、
そ
れ
が
二
十
人
と
外
に
茜
甲
種
師
範
科
が
三
人

選
科
四
人
の
卒
業
生
が
出
る
わ
け
で
あ
っ
て
▲
特
に
新
甲
種
師
範
科
に
於
て
は
、
三
年

の
課
程
で
一
般
―
音
楽
の
外
國
語
漢
文
を
も
ー
ー
ー
或
者
は
英
語
を
も
、
師
範
學
校
高
等
女

ラ

ン

ク
作
曲

吉

村

リ

ウ

ソ

ナ

タ

,1ヽ

イ

ド

ン
作
曲

犬

童

信

蔵

ソ

ナ

タ

西

村

甫

也

ワ

グ

ネ

ル
作
曲

一
ハ
ー
モ
ニ
ュ
ー
ム
獨
奏

青

木

シ

ノ

梵

ハ
ウ
。
フ
ト
マ
ン
作
曲

ご
鳥

居

枕

作

歌

日
日n
 

四

季

の

眺 第

部

卒

業

生

及

生

徒

選

科

卒

業

生

山

本

数

授

今

井

新富

太三

郎郎

學
校
に
於
て
敦
授
し
得
る
だ
け
の
學
力
が
輿
へ
て
あ
る
そ
う
だ
▲
僅
か
三
ケ
年
の
間
に

一
と
通
り
の
外
國
―
音
楽
を
修
業
す
る
さ
へ
あ
る
に
、
國
語
漢
文
の
教
師
ま
で
出
来
る
と

は
所
詮
人
間
業
と
は
思
へ
な
い
、
こ
ん
な
重
賓
な
数
師
は
雇
う
方
で
は
便
利
で
結
構

△

△

△

△

△

△

△

 

だ
と
見
え
て
、
「
時
局
に
も
拘
ら
ず
卒
業
生
は
各
府
縣
よ
り
の
需
要
に
應
じ
き
れ
な
い

△

△

△

 

程
だ
」
と
校
長
は
披
露
し
て
居
た
が
、

賞
は
こ
ん
な
萬
屋
流
の
教
師
こ
そ
所
謂
時
局
向

き
な
の
か
も
知
れ
な
い
▲
さ
て
校
長
の
報
告
が
清
む
と
、
卒
業
生
一
同
は
校
長
に
面
し

て
演
奏
豪
の
下
に
整
列
し
、
證
書
は
一
括
し
て
そ
れ
／
＼
の
代
表
者
に
授
典
さ
れ
た
▲

此
時
つ
く
人
＼
僕
は
今
の
學
校
に
卒
業
證
書
授
典
の
方
法
が
餘
り
に
冷
か
に
餘
り
に
無

趣
味
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
の
で
あ
る
、
是
れ
は
一
般
の
學
校
に
於
て
も
矢
張
り
一
人

一
人
に
典
ふ
る
こ
と
に
し
て
、
其
際
に
は
校
長
は

一
々
握
手
し
、
其
知
己
友
人
に
し
て

式
に
列
し
て
居
る
者
は
、
式
場
の
神
聖
を
害
せ
ざ
る
範
園
内
に
於
て
、
大
に
拍
手
し
盛

に
花
で
も
な
げ
る
様
な
活
々
し
た
こ
と
に
し
た
い
、
今
の
や
り
方
は
餘
り
厳
鼎
に
過
ぎ

て
、
ま
る
で
法
廷
の
宣
告
見
た
様
な
心
持
が
す
る
の
で
あ
る
▲
か
く
て
平
和
な
る
こ
A

△

△

△

△

△

△

△

△

△

 

上
野
の
森
の
一
音
楽
堂
に
も
、
あ
は
れ
戦
争
風
は
吹
き
来
り
、
時
局
千
載
一
遇
で
持
切
っ

△

△

△

△

み

く

だ

り

は

ん

た
校
長
の
告
僻
が
清
と
、
久
保
田
文
相
は
最
も
冷
静
に
一

1
一
行
半
の
祝
僻
—
—
ま
さ
か
學

校
を
離
縁
す
る
と
の
悪
洒
落
で
も
あ
る
ま
い
ー
を
讀
上
げ
、
績
て
卒
業
生
紐
代
謝
僻

を
朗
讀
し
そ
れ
で
式
は
清
ん
だ
▲
直
に
そ
れ
か
ら
演
奏
に
移
っ
た
の
で
あ
る
が
、
何
れ

を
罷
い
て
も
悪
い
心
持
は
し
な
か
っ
た
、
生
兵
法
は
大
疵
の
原
、
先
づ
餘
興
の
方
は
御

免
を
蒙
る
と
し
て
置
か
う
、
終
り
に
臨
み
僕
は
國
家
よ
り
多
大
な
る
任
務
を
期
待
さ
れ

て
居
る
卒
業
生
諸
氏
の
健
康
を
祈
る
の
で
あ
る
（
一
記
者
）

（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
九
日
）

●
卒
業
式
の
一
音
楽
會
東
京
―
音
楽
學
校
に

て
は
一
昨
二
十
七
日
午
後
三
時
甲
種
師

範
科
の
卒
業
式
を
畢
行
し
、
學
年
の
報
告
に
次
で
卒
業
證
書
の
授
典
、
校
長
の
告
僻
、

文
部
大
臣
の
祝
僻
等
の
後
二
部
に
移
り
て
卒
業
生
が
訣
別
の
演
奏
五
六
あ
り
、
元
よ
り

今
回
の
卒
業
式
は
同
校
本
科
生
の
卒
業
に
あ
ら
ず
し
て
同
校
内
に
設
け
ら
れ
あ
る
師
範

科
の
卒
業
式
の
事
と
て
是
を
技
術
の
上
よ
り
品
評
す
る
と
き
は
何
等
秀
で
た
る
債
値
あ

る
に
あ
ら
ざ
る
も
、
＿
音
架
赦
員
と
し
て
は
現
時
の
我
國
に
於
て
優
に
勝
れ
た
る
も
の
な

る
べ
し
▲
一
、
等
、
選
科
卒
業
生
山
本
富
―
―
一
郎
の
演
奏
に
係
る
、
我
図
琴
曲
界
の
雄
と
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し
て
名
あ
る
同
校
教
授
今
井
慶
松
氏
の
指
導
を
受
け
た
る
こ
と
A

て
申
分
な
し
、
曲
は

四
季
の
眺
、
今
井
氏
の
三
絃
と
共
に
誠
に
美
事
な
り
し
も
唯
そ
の
謡
槃
の
美
し
か
ら
ざ

り
し
は
惜
し
む
べ
し
▲
合
唱
、
莉
衣
、
ハ
ウ
。
フ
ト
マ
ン
の
作
曲
に
し
て
、
歌
詞
は
鳥
居

枕
氏
、
演
奏
は
卒
業
生
及
師
範
科
生
徒
一
同
な
り
。
ソ
。
フ
ラ
ノ
ー
及
ア
ル
ト
が
続
々
た

と
う
／
ヽ

る
メ
ロ
ヂ
ー
は
松
風
の
颯
々
た
る
に
も
似
、
バ
ス
及
テ
ナ
ー
が
濤
々
た
る
メ
ロ
ヂ
ー

は
怒
濤
の
狂
湧
す
る
に
も
似
た
り
、
否
賞
に
此
原
曲
は
波
浪
の
淘
々
、
漣
波
の
卿
々
、

松
風
の
颯
々
た
る
を
寓
し
た
る
曲
に
外
な
ら
ざ
る
も
の
な
れ
ば
、
そ
の
趣
あ
る
と
聞
く

は
自
然
の
事
と
い
ふ
べ
し
、
唯
ソ
プ
ラ
ノ
ー
の
音
量
に
申
分
あ
る
と
、
テ
ナ
ー
の
一
音
色

の
汚
濁
な
り
し
と
は
頗
る
美
感
を
損
ひ
た
り
き
、
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
は
卒
業
生
田
口
氏
、

又
た
申
分
な
し
と
云
ふ
べ
き
か
、
▲
青
木
嬢
の
ハ
ー
モ
ニ
ュ
ー
ム
、
西
村
氏
の
ヴ
ァ
イ

、
、
、

オ
リ
ン
、
共
に
相
應
の
出
来
な
り
し
も
ハ
ー
モ
ニ
ュ
ー
ム
の
方
は
場
ウ
ラ
の
為
と
昔
葦

小
さ
か
り
し
為
に
聞
き
劣
り
し
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
方
は
作
曲
の
平
凡
に
し
て
趣
味
の

掬
す
べ
き
も
の
少
な
か
り
し
為
面
白
く
聞
か
れ
ざ
り
き
▲
犬
童
氏
の
ピ
ヤ
ノ
、
ハ
イ
ド

ン
作
曲
の
ソ
ナ
タ
に
し
て
営
日
演
奏
中
次
の
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
を
措
き
て
は
第
一
な
り

き
、
吉
村
嬢
の
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
、
曲
は
フ
ラ
ン
ク
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
し
て
、
先
日
學

友
會
に
松
本
氏
の
ハ
ー
モ
ニ
ュ
ー
ム
に
て
演
奏
せ
し
も
の
と
同
一
な
り
常
日
第
一
等
の

出
来
に
し
て
最
も
感
興
に
債
へ
し
た
り
、
▲
合
唱
、
楡
快
は
ハ
イ
ド
ン
の
大
傑
作
と
し

て
有
名
な
る
オ
ラ
ト
リ
オ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
第
二
部
第
十
四
鮪
の
合
唱
に
し
て
、

ゼ
・
ヘ
ブ
ン
・
ア
ー
ル
・
テ
ル
リ
ン
グ
と
い
ふ
一
節
な
り
、
常
日
の
演
奏
は
之
れ
亦
ソ

い
つ
も

。
フ
ラ
ノ
ー
の
昔
量
の
不
足
な
る
の
恨
み
あ
り
き
、
男
磐
は
例
に
比
し
て
甚
だ
好
く
結
末

び
ん

に
近
き
邊
殊
に
面
白
く
聞
か
れ
た
り
き
、
▲
例
に
よ
っ
て
聰
衆
満
堂
、
雲
の
賢
、
花

の
顔
、
楽
の
音
と
共
に
美
し
。

（
『
日
本
』
明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
九
日
）

●
上

野

の

卒

業

演

奏

會

恨
し
其
演
奏
は
特
有
の
伎
を
猿
揮
し
た
も
の
で
無
く
つ
て
も
、
兎
に
角
日
本
に
唯
一

の
官
立
音
楽
學
校
が
其
卒
業
生
を
社
會
に
紹
介
す
る
為
め
の
演
奏
會
は
好
楽
者
の
聞
逃

す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
、
一
昨
日
午
後
三
時
か
ら
開
か
れ
た
上
野
の
昔
榮
學
校
の
卒
業
式

な
か
／
＼

及
び
式
後
の
演
奏
會
は
、
例
に
捩
て
却
々
の
盛
會
で
あ
っ
た
。

一
、
等
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•

聰
き
も
ら
せ
り
、

二
、
利
衣
（
合
唱
）

は
譴
分
古
く
さ
き
も
の
な
れ
ど
も
、
何
度
聰
い
て
も
、
又
誰
が
聞
い
て
も
厭
氣
を
生

ぜ
ざ
る
は
、
其
曲
の
婉
麗
に
し
て
其
結
構
の
複
雑
な
ら
ざ
る
に
基
因
す
る
と
雖
も
、
一

▲
―
撃
塞
寧
戻
冒
望
覧
翼
婁

む

選
科
卒
業
生

数

授

じ

生

寄

山
本
富
三
郎

今
井
新
太
郎

卒
業
式
は
例
に
猿
て
例
の
通
り
、
久
保
田
文
相
の
祝
僻
は
餘
り
呆
氣
な
さ
過
ぎ
た
、

證
書
授
典
の
純
代
も
、
謝
僻
も
、
優
等
賞
品
の
受
領
も
悉
く
一
人
で
勤
め
た
の
は
感
心

し
な
い
。

演
奏
の
一
番
最
初
は
等
で
あ
っ
た
、
演
者
は
山
本
富
三
郎
の
琴
に
今
井
教
授
の
三
絃

の
伴
奏
、
曲
は
「
四
季
の
眺
」
、
是
は
拍
子
が
頗
る
難
し
く
、
調
子
が
又
十
度
も
愛
は

す
こ
し
あ
や
ま
ち

る
難
曲
中
の
難
曲
で
今
日
餘
り
弾
く
人
が
無
い
、
其
を
些
の
誤
過
な
く
弾
い
た
伎
個
に

抵
て
も
斯
道
に
於
け
る
同
校
の
教
訓
の
頗
る
行
届
け
る
を
知
る
に
足
る
、
由
来
同
校
の

ほ
ん

方
針
は
一
に
も
二
に
も
西
洋
音
楽
で
、
第
曲
の
如
き
は
員
の
景
物
に
過
ぎ
な
い
様
だ

が
、
何
と
云
つ
て
も
多
敷
の
人
に
歓
迎
さ
れ
る
等
曲
の
如
き
は
、
更
に
一
層
の
奨
勘
を

要
す
る
事
と
思
ふ
、
今
井
赦
授
の
三
絃
の
鮮
か
さ
は
今
更
云
ふ
迄
も
無
い
、
次
は
合
唱

「
莉
衣
」
、
指
揮
は
同
校
生
徒
が
勤
め
た
。
青
木
し
の
子
の
ハ
ー
モ
ニ
ュ
ー
ム
獨
奏
は
此

ほ

や

器
の
目
新
し
い
丈
人
の
感
を
牽
い
た
、
西
村
甫
也
氏
の
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン
獨
奏
は
ウ
ォ
ル

フ
ァ
ル
ト
氏
の
ソ
ナ
タ
、
幸
田
教
授
の
伴
奏
ま
で
あ
っ
た
が
、
惜
し
い
か
な
初
め
か
ら

け
ん
ど
う

調
子
が
整
は
な
く
つ
て
聞
苦
し
か
っ
た
〔
ヽ
〕
犬
童
信
蔵
氏
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
ハ
イ
ド
ン

氏
の
ソ
ナ
タ
は
先
づ
無
難
の
出
来
と
云
つ
て
宜
し
い
、
吉
村
り
う
子
の
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

は
フ
ラ
ン
ク
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
あ
っ
た
が
、
エ
キ
ス
。
フ
レ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
り
常
日
中

の
上
出
来
で
あ
っ
た
ら
う
、
最
後
は
ユ
ン
ケ
ル
教
授
指
揮
の
下
に
合
唱
「
楡
快
」
、
楡

快
楡
快
と
面
白
く
唱
は
れ
て
、
何
れ
も
楡
快
に
感
じ
な
が
ら
面
白
く
楽
堂
を
出
た
の

ね
ぐ
ら

は
、
夕
鶉
上
野
の
森
に
瑞
を
求
む
る
頃
で
あ
っ
た
。
（
五
線
子
）

（
『
中
央
新
聞
』
明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
九
日
）
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は
歌
詞
の
よ
く
適
合
し
て
其
意
味
亦
誰
人
に
も
入
り
易
き
が
為
な
り
、
初
め
の
女
槃
二

部
に
次
い
で
男
竪
二
部
ま
で
は
無
難
な
り
し
が
、
四
部
と
な
る
あ
た
り
は
、
ど
う
や
ら

不
安
心
ら
し
く
思
は
れ
た
り
。

三
、
ハ
ー
モ
ニ
ュ
ー
ム
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
卒
業
生
青
木
し
の

ミ

ニ

ュ

エ

ッ

ト

ワ

グ

ネ

ル

作

曲

今
少
し
拍
子
を
速
め
た
か
り
し
、
敢
て
難
曲
と
は
聰
か
れ
ざ
り
し
も
、
奏
者
に
は
荷

が
勝
ち
た
り
、

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
卒
業
生
西
村
甫
也

ソ

ナ

タ

ウ

ォ

ー

ル

フ

ァ

ー

ル

ト

作

曲

師
範
科
卒
業
生
に
し
て
是
丈
け
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
弾
け
る
に
は
、
余
程
の
機
智
と
勉

強
と
に
因
ら
ざ
る
可
ら
ず
、
第
一
の
曲
は
少
し
雖
昔
の
伴
ふ
も
の
あ
り
て
、
末
た
練
習

の
足
ら
ざ
る
に
は
非
ず
や
と
思
は
れ
し
が
、
第
二
の
急
速
な
る
曲
に
至
り
て
は
、
＿
音
色

と
A

の

も
調
ひ
姿
勢
亦
調
ひ
て
、
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
と
旋
律
を
互
に
應
封
す
る
あ
た
り
、
確
か
に

其
腕
前
は
表
は
れ
た
り
、
惟
ふ
に
氏
は
小
心
の
人
に
し
て
、
第
一
曲
の
不
出
来
は
其
臆

病
よ
り
来
り
し
も
の
な
ら
ん

五
、
ピ
ア
ノ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
卒
業
生
犬
童
信
蔵

ソ

ナ

タ

ハ

イ

ド

ン

作

曲

ま

づ

．

っ

｀

4

ペ
ダ
ル
の
使
用
法
の
末
巧
き
を
論
ず
る
は
酷
な
り
と
雖
も
、
拍
子
を
少
し
宛
逐
次
に

速
む
る
傾
き
あ
り
し
は
遺
憾
な
り
、
其
奏
法
は
よ
く
奏
者
を
紹
介
し
て
、
師
範
科
ら
し

き
人
た
る
こ
と
を
現
は
し
ぬ

六
、
オ
ル
ガ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
卒
業
生
吉
村
り
う

フ

ァ

ン

タ

ジ

ー

フ

ラ

ン

ク

作

曲

常
日
第
一
の
聴
き
物
に
し
て
随
分
し
つ
か
り
し
た
奏
き
振
り
純
体
よ
り
い
ふ
時
は
、

先
づ
無
難
な
る
べ
し
と
雖
も
、
此
曲
を
理
解
せ
る
も
の
と
は
如
何
に
し
て
も
見
る
能
は

ざ
り
し
、
前
き
に
祝
捷
＿
音
楽
會
に
於
て
某
氏
、
ハ
ー
モ
ニ
ュ
ー
ム
に
て
同
曲
を
演
奏
せ

り
、
感
服
の
餘
り
其
楽
譜
借
覧
の
便
も
が
な
と
切
望
せ
し
程
な
り
し
が
、
之
を
オ
ル
ガ

ン
に
て
奏
す
る
と
き
は
、
大
に
結
果
の
異
な
る
も
の
あ
り
中
間
（
曲
の
）
に
於
て
嬢
は

無
暗
に
拍
子
を
長
く
し
氣
取
る
所
あ
り
し
が
却
て
重
く
な
り
て
悪
し
、
初
め
の
所
に
て

左
指
の
活
動
す
る
あ
た
り
、
ゴ
マ
カ
シ
を
以
て
瞭
然
た
ら
ざ
ら
し
め
し
は
遺
憾
な
り
昔

色
に
於
て
は
オ
ル
ガ
ン
の
方
人
好
き
す
べ
け
れ
ど
、
曲
の
意
味
を
疲
揚
す
る
は
、
ハ
ー

モ
ニ
ュ
ー
ム
に
あ
り
、
且
つ
ハ
ー
モ
ニ
ュ
ー
ム
の
為
に
成
れ
る
楽
曲
に
し
て
、
前
に
之

を
演
奏
せ
る
も
の
あ
る
に
拘
は
ら
ず
、
更
に
又
之
を
オ
ル
ガ
ン
に
奏
す
べ
く
聴
許
せ
る

技
術
主
任
の
柴
オ
を
疑
ふ

七
、
楡
快
（
合
唱
）

は
有
名
な
る
ハ
イ
ド
ン
の
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
旗
野
氏
の
作
歌
せ
る
も
の
、
如
何
に

も
楡
快
に
拝
聴
せ
り
、
獨
唱
の
部
は
猶
前
年
の
如
く
一
人
／
＼
な
る
を
可
と
す
、
即
ち

ソ

プ

ラ

ノ

ソ

ロ

其
謳
々
に
し
て
一
致
な
き
獨
高
昔
獨
唱
は
大
に
其
題
琥
「
楡
快
」
に
影
響
し
た
れ
ば
な

り

（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
八
年
三
月
三
十
日
）

R
甲
種
師
範
科
卒
業
證
書
授
興
式
昔
柴
演
奏
會

こ
れ
は
卒
業
證
書
の
授
典
を
眼
目
と
し
て
、
＿
音
楽
演
奏
は
其
成
蹟
の
披
露
に
止
ま

り
、
演
奏
者
も
主
と
し
て
、
卒
業
生
中
よ
り
撰
ぶ
も
の
な
れ
ば
こ
れ
を
、
音
楽
演
奏
會

と
し
て
批
評
す
る
が
如
き
は
、
心
な
き
業
な
り
と
信
ず
、
殊
に
今
回
の
如
き
師
範
科
等

に
於
て
は
、
＿
音
楽
者
を
以
て
理
想
と
す
る
に
あ
ら
で
、
寧
ろ
善
良
な
る
教
育
家
を
以
て

目
す
べ
き
な
り
。
評
す
る
人
に
し
て
、
も
し
こ
A

に
思
ひ
至
ら
ば
、
嘗
日
の
成
功
は
賓

に
感
歎
を
過
ぎ
て
、
感
謝
の
償
あ
り
し
と
云
ふ
べ
き
な
り
。

曲
の
第
一
は

R
等
に
始
ま
れ
り
題
目
は
四
季
の
眺
。
弾
き
手
は
山
本
氏
と
て
十
二
三
歳
の
男
の
兒

な
が
ら
、
六
尺
の
男
兒
に
舌
捲
か
し
た
る
腕
前
は
、
流
石
に
今
井
師
の
寵
弟
と
ぞ
思
は

せ
け
る
。
さ
れ
ど
悠
長
、
寧
ろ
呑
氣
な
る
等
歌
と
て
、
と
か
く
終
り
の
待
た
る
A

心
地

の
起
る
と
、
無
理
に
高
調
を
絞
り
て
圃
満
な
ら
ぬ
節
々
き
こ
え
ぬ
。
槃
音
の
美
に
つ
き

て
は
、
更
に
頓
着
な
き
が
如
き
は
、
こ
れ
邦
楽
の
鋏
黙
と
は
云
へ
、
あ
は
れ
こ
れ
な
か

り
せ
ば
と
思
は
せ
た
り
。
代
て
出
で
し
は

R
四
部
合
唱
の
ハ
ウ
。
フ
ト
マ
ン
の
曲
な
り
。
鳥
居
師
の
作
歌
梵
衣
を
配
せ
り
。
師
範

科
卒
業
生
に
は
、
幾
度
と
な
く
聞
き
し
曲
な
り
。
幾
度
き
A

て
も
拍
子
の
映
黙
あ
り

て
、
謡
ひ
出
し
の
ア
ヤ
フ
ヤ
な
る
は
免
か
れ
ぬ
曲
な
り
。
殊
に
次
中
昔
の
イ
ヤ
に
耳
立

ち
し
は
、
何
と
か
良
案
な
き
も
の
に
か
と
思
ひ
ぬ
。
但
田
口
氏
の
指
揮
は
相
嘗
以
上
の
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出
来
な
り
き
。
代
つ
て
出
で
し
は

R
青
木
嬢
の
ハ
ア
モ
ニ
ュ
ウ
ム
獨
奏
な
り
。
ワ
グ
ネ
ル
の
作
程
あ
り
て
、
壮
大
な
る

曲
な
り
し
。
嬢
の
熟
練
な
る
軽
き
手
指
は
、
大
成
の
望
を
見
能
ひ
し
。
ア
ハ
レ
今
一
と

入
の
エ
キ
ス
。
フ
レ
ッ
シ
ョ
ン
も
が
な
と
思
ひ
し
が
如
何
に
？
、
次
に
出
で
た
る
は
、
珍

ら
し
く
も
師
範
科
生
の
、

R
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
に
て
、
ウ
オ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
の
ソ
ナ
ア
タ
と
は
天
睛
れ
の

大
曲
な
ら
ず
や
、
但
特
殊
の
趣
味
を
見
出
し
得
ざ
り
し
は
遺
憾
な
り
し
、
其
の
音
の
劣

り
氣
味
あ
り
し
は
、
楽
器
の
加
減
に
や
、
二
部
と
な
れ
る
所
の
、
如
何
に
も
曖
昧
に
聞

え
し
は
、
吾
が
僻
耳
か
。
何
は
と
も
あ
れ
西
村
氏
は
、
同
科
出
身
空
前
の
ヰ
オ
リ
ニ
ス

ト
な
り
と
の
世
評
に
債
ひ
す
る
は
、
疑
ひ
な
き
事
賓
な
り
。
結
構
々
々
、
代
つ
て
出
で

し
は
、

詩
文
の
趣
味
に
富
め
る
。

R
犬
童
氏
の
ピ
ア
ノ
の
獨
奏
な
り
し
か
ば
、
如
何
に
と
注
意
し
ぬ
。
曲
は
ハ
イ
ド
ン

の
ソ
ナ
ア
タ
に
し
て
、
熟
練
巧
妙
に
弾
き
終
へ
玉
ひ
き
、
員
に
申
分
な
し
、
但
次
に
學

び
玉
ふ
こ
と
は
、
年
日
に
色
艶
を
つ
く
る
エ
風
な
り
。
好
男
兒
そ
れ
勉
め
よ
ー
・
新
内
に
出

で
し
は
。

R
吉
村
嬢
の
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
に
し
て
、
是
ぞ
常
日
の
獨
奏
中
の
聴
き
も
の
、
立
ち
出

で
玉
ふ
有
様
よ
り
、
は
や
人
の
待
受
け
を
強
め
き
。
果
し
て
フ
ラ
ン
ク
の
フ
ァ
ン
タ
ア

ジ
イ
は
、
遺
憾
な
く
形
は
れ
た
り
と
受
取
ら
れ
ぬ
。
恨
令
師
の
君
の
耳
に
、
一
指
の
過

ち
を
見
出
し
玉
ひ
し
と
す
る
も
、
其
巧
み
な
り
し
エ
キ
ス
。
フ
レ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
残
り
な

＜
償
却
し
て
、
尚
ほ
餘
り
あ
り
と
云
ひ
つ
べ
き
な
り
。
終
り
は
有
名
な
る
。

R
ハ
イ
ド
ン
の
創
造
曲
の
合
唱
も
て
結
ば
れ
ぬ
混
沌
な
る
現
世
の
創
じ
め
を
謡
ヘ

る
、
宏
牡
無
比
の
曲
に
て
、
「
楡
快
」
て
ふ
題
目
の
下
に
、
旗
野
師
の
配
句
あ
り
、
無

論
些
の
映
黙
な
く
、
評
せ
ば
賞
賛
の
償
溢
れ
し
な
ら
む
。
さ
れ
ど
忌
憚
な
く
云
へ
ば
、

三
四
年
前
の
管
絃
伴
奏
あ
り
し
其
上
を
追
慕
し
て
禁
じ
が
た
か
り
し
は
贅
澤
か
。
今

一

つ
は
有
名
な
る
ソ
リ
ス
ト
等
の
獨
唱
な
が
ら
、
皆
々
曲
譜
に
嘔
り
つ
き
て
、
後
生
大
事

に
拾
ひ
讀
み
し
て
、
ユ
ン
ケ
ル
師
の
債
値
あ
る
タ
ク
ト
を
見
む
と
も
せ
ざ
り
し
は
、

練
習
不
足
の
疑
見
え
て
、
い
さ
A

か
満
足
の
度
を
薄
す
め
き
。
要
す
る
に
常
日
の
演

奏
は
悉
く
成
功
な
り
。
曲
目
の
敷
も
適
度
に
し
て
、
合
唱
隊
の
登
壇
退
壇
も
混
雑
せ

ず
し
て
、
秩
序
整
頓
し
居
た
り
し
は
、
演
奏
者
の
外
に
事
務
者
の
苦
心
も
察
せ
ら
れ

ぬ。
椿 櫻

花
羽

衣

曲

七 薄 演

づ

く

し 第
譜

段

調
霞

第

明

治

三

十

八

年

四

月

三

十

日

等

演

奏

会

明

治

三

十

八

年

四

月

三

十

日

午

後

二

時

開

會

箪

奏

會

曲

目

部

今
井
新
太
郎
作
曲

松

島

検

校

調

部

, 9 、

古小島開

筆池村

ソ
季ヤハ

子スナノ

塁
,‘`、

今山飯閥萩北麻

井本
田

新富ソ

太三松八

原生
) I I 

富

郎郎漣ノ重幸久

飯

田

松

漣

i

山

本

富

三

郎

,.  ` 
赤兒長奥村

谷
峰玉 山田

) 1 1 

久芳太とミ

子子代しイ

,.  ` 
小熊中角

金
井田村倉

田豊民愛
鶴

子子子子

東
京
一
音
楽
學
校

第 1部 明治・大正篇

（
『
昔
榮
』
榮
友
社
、
第
七
巻
第
六
号
、
明
治
三
十
八
年
四
月
、
三
七
ー
四
一
頁
）
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報
告

卒

業

證

書

授

輿

校

長

告

僻

文
部
大
臣
祝
僻

卒

業

生

穂

代

謝

僻

甲

合

唱

天

ア

イ

第

部

ツ

ア

ル

ト

作

曲

獨

唱

小

室

千

笑

明
治
三
十
八
年
七
月
八
日
卒
業
式

明
治
三
十
八
年
七
月
八
日
（
土
曜
日
）
午
後
三
時

卒

業

證

書

授

呉

式

順

序

東

京

昔

楽

學

校

島

田

、
英

雄

フ
リ
ュ
ー
リ
ン
グ
ス
エ
ル
ウ
ア
ッ
ヘ
ン
…
…
…
…
バ

ノ‘

作

曲

東

儀

哲

郎

Jレ

マ

ン

作

曲

古

澤

き

み

深

草

桧

校

調

明
治
三
十
八
年
六
月
三
日
試
業
演
奏
会

●
試
業
會
東
京
―
音
楽
學
校
に
て
は
本
月
三
日
午
後
同
校
に
於
て
第
十
七
回

試
業
會
を
開
き
同
校
選
科
生
徒
の
演
奏
敷
番
あ
る
由
。

（
『
一
音
榮
新
報
』
第
二
巻
第
四
号
、
明
治
三
十
八
年
六
月
、
四
一
頁
）

ピ

ア

ノ

獨

奏
早
起
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
ニ
コ
ラ
ウ
ス
、
デ
シ
ュ
ー
ス
作
曲

旗

野

十

一

郎

作

歌

常
夏
姫
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
｛
ヘ
ン
デ
ル
作

武

島

又

次

郎

作蔵

ア
ム
。
フ
ロ
ム
チ
ュ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
獨
奏

ア
ヴ
ェ
、
ヴ
ェ
ル
ム
…
…
…
…
…
·
…
…
…
…
…
•
•
モ

磐
楽
部
卒
業
生

エ
ラ
イ
ジ
ャ
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

オ

ル

ガ

ン

獨

奏

カ
ン
ツ
ォ
ナ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ギ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

オ

ー

ボ

ー

獨

奏

器
楽
部
卒
業
生

器
楽
部
卒
業
生

竪
楽
部
卒
業
生

ロ
マ
ン
ツ
ェ
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

竪
楽
部
卒
業
生

カ
ン
ツ
ォ
ナ
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
モ

器
楽
部
卒
業
生

ピ

ア

ノ

獨

奏

野

ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

パ

レ

ス

ト

リ

ナ

作

曲

稜

威

耀

乎

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

鳥

居

枕

作

歌

獨

唱

外

山

國

彦

ツ

ア

ル

ト

作

曲

高

津

環

ル

ト

作

曲

嵯

峨

の

秋

菊

末

調

,‘亀｀

北河奥村麻飯山今

野山田生田本井

川 富新

ヒとミ 富松三太

幸デしイ久漣郎郎

成

田

己

新

晒

ヽ
河山今

野本井

富新

ヒ
三太

デ郎郎

乙 甲

合

唱

第

部

器
楽
部
卒
業
生

槃
楽
部
卒
業
生

歌曲
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I. 
II. 
III. 
IV. 

V. 

III. 

I. 

II. 

GRADUATION EXERCISES 
of the 

Tokyo Academy of Music, 
UENO PARK. 

Saturday July 8th, Meiji 38, (1905). 

3. P.M. 

PROGRAMME. 

PART I. 

Report. 
Presentation of Diplomas. 

Address to the Graduating Class by the Director. 

Address by His Excellency Mr. Kubota, Minister 
of State for Education. 

Response by the Representative of the Graduating 

Class. 

PART IL 

Choruses: 

a. Lobgesang.…………Nicolaus Decius(l524.) 

b. Laszt mir die Klage....…••....……Handel. 
Piano Solo: 

Impromptu in E flat ma. …• ••……•• •…Schubert. 
Mr. Narita. (Graduate.) 

IV. 

V. 

VI. 

VII. 

VIII. 

IX. 

X. 

Clarinet Solo : 

Ave verum..................................... Mozart. 
Mr. Takatsu. (Graduate.) 

Baritone Solo from the Elijah ………Mendelssohn. 
Mr. Toyama. (Graduate.) 

Organ Solo: 
Canzona in F mi.......…..................Guilmant. 

Miss Furusawa. (Graduate.) 

Violin Solo : 

F riihlingserwachen.………………………E. Bach. 
Mr. Togi. (Graduate.) 

Oboe Solo: 

Romanze.................................. Mendelssohn. 
Mr. Shimada. (Graduate.) 

Soprano Solo : 

Canzona from the Figaro.………………Mozart. 
Miss Komuro. (Graduate.) 

Piano Solo: 
Sonata Pathetic in C mi. 1st・ mov.…Beethoven. 

Miss Amano. (Graduate.) 

文
OOI

撰
肖

K
．
茫
聡

垢
I

採

Choruses: 

Adoramus............................... Palestrina. 
Heimweh.................................. E. Jork. 

a. 

b. 

,,,,,,,,,,,, 
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デ
ル
ソ
ー
ン
の
エ
リ
ジ
ャ
な
り
き
之
に
次
ぎ
て
は
成
田
氏
及
び
天
野
氏
の
ピ
ヤ
ノ
獨
奏

皆
其
手
腕
に
感
服
し
た
り
殊
に
天
野
氏
は
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
ソ
ナ
タ
に
し
て
此
大
作
を

女
性
の
氏
に
し
て
斯
＜
迄
完
全
明
瞭
に
弾
奏
さ
れ
た
る
手
腕
は
確
か
に
人
を
し
て
羨
望

に
堪
ざ
ら
し
む
る
も
の
あ
り
又
最
後
の
合
唱
征
途
の
夢
は
嘗
日
の
合
唱
中
第
一
の
出
来

と
し
て
聞
か
れ
た
り
き

（
『
毎
日
新
聞
』
明
治
三
十
八
年
七
月
十
日
）

●
―
音
楽
學
校
卒
業
式
に
臨
ん
で

一
昨
日
午
後
三
時
よ
り
開
會
せ
ら
れ
、
報
告
、
卒
業
証
書
授
興
、
文
部
大
臣
代
理
の

祝
僻
、
卒
業
生
純
代
謝
僻
等
例
の
如
く
な
り
し
が
、
校
長
代
理
富
尾
木
氏
の
告
僻
中
、

＿
音
楽
學
校
も
洋
楽
の
み
な
ら
ず
日
本
の
俗
曲
を
敦
課
目
に
加
ふ
る
必
要
あ
り
、
従
っ
て

経
費
を
増
加
す
る
に
至
ら
ん
こ
と
を
望
む
と
あ
り
し
は
、
時
勢
の
風
潮
を
察
す
べ
し
。

が
ん
し
や
う

此
頃
各
所
に
能
楽
と
か
俗
曲
と
か
前
代
藝
術
の
研
究
會
の
起
り
、
通
人
的
翫
賞
を
離

れ
、
審
美
的
科
學
的
に
此
れ
を
研
究
し
て
、
其
の
長
所
短
所
を
明
瞭
に
せ
ん
と
す
る

う
な

は
、
勝
来
新
時
代
の
音
楽
の
勃
興
を
催
が
す
基
礎
と
も
な
る
べ
く
、
喜
ぶ
べ
き
現
象
な

る
が
、
一
音
楽
學
校
の
如
き
は
疾
く
よ
り
こ
の
貼
に
意
を
致
す
べ
き
筈
な
り
し
也
。
卒
業

生
の
演
奏
に
つ
い
て
最
も
感
じ
た
る
は
十
三
人
の
卒
業
生
中
八
名
も
各
獨
奏
獨
唱
を
な

し
た
る
こ
と
に
て
、
同
校
の
進
歩
の
著
る
し
き
を
梱
す
る
に
足
る
。
し
か
も
概
し
て
出

、
、
、
、

来
の
よ
く
、
諸
氏
の
前
途
に
多
く
の
望
を
嘱
せ
し
め
た
り
。
中
に
も
小
室
千
笑
の
獨
唱

、

、

ヽ

ヽ

や

A

は
抜
群
と
も
云
ふ
べ
く
、
外
山
國
彦
の
も
結
構
な
り
し
が
、
只
至
低
昔
の
昔
量
の
稽
々

、
、
、
、

乏
し
か
り
し
や
う
覺
え
た
り
。
天
野
ア
イ
の
ピ
ア
ノ
は
一
音
譜
を
辿
れ
る
の
み
と
は
思
は

、
、
、
、

れ
ぬ
程
の
味
あ
り
し
は
大
手
柄
。
古
澤
き
み
の
オ
ル
ガ
ン
も
他
と
劣
る
と
は
覺
え
ざ
り

、

、

、

、

、

、

、

、

、

し
が
聰
衆
受
の
左
程
な
ら
ざ
り
し
。
成
田
蔵
己
の
ピ
ア
ノ
、
東
儀
哲
三
郎
の
ヴ
ァ
イ
オ

、

、

、

、

、

、

、

リ
ン
も
よ
く
弾
じ
こ
な
し
た
り
。
嵩
津
環
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
島
田
英
雄
の
オ
ー
ボ
ー

は
竪
楽
部
出
身
と
し
て
は
餘
技
に
過
ぎ
ざ
る
べ
し
。
（
剣
菱
〔
正
宗
白
鳥
〕
）

（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
八
年
七
月
十
日
）

．
叶
暉
卒
業
式
―
音
楽
會
評

（上）

0
一
合
唱
是
非
す
る
ほ
ど
の
出
来
榮
え
に
も
あ
ら
ず
、
た
ゞ
無
難
な
り
と
い
は
ゞ
逸

評
な
ら
ん
か
昔
彙
も
近
来
は
著
し
き
増
加
を
示
し
、
表
情
法
に
就
て
も
テ
ク
ー
ー
ツ
ク
に

就
て
も
頗
る
練
熟
の
様
子
あ
り
し
は
喜
ば
し
か
り
し
。
雨
曲
と
も
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
妙

を
味
ふ
べ
く
素
人
向
き
は
せ
ざ
り
し
な
る
べ
し
、
歌
詞
甲
の
『
早
起
』
は
旗
野
十
一
郎

氏
の
作
歌
に
し
て
、
乙
の
『
常
夏
姫
』
は
武
島
又
次
郎
氏
の
作
に
か
A

る
、
旗
野
氏
の

作
は
例
に
依
り
て
自
か
ら
そ
の
諧
調
、
曲
の
リ
ズ
ム
に
適
合
し
て
頗
る
き

A

よ
か
り

き
、
武
島
氏
の
常
夏
姫
亦
大
に
曲
の
リ
ズ
ム
に
注
意
す
る
所
あ
り
し
か
〔
゜
〕
例
に
似

ず
頗
ぶ
る
そ
の
結
果
よ
か
り
き
、
此
上
は
た
ゞ
そ
の
取
材
を
精
選
し
た
ら
む
に
は
そ
の

ち
か

成
功
涸
き
に
在
り
と
い
ふ
べ
き
か
。

．．．．．． 

0
ニ
ピ
ア
ノ
獨
奏
イ
ム
。
フ
ロ
ム
。
フ
テ
ユ
ー
、
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
作
曲
、
器
楽
部
卒
業
生
成

田
蔵
己
氏
、
此
イ
ム
。
フ
ロ
ム
。フ
テ
ユ
ー
と
稲
す
る
楽
は
営
つ
て
云
へ
り
し
如
く
即
興
の

楽
に
し
て
、
此
形
式
の
楽
を
作
り
し
も
の
、
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
、
シ
ュ
ー
マ
ン
、
シ
ョ
ッ
パ

ン
等
た
ゞ
敷
名
の
楽
人
に
止
ま
り
て
他
に
あ
る
こ
と
な
し
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
ロ
マ
ン

き
よ
は
く

チ
シ
ズ
ム
の
巨
撃
に
し
て
、
そ
の
作
曲
の
大
部
は
バ
イ
ロ
ン
、
ゲ
ー
テ
等
の
嘗
代
に
於

け
る
偉
大
な
る
詩
想
を
亨
け
て
直
ち
に
之
れ
を
一
音
楽
に
繹
せ
る
も
の
と
稲
す
る
を
得
ベ

く
、
そ
の
楽
風
殊
に
リ
リ
カ
ル
に
し
て
、
竪

l

音
に
向
つ
て
の
作
曲
に
至
り
て
は
殆
ん
ど

詩
文
を
味
ふ
が
如
し
。
此
イ
ム
。
フ
ロ
ム
。
フ
テ
ユ
ー
の
如
き
も
又
頗
る
此
種
の
風
に
富
む

を
以
て
、
之
を
前
代
の
形
式
的
に
し
て
且
客
観
的
な
る
作
曲
の
演
奏
に
比
す
る
に
、
そ

し
か
の
み
な
ら
ず

の
難
易
決
し
て
同
日
の
談
に
あ
ら
ず
、
加
之
此
曲
の
結
構
頗
る
繊
細
に
し
て
、
然
も

運
指
の
法
又
容
易
な
ら
ざ
る
も
の
あ
り
、
演
奏
者
の
苦
心
察
す
る
に
餘
り
あ
り
と
い
ふ

フ
ァ
ー
ス
ト
、
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

べ
し
、
嘗
日
の
演
奏
そ
の
第
一
段
落
に
於
て
二
三
の
誤
謬
、
運
指
の
至
ら
ざ
る
を
聞

セ
n
ン
ド
、
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

き
得
し
も
第
二
段
落
に
入
り
て
は
出
来
頗
る
よ
ろ
し
か
り
き
、
且
つ
表
情
に
於
て
も

決
し
て
不
稼
嘗
な
る
こ
と
な
く
、
殊
に
そ
の
曲
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ア
イ
デ
ア
を
表
は
し
得

た
り
し
は
、
頗
る
注
意
す
べ
き
黙
な
り
と
す
。
氏
は
ヘ
ル
マ
ン
、
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
氏
に

就
て
ピ
ア
ノ
を
専
攻
し
た
る
人
な
り
。

．．．．．．． 

0
三
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
獨
奏
ア
ヴ
ェ
・
ヴ
ェ
ル
ム
モ
ツ
ア
ル
ト
曲
、
槃
楽
部
卒
業
生

た
か
つ

裔
津
環
氏
、
曲
は
モ
ツ
ア
ル
ト
の
名
曲
に
し
て
合
唱
『
此
の
御
山
』
と
同
一
の
メ
ロ
ヂ

ー
な
り
、
氏
は
竪
楽
を
専
攻
せ
し
人
に
し
て
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
は
そ
の
餘
暇
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
為
に
修
め
し
も
の
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
は
吹
奏
楽
器
に
し
て
、

管
楽
の
合
奏
に
あ

り
て
は
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
ー
等
と
共
に
主
な
る
メ
ロ
ヂ
ー
を
吹
奏
す
る
も
の
な
り
、
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此
演
奏
可
も
な
く
不
可
も
な
し
、
元
よ
り
専
門
に
修
め
し
技
術
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
従
っ

て
他
の
専
門
に
修
め
し
も
の
と
相
並
べ
て
評
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。

0
四
獨
奏
、
（
バ
リ
ト
ン
）
エ
ラ
イ
ジ
ャ
の
一

節
〔
ヽ
〕
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲
、
斃

楽
部
卒
業
生
、
外
山
國
彦
、
エ
ラ
イ
ジ
ャ
は
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲
の
オ
ラ
ト
リ
オ
に

し
て
、
此
一
節
は
ア
リ
ア
な
り
と
す
、
先
き
に
舟
五
年
の
七
月
青
木
兒
氏
同
一
の
曲
を

管
絃
伴
奏
を
以
て
歌
ひ
し
事
あ
り
き
、
今
又
此
れ
を
聞
く
に
及
ん
で
嘗
年
を
想
起
し
、

前
人
を
思
ふ
こ
と
深
し
、
常
時
否
今
に
至
る
ま
で
も
青
木
兒
氏
ほ
ど
の
男
墜
は
あ
ら
ざ

な
う
し
よ

り
き
、
納
所
氏
の
若
き
折
は
知
ら
ざ
れ
ど
今
は
巳
に
老
い
た
り
、
然
る
に
今
絃
に
此

新
進
を
得
、
道
の
為
に
賀
す
べ
き
哉
、
元
よ
り
常
日
の
演
奏
よ
り
推
す
も
舟
五
年
時
代

の
青
木
氏
に
は
勝
る
べ
く
も
あ
ら
ね
ど
、
今
の
納
所
氏
よ
り
は
ま
し
な
ら
ん
か
。
＿
音
量

き

ざ

も
特
に
多
き
に
は
あ
ら
ね
ど
相
應
に
あ
り
、
＿
音
色
の
少
し
ナ
マ
な
る
が
氣
障
な
れ
ど
も

尚
修
練
せ
ば
こ
の
上
の
進
歩
も
あ
る
べ
し
。
常
日
の
演
奏
相
應
の
出
来
な
り
し
も
表
情

に
就
て
は
尚
言
ふ
所
な
し
と
せ
ず
。

0
全
体
槃
楽
は
器
楽
と
異
な
り
て
個
性
的
の
も
の
な
れ
ば
、
そ
の
表
情
の
如
き
も
一
見

え
ん
ゆ

頗
る
困
難
の
如
き
感
あ
る
も
、
そ
の
テ
ッ
キ
ス
ト
を
味
ひ
、
そ
の
縁
由
す
る
レ
ゼ
ン
ト

を
知
る
に
於
て
は
、
反
つ
て
器
楽
に
於
る
エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
よ
り
も
敷
段
の
易
き

も
の
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
詩
歌
が
最
も
高
尚
の
藝
術
た
る
に
も
拘
ら
ず
、
最
も
多
く

の
人
に
解
せ
ら
れ
味
は
る
A

と
同
時
に
、
一
面
こ
の
解
し
易
き
藝
術
と
伴
は
れ
る
墜
楽

曲
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ア
イ
デ
ア
を
知
る
は
、
全
く
孤
立
せ
る
器
楽
曲
の
如
き
も
の
A

ゼ
ネ

た

や

す

ラ
ル
・
ア
イ
デ
ア
を
解
す
る
よ
り
は
容
易
し
と
云
ふ
を
得
べ
し
。
勿
論
演
奏
者
が
全
く

藝
術
的
傾
向
を
有
せ
ざ
る
こ
と
蓄
昔
器
に
過
ぎ
ざ
る
に
於
て
は
到
底
之
を
望
む
べ
か
ら

い
や
し
く

ざ
る
も
荀
も
東
洋
唯
一
の
＿
音
楽
學
校
の
演
奏
た
る
以
上
は
、
一
段
と
エ
キ
ス
。
フ
レ
ッ

シ
ョ
ン
の
事
に
心
を
傾
け
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
さ
れ
ど
も
以
上
言
ふ
所
は
此
演
奏
の
み
に

就
て
い
ふ
に
あ
ら
ず
、
東
洋
業
界
の
指
導
た
る
べ
き
東
京
―
音
楽
學
校
が
憫
む
べ
き
蓄
昔

器
を
多
く
産
出
す
る
を
以
て
弦
に
機
を
捕
へ
て
言
を
弄
す
る
の
み
、
外
山
氏
常
日
の
演

奏
は
久
し
く
聞
か
ざ
り
し
男
竪
の
獨
唱
の
事
と
て
、
た
ゞ
さ
へ
俗
受
す
る
墜
楽
の
一
層

の
喝
采
な
り
き
。
（
て
つ
）

（
『
日
本
』
明
治
三
十
八
年
七
月
十
二
日
）

．
』
麟
卒
業
式
―
音
楽
會
評

（
中
）

0
五
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
カ
ン
ツ
オ
ナ
・
ギ
ル
マ
ン
作
曲
器
楽
部
卒
業
生
古
澤
き
み
子

嬢
、
鴬
日
の
演
奏
中
に
於
け
る
白
眉
は
墜
楽
に
於
て
小
室
嬢
の
獨
唱
、
器
楽
に
於
て
此

オ
ル
ガ
ン
獨
奏
な
る
べ
き
か
、
然
も
罷
衆
の
此
演
奏
を
迎
ふ
る
や
頗
る
冷
々
淡
々
、
た

だ
義
理
一
遍
の
喝
采
を
贈
り
し
の
み
、
元
よ
り
オ
ル
ガ
ン
の
昔
色
の
鬱
黒
に
し
て
派
手

や
む
を
え
ざ
る

な
ら
ざ
る
が
故
に
一
般
に
迎
へ
ら
れ
ざ
る
傾
向
あ
る
は
不
得
止
次
第
な
る
も
、
此
曲
の

如
き
は
、
此
鬱
黒
な
る
昔
色
を
以
て
の
み
表
は
さ
る
べ
き
ア
イ
デ
ア
を
有
す
る
も
の
に

し
て
、
悽
惨
た
る
悲
愁
の
情
促
々
と
し
て
人
に
迫
る
も
の
あ
る
を
覚
え
し
む
。
蒼
茫
の

感
、
陰
鬱
の
情
、
恰
も
楽
堂
内
の
空
氣
は
低
く
重
く
吾
人
の
上
に
歴
す
る
が
如
く
、
四

め
い
ば
う

顧
涙
茫
の
間
に
在
り
て
遥
か
に
細
く
微
か
に
聞
ゆ
る
は
そ
も
何
の
響
ぞ
、
湖
畔
を
か
へ

る
牧
童
が
無
心
の
笛
か
、
涙
々
に
迷
へ
る
行
人
の
悲
叫
か
。
蒼
茫
の
荒
野
、
荒
れ
に
荒

ぼ

あ

い

と

ざ

れ
て
賽
霞
深
く
四
邊
を
鎖
す
と
き
憂
愁
憂
思
相
抱
い
て
沈
吟
す
、
野
廣
う
し
て
限
界
な

ち
う
し
ん

く
、
目
に
入
る
も
の
は
悉
く
陰
鬱
、
耳
に
来
る
も
の
は
衷
心
の
悲
叫
、
重
く
濶
へ
る
空

う

る

ほ

ち

う

氣
は
た
ゞ
悲
愁
の
袖
を
憬
す
の
み
に
し
て

一
樹
の
秀
で
た
る
な
く
、
一
道
の
天
に
沖
す

せ
き
ば
く

る
も
の
な
く
、
一
閃
の
以
て
此
寂
莫
を
破
る
も
の
な
し
、
忽
ち
聞
ゆ
る
メ
ロ
ヂ
ー
の
細

く
短
く
、
断
績
隠
顕
す
る
も
の
は
愈
々
以
て
寂
莫
の
思
ひ
を
凝
ら
し
め
、
悲
憂
の
情
を

鍾
め
し
む
、
そ
の
演
奏
に
就
て
も
勿
論
、
そ
の
曲
趣
に
至
っ
て
は
賓
に
泣
か

ず
ん
ば

あ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
き
、
さ
れ
ど
世
は
決
し
て
善
の
必
ず
し
も
賞
せ
ら
れ
、

美
の
必
ず
し
も
喜
ば
れ
ざ
る
が
如
く
、
此
白
眉
と
も
云
ふ
べ
き
演
奏
の
「
ツ
マ
ラ
ナ

ィ
」
「
ワ
カ
ラ
ナ
イ
」
の
二
語
の
下
に
葬
り
去
ら
れ
し
は
員
に
氣
の
毒
の
至
り
と
い
ふ

べ
し
。

0
六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
フ
リ
ュ
ー
リ
ン
グ
ス
エ
ル
ウ
ア
ッ
ヘ
ン
・
バ
ハ
作
曲
、

器
榮
部
卒
業
生
東
儀
哲
三
郎
氏
、
已
に
氏
の
技
術
に
就
て
は
今
日
迄
幾
回
も
紹
介
し
た

る
事
あ
る
を
以
て
多
言
す
る
の
要
な
か
る
べ
し
、
現
在
―
音
楽
學
校
に
在
校
せ
る
生
徒
に

て
は
氏
と
、
多
久
寅
氏
、
と
は
雨
大
閥
と
も
稲
せ
ら
る
A

も
の
に
し
て
、
多
氏
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
は
女
性
的
、
東
儀
氏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
男
性
的
な
り
と
も
い
ふ
を
得
ん
か
、

さ
れ
ば
寧
ろ
此
曲
の
如
き
は
氏
の
特
性
に
封
し
て
は
選
曲
の
適
嘗
を
得
ざ
る
も
の
と
い

ふ
を
得
べ
し
、
勿
論
明
治
―
音
楽
會
評
に
も
い
へ
る
如
く
、
之
を
演
奏
す
る
に
就
て
も
、

燃
え
た
つ
如
き
青
春
の
情
趣
を
持
た
し
む
る
と
き
は
曲
に
活
氣
を
帯
び
て
女
性
的
流
麗
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の
城
を
脱
し
、
男
性
的
活
躍
を
有
す
る
を
得
べ
き
も
尚
選
曲
の
嘗
時
よ
り
演
奏
者
の
特

性
に
適
し
た
る
曲
を
選
ぶ
は
最
も
必
要
な
る
べ
き
か
、
今
回
の
演
奏
の
如
き
も
古
澤

嬢
の
如
き
は
其
慮
を
得
、
東
儀
氏
の
如
き
は
其
慮
を
得
ざ
り
し
に
依
り
て
其
演
奏
に

優
劣
を
生
せ
し
も
の
な
る
べ
し
。
例
の
暗
符
に
て
エ
キ
ス
。
フ
レ
ッ
シ
ョ
ン
も
相
應
な

り
し
も
、
我
は
古
澤
嬢
の
演
奏
を
以
て
嘗
日
に
於
け
る
器
楽
の
第
一
に
推
す
も
の
な

り。0
七
、
オ
ー
ボ
ー
獨
奏
ロ
ー
マ
ン
ツ
ェ
、
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲
、
竪
楽
部
卒
業

生
、
島
田
英
雄
氏
、
氏
も
又
竪
楽
を
専
攻
せ
し
人
に
し
て
、
オ
ー
ボ
ー
は
餘
暇
兼
修
せ

る
所
な
り
、
オ
ー
ボ
ー
も
亦
吹
奏
楽
器
の
一
、
閑
静
よ
り
昔
色
を
有
す
る
も
の
に
し
て

古
代
よ
り
人
に
愛
玩
せ
ら
れ
し
も
の
な
り
〔
ヽ
〕
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
於
て
、
ト
ロ
ン
ペ

ッ
ト
の
花
や
か
な
る
に
封
照
し
て
頗
る
目
立
つ
楽
器
な
り
と
す
。
掌
日
演
奏
の
曲
は
メ

〔

マ

マ

〕

ン
デ
ル
ソ
ー
ン
の
オ
ラ
ト
ラ
リ
オ
、
パ
ウ
ル
ス
の
中
の
ア
リ
ア
に
し
て
『
エ
ル
サ
レ
ム

よ
、
エ
ル
サ
レ
ム
よ
、
豫
言
者
を
殺
せ
し
汝
』
と
エ
ル
サ
レ
ム
の
紳
殿
、
金
堂
銀
屏
夕

き

う

こ

く

う

た

こ

と

ば

陽
に
反
映
す
る
を
眺
め
て
叫
哭
し
た
る
聖
者
の
語
を
取
り
て
歌
詞
と
し
た
る
獨
唱
の
メ

ロ
ヂ
ー
な
り
と
す
、
嘗
日
の
演
奏
殊
に
取
り
立
て
A

云
ふ
べ
な
き
も
、
又
以
て
難
ず
べ

か
れ
こ
れ

き
な
し
、
殊
に
専
攻
し
た
る
架
器
に
あ
ら
ざ
れ
ば
些
末
に
渉
り
て
彼
此
言
ふ
べ
き
に
も

あ
ら
ざ
る
べ
し
。
（
て
つ
）

（
『
日
本
』
明
治
三
十
八
年
七
月
十
三
日
）

:
・
畔
暉
卒
業
式
―
音
楽
會
評
（
下
）

ち

ゑ

こ

0
八
獨
唱
カ
ン
ツ
オ
ナ
、
モ
ザ
ー
ト
作
曲
、
竪
楽
部
卒
業
生
小
室
千
笑
子
譲
此
力

ン
ツ
オ
ナ
は
オ
ペ
ラ
・
『
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
』
中
の
一
節
に
し
て
此
春
期
に
於
て
藤
井

夫
人
の
諸
方
に
演
奏
せ
ら
れ
し
も
の
と
同
一
な
り
、
常
日
の
演
奏
頗
る
上
出
来
に
し
て

優
に
常
日
の
月
桂
冠
に
慣
す
べ
き
か
、
嬢
の
技
術
に
就
て
は
屡
A
説
き
し
虞
又
新
ら
し

＜
之
を
賛
す
る
に
及
ば
ざ
る
べ
き
も
、
そ
の
昔
色
の
優
秀
な
る
と
、
そ
の
芋
日
量
の
大
と

は
演
奏
の
度
毎
新
た
に
之
を
感
せ
し
む
、
そ
の
墜
の
豊
沃
、
そ
の
多
恨
な
る
シ
ン
ボ

ル
、
そ
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
強
さ
、
何
れ
か
、
吾
人
の
意
に
適
せ
ざ
る
も
の
あ
る
べ

き
。
訴
ふ
る
が
如
く
、
恨
む
が
如
く
咽
ぶ
が
如
く
、
卿
つ
が
如
き
、
そ
の
竪
は
員
に
曲

の
有
無
優
劣
に
係
ら
ず
、
只
箪
に
墜
そ
の
も
の
A

み
に
し
て
、
巳
に
情
あ
り
、
生
命
あ

ベ
ス
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

り
、
以
て
最
上
一
音
楽
を
為
し
得
べ
き
も
の
な
り
、
吉
川
嬢
の
竪
は
ア
ル
ト
と
し
て
、

一

〔

マ

マ

5-

嬢
の
磐
は
サ
フ
ラ
ノ
ー
と
し
て
、
此
雨
嬢
の
み
は
現
今
に
於
け
る
墜
楽
界
の
明
星
と
い

ふ
べ
し
。
此
カ
ン
ツ
オ
ナ
に
就
て
は
春
季
―
音
楽
會
の
折
に
も
言
ひ
し
が
如
く
此
曲
は
伯

爵
夫
人
ロ
シ
ナ
に
封
し
て
小
姓
ケ
ル
ビ
ノ
が
思
慕
の
情
を
歌
へ
る
も
の
な
り
、
さ
れ
ば

曲
も
亦
生
命
を
賭
し
た
る
女
性
的
懇
愛
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
る
よ
り
は
、
寧
ろ
放
逸
な
る

男
性
的
懇
愛
に
傾
け
る
も
の
な
る
こ
と
は
、
我
が
感
ぜ
し
慮
に
し
て
、
そ
の
愛
の
切
な

ふ
く

る
も
亦
ド
ン
・
フ
ァ
ン
的
の
放
逸
の
情
を
含
め
る
も
の
に
し
て
、
少
な
く
と
も
此
小
姓

ケ
ル
ビ
ノ
が
ド
ン
・
フ
ァ
ン
的
の
性
格
な
る
こ
と
は
明
か
な
り
。
さ
れ
ど
も
果
し
て
常

日
の
演
奏
に
於
て
か
A

る
情
趣
を
装
揮
し
得
た
り
し
や
否
や
は
未
だ
疑
問
に
麗
せ
ざ
る

を
得
ず
、
若
し
小
室
嬢
が
そ
の
美
し
き
竪
を
以
て
し
て
充
分
そ
の
曲
の
感
情
に
就
て
研

究
せ
ら
れ
ん
に
は
一
層
の
成
効
は
期
し
て
待
っ
べ
き
も
の
な
ら
ん
。

0
九
ピ
ア
ノ
獨
奏
。
ハ
セ
チ
ッ
ク
・
ソ
ナ
タ
、
ビ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
作
曲
、
器
楽
部
卒
業
生
、
天

野
ア
イ
子
娯
、
パ
セ
チ
ッ
ク
・
ソ
ナ
タ
は
ビ
ー
ト
ベ
ン
の
傑
作
に
し
て
ム
ー
ン
ラ
イ
ト

フ
ァ
ー
ス
ト
、
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

・
ソ
ナ
タ
と
並
稲
せ
ら
る
A

も
の
、
営
日
の
演
奏
は
そ
の
第
一
段
落
な
り
と
す
。
そ

こ
の
ご
と
き

の
結
果
は
さ
て
お
き
と
に
も
か
く
に
も
卒
業
生
に
し
て
如
此
大
曲
を
演
奏
せ
し
は
開
校

以
来
始
め
て
の
事
に
し
て
、
偏
へ
に
嬢
の
勉
動
と
才
能
と
、
師
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
氏
の
薫

陶
に
熱
心
な
る
と
に
依
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
譲
は
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
氏
の
高
弟
に
し
て
幼

き
よ
り
ピ
ア
ノ
を
修
め
、

音
楽
學
校
の
演
奏
會
毎
に
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
に
そ
の
名
を
見
ざ
る

こ
と
な
し
、
又
以
て
そ
の
技
術
の
如
何
を
知
る
に
足
る
べ
し
、
嘗
日
の
演
奏
は
可
も
な

く
不
可
も
な
し
。
そ
の
運
指
の
如
き
、
昔
色
の
如
き
は
之
を
稲
揚
す
る
ま
で
も
な
く
、

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
如
き
、
フ
レ
ー
ジ
ン
グ
の
如
き
何
れ
も
皆
完
全
な
り
し
も
、
た
ゞ

そ
の
ア
イ
デ
ア
に
至
り
て
は
果
し
て
之
を
名
残
な
く
博
へ
得
た
り
し
や
否
や
、
未
だ
逮

に
決
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
、
之
れ
可
も
な
く
不
可
も
な
き
所
以
に
し
て
「
ハ
ン
ス

リ
ッ
ク
」
の
如
<
-
音
楽
に
内
容
な
し
と
す
る
も
の
な
ら
ん
に
は
、
此
演
奏
は
充
分
可
な

る
も
の
な
る
べ
け
れ
ど
、
若
し
昔
柴
の
表
情
と
い
ふ
事
が
可
能
な
り
と
せ
ん
に
は
、
此

演
奏
は
不
可
と
断
ず
る
を
得
べ
し
、
獨
り
天
野
嬢
に
の
み
限
ら
ず
、
嘗
日
の
全
演
奏
を

通
じ
て
、
否
現
今
の
一
音
楽
界
を
通
じ
て
警
む
べ
き
は
此
所
に
し
て
、
可
も
な
く
不
可
も

な
し
の
語
は
轄
じ
て
以
て
現
代
の
一
音
楽
に
劉
す
る
全
体
の
評
語
と
も
な
す
を
得
べ
し
、

然
れ
ど
も
記
憶
せ
よ
本
日
の
卒
業
生
諸
君
は
吾
が
見
る
露
に
あ
り
て
は
是
等
混
沌
た
る
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一
管
絃
合
奏

明
治
一
＿
一
十
八
年
十
月
二
十
八
日
、

明
治
三
十
八
年
十
月
二
十
九
日

（
日
曜
日
）
午
後
二
時
半
開
會

昔

蕊

木

演

奏

曲

目

楽
界
の
中
に
於
て
、
最
も
上
乗
の
位
に
あ
る
藝
術
家
に
し
て
諸
君
の
先
輩
よ
り
も
諸
君

の
後
輩
よ
り
も
獨
り
諸
君
は
卓
越
し
た
る
藝
術
的
音
楽
を
為
す
人
な
る
は
、
本
日
の
演

奏
會
が
他
の
演
奏
會
に
勝
り
て
そ
の
演
奏
す
る
＿
音
楽
に
や
A

統
一
な
る
を
見
る
に
依
り

て
知
ら
れ
得
べ
し

（
『
日
本
』
明
治
三
十
八
年
七
月
十
四
日
）

楽
界
時
報

R
東
京
音
楽
學
校
彙
報
卒
業
式
七
月
八
日
講
和
全
櫂
大
使
出
狡
と
云
ふ
注
意
す

べ
き
日
を
以
て
本
校
第
三
回
本
科
卒
業
證
書
授
典
式
は
行
は
れ
ぬ
。
炎
熱
燃
が
如
き
と

き
に
も
劉
暁
た
る
楽
音
堂
に
満
ち
て
天
國
の
空
氣
は
人
を
し
て
酔
は
し
め
ぬ
。

嘗
日
の
順
序
左
の
如
し

〔
曲
目
省
略
〕

第
一
部
に
於
て
は
こ
れ
ぞ
と
云
ふ
こ
と
も
な
く
「
人
は
ど
こ
迄
形
式
を
尚
ぶ
も
の

か
」
と
さ
A

や
き
し
を
き
A

し
の
み
。
又
校
長
代
理
の
告
僻
中
本
校
の
研
究
課
目
中
に

日
本
俗
曲
も
加
え
た
き
に
つ
き
経
費
増
加
を
望
む
云
々
と
述
べ
し
は
こ
れ
同
校
と
し
て

至
常
の
着
眼
な
る
べ
し
。
又
演
奏
に
つ
き
て
は
唯
其
技
術
の
進
歩
の
著
し
き
を
稲
す
べ

き
の
み
に
し
て
何
れ
劣
ら
ぬ
出
来
榮
え
な
り
き
、
殊
に
此
度
は
専
門
の
科
目
に
又
兼
修

の
科
目
に
種
類
多
く
し
て
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
に
光
彩
を
放
ち
し
は
又
空
前
の
こ
と
と
云
ふ
べ

し
思
ふ
に
中
央
楽
壇
是
よ
り
賑
は
む
か
。

（
『
昔
築
』
築
友
社
、
第
八
巻
第
四
号
、
明
治
三
十
八
年
八
月
、
六
ニ
ー
六
三
頁
）

二
十
九
日

第
十
＿
―
-
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定
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東

京
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昔
楽
演
奏
曲
目
梗
概

一

、

管

絃

合

奏

オ
ー
ヴ
ア
チ
ュ
ア

序

曲

グ

ル

ッ

ク

グ
ル
ッ
ク
は
、
一
七
一
四
年
七
月
二
日
ヴ
イ
デ
ン
プ
ン
グ
に
生
れ
、
一
七
八
七
年
十

一
月
十
五
日
歿
す
。
悔
め
プ
ラ
ー
グ
及
維
納
に
在
り
て
音
楽
の
数
養
を
受
け
し
が
、
ミ

ル
ツ
イ
公
に
陪
し
て
ミ
ラ
ン
に
遊
ぶ
に
及
び
、
サ
マ
ル
テ
イ
ニ
に
参
し
て
以
太
利
歌
劇

の
奥
底
を
叩
き
、
一
七
四
一
年
慮
女
作
「
ア
ル
タ
ク
セ
ル
ク
セ
ス
」

(̂
'A
rt
axerxes")

を
公
に
し
ぬ
。
越
え
て
四
年
、
招
か
れ
て
英
京
倫
敦
に
遊
び
ぬ
、
有
名
な
る
ヘ
ン
デ
ル

が
酷
評
を
耳
に
し
つ
A

、
冷
か
に
其
楽
風
を
観
察
し
た
る
は
方
に
此
時
也
。
尋
で
二
た

び
巴
里
に
遊
び
、
故
國
に
鱚
り
て
逝
け
り
。
前
後
創
作
す
る
所
の
曲
目
鮮
か
ら
ず
。
然

り
と
雖
彼
れ
が
音
楽
史
上
獨
特
の
壇
場
は
歌
劇
作
家
た
る
に
在
り
、
而
し
て
彼
が
歌
劇

作
家
と
し
て
牌
た
歌
劇
革
新
家
と
し
て
特
筆
大
書
す
べ
き
活
動
を
瓶
め
た
る
は
、
之
を

其
作
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
（
べ
＾
〇
心
heus")
に
見
る
、
是
れ
賓
に
一
七
六
二
年
十
月
也
。

斯
「
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
・
イ
ン
・
ア
ウ
リ
ス
」
は
、
一
七
七
四
年
、
第
二
次
巴
里
遊
程

中
の
作
に
係
り
、
一
時
佛
蘭
西
の
音
楽
界
を
風
靡
し
其
結
果
延
き
て
ピ
シ
ニ
及
グ
ル
ッ

ク
雨
楽
派
の
季
閲
を
醸
し
た
る
者
に
し
て
、
定
に
音
楽
史
上
の
一
偉
観
な
り
。

•

今
該
曲
の
大
要
を
提
説
せ
ん
に
、
事
は
古
代
希
臓
ト
ロ
イ
戦
争
時
代
に
屡
し
、
希
騰

軍
の
綿
督
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
王
、
デ
イ
ア
ナ
紳
の
怒
に
獨
れ
、
逆
風
の
腐
め
ア
ウ
リ
ス
よ

り
其
軍
船
を
行
る
こ
と
能
は
ざ
る
を
以
て
、
宜
託
に
掘
り
王
女
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
を
犠
牲

に
供
せ
り
と
の
偉
説
に
基
け
り
。

平
明
な
る
緒
曲
は
、
先
づ
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ー
ア
及
其
雨
親
朋
友
が
悲
痛
哀
椀
を
寓
象
し
来

り
、
一
轄
し
て
、
其
犠
牲
を
要
請
す
る
に
急
な
る
戦
士
が
狂
暴
的
態
度
を
描
け
る
主
題

に
入
る
。
第
二
の
主
題
は
、
全
然
淳
撲
安
靖
な
る
牧
歌
的
性
質
の
韻
律
を
偕
ひ
て
、
前

曲
の
殺
伐
羅
野
な
る
主
題
と
繰
照
せ
し
め
ぬ
、
是
れ
明
か
に
聰
衆
の
心
を
し
て
、
イ
フ

ィ
ゲ
ニ
ア
が
平
素
の
静
安
圃
満
な
る
生
涯
を
回
想
槻
貼
せ
し
め
、
職
と
し
て
酷
薄
な
る

運
命
に
劉
す
る
観
念
を
一
層
深
刻
な
ら
し
む
る
手
段
也
。
然
り
と
雖
、
聴
衆
の
園
け
き

幻
夢
は
、
俊
忽
と
し
て
艤
牲
を
要
請
す
る
に
急
な
る
主
題
に
依
り
、
履
次
破
壊
せ
ら
る
、

第
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イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
の
将
に
其
祭
壇
に
牽
か
れ
ん
と
す
る
刹
那
を
吹
奏
す
る
ホ
ル
ン
の
獨

調
は
、
オ
ー
ボ
ー
の
泣
く
が
如
く
訴
う
る
が
如
き
不
諧
音
と
相
待
ち
て
、
全
曲
美
を

漿
揮
す
る
に
典
り
て
大
に
力
有
り
と
す
。
序
楽
の
原
形
式
は
、
特
殊
の
段
落
な
く
し

て
自
ら
歌
劇
の
第
一
鮪
に
聯
接
す
、
然
れ
ど
も
、
之
に
演
奏
的
可
能
性
を
典
へ
ん
が

為
に
、
ワ
グ
ネ
ル
は
其
終
尾
を
愛
宣
し
、
緒
曲
の
平
明
な
る
主
題
を
以
て
之
を
結
び

ぬ。
斯
序
曲
は
、
徹
頭
徹
尾
古
代
的
風
韻
横
逸
し
て
、
永
へ
に
大
傑
作
と
し
て
範
を
後
世

に
垂
る
A

に
足
る
。
（
あ
、
と
）

二

、

合

唱

甲

『

光

は

東

方

よ

り

』

。

フ

レ

ト

リ

ウ

ス

プ
レ
ト
リ
ウ
ス
は
、
一
五
七
一
年
二
月
十
五
日
ク
ロ
イ
ツ
ベ
ル
グ
に
生
れ
、
一
六
二

一
年
同
月
同
日
を
以
て
歿
す
。
生
涯
の
経
歴
及
性
行
に
就
き
て
は
、
文
献
の
徴
す
べ
き

者
太
だ
贋
し
く
、
斯
曲
の
如
き
も
、
其
果
し
て
何
年
の
作
に
繋
る
や
を
詳
に
せ
ず
、
然

り
と
雖
、
世
其
作
を
博
ふ
る
者
極
め
て
多
き
を
以
て
推
す
る
に
、
決
し
て
尋
常
一
様
の

庸
手
に
非
り
し
な
ら
ん
殿
。
彼
れ
天
稟
の
楽
オ
を
有
し
、
作
家
と
し
て
且
楽
家
と
し
て

一
代
に
名
あ
り
、
主
と
し
て
器
楽
の
猿
逹
、
殊
に
器
楽
伴
奏
に
於
け
る
新
形
式
の
建
設

に
劉
し
て
、
多
大
の
貢
献
を
成
せ
り
と
謂
ふ
。
彼
が
畢
生
の
大
作
、
シ
ン
タ
グ
マ
、
ム

ジ
ク
ム
（
ょ
＾
S
済
t
a
℃
ぽ
M
u
s
i
c
u
m"
)
は
、
十
七
世
紀
初
葉
に
於
け
る
音
楽
演
奏
上
の

概
念
を
獲
ん
と
欲
す
る
者
に
は
鋏
く
べ
か
ら
ざ
る
賓
典
な
り
と
す
。

斯
曲
の
原
表
題
は
『
基
督
降
誕
歌
』
に
し
て
、
其
歌
詞
は
ペ
ー
テ
ル
ス
(

A

.

P
et
e
r
s
)
 

の
手
に
成
る
。
（
あ
、
と
）

乙

墓

前

の

母

ナ

ニ

ニ

ナ
ニ
ニ
は
、
一
五
七

0
年
ヴ
レ
ラ
ノ
に
生
れ
、
一
六

0
七
年
三
月
十
一
日
歿
す
。
所

謂
ロ
ー
マ
楽
派
の
作
家
な
り
。
彼
は
。
ハ
レ
ス
ト
リ
ナ
の
門
に
出
で
、
幾
も
な
く
し
て
遂

に
師
の
箕
英
を
嗣
ぎ
ぬ
、
其
門
亦
た
多
く
饒
秀
を
出
だ
す
。
就
中
ア
レ
グ
リ
の
如
き
は

鐵
中
の
鉾
々
た
る
者
也
。
史
家
或
は
彼
を
稲
し
て
。
ハ
レ
ス
ト
リ
ナ
楽
派
の
代
表
者
と
為

す
。
蓋
、
其
然
る
所
以
の
者
は
、
決
し
て
。
ハ
楽
派
を
創
立
し
た
り
と
云
ふ
意
義
に
非
ず

し
て
、

寧
ろ
嘗
時
既
に
模
倣
的
技
巧
に
の
み
流
れ
し
ネ
ザ
ラ
ン
ド
楽
派
の
劉
位
法
を
執

り
て
、
之
を
自
派
の
煽
櫨
に
融
化
し
た
る
黙
に
在
つ
て
存
す
。

(

G
.
 d

a
 

斯
曲
の
原
表
題
は
「
歎
け
る
母
」
に
し
て
、
其
歌
詞
の
作
家
は
ト
デ
イ

T
o
d
i
)
也
。
（
あ
、
と
）

丙

菊

の

盃

ベ

ー

ト

ー

フ

ェ

ン

ベ
ー
ト
ー
フ
ヱ
ン
は
、
一
七
七

0
年
十
二
月
十
六
日
維
納
〔
ボ
ン
〕
に
生
れ
、
一
八
二

七
年
三
月
二
十
六
日
歿
す
。
合
奏
曲
司
伴
楽
及
び
室
内
楽
の
名
家
た
り
。
斯
曲
の
原

表
題
は
「
宇
宙
の
美
」
、
其
歌
詞
は
ロ
ー
デ
ン
ベ
ル
グ(
I
•
v
.

R
o
d
e
n
b
e
r
g
)
の
蜀
す
る

所
な
り
。
（
あ
、
と
）

三

、

甲

管

絃

合

奏

仏

踊

楽

モ

ツ

ア

ル

ト

モ
ツ
ア
ル
ト
は
、
一
七
五
六
年
一
月
二
十
七
日
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
に
生
れ
、
一
七
九
一

年
十
二
月
五
日
歿
す
。
十
八
世
紀
に
於
け
る
有
敷
の
合
奏
曲
作
家
な
り
。
斯
曲
は
、
彼

が
晩
年
の
作
に
繋
か
り
、
極
め
て
幽
雅
な
る
進
行
の
古
舞
踏
曲
に
し
て
、
各
小
節
は
三

ソ

ナ

タ

拍
子
よ
り
成
る
。
其
原
形
式
は
、
固
と
二
部
を
以
て
組
織
せ
ら
る
と
雖
、
奏
鳴
楽
、
合

ト

リ

オ

奏
曲
等
に
用
ひ
ら
る
A

痰
逹
せ
る
形
式
に
於
て
は
、
之
に
第
三
部
を
加
ふ
、
此
を
三
部
と

メ
ニ
ュ
エ
ッ
ト

稲
し
、
斯
三
部
は
復
た
二
部
よ
り
成
れ
り
。
斯
曲
に
於
け
る
三
部
が
、
公
踊
楽
固
有
の

者
と
其
性
質
を
異
に
す
る
所
以
は
、
由
つ
て
以
て
其
曲
趣
を
精
彩
あ
り
優
碓
な
ら
し
め

ん
が
為
め
に
し
て
、
斯
曲
は
其
貼
に
於
て
優
に
典
型
を
推
す
に
堪
ふ
。
（
あ
、
と
）

乙

弦

楽

合

奏

さ

よ小

夜

楽

ハ

イ

ド

ン

ハ
イ
ド
ン
は
、
一
七
三
二
年
四
月
一
日
ロ
ー
ラ
ウ
に
生
れ
、
一
八

0
九
年
五
月
三
十

一
日
歿
す
。
彼
が
作
は
、
槃
楽
及
器
楽
の
殆
ど
所
有
形
式
を
網
羅
し
、
之
く
所
辮
せ
ざ

る
無
し
、
亦
以
て
其
多
角
的
楽
オ
を
想
見
す
る
に
足
る
。
然
れ
ど
も
彼
は
特
に
器
楽
作

家
と
し
て
、
音
楽
史
上
所
謂
「
合
奏
曲
祖
」
の
名
を
不
朽
に
博
ふ
る
者
也
。

セ
レ
ネ
ー
ド

小
夜
楽
（
黄
昏
楽
）
は
、
原
と
墜
楽
及
器
楽
雨
用
の
形
式
な
れ
ど
も
、
後
世
多
く
器

楽
に
の
み
用
ひ
ら
る
。
夫
の
現
今
用
ひ
ら
る
A

器
楽
的
形
式
に
屡
す
る
小
夜
楽
は
、
其

根
本
的
語
義
と
全
く
波
交
渉
に
猿
展
せ
る
者
也
。
古
風
の
小
夜
楽
に
在
て
は
、
野
外
楽

と
し
て
恰
嘗
な
る
範
園
に
於
て
、
（
ハ
イ
ド
ン
或
は
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
作
に
見
る
が
如

く
）
、
往
々
オ
ー
ボ
ー
・
バ
ス
ー
ン
・
ホ
ル
ン
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
管
楽
器
を
加
へ
て

演
奏
せ
し
こ
と
有
り
、
然
り
と
雖
、
楽
堂
に
於
て
演
奏
す
る
場
合
に
は
、
弦
楽
を
主
と
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す
る
を
常
規
と
す
。
但
だ
古
よ
り
今
に
亘
り
漁
ら
ざ
る
唯
一
の
特
調
を
皐
ぐ
れ
ば
、
小

夜
楽
は
、
奏
鳴
楽
合
奏
曲
に
於
け
る
よ
り
も
多
大
の
進
行
を
有
し
、
而
か
も
其
進
行

は
、
奏
鳴
楽
合
奏
曲
の
夫
れ
に
比
較
す
れ
ば
、
軽
少
に
し
て
複
雑
煩
瑣
な
ら
ざ
る
の
貼

に
存
す
。
之
を
要
す
る
に
、
小
夜
楽
は
仏
踊
楽
に
類
す
る
進
行
を
備
へ
、
殊
に
―
二
の

遅
緩
進
行
を
交
う
る
を
必
と
す
。
原
来
首
尾
の
進
行
は
、
形
式
上
進
行
曲
に
似
た
る
を

以
て
其
本
質
と
す
。
（
あ
、
と
）

四

、

歌

旋

ウ

ェ

ー

ベ

ル

ウ
ヱ
ー
ベ
ル
は
、
一
七
八
六
年
八
月
六
日
オ
イ
テ
ィ
ン
に
生
れ
、
一
八
二
六
年
六
月

五
日
歿
す
。
彼
は
作
家
と
し
て
、
所
謂
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
楽
派
の
代
表
者
中
、
其
首
位

を
占
む
、
斯
曲
が
倫
敦
劇
場
に
於
て
演
奏
に
上
り
た
る
は
、
賓
に
一
八
二
五
年
四
月
十

二
日
に
し
て
、
彼
れ
夙
に
該
作
曲
の
完
成
に
従
事
せ
し
が
、
肺
を
患
ひ
、
屡
中
絶
す
る

の
已
む
な
き
に
陥
り
、
困
懲
苦
闘
遂
に
其
業
を
遂
げ
、
宿
志
報
ひ
ら
る
A

の
後
継
か
に

五
旬
、
眠
る
が
如
く
英
京
の
逆
旅
に
逝
き
ぬ
。
洵
に
彼
が
半
生
の
心
血
を
注
ぎ
た
る
大

作
に
し
て
其
三
大
戯
曲
的
傑
作
の
掠
尾
た
り
。

歌
旋
と
は
、
原
と
一
定
の
形
式
を
有
す
る
調
諧
旋
律
を
謂
ふ
。
昔
者
只
だ
槃
楽
に
の

み
限
ら
れ
た
れ
ど
も
、
後
世
（
ヘ
ン
デ
ル
・
バ
ッ
ハ
の
若
く
）
器
楽
の
旋
律
的
演
奏
に

も
用
う
る
者
有
る
に
至
れ
り
。
又
十
六
・
十
七
世
紀
に
於
て
は
、
一
般
に
歓
楽
歌
と
し

て
適
用
せ
ら
れ
た
る
者
な
る
も
、
狭
義
に
於
て
は
抒
情
的
戯
曲
的
楽
式
と
し
て
解
繹
せ

パ
ラ
ー
ド

ら
る
。
其
踏
歌
と
差
異
あ
る
黙
は
、
倶
に
齊
し
く
抒
情
的
管
弦
楽
の
伴
奏
を
有
す
と

雖
、
踏
歌
は
寧
ろ
紋
事
的
に
し
て
、
歌
旋
は
全
然
自
紋
的
な
る
を
特
色
と
す
。（

あ
、
と
）

五
、
ピ
ア
ノ
管
弦
合
奏

司

伴

楽

モ

ツ

ァ

ル

ト

n
ン
セ
ル
ト
ー

司
伴
楽
は
、
獨
奏
器
楽
の
主
要
な
る
一
形
式
に
し
て
、
常
に
管
弦
楽
の
伴
奏
を
有

し
、
名
家
た
る
の
大
技
個
を
具
備
す
る
に
非
ず
ん
ば
能
く
し
得
ざ
る
所
也
。

斯
曲
は
、•
特
に
ピ
ア
ノ
演
奏
の
た
め
作
為
せ
る
有
敷
の
司
伴
楽
と
し
て
、
古
典
的
音

楽
を
脩
む
る
ピ
ア
ノ
専
門
家
の
、
倅
し
く
仰
視
す
る
所
の
作
た
り
。
習
だ
時
代
の
推
移

愛
遷
は
、
彼
を
駆
つ
て
藷
式
の
作
家
た
ら
し
む
。
其
全
奏
は
、
殆
ど
第
一
進
行
に
屡
す

る
主
要
な
る
旋
律
の
全
部
を
含
蓄
し
、
聴
者
の
た
め
、
應
に
現
る
べ
き
獨
奏
の
路
を
廓

清
す
る
者
な
り
。
典
雅
威
厳
該
ね
備
は
れ
る
絶
美
精
錬
の
旋
律
と
、
完
全
な
る
形
式

と
、
ピ
ア
ノ
司
伴
楽
と
し
て
優
に
光
彩
あ
る
獨
奏
は
、
曲
の
到
虞
に
充
盈
し
て
、
僕
指

す
る
に
勝
へ
ず
、
現
下
全
く
腹
絶
に
鰭
し
た
る
に
は
非
ざ
る
も
、
殊
に
嘗
年
の
風
習
と

し
て
、
進
行
の
結
尾
に
近
く
嶽
韻
の
餘
地
を
保
留
せ
り
、
是
れ
、
稗
興
を
感
ず
る
獨
奏

者
を
し
て
、
面
り
傾
競
せ
し
旋
律
に
開
し
、
輩
簡
な
る
幻
楽
的
表
現
を
記
る
さ
し
め
、

以
て
大
に
其
藝
術
的
技
能
を
装
揮
す
る
に
便
な
ら
し
む
。
（
あ
、
と
）

六

、

管

弦

合

奏

甲
送
葬
進
行
曲
シ
ョ
パ
ン
ー
~
ト
ー
マ
ス

シ
ョ
パ
ン
は
、
一
八
一

0
年
二
月
廿
二
日
ツ
ヱ
ラ
ツ
オ
ラ
・
フ
オ
ラ
に
生
れ
、
一
八

四
九
年
十
月
十
七
日
歿
す
。
巧
妙
な
る
創
設
的
ピ
ア
ノ
作
家
也
。
殊
に
ピ
ア
ノ
演
奏
に

開
し
て
は
新
時
代
を
劃
す
べ
き
斯
道
の
一
大
家
と
す
。
斯
曲
は
、
此
種
形
式
中
尤
も
卓

絶
せ
る
一
傑
作
と
し
て
、
ベ
ー
ト
ー
フ
ヱ
ン
の
「
エ
ロ
イ
カ
」
愛
A
の
奏
鳴
楽
送
葬
進

行
曲
、
及
び
ワ
グ
ネ
ル
の
ジ
ー
グ
フ
リ
ー
ド
送
葬
進
行
曲
と
鼎
足
の
勢
を
成
せ
る
者
な

り
。
以
上
三
曲
の
優
劣
に
至
て
は
、
丞
か
に
軒
軽
し
易
か
ら
ず
と
雖
も
、
シ
ョ
パ
ン
の

作
は
汎
く
世
人
の
耳
染
に
治
き
黙
に
於
て
有
名
な
り
。

（
『
シ
カ
ゴ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ツ
』
抄
録
）

乙

前

奏

『

ロ

ー

ヘ

ン

グ

リ

ン

』

ワ

ク

ネ

ル

ワ
ク
ネ
ル
が
経
歴
功
過
に
閥
し
て
は
、
其
紹
述
に
註
繹
に
或
は
評
隕
に
業
に
略
と
世

の
知
悉
す
る
所
な
る
を
以
て
、
今
故
ら
に
贅
せ
ず
。
「
ロ
ー
ヘ
ン
グ
リ
ン
」
の
作
は
、

一
八
五

0
年
八
月
二
十
八
日
ヴ
イ
マ
ー
ル
に
於
て
、
リ
ス
ト
棚
披
の
下
に
始
め
て
演
奏

せ
ら
れ
た
る
、
近
世
歌
劇
界
の
新
竪
也
。

歌
劇
「
ロ
ー
ヘ
ン
グ
リ
ン
」
全
曲
の
特
色
美
を
結
晶
し
た
る
小
天
地
、
是
を
其
前
奏

と
為
す
。
曲
は
、
先
づ
ワ
イ
オ
リ
ン
・
フ
リ
ュ
ー
ト
の
幽
婉
誹
秘
な
る
和
弦
に
起
り

て
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
の
輩
奏
に
入
り
、
或
は
堅
調
し
、
或
は
移
調
し
、
和
弦
は
高
く
高
調

に
達
し
、
而
し
て
緩
調
に
入
る
。
是
を
救
世
主
礫
殺
の
神
血
を
湛
へ
し
聖
盃
の
主
題
と

す
。
彼
此
交
互
参
差
錯
落
と
し
て
、
弾
じ
去
り
奏
し
来
る
築
の
音
波
は
一
揚
一
抑
一
昂

一
低
、
基
調
稽
々
に
下
り
、
須
央
に
し
て
聖
盃
の
主
題
は
、
翻
翔
せ
る
ヴ
ィ
オ
リ
ン
の

高
音
を
背
景
と
す
る
、
フ
リ
ュ
ー
ト
・
オ
ー
ボ
ー
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
吹
奏
を
藉
り
、

〔

マ

マ

]

餘
蘊
な
く
預
揚
し
憲
さ
る
。
斯
の
特
性
的
調
音
は
、
雰
時
の
後
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
・
ギ
オ
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＂ロ
ン
セ
ロ
・
ホ
ル
ン
・
バ
ス
ー
ン
の
吹
弾
に
由
り
て
復
た
起
る
、
高
調
の
弦
楽
依
然
た

り
。
奏
楽
は
斯
く
て
透
選
旋
行
す
る
也
。
聖
盃
の
竪
は
、
稽
々
に
近
く
逼
り
来
る
と

雖
、
常
に
他
の
高
調
の
旋
律
の
た
め
舘
沈
せ
ら
る
A
所
と
為
り
し
が
、
遂
に
錆
爾
と
し

て
墜
あ
り
、
テ
イ
ム
。
ハ
ニ
ー
と
バ
ス
と
ト
ラ
ム
ペ
ッ
ト
と
ト
ロ
ン
ボ
ー
と
光
彩
あ
る
楽

音
と
は
、
紳
彩
赫
変
、
一
時
斯
墜
を
顕
ら
に
す
。
是
れ
を
前
奏
に
於
け
る
高
潮
と
な

す
。
傾
刻
の
間
、
奏
楽
は
猶
揺
曳
し
、
力
あ
る
楽
音
湿
次
弾
む
に
随
ひ
、
次
を
追
う
て

終
局
に
向
ふ
。
幽
婉
な
る
ワ
イ
オ
リ
ン
の
和
弦
は
膀
頭
と
相
呼
應
し
て
、
結
末
に
於
て

再
び
紳
厳
な
る
主
題
を
調
奏
し
、
愛
格
的
関
結
を
以
て
「
ア
ー
メ
ン
」
の
一
語
全
曲
を

揮
す
。
（
「
シ
カ
ゴ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ツ
」
抄
録
）

七

、

合

唱

・

エ

ラ

イ

ヂ

ャ

ー

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
一
八

0
九
年
二
月
一
ー
一
日
ハ
ム
ブ
ル
グ
に
生
れ
、
一
八
四
七
年

十
一
月
四
日
歿
す
。
彼
は
年
少
に
し
て
夙
＜
其
楽
オ
を
現
し
ぬ
。

斯
曲
は
一
八
四
六
年
八
月
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
に
於
て
始
め
て
演
奏
せ
ら
れ
た
る
も
の

な
り
。
斯
合
唱
は
、
之
を
始
む
る
に
、
其
歌
詞
と
相
待
て
、
懲
罰
應
報
荀
も
椴
さ
ゞ
る

フ

ガ

ト

ー

大
断
行
の
主
題
を
以
て
し
、
直
に
展
ぶ
る
に
追
覆
楽
を
以
て
し
、
更
に
之
を
承
く
る
に

美
妙
な
る
聖
歌
を
以
て
し
、
而
し
て
之
を
牧
拾
す
る
に
、
霊
験
厳
粛
の
雄
渾
な
る
主
題

を
以
て
す
。
（
あ
、
と
）
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three beats in the bar. In its original form it consisted only of 
two parts, but in its more developed form such as used in So-
natas, Symphonies, etc. a third part called Trio, consisting again 
of two• -Parts, is added. This Trio should be of a different 
charact~r as the Menuett proper to give relief and this Menuett 
by Mozart is an excellent specimen in this respect. 

H. H. 

Concerto・ for Piano with Orchestra in e Flat Major. 
(Cadenza by H. Heydrich) Mozart. 

This is one of the beautiful Concertos written for the Piano 
-by Mozart and is still played by nearly all Piano-Virtuosos who 
cultivate classical、Music.lt is of course in the old style-a "Tutti" 
bringing nearly all the principal melodies of the first movement 
in short, preparing the listener for the Solo. It is full of melo-
dies of the greatest beauty and refinement, with grace and dig-
nity (mit Aumuth und Wuerde), of the form perfect and the 
Solo Part sufficiently brillia~t for a Piano-Concerto. As was the 
custom then and to some ・extent is still, a place is left open 
towards the end of the movement for the "Cadenza" which is 
meant for _the inspired Soloist to write a short Fantasy on some 
of the-just heard melodies and if he so chooses to give some 
~i~h_er display of his technical capabilities. 

H.H. 

Marche Funebre. 
Chopin-Thomas. 

Funeral March of Chopin is one of the few and most cel-
ebrated compositions of this class, standing in that pre-eminent 
hierarchy which includes the funeral march in Beethoven's Eroi-
ca, the Sonata in A flat, and (greater than either, of course) the 
Siegfried Funeral March. Among these there is no question of 
pre-eminence; each is greatest. And Chopin's work stands clear 
in the world's view. 

(From "Chicago Symphony Concerts.") 

Prelude "Lohengrin." 
Wagner. 

All the beauty and characteristics of the Opera "Lohengrin" 
we have in the Prelude, but in the little. It is the microcosm 
of the opera. After certain sweet and mysterious chords of the 
violins and flutes, the violins alone are playing, muted,・ divided, 
the chords high up in the treble, and very softly. It is the motive 
of the Grail—that holy cup in which was caught the s1,1cred 
blood profanely shed upon Calvary. The music swells, dimin-
ishes, gradually descends in pitch, involving one instrument after 
another, until after some periods we have the Grail motive given 
out by the flutes, oboes and clarinets, while the violins still soar 
above. After some time, again comes this characteristic intona-
tion, the trombones,'cellos, horns and bassoons playing it, but 
still with the strings in the higher regions. Onwards meanders 
the music. The sound of the Grail comes nearer and nearer, 
but always subjected to some other melody which sounds above 
it. At last with grand clash all the trumpets, trombones and 
brilliant voices intone this sound in full radiance of splendor, 
with everything which tympani and basses can do to make it 
more impressive. This is the climax of the prelude. The music 
keeps up for a little, gradually subsiding as one powerful voice 
after another ceases, until at last we are gradually brought down 
to repose. Then our sweet chords of the beginning, and finally, 
at the very end, again the violins intone the heavenly motive, 
just as at the beginning, and the whole closes with the sound 
of a sweet‘、Amen,"for such is the plagal cadence which ends 
the work. 

(From "Chicago Symphony Concerts.") 

"Yet Doth the Lord See it not" from the Elijah. 
Mendelssohn. 

This Chorus begins with a subject of great decision, in con-
formity with the words and soon develops into a "fugato" which 
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目・曲

（
五
）
ピ
ア
ノ
管
絃
伴
奏
（
ハ
イ
ド
リ
ヒ
氏
）

m
e
a
n
s
 s
u
bj

ect
 

b
ei
n
g
 w

o
r
k
e
d
 o
ut
 

af
t

er 
cert
ai
n
 rules
.
 

A

f

t

e
r
 t
h
at
 

v
e
ry f
i

n
e
 a
 "
C
h
o
r
a
l
e
"
 c
o
m
e
s
 i
n
 a
n
d
 
it 
f
i

ni
shes 
w
i
t

h
 a
 b
r
o
a
d
 

s
u
bj

e
ct
,
 

effect
i

v
e
 a
n
d
 y
et
 

n
o
b
l
e
.
 

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

●
―
音
楽
演
奏
會
東
京
―
音
楽
學
校
―
音
楽
演
奏
會
は
本
月
二
十
九
日
（
日
曜
日
）

午
後
二
時
半
よ
り
同
校
奏
楽
堂
に
於
て
開
催
せ
ら
る
A

筈
な
り
今
回
は
従
前
と

異
な
り
入
場
券
を
疲
賣
し
廣
く
希
望
者
を
入
場
せ
し
む
る
こ
と
A

し
入
場
券
は

き
よ
う
え
き

一
等
二
園
二
等
一
園
の
一
一
種
に
分
ち
京
橋
匿
竹
川
町
十
三
番
地
共
盆
商
社
楽
器

店
に
て
来
る
二
十
日
よ
り
疲
賣
す
る
由
そ
の
曲
目
は
第
一
管
絃
合
奏
、
第
二
合

唱
（
甲
乙
丙
）
第
三
甲
管
絃
合
奏
、
乙
絃
楽
合
奏
、
第
四
猫
唱
、
第
五
ピ
ア
ノ

管
絃
合
奏
、
第
六
管
絃
合
奏
（
甲
乙
）
第
七
唱
歌
管
絃
合
奏
等
な
り

（
『
人
民
』
明
治
三
十
八
年
十
月
十
五
日
）

東
京
音
楽
學
校
―
音
楽
演
奏
會
入
場
券
疲
賣
廣
告

本
月
廿
九
日
午
後
二
時
半
ョ
リ
御
開
催
ノ
東
京
＿
音
楽
學
校
音
楽
演
奏
會
入
場

券
ノ
疲
賣
方
ヲ
今
般
弊
社
二
命
ゼ
ラ
レ
候
二
付
来
ル
廿
日
ヨ
リ
右
疲
賣
可
致
曲

目
及
入
場
料
等
ハ
左
ノ
通
リ
ニ
候
間
何
卒
陸
績
御
購
求
ア
ラ
ン
事
ヲ
奉
希
上
候

（
一
）
管
絃
合
奏
、
（
二
）
合
唱

（
三
）
甲
、
管
絃
合
奏
、
乙
、
絃
楽
合
奏

（
四
）
猫
唱
（
小
室
千
笑
子
）

（
『
日
本
』
明
治
三
十
八
年
十
月
十
七
日
）

H•H
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昔

楽

學

校

演

奏

會

評

一
昨
日
午
後
二
時
半
よ
り
上
野
の
一
音
楽
學
校
に
て
秋
季
演
奏
會
催
さ
れ
た
り
。
従
来

同
校
の
演
奏
會
は
嘗
て
入
場
料
を
取
る
こ
と
な
く
、
切
符
を
賣
付
け
る
は
今
回
を
以
て

始
め
と
な
す
ゆ
ゑ
、
常
に
立
錐
の
地
な
き
を
例
と
す
る
同
會
も
如
何
あ
ら
ん
か
と
氣
遣

ひ
し
が
、
九
分
通
り
は
聴
衆
席
も
塞
が
り
、
慈
善
會
の
景
物
と
な
ら
ず
と
も
、
西
洋
楽

其
物
に
餘
程
興
味
を
有
す
る
人
の
多
く
な
り
し
を
認
め
た
り
、
一
等
席
は
大
半
外
國
人

二
等
席
は
殆
ん
ど
學
生
に
て
、
長
唄
研
究
會
や
歌
澤
温
習
會

へ
の
出
席
者
と
は
全
く
異

か
う
が
い

な
る
や
う
な
る
は
、
以
て
勝
来
の
隆
盛
を
卜
す
べ
し
。
今
回
演
奏
曲
目
の
梗
概
を
作
り

て、

聘
衆
に
配
り
し
は
、
邦
人
の
洋
楽
智
識
の
乏
し
き
今
日
甚
だ
賞
讃
す
べ
き
こ
と
に

て
、
こ
れ
に
よ
り
て
昔
榮
の
興
味
を
増
せ
し
者
多
か
ら
ん
。
出
し
物
は
傑
作
揃
ひ
と
も

い
ふ
べ
く
、
技
藝
も
一
回
毎
に
進
歩
の
跡
あ
り
、
打
つ
ゞ
け
の
管
絃
合
奏
は
演
奏
者
の

榮
も
察
す
べ
く
、
こ
れ
以
上
の
洋
楽
は
今
日
の
日
本
に
て
、
他
に
聰
き
得
ら
れ
ざ
る
者

と
思
は
る
A

が、

慾
を
云
へ
ば
不
満
足
の
黙
も

―
二
な
ら
ず
。
管
楽
に
比
し
て
絃
楽
器

の
甚
し
く
不
足
せ
る
も
ヲ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
未
だ
幼
稚
な
る
を
免
れ
ず
「
第
一
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
」
の
六
人
は
何
れ
も
今
日
の
名
手
な
ら
ん
も
、
女
性
の
み
な
る
為
繊
弱
に
失

せ
ざ
る
か
と
思
は
れ
た
り
。

同
校
の
男
子
卒
業
生
は
如
何
な
る
方
面
に
向
へ
る
か
、
技
藝
に
於
て
婦
女
子
に
劣
る

か
、
他
の
事
情
あ
り
て
か
、
宮
内
省
の
楽
人
を
雇
ひ
来
て
漸
く
一
座
を
組
織
す
る
位
な

る
に
、
同
校
の
男
子
卒
業
生
を
多
く
見
受
け
ざ
る
は
不
思
議
な
り
。
兎
に
角
日
本
の
洋

楽
界
も
十
分
の
痰
達
を
な
す
迄
に
は
幾
多
の
波
瀾
を
経
べ
く
、
男
子
が
女
子
に
歴
倒
せ

ら
る
A

今
日
の
情
態
を
愛
じ
て
、
男
子
楽
人
の
名
が
聴
衆
に
喋
々
せ
ら
る
A

や
う
に
な

り
、
叉
演
奏
者
の
多
く
が
（
聴
衆
と
共
に
）
其
の
演
奏
せ
る
曲
の
精
紳
を
解
す
る
に
至

ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
今
日
の
大
物
た
る
ワ
グ
ネ
ル
の
「
ロ
ー
ヘ
ン
グ
リ
ン
」
の
如
き

も
、
こ
の
全
曲
の
内
容
を
味
ひ
な
ば
、
前
奏
に
到
す
る
興
味
深
か
る
べ

く
、
吾
人
は
こ

の
前
奏
の
み
を
聴
き
て
、
こ
れ
が
疲
展
し
て
如
何
な
る
劇
曲
を
な
す
か
全
曲
を
知
り
た

く
思
は
れ
、
又
全
部
を
見
し
上
な
ら
で
は
、
前
奏
を
も
十
分
に
味
ひ
が
た
き
や
う
に
感

ぜ
ら
れ
た
り
。
さ
れ
ど
一
昂
一
低
大
波
小
波
の
寄
て
は
か
へ
す
菱
化
縦
横
の
妙
の
朧
ろ

げ
な
が
ら
も
解
せ
ら
れ
た
る
は
う
れ
し
か
り
し
が
、
ヴ
ァ
イ
ヲ
リ
ン
の
不
足
は
弦
に
於

て
も
認
む
べ
く
、
最
高
潮
に
於
て
ベ
ッ
ケ
ン
の
蜜
昔
を
用
う
る
必
要
あ
る
程
な
る
に
絃
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楽
器
の
昔
量
が
、
未
だ
其
れ
程
の
高
潮
に
達
せ
ざ
る
や
う
に
思
は
る
。
そ
れ
に
楽
人
等

は
只
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
に
一
任
し
て
、
こ
の
曲
に
劉
し
ど
れ
丈
の
情
味
を
有
せ
し
か
は
疑

は
れ
た
る
が
、
兎
に
角
か
A

る
昔
曲
を
、
聘
衆
の
大
喝
采
を
得
て
二
度
く
り
か
へ
す
や

う
に
な
り
し
は
洋
楽
界
の
進
歩
推
し
て
知
る
べ
し
。
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
氏
の
ピ
ア
ノ
と
の

n
ン
サ
ー
ト

管
絃
合
奏
「
モ
ツ
ア
ル
ト
の
司
伴
楽
」
も
今
日
の
聘
物
に
て
、
こ
の
前
の
ケ
ー
ベ
ル
氏

の
ピ
ア
ノ
に
て
の
合
奏
に
比
し
て
一
層
技
工
す
ぐ
れ
し
や
う
な
る
が
、
ケ
ー
ベ
ル
氏
の

時
は
管
絃
楽
の
指
揮
者
が
後
よ
り
追
謳
け
て
行
く
如
か
り
し
が
、
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
氏
の

は
さ
な
が
ら
自
分
も
伴
奏
指
揮
者
の
掌
中
に
あ
り
て
、
そ
れ
を
逸
し
去
る
こ
と
な
か
り

き
。
「
シ
ョ
パ
ン
の
送
葬
進
行
曲
」
は
哀
れ
を
感
ず
る
よ
り
も
寧
ろ
睡
氣
さ
し
た
り
。

こ

む

ろ

ち

ゑ

小
室
千
笑
嬢
の
獨
唱
は
、
晋
竪
奇
麗
に
し
て
、
女
と
し
て
は
昔
量
も
あ
る
方
な
り
。
裏

槃
に
う
つ
る
所
滑
か
に
し
て
、
日
本
人
の
耳
に
も
最
快
く
感
ぜ
ら
る
。
合
唱
は
日
本
語

あ
て
は

を
嘗
嵌
め
た
る
が
、
十
年
一
日
の
如
く
不
調
和
甚
だ
し
く
、
殊
に
「
鞭
墜
粛
々
」
は
剣

舞
の
文
句
の
如
く
、
宗
敦
的
要
素
あ
る
原
作
と
は
雲
泥
の
相
違
に
て
、
歌
曲
相
伴
は

ず
、
か
A

る
和
洋
折
衷
は
一
音
楽
進
歩
の
上
に
何
等
の
効
果
な
か
る
べ
し
。
「
墓
前
の
母
」

セ
レ
ナ
ー
ド

は
比
較
的
に
勝
れ
り
。
「
小
夜
楽
」
は
聰
＜
度
に
三
味
線
楽
に
近
き
や
う
素
人
耳
に
は

感
ぜ
ら
る
A

。
今
回
の
は
こ
れ
迄
の
中
最
も
艶
に
聰
か
れ
た
り
。
「
モ
ツ
ア
ル
ト
の

メ
ニ
ュ
ェ
ッ
ト

仏
踊
楽
」
は
稽
活
氣
な
く
演
奏
者
も
上
の
空
に
思
は
れ
た
り
。
「
グ
ル
ツ
ク
の
序
曲
」

は
大
作
の
割
合
に
感
興
を
惹
く
こ
と
少
か
り
し
（
菱
生
）

（『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
八
年
十
月
三
十
一
日
）

9渭

晶

尉

楽

評

（

一

）

0
-
、
管
絃
合
奏
（
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
・
イ
ン
・
ア
ウ
リ
ス
）
獨
逸
の
音
楽
家
グ
ル
ツ
ク

の
作
曲
、
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
・
イ
ン
・
ア
ウ
リ
ス
と
い
ふ
三
幕
の
オ
ペ
ラ
の
オ
ヴ
ァ
ー
チ
ュ

ア
ー
で
、
従
来
大
劇
場
で
屡
々
興
行
し
、
興
行
毎
に
常
に
大
喝
采
を
受
く
る
有
名
の
曲

ぎ
り
し
や

で
あ
る
、
こ
の
曲
の
大
要
を
言
へ
ば
古
代
希
服
ト
ロ
イ
載
季
時
代
の
事
で
、
希
臓
軍
の

綿
督
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
王
が
デ
イ
ア
ナ
紳
の
怒
に
獨
れ
て
逆
風
の
為
め
ア
ウ
リ
ス
よ
り
其

の
軍
船
を
行
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
た
め
、
豫
言
者
の
説
に
随
ひ
て
王
女
イ
フ
ィ

ゲ
ニ
ア
を
犠
牲
に
供
せ
り
と
い
ふ
筋
で
、
序
幕
は
父
王
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
が
無
垢
最
愛
の

イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
を
犠
牲
と
せ
ん
か
、
幾
萬
の
勇
士
を
海
底
の
藻
屑
と
せ
ん
か
と
、
と
つ

お
い
つ
悶
々
の
情
堪
へ
ざ
る
慮
に
、
丁
度
其
時
王
女
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ー
ア
は
、
母
の
ク
リ
テ

い
ひ
な
づ
け

ム
ネ
ス
ト
ラ
と
共
に
顕
は
れ
て
そ
の
約
婚
の
ア
キ
ル
レ
ス
と
結
婚
披
露
の
準
備
に
か
A

る
、
か
く
て
第
二
幕
に
入
り
、
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
は
愈
と
結
婚
の
式
を
行
な
は
ん
た
め
盛

装
し
て
婿
の
ア
キ
ル
レ
ス
と
共
に
祭
壇
に
立
つ
其
時
父
王
の
使
者
来
て
、
イ
フ
ィ
ゲ
ニ

ア
を
犠
牲
に
供
し
た
こ
と
を
告
げ
た
れ
ば
、
母
の
ク
リ
テ
ム
ネ
ス
ト
ラ
は
婿
の
ア
キ
ル

レ
ス
と
共
に
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
を
保
護
し
、
且
つ
誹
の
宥
恕
を
願
ど
も
、
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア

は
獨
り
覺
悟
を
定
め
て
少
し
も
騒
が
ぬ
と
こ
ろ
で
此
の
幕
は
終
り
、
次
で
第
三
幕
に
入

か
ま
で
す

し
、
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
王
の
前
に
多
く
の
人
が
群
集
し
て
椴
牲
を
求
む
る
槃
喧
し
く
、

一
方
に
は
ア
キ
ル
レ
ス
が
母
と
共
に
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
の
決
心
を
翻
へ
さ
せ
ん
と
百
方
苦

心
し
、
又
一
方
に
は
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
の
体
に
指
で
も
染
め
る
も
の
が
あ
れ
ば
直
に
刃
を

抜
か
ん
と
身
構
へ
る
、
母
は
終
に
己
れ
其
の
身
代
り
と
な
ら
ん
と
し
た
が
、
遂
に
叶
は

ず
し
て
悶
絶
す
る
、
か
く
て
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
は
別
を
告
げ
て
犠
牲
と
な
っ
て
ゆ
く
、

こ
A

で
場
が
愛
つ
て
高
僧
は
犠
牲
を
捧
ぐ
可
く
用
意
を
し
て
居
る
此
時
ア
キ
ル
レ
ス

は
デ
イ
ア
ナ
女
紳
の
助
け
を
乞
ふ
て
こ
A

に
来
り
、
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
を
助
け
ん
と
す

る、

露
歴

一
竪
、
天
地
為
に
暗
黒
、
群
が
る
も
の
何
れ
も
憚
れ
を
い
だ
く
、
デ
イ
ア

ナ
稗
、
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
の
殊
勝
の
決
心
と
清
淫
な
る
精
紳
と
に
感
じ
て
、
こ
れ
を
犠

牲
と
す
る
に
忍
び
ず
、
即
ち
之
を
助
け
て
外
國
に
伴
ふ
、
そ
の
跡
で
衆
人
デ
イ
ア
ナ

紳
の
徳
を
賛
し
、
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
を
追
憶
す
る
の
で
此
の
オ
ペ
ラ
は
終
る
の
で
あ
る
、

オ
パ
ー
チ
ュ
ア
ー

本
曲
は
此
の
序
楽
で
あ
る
か
ら
、
従
て
清
雅
、
高
逸
、
聴
き
ゆ
く
内
、
イ
フ
ィ

ゲ
ニ
ア
の
美
し
き
徳
を
偲
ば
る
A

の
で
あ
る
、
演
奏
者
は
何
れ
も
現
今
我
邦
第
一
流

の
昔
業
家
、
わ
る
か
ら
う
筈
な
く
、
開
會
先
づ
何
と
も
い
へ
ぬ
妙
な
る
感
に
打
た
れ

た。

．．
 

0
二
、
合
唱
（
甲
、
乙
、
丙
）
甲
は
光
は
東
方
よ
り
、
乙
は
墓
前
の
母
、
丙
は
菊

の
盃
で
、
此
の
中
甲
と
乙
と
は
共
に
千
五
百
年
代
の
作
家
、
甲
は
プ
レ
ト
リ
ウ
ス
、
乙

ゆ
る
が
せ

は
ナ
ニ
ニ
の
作
曲
で
雨
氏
共
に
音
楽
史
上
忽
に
す
可
ら
ざ
る
有
名
の
人
で
あ
る
、
丙

は
一
千
七
百
年
の
末
葉
に
生
れ
た
ビ
ー
ト
ベ
ン
の
作
曲
で
、
甲
乙
の
二
曲
は
幽
婉
で
あ

そ
も
／
ヽ
n
ー
ラ
ス

る
が
、
丙
の
一
曲
は
甚
だ
華
美
で
あ
る
、
抑
と
合
唱
は
此
校
の
特
色
で
、
我
邦
の
現
今

ひ

っ

ち

う

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

で
は
、
末
だ
此
に
匹
侮
す
る
も
の
は
な
い
、
合
奏
は
此
校
ほ
ど
の
者
は
、
ま
だ
外
に

n
,
'
ラ
ス

見
る
こ
と
が
出
来
ぬ
が
、
合
唱
も
ま
た
な
か
／
＼
美
事
で
あ
る
。
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（
『
日
本
』
明
治
三
十
八
年
十
月
三
十
一
日
）

●
―
音
楽
學
校
誓
璧
塁
評
（
二
）

セ
レ
ネ
ー

ド

ふ

ら
ん
す

0
三
、
合
奏
甲
は
仏
踊
楽
、
乙
は
小
夜
楽
、
メ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
は
昔
の
佛
閑
西
の
舞
踏

で
三
拍
子
の
も
の
で
あ
る
が
、
今
は
其
の
舞
踏
は
腹
絶
し
て
、
そ
れ
に
附
け
て
奏
し
た

＿
音
楽
の
み
残
っ
て
居
る
、
一
髄
メ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
は
高
雅
の
も
の
だ
が
、
モ
ツ
ア
ル
ト
の

し
た
が
つ

メ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
は
高
雅
と
い
ふ
よ
り
も
寧
ろ
華
麗
と
い
ふ
方
で
あ
る
。
随
て
幾
分
か
浮

華
な
分
子
が
あ
る
や
う
に
も
き
こ
え
る
。
尤
も
モ
ツ
ア
ル
ト
の
も
の
は
何
れ
に
も
こ
の

セ
レ
ネ
ー
ド

た
そ
が
れ
が
く

調
子
が
あ
る
や
う
で
あ
る
、
小
夜
楽
は
一
名
黄
昏
楽
と
も
い
つ
て
、
黄
昏
野
外
に
て
唱

っ
た
も
の
だ
が
、
後
代
其
意
味
を
失
っ
て
器
楽
に
ば
か
り
用
る
や
う
に
な
っ
た
、
し
か

し
現
代
の
セ
レ
ネ
ー
ド
も
静
寂
、
平
安
の
意
を
含
ん
で
居
る
所
は
、
即
原
楽
の
意
を
博

へ
た
も
の
と
い
ふ
て
よ
い
、
此
セ
レ
ネ
ー
ド
は
近
世
シ
ョ
ッ
パ
ン
等
に
よ
っ
て
ノ
ク
タ

ー
ン
と
な
っ
た
が
、
矢
張
り
静
寂
の
意
を
博
へ
て
居
て
、
一
体
に
軽
少
で
煩
雑
で
な
い

の
が
此
の
曲
の
特
色
で
又
よ
い
所
で
あ
る
、
凡
て
弱
竪
器
で
演
奏
し
、
二
番
ヴ
ァ
イ
オ

ピ
チ
カ
ー
ト

リ
ン
以
下
は
弾
昔
で
あ
っ
た
。
甲
は
管
絃
合
奏
で
乙
は
絃
楽
合
奏
、
何
れ
も
よ
か
っ
た

が
、
殊
に
セ
レ
ネ
ー
ド
は
一
般
に
頗
る
受
け
た
や
う
で
あ
る
。

ア

リ

ア

0
四
獨
唱
（
ア
リ
ア
）
オ
ペ
ラ
『
オ
ベ
ロ
ン
』
中
の
歌
旋
で
、
ウ
エ
ー
ベ
ル
氏
が

最
後
の
作
曲
で
あ
る
、
此
の
曲
は
千
八
百
二
十
四
年
、
カ
ー
ヴ
ェ
ン
ト
・
ガ
ー
デ
ン

劇
場
の
依
頼
に
よ
り
て
着
手
し
、
中
途
肺
患
に
罹
り
て
、
千
八
百
二
十
六
年
即
ち
彼
れ

ろ
ん
ど
ん

が
死
去
の
年
の
春
に
完
成
し
た
の
で
あ
る
、
此
曲
が
倫
敦
の
劇
場
で
始
め
て
演
奏
に
上

っ
た
の
は
千
八
百
二
十
六
年
の
四
月
で
、
彼
は
此
時
倫
敦
に
旅
行
し
、
衆
人
が
此
曲
に

就
て
大
歓
迎
し
つ
A

あ
る
の
を
目
撃
し
た
が
、
病
は
此
時
よ
り
盆
と
重
く
、
遂
に
其
の

滞
在
中
に
死
去
し
た
の
で
あ
る
、
こ
の
『
オ
ベ
ロ
ン
』
と
い
ふ
の
は
三
幕
の
オ
ペ
ラ

で
、
近
世
文
學
の
精
華
た
る
ギ
ー
ラ
ン
ト
の
叙
事
詩
『
オ
ベ
ロ
ン
』
よ
り
楽
材
を
取

り
、
全
体
の
構
想
が
、
ロ
ー
マ
ン
テ
ッ
ク
で
あ
っ
て
、
『
オ
ベ
ロ
ン
』
と
い
ふ
は
篇
中

ア

リ

ア

の
小
鬼
王
の
名
で
あ
る
、
こ
の
日
の
演
奏
の
歌
旋
は
こ
の
曲
の
中
に
あ
る
マ
ホ
メ
ッ
ド

赦
主
た
る
カ
リ
フ
の
娘
レ
ヂ
ア
の
悲
哀
な
る
心
情
を
う
た
ふ
た
も
の
で
あ
る
、
演
奏
者

小
室
千
笑
嬢
は
本
年
の
卒
業
生
で
目
下
研
究
生
と
し
て
引
き
つ
ゞ
き
在
學
す
る
、
昔
戴

と
い
ひ
、
昔
色
と
い
ひ
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
ひ
、
エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
ひ
細
か

一
唱

ソ
ナ
チ
ナ

一
ピ
ア
J

亡
き
妻

く
批
評
眼
を
角
ど
立
て
つ
れ
ば
言
ふ
べ
き
節
も
な
い
で
は
な
か
ら
う
が
、
現
今
の
槃
楽

家
に
乏
し
き
我
邦
の
一
音
楽
界
に
て
は
、
先
づ
申
分
が
な
い
と
言
ふ
て
よ
か
ら
う
、
殊
に

同
嬢
は
演
奏
の
た
び
毎
に
其
の
技
伺
が
上
達
す
る
の
は
何
よ
り
慶
ば
し
き
こ
と
で
、
こ

の
上
奮
勘
怠
ら
ず
ん
ば
前
途
の
進
境
は
十
分
で
あ
ら
う
。

（
『
日
本
』
明
治
三
十
八
年
十
一
月
一
日
）

●
東
京
昔
榮
學
校
演
奏
會

十
月
廿
八
日
及
廿
九
日
秋
季
演
奏
會
を
開
會
す
初
め
て
入

場
料
を
徴
牧
し
て
一
般
希
望
者
に
弘
く
参
聰
を
許
し
た
る
は
本
校
と
し
て
の
新
疲
展
を

慶
賀
す
べ
き
こ
と
な
り
。
且
曲
目
の
梗
概
を
出
版
し
て
配
付
せ
し
等
は
誠
に
感
謝
す
べ

き
こ
と
に
し
て
今
後
は
尚
ほ
委
し
く
記
述
し
て
目
に
於
け
る
一
音
果
の
教
養
を
も
授
け
ら

れ
む
こ
と
を
祈
る
も
の
な
り

(
『
昔
榮
』
築
友
社
、
第
九
巻
第
二
号
、
明
治
三
十
八
年
十
二
月
、
五
三
頁
）

試
業
演
奏
会

明
治
三
十
八
年
十
一
月
十
八
日

楽

會

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

＠
第
十
八
回
撰
科
生
徒
試
業
會
東
京
―
音
楽
學
校
に
て
は
去
月
十
八
日
午
後
一

時
よ
り
上
野
楽
堂
に
於
て
同
校
撰
料
の
試
業
會
を
開
か
れ
た
り
。
年
を
逐
ひ
て

技
藝
進
歩
の
あ
と
あ
る
は
喜
ぶ
べ
く
、
特
に
女
竪
二
部
の
如
き
は
撰
科
と
し
て

U

は
豫
想
外
の
好
成
績
な
り
し
と
云
ふ
べ
し
。

掌
日
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
如
し

第

一

部

歌
（
―
-
重
音
）

男

作

曲

者

未

詳

）

盃
籐
勝
一
郎
作
歌

，

石

川

し

づ

子

ク
ー
ラ
ウ
作
曲

生

徒
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第

葵
の
祭

一
唱

ソ

ナ

チ

ナ

一

ピ

ア

ノ

部

歌

（

二

重

音

）

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

作

曲

鳥

居

枕

作

歌

一
唱

ラ

イ

ヒ

ア

ル

ト

作

曲

旗

野

十

一

郎

作

歌

197 

生

女

生

徒

ソ

ナ

タ

徒

第2章

原

馨

癖

思

鶴

ソ

ナ

タ

ー

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

｛

丹

波

ノ

ブ

菊

地

み

さ

を

飯

田

隆

健

ロ

ン

デ

ノ

ー

オ

ル

ガ

ン
エ

ー

ア

（

ド

ン

フ

ワ

ン

歌

抜

幸

）

ス

ヰ

ー

ト

ホ

ー

プ

ス

チ

ャ

ル

ウ

ェ

ン

カ

作

曲

モ

ツ

ア

ル

ト

作

曲

ウ

ェ

ル

フ

ァ

ー

ル

ト

作

曲

ジ

ュ

セ

ッ

ク

作

曲

一

ピ

ア

ノ

雀鼻｀

前甲伊菊丹

田斐藤地波
み

滋秀せさノ

樹雄いをブ

岡

見

メ

一
等

朧

月

ー

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

甲

ウ

ン

ガ

リ

ッ

シ

乙

デ

ュ

エ

ッ

ト

ソ

ナ

チ

ナ

一

ピ

ア

ノ

ソ

ナ

タ

レ

9一^一
中熊角

村田倉

た豊愛

み子子

一

ピ

ア

ノ

あ

vヽ

原野

ソ八ヒ

ノ重デ

鹿

ク

ー

ラ

ウ

作

曲

浅

ア

ー

マ

ン

ド

作

曲

モ

ツ

ア

ル

ト

作

曲

ガ

ボ

ッ

ト

ー

オ

ル

ガ

ン

ガ

ボ

ッ

ト

ー

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

バ

ル

カ

ロ

ー

ル

モフ

ツェ

ア 替ス
ル 手力

ト ／＿一へ作

作鈴 闘萩 河曲
曲

木

田

邊

尚

雄

バ

ハ

作

曲

バ

ハ

作

曲

梵

ソ

ナ

チ

ナ

ー

ピ

ア

ノ

古

ク

ー

ラ

ウ

作

曲

島

千

代

辰

司

須

き

く

伊

藤

多

津

ー

ピ

ア

ノ ア

ダ

ヂ

ヲ

ー

ピ

ア

ノ

聯

弾

ー

オ

ル

ガ

ン

ー

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

一
等

春
の
曲

ー

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

ー

オ

ル

ガ

ン
ア

ン

ダ

ン

テ

歌

（

鼠

音

）

凱
旋
紀
念
の
歌

ゴ

ー

ル

ド

ス

タ

イ

ン

作

曲山

崎

謙

太

郎

モ

ツ

ア

ル

ト

作

曲

モ

ツ

ア

ル

ト

作

曲

美

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

作

曲

市

喜

マ

ツ

ル

カ

ウ

ェ

ー

ベ

ル

作

曲

辻

子 亜

r-^-

野岸
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（
『
昔
榮
新
報
』
第
二
巻
第
九
号
、
明
治
三
十
八
年
十
二
月
、
三
八
頁
）

明
治
三
十
八
年
の
概
評

一
九

0
五
年
楽
壇
回
顧

一
般
文
藝
の
沈
舘
不
振
な
り
し
昨
年
の
藝
苑
に
於
て
、
獨
り
異
敷
の
活
動
を
な
せ
し

は
我
楽
壇
な
り
。
敷
年
来
我
―
音
楽
は
種
々
の
要
求
に
依
り
て
進
歩
の
氣
運
に
向
ひ
つ
A

あ
り
し
が
昨
年
に
入
り
て
急
劇
な
る
進
歩
の
朕
態
を
呈
せ
り
。

先
つ
是
を
音
楽
演
奏
會
の
方
面
よ
り
見
れ
ば
第
一
其
敷
に
於
て
甚
し
く
増
加
し
、
又

聘
衆
も
其
れ
に
連
れ
て
頓
に
其
敷
を
増
し
た
り
、
殊
に
注
意
す
べ
き
は
、
由
来
管
絃
合

奏
楽
に
は
最
も
其
嗜
好
を
欠
く
慮
の
我
國
人
士
の
欣
で
是
が
演
奏
を
楽
し
む
に
至
り
し

こ
と
な
り
、
昔
榮
學
校
演
奏
會
の
如
き
は
最
も
此
の
管
絃
合
奏
に
意
を
盛
し
、
頗
る
成

績
の
見
る
へ
き
も
の
あ
り
き
。

〔
中
略
〕

中
央
に
於
け
る
欧
楽
の
中
心
は
云
ふ
迄
も
な
く
東
京
＿
音
楽
學
校
な
り
、
故
に
同
校
の

消
長
は
一
に
現
今
我
國
の
欧
楽
の
衰
盛
に
開
す
と
云
ふ
こ
と
を
得
べ
し
、
又
同
校
演
奏

會
は
直
接
現
今
本
邦
の
楽
壇
を
代
表
せ
り
と
云
ふ
こ
と
を
得
べ
し
、
同
校
の
コ
ン
ダ
ク

タ
ア
は
ユ
ン
ケ
ル
氏
な
り
、
ユ
ン
ケ
ル
氏
は
も
と
獨
逸
人
な
る
を
以
て
、
同
氏
の
撰
曲

は
主
と
し
て
獨
逸
楽
な
り
、
而
し
て
ユ
ン
ケ
ル
氏
は
最
も
華
麗
な
る
、
豪
牡
な
る
曲
趣

に
趣
味
を
有
す
此
の
故
に
同
校
の
演
奏
は
多
く
此
の
方
面
に
偏
す
る
氣
味
あ
り
し
に
、

昨
年
来
は
多
少
其
方
針
を
愛
へ
た
り
と
覺
し
く
、
大
に
佛
國
楽
的
の
趣
味
を
交
へ
、
従

来
の
輩
調
を
破
り
聯
か
澁
き
も
の
を
演
奏
す
る
に
至
れ
り
、
是
れ
一
方
よ
り
云
へ
ば
コ

ン
ダ
ク
タ
ー
の
趣
味
の
愛
化
を
意
味
す
る
と
同
時
に
一
方
聘
衆
の
此
の
方
面
に
向
へ
る

を
證
す
る
も
の
な
ら
ず
や
、
此
の
故
に
吾
は
昨
年
の
楽
界
は
稽
々
古
典
的
趣
味
を
離
れ

て
聯
か
精
紳
的
の
趣
味
に
向
へ
る
に
は
非
ず
や
を
思
ふ
、
其
證
と
し
て
は
近
時
。
フ
ロ
グ

ラ
ム
を
飾
る
に
チ
ャ
イ
コ
ウ
イ
ス
キ
イ
、
シ
ョ
パ
ン
を
以
て
す
る
を
以
て
も
察
す
る
こ

と
を
得
べ
し
、
是
れ
確
に
一
般
本
邦
楽
家
の
中
世
趣
味
を
離
れ
て
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な

る
近
世
楽
に
耳
か
た
む
く
る
を
證
す
る
も
の
な
り
。

＇

(
『
昔
築
新
報
』
第
三
巻
第
一
号
、
明
治
三
十
九
年
一
月
、
三
七
ー
三
八
頁
）

五

オ
ル
ガ
ン
獨
奏

四

獨

唱 2
 

1

震

二
十
八
日

中

田

木

村

ま

楽

會

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

●
モ
ツ
ア
ル
ト
誕
生
紀
念
音
楽
會
豫
報
の
如
く
東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會
に
て

は
去
る
一
月
廿
七
、
八
の
雨
日
を
卜
し
て
楽
聖
モ
ツ
ア
ル
ト
の
誕
生
紀
念
音
楽

會
を
同
楽
堂
に
開
催
せ
り
、
元
来
同
學
友
會
に
て
は
毎
春
一
回
大
―
音
楽
會
を
開

く
を
常
と
せ
し
が
、
今
回
は
モ
ツ
ア
ル
ト
誕
生
會
と
兼
ね
た
る
こ
と
な
れ
ば
、

會
も
一
層
の
盛
況
を
呈
し
雨
日
と
も
立
錘
の
地
も
な
き
ほ
ど
の
盛
観
を
呈
せ

り
、
演
奏
は
年
と
共
に
進
境
を
示
し
、
意
氣
亦
頗
る
旺
盛
な
り
。
會
員
諸
氏
の
前

途
吾
人
私
か
に
意
を
強
ふ
す
る
者
あ
り
、
常
日
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
、
歌
詞
は
次
の

如
し
、
但
し
「
震
笛
」
「
そ
な
た
懐
し
」
は
武
島
羽
衣
氏
の
特
に
同
會
の
為
め
作

歌
せ
し
も
の
に
し
て
皆
モ
ツ
ア
ル
ト
を
追
慕
す
る
の
意
に
出
し
も
の
な
り
と
。

笛
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
•
F
•
H
a
n
d
e

l
.

そ
な
た
懐
し
…
…
…
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
G
•
N
e
u
m
a
r
k

.

ピ
ア
ノ
獨
奏

S
o
n
at
a
.
 

．
 

............................................. r‘lement1. 

ハ
ア
モ
ニ
ウ
ム
獨
奏

C
a
nta
bi

le・

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
L
e
m
m
e
n
s
.
 

第

一

部

合

唱

明
治
三
十
九
年

l

月
二
十
七
日
、

会

井

村

は

る

よ

G
ute
 N
a
c
ht
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
F
r
a
n
z
.
 

草

川

宜

雄

D
o
n
 J
u
a
n
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
M
o
z
a
rt.
 

會

章 す 員

モ
ツ
ア
ル
ト
誕
生
記
念
音
楽
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八 七 六 五 四 八 七
I 

ノ‘

ハ
ア
モ
ニ
ウ
ム
獨
奏

〔
マ
マ
〕

P
r
e
l
u
di
s
o
 

ピ

ア
ノ
獨
奏

ピ
ア
／
獨
奏

ピ
ア
ノ
猫
奏

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
部
合
奏

ピ
ア
ノ
獨
奏

上

原

喜

勢

...........

............................... b
a
c
h
.
 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

C
o
n
c
e
rt
 
i

n
 E
 m
o
l
l
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

Rode・ 

ピ
ア
ノ
獨
奏

S
o
n
at
a
 in
 C
 
dur:·

………………•••………

Weber

. 

四
段
砧

獨

唱

等

第

部

多

久

寅

こ
こ
で
一
っ
、
小
松
先
生
の
デ
ビ
ュ
ー
の
思
い
出
を
披
露
し
よ
う
。

l
明
治
三
十
九
年
(
-
九

0
六
）
一
月
末
近
く
、
東
京
音
楽
学
校
学
友
会
の
主
催

で
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
誕
生
百
五
十
年
記
念
音
楽
会
が
や
ら
れ
て
ね
。
会
場
は
上
野
の
奏

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
一
月
二
十
九
日
、
六
頁
）

加

藤

ぶ

ん

田

中

ロ

ク

D
u
o
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

S
i
t
t
.
 

川
久
保
美
須
々 か

｛
麻
生
富
久
子

河

野

ひ

で

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
蜀
奏

Concer

ti
no:

…•……………………………

·:S

itt

. 澤

田

S
o
n
at
a
 in
 F
 d
u
r
 (1st
 

m
o
v
e
m
e
nt
)

…

…

…

マ

1ozart
.

顎

濱

E
s
 h
at
 

di
e
 [
R
]
o
s
e
 
[si
c
h
]
 
b
e
k
l
ag
t

…

…

…

Franz・ 

ち

S
o
n
at
a
 in
 A
 
dur••

…………………………

•Bee

thoven

. 

鎗

田

倉

之

助

｛

多

久

寅

S
o
n
at
a
 in
 D
 
dur••

…………………………

•Bee

thoven

. 柳

吉

〔

以

下

歌

詞

略

〕

（
『
昔
榮
新
報
』

第
三
巻
第
二
号
、
明
治
三
十
九
年
三
月
、
三
九

l
四

0
頁）

●
―
昨
日
の
モ
ザ
ル
ト
記
念
―音
楽
會

東
京
音
楽
學
校
學
友
會
の
催
し
に
か
A

る
同
會
は
既
記
の
如
く
楽
聖
モ
ザ
ル
ト
の
誕

辰
日
た
る
一
昨
日
を
以
て
同
校
の
ホ
ー
ル
に
開
か
れ
ぬ
、
堂
の
中
央
に
は
此
の
偉
人
物

の
肖
像
を
飾
り
四
邊
は
種
々
の
装
飾
を
加
へ
て
聖
震
を
待
つ
が
如
く
聴
衆
も
亦
例
よ
り

多
く
堂
に
集
ま
り
遂
に
立
錘
の
餘
地
な
き
に
至
り
て
入
場
を
謝
絶
さ
れ
し
も
の
多
か
り

き
拐
演
奏
と
な
り
て
、
合
唱
の
（
震
笛
）
及
び
「
懐
し
」
は
何
れ
も
モ
ザ
ル
ト
を
懐
ふ

の
意
を
寓
し
た
る
歌
に
て
何
れ
も
難
な
く
美
し
き
演
奏
な
り
し
殊
に
澤
田
氏
の
ピ
ア
ノ

は
一
際
引
立
ち
て
梁
の
塵
も
舞
ふ
か
と
見
え
た
り
、
草
川
氏
の
オ
ル
ガ
ン
も
亦
相
嘗
の

出
来
榮
え
、
曲
は
モ
ザ
ル
ト
の
名
曲
オ
ペ
ラ
「
ド
ン
フ
ァ
ン
」
の
序
楽
と
て
一
屠
興
味

あ
る
を
覺
え
た
り
井
村
嬢
の
獨
唱
、

鳥
居
嬢
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
共
に
臆
し
た
る
氣
味
の

見
え
し
は
是
非
な
し
等
も
面
白
く
聞
か
れ
た
れ
ど
洋
楽
の
中
に
交
り
て
は
引
立
ち
の
悪

か
り
し
も
亦
詮
な
し
多
氏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
は
誠
に
見
事
に
て
聰
衆
皆
感
嘆
の
槃

を
放
ち
た
り
氏
は
昔
の
優
雅
な
る
を
以
て
得
意
と
す
る
人
な
れ
ば
曲
趣
よ
り
も
歌
謡
こ

そ
聞
物
な
り
け
れ
上
原
嬢
田
中
譲
の
ピ
ア
ノ
何
れ
も
見
事
に
演
じ
終
り
最
後
に
至
り
合

唱
の
「
此
御
山
」
は
モ
ザ
ル
ト
の
名
曲
ア
ヴ
ェ
、
ヴ
ェ
ル
ム
に
し
て
宗
敦
昔
架
の
極

粋
、
演
者
は
能
く
高
遠
微
妙
の
感
想
を
猿
揮
し
得
た
り
尚
引
績
き
昨
日
も
開
會
あ
り
し

か
ど
左
の
み
は
と
て
記
さ
ず

鳥

居

つ

な

武
島
又
次
郎
作
歌

小

S
o
n
at
a
 in
 F
 d
u
r
 (1st
 m
o
v
e
m
e
n

t
)
•
…
…
•
•
マ
f
o

z
a
r
t. 松

耕

輔

九

合

會

唱

此

御

山

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・
:
M
o
z
a
rt

.

ツ
ア
ウ
ペ
ル

フ
レ
エ

テ

震

笛

員
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報卒

業

證

書

授

呉

校

長

告

僻

文
部
大
臣
訳
僻

卒
業
生
穂
代
謝
僻

第 告
第

部 部

楽
堂
だ
っ
た
。
曲
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
主
に
。
フ
ロ
を
組
み
、
ま
だ
学
生
だ
っ
た
私
も
出

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
は
沢
田
柳
吉
、
鳥
居
つ
な
、
川
久
保
美
須
々
、
多
久

寅
、
上
原
喜
勢
な
ど
で
、
私
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ソ
ナ
タ
を
演
奏
し
た
ん
だ
が
、
そ
れ

が
え
ら
い
失
敗
で
、
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
て
し
ま
っ
た
。

当
時
の
音
楽
会
は
、
大
体
、
み
ん
な
楽
譜
を
も
っ
て
出
る
の
が
ふ
つ
う
だ
っ
た
が
、

ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
先
生
が
「
外
国
で
は
独
奏
の
場
合
、
楽
譜
を
持
た
な
い
の
が
ふ
つ
う
だ

か
ら
、
そ
う
す
る
よ
う
に
…
…
」
と
い
わ
れ
た
の
で
、
や
む
な
く
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、

果
し
て
途
中
の
転
調
の
と
こ
ろ
で
ひ
っ
か
か
り
、
弾
け
ど
も
、
弾
け
ど
も
、
前
に
行
か

な
い
。
そ
れ
で
も
や
っ
と
な
ん
と
か
す
ま
せ
て
、
楽
屋
に

ひ
っ
こ
ん
だ
ら
幸
田
延
先
生

が
、
心
配
さ
れ
て
い
て
、
慰
め
て
下
さ
り
、
ホ
ッ
と
し
た
が
、
苦
い
思
い
出
で
忘
れ
ら

れ
な
い
。

（
『
明
治
は
生
き
て
い
る
ー
楽
壇
の
先
駆
者
は
語
る
』
宮
沢
縦
一
編
著
、
昭
和
四
十
年
、
一
八
i

一
九
頁
）

明
治
三
十
九
年
三
月
二
十
八
日
甲
種
師
範
科
卒
業
式

明
治
三
十
九
年
三
月
二
十
八
日
（
水
曜
日
）
午
後
三
時

卒

業

證

書

授

呉

式

順

序

東

京

音

楽

學

校

明
治
三
十
九
年
五
月
十
九
日
、

明
治
三
十
九
年
五
月
十
九
日

（
土
曜
日
）
午
後
二
時
半
開
會

楽

演

奏

曲

昔

合 合 等

鞭

竪

粛

曰
日n
 

目

甲
力
。
フ
リ
チ
ョ
ー
｝

乙

フ

ィ

ナ

ー

レ

乙
、
暮

甲
、
鞠
場
の
獣
契
：
·
…
…
…
•
…
…
…
…
…
•
•

オ
ル
ガ
ン
獨
奏

ミ

ニ

ュ

エ

ピ

ア

ノ

凋

奏

女
整
二
部
合
唱

オ
ル
ガ
ン
獨
奏

乙、

早

日
日n
 

千

鳥

＇、

の

曲

二
十
日

把
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

選
科
卒
業
生

‘、ノ

ヽ
9

書

t
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.
 

本

科

二

年

生

メ

ン

デ

ル

ゾ

ー

ン

作

曲

i

鳥

居

枕

作

歌

ア
ム
。
フ
ロ
ム
。
フ
チ
ュ
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ

甲
、
月
前
郭
公
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

秋
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

甲
種
師
範
科
卒
業
生

甲

種

師

範

科

卒

業

生

.............................. 1
 

：々
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

甲
種
師
範
科
卒
業
生
及
生
徒

第
十
四
回
定
期
演
奏
会

マ

ン

ス

作

曲

鈴

木

善

野

シ

ュ

ー

マ

ン

作

曲

i

武

島

又

次

郎

作

歌

/-

旗シ

野ュ

+1 

ーマ

ン
作
曲

郎
作
歌

ユ

ベ

ル

ト

作

曲

田

中

ろ

＜
 

ハ
作
曲

山

崎

謙

太

郎

ニ
コ
ラ
ウ
ス
、
デ
シ
ュ
ー
ス
作
曲
部

i

旗

野

十

一

郎

作

歌

ー

第

／一＾・

鳥ノ

ィ
居

マ

ル

ク

作

曲

枕
作
歌

甲
種
師
範
科
卒
業
生
及
生
徒
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蜀
唱
オ
ル
ガ
ン

七
合
唱
｛
管
絃
合
奏

丙乙甲

追聖前
覆唱奏
楽楽
ヽ
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・・ケ

鞠
場
の
獣
契
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

曙
光
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

暮
春
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:

管
絃
合
奏

合
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ガ

ピ
ア
ノ
管
絃
合
奏

絃
楽
合
奏牧

歌
…
…
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ

‘、ノ

........

........

........

..

.......... 

ノ‘

作
曲

I

V
.
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第

管
絃
合
奏

乙

五 四

部

モ

ネ

ツ

チ
作
曲

甲

ン
ス

赦
師

デ

作
曲

丙

ネ

ケ

ン

作

曲

｛

記

島

又

次

郎

作

歌

乙

ラ

ス

ス

作

曲

i武

島

又

次

郎

作
歌

甲
合

唱 序

第

管
絃
合
奏

部

／ 

鳥ホ

ミ

リ

ュ
居

｝レ

ビ

ス
作
曲

枕
作
歌

一
作
曲

東
京
一
音
楽
學
校

ド
ク
ト
ル
、
フ
ォ
ン
、
ケ
ー
ベ
ル

司
伴
楽
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
・
ル
ビ

タ
イ
ン
作
曲

悲
情
歌
：
·
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
•
•
チ
ャ
イ
コ
ウ
ス
キ
ー
作
曲

I
I
I
.
 

I
I
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A
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D
r
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n
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o
e
b
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r
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O
r
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h
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a
n
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o
r
a
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o
n
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O
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H
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T
o
k
y
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c
a
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m
y
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M
u
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c
 

U
y
e
n
o
 

S
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u
r
d
a
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M
a
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h
 1
9
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A
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昔
楽
演
奏
曲
目
梗
概

一
、
管
絃
合
奏

オ
ー
ヴ
ア
チ
ュ
ア

序

曲

ケ

ル

ビ

ニ

オ

ペ

ラ

此
歌
劇
は
一
七
九
一
年
七
月
十
八
日
ケ
ル
ビ
―
-
(
M
,
a
ria
L
u
igi Z
e
n
o
b
ia
 C
a
r
l
o
 

〔
マ
マ

〕

S
a
l
v
at
ore 
C
he
r
u
b
in
i
)
が
作
に
し
て
、

其
歌
詞
は
フ
ィ
リ

エ
ッ
ト
、
ロ
ロ
ー
(

F

illet
t
e,

L
o
r
e
a
u
x
)
の
作
に
係
る
。
此
曲
成
り
て
よ
り
須
央
に
し
て
漸
く
世
人
に
遺
却
せ
ら
れ
、

今
や
人
の
之
を
知
る
者
少
し
と
雖
も
、
而
も
其
序
楽
の
み
は
今
尚
屡
演
奏
せ
ら
る
。
此

曲
敢
て
彼
が
管
絃
楽
曲
の
最
詣
軟
と
な
す
事
能
は
ず
と
雖
、
完
成
の
作
た
る
を
失
は

ず
。
其
性
質
は
遅
緩
な
る
起
鮪
を
以
て
始
ま
り
稽
牡
厳
の
趣
致
を
帯
ぶ
、
急
速
の
部
分

は
全
く
古
代
序
曲
通
有
の
形
式
に
従
ひ
瑞
礫
と
し
て
生
氣
あ
り
、
第
二
駒
は
特
に
華

麗
、
終
局
部
は
羊
童
楽
を
挿
入
し
来
り
、
以
て
劇
の
所
作
と
相
開
聯
せ
し
む
。

其
精
細

は
今
之
を
博
ふ
る
事
難
し
、
さ
れ
ば
滑
稽
歌
劇
の
一
な
れ
ば
其
結
尾
は
自
ら
光
華
錯

落
、
快
恰
の
趣
あ
り
。

三

、

管

絃

合

奏

合

奏

曲

V
I
I
.
 

V
I. 

＜： 

ド

｀゚
．． 

第

P
A
R
T
 I
L
 

（あ、

ガ
ー
デ

い
、
と
）

．
 

C
h
a
n
s
o
n
 tn
s
te
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
T
s
c
h
aik
oさ
s
ぶ
y
.

．

．

．

 

M
a
d
r
i
g
a
l
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
S
z
m
0
1

蕊

U

S
t

ri
n
g
 o

r
c
h
e
st
r
a
.
 

P
r
e
l
u
d
e
 

2
.
 

C
h
o
r
a
l
 
}:·……………………•……••Bach

. 

3
.
 

F
ug
a
 

A
r
r
a
n
g
e
d
 fo
r
 O
r
c
h
e
st
r
a
 b
y
 A
b
e
rt
.
 

C
h
o
r
u
s
 
wit
h
 soli
,
 

O
r
c
h
e
st
ra 
a
n
d
 O
rg
a
n
,
 

f
r
o
m
'ゞ

A
t

hali
e
●
●
…
…
…
…
…
…
…
…
A
f
e
n
d
e
[
s
s
o
h
n
.

C
o
n
d
u
ct
o
r
 :
 Pr
of. 
A
.
 

J
ミ

n
k

g

六

、

管

絃

合

奏

ブ

レ

ル

ー

ド

前

奏

丁
抹
の
俊
楽
匠
ガ
ー
デ
（
其
主
要
な
る
諸
曲
は
一
八
四
―
|
―
八
八
0
年
の
間
に
あ

ス
プ
リ
ン
グ
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー

り
）
が
作
る
慮
「
愛
口
調
合
奏
曲
」
一
に
或
は
陽
春
合
奏
曲
と
云
ふ
、
蓋
し
全
曲
の
趣

致
清
新
に
し
て
希
望
の
光
変
々
た
る
も
の
あ
れ
ば
な
り
、
華
麗
な
る
旋
律
と
楽
句
と
老

ひ
先
き
な
が
き
恰
悦
の
情
を
痣
起
せ
し
む
。
進
行
の
形
式
は
ロ
ー
マ
ン
ス
の
そ
れ
と
同

じ
く
、
其
楽
器
配
置
率
ね
高
華
温
雅
な
り
。

ル
ビ
ン
ス
タ
イ
ン

四
、
ピ
ア
ノ
管
絃
合
奏

n

ン

チ

ェ

ル

ト

司

伴

楽

近
く
此
世
を
去
り
た
る
ア
ン
ト
ー
ン
、
ル
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
は
有
名
な
る
露
國
の
洋
琴

楽
家
に
し
て
、
一
世
の
俊
オ
な
り
し
が
其
諸
作
は
巧
拙
錯
然
と
し
て
評
債
し
易
か
ら

ず
。
彼
が
「
二
短
調
洋
琴
司
伴
楽
」
は
彼
が
作
中
秀
逸
と
な
す
に
足
る
べ
く
、
殊
に
其

第
一
進
行
は
此
曲
を
組
成
せ
る
一
＿
一
進
行
中
妙
絶
な
る
も
の
な
り
。
其
第
一
駒
は
箕
摯
に

し
て
又
少
し
く
憂
晦
殆
ん
ど
魔
魅
的
な
る
さ
へ
あ
れ
ど
、
調
の
速
な
る
に
つ
れ
愁
雲
漸

く
開
げ
、
次
で
絃
楽
器
を
以
て
導
か
れ
来
る
平
静
高
逸
な
る
第
二
鮪
に
接
す
る
時
は
心

ソ

ナ

タ

自
ら
慰
安
暢
達
を
得
る
の
想
あ
り
。
各
進
行
の
形
式
は
概
し
て
言
は
ゞ
奏
鳴
楽
第
一
進

行
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
唯
洋
琴
司
伴
楽
の
要
求
す
る
所
に
従
ひ
多
少
の
愛
成
を
許
し
た

る
の
み
、
而
し
て
其
進
行
は
簡
潔
な
れ
ど
も
楽
家
は
特
に
此
部
に
於
て
細
心
精
緻
な
る

完
工
を
施
せ
り
。
其
之
を
被
へ
る
俊
健
の
調
は
以
て
後
世
の
範
と
な
す
に
足
る
べ
く
、

又
た
と
へ
所
謂
洞
喝
の
嫌
な
き
に
あ
ら
ず
と
雖
、
賓
に
佳
作
た
る
を
失
は
ず
。

シ
モ
ネ
ッ
チ

五

、

絃

楽

合

奏

マ

ド

リ

ガ

ル

牧

歌

牧
歌
は
十
四
世
紀
の
頃
。
フ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス

(
P
m謎
祠
e

)

に
起
り
延
て
伊
獨
諸
國
に
撰

が
り
た
る
四
句
乃
至
十
六
句
よ
り
成
る
牧
童
歌
な
り
。
十
五
世
紀
に
至
り
て
は
此
名
音

楽
上
に
用
ひ
ら
れ
三
乃
至
七
重
音
な
る
俗
楽
合
唱
歌
の
名
と
な
り
、
聖
楽
中
厳
鼎
な
る

経
文
歌
に
封
し
て
俗
的
室
楽
の
形
式
た
り
き
。
其
最
盛
期
は
一
五

―
1
0
|
―
六
五
0
年

の
間
に
あ
り
、
十
九
世
紀
に
至
り
て
レ
ン
ネ
ル

(
R
e
n
n
e
r
)

の
牧
歌
四
部
合
奏
等
起
り

て
更
に
一
層
の
生
氣
を
恢
復
せ
り
。
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コ

ラ

ー

ル

聖

唱

楽

追

覆

楽

プ
レ
ル
ー
ド

此
前
奏
は
元
来
洋
琴
の
為
に
創
作
し
た
る
も
の
な
れ
ど
又
よ
く
管
絃
楽
に
も
適
嘗
せ

り
、
其
行
く
や
安
静
潤
滑
、
以
て
槃
楽
の
挿
入
を
容
す
に
足
る
。
追
覆
楽
は
も
と
風
琴

楽
と
し
て
作
曲
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
れ
ど
も
是
亦
よ
く
管
絃
楽
に
か
な
へ
り
。
此
前

n

ラ

ー

ル

奏
、
追
覆
雨
楽
の
間
に
ア
ベ
ル
ト

(
A
b
e
rt
)
は
聖
唱
歌
の
一
節
を
挿
入
し
て
全
曲
生
来

の
趣
致
を
害
す
る
事
な
か
り
し
は
幾
多
の
愛
成
中
稀
に
見
る
所
な
り
。
此
聖
唱
歌
は
後

カ

ン

ツ

ス

、

フ

イ

ル

ム

ス

フ

ー

ガ

n
ン
ト
ラ
、
ブ
ン
ク
ト

に
定
律
と
し
て
現
は
れ
、
追
覆
楽
の
主
題
は
劉
位
と
な
り
て
現
は
る
。
此
曲

は
如
上
の
形
式
に
於
て
管
絃
曲
に
劉
し
雄
渾
に
し
て
功
果
的
作
品
と
な
れ
り
。

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン

七
、
合
唱
｛
獨
唱
、
オ
ル
ガ
ン

管

絃

合

奏

楽

頌

原
歌
は
悲
劇
ア
タ
リ
ア
中
の
合
唱
な
り

悲
劇
ア
タ
リ
ア
は
佛
國
古
典
的
劇
壇
の
明
星
ジ
ャ
ン
、
ラ
シ
ー
ヌ
(
Jean
R
acine) 

が
晩
年
の
傑
作
に
し
て
一
六
九
一
年
を
以
て
世
に
出
で
た
り
。
聖
書
に
見
え
た
る
ア
タ

リ
ア
の
物
語
（
列
王
紀
略
下
第
十
一
章
歴
代
史
略
下
第
二
十
二
、
二
十
三
章
）
を
材
と

し
偲
傲
な
る
ア
タ
リ
ア
と
沈
静
に
し
て
而
も
宗
教
に
熱
心
な
る
憎
侶
ヨ
ー
ド
(
J
oo
a)

と
相
劉
せ
し
め
て
瞭
世
の
詩
人
は
宗
門
統
治
と
君
王
専
制
、
猶
太
数
と
迷
信
と
の
季
闘

を
活
窯
せ
り
、
其
詞
華
の
正
産
な
る
は
云
ふ
を
要
せ
ざ
れ
ど
も
殊
に
レ
ヴ
ィ
宗
族
の
少

女
等
を
以
て
成
れ
る
其
合
唱
は
希
騰
古
劇
の
範
に
則
り
温
雅
に
し
て
熱
誠
溢
れ
よ
く

讃
歌
の
高
調
を
博
へ
て
｛
是
に
佛
文
學
の
精
華
な
り
。
今
其
梗
概
を
提
説
せ
ん
に
イ
ス
ラ

エ
ル
王
ア
ハ
ブ
の
王
女
ア
タ
リ
ア
は
猶
太
王
ヨ
ラ
ム
(
Jo
h
o
r
a
m
)
の
妻
な
り
、
其
子

ア
ハ
ス
ア

(
A
h
a
ziah)
の
死
後
自
ら
王
位
を
奪
ひ
猶
太
王
家
の
全
門
傾
家
を
絶
滅
せ

し
め
し
が
ヨ
ア
ス
(
Joas)
の
み
僧
ヨ
ー
ド
に
従
ひ
て
聖
殿
堂
に
か
く
れ
辛
ふ
し
て
其

毒
手
を
逃
れ
た
り
。
一
日
ア
タ
リ
ア
此
童
子
を
見
、
疑
惧
百
出
心
漸
く
穏
な
ら
ず
、
童

子
の
答
辮
の
甚
無
心
な
る
に
も
拘
ら
ず
強
て
其
交
附
を
迫
る
ヨ
ー
ド
此
に
於
て
告
ぐ
る

に
此
童
子
が
王
家
の
係
嗣
な
る
を
以
て
し
レ
ヴ
ィ

(
L
e
u
i
)
宗
族
の
救
を
得
て
之
を
王

位
に
卸
か
し
む
。
ア
タ
リ
ア
彼
を
失
は
ん
と
欲
し
殿
堂
に
入
ら
ん
と
せ
し
も
扁
開
か
た

＜
鎖
し
て
開
か
ず
、
遂
に
レ
ヴ
ィ
宗
族
に
捕
え
ら
れ
、
虞
刑
せ
ら
れ
ぬ
。
メ
ン
デ
ル
ス

3
ヽ
ヽ

ノ

ノ

O
u
v
e
r
tur
e
'
L^
o
d
oi
s
k
a
." 

at
 
2
.
 3

0
 p
.
 m
.
 

T
o
k
y
o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si
c
 

U
y
e
n
o
 

イ
ン
シ
デ
ン
タ
ル
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ゾ
ー
ン
は
此
劇
の
各
駒
に
應
じ
て
序
楽
進
行
曲
等
敷
多
の
紹
随
楽
を
も
の
し

ぬ
。
此
大
な
る
合
唱
は
第
一
鮪
第
四
場
に
あ
り
。
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
之
を
作
る
や

忽
卒
稿
を
起
し
A

を
以
て
多
少
其
痕
跡
を
認
め
得
べ
し
と
雖
も
彼
が
讃
世
の
才
能
は
容

易
く
之
に
勝
つ
て
其
鋏
陥
を
補
ひ
た
り
。
且
其
効
果
の
多
少
よ
り
論
ず
れ
ば
劇
場
よ
り

は
寧
ろ
楽
堂
に
適
せ
り
と
云
ふ
べ
き
な
り
。
此
合
唱
は
概
し
て
華
麗
な
れ
ど
其
中
特
に

彩
華
を
極
め
た
る
諸
曲
部
を
見
る
べ
し
郎
略
中
間
な
る
遅
き
同
音
合
唱
及
結
尾
に
近
き

カ

ン

タ

ー

タ

女
墜
―
―
一
部
合
唱
等
な
り
、
純
じ
て
其
純
槃
楽
曲
は
小
歌
謳
楽
の
形
式
を
と
れ
り
。
此
合

唱
は
三
段
に
分
れ
、
演
奏
法
よ
り
す
れ
ば
合
唱
及
獨
唱
に
分
た
る
。
ヘ
ン
デ
ル
の
同
名

楽
曲
と
同
じ
く
、
要
す
る
に
祈
願
を
こ
む
る
一
場
な
り
其
第
一
段
は
稗
を
讃
美
し
第
二

段
は
疑
惧
不
安
を
以
て
問
ひ
第
三
段
「
オ
ヽ
聖
な
る
稗
の
戒
律
」
の
段
は
更
に
力
を
加

え
て
感
謝
讃
歌
の
調
に
か
へ
る
之
音
楽
上
よ
り
見
て
最
彩
華
変
々
た
る
一
節
な
り
歌
詞

フ
イ
ナ
ー
ル

と
相
叶
ひ
て
楽
は
更
に
精
彩
を
放
ち
斯
く
て
此
合
唱
は
結
ぶ
に
全
く
歌
劇
終
鮪
の
形
式

を
以
て
せ
り
。
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.
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.
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 C
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s
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C
h
e
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ni
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O
r
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ut
 
i
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s
 all 
t

h
e
 
s
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a
s
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measured character. The Allegro is written quite in the usual 
form of an Ouverture of the classic period and is very bright 
and lively, the E:econd subject being particularly fine. Towards 
the end a Pastorale is introduced, which must have some con-
nection with the action of the play, any details of which the 
writer of this was unable to get. Lodoiska being a Comedy, the 
Ouverture finishes brightly and merrily. 

H. H. 

Andante con moto from Symphony B flat Major. 
N. Gade. 

This Symphony by Gade-a most excellent Danish Compos-
er, whose principal works date from about 1841-1880-is often 
called the "Spring Symphony" on account of its fresh and hope-
ful atmosphere, that pervades it. This name is certainly not 
the least appropriate to the slow movement, which is played at 
this Concert. The beautiful melodies and phrases all breathe 
that hopeful and breast-expanding sentiment, which the advent 
of Spring time creates within us. The form of the movement is 
that of a "Romance" and its instrumentation is noble and re-
strained. 

H. H. 

Concerto for Piano and Orchestra in D minor. 
A. Rubinstein. 

Anton Rubinstein who died about six years ago was a Rus-
sian and a celebrated Piano-player and a very talented yet very 
uneven Composer. His Piano Concerto in D mi. certainly ranks 
with his best works and again its first movement, which is play-
ed to-day, is the best of the three movements the Concerto 
consists of. The first subject is serious and somewhat gloomy 
and there is almost something demoniac about it, but with the 
entrance of a quicker tempo it brightens somewhat up and the 
quiet and really beautiful and noble second subject, which is 

introduced by the String-instruments, is comforting and soothing 

to the mind. The form of the movement, broadly speaking, is 
that of the first movement of a Sonata with the necessary li-
cense to the requirements of a Piano-Concerto and although the 
movement is by no means too long, in fact very compact, the 
Composer has found time for a rather elaborate working part. 
There is something monumental about the movement with its 

commanding strength and although certainly not quite free from 
so-called "empty pathos" it is a really fine work. 

H. H. 

Prelude, Chorale and Fugue. 
Bach. 

This Prelude is originally written for the Piano, but is well 
suited to be arranged for an Orchestra. It is of a quiet mood 
and runs along very smoothly, the different voices of course 
being masterly led. The Fugue is originally written for the Or-
gan, but it also adapts itself well for the Orchestra. Abert intro-
duced a "Chorale" between the Prelude and the Fugue and 
without hurting the original character of the piece, what can not 
be said of many arrangements. This Chorale becomes later on 
the "Cantus firmus" and the subjects of the Fugue become the 
Counterpoint. In this form it makes a very stately and effective 
work for the Orchestra. 

H. H. 

Chorus with Soli, Orchestra and Organ from "Athalie." 
Mendelssohn. 

Athalia is a Drama by Racine, who lived from 1639-1699 

and who is perhaps the greatest representative of the French 
classic drama. To this drama Mendelssohn has written incidental 
Music, as for instance an Ouverture and a march etc. This big 
Chorus is a sort of opening Chorus, coming directly after the 
Ouverture and a Dialogue. Mendelssohn had to write the Music 
a little hurriedly and there are certainly a few traces of that to 

be found, but with his great talent and with his great facility 
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郎ト
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第
十
九
回
選
科
生
徒
試
業
會
順
序
（
這
疇
『
町
ユ
紅
厨
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）

明
治
三
十
九
年
六
月
九
日
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o
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i
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g
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a
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a
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m
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e
x
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a
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b
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n
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a
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h
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s
l
o
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C
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o
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ni
s
o
n
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w
a
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h
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i

d
d
l
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a
n
d
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h
e
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h
o
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T
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o
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e
m
a
l
e
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c
e
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o
w
a
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s
 

t

h
e
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n
d
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c
c
o
r
d
a
n
c
e
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i

t

h
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h
e
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o
r
k
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h
e
 M
u
si
c
 
i

s
 bri
l
l
i

a
nt
 

a
n
d
 

t

h
e
 C
h
o
r
u
s
 fini
s
h
e
s
 
q
ui
t

e
 in
 t
h
e
 st
y

le 
of
 

a
 finale 
of
 

a
n
 op
e
r
a
.
 

H•H

. 

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

楽

會

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

●

東

京

―

音

楽

學

校

―

音

楽

演

奏

會

同

會

は

去

月

十

九

二

十

の

雨

日

に

上

野

な

る

同

楽

堂

に

開

か

れ

ぬ

、

本

年

春

季

楽

界

の

趨

勢

は

略

此

の

會

に

よ

り

て

察

知

す

る

を

得

べ

く

年

を

逐

ふ

て

疲

達

し

ゅ

く

同

校

の

＿

音

楽

は

吾

人

の

欣

喜

に

堪

え

ざ

る

所

な

り

。

ビ

ヤ

ノ

に

於

け

る

ケ

ー

ベ

ル

博

士

の

妙

技

は

云

は

す

も

が

な

、

絃

に

於

け

る

チ

ャ

イ

コ

ヴ

ィ

ス

キ

イ

の

悲

情

楽

、

ガ

ー

デ

の

シ

ン

フ

ォ

ニ

イ

の

流

麗

典

雅

な

る

、

合

唱

に

於

け

る

暮

春

の

感

深

き

、

平

日

の

練

習

も

忍

ば

れ

て

同

校

職

員

生

徒

諸

氏

の

榮

を

多

と

す

る

も

の

な

り

。

（
『
昔
架
新
報
』
第
三
巻
第
五
号
、
明
治
三
十
九
年
六
月
、
三
三
頁
）

試
業
演
奏
会

日
日n
 

ピ ォ ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

ピ 箪 日
日n
 亡

き

友
第

ス

ピ

ン

ネ

ル

リ

ー

ド

ヘ

ン

ア

歌
（
二
重
音
）

ノ

ア

ダ

ジ

オ Jレ

ガ

ン

部

合

奏

ソ

ナ

チ

ナ

ア

ノ

秋

の

七

草

乙

、

農

家

甲

、

春

の

心
J
 

歌

乙

、

ガ

ボ

ッ

ト

甲
、

ア

ン

ダ

ン

テ

オ

ル

ガ

マ

ン

チ

部
メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

作

曲

）

百

中

村

秋

香

作

歌
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曲
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ェ
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作
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作
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作
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唱 ピ
乙
、
春
夜
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夢

明

治

＿

―

-

十

九

年

七

月

七

日

卒

業

式

明

治

三

十

九

年

七

月

七

日

（

土

曜

日

）

午

後

三

時

卒

業

證

書

授

呉

式

順

序

甲

、

旅

の

夜

ソ

ア
ナ

夕

（
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲
）

作

歌

者

末

詳

唱 ピ ピ

ソ
ナ
タ

ア
レ
グ
ロ

オ

ル

ガ

ン

獨

奏

澤

田

柳

吉

マ

ン

作

曲

加

藤

ル

作

曲

ブ

ン

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏

ウ
ェ
デ
ン
グ
マ
ー
チ

等
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ア ア

ピ

ア

ノ

猶

奏…
…
…
…
…
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…
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ー
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フ
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濶
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GRADUATION EXERCISES 
of the 

Tokyo Academy of Music, 
UENO PARK. 

Saturday July 7th, Meiji 39, (1906). 
3. P.M. 

PROGRAMME. 

PART I. 

Report. 
Presentation of Diplomas. 
Address to the Graduating Class by the Director. 
Address by His Excellency Mr. Makino, Minister 

of State for Education. 
Response by the Representative of the Graduating 

Class. 

PART II. 

Koto: 

II. 

III. 

ー． 

IV. 

V. 

VI. 

VII. 

VIII. 

IX. 

Saganoaki. 
Miss Kono. (Graduate.) 

Chorus: 

If I shall e'er forsake Thee.………...Bach. 

Bohemian folks song...................…… 
a. 

b. 

c. Heimweh. 
Piano Solo: 

Sonata in A Major. ………… •........Beethoven. 
Miss Kawakubo. (Graduate.) 

Violin Solo : 

Berceuse........................................ Godard. 
Miss Torii. (Graduate.) 

Organ Solo: 
Allegro Maestoso............................ Guilmant. 

Miss Kato. (Graduate.) 

Piano Solo: 

Sonata in E major op. 14. …………Beethoven. 
Mr. Sawada. (Graduate.) 

Violin Solo : 

?。::~ande}....................................Bach. 
Mr. Yoshizawa. (Graduate.) 

Piano Solo: 
Concerto in C. Major. 
(Cadenz by Kullak.) 

Miss Kuno. (Graduate.) 

．． 
a
b
 

................................. E. Jork. 

.................. Beethoven. 

Chorus: 

Halleluja from the Messiah....………...Handel. 
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0
東
京
―
音
楽
學
校
卒
業
式
一
昨
日
午
後
三
時
皐
行
し
た
る
が
演
奏
會
の
餘
興
あ
る

た
ぐ
ゐ
ま
れ

為
め
か
卒
業
式
と
し
て
は
類
稀
な
る
多
敷
の
来
賓
式
場
に
充
ち
伏
見
若
宮
妃
殿
下
の
御

臨
場
を
始
と
し
貴
婦
人
其
過
半
を
占
め
牧
野
文
相
、
菊
池
男
、
山
川
前
純
長
、
各
大
學

と
み
お
き

長
以
下
赦
育
界
の
名
士
亦
た
殆
ん
ど
出
席
し
た
る
が
如
し
富
置
教
授
は
校
長
代
理
と
し

て
一
片
の
告
諭
を
な
し
併
せ
て
卒
業
證
書
を
授
興
し
次
に
文
部
大
臣
は
説
僻
を
朗
讀
し

先
づ
我
國
の
音
楽
は
末
だ
普
及
の
域
に
達
せ
ず
且
つ
西
洋
音
楽
は
未
だ
我
國
の
人
情
風

俗
と
相
消
化
せ
ざ
る
を
説
き
更
に
昔
架
夫
れ
自
身
に
於
て
諄
風
化
育
の
効
能
あ
る
も
之

を
教
へ
之
を
奏
す
る
人
の
品
性
如
何
に
よ
り
て
大
な
る
感
化
を
典
ふ
る
も
の
な
れ
ば
卒

ま
っ
た

業
生
諸
子
は
品
性
を
高
尚
に
し
技
術
に
精
練
し
て
國
民
感
化
を
完
う
す
る
に
努
よ
と
結

論
し
次
で
生
徒
純
代
の
謝
僻
あ
り
夫
よ
り
演
奏
會
に
移
り
卒
業
生
各
自
獨
特
の
一
曲
を

奏
せ
し
が
最
後
に
吉
澤
、
久
野
二
氏
の
獨
奏
及
帥
武
東
征
の
合
唱
は
最
も
喝
采
を
博
し

た
る
が
如
し
散
會
し
た
る
は
午
後
六
時
な
り
き

（
『
日
本
』
明
治
三
十
九
年
七
月
九
日
）

0
―
音
楽
學
校
卒
業
式
東
京
―
音
楽
學
校
に
て
は
七
日
午
後
三
時
よ
り
第
十
八
回
卒
業

證
書
授
典
式
を
皐
行
し
た
り
式
に
列
せ

る
紳
士
淑
女
無
慮
千
餘
名
に
達
し
他
の
學
校
に

は
見
る
べ
か
ら
ざ
る
盛
況
を
呈
せ
し
は
第
二
部
の
演
奏
あ
る
が
為
な
る
べ
し
定
刻
頃
華

頂
宮
妃
殿
下
に
は
淡
黄
色
に
純
白
の
飾
り
あ
る
御
洋
装
に
二
種
あ
ま
り
の
花
を
飾
れ
る

と

み

お

ぎ

ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
召
さ
せ
給
ひ
て
御
臨
場
あ
り
式
は
富
尾
木
幹
事
の
學
事
報
告
に
依
つ
て

開
始
さ
れ
次
年
度
よ
り
學
期
及
び
師
範
科
に
愛
更
を
加
ふ
る
事
入
學
志
望
者
の
近
年
盆

盆
増
加
し
分
け
て
本
年
は
前
年
よ
り
百
名
を
増
し
た
り
し
も
入
校
せ
し
め
た
る
は
僅
か

に
其
十
分
の

一
に
過
ぎ
ざ
る
事
及
び
特
待
生
等
の
披
露
あ
り
次
で
校
長
病
氣
の
為
め
幹

オ
ル
ガ
ン

事
代
り
て
卒
業
生
（
槃
楽
部

一、

器
楽
部
十
一

乙
種
師
範
科
九
選
科
唱
歌
二
同
風
琴

二
）
に
證
書
を
授
典
し
校
長
告
僻
の
代
閲
に
次
で
牧
野
文
部
大
臣
の
祝
僻
卒
業
生
純
代

小
松
耕
輔
氏
の
謝
僻
等
了
り
て
直
に
第
二
部
に
移
り
既
記
の
如
き
曲
目
の
演
奏
あ
り
何

れ
も
来
會
者
の
心
耳
を
清
か
ら
し
め
た
る
が
殊
に
久
野
久
子
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
（
コ
ン
セ

し

ば

し

ル
ト
）
は
満
場
の
拍
手
少
時
は
鳴
り
も
巳
ま
ざ
り
き
最
後
に
鳥
居
氏
作
歌
の
稗
武
東
征

の
合
唱
高
低
二
部
の
妙
緩
急
調
節
の
愛
化
得
も
云
は
れ
ず
斯
く
て
餘
昔
の
尚
耳
に
残
れ

ひ
じ
か
た

る
六
時
過
ぎ
演
奏
を
終
れ
り
来
場
者
の
重
な
る
は
土
方
伯
、
濱
尾
大
學
長
、
山
川
健
次

あ
か
し

郎
氏
、
金
井
、
穂
積
雨
博
士
、
菊
池
男
、
揺
原
専
門
學
務
局
長
赤
司
秘
書
官
田
所
参
事

官
野
尻
視
學
官
等
な
り
し

（『時
事
新
報
』
明
治
三
十
九
年
七
月
九
日
）

闘

鱈

卒

業

演

奏

短

評

庭

栖

再
昨
日
に
於
け
る
同
校
卒
業
式
概
況
は
既
報
の
如
し
、
今
左
に
常
日
の
演
奏
に
就
て

短
評
を
試
み
む

▲
第
弾
奏
者
は
河
村
ひ
で
子
に
し
て
、
盲
目
の
男
子
之
が
合
奏
者
た
り
、
題
は

『
嵯
峨
の
秋
』
。
河
村
誤
の
態
度
は
落
付
き
、
弧
奏
亦
た
充
分
、
さ
れ
ど
竪
は
深
く
廣
か

か

ん

や

A

り
し
割
合
に
戴
足
ら
ざ
り
し
は
遺
憾
。
こ
れ
盲
目
男
子
の
声
痘
高
く
且
つ
錆
び
弾
奏
稽

て
ら衛

ふ
が
如
き
故
な
り
し
か
。

▲
合
唱
は
前
後
二
回
、
第
一
回
は
『
玉
匝
』
『
霜
の
旦
』
『
征
途
の
夢
』
の

三
に
し

て
例
に
よ
り
上
野
式
の
夫
れ
。
第
二
回
は
鳥
居
枕
氏
作
歌
、
ヘ
ン
デ
ル
作
曲
の
『
帥
武

東
征
』
に
し
て
極
め
て
肝
厳
な
る
も
の
。

會
衆
を
し
て
そ
ゞ
ろ
に
紳
武
の
帝
が
天
業
建

あ

は

基
の
大
業
を
偲
は
し
む

『
天
睛
れ
よ
』

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

▲
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨

奏

こ

も

亦

た

二

回

、
鳥
居
つ
な
子
は
ゴ
ダ
ー
ル
作
『
ベ
ル
ソ

0

.o

o

o

o

 

イ
ス
』
先
づ
無
難
。
吉
澤
重
夫
氏
は
バ
ハ
作
に
し
て
幽
麗
な
る
『
サ
ラ
バ
ン
デ
』
軽
快

は

こ

び

い

と

し

ら

ベ

な
る
『
ハ
ー
ル
』
の
二
曲
を
奏
し
ぬ
弓
の
運
、
絃
の
詞
中
々
に
聴
き
應
へ
あ
り
き

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

 

▲
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
曲
は
愛
化
少
き
、
ギ
ル
マ
ン
作
『
ア
レ
グ
ロ
』
奏
者
は
加
藤
ぶ

0

0

 

ん
子
、
能
＜
忠
賓
に
譜
を
辿
り
員
面
目
に
奏
せ
り
。

0

0

 

0
 

0
 

0
 

▲

ピ

ア

ノ

獨

奏

川

久

保

美
須
々
子
は
ベ
ー
ト
ー
ブ
エ
ン
の
『
ソ
ナ
タ
』
を
奏
せ

し
ん
が
り

り
、
是
亦
前
同
斯
右
の
如
く
に
し
て
以
上
敷
番
は
殆
ど
甲
乙
な
か
り
し
が
、
獨
奏
の
殿

と
し
て
登
壇
せ
し
、

0

0

0

 

0
 

0
 

▲
久
野
ひ
さ
子
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
は
賞
日
の
白
眉
た
り
し
は
勿
論
、
近
来
の
同
校
卒

も
た

業
生
中
の
稀
に
見
る
技
量
な
る
べ

し、

顕
が
比
較
的
矮
少
な
る
短
艤
を
撞
げ

て
登

壇

し、

悠
然
楽
器
に
劉
す
る
や
會
衆
を
し
て
暗
獣
の
中
に
襟
を
正
ふ
せ

し
め
ぬ
。
曲
は
ベ

ー
ト
ー
ブ
エ
ン
の
作
に
し
て
有
名
な
る
、
『
コ
ン
セ
ル
ト
』
。
伴
奏
者
は
幸
田
敦
授
。
斯

か

た

づ

さ

う

／

＼

く
て
試
弾
一
霧
、
會
衆
は
寂
然
片
唾
を
飲
め
り
、
既
に
し
て
大
絃
小
絃
切
々
噌
々
、
繊
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手
鍵
上
に
躍
り
、
美
妙
の
音
機
微
の
蓉
、
進
み
進
ん
で
廣
き
楽
堂
唯
だ
此
雄
大
な
る
楽

昔
の
み
の
感
あ
ら
し
め
ぬ
。
堂
を
満
せ
る
會
衆
は
皆
悉
く
酔
は
し
め
ら
れ
、
暫
し
無
人

い
く
ば
く

境
の
有
様
を
呈
せ
り
、
幾
何
の
タ
イ
ム
も
何
時
の
間
に
か
経
過
し
、
絃
昔
止
み
て
曲
の

き
ふ
さ
ん

終
を
告
ぐ
る
や
急
霰
の
如
き
拍
手
は
姻
を
讃
稲
し
成
功
を
祝
し
、

暫
し
止
む
べ
く
も
あ

ら
ざ
り
き
、
蓋
し
姻
は
天
オ
な
り
。
吾
人
は
姻
の
如
き
妙
手
の
出
て
た
る
を
賀
す
る
と

共
に
、
盆
々
自
重
し
、
盆
々
研
鎮
に
心
身
を
砕
き
、
斯
界
に
貢
献
す
る
所
あ
ら
ん
こ
と

を
切
望
す
る
も
の
な
り
。

（
『
毎
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
七
月
十
日
）

●
東
京
―
音
楽
學
校
卒
業
式
東
京
全
市
寧
ろ
日
本
全
國
に
於
て
卒
業
式
の
最
も
盛
大
な

る
は
恐
ら
く
は
同
校
な
る
べ
し
こ
れ
生
徒
成
蹟
披
露
の
為
め
に

音
楽
演
奏
會
の
附
風

せ
る
た
め
な
る
べ
し
此
度
皐
行
せ
し
は
第
四
回
本
科
卒
業
證
書
授
典
式
な
り
、

嘗
日

は
特
に
伏
見
若
宮
妃
鰹
子
殿
下
御
臨
場
あ
ら
せ
ら
れ
牧
野
文
部
大
臣
、
濱
尾
大
學
純

長
、
土
方
伯
等
来
賓
三
百
餘
名
に
し
て
一
同
席
定
ま
る
や
校
長
は
卒
業
生
二
十
五
名
に

封
し
卒
業
證
書
を
授
典
し
終
つ
て
校
長
の
告
僻
あ
り
次
ぎ
に
牧
野
文
相
の
祇
僻
、
生

徒
純
代
の
答
僻
あ
り
て
第
二
部
卒
業
式
に
入
り
卒
業
生
の
奏
楽
等
あ
り
散
會

せ
し
は

午
後
五
時
過
な
り
き
卒
業
生
は
原
田
澗
（
盤
楽
部
）
小
松
耕
輔
、
吉
澤
重
夫
、
川
久

保
美
須
々
、
鎗
田
倉
之
助
、
河
野
ひ
で
、
木
村
ま
す
、
森
田
孝
、

澤
田
柳
吉
、
鳥
居

つ
な
、
加
藤
ぶ
ん
、
久
野
ひ
さ
（
器
楽
部
）
合
計
十
二
人
也
、
演
奏
曲
目
は
等
（
嵯

峨
の
秋
菊
末
調
）
器
楽
部
卒
業
生
河
野
ひ
で
、
合
唱
（
甲
玉
匝
、
乙
霜
、
丙
征
途
の

夢
）
ピ
ア
ノ
獨
奏
（
ソ
ナ
タ
）
同
川
久
保
美
須
々
、
澤
田
柳
吉
（
コ
ン
セ
ル
ト
）
同

久
野
ひ
さ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
蜀
奏
（
ベ
ル
ソ
イ
ス
）
同
鳥
居
つ
な
（
サ
ラ
バ
ン
デ
、

ル
ー
ル
）
同
吉
澤
重
夫
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
（
ア
レ
グ
ロ
）
加
藤
ぶ
ん
、
合
唱
紳
武
東

征

（
『
手
日
率
』
率
友
社
、
第
十
巻
第
四
号
、
明
治
三
十
九
年
八
月
、
四
五
頁
）

●
―
音
楽
學
校
の
優
等
女
生
七
日
東
京
―
音
楽
學
校
に
拳
行
さ
れ
た
る
第
十
八
回
卒
業

證
書
授
典
式
の
際
第
二
部
演
奏
の
最
後
に
於
て
久
野
久
子
が
ピ
ア
ノ
を
弾
じ
て
其
技
能

の
非
凡
な
る
事
を
来
會
者
に
知
ら
し
め
た
り
賞
に
久
子
は
今
日
迄
の
同
校
卒
業
生
中
の

第

部

白
眉
に
し
て
先
悲
敦
職
員
も
将
来
に
望
を
麗
し
居
れ
り
と
い
ふ
同
鍛
は
滋
賀
縣
大
津
市

字
馬
場
百
八
十

一
番
地
農
久
野
禰
助
の
二
女
に
て
九
歳
の
春
京
都
に
出
で
土
地
の
尋
常

小
學
校
に
學
び
つ
A

傍
ら
同
地
の
宗
匠
に
就
き
て
琴
曲
を
學
ぶ
事
八
年
、
而
か
も
不
幸

に
し
て
生
来
跛
の
上
に
閥
質
さ
へ
弱
か
り
し
為
め
普
通
の
學
業
を
修
む
る
に
堪
へ
ず
左

ら
ば
其
喀
好
に
投
ぜ
し
琴
曲
を
ば
此
上
尚
ほ
充
分
に
研
究
せ
ん
と
志
せ
し
折
柄
兄
弾
太

郎
の
勘
誘
も
あ
り
十
八
歳
の
春
初
め
て
＿
音
楽
學
校
豫
科
に
入
り
し
が
更
に
洋
楽
の
趣
味

を
解
せ
ざ
る
事
と
て
嘗
初
は
稽
や
失
望
の
様
な
り
し
矢
先
不
幸
は
重
ね
て
久
子
の
身
邊

を
襲
ひ
一
年
餘
肋
膜
炎
を
病
み
た
り
左
れ
ど
初
一
念
を
瓢
さ
ず
愈
々
ピ
ア
ノ
の
研
修
に

精
力
を
注
ぎ
本
科
生
と
な
り
て
は
更
に
熱
心
な
る
幸
田
女
史
の
指
導
に
よ
り
て
ピ
ア
ノ

専
攻
に
勉
め
學
校
家
庭
の
別
な
<
-
日
七
時
間
づ
A

は
必
ず
ピ
ア
ノ
の
温
習
に
費
し
た

る
結
果
驚
く
べ
き
預
達
を
示
し
今
や
巧
妙
な
る
楽
手
と
し
て
許
さ
る
A

に
至
れ
る
も
久

子
は
尚
ほ
飽
か
ず
し
て
盆
々
楽
界
の
深
秘
を
探
ら
ん
と
志
し
新
學
期
よ
り
は
研
究
科
に

留
る
筈
な
り
と
ぞ
又
同
日
最
初
に
嵯
峨
野
の
秋
を
琴
に
弾
じ
て
均
し
く
来
會
者
の
耳
を

驚
か
せ
し
河
野
ヒ
デ
子
は
幼
よ
り
和
楽
を
好
み
し
も
父
存
生
中
は
厳
し
く
差
止
め
ら
れ

母
な
る
人
の
懇
望
に
依
り
て
琴
の
み
は
許
さ
れ
七
歳
の
時
よ
り
稽
古
に
身
を
入
れ
往
々

年
長
者
を
驚
か
せ
し
事
あ
り
三
十
五
年
同
校
専
科
に
入
り
本
科
に
琴
曲
部
の
新
設
さ
れ

赦
授
に
は
幼
少
の
時
の
師
匠
な
り
し
に
心
勇
み
て
益
々
勉
勘
せ
る
結
果
早
く
も
免
許
皆

博
と
な
り
た
る
な
り
と

（
『
昔
架
新
報
』
第
三
巻
第
七
号
、
明
治
三
十
九
年
八
月
、
三
九
頁
）

明
治
三
十
九
年
＋
一
月
十
日
、
十
一
日
第
十
五
回
定
期
演
奏
会

明
治
三
十
九
年
十
一
月
十
一
日
午
後
二
時
開
會

音

楽

演

奏

會

曲

目

東
京
一
音
楽
學
校
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甲

四

、

合

唱

ヽ
安ナ

藤

勝二

r 

St
ri
n
g
 Q
u
a
rt
ett
e
 

生

徒

二
作
曲

郎
作
歌

ア
ン
ダ
ン
テ
、

i
ヌ
ー
ト
、
ア
ン
ド
、

ソ

ス

テ

ア
レ
グ
ロ

清
流
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:

ヽ

逃
懐
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

‘、

又

ヘ
ル
マ
ン
、
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ

三
、
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏
…
…
…
…
…
・
：
｛
ァ
ウ
グ
ス
ト
、
ユ
ン
ケ
ル

•
…
…
…
…
…
・
・
ゴ
ー
ル
ド
マ
ル
ク
作
曲

墓
前
の
母
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・

I
V
.
 

P
A
R
T
 IL 

乙

r--._  

武ブ

島ラ

ム

ス

作

曲

次

郎

作

歌

甲

ラ

ー

ム

ス

作

曲

｛

幻

島

又

次

郎

作

歌

III. 

二
、
女
醗
―
一
部
合
唱

乙

カ
ン
ツ
ヲ
ナ
…
…

ノ‘

ス

セ
作
曲

甲

ノ
ル
ヂ
ッ
シ
ュ
、

ソ
ン
グ
・
…
…
…
…
…
…
•
•
シ

ユ

マ

ン
作
曲

II. 

C
h
o
r
u
s
e
s
:
 

a
.
 I

m
 H
e
r
b
st
e…
…

…

…

…

A
lt
d
e
ut
sche 
V
o
l
k
s
w
ei
se.
 

b
.
 Wi

r
f
 

d
ei
n
 A
n
li
e
g
e
n…
…

…

…

…

…

M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
.
 

St
u
d
e
nt
s
 of
 
t

h
e
 A
c
a
d
e
m
y
.
 

Pi

a
n
o
 Solo: 

R
h
a
p
s
o
di
e
 
i

n
 G
 m
i

n
o
r
…

…

…

…

…

…

…

…

B
r
a
h
m
s
.
 

Mrs•Kambe. 

S
o
p
r
a
n
o
 Solo :
 

F
a
r
 a
w
a
y
 (
wi
t

h
 vi
oli
n
 obligat
o
)…
…

…

K
a
l
li
w
o
d
a
.
 

Mrs•Fu

jii

. 

第

一
、
絃
楽
四
部
合
奏

部

F 

O
r
g
a
n
 Solo: 

T
o
c
c
at
a
 u
n
d
 F
u
g
e…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

B
a
c
h
.
 

M
r.
 A
.
 Shi

m
a
s
a
ki

.
 

P
A
R
T
 I.
 

フ
ァ
ア
ウ
ェ
イ
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
カ
リ
ウ

ォ

ー

ダ

作

曲

四

、

獨

唱

研

究

生

藤

井

環

ラ
。
フ
ソ
ヂ
ー
…

…
…
ブ

P
R
O
G
R
A
M
M
E.
 

―フ

ム

ス

作

曲

三
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

助

教

授

紳

戸

絢

．
 ヽ

乙

紳

甲

二

、

合

唱

暮
秋
の
杜
…
…
…
…
…
…
…

台コ
・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

i

石

倉

小

三

郎

繹

歌

獨

逸

古

民

曲

百

倉

小

郎

繹

歌

生

ハ
作
曲徒

菊
の
盃
：
…
…
…
…
…
•C

O
N
C
E
R
T
 

O
F
 T
H
E
 

T
o
ki
o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si
c
 

U
Y
E
N
O
 P
A
R
K
 

S
u
n
d
a
y
 N
o
v
e
m
b
e
r
 1
1th 1
9
0
6
.
 

A
T
 2.
 P.
 M
.
 

第 1部 明治・大正篇

オ
ル
ガ
ン
獨
奏

ト
ッ
カ
ー
タ
、
ウ
ン
ド
、

フ
ー
ゲ

ノゞ

赦

授

島

崎

赤

太

郎

乙

ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
作
曲

i

武

島

又

次

郎

作

歌
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＿
音
楽
演
奏
曲
目
梗
概

第

一

部

一
、
オ
ル
ガ
ン
涸
奏

ト
ッ
カ
ー
タ
及
フ
ー
ゲ

ト
ッ
カ
ー
タ
は
有
鍵
楽
器
曲
と
し
て
十
六
世
紀
頃
既
に
用
ひ
ら
れ
た
る
形
式
に
し
て

強
烈
な
る
和
絃
と
華
美
な
る
装
飾
音
と
を
交
錯
し
て
楽
器
の
特
性
を
疲
揮
せ
ん
と
屁
め

た
る
も
の
、
も
と
整
齋
に
作
成
せ
る
曲
の
前
弾
き
と
し
て
奏
し
た
る
主
題
愛
成
の
自
由

な
る
前
奏
よ
り
出
で
た
り
。
現
時
此
名
の
示
す
虞
は
短
き
音
符
を
以
て
作
ら
れ
た
る

有
鍵
楽
器
曲
に
過
ぎ
ず
。

フ
ー
ゲ
（
追
覆
楽
）
は
バ
ハ
の
時
代
に
於
け
る
オ
ル
ガ
ン
榮
、
ピ
ア
ノ
楽
の
最
美
な

る
形
式
な
り
。
抑
も
他
の
音
程
に
て
一
の
主
題
に
答
ふ
る
の
原
理
は
既
に
千
六
百
年
以

前
に
行
は
れ
た
る
事
な
る
が
漸
次
猿
展
し
て
バ
ハ
時
代
に
至
り
特
殊
頸
著
な
る
一
形
式

テ

マ

と
な
れ
り
。
其
要
は
箪
音
を
以
て
奏
せ
ら
る
A

主
題
を
う
け
、
通
例
五
度
の
反
覆
を

ア
ン
ト
ウ
ォ

ル
ト

行
ふ
之
を
答
と
い
ふ
、
其
間
に
前
主
題
は
此
答
に
劉
し
て
劉
位
法
と
な
り
て
進

む
、
之
を
反
主
題
と
い
ふ
、
更
に
轄
調
し
て
完
工
の
精
微
を
致
す
、
斯
の
如
く
相
反

I
V
.
 

III. 
II. 

｀゚
．． 

第一

（と

ノ‘ い）

a
.
 N

o
r
di

s
h
 
S
o
n
g
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
S
c
h
u
m
a
n
n
.
 

o.ranzona•…………………………………••Hasse

. 

P
a
rt

s
o
n
g
s
 for 

F
e
m
a
l
e
 v
oi
ces :
 

a
.
c
r
e
e
t
i
n
g
s
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
B
r
a
h
m
s
.
 

b
.
 S
o
n
g
 f
r
o
m
 O
s
si
a
n's
 Fi
n
g
a
l
…
…
…
…
…
 

__ 

A
n
d
a
n
t
e
 sostenuto 
a
n
d
 A
l
l
e
g
r
o
 
f
r
o
m
 the 
Suite 

for 
P
i
a
n
o
 a
n
d
 Violin 
in 
E
 m
aj

o
r
…
…
G
o
l
d
m
a
r
k
.
 

Messrs•H•Heydr

ich 

a
n
d
 A
.
 Ju

n
k
e
r.
 

C
h
o
r
u
s
e
s
:
 

Stabat m
a
t
e
r
 d
o
l
o
r
o
s
a
…
…
…
…
…
…
G
.
 Na

n
i
n
i
.
 

0
 welt
,
 du
 hi

st 
so 
S
c
h
o
n
…
…
…
…
B
e
e
t
h
o
v
e
n
.
 

S
t
u
d
e
n
t
s
 of
 the A
c
a
d
e
m
y
.
 

の

劉
せ
る
諸
調
を
鰹
過
し
た
る
後
遂
に
主
調
に
復
饉
し
て
、
全
曲
に
統
一
を
呉
ふ
る
な

り

言

二

、

合

唱

甲

、

暮

秋

杜

獨

逸

古

民

曲

詩
と
曲
と
共
に
獨
逸
の
民
謡
に
し
て
此
民
族
が
音
楽
的
氣
韻
を
窺
ふ
に
よ
ろ
し
。
こ

こ
に
「
秋
の
歌
」
と
題
せ
る
は
ホ
フ
マ
ン
、
フ
ォ
ン
、
フ
ァ
ル
ラ
ー
ス
レ
ー
ベ
ン
が
改

作
に
か
A

る
。
こ
れ
を
意
繹
し
た
る
も
の
次
の
如
し

一
、
一
葉
も
と
め
ず
そ
ま
が
た
枯
れ
、
奥
都
城
の
ご
と
、
我
世
静
か
。

二
、
諸
槃
今
は
、
き
か
ぬ
も
う
べ
、
露
霜
恐
れ
、
逃
れ
去
り
ぬ
。

三
、
渡
り
し
小
鳥
、
悲
し
と
見
ば
、
今
こ
そ
思
へ
、
誹
の
揖
理
。

四
、
と
こ
し
へ
消
え
じ
、
長
閑
け
き
春
、
か
は
ら
で
あ
ら
む
、
胸
の
中
に
。

乙

、

紳

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

詩
篇
五
十
五
章
二
十
三
節
の
語
を
藉
り
来
り
、
紳
は
正
し
き
人
の
悩
め
る
を
あ
だ
に

は
見
給
は
じ
と
、
紳
恵
の
天
地
と
共
に
窮
な
き
を
讃
し
た
る
も
の
な
り
。

三

、

ピ

ア

ノ

凋

奏

ラ

。

フ

ソ

ヂ

ー

ブ

ラ

ー

ム

ス

古
代
希
臓
に
於
て
長
篇
抒
事
詩
断
片
を
稲
し
て
ラ
。
フ
ソ
ヂ
ー
と
い
ふ
、
其
語
源
を
窮

極
す
れ
ば
希
騰
語
の
パ
イ
ン
及
オ
ー
デ
ー
よ
り
来
る
蓋
し
採
掴
せ
ら
れ
た
る
歌
曲
と
い

ふ
義
な
り
。
而
し
て
近
代
音
楽
に
於
て
此
名
の
示
す
慮
國
民
的
旋
律
を
採
掴
補
綴
し
て

作
成
せ
る
器
楽
曲
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
に
し
て
リ
ス
ト
の
匈
牙
利
ラ
プ
ソ
ヂ
ー
の
如
き
即
之

れ
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
は
ピ
ア
ノ
曲
ラ
。
フ
ソ
ヂ
ー
に
於
て
別
に
自
ら
機
抒
を
出
た
し
寧
ろ
近

＜
此
語
の
原
義
に
接
獨
せ
り
。
妥
に
演
奏
せ
ら
る
A

も
の
は
近
代
楽
曲
の
一
と
し
て
は

出
来
得
る
限
り
此
語
の
原
義
に
適
へ
る
も
の
、
其
主
題
は
短
確
又
賓
に
断
片
的
な
り
、

全
曲
の
趣
致
激
越
に
し
て
し
か
も
尚
遁
麗
な
り
。

四
、
猫

カ
リ
ウ
ォ
ー
ダ

唱

フ
ァ
ー
、
ア
ウ
エ
ー

題
し
て
「
を
ち
か
た
に
」
と
い
ふ
、
山
姿
水
容
の
婉
麗
と
暮
雲
の
揺
曳
と
に
托
し
て

憧
憬
の
情
を
抒
へ
た
る
も
の
、
「
遠
方
に
心
さ
ま
よ
ふ
」
の
一
句
リ
フ
レ
イ
ン
と
し
て
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敷
次
繰
り
返
へ
さ
る
A

虞
間
婉
喜
ふ
べ
し
。
之
に
伴
ふ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
部
は
特
に

重
要
に
し
て
諧
音
の
妙
を
猿
揮
す
る
に
於
て
須
央
も
離
る

べ
か
ら
ず
、
故
に
オ
ブ
リ
ガ

ー
ト
と
い
ふ
。
曲
は
カ
リ
ウ
オ
ー
ダ
の
作
る
慇
、
十
九
世
紀
後
半
獨
逸
有
敷
の
楽
家
な

り

第

二

部

二
、
女
盤
三
部
合
唱

甲

、

清

流

乙
、
述

懐

此
雨
合
唱
と
も
女
槃
三
部
に
副
ふ
る
に
二
個
の
ホ
ル
ン
及

一
個
の
ハ
ー
。フを
以
て
す

這
般
の
配
合
は
稀
に
見
る
虜
な
れ
ど
も
、
此
曲
の
如
き
は
最
成
功
し
た
る
例
な
り
。
前

者
題
し
て
園
丁
と
い
ふ
、
獨
逸
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
派
の
詩
人
ア
イ
ヘ
ン
ド
ル
フ
の
嘱
す

イ
デ

ュ
ル
レ

る
腐
、
二
個
の
ホ
ル
ン
は
小
な
る
牧
歌
の
趣
致
を
輿
へ

、
之
を
被
ふ
に

ハ
ー
。
フ
の
陽
光

耀
麗
た
る
妙
音
を
以
て
す
。
後
者
は
「
オ
シ
ア
ー
ン
」
が
挽
歌
の
一
節
な
り
、
オ
シ
ア

ー
ン
は
三
世
紀
頃
の
蘇
國
の
怜
人
な
り
、
詩
は
勇
士
少
女
等
が
國
王
フ
ィ
ン
ガ
ル
の
宮

殿
に
集
ま
り
、
叢
雲
睾
め
た
る
蒼
空
を
照
ら
す
星
斗
の
光
淡
き
蕪
國
風
物
の
凄
椀
に
托

し
、
三
軍
を
覆
し
て
斯
蓬
の
間
に
逝
き
し
勇
士
を
鼓
琴
痛
哭
す
る
も
の
、
近
代
に
至
り

史
上
よ
り
抹
殺
せ
ら
れ
ん
と
し
た
れ
ど
も
、
一
度
び
ギ
ョ
ー
テ
が
ウ
H

ル
テ
ル
の

一
節

と
し
て
博
へ

ら
れ
た
る
も
の
激
楚
の
悲
音
な
が
く
忘
る
べ
か
ら
ず
。
斯
曲
を
な
せ

る
一

節
、
ま
た
花
の
少
女
が
若
く
し
て
逝
き
し
勇
士
を
悼
む
詞
、
ハ
ー
。
フ
の
清
商
流
輌
を
以

て
古
代
蘇
國
戦
士
の
風
韻
を
葛
し
得
た
り
、
こ
A

に
は
ホ
ル
ン
音
部
は
オ

ル
ガ
ン
を
以

て
、
ハ
ー
。
フ
音
部
は
ピ
ア
ノ
を
以
て
奏
せ
ら
る
。

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
合
奏

ア
ン
ダ
ン
テ
、
ソ
ス
テ
ヌ
ー
ト

ア
ン
ド
、
ア
レ
グ
ロ

ブ
ラ
ー
ム
ス

ブ
ラ
ー
ム
ス

ゴ
ル
ド
マ
ル
ク

カ
ー
ル
、
ゴ
ル
ド
マ
ル
ク
は
近
代
獨
乙
楽
家
中
の
鉾
々

た
る
も
の
、
好
て
諸
様
の
楽

曲
を
試
み
、
室
楽
、
管
絃
楽
劇
楽
に
於
て
特
に
其
盛
名
を
馳
せ
た
り
。
作
品
第
十
一
ス

イ
ト
は
思
ふ
に
彼
か
盛
名
を
獲
得
せ
る
第

一
の
作
な
る
べ
く
奏
演
敷
過
盆
其
妙
を
覺

ゅ
゜
斯
曲
は
五
進
行
よ
り
な
り
今
日
演
奏
せ
ら
る
A

は
其
二
進
行
の
み
。
ア
ン
ダ
ン
テ

の
主
題
は
正
苗
よ
く
法
度
に
中
り
、
し
か
も
少
く
暗
昧
の
趣
致
あ
り
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

之
を
始
む
る
や
、
カ
ノ
ン
は
オ
ク
タ
ー
ブ
に
於
て
之
を
亨
け
ピ
ア
ノ
は
一
小
節
後
れ
て

同
主
題
を
奏
し
條
忽
と
し
て
消
ゆ
、
起
句
は
激
越
の
調
あ
れ
ど
も
其
終
る
や
穏
切
消
々

た
り
。
ア
レ
グ
ロ
は
長
か
ら
ず
、
其
構
成
又
簡
箪
な
り
さ
れ
ど
其
始
は
光
華
瑾
環
と
し

て
氣
韻
多
し。

第
二
主
題
は
平
静
な
る
錯
綜
を
呉
へ

、
近
代
の
多
少
冗
長
な
る
ス
イ
ト

曲
に
劉
し
て
巧
な
る
進
行
の
端
緒
を
な
せ
り
。
作
者
は
猶
太
の
系
統
に
厨
す
る
か
故
に

其
感
情
東
洋
的
な
り
。
而
し
て
最
よ
く
此
雨
音
楽
器
の
為
に
も
の
し
た
り
と
云
ふ
を
憚

ら
ず
。

ナ
ニ
ニ

四

、

合

唱

甲

、

墓

前

母

ナ
ニ
ニ
は
、
一

五
七

0
年
ワ
レ
ラ
ノ
に
生
れ
、
一
六

0
七
年
三
月
十
一
日
歿
す
。
所

謂

ロ
ー
マ
楽
派
の
作
家
な
り
。
彼
は
パ
レ
ス
ト
リ
ナ
の
門
に
出
で
、
幾
も
な
く
し
て
遂

に
師
の
箕
袈
を
嗣
ぎ
ぬ
、
其
門
亦
た
多
く
饒
秀
を
出
だ
す
、
就
中
ア
レ
グ
リ
の
如
き
は

鐵
中
の
鉾
々
た
る
者
也
。
史
家
或
は
彼
を
前
し
て
パ
レ
ス
ト
リ
ナ
楽
派
の
代
表
者
と
為

す。

蓋
、
其
然
る
所
以
の
者
は
、
決
し
て
パ
癸
派
を
創
立
し
た
り
と
云
ふ
意
義
に
非
ず

し
て
、

寧
ろ
裳
時
既
に
模
倣
的
技
巧
に
の
み
流
れ
し
ネ
ザ
ラ
ン
ド
楽
派
の
封
位
法
を
執

り
て
、
之
を
自
派
の
燭
櫨
に
融
化
し
た
る
貼
に
在
つ
て
存
す
。

斯
曲
の
原
表
題
は
「
歎
け
る
母
」
に
し
て
、
其
歌
詞
の
作
家
は
ト
デ
イ

(
G
•
D
a

T
o
d
i
)
也
。

（

あ

、
と
）

乙、

菊

の

盃

ベ

ー
ト
ー
フ
ヱ
ン

ベ
ー
ト
ー
フ
ヱ
ン
は
、
一
七
七

0
年
十
二
月
十
六
日
維
納
〔
ボ
ン
〕
に
生
れ
、
一
八
二

七
年
三
月
二
十
六
日
歿
す
。
合
奏
曲
司
伴
楽
及
び
室
内
楽
の
名
家
た
り
。
斯
曲
の
原
表

題
は

「
宇
宙
の
美
」
、

其
歌
詞
は
ロ

ー
デ
ン
ベ
ル
グ
(
I.
v
.
 Ro

d
e
n
b
e
r
g
)
の
麗
す
る

所
な
り
。
（
あ
、
と
）

の
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Programme 
OF 

CONCERT 
BOOK No. 3 

Sunday November lith 

1906 

at 2. p. m. 

Tokyo Academy of Music 

Uyeno 

Rhapsody. 
Brahms. 

Rhapsody was the name given in ancient Greece to £rag-
ments of great epic poems. In modern music by Rhapsody is 
often understood an instrumental Fantasia made up of national 
melodies, so for instance Liszt's Hungarian Rhapsodies etc. where-
as Brahms in his two Rhapsodies for the Piano adheres more 
closely to the original meaning of a Rhapsody, in fact the one 
which is played to-day is perhaps as much in conformity with 
the original meaning of the word as a piece of modern music 

possibly can be, its subjects being short and abrupt, in fact "£rag-
mentary." The character of the piece is on the whole passionate 

and at the same time somewhat ponderous, the latter quality 
characteristic of Brahms. 

H. H. 

Partsongs for Female voices. 
a. Greetings. 
b. Song from Ossian's Fingal. Brahms. 

These two Choruses are written for female voices with ac-

companiment of two horns and a harp, rather an unusual com-
bination, but in this case a most happy one. In the first Song 

"the Gardener" the two horns give it the character of a little 
"Idyl" where as the harp covers the whole scenery with sun-
shine. The words of the second and more important song 
a lamentation of a maiden for her youth, who has been slain 
in battle, are from a very old, nordish poem. The music with 
the help of the two horns and harp breathes the atmosphere of 
ancient Highland life, its folk-lore, its history and heroes. It is 

a highly poetical and beautiful Song. The two horns will be 

played on the Organ and the harp-part on the Piano on this 
occas10n. 

H. H. 

Andante sostenuto and Allegro from the Suite 

for Piano and Violin in E major. op. 11 
Carl Goldmark. 

Carl Goldmark is a modern German Composer of great 

repute, who has tried himself in many branches of music, in 
three of which he made his name in particular, namely in Cham-
ber Music, in works of some importance for Orchestra, and 

in Opera. The suite op. 11 in five movements, two of which will 
be played to-day, was-at least as far as the knowledge of the 
writer of these lines goes-the first work that made his name 
and was at once much played. The subject of the Andante is 
of a measured, and somewhat sombre character. When the Violin 

takes it up, an attempt is made of a Canon in the Octave, the 
piano playing the same subject one bar later, but is soon given 
up. The movement works up very effectively, but finishes softly 
and soothingly. The "Allegro" is not long and of simple con-

struction, but it opens brightly and with much spirit-the second 
subject giving the necessary relief and makes an excellent open-
ing movement for a somewhat lengthy Suite in modern style. 
Goldmark being of jewish parentage, the music of this work is 
at times decidedly oriental in sentiment. I may add, that the 
music is well written for both instruments. 
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上
野
楽
堂
秋
季
演
奏
會

■―
音
楽
會
は
多
し
…
…
去
れ
ど
聴
く
べ
き
音
楽
の
少
な
き
は
我
國
の
現
朕
に
あ
ら
ず

や
。
此
の
時
に
於
て
唯
一
っ
―
音
楽
會
ら
し
き
音
楽
會
は
上
野
楽
堂
の
其
れ
あ
る
の
み
。

秋
た
け
し
藝
苑
の
寂
蓼
は
幾
分
か
是
れ
に
よ
り
て
色
彩
を
添
え
ら
れ
し
心
地
す
。
さ
る

に
て
も

■
切
符
を
疲
賣
せ
ぬ
は
何
故
ぞ
•
…
・
・
例
の
主
義
に
て
＿
音
楽
家
は
金
で
演
奏
す
る
の
で

は
無
い
と
云
ふ
の
か
、
其
れ
と
も
入
り
が
無
く
て
の
こ
と
か
、
兎
に
角
入
場
券
を
筈
ら

ぬ
は
大
な
る
考
違
な
り
。
若
し
入
場
券
を
賣
ら
ぬ
と
す
れ
ば
勢
ひ
入
場
者
は
學
校
に
縁

故
あ
る
も
の
A

み
と
な
る
べ
し
、
虞
が
一
音
楽
の
箕
の
罷
衆
は
學
校
で
招
待
す
る
何
の
某

な
ど
で
は
無
し
、
其
外
の
人
々
に
多
き
な
り
、
金
を
出
し
て
も
聰
こ
う
と
云
ふ
人
で
な

け
れ
ば
、
員
の
愛
楽
者
で
は
無
き
な
り
、
學
校
で
有
り
難
た
が
る
古
る
く
さ
き
連
中
に

は
全
<
-
音
楽
の
味
方
は
無
き
ぞ
か
し
。
歌
舞
伎
の
観
料
が
一
寸
三
園
す
る
世
の
中
に
一

園
の
一
音
楽
會
に
文
句
云
ふ
人
は
決
し
て
無
か
る
べ
し
。

、
、
、
、
、
、
、

■初
見
参
は
島
崎
氏
…
…
の
オ
ル
ガ
ン
。
先
つ
第
一
あ
ん
な
大
破
損
の
オ
ル
ガ
ン
で

は
演
奏
も
何
も
出
来
た
も
の
で
無
し
。
如
何
な
る
名
手
で
も
あ
れ
で
は
匙
を
な
げ
ざ
る

べ
か
ら
ず
。

、
、
、
、
、
、
、

■合
唱
、
暮
秋
の
森
に
紳
言
…
…
士
曜
の
無
調
法
は
日
曜
に
稽
お
ぎ
な
は
れ
た
り
、

△

△

 

二
つ
と
も
美
く
し
き
合
唱
曲
な
り
殊
に
紳
言
は
美
く
し
く
聰
け
り
、
詞
の
不
明
亮
な
る

は
例
に
依
て
例
の
如
し
、
ど
う
し
て
も
演
習
の
不
充
分
に
饉
す
べ
し
。
石
倉
氏
の
繹
歌

も
道
歌
め
か
で
嬉
し
、
暮
秋
の
杜
の
二
節
。
「
思
へ
ば
稗
の
揮
理
ぞ
こ
れ
、
心
は
い
つ

も
楽
し
か
ら
む
」
は
意
味
を
な
さ
ず
と
思
は
る
、
い
か
ゞ
。
紳
言
は
無
難
。

△

△

△

△

△

△

△

△

 

■誹
戸
夫
人
の
ピ
ヤ
ノ
…
…
先
づ
ブ
ラ
ア
ム
ス
を
弾
ぜ
ら
れ
た
る
は
何
よ
り
嬉
し
、

特
に
近
代
楽
の
特
徴
と
も
云
ふ
べ
き
ラ
。
フ
ソ
デ
イ
を
弾
ぜ
ら
れ
た
る
は
猶
嬉
し
、
曲
も

決
し
て
易
々
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
ひ
き
ぶ
り
も
い
と
め
で
た
く
、
語
る
が
如
き
メ
ロ

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

竹
韻
絃
盤

つ
ゆ
ま
ろ

H•H 

デ
イ
も
確
に
受
取
ら
れ
た
り
、
近
来
同
楽
堂
の
オ
媛
、
特
に
教
授
諸
氏
の
獨
弾
あ
ま
り

無
き
時
に
於
て
夫
人
の
此
の
勤
勉
あ
る
は
感
謝
に
堪
え
ざ
る
慮
な
り
。

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

 

■
環
嬢
の
フ
ァ
ー
ア
ウ
エ
ー
•
…
・
・
美
く
し
く
歌
は
れ
た
り
、
特
に
ュ
ン
ケ
ル
氏
の
オ

プ
リ
ガ
ー
ト
、
側
々
と
し
て
肉
槃
に
迫
る
慮
、
一
場
の
美
く
し
き
夢
の
如
し
、
嬢
の

竪
、
稽
々
昔
鉱
を
失
し
た
る
如
き
も
、
従
来
の
輩
調
を
脱
せ
ん
と
す
る
努
力
苦
心
は
明

か
に
聰
か
る
、
向
後
必
ず
見
る
べ
き
の
一
大
狡
展
あ
ら
ん
、
切
に
眼
勉
を
望
む
。

■
二
部
は
絃
楽
四
部
に
て
始
ま
れ
り
·
…
•
•
シ
ュ
ウ
マ
ン
の
も
ハ
ッ
セ
の
も
凝
た
も
の

な
り
、
ユ
ン
ケ
ル
氏
も
ハ
イ
ド
リ
ヒ
氏
も
云
ふ
慮
な
け
れ
ど
多
氏
の
セ
コ
ン
ド
中
々
確

に
奏
さ
れ
た
り
、
唯
セ
ロ
は
惜
し
き
こ
と
に
昔
程
は
づ
れ
た
り
。

■ブ
ラ
ア
ム
ス
の
女
墜
三
節
…
…
先
つ
演
奏
の
出
来
ば
え
よ
り
曲
調
の
美
々
し
き
に

悦
惚
せ
り
、
ハ
イ
ド
リ
ヒ
の
伴
奏
の
自
由
な
る
こ
と
、
其
れ
に
曲
は
ブ
ラ
ア
ム
ス
な

り
、
「
花
疾
く
あ
し
た
月
澄
む
夕
」
の
あ
た
り
、
ど
う
し
て
あ
ん
な
美
く
し
き
和
槃
が

湧
い
て
く
る
の
か
、
氏
の
曲
を
聴
く
と
、
同
じ
流
れ
を
く
む
メ
ン
デ
ル
ス
ズ
オ
ン
な
ど

は
余
り
に
幼
稚
に
見
え
る
な
り
。
其
上
伴
奏
の
凝
て
る
こ
と
は
獨
逸
楽
家
の
中
で
は
一

番
な
る
べ
し
。
而
し
是
を
紹
介
し
得
た
演
奏
者
諸
嬢
の
出
来
榮
え
も
十
分
な
り
。
武
島

0

0

△

△

 

氏
の
歌
詞
、
清
流
は
面
白
し
。
懐
述
は
成
功
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
、
取
材
が
既
に
ブ
ラ
ア

ム
ス
に
は
ふ
さ
は
し
か
ら
ず
、
又
語
句
よ
り
云
ふ
も
「
水
上
の
沫
」
な
ど
云
ふ
慮
は

頗
る
曲
節
を
破
れ
る
如
し
。
そ
れ
に
一
般
情
熱
に
鉄
如
た
る
は
最
も
遺
憾
な
る
慮
な

り

■目
覺
し
き
は
…
…
ハ
イ
ド
リ
ヒ
氏
と
ユ
ン
ケ
ル
氏
の
ピ
ア
ノ
と
バ
ヰ
オ
リ
ン
と
の

合
奏
な
り
。
雨
雄
得
意
の
技
を
擁
し
て
壇
上
に
見
る
こ
と
な
れ
ば
、
評
す
る
も
愚
…
…

と
云
へ
ば
無
責
任
な
れ
ど
、
全
く
嘗
日
の
桂
冠
は
雨
雄
の
頭
に
か
け
ら
る
べ
し
。
評
者

は
ア
レ
グ
ロ
よ
り
も
ア
ン
ダ
ン
テ
を
面
白
し
と
き
け
り
、
あ
ま
り
大
家
に
な
る
と
、
技

〔

マ

マ

〕

術
が
う
ま
す
ぎ
て
肝
甚
の
肛
が
お
留
守
に
な
る
よ
う
で
、
其
れ
ば
つ
か
り
は
遺
憾
に
思

へ
り
、
特
に
テ
ク
ニ
カ
ル
な
ア
レ
グ
ロ
の
部
分
は
そ
う
思
へ
り
。

■最
後
の
合
唱
…
…
は
塞
前
の
母
に
菊
の
盃
、
以
前
も
同
校
に
て
演
奏
せ
し
も
の
、

い
つ
聘
て
も
面
白
い
。
今
回
の
合
唱
は
皆
小
さ
き
も
の
ば
か
り
な
る
が
、
少
し
纏
ま
つ

た
合
唱
も
聰
か
せ
て
貰
ひ
た
き
も
の
な
り
。

■秋
更
け
た
る
上
野
の
杜
…
…
に
一
黙
の
紅
花
を
奥
え
し
は
此
の
一
音
楽
會
な
り
、
我
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第

一

部

（

コ

疇

『

彗

己

紅

疇

卸

）

楽
界
を
幼
稚
な
り
と
云
ふ
勿
れ
、
我
等
一
夕
の
美
し
き
夢
を
享
楽
し
た
る
は
此
の
楽
會

を
措
き
て
果
し
て
他
に
何
虞
に
あ
り
や
。
詩
と
云
へ
、
小
説
と
云
へ
、
劇
と
云
へ
、
箱

聾
と
云
へ
。
唸
我
等
一
夕
の
美
夢
に
悦
惚
た
る
を
得
る
は
何
慮
に
あ
り
や
、
木
の
葉
散

り
て
、
評
者
は
轄
た
藝
苑
の
寂
襄
を
感
ず
る
こ
と
甚
だ
し
。

、
、
、
、
、

■島
崎
氏
の
出
演
は
…
…
吾
人
を
し
て
大
に
意
を
強
う
せ
し
め
た
り
。
楽
苑
多
事
、

さ
な
き
だ
に
人
材
な
き
を
憂
ふ
る
と
き
に
多
大
の
嘱
望
を
負
ふ
て
饉
ら
れ
た
る
は
吾
人

の
欣
喜
に
堪
え
ざ
る
と
こ
ろ
、
我
―
音
楽
學
校
も
是
に
依
り
て
大
に
面
目
を
改
め
た
る
心

〔

マ

マ

〕

地
す
望
む
ら
く
は
、
毎
會
演
奏
の
壇
上
に
カ
イ
ゼ
ル
髯
の
凛
々
し
き
男
績
々
と
し
て
現

は
れ
ん
こ
と
を
。（

『
＿
音
榮
新
報
』
第
三
巻
第
十
一
号
、
明
治
三
十
九
年
十
二
月
、
二
八
ー
三

0
頁）

明
治
―

l

一
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日
試
業
演
奏
会

第
二
十
回
選
科
生
徒
試
業
會
順
序

一
唱
歌
（
鼠
音
）
吾
大
君
•
•
…
…
…
…
•
（
印
と
印
ル
ス
的
ー
知
疇
麟
）
女
生
徒

樋

ロ

ユ

リ

ヤ

一

ピ

ア

ノ

聯

弾

進

行

曲

…

…

…

…

…

…

ヘ

ン

デ

ル

作

曲

…

下

平

田

卯

江

渡

瀬

春

恵

ー
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
ガ
ボ
ッ
テ
）
…
…
…
…
…
…
…
バ
ハ
作
曲
…
菊
地
み
さ
を

一
ピ
ア
ノ
（
ソ
ナ
チ
ー
ネ
）
…
…
…
…
…
…
・
・
・
デ
ュ
セ
ッ
ク
作
曲
…
今
村
龍
男

ー
オ
ル
ガ
ン
（
メ
ヌ
エ
ッ
ト
）
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ハ
イ
ド
ン
作
曲
…
櫻
井
と
み

一
ピ
ア
ノ
（
ソ
ナ
チ
ー
ネ
）
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ク
レ
メ
ン
チ
作
曲
…
菊
地
つ
る

一
等
（
松
虫
）
；
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
｛
口
疇
号

小
金
井
精
子

l
ピ
ア
ノ
（
メ
ヌ
エ
ッ
ト
）
•
•
•
…
…
…
…
…
•
•
•
モ
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
…
鹿
島
辰
司

. 
オヴ
リア
ンイ

一
ピ
ア
ノ

第

二

部

仝

馨 徒

一
唱
歌
（
二
重
音
）
幽
棲
：
…
…
…
…
…
…
…
…
•
（
賢
町
ネ
正
い
疇
）
男
生
徒

l

ピ
ア
ノ
（
ソ
ナ
チ
ー
ネ
）
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ク
レ
メ
ン
チ
作
曲
…
石
川
静

一
ピ
ア
ノ
（
ソ
ナ
チ
ー
ネ
）
…
…
…
…
…
…
…
ク
ー
ラ
ウ
作
曲
…
瀧
野
た
き
え

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
コ
ン
セ
ル
チ
ー
ノ
）
•
•
…
…
・
・
・
・
シ
ッ
ト
作
曲
：
田
邊
尚
雄

一
唱
歌
春
告
鳥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
い
ー
ビ
厨
ス
タ
イ
応
詞
麟
）
女
生
徒

シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
野
崎
貞
麿

甲
、
フ
レ
ー
リ
ヒ
ヘ
ル
、
ラ
ン
ド
マ
ン

乙
、
ガ
ロ
ッ
。
フ
ル
ー
ド
リ
ヒ
作
曲

一
オ
ル
ガ
ン
（
ソ
ナ
チ
ー
ネ
）
…
…
…
…
…
・
・
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ド
作
曲
：
・
辻
美
亜

一
箭
（
松
盛
し
）
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
｛
請
麟

服

部

喜

代

甲
、
ア
ン
ダ
ン
テ
、
カ
ン
タ
ビ
ー
レ

工

ベ

ル

ハ

ル

ト

作

曲

…

…

…

…

…

…

・

・

・

生

乙

、

タ

ー

ラ

ン

テ

ル

レ

上

一
ピ
ア
ノ
（
ソ
ナ
タ
）
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
モ
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
…
原

一
唱
歌
（
都
の
春
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ポ
ー
レ
シ
ツ
作
曲
〗
男
生
徒

｀

居

枕

作

歌

（
『
昔
架
新
報
』
第
四
巻
第
一
号
、
明
治
四
十
年
一
月
、
四
一
頁
）

●
試
業
會
去
る
十
一
月
廿
五
日
上
野
公
園
東
京
＿
音
楽
學
校
に
開
會
し
た
る
同
校
選
科

生
試
業
會
は
別
記
曲
目
の
通
演
奏
せ
ら
れ
た
る
が
出
演
者
の
伎
個
盆
々
進
歩
し
平
素
の

訓
練
の
功
も
察
せ
ら
れ
て
い
と
目
出
度
か
り
し
、
中
に
も
辻
美
亜
子
の
オ
ル
ガ
ン
、
田

邊
尚
雄
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
如
き
素
人
離
れ
し
た
る
も
の
に
て
一
層
の
聴
ご
た
へ
あ
り

き
、
其
他
の
諸
氏
も
平
素
熱
心
に
練
習
し
た
る
功
見
へ
上
出
来
の
方
な
り
し
が
野
崎
氏

の
ピ
ア
ノ
の
粗
雑
な
る
に
は
一
驚
せ
り
爾
来
慎
重
の
練
習
を
望
む
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'
(
『
昔
架
新
報
』
第
四
巻
第
一
号
、
明
治
四
十
年
一
月
、
四

0
頁）

明

治

三

十

九

年

の

概

評

去

年

の

洋

楽

界

モ

ツ

ア

ル

ト

紀

念

音

楽

會

I
Iグ

リ

フ

ヰ

ス

氏

渡

来

1

1
日

比

谷

吹

奏

楽

1

1
島

崎

氏

師

朝

と

演

奏

會

I
I楽友倶楽
部

の

演

奏

去

年

の

洋

楽

界

は

前

年

に

比

し

て

甚

だ

寂

蓼

を

感

ぜ

し

め

た

り

、

然

れ

ど

も

其

新

年

へ
き
と
う

の

競

頭

に

於

て

楽

壇

に

一

染

の

花

を

飾

り

し

は

モ

ツ

ア

ル

ト

誕

生

紀

念

―

音

楽

會

な

り

き

、

モ

ツ

ア

ル

ト

は

獨

逸

の

楽

人

、

一

世

の

天

オ

を

以

て

其

名

楽

界

の

明

星

と

輝

け

〔

マ

マ

〕

り

、

西

暦

一

七

五

六

年

一

月

ザ

ン

ブ

ル

グ

に

生

れ

、

六

オ

に

し

て

既

に

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

の

小

コ

ン

セ

ル

ト

を

作

り

た

り

、

長

じ

て

オ

ペ

ラ

の

作

に

心

を

こ

め

、

懇

愛

の

紳

聖

を

謳

歌

し

て

人

世

の

慰

安

を

一

枚

の

譜

表

に

求

め

し

め

ぬ

、

其

浚

せ

し

は

一

七

九

一

年

十

あ
た
か

二

月

五

日

齢

三

十

五

オ

な

り

、

此

楽

星

生

れ

て

よ

り

冊

九

年

の

一

月

は

恰

も

一

百

五

十

年

の

紀

念

期

に

相

嘗

せ

り

、

こ

A
に

於

て

東

京

―

音

楽

學

校

學

友

會

諸

氏

は

其

偉

業

の

偉

光

を

仰

ぎ

紀

念

音

楽

會

の

演

奏

を

行

ひ

し

な

り

、

此

日

モ

ツ

ア

ル

ト

の

手

に

な

り

し

も

の

ド

ン

ヂ

ュ

ア

ン

、

ソ

ナ

タ

の

二

曲

は

會

員

諸

氏

の

妙

手

に

奏

せ

ら

れ

た

り

、

〔

中

略

〕

秋

よ

り

冬

に

入

り

て

は

十

一

月

に

於

け

る

一

音

楽

學

校

の

演

奏

會

あ

り

、

十

二

月

に

於

け

る

楽

友

倶

楽

部

の

演

奏

會

あ

り

、

一

音

楽

學

校

の

演

奏

會

に

は

新

饉

朝

者

た

る

島

崎

氏

が

オ

ル

ガ

ン

獨

奏

に

依

て

ト

ッ

カ

ー

タ

、

ウ

ン

ド

、

フ

ー

ゲ

の

新

曲

を

紹

介

せ

り

、

又

楽

友

倶

楽

部

の

演

奏

會

に

は

北

村

、

前

田

、

一

石

原

諸

氏

の

管

絃

合

奏

を

以

て

、

オ

末

楽

壇

と
こ
し
な

を

賑

は

し

く

閉

づ

る

を

得

た

り

、

如

上

の

盛

況

を

以

て

去

歳

は

長

へ

に

過

去

の

夢

に

入

り

た

り

、

之

れ

を

繊

承

し

た

る

本

年

は

吾

楽

檀

に

何

等

か

の

猿

展

を

来

さ

ゞ

ら

ん

や

、

さ

て

も

多

望

な

る

明

治

四

十

年

！

（
『
昔
築
月
刊
』
第
二
十
五
号
、
明
治
四
十
年
一
月
、
二
頁
）

明

治

四

十

年

三

月

二

十

三

日

卒
業
式

明

治

四

十

年

三

月

二

十

三

日

（

土

曜

日

）

午

後

二

時

卒

業

證

書

授

呉

式

順

序

猫

唱

槃

楽

部

卒

業

生

竹

内

イ

マ

コ

フ

ァ

ン

タ

ジ

ー

・
・
・
・
・・

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・
キ

ス

ト

レ

ル

作

曲

ハ

ー

モ

ニ

ュ

ー

ム

漉

奏

甲

種

師

範

科

卒

業

生

中

島

か

つ

コ

ン

セ

ル

ト

．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．
．．．．．．．．．
．．
．．．．． 
へ

リ

オ

作

曲

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

．．．．．．．．
．．．．．
．．
．．．．．．．．
．．．
．．．．．．．
．．．．．．．
．．．．．．．． 
ユ

ノ

器

楽

部

卒

業

生

多

久

寅

ソ
ナ
タ

工

ベ

ル

作

曲

ピ

ア

ノ

凋

奏

器

楽

部

卒

業

生

田

中

ろ

＜
 

リ

ナ

ル

ド

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ヘ

ン

デ

ル

作

曲

猫

唱

槃

楽

部

卒

業

生

井

村

は

る

よ

゜
ヽ
レ

甲
、
稜
威
耀
乎
…
…
…
…
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
・
｛
鳥

ボ

乙、

霜
の
且
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．．． 

｛旗

フ

ォ

ル

ス

ピ

ー

ル

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 1
ノ

ヒ

テ

ル

作

曲

ハ

ー

モ

ニ

ュ

ー

ム

合

奏

甲

種

師

範

科

卒

業

生

｛

配

田

H
彦

四

郎章

ヘ

ミ

野

十

．

郎ヤ

作民

歌歌

合

唱
報

告

卒

業

證

書

授

呉

校

長

告

辮

文

部

大

臣

祝

辮

卒

業

生

穂

代

謝

辮

第 第

部 部

ス

ト

リ

ナ

作

曲

居

枕

作

歌

東
京
一
音
楽
學
校

第 1部 明治・大正篇 216 
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GRADUATION EXERCISES 
of the 

TOKYO ACADEMY OF MUSIC, 

UENO PARK 

Saturday, March, 23th, Meiji 40, 1907. 
2. P. M. 

I. 
II. 
III. 

IV. 

V. 

菌
沓

担
把
｝

叶
川

PROGRAMME. 

PART I. 

Report. 
Presentation of Diplomas. 
Address of the graduating class by the Director. 
Address by His Excellency Makino, Minister of 

State for Education. 

Response by the R~presentative of the Graduating 
Class. 

I. 

IL 

III. 

IV. 

V. 

VI. 

VIL 

VIII. 

IX. 

PART II. 

Choruses: 

a. Adoramus.............................. Palestrina. 
b. Bohemian folks song. 

Harmonium Duet : 

Vorspiel.......................................... Richter. 

Messrs. Nakada and Harada. (Graduates) 

Vocal Solo: 

Rinaldo.......................................... H血ndel.
Miss Imura. (Graduate) 

Piano Solo: 

Sonata......................................,...... Weber. 
Miss Tanaka. (Graduate) 

Violin Solo : 

Concert.......................................... ~. . 13釦 ot.
Mr. Ono. (Graduate) 

Harmonium Solo : 

Fantasie.......................................... Kistler. 
Miss Nakajima. (Graduate) 

Vocal Solo: 

From Odysseus........................... Max Bruch. 
Miss Takenouchi. (Graduate) 

Piano Solo: 

Capriccio Brillante......... …• •....…Mendelssohn. 
Miss Uehara..(Graduate) 

Vocal Solo: 

From the Schopfung... -..... ;.................... Haydn. 
Miss Shiohama. (Graduate) 

(
N
I
6
I
ー

8
6
8
I
)
H
8

母
g
V
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f
I
8
茫
写

憐
8

森

L
I
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●
東
京
―
音
楽
學
校
卒
業
式
三
月
廿
―
―
一
日
午
後
二
時
よ
り
牧
野
文
相
臨
場
盛
大

な
る
卒
業
式
を
攀
行
し
た
り
在
来
は
一
二
月
に
師
範
科
七
月
に
本
科
と
各
別
に
卒

業
式
を
攀
行
し
た
り
し
が
本
年
よ
り
各
科
共
同
時
に
學
期
を
始
終
し
て
同
時
に

卒
業
す
る
こ
と
と
な
れ
り
。
本
學
年
の
卒
業
生
は
本
科
八
名
、
師
範
科
甲
種
十

三
名
乙
種
十
名
撰
科
一
名
に
て
卒
業
式
後
左
の
演
奏
あ
り
〔
曲
目
省
略
〕

（
『
＿
音
榮
』
榮
友
社
、
第
十
一
巻
第
六
号
、
明
治
四
十
年
四
月
、
二
七
頁
）

東
京
音
楽
學
校
卒
業
式
及
其
演
奏
會

朝
よ
り
の
暴
風
雨
も
正
午
頃
は
全
く
睛
れ
て
上
野
の
森
、
時
を
得
顔
小
春
め
き
渡
る

―
―
一
月
二
十
―
―
―
日
午
後
二
時
同
校
の
卒
業
式
は
富
尾
木
氏
の
報
告
を
以
て
始
ま
り
申
候
、

従
来
學
年
は
九
月
に
始
ま
り
翌
年
七
月
に
終
り
し
も
四
月
よ
り
翌
年
三
月
迄
と
改
め
本

年
度
の
卒
業
生
は
一
學
期
問
短
縮
し
て
師
範
科
と
同
時
に
卒
業
す
る
事
と
せ
り
其
他
學

課
に
も
ロ
一
の
愛
更
を
加
へ
た
り
尚
本
年
の
卒
業
生
は
本
科
八
名
師
範
科
十
三
名
選
科

一
名
な
り
師
範
、
中
學
及
高
等
女
學
校
等
の
赦
員
と
し
て
採
用
を
申
込
み
来
れ
る
も
の

二
十
四
あ
り
し
も
僅
に
其
半
敷
の
求
め
に
應
ず
る
を
得
た
る
の
み
云
々
と
報
告
せ
ら
れ

候
、
次
で
高
嶺
校
長
よ
り
卒
業
生
諸
氏
に
卒
業
證
書
の
授
興
あ
り
績
い
て
校
長
の
告
僻

牧
野
文
相
の
諭
示
的
祝
僻
卒
業
生
純
代
の
謝
廂
有
之
侯
、
式
は
之
に
て
終
り
第
一
一
部
と

し
て
の
演
奏
に
移
り
候
、
例
の
如
く
演
奏
は
合
唱
を
以
て
始
ま
り
申
候
。

甲
、
稜
威
耀
乎
は
原
曲
の
崇
厳
な
る
に
比
し
歌
詞
其
宜
し
き
を
得
ざ
る
様
覺
へ
候
、

中
途
よ
り
乱
れ
し
は
練
習
の
不
足
な
り
し
も
の
か
と
思
は
れ
候
。

乙
、
霜
の
旦
、
御
馴
み
の
曲
。
結
構
と
申
す
べ
き
の
み

中
田
、
原
田
二
氏
の
ハ
ー
モ
ニ
ュ
ー
ム
合
奏
は
表
情
今
少
し
と
覺
へ
候
、

井
村
譲
の
リ
ナ
ル
ド
表
情
は
充
分
な
り
し
も
猿
音
は
如
何
に
や
少
し
く
無
鐵
砲
の

X
.
 C

h
o
r
u
s
e
s
:
 

O
l
d
 F
l
e

mis
h
 S
o
n
g.
 

N
u
n
 b
richt
 
a
u
s
 alle 
z
w
ei
g

e
n
…

…

B
e
et
h
o芝
en.

｀ ` 
．． 

様
感
せ
ら
れ
し
は
辟
眼
か
。

田
中
嬢
の
ウ
ェ
ー
ベ
ル
の
ソ
ナ
タ
練
習
充
分
に
て
結
構
の
出
来
に
候
、

多
久
寅
氏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
牡
姿
ス
テ
ー
ジ
に
現
は
る
A

や
拍
手
骰
の

如
し
、
蓋
し
本
日
の
聞
き
も
の
に
候
へ
ば
、
幸
田
技
術
監
の
伴
奏
に
て
始
ま
り
申
候
、

曲
は
曲
な
り
伴
奏
亦
可
な
り
、
氏
の
霊
腕
は
更
に
一
屑
の
妙
を
加
へ
た
り
と
覺
候
、
緩

急
強
弱
高
低
曲
折
其
宜
し
き
を
得
満
堂
悦
惚
と
し
て
酔
へ
る
が
如
く
。
天
来
の
楽
終
り

て
自
ら
起
る
喝
采
に
漸
く
醒
め
た
る
様
に
て
暫
し
は
ど
よ
め
き
申
候
、
モ
ツ
ア
ル
ト
の

幼
時
も
斯
く
や
な
ど
私
語
く
人
も
有
之
誠
に
楽
界
此
の
人
を
得
た
る
を
悦
ぶ
次
第
に

候。
中
島
嬢
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
亦
奇
麗
な
る
演
奏
と
申
す
べ
き
か

竹
内
娯
の
ヲ
デ
イ
セ
ー
昔
輩
あ
り
猿
昔
又
自
然
に
て
艶
麗
、
本
日
竪
楽
中
の
白
眉

と
存
候
、
演
奏
毎
に
進
歩
著
し
と
覺
へ
候

多
氏
の
演
奏
と
共
に
今
日
の
聞
き
A

も
の
は
上
原
嬢
の
ピ
ア
ノ
に
候
、
嬢
は
分
校
時

代
よ
り
夙
に
天
オ
と
し
て
許
さ
れ
し
人
、
近
来
其
演
奏
振
り
盆
々
師
ケ
ェ
ー
ベ
ル
氏
に

勢
髯
た
る
も
の
有
之
侯
、
面
白
く
聞
き
申
候
盆
向
上
せ
ら
れ
む
事
を
祈
り
候
。

甕
濱
嬢
亦
竪
楽
の
明
星
昔
調
の
正
確
を
以
て
聞
ゆ
る
人
に
候
、
曲
は
名
に
負
ふ
も
の

骨
折
り
も
さ
こ
そ
と
思
は
れ
申
候
、
過
日
の
青
年
會
館
に
於
け
る
藤
井
夫
人
の
同
曲
の

獨
奏
に
比
し
て
少
し
く
遜
色
あ
る
様
覺
へ
候
、
然
し
結
構
の
出
来
に
候
。

最
後
の
合
唱
甲
、
雲
雀
は
美
磐
の
撰
り
抜
き
の
事
と
て
い
つ
も
軽
快
に
候
。

乙
、
菊
の
盃
、
原
曲
は
有
名
な
る
管
絃
七
部
合
奏
に
て
目
下
本
校
オ
ル
ケ
ス
ト
ラ
に

て
練
習
中
の
も
の
に
候
、
聞
く
度
毎
に
面
白
く
覺
へ
候
曲
目
左
の
如
し

尚
本
科
卒
業
生
に
は
ヴ
ヰ
ヲ
リ
ン
セ
ロ
専
修
の
嘴
矢
な
る
三
宅
延
齢
氏
及
ヴ
ヰ
ヲ
リ

ン
専
修
の
煙
山
つ
る
嬢
の
二
氏
有
之
候
其
妙
技
に
接
す
る
を
得
ざ
り
し
は
残
念
に
候
、

煙
山
譲
を
除
く
外
は
皆
本
校
研
究
生
と
し
て
斯
道
の
蘊
奥
を
究
め
ら
る
べ
き
由
、
漸
く

摺
樅
を
脱
せ
む
と
す
る
楽
界
新
進
諸
氏
の
努
力
に
侯
つ
所
大
な
り
盆
協
和
し
て
斯
道
の

為
め
に
憲
さ
れ
む
事
を
祈
り
候
終
り
に
漬
々
た
る
多
士
を
得
た
る
を
楽
界
の
為
め
に
喜

び
多
、
上
原
の
二
天
才
を
得
た
る
を
国
家
の
為
め
に
悦
ふ
次
第
に
候
。
妄
評
多
謝
。

（
あ
、
ぢ
）
〔
曲
目
省
略
〕

（
『
＿
音
楽
世
界
』
第
一
巻
第
四
号
、
明
治
四
十
年
四
月
、
八
~
1
0
頁）
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五

合

唱
司

伴

楽

ベ

ー

ト

ー

フ

ェ

四
ピ
ア
ノ
管
絃
合
奏

研

究

生

久

野

ひ

ン

作

曲

さ

合

奏

曲

シ

ユ

ベ

ル

ト

作

曲

管
絃
合
奏

乙

み

そ

ぎ

マ

ッ

ク

ス

、

ブ

ル

ッ

フ

作

曲

石

倉

小

三

郎

作

歌

甲

偶

合

昌
n
 

成

管
絃
合
奏

基
督
降
誕
祭
紳
劇

明
治
四
十
年
四
月
二
十
七
日
、

明
治
四
十
年
四
月
二
十
八
日

（
日
曜
日
）
午
後
二
時
半
開
會

音

楽

演

奏

曲

目

二
十
八
日

ア

レ

カ

デ

ル

ト

作

曲

武

島

又

次

郎

作

歌

ノミ

ノ‘

東
京
一
音
楽
學
校

第
十
六
回
定
期
演
奏
会

（

『

三

日

榮

世

界

』

第

一

巻

第

四

号

、

明

治

四

十

年

四

月

、

作

曲

1
0頁
）

三

月

二

十

三

日

午

後

二

時

よ

り

東

京

―

音

楽

學

校

卒

業

式

あ

り

き

卒

業

生

は

本

科

八

名

、

師

範

科

十

三

名

選

科

一

名

な

り

、

右

了

つ

て

演

奏

會

あ

り

き

、

楽

界

新

に

此

の

廿

有

餘

名

の

楽

家

を

得

た

る

を

喜

ぶ

、

殊

に

本

年

は

揃

ひ

も

揃

ひ

て

秀

オ

の

み

な

れ

ば

、

演

奏

は

宛

然

一

大

＿

音

楽

會

の

如

く

な

り

き

就

中

多

氏

の

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

上

原

嬢

の

ピ

ア

ノ

は

満

堂

悦

惚

と

し

て

感

嘆

し

ば

し

は

止

ま

ざ

り

し

と

、

欣

哉

、

（

評

前

出

）

I
V
.
 

III. 
II. 

「・l

ス

ラ

ヴ

舞

踏

曲

G
R
A
N
D
 O
R
C
H
E
S
T
R
A
L
 C
O
N
C
E
R
T
 

O
F
 T
H
E
 

T
o
k
y
o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si

c
 

U
y
e
n
o
 Park. 

S
ミ
n
d
a
y
,
A
p
ri
l
 28
th
,
 19

0
7
 

A
T
 2.
 

3
0
 P
.M
.
 

Orchestra: 

M
u
si
c
 of 
the 
S
h
e
p
h
e
r
d
s
 f
r
o
m
 C
h
r
i
s
t
m
a
s
 

O
r
a
 tori
 

u
m
 

C
h
o
r
u
s
e
s
:
 

A
v
e
 
Mar

ia:·………………………•••Arcadelt. 

Gebet…………………………•••Max 

B
r
u
c
h
.
 

a. 
b. 

Orchestra: 

S
y
m
p
h
o
n
y
 (
u
n
f
i
n
i
s
h
e
d
)
…
…
…
…
…
…
…
S
c
h
u
b
e
r
t
.
 

Allegro 
m
o
d
e
r
a
t
oー

A
n
d
a
n
t
e
c
o
n
 m
o
t
o
.
 

C
o
n
c
e
rt

o
 for 
Pi
a
n
o
 a
n
d
 O
r
c
h
e
st

ra i
n
 

七

管

絃

合

奏

小

夜

楽

六

管
絃
合
奏

乙

雁

叫

甲

簸

之

川

上

P
r
o
g
r
a
m
m
e
.
 

ヅ

ボ

ー

ル

シ

ャ

ク

作

曲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
b
a
c
n
.
 

モ
ッ

ア

Iレ

ト

作

曲

露

西

亜

民

歌

旗

野

十

一

郎

作

歌

チ

ャ

イ

コ

ウ

ス

キ

ー

作

曲

鳥

居

枕

作

歌
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•
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h
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M
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C
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o
r
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s
e
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y
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t
y
 

b
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R
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s
si

a
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 F
o
l
k
s
 S
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n
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r
c
h
e
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E
i

n
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a
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M
u
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k
 (1st
 

a
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d
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o
v
e
m
e
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第
四

昔
楽
演
奏
曲
目
梗
概

一

、

管

絃

合

奏

基
督
降
誕
祭
紳
劇

三
十
年
戦
季
の
災
害
を
受
け
て
獨
逸
が
全
く
萎
靡
沈
滞
の
悲
境
に
陥
り
た
る
間
に
於

て
、
忽
如
と
し
て
ア
イ
ゼ
ナ
ッ
ハ
の
小
邑
よ
り
堀
起
し
、
よ
く
常
年
楽
壇
の
衰
運
を
挽

回
し
優
秀
な
る
作
品
を
留
め
た
る
大
家
あ
り
、
之
を
ヨ
ハ
ン
、
ゼ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン

バ
ッ
シ
オ
ー
ン
、

モ

テ

ッ

テ

ハ
（
一
六
八
五
ー
一
七
五
0

)

と
な
す
。
其
作
る
虞
受
難
架
、
経
文
歌
よ
り
、
追
覆
楽

ト
ッ
カ
ー
タ
等
の
諸
器
楽
形
式
に
至
る
ま
で
、
一
と
し
て
偉
大
絶
美
な
ら
ざ
る
な
く
、

而
し
て
其
敷
百
を
以
て
敷
ふ
べ
き
作
品
中
、
俗
的
歌
曲
は
僅
に
四
曲
あ
る
の
み
、
叉
以

て
炎
々
た
る
彼
が
宗
教
的
情
想
を
推
す
べ
き
か
。

彼
が
齢
四
十
の
園
熟
期
に
於
て
作
り
得
た
る
三
神
劇
あ
り
、
基
督
降
誕
、
復
活
及
昇

天
(
W
ei
h
n
a
c
h
ts
1
1
O
s
te
r
1
1
Hi
m
m
e
l
fah
r
ts
o
r
a
to
ri
e
n
)
と
い
ふ
、
中
世
の
誹
秘
劇

(

M

y
s
te
ri
e
n
)
の
如
く
、
宗
教
的
荘
厳
と
共
に
俗
衆
的
趣
致
を
該
ね
備
へ
、
更
に
強
く

抒
情
的
方
面
を
活
現
し
て
「
カ
ン
タ
ー
タ
」
に
酷
似
せ
り
。
就
中
降
誕
祭
紳
劇
は
其
最

も
通
俗
的
な
る
も
の
、
一
七
三
四
年
の
作
に
か
A

る
、
華
麗
な
る
旋
律
に
富
て
楚
々

人

心
を
動
か
す
事
、
彼
が
作
中
此
曲
の
右
に
出
づ
る
も
の
な
く
、
而
も
其
器
楽
部
が
語
る

虞
は
敬
虔
畏
憚
の
情
想
な
り
。
宗
教
的
情
想
の
櫂
化
と
も
い
ふ
べ
き
彼
が
特
性
は
随
虞

に
猿
露
し
て
、
俗
的
な
る
べ
き
場
合
に
も
尚
且
宗
教
的
な
る
を
免
る
能
は
ざ
る
は
其
作

品
通
有
の
黙
な
る
が
、
妥
に
奏
せ
ら
る
A

も
の
、
即
ち
第
二
部
の
首
を
飾
れ
る
牧
童
群

集
夜
景
の
一
節
は
、
此
覇
繕
を
脱
し
て
可
憐
な
る
俗
景
に
接
せ
る
と
こ
ろ
、
特
に
清
新

の
氣
胸
に
充
つ
る
を
覺
ゆ
。

二
、
合

甲

マ
ッ
ク
ス
、
ブ
ル
ッ
フ

唱
常

盤

乙

み

そ

ぎ

ヤ
コ
ブ
ス
、
ア
ル
カ
デ
ル
ト
は
十
六
世
紀
に
於
け
る
聖
楽
界
の
大
家
な
り
、
斯
曲
の

原
歌
は
ア
ヴ
ヱ
、
マ
リ
ア
と
い
ふ
、
聖
母
マ
リ
ア
に
捧
ぐ
る
讃
美
の
詞
に
し
て
、
聖
楽

作
歌
の
最
も
好
む
所
の
題
な
り
。

マ
ッ
ク
ス
、
ブ
ル
ッ
フ
は
十
九
世
紀
に
於
け
る
合
唱
楽
の
大
家
な
り
、
原
歌
は
祈
躊

(
G
e
b
e
t
)
と
題
す
、
詞
は
近
代
の
詩
人
エ
ド
ワ
ル
ド
、
メ
リ
ケ
の
嘱
す
る
所
な
り
。

三

、

管

絃

合

奏

シ

ン

フ

ォ

ニ

合

奏

曲

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

フ
ラ
ン
ツ
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
（
一
七
九
七
ー
一
八
二
八
）
は
、
ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
の

ク

ン

ス

ト

リ

ー

ド

衣
鉢
を
う
け
た
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
楽
派
の
饒
将
な
り
、
殊
に
其
の
藝
術
歌
謡
曲
の
幽
婉

は
吾
人
の
嘆
賞
す
る
虞
な
れ
ど
純
器
楽
曲
に
も
又
温
柔
愛
す
べ
き
も
の
少
な
か
ら
ず
。

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

其
の
作
る
慮
合
奏
曲
七
、
笈
に
演
奏
せ
ら
る
A

短
愛
口
調
は
一
八
二
八
年
の
作
に
か
A

る
、
賓
に
終
焉
に
先
だ
つ
敷
月
な
り
、
僅
に
二
部
を
作
り
た
る
の
み
に
し
て
忽
然
世
を

去
り
し
か
ば
、
特
に
「
未
完
」
の
字
を
冠
す
る
を
常
と
す
、
さ
れ
ど
も
と
よ
り
断
篇
に

し
て
終
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
ス
ケ
ル
ツ
ヲ
と
し
て
之
に
次
ぐ
九
小
節
を
手
記
せ
り

と
も
い
ふ
。
其
の
創
作
に
と
り
か
A

り
た
る
は
一
八
二
二
年
に
あ
り
、
有
名
な
る
姉
妹

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

曲
長
ハ
調
合
奏
曲
に
終
る
A

こ
と
六
年
に
し
て
、
是
が
形
式
上
の
映
貼
を
脱
去
し
、
賓

に
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
が
管
絃
楽
曲
中
詣
秩
た
る
の
み
な
ら
ず
現
存
せ
る
管
絃
楽
曲
中
の
優

秀
た
る
を
失
は
ず
。
温
柔
な
る
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
著
し
く
此
曲
に
あ
ら
は
れ
、
譴
虐
に

悩
め
る
心
の
悌
を
開
展
せ
り
。
其
の
第
一
進
行
に
於
て
は
有
名
な
る
歌
謡
「
紡
車
に
倍

れ
る
グ
レ
チ
ヘ
ン
」

(
G
r
e
tc
h
e
n
a
m
 Sp
i

n
n
r
a
d
e
)
を
思
は
し
む
る
節
少
な
か
ら
ず
、

ア
レ
グ
ロ
、
モ
デ
ラ
ー
ト
ー
な
る
第
一
主
題
が
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
」
と
「
オ
ー
ボ
工
」

を
以
て
思
ひ
深
き
調
を
進
む
間
に
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
が
十
六
分
音
符
に
て
活
澄
に
夢

幻
的
に
徹
揺
す
る
如
き
其
の
一
例
な
り
。
之
れ
に
次
ぐ
第
二
主
題
は
美
し
き
田
園
的
旋

ア

Jレ

カ

デ

Jレ

卜

第 1部 明治・大正篇 220 



唱簸

之

川

上

律
に
し
て
云
ひ
知
ら
ぬ
妙
音
を
以
て
始
ま
る
、
此
の
平
和
な
る
牧
歌
的
清
趣
は
第
一
進

行
の
特
徴
な
る
が
1

こ
れ
や
が
て
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
特
性
な
り
1

し
か
も
間
々
雅

健
な
る
節
も
あ
り
て
殊
に
完
エ
(
D
u
r
c
hf
i
i
h
r
u
n
g
)
の
部
に
於
て
偉
大
な
る
力
を
現
は

せ
り
。
第
二
進
行
ア
ン
ダ
ン
テ
、
コ
ン
、
モ
ト
（
長
ホ
調
3
-8
)

は
粗
盃
に
天
の

美
酒

を
盛
り
た
る
も
の
、
其
の
第
一
主
題
を
構
成
せ
る
旋
律
は
罪
な
き
敬
神
の
念
厚
き
小
兒

の
歌
に
し
て
、
第
二
主
題
は
之
れ
に
反
し
て
沈
め
る
情
緒
の
疑
問
を
提
出
せ
り
、
而
し

て
此
の
部
和
竪
の
精
細
多
趣
な
る
韓
調
の
頻
繁
自
在
な
る
以
て
驚
く
べ
き
表
現
の
力
を

授
け
た
り
、
此
部
は
賓
に
彼
が
精
稗
の
深
刻
な
る
一
面
帥
小
兒
の
無
心
と
、
之
れ
と
共

に
ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
よ
り
親
受
せ
る
絶
偉
な
る
感
情
と
を
併
せ
有
せ
る
彼
が
本
性
の
豊

富
を
明
示
す
る
文
憑
と
い
ふ
べ
き
な
り
。
此
名
曲
の
概
要
だ
も
妥
に
詳
説
せ
ん
こ
と
は

難
し
、
唯
「
楽
的
情
想
及
管
絃
楽
組
織
の
醇
化
の
萌
芽
」
な
り
と
讃
し
て
妥
に
筆
を
欄

か
ん
。

ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

四
、
ピ
ア
ノ
管
絃
合
奏

司

伴

楽

司
伴
楽
は
獨
奏
器
楽
の
主
要
な
る
一
形
式
に
し
て
常
に
管
絃
楽
の
伴
奏
を
有
す
、
其

ソ

ナ

タ

シ

ン

フ

ォ

ニ

ー

の
形
式
は
奏
鳴
楽
合
奏
曲
に
依
腺
す
る
を
常
と
す
れ
ど
時
宜
に
應
じ
て
多
少
の
自
由
を

認
許
せ
り
、
最
高
尚
な
る
室
楽
の
一
種
に
し
て
最
も
よ
く
古
典
的
音
楽
を
修
め
た
る
ピ

ア
ノ
専
門
家
の
技
悟
を
示
す
に
適
せ
り
。
作
者
ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
は
一
七
七

0
年
「
ボ

ン
」
に
生
れ
一
八
二
七
年
に
維
納
に
死
す
、
其
の
楽
壇
に
於
け
る
位
置
功
績
は
業
に
世

の
知
悉
す
る
所
、
今
故
ら
に
之
れ
を
贅
せ
ず
。

ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
の
洋
琴
司
伴
楽
は
其
の
敷
五
あ
り
、
妥
に
奏
せ
ら
る
A

は
其
の
第

一
に
し
て
賓
に
此
の
天
才
が
少
牡
時
代
即
ち
末
だ
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
感
化
の
下
に
立
て
る

時
代
の
作
に
か
A

る
、
故
に
其
の
之
れ
を
學
べ
る
虞
聴
く
者
又
歴
々
考
へ
得
べ
け
ん。

さ
れ
ど
一
面
に
於
て
こ
は
確
に
ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
の
作
品
な
り
、
此
の
天
オ
の
悌
は
明

明
其
の
間
に
活
躍
せ
り
。
唯
一
例
を
以
て
せ
ん
か
、
偶
的
に
第
一
主
題
に
導
き
か
へ
す

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

幻
想
楽
の
如
き
節
即
ち
こ
れ
。
此
の
進
行
は
絢
爛
華
麗
、
蓋
し
奮
派
洋
琴
司
伴
楽
第
一

章
の
特
性
な
り
。

五
、
合

甲

乙

雁

叫

露

西

亜

民

歌

前
者
は
讃
歌
の
一
種
に
し
て
三
位
一
帥
の
教
義
を
讃
す
る
も
の
、
作
家
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
(
-
八
四

0
ー
一
八
九
三
）
は
最
近
露
國
楽
派
の
一
験
将
な
り
。
後
者
は
軽
快

可
憐
な
る
露
國
民
謡
な
り
。

六

、

小

夜

楽

モ

ツ

ァ

ル

ト

セ
レ
ネ
ー
ド

小
夜
築
（
黄
昏
楽
）
は
、
原
と
槃
楽
及
器
楽
雨
用
の
形
式
な
れ
ど
も
、
後
世
多
く
器
楽

に
の
み
用
ひ
ら
る
。
夫
の
現
今
用
ひ
ら
る
A

器
楽
的
形
式
に
麗
す
る
小
夜
楽
は
、
其
根

本
的
語
義
と
全
く
浚
交
渉
に
狡
展
せ
る
者
也
。
古
風
の
小
夜
楽
に
在
て
は
、
野
外
楽
と

し
て
恰
常
な
る
範
園
に
於
て
、
（
ハ
イ
ド
ン
或
は
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
作
に
見
る
が
如
く
）
、

往
々
オ
ー
ボ
エ
、
バ
ス
ー
ン
、
ホ
ル
ン
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
管
楽
器
を
加
へ
て
演
奏
せ

し
こ
と
有
り
、
然
り
と
雖
、
楽
堂
に
於
て
演
奏
す
る
場
合
に
は
、
弦
楽
を
主
と
す
る
を

常
規
と
す
。
但
だ
古
よ
り
今
に
亘
り
漁
ら
ざ
る
唯
一
の
特
調
を
拳
ぐ
れ
ば
、
小
夜
楽
は
、

奏
鳴
楽
合
奏
曲
に
於
け
る
よ
り
も
多
大
の
進
行
を
有
し
、
而
か
も
其
進
行
は
、
奏
鳴
楽

合
奏
曲
の
夫
れ
に
比
較
す
れ
ば
、
軽
少
に
し
て
複
雑
煩
瑣
な
ら
ざ
る
の
貼
に
存
す
。
之

を
要
す
る
に
、
小
夜
楽
は
仏
踊
楽
に
類
す
る
進
行
を
備
へ
、
殊
に
―
二
の
遅
緩
進
行
を

交
う
る
を
必
と
す
。
原
来
首
尾
の
進
行
は
、
形
式
上
進
行
曲
に
似
た
る
を
以
て
其
本
質

と
す
。
（
あ
、
と
）

作
者
ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
、
ア
マ
デ
ウ
ス
、
モ
ツ
ァ
ル
ト
（
一
七
五
六
ー
一
七
九
一
）

は
ハ
イ
ド
ン
、
ベ
ー
ト
ー
フ
ヱ
ン
と
並
乙
古
典
築
派
の
一
明
星
な
り
、
三
才
琴
を
弾
じ

て
和
絃
の
精
を
誤
ら
ざ
り
し
人
、
其
楽
オ
の
絶
大
な
り
し
は
唯
三
嘆
を
値
す
る
の
み
。

器
楽
に
於
て
は
ハ
イ
ド
ン
の
簡
素
と
ベ
ー
ト
ー
フ
ヱ
ン
の
蒼
勁
と
の
間
に
立
ち
絢
爛
華

麗
、
表
現
と
感
情
、
官
能
的
と
精
神
的
雨
方
面
の
均
衡
、
稀
世
の
創
作
力
、
此
等
は
此

楽
匠
の
特
に
卓
絶
せ
る
所
に
し
て
又
質
に
楽
壇
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
と
稲
せ
ら
る
A

所
以
な

り

七

、

管

絃

合

奏

ス

ラ

ヴ

舞

踏

曲

ヅ

ボ

ー

ル

シ

ャ

ク

ス
ラ
ヴ
民
族
よ
り
出
で
A

十
九
世
紀
楽
壇
に
覇
を
稽
へ
た
る
も
の
、
「
ス
メ
タ
ー
ナ
」

あ
り
「
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
」
あ
り
、
ヅ
ボ
ー
ル
シ
ャ
ク
も
其
の
一
人
に
し
て
一
八
四

l

年
「
ボ
ヘ
ミ
ア
」
の
一
小
邑
に
生
る
、
故
に
此
の
曲
の
如
き
は
彼
れ
に
と
り
て
好
適
‘
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Orchestra: Symphony (unfinished). 
Allegro moderato-Andante con moto. 

Schubert. 
This Symphony of Schubert is known as the "unfinished" 

because only two movements of it exist, Schubert being pre-
vented from finishing it by his untimely death. It is not only 
one of Schubert's very finest works for Orchestra, but also one 
of the finest works ever written for the Orchestra. The first 
movement, although mostly "idyllic" in sentiment—which was 
Schubert's inmost nature-is at times hard and sombre and works 
up, particularly in the "working part" to a great amount of 
power. The second movement is almost only "idyllic" in senti-
ment. Very characteristic of Schubert are the many and sudden 
modulations in it. It is quite impossible to give in these few 
lines anything like an exhaustible description of this fine work, 
the writer of these lines can only describe it as an emblem of 
refinement of musical sentiment and also of Orchestration. 

H. H. 

Concerto for Piano and Orchestra in C major. 
Beethoven. 

This, the first of Beethovens Piano-Concertos and altogether 

an early work of his (op. 15) was written, when Beethoven was 
念

still under the influence of Mozart and the listener is certainly ~ 
often reminded of this. At the same time it is already decidedly 撰
"Beethoven" as for instance the Phantasy like part, that leads 涅

eventually back to the first subject, to -mentio-n only one in- ぢ
stance. The movement is bright and brilliant, which is typical 茫

of a first movement of a Piano-Concerto of the olden school. 
郵

H. H. 器

Three Slavonic Dances. 
Dvorak. 

These Slavonic Dances show Dvorak at his very best, 
Dvorak himself been a Slav. The first in F major is in the form 
of a graceful Menuett with a very original and characteristic 
Trio in Bfl. ma. in the middle. The second in E minor is most 
characteristically "Slav" in sentiment, namely full of deep sen-
timentality at one moment whereas at the next moment the 
Music suddenly changes into more hopeful and joyous strains. 
The third in G is quick and very decisive. A characteristic of 
its first subject are the rapid changes from major to minor and 
"Vice Versa." The much quieter middle-movement gives the 
necessary relief. With the entrance of the "Coda" the music 
becomes very wild and noisy, but soon it becomes quieter again. 
It finishes quickly and abruptly with a part of the first subject. 
Dvorak has for these Dances made use to a considerable extent 
of the resources of the modern Orchestra and with a masterly 
hand too. It should be mentioned, that the different melodies 
are by Dvorak himself and not old Slav melodies. 

〔苺澁将吋己巨剖淫憾〕

擬概l伽I菊惑泌槌祁嘩

H.H. 
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集
り
し
は
一
音
楽
學
校
の
春
期
大
演
奏
會
な
り
久
し
く
好
楽
家
の
待
ち
受
け
し
も
の
に
て

―一時
半
の
定
刻
に
は
内
外
貴
紳
場
に
溢
れ
佛
伊
大
使
も
見
受
け
ぬ
、
ユ
ン
ケ
ル
教
授
の

指
揮
に
て
始
ま
る

ー
バ
ハ
が
園
熟
期
に
作
り
し
三
紳
劇
の
一
な
る
基
督
降
誕
紳
劇
中
牧
童
群
集
夜
景
の

一
節
に
て
可
憐
の
趣
致
を
備
へ
た
り
。

二
甲
は
聖
楽
家
ア
ル
カ
デ
ロ
の
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
乙
は
現
代
合
唱
楽
大
家
ブ
ル
ッ
フ
の

祈
輯
に
し
て
敬
虔
の
趣
は
あ
れ
ど
讃
美
歌
の
常
と
し
て
輩
調
な
る
旋
律
の
繰
返
さ
る

の
み
感
興
深
か
ら
ず
歌
ひ
方
は
無
難
な
り
し
や
う
な
り
。

三
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
が
短
菱
口
調
合
奏
曲
、
僅
に
二
部
を
作
り
て
忽
然
世
を
去
り
し
か

ば
特
に
「
未
完
」
の
文
字
を
附
す
一
面
に
彼
が
精
紳
の
深
刻
な
る
小
兒
の
無
心
と
一

面
に
は
ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
よ
り
親
受
せ
る
絶
偉
の
感
想
を
合
せ
有
せ
る
名
曲
に
し
て

殊
に
第
一
主
題
が
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
オ
ボ
ー
を
以
て
思
深
き
調
を
進
む
る
間
に
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
十
六
分
昔
符
に
て
活
撥
に
夢
幻
的
に
微
揺
す
る
如
き
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
楽

派
の
験
勝
に
し
て
温
和
な
る
彼
が
情
想
を
思
は
し
め
罷
者
の
確
に
此
幸
日
に
同
化
す
る

を
覺
ゆ
こ
れ
を
営
日
第
一
の
出
来
榮
へ
と
す
。

四
曲
は
ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
洋
琴
管
絃
合
奏
司
伴
楽
雄
大
に
し
て
華
麗
な
る
旋
律
な
り

ピ
ア
ノ
は
手
の
早
き
を
以
て
有
名
な
る
研
究
生
久
野
久
子
嬢
に
し
て
曲
の
進
む
に
従

ひ
弾
指
禰
よ
冴
え
勝
れ
た
る
技
伺
を
装
揮
さ
れ
た
り
曲
終
る
や
拍
手
急
霰
の
如
く
指

揮
者
ュ
ン
ケ
ル
教
授
又
衆
と
共
に
拍
手
し
再
び
登
壇
謝
意
を
表
せ
し
む
る
に
至
る
確

か
に
賞
日
の
花
前
途
多
大
の
望
を
嘱
す
べ
き
也
。

五
甲
ま
た
讃
美
歌
の
一
に
し
て
最
近
露
國
楽
界
の
勇
腔
な
る
チ
ャ
イ
コ
ウ
ス
キ
ー
の

作
な
れ
ど
歌
詞
の
故
に
や
曲
の
故
に
や
乙
の
露
國
民
謡
な
る
雁
の
叫
に
劣
る
や
う
思

は
る
。

六
楽
壇
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
と
稲
せ
ら
る
A

モ
ツ
ァ
ル
ト
の
小
夜
楽
は
灌
洒
な
る
趣
を
備

へ
て
頗
る
面
白
き
絃
楽
合
奏
曲
な
り
き
。

七
ボ
ヘ
ミ
ヤ
の
楽
匠
ヅ
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
の
作
に
し
て
愛
化
極
め
て
多
く
或
は
清
婉
に

或
は
深
遠
に
或
は
豪
放
に
忽
如
と
し
て
相
轄
す
る
を
見
る
特
に
終
節
に
入
る
に
常
り

楽
は
甚
だ
野
趣
を
帯
び
喧
騒
を
極
め
忽
然
欽
り
又
第
一
主
題
の
一
部
を
以
つ
て
終
る

所
よ
く
ス
ラ
ブ
民
族
の
性
質
を
痰
揮
せ
る
も
の
と
い
ふ
べ
し
。

管
絃
合
奏
大
會

浦
山
の
花
散
り
／
＼
の
中
に
獨
り
八
重
の
櫻
が
遅
れ
顔
に
虜
々
新
緑
の
間
を
貼
綴
し

て
上
野
の
春
色
漸
く
移
ら
ん
と
す
る
月
の
二
十
八
日
敷
月
来
練
習
を
積
み
し
東
京
―音楽

學
校
の
管
絃
合
奏
會
は
此
日
の
午
後
二
時
半
か
ら
其
楽
堂
に
催
さ
れ
た
▲
馬
車
と
車
と

で
充
満
せ
る
間
を
潜
り
て
門
内
に
入
れ
ば
渦
堂
は
是
れ
楚
々
た
る
鳥
の
如
く
洋
装
せ
る

或
は
爛
慢
た
る
花
の
如
く
飾
れ
る
令
嬢
夫
人
で
春
の
山
に
秋
の
千
草
を
散
ら
せ
る
に
似

て
千
紫
萬
紅
目
も
覺
む
る
ば
か
り
、
や
が
て
一
齊
に
起
る
管
の
手
日
絃
の
響
に
聴
衆
は
さ

な
が
ら
常
世
の
楽
園
に
在
る
の
思
ひ
▲
演
豪
を
眺
め
る
と
屹
然
と
立
て
る
は
常
日
の
指

揮
者
ユ
ン
ケ
ル
教
授
で
其
側
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
持
て
る
は
幸
田
嬢
に
安
藤
夫
人
で
あ

る
又
奥
の
方
に
セ
ロ
イ
ス
ト
の
サ
レ
ン
ジ
ャ
ル
氏
が
控
へ
嘗
代
楽
界
の
名
手
は
證
＜
此

一
堂
に
集
っ
た
や
う
に
見
受
け
ら
れ
た
▲
曲
目
に
は
管
絃
合
奏
が
四
度
合
唱
が
二
度
。
ヒ

ア
ノ
管
絃
合
奏
が
一
度
で
管
絃
合
奏
に
は
バ
ハ
が
基
督
降
誕
祭
紳
劇
の
崇
高
な
る
シ
ュ

〔

マ

マ

〕

ー
ベ
ル
ト
が
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
複
雑
を
揚
抑
自
由
自
在
な
る
に
至

っ
て
は
逍
ほ
と
感
嘆

せ
ら
れ
た
、
そ
れ
よ
り
モ
ツ
ア
ル
ト
が
小
夜
楽
の
軽
快
な
る
ヅ
ボ
ー
ル
シ
ヤ
ク
が
ス
ラ

ブ
舞
踏
曲
の
静
な
る
時
は
風
の
死
し
た
る
如
く
其
の
高
ま
る
時
は
濤
の
怒
り
狂
へ
る
に

似
て
何
れ
も
と
り
／
＼
に
面
白
く
▲
合
唱
に
至
る
と
百
人
近
き
若
き
男
女
の
中
に
藤
井

夫
人
小
室
嬢
の
相
並
で
在
た
の
も
外
で
は
一
寸
見
ら
れ
ぬ
薗
で
あ
る
後
の
合
唱
に
て
は

簸
の
川
上
の
批
大
な
る
に
次
で
「
雁
の
叫
」
の
物
淋
く
聞
へ
た
の
も
よ
き
劉
照
で
あ
っ

た
▲
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
司
伴
楽
に
望
で
久
野
ひ
さ
子
嬢
の
ピ
ア
ノ
は
其
弾
奏
の
男
性

的
に
し
て
聰
者
を
し
て
殆
ど
迎
接
に
追
無
か
ら
し
め
奏
で
終
る
や
一
時
に
起
る
拍
手
喝

采
は
堂
も
裂
け
ん
ば
か
り
で
嬢
を
し
て
鴬

H
の
春
を
撞
に
せ
し
め
た
▲
此
日
聴
衆
中
に

田
中
正
平
博
士
が
見
へ
た
が
興
湧
く
や
手
を
畢
げ
足
を
踏
鳴
ら
し
て
吾
を
忘
れ
た
態
は

演
豪
に
於
て
ユ
ン
ケ
ル
教
授
が
全
身
是
れ
指
揮
の
化
身
で
あ
っ
た
の
に
較
べ
て
極
め
て

面
白
き
取
合
せ
で
あ
っ
た
斯
く
て
四
時
半
閉
會
を
告
げ
た

（
『
昔
架
世
界
』
第
一
巻
第
五
号
、
明
治
四
十
年
五
月
、

ー
一
頁
）

営
日
は
横
濱
に
其
人
あ
り
と
稲
せ
ら
る
A

セ
ロ
ニ
ス
ト
な
る
デ
ビ
ス
氏
を
始
め
サ
リ

ン
ジ
ャ
ー
氏
其
他
二
三
の
外
人
の
来
り
助
く
る
あ
り
て
一
層
盛
會
な
る
を
得
た
り
。

（
『
＿
音
榮
世
界
』
第
一
巻
第
五
号
、
明
治
四
十
年
五
月
、
一
O
~
I
―
頁
）
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楽
界
時
言

春

秋

二

度

の

一

音

楽

學

校

演

奏

會

は

兎

に

角

わ

が

楽

界

の

技

個

を

示

す

も

の

な

の

で

、

一

い

つ

も

自

分

は

少

な

か

ら

ぬ

興

味

を

以

て

臨

む

の

で

あ

る

が

、

四

月

の

末

に

あ

っ

た

こ

の

春

の

會

は

全

鉢

か

ら

云

つ

て

決

し

て

進

渉

を

示

し

た

も

の

と

は

云

ひ

難

い

。

否

現

下

わ

が

人

文

の

朕

勢

か

ら

観

て

、

こ

れ

以

上

の

一

音

楽

を

望

む

の

は

酷

で

あ

る

か

も

知

れ

な

い

が

、

他

の

文

藝

の

向

上

に

伴

つ

て

行

く

に

は

更

に

一

層

の

修

練

を

要

さ

ね

ば

な

る

ま

、。＞
 

第

一

の

管

絃

合

奏

は

宗

教

楽

の

純

な

る

も

の

と

し

て

ふ

さ

は

し

い

バ

ハ

の

基

督

降

誕

祭

紳

劇

で

あ

っ

た

が

、

タ

ク

ト

の

蹴

れ

た

の

を

み

て

も

演

奏

に

純

化

が

無

い

こ

と

が

分

る

し

、

且

つ

演

奏

者

に

斯

曲

の

偉

大

な

る

理

想

美

を

顕

は

す

丈

け

の

信

念

の

力

を

欠

い

て

居

る

た

め

、

敬

虔

牡

厳

の

感

は

も

と

よ

り

、

自

分

に

は

全

く

何

等

の

感

想

を

得

な

か

っ

た

と

云

ひ

た

い

。

バ

ハ

な

ど

の

曲

は

今

の

所

ケ

エ

ベ

ル

博

士

を

描

〔

措

〕

い

て

そ

の

演

奏

に

堪

へ

る

人

は

あ

る

ま

い

と

思

ふ

。

第

二

は

合

唱

甲

の

常

盤

は

『

こ

れ

ぞ

後

年

三

軍

叱

陀

の

槃

』

と

い

ふ

歌

詞

で

大

概

の

美

く

し

い

感

は

破

れ

て

仕

舞

ふ

。

こ

れ

に

比

ぶ

れ

ヽ

ー

／

、

、

、

ば

乙

み

そ

ぎ

の

方

ま

だ

し

も

無

事

で

よ

い

。

一

音

楽

學

校

の

歌

詞

は

二

十

年

来

何

等

の

装

展

を

見

な

い

の

で

あ

る

が

、

近

刊

の

詩

集

で

も

見

た

後

こ

の

歌

を

き

く

と

殆

ど

隔

世

の

感

に

う

た

れ

る

、

保

守

も

此

に

至

っ

て

は

寧

ろ

滑

稽

で

あ

る

。

第

三

の

管

絃

合

奏

は

シ

シ
ン
フ
ォ
ニ
イ

ウ

ベ

ル

ト

が

短

愛

口

調

交

響

楽

で

、

多

趣

精

致

を

極

め

た

曲

、

殊

に

前

半

は

目

も

覺

め

る

麗

曲

で

あ

る

が

、

管

楽

器

の

未

熟

な

た

め

に

甚

し

く

感

興

を

殺

が

れ

て

仕

舞

っ

た

。

斯

る

大

曲

は

十

分

の

習

練

を

要

す

る

の

で

あ

る

か

ら

、

あ

ら

ゆ

る

事

を

犠

牲

と

し

て

熱

〔

マ

マ

〕

沖

し

な

け

れ

ば

、

作

曲

者

に

劉

し

て

も

申

繹

が

あ

る

ま

い

。

第

四

は

ベ

エ

ト

オ

ヴ

ェ

ン

の

司

伴

楽

を

久

野

女

史

ピ

ア

ノ

に

倍

り

、

十

餘

名

の

管

絃

合

奏

を

従

へ

た

と

こ

ろ

は

若

か

き

女

王

が

民

衆

を

後

に

し

た

や

う

で

あ

っ

た

が

、

い

か

に

女

史

の

技

巧

を

以

て

し

て

も

、

運

指

の

軽

妙

を

以

て

し

て

も

、

こ

の

男

性

的

な

る

偉

大

な

曲

想

は

顕

は

る

べ

く

も

な

か

っ

た

。

全

赫

斯

様

な

曲

を

管

絃

伴

奏

の

裡

の

女

性

が

弾

く

こ

と

が

既

に

間

違

ひ

で

あ

る

上

に

、

表

情

ま

で

も

敦

へ

ら

れ

た

型

通

り

を

ゆ

く

の

で

あ

る

か

ら

性

格

美

の

黙

に

至

っ

て

は

遂

に

認

め

る

こ

と

を

得

な

か

っ

た

の

は

元

よ

り

の

次

第

、

か

よ

わ

い

女

性

に

重

い

荷

を

負

は

し

た

と

こ

ろ

、

思

は

ず

江

川

の

玉

乗

を

忍

ば

し

め

た

。

第

五

の

合

唱

囲

簸

の

川

上

は

矢

張

り

斯

校

獨

得

の

『

あ

は

れ

か

な

し

』

式

五

舞

ト

ー

チ

、

ダ

ン

ス

シ

ヱ

。

ハ

ー

ヅ

、

ダ

ン

ス

モ

リ

ス

、

ダ

ン

ス

管

絃

合

奏

踏

曲

橘

の

薫

四

合

唱

司

伴

楽

フ

ラ

イ

シ

ュ

ッ

ピ

ア

ノ

管

絃

合

奏

ヂ

ャ

ー

マ

ン

作

曲

ケ

ル

ビ

ベ

ー

ト

ー

フ

ェ

ン

作

曲

研

究

生

久

野

研

究

生

藤

井

一

作

曲

ひ

さ

獨

唱

環

管

絃

合

奏

明

治

四

十

年

五

月

十

五

日

明

治

四

十

年

五

月

十

五

日

一

音

楽

演

奏

曲

目

歌

詞

で

打

懐

は

し

た

が

、

乙

の

雁

叫

は

餘

り

に

原

曲

の

旋

律

が

よ

い

の

で

、

、

歌

詞

の

粗

悪

を

思

ふ

暇

も

な

か

っ

た

。

民

謡

の

う

ち

に

も

此

程

幽

遠

な

可

憐

な

う

ら

悲

し

い

曲

は

多

く

あ

る

ま

い

。

第

六

の

モ

ツ

ア

ル

ト

が

夜

楽

は

こ

の

日

第

一

の

出

来

で

、

管

絃

と

も

細

や

か

に

能

く

合

っ

て

、

美

と

愛

と

み

な

ぎ

れ

る

こ

の

夜

楽

の

致

趣

を

殆

ど

遺

憾

な

く

顕

は

し

得

た

の

は

う

れ

し

か

っ

た

。

第

七

の

ヅ

ボ

ル

シ

ャ

ッ

ク

が

ス

ラ

ヴ

舞

踏

曲

は

演

奏

粗

雑

で

聞

苦

し

か

っ

た

。

斯

く

の

如

く

に

し

て

春

の

演

奏

會

は

終

っ

た

。

（

幽

絃

郎

）

（

『

帝

國

文

學

』

第

十

三

巻

第

六

号

、

明

治

四

十

年

六

月

、

一

三

四

l
l
三

五

頁

）

婚

證

行

進

曲

全
国
教
育
家
大
会
参
列
者
招
待
音
楽
会

東

京

一

音

楽

學

校

メ

ン

デ

ル

ゾ

ー

ン

作

曲

ウ

ェ

ー

ベ

ル

作

曲
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1. 
Morris 
D
a
n
c
e
 

2
.
 Sh
e
p
h
a
r
d
s
 D
a
n
c
e
.
 

3
.
 

T
o
r
c
h
 D
a
n
c
e
.
 

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン

晋

楽

演

奏

曲

目

梗

概

第

五

一、

管

絃

合

奏

婚
證
行
進
曲

フ
ェ
ー
リ
ク
ス
、
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
、
バ
ル
ト
ル
デ
ィ
ー
(
-
八

0
九
ー
一
八
四
七
）

は
「
ハ
ム
ブ
ル
グ
」
の
人
、
幼
に
し
て
楽
を
「
ツ
ェ
ル
テ
ル
」
に
學
び
オ
識
夙
に
著

る
、
其
オ
の
絶
妙
な
る
に
加
ふ
る
に
人
生
行
路
の
脩
平
を
以
て
す
蓋
し
多
幸
な
る
楽
家

の
一
人
な
り
き
、
さ
れ
ば
其
楽
自
ら
静
平
に
し
て
拮
掘
の
態
な
く
繊
巧
華
麗
所
謂
耳
に

快
き
の
類
な
り
、
其
包
蔵
す
る
所
を
以
て
せ
ん
か
或
は
第
一
流
の
楽
家
と
な
す
に
足
ら

ざ
る
が
如
し
と
雖
も
、
其
世
に
出
つ
る
や
時
恰
も
「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
」
の
新
風
欧
洲
の

築
壇
を
風
靡
せ
し
か
ば
早
く
彼
は
此
派
の
鉾
々
た
る
も
の
と
な
り
器
楽
に
歌
謡
に
誹
劇

に
勝
た
ま
た
劇
楽
に
幽
婉
華
麗
の
特
徴
を
疲
揮
せ
り
、
か
く
し
て
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
」

雨
時
代
の
連
鎖
と
な
り
橋
梁
と
な
り
た
る
又
以
て
史
上
其
英
名
を

高
き
に
置
く
所
以
な
り

妥
に
演
奏
す
る
婚
證
行
進
曲
は
最
も
廣
く
世
に
知
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
沙
翁
の
喜

劇
「
夏
夜
の
夢
」
に
副
へ
て
作
れ
る
劇
曲
の
一
節
な
り
、
此
曲
は
劇
楽
に
於
て
彼
が
名

を
不
朽
な
ら
し
め
た
る
も
の
に
し
て
一
八
四
一
一
年
始
め
て
「
ホ
ッ
タ
ム
」
に
演
奏
せ
ら

れ
た
り
、
「
ベ
ー
ト
ー
フ
ヱ
ン
」
の
「
ヱ
グ
モ
ン
ト
」
と
並
び
此
種
の
楽
曲
中
得
易
か

ら
ざ
る
逸
品
な
り

二
、
猫

ウ
ヱ
ー
ベ
ル

日
日n
 

フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ

「
モ
ツ
ァ
ル
ト
」

M
o
z
a
r
t
既
に
世
を
去
り
て
其
の
七
大
歌
劇
ま
た
既
に
前
世
の
遺
品

と
な
り
、
歌
劇
界
に
其
の
衣
鉢
を

つ
ぎ
た
る
雨
三
輩
は
全
く
先
師
が
廣
遠
な
る
趣
を
脱

去
し
、
獨
逸
歌
劇
が
遂
に
退
歩
の
傾
向
を
明
示
せ
し
時
に
常
り
、
深
刻
な
る
熱
性
を
以

て
楽
風
を
改
め
歌
劇
の
材
と
し
て
獨
逸
中
世
を
愉
悦
し
て
國
民
性
を
代
表
し
勁
健
な
る

表
現
を
昂
め
た
る
一
派
あ
り
史
に
之
を
「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
」
楽
派
と
い
ふ
、
「
カ
ー
ル
、

マ
リ
ア
、
フ
ォ
ン
、
ウ
ェ
ー
ベ
ル
」
（
一
七
八
六
ー
一
八
二
六
）
は
其
の
派
の
代
表
者

に
し
て
こ
A

に
演
奏
せ
ら
る
A

「
フ
ラ
イ
シ
ュ
ツ
」
は
又
「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
」
歌
劇
の

代
表
的
作
品
な
り
、
「
ワ
グ
ネ
ル
」
幼
時
大
に
此
の
曲
を
好
み
後
年
此
曲
が
所
謂
「
非

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
」
な
る
巴
里
に
演
せ
ら
る
A

や
自
ら
筆
を
と
り
て
之
が
解
説
｛を
試
み
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「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
」
の
員
義
を
宣
博
し
た
る
こ
と
あ
り
、
其
の
観
察
の
透
徹
、
吾
人
が

解
明
に
資
す
る
慮
多
大
な
り
と
雖
も
妥
に
紹
述
す
る
の
餘
白
な
き
を
恨
む
。

此
の
曲
は
一
八

l

七
ー
ニ

0
年
即
ち
此
の
楽
匠
が
晩
年
に
常
り
て
三
年
の
星
霜
を
費

し
て
作
り
た
る
も
の
、
一
八
ニ
ー
年
六
月
始
め
て
伯
林
に
演
せ
ら
れ
た
り
、
材
は
古
き

妖
怪
諏
に
し
て
「
フ
ラ
イ
シ
ュ
ツ
」
説
話
と
い
ふ
、
北
欧
紳
話
の
悌
を
寓
せ
る
重
大
な

る
民
族
説
話
な
り
、
「
サ
ミ
ェ
ル
」
と
い
ふ
撤
の
魔
王
よ
り
魔
力
を
以
て
人
心
を
惑

溺
す
、
金
曜
日
の
夜
十
字
街
頭
に
立
ち
て
身
邊
に
圏
を
壷
し
て
三
度
「
サ
ミ
ェ
ル
」

(
S
a
m
ie
l
)

を
呼
び
其
の
力
を
藉
り
更
に
月
光
暗
き
深
夜
其
の
名
を
呼
て
弾
丸
を
錆
造

し
之
を
用
ふ
る
と
き
は
其
の
六
は
必
ず
目
的
に
命
中
し
第
七
は
魔
王
の
思
ふ
所
に
走
る

べ
く
、
か
く
て
身
を
悪
魔
に
委
し
此
弾
丸
を
用
ひ
た
る
射
手
（
之
を

F
r
e
is
c
h
i.itz

と

い
ふ
）
は
三
年
毎
に
人
を
誘
ふ
て
此
の
弾
を
用
ひ
た
る
を
以
て
新
き
犠
牲
を
捧
げ
ざ
れ

ば
其
身
は
全
く
滅
び
ん
と
な
り
、
次
に
此
劇
の
概
要
を
説
か
ん

獨
逸
の
あ
る
伯
領
に
「
ク
ー
ノ
ー
」

(
C
u
n
o
)

と
い
ふ
世
襲
森
林
官
あ
り
日
頃
好
め

る
若
き
猥
夫
「
マ
ッ
ク
ス
」
（
M
a
x
)
を
ば
女
婿
と
し
て
己
が
係
嗣
と
な
さ
ん
と
欲
す
、

然
る
に
此
國
の
慣
例
に
よ
り
森
林
官
た
る
べ
き
者
は
主
君
の
面
前
に
試
射
を
為
し
其
の

妙
手
の
之
に
値
せ
る
を
示
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
「
マ
ッ
ク
ス
」
此
頃
屡
々
過
あ
れ
ば
こ
A

明
日
の
試
射
の
利
あ
ら
ざ
る
べ
き
を
思
ひ
心
鬱
々
た
り
邪
悪
な
る
「
カ
ス
パ
ー
ル
」

(
K
a
s
p
a
r
)

は
既
に
身
を
魔
王
に
委
せ
る
も
の
、
「
マ
ッ
ク
ス
」
を
誘
ふ
て
魔
弾
を
用
ひ

し
め
己
は
三
年
の
命
を
延
べ
ん
と
欲
す
、
「
マ
ッ
ク
ス
」
其
の
術
中
に
陥
り
深
夜
月
暗
く

巣
密
樹
に
嗚
て
凄
惨
の
氣
身
を
襲
ふ
の
時
獨
り
猥
硲
（
W
7
0
l
f
s
s
c
h
l
u
c
h
t
)
に
魔
弾
を
作

り
て
之
を
國
君
の
試
射
に
用
ふ
、
「
マ
ッ
ク
ス
」
は
も
と
心
正
し
か
り
し
か
ば
「
サ
ミ

エ
ル
」
は
彼
を
如
何
と
も
な
す
能
は
ず
第
七
弾
は
却
て
「
カ
ス
パ
ー
ル
」
に
中
る
、
死

す
る
に
臨
み
彼
は
「
マ
ッ
ク
ス
」
を
呪
ひ
國
君
は
怪
み
て
「
マ
ッ
ク
ス
」
を
拷
問
す
、

「
マ
ッ
ク
ス
」
告
ぐ
る
に
賞
を
以
て
す
衆
皆
驚
き
歎
＜
國
君
怒
り
て
之
を
追
放
せ
ん
と

す
、
忽
ち
隠
者
あ
ら
は
れ
此
凶
事
に
依
り
て
爾
来
試
射
の
慣
習
を
や
め
ん
こ
と
を
勧
め
、

一
年
の
試
練
を
罷
て
「
マ
ッ
ク
ス
」
が
森
林
官
の
後
を
襲
は
ん
こ
と
を
定
め
て
去
る
、

こ
A

に
演
奏
せ
ら
る
A

一
小
歌
旋
は
第
二
鮪
の
始
に
あ
り
「
マ
ッ
ク
ス
」
が
相
思
の

人
「
ク
ー
ノ
ー
」
の
女
「
ア
ガ
テ
」

(

A

g
a
th
e
)

が
明
日
の
試
射
を
氣
づ
か

ひ
て
、
結

ば
れ
果
て
た
る
心
を
と
か
ん
と
て
其
の
友
な
る
エ
ー
ン
ヘ
ン
（
ぞ
n
n
c
h
e
n
)

が
歌
ひ
慰

む
る
所
の
も
の
に
し
て
、

ヽ
り

ケ

ル

ビ

二

よ
く
世
の
少
女
の
性
質
を
現
は
し
た
る
軽
快
な
る
一
歌
曲
な

ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン

三
、
ピ
ア
ノ
管
絃
合
奏

司

伴

楽

司
伴
楽
は
獨
奏
器
楽
の
主
要
な
る
一
形
式
に
し
て
常
に
管
絃
楽
の
伴
奏
を
有
す
、
其

ソ

ナ

タ

シ

ン

フ

ォ

ニ

ー

の
形
式
は
奏
鳴
楽
合
奏
曲
に
依
撼
す
る
を
常
と
す
れ
ど
時
宣
に
應
じ
て
多
少
の
自
由
を

認
許
せ
り
、
最
高
尚
な
る
室
楽
の
一
種
に
し
て
最
も
よ
く
古
典
的
音
楽
を
修
め
た
る
ピ

ア
ノ
専
門
家
の
技
個
を
示
す
に
適
せ
り
。
作
者
「
ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
」
は
一
七
七

0
年

「
ボ
ン
」
に
生
れ
一
八
二
七
年
維
納
に
死
す
、
其
の
楽
壇
に
於
け
る
位
置
功
績
は
業
に

世
の
知
悉
す
る
所
、
今
故
ら
に
之
を
贅
せ
す°

・

ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
の
洋
琴
司
伴
楽
は
敷
五
あ
り
、
笈
に
奏
せ
ら
る
A

は
其
の
第
一
に

し
て
賓
に
此
の
天
才
が
少
牡
時
代
即
ち
未
だ
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
感
化
の
下
に
立
て
る
時
代

の
作
に
か
A

る
、
故
に
其
の
之
れ
を
學
べ
る
虐
聴
く
者
又
歴
々
考
へ
得
べ
け
ん
。
さ
れ
ど

一
面
に
於
て
こ
は
確
に
ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
の
作
品
な
り
、
此
の
天
オ
の
悌
は
明
々
其
の

間
に
活
躍
せ
り
。
唯
一
例
を
以
て
せ
ん
か
、
偶
的
に
第
一
主
題
に
導
き
か
へ
す
幻
想
楽

の
如
き
節
即
ち
こ
れ
。
此
の
進
行
は
絢
爛
華
麗
、
蓋
し
奮
派
洋
琴
司
伴
楽
第
一
章
の
特

性
な
り
。

四

、

合

唱

橘

の

薫

（

安

息

曲

）

作
家
「
ケ
ル
ビ
ニ
」

(
C
h
e
r
u
b
in
i)
(
一
七
六

0
ー
一
八
四
二
）
は
「
フ
イ
レ
ン
ゼ
」

の
人
蓋
し
「
バ
ハ
」
の
死
後
敷
十
年
聖
楽
壇
上
全
く
空
し
く
、
近
世
の
風
尚
を
寓
し
て

敬
虔
の
念
に
満
ち
た
る
至
醇
の
楽
磐
を
耳
に
す
る
事
難
か
り
し
時
に
掌
り
斯
界
に
不
朽

の
名
賓
を
典
へ
遂
に
獨
佛
の
楽
壇
を
ま
で
風
靡
せ
し
唯
一
の
楽
家
な
り
彼
の
作
に
係
る

聖
楽
其
の
新
赦
的
合
理
派
的
平
板
の
趣
味
を
免
れ
華
麗
に
し
て
風
尚
高
き
は
吾
人
の

贅
言
を
要
せ
ざ
る
慮
な
れ
ど
又
劇
楽
壇
に
於
て
も
華
麗
な
る
旋
律
に

富
め
る
歌
劇
敷

曲
を
世
に
残
せ
り
、
楽
聖
ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
の
如
き
も
其
オ
を
稲
揚
し
て
第
一
流
の

英
オ
と
な
す
を
憚
ら
ざ
り
き
挽
歌
安
息
曲

(
R
eq
u
ie
m
)

は
一
八
一
六
年
に
完
成
し

越
て
一
八
年
始
め
て
世
に
公
に
せ
ら
れ
た
り
、
ま
こ
と
の
名
を
「
ミ
ッ
サ
、
。
フ
ロ
、
デ

み

さ

フ
ン
ク
テ
イ
ス
」
(

M

is
s
a

P
r
o
 d
e
fun
c
tis
)

と
い
ふ
「
死
者
の
為
の
美
讃
」
と
い
ふ
義
、
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五

、

管

絃

合

奏

モ

リ

ス

、

ダ

ン

ス

シ

ェ

パ

ー

ヅ

、

ダ

ン

ス

ト

ー

チ

、

ダ

ン

ス

「

エ

ド

ワ

ル

ド

、

ヂ

ャ

ー

マ

ン

」

は

英

國

の

楽

家

な

り

一

八

六

二

年

西

部

の

一

小

都

市

り
其

の

意

を

汲

て

或

は

「

在

煉

獄

(
P
u
rg
at

o
ry)
霊

魂

の

紀

念

」

と

い

ふ

其

特

に

R
e
q
ui

e
m

と

呼

ば

る

A
所

以

は

其

進

入

誦

（

Int

roit
u
s
)
「

主

よ

永

久

の

安

息

を

彼

等

に

輿

へ

給

へ

」

(
R
e
q
ui

e
m
a
et

e
r
n
a
m
 d
o
n
a
 ei

s
 d
o
mi

n
e
)
の

冒

頭

の

一

字

を

藉

り

た

る

に

外

な

ら

ず

、

抑

も

美

讃

は

藷

赦

典

證

中

の

重

要

な

る

一

儀

證

に

し

て

就

中

此

の

安

息

曲

を

以

て

其

の

最

と

な

し

葬

祭

日

、

忌

命

日

若

く

は

十

一

月

二

日

の

大

弔

會

に

演

奏

せ

ら

る

A
を

常

と

す

、

其

の

始

は

宗

敦

典

證

に

伴

ふ

に

過

ぎ

ざ

り

し

が

漸

次

寺

院

の

殿

堂

を

去

て

楽

堂

に

う

つ

り

多

く

の

楽

家

季

ふ

て

之

か

作

曲

を

試

み

遂

に

音

楽

上

重

要

な

る

一

範

疇

を

な

す

に

至

れ

り

、

此

の

種

曲

中

の

尤

と

し

て

楽

埴

唯

一

の

絶

品

と

稲

せ

ら

る

A

は

「

モ

ツ

ア

ル

ト

」

臨

終

の

作

な

る

が

妥

に

演

奏

せ

ら

る

べ

き

「

ケ

ル

ビ

ニ

」

の

作

は

之

に

次

で

有

名

な

る

も

の

に

し

て

其

の

感

情

深

遠

に

し

て

不

窮

の

趣

を

寓

せ

る

貼

に

於

て

彼

に

遜

ら

ざ

る

の

み

な

ら

ず

楽

家

或

は

雨

々

並

駕

の

神

品

未

だ

軽

々

し

く

軒

軽

を

置

く

べ

か

ら

す

と

い

ふ

も

の

あ

り

、

安

息

曲

は

通

例

の

美

讃

と

同

じ

く

多

く

の

段

に

分

る

れ

ど

其

段

落

の

敷

名

稲

等

は

自

ら

異

り

別

に

一

殊

形

を

構

成

せ

り

、

其

の

第

一

段

を

進

入

誦

と

い

ふ

此

曲

員

髄

の

語

「

主

よ

彼

等

に

無

窮

の

休

憩

を

典

へ

給

へ

」

を

以

て

始

ま

り

「

主

憐

み

給

へ

」

(

K
y

ri

e

elei

s
o
n
)
を

以

て

終

る

、

第

二

は

昇

階

誦

(
G
r
a
d
u
a
l
e
)
其

詞

は

前

段

と

略

同

じ

く

司

祭

此

の

間

に

階

を

昇

る

を

以

て

か

く

名

づ

く

、

之

に

次

で

其

の

績

（

S
e
qu
e
n
z
)
な

る

紳

怒

日

(
Di

e
s

i

r
a
e
)
あ

り

此

第

三

段

は

斯

曲

の

最

高

潮

に

し

て

楽

家

何

れ

も

其

の

絶

偉

な

る

楽

オ

を

傾

注

す

る

所

な

り

、

最

終

裁

判

の

震

摺

を

叙

し

同

し

く

安

息

祈

疇

及

「

ア

ー

メ

ン

」

以

て

之

を

閉

づ

、

第

四

は

奉

献

誦

（

O
忠
rt

o
ri

u
m
)
と

い

ふ

、

此

の

後

司

祭

麺

鞄

と

葡

萄

酒

と

を

捧

ぐ

る

疇

を

始

め

、

ま

た

聖

な

る

哉

（

S
a
n
ct

u
s
)
紳

の

羊

(

A

g
n
u
s
 D
ei)
等

美

讃

の

敷

節

を

挿

み

て

聖

閥

受

領

の

誦

(
Pi

e
J

e
s
u
)
に

終

る

、

妥

に

演

奏

せ

ら

る

A
も

の

は

進

入

誦

（

櫻

井

騨

）

及

ひ

紳

怒

日

（

菊

水

の

春

）

の

二

部

な

ヂ

ャ

ー

マ

ン

唱 箪 ピ オ 唱
乙

妾

薄

命

甲

古

都

秋

の

七

草

ソ

ナ

テ

ィ

ナ

薔 花
Jレ

ア
ガ

第

歌

（

箪

音

） ン

ノ

薇 紳

（

作

曲

者

未

詳

）

旗

野

十

一

郎

作

歌

に

生

れ

王

立

音

楽

院

に

オ

ル

ガ

ン

及

ヴ

ァ

オ

リ

ン

を

學

び

一

八

八

九

年

倫

敦

な

る

「

グ

ロ

ー

ブ

劇

場

」

の

楽

師

長

と

な

る

好

ん

で

沙

翁

劇

曲

に

副

へ

た

る

劇

楽

曲

を

作

れ

り

妥

に

出

せ

る

曲

は

其

の

顕

理

八

世

中

よ

り

抄

抜

せ

る

も

の

、

軽

快

に

し

て

華

麗

な

る

好

舞

楽

な

り

試

業

演

奏

会

歌

（

二

璽

音

）

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

部

ュ

ン

グ

ス

ト

作

曲

）

（

林

は

る

子

作

歌

菊

地

み

さ

を

浅

弱

千

代

／ 

古ケ

ル

ビ

ー

作

曲

）

文

辻

美

亜

冨

榎

本

直

'^-

向南下

笠
公勝

富

子子子

デ

ュ

セ

ッ

ク

作

曲

山

田

清

子

ラ

イ

ヒ

ャ

ル

ト

作

曲

宇

津

木

喬

子

女

生

徒

第
二
十
一
回
選
科
生
徒
試
業
會
順
序
（
謬
認
祀
尉
）

明

治

四

十

年

六

月

一

日
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た

の

し

き

夏
歌
（
三
重
音
）

（

ァ

。

フ

ト

作

曲

）

武

島

又

次

郎

作

歌

凱

旋

進

行

曲

唱

レ

ン

オ

ル

ガ

ン

エ
ー
ア
、
ヴ
ァ
リ
ー

明
治
四
十
年
十
月
四
日
学
友
会
演
奏
会

●
東
京
音
楽
學
校
創
立
紀
念
日
學
友
會
演
奏
會

同
校
は
明
治
廿
年
十
月
四
日
省
令
を
以
て
一
音
楽
取
調
所
を
改
め
て
現
在
の
稲
呼
と
な

ダ

マ

ン

ク

ン
作
曲

ラ
作
曲

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

ソ

ナ

夕

歌
（
三
重
音
）

テ
マ
、
ウ
ン
ド
、
ヴ
ァ
リ
ア
チ
オ
ネ
ン

ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
作
曲

女

生

徒

水

原

み

ち

田

邊

尚

雄

ピ

ノ

椿
等

春

ア づ

く

し

ハ
イ
ド
ン
作
曲

オ

ル

ガ

ン

聰

^ 
旗ア

野

十プ

ト
作
曲
）

郎

作

歌

唱

第

nμ 
ナ
ロ

ソ

ナ

タ

モ

ツ

ア

ル

ト

作

曲

古

市

喜

子

←----―  ̀

松榎角

脇本倉

き ア

み直イ

稲

澤

り

う

男

生

徒

第
一
部
一
、
合
唱
、
秋
の
曲
、
凡
て
初
め
の
出
様
少
し
怪
し
、
先
無
難
と
い
ひ
て

可
な
り
、
二
、
ピ
ア
ノ
猥

弾

香

川
鈴
嬢
、
初
陣
に
し
て
は
上
出
来
、
前
途
洋
々
た
り

努
力
あ
れ
、
三
、
絃
楽
四
部
合
奏
ベ
ト
ー
ベ
ン
の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
、
多
、
川
上
、
大
塚
、

山
田
の
諸
氏
、
結
措
の
出
来
四
、
獨
唱
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、
ア
リ
ア
、
フ
ラ

ム
、
エ
リ
ジ
ャ
伊
藤
鈴
嬢
五
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
カ
ン
ツ
ヲ
ネ
ッ
タ
、
キ
ル
マ
ン

作
富
岡
静
女
嬢
何
れ
も
可
な
り

第
二
部
一
、
ヴ
ヰ
オ
リ
ン
ピ
ア
ノ
ニ
部
合
奏

―川
上
淳
萩
原
英

一
雨
氏
モ
ツ
ア
ル
ト

の
ソ
ナ
タ
、
イ
ン
、
エ
ス
、
川
上
氏
の
上
達
大
に
聞
く
べ
き
も
の
あ
り
、
ピ
ア
ノ
亦
可

な
り
二
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
バ
ハ
の
。
フ
レ
ル
デ
イ
ヱ
ム
、
ウ
ン
ト
、
フ
ー
ゲ
平
尾
勇

君
、
フ
ー
ゲ
は
面
白
く
―
―
-
、
絃
楽
四
部
合
奏
甲
バ
ハ
の
ア
リ
ア
、
乙
ハ
イ
ド
ン
の
メ

ヌ
エ
ッ
ト
、
二
者
共
に
大
に
可
な
り
、
有
望
な
る
諸
氏
の
精
勘
を
祈
る
二
、
ピ
ア
ノ

獨
弾
ベ
ト
ー
ベ
ン
の
ソ
ナ
タ
澤
田
柳
吉
君
感
心
な
出
来
、
少
し
身
体
を
振
り
過
き
ず

や
と
思
は
る
、
五
ー
合
唱
、
甲
暮
秋
の
杜
、
乙
秋
の
山
跡
乙
は
快
活
に
し
て
喜
し
か

り
き
妄
評
多
謝

秋
漸
く
高
く
し
て
楽
界
又
佳
期
に
入
る
以
後
土
曜
日
曜
は
諸
種
の
演
奏
會
を
以
て
充

さ
る
べ
し
其
都
度
紙
上
に
讀
者
諸
氏
と
見
え
ん

（『
一
音
架
世
界
第

一巻
第
十
号
、
明
治
四
十
年
十
月
＿

．lol
l

―頁）

り

第 1・部 明治・大正篇

ピ

ア~

ノ

聯

奏

．
曲

プ

レ

エ

ル

作

曲

永

田

ま

た

せ
し
よ
り
年
を
閲
す
る
事
二
十
、
＿
音
楽
の
存
在
だ
に
認
め
ら
れ
ざ
り
し
世
の
風
潮
に
反

抗
し
て
今
日
の
隆
盛
を
見
る
に
至
り
し
間
に
於
け
る
営
事
者
の
苦
心
経
螢
蓋
し
筆
紙
に

聾
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
し
な
る
べ
し
、
今
や
音
楽
は
漸
く
世
人
の
重
要
視
す
る
所

と
な
り
其
進
歩
疲
達
の
跡
亦
大
に
見
る
べ
き
も
の
あ
り
此
日
校
長
の
開
會
の
僻
に
本
年

よ
り
日
本
楽
の
研
究
を
起
し
之
れ
か
奨
動
の
為
時
々
其
演
奏
を
開
き
、
又
洋
楽
に
於
て

も
槃
楽
及
低
絃
業
の
練
達
の
士
を
獨
逸
よ
り
聘
し
て
盆
々
之
れ
が
研
究
を
努
む
べ
し
云

云
と
、
楽
界
漸
く
時
を
得
た
り
と
い
ふ
べ
し
、
勝
に
成
年
に
達
せ
し
同
校
も
此
等
斯
道

大
家
の
薫
陶
と
明
敏
な
る
新
校
長
の
指
導
の
下
に
健
全
な
る
活
躍
を
な
す
や
期
し
て
待

つ
べ
き
な
り
本
日
の
演
奏
者
は
凡
て
會
員
た
る
生
徒
諸
氏
な
り
特
に
初
陣
の
人
多
敷
な
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獨

唱

（

伊

語

）

カ
ー
ロ
ー
、
ミ
ヲ
、
ベ
ン

ノぐ

ピ

●
東
京
―
音
楽
學
校
彙
報
設
立
紀
念
＿
音
楽
會
十
月
四
日
午
後
二
時
半
よ
り
上
野
―
音
楽
學

校
に
て
同
校
學
友
會
の
猿
起
に
か
A

る
設
立
祀
念
―
音
楽
會
を
催
し
た
る
が
狭
か
ら
ざ
る

講
堂
に
立
錐
の
餘
地
な
き
程
の
来
聴
者
あ
り
て
却
々
の
盛
會
な
り
き

（
『
昔
架
』
架
友
社
、
第
十
三
巻
第
一
号
、
明
治
四
十
年
十
一
月
、
三
四
頁
）

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

ソ

ナ

テ

ィ

ネ

ク ヘ
試
業
演
奏
会

歌
（
二
重
音
）

ク
レ
メ
ン
テ
ィ
作
曲

ラ

ウ

作

曲

二
作
曲
〔
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ニ
〕

ピ

ア

ノ

早

春

の

興

箪
タ

ラ

ン

テ

レ

〔

マ

マ

〕

ン

ケ

ル

作

曲

作

歌

者

未

詳

）

一
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

辻

美

亜

服

部

駆

郎

次

r ^-

下松松

脇崎

勝きい

子みね

丹

波

と

よ

ソ

ナ

テ

ィ

ネ

ピ

ア

ノ

渡

瀬

春

恵

ぷ
ノ

す

霞

築

‘^  
穂向南

積笠

壽

賀公

子富子

夢
唱

女

生

徒

第
二
十
二
回
選
科
生
徒
試
業
會
順
序
（
祠
治
』
↓
芦
田
石
図
釦
）

明
治
四
十
年
十
一
月
九
日

箪
丙 乙 甲

合

唱

明
治
四
十
年
十
二
月
十
四
日
、
十
五
日
第
十
七
回
定
期
演
奏
会

明
治
四
十
年
十
―
]
月
十
五
日
（
日
曜
日
）
午
後
二
時
開
會

音

楽

演

奏

曲

目

四

聖
の
御
世
…
…
…
…

段

砧

…
…
…
…
・
グ

秋
の
夕
暮
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ス

捕
頭
別
離
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ヴ
ァ
民
謡

生

コ

ッ

ト

ラ

ン

ド

調
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Jレ

ツ

ク

作

曲

第 2章

東
京
一
音
楽
學
校

徒

明
治
四
十
年
十
二
月
七
日
ル
ー
ス
嬢
音
楽
会

0
音
楽
學
校
音
楽
會
東
京
―
音
楽
學
校
に
て
竪
楽
部
に
招
聘
せ
る
獨
唱
家
ル
ー

ス
嬢
の
為
め
に
催
さ
る
べ
き
大
―
音
楽
會
は
愈
ミ
来
月
七
日
午
後
六
時
同
校
奏
楽

堂
に
於
て
開
會
す
る
事
に
内
定
し
目
下
夫
ミ
準
備
中
な
る
が
ル
ー
ス
嬢
の
令
兄

な
る
高
等
商
業
學
校
敦
授
ル
ー
ス
氏
は
嬢
の
為
め
に
紹
介
の
榮
を
取
り
且
つ
帝

都
の
楽
壇
に
豫
期
以
上
の
貢
献
な
ら
し
め
ん
と
て
熱
心
に
憲
力
し
居
れ
り
と

（
『
時
事
新
報
』
明
治
四
十
年
十
一
月
二
十
六
日
）

， 皐 ｀

服小北藤

部池村岡
“・-

喜や三美

代す岐代

明治31年～45年 8月 (1898~1912)



七 六

丁丙乙

イ
ン
、

C
O
N
C
E
R
T
 

O
F
 T
H
E
 

T
o
k
y
o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si
c
 

甲
ピ
ア
ノ
五
部
合
奏

レ

グ

アス
レケ
グ 1
ロルモ

‘ッドロ
マオヽ、

:、9よ、ブ

‘ ヴ リ
トアマラ
ロチ 9レ
ッヱチン

ボーァテ
• V 、

： 

ア

涸

唱

ユ

マ

ン

作

曲

・ ▲ ｀ 
教教教教ド
師授師師ク

卜
ウ幸ヘアル
ェルウ
ルマグフ

ク 、＜スオ

マ田ノ、卜、ン、

ィ虐ュコ
ス リンイ

テ ッケベ

ル延ヒルル

乙

リ

ン

グ

ス

作

曲

甲

教
師

ア
レ
グ
ロ
、

ピ
ア
ノ
猫
奏

マ
、
ノ
ン
、

夕
ン

ロトテト
~ ,‘ 

： 
シ
ア
ル
ロ
ッ
テ
、

…
•
•
…
…
•
…
·
:
·
…
•
•
フヘ

ル
マ
ン
、

バ
ル
カ
ロ
ー
ル
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
ル
ー
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
作
曲

ウ
ェ

・:・:・:・:・:・:) 
ー

ル

ク

マ

イ

ス

テ

シ
ア
ル
ロ
ッ
テ
、

薔
薇
は
開
き
ぬ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
フ
ォ
ン
、

ヽ

あ
な
あ
や
し
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
・
シ

フ
レ
ッ
ク

フ
ィ
ー
リ
ッ
ツ
作
曲

司

伴

楽

ン

ド

ネ

ル

作

曲

五

セ

ロ

猫

奏

教
師

Jレ

四

歌
猫

唱 丁丙乙 甲

ア f
r
r
 

ァ

絃
楽
四
部

旋
二

ン
レ

ユ

ダ
工

グ

ツ
ン

教
師

教
師

lレ

ツ

ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ

フ 工

作

曲

フ
レ
ッ
ク

ン

作

曲

、. ` 
教教同教
師授師

ウ幸ヘア
ェルウ

ルマグ
クン、ス
田ト

マハ、

ィ芦ュ
スリン

テッケ

ル延ヒル

p 仝 や p トー~

C
h
o
r
u
s
e
s
:
 

a
.
 T

r
o
st
 
i

m
 
Sche

iden

…………………

nr.u•Gluck

. 

b•

…………………………………

Scho

tti

sch 

M
e
l
o
di
e.
 

c.
 A

b
s
c
hi

e
d
…

…

…

…

…

S
k
a
n
di
n
a
vi
sches 
Volksli
e
d.
 

St
ri
n
g
 q
u
a
rt
et
 
i

n
 C
 min
o
r,
0
p
.
 

1

8
…

…

L
.v
.
 Be

et
h
o
v
e
n
.
 

Allegro 
m
a
 n
o
n
 t
a
nt
o
.
 

A
n
d
a
nt
e
 Scherzoso 
q
u
a
si
 

allegret
t

o・
 

M
i

n
u
et
t

o
.
 

Allegro
.
 

I
 

V
i

oli

n
 :
 He
r
r
 P
r
of. 
J
u
n
k
e
r
.
 

II 
V
i

oli

n
:
 H
e
r
r
 P
r
of. 
R
ŷ
d
ri

c
h
.
 

V
i

ola :
 M
i

ss 
K
o
d
a
.
 

Cello :
 He
r
r
 P
r
of
.
 We

r
k
m
ei
st
er・

Alto 
Solo: 

A
ri
a
 f
r
o
m
 O
d
y
s
s
e
u
s
:
|
I
c
h
 w
o
b
 di

es 
G
e
w
a
n
d
 

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

Ly
rucn. 

F
r
a
u
l
ei
n
 Fleck
.
 

Pi

a
n
o
 Solo: 

Barcarolle i
n
 F
 min
o
r
…

…

…

…

…

…

…

…

R
u
bi
nst
ei
n
.
 

H
`
r
r
p

r
of
H
さ

d
ri

ch
.

V
i

oloncello 
Solo :
 

r
o
n
c
e
rt

o
 
i

n
 E
 minor:・

…

…

…

…

…

…

…

…

…

L̀
2ndner. 

H
q

r
B
r
of
H

ぶ
r
k
m
ei

st
er.

c. d. 
a. 

b
.
 

P
R
O
G
R
A
M
M
E
 

U
Y
E
N
O
 P
A
R
K
 

Sミ
n
d
a
y
3
D
e
c
e
m
b
勺
]

5
t

h
,
1

辱

A
T
 2 
P
.M
.
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音

楽

演

奏

曲

目

梗

概

l

、

合

唱

甲

原
詞
は
ア
ル
ベ
ル
ト
、
シ
ュ
ナ
イ
デ
ル

(
A
l
b
e
r
[
S
c
h
n
ei
d
e
r
)

の
作
救
世
主
に
捧

ぐ
る
祈
疇
歌
な
り
。
作
曲
者
グ
ル
ッ
ク
(
G
l
u
c
k
)
は
一
七
一
四
年
ヴ
ァ
イ
デ
ン
、
ヴ
ァ

ン
グ
に
生
れ
一
七
八
七
年
維
也
納
に
死
す
。
彼
が
獨
逸
歌
劇
の
改
革
者
と
し
て
裳
時
の

軽
桃
浮
華
な
る
以
太
利
派
の
劇
楽
を
猥
滅
し
た
る
功
績
は
賓
に
歌
劇
史
上
の
一
偉
観
た

り
。
一
七
六
二
年
に
公
に
せ
る
歌
劇
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
を
初
め
と
し
「
ア
ル
チ
ェ
ス

ト
」
「
イ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
ー
、
ア
ン
、
オ
ー
リ
ー
ド
」
及
び
「
イ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
ー
、
ア
ン
、

ト
ー
リ
ー
ド
」
の
諸
歌
劇
は
其
の
最
も
傑
出
せ
る
作
品
な
り
。

聖

の

御

世

鳥

居

枕

作

歌

お

ほ

と

の

や

こ
ぼ

も

あ

め

大
殿
破
れ
壊
れ
、
漏
る
雨
し
と
ゞ
に
。
」

お
ま

し

そ
こ
か
し
こ
械
を
懸
け
、
移
す
や
御
座
。
」

そ

ら

さ

か

た

の

ぽ

け

ぶ

り

空
に
盛
り
に
、
立
ち
昇
る
炊
煙
。
」

か
し
こ
や
、
た
ふ
と
や
。
」

ゞ ？ 

巳ら

第
六

A
l
t
o
 Solo: 

a•D

ie 

Rosenbliiht
e
n
…

…

…

…

…

…

…

…

ミ

o
n
Fi
eli
t

z
.
 

b
.
 Wi

e
苔

n
d
e
r
s
a
m…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

S
c
hi
lli
n
g
s
.

F
r
a
u
l
ei
n
 Fleck
.
 

P
i

a
n
o
 Q
ui
nt
et
…

…

o
p
.
 
44•

……………………

Schumann

. 

Allegro brillant
e
.
 

In m
o
d
o
 d
'u
n
a
 M
a
r
ci
a
.
 

Scherzo (
V

i

vace)
.
 

Allegro 
m
a
 n
o
n
 t
r
o
p
p
o
.
 

Pi

a
n
o
 :
 He
r
r
 P
r
of. 
D
r.
 R
.

gon
k
o
e
b
e
r
9
 

H
勺
r
e
n
P
r
of. 
J
u
n
k
9
P
r
of. 
H
e
y
d
ri
c
h
,
 

P
r
of. 
Wer言
ei
st
e
r,

Mi

ss 
K
o
d
a
.
 

（
と
、
お
）

｀ ` 
．． 

し

秋

か
ぜ風

か

な

こ
A

ろ
ぞ
し
ほ
る
A

、

み

わ
が
身
の
う
へ
の
み
、

尉

霞

が

即

に

も

、

丙

原
詞
は
シ
ェ
ー
ネ
ン
ベ
ル
ゲ
ル

(

S

c

h
o
n
e
n
b
e
r
g
e
r
)

筆
に
成
り
、

べ
た
る
も
の
、
曲
は
北
欧
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
民
謡
な
り
。

埴

頭

別

離

第

一
章

睛

れ

た

る

海

路

も

、

な

ど

て

今

日

は

、

一

別
る

A

た

が

ひ

の

、

む

ね

に

曇

る、

な

さ

け

や

し

ら

な

み

、

こ

の

岸

は

な

れ

て

、

ゆ

く

か

船

は

」

第

二

章

か

た

み

む

す

や

な

ぎ

互

の

お

も

ひ

を

、

結

ぶ

柳

、

か

ぜ

か

げ

風

さ

へ

あ

は

れ

に

、

影

を

う

つ

す

、

な

ご

り

涙
残

や

を

し

け

む

、み

巾

振

る

こ

な

た

を

、

見

む

く

旅

人

」

二

、

絃
楽
四
部
合
奏

短
ハ
調
絃
楽
四
部
合
奏
曲
（
作
品
第
十
八
）

楽
聖
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

(
B
e
e
t
h
o
足
e
n
1
7
7
0ー

1
8
2
7
)

は
獨
逸
楽
古
典
派
の
巨
匠
、

ハ
イ
ド
ン
、
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
後
を
承
け
て
器
楽
の
諸
体
を
大
成
し
併
せ
て
後
世
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
派
の
基
を
も
開
け
り
。
其
の
器
槃
雨
楽
に
遺
せ
る
秀
什
の
大
な
る
者
百
を
以

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

て
敷
ふ
る
が
中
に
も
合
奏
曲
九
篇
及
び
室
内
楽
敷
篇
は
商
来
奏
楽
堂
裡
の
王
と
し
て
萬

夕；

の

原
詞
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
歌
な
り

夕

暮
＜ヽ
 

我
等
は
富
み
て
、

乙

武
島
又
次
郎
作
歌

む
し轟

て

。

あ
き秋

ゆ

ふ

べ

。おも

か
く
や
と
思
ふ
に
。

―

配

は

お

き

ぬ

。

の も

な

き

わ

が

き

み

か

吾
君
は
斯
く
ぞ
。
」

離
別
の
悲
を
抒

旗
野
十
一
郎
作
歌
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人
の
等
し
く
嘆
賞
す
る
所
な
り
。
こ
A

に
奏
す
る
曲
は
彼
が
生
涯
に
著
し
た
る
絃
楽
四

部
合
奏
曲
合
計
十
六
中
の
一
に
し
て
、
其
の
最
も
初
め
に
出
で
た
る
者
、
卸
ち
彼
が
ハ

イ
ド
ン
、
モ
ツ
ァ
ル
ト
雨
家
の
感
化
を
蒙
れ
る
第
一
期
の
作
品
中
に
算
ふ
る
を
得
べ

し
。
然
れ
ど
も
彼
の
作
な
る
多
敷
の
短
ハ
調
作
品
に
表
は
れ
た
る
員
摯
、
濶
大
、
強

健
、
急
突
等
の
特
性
は
既
に
此
の
中
に
も
明
か
に
之
を
見
る
を
得
べ
し
。
曲
は
美
妙
高

尚
な
る
主
題
を
以
て
起
り
暫
く
に
し
て
長
愛
ホ
調
の
第
二
主
題
に
遷
移
す
。
こ
は
首
調

よ
り
轄
じ
て
其
の
閥
係
長
音
階
に
入
る
も
の
に
し
て
、
斯
か
る
轄
調
は
通
例
ソ
ナ
タ
曲

体
の
第
一
曲
部
に
於
て
第
二
主
題
を
起
す
の
際
に
用
ひ
ら
る
A

も
の
と
す
。
第
一
曲
部

は
終
始
悉
く
正
式
の
作
法
に
撼
れ
り
。
第
二
曲
部
は
其
の
拍
子
稽
や
緩
か
な
れ
ど
も
寧

ろ
第
三
曲
部
よ
り
も
ス
ケ
ル
ツ
ォ
の
特
性
を
帯
べ
り
と
評
せ
ら
れ
、
第
三
曲
部
は
ス
ケ

ル
ツ
ォ
の
曲
体
を
具
ふ
る
に
閥
せ
ず
却
て
其
の
諧
請
愉
楽
の
趣
致
に
乏
し
。
こ
は
氏
の

作
な
る
他
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
に
於
て
も
多
く
見
る
所
な
り
。
第
二
曲
部
の
主
題
は
最
も
反

コ

ン

ト

ラ

ブ

ン

ク

ト

カ

ノ

ン

フ

ー

覆
摸
倣
を
為
す
に
適
せ
る
旋
律
に
し
て
劉
位
法
、
輪
唱
、
追
覆
楽
等
の
理
論
に
精
通

せ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
遺
憾
な
く
こ
A

に
此
の
作
法
を
應
用
せ
り
。
全
曲
部
婉
美
可

憐
に
し
て
最
も
翫
賞
す
る
に
堪
え
た
り
。
最
終
曲
部
は
厳
密
に
其
の
形
式
上
よ
り
観
れ

ロ

ン

ド

ば
、
環
曲
の
体
に
作
ら
れ
た
る
者
と
い
ふ
べ
き
も
、
其
の
性
質
の
員
摯
な
る
黙
よ
り
考

ふ
れ
ば
、
か
く
呼
ぶ
は
末
だ
悉
く
嘗
ら
ざ
る
の
感
あ
り
。
其
第
一
主
題
の
主
要
な
る
特

性
は
果
断
に
し
て
稽
々
急
突
な
る
に
存
し
、
長
愛
イ
調
な
る
第
二
主
題
は
華
麗
に
し
て

前
者
と
好
個
の
到
照
を
成
せ
り
。
最
後
に
全
曲
の
特
徴
を
概
言
す
れ
ば
簡
潔
に
し
て
比

較
的
短
篇
な
る
こ
と
是
な
り
。

三
、
燭「

オ
デ
ュ
ッ
ソ
イ
ス
」
中
の
歌
旋

曲
の
作
者
マ
ッ
ク
ス
、
ブ
ル
ッ
フ

(
M̀
a
8
B
r
u
c
h
)
は
、
一
八
三
八
年
ラ
イ
ン
河
畔

な
る
キ
ョ
ル
ン
府
に
生
る
十
一
歳
初
め
て
長
篇
の
作
曲
に
従
事
し
、
十
四
歳
の
折
作
り

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

し
合
奏
曲
は
已
に
公
會
に
演
奏
せ
ら
れ
し
と
博
ふ
。
最
近
獨
逸
楽
人
中
の
奇
オ
に
し
て

最
も
槃
楽
の
作
曲
に
長
ず
。
六
十
二
年
よ
り
六
十
四
年
に
か
け
て
公
に
せ
る
其
の
諸
作

n
ー
ラ
ル

中
殊
に
合
唱
曲
「
フ
リ
ッ
ト
ヨ
ー
フ
」
は
頓
に
彼
の
竪
名
を
商
か
ら
し
め
た
り
。
其
の

後
の
作
な
る
合
唱
曲
「
オ
デ
ュ
ッ
ソ
イ
ス
」
(
-
八
七
三
年
作
）
も
亦
た
之
れ
と
相
並

び
て
彼
が
作
品
中
の
白
眉
と
稲
せ
ら
る
。

唱

此
の
歌
旋
は
オ
デ
ュ
ッ
ソ
イ
ス
の
妃
ペ
ネ
ロ
ー
ペ
が
衣
を
織
り
な
が
ら
の
獨
唱
な

り
。
遠
征
の
夫
を
待
ち
佗
ぶ
る
の
情
楚
々
と
し
て
人
を
動
か
す
も
の
あ
り
。
邪
ま
な
る

求
婚
者
の
手
よ
り
逃
れ
ん
と
て
書
は
涙
に
織
り
し
衣
を
夜
は
人
知
れ
ず
解
き
し
て
ふ
貞

烈
の
美
談
は
詩
聖
ホ

メ
ー
ロ
ス
の
歌
調
に
偉
は
り
て
千
載
の
今
も
尚
ほ
世
の
語
り
草
と

な
り
た
れ
ば
こ
と
／
＼
し
く
絃
に
述
べ
す
。

・

t

四
、
ピ
ア
ノ
猶
奏

短
へ
調
バ
ル
カ
ロ
ー
ル

r

バ
ル
カ
ロ
ー
ル
は
南
欧
ヴ
ェ
ニ
ス
の
歎
乃
に
し
て
憂
愁
熱
烈
の
情
緒
を
籠
め
た
る
歌

曲
な
り
。
之
れ
を
取
り
て
洋
楽
曲
に
移
し
た
る
者
同
じ
く
此
の
名
を
以
て
呼
ば
る
。
作

家
ル
ビ
ン
シ
タ
イ
ン

(
A
nt
o
n
R苓
i

nst
ei
n)
は
最
近
に
於
け
る
洋
琴
演
奏
の
大
家
に

し
て
又
最
も
天
才
あ
る
作
曲
者
な
り
。
洋
琴
の
技
術
に
於
て
は
嘗
て
師
事
せ
る
リ
ス
ト

に
比
肩
し
、
作
曲
者
と
し
て
は
、
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
に
私
淑
し
て
優
に
其
の
衣
鉢
を
博

ふ
る
に
足
れ
り
。
作
る
所
の
佳
什
、
器
墜
雨
楽
に
亘
り
て
頗
る
多
し
。
一
八
三

0
年
露

麟
ロ
マ
ノ
に
生
れ
九
四
年
聖
彼
得
堡
に
歿
す
。

六

、

猥

唱

甲
、
薔
薇
は
開
き
ぬ

乙
、
あ
な
、
あ
や
し

此
の
二
曲
は
共
に
現
代
名
家
の
作
曲
に
係
れ
り
。
殊
に
前
曲
の
作
者
マ
ッ
ク
ス
、
シ

リ
ン
グ
ス

(
M
a
x
S
c
hi
lli
n
gs
)

は
目
下
獨
逸
の
劇
楽
界
に
於
て
名
竪
噴
々
た
る
の
人

一
八
六
八
年
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
、
デ
ュ
ッ
レ
ン
市
に
生
る
。
初
め
ボ
ン
府
に
學
び
、
後
バ

イ
ロ
イ
ト
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
諸
市
に
遊
歴
し
て
音
楽
を
修
，む
る
の
傍
、
法
律
、
哲
學
の

研
究
に
も
心
を
潜
め
し
が
、
一
八
九

0
年
の
頃
よ
り
劇
楽
の
作
曲
に
身
を
委
ね
、
後
四

年
を
経
て
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
市
に
初
作
の
歌
劇
「
イ
ン
グ
ヴ
ェ
ル
デ
」
の
興
行
せ
ら
る

る
に
遇
へ
り
。
此
の
作
は
悉
く
バ
イ
ロ
イ
ト
楽
聖
の
作
法
を
ま
ね
び
た
る
も
の
な
れ
ど

も
、
其
の
秀
抜
な
る
旋
律
法
、
巧
妙
な
る
楽
器
編
成
法
と
は
、
優
に
彼
が
獨
創
の
技
量

を
示
せ
り
。
此
の
作
の
績
い
て
諸
中
の
劇
場
に
演
ぜ
ら
る
A

に
及
び
、
彼
の
名
槃
は
廣

く
楽
壇
に
知
ら
る
A

に
至
り
ぬ
。
此
の
外
劇
楽
の
作
品
に
は
「
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
」
と
題

す
る
歌
劇
あ
り
器
楽
に
は
管
絃
合
奏
曲
、
槃
楽
に
は
短
篇
の
唱
歌
曲
多
敷
を
出
た
せ

り
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七
、
ピ
ア
ノ
五
部
合
奏

曲

（
作
品
第
四
十
四
）

作
家
シ
ュ
ー
マ
ン
は
獨
逸
楽
、
新
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
派
の
騎
持
な
り
。
其
の
竪
器
雨

楽
に
遺
せ
る
逸
品
は
一
々
枚
皐
す
る
に
追
あ
ら
ず
。
槃
楽
に
於
て
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
以

来
の
名
家
と
呼
ば
れ
器
楽
（
殊
に
室
内
楽
）
に
於
て
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
そ
れ
に
も

比
す
べ
き
傑
作
を
出
だ
せ
り
。
こ
A

に
奏
す
る
五
部
合
奏
曲
は
彼
が
室
内
楽
作
品
中
の

最
も
卓
抜
な
る
曲
と
し
て
普
く
世
に
翫
賞
せ
ら
る
A

者
其
の
全
曲
の
特
趣
を
概
言
す
れ

ば
巧
妙
且
つ
華
麗
な
る
こ
と
是
な
り
。
曲
は
絢
爛
華
美
な
る
楽
に
始
ま
り
、
第
一
曲

部
を
通
じ
て
此
の
特
性
を
保
績
す
。
但
だ
第
二
主
題
は
少
し
く
平
静
の
趣
致
を
具
へ
た

テ

ム

ポ

り
。
第
二
曲
部
は
逓
緩
陰
欝
な
る
進
行
曲
の
速
度
を
以
て
進
み
、
殆
ど
葬
送
進
行
曲
に

類
す
。
其
の
主
想
は
先
づ
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
起
り
、
次
で
他
の
諸
楽
器
の
之
れ
を

織
承
す
る
や
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
最
も
櫃
要
の
位
置
を
占
む
。
暫
く
に
し
て
楽
は
快
活
な
る
中

部
進
行
に
移
り
、
こ
A

に
第
一
主
題
は
以
前
よ
り
も
速
度
を
加
へ
て
再
現
し
、
殆
ど
激

烈
の
趣
致
を
帯
ぶ
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
顛
音
は
此
の
趣
を
添
ふ
る
に
奥
て
力
あ
り
と

い
ふ
べ
し
。
此
の
進
行
終
る
や
、
楽
は
営
て

一
度
聞
こ
え
た
る
讃
美
歌
風
の
旋
律
に
進

み
、
次
で
曲
部
の
嘗
初
に
表
は
れ
た
る
遅
緩
な
る
進
行
曲
に
遷
り
て
曲
部
を
終
る
。
第

―
―
一
の
曲
部
な
る
ス
ケ
ル
ツ
ォ
は
極
め
て
紳
速
快
活
な
り
。
其
の
主
題
は
殆
ど
旋
律
と
名

け
難
く
或
る
律
度
に
合
せ

て
奏
す
る
音
階
よ
り
成
れ
り
。
但
だ
慮
々
に
休
止
を
以
て
概

ト

リ

オ

劃
を
施
せ
る
が
故
に
継
に
旋
律
の
体
裁
を
具
ふ
。
次
で
三
部
奏
曲
二
つ
を
挿
み
た
る
は

少
し
く
異
例
な
り
と
い
ふ
べ
し
。
其
の
初
め
の
者
は
稽
運
緩
な
る
に
反
し
て
第
二
の
者

n
,
'
ダ

は
甚
だ
快
活
且
つ
果
断
の
風
あ
り
終
節
の
現
は
る
A

に
及
び
曲
部
は
一
庵
紳
速
の
度
を

加
へ
放
縦
粗
暴
を
極
む
る
に
至
て
止
む
。

最
終
曲
部
も
亦
た
以
前
の
諸
曲
部
に
比
し
て
奄
も
遜
色
な
し
。
近
時
諸
家
の
作
に
係

る
最
終
曲
部
が
前
曲
部
に
比
し
て
往
々
見
劣
り
す
る
者
あ
る
に
反
し
、
斯
く
終
始
を
通

じ
て
絶
佳
な
る
は
洵
に
め
で
た
き
秀
什
と
い
ふ
べ
く
、
室
内
楽
と
し
て
此
れ
よ
り
勝
れ

た
る
者
を
望
む
は
不
可
能
な
り
と
言
ふ
も
過
言
に
非
る
べ
し
。
終
局
に
近
く
短
少
な
る

好
個
の
追
覆
楽
を
挿
み
、

第

一
曲
部
の
第

一
主
題
を
以
て
其
の
主
題
と
な
し
最
終
曲
部

の
第
一
主
題
を
之
れ
に
配
し
て
伴
侶
と
な
せ
り
。
本
曲
は
其
の
巧
妙
華
麗
な
る
が
為
め

に
至
る
所
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
聰
衆
に
愛
翫
せ
ら
る
。

P
R
O
G
R
A
M
M
E
 

O
F
 

C
O
N
C
E
R
T
 

B
o
o
k
 N
o
.
 6
 

S
ミ
n
d
a
y
3
D
e
c
e
m
b
e
r
]
5t
h
,
1
9
0
7
 

A
T
 2 
P
.M
.
 

T
O
K
Y
O
 A
C
A
D
E
M
Y
 O
F
 M
U
S
I
C
 

U
Y
E
N
O
 

S
T
R
I
N
G
 Q
U
A
R
T
E
T
T
.
 

B
e
et
h
o
v
e
n
.
 

A
l
l
e
g
r
o
 m
a
 n
o
n
 t
a
nt
o
.
 

A
n
d
a
nt
e
 S
c
h
e
r
z
o
s
o
 
q
u
a
si
 

allegretto
.
 

Mi

n
u
e
tto
.
 

A
l
l
eg
ro
.
 

A
l
t
h
o
u
g
h
 
t

hi
s
 Q
u
a
rt
e
tt 
b
e
l
o
n
g
s
 
t

o
 t
h
e
 
earli
er 
p

eri
o
d
 
of
 

B
e
et
h
o
v
e
n
's
 c
o
mp
o
si
t
i

o
n
s,
 

i
t
 

h
a
s
 m
a
n
y
 of
 
t

h
e
・
 ch
a
r
a
ct
eri
st
i

cs 
of
 

s
o
 
m
a
n
y
 of
 

hi
s
 w
o
r
k
s
 i
n
 C
 m
i

n
o
r
,
 n

a
m
e
l
y
 i
n
 t
h
e
 
first
 
p

lace 

seri
o
u
s
n
e
s
s
,
 br

o
a
d
n
e
s
s
,
 
p

o
w
e
r
 
a
n
d
 a
b
r
up
t

n
e
s
s
.
 

I
t
 

op
e
n
s
 
w
i
t

h
 a
 

日

n
e
a
n
d
 n
o
b
l
e
 s
u
bj

ect
 

a
n
d
 
s
o
o
n
 i
nt
r
o
d
u
c
e
s
 t
h
e
 s
e
c
o
n
d
 
s
u
bj

ect
 

i

n
 E
 flat
 

m
aj
o
r,
 w

hi
c
h
 i
s
 th
e
 
relat
i

v
e
 
m
aj
o
r
 
k
e
y
 
of
 

C
 m
i

n
o
r. 

I
t
 
i

s
 t
h
e
 
u
s
u
a
l
 
w
a
y
 t
o
 b
ri
n
g
 t

h
e
 
s
e
c
o
n
d
 
s
u
bj

ect
 

of
 

a
 first
 

m
o
v
e
m
e
nt
 

of
 

a
 pi
e
c
e
 i
n
 f
o
r
m
 of
 

a
 S
o
n
at
a
 in
 t
h
e
 relat
i

v
e
 m
aj
o
r
 

k
e
y
.
 Al

t
o
g
et
h
e
r
 t
h
e
 m
o
v
e
m
e
nt
 
i

s
 q
ui
t

e
 i
n
 t
h
e
 
o
rt
h
o
d
o
x
 
f
o
r
m
 

of
 

a
 first
 

m
o
v
e
m
e
nt
 

of
 

a
 S
o
n
at
a
.
 T

h
e
 s
e
c
o
n
d
 m
o
v
e
m
e
nt

,
 

w
hi
c
h
 

i

s
 n
ot
 

exactly 
q
ui
c
k
,
 is
 in
 t
h
e
 
op
i

ni
o
n
 of
 
t

h
e
 w
ri
t

er 
of
 
t

h
e
s
e
 

li
n
e
s
 
m
o
r
e
 
of
 

t

h
e
 
c
h
a
r
a
ct
er 
of
 

a

'ぶ

S
c
h
e
r
z
o,"
t

h
a
n
 t
h
e
 t
h
i
r
d
 

m
o
v
e
m
e
nt

,
 

w
hi
c
h
 i
s
 called

ふ

'S
c
h
e
r
z
o
,"
b
ei
n
g
 w
ri
t
t

e
n
 i
n
 th
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 f
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 m
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e
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n
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r
o
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n
e
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 m
e
r
r
y
 m
o
o
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T
h
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 p
ri
n
ci
p
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e
ct
 
i

s
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n
e
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t

h
o
s
e
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c
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i

s
 m
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s
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 p
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w
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made full use of, having been master of all the more learned 
branches of Music, such as Counterpoint, Canon, Fugue etc. 
The movement is of charming amiability and most enjoyable. 
The last movement is strictly speaking in the form of a Rondo, 
although it would not be quite appropriate to call it so, being 
too serious for it. The principal characteristics of the first 
subject would be decision and a certain abruptness. The second 
subject in A flat major is very beautiful and gives the necessary 
contrast. A characteristic of the Quartett as a whole is its con-
ciseness and comparative shortness. 

H. H. 

ARIE AUS ODYSSEUS. 
Penelope ein Gewand wirkend. 

Ich wob dies Gewand 
Mit Thr註nenam Tage, 
U nd loste es weinend 
Zu nachtlicher Zeit; 
So schwanden die W ochen, 
So wuchs meine Klage, 
So schwanden die Jahre 
So wuchs mein Leid ! 
W o weilst du, mein Gatte ? 
Hat dich die Kere des T odes 
Bereits zum Hades gerau bt ? 
Oder Schweifst du noch au£ dem Meere, 
Zu Sternen hebend dein leuchtendes Haupt? 
0 kehre, Odysseus, 
Eh'meine H註nde
V ollenden dies Kleid ! 
Mit frevelndem Muthe 
Umwerben die Freier 
Dein treu Gemahl. 

Bruch. 

Sie drangen den Sohn 
Dir vom eigenen Gute 
Und schlingen es schwelgend 
Beim ii ppigen Mahl ! 
0 kehre, Odysseus ! 
Ich wob dies Gewand 
Mit Thranen am Tage, 
Und loste es weinend 
Zu n且chtlicherZeit ; 
So schwanden die W ochen, 
So wuchs meine Klage, 
So schwanden die J ahre, 
So wuchs mein Leid ! 
0 Kehre, Odysseus ! 

文
N

瞑
肖

K
．
茫
監

垢
I

探

"DIE ROSENBLUHTEN." 
von Fielitz. 

Die Rosenbliihten, du stilles Kind, 
Zurn ersten Male. 
Wir waren im Garten allein, 
Es spielte der Wind 
Mit deinen goldbraunen Haaren. 

Und eine Locke flog leicht zuriick, 
Ich haschte sie als wir gingen-
Da glaubt'ich hielte das Gluck 
Fest an den golden en Schwingen ; 

Da glaubt'ich, ich wiirde nun immerdar 
Behalten was ich genommen, 
Es ware mein Leben nun sonnenklar. 
Wie ist es anders gekommen ! 

Es ist nun wieder ein Junitag, 
Ein Tag voll Duft und voll Schimmer, 



Und die Nachtigall singt mit slissem Schlag. 
Du aber gingst fort fur immer. 
Es nahm meine Hand den Wanderstab, 
Und flihrt ihn ohn'Gluck, ohn'Frieden, 
Und deine Locken schnitten sie ab 
In einem Kloster im Stiden. 

(Prinz zu Schoenaich-Carolath.) 

"WIE WUNDERSAM." 
Schillings. 

Wie wundersam ist dies Verlorengehn 
In Liebestiefen ohne Ziel und Schranken; 
Die ganze Welt mit lichten Augen seh'n, 
Im Sonnenschimmer klarer Freude gehn: 
Eins sein, in einem tiefen Glticksgedanken ! 

Und wie im Leben auch die Sttirme weh'n, 
Da ist kein Zagen und da ist kein Schwanken, 
Fest Steht die Liebe, wie die Sterne steh'n ! 
Wie wundersam ist dies Verlorengehn 
In Liebestiefen ohne Ziel und Schranken ! 

(Stieler.) 

PIANO QUINTETTE. 
Schumann. 

1. Allegro brillante. 
2. In modo d'una Marcia. 
3. Scherzo. 
4. Allegro ma non troppo. 

This celebrated Quintett is one of the most effective pieces 
of music, Schumann has written. Its principal characteristics are 
ingeniousness and brillancy. It opens at once bright and brilliant, 
which is kept up more or less throughout the first movement, 
the second subject only being of a little quieter mood. The 

second movement is in the tempo of a slow march, sombre 
and almost like a Funeral-March. The "Tema" is begun by the 
first violin, but continued by the other instruments, the viola 
playing a prominent part in it. The movement is interrupted by 
a lively middle-movement in which the first Tema appears again, 
but this time quicker and even passionate, the latter quality 
helped on by a "tremolo" in the second violin. After this the 
beautiful, Hymn-like melody, which already has been heard 
before appears again and the movement ends with the slow 
march as it had begun. 

The scherzo is very quick and lively. Its subject one can 
hardly call a melody. It consists of scales played in a certain 
metre with stops at certain places, which makes it appear 
melodious. It has two "Trios" which is a little unusual. The 
first is of a little quieter mood, where as the second is very 
lively and decisive. With the "Coda" the movement becomes 
quicker still and ends quite wild. 

The last movement is as fine a movement as the previous 
ones, which can not be said of all last movements of the more 
modern kind of chamber-music. It is perhaps as effectively 
written as a piece of chamber-music possibly can be. Towards 
the end a short, yet well written Fugue is introduced, the first 
subject of the first movement forming the Tema of the Fugue 
with the first subject of the last movement serving as the com-
panion. This Quintett has always been a great favourite with 
all kind of audiences and quite naturally so. 

H. H. 

（苺揉将吋己巨蔑悼憾〕
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で
、
平
常
で
さ
へ
昨
今
は
既
手
狭
を
感
じ
て
ゐ
る
楽
堂
は
、
餘
す
席
も
な
い
多
敷
の
聴

衆
で
、
楽
堂
入
口
の
ド
ア
の
虞
に
溢
れ
て
ゐ
る
位
だ
。

僕
の
行
っ
た
時
は
曲
目
の
第
五
、
例
の
新
た
に
来
朝
し
た
セ
ロ
手
ウ
エ
ル
ク
マ
イ
ス

テ
ル
氏
が
リ
ン
ド
ネ
ル
作
曲
の
司
伴
楽
を
獨
奏
し
て
ゐ
る
虞
だ
っ
た
。
僕
は
始
め
て
セ

は
う
／
＼

ロ
獨
奏
を
聴
い
た
の
だ
が
、
成
程
面
白
い
。
従
来
諸
方
の
音
楽
會
な
ど
の
合
奏
で
澤
山

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
シ
に
取
巻
か
れ
豚
の
如
き
低
―
H

日
を
立
て
A

徒
ら
に
拍
子
取
り
に
グ
ウ

グ
ウ
言
は
せ
て
ゐ
る
と
は
違
つ
て
、
何
虞
か
水
際
立
つ
て
非
常
に
面
白
い
と
思
っ
た
。

〔

マ

マ

〕

次
に
は
是
亦
新
た
に
招
聘
し
た
モ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
猥
唱
家
シ
ア
ル
ロ
ッ
テ
、
フ
レ

ッ
ク
嬢
が
灌
洒
た
る
風
采
で
フ
ォ
ン
、
フ
ィ
ー
リ
ッ
ク
作
曲
の
『
薔
薇
は
開
き
ぬ
』
及

は

で

び
シ
リ
ン
グ
ス
作
曲
の
『
あ
な
、
あ
や
し
』
を
獨
唱
し
た
。
如
何
に
も
華
麗
な
美
し
い

竪
で
、
肉
竪
の
美
は
亦
言
ふ
可
か
ら
ざ
る
快
味
が
あ
る
。
満
場
の
喝
采
、
暫
時
は
鳴
り

も
止
ぬ
。
序
で
に
言
ふ
が
耳
に
聴
く
べ
き
＿音
楽
を
演
奏
す
る
に
、
衆
人
稿
座
の
中
で
證

服
で
演
奏
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、

音
楽
家
は
亦
美
貌
な
程
好
い
。

此
次
に
は
ピ
ア
ノ
五
部
合
奏
と
あ
る
。
僕
の
様
な
素
人
は
又
、
絃
楽
四
部
と
あ
れ
ば

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
四
挺
で
演
ず
る
も
の
と
心
得
て
ゐ
る
程
無
智
な
の
だ
か
ら
、
ピ
ア
ノ
五

部
と
は
定
め
て
ピ
ア
ノ
を
五
豪
も
並
べ
て
五
人
で
弾
く
の
か
と
思
っ
た
ら
、
賓
は
然
ぢ

や
な
い
。
ユ
ン
ケ
ル
、
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
、
幸
田
延
の
三
氏
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
、
マ
イ

ス
テ
ル
氏
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
セ
ロ
を
、
ケ
ー
ベ
ル
博
士
が
ピ
ア
ノ
を
弾
く
の
だ
っ
た
。

百
聞
は
一
見
に
若
か
ず
だ
。

閑
話
休
題
と
し
て
以
上
の
五
氏
は
シ
ュ
ー
マ
ン
の
五
部
合
奏
曲
を
演
奏
し
た
。
流
石

に
斯
界
の
大
家
が
揃
つ
て
の
事
だ
か
ら
誠
に
結
構
で
、
聴
衆
酔
へ
る
が
如
し
。
僕
は
此

曲
を
聰
い
て
、
曲
中
或
る
一
部
／
＼
に
は
然
程
奇
蛸
な
虞
も
な
く
頗
る
散
漫
の
様
で
ゐ

て
、
さ
て
奏
し
来
つ
て
一
曲
を
終
へ
る
頃
ま
で
に
は
何
時
し
か
渾
然
と
し
て
或
る
何
物

か
ゞ
睦
く
者
の
胸
を
厭
し
て
、
理
窟
も
何
も
な
く
直
に
聰
衆
の
心
耳
に
玄
妙
不
可
思
議

な
感
想
を
惹
起
さ
せ
る
。
斯
い
ふ
虞
が
シ
ュ
ー
マ
ン
が
新
ロ
ー
マ
ン
テ
イ
ツ
ク
派
の
騎

勝
と
稲
賛
せ
ら
る
A

所
以
か
も
知
れ
ぬ
な
ど
A

獨
り
で
感
心
し
て
ゐ
た
。

鰭
途
に
、
上
野
の
森
を
抜
け
る
頃
は
、
夕
陽
が
向
ケ
岡
に
傾
い
て
了
つ
て
、
東
照
宮

の
五
重
の
塔
の
邊
で
鴎
が
連
り
に
騒
い
で
ゐ
る
。
落
葉
を
踏
ん
で
歩
い
て
行
く
と
、
耳

せ
い

の
底
で
氣
の
故
か
夢
の
様
に
物
の
音
色
が
響
く
。

（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
四
十
年
十
二
月
十
五
日
）

東
京
―
音
楽
學
校
秋
季
演
奏
會
は
十
四
、
十
五
雨
日
同
校
奏
楽
堂
に
於
て
開
催
さ
れ
た

り
十
四
日
は
同
校
の
校
友
及
び
職
員
生
徒
の
み
な
り
し
が
十
五
日
は
例
の
如
く
来
賓

〔

マ

マ

〕

井
に
一
般
好
榮
家
の
来
聴
を
求
め
た
れ
ば
新
来
の
二
赦
師
ジ
ル
ロ
ッ
テ
フ
レ
ッ
ク
攘

き
か

が
獨
唱
の
美
音
ウ
エ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
氏
が
演
奏
の
妙
技
を
聞
ん
と
て
内
外
紳
士
貴

女
の
来
會
す
る
も
の
頗
る
多
く
満
場
殆
ど
一
の
空
席
を
も
餘
さ
ゞ
る
盛
況
な
り
き
殊
に

と
こ
の
み
や
か
ね
の
み
や

常
日
は
常
宮
周
宮
雨
内
親
王
殿
下
並
に
伏
見
若
宮
妃
同
女
王
殿
下
の
御
憂
臨
あ
ら
せ

ら
る
べ
き
旨
前
日
仰
せ
出
さ
れ
た
る
を
以
て
場
の
中
央
前
面
に
は
淫
き
白
布
を
敷
き

し

つ

ら

ふ

は

く

お

A

え

一
段
商
く
雨
殿
下
の
御
座
所
を
調
へ
赤
地
錦
の
布
吊
を
掩
る
御
卓
の
上
に
。
フ
ロ
グ
ラ
ム

を
供
へ
御
前
に
は
珍
奇
な
る
盆
栽
の
敷
ミ
を
配
列
せ
る
な
ど
御
待
受
け
の
準
備
落
ち
な

や
が

く
整
へ
り
纏
て
定
刻
に
至
る
や
常
宮
、
周
宮
雨
殿
下
に
は
薄
桃
色
に
五
彩
の
縫
あ
る
御

振
袖
の
御
襲
ね
に
御
袴
を
召
さ
れ
大
前
髪
の
御
下
げ
に
白
き
リ
ボ
ン
を
蝶
形
に
結
ば
せ

4

ゞ

み

ご

よ

う

か

A

り

ら
れ
た
る
い
と
も
清
楚
な
る
御
装
ひ
に
て
加
賀
美
御
用
掛
井
に
侍
女
等
を
従
へ
さ
せ
ら

ど
ん
す
ぬ
い
と
り

れ
又
伏
見
若
宮
妃
殿
下
に
は
御
洋
装
同
女
王
に
は
緞
子
刺
繍
あ
る
御
召
に
海
老
茶
の
御

袴
を
召
さ
せ
ら
れ
御
用
掛
を
従
へ
ら
れ
一
同
起
立
敬
證
中
に
そ
れ
人
＼
御
着
座
あ
ら
せ

ら
れ
た
り
此
時
同
校
男
女
生
徒
は
壇
上
に
現
は
れ
曲
目
第
一
の
合
唱
あ
り
次
の
絃
楽
四

部
は
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン
作
曲
中
の
佳
品
と
稲
せ
ら
る
A

も
の
に
し
て
滴
場
の
喝
采
を
博

し
た
る
ビ
オ
ラ
の
昔
殊
に
床
し
く
聞
え
た
り
竪
楽
敦
師
シ
ア
ル
ロ
ッ
テ
フ
レ
ッ
ク
娯
は

藤
色
鵞
絨
に
白
の
縁
模
様
あ
る
服
を
媛
婢
た
る
身
に
纏
ひ
莞
爾
た
る
會
繹
を
為
し
つ
A

日
本
に
於
け
る
演
奏
の
初
舞
豪
に
は
立
た
れ
た
り
此
日
嬢
が
獨
唱
し
た
る
は
ブ
ル
ッ
フ

作
曲
フ
ォ
ン
フ
ィ
ー
リ
ッ
ツ
作
曲
シ
リ
ン
グ
ス
作
曲
の
三
な
り
し
が
嬢
の
唄
ひ
振
は
頗

る
表
情
に
富
み
ブ
ル
ツ
フ
作
曲
の
歌
旋
最
も
優
れ
て
喝
采
を
博
し
ぬ
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
氏

さ
て

の
ピ
ア
ノ
が
例
に
依
て
歓
迎
拍
手
盛
な
り
き
拐
ウ
エ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
氏
に
は
僅
か
に

敷
日
前
長
路
の
旅
装
を
解
か
れ
し
の
み
な
る
が
氏
は
眉
目
秀
麗
風
采
清
楚
た
る
ゼ
ン
ト

ル
マ
ン
に
し
て
従
来
楽
壇
に
セ
ロ
の
獨
奏
を
聞
く
は
稀
な
る
こ
と
に
て
嘗
日
特
に
同
氏

け
だ

の
セ
ロ
獨
奏
あ
り
し
は
差
し
新
任
の
披
露
を
も
兼
ね
し
も
の
な
ら
ん
か
流
暢
寛
宏
な
る

昔
律
聞
く
耳
に
宜
し
く
満
場
の
大
喝
采
を
博
し
た
り
ピ
ア
ノ
五
部
合
奏
（
シ
ュ
ー
マ
ン

作
曲
）
に
於
け
る
コ
イ
ベ
ル
博
士
の
ピ
ア
ノ
又
特
に
一
段
の
妙
技
を
狡
揮
し
て
遺
憾
な
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●
東
京
―
音
楽
學
校
演
奏
會
同
校
新
任
敦
師
フ
レ
ッ
ク
嬢
及
び
マ
イ
ス
テ
ル
氏
の
披
露

演
奏
會
は
一
昨
午
後
二
時
よ
り
同
校
講
堂
に
て
開
催
、
演
奏
曲
目
中
第
二
弦
楽
四
部
合

●
峠
閲
覧
箪
響

（
『
毎
日
電
報
』
明
治
四
十
年
十
二
月
十
六
日
）

し
右
終
つ
て
雨
殿
下
井
に
伏
見
若
宮
妃
殿
下
に
は
退
場
直
に
御
饉
遠
あ
ら
せ
ら
れ
一
般

人
も
績
い
て
散
會
し
た
る
は
三
時
四
十
分
頃
な
り
き

（『時
事
新
報
』
明
治
四
十
年
十
二
月
十
七
日
）

（
高
輪
雨
宮
御
成
）

東
京
音
楽
學
校
に
て
は
一
昨
午
後
二
時
よ
り
同
校
奏
楽
堂
に
於
て
秋
季
大
＿
音
楽
會
を

つ
ね
の
み
や
か
ね
の
み
や

皐
行
せ
り
、
嘗
日
の
来
賓
は
常
宮
周
宮
雨
内
親
王
及
び
伏
見
若
宮
妃
殿
下
を
初
め
奉

り
内
外
の
紳
士
淑
女
無
慮
一
千
餘
名
と
註
せ
ら
れ
頗
る
盛
観
を
極
め
た
り
今
其
概
評
を

試
み
ん
に
「
合
唱
」
秋
の
夕
暮
は
生
徒
一
同
の
コ
ー
ラ
ス
に
て
頗
る
上
出
来
分
け
て
サ

。
フ
ラ
ノ
の
ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ
に
成
る
一
節
好
く
悲
牡
の
情
を
表
し
得
た
り
「
絃
楽
四
部
」

〔

マ

マ

〕

四
番
は
ユ
ン
ケ
ル
、
ハ
イ
ド
リ
ッ
シ
ュ
、
マ
イ
ス
テ
ル
、
幸
田
諸
敦
授
の
演
奏
に
係
り

四
番
中
ア
ン
ダ
ン
テ
は
第
一
の
出
来
に
て
優
雅
の
演
奏
振
り
は
巧
み
に
ベ
ー
ト
ヴ
ェ
ン

の
楽
風
を
装
揮
し
て
餘
り
あ
り
と
云
ふ
べ
く
「
獨
唱
」
オ
デ
ュ
ッ
ソ
イ
ズ
歌
施
は
新
来

朝
フ
レ
ッ
ク
嬢
の
初
演
奏
嘗
日
第
一
の
呼
び
物
、

嬢
が
紫
地
に
白
縫
の
模
様
あ
る
ド

レ

き
ふ
さ
ん

ス
の
裳
裾
長
く
悠
々
と
登
壇
す
る
や
先
づ
急
霰
の
如
き
拍
手
起
り
ぬ
、

嬢
が
唄
振
り
は

つ
ま

・・

ピ
ュ
モ
ソ
な
る
カ
ウ
エ
ン
夫
人
に
似
て
彼
れ
に
優
る
事
敷
倍
、
楚
々
遠
征
の
夫
を
佗
ぶ

る
の
表
情
満
堂
を
酔
殺
せ
し
め
ん
ば
か
り
、
「
セ
ロ
獨
奏
」
司
伴
楽
は
是
れ
も
新
来
の

い
と

マ
イ
ス
テ
ル
氏
の
絃
其
運
手
法
の
巧
妙
な
る
岡
野
氏
の
ソ
ロ
の
み
聞
け
る
我
々
の
眼
を

驚
か
し
め
し
が
殊
に
宮
方
に
も
日
頃
此
道
の
御
素
養
深
き
事
と
て
始
終
御
熱
心
に
御
傾

か
し
こ

聴
あ
り
し
は
畏
し
「
ピ
ア
ノ
五
部
合
奏
」
四
番
、
演
者
コ
イ
ベ
ル
、
ユ
ン
ケ
ル
、
ハ
イ

＇

と
り
わ
け

ド
リ
ッ
シ
ュ
、
マ
イ
ス
テ
ル
、
幸
田
敦
授
の
名
人
揃
悪
し
き
筈
な
く
就
中
コ
イ
ベ
ル
博

さ
か
ん

・

士
は
老
て
盆
ミ
熾
に
て
マ
エ
ス
ト
ソ
の
メ
ロ
デ
ー
は
そ
ゞ
ろ
崇
高
の
念
に
打
れ
た
り
、

斯
く
て
午
後
四
時
頃
散
會
し
ぬ

奏
は
ユ
ン
ケ
ル
氏
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
氏
マ
イ
ス
テ
ル
氏
幸
田
嬢
の
大
家
揃
ひ
と
て
満
場
唯

水
を
打
ち
た
る
が
如
く
第
三
フ
レ
ッ
ク
嬢
の
獨
唱
は
絶
美
な
る
肉
槃
人
を
し
て
悦
惚
た

ふ
な
う
た

ら
し
め
第
四
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
氏
の
ピ
ア
ノ
獨
弾
は
南
欧
ヴ
ェ
ニ
ス
の
歎
乃
に
て
能
＜
其

悲
調
を
高
し
第
五
マ
イ
ス
テ
ル
氏
の
セ
ロ
獨
奏
は
確
か
に
絶
妙
、
且
氏
は
容
貌
秀
麗
の

紳
士
に
し
て
さ
な
が
ら
古
代
名
手
の
青
年
時
代
を
見
る
が
如
く
な
り
し
最
後
に
賑
か
な

る
ピ
ア
ノ
五
部
合
奏
あ
り
午
後
四
時
散
會
し
た
り
此
日
常
宮
周
宮
雨
内
親
王
及
び
伏
見

若
宮
殿
下
等
の
御
臨
場
も
あ
り
雨
内
親
王
殿
下
に
は
肉
色
御
紋
付
に
紅
葉
の
刺
繍
あ

る
お
揃
の
御
召
物
に
御
袴
を
召
さ
れ
長
時
の
間
い
と
熱
心
に
御
聴
聞
あ
り
其
他
二
條
徳

な
か
な
か

川
各
公
爵
林
伯
爵
英
獨
葡
蘭
各
國
大
使
公
使
夫
人
等
も
見
受
け
ら
れ
却
々
の
盛
會
な
り

し

（
『
萬
朝
報
』
明
治
四
十
年
十
二
月
十
七
日
）

闘

麟

資

奏

會

上
野
―
音
楽
學
校
に
て
は
昨
歳
中
秋
季
音
楽
會
を
開
催
の
豫
定
な
り
し
が
新
来
の
セ
ロ

イ
ス
ト
、
ウ
エ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
氏
の
来
着
を
待
ち
押
し
つ
ま
り
て
去
歳
十
二
月
十
四

十
五
の
雨
日
を
以
て
同
校
楽
堂
に
開
催
せ
り
、
雨
日
と
も
盛
會
に
て
、
演
奏
も
皆
佳
な

〔

マ

マ

〕

り
し
が
フ
レ
ッ
ク
譲
の
獨
唱
、
ウ
エ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
氏
の
セ
ロ
共
に
喝
采
を
拍
せ

り
、
細
詳
は
「
藝
苑
評
語
」
に
あ
り
曲
目
は
次
の
如
し
〔
曲
目
省
略
〕

（
『
一
音
榮
界
』
第
一
巻
第
二
号
、
明
治
四
十
一
年
二
月
、
四
一
頁
）

闘

繹

演

奏

會

評

T

六

▲
新
た
に
少
牡
の
獨
逸
二
楽
人
を
加
へ
し
一
音
楽
學
校
演
奏
會
は
此
の
十
四
、
十
五
の
雨

日
を
以
て
上
野
楽
堂
に
開
か
れ
た
。
上
野
の
杜
は
枯
木
立
ま
ば
ら
に
、
初
冬
の
風
身
に

泌
み
渡
る
頃
と
な
れ
ば
、
心
ゆ
く
ば
か
り
の
楽
の
音
し
た
は
し
く
な
る
は
我
の
み
で
あ

る
ま
い
。
見
渡
せ
ば
満
堂
は
花
の
浪
、
此
慮
ば
か
り
は
常
久
の
春
で
あ
る
。

▲
會
の
緒
は
「
聖
の
御
世
」
な
る
合
唱
に
て
始
ま
る
グ
ル
ッ
ク
の
曲
に
鳥
居
氏
の
歌
を

附
せ
る
も
の
で
あ
る
。
仁
徳
帝
の
御
聖
徳
を
頌
せ
る
も
の
歌
詞
は
な
だ
ら
か
に
無
難
に

出
来
た
と
思
ふ
。
曲
調
は
宗
教
の
嵩
高
な
る
曲
趣
な
れ
ば
今
少
し
内
容
の
豊
か
な
歌
が
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ほ
し
い
と
思
っ
た
。

▲
次
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
民
謡
に
武
島
氏
の
歌
を
附
せ
る
「
秋
の
夕
暮
」
、
「
尾
花
が

袖
に
も
露
は
置
き
ぬ
」
と
云
ふ
よ
う
な
調
子
で
、
原
曲
の
漂
韻
素
朴
の
野
趣
を
失
せ
る

は
遺
憾
で
あ
る
と
思
ふ
。
演
奏
は
日
曜
の
方
が
よ
か
っ
た
。

▲
次
は
ス
カ
ン
デ
イ
ナ
ビ
ア
の
民
訛
へ
旗
野
氏
が
歌
を
附
た
も
の
で
「
捕
頭
別
離
」
。

歌
が
非
常
に
よ
く
出
来
て
居
る
、
嘗
日
の
秀
逸
で
あ
る
と
思
ふ
。
演
奏
も
一
番
し
つ
く

り
し
て
居
た
。
合
唱
は
全
体
か
ら
評
す
る
と
甚
だ
振
つ
て
ゐ
な
い
。
其
割
に
男
墜
の
よ

く
聞
え
た
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。
一
番
奮
働
し
て
ほ
し
い
。

▲
第
二
が
絃
楽
四
部
、
第
一
ヴ
ワ
ヰ
オ
リ
ン
を
ユ
ン
ケ
ル
氏
、

第
二
を
ハ
イ
ド
リ
ヒ

氏
、
ヴ
ィ
オ
ラ
を
幸
田
嬢
セ
ロ
を
新
顔
の
ウ
エ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
氏
、
近
頃
珍
ら
し
い

顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
曲
は
ベ
エ

ト
オ
ヴ
ェ
ン
が
初
期
の
作
品
な
る
室
内
楽
。
末
だ
ハ
イ
ド

ン
が
感
化
を
受
け
し
頃
の
作
品
で
あ
る
か
ら
、
べ
氏
の
面
目
の
躍
如
た
る
虞
は
勘
な
い

が
、
ア
ン
ダ
ン
テ
、
ミ
ニ
エ
ッ
ト
に
は
流
石
老
手
の
妙
趣
を
探
る
こ
と
が
出
来
る
。
然

れ
ど
も
至
る
慮
ハ
イ
ド
ン
が
感
化
を
受
け
し
跡
著
し
く
特
に
最
後
の
ア
レ
グ
ロ
に
は
確

に
其
跡
が
顆
は
れ
て
居
る
。
ア
ン
ダ
ン
テ
に
於
け
る
ウ
氏
の
セ
ロ
は
非
常
に
よ
か
つ

．．．． 

た
。
ュ
ン
ケ
ル
氏
の
ヴ
ワ
ヰ
オ
リ
ン
相
不
愛
達
者
で
は
あ
る
が
、
い
か
に
も
ぞ
ん
ざ
い

．．． 
で
や
り
っ
ぱ
な
し
で
い
や
な
氣
持
が
す
る
。

▲
第
三
は
是
ぞ
今
回
の
聴
者
、
新
た
に
来
朝
せ
し
シ
ャ
ロ
ッ
テ
、
フ
レ
ッ
ク
嬢
の
獨

唱
、
ブ
ル
ッ
フ
が
思
込
め
て
も
の
せ
し
と
云
ふ
史
詩
「
オ
デ
ッ
ソ
イ
ス
」
の
歌
旋
、
詩

聖
ホ
メ

エ
ロ
ス
が
筆
に
其
貞
操
を
歌
は
れ
し
、
オ
デ

ッ
ソ
イ
ス
が
愛
妃
、

一
夜
遠
征
の

夫
を
想
ふ
て
衣
織
り
な
が
ら
歌
ひ
出
す
歌
の
一
節
で
あ
る
。

▲
夫
は
遠
征
し
て
深
閾
孤
燈
暗
く
、
外
に
は
道
な
ら
ぬ
態
に
婚
を
強
ひ
る
も
の
あ
り
。

此
の
間
に
立
ち
て
愛
妃
ペ
ネ
ロ
ー
ペ
の
苦
悶
は
如
何
ば
か
り
で
あ
っ
た
ら
ふ
か
。
夫
を

想
ふ
て
は
懇
々
の
情
に
堪
へ
ず
、
今
の
我
身
の
上
を
省
み
て
は
、
身
も
世
も
あ
ら
ず
、
人

の
恨
め
し
く
、
紅
涙
潜
然
と
し
て
衣
織
る
指
を
摺
は
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
此
消
息
を

歌
ふ
て
賓
に
遺
憾
な
き
は
ブ
ル
ッ
フ
が
此
曲
で
あ
る
此
曲
に
於
け
る
フ
レ
ッ
ク
嬢
の
獨

唱
は
賓
に
入
紳
の
技
で
あ
っ
た
。
僕
は
此
演
奏
を
以
て
今
回
の
白
眉
と
な
す
に
躊
躇
す

る
も
の
で
な
い
。
僕
が
聴
け
る
あ
ら
ゆ
る
獨
唱
家
の
内
で
今
回
の
演
奏
ほ
ど
感
動
し
た

こ
と
は
勘
か
っ
た
こ
と
を
斯
言
す
る
。
訴
ふ
る
が
如
く
怨
む
が
如
く
、
言
々
旬
々
肺
腑

よ
り
出
で
A
其
昔
の
流
れ
が
直
ち
に
聴
者
の
胸
に
ひ
し
／
＼
と
刺
し
入
る
手
腕
に
至
っ

て
は
、
獨
唱
の
上
乗
な
る
も
の
と
云
つ
て
宜
し
か
ら
う
。
カ
イ
ゼ
ル
も
、
カ
ウ
エ
ン
夫
人

も
中
々
に
巧
ま
か
っ
た
又
テ
ヒ
ニ
ッ
ク
の
如
き
に
至
っ
て
は
或
は
カ
イ
ゼ
ル
嬢
の
如
き

、
、
、

は
優
つ
て
居
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
其
ゆ
と
り
の
あ
る
、
情
味
の
あ
る
、
切
賓
な
る
、
一
句

一
節
荀
も
せ
ず
。
身
宛
ら
其
境
に
あ
っ
て
溢
る
A

ば
か
り
の
同
情
を
以
て
其
詩
を
歌
ひ

出
す
と
云
ふ
黙
に
至
っ
て
は
、
断
じ
て
フ
レ
ッ
ク
嬢
の
壇
場
で
あ
る
。
あ
れ
ほ
ど
ま
で

に
表
情
の
切
賓
な
る
獨
唱
ぶ
り
は
全
く
技
術
以
外
の
入
紳
の
技
で
あ
ら
う
。
嬢
の
紅
な

る
頬
に
は
必
ず
一
滴
の
涙
痕
が
あ
っ
た
こ
と
を
信
ぜ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。
僕
も
泣
い

た
、
一
一
度
手
柏
を
需
ほ
し
た
、
西
洋
―音楽
を
聰
い
て
泣
く
こ
と
は
無
い
と
よ
く
人
が
云
ふ

が
其
れ
は
生
硬
蕪
雑
、
昔
の
高
低
と
長
短
だ
け
を
譜
表
と
首
つ
ぴ
き
で
歌
ふ
人
々
の
演

奏
の
み
を
聰
い
て
居
る
も
の
の
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
日
本
人
の
西
洋
―
音
楽
は
ま
だ
も
の

に
は
成
つ
て
居
ら
ぬ
。
特
に
整
楽
は
さ
う
で
あ
る
。
園
熟
し
た
、
醇
化
し
た
西
洋
楽
を

聰
け
ば
日
本
人
な
れ
ば
と
て
決
し
て
感
ぜ
ぬ
繹
は
な
い
。
胸
か
ら
胸
へ
直
ち
に
博
は
る

昔
の
波
は
東
西
洋
の
距
り
は
あ
れ
ど
、
是
ば
か
り
は
隔
て
る
こ
と
が
出
来
ぬ
、
感
ぜ
ぬ
と

云
ふ
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
嬢
は
次
高
音
の
潤
澤
の
あ
る
、
柔
か
な
、
豊
麗
温
雅
な
墜
で

ソ

プ

ラ

／

あ
る
。
錐
で
鼓
膜
を
刺
す
様
な
最
高
昔
で
は
無
い
。
二
日
と
も
満
足
の
出
来
で
あ

っ
た
。

▲
四
は
ハ
イ
ド
リ
ヒ
氏
の
ピ
ア
ノ
獨
弾
で
、
曲
は
ル
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
の
「
バ
ル
カ
ロ
オ

ル
」
で
あ
る
。
バ
ル
カ
ロ
オ
ル
は
南
欧
ヴ
ェ
ネ
チ
ャ
の
歎
乃
で
、
其
旋
律
を
ピ
ア
ノ
曲

に
移
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
曲
は
雨
三
度
同
氏
の
演
奏
を
聴
い
た
。
毎
度
な
が
ら
心
ゆ

く
演
奏
振
り
で
あ
る
が
今
回
は
別
し
て
め
で
た
き
演
奏
で
あ
っ
た
。
瞑
目
す
れ
ば
夕
陽

の
か
げ
緩
く
流
る
A

ヴ
ェ
ネ
チ
ャ
の
河
を
、
波
に
ま
か
せ
て
上
り
下
る
小
舟
の
金
波
銀

波
を
わ
け
ゆ
く
さ
ま
、
岸
に
は
膚
清
ら
な
る
ヴ
ェ
ネ
チ
ャ
乙
女
の
衣
濯
げ
る
な
ど
、
幻

の
如
く
去
来
す
る
を
覺
ゆ
る
。
特
に
後
半
波
に
ゆ
ら
る
A

小
舟
の
さ
ま
を
窟
し
出
せ
る

和
絃
の
郷で
は
、
無
限
の
興
趣
を
禁
じ
得
な
い
直
ち
に
是
れ
一
幅
の
油
鎗
を
見
る
の
感
が

あ
る
。
此
種
の
演
奏
は
氏
の
最
も
得
意
と
す
る
腐
で
あ
ら
う
。
作
者
は
露
國

ロ
マ
ノ
の

人
最
近
に
於
け
る
ピ
ヤ
ノ
楽
の
大
家
な
る
こ
と
は
、
皆
人
の
知
る
関
で
あ
る
。
千
八
百

九
十
四
年
聖
彼
得
堡
に
歿
し
た
。

▲
五
は
ウ
ヱ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
氏
の
セ
ロ
獨
奏
、
曲
は
リ
ン
ド
ネ
ル
の
「
コ
ン
セ
ル

卜
L

で
あ
る
。
ウ
氏
は
新
来
の
セ
リ
ス
ト
で
少
牡
二
十
五
歳
の
青
年
楽
家
で
あ
る
。
獨
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逸
の
人
、
父
よ
り
＿
音
楽
の
血
統
を
受
け
若
く
し
て
ベ
ル
リ
ン
に
學
び
、
セ
ロ
の
獨
奏
家

と
し
て
名
を
な
し
て
居
る
。
中
々
達
者
の
腕
前
で
あ
る
。
今
回
の
曲
の
如
き
は
専
門
家

に
あ
ら
ず
ん
ば
到
底
試
む
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
ら
ふ
。
昔
の
柔
な
る
運
弓
の
自
在
な

、
、
、

る
始
め
て
ほ
ん
と
の
セ
ロ
の
一
H

日
に
接
し
た
感
が
あ
る
。
後
半
オ
ク
タ
ア
ヴ
の
運
指
の

慮
、
二
三
如
何
は
し
い
昔
も
あ
っ
た
が
、
あ
れ
ほ
ど
込
み
入
っ
た
も
の
を
セ
ロ
に
て
奏

し
得
る
と
云
ふ
こ
と
は
非
常
の
テ
ヒ
ニ
ッ
ク
を
要
す
る
こ
と
で
あ
ら
ふ
。
曲
は
云
ふ
ほ

ど
の
こ
と
は
な
い
。
唯
セ
ロ
に
向
つ
て
の
コ
ン
セ
ル
ト
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
軽

快
な
曲
で
あ
る
。

▲
六
は
フ
レ
ッ
ク
嬢
の
獨
唱
、
甲
「
薔
薇
は
開
き
ぬ
」
、
乙
「
あ
な
、
あ
や
し
」
、
二
者

と
も
現
代
作
家
の
作
曲
に
か
A

る
も
の
で
あ
る
。
其
内
「
あ
な
、
あ
や
し
」
の
作
者
シ

リ
ン
グ
ス
氏
は
歌
劇
「
イ
ン
グ
ヴ
ェ
ル
デ
L

の
作
が
あ
る
。
今
年
―
―
―
十
九
歳
の
牡
年
で

獨
逸
楽
壇
の
名
星
で
あ
る
。
執
れ
も
極
め
て
近
代
的
の
思
潮
に
ふ
れ
た
も
の
で
お
ぼ
ろ

げ
な
が
ら
蜀
逸
最
近
楽
壇
の
一
端
を
窺
ひ
得
た
感
が
あ
る
。
二

つ
と
も
短
篇
で
は
あ
る

が
、
可
憐
灌
洒
か
ぎ
り
な
く
興
趣
が
深
い
。
演
奏
は
日
曜
の
方
よ
き
よ
う
に
覺
え
た
。

▲
最
後
は
前
の
絃
四
部
の
奏
者
に
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
ピ
ア
ノ
を
加
へ
て
五
部
合
奏
の
室

内
楽
で
あ
る
曲
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
楽
家
の
饒
将
ロ
バ
ー
ト
、
シ
ュ
ウ
マ
ン
第
四
十
四
の

合
奏
曲
で
、
汎
く
諸
國
に
愛
好
せ
ら
る
A

虞
で
あ
る
。
特
に
第
二
の
「
イ
ン
、
モ
ド
、

ド
ナ
、
マ
ル
チ
ア
」
、
第
四
の
「
ア
レ
グ
ロ
、
マ
、
ノ
ン
、
ト
ロ
ツ
ボ
」
の
如
き
は
往

往
其
主
旋
律
を
ヴ
ワ
ヰ
オ
リ
ン
等
に
て
奏
す
る
を
聴
く
こ
と
が
あ
る
。
然
れ
ど
も
斯
＜

第
五
の
部
分
共
に
揃
へ
て
聰
く
こ
と
は
中
々
珍
ら
し
い
。
奏
者
何
れ
も
一
通
り
の
榮
力

で
は
無
い
。
我
々
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
何
れ
の
部
分
も
其
々
に
美

く
し
い
が
、
第
二
の
鬱
幽
な
る
、
第
三
の
軽
快
な
る
、
第
一
の
華
麗
絢
爛
な
る
、
第
四

の
牡
大
豪
放
な
る
、
其
に
加
ふ
る
に
作
者
の
常
規
を
逸
せ
る
か
と
思
は
る
A

ば
か
り
熱

烈
奔
放
な
る
感
情
は
遺
憾
な
く
狡
露
せ
ら
れ
た
。
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
ピ
ア
ノ
、
巧
な
る

は
云
ふ
ま
で
も
無
け
れ
ど
、
シ
ウ
マ
ン
の
此
曲
の
如
き
は
却
つ
て
ハ
イ
ド
リ
ヒ
氏
の
方

適
切
で
は
無
か
っ
た
ら
う
か
と
も
思
は
れ
る
。

▲
此
冬
の
楽
會
の
二
日
1
・僕
は
感
謝
す
べ
き
日
で
あ
っ
た
こ
と
を
深
く
記
憶
す
る
。
是

と
同
時
に
希
望
し
て
置
き
た
い
の
は
一
音
楽
會
は
是
非
夜
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
で
あ
る
。

書
の
楽
會
は
何
と
な
く
騒
々
し
い
、
徹
細
な
る
昔
の
波
動
は
紙
一
枚
動
く
す
ら
も
邪
魔

に
な
る
、
特
に
書
の
空
氣
は
＿
音
楽
會
に
は
適
常
し
な
い
。
＿
音
楽
會
は
ど
う
し
て
も
夜
の

も
の
で
あ
る
。

書
の
一
音
楽
會
は
其
興
の
七
分
通
り
を
其
書
の
光
と
四
園
の
騒
擾
と
に
依

、
、
、
、

つ
て
逮
ひ
去
ら
れ
る
、

音
楽
會
は
流
る
A

如
き
電
燈
の
光
と
、
し
つ
と
り
し
た
夜
の
空

氣
と
に
依
つ
て
始
め
て
甦
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
妄
評
多
罪
。
（
完
）

（
『
日
本
』
明
治
四
十
年
十
二
月
十
八
、
十
九
、
二
十
日
）

こ
の
日

△
欧
楽
演
奏
會

東
京
―
音
楽
學
校
の
欧
楽
演
奏
會
は
師
走
の
十
五
日
上
野
楽
堂
に
開
か
れ
た
。

は
新
来
の
敦
師
フ
レ
ッ
ク
譲
と
ウ
エ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
氏
と
が
初
見
参
と
い
ふ
の
で
人

氣
は
一
段
と
引
立
つ
て
み
え
た
。
第
一
は
例
の
合
唱
曲
は
三
つ
乍
ら
平
凡
な
の
で
感
興

を
起
さ
な
い
し
、
技
個
も
向
上
の
跡
を
認
む
る
に
難
い
。
歌
詞
は
旗
野
氏
の
が
や
A

す

ぐ
れ
て
居
た
が
他
は
例
に
依
つ
て
例
の
如
く
、
救
世
主
に
捧
ぐ
る
祈
躊
歌
を
『
聖
の
御

世
』
な
ど
と
い
ふ
の
に
代
へ
て
仕
舞
ふ
の
は
穏
や
か
で
な
い
、
な
ま
な
か
の
代
歌
よ
り
か

そ
の
ま
A

繹
歌
に
し
た
方
が
ど
れ
程
か
よ
か
ら
う
の
に
。
第
二
は
絃
楽
四
部
と
し
て
ベ

エ
ト
オ
ヴ
ェ
ン
が
短
い
調
の
四
部
楽
を
出
し
た
が
、
こ
れ
は
楽
人
が
ロ
マ
ン
テ
イ
ク
ム

ウ
ブ
メ
ン
ト
に
入
ら
な
い
初
期
の
作
品
だ
け
に
力
は
あ
る
が
ど
う
も
物
足
り
な
い
。
た

だ
曲
が
細
や
か
な
る
情
趣
に
み
な
ぎ
る
底
の
も
の
で
な
い
か
ら
ュ
ン
ケ
ル
氏
が
絃
も
切

.

.
 

、
、
、
、
、

れ
よ
と
弾
く
奏
法
が
さ
ま
で
耳
立
た
な
か
っ
た
。
第
三
は
フ
レ
ッ
ク
嬢
が
ブ
ル
ッ
フ
作

の
オ
デ
イ
ソ
イ
ス
中
の
ア
リ
イ
を
獨
唱
し
た
が
、
あ
り
て
い
に
言
ふ
と
自
分
の
期
待
が

稽
大
で
あ
っ
た
A

め
か
そ
れ
程
の
感
じ
を
残
さ
な
か
っ
た
。
元
よ
り
嬢
は
ア
ル
ト
唄
ひ

で
あ
る
か
ら
ソ
。
フ
ラ
ノ
ほ
ど
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
せ
ま
る
所
は
な
く
、
あ
く
ま
で
ア
ル
ト

の
本
領
を
持
し
て
居
た
所
は
感
服
だ
が
、
ど
う
も
小
し
く
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
思
は
れ
た

の
で
そ
れ
が
遺
憾
で
あ
っ
た
。
と
は
言
へ
製
が
技
巧
は
正
し
く
殊
に
賞
込
み
の
震
は
し

方
な
ど
が
な
か
っ
た
の
は
う
れ
し
い
。
要
す
る
に
極
め
て
な
だ
ら
か
で
は
あ
る
が
、
天

オ
で
は
な
く
修
練
の
功
を
積
ん
だ
タ
レ
ン
ト
と
云
ふ
べ
き
だ
ら
う
。
第
四
は
露
國
の
楽

、
、
、
、
、
、

人
ル
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
氏
が
南
欧
ヴ
ェ
ニ
ス
の
船
歌
を
弾
く
人
は
ハ
イ
ド
リ
ヒ
氏
、
こ
の

自
由
な
る
形
式
の
う
ち
に
つ
A

ま
れ
た
る
漁
夫
の
想
波
の
響
の
何
ぞ
し
か
く
心
ゆ
く
ば

か
り
な
る
、
こ
の
曲
を
聞
く
に
及
ん
で
は
じ
め
て
自
分
は
蘇
へ
る
思
が
し
た
。
＿
音
楽
の

演
奏
は
ま
づ
深
く
奏
者
の
鑑
賞
か
ら
し
て
胸
奥
に
溶
け
た
も
の
を
あ
ざ
や
か
な
る
手
法
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リ
ブ
ロ
ダ
ク
ト

に
よ
っ
て
再
現
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
ハ
イ
ド
リ
ヒ
氏
の
態
度
は
正
に

そ
れ
で
あ
っ
て
自
分
は
幻
の
ご
と
く
ゴ
ン
ド
ラ
の
波
に
た
ゞ
ょ
ふ
を
見
、
船
人
が
悲
し

げ
に
熱
き
想
の
唄
を
う
た
ふ
を
聞
く
や
う
で
あ
っ
た
。
第
五
は
リ
ン
ド
ネ
ル
が
コ
ン
セ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ル
ト
を
ウ
エ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
氏
が
弾
い
た
。
氏
が
技
巧
は
驚
く
べ
き
正
確
を
有
し
て

居
る
が
、
矢
張
り
セ
ロ
は
絃
楽
合
奏
に
聞
く
折
の
方
が
お
も
む
ろ
に
高
―
＝
日
を
慰
撫
す
る

や
う
で
興
が
多
い
、
然
し
こ
の
お
ち
つ
い
て
何
慮
と
な
く
瓢
逸
の
趣
あ
る
奏
者
の
将
来

は
嘱
目
す
べ
き
も
の
が
あ
ら
う
。
願
は
く
は
絶
東
の
無
昔
島
に
天
狗
と
な
り
給
は
で
あ

く
ま
で
深
き
造
詣
に
赴
か
れ
む
こ
と
を
。
第
五
の
フ
レ
ッ
ク
嬢
が
獨
唱
は
美
く
し
か
つ

た
が
前
の
ア
リ
イ
の
か
た
優
つ
て
居
る
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
第
六
の
五
部
合
奏
は

盛
ん
な
る
シ
ュ
ウ
マ
ン
が
曲
で
あ
っ
た
が
ケ
エ
ベ
ル
氏
が
十
二
分
に
技
能
を
装
揮
す
る

餘
地
の
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
斯
る
楽
會
の
夜
に
し
な
い
事
は
口
惜

し
い
限
で
感
興
の
一
部
の
確
か
に
書
な
る
た
め
に
殺
が
る
A

こ
と
A

思
ふ
。

（
『
帝
國
文
學
』
第
十
四
巻
第
一
号
、
明
治
四
十
一
年
一
月
、

l

五
四
i
一
五
五
頁
）

明
治
四
十
年
の
概
評

今
年
の
一
音
楽
界

▲
今
年
の
＿
音
楽
界
は
文
界
美
術
界
に
も
オ
サ
／
＼
劣
ら
ぬ
ほ
ど
多
事
で
あ
っ
た
。
習
に

我
園
に
於
け
る
馴
染
の
一
音
楽
家
に
止
ら
ず
、
英
獨
雨
國
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
ボ
カ

リ
ス
ト
の
前
後
し
て
来
朝
し
、
又
歌
劇
バ
ン
ド
マ
ン
一
座
の
興
業
が
あ
っ
て
誠
に
華
や

か
で
あ
っ
た
。
然
し
斯
く
の
如
く
幾
多
の
演
奏
會
中
、
春
の
音
楽
學
校
の
管
絃
合
奏
大

會
と
冬
の
同
校
新
来
敦
師
の
披
露
演
奏
會
と
は
、
蓋
し
四
十
年
に
於
け
る
代
表
―
音
楽
會

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
近
年
に
於
け
る
き
A

も
の
で
あ
っ
た
。

▲
管
絃
合
奏
會
は
嘗
て
一
度
―
音
楽
學
校
に
於
て
試
み
た
経
験
も
あ
っ
た
の
で
、
ユ
ン
ケ

ル
氏
が
い
た
く
熱
心
に
な
っ
て
敷
ヶ
月
練
習
の
末
、
漸
く
四
月
末
同
校
楽
堂
で
催
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
敷
番
の
管
絃
合
奏
、
合
唱
何
れ
も
冴
え
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

嘗
日
の

限
巻
は
遂
に
研
究
生
久
野
久
子
嬢
と
い
ふ
妙
齢
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
楽
は
ベ
ー

ト
フ
エ
ン
が
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
で
、
斯
く
の
如
き
複
雑
な
る
形
式
よ
り
な
る
＿
音
楽
は
、
員

に
斯
道
の
達
人
に
あ
ら
ず
ん
ば
迪
て
成
功
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

是
れ
よ
り
久
野
久

子
嬢
の
名
の
一
時
に
高
く
な
っ
た
の
も
無
理
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

▲
冬
の
演
奏
會
で
は
フ
レ
ッ
ク
嬢
の
ヴ
ォ
ー
カ
ル
・
マ
イ
ス
テ
ル
氏
の
セ
ロ
は
共
に
我

國
洋
楽
中
に
人
無
き
も
の
で
あ
っ
た
ゞ
け
、
一
一
日
間
の
演
奏
は
幾
多
の
演
奏
會
に
優
る

も
の
が
あ
っ
た
。
今
後
是
等
の
専
門
家
に
よ
っ
て
開
狡
せ
ら
る
A

我
洋
楽
界
は
多
望
で

あ
る
。

▲
以
上
二
種
の
演
奏
會
に
次
い
で
注
目
す
べ
き
は
歌
劇
の
勃
興
で
あ
る
。
云
ふ
ま
で
も

無
く
歌
劇
は
あ
ら
ゆ
る
藝
術
の
疲
達
に
待
つ
所
が
多
い
の
で
、
我
國
に
於
て
も
是
れ
が

一
番
遅
れ
た
。
古
く
は
音
楽
學
校
で
一
度
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
昨
年
に
至
っ
て
文
藝

協
會
と
楽
苑
會
と
で
催
さ
れ
た
。
素
よ
り
成
功
と
い
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
が
泰
西
に
於

け
る
歌
劇
の
面
影
は
認
む
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
が
因
を
為
し
昨
年
に
及
で
楽
苑
會
で

は
第
二
回
を
試
み
新
作
の
「
震
鏡
」
と
グ
ノ
ー
の
フ
ア
ス
ト
を
演
じ
た
慮
が
フ
ア
ス
ト

は
歌
詞
な
ど
も
英
繹
か
ら
更
に
重
繹
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
、
却
て
此
方
に
成
功
を

得
た
の
は
斯
家
の
注
目
を
要
す
べ
き
黙
で
あ
ら
う
。
更
に
夏
に
な
っ
て
は
バ
ン
ド
マ
ン

一
座
の
来
朝
が
あ
っ
て
更
に
油
を
差
し
た
。
＿
音
楽
學
校
で
も
来
春
は
グ
ル
ツ
ク
の
オ
ル

フ
ォ
イ
ス
を
再
び
演
ず
る
相
だ
か
ら
、
前
途
は
盆
ミ
賑
な
こ
と
で
あ
ら
う
。

＇

▲
其
他
音
楽
學
校
卒
業
生
の
一
部
よ
り
な
る
帝
國
音
楽
會
の
設
立
、
明
治
音
楽
會
の
活

動
を
始
め
早
稲
田
大
學
、
慶
應
義
塾
、
明
治
大
學
、
高
等
師
範
學
校
等
各
専
門
學
校
學

生
の
素
人
―
音
楽
會
が
流
行
し
、
中
に
は
き
く
に
足
る
演
奏
も
あ
っ
た
。
又
學
生
聯
合
昔

楽
會
の
設
立
も
昨
年
で
あ
っ
た
。
尚
慈
善
楽
會
は
年
々
盛
に
な
り
ゆ
き
、
演
奏
者
は
常

に
一
流
の
士
を
以
て
す
る
傾
向
を
生
じ
て
来
た
。

▲
斯
く
の
如
く
洋
楽
の
流
行
は
、

一
音
楽
學
校
入
學
志
願
者
の
増
加
と
な
り
、
又
素
人
の

娯
楽
と
し
て
學
ぶ
者
多
く
、
漸
次
洋
楽
思
想
の
中
流
社
會
の
家
庭
に
ま
で
這
入
る
や
う

に
な
つ
て
、
楽
器
の
需
要
は
非
常
に
多
い
。
輪
入
も
随
分
あ
る
が
内
地
に
於
け
る
製
造

所
も
敷
ケ
所
あ
っ
て
、
風
琴
を
第
一
と
し
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
の
製
造
是
れ
に
次
ぎ

今
は
支
那
に
輪
出
す
る
額
だ
け
で
も
少
く
は
無
い
、
殊
に
風
琴
は
舶
来
品
を
も
歴
す
る

ほ
ど
精
巧
の
も
の
が
出
来
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
何
よ
り
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

か
ら
昨
年
は
債
と
稽
古
が
容
易
で
あ
る
と
い
ふ
黙
か
ら
、
マ
ン
ド
リ
ン
が
大
愛
流
行
し

て
来
た
。

▲
最
後
に
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
が
尚
二
あ
る
。
一
は
夏
に
於
け
る
全
國
昔
楽
家
の
懇

親
會
で
、
習
に
技
術
家
の
み
な
ら
ず
文
學
者
教
育
家
も
共
に
會
し
て
昔
楽
教
育
の
改
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良
、
将
来
に
於
け
る
日
本
榮
と
し
て
の
洋
楽
な
ど
種
々
研
究
討
議
さ
れ
て
、
少
か
ら
ぬ

利
盆
を
将
来
に
持
た
し
め
た
。
他
の
一
は
邦
楽
調
査
で
亡
び
ん
と
す
る
邦
楽
中
債
値
あ

る
も
の
に
就
て
の
調
査
で
あ
る
が
、
明
治
の
藝
術
史
は
一
面
に
於
て
は
、
新
時
代
の
文

明
を
代
表
す
る
に
足
る
藝
術
を
入
れ
る
と
共
に
、
他
の
一
面
に
於
て
は
日
本
國
粋
の
藝

術
の
保
存
に
其
光
輝
あ
る
を
知
ら
ば
、
邦
楽
調
査
の
時
機
に
適
し
た
事
業
で
あ
る
は
云

ふ
ま
で
も
無
い
。
冬
の
末
其
演
奏
會
は
一
音
楽
學
校
で
開
か
れ
た
。

▲
要
す
る
に
四
十
年
の
一
音
楽
界
は
過
去
十
敷
年
間
見
ざ
る
の
盛
観
で
あ

っ
た
。

嘱
望

す
、
四
十
一
年
の
楽
界
の
奈
何
に
疲
展
し
て
行
く
か
を
。
（
破
裂
刀
）

（
『
日
本
』
明
治
四
十
年
十
二
月
二
十
八
日
）

●
―
音
楽
界
の
過
去
一
年

兎

．
耳

生

．▲
多
事
な
り
し
一
年
間
昨
年
の
一
音
楽
界
は
美
術
界
な
ど
に
劣
ら
ず
頗
る
多
事
で
あ

っ
た
、
ハ
ン
ト
マ
ー
キ
ン
ス
嬢
の
来
朝
、
バ
ン
ド
マ
ン
一
座
の
興
行
の
外
音
楽
學
校
に

は
新
に
フ
レ
ッ
ク
嬢
の
槃
楽
の
教
師
と
し
て
マ
イ
ス
テ
ル
氏
の
セ
ロ
の
数
師
と
し
て
渡

オ

ベ

ラ

来
さ
れ
た
事
、
バ
ン
ド
マ
ン
一
座
が
一
部
の
人
々
に
楽
劇
熱
を
博
へ
て
、
牛
込
に
慎
似

な
ど

事
な
が
ら
霊
鐘
フ
ア
ウ
ス
ト
杯
が
演
ぜ
ら
れ
し
と
共
に
文
部
省
に
邦
楽
取
調
掛
が
設
け

ら
れ
又
―
音
楽
學
校
に
邦
楽
の
演
奏
會
が
開
か
れ
顧
み
ら
れ
る
事
の
少
か

っ
た
日
本
在
来

の
音
楽
が
少
く
と
も
疲
展
の
途
に
向

っ
た
る
事
等
で
混
沌
と
し
て
居
る
事
は
勿
論
で
あ

ら
う
け
れ
ど
も
非
常
に
多
事
で
あ
っ
た
丈
、
又
非
常
に
多
望
な
る
年
で
あ
っ
た
と
思
は

れ
る
、

か
つ

▲
―
音
楽
學
校
の
楽
劇
會
音
楽
學
校
で
は
営
て
楽
劇
オ
ル

フ
ォ
イ
ス
を
試
み
た
事
が

．
け
つ
て
ん

あ
っ
た
が
多
く
設
備
に
鋏
黙
の
あ
っ
た
為
め
不
成
功
に
終
っ
た
の
で
此
機
運
に
際
し
て

是
非
模
範
的
と
迄
は
行
か
な
く
つ
て
も
進
歩
し
た
形
式
に
開
演
し
た
い
と
云
ふ
相
談
が

出
来
た
の
は
餘
程
前
の
事
で
あ
っ
た
が
幸
に
フ
レ
ッ
ク
嬢
と
殊
に
セ
ロ
の
マ
イ
ス
テ
ル

氏
の
来
朝
さ
れ
る
の
で
相
談
は
愈
と
熟
し
目
下
頻
り
に
準
備
中
で
今
年
の
春
櫻
花
爛
漫

ど

う

の
好
季
節
に
は
多
分
花
々
し
く
開
演
さ
れ
る
で
あ
ら
う
と
の
事
で
あ
る
歌
詞
は
如
何
す

る
か
と
云
ふ
と
今
の
慮
和
洋
折
衷
で
や
る
そ
う
で
あ
る
、
夫
は
合
唱
丈
は
先
年
の
試
演

の
際
に
日
本
語
に
輝
し
た
の
が
あ
る
の
で
成
る
可
く
は
是
を
用
ひ
た
方
が
好
い
の
で
あ

報

告
卒
業
證
書
授
典

校
長
告
僻

文
部
大
臣
底
辮

第

部

る
が
、
其
他
の
分
迄
繹
す
と
な
る
と
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
の
役
の

フ
レ
ッ
ク
嬢
に
日
本
語
を

ド

イ

ツ

歌
は
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
頗
る
面
倒
で
あ
る
の
で
是
は
獨
逸
語
、
コ
ー
ラ

ス
丈
日
本
語
で
演
る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
と
云
ふ
話
を
聞
い
た
吾
人
の
今
か
ら
其
成

功
を
祈
る
慮
で
あ
る
。

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
四
十
一
年
一
月
一
日
）

■最
も
聰
く
べ
き
楽
會
は
矢
張
り
上
野
で
あ
る
、
春
秋
―
―
季
の
此
の
楽
會
は
兎
に
角
＜

本
邦
の
洋
楽
界
を
代
表
す
る
も
の
で
、
此
の
會
の
如
何
は
同
時
に
吾
楽
壇
の
消
長
に
閥

す
る
、
去
歳
に
於
け
る
同
會
は
其
以
前
に
比
し
て
オ
ル
ケ
ス
ト
ラ
の
稽
々
奮
は
な
か
つ

〔

マ

マ

〕

た
よ
う
に
思
は
れ
る
、
春
の
演
奏
は
ガ
ー
デ
や
チ
ャ
イ
コ
ヴ
ィ
ス
キ
イ
の
シ
ン
フ
ォ
ニ

イ
な
ど
が
有
っ
た
が
秋
の
は
ハ
ッ
セ
の
絃
四
部
カ
ン
ツ
オ
ナ
と
シ
ュ
ー
マ
ン
の
ノ
オ
ル

デ
ッ
シ
ュ
・
ソ
ン
グ
の
外
は
何
も
無
か
っ
た
、
吾
々
は
大
に
寂
塞
の
感
に
堪
え
な
か
つ

た
、
去
れ
ど
生
徒
の
成
績
は
年
一
年
と
進
で
ゆ
く
の
は
明
か
で
、
年
々
有
望
の
卒
業
生
を

出
し
て
ゆ
く
の
は
欣
こ
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
又
昨
年
の
同
會
は
槃
楽
の
不
振
で
あ
っ
た
の

も
遺
憾
の
―
つ
で
あ
る
。
特
に
男
の
獨
唱
家
の
振
は
な
か
っ
た
の
は
最
も
遺
憾
で
あ
る
。

（
『
＿
音
榮
新
報
』
第
四
巻
第
一
号
、
明
治
四
十
年
一
月
、
三
0
頁）

明
治
四
十
一
年
三
月
二
十
八
日
卒
業
式

明
治
四
十
一
年
三
月
廿
八
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時

卒
業
證
書
授
輿
式
順
序

東

京

音

楽

學

校
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オ
ル
ガ
ン
猫
奏

絃
楽
四
部
合
奏

槃
楽
部
卒
業
生

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
…
…
…
…

甲
種
師
範
科
卒
業
生

カ
ン
ツ
オ
ネ
ッ
タ
•
•
…
…
…
…
…
…
•

ピ
ア
ノ
獨
奏

オ
ル
ガ
ン
猫
奏

ソ

ナ

タ

合
奏
』

『
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ピ
ア
ノ

器
楽
部
卒
業
生

本

居

長

ギ

Jレ

マ

松

井

世

ン

作

曲

あ

い

ノ‘

イ

ド

ン

作

曲

山

田

耕

作

山

井

基

清

器

楽

部

卒

業

生

｛

澤

邊

員塚

淳

ノゞ

ノ‘

作

曲

甲
種
師
範
科
卒
業
生

ク
ラ
イ
ネ
、
プ
レ
リ
ュ
ヂ
ウ
ム
及
フ
ー
ゲ
…
…
…

大

西

正

直

ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
作
曲

器

楽

部

卒

業

生

山

井

｛

教

師

ヘ

ル

マ

ン

基

清

ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ

菩

提

まン

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

シ

ユ

ー

ベ

ル

ト

作

曲

獨

唱

竪
楽
部
卒
業
生

山

田

耕

作

ワ

ル

ヽ
／

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

シ

ヨ

ノぐ

ン

作

曲

ホ

ミ

リ

鞠
場
の
獣
契
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
鳥
居

＇、

オ
ル
ガ
ン
獨
奏

ソ
ナ
チ
イ
ネ
（
第
一
章
）

。
ヒ
ア
ノ
獨
奏

甲
種
師
範
科
卒
業
生

器
楽
部
卒
業
生

杉

中

薫

ラ

イ

ン

ノ‘

ル

ト

作

曲

上

野

外 ウ

ス

作

枕

作喜

尾

合

唱

第
千

鳥

の

曲

卒
業
生
穂
代
謝
辟

第

部

歌曲

藤

岡

美

代

選

科

卒

業

生

i

疇

呻

芦
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I
I
.
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＜： I

.
 

I
I
.
 

III. 

I
V
.
 C
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の
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…
…
…
…
…
…
…
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｛
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.
 

P
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D
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.
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.
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Hi
s
 Excellency
 

B
a
r
o
n
 M
a
ki
n
o
,
 Mi

ni
st
er 

of
 

St
at
e
 for 
E
d
u
c
at
i

o
n
.
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 b
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唱 ヴ
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…
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…
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T
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U
Y
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A
R
K
 

S
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,
 A念
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2
8t
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1
9
0
8
.
 

2
 
P
.
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r
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.
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A
R
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K
ot
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…

…

…

…

…

…
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…

 

M
i

sses 
M
i

y

o
 F
uj
i

o
k
a
,
 M

i

ki
 

K
i
t

a
m
u
r
a
,
 Y

a
s
u
 

K
oi

k
e
.
 

P
A
R
T
 I. 

ヘ

居
Jレ

ツ

第1部

枕ク

作作

歌曲

明治・大正篇 2
 

ン

セ

ル

ト

作
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X
.
 

I
X
.
 

V
I
I
I
.
 

V
I
I
.
 

V
I
.
 

V
.
 

I
V
.
 

III. 

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

H
o
mi
li
us
.
 

O
r
g
a
n
 Solo: 

Fi
rst
 

m
o
v
e
m
e
nt
 

f
r
o
m
 S
o
n
at
i

n
e
…

…

…

…

R
ei
n
h
a
r
d.
 

M
i

ss 
T
o
ki
o
 U
y
e
n
o
.
 

Pi
a
n
o
 Solo: 

W
a
lt
z
 
i

n
 E
 flat
 

M
aj

or
…

…

…

…

…

…

…

…

…

C
h
op
i

n
.
 

M
i

ss 
S
ug
i

n
a
k
a
.
 

B
a
ri
t

o
n
 Solo: 

D
e
r
 Li
n
d
e
n
b
a
u
m…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

S
c
h
u
b
e
rt

.
 

Mr•Yamada

. 

V
i

oli
n
 a
n
d
 Pi
a
n
o
 :
 

gn
at
a…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

b
e
et
houen. 

Mr•Y 

a
m
a
n
oi

,
 Pro

f•H•Heydr

ich
. 

O
r
g
a
n
 Solo: 

K
l
ei
n
e
 Praludi
u
m
 u
n
d
 F
u
g
e
…

…

…

…

…

…

…

B
a
c
h
.
 

M
r
.
 Oh

ni
shi

.
 

St
r
i

n
g
 Q
u
a
rt
et
 :
 

V
a
n
at
10ns
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

I
1
ay
an. 

1
s
t
 

vi
oli
n
 :
 
Mr•Y 

a
m
a
n
oi

,
 

2
n
d
 

vi
oli
n
 :
 Mi
ss 
Sa, 

w
a
b
e
,
 Vi

ola: M
r
.
 Ot

s
u
k
a,
 Cello: Mr•Yama, 

d
a
.
 

O
r
g
a
n
 Solo: 

Canzone

tt
a

…•••••••••…•••••••••……………

c
tt

ulnuan

t. 

M
i

ss 
A
i
 

M
at
sui
.
 

Pi
a
n
o
 Solo: 

V
ar
i

at
i

o
n
e
n
号
er
ei
n
 T
h
e
m
a
 aus 
der 
O
p
e
r
^
^
D
e
r
 

Li
ebest
r
a
n
k
"
 v
o
n
 D
o
n
i
z
et
t

i

…

…

…

…

…

…

H
e
n
s
e
lt

.
 

M
r
.
 M

ot
oori

.
 

W
e
r
 m
i

r
 de
n
 1i
e
b
e
n
 G
ot
t
 

lasst
 

w
a
lt
e
n
 

、

管

絃

楽

序
曲
「
長
二
調
」

一
、
合
唱
及
管
絃
楽

注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

X
L
 

ツ
ェ
ム
バ
ロ

教

師

明
治
四
十
＿
年
六
月
六
日
、
七
日

明
治
四
十
一
年
六
月
七
日

一

音

楽

演

奏

曲

目

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
部

C
h
o
r
u
s
:
 

T
r
o
st
 
i

m
 S
c
h
ei
d
e
n
 

ハ

イ

ド

リ

ッ

ヒ

教

授

安

教

授

幸

藤

ン

デ
田

幸

ル

作

曲
延

メ

ル

作

曲

居 l

枕ル

作作

歌曲

ン

デ

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

C'uuck. 

明
治
四
十
一
年
五
月
演
奏
旅
行

同
月
〔
五
月
〕
東
京
―
音
楽
學
校
―
音
楽
園
橙
が
、
地
方
音
楽
を
開
拓
せ
ん
と
の

も
と
に
職
員
生
徒
五
十
餘
名
の
合
唱
隊
の
編
成
に
よ
り
、
山
梨
、
長
野
、
新
潟

の
三
縣
下
に
演
奏
旅
行
を
企
て
た
。
官
立
學
校
と
し
て
は
近
来
の
牡
畢
と
し
て

（
『
本
邦
洋
榮
愛
遷
史
』
七

0
二頁）

第
十
八
回
定
期
演
奏
会

ル

作

曲

東
京
一
音
楽
學
校

（
第
一
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
へキ

海
上
朝
暇
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
鳥

三
、
管
絃
楽
附
き
ピ
ア
ノ
司
伴
楽
「
短
イ
調
」
…
…
…
…
・
：
フ
ム

四
、
絃
楽
及
ツ
ェ
ム
バ
ロ
大
司
伴
楽
（
第
十
七
）
…
…
…
…
ヘ
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や ド 卜

三
、
。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド

二、 ．
 ヽ

ア
ン
ト
ル
、

セ
ー
ン
、

五

、

管

絃

楽

ス
ー
ト

且
『
レ
、

魯

ア
ク
ト

ル
リ
ヂ
ユ
ー
ズセ

ロ

獨

奏

部

教

師

ゼ
リ
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n
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六
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篇
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.
 

S
o
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M
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a
n
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l
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.
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h
o
r
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s
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Y
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r
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e
 T
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.
 

（と、

お

）

音

楽

演

奏

曲

目

梗

概

一

、

管

絃

楽

序

曲

「

長

二

調

」

（

第

一

）

ヘ

ン

デ

ル

作

曲

ヘ
ン
デ
ル

(
G
e
o
rg

F
ri

e
d
ri
c
h
 H
a
n
d
e
l
 1
6
8
5ー

1
7
5
9
)

は
セ
バ
ス
チ
ア
ン
、
バ
ッ

ハ

(

J

o
h
.
S
e
b
a
st
i

a
n
 B
a
c
h
)

と
共
に
十
八
世
紀
初
半
の
楽
界
に
現
は
れ
、
稀
有
の
天

オ
を
以
て
能
＜
従
来
の
音
楽
を
大
成
し
、
其
の
諸
方
面
に
亘
り
て
貢
献
す
る
所
甚
だ
大

オ
ラ
ト
リ
オ

な
り
き
。
ヘ
ン
デ
ル
の
功
績
は
主
と
し
て
「
メ
シ
ア
ス
」
等
の
如
き
紳
事
楽
の
創
作
に

在
れ
ど
も
其
他
の
槃
楽
器
楽
に
於
て
も
今
日
に
博
は
れ
る
傑
作
少
な
か
ら
ず
。
こ
A

に

奏
す
る
序
曲
(
O
u
v
e
rt
u
r
e
)
と
い
ふ
は
原
と
或
る
曲
を
奏
す
る
前
に
其
の
序
と
し
て
奏

す
る
楽
の
義
な
る
が
、
十
七
世
紀
の
末
に
至
り
て
其
の
形
式
二
様
に
分
れ
た
り
。
即
ち

ー
は
以
太
利
の
名
家
ス
カ
ラ
ッ
テ
ィ
の
創
始
せ
る
ネ
ア
ペ
ル
派
の
序
曲
、
他
は
佛
の
巨

P) 炉 仝

ド 「

第
七

C
o
n
d
u
ct
or: 
P
r
o
f.
 

J

u
n
k
e
r.
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海

上

朝

暇

匠
リ
ュ
リ
の
着
想
に
係
る
佛
蘭
西
派
序
曲
是
な
り
。
而
し
て
前
者
は
三
曲
部
を
有
す
る

に
反
し
て
後
者
は
二
曲
部
よ
り
成
り
、
通
常
緩
徐
荘
麗
な
る
曲
部
に
次
ぐ
に
稗
速
快
活

メ
ヌ
ェ
ッ
ト

な
る
仏
踊
楽
或
は
追
覆
楽
の
曲
部
を
以
て
せ
り
。
而
し
て
此
の
形
式
は
ヘ
ン
デ
ル
、
バ

ッ
ハ
、
グ
ラ
ウ
ン
、
其
他
十
八
世
紀
初
半
の
諸
家
の
採
用
せ
る
所
に
し
て
此
に
奏
す
る

〔

マ

マ

〕

者
も
亦
た
其
の
好
的
例
な
り
。

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

前
奏
部
の
特
性
は
荘
麗
宏
大
、
聴
者
を
し
て
覺
え
ず
襟
を
正
さ
し
む
。
其
の
形
式

甚
だ
輩
純
に
し
て
幾
個
の
短
句
の
相
連
績
せ
る
者
に
過
き
ず
。
次
の
快
活
な
る
曲
部
も

亦
た
短
篇
に
し
て
追
覆
楽
様
の
曲
節
に
始
ま
り
、
終
尾
に
至
る
ま
で
多
少
此
の
作
法
を

持
績
す
。
原
作
に
あ
り
て
楽
器
の
編
成
法
は
現
時
の
管
絃
楽
に
慣
れ
た
る
耳
に
は
梢
や

輩
薄
に
過
ぎ
て
未
だ
幼
稚
の
域
を
脱
せ
ざ
る
が
如
く
感
ぜ
ら
る
。
こ
A

に
奏
す
る
は
五

年
以
前
物
故
せ
る
獨
の
作
家
フ
ラ
ン
ツ
、
ヴ
ュ
ル
ネ
ル

(
F
r
a
n
z

W
tillner)

が
新
に

吹
楽
器
を
増
加
し
て
、
其
の
鋏
貼
を
補
ひ
た
る
者
に
し
て
此
の
如
く
改
装
せ
る
本
序
曲

は
感
動
力
に
富
み
、
華
麗
に
し
て
、
然
か
も
高
雅
の
趣
致
を
具
ふ
。

二
、
合
唱
及
管
絃
楽

「
海
上
朝
暇
」

キ
ー
ル
作
曲

鳥

居

枕

作

歌

原
歌
詞
「
東
遥
か
に
明
り
行
く
」
は
獨
の
詩
人
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
（
N
o
v
a
li
s
 1
7
7
2
1
 

l

安
1
)

の
筆
、
曲
は
同
國
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
、
キ
ー
ル

(
F
rie
d
ri
c
h

Ki

el 1
8
2
1ー

1
8

8
5
)

の
作
に
係
る
。
キ
ー
ル
は
ラ
ー
ン
河
畔
。
フ
ー
デ
ル
バ
ッ
ハ

(
P
u
d
e
r
b
a
c
h
a
n
 d
.
 

L
a
h
n
)
の
人
、
二
十
餘
歳
、
伯
林
に
遊
び
、
此
虜
に
其
の
音
楽
研
究
を
修
了
し
て
後
、

教
師
及
び
作
曲
家
と
し
て
久
し
く
該
市
の
王
立
音
楽
院
に
教
鞭
を
執
れ
り
。
善
く
近
時

の
劉
位
法
及
び
追
覆
楽
に
通
暁
す
。

其
の
作
品
の
重
な
る
者
に
は
三
部
、
四
部
合
奏
等
の
室
内
楽
も
あ
れ
ど
も
、
就
中
合

オ
ラ
ト

リ

オ

レ

ク

イ

エ

ム

唱
及
管
絃
楽
の
曲
即
ち
紳
事
楽
「
基
督
」
及
び
安
息
曲
等
最
も
人
に
知
ら
る
。
彼
の
作

ク
ラ
シ

ッ
ク

曲
は
何
れ
も
正
確
な
る
古
典
派
の
作
法
に
基
き
て
而
か
も
近
世
的
傾
向
を
担
酌
し
た
る

者
な
り
。
此
に
奏
す
る
合
唱
曲
は
長
篇
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
彼
が
傑
作
の
一
た
る
を
失
は

ず
。
全
曲
を
通
じ
て
内
に
高
雅
な
る
情
操
を
蓄
へ
外
に
完
成
せ
る
形
式
と
技
巧
と
を
示

せ
り
。

む

ら

さ

き

あ

を

う

な

ば

ら

よ

紫
立
ち
た
る
青
海
原
や
、
ま
だ
夜
を
残
す
か
、
横
雲
の
空
。
』

お

き

か

た

わ
た
づ
み
の
沖
の
方
、
や
が
て
明
け
む
と
す
ら
む
。
』

み
わ
た
し

東
の
み
空
は
、
ほ
の
ぼ
の
匂
ふ
。
あ
A

、
あ
は
れ
。
見
渡
は
は
て
も
知
ら
ぬ
、

な

み

う

ば

た

ま

浪
よ
り
し
ら
み
て
ぞ
、
烏
朋
玉
の
夜
も
あ
け
ぬ
。
』

め

で

あ
さ
ひ
こ

芽
出
た
き
朝
彦
、
今
こ
そ
の
ぼ
れ
。

芽
出
た
き
光
は
、
今
こ
そ
は
な
て
。

さ
し
の
ぼ

あ
さ

ひ

か

げ

な

が

め

差
昇
る
朝
日
影
、
あ
は
れ
、
芽
出
た
き
眺
望
。
』

空
に
は
浮
雲
、
た
ゞ
よ
ふ
見
え
ず
。

遠
に
は
島
山
、
か
す
む
も
見
え
ず
。
』

わ
だ
づ
み
の
海
原
は
、
き
は
み
だ
に
知
ら
れ
じ
な
。
』

を

な

み

し
ろ
か
ね

雄
浪
の
み
ね
に
は
、
白
金
な
が
し
、

雌
浪
の
た
に
に
は
、
黄
金
を
湛
へ
、

く
れ
な
ゐ

薄
き
濃
き
征
、
み
な
ぎ
ら
す
や
瑠
璃
の
面
。
』

．`

芽
出
た
き
眺
望
、
き
ら
め
く
海
原
。
お
も
し
ろ
の
眺
望
、
輝
く
海
原
。

お
も
し
ろ
や
、
お
も
し
ろ
や
な
、
光
の
海
原
°
.

芽
出
た
し
や
、
芽
出
た
し
や
、
日
の
出
の
海
原
。
』

．
．
 

三
、
管
絃
楽
附
き
ピ
ア
ノ
司
伴
楽
（
短
イ
調
）
フ
ム
メ
ル
作
曲

作
曲
者
フ
ム
メ
ル
（
Jo
h
•
N
e
p
o
m
u
k

H
u
m
m
e
l
)
は
獨
逸
ヴ
イ
マ
ル
の
人
、
其
の
父

維
納
市
の
某
劇
場
に
楽
長
た
り
し
故
に
よ
り
て
嘗
時
の
名
家
モ
ツ
ァ
ル
ト
と
相
識
る
。

彼
れ
乃
ち
此
の
門
下
に
入
り
て
教
を
受
く
八
八
年
よ
り
九
三
年
に
か
け
て
彼
は
既
に

洋
琴
家
と
し
て
諸
方
に
遊
歴
せ
し
が
、
後
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
ベ
ル
ゲ
ル
、
サ
リ
エ
リ
、
及

び
ハ
イ
ド
ン
の
諸
大
家
に
就
き
て
作
曲
學
を
修
め
ぬ
。
一
八

0
四
年
よ
り

1

・一．年
に
至

る
ま
で
、
彼
は
ハ
イ
ド
ン
に
代
り
て
エ
ス
テ
ル
ハ
チ
イ
侯
の
宮
廷
架
長
を
勤
め
た
り
し

が
、
後
、
楽
長
と
し
て
ス
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
赴
き
、
次
で
二
，0
年
ワ
イ
マ
ル
に
移
り
て

よ
り
は
終
世
此
の
地
に
留
ま
り
て
労
ら
子
弟
を
教
へ
ぬ
。
ヒ
ル
レ
ル
、
i‘
ヘ
ン
ゼ
ル
ト
の
‘

諸
家
其
の
門
よ
り
出
で
た
り
。
彼
が
洋
琴
家
と
し
て
の
技
量
は
其
の
奏
法
の
華
麗
、
＇．明

瞭
且
つ
正
確
な
る
黙
に
於
て
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
、
ク
ラ
ー
メ
ル
雨
家
の
特
長
を
併
有
せ
り

イ
ム
プ
ロ
ヴ
イ
ザ
チ
オ
ン

と
桐
せ
ら
れ
き
。
殊
に
其
の
帥
興
演
奏
の
才
能
に
至
て
は
彼
の
以
後
再
び
其
の
比
を

見
ず
と
偲
ふ
。
作
曲
家
と
し
て
の
彼
も
亦
た
芸
だ
注
目
に
値
す
。
彼
は
極
め
て
創
作
カ
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に
富
み
、
竪
器
雨
楽
に
遺
せ
る
作
品
多
き
が
中
に
も
、
其
の
洋
琴
曲
最
も
重
要
な
り
。

唯
だ
其
の
曲
の
詩
的
楽
趣
に
乏
し
き
が
第
め
終
に
モ
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

諸
大
家
と
比
肩
し
得
ざ
る
は
惜
む
べ
し
。
こ
A

に
奏
す
る
短
イ
調
司
伴
楽
は
其
の
傑
作

中
の
一
な
り
。四

、
絃
楽
及
ツ
ェ
ム
バ
ロ
大
司
伴
楽
（
第
十
七
）

ヘ
ン
デ
ル
作
曲

こ
A

に
奏
す
る
司
伴
楽
は
前
に
奏
し
た
る
フ
ム
メ
ル
作
の
者
と
同
名
な
れ
ど
も
其
の

性
質
全
く
相
異
れ
り
。
こ
は
菖
式
の
司
伴
楽
に
し
て
以
語
〔
後
〕

C
o
n
c
e
rt
o
G
r
o
s
s
o
 

（
大
司
伴
築
）
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
常
時
の

C
o
n
c
e
rt
i

n
o

(
小
司
伴
楽
）
と
橿
別
せ

ら
れ
た
り
。
即
ち
後
者
は
獨
奏
楽
器
の
合
奏
す
る
者
を
指
し
、
前
者
は
こ
れ
に
合
奏
楽

器
を
加
へ
た
る
者
に
名
く
。
此
の
二
種
の
司
伴
楽
の
直
別
は
十
七
世
紀
の
末
期
に
起
り

た
る
こ
と
に
し
て
、
ヘ
ン
デ
ル
等
の
時
代
即
ち
十
八
世
紀
の
初
半
に
於
け
る
大
司
伴
楽

は
何
れ
も
前
記
の
如
く
諸
種
の
獨
奏
楽
器
に
絃
或
は
管
絃
合
奏
の
伴
へ
る
者
な
り
。
此

の
種
の
司
伴
楽
は
四
、
五
、
或
は
六
曲
部
よ
り
成
り
、
其
の
中
一
曲
部
は
通
例
、
追
覆

楽
或
は
追
覆
楽
風
に
作
ら
れ
、
又
た
一
曲
部
は
舞
踏
曲
に
作
ら
れ
た
り
、
（
本
曲
に
は

ス
ー
ト

ミ
ュ
ゼ
ッ
ト
舞
踏
曲
を
採
れ
り
）
さ
れ
ば
此
の
司
伴
楽
は
古
き
組
の
曲
の
体
に
作
ら
れ

た
る
者
な
り
。
本
曲
は
ヘ
ン
デ
ル
が
傑
作
中
の
傑
作
と
も
い
ふ
べ
き
者
に
し
て
員
正
の

ア
ン
ム
ー
ト
ヴ
ュ
ル
デ

藝
術
品
に
峡
く
べ
か
ら
ざ
る
「
優
雅
と
威
厳
と
」
の
二
特
性
を
兼
備
せ
り
。

五

、

管

絃

楽

組

『

レ

、

ゼ

リ

ニ

ー

』

マ

ス

ネ

ー

作

曲

本
曲
は
佛
國
最
近
の
作
家
マ
ス
ネ
ー
(
Jules
E
mil
e
 F
r
e
d
e
ri

c
 M
a
s
s
e
n
et
 1
8
4
2
 

生
）
が
文
豪
ド
、
リ
ー
ル

(
d
e
L
i

sle)

の
作
な
る
古
代
悲
劇
『
レ
、
ゼ
リ
ニ
ー
』
の

間
奏
楽
と
し
て
作
れ
る
者
、
こ
A

に
は
其
の
五
曲
部
中
の
三
つ
を
撰
び
て
奏
す
。

エ
リ
ニ
ー
は
古
希
臓
紳
話
中
の
女
紳
、
矩
火
を
手
に
し
て
不
義
兇
悪
の
徒
を
追
捕
し
、

ブ
レ
リ
ュ
ー
ド

幽
明
雨
界
を
通
じ
て
一
切
の
有
罪
者
を
慮
罰
す
と
博
ふ
。
作
曲
者
は
其
の
前
奏
に
於

て
簡
短
に
這
般
の
消
息
を
描
出
せ
り
。
楽
は
緩
徐
に
し
て
節
度
あ
る
進
行
に
始
ま
り
、

外
に
平
静
を
示
し
つ
A

内
に
既
に
罪
悪
の
自
覺
を
包
む
の
態
を
表
は
せ
り
。
次
で
破
裂

は
来
り
罪
有
る
者
は
飽
く
ま
で
も
追
は
れ
、
死
後
に
至
る
も
猶
ほ
其
の
窪
迫
に
苦
し

む
。
前
奏
は
賓
に
遺
憾
な
く
作
家
の
技
量
を
示
せ
る
者
。
セ
ー
ン
、
ル
リ
ヂ
ュ
ー
ズ
は

C
h
o
r
 

岩

戸

H
e
r
r
,
 ho

r
e
 u
n
s
e
r
 G
e
b
et
 

乙
、
天
ノ

近
世
管
絃
楽
に
て
奏
す
る
華
麗
な
る
祈
疇
曲
に
し
て
中
に
佛
國
固
有
の
感
情
を
籠
め
た

り
。
セ
ロ
獨
奏
を
含
め
る
中
部
進
行
（
即
ち
稗
助
祈
願
の
段
）
は
美
妙
秀
抜
な
り
。
ア

ン
ト
ル
ア
ク
ト
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
て
奏
す
る
秀
美
且
つ
間
々
激
烈
な
る
旋
律
よ
り
成

ブ
レ
リ
ュ
ー
ド

れ
り
。
然
れ
ど
も
特
に
評
す
べ
き
箇
慮
な
し
（
本
曲
は
原
来
前
奏
を
以
て
始
む
べ
き

も
の
な
れ
ど
も
第
四
、
五
の
二
曲
部
を
省
き
た
る
が
為
め
に
ア
ン
ト
ル
ア
ク
ト
を
以
て

終
る
能
は
ざ
る
が
故
に
殊
に
前
奏
を
最
後
に
奏
し
て
終
括
と
せ
り
。
）

六
、
合
唱
管
絃
楽
及
オ
ル
ガ
ン

オ
ラ
ト
リ
オ

紳
事
業
『
エ
リ
ア
ス
』
中
の
二
篇
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン

(
F
eli
x
M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
,
B
a
rt
h
o
l
d
y
 1
8
0
9
-
1
8
4
7
)

は
獨
逸
ハ

シ
ム
フ
ォ
ニ

ー

ム
ブ
ル
グ
の
人
、
幼
に
し
て
紳
童
の
聞
え
あ
り
。
十
五
歳
の
時
短
ハ
調
合
奏
曲
に
其
の

天
オ
を
表
は
し
て
よ
り
以
来
有
ら
ゆ
る
音
楽
の
部
門
に
創
作
し
て
賂
多
の
佳
作
逸
品
を

オ

ペ

ラ

遺
せ
り
。
（
其
の
筆
を
染
め
ざ
る
は
唯
だ
歌
劇
の
一
方
面
あ
る
の
み
）
彼
の
短
生
涯
を
以

て
し
て
能
＜
此
の
如
き
多
大
の
貢
献
を
為
し
た
る
を
思
へ
ば
其
の
偉
オ
や
吾
人
の
驚
嘆

デ
ュ
エ
ッ
ト

n
ー
ラ
ス

に
値
す
べ
し
。
こ
A

に
奏
す
る
は
彼
の
紳
事
楽
『
エ
リ
ア
ス
』
中
の
聯
唱
及
び
合
唱
に

し
て
、
此
の
作
は
他
の
紳
事
楽
『
聖
。
ハ
ウ
ル
ス
』
と
共
に
彼
の
聖
楽
作
品
中
の
白
眉
な

り
。
評
家
或
は
『
聖
。
ハ
ウ
ル
ス
』
を
以
て
『
エ
リ
ア
ス
』
に
勝
れ
り
と
腐
す
者
あ
れ
ど

も
其
の
流
行
の
程
度
に
至
て
は
『
エ
リ
ア
ス
』
を
凌
ぐ
者
唯
だ
ヘ
ン
デ
ル
の
『
メ
シ
ア

ス
』
あ
る
の
み
。
本
楽
は
曲
趣
の
威
厳
あ
り
て
且
つ
創
意
に
富
め
る
貼
に
於
て
質
に
完

全
の
域
に
達
せ
り
。
歌
詞
は
曹
約
聖
書
中
の
語
を
撰
び
て
用
ひ
た
る
者
、
此
に
奏
す
る

二
曲
は
神
怒
に
隅
れ
た
る
シ
オ
ン
の
民
の
救
助
を
求
む
る
嘆
槃
な
り
。

前
に
奏
す
る
聯
唱
及
び
合
唱
は
原
歌
詞
を
用
ひ
、
彼
の
合
唱
に
は
曲
趣
に
邁
掌
な
る

邦
文
歌
詞
を
附
し
た
り
。

甲
、
聯
唱
及
合
唱
原
歌
詞

D
u
et
t
:
 Zi

o
n
 st
r
e
c
kt
 
i

h
r
e
 
H
a
n
d
e
 a
u
s
,
 un

d
 d
a
 i
st
 

Ni

e
m
a
n
d
 d
e
r
 si
e
 

t
r
o
st
e
 

乙
骨
三
郎
作
歌

第 1部 明治・大正篇 246 



`S P心 →1J 4 全

桝妾塑 v' 舘姜坦 Vo』
州石 ＆＊ 

栞薩捩菜ヤ初る＇
心心l 0人J V 切

聖く掲廷如悩勾 ~o』
ゼ+-'J 忠竺そべ・

韓 加工Q米醤
二社 今 入 1Jヂ 州

ヨ侭幽皿且 睦 一刹+-'
杜心州ぷ

器茶羊辻楽築翌Q廿旦即燥お"'<0』

二初~, 追心足＇
ベ令ベ ニ ド

「忌澁王や叫如＇ 匪心 ⇒叫ギ」勾

二初~, 溢心足°』

゜
認
[

Ouverture. 
Handel. 

This Ouverture by Handel consists, like so many of H註ndel
and of H且ndels'time,of an introduction and of an Allegro. The 
character of the introduction is stately and distant (maestoso) 
and the music looks stern into your face. The form is very 
simple and somewhat of a sketch only, several short sentences 
following each other. The Allegro begins with a "fugato" which 
is kept up more or less throughout. This moment is also short. 
The instrumentation of this Ouverture being to our ears a little 
thin and primitive, Wiillner, an excellent German musician and 
conductor (died five years ago) has added-and with excellent 
judgement-more wind-instruments and in this arrangement the 
Ouverture is most impressive, brilliant, rich and yet noble. 

H.H. 

Fern im Osten. 
Kiel. 

Friedrich Kiel (born 1821 and died 1885) is a highly respected 
German composer and one of the most distinguished masters 
of counterpoint and fugue of newer date and was for many 
years Professor of Composition at the Royal Academy of Music 

at Berlin, in which capacity he was much esteemed. His principal 
works were pieces of chamber-music, such as Trios, Quartetts, 
but above all big works for Chorus and Orchestra-an Oratorio 
"Christus" a Requiem etc.-All his compositions are of the sound 
classical school, tempered with due regard for the best modern 
tendencies. The Chorus heard on this occasion, although not 
very long, is one of his finest efforts, very expressive and noble 
in sentiment and perfect in form and execution. 

H. H. 

Concerto for Piano with Orchestra. 
Hummel. 

Hummel (born 1778 died 1837) a classic of the Pianoforte, 
was the most celebrated Piano-player of his time. 

As a composer he has been very prolific, but he is most 
important as a composer for the Piano. One of the reasons why 
he can not rank with Mozart or Beethoven is the absence of 
the highest sense for musical poetry in his compositions. The 
Concerto in A minor is one of his finest works. 

H.H. 

Concerto Grosso No. 17 for String 
Orchestra and Cembalo. 

Handel. 
This Concerto grosso(great)was written for String Orchestra, 

Soli for two Violins and Cello and with Cembalo (the old Piano). 
A Concerto of the old style is quite different in character and 
form from for instance a Piano Concerto by Hummel, such as 
we have just heard. The Concerto grosso of the first half of 
the 18th Century was a piece for a combination of several solo 
instruments with a string-resp-full-band. It contained four, five 
or even six movements, one being usually a fugue or a fugato 
and one a dance-a Musette in this one and it is therefore in 
the old form of a Suite. The present Concerto shows Handel 
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〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

東
京
―
音
楽
學
校
演
奏
會

上
野
公
園
東
京
音
楽
學
校
に

て
は
去
る
六
月
六
日
七
日
の
雨
日
を
期
し
同
校
楽
堂
に

於
て
開
會
せ
り
。
雨
日
共
聘
衆
満
堂
の
盛
會
に
て
例
に
依
り
オ
ル
ケ
ス
ト
ラ
、
合
唱
等

〔

マ

マ

〕

あ
り
て
喝
采
を
拍
せ
り
、
例
年
よ
り
も
進
歩
の
跡
は
見
ゆ
れ
ど
今
回
の
演
奏
は
概
し

て

練
習
不
十
分
の
様
見
受
け
た
り
細
評
は

「藝
苑
評
語
」
を
見
ら
れ
た
し
。
当
日
の
曲
目

次
の
如
し
。
〔
曲
目
省
略
〕

（
『
昔
架
界
』
第
一
巻
第
七
号
、
明
治
四
十
一
年
七
月
、
五
0
頁

）

東
京
―
音
楽
學
校
演
奏
會
評

■前
競
豫
報
の
如
く
東
京
―
音
楽
學
校
演
奏
會
は
去
六
月
六
日
、
七
日
の
雨
日
を
以
て
同

校
楽
堂
に
開
か
れ
た
。
六
日
は
重
に
學
生
其
他
學
生
の
開
係
者
の
招
待
に
依
り
て
、
七

日
は
學
校
よ
り
の
招
待
者
及
び
入
場
券
を
狡
賣
せ
し
人
々
に
向
つ
て
の
演
奏
で
あ
っ

た
。
例
に
依
つ
て
短
評
を
試
む
る
こ
と
A

し
よ
う
。

■第
一
管
絃
合
奏
。
ヘ
ン
デ
ル
の
序
曲
（
長
二
調
）
、
近
く
故
人
と
な
り
し
獨
乙

派

楽

家
フ
ラ
ン
ツ
、
ヴ
ュ
ル
ネ
ル
の
編
曲
に
か
A

る
も
の
で
、
大
分
管
楽
部
に
豊
麗
な
る
楽

器
の
増
加
を
圏
つ
て
居
る
。
前
奏
部
の
豪
宕
な
る
終
曲
追
覆
部
の
軽
妙
典
麗
な
る
、
古

典
的
の
常
習
は
免
か
れ
な
い
ま
で
も
聰
く
者
を
し
て
、
そ
ぞ
ろ
「
信
」
の
華
さ
く
十
八

世
祀
文
藝
の
精
髄
を
味
ふ
の
感
あ
ら
し
む
る
。
演
奏
も
掌
日
管
絃
楽
中
の
白
眉
と
云
つ

て
よ
か
ろ
う
。
土
曜
よ
り
日
曜
の
方
遥
に
よ
く
聴
か
れ
た
。

■第
二
合
唱
及
管
絃
楽
。
キ
イ
ル
曲
、
鳥
居
枕
氏
歌
。
題
は

「海
上
朝
暇
」
作
曲
者
キ

イ
ル
氏
は
明
治
十
八
年
に
故
人
と
な
っ
た
、
獨
逸
の
作
曲
家
で
稗
事
楽
の
作
曲
其
他
短

篇
の
歌
謡
曲
を
残
し
て
居
る
が
或
一
派
の
人
よ
り
は
氏
の
作
風
を
難
じ
て

「
和
竪
と
楽

式
に
囚
へ
ら
れ
た
る
楽
人
」
と
云
ふ
批
難
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
作
風
の
厳
格
な
る
こ
と

は
皆
人
の
推
稲
す
る
慮
で
あ
る
。
歌
詞
今
少
し
く
清
新
の
風
趣
を
博
へ
て
ほ
し
い
と
思

、
、
、
、

ふ
黙
も
あ
る
が
全
体
か
ら
な
だ
ら
か
な
出
来
で
あ
る
と
思
ふ
。
演
奏
は
雨
日
共
に
十
分

の
出
来
と
云
ふ
こ
と
は
出
来
ぬ
。
尤
も
是
は
中
々
の
難
曲
で
伴
奏
の
管
絃
合
奏
部
の
三

H
e
r
r,
 ha

r
e
 u
n
s
e
r
 G
e
b
et
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愛
拍
子
と
合
唱
部
の
二
拍
子
と
が
一
虞
に
な
る
等
の
箇
慮
も
聴
き
受
く
る
様
で
あ
る

が
、
其
に
し
て
も
今
暫
ら
く
の
練
習
を
経
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
特
に
甚
だ

ア

ル

ト

ベ

ー

ス

し
く
次
中
昔
部
と
低
昔
部
の
不
足
を
感
じ
た
。
歌
詞
の
不
明
瞭
は
例
に
依
つ
て
例
の
如

く
で
あ
る
。

• 
• 
• 
• 
• 
• 
• 
• 
• 

nン
セ
ル
ト

■第
三
管
絃
伴
奏
ピ
ア
ノ
司
伴
楽
。
フ
ン
メ
ル
の
短
イ
調
。
幸
田
延
子
女
史
演
奏
。
ヴ

ヮ
ヰ
オ
リ
ン
を
令
妹
幸
子
夫
人
に
譲
つ
て
よ
り
久
し
く
獨
奏
に
遠
ざ
か
っ
た
女
史
の
演

奏
を
聴
く
こ
と
を
得
し
は
聰
衆
の
甚
だ
満
足
し
た
虞
で
あ
る
。
曲
は
フ
ン
メ
ル
傑
作
中

テ
ク
ニ
ッ
ク

の
一
で
あ
る
が
氏
の
作
曲
は
其
手
法
の
困
難
な
る
を
以
て
有
名
で
あ
る
。
作
曲
の
欠
黙

と
云
は
る
A

慮
は
徒
に
手
法
の
絢
爛
な
る
に
任
せ
て
詩
趣
の
慈
味
に
欠
く
る
虜
が
あ
る

ミ
ス
テ
ー
ク

と
批
難
さ
れ
て
居
る
。
女
史
の
演
奏
中
々
苦
心
の
痕
が
見
え
る
け
れ
ど
も
過
失
も
中
々

多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
和
絃
の
弾
じ
損
じ
は
雨
日
共
雨
一
ー
一
度
耳
に
つ
い
た
。
如
斯
は

如
何
な
る
大
家
に
も
無
い
限
り
で
は
無
い
が
、
其
よ
り
も
吾
人
の
遺
憾
に
思

っ
た
の

イ
ン
ブ
レ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
曲
全
体
を
通
じ
て
の
印
象
が
極
め
て
薄
弱
な
こ
と
で
あ
る
。
部
分
々
々
に
は

流
石
は
老
手
で
あ
る
と
感
服
す
る
虜
も
あ
る
が
全
曲
を
通
じ
て
の
感
興
と
云
ふ
こ
と
が

．．．．．． 

統
一
さ
れ
て
居
ら
ぬ
。
演
奏
者
の
第
一
に
注
意
す
べ
き
は
此
の
黙
で
全
生
命
の
狡
揮
と

云
ふ
こ
と
が
最
も
大
事
で
あ
る
。
つ
ま
り
演
奏
に
劉
す
る
態
度
が
余
り
冷
静
す
ぎ
る
為

．．．．．．．．．． 

め
に
、
一
音
楽
其
の
者
に
全
自
己
を
浚
了
せ
し
む
る
こ
と
が
足
り
な
い
。
言
を
換
へ
て
云

．．．．．． 

へ
ば
演
奏
其
の
者
に
向
つ
て
の
全
精
神
の
燃
燒
が
足
り
無
い
。
一
音
楽
は
一
音
楽
、
自
分
は

自
分
と
云
ふ
態
度
で
は
入
紳
の
技
は
中
々
覺
束
な
い
こ
と
で
あ
る
。
併
し
女
史
の
奮
て

出
演
と
ら
れ
し
は
吾
等
の
欣
喜
に
堪
ざ
る
虜
で
あ
る
。

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

■第
四
絃
楽
及
ツ
ェ
ム
バ
ロ
大
司
伴
楽
。
ヘ
ン
デ
ル
曲
。
ヴ
ヮ
ヰ
オ
リ
ン
獨
奏
部
安
藤

幸
子
夫
人
、
ツ
ェ
ム
バ
ロ
は
ハ
イ
ド
リ
ヒ
氏
。
極
め
て
じ
み
な
古
典
的
な
曲
で
あ
る
。

ツ
ェ
ム
バ
ロ
は
ピ
ア
ノ
の
狡
明
さ
れ
る
以
前
に
用
ゐ
ら
れ
た
有
鍵
楽
器
の
名
で
、
今
回

の
演
奏
は
ピ
ア
ノ
を
其
の
代
用
と
し
て
用
ゐ
た
、
曲
と
し
て
は
至
っ
て
素
朴
の
も
の
で

今
人
の
耳
に
は
余
り
感
興
に
値
せ
ぬ
も
の
と
思
は
れ
る
。
演
奏
も
上
出
来
と
は
云
ひ
兼

ね
る
。
と
り
立
て
A

評
す
る
程
の
箇
慮
も
無
い
。

．．．．． 

■第
五
管
絃
合
奏
。
ス
ー
ト
「
レ
、
ゼ
リ
ニ
イ
」
、
マ
ス
ネ
ー
曲
。
此
の
曲
は
も
と

ン

シ

デ

ン

タ

ル

ミ

ュ

ズ

イ

ク

パ

ル

ナ

シ

ア

ン

奏
間
楽
と
し
て
作
曲
さ
れ
た
も
の
で
、
テ
キ
ス
ト
は
佛
國
高
踏
派
詩
人
の
鼻
祖

と
云
は
れ
て
居
る
ル
コ
ン
ト
、
ド
、
リ
イ
ル
の
作
で
、
マ
ス
ネ
ー
作
曲
中
の
最
も
劇
的

楽

表
情
に
富
ん
で
居
る
と
云
は
る
A

も
の
で
あ
る
。
演
奏
は
練
習
が
不
十
分
と
見
え
て
多

少
不
満
足
の
黙
が
あ
っ
た
が
、
ウ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
氏
の
セ
ロ
獨
奏
は
優
に
其
不
渦

を
充
し
て
余
り
あ
り
と
思
は
れ
た
、
マ
イ
ス
テ
ル
氏
の
一
音
楽
こ
そ
ホ
ン
ト
の
＿
音
楽
と
云

つ
て
よ
か
ら
う
。

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

■第
六
合
唱
管
絃
楽
及
オ
ル
ガ
ン
。
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
オ
ン
の
神
事
業

「
エ
リ
ア
ス
」
の

一
節
。
歌
詞
は
乙
骨
三
郎
氏
の
筆
に
な
り
て
「
天
の
岩
戸
」
と
な
っ
て
居
る
。
始
め
フ

レ
ッ
ク
嬢
と
藤
井
夫
人
の
聯
合
の
部
分
と
祈
篇
の
文
句
と
は
原
語
の
儘
に
て
歌
ひ
、
合

唱
に
入
り
て
邦
語
の
「
天
岩
戸
」
と
な
る
は
如
何
に
も
窮
策
と
見
え
て
面
白
く
無
い
、

何
と
か
工
夫
の
仕
方
が
あ
る
だ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
原
詩
の
儘
で
歌
ふ
な
ら
兎
に
角
に

も
邦
語
の
歌
詞
を
配
す
る
以
上
は
あ
ま
り
歌
詞
を
軽
視
す
る
の
は
宜
し
く
な
い
。
フ
レ

ッ
ク
嬢
と
藤
井
夫
人
の
聯
唱
は
二
人
と
も
マ
チ
／
＼
で
面
白
く
な
い
。
特
に
雨
者
表
情

に
統
一
が
な
い
様
に
思
は
れ
た
、
比
較
し
て
は
少
し
酷
で
は
あ
る
が
藤
井
夫
人
の
槃
は

余
り
に
平
板
で
一
音
量
に
乏
し
く
一
本
調
子
の
嫌
が
あ
る
。
特
に
表
情
と
云
ふ
黙
に
今
一

層
の
注
意
を
彿
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
今
回
の
一音
楽
會
は
概
し
て
練
習
不
十
分
の
様

で
あ
る
。
公
開
演
奏
は
余
程
の
練
習
琢
磨
を
要
す
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

（
『
昔
榮
界
』
第
一
巻
第
七
号
、
明
治
四
十
一
年
七
月
、
四
―

l
四
二
頁
）

明
治
四
十
一
年
十
一
月
二
十
八
日
、

明
治
四
十
一
年
十
一
月
廿
九
日

音

楽

演

奏

曲

目

二
十
九
日

「
美
は
し
き
エ
レ
ン
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…

骨ル

三ッ

郎フ

作作

歌曲
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ド 卜
五 四

獨
唱
｛
助
教
授

楽

イ
、
歌
劇
「
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
王
」
前
奏
•
•
…
…
・
ラ

ロ
、
小
夜
楽
中
の
悲
歌
…
…
…
…
•
•
•
…
…
…
・
・
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作
曲

管
絃
楽
及
合
唱

歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
中
の
行
進
曲
…
…

絃

P
r
o
g
r
a
m
m
e
 

O
F
 

O
r
c
h
e
st
ral 
a
n
d
 C
h
o
r
a
l
 C
o
n
c
e
rt
 

B
O
O
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 N
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S
ミ

n
d
a
y
,
N
o
v
e
m
b
e
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h
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1
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A
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2
 
p

.m

.
 

T
o
k
y
o
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c
a
d
e
m
y
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M
u
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c
 

U
Y
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N
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P
r
og
r
a
m
m
e
 

O
r
c
h
e
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ra: 

O
v
e
rt
u
r
e
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S
a
k
u
nt
ala"
 

F
ai
r
 Ellen: 

Ballade f
or 
Soli
,
 Ch

o
r
u
s
 a
n
d
 O
r
c
h
e
st
ra 

·…………………………………………

••M

. 

B
r
u
c
h
.
 

Soli
,
 

M
r
s
.
 Pa
y
n
e
 a
n
d
 M
r
s
•
Fぶi
i
i
.

管
絃
楽
附
ピ
ア
J
司
伴
楽
（
短
ハ
調
）

教

師

C
.
 Go

l
d
m
a
r
k
.
 

r-~―̀ 乙ワ

骨グ

三ネ

郎］レ

作作

歌曲

藤ペ

イ
イ

ネ

ヘ
ル
マ
ン
、

ケ
井ン

作 夫

曲

ハ
イ
ド
リ
ヒ 人環

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

C
o
n
c
e
rt
o
 for 
Pi
a
n
of
o
rt
e
 a
n
d
 O
r
c
h
e
st
ra 

m
 C
 
mmor:

………………………………

•Bee

thoven

. 

p
ro
f
II•He

y
dr
ich
. 

a
.
 E

nt
re 
A
ct
e
 fro・m
 t
h
e
 O
p
e
r
a
^
'K

i

n
g
 

I
 

Manfred

"
.…………………………

••
C. 

R
ei
n
e
c

忍

b
.
 El
e
g
y
 f
r
o
m
 t
h
e
 S
e
r
e
n
a
d
e
 

4
.
 l

 

for 
St

r
i

n
g
 O
r
c
h
e
st
ra

…

…

…

P
.
 
T
s
c
h
ai

k
o

g
姿

T
a
n
n
h
a
e
u
s
e
r
 M
a
r
c
h
 f
or 
O
r
c
h
e
st
ra 
a
n
d
 

Chorus•

…………………………………

••R

. 

W
a
g
n
e
r.
 

昔

楽

演

奏

曲

目

梗

概

一

、

管

絃

楽

序

曲

『

サ

ク

ン

タ

ラ

』

ゴ

ル

ド

マ

ル

ク

作

カ
ー
ル
、
ゴ
ル
ド
マ
ル
ク

(
K
a
r
l
G
o
l
d
m
a
r
k
 1
8
3
0
生
）
は
有
名
な
る
匈
牙
利
の

作
家
な
り
。
年
少
に
し
て
維
也
納
府
に
遊
び
初
め
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
ヤ
ン
ザ
に
學
び
し

が
、
四
十
八
年
同
地
の
音
楽
院
に
入
り
暫
く
此
に
在
り
て
後
は
獨
學
に
よ
り
て
今
日
の

名
竪
を
得
る
に
至
れ
り
。
其
の
諸
作
中
殊
に
有
名
と
な
り
た
る
は
歌
劇
『
サ
バ
の
女

王
』
に
し
て
、
其
の
音
楽
は
絢
爛
華
美
な
る
東
洋
的
色
彩
を
帯
び
た
る
を
以
て
特
長
と

す
。
此
に
奏
す
る
序
曲
は
彼
が
始
め
て
楽
界
の
注
目
を
惹
き
得
た
る
作
品
に
し
て
又
た

其
の
佳
作
の
一
に
敷
ふ
る
を
得
べ
し
。
こ
は
員
の
標
題
榮

(
P
r
og
r
a
m
'
m
u
si
c

)

即
ち

音
楽
の
み
に
よ
り
て
聴
衆
に
物
語
を
聞
か
す
る
曲
な
り
、
印
度
の
詩
家
カ
リ
ダ
ー
サ
の

筆
に
な
れ
り
と
博
ふ
る
サ
ク
ン
タ
ラ
の
古
話
は
廣
く
世
人
の
知
る
所
な
れ
ば
、
こ
A

に

は
音
楽
の
説
明
上
必
要
な
る
限
り
概
略
を
記
す
に
止
む
。

さ
る
女
神
の
娠
サ
ク
ン
タ
ラ
は
僧
侶
の
長
に
養
は
れ
て
尊
き
森
に
在
り
し
が
、
一
日

大
王
ド
ウ
シ
ュ
ヤ
ン
タ
は
撤
に
出
で
A

此
の
森
に
来
り
サ
ク
ン
タ
ラ
を
見
て
之
れ
に

懸
想
し
、
己
が
妃
に
迎
へ
ん
と
す
、
之
れ
に
次
く
一
幕
は
二
人
の
幸
揺
な
る
結
縁
に
終

る
。
か
く
て
王
は
サ
ク
ン
タ
ラ
に
指
輪
を
輿
へ
、
こ
れ
を
證
と
し
て
城
に
尋
ね
来
よ
と

炉 や

第
八

C
o
n
d
u
ct
o
r
 :
 Pr
of
 A
.
 Ju

n
k
e
r.
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次
で
響
く
オ
ボ
エ
及
び
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
下
行
旋
律
は
ド
ウ
シ
ュ
ヤ
ン
タ
を
示
す

者
と
為
す
を
得
べ
し
。

ヽ
冑
~
：
·
閲

此
の
雨
旋
律
は
今
や
同
時
に
起
り
相
和
合
し
て
サ
ク
ン
タ
ラ
と
大
王
と
の
結
縁
を
示

す。
然
れ
ど
も
之
れ
に
次
ぐ
稽
速
か
な
る
部
に
於
て
は
楽
趣
一
愛
し
て
、
ホ
ル
ン
と
ト
ロ

ム
ペ
ッ
ト
の
鋭
き
響
起
る
。

肘
}

r

-

f
-
一
べ

r

て
立
ち
去
り
ぬ
。
然
る
に
、
こ
A

に
有
力
な
る
僧
の
サ
ク
ン
タ
ラ
に
怨
を
抱
け
る
者
あ

り
て
、
復
警
を
企
て
、
呪
誼
に
よ
り
て
王
よ
り
サ
ク
ン
タ
ラ
の
記
憶
を
奪
ひ
、
再
び
女

を
ば
想
ひ
起
す
こ
と
な
か
ら
し
む
。
又
た
指
輪
も
サ
ク
ン
タ
ラ
が
聖
き
河
に
て
浴
す
る

際
に
折
失
ひ
畢
り
ぬ
、
さ
れ
は
サ
ク
ン
タ
ラ
は
縁
者
に
導
か
れ
て
王
の
許
に
到
り
た
れ

ど
も
知
ら
ず
と
て
斥
け
ら
れ
、
今
は
郷
里
に
鱚
る
こ
と
も
叶
は
ず
、
獨
り
悲
嘆
に
く
れ

て
さ
ま
よ
ふ
に
ぞ
母
の
女
紳
、
あ
は
れ
と
思
ひ
て
、
己
が
許
に
引
き
取
り
ぬ
。
然
る
に

指
輪
は
漁
夫
に
見
出
さ
れ
、
王
の
許
に
還
り
た
れ
ば
王
は
こ
れ
を
見
て
サ
ク
ン
タ
ラ
が

事
を
想
ひ
起
し
、
己
が
無
情
を
悔
ゆ
る
と
共
に
悲
嘆
愛
慕
の
情
に
堪
え
ず
し
て
暮
す

内
、
悪
魔
征
伐
の
軍
に
上
り
て
凱
旋
の
鋒
途
サ
ク
ン
タ
ラ
に
め
ぐ
り
逢
ひ
、
物
語
は
弦

に
目
出
度
局
を
結
ぶ
。

曲
の
初
、
同
音
に
て
奏
す
る
ヴ
ィ
オ
ラ
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
及
び
セ
ロ
の
陰
欝
な
る
調
子

は
先
づ
凶
運
の
来
ら
ん
と
す
る
を
豫
想
せ
し
む
。
然
れ
ど
も
次
で
起
る
セ
ロ
獨
奏
の
五

節
に
分
れ
た
る
上
行
進
行
は
其
の
運
命
の
頓
て
吉
に
轄
ず
べ
き
機
の
到
る
べ
き
を
感
せ

し
む
。
之
れ
に
次
で
は
現
は
る
A

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
及
び
セ
ロ
獨
奏
の
あ
こ
が
る
A

如
き

上
行
旋
律
は
サ
ク
ン
タ
ラ
の
容
姿
を
表
は
し

で
り
位
摩

然
れ
ど
も
此
に
再
び
一
轄
機
は
来
り
、
次
で
起
る
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
ト
リ
ッ
プ
レ
ト

は
サ
ク
ン
タ
ラ
の
旋
律
を
園
続
し
て
保
護
す
る
が
如
く
聞
ゆ
。
さ
れ
ど
か
の
悲
し
き
楽

句
は
尚
ほ
凡
て
の
楽
器
に
現
は
れ
て
響
く
。

か
A

る
中
に
俄
に
稽
速
か
な
る
調
起
り
聴
衆
を
し
て
再
び
大
王
を
想
起
せ
し
む
。
而
し

て
バ
ッ
ス
は
『
卜
』
音
上
の
風
琴
貼
を
奏
す
る
間
に
半
音
階
的
に
上
行
す
る
和
絃
は
漸

く
大
王
に
往
時
の
記
憶
の
鱚
り
来
る
を
示
す
。
か
く
て
管
絃
楽
は
漸
次
に
強
く
迫
り
、

来
り
之
れ
に
次
ぐ
稽
緩
か
な
る
調
に
於
て
サ
ク
ン
タ
ラ
と
の
初
會
見
の
折
に
響
き
た
る

旋
律
再
び
現
は
る
。
此
に
於
て
か
王
は
後
悔
の
念
む
ら
／
＼
と
起
り
、
全
管
絃
楽
は
勢

よ
き
快
活
調
に
て
絶
叫
し
、
引
績
き
て
上
行
す
る
和
絃
は
勝
利
の
歓
呼
に
連
り
て
曲
を

終
る
。

‘

，
 汀

こ
は
サ
ク
ン
タ
ラ
の
運
命
の
悪
き
に
向
ひ
た
る
な
り
。
憎
侶
の
復
警
は
王
よ
り
サ
ク
ン

タ
ラ
の
記
憶
を
奪
ひ
去
り
ぬ
。
さ
れ
ば
次
の
緩
か
な
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
獨
奏
も
王
の

耳
に
は
見
知
ら
ぬ
者
の
竪
の
如
く
に
響
く
な
る
べ
し
。

サ
ク
ン
タ
ラ
は
今
や
王
に
斥
け
ら
れ
、
寄
邊
な
く
さ
す
ら
ふ
身
と
な
れ
り
、
彼
女
の
故

き
旋
律
は
今
や
英
吉
利
ホ
ル
ン
に
移
り
て
如
何
に
淋
し
く
訴
ふ
る
が
如
く
に
響
く
ぞ
。

又
た
同
じ
様
な
る
楽
句
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
現
は
れ
て
更
に
悲
し
く
響
く
に
非
ず
や
。
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次
で
曲
頭
の
短
和
絃
は
再
び
現
れ
て
彼
等
に
警
告
す
。
然
れ
ど
も
勇
し
き
士
卒
は
唯
だ

署

喜

喜

喜

,
 

q
 

エ
ド
ウ
ォ
ー
ド
の
軍
に
劉
す
る
運
命
の
警
告
の
如
く
聞
ゆ
。
次
で
エ

ド
ウ
ォ
ー
ド
が
落

城
の
近
き
た
る
を
豫
言
す
る
や
伴
奏
の
絃
楽
器
は
同
音
に
て
四
分
音
符
の
等
長
進
行
を

奏
し
、
巧
み
に
軍
氣
涅
喪
し
て
士
卒
の
絶
望
せ
る
朕
を
描
出
せ
り
。

曲
は
次
に
掲
ぐ
る
意
味
深
き
短
和
絃
を
以
て
起
り
。

d
5
 

二
、
猫
唱
、
合
唱
及
管
絃
楽

『

美

は

し

き

エ

レ

ン

』

ブ

ル

ッ

フ

作

マ
ッ
ク
ス
、
ブ
ル
ッ
フ
(
M
a
x
B
r
u
c
h
)

は
一
八
三
八
年
一
月
六
日
を
以
て
獨
逸
ケ

ル
ン
府
に
生
る
。
合
唱
及
管
絃
楽
の
作
家
と
し
て
最
も
名
あ
り
、
其
の
諸
作
中
『
オ
デ

ュ
セ
ウ
ス
』
『
フ
リ
ト
ヨ
フ
』
『
ノ
ル
マ
ン
ネ
ン
、
ツ
ー
ク
』
等
は
就
中
最
も
彼
の
名
を

高
か
ら
し
め
た
る
者
而
し
て
弦
に
奏
す
る
『
美
は
し
き
エ
レ
ン
』
も
亦
た
其
の
傑
作
の

一
た
る
を
失
は
ず
、
こ
は
比
較
的
早
年
の
作
に
係
る
と
雖
、

其
の
園
熟
せ
る
楽
器
の
編

成
法
と
巧
妙
な
る
表
情
法
と
は
既
に
彼
の
楽
オ
の
非
凡
な
る
を
示
せ
り
。
歌
詞
は
世
に

知
ら
れ
た
る
詩
人
工
マ
ヌ
エ
ル
、
ガ
イ
ベ
ル

(
E
m
a
n
u
e
l
v
.
 G

ei
bel 
1
8
1
5
,
1
8
8
4
)
 

の
歌
を
撰
び
た
る
者
、
物
語
の
筋
は
蘇
格
蘭
の
城
塞
に
て
敵
の
包
園
に
苦
め
る
英
軍
の

一
少
女
エ
レ
ン
が
事
を
叙
せ
り
寵
城
せ
る
エ
ド
ウ
ォ
ー
ド
公
の
軍
は
力
既
に
證
き
て
討

死
の
覺
悟
を
定
め
た
る
に
美
は
し
き
エ
レ
ン
の
み
は
援
軍
の
既
に
近
け
る
を
信
じ
て
一

向
士
卒
を
動
ま
す
間
に
援
兵
終
に
到
り
て
戦
は
英
軍
の
勝
利
に
鱚
す
と
い
ふ
に
て
終

る。

愁
を
含
み
て
立
つ
の
み
。

以
上
の
陰
欝
な
る
曲
趣
と
好
封
照
を
な
す
者
は
次
で
起
る
伴
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
上

行
す
る
フ
ィ
ギ
ュ
ー
ア
（
即
ち
幾
度
も
昼
み
返
へ
し
て
奏
す
る
楽
句
）
に
し
て
、
こ
は

美
は
し
き
エ
レ
ン
が
抱
け
る
勝
利
の
確
信
を
示
す
者
な
り
。
エ
レ
ン
は
一
向
に
勝
利
を

期
待
し
徹
か
に
援
軍
の
竪
を
聞
く
が
如
く
信
ず
。
次
で
進
行
曲
風
の
「
過
度
な
ら
ざ
る

快
活
調
」
に
移
り
、
先
づ
次
に
掲
ぐ
る
「
ホ
ル
ン
の
獨
奏
」
は
徹
か
に
ピ
ブ
ロ
ッ
ク
の

槃
を
寓
し
。

同
時
に
ヴ
ィ
オ
ラ
、
セ
ロ
及
び
バ
ッ
ス
の
節
奏
あ
る
指
頭
弾
奏
は
既
に
進
み
来
る
カ

ム
ベ
ル
軍
の
歩
調
を
豫
想
せ
し
む
。
エ
レ
ン
は
歓
喜
に
激
し
て
、
士
卒
等
に
援
軍
の
槃

の
聞
ゆ
る
旨
を
告
ぐ
。
さ
れ
と
エ
ド
ウ
ォ
ー
ド
は
之
れ
を
信
ぜ
ず
、
此
に
於
て
か
絃
楽

は
再
び
、
か
の
力
無
き
同
音
に
移
り
て
公
の
意
氣
錯
沈
の
態
を
表
は
せ
り
。

か
A

る
間
に
日
は
天
に
沖
し
て
梢
や
傾
き
初
め
、
三
度
運
命
の
警
告
は
響
き
て
何
事
か

起
ら
ん
と
す
る
を
語
る
が
如
し
。
エ
レ
ン
は
今
明
か
に
カ
ム
ベ
ル
軍
の
進
み
来
る
を
聞

け
り
。
ピ
ブ
ロ
ッ
ク
の
槃
は
此
度
は
「
フ
リ
ュ
ー
ト
」
に
聞
え
、
同
時
に
ヴ
ィ
オ
ラ
は

次
の
如
き
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
以
て
隊
伍
の
歩
調
を
示
す
。

次
で
曲
は
熱
烈
な
る
快
活
調
と
な
り
敵
軍
は
突
皐
し
来
り
守
兵
は
城
を
枕
に
討
死
す

べ
き
時
と
な
り
ぬ
、
か
く
て
士
卒
等
が
臨
終
の
歌
（
稽
緩
調
）
は
悲
し
げ
に
響
く
。
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エ
ド
ウ
ォ
ー
ド
公
（
中
音
獨
唱
）

か
て

『
や
よ
、
者
共
、
善
く
聞
け
。
今
は
隠
く
す
も
詮
な
き
事
。
味
方
は
糧
の
盛
き
た
る
の

す
く
ひ

み
か
、
力
と
頼
む
弾
薬
さ
へ
も
、
残
り
少
く
な
り
た
れ
ば
、
敵
の
園
を
破
る
べ
き
、
援

ま

の
兵
の
疾
く
来
ず
は
、
か
し
こ
に
昇
る
朝
日
子
の
、
沈
む
夕
を
ま
つ
間
も
な
く
、
城
を

美
は
し
き
エ
レ
ン
（
獨
唱
は
英
語
に
て
唱
ふ
）

ガ
イ
ベ
ル
作
歌

乙
骨
三
郎
繹
歌

9`

鼠
閥
言

次
で
短
か
き
快
活
調
と
エ
ド
ウ
ォ
ー
ド
の
宣
叙
調
あ
り
て
、
そ
れ
よ
り
激
戦
を
描
出
せ

る
「
甚
だ
し
き
快
活
調
」
に
遷
移
し
、
管
絃
楽
の
純
奏
と
な
る
。
今
や
一
齊
射
撃
は
轟

き
、
剣
は
鳴
り
、
決
死
の
激
載
は
始
ま
り
ぬ
。
か
く
て
味
方
の
軍
旗
の
倒
る
A

や
美
は

し
き
エ
レ
ン
の
之
れ
を
握
り
て
屹
立
す
る
刹
那
朗
か
な
る
「
長
ハ
調
」
に
て
カ
ム
ベ
ル

軍
の
勝
利
の
導
旋
律
は
喜
ば
し
き
便
り
の
如
く
に
響
き
渡
る
。

．
 

此
に
於
て
か
エ
レ
ン
は
尚
ほ
一
度
小
な
る
軍
勢
を
動
ま
し
て
地
歩
を
固
守
せ
し
む
。
か

か
る
間
に
も
勝
利
の
導
旋
律
は
愈
近
く
愈
高
く
響
き
て
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
は
需
に
ヴ
ィ
オ

ラ
の
奏
し
た
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
承
け
て
奏
す
。

勝
利
の
導
旋
律
は
愈
頻
に
響
き
て
カ
ム
ベ
ル
の
軍
は
既
に
敵
の
背
後
を
突
き
重
園
を
破

り
て
今
や
城
に
入
り
ぬ
。
次
で
聞
こ
ゆ
る
美
は
し
き
エ
レ
ン
の
誹
に
捧
ぐ
る
謝
恩
の
歌

は
甚
だ
優
美
な
り
、
こ
は
勝
利
の
導
旋
律
を
四
分
の
三
拍
子
に
引
き
延
ば
し
た
る
勢
よ

き
緩
調
な
り
。

こ
れ
よ
り
も
更
に
荘
麗
、
更
に
歓
喜
の
情
の
溢
れ
た
る
は
最
後
に
響
く
勇
士
の
合
唱
に

し
て
勝
利
の
旋
律
と
謝
恩
の
歌
と
の
合
成
せ
る
者
な
り
。

士
卒
に
向
ひ

枕
に
共
々
に
、
果
つ
べ
き
命
と
覺
悟
せ
よ
や
。
』

み

こ

と

し

ほ

（
合
唱
）
告
げ
渡
す
、
御
言
に
士
卒
は
萎
る
A

ば
か
り
。

を

と

め

か

た

へ

た

A

ず

折
か
ら
花
の
少
女
エ
レ
ン
は
、
ひ
と
り
片
方
に
仔
み
て
、

け

は

ひ

と

み

こ

ゑ

ょ

f

ま
す
氣
色
。
ー
—
頓
に
竪
麒
ま
し
て
、

エ
レ
ン
（
高
音
獨
唱
）

み
A

す

耳
澄

と
く

『
い
か
に
、
方
々
、
あ
の
物
音
を
聞
か
れ
ず
や
。
櫓
に
上
り
て
篤
と
見
ら
れ
よ
。
あ
れ

き

こ

ち

か

ひ

こ
そ
キ
ャ
ム
ベ
ル
が
陣
太
跛
。
風
の
ま
に
／
＼
聞
ゆ
る
は
、
『
昔
の
盟
忘
れ
じ
』
の
、

ひ
と
ふ
し

ピ
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
節
。
』

エ
ド
ウ
ォ
ー
ド

そ

な

た

ひ

が

み

A

『
い
や
／
＼
そ
れ
は
其
方
の
僻
耳
゜
櫓
の
上
よ
り
見
渡
す
限
り
、
青
き
は
み
空
、
黄
ば

め
る
は
砂
。
遠
き
彼
方
の
、
葦
原
の
、
風
吹
く
な
べ
に
ゆ
ら
ノ
＼
と
、
靡
く
外
に
は
見

る
物
な
し
。
』

た

ま

っ

A

（
合
唱
）
仰
ぐ
空
、
日
は
長
け
て
、
傾
き
初
む
る
程
に
、
最
後
の
弾
を
筒

に
籠
め
、
今
ぞ
果
と
見
交
は
す
中
に
、
エ
レ
ン
は
獨
り
、
尚
も

耳
を
澄
ま
し
、

エ

レ

ン

『
先
に
も
申
し
A

こ
と
な
か
ら
、
今
も
聞
ゆ
る
か
の
物
音
は
、
キ
ャ
ム
ベ
ル
の
軍
に
相

ひ

ゞ

き

ぐ

ん

び

や

う

違
あ
ら
じ
。
太
鼓
の
響
ピ
ブ
ロ
ッ
ク
の
墜
、
さ
て
は
大
地
を
踏
な
ら
す
軍
兵
共
の
足

音
。
』

（
合
唱
）

筒
の
昔
、

エ
ド
ウ
ォ
ー
ド

そ

な

た

す

く

ひ

せ

い

『
如
何
に
其
方
の
申
す
と
も
、
援
の
勢
は
影
だ
に
見
え
ず
。
早
や
落
城
こ
そ
近
づ
き
た

く

る

わ

い

さ

ぎ

れ
。
敵
は
曲
輪
に
梯
子
を
掛
く
る
ぞ
。
今
は
共
々
潔
よ
く
、
討
死
す
べ
き
時
と
な
っ
た

り
』

や
ま
ベ

『
さ
ら
ば
別
れ
ん
妻
よ
子
よ
。
な
れ
し
山
邊
の
水
よ
野
よ
。
』

『
さ
ら
ば
別
れ
ん
妻
よ
子
よ
。
な
れ
し
山
邊
の
水
よ
野
よ
。
』

つ
る
ぎ

『
い
ざ
や
者
共
゜
筒
先
そ
ろ
へ
て
一
度
に
放
ち
、
剣
を
抜
き
つ
れ
突
き
か
A

れ』

と

き

と

ゞ

ろ

も

な

が

さ

A

鯨
波
の
磐
、
轟
く
最
中
に
吾
が
旗
の
倒
る
A

を
支
ヘ
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短
ハ
調
司
伴
楽

止
め
た
る
エ
レ
ン

エ

レ

ン

く

じ

す

く

ひ

う

た

ご

ゑ

『
方
々
、
挫
け
給
ふ
な
。
援
の
軍
の
歌
墜
は
、
早
や
も
間
近
に
聞
ゆ
る
を
°
|
|
'
見
ら

け
む
り

か

な

た

ま

れ
よ
。
瀕
ぎ
る
煙
早
や
薄
ら
ぎ
て
、
遠
き
彼
方
も
眼
の
あ
た
り
。
』

う
し
ろ

敵
の
後
目
掛
け
。

み
山
お
ろ
し
荒
ぶ
ご
と
、

推
し
よ
す
る
援
の
軍
勢
、
こ
れ
ぞ
キ
ャ
ム
ベ
ル
軍
。

か

な

た

も

A

ち

ぐ

ん

び

や

う

か

う

ぺ

は

『
見
ら
れ
よ
彼
方
の
廣
き
野
に
、
き
ら
め
く
影
は
百
千
の
軍
兵
、
頭
に
鷲
の
刑
を
飾

り
、
身
に
着
る
衣
は
市
松
摸
様
。
風
に
ひ
ら
／
＼
閃
め
く
は
、
吾
が
イ
ギ
リ
ス
の
旗

じ
る
し

標

』

（
合
唱
）

（
合
唱
）
敵
軍
破
れ
、
園
解
け
ぬ
、
嬉
し
さ
に
エ
レ
ン
は
歌
ふ
。

』

エ

レ

ン

歌

『
式
っ
叩
如
ど
、
い
ざ
坦
に
叡
へ
ん
。
』

エ
レ
ン
及
び
エ
ド
ウ
ォ
ー
ド
歌

『
天
つ
神
の
恵
を
、
い
ざ
共
に
稽
へ
ん
。
』

エ
レ
ン
、
エ
ド
ウ
ォ
ー
ド
及
勇
士
等
歌

『
天
つ
紳
の
恵
を
、
い
ざ
共
に
稲
へ
ん
。
』

三
、
管
絃
楽
附
ピ
ア
ノ
司
伴
楽

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

本
曲
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

(
B
e
et
h
o
v
e
n
1
7
7
0ー

1
8
2
7
)

の
作
な
る
司
伴
楽
五
篇
中

の
第
三
に
位
し
、
千
八
百
年
の
作
に
係
れ
り
。
さ
れ
ば
、
こ
は
尚
ほ
彼
が
早
年
の
作
に

島
す
と
雖
、
然
も
既
に
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
感
化
よ
り
全
然
脱
却
し
た
る
時
代
の
作
品
に
し

て
其
中
に
表
は
れ
た
る
諸
楽
想
は
何
れ
も
其
の
感
情
に
於
て
全
く
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
的

な
る
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
「
短
ハ
調
」

諸
曲
に
共
通
な
る
特
徴
を
具
へ
居
れ
り
。
本
司

伴
楽
の
形
式
は
古
き
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
形
式
に
則
り
た
る
者
に
し
て
即
ち
モ
ツ
ァ
ル
ト
よ

り
博
承
せ
る
者
な
り
。
曲
は
長
き
管
絃
の
純
奏
に
始
ま
り
豫
め
第
一
曲
部
中
の
諸
楽
想

を
聞
か
し
め
聰
衆
を
し
て
次
に
来
る
べ
き
曲
部
を
翫
味
す
る
に
適
せ
し
む
。
獨
奏
部
は

理
想
的
な
る
ピ
ア
ノ
司
伴
楽
猥
奏
部
の
模
範
と
も
為
す
べ
き
者
に
し
て
即
ち
此
の
楽
器

乙
、
小
夜
楽
中
の
悲
歌

の
曲
と
し
て
巧
み
に
作
ら
れ
且
つ
幾
分
華
美
に
し
て
然
か
も
虚
飾
に
流
る
A

こ
と
な
き

美
妙
な
る
音
楽
な
り
。
曲
部
の
末
に
近
か
く
終
節
と
稲
す
る
部
あ
り
。

凡
そ
司
伴
楽
に

於
て
終
節
と
い
ふ
は
そ
れ
ま
で
に
奏
し
た
る
諸
楽
想
中
の
―
二
を
基
礎
と
し
て
獨
奏
者

の
演
ず
る
即
興
演
奏
の
如
き
者
な
り
。
司
伴
楽
中
に
終
節
を
挿
む
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ヱ
ン

時
代
の
慣
例
に
し
て
今
日
も
尚
ほ
幾
分
行
は
れ
居
る
事
な
り
。
而
し
て
終
節
は
大
抵
曲

の
主
調
に
於
て
細
か
く
華
々
し
き
手
を
奏
す
る
者
な
れ
ど
も
此
の
曲
の
終
節
は
静
か
に

美
は
し
く
他
調
の
和
絃
に
移
り
行
き
て
甚
だ
安
慰
的
功
果
を
奥
ふ
。
次
で
急
迫
激
烈
な

る
増
強
奏
と
な
り
て
曲
を
終
る
。

ラ
イ
ネ
ッ
ケ
作

カ
ー
ル
、
ラ
イ
ネ
ッ
ケ

(
K
a
r
l
R
ei

n
e
c
k
e
 1
8
2
4
生
）
は
最
近
に
於
け
る
獨
逸
の
有

名
な
る
音
楽
者
に
し
て
洋
琴
家
井
び
に
作
曲
家
と
し
て
名
あ
り
。
殊
に
作
曲
家
と
し
て

は
凡
て
の
音
楽
の
部
門
に
亘
り
て
聘
多
の
作
品
を
出
せ
り
。
即
ち
室
楽
、
歌
劇
、
合
唱

曲
、
小
ば
曲
等
に
於
て
作
る
所
二
百
篇
を
越
ゆ
彼
の
大
作
の

一
は
歌
劇
「
マ
ン
フ
レ
ッ

ド
」
に
し
て
其
の
序
曲
及
び
前
奏
は
最
も
楽
界
に
愛
賞
せ
ら
る
A

管
絃
楽
曲
な
り
。
此

の
前
奏
曲
は
初
め
質
問
的
告
訴
的
の
曲
節
に
起
り
次
で
高
雅
な
る
旋
律
に
移
る
こ
の
旋

律
は
美
妙
な
る
轄
調
法
を
用
ひ
て
常
に
奇
警
斬
新
に
聞
ゆ
。
本
曲
は
凡
て
婉
美
羅
ぶ
る

が
如
き
旋
律
法
と
温
情
溢
る
A

が
如
き
色
彩
と
を
帝
び
た
る
小
管
絃
楽
曲
な
り
。
然
れ

ど
も
ラ
イ
ネ
ッ
ケ
の
作
品
が
凡
て
獨
創
的
趣
致
を
鋏
き
た
る
は
惜
む
べ
し
殊
に
此
の
曲

に
於
て
は
シ
ュ
ー
マ
ン
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
を
摸
倣
し
た
る
痕
跡
歴
々
と
し
て
蔽
ふ
べ
か

ら
ず
。ペ

ー
テ
ル
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ

(
P
et
e
r
T
sc
h
ai
k
o
w
s
k
y
 1
8
4
0ー

1
8
9
3
)

は
露
國
作

曲
家
中
の
最
も
天
オ
に
富
み
た
る
者
と
謂
ふ
を
得
べ
し
。
彼
の
音
楽
は
殆
ど
全
部
露
國

民
的
趣
致
を
具
へ
往
々
粗
野
に
し
て
狂
熱
に
富
み
或
は
抒
情
的
に
し
て
感
情
に
趨
る
も

而
も
尋
常
平
凡
に
陥
る
こ
と
な
し
。

此
に
奏
す
る
は
彼
の
小
夜
楽
（
作
品
第
四
十
八
）
中
の
第
三
曲
部
に
し
て
其
の
初
節

は
繊
麗
且
つ
夢
幻
的
な
る
曲
節
に
始
ま
り
、
次
で
婉
美
極
ま
り
な
き
旋
律
に
移
る
、
セ

四
、
絃

甲
、
歌
劇
『
マ
ン
フ
レ
ッ
ト
王
』
前
奏

楽

チ
ャ
イ
コ
ヴ
ス
キ
作

第 1部 明治・大正篇 254 



（
ワ
ル
ト
ブ
ル
ク
の
城
内
大
廣
間
に
て
騎
士
及
貴
賓
等
合
唱
）

ぶ

ん

f

、

は

な

さ

へ

い

わ

そ

の

た

と

『
文
藝
』
の
花
疾
き
に
ほ
ふ
、
『
平
和
』
の
園
に
醤
ふ
べ
き
、

尊
と
き
此
の
御
殿
、
め
で
た
き
此
の
殿
、

訳

歌

ワ
グ
ネ
ル
原
作

乙
骨
三
郎
作
歌

ワ
グ
ネ
ル
作

ロ
及
び
ヴ
ィ
オ
ラ
の
指
頭
弾
奏
は
初
め
こ
の
旋
律
を
装
飾
し
、
後
、
自
ら
こ
れ
を
取
り

て
奏
す
る
に
及
び
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
そ
れ
に
従
屡
す
次
で
ト
リ
ッ
プ
レ
ッ
ト
の
進
行
現

は
る
A

に
及
び
悲
哀
的
楽
趣
は
漸
く
失
は
れ
、
バ
イ
オ
リ
ン
は
漸
次
急
迫
し
来
り
て
遂

に
激
動
的
と
な
る
。
然
れ
ど
も
最
強
奏
の
後
、
ヴ
ィ
オ
ラ
は
再
び
鎮
撫
す
る
が
如
く
に

曲
頭
の
旋
律
を
取
り
て
本
の
速
さ
に
て
奏
す
。
こ
れ
よ
り
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
セ
ロ
と
は

交
々
主
導
者
と
な
り
て
進
行
す
る
中
「
稽
速
な
る
調
」
に
入
り
て
バ
イ
オ
リ
ン
は
激
烈

な
る
最
強
奏
に
高
ま
り
そ
れ
よ
り
節
を
終
る
が
如
く
に
暫
く
激
情
的
趣
致
を
帯
ぶ
、
然

れ
ど
も
そ
は
忽
ち
静
ま
り
最
弱
奏
と
な
り
て
消
え
去
る
。
一
般
休
止
の
後
、
楽
は
最
初

の
速
度
に
遠
り
て
夢
の
如
く
な
り
し
何
物
か
を
追
想
す
る
が
如
く
に
響
き
、
陰
欝
な
る

和
絃
の
長
大
息
の
如
く
に
響
く
と
思
ふ
間
に
「
二
」
音
の
風
琴
黙
起
り
て
漸
次
に
凡
て

の
槃
音
を
鎮
め
、
悲
歌
は
最
も
微
か
な
る
弱
奏
に
於
て
終
る
。

五
、
合
唱
及
管
絃
楽

歌
劇
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
中
の
行
進
曲

リ
ハ
ル
ド
、
ワ
グ
ネ
ル

(

R

i

chard
W
a
g
n
e
r
 1
8
1
3ー

1
8
8
3
)

は
近
世
に
於
け
る
獨

逸
の
名
家
、
所
謂
音
楽
劇
の
創
作
者
に
し
て
、
又
た
全
音
楽
界
の
改
革
者
な
り
。
其
の

偉
業
は
普
く
世
人
の
知
る
所
な
れ
ば
此
に
贅
せ
ず
此
に
奏
す
る
進
行
曲
は
彼
の
歌
劇
夕

ン
ホ
イ
ゼ
ル
中
よ
り
抜
幸
せ
る
者
に
し
て
即
ち
彼
の
創
作
の
中
央
期
に
謁
す
る
作
品
な

れ
ば
末
だ
彼
の
天
才
の
一
部
を
疲
揮
し
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
者
と
い
ふ
べ
し
。
こ
は
歌
劇

の
第
二
幕
に
於
け
る
歌
の
季
ひ
の
開
か
る
A

前
に
挿
み
た
る
行
列
の
行
進
曲
に
し
て
先

づ
人
寄
せ
の
劇
夙
響
き
、
終
り
て
本
曲
に
入
る
。
曲
は
充
分
の
威
厳
を
具

へ
て
然
も
軽

快
且
つ
弾
性
に
富
め
り
。
其
の
巧
妙
な
る
楽
器
編
成
法
は
曲
の
進
む
に
従
て
盆
々
勢
力

を
増
大
し
、
終
局
に
近
か
く
合
唱
の
加
は
る
に
及
び
て
曲
は
喧
難
を
極
め
た
る
牡
麗
を

以
て
終
る
。
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"
S
a
k
u
nt
a
l
a
." 

B
y
 G
o
l
d
m
a
r
k
.
 

C
a
r
l
 
G
o
l
d
m
a
r
k
,
 b

o
r
n
 
M
a
r
c
h
 1
8
,
 

1
8
3
0
,
 

i

s
 a
 di
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e
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h
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S
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i
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e
at
 

for
c
e
 w
a
s
 t
h
e
 

e
xp
ressi
o
n
 of
 

m
u
si
c
 
i

n
 o
ri
e
nt
al colours: H
i

s
 ov
e
rt
u
r
e
 "S
a
k
u
nt
ala
"
 

i

s
 "p

r
og
r
a
m
m
e
,
m
u
si
c
"
 i.
e
.
 by
 

t

h
e
 m
u
si
c
 a
l
o
n
e
 t
h
e
 e
v
e
nt
s
 of
 t

h
e
 

st
o
ry
 

a
r
e
 t
o
 b
e
 u
n
d
e
r
st
o
o
d
.
 

T
h
e
 st
o
ry
 

of
 

K
a
li
d
a
s
a
's

ぶ

'S
a
k
u
nt
ala
"
m
ay
 

b
ri
ef
l
y
 

b
e
 t
o
l
d
 

h
e
r
e
:
 S

a
k
u
nt
ala,
 

t

h
e
 d
a
ug

ht
er 
of
 

a
 ny
m
p

h
,
 ha

s
 b
e
e
n
 
b
r
o
ug

ht
 

up
 

by
 

t

h
e
 h
e
a
d
 
of
 

a
 p
ri
est
l
y
 commun~

ty 

i

n
 a
 s
a
c
r
e
d
 g
rove. 
T
h
e
 

g

r
e
at
 

K
i

ng
 

D
u
s
hy

a
nt
a
,
 w

hi
le 
h
u
nt
m
g
,
 

e
nt
ers 
t

h
e
 g
r
o
v
e,
 sees 

S
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o
n
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h
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d
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w
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h
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h
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,
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,
 

w
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h
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e
op
le 
t
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h
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a
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r
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c
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d
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m
.
 Sh

e
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 c
a
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off,
 n
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a
l
l
o
w
e
d
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o
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u
r
n
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o
m
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,
 

a
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d
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a
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 g
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r
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.
 

At
 

a
 g
l
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n
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e
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e
 r
e
c
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t
 

a
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d
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s
 m
e
m
o
ry
 

c
o
m
e
s
 b
a
c
k
.
 

D
e
ep
ly

 

r
ep
e
nt
i

ng
 

hi
s
 c
r
u
el
t
y
 

h
e
 
p
i

n
e
s
 
a
w
ay
 

i

n
 l
o
ng
i

ng
 

for
 

こ

み

と

の

め
で
た
き
此
の
御
殿
、

ち

ょ

ゃ

ち

よ

さ

か

千
代
も
、
八
千
代
も
、
榮
え
よ
。

た

ふ

と

み

と

の

さ

か

ゆ

尊
き
御
殿
、
や
よ
。
榮
え
行
け
や
、

ち

ょ

ゃ

ち

ょ

千

代

八

千

代

ま

で
も
。
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Sakuntala. In an expedition against evil demons, whom he fights 
victoriously against, he finds her at last and there is now no 

end to their happines~・
An ominous unisono of violas, fagots, and'cellos presages, 

a sinister fate, which, however, seems to turn favourably in the 
end by the rising five-fold'cello-solos. The yearning melody now 
following (clarinettes and'cello-solo) may characterize the figure 
of the heroine : 

Mod. Assai 

和五臼芦戸已三―-
Whife the descending melody of oboe and first violins pictures 
King Dushyanta : 

and plaintive sounds her old melody, 
English horn : 

ふ戸ゴ］―戸ゴ・

now taken up by the 

ー万丘
and still more sadly the resembling phrase of the clarinette. 

But now comes the turning point. Beautiful violin triplets 
surround Sakuntala's motif as if protecting, but still plaintively 
all the instruments take up her phrase: 

9
g
g
 

撰
当

K
．
茫
忘

垢
I

綜

名until an unexpected piu mosso reminds us of the king. The 
basses have the organ-point on g, chromatically rising chords 
make the king slowly regain his recollections. The orchestra 
rises more and more impressively and soon we hear again in 
the Paco meno (tempo])the two melodies of the first meeting 
with Sakuntala. Now repentance takes hold of the king and the 
whole orchestra pours forth in an Allegro vivace; the swelling, 
rising chords lead to victory, he has found Sakuntala again and 
the overture ends with joyous exultation. 

H.W.〔=HeinrichWerkmeister〕

嗜 宕 ： 

二 疇
Both melodies now entwine and may indicate in their interlacing 
the union of the lovers. 

In the Poco piu mosso following the whole picture changes; 
abruptly the horns and trumpets set in: 

和Sakuntala's fate turns into sadness. The priest's curse deprives 
the king of all remembrance of Sakuntala and the solo of the 
clarinettes (Andante assai) sounds unfamiliar to him. 

ぐ 2

l - .. 二］しごーシー I'!"'9「l

Sakuntala is cast off, and lonely wanders about. How forlorn 

芦
＜て

「

IL Introductory remarks to "Fair Ellen." 
By Bruch. 

Max Bruch, born January 6th, 1838, at Cologne, is one of 
the greatest composers of larger chorus and orchestra pieces. 
He made his name chiefly by his "Odysseus," "Frithjof," "Nor-
mannenzug," etc. 

"Fair Ellen" is one of his earlier works, but shows already 
the master's hand in instrumentation and his ingenuity to dram-
atize and vivify the mental and visual incidents of Geibel's 



ballad. 
At the very beginning the expressive chords in minor: 

Allegro Moc1erato 

＝ で

resemble a warning call of Fate to Lord Edward's brave warriors, 
who find themselves in greatest distress and have given up all 
hope of deliverance. The unisono of the string instruments with 
their even movement in crotchets indicates utter hopelessness: 

魯「存「9|「~「‘「「＿戸‘「―_」|hJ_」-」』|-

It is the accompaniment of Edward's address to his men, who 
prothesies their speedy doom. Again the introductory chords 
give warning, but "Sullen were standing about the fearless 
comrades in arms." 

The rising violin figures now bring into contrast fair Ellen's 
confidence in victory who listens attentively, expecting deliver-
ance, and imagines to hear faintly the march of the relievers. 
-A  vivace ma non troppo (alla marcia) follows, in which a 
horn solo faintly marks the "Pibroch," while the rythmical 
pizzicati of the violas,'cellos and basses forebodes the measured 
tread of the approaching Compbells. 

凸王よ「［ー、 1万

With joyful agitation Ellen tells what she has learned, but 
Edward will not believe her and again the string instruments 
take up unisono their apathic 

← - -

'1-ーデ
showing the Lord's utter dejection.-The sun rises highest and 
for the third time Fate gives her warning that something unex• 
pected will happen. Fair Ellen distinctly hears the March of the 
Campbells, the piercing pibroch is taken up by the flutes, while 
the violas with their 

韮ェ竺エ 己一

mark the ground-shaking step of the approaching battalions. 
Now comes an Allegro con fuoco, the enemy charges. 

Nothing remains for the heroic band but to die the death of 
heroes, and thus their swan-song pours forth (poco meno vivo) 

ロ＿J己 台 疇
whereupon a short Allegro and Recitation Edward's goes over 
into the Allegro molto, which pictures the fierce clash of battle. 
Clang of guns and swords! the standard-bearer falls, Ellen seizes 
the flag, and at the same moment is heard in clear C-major 
the victory motif of the Comp bells: 

(
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Once more Ellen calls for courage to stand fast. Nearer and 

憐
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nearer the friends'signals sound until they grow to the powerful 
orchestra tutti in C-major. Now the pibroch sounds forth in 
jortissimo by all the wind instruments and the first violins. The 
kettle-drum takes the old motif of the violas : 

四 三こf.-l - ヱ
Louder and louder we hear the victory motif. Already the Comp-
bells fall on the enemy's rear―‘‘and the enemy was scattered 
and they marched'through the gate." Of fine effect is now fair 
Ellens song of thanksgiving, which bring the victory theme in 
the statelier 3/4 time (Andante con moto): 

ー

Still more solemn and edifying goes forth the concluding chorus 
of the brave warriors, in which the song of victory and thanks-
giving are beautifully blended. 

H.W. 

Edward: 

Ellen: 

TEXT. 
My・ God in his mercy be good to us now; 
What boots it to shrink from dying? 
No bread to sustain us the long day through, 
No shot to the foemen replying: 
But pray for rescue and that right soon, 
To come to leaguer'd tower; 
Though yonder the morning be low'ring red, 
There's Death in the sunset hour, 

Chorus. (Japanese Text) 
0 haste ye, haste to the rampart high, look out 
i'the misty gloaming ? 

Edward: 

Ellen: 

Edward: 

Me thought I heard in the distance far the March, 
the Campbells coming, 

Oh list to the rolling sound of drums, the pibroch 
I hear them playing, 

'We come for the sake of our olden troth' 
Oh list what the breezes are saying 
'We come for the sake of our olden troth'the wind 
are softly saying, 

Ah Maiden, I ween thou art sore distraught, nought 
hast thou seen or heard save deep blue sky and 
yellow sand and distant reeds by breezes stirred 
and reeds by breezes stirred 

Chorus. CJ apanese Text) 
And the sun arose to his midday height, 

and the sun pass'd over the heaven, 
And nearer and nearer the last hour came, 

and sadly the farewell was given. 
Fair Ellen stood with a fixed look 

and brightly her eyes were aglowing. 
The Campbells are coming, I told you true, 

I hear, I hear the bugle blowing: 
The Campbells are coming, 

I told you true, I hear, I hear the bugle blowing, 
The Pibroch is borne down the wind, the tones 

on the breezes quiver, 
'Neath the tread of battalions that hurry along 

afar the plains do shiver! 
Ah maiden, we listen and listen in vain, 

and fast the hours are flying, 
The breach is wide, and the storm is nigh, 

there's Honour, Honour is dying. 
Farewell then, wife and child at home! 

and the Highland, lochs and the heather ! 
Wife and child farewell and the Highland lochs 
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Ellen: 

Ellen: 

Ellen: 

Ellen and 
Edward: 

and the heather ! 
Farewell to the Highland lochs and the heather 

farewell then ! 
Farewell then, wife and child at home and 

the Highland lochs and the heather ! 
And now, for the last time God speed the shot, 

let your swords be unsheathed together ! 
Chorus. (Japanese Text) 

Oh stay, oh stay'tis the pipes I hear, the sound 
draws nearer and nearer. 

Ha! see there's a rent in the mist and the 
sight grows clearer and clearer. 
Chorus. (Japanese Text) 

There's a shimmer of steel o'er the far spreading 
plain, from the squadrons for battle arrayed, 

With their plaids and gay plumes in their bonnets 
they come, and England's flag displayed! 
Chorus. (Japanese Text) 

We're saved by the bond of our olden troth, 
to God praise and honour be given ! 

We're saved by the bond of our olden troth, 
to God praise and honour be given ! 

Chorus. (Japanese Text) 

Piano Concerto in C mi. op. 37. 
By Beethoven. 

This is the third of the five Piano-Concertos, Beethoven has 

written. It was composed in the year 1800 and still belongs to 

Beethovens'early period, but it is composed at a time, when 

Beethoven had almost entirely freed himself from the influence 

of Mozart, the different subjects being not only quite Beethoven 

in sentiment, but characteristic of his compositions in C minor. 

III. 

The form of this Concerto is the old classical form, accepted 
from Mozart. It opens with a long "Tutti" which lets the principal 
subjects of the first movement pass before the listener's ears 
and thus prepares him for what is coming. The Solopart is just 
what a Solopart of an ideal Piano-Concerto should be, namely 
beautiful music, well written for the instrument, with a certain 
amount of brilliancy, but never showy. As was the custom at 
the time and to a certain extent is still, towards the end of the 
movement room is left for the Cadenza which in a Concerto 
means a sort of improvisation by the soloist on one or more of 
the different subjects just heard. As a rule it finishes with great 
flourish in the Keynote, but in this Concerto Beethoven lets it 
go beautifully and softly into a Chord of a different Key, which 
has a very soothing effect, after which he brings the movement 
to a close by a very pressing and passionate crescendo. 

H. Heydrich. 

IV. 
a. Prelude to "King Manfred." 

By Reinecke. 
CARL REINECKE, born on the 23rd of June 1824 is a distin-

guished musician, a master of the piano as well as a composer. 
As such he was exceedingly fertile in almost all branches of 
music. He has written more than 200. works: chamber music, 
operas, choruses, and songs. One of his principal works is the 
opera "Manfred," the overture and prelude of which still belong 
to the most popular orchestra pieces.-The "Prelude," presented 
to-day, has a searching and plaintive introduction, until a nobly 

conceived melody rises up, which with its beautiful modulations 

constantly presents novel and surprising effects. The small or-

chestra piece is full of insinuating melodies in warm and accen-

tuated colours. It is true, though, that Reinecke in none of his 

numerous compositions shows great individuality of his own, 
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ut
 
di
sp
ut
e
 
t

h
e
 m
o
st
 g
i
f
t

e
d
 c
o
mp
o
s
e
r
 of
 "m
o
d
e
r
m
s
m
,
 

t

h
e
 c
r
e
at
o
r
 of
 
t

h
e
 m
u
si
cal 
d
r
a
m
a
;
 
a
n
d
 a
 re
v
o
l
ut
i

o
n
a
ry
 

i

n
 m
u
si
c
.
 

V
.
 

H
.
W
.
 

b•Ele

gy 

f

o
r
 S
t

ri
n
g
 

O
r
c
h
e
st
r
a
.
 

B
y
 T
c
h
ai
k

。e
s
苓．

P
et
er 
T
c
h
ai
k
o
w
s
ky

,
 

b
o
r
n
 2
5t
h
 D
e
c
.
 

1
8
4
0,
 

di
e
d
 5t
h
 N
o
v
.
 

1
8
9
3
,
 

i

s
 p
e
r
h
ap

s
 th
e
 m
o
st
 
t

a
l
e
nt
e
d
 of
 
all 
R
u
s
si
a
n
 c
o
mp
o
s
e
r
s
.
 Hi
s
 m
u
si
c
 

i

s
 th
r
o
ug

h
o
ut
 
t
y
p
i

cally
 

R
u
s
si
a
n,
 s

o
m
et
i

m
e
s
 w
i

ld 
a
n
d
 p
assi
o
n
at
e
,
 

t

h
e
n
 ag
ai
n
 ly

ri
cal 
a
n
d
 
s
e
nt
i

m
e
nt
al,
 b

ut
 

n
e
v
e
r
 
ap
p

r
o
a
c
hi
ng
 

t

h
e
 

t

ri
vi
al
.

|
T
h
e
 E
l
eg
y

 

r
ep
r
o
d
u
c
e
d
 
h
e
r
e
 i
s
 t
h
e
 t
hi
r
d
 
p

art
 

of
 

hi
s
 

S
e
r
e
n
a
d
e,
 o
p
.
 

4

8
.
 

T
h
e
 i
nt
r
o
d
u
ct
i

o
n
 
s
o
u
n
d
s
 
t

e
n
d
e
r
 
a
n
d
 
d
r
e
a
my

.
 

O
f
 

s
u
b
l
i
m
e
 

b
e
a
ut
y
 i

s
 th
e
 
fol
l
o
wi
ng
 

m
e
l
o
dy

,
 

e
nt
w
i

n
e
d
 
by

 
p

i

z
zi
c
at
i
 

of
 
t

h
e
 

vcellos 
a
n
d
 vi
olas
,
 an

d
 af
t

e
r
w
a
r
d
s
 t
a
k
e
n
 up
 

by
 

t

h
e
 
la
tter,
 w

hi
le 

t

h
e
 
vi
olins 
s
u
b
o
r
di
n
at
e
 t
h
e
m
s
e
l
v
e
s
.
 T

h
e
 t
ri
p
let
 

m
o
v
e
m
e
nt
 

fol, 

l
o
wi
n
g
 g
radually

 

di
v
e
st
s
 it
self 
of
 
t

h
e
 eleg
i

a
c
,
 

t

h
e
 vi
oli
n
s
 b
e
c
o
m
e
 

m
o
r
e
 i
m
p

o
rt
u
n
e,
 ev

e
n
 p
at
h
et
i

c
,
 b

ut
 a
f
t

er t
h
e
 f
o
rt
i
ssi
m
o
 
t

h
e
 vi
olas 

d
r
op

 
i

n
 ag
ai
n
 s
o
ot
hi
ng
ly

 

a
n
d
 t
a
k
e
 
up
 

t

h
e
 
first
 

m
e
l
o
dy

 

i

n
 t
h
e
 

o
ri
g
i

n
a
l
 t
e
mp
o
.
 N

o
w
 vi
oli
n
s
 a
n
d
'cellos t
a
k
e
 t
u
r
n
 
a
b
o
ut
 
i

n
 t
h
e
 

l
e
a
di
ng
,
 

u
nt
i

l
 th
e
 
for
m
e
r
 
ri
se 
i

n
 t
h
e
 
P
i
i
l
 

m
o
s
s
o
 
t

o
 a
 g
r
a
n
d
 

f
o
rt
i
ssi
m
o
 a
n
d
 t
h
e
n
 c
a
d
e
n
c
e
,
li
k
e
 a
s
s
u
m
e
 a
 
p

at
h
et
i

c
 asp
e
ct
,
 w

hi
c
h,
 

h
o
w
e
v
e
r,
 so

o
n
 s
u
b
si
d
e
s
 a
n
d
 b
r
e
at
h
e
s
 i
n
 t
h
e
 s
of
t

est
 
p
i

a
ni
ssi
m
o
.
 

-

A

f

t

er 
a
 g
eneral p
a
u
s
e
 t
h
e
 first
 
t

e
mp
o
 r
e
s
o
u
n
d
s
 li
k
e
 a
 r
e
m
e
m、

b
r
a
n
c
e
 
of
 

s
o
m
et
hi
ng
 

d
r
e
a
my

,
0f
 

s
o
m
et
hi
ng
 

t

h
at
 

h
a
s
 
b
e
e
n
;
 

m
e
l
a
n
c
h
o
l
i
c
 
c
h
o
r
d
s
 c
o
m
e
 li
k
e
 l
o
ng

,
d
r
a
w
n
 si
g

h
s,
 u

nt
i
l
 t

h
e
 o
rg
an, 

p

oi
nt
 

o
n
 d
 set
s
 in
,
 w

hi
c
h
 q
ui
et
s
 s
l
o
w
ly

 

all 
t

h
e
 v
oi
c
e
s
 
a
n
d
 t
h
e
 

eleg
y

 
g

radually
 

di
es 
a
w
ay
 

i

n
 g
entlest
 
p

i

a
ni
ssi
m
o
.
 

H
.
W
.
 

a
n
d
 e
sp
ecially

 
i

n
 t
hi
s
 pi
e
c
e
 t
h
e
 i
nf
l

u
e
n
c
e
 of
 

S
c
h
u
m
a
n
n
's
 ro
m
a
n
,
 

t
i
c
i

s
m
 will 
e
a
si
ly

 

b
e
 di
s
c
e
r
n
e
d
.
 

H
.
W
.
 

F
o
r
 t
hi
s
 r
e
a
s
o
n
 
h
e
 
w
a
s
 l
o
ng

 

t

r
e
at
e
d
 w
i
t
h
 m
u
c
h
 h
o
st
i
li
t
y
 

a
n
d
 

o
n
ly

 
i

n
 hi
s
 last
 
y

ears 
w
a
s
 d
u
ly

 

ap
p

reci
at
e
d
 a
n
d
 e
nj
oy
e
d
 g
e
n
e
r
a
l
 

p

op
ulari
t
y

.|
T
hi
s
 M
a
r
c
h
 f
r
o
m
 t
h
e
 op
era "T
a
n
n
h
a
u
s
e
r
"
 ori
g
i

n
at
es 

f
r
o
m
 t
h
e
 m
i

d
d
l
e
 p
eri
o
d
 of
 

hi
s
 life 
a
n
d
 d
o
e
s
 n
ot
 

fully
 

reveal 
t

o
 

u
s
 t
h
e
 d
ep
t
h
 of
 

hi
s
 g
e
ni
u
s
.
 It 

i

s
 o
n
ly

 

a
n
 i
n
ci
d
e
nt
al p
r
o
c
e
s
si
o
n
a
l
 

m
a
r
c
h
.
 A
 f
l

o
u
ri
s
h
 of
 
t

r
u
mp
et
s
 calls t
h
e
 p
e
op
le 
t

og
et
h
e
r
 a
n
d
 t
h
e
 

m
a
r
c
h
 b
eg
i

n
s,
 m

o
vi
ng
 

a
l
o
ng

 

w
i
t
h
 m
aj
est
i

c
 di
g

ni
t
y
 

a
n
d
 y
et
 

w
i
t

h
 

li
g

ht
,
wi
ng
e
d
 a
n
d
 elast
i

c
 st
ep
s.
 T

h
e
 i
n
st
r
u
m
e
nt
ation 
1s 
m
a
st
erly

,
 

a
n
d
 g
r
o
wi
ng
 

c
o
nt
i

nually
 

m
o
r
e
 p
o
w
e
r
ful,
 

i

s
 in
 th
e
 e
n
d
 s
up
p

o
rt
e
d
 

by
 

t

h
e
 c
h
o
r
u
s,
 an

d
 t
h
u
s
 t
h
e
 m
a
r
c
h
 s
w
e
ep
s
 p
a
st
 
i

n
 g
r
a
n
d
,
 b

oi
s-

t

e
r
o
u
s
 fest
i
vi
t
y
.
 

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

東
京
―
音
楽
學
校
演
奏
會
合
評

ー
（
明
治
四
十
一
年
十
一
月
二
十
八
、
二
十
九
日
）

1
A
、
B
、
C
、

D
、
、
、

管
絃
楽
序
楽
サ
ク
ン
タ
ラ
、
ゴ
ル
ド
マ
ル
ク
作
。
(

A

)

在
来
の
骨
葉
い
ぢ
り
を

離
れ
て
、
サ
ム
に
近
代
楽
の
第
一
頁
を
紹
介
す
る
氣
に
な
ら
れ
た
常
局
者
の
雅
彙
を
先
づ

多
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
(

B

)

演
奏
も
ま
づ
無
難
の
出
来
で
せ
う
。
殊
に
マ
イ
ス
テ
ル
氏

の
セ
ロ
は
、
全
曲
の
中
心
を
な
し
て
、
天
睛
な
る
出
来
榮
と
思
ひ
ま
す
。
曲
調
一
愛
し

て
ホ
ル
ン
と
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
に
て
サ
ク
ン
タ
ラ
の
運
命
を
示
す
と
こ
ろ
、
管
楽
器
の
調

子
整
は
ざ
り
し
は
如
何
の
も
の
で
せ
う
か
(

C

)

そ
れ
も
さ
う
で
せ
う
が
、
私
に
は
始

め
の
出
方
が
氣
に
入
っ
た
。
折
々
怪
し
げ
な
昔
が
聞
こ
え
な
い
で
は
な
か
っ
た
が
、
大

な
る
畏
怖
を
表
顕
す
る
力
は
十
分
に
あ
っ
た
と
思
ふ
。
(

D

)

し
か
し

C
君
、
ア
ク
セ

、
、
、
、

ン
ト
の
し
つ
く
り
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
辮
護
の
餘
地
が
あ
る
ま
い
。
(

A

)

全
憫
と

し
て
概
評
を
下
す
と
、
後
半
よ
り
も
前
半
の
方
が
、
力
が
籠
つ
て
ゐ
た
ば
か
り
で
な

く
、
ま
た
し
つ
か
り
し
た
統
一
が
あ
っ
た
。
も
し
後
半
に
し
て
前
半
ほ
ど
の
奴
果
を
現

は
す
こ
と
が
で
き
た
ら
ば
、
此
の
日
第
一
の
演
奏
た
る
こ
と
が
で
き
た
ら
う
の
に
、
遺
憾

な
が
ら
未
成
品
た
る
を
免
れ
な
か
っ
た
。
(

D

)

は
じ
め
セ
ロ
に
て
起
こ
り
し
サ
ク
ン

第 1部 明治・大正篇 260 



タ
ラ
を
表
象
す
る
旋
律
を
、
二
た
び
英
畷
ホ
ル
ン
に
て
奏
す
る
刹
那
、
大
分
怪
し
い
幸
日
が

オ
リ
エ
ン
タ
ル

・
カ
ラ
ア

き
こ
え
た
。
肝
腎
な
所
だ
け
に
臨
が
ゆ
い
思
が
せ
ら
れ
た
。
(

C

)

元
来
東
洋
的
色
彩

に
富
ん
だ
曲
で
あ
ら
う
の
に
、
ホ
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
上
に
桂
を
着
せ
た
や
う
な
趣
が
あ
っ

ど

う

ブ

ラ

ス

た
の
は
如
何
し
た
こ
と
だ
。
指
揮
長
閣
下
以

つ
て
如
何
と
な
す
。
(

B

)

要
之
、
管
楽
が

振
は
な
か
っ
た
の
は
、
事
賓
で
あ
る
が
、
全
髄
の
出
来
は
買
つ
て
や
つ
て
可
い
で
せ
う
。

猶
唱
合
唱
及
び
管
絃
楽
『
美
は
し
き
エ
レ
ン
』
ブ
ル
ッ
フ
作
。
(

B

)

ま
づ
剪

頭
第
一
、
短
和
絃
の
出
が
揃
は
な
い
。
土
曜
が
殊
に
劇
し
か
っ
た
。
タ
ク
ト
も
妙
で
な

い
と
眠
ん
だ
。
(

A

)

ペ
イ
ン
夫
人
の
エ
ド
ワ
ー
ド
は
ま
だ
し
も
、
藤
井
夫
人
の
エ
レ

ン
は
何
と
い
ふ
見
す
ぼ
ら
し
い
こ
と
だ
。
あ
れ
で
は
ま
る
で
、
下
町
の
子
守
女
の
墜
だ

ね
、
表
情
な
ん
て
云
ふ
だ
け
野
暮
だ
て
。
俺
は
衷
心
か
ら
之
を
嘆
い
た
よ
。
(

C

)

藤

井
さ
ん
の
墜
は
、
お
菓
子
で
云
ふ
と
、
煎
餅
で
す
ね
、

薄

つ
ぺ
ら
で
一
本
調
子
で
、
噛

ん
で
み
た
つ
て
旨
味
が
な
い
。
之
か
ら
み
る
と
、
ペ
イ
ン
さ
ん
は
何
と
云
つ
て
も
旨
い

も
の
で
す
、
歌
ひ
は
じ
め
か
ら
中
程
の
『
い
ざ
や
者
ど
も
筒
先
揃
へ
て
』
の
あ
た
り
、

流
石
は
と
う
な
づ
か
れ
ま
す
。
(

D

)

も
一
っ
氣
に
入
ら
ぬ
事
が
あ
る
、
何
だ
っ
て
日

あ

い

の

こ

本
と
英
國
の
雑
種
兒
に
す
る
の
だ
、
日
英
同
盟
は
よ
か
ら
う
が
、
こ
れ
で
は
連
績
し
た

る
感
興
が
得
ら
れ
ぬ
で
は
な
い
か
。
況
ん
や
合
唱
部
の
歌
詞
の
如
き
、
到
底
洗
煉
を
経

た
る
も
の
で
な
い
に
於
い
て
を
や
だ
。
聞
く
所
に
依
る
と
、
か
つ
て
歌
劇
オ
ル
フ
ォ
イ

ス
試
演
の
企
が
あ
っ
た
と
き
、
同
校
で
は
こ
れ
と
同
一
の
手
段
を
取
る
筈
で
あ
っ
た
と

や
ら
、
よ
し
欧
米
で
其
の
例
が
あ
る
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
必
し
も
許
さ
る
べ

き
も
の
で
な
い
事
は

一
應
考
へ
て
貰
ひ
た
い
も
の
だ
。
(

B

)

僕
も
同
感
で
す
。

槃
楽

は
器
楽
と
異
な
り
、
テ
キ
ス
ト
を
閑
却
す
る
と
云
ふ
事
は
、
大
な
る
誤
謬
で
あ
る
。
由

来
同
校
に
は
此
の
弊
が
多
い
。
テ
キ
ス
ト
よ
り
得
る
感
興
が
な
く
て
も
い
A

の
な
ら
、

ド
レ
ミ
で
や
っ
た
方
が
餘
程
演
奏
者
も
楽
で
よ
か
ら
う
。
西
洋
人
が
日
本
語
を
解
せ
ぬ

た
め
に
、
此
の
黙
を
何
と
も
云
は
ぬ
か
ら
と
云
つ
て
、
日
本
人
ま
で
が
其
の
氣
に
な
る

の
は
沙
汰
の
限
で
あ
る
。
合
唱
部
の
歌
詞
の
蕪
雑
も
、

(

D

)

君
の
云
は
る
A

通
り
で

あ
る
。
(

A

)

合
唱
は
ソ
。
フ
ラ
ノ
盆
々
増
長
し
、
バ
ス
盆
々
萎
縮
す
る
ば
か
り
で
、
「
筒

の
昔
鯨
波
の
槃
」
た
る
に
過
ぎ
ぬ
。
以
つ
て
或
は
中
學
生
に
敦
ふ
る
に
足
る
か
も
知
れ

ぬ
が
、
断
じ
て
藝
術
の
堂
に
入
れ
る
も
の
で
な
い
。
(

C

)

ペ
イ
ン
さ
ん
の
英
語
の
外

は
、
何
虜
の
國
語
で
歌
つ
て
ゐ
る
の
や
ら
、
私
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
(

D

)

し
か
し
日
曜
の
方
は
少
し
は
聰
き
優
り
が
し
た
。
藤
井
夫
人
も
一
生
懸
命
で
最
後
の
二

部
合
唱
は
無
難
の
出
来
で
あ
っ
た
。

ピ
ア
ノ
司
伴
楽
（
短
ハ
調
）
ベ
エ
ト
オ
ヴ
ェ
ン
作
。
(

A

)

大
愛
結
構
だ
っ
た
と

思
ひ
ま
す
。
(

B

)

餘
ほ
ど
意
志
に
富
ん
だ
作
だ
と
思
ふ
、
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
氏
の
演
奏
も

純
意
志
的
で
あ
っ
た
。
強
ひ
て
難
を
云
ふ
な
ら
ば
、
あ
ま
り
に
形
式
に
囚
は
れ
た
嫌
が

あ
っ
た
、
囚
は
れ
る
の
は
一
音
楽
の
禁
物
だ
。
(

C

)

土
曜
の
方
は
、
す
こ
し
餘
計
な
と

こ
ろ
に
指
が
燭
れ
た
や
う
で
し
た
。
(

D

)

ブ
ル
ッ
フ
の
あ
と
へ
、
ベ
エ
ト
オ
ヴ
ェ
ン

を
出
し
た
の
は
、
餘
ほ
ど
考
へ
も
の
だ
と
思
ふ
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
文
學
を
味
つ
て
か
ら
、

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
文
學
を
味
ふ
の
が
、
事
の
順
を
得
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
(

A

)

形
式
に
囚
は
れ
た
と
云
ふ
批
難
は
あ
る
が
、
古
典
的
の
も
の
に
は
多
少
恕
し
て
や
る
必

要
が
あ
る
。
む
し
ろ
後
半
即
興
楽
的
の
所
は
ダ
ブ
ル
ペ
ダ
ル
を
用
ゐ
て
、
あ
ま
り
に
現

代
的
の
響
を
聞
か
し
た
嫌
が
あ
っ
た
。
ベ
エ
ト
オ
ヴ
ェ
ン
と
し
て
は
、
前
半
の
演
奏
法

が
常
を
得
た
も
の
で
、
ツ
ェ
ン
バ
ロ
を
聴
く
が
如
き
感
が
あ
っ
た
の
が
、
反
つ
て
面
白

か
っ
た
。
加
ふ
る
に
、
べ
氏
獨
得
の
ユ
ウ
モ
オ
ア
が
遺
憾
な
く
あ
ら
は
れ
た
と
思
ふ
。

と
に
か
く
演
奏
者
の
伎
個
が
掌
日
の
諸
演
奏
を
黙
倒
し
た
る
事
は
確
か
だ
。
(

B

)

何

も
此
の
演
奏
を
、
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
氏
に
委
せ
る
必
要
は
な
か
っ
た
ら
う
。
否
、
む
し
ろ

氏
の
個
性
と
は
一
致
し
な
い
黙
が
多
か
っ
た
と
思
ふ
。
幸
田
氏
や
橋
氏
な
ど
で
も
よ
か

っ
た
ら
う
。

0

0

0

 

絃
楽
合
奏
（
イ
）
歌
劇
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
間
奏
曲
、
ラ
イ
ネ
ッ
ケ
作
。
(

A

)

ア
ン

、
、
ヽ
ヽ

0

0

0
 

ト
ラ
ク
ト
を
前
奏
曲
と
は
恐
入
る
。
立
派
な
「
梗
概
」
を
配
付
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
ま

、
、
、
、

た
何
た
る
醜
態
だ
。
あ
ま
り
聴
衆
を
愚
に
し
す
ぎ
る
。
(

D

)

氣
合
の
し
つ
く
り
し
た

無
難
な
演
奏
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。
(

B

)

恐
ら
く
こ
れ
此
の
日
の
演
奏
中
の
白
眉
で
あ

っ
た
ら
う
。
極
め
て
切
貿
に
曲
想
が
表
現
せ
ら
れ
た
の
み
で
な
く
、
こ
A

に
云
ふ
べ
か

ニ
ュ
ア
ン
ス

ら
ざ
る
色
合
を
浮
動
せ
し
め
た
の
は
、
大
い
に
演
奏
者
の
榮
を
多
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

(

D

)

日
曜
の
指
揮
は
、
反
つ
て
演
奏
に
コ
ン
ダ
ク
ト
せ
ら
れ
た
感
が
な
か
っ
た
か
、

ァ
ッ
。
フ
と
ダ
ウ
ン
が
、
時
々
頓
珍
漢
で
あ
っ
た
の
は
如
何
し
た
こ
と
だ
。
近
来
ユ
ン
ケ

ル
氏
の
指
揮
は
、
少
な
か
ら
ず
熱
を
失
し
た
感
が
あ
る
、
さ
ら
ぬ
だ
に
何
と
か
彼
と
か

噂
の
あ
る
今
日
、
大
な
る
覺
醒
を
促
し
た
い
。

（
口
）
小
夜
楽
中
の
悲
歌
、
チ
ャ
イ
コ
ウ
ス
キ
イ
作
。
(

B

)

曲
目
中
わ
れ
ら
の
最
も
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期
待
し
た
も
の
は
、
こ
れ
で
あ
っ
た
。
然
る
に
一
番
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
が
動
も
す
れ
ば

調
和
を
鋏
き
が
ち
で
あ
っ
た
の
は
、
賓
に
興
味
索
然
。
(

A

)

そ
れ
も
鰭
す
る
所
、
同

一
筆
法
を
以
つ
て
凡
べ
て
を
律
し
て
し
ま
ふ
か
ら
、
い
け
な
い
の
だ
。

第
一
の
サ
ク
ン

タ
ラ
が
色
合
に
富
み
こ
れ
が
詩
味
に
溢
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
、
根
底
か
ら
咀
哨
し
て
貰

ひ
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
(

C

)

起
首
唐
突
に
過
ぎ
、
結
末
ま
た
頗
る
振
は
ざ
る
の
感

が
あ
る
。
(

D

)

第
一
あ
A

い
ふ
曲
は
、
演
奏
者
を
十
分
精
選
す
る
必
要
が
あ
る
。
誰

で
も
ご
ざ
れ
で
、
賑
や
か
で
さ
へ
あ
れ
ば
よ
い
と
思
ふ
の
が
間
違
ひ
だ
。
一
番
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
失
態
を
演
じ
た
の
も
、
こ
れ
に
起
因
す
る
だ
ら
う
。
曲
は
天
晴
の
名
曲
、
詩

趣
豊
か
な
る
黙
は
曲
目
中
の
譴
一
で
あ
ら
う
。
選
曲
の
掌
を
得
た
こ
と
を
多
と
す
る
。

管
絃
楽
及
び
合
唱
歌
劇
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
中
の
行
進
曲
、
ワ
グ
ネ
ル
作
。
(

A

)

現
代
趣
味
の
似
而
非
な
る
も
の
だ
、

一音
楽
學
校
が
い
つ
ま
で
も
こ
ん
な
曲
に
現
を
抜
か

し
て
ゐ
る
氣
が
知
れ
ぬ
。
歌
詞
の
蕪
雑
に
至
っ
て
は
ま
た
何
を
か
云
は
む
や
で
あ
る
。

(

C

)

共
盆
商
社
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ォ
ゥ
ヌ
と
云
ふ
も
の
が
あ
る
。
此
の
曲
な
ど
は

最
も
其
の
楽
器
に
適
應
す
る
も
の
A

一
で
あ
ら
う
。
而
し
て
演
奏
は
稽
こ
れ
よ
り
聞
き

ま
さ
り
が
す
る
。
ワ
グ
ネ
ル
氏
の
山
師
的
病
弊
を
最
も
明
ら
か
に
現
は
し
た
も
の
は
、

此
の
曲
で
あ
ら
う
。
(

B

)

徹
頭
徹
尾
、
憫
喝
的
に
し
て
而
か
も
日
比
谷
式
だ
。
而
し

て
合
唱
の
有
象
無
象
た
ち
、
こ
れ
が
藝
術
神
に
劉
す
る
讃
美
の
槃
で
あ
る
、
ヘ
ル
マ
ン

侯
に
到
す
る
崇
敬
の
律
で
あ
る
こ
と
を
御
存
知
の
方
が
幾
人
あ
る
か
も
疑
は
し
い
、

嗅
後
世
畏
る
べ
し
。
(

A

)

D

君
！
君
の
滞
欧
中
に
き
か
れ
た
フ
ィ
ル
ハ
ア
モ
ニ
ッ

ク
の
演
奏
と
比
較
し
て
、
ど
ん
な
感
じ
が
し
ま
す
か
。
(

D

)

お
た
づ
ね
で
あ
る
が
ま

づ
第
一
ホ
オ
ル
不
相
應
な
楽
壇
に
、
あ
ん
な
大
勢
だ
ら
し
も
な
く
並
ん
だ
一
音
楽
會
は
始

め
て
だ
。
そ
れ
に
指
揮
長
が
オ
ー
ヴ
ア
チ
ュ
ア
に
も
マ
ア
チ
に
も
、
は
た
又
絃
楽
に

も
、
同
じ
調
子
で
鞭
を
振
ら
れ
る
の
も
珍
ら
し
い
形
だ
。
あ
れ
で
は
ど
う
云
ふ
形
式
の

＿
音
楽
を
演
奏
し
て
も
、
み
ん
な
同
一
型
に
き
こ
え
る
の
は
不
思
議
の
な
い
事
で
あ
る
、

シ
ン
フ
ォ
ニ
イ
も
序
楽
も
感
興
が
少
し
も
異
な
ら
ぬ
や
う
な
滑
稽
を
演
ず
る
の
も
無
理

．．．．．． 

は
な
い
事
で
せ
う
。
あ
の
や
う
な
叱
咤
的
憫
喝
的
コ
ン
ダ
ク
ト
は
欧
州
に
も
餘
り
な
い

や
う
だ
。

概
評

(

A

)

ま
づ
二
三
の
鋏
黙
を
指
摘
し
や
う
。
一
音
楽
會
に
大
詰
は
い
ら
ぬ
こ
と

だ
。
一
番
し
ま
ひ
の
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
で
、
折
角
の
感
興
を
奪
は
れ
て
仕
舞
っ
た
人
が
、

一
九
ー
ニ
ニ
頁
）

聰
衆
中
に
多
敷
あ

っ
た
事
を
考
へ
て
貰
ひ
た
い
の
で
あ
る
。
も

一っ
氣
に
食
は
ぬ

こ
と

は
、
演
奏
者
中
に
一
音
楽
學
校
と
ま
る
で
閥
係
の
な
い
人
が
見
え
る
こ
と
だ
。
ど
う
考
へ

て
も
今
日
の
音
楽
學
校
の
事
情
は
無
開
係
人
の
助
力
を
乞
ふ
ま
で
、
人
に
乏
し
い
繹
は

な
い
筈
だ
、
あ
れ
で
は
何
だ
か
學
校
が
内
部
の
力
を
鋏
い
て
ゐ
る
と
し
か
受
取
れ
ぬ
。

あ
ま
り
名
署
な
事
で
は
あ
る
ま
い
か
ら
、
今
後
は
純
―
音
楽
學
校
の
演
奏
會
と
し
て
公
表

す
べ
き
で
あ
る
。
(

B

)

墜
楽
に
つ
い
て
非
難
が
あ
る
。
前
の
合
評
に
も
見
え
た
如
く
、

「
美
し
き
エ
レ
ン
」
の
歌
を
日
英
雨
國
語
で
歌
っ
た
の
は
、
等
閑
に
附
す
べ
か
ら
ざ
る

事
で
あ
る
。
な
ほ
唱
歌
者
が
一
般
に
、
歌
詞
に
注
意
せ
ざ
る
事
は
、
著
し
き
間
違
で
、

英
語
の
唱
歌
は
英
語
に
聞
こ
え
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
歌
詞
の
如
き
も
殆
ん
ど
明

白
に
聞
き
と
れ
る
も
の
は
な
い
。
竪
楽
に
は
劉
歌
よ
り
来
る
感
興
が
、
大
部
分
を
占
め

て
ゐ
る
事
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
事
で
、
そ
れ
に
注
意
を
彿
は
ぬ
の
は
、
學
校
と
し
て
も

責
任
の
あ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
と
か
く
歌
詞
を
閑
却
す
る
事
が
、
槃
楽
界
一
般
の
通
弊

で
あ
る
と
思
ふ
。
(

C

)

梗
概
書
が
盆
々
詳
細
を
極
め
来
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
重
要
な

る
部
分
の
楽
譜
を
示
さ
れ
た
の
は
、
誠
に
よ
い
思
ひ
つ
き
で
あ
っ
た
。
序
で
に
云
ふ

が
、
乙
骨
氏
の
繹
歌
が
在
来
の
慣
用
手
段
を
離
れ
て
、
曲
の
内
容
に
密
接
し
た
事
は
大

に
喜
ぶ
べ
き
事
で
あ
る
、
た
ゞ
し
餘
り
に
原
歌
に
鎚
り

つ
い
て
、
反
つ
て
生
硬
を
招
い

た
の
は
、
氏
の
一
考
を
煩
は
し
た
い
と
思
ふ
。
今
す
こ
し
く
思
索
的
態
度
を
以
つ
て
自

由
な
る
情
懐
を
吐
露
せ
ら
れ
た
い
。

(
『
昔
榮
界
』
第
一
一
巻
第
一
号
、
明
治
四
十
二
年
一
月
、

●
東
京
だ
よ
り

東
塞
音
楽
學
校
秋
季
大
演
奏
會

十
一
月
二
十
九
日
仝
校
の
ホ
ー
ル
に
て
例
の
如
く
開
か
る
、
二
時
前
に
は
ひ
し
／
＼

と
寄
せ
か
け
て
非
常
な
る
盛
況
、
押
さ
れ
つ
A

ホ
ー
ル
に
入
る
と
演
奏
者
の
面
々
は
早

ス
テ
ー
ジ
に
勢
揃
ひ
が
出
来
た
り
、
人
敷
も
大
分
増
せ
し
様
に
て
一
番
ヴ
ヰ
ヲ
リ
ン
の

ポ
ー
ル
氏
の
長
艦
と
、
ヴ
ヰ
ヲ
ラ
の
シ
ャ
ー
ソ
ン
氏
の
樽
然
た
る
太
き
体
と
シ
ー
モ
ア

姉
妹
の
清
楚
な
る
姿
と
は
先
衆
目
を
惹
い
た
、
ユ
ン
ケ
ル
氏
の
タ
ク
ト
の
下
に
忽
ち
起

っ
た
の
は
一
、
サ
ク
ン
タ
ラ
の
序
曲
で
あ
る
入
口
で
貰
ふ
た
曲
目
概
梗
を
見
る
と
ゴ

ル
ト
マ
ル
ク
作
と
あ
り
、
主
要
の
メ
ロ
デ
ー
か
挿
入
せ
ら
れ
て
曲
の
説
明
甚
親
切
詳
細
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で
吾
々
日
本
人
に
は
是
非
入
用
の
も
の
で
あ
る
、
そ
れ
に
日
＜
此
曲
は
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
あ
る
抑
音
楽
の
み
に
よ
り
て
聴
衆
に
物
語
を
聞
か
す
曲
な
り
と
、
苦

心
し
て
聞
い
て
居
る
と
、
な
る
程
印
度
の
悲
劇
の
始
終
が
巧
に
現
は
さ
れ
て
居
る
様
な

氣
が
し
た
、

二、

獨
唱
、
合
唱
及
管
絃
楽
曲
は
美
は
し
き
エ
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
作
曲
乙
骨
―
―
一
郎

氏
の
作
歌
と
あ
る
尤
も
獨
唱
は
英
語
と
あ
る
、
出
る
も
出
た
り
合
唱
組
、
ス
テ
ー
ジ
一
杯

の
演
奏
者
で
、
聰
衆
の
四
分
の
一
は
悔
に
あ
る
、
詳
細
な
る
概
梗
を
見
て
聞
い
て
居
る

と
非
常
に
面
白
い
、
エ
ド
ウ
ヲ
ー
ド
の
ペ
イ
ン
夫
人
、

絶
望
の
情
を
表
は
し
得
て
遺
憾

な
く
、
エ
レ
ン
の
藤
井
夫
人
亦
廿
い
も
の
な
り
、
殊
に

「
昔
の
盟
忘
れ
じ
」
の
ス
コ
ッ
ト

の
メ
ロ
デ
ー
と
低
き
絃
楽
器
の
ピ
シ
カ
ト
ー
の
伴
奏
と
は
花
の
少
女
エ
レ
ン
が
絶
望
の

将
士
を
動
ま
す
様
誠
に
躍
如
た
り
、
獨
唱
、
管
絃
楽
の
間
奏
、
合
唱
と
交
互
に
起
り
て
、

最
後
に
天
帝
に
感
謝
の
純
唱
純
奏
と
な
り
て
歓
呼
の
内
に
終
る
、
此
れ
丈
け
で
は
聞
か

な
い
人
は
御
解
り
に
な
る
ま
い
が
筋
書
を
書
く
と
長
く
な
る
か
ら
御
免
を
蒙
り
ま
す
、

三
、
管
絃
付
ピ
ア
ノ
司
伴
楽
ベ
ト
ー
ベ
ン
作
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
氏
余
等
に
は
面
白

さ
が
解
し
兼
ぬ
る
、
然
し
従
前
の
に
比
し
て
余
に
は
少
し
物
足
ら
ぬ
様
な
感
が
あ

っ
た
、

四
、
絃
楽
甲
、
歌
劇
マ
ン
フ
レ
ッ
ト
王
前
奏

ラ

イ
ニ
ケ
作
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
氏

二
番
ヴ
ヰ
ヲ
リ
ン
に
入
り
セ
ロ
に
ヴ
ヱ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー
氏
あ
り
、
絃
楽
の
各
部
に
外

人
あ
り
、
廿
く
出
来
て
も
日
本
人
が
輿
ら
な
い
様
に
思
は
れ
る
、
之
の
曲
は
最
後
の
幕

の
前
奏
な
り
と
か
、
静
麗
婉
美
言
は
む
方
な
し
、

乙
、
小
夜
楽
中
の
悲
歌
チ
ャ
イ
コ
ー
ス
キ
ー
作
、
氏
の
天
才
を
装
揮
し
て
餘
り
な

し
と
、

蓋
し
本
日
中
の
白
眉
な
り
、
セ
ロ
、
ウ
ヰ
ヲ
ラ
の
ピ
シ
カ
ト
ー
の
邊
、
弱
晋
器

付
き
で
後
の
弱
奏
等
賓
に
も
と
思
は
れ
た
、

五
、
合
唱
及
管
絃
楽
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
、
マ
ー
チ
四
年
前
の
聖
壽
無
窮
の
時
に
比

し
て
餘
程
進
歩
し
て
居
る
殊
に
バ
ス
の
増
加
せ
し
為
曲
は
安
定
と
な
り
牡

重

と
な
っ

た
、
ヴ
ヱ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー
氏
に
負
ふ
所
大
な
り
だ
、
ホ
ー
ル
の
構
造
の
不
完
全
と
其

ノ

イ

ス

廣
さ
に
比
し
て
演
奏
者
の
多
き
に
過
く
る
為
め
楽
昔
よ
り
も
寧
喋
昔
と
し
て
聞
へ
た
の

は
全
く
罪
ホ
ー
ル
に
あ
り
と
い
ふ
べ
き
な
る
べ
し
、
此
れ
で
千
秋
楽
會
毎
に
進
歩
す
る

様
で
誠
に
結
描
で
あ
る
、
殊
に
曲
目
概
梗
の
盆
詳
細
に
な
る
に
は
洋
楽
の
解
し
難
き
吾

人
に
は
何
よ
り
で
あ
る
。
只
一
歩
進
め
て
是
れ
か
配
布
を
切
符
と
共
に
し
て
貰
ひ
た

学
友
会
演
奏
会

-
l
l
-
―
＿頁
）

い
、
ホ
ー
ル
の
入
口
で
貰

つ
て
直
に
演
奏
を
聞
か
さ
れ
て
は
、
曲
を
解
し
、
メ
ロ
デ
ー

を
探
し
、
歌
詞
を
見
る
は
餘
り
忙
し
い
、
此
れ
が
為
興
味
が
餘
程
減
る
「
美
は
し
き
エ

レ
ン
」
の
時
殊
に
此
の
感
が
あ
っ
た
、
望
蜀
の
念
と
は
此
の
類
な
る
べ
し
、
此
れ
は
評

に
て
は
な
し
藝
言
と
思
召
せ
、

（
『
＿
音
楽
世
界
』
第
三
巻
第
一
号
、
明
治
四
十
二
年
一
月
、

明
治
四
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日

昔
楽
學
校
學
友
會
の
演
奏

●
十
二
月
二
十
四
日
午
後
二
時
よ
り
同
校
楽
堂
に
開
會
、
聴
衆
例
に
依
つ
て
満
堂
の
盛

．
．
．
．
．
．
．
 

況
、
曲
は
會
員
の
合
唱
に
て
序
に
入
り
、
績
き
て
泉
千
代
嬢
の
ピ
ア
ノ
獨
弾
、
ベ
エ
ト

バセテック

、
、
、

ホ
ヴ
ェ
ン
の
傷
感
ソ
ナ
ア
タ
の
「
ロ
ン
ド
オ
」
を
ひ
け
り
。
少
し
あ
は
て
氣
味
に
て
お

、

、

、

、

、

、

、

ち
つ
き
足
ら
ず
、
あ
ぶ
な
げ
に
き
か
れ
た
。
初
舞
豪
の
故
な
ら
ん
、
指
の
お
ち
つ
き
が

大
切
な
り
。
次
は

．．．． 

●
大
和
田
愛
羅
氏
の
獨
唱
、
曲
は
シ
ュ
ウ
マ
ン
の
「
二
人
の
老
騎
兵
」
無
難
の
出
来
、

昔
量
も
あ
り
、
歌
詞
の
痰
昔
も
き
こ
え
た
り
、
氏
の
上
逹
訳
す
べ
し
、
男
竪
獨
唱
家
鋏

乏
の
折
か
ら
有
菫
の
竪
楽
家
な
り
。
次
は

.... 

●
竹
内
平
吉
氏
の
セ
ロ
獨
奏
、
＿音
い
ま
だ
獨
奏
と
云
ふ
程
に
至
ら
ざ
れ
ど
落
着
あ
る
ひ

き
か
た
、
上
達
の
見
込
た
し
か
な
り
。
幸
日
程
の
上
づ
れ
る
は
遺
憾
な
り
。
次
は
富
岡
静

女
の
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
。
見
事
の
出
来
榮
な
り
運
指
、
ペ
ダ
ル
、
表
情
、
天
睛
な
り
。

0

0

0

 

0
 

●
次
は
永
田
そ
の
嬢
の
ヴ
ワ
ヰ
オ
リ
ン
獨
奏
、
嘗

日
失
笙
の
一
、
昔
色
、
幸
日
程
、
運

弓
、
ま
だ
研
究
の
余
地
あ
り
。
獨
奏
と
云
ふ
ま
で
に
至
ら
ず
。

0

0

0

 

0
 

是
に
て
一
部
を
終
り
、
第
二
部
に
う
つ
る
。
平
尾
勇
氏
の
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
、
富
岡
嬢

に
ゆ
ず
ら
ざ
る
出
来
、
オ
ル
ガ
ン
雨
氏
と
も
の
成
功
は
敦
師
島
崎
氏
あ
っ
か
つ
て
力
ぁ

り
、
オ
ル
ガ
ン
は
賞
日
の
白
眉
と
云
ふ
べ
し

・

・

・

・

・

ま

じ

め

●
次
は
安
東
恒
子
嬢
の
獨
唱
、
少
し
天
狗
の
歌
ひ
方
な
り
、
藝
に
員
面
目
で
な
し
、
余

り
に
曲
を
小
細
工
す
る
嫌
が
あ
る
。
今
の
内
に
あ
ま
り
細
工
が
す
ぎ
る
と
大
成
覺
束
な

し、

園
十
郎
は
若
く
し
て
大
根
な
り
し
故
名
優
と
な
れ
り
、
莉
左
エ
門
の
大
に
延
び
ん

と
す
る
も
若
く
し
て
間
が
ぬ
け
居
る
故
な
り
。

是
等
同
嬢
の
参
考
た
る
べ
し
。
藝
は
場

嘗
り
を
考
へ
る
よ
う
で
は
駄
目
な
り
、
廿
い
と
云
は
れ
、
ま
づ
い
と
云
は
る
A

は
二
の
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合

唱

報
告

卒

業

證

書

授

呉

校
長
告
僻

文
部
大
臣
祝
僻

卒

業

生

穂

代

謝

僻

第 第

部 部

卒
業
式

次
な
り
、
先
づ
自
己
を
総
ら
ざ
る
を
第
一
と
す
る
。

藝
術
的
良
心
を
鏡
に
か
け
て
勉
強

す
べ
し
、
人
の
評
判
な
ぞ
、
氣
に
し
て
演
奏
す
る
よ
う
で
は
上
達
如
何
に
や
、
ア
ツ
と

云
は
せ
る
積
で
歌
ふ
よ
う
で
は
藝
の
員
に
入
っ
た
も
の
で
は
無
し
。
嬢
の
槃
は
十
分
猿

展
の
望
あ
り
、
心
掛
け
―
つ
に
て
女
槃

の
ク
イ
ン
た
る
べ
し
。
苦
言
は
や
が
て
嬢
を
切

に
思
へ
ば
な
り
。
次
は

●
川
上
淳
氏
の
ヴ
ワ
ヰ
オ
リ
ン
獨
奏
、
上
達
の
跡
は
著
し
け
れ
ど
も
常
日
大
に
あ
が
つ

．．
 

て
し
ま
い
し
は
遺
憾
。
次
は
滋
野
清
武
氏
の
コ
ル
ネ
ッ
ト
獨
奏
、
是
嘗
日
失
望
の
二
、

練
習
不
十
分
の
結
果
な
る
べ
し
。
次
に
會
員
の
合
唱
あ
り
て
閉
會
、
今
回
の
演
奏
は
ピ

ア
ノ
演
奏
不
足
な
り
し
と
合
唱
の
一
も
新
曲
な
ら
ざ
り
し
は
残
念
に
思
は
れ
た
り
。
學

友
會
に
て
絃
楽
四
部
位
は
優
に
出
来
る
腕
揃
な
る
に
此
事
な
か
り
し
は
意
苦
智
無
き
こ

と
な
り
。

（
『
昔
榮
界
』
第
一
巻
第
十
二
号
、
明
治
四
十
一
年
十
二
月
、
三

O
~
三
一
頁
）

明
治
四
十
二
年
三
月
二
十
五
日

明
治
四
十
二
年
三
月
廿
五
日
（
木
曜
日
）
午
後
二
時

卒

業

證

書

授

奥

式

順

序

東
京
音
楽
學
校

乙
、
埠
頭
別
離

甲
、
あ
A

、

合

唱

い
づ
ち
ゆ
く

ピ

ア

ノ

猫

奏

ア
ム
プ
ロ
ム
プ
テ
ユ

オ
ル
ガ
ン
獨
奏

ア
レ
グ
ロ
ー
ノ
ン
ト
ロ
ッ
ポ

ピ

ア

ノ

猫

奏

｛
ァ
ル
カ
デ
ル
ト
作
曲

…

…

…

…

…

…

…

武

島

又

次

郎

作

歌

器
楽
部
卒
業
生

甲
種
師
範
科
卒
業
生

槃
楽
部
卒
業
生

器
楽
部
卒
業
生

ソ
ナ
ー
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

器
楽
部
卒
業
生

ロ
ン
ド
ブ
リ
ル
ア
ン
テ
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
•

オ
ル
ガ
ン
猫
奏

ア
ー
リ
ア
（
オ
デ
イ
ソ
イ
ス
）

ピ

ア

ノ

痴

奏

器
楽
部
卒
業
生

パ
ル
テ
イ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

槃
楽
部
卒
業
生

器
楽
部
卒
業
生

ソ
ナ
ー
タ
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

ス
カ
ン
デ
イ
ニ
ア
民
歌

i

旗

野

十

一

郎

作

歌

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲

t

乙

骨

三

郎

作

歌

フ

ム

メ

ル

作

曲

原

チ

ブ

ル

フ

作

曲

獨

唱

安 ノゞ

ノ‘

東 作

恒 曲

平

尾

勇

ウ

エ

ー

バ

ー

作

曲

泉 ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲代

千

。

合

奏

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ヒ

ア

ノ

萩川

原
上

英

一淳

ア
ー
リ
ア
（
パ
ウ
ル
ス
）

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

猫

唱

大

和

田

愛

羅

ギ

ュ

ル

マ

ン

作

曲

第 1部

高

橋

テ

ツ

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

香

) I I 

鈴

明治・大正篇

常

盤
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GRADUATION EXERCISES 
OF THE 

Tokyo Academy of Music, 
UYENO PARK 

Thursday, March 25th, 1909. 

2 P. M. 

I. 
II. 
III. 
IV. 

V. 

PROGRAMME. 

PART I. 

Report. 

Presentation of Diplomas. 

Address to the graduating class by the Director. 

Address by His Excellency Komatsubara, Minister 

of State for Education. 

Response by the Representative of the Graduating 

Class. 

PART IL 

V. 

VI. 

．
．
 

I

I

 ー

III. 

IV. 

Chorus: 

W eihegesang 
Piano Solo: 

Impromptu....................................... Schubert. 

Miss Suzu Kagawa. 

Organ Solo: 
Allegro non troppo........................... Guilmant. 

Miss Tetsu Takahashi. 

Barytone Solo : 

Aria from Pauls............................ Mendelssohn. 

.................................... Arcadelt. 

VII. 

VIII. 

IX. 

X. 

Mr. Owada. 

Violin and Piano : 

Sonata (first movement)……•• •………Beethoven. 
Messrs Kawakami and Hagi wara. 

Piano Solo: 
Rondo brillante in E flat 

Miss Chiyo Izumi. 

Organ Solo: 

Partita................................................... Bach. 

Mr. Hirao. 
Mezzosoprano Solo : 

Aria from Odyseus................................. Bruch. 

Miss Tsune Ando. 

Piano Solo: 

Sonata (first movement)............………Hummel. 

Miss Michi Hara. 

Chorus: 

Der treue Johnie........................ Beethoven. 

Abschied …………Skandinavisches Volkslied. 

a. 

b. 

major............... Weber. 

●賑揺l甘lll菊薔舟忌針芍・課紺 lll匹 I1 十用 Dl廿—慈 11 世丹心匝怠終恨類 足案ヤ匡

俸＇枢垢K!:nl起囲l匿廷悉料哉出如芸全器監Q諷甑栄等⇒器掟Q領等 足〇

如＇ 骨報岨悪綜→母 l母..1J栽評如国心辻襄瞑ヤク（如卜いJ足 0 :fflDll'fi¥Q呉⇒
〔吾皿等器〕

(『1甘磯怜砥』蒜 II~探目曲＇ 匡茫目十 11母目匹'111共～且0嵐）

搭継鮨tヒ

麟 庭l母戸＋til（遷 til）虐塁謬 謬

宦ic目十II.ltr目皿十m

(
N
1
6
1
 ~
8
6
8
1
)
 
b'、
8

吐
gV
ー
母
I
8
茫
宦

憐
5

抵

g
9
8
 



甲

七

凋

六

乙 甲

ス

ー

ン

ザ

ロ

ー

ズ

マ

リ

ア

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ア

ン

ダ

ン

テ

カ

ン

タ

ビ

レ

…

…

…

…

…

…

カ

ン

ツ

ォ

ネ

ッ

タ

ー

…

…

…

…

…

…

…

…

・

:

晋
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
•
…

オ

ー

ホ

ワ

イ

ソ

ー

ア

ー

ヴ

ェ

五

猫

唱

コ

ン

プ

レ

イ

ン

ド

…

…

…

…

フ

ラ

ン

ツ

作

曲

甕

濱

ち

か

子

嬢

ユ

ケ

敦

授

四
部
絃
楽
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
•
•
-
『
ェ
ル
ク
[
,
ス
テ
ル
三
疇

ツ

ァ

イ

コ

ウ

ス

キ

ー

作

曲

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

作

曲

ド
卜

P
r
o
g
r
a
m
m
e
.
 

St
ri
n
g
 Q
u
a
rt
et
:
 
i

n
 D
 m
i

n
o
r
…

…

…

…

…

M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
.
 

M
r
.
 

J

u
n
k
e
r
,
 Mr

s
.
 An

d
o
,
 

M
i

ss 
K
o
d
a
,
 M

r
.
 We

r
k
m
ei

st
er
.
 

S
o
p
r
a
n
o
 S
o
l
o
 :
 

A
ri
a
 f
r
o
m
 G
a
b
ri

el
…

…

…

…

…

…

…

…

H
a
y
d
n
.
 

ン

lレ

ケ

ル

ビ

二

作

曲

墜

濱

ち

か

子

嬢

コ

ン

セ

ル

ト

（

イ

ー

マ

イ

ナ

ー

）

…

…

…

…

…

…

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

作

曲

四

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

蜀

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

安

藤

教
授

乙
ア

ー

リ

ア

（

ガ

ブ

リ

エ

ル

抜

莱

）

三

。

ヒ

ア

ノ

猫

奏

メ

ロ

デ

ィ

ー

（

エ

フ

メ

ー

ヂ

ヤ

ー

）

…

…

…

マ

ツ

ル

カ

（

エ

ー

メ

ー

ヂ

ヤ

ー

）

…

…

…

…

ル

ー

ビ

ン

シ

タ

イ

ン

作

曲

モ

ス

コ

ウ

ス

キ

ー

作

曲

イ

ド

リ

ヒ

敦

授

G
r
a
n
d
 C
o
n
c
e
rt
 

H
E
L
D
 A
T
 T
H
E
 

P
U
B
L
I
C
 H
A
L
L
 

N
A
K
A
N
O
S
H
I
M
A
,
0
1
S
A
K
A. 

S
at
u
r
d
a
y
,
 A

p
ri
l
 10t
h
,
 19

0
9
.
 

8
 
P
.
 M
.
 

甲

ノ‘

シ

ユ

マ

ン

作

曲

ノ‘

ィ

デ

ン

作

曲

二

獨

唱

, ^ 、

メ ウ幸安ユ
ンエ

デル
ルク

ス、：田 藤 ケ

ソス

l テ

ン ル
作教敦敦敦

嬢曲授授授授

墜

濱

ち

か

子

大

＿

音

楽

會

曲

目

四

部

絃

楽

…

デ

ー

メ

ー

ヂ

ヤ

ー

（

第

一

段

）

…

…

…

…

…

…

…

會

場

ヘ

ン

デ

Jレ

作

曲

ン

Jレ

大

阪

中

ノ

島

公

會

堂

九

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

ニ

部

合

奏

八

セ

ウ

ィ

ル

ス

ト

ド

ゥ

ー

ダ

イ

ン

ヘ

ル

ッ

ミ

ー

ア

シ

ェ

ン

ケ

ン

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ロ

猶

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ラ

ー

ル

ゲ

ッ

ト

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

チ

ゴ

イ

ネ

ル

タ

ン

ツ

…

…

…

…

…

…

…

…

ソ

ナ

タ

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

イ

ー

フ

ラ

ッ

ト

メ

ー

ヂ

ヤ

ー

（

終

結

段

）

…

…

7-▲ 

幸ユ

ン

田ケ

lレ

喜嚢
第 1部

乙

デ

イ
＿
フ

ル

作

曲

甲

モ

ッ

ツ

乙

作

曲

ウ

ェ

ル

ク

マ

イ

ス

テ

ル

敦

授

. 
ノ‘

ア

ー

ト

作

曲

： 
’▲ ` 
ウ幸安ユハ
工

ル ンイ

ク ド

；田藤ケリ

ス

テ Jレヒ

Jレ

赦敦敦教赦
授授授授授

明治・大正期
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1
0
.
 

ゃ 炉 ゞ p p 仝 や

← a. 

V
i

oli

n
 S
o
l
o
 :
 

C
o
n
c
e
rt
[o] i
n
 E
 m
i

n
o
r
 

M
r
s
.
 An

d
o
.
 

S
o
p
r
a
n
o
 S
o
l
o
 :
 

A
v
e
 M
a
ri
a
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
C
h
e
r
恙
呈

M
i

ss 
S
hi

o
h
a
m
a
.
 

St
ri
n
g
 Q
u
a
rt
et
 :
 

a
.
 A

n
d
a
nt
e
 C
a
nt
a
bi
l

e
…
…
…
…
…
…

T
s
c
h
ai
k
o
w
s
k
y
.
 

b
.
 C

a
n
z
o
n
e
t
t
a
…
…
…
…
…
…
…
…
…
M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
.
 

M
r
.
 

J

u
n
k
e
r,
 Mr

s
.'A
n
d
o
,
 

M
i

ss 
K
o
d
a
,
 M

r
.
 We

r
k
m
ei
st
er
.
 

S
o
p
r
a
n
o
 S
o
l
o
 :
 

0
,
 wh

y
 so 
s
o
o
n
 t
h
e
 rose 
c
o
m
,
 

p

lai
n
e
d
…
…
…
…
…
…
…
…
…
I
r
a
n
z
.
 

W
i

llst
 

d
u
 d
ei
n
 H
e
r
z
 m
i

r
 

schenken・

…
…
…
…
…
…
…
B
a
c
h
.
 

M
i

ss 
S
hi
o
h
a
m
a
.
 

Cello 
Solo: 

a
.
 Larghetto

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
M
o
z
a
rt
.
 

b
.
Ni
g

e
u
n
e
rt
a
n
z
…
…
…
…
…
…
…
…

Dg

ral. 

M
r
.
 We

r
k
m
ei
st
er.
 

S
o
n
at

a
 for t
w
o
 Vi

oli
n
s
…
…
…
…
…
…
…
IIdndel. 

M
r
.
 

J

u
n
k
e
r
 a
n
d
 M
i

ss 
K
o
d
a
.
 

Pi
a
n
o
 Q
ui
nt
et
:
 i

n
 E
 fl
at
 

m
aj
or
…
…
…
S
c
h
u
m
a
n
n
.
 

a. 
b
.
 

P

i

a
n
o
 Solo: 

M
e
l
o
d
y
 i
n
 F
 m
aj

or
…
…
…
…
…
R
u
bi
nst
ei
n
.
 

M
a
z
u
r
k
a
 i
n
 A
 m
aj
or

…
…
…
…
M
o
s
z
k
o
w
s
ki

.
 

M
r
.
 He
y
d
ri
c
h
.
 

M
i

ss 
S
hi

o
h
a
m
a
.
 

…
…
…
…
…
M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
.
 

四 昔

管

絃歌
劇
「
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
」

ピ
ア
ノ
獨
奏

甲
、
ガ
ヴ
ォ
ッ
ト
及
ミ
ュ
ゼ
ッ
ト
…
…
…
…
…
…
ダ
ル
ベ
ー
ル
作
曲

ピ
ア
ノ
獨
奏

管

絃

楽

楽
乙
、

楽

曲

目
M
e
s
s
r
s
.
 He
y
d
ri
c
h
,

,J

u
n
k
e
r,
 Mr

s
.
 An

d
o
,
 

M
i

ss 
K
o
d
a
 a
n
d
 M
r.
 We

r
k
m
ei
st
er
.
 

明
治
四
十
二
年
五
月
一
日
演
奏
旅
行

五
月
一
日
幅
島
私
立
―
音
楽
會
の
催
し
に
て
同
縣
師
範
學
校
に
於
て
東
京
昔
楽

學
校
生
徒
の
演
奏
會
あ
り
き（

『
昔
榮
世
界
』
第
三
巻
第
五
号
、
明
治
四
十
二
年
五
月
、

明
治
四
十
二
年
六
月
十
二
日
、
十
三
日

第
二
十
回
定
期
演
奏
会

明
治
四
十
二
年
六
月
十
三
日
（
日
曜
日
）
午
後
二
時
半
開
會

演

奏

シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
「
短
口
調
」

シ
ム
フ
ォ
ニ
ッ
ク
、

一
三
頁
）

東
京
一
音
楽
學
校

の
序
曲
…
…
…
…
…
ウ
ェ
ー
ベ
ル
作
曲

エ
チ
ュ
ー
ド
ニ
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シル

ド
ル
フ
、

ロ
イ
テ
ル

（
不
完
）
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

ス
タ
デ
ィ
ス
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

教

師

ョ

パ

ン

作

曲
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← や ド） 卜 五

獨
唱
合
唱
及
管
絃
楽

獨

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

歌

劇

「

ロ

ー

レ

ラ

イ

」

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

吉

丸

一

昌

繹

歌

唱
…
…
…
…
安

O
r
c
h
e
st
ral 
&
 C
h
o
r
a
l
 C
o
n
c
e
rt
 

O
F
 T
H
E
 

T
o
k
y
o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si
c
 

U
Y
E
N
O
 P
A
R
K
 

S
ミ

n
d
ay
:
J
ミ

n
e
]
3t
h
,
1
9
0
9
.
 

A
T
 2.
 3

0
 P
.M
.
 

P
r
og
r
a
m
m
e
 教

師

東

ル
ド
ル
フ
、

ロ
イ
テ
ル恒

O
r
c
h
e
st
ra: 

O
v
e
rt

u
r
e
 
zur 
O
p
e
r

ふ^

d
e
r
F
r
ei
s
c
hi

i
t

z"
…

…

…

wreber. 

Pi

a
n
o
 S
o
l
o
:
 

a
.
 G

a
v
ot
t

e
 a
n
d
 M
u
s
et
te
·
…
…
…
…
…
…

•
•
d
ゞ
l
l
b
e
r

t
.

b
.
 T

w
o
 E
t

u
d
e
s
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

C
h
op
i

n・ 

P
r
of
R
ミ
d
o
l
p
h
E
.
 Re

ut
e
r.
 

O
r
c
h
e
st
ra: 

S
y
m
p
h
o
n
y
 B
 m
i

n
o
r
 (unfini
s
h
e
d
)
…

…

…

S
c
h
u
b
e
rt

.
 

A
l
l
e
g
r
o
 m
o
d
e
r
at
o
.
 

A
n
d
a
nt
e
 c
o
n
 m
ot
o
.
 

Pi

a
n
o
 S
o
l
o
:
 

S
y
m
p
h
o
ni
c
 St
u
di
es 
o
p
.
 13…

…

…

…

…

…

S
c
h
u
m
a
n
n
.
 

pr
o
[
R
u
d
o
lp
h
 E
.
 Re

ut
e
r.
 

炉

第
九

L
o
r
e
l
e
y
 
Fi

nale 
for 
S
o
p
r
a
n
o
 S
o
l
o
,
 Ch

o
r
u
s
,
 an

d
 

O
r
c
h
e
st
ra

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
.
 

S
o
p
r
a
n
o
 S
o
l
o
 :
 M
i

ss 
A
n
d
o
.
 

C
o
n
d
u
ct
o
r
 :
 Pr
of
 A
.
 

J

u
n
k
e
r.
 

昔

楽

演

奏

會

曲

目

梗

概

一、

管

絃

楽

歌
劇
『
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
』
の
序
曲
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
作
曲

猜
逸
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
楽
派
の
始
祁
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
（
C
a
r
l
M
a
ri
a
 v
o
n
 W
e
b
e
r
 1
7

 

8
6
|
1
8
2
6
)

は
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
州
オ
イ
テ
ィ
ン
の
人
な
り
。
天
生
音
楽
に
オ
あ
り
し

か
ば
、
父
は
幼
よ
り
之
れ
に
音
楽
を
學
ば
し
め
、
終
に
名
家
ヨ
ゼ
フ
、
ハ
イ
ド
ン
の
弟
ミ

ハ
エ
ル
、
ハ
イ
ド
ン
の
門
に
托
し
て
楽
理
と
作
曲
法
と
を
修
め
し
め
た
り
。
彼
れ
長
じ

て
鴬
代
一
流
の
洋
琴
家
と
為
り
、
又
た
歌
劇
作
家
と
し
て
盛
名
を
後
世
に
博
へ
た
り
。

彼
は
若
年
よ
り
敷
多
の
小
篇
歌
劇
を
創
作
せ
し
が
、
何
れ
も
世
に
行
は
る

A

者

な

し。

其
の
今
日
に
博
は
れ
る
大
作
は
何
れ
も
三
十
餘
歳
に
し
て
成
れ
る
者
、
即
ち
「
フ

ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
」

(
F
r
ei
se百
t

z

)

「
オ
イ
リ
ア
ン
テ
」

(
E
u
ry
a
nt
h
e
)

「
オ
ベ
ロ
ン
」

オ
ー
ヴ
ァ
ー
チ
ュ
ア

(
O
b
e
r
o
n
)

等
の
歌
劇
是
な
り
。
此
の
三
歌
劇
の
序
曲
は
現
今
尚
ほ
普
く
楽
界
の

愛
賞
す
る
所
に
し
て
就
中
「
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
」
は
歌
劇
全
篇
を
通
じ
て
至
る
所
に
演

奏
せ
ら
る
。

本
歌
劇
の
楽
は
千
八
百
二
十
年
に
完
成
せ
ら
れ
、
翌
年
五
月
十
四
日
初
め
て
之
れ
を

伯
林
歌
劇
場
に
演
奏
し
、
非
常
の
好
評
を
博
せ
り
。
こ
は
近
代
歌
劇
に
於
け
る
獨
逸
楽

風
勝
利
の
紀
元
を
為
せ
る
名
作
に
し
て
、
最
近
歌
劇
界
の
大
家
ワ
グ
ネ
ル
の
諸
作
も
源

を
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
の
作
に
狡
す
る
者
な
り
。

近
世
歌
劇
の
序
曲
は
奮
式
序
曲
に
見
る
が
如
く
歌
劇
の
内
容
と
無
開
係
な
る
者
に
あ

ら
ず
。
概
ね
歌
劇
の
開
幕
に
先
ち
て
其
の
梗
概
を
叙
述
す
る
を
常
と
す
。
本
序
曲
に
於

て
も
亦
た
然
り
。

フ
イ
ギ
ュ
ア

敷
小
節
の
序
節
を
終
る
や
、
静
か
に
波
動
す
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
衆
成
音
に
伴
は
れ

デ
ュ
エ
ッ
ト

て、

美
は
し
き
ホ
ル
ン
の
聯
奏
起
る
。
是
れ
全
歌
劇
の
舞
豪
な
る
森
林
の
幽
景
を
描
く
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こ
の
旋
律
は
歌
劇
の
終
り
に
少
女
ア
ガ
テ
の
歌
ふ
者
に
し
て
、
悪
鬼
の
終
に
屈
服
し

夫
マ
ッ
ク
ス
の
無
事
な
り
し
を
喜
ぶ
槃
な
り
。
こ
の
歌
の
最
高
調
に
達
す
る
時
、
山
間

の
光
景
忽
然
と
し
て
再
現
し
、
其
の
漸
次
に
消
え
去
る
時
、
長
ハ
調
の
激
烈
な
る
和

フ
ォ
ル
テ
イ
シ
モ

絃
敷
回
響
き
、
次
で
快
活
な
る
勝
利
の
旋
律
再
び
華
々
し
き
長
ハ
調
の
最
強
奏
に
現
は

れ
、
序
曲
は
無
限
の
歓
喜
を
描
窟
し
て
局
を
結
ぶ
。

二
、
ピ
ア
ノ
猫
奏

甲

、

ガ

ヴ

ォ

ッ

ト

及

ミ

ュ

ゼ

ッ

ト

ダ

ル

ベ

ー

ル

作

曲

ダ
ル
ベ
ー
ル

(
E
u
g
e
~

d
'A
l
b
e
r
t
)
は
現
代
一
流
の
洋
琴
家
に
し
て
又
た
才
能
あ
る

甘
1

ー
一
＿
―
＿
1
1
`
I
Tで
｀

et
c.

f
(

T

1

叔

m.

ホ
ル
ン
の
鋭
き
和
絃
―
―
一
度
響
く
や
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
激
情
的
楽
旬
次
で
起
り
、
ヴ
ァ

フ

イ

ギ

ュ

ア

ビ

ア

ニ

シ

モ

イ
オ
リ
ン
、
セ
ロ
の
不
安
な
る
衆
成
音
の
響
く
と
聴
く
間
に
、
次
の
楽
し
き
歌
は
最
弱
奏

に
於
て
表
は
れ
初
む
。

Alleg
ro
.
 

•— 
9. 

者
と
見
る
を
得
べ
し
。

／

乙

腐

・
ト
レ
モ
ロ

次
で
ヴ
ィ
オ
ラ
の
顛
音
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
低
音
と
は
先
づ
来
る
べ
き
凶
運
を
語
る

が
如
く
に
響
き
、
楽
は
『
猥
が
谷
』
の
叙
景
に
移
り
て
、
深
夜
鬼
紳
の
前
に
銃
丸
を
錆

ヴ
イ
ヴ
ア
チ
ェ

る
二
牡
夫
マ
ッ
ク
ス
、
カ
ス
パ
ル
が
事
を
想
起
せ
し
む
。
績
て
起
る
甚
だ
し
き
活
撥
調

は
山
谷
を
疾
過
す
る
暴
風
を
寓
す
者
に
し
て
、
漸
次
に
勢
を
強
ふ
し
終
に
力
を
極
め
て

怒
琥
す
と
思
ふ
間
に
、
楽
は
突
如
と
し
て
轄
調
し
、
全
管
絃
は
一
大
掃
過
を
為
し
て
長

ト
レ
モ
ロ

愛
ホ
調
の
強
大
な
る
顛
音
に
移
る
。

et
o.
 

グ

作
曲
家
な
り
。
千
八
百
六
十
四
年
蘇
格
蘭
グ
ラ
ス
ゴ
ー
府
に
生
る
。
父
は
佛
蘭
西
の

人
、
母
は
蘇
格
蘭
の
女
な
れ
ど
も
弱
齢
の
頃
よ
り
獨
逸
の
諸
市
に
移
住
し
、
今
日
も
伯

林
に
留
り
居
れ
ば
、
其
の
精
神
は
全
く
獨
逸
の
人
と
い
ふ
も
不
可
な
し
。
初
め
英
國
倫

敦
に
於
て
洋
琴
を
エ
ル
ン
ス
ト
、
パ
ウ
エ
ル
に
學
び
し
が
、
十
七
歳
の
時
水
晶
宮
に
於

て
シ
ュ
ー
マ
ン
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
を
奏
し
、
偶
々
該
市
に
来
遊
し
た
り
し
ハ
ン
ス
、
リ

ヒ
テ
ル
に
認
め
ら
れ
て
獨
逸
行
を
勘
め
ら
れ
し
と
い
ふ
。
こ
れ
よ
り
獨
逸
ワ
イ
マ
ル
府

に
趣
き
名
人
リ
ス
ト
の
門
に
入
て
學
び
た
る
後
、
洋
琴
家
と
し
て
伯
林
に
現
は
れ
、
次

で
欧
洲
諸
國
及
米
國
を
遍
歴
し
て
至
る
所
業
界
の
耳
目
を
登
動
し
た
り
。
齢
を
重
ぬ
る

に
従
ひ
て
漸
く
技
術
の
方
面
に
遠
か
り
、
最
近
二
年
間
は
全
く
作
曲
に
身
を
委
ね
た

り
。
其
の
近
著
の
歌
劇
『
テ
ィ
ー
フ
ラ
ン
ド
』
(

T

i

e
f
l
a
n
d
)
は
至
る
虞
に
演
奏
せ
ら
れ

好
評
噴
々
た
り
。
凡
て
彼
が
後
年
の
作
品
は
徹
頭
徹
尾
近
世
的
精
紳
に
充
ち
た
れ
ど

も
、
若
年
期
の
者
は
厳
密
に
古
典
風
の
作
法
に
則
れ
る
者
に
し
て
、
サ
ム
に
奏
す
る
舞
踏

曲
の
如
き
も
其
の
適
例
な
り
。

乙

、

エ

テ

ュ

ー

ド

ニ

篇

シ

ョ

パ

ン

作

曲

洋
琴
楽
の
作
家
と
し
て
有
名
な
る
シ
ョ
パ
ン

(
F
r
a
nc;
oi
s
C
h
op
i

n
)

は
千
八
百
十

年
波
蘭
ワ
ル
シ
ョ
ウ
府
に
生
れ
四
十
九
年
巴
里
に
歿
す
。
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
の
精
神
に

充
ち
た
る
楽
人
に
し
て
シ
ュ
ー
マ
ン
、
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
、
リ
ス
ト
等
と
友
た
り
。
其

の
洋
琴
曲
は
現
時
の
楽
界
に
最
も
廣
く
行
は
る
A

者
、
和
槃
的
色
彩
に
於
て
豊
麗
婉
美

エ
チ
ュ
ー
ド

を
極
む
。
彼
の
作
品
第
十
及
び
第
二
十
五
を
牧
め
た
る
練
習
曲
集
一
巻
は
正
に
洋
琴
曲

集
の
摸
範
と
為
す
べ
き
者
、
古
今
を
通
じ
て
他
に
比
類
を
見
ず
。
初
め
に
奏
す
る
は
作

品
第
二
十
五
中
の
第
一
に
し
て
、
美
は
し
き
和
槃
の
軽
妙
な
る
連
績
は
エ
オ
リ
ア
ン
、

ハ
ー
。
フ
の
音
色
に
も
誓
ふ
べ
く
洵
に
全
集
中
の
白
眉
な
り
。
次
に
奏
す
る
作
品
第
十
中

の
第
五
は
黒
鍵
の
み
を
使
用
す
る
練
習
曲
に
し
て
奏
者
の
右
手
は
終
始
黒
鍵
以
外
に
移

る
こ
と
な
し
。

三

、

管

絃

楽

短
口
調
シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
（
不
完
結
）
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

業
聖
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
時
を
同
ふ
し
て
楽
界
に
並
馳
し
た
る
名
家
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト

(
F
r
a
n
z
 S
c
h
u
b
e
r
t
 17
9
7
ー
1
8
2
8
)

の
小
ユ
鴫
で
曲
は
左
H
茄
臨
紀
後
の
夕
で
作
と
し
て
楽
界
の
嘆

賞
す
る
所
な
る
が
、
其
の
器
楽
に
於
て
も
亦
た
絶
美
の
曲
と
し
て
珍
重
せ
ら
る
JA
者
敷
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こ
の
旋
律
の
漸
次
高
調
に
達
し
て
俄
か
に
消
え
去
る
時
、

テ

マ

四
部
に
分
れ
て
第
二
の
主
楽
想
（
卜
調
）
を
誘
ふ
。

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
と
ホ
ル
ン
と
は

--¥-¥、

ヘ

喝`

芍
~
．
h軋
・

母

料

ヽヽ

メ
ロ
デ
イ

木
管
楽
器
（
オ
ー
ボ
エ
及
び
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
は
新
に
哀
訴
す
る
如
き
一
旋
律
を
表
は

し
来
る
。
評
家
或
は
此
の
旋
律
を
以
て
同
作
家
の
名
曲
『
糸
紡
ぐ
グ
レ
チ
ヘ
ン
』
に
比

す
る
者
あ
り
。

リ

ズ

ム

ベ
ー
ス
の
槌
打
す
る
如
き
節
奏
に
伴
は
れ
て
響
く
間
に

績
て
第
一
及
び
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
私
語
に
似
た
る
楽
句
が

信

篇
あ
り
。
此
に
奏
す
る
シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
は
賞
に
其
の
一
に
し
て
、
彼
が
作
れ
る
シ
ム
フ

ォ
ニ
ー
合
計
八
篇
中
の
第
七
に
位
し
、
長
ハ
調
の
者
と
共
に
古
今
の
名
曲
と
稲
せ
ら

ム
ー
ヴ
メ
ン
ト

る
。
千
八
百
二
十
二
年
に
起
稿
し
た
れ
ど
も
、
唯
だ
二
曲
部
を
作
曲
し
て
未
だ
完
成

を
告
げ
ざ
る
に
先
ち
、
夭
死
し
た
る
は
員
に
惜
む
可
し
。
世
之
を
呼
ん
で
彼
の
不
完
結

シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
と
い
ふ
。
温
雅
に
し
て
憂
愁
の
情
に
富
み
た
る
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
悌
は

最
も
著
し
く
此
の
作
に
現
は
れ
た
り
。

ム

ー

ヴ

メ

ン

ト

ア

レ

グ

ロ

第
一
曲
部
（
快
活
調
）
。
曲
の
初
セ
ロ
と
ダ
ブ
ル
ベ
ー
ス
と
は
和
槃
無
き
同
音
奏

テ

マ

を
以
て
幽
玄
紳
秘
の
餘
韻
あ
る
次
の
主
楽
想
を
表
は
し

此
の
牧
歌
に
似
た
る
主
楽
想
は
始
め
セ
ロ
に
現
は
れ
、
次
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
移
り
、

婉
美
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
妙
音
を
績
く
る
間
に
、
中
途
に
し
て
管
絃
の
音
忽
然
絶
え
、
次

フ
ォ
ル
テ
イ
シ
モ

で
激
し
き
最
強
奏
起
る
。
前
に
出
で
た
る
槌
打
す
る
如
き
節
奏
は
再
び
こ
A

に

聞

え

て
、
第
二
主
楽
想
の
一
部
は
凡
て
の
楽
器
に
現
る
。

カ

ノ

ン

さ
れ
ど
楽
は
頓
て
軽
快
な
る
卜
調
の
旋
律
に
鱚
り
、
此
度
は
輪
唱
の
作
法
に
従
て
絃

よ
り
管
に
移
る
。

エ
キ
ス
ポ
ジ
シ
ョ
ン

此
れ
に
次
で
所
謂
『
開
展
』
の
部
に
入
る
。
こ
は
第
一
主
楽
想
の
一
部
に
愛
化

を
加
へ
て
引
き
延
ば
し
た
る
者
な
り
。
此
の
部
に
於
て
特
筆
す
べ
き
箇
嘉
は
、
ベ
ー
ス

が
漸
次
に
下
降
し
、
ハ
音
上
に
止
ま
り
て
最
弱
奏
の
顛
音
を
績
く
る
間
に
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
と
ヴ
ィ
オ
ラ
と
が
二
小
節
の
間
隔
を
保
て
る
摸
倣
の
形
式
を
以
て
静
か
に
第
一
主

楽
想
の
一
部
を
現
は
す
一
節
に
し
て
、
一
種
不
可
思
議
の
感
動
を
輿
ふ
。
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フ
ォ
ル
テ
イ
シ
モ

此
の
進
行
の
最
高
調
に
達
す
る
時
全
管
絃
の
最
強
奏
は
短
ホ
調
に
於
て
第
一
主
楽
想

を
表
現
す
。

『
開
展
』
の
部
を
終
る
の
後
は
再
び
曲
の
初
め
に
返
り
て
之
れ
を
反
覆
し
、
頗
る
長
き

終
節
を
以
て
曲
部
を
終
る
。

ァ
ン
ダ
ン
テ

第
二
曲
部
（
長
ホ
調
の
活
動
せ
る
緩
歩
調
）
。
全
部
殆
ど
強
奏
節
を
挿
ま
ず
。
終
始

流
暢
な
る
曲
節
に
深
き
感
情
を
籠
め
、
美
は
し
き
和
竪
法
と
巧
み
な
る
楽
器
編
成
法
と

ピ

チ

カ

ー

ト

を
以
て
之
れ
を
豊
麗
に
せ
り
。
セ
ロ
と
ベ
ー
ス
と
の
指
頭
弾
奏
に
績
き
て
現
は
る
A

主

楽
想
は
絶
え
ず
問
答
す
る
短
か
き
劉
話
に
も
似
た
り
。
後
半
の
怪
し
く
美
し
き
旋
律
は

初
め
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
表
わ
れ
後
オ
ー
ボ
エ
に
移
り
、
凡
て
最
弱
奏
に
て
絃
楽
に
伴
は

る
。
進
行
中
屡
々
奇
警
な
る
轄
調
法
を
用
ひ
あ
り
。
次
で
暫
時
最
強
奏
に
移
り
て
後
は

今
迄
の
進
行
を
反
覆
し
、
曲
部
は
最
弱
奏
に
終
る
。

四
、
ピ
ア
ノ
猫
奏

シ
ム
フ
ォ
ニ
ッ
ク
、
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

シ
ュ
ー
マ
ン

(
R
o
b
e
r
t
S
c
h
u
m
a
n
n
 1
8
1
0
1
1
8
5
6
)

は
獨
逸
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
築
派

の
名
家
な
り
。
作
曲
者
と
し
て
竪
器
雨
楽
に
幾
多
の
佳
作
を
遺
し
た
る
の
み
な
ら
ず
、

又
批
評
家
と
し
て
も
後
世
に
摸
範
を
垂
れ
た
り
。
其
の
早
年
の
作
（
作
品
第
一
乃
至
二

+
=
-
)
は
何
れ
も
洋
琴
曲
な
る
が
、
其
の
中
『
パ
ピ
ヨ
ン
』
（
作
品
第
二
）
『
カ
ル
ナ
ヴ

ァ
ル
』

・（
作
品
第
九
）
及
び
此
に
奏
す
る
練
習
曲
は
出
版
の
裳
時
全
楽
界
を
驚
か
し
め

た
る
作
品
な
り
。
蓋
し
此
等
諸
作
は

一
定
の
形
式
を
除
却
し
た
る
貼
に
於
て
甚
だ
斬
新

な
り
し
が
故
な
り
。
此
の
外
の
黙
に
於
て
も
彼
は
多
く
の
新
機
軸
を
出
し
た
り
き
。
後

年
の
洋
琴
曲
は
活
氣
情
熱
に
乏
し
く
、
又
た
獨
創
の
想
を
鉄
き
た
る
が
故
に
多
く
演
奏

せ
ら
れ
ず
。
唯
だ
洋
琴

n
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
作
品
五
十
四
）
は
此
の
種
類
に
島
す
る
諸
曲

澤`

噸

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン

(
F
e
l
i
x
M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
,
B
a
r
th
o
l
d
y
 1
8
0
9
|
1
8
4
7
)

は
獨
逸
ハ

ム
ブ
ル
ク
の
人
、
幼
に
し
て
稗
童
の
聞
え
あ
り
。
十
五
歳
の
時
短
ハ
調
シ
ム
フ
ォ
ニ
ー

の
作
曲
に
其
の
天
オ
を
表
は
し
て
よ
り
以
来
、
音
楽
の
有
ら
ゆ
る
部
門
に
創
作
し
て
賂

多
の
作
品
を
出
だ
せ
り
。
彼
の
短
生
涯
を
以
て
し
て
能
＜
此
の
如
き
多
大
の
貢
献
を
為

し
た
る
を
思
へ
ば
、
其
の
偉
オ
や
吾
人
の
驚
嘆
に
値
す
べ
し
。
シ
ェ
ク
ス
ピ
ヤ
作
『
中

オ
ラ
ト
リ
オ

夏
の
夜
夢
』
の
序
曲
、
紳
事
楽
『
エ
リ
ア
ス
』
及
び
『
パ
ウ
ル
ス
』
は
彼
が
千
載
不
朽

の
名
作
な
り
。
器
楽
の
方
面
に
於
て
も
彼
の
楽
器
編
成
法
は
軽
妙
流
暢
を
極
め
、
且
つ

新
機
軸
を
出
し
た
る
貼
に
於
て
近
代
楽
器
編
成
法
の
始
祖
と
い
ふ
を
得
べ
し
。
何
と
な

れ
ば
ベ
ル
リ
オ
ズ
の
有
名
な
る
編
成
法
の
出
づ
る
に
先
ち
て
、
彼
は
其
の
管
絃
楽
譜
に

幾
多
の
創
見
を
表
は
し
た
れ
ば
な
り
。
彼
の
序
曲
『
海
の
静
け
さ
と
幸
多
き
舟
旅
』

(
M
e
e
r
e
s
s
tille
 u
n
d
 gltickli
c
h
e
 F
a
h
r
t
)
は
賓
に
其
の
證
左
な
り
。

絃
に
奏
す
る
歌
劇
の
終
曲
は
千
八
百
四
十
七
年
、
死
去
の
少
し
く
以
前
に
作
曲
し
た

歌芙
劇管 I甘f l~

絃

ぢ楽園）

第
一
幕
の
終
曲

苔

ー

中
最
も
廣
く
行
は
る
。
小
歌
曲
の
方
面
に
於
て
も
彼
の
作
は
頗
る
有
名
な
り
。

此
に
奏
す
る
練
習
曲
は
『
カ
ル
ナ
ヴ
ァ
ル
』

と
共
に
恐
ら
く
彼
の
洋
琴
曲
中
最
も
秀

で
た
る
者
な
る
べ
し
。
こ
は
其
の
表
題
中
に
も
詳
記
し
あ
る
如
く
『
愛
手
曲
』
帽
に

作
ら
れ
た
る
練
習
曲
に
し
て
其
の
主
楽
想
は
音
楽
を
愛
好
せ
る
彼
の
一
友
の
作
る
所
な

り
最
後
の
愛
手
は
他
の
者
と
異
り
て
獨
有
の
趣
を
存
す
。
自
由
に
躍
動
し
つ
A

然
も
明

か
に
節
奏
を
具
へ
た
る
を
特
徴
と
す
。

A
た
nt
9
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ア

ヴ

ェ

マ

リ

ア

ヴ

ィ

ン

ツ

ェ

ル

コ

ー

／

る
者
に
し
て
、
此
の
外
に
『
聖
母
讃
歌
』
及

『葡
萄
園
丁
の
合
唱
』
の
二
曲
を
も
作
り

置
き
た
れ
ど
、
終
に
完
成
せ
ず
し
て
逝
き
た
る
は
惜
む
可
し
。
本
来
劇
場
に
上
せ
ん
が

為
め
に
作
り
た
る
者
な
れ
ど
も
、
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
の
『
。フ
レ
チ
オ
ー
サ
』
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
『
ア
テ
ン
の
腹
墟
』
な
ど
の
如
く
、
叙
事
唱
歌
と
し
て
奏
楽
堂
裡
に
演
奏
す
る
方

逢
か
に
適
賞
な
り

歌
詞
は
獨
の
詩
人
ガ
イ
ベ
ル

(
E
m
a
n
u
e
l
v
.
 Gei

bel)

の
筆
に
成
れ
る
者
、
話
の

筋
は
不
幸
な
る
レ
オ
ノ
ー
レ
と
い
ふ
女
、

員
情
を
捧
げ
て
證
し
た
る
愛
夫
に
棄
て
ら
れ

て
人
を
怨
み
世
を
う
ら
み
、
終
に
狂
胤
し
て
ラ
イ
ン
河
中
の
幽
鬼
に
身
を
任
せ
ん
と
す

フ
イ
ギ
ュ
ア

る
を
描
け
り
。
楽
は
終
始
流
暢
に
し
て
特
殊
の
美
を
具
ふ
。

曲
の
初
め
次
の
衆
成
音
と

フ
リ
ュ
ー
ト
の
半
音
階
的
上
走
音
は
波
静
か
な
る
ラ
イ
ン
の
河
流
を
描
出
す
。
此
の
前

奏
終
る
や
、
舟
子
を
誘
ひ
て
波
間
に
引
き
入
る
と
博
ふ
る
ラ
イ
ン
河
精
の
合
唱
先
づ
女

槃
に
起
り
次
で
男
竪
に
移
り
謳
歌
相
應
ふ
。
此
の
八
分
ノ
六
拍
子
の
流
暢
な
る
楽
は
河

精
の
幸
幅
な
る
生
活
を
表
現
す
る
者
と
い
ふ
べ
し
。
之
れ
に
次
ぐ
四
分
ノ
四
拍
子
の
部

分
は
風
水
を
司
る
破
壊
的
魔
力
を
表
は
す
者
に
し
て
、
就
中
短
イ
調
よ
り
長
イ
調
に
移

り
『
時
は
今
ぞ
、
月
も
落
ち
ぬ
』
と
歌
ふ
あ
た
り
頗
る
佳
調
に
富
め
り
。
此
の
喧
跳
な

る
夜
遊
の
蘭
は
な
る
比
人
影
忽
然
と
現
は
れ
て
彼
等
を
驚
か
す
。
伴
奏
ヴ

ィ
オ
ラ
の
指

頭
弾
奏
は
巧
み
に
彼
等
が
疑
憚
の
態
を
描
け
り
。

ア
ン
ダ
ン
テ

績
て
レ
オ
ノ
ー
レ
の
哀
訴
す
る
如
き
旋
律
（
短
へ

調）
、
緩
歩
調
に
表
は
れ
て
河

精

ア

レ

グ

ロ

に
復
響
の
助
力
を
救
ふ
。
此
慮
に
水
流
の
音
再
び
管
絃
に
聞
え
、
次
で
快
活
調
に
移

り
、
漸
次
最
強
奏
に
昂
進
す
。
幽
鬼
群
り
出
で
ら
女
の
求
む
る
所
を
問
ふ
に
、
レ
オ
ノ

ー
レ
は
一
向
に
復
響
を
呼
び
て
魔
群
の
援
助
を
請
ひ
、
其
の
報
酬
と
し
て
寓
事
を
犠
牲

ア
ン
ダ
ン
テ

に
す
と
も
厭
は
じ
と
盟
ふ
。
之
れ
に
次
ぐ
緩
歩
調
は
河
精
の
要
求
に
し
て
、
レ
オ
ノ
ー

レ
の
永
久
に
ラ
イ
ン
妖
群
に
加
は
ら
ん
こ
と
を
盟
は
ゞ
望
を
叶
は
せ
ん
と
答
ふ
。

静
か

な
る
半
音
階
的
上
行
旋
律
の
表
情
に
注
意
す
べ
し
。
合
唱
止
ん
で
榮
は
再
び
活
澄
紳
速

な
る
進
行
に
入
り
レ
オ
ノ
ー
レ
の
決
意
を
表
は
せ
り
。
憐
む
べ
し
彼
は
倦
く
ま
で
素
志

を
貫
か
ん
が
為
め
に
心
身
の
自
由
を
郷
ち
て
幽
鬼
の
請
求
に
應
じ
た
る
な
り
。
次
の

モ
テ
イ
ー
フ

動
機
旋
律
は
女
の
答
に
し
て
絶
え
ず
ラ
イ
ン
河
精
の
快
活
な
る
叫
喚
と
相
交
は
り
。

漸
次
復
讐
の
大
合
唱
に
連
り
て
歌
劇
の
第
一
幕
を
終
ふ
。

I
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After a few introductory bars, the overture begins with a 
beautiful horn-duet, accompanied by a quiet, undulating figure 
in the violins : 

『砥三冗叫切．
It might represent the ideal quiet of the forest. 
A tremolo of the violas, foreboding low notes of the clarinets, 

and we are led to the W olfschlucht (mountain-cavern) scene, 
where, at midnight, Max and Kaspar cast the magic bullets in 
the presence of the evil spirits. The following molto vivace 
represents the whistling and rushing of the storm in the moun-
tain crevice, finally bursting out in all its fury. Then a sudden 
modulation, a grand sweep of the whole orchestra, and we are 
in a mighty tremolo in E¥, major: 

～ ≫-三

Three incisive horn chords announce a passionate clarinet 
phrase, then a restless figure in violins and cellos, and we hear 
for the first time, pianissimo, the jubilant melody sung by Agathe 
at the close of the opera, when the evil spirit has been van-
quished, and her lover, Max restored to her: 

、ごここ—|「- |「 「豆予
It is worked to a climax until the mountain-cavern scene 

is once more suddenly introduced. This gradually dies out, to 
be followed by several crashing chords in C major, and the 
joyous triumphal melody, fortissimo in the whole orchestra, 

appears once more in this bright key. The overture closes in 
the most jubilant spirit. 

R. E. R.〔=RudolphErnest Reuter〕

II. 
a. Gavotte and Musette for Pianoforte. 

E. d'Albert. 
Eugen d'Albert, born at Glasgow in 1864, for many years 

regarded as one of the greatest pianists of the present time, has 
for the last two years been devoting himself entirely to compo-
sition. His recent opera, "Tiefland," has achieved the most bril-
liant success wherever performed. 

Though born of a Scotch mother and French father, d'Albert 
is virtually a German, having come at an early age to Berlin, 
where he now lives. His earlier compositions, among them the 
Gavotte and Musette, are strictly classical in style; his later 
works are, however, thoroughly imbued with a modern spirit. 

R. E. R. 

b. Two Etudes for Pianoforte. § 

Fr. Chopi~.亨
One of the greatest composers for piano, Franc;ois Chopin, 笞

00 

was born at Warsaw, Poland, in 1810. An outspoken Romanticist, d 
his compositions are rich and beautiful in harmonic coloring 匹

00 

and are to-day among the most popular of piano compositions. Ji. 
The book of Etudes, opus 10 and 25, is the standard work 唸

of its kind, unrivalled by anything similar ever written before 母

o~ after. Op~s 25 No. 1, a myster_io_us, aeoli~n-harJ?-;ik~ s~cces~ion 塁
of exquisite harmonies, is one of the most beautiful of all studies. 容

Opus 10, No. 5 is a study for the black keys alone; the right 甘叶
hand not playing anything but these throughout the whole piece. ベ

Chopin, the friend of Schumann, Liszt and Mendelssohn, 
探

died in poor circumstances at Paris, in 1849. 
R. E. R. 
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III. Symphony in b minor. 
(un.finished.) 
F. Schubert. 

Franz Peter Schubert, born the 31st of Jan. 1797 at Lichten-
berg, died the 19th of Nov. 1828 at Vienna, is to be regarded 
as one of the greatest composers of all times, side by side with 
Haydn, Mozart and even his great contemporary Beethoven, 
whom as composer of the German Lied, he outrivals by far. He 
placed this important branch of modern music upon a sure 
foundation and brought it up to a standard until now unsur-
passed. His songs are enveloped in a haze of glowing roman-
tic1sm. 

Despite his short life, Schubert was one of the most pro-
ductive composers. Besides some 450 songs, he wrote four small 
opera,masses, choruses, much instrumental music (including ten 
beautiful piano sonatas), and eight symphonies, the seventh of 
which, begun in 1822, was, for some unknown reason, never 
completed. As it stands, it ranks first among Schubert's orchestral 
compositions and is a gem of all music literature. 

The first movement opens with a mystic, foreboding theme 
in cellos and double-basses, lacking harmonic support: 

oboe and clarinet meanwhile singing a new plaintive melody: 

gこ：言ロニ平＝
which, working up to a climax, ends quite suddenly. Bassoons 
and horns, four-voiced, now lead over into the second theme, 
played first by the cellos, then by the violins : 

竺戸一A sudden pause, and the orchestra breaks out into a crashing 
fortissimo. Tho'seemingly new, one is able to distinguish the 
hammering rhythm once more, as also a part of the second 

theme： 尉豆；互已亘戸
ff. 

appearing in all instruments. 
Soon, however, the light, swinging motif in G is again heard, 

this time in canon form, first in the strings, then in the wind 
instruments : 

ẁ
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撰
肖

Y
．
茫
写―

垢
I

g

ー タ ‘」 Iし-」|」|J」」 1こここ「口．．
con 8va 

pp 

followed by the whisperings of the first and second violins : 

詮 一accompanied by the hammering rhythm of the basses: 

叫 』↑ 日

The following exposition brings mainly parts of the first 
theme in different forms. 

An unearthly, mysterious effect is produced here by the 
gradual dropping of the basses to the low c, held pp and tremolo 
while violins and viola sigh part of the first theme in two-bar 
imitation: 
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The climax of the movement is reached when the whole 
orchestra, fortissimo, thunders out the first theme in e minor. 
Following the exposition the first part of the symphony is once 
more heard. A lengthy Coda closes the movement. 

The second part, Andante con moto, in E major, almost 
entirely without forte episodes, is a smooth-flowing, deeply mu-
sical piece, rich in beautiful harmonic and instrumental effects. 
A pizzicato in cellos and basses introduces the movement, con-
sisting almost entirely of short dual episodes, a constant ques-
tioning and answering. The second half brings a wonderful mel-
ody by the clarinet, later by the oboe, in the most delicate pp, 
accompanied by the strings, often bringing surprising modula-
tions. After a short fortissimo, everything is repeated, exactly as 
before, and the movement, and, sad to say, the whole symphony, 
closes pianissimo. 

H.W.〔=HeinrichWerkmeister] 

IV. Symphonic Etudes op. 13. 
R. Schumann. 

Robert Schumann may be called the most enthusiastic of 
all composers of the romantic school. He was born in the year 
1810. His earlier works, "Papillons" op. 2, "Carnaval" op. 9, and 
the "Symphonic Etudes" startled the whole musical world at the 
time of their appearance. Form seemed to have been done away 
with entirely, and Schumann was a musical revolutionist in many 
other respects. 

His later works lacked fire, spirit and originality, and are, 
on'that account, much less played. His pianoforte concerto op. 
54, is however, once of the most popular pieces of its kind. The 
songs, too, have earned for themselves just fame. 

The last few years of Schumann's life were spent in a san-
atorium, for he suffered from brain-disease. Here, in Endenich, 
near Bonn on the Rhine, he died 1856. 

The "Symphonic Etudes," with his "Carnaval" are perhaps 
his greatest pianoforte works. The theme of the Etudes, ("Stud-
ies in the form of Variations" is the full title,) was composed 
by a friend, an amateur musician: 

鼻、一三The last variation stands alone as the embodiment of swing 
and rhythm: 

～ ． 1 ？〖モエ
R. E. R. 
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V. Finale from the unfinished opera "Loreley." 
F. Mendelssohn. 

Felix Mendelssohn-Bartholdy, born on the 3rd of February, 
1809, died the 4th November 1847, was one of the greatest and 
most versatile of German composers. His music to Shakespear's 
Midsummernight's Dream, his oratorios Elijah and Paul have 
won him everlasting fame. Yet he was most fruitful in instru-
mental music; his orchestration combines lightness and flow 
with beauty. He may be called the father of modern instrumen-
tation, scores of new and beautiful effects having been invented 
by him years before that epoch-making work on orchestration 
by Berlioz first appeared. His overture "Calm Sea and Prosperous 
Voyage," written in 1838, is proof of this. 

The Finale of "Loreley," calculated for stage production, is 
infinitely more effective as a choral Ballad in the concert-hall, 
similar to Weber's "Preciosa" and Beethoven's "Ruins of Athens." 

The music is smoothflowing and characteristic throughout. 
At the beginning the following figures in the strings : 

詞一 可、＿‘....__,、ー弓＝

representing the movement of the waves of the Rhine accom-
panied by smooth runs in the flutes. 

After this prelude a picture of quiet and rest, the chorus 
of Rhine-maidens is heard, enticing the unfortunate humans 
thither in order to destroy them. In the midst of boisterous 
play, (in the bright key of A-major,) they are suddenly inter-
rupted by a pizzicato in the violas, characterizing their fright and 
anxiousness at what is about to come: 

暇土品士＝
, fiza. 

appears in the following 
(in f minor.) Cheated in 

Loreley now 
plaintive melody. 

Andante, singing a 
love, she comes to 

the Rhine-daughters to ask their aid in getting her revenge. 
The movement of the water is once more heard, the following 
Allegro grows to a fortissimo, all caverns of the deep seem to 
open and from everywhere come the spectral inhabitants; enquir-
ing after Loreley's wishes. She cries for revenge asking the 
spirits to give her the greatest beauty, for which she is ready 
to pay any price. 

In the following Andante the Rhine-maidens give answer 
that Loreley herself is to the reward; that she is to belong to 
them and to the Rhine forever (chromatics in the melody). A 
pause, and the Allegro vivace characterizes the sudden resolution 
on Loreley's part to carry out her intention. The following motif 
illustrates her answer, always interrupted by the joyous shoutings 
of the Rhine-daughters: 

麟growing gradually into a great Chorus of Revenge with which 
the first act of the opera closes. 
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嬢
の
獨
唱
に
花
咲
け
り
、
前
者
に
は
若
干
の
ケ
レ
ン
あ
り
、
従
て
ズ
ル
キ
筋
あ
り
と
博

あ
く
ま
で

へ
ら
れ
た
り
し
が
安
東
嬢
に
至
て
は
飽
迄
員
面
目
な
る
は
喜
ぶ
べ
き
次
第
な
る
が
、
あ

は
れ
彼
女
は
歌
を
消
化
す
る
底
の
機
能
を
鋏
け
ど
も
昔
海
の
前
途
は
彼
女
に
待
つ
事
多

し
（
秀
生
）

●
―
音
楽
學
校
演
奏
會
同
校
春
季
音
楽
會
を
六
月
十
二
、
十
三
の
雨
日
開
會
例
の
如

く
二
日
と
も
非
常
の
盛
況
に
て
、
演
奏
も
面
白
く
き
か
れ
た
り
、
特
に
新
任
敦
授
ロ
イ

テ
ル
氏
の
ピ
ア
ノ
は
氏
の
技
術
の
一
部
分
を
紹
介
し
た
る
に
過
ざ
り
し
な
ら
む
も
演
堂

〔

マ

マ

〕

の
喝
采
湧
く
が
如
く
、
尚
安
東
恒
子
謳
の
朕
唱
も
一
段
の
進
境
を
呈
し
た
る
は
喜
ぶ
べ

し
、
管
絃
楽
は
珈
か
精
錬
足
ら
ざ
り
し
に
あ
ら
ず
や
と
思
は
れ
し
は
否
か
曲
目
次
の
如

し
。
〔
曲
目
省
略
〕

（『
＿
音
楽
界
』
第
二
巻
第
七
号
、
明
治
四
十
二
年
七
月
、
三
一
頁
）

東
京
音
楽
學
校
春
季
演
奏
會

恒
例
の
演
奏
大
會
と
新
任
の
ロ
イ
テ
ル
氏
披
露
會
と
を
兼
ね
て
十
二
十
三
の
両
日
催

さ
れ
候
十
二
日
の
如
き
は
聴
衆
堂
に
溢
れ
為
め
に
演
奏
の
調
和
を
防
げ
し
様
覺
え
候

十
三
日
は
外
人
多
く
九
分
の
入
り
に
て
出
来
ば
え
も
前
日
よ
り
一
層
宜
敷
聞
き
心
地
亦

良
く
候
ひ
き
曲
を
左
に

一
管
絃
楽
歌
劇
フ
ラ
イ
シ
ュ
ツ
の
序
曲
ウ
エ
ー
ベ
ル
作
奏
法
中
々
難
澁
の
も
の

の
由
に
候
非
常
に
面
白
く
聞
き
申
候

ニ
ピ
ア
ノ
獨
弾
ル
ー
ド
ル
フ
、
ロ
イ
テ
ル
氏

甲
ガ
ヴ
ォ
ッ
ト
及
ミ
ュ
ゼ
ッ
ト
ダ
ル
ベ
ー
ル
作
前
日
の
方
上
出
来
な
り
し
由
に
候

乙
エ
テ
ユ
ー
ド
ニ
篇
シ
ョ
パ
ン
作
氏
の
員
面
目
な
る
態
度
を
遺
憾
な
く
痰
揮
致

し
居
候
就
中
後
者
は
作
品
第
十
中
の
第
五
右
手
は
黒
鍵
を
離
る
A

こ
と
な
き
も
の
に

て
二
篇
共
腕
試
め
し
と
し
て
好
箇
の
も
の
に
候
ひ
き

三
管
絃
楽
短
口
調
シ
ム
ホ
ニ
ー
シ
ュ
ベ
ル
ト
作
練
習
充
分
に
し
て
作
曲
亦
名
あ

り
、
楽
想
も
充
分
了
解
せ
ら
れ
居
る
べ
く
聞
く
方
も
解
し
易
し
何
度
聞
く
も
良
き
曲

に
候

（
『
報
知
新
聞
』
明
治
四
十
二
年
六
月
十
四
日
）

四
ピ
ア
ノ
獨
奏
ロ
イ
テ
ル
氏
シ
ン
ホ
ニ
ッ
ク
、
ス
タ
デ
イ
ス
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

氏
の
作
曲
中
の
白
眉
の
由
に
て
演
奏
者
亦
妙
技
を
盛
し
十
三
日
の
如
き
は
拍
手
止
ま

す
為
め
に
左
手
の
み
を
使
用
す
る
一
曲
を
景
色
と
し
て
有
難
く
頂
戴
す
る
を
得
候

五
管
絃
楽
オ
ペ
ラ
、
ロ
ー
レ
ラ
イ
第
一
幕
の
終
曲
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲
は

先
ラ
イ
ン
の
波
―
＝
日
に
起
り
次
て
女
竪
の
合
唱
と
な
り
男
槃
共
に
加
は
り
忽
ち
レ
オ
ノ

ー
レ
即
主
人
公
の
獨
唱
即
ち
安
東
恒
子
譲
の
艶
あ
る
確
か
な
る
歌
と
な
り
合
唱
、
獨

唱
、
エ
コ
ー
伴
奏
交
々
起
り
て
最
後
復
讐
々
々
と
叫
喚
し
て
楽
を
終
へ
侯
十
三
日
の

方
出
来
好
良
な
り
と
覺
え
候
、
安
東
嬢
日
本
一
な
り
と
は
既
に
定
評
あ
り
さ
れ
ど
欲

を
い
へ
は
「
鬼
々
し
さ
の
げ
に
よ
の
ほ
か
や
」
の
邊
は
今
一
層
毒
々
し
て
恨
め
し
く

唱
ひ
「
う
れ
し
御
詞
や
」
以
後
は
悲
し
み
の
内
に
も
今
少
し
希
墜
と
決
意
と
を
示
し

て
貰
ひ
度
覺
候
、
邦
語
に
て
唱
ふ
は
如
何
に
も
苦
し
げ
に
又
聞
き
に
く
A

候
寧
ろ
原

語
の
方
可
な
ら
ず
や

一
般
に
い
へ
ば
近
来
長
足
の
進
歩
を
為
し
た
る
様
に
候
バ
ス
の
確
か
に
な
り
た
る
は

演
奏
が
一
体
に
安
定
と
な
り
聞
き
心
地
大
に
宜
敷
候

（
『
昔
架
世
界
』
第
三
巻
第
七
号
、
明
治
四
十
二
年
七
月
、

―二
l
一
三
頁
）

音
楽
學
校
演
奏
會
概
評

■東
京
―
音
楽
學
校
の
所
謂
春
季
演
奏
會
は
、
非
常
に
時
期
を
失
し
て
、
漸
く
六
月
第
二

の
土
曜
日
曜
に
開
か
れ
た
。
評
者
は
土
曜
日
に
睦
き
に
行
っ
た
が
、
曲
目
す
べ
て
五
、

ピ

ア

ニ

ス

ト

△

△

△

△

△

△

△

ピ
ア
ノ
獨
弾
が
其
の
二
つ
を
占
め
て
居
た
の
は
、
新
来
の
洋
琴
楽
手
ル
ド
ル
フ
ロ
イ
テ

△

^

1

 

ル
氏
紹
介
の
意
で
あ
る
ら
し
く
、
管
絃
楽
は
闘
す
る
と
こ
ろ
景
物
で
な
け
れ
ば
御
愛
嬌

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

■管
絃
楽
と
し
て
現
は
れ
た
ヴ
ェ
ベ
ル
の
歌
劇
『
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
』
序
曲
は
、
賓
に

支
離
滅
裂
、
吾
人
は
不
幸
に
し
て
何
慮
に
も
其
の
内
容
美
を
窺
ふ
事
が

で
き
な
か
つ

た
。
凡
そ
此
の
序
曲
は
習
に
「
開
幕
に
先
だ
ち
て
其
の
梗
概
を
叙
述
す
る
」
の
み
で
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

く
、
ま
た
綸
霊
的
側
面
を
有
し
つ
A‘

云
は
ば
全
曲
の
背
景
と
な
つ
て
居
る
事
を
忘
れ

、
、
、
、
、

て
は
な
ら
ぬ
。
即
ち
劇
の
綜
合
と
な
り
背
景
と
な
り
得
る
黙
に
於
い
て
、
此
の
序
曲
の

債
値
も
存
し
、
美
趣
も
亦
生
ぜ
ら
れ
る
筈
だ
の
に
、
序
節
の
下
行
旋
律
が
沈
静
の
氣
を

失
っ
た
の
は
敢
へ
て
問
は
ず
と
し
て
も
、
ホ
ル
ン
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
が
表
情
を
映

い
た
こ
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と
や
、
ギ
ヴ
ァ
ツ
ェ
の
速
度
が
折
々
麒
甑
を
来
た
し
た
事
は
、
少
な
く
と
も
所
謂
贈
書
一

的
側
面
を
遠
ざ
か
る
こ
と
甚
し
か
っ
た
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
尤
も
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

セ
ロ
の
緊
成
―H日
に
伴

つ
て
起
こ
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
吹
奏
は
、
此
の
歌
劇
の
一
特
徴
た

る
民
謡
的
空
氣
を
僅
か
に
仄
め
か
し
得
た
が
、
全
鉢
に
統
一
を
失
し
、
純
化
を
鋏
き
が

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ち
で
あ
っ
た
事
は
季
は
れ
ぬ
と
思
ふ
。
此
の
日
第
一
の
劣
作
に
し
て
而
か
も
悪
作
。

... 

■次
は
ロ
イ
テ
ル
氏
の
ピ
ア
ノ
、
曲
は
ダ
ル
ベ
エ
ル
の
ガ
ヴ
ォ
ッ
ト
及
ミ
ュ
ゼ
ッ
ト

と
、
シ
ョ
゜
ハ
ン
の
エ
チ
ュ
ウ
ド
ニ
篇
で
あ
る
。
先
づ
其
の
誇
張
な
く
街
氣
な
き
態
度
が

氣
に
入
っ
た
。
徒
ら
に
技
巧
の
華
麗
を
欲
し
て
、
内
容
の
充
賞
を
知
ら
ぬ
吾
が
國
―
音
楽

、
、
、
ヽ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

家
大
部
分
の
態
度
に
は
、
賓
際
う
ん
ざ
り
し
て
仕
舞
ふ
が
、
氏
の
技
巧
は
優
雅
繊
麗
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

る
間
に
、
旨
味
も
あ
れ
ば
潤
ほ
ひ
も
あ
れ
ば
色
合
も
あ
っ
て
、
徹
細
な
る
楽
想
を
も
亦

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

よ
く
消
化
せ
む
と
す
る
趣
に
溢
れ
て
居
る
。
氏
の
演
奏
が
飽
く
ま
で
も
内
面
的
で
、
外

面
的
た
り
得
ざ
る
所
以
も
亦
明
ら
か
に
如
上
の
技
巧
よ
り
生
じ
来
た
る
の
で
、
従
っ
て

其
の
趣
味
の
書
齋
も
し
く
は
客
室
を
出
で
ざ
る
観
を
呈
し
て
居
る
の
は
、
ま
さ
に
氏
の

長
所
で
も
あ
り
短
所
で
も
あ
ら
う
と
思
ふ
。
ま
た
或
る
観
察
貼
よ
り
す
る
と
、
澤
田
柳

タ
イ
ブ

吉
氏
の
更
に
一
層
進
ん
だ
る
型
と
し
て
可
い
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し
こ
れ
は
只
吾
人
の

感
想
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
果
し
て
正
鵠
を
得
て
ゐ
る
か
否
か
は
保
證
の
限
で
な

い
。
と
に
か
く
氏
の
音
楽
は
、
形
式
美
と
個
性
美
と
の
抱
合
が
末
だ
全
か
ら
ざ
る
貼
よ

り
し
て
、
俄
に
醇
化
せ
る
一
音
楽
と
稽
す
る
を
得
な
い
け
れ
ど
も
、
其
の
将
来
が
極
め
て

有
望
で
あ
る
事
は
、
否
定
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
と
信
ず
る
。
吾
人
は
わ
が
沈
滞
せ
る
楽

界
に
、
氏
の
如
き
趣
味
の
楽
人
を
得
た
の
を
喜
び
と
す
る
。

．．． 

■シ
ュ
ウ
ベ
ル
ト
の
不
完
稿
た
る
短
口
調
シ
ン
フ
ォ
ニ
イ
の
管
絃
楽
は
、
屡
々
聞
か
さ

、
、
、
、

れ
た
曲
だ
け
に
、
多
少
あ
て
ら
れ
氣
味
で
あ
っ
た
。
成
る
ほ
ど
此
の
曲
は
シ
ュ
ウ
ベ
ル

ト
の
逸
品
で
、
多
少
い
は
ゆ
る
標
題
楽
に
燭
れ
た
黙
は
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
い

つ
ま
で

も
這
般
の
曲
に
の
み
腐
心
せ
る
常
事
者
の
心
裡
は
聯
か
難
解
だ
。
昨
年
の
秋
の
演
奏
會

で
ゴ
ル
ド
マ
ル
ク
の
サ
ク
ン
タ
ラ
を
演
奏
し
た
意
氣
込
は
何
虜
へ
失
せ
た
と
言
ひ
た
＜

も
な
る
。
そ
れ
は
兎
に
角
と
し
て
、
此
の
曲
の
演
奏
は
、
概
し
て
無
難
で
あ
る
丈
け
に

勢
ひ
平
凡
を
免
れ
な
か
っ
た
。
第
一
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン
部
の
榮
懲
の
色
と
、
歯
ぎ
れ
よ
く

テ

エ

マ

第

一
主
想
を
繰
返
す
セ
ロ

と
が
、
好
個
の
劉
照
を
な
し
て
居
た
外
、
取
り
立
て

A云
ふ

程
の
印
象
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

■績
い

て
ロ
イ
テ
ル
氏
は
、
更
に
シ
ュ
ウ
マ
ン
の
有
名
な
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
・
ス
タ
デ

ィ
イ
ス
を
弾
い
た
。
作
者
の
深
い
新
し
い
そ
し
て
色
合
豊
か
な
楽
想
も
、
ユ
ウ
モ
ア
に

富
ん
だ
曲
風
も
、
比
較
的
に
能
く
現
は
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
前
の
演
奏
ほ
ど
一
般
の
感

興
を
惹
か
な
か
っ
た
の
は
何
故
だ
ら
う
？

■終
り
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
オ
ン
の
不
完
歌
劇
『
ロ
オ
レ
ラ
イ
』
第
一
幕
の
終
曲
。
歌
詞

は
原
詩
に
忠
賓
な
の
か
何
う
か
は
知
ら
ぬ
が
、
＿
音
楽
學
校
一
流
の
「
あ
A

恨
み
の
、
あ

あ
竪
き
こ
ゆ
」
と
云
ふ
調
子
で
、
極
め
て
お
芽
出
度
く
出
来
て
居
た
。
は
じ
め
ピ
ア
ノ

に
フ
ル
ュ
ウ
ト
を
絡
ま
せ
て
、
河
流
の
象
徴
を
や
る
あ
た
り
は
、
多
少
身
に
泌
み
た

が
、
何
し
ろ
あ
の
狭
い
楽
堂
に
百
何
十
人
と
云
ふ
大
勢
が
居
並
ぶ
の
だ
か
ら
、
騒
し
い

と
云
ふ
感
じ
が
九
分
を
占
め
て
、
遺
憾
な
が
ら
平
静
に
耳
を
傾
け
る
事
が
で
き
な
か
つ

た
。
「
頗
る
佳
調
に
富
ん
で
」
ゐ
る
と
か
云
ふ
「
時
は
今
ぞ
」
の
あ
た
り
も
、
表
情
が

十
分
で
無
か
っ
た
し
、
安
東
女
史
の
獨
唱
も
、
此
の
間
の
卒
業
式
で
接
し
た
手
腕
と
は

宛
然
別
人
の
感
が
あ
っ
た
程
生
彩
を
鋏
い
て
居
た
。
よ
く
人
も
云
ふ
事
だ
が
、
這
般
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

作
を
日
本
語
の
歌
詞
に
引
直
す
場
合
に
は
、
先
づ
國
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
及
び
昔
量
長
短

、

、

、

、

、

、

、

、

、

△

△

に
注
意
し
て
貰
ひ
た
い
。
で
な
い
と
橋
と
箸
と
が
反
劉
に
な
る
や
う
な
滑
稽
を
得
て
や

り
度
が
る
も
の
だ
。
も
し
そ
れ
が
難
問
題
で
あ
る
な
ら
ば
、
は
じ
め
か
ら
原
語
の
儘
で

歌
つ
て
貰
っ
た
方
が
、
い
く
ら
無
難
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
欧
洲
楽
を
研
究
し
て
ゐ
る

嘗
事
者
が
、
欧
洲
の
國
語
の
猿
―＝日
を
な
し
得
な
い
道
理
も
な
か
ら
う
で
は
な
い
か
。

●
要
す
る
に
此
の
日
の
音
楽
會
は
、
ロ
イ
テ
ル
氏
の
獨
舞
憂
で
あ
っ
た
。
い
つ
も
外
来

の
楽
人
に
花
を
持
た
せ
得
る
一
音
楽
學
校
は
成
程
豪
い
と
、
つ
く
づ
く
感
心
し
て
引
退
つ

た
も
の
は
、
恐
ら
く
自
分
の
み
で
な
か
ら
う
。
（
無
頭
）

（
『
帝
國
文
學
』
第
十
五
巻
第
七
号
、
明
治
四
十
二
年
七
月
、
-

l

七
l
-
―
九
頁
）

不
完
と
曲
目
に
迄
記
し
て

東
京
―
音
楽
學
校
の
明
治
四
十
二
年
の
春
季
演
奏
會
は
、
新
任
敦
師
ロ
イ
テ
ル
氏
の
獨

奏
も
あ
り
ま
し
て
却
々
の
盛
況
で
あ

っ
た
。
さ
て
演
奏
會
も
終
り
山
を
下
る
途
中
、
知

人
か
ら
そ
の
友
人
を
紹
介
さ
れ
、
一
虞
に
茶
を
喫
し
ま
し
た
。
此
人
は
或
縣
顧
の
数
育

に
開
係
あ
る
官
吏
で
、
公
用
で
上
京
し
、
此
日
の
演
奏
會
に
も
参
っ
た
の
だ
さ
う
で
す

が
、
話
の
中
に
、
「
あ
A

し
た
學
校
で
あ
り
な
が
ら
な
ぜ
不
完
全
な
も
の
を
平
氣
で
公
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カ
ン
テ
イ
レ
ナ

ロ
マ
ン
ス

六
セ
ロ
獨
奏

ダ
ー
リ
ー
グ
イ
ヒ
、
ウ
ン
タ
ー
、
デ
ン
ボ
イ
ソ
ン

五

獨

唱

榮

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

信

時

潔

ダ

ビ

ド

ッ

フ

作

曲

ゴ

ル

タ

ー

マ

ン

作

曲

几
口舟

橋

吉

四
オ
ル
ガ
ン
凋
奏

第
一
章
（
長
へ
調
ソ
ナ
イ
テ
イ
ネ
）

橋

村

そ

の

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ニ
ッ
シ
ェ
ッ
‘

ゴ
ン
デ
ル
リ
ー
ド
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

六
合

流
浪
の
民

シ

ュ

ー

マ

唱

會

二

獨

唱

岡

見

メ

リ

モ

ザ

｝レ

ソ

ナ

タ

ク

レ

メ

ン

テ

イ

作

曲

合
簸
の
川
上

一
ピ
ア
ノ
濶
奏

永

田

ま

た

員

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作
曲

、▲ ` 
山大川多

田塚上

唱第

會

十
月
九
日
、
十
日

学
友
会
演
奏
会

學
友
會
演
奏
會
を
午
後
二
時
よ
り
開
催

演

奏

＂ 
立
口

曲

目

演
す
る
の

で
せ
う
。
併
も
丁
寧
に
断
は

つ
て
ま
で
…
…
」
と
、
何
の
こ
と
か
判
ら
な
い

の
で
ま
ご
人
＼
し
て
居
る
と
、
そ
の
人
は
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
出
し
『
管
絃
楽
、
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
「
短
口
調
」
（
不
完
）
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲
』
と
い
ふ
一
項
を
指
し
ま
し
た
。

段
々
聘
く
と
、
彼
は
此
「
不
完
」
の
二
字
を
練
習
不
充
分
と
い
ふ
断
り
書
と
考
へ
た
の

で
あ
っ
た
。
（
明
治
四
二
年
六
月
）

（
『
月
刊
榮
譜
』
第
二
十
三
巻
第
十
二
号
、
昭
和
九
年
十
二
月
、
七
二
頁
）

第

二

部

一
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

三
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

四
ピ
ア
ノ
涸
奏

。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド

フ
ー
モ
レ
ス
ク
エ

シ
ヱ
ル
ツ
ォ
ー

五
絃
業
四
部
合
奏

セ
レ
ナ
ー
デ

チチ
ャャ
イイ
ココ
I I 
フフ
スス

ン ト耕久キキン

作作 イ↓ィ↓作名

曲員曲作淳淳寅曲曲曲彦

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
一
巻
第
一
号
、
明
治
四
十
三
年
一
月
、
二
六
頁
）

0
東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會
演
奏
會
(
+
月
十
日
）

、、

前
述
の
會
に
引
替
へ
満
員
の
盛
況
全
く
ロ
ハ
な
る
か
其
の
原
因
な
り
と
は
思
は
れ
ず

候一

合

唱

簸

の

川

上

チ

ャ

イ

コ

ー

フ

ス

キ

ー

作

會

員

前
に
も
出
た
曲
、
出
来
は
上
々
と
申
し
難
し
バ
ス
の
足
ら
な
い
の
が
残
念
に
候

ニ

ピ

ア

／

獨

奏

ソ

ナ

ー

タ

ク

レ

メ

ン

テ

イ

作

曲

永

田

ま

た

嬢

シ

ョ
ノミ

貫

名

美

明
治
四
十
二
年
十
月
九
日
、
＋
日

コ
ン
モ
ル
テ
イ
ー

シ

ッ

ト

作

曲

蜂

谷

デ
ル
、
ヴ
ァ
ン
デ
レ
ル

二

獲

唱
パ
ス
ト
ラ
ー
ル

作

金

太

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

曲龍

清

水

郎

ノミ

ノ‘

曲

園

山

民

平
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未
だ
前
途
遼
遠
の
感
有
之
候
も
立
派
な
演
奏
振
に
候

〔

マ

マ

〕

三
獨
唱
ベ
ネ
テ
ッ
セ
、
ゴ
ン
デ
ル
、
リ
ー
ド

メ
ン
デ
ル
ス
ソ
ー
ン
作

岡
見
メ
リ
ー
モ
リ
ス
嬢

ュ
ン
ケ
ル
氏
自
身
の
伴
奏
に
て
出
来
は
上
の
部
盆
御
奮
動
の
程
を

四
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
第
一
章
（
長
へ
調
ソ
ナ
テ
イ
ネ
）

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
作

橋
村
そ
の
嬢

表
情
少
し
く
も
の
足
ら
ず
今
少
し
オ
ル
ガ
ン
の
特
色
を
登
揮
出
来
ざ
る
も
の
に
や

五
獨
唱
吾
木
の
下
に
在
り
メ
ン
デ
ル
ス
ソ
ー
ン
作

船
橋
榮
吉
君

猿
墨
音
色
共
に
佳
氏
は
本
校
低
―音
部
の
重
鎮
自
重
せ
ら
れ
む
事
を

六
セ
ロ
獨
奏

甲

カ

ン

テ

イ

レ

ナ

ゴ

ル

タ
ー
マ
ン
作

乙

ロ

ー

マ

ン

ス

ダ

ビ

ド

ッ

フ

作

信

時

潔

君

〔

一、

マ

]

確
り
と
し
た
感
じ
の
あ
る
演
奏
、
氏
は
ヴ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
ル
氏
の
高
弟
勝
来
有
望
な

る
奏
手
に
候
甲
は
痛
快
、
乙
は
軽
妙
殊
に
乙
は
ウ
ヰ
ザ
ー
ス
氏
が
横
濱
に
て
奏
せ
し

も
の
な
り
と
聞
き
て
は
感
興
亦
一
入
、
大
喝
采
を
以
て
終
り
西
洋
式
に
や
れ
ば
尚
一

度
顔
を
出
す
べ
き
虞
伯
林
の
ム
ジ
ー
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
に
あ
の
蜜
カ
ラ
（
？
）
姿
を
見

る
も
遠
き
に
あ
ら
さ
る
べ
し
と
私
言
せ
る
人
も
候
ひ
き
幸
に
健
在
の
程
を
祈
り
侯
小

憩
あ
り
て
二
部
に
入
る

ー

オ

ル

ガ

ン

獨

奏

。

ハ

ス

ト

ラ

レ

バ

ハ

作

園

山

民

平

君

誠
に
立
派
な
出
来
曲
は
バ
ハ
流
の
奇
麗
な
も
の
感
心
致
候

二

獨

唱

デ

ア

ヴ

ァ

ン

デ

ラ

ー

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

清
水
金
太
郎
君

氏
も
亦
本
校
低
音
部
の
重
鎮
丈
あ
り
て
本
日
磐
楽
中
の
白
眉
と
覺
え
候

三

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

コ

ン

セ

ル

テ

イ

ノ

シ

ッ

ト

作

蜂

谷

龍

譲

弓
使
ひ
と
い
ひ
昔
色
表
情
共
に
堂
々
た
る
も
の
感
心
／
＼
と
申
の
み
に
候
少
批
女
流

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
の
錆
々
た
る
も
の
に
候

四
ピ
ア
ノ
獨
奏
。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
シ
ョ

。ハ
ン
作

ユ

モ

レ

ス

ク

チ

ャ

イ

コ

フ

ス

キ

ー

ス
ケ
ル
ツ
ヲ

貫
名
美
名
彦
君

氏
は
綽
名
を
「
小
供
」
と
い
ひ
大
形
ピ
ア
ノ
の
前
に
掛
け
た
る
有
様
は
劉
照
の
妙
を

第
二
十
一
回
定
期
演
奏
会

明
治
四
十
二
年
十
一
月
二
十
八
日
（
日
曜
日
）
午
後
二
時
開
會

楽

演

奏

昔

歌
劇
「
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ー
、

ア
ウ
リ
ス
」
の
序
曲

管

絃

楽

曲

目

イ
ン
、

得
候
而
も
一
度
指
頭
が
キ
イ
に
触
る
A

や
、
あ
の
鉢
で
あ
の
音
と
驚
か
れ
候
、
ユ
モ

レ
ス
ク
の
如
き
昨
日
の
エ
ル
ヂ
ー
夫
人
の
に
比
し
て
却
つ
て
立
派
な
る
様
思
は
れ
候

氏
は
槃
楽
、
フ
ル
ー
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ン
等
も
何
れ
か
本
職
な
る
か
を
知
る
を
得
ず
と

申
こ
と
に
候
全
く
天
稟
の
致
す
所
と
存
候

五

絃

楽

四

部

セ

レ

ナ

ー

デ

モ

ツ

ア

ル

ト

作

多
久
寅
君
川
上
淳
君
大
塚
淳
君
山
田
耕
作
君

春
の
會
に
絃
榮
合
奏
に
て
奏
せ
し
も
の
例
の
四
人
と
て
呼
吸
は
全
く
合
し
四
部
の
こ

と
A

て
多
君
の
腕
が
振
つ
て
一
層
牡
快
大
受
に
て
候
ひ
き
、
慾
に
は
尚
ー
曲
を
と
覺

え
候

六

合

唱

流

浪

の

民

シ

ュ

ー

マ

ン

作

會

員

出
来
は
上
々
と
い
ふ
程
に
も
な
か
り
し
も
二
三
年
前
の
本
會
の
合
唱
に
比
し
て
は
著

し
き
進
歩
の
跡
見
え
侯

要
す
る
に
學
友
會
と
し
て
の
進
歩
の
顆
著
な
る
は
何
人
も
認
む
る
所
殊
に
第
二
部
の

如
き
は
何
れ
も
立
派
な
る
も
の
に
候
、
又
ュ
ン
ケ
ル
、
ヴ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
ル
ニ
氏
が
態

態
伴
奏
せ
ら
れ
た
る
熱
心
は
感
謝
す
る
所
近
頃
の
進
歩
の
著
し
き
も
決
し
て
故
な
き
に

あ
ら
ず
と
覺
え
候

（
『
昔
築
世
界
』
第
三
巻
第
十
一
号
、
明
治
四
十
二
年
十
一
月
、
八
~
1
0頁
）

明
治
四
十
二
年
十
一
月
二
十
七
日
、

二
十
八
日

…
…
…
…
…
グ

lレ

ッ

ク

作

曲

東

京

音

楽

學

校
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グ
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ク
作
曲

佛
の
哲
學
者
ル
ッ
ソ
ー
謂
へ
ら
く
、
「
我
が
佛
語
を
以
て
し
て
は
人
を
感
動
せ
し
む

可
き
旋
律
の
歌
詞
を
綴
り
難
し
と
為
せ
る
余
が
年
来
の
主
張
を
ば
グ
ル
ッ
ク
の
歌
劇

は
、
根
本
的
に
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壊
し
去
れ
り
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と
ゼ
ネ
バ
湖
畔
の
哲
人
を
し
て
こ
の
嘆
槃
を
猿
せ
し

め
た
る
も
の
は
賓
に
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ー
、
イ
ン
、
ア
ウ
リ
ス
な
り
き
。

イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ー
、
イ
ン
、
ア
ウ
リ
ス
は
近
世
歌
劇
の
創
立
者
グ
ル
ッ
ク
(
C
h
ri
s
top
h

W
.
 

G
l
u
c
k
 1
7
1
4ー

8
7
)

の
第
四
の
傑
作
に
し
て
、
千
七
百
七
十
二
年
佛
人
ド
ュ
、
ル

レ
ー
(
D
u
Roullet
)
の
歌
詞
に
附
し
て
作
曲
し
た
る
も
の
。
ド
ュ
、
ル
レ
ー
は
イ
フ

？ 炉 仝 ゃ

音

楽

演

奏

會
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目

梗

概
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ィ
ゲ
ニ
ー
の
筋
を
ラ
シ
ー
ヌ
の
同
名
の
悲
劇
に
採
り
て
聯
か
之
を
改
作
せ
り
。

此
虞
に
演
奏
す
る
は
此
歌
劇
の
序
曲
に
し
て
、
彼
が
以
前
の
傑
作
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス

(
O
r
p
h
e
u
s
)

其
他
の
序
曲
に
比
す
れ
ば
、
其
技
巧
の
優
秀
な
る
こ
と
殆
ん
ど
同
日
の

談
に
非
ら
ず
。
今
此
序
曲
に
付
き
説
明
す
る
に
先
ち
て
、
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ー
の
古
繹
を
略

述
す
れ
ば
、
古
代
ト
ロ
ー
ヤ
の
戦
に
希
服
軍
の
勝
と
し
て
有
名
な
る
ア
ル
ゴ
ス
王
ア
ガ

メ
ム
ノ
ン
が
全
軍
を
引
率
し
て
ア
ウ
リ
ス
港
に
集
合
せ
し
時
、
嘗
て
月
紳
ア
ル
テ
ミ
ス

の
鹿
を
射
殺
し
た
る
崇
り
に
て
ト
ロ
ー
ヤ
に
出
帆
せ
ん
と
す
る
も
順
風
を
得
ず
。
乃
ち

紳
僧
の
託
宣
に
従
ひ
て
最
愛
の
娯
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ー
を
犠
牲
と
し
て
月
紳
に
奉
献
し
た
り

と
い
ふ
な
り
。
グ
ル
ッ
ク
の
歌
劇
は
此
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ー
を
紳
壇
に
供
し
た
る
所
に
て
終

れ
り
。序

曲
は
此
歌
劇
の
全
梗
概
を
描
出
し
て
、
聴
者
に
全
曲
の
狡
展
に
劉
す
る
音
楽
的
感

情
を
豫
想
せ
し
む
る
も
の
な
り
。
序
曲
の
冒
頭
に
響
く
悲
痛
な
る
旋
律
は
、
娘
の
犠
牲

ア

レ

グ

ロ

を
嘆
く
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
の
悲
調
な
り
。
此
前
奏
に
引
績
き
短
ハ
調
の
快
速
調
に
て
勇
敢

な
る
第
一
主
題
現
は
れ
。
こ
A

に
序
曲
の
本
節
初
ま
る
。
此
節
は
性
急
な
る
希
臓
の
勇

士
等
が
涙
を
呑
ん
で
犠
牲
を
要
求
す
る
心
地
を
現
は
し
た
る
も
の
な
り
。
此
快
速
調
の

中
に
副
主
題
と
し
て
極
め
て
閑
雅
な
る
牧
歌
的
旋
律
前
後
一
一
回
響
き
、
其
第
一
主
題
と

絶
好
な
る
劉
照
を
な
す
。
是
れ
過
去
に
於
け
る
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ー
の
楽
し
か
り
し
生
涯
を

描
窯
せ
る
も
の
に
し
て
此
劉
照
あ
る
が
腐
め
に
盆
々
来
る
べ
き
運
命
の
悲
惨
な
る
を
感

ぜ
し
む
。
楽
し
か
り
し
過
去
の
追
想
に
よ
り
て
暫
く
目
前
に
逼
る
運
命
を
忘
却
せ
ん
と

す
れ
ば
、
又
し
て
も
襲
ひ
来
る
犠
牲
要
求
の
叫
び
に
二
度
迄
も
妨
げ
ら
れ
て
、
あ
は
れ

彼
女
が
ア
ウ
リ
ス
原
頭
の
露
と
消
へ
ぬ
べ
き
定
命
の
日
は
漸
く
近
づ
く
な
り
。
次
で
来

る
ホ
ル
ン
の
輩
純
な
る
旋
律
は
、
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ー
に
紳
命
を
督
促
す
る
希
臓
軍
の
琥
角

に
し
て
、
涙
整
に
赦
免
を
祈
願
す
る
オ
ー
ボ
ヱ
の
徹
か
な
る
不
協
和
絃
と
相
劉
し
て
悲

批
の
光
景
を
想
ひ
浮
ば
し
む
。

原
作
に
あ
り
て
は
此
曲
は
終
止
無
く
し
て
直
ち
に
歌
劇
の
第
一
駒
に
連
績
す
。
音
楽

會
に
於
て
序
曲
の
み
を
演
奏
す
る
に
嘗
て
は
ベ
ル
リ
ー
ン
の
宮
中
顧
問
官
な
り
し
音
楽

家
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
附
し
た
る
終
止
を
用
ふ
。
（
此
の
終
止
の
作
者
を
ば
モ
ツ
ァ
ル
ト
又

は
ワ
グ
ネ
ル
な
り
と
す
る
説
は
、
筆
者
の
研
究
に
依
れ
ば
誤
謬
な
り
。
勿
論
ワ
グ
ネ
ル

が
此
歌
劇
を
近
世
的
趣
味
に
邁
せ
し
め
ん
が
た
め
に
、
大
な
る
改
作
を
加
へ
た
る
は
事

賓
な
れ
ど
も
、
序
曲
の
終
止
は
彼
の
手
に
成
れ
る
も
の
に
非
ら
ず
）
。
此
終
止
に
は
前

奏
に
現
は
れ
た
る
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
の
悲
調
再
び
響
き
来
る
。
か
く
て
世
に
も
可
憐
な
る

少
女
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ー
は
不
幸
な
る
犠
牲
と
し
て
紳
壇
に
奉
献
せ
ら
れ
、
衆
人
哀
哭
の
裡

に
此
序
曲
を
終
る
。

要
す
る
に
此
の
序
曲
は
終
始
を
通
じ
て
古
代
希
騰
的
の
風
致
を
帯
び
た
る
絶
佳
の
作

な
り
。
此
曲
の
千
七
百
七
十
四
年
四
月
十
九
日
始
め
て
巴
里
劇
壇
に
登
り
し
時
は
、
あ

ま
り
に
新
形
式
の
貼
多
く
し
て
一
般
の
理
解
を
鋏
き
し
が
た
め
、
五
回
の
演
奏
の
後
、

直
ち
に
以
前
の
傑
作
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
鈴
め
に
歴
倒
せ
ら
れ
し
と
雖
も
、
然
か
も
全
髄

と
し
て
千
七
百
六
十
二
年
以
来
創
作
せ
ら
れ
た
る
グ
ル
ッ
ク
の
三
大
傑
作
オ
ル
フ
ェ
ウ

ス
、
ア
ル
ツ
ェ
ス
テ
、
パ
リ
ス
、
ウ
ン
ド
、
ヘ
レ
ー
ナ
の
凡
て
の
美
貼
を
網
羅
し
た
る
も

の
と
い
ふ
べ
く
、
今
日
尚
ほ
古
典
楽
の
一
大
傑
作
と
し
て
、
楽
界
に
嘆
美
せ
ら
る
。
終

り
に
望
ん
で
ニ
―
-
E

す
、
グ
ル
ッ
ク
の
悲
劇
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ー
は
希
服
詩
人
オ
イ
リ
ピ
デ
ー

ス
の
同
名
悲
劇
よ
り
も
、
遥
か
に
清
き
印
象
を
輿
ふ
る
も
の
な
る
を
。

二
、
管
絃
楽
伴
奏
附
き
ピ
ア
ノ

力
。
フ
リ
ッ
シ
ョ
、
ブ
リ
ヤ
ン
（
作
品
第
二
十
二
）

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

力
。
フ
リ
ッ
シ
ョ
、
ブ
リ
ヤ
ン
骰
り
に
繹
し
て
華
美
狂
想
曲
と
い
ふ
。
語
根
よ
り
云
は

ば
フ
ァ
ン
タ
シ
ー
ア
乃
ち
幻
想
曲
と
殆
ん
ど
同
義
な
り
。
楽
曲
の
名
前
と
し
て
は
何
等

一
定
の
形
式
無
く
極
め
て
急
激
な
る
狂
想
的
愛
化
に
富
め
る
一
種
の
曲
を
謂
ふ
。
狂
想

曲
は
槃
楽
に
も
あ
れ
ど
も
、
主
と
し
て
器
楽
に
厨
す
。
歴
史
的
に
其
淵
源
を
尋
ぬ
れ

ば
、
十
六
世
紀
の
後
半
伊
國
ナ
ボ
リ
の
盲
目
音
楽
者
ア
ン
ト
ニ
オ
、
ヴ
ァ
レ
ン
テ
の
作

曲
を
以
て
其
の
嘴
失
と
為
す
可
き
が
如
し
。

ハ
ン
ブ
ル
ク
に
生
れ
て
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
に
逝
け
る
短
生
涯
の
楽
人
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
、

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、
バ
ル
ト
ル
デ
イ
ー
(
F
e
li

x
M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
'
B
a
rt
h
o
l
d
y
 1
8
0
9
 

|
4
7
)

は
、
始
め
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
感
化
を
蒙
り
て
獨
逸
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
派
の
影
響
を

受
け
、
後
バ
ッ
ハ
研
究
に
よ
り
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
形
式
楽
派
と
し
て
立
て
る
大
音
楽
者
に

し
て
其
生
涯
と
作
品
と
に
就
て
は
、
普
く
人
の
知
る
所
な
れ
ば
、
此
虞
に
は
之
を
略

す。
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
管
絃
楽
附
ピ
ア
ノ
曲
に
し
て
、
不
朽
の
傑
作
と
稲
せ
ら
る
も
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ロ
ン
ド
、

の
凡
べ
て
五
あ
り
。
ピ
ア
／
司
伴
楽
短
ホ
調
及
び
二
調
、
セ
レ
ナ
ー
デ
併
び

に
此
短
口
調
力
。
フ
リ
ッ
チ
ョ
乃
ち
是
れ
な
り
。
此
曲
は
千
八
百
三
十
二
年
の
春
ロ
ン
ド

ン
に
在
り
て
作
曲
し
た
る
も
の
な
る
が
、
千
八
百
四
十
七
年
十
一
月
九
日
ラ
イ
プ
ツ
ィ

ッ
ヒ
な
る
一
夜
の
音
楽
會
に
、
嘗
時

一
流
の
女
性
洋
琴
家
ク
ラ
ー
ラ
、
ウ
ィ
ー
ク
、
後

の
シ
ュ
ー
マ
ン
夫
人
が
、
「
魔
女
の
如
く
」
巧
妙
に
演
奏
し
た
る
以
前
迄
は
、
自
ら
愚

作
と
認
め
居
た
る
も
の
な
り
し
が
其
後
は
彼
自
身
も
屡
々
音
楽
會
に
て
演
奏
し
た
る
こ

と
あ
り
き
。

今
此
曲
を
技
巧
の
上
よ
り
観
察
す
る
時
は
、
他
の
司
伴
楽
と
同
様
に
驚
く
可
く
複
雑

な
る
も
の
に
し
て
、
形
式
楽
派
と
し
て
の
メ
ン
デ
ル
ス
ソ
ー
ン
の
特
徴
は
残
り
な
く
疲

揮
せ
ら
れ
た
り
。
中
頃
に
現
は
る
A

長
二
調
の
軽
快
な
る
行
進
曲
的
主
題
は
前
の
短
ロ

調
の
激
動
的
主
題
と
絶
好
の
劉
照
を
成
せ
り
。

三

、

管

絃

楽

ェ
ロ
ー
イ
カ
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
作
品
第
五
十
五
）

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

楽
聖
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
（
L
u
d
wi
g

v
.
 Be

et
h
o
v
e
n
 1
7
7
0
|'1
8
2
7
)

の
一
大
傑
作

ェ
ロ
ー
イ
カ
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
は
、
音
楽
史
家
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
時
代
の
開
始
期
と

す
る
十
九
世
紀
の
暁
頭
千
八
百
四
年
五
月
に
完
成
せ
り
。
史
家
の
研
究
に
依
れ
ば
、
此

楽
曲
は
常
時
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
、
人
類
自
由
の
保
護
者
と
し
て
最
大
の
尊
敬
を
彿
ひ

た
る
執
政
官
時
代
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
事
業
を
讃
美
し
て
、
そ
が
偉
大
な
る
人
格
を
描
出

し
、
以
て
此
英
雄
に
奉
呈
せ
ん
が
為
め
に
作
曲
し
た
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ば
そ
の
原
稿

の
表
紙
に
は
明
か
に
大
シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
、
ナ
ボ
レ
オ
ン
、
ブ
ォ
ナ
。
ハ
ル
ト
と
書
し
、
遥

か
下
に
自
己
の
姓
名
を
認
め
た
り
。
然
る
に
千
八
百
四
年
五
月
十
二
日
ナ
ポ
レ
オ
ン
が

即
位
の
飛
報
ウ
ィ
ー
ン
に
達
す
る
や
、
彼
は
激
怒
し
「
我
欲
の
た
め
に
人
類
を
憩
牲
に

す
る
暴
君
！
」
と
叫
び
て
、
忽
ち
机
上
に
あ
り
し
原
稿
の
表
紙
を
寸
断
し
、
之
を
床
上

に
投
げ
つ
け
た
り
。
其
後
新
ら
し
き
表
紙
に
書
き
下
さ
れ
た
る
も
の
即
ち
今
の
表
題

"
S
i

n
foni
a
 E
r
oi

c
a"
 (
英
雄
的
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
）
な
り
と
い
ふ
。

由
来
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
協
音
楽
）
と
は
十
七
世
紀
の
初
よ
り
漸
次
に
猿
展
し
来
り
た

る
一
種
の
器
楽
曲
の
形
式
に
し
て
其
の
現
今
の
形
式
に
達
し
た
る
は
十
八
世
紀
中
葉
の

事
に
島
す
。
其
形
式
は
遅
速
緩
急
の
速
度
を
異
に
す
る
四
部
分
よ
り
成
立
し
、
其
の
第

col B
v

n. 

此
第
一
の
英
雄
主
題
は
此
第

一
曲
部
中
に
幾
度
と
無
く
反
覆
せ
ら
れ
然
か
も
其
現
は
る

る
毎
に
轄
調
し
、
新
音
調
に
於
て
別
種
の
楽
器
に
響
く
。
之
が
た
め
に
英
雄
生
涯
の
苦

戦
奮
闘
の
跡
は
複
雑
な
る
色
彩
を
帝
び
来
る
。

モ

チ

ー

フ

又
敷
回
響
く
次
の
副
動
機
は
、
英
雄
が
大
事
業
の
成
功
に
劉
す
る
心
中
の
疑
念
を
描

出
し
た
る
も
の
な
り
。

h

げ

尺

訓

ざ

重
に
木
管
楽
器
に
て
響
く
此
下
行
的
旋
律
の
第
一
副
動
機
は
、
其
底
に
員
摯
に
し
て
偉

大
な
る
箕
面
目
を
有
し
、
然
か
も
暗
溜
た
る
憂
愁
の
氣
分
を
表
出
す
。

さ
れ
ば
第
一
主
題
と
絶
美
の
劉
照
を
成
し
、
た
め
に
第
一
主
題
の
英
雄
的
楽
想
に
一

層
の
趣
を
添
ふ
。
之
に
績
い
て
次
の
同
音
あ
り
。
之
は
英
雄
心
中
の
疑
念
の
消
散
し

て
、
断
乎
た
る
希
望
の
再
現
せ
る
を
示
す
も
の
な
る
可
し
。

f
f
 8

1
 S
v
o. 
b
a器
a

之
に
績
い
て
全
曲
中
最
も
痛
快
且
つ
奮
載
的
な
る
次
掲
の
旋
律
、
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

に
現
は
る
。
此
邊
は
英
雄
的
人
格
の
偉
大
豪
邁
な
る
精
神
を
猿
表
す
る
も
の
に
て
爽
快

心

晶

皿

μ 

ー
上

直
4 

ア

レ

グ

ロ

一
部
は
常
に
快
速
調

（allegr
o

)

な
り
と
す
。
此
慮
に
演
奏
す
る
は
此
第
一
曲
部
の
み

に
し
て
、
英
雄
的
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
中
の
最
美
の
部
分
な
り
。

其
始
め
全
曲
の
序
と
し
て
全
管
絃
楽
の
打
撃
最
強
奏
に
て
二
度
響
き
、
之
に
績
い
て

テ

マ

含
蓄
多
き
英
雄
的
の
第
一
主
題
、
唯
三
和
音
の
上
に
立
ち
て
静
か
に
セ
ロ
の
音
に
現
は

る。
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此
第
二
主
題
の
後
暫
時
に
し
て
、
全
曲
の
第

一
部
を
終
る
。
次
で
此
第
一
部
を
悉
皆
反

覆
し
て
後
始
め
て
、
開
展
の
部
分
に
入
る
。

以
上
叙
述
し
た
る
第
一
部
は
、
此
全
曲
に
現
は
る
可
き
凡
て
の
主
題
と
動
機
と
を
悉

皆
網
羅
せ
る
も
の
に
し
て
、
此
虞
に
始
ま
る
可
き
第
二
の
部
分
は
、
此
主
題
動
機
の
複

雑
な
る
愛
化
よ
り
成
立
す
。
此
部
分
の
結
構
の
批
大
な
る
こ
と
は
外
形
上
の
延
長
よ
り

見
る
も
内
包
的
意
義
の
深
遠
な
る
よ
り
見
る
も
殆
ん
ど
全
世
界
の
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
中
に

比
肩
す
可
き
も
の
一
も
な
く
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
す
ら
も
再
び
斯
く
の
如
く
規
模

の
絶
大
な
る
楽
曲
を
作
成
す
る
こ
と
を
得
ざ
り
し
な
り
。

賞
に
此
部
分
は
内
容
の
意
義

に
就
て
い
へ
ば
奮
戦
争
闘
其
極
貼
に
達
し
た
る
箇
虞
に
し
て
、
外
形
よ
り
論
ず
れ
ば
或

は
劉
位
法
の
驚
嘆
す
可
き
使
用
、
或
は
大
謄
な
る
不
協
和
絃
の
應
用
、
或
は
複
雑
な
る

轄
回
の
結
合
、
其
他
轄
置
、
摘
張
、
短
縮
、
解
離
、
協
同
、
劉
交
、
切
分
音
、
轄
調
等

あ
ら
ゆ
る
方
法
を
握
憲
し
た
る
も
の
と
い
ふ
べ
し
。

此
驚
く
可
き
開
展
の
部
分
を
終
つ
て
、
第
三
の
反
覆
の
部
分
乃
ち
所
謂
「
反
覆
」
の

o
b
o
e
s
 &
 cl
n
ri
n
et
s
 

極
ま
り
な
し
。

1

う
~
ー

1

.

此
第
二
副
動
機
に
於
て
狂
馘
し
た
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
、

漸
次
下
行
し、

ロ
調
に
至
り
て
静
ま
る
時
、
休
息
を
渇
望
す
る
が
如
き
穏
和
な
る
次
の
第
二
の
主
題
初

め
て
木
管
楽
器
の
上
に
現
は
れ
来
り
前
述
第
二
副
動
機
と
更
に
好
き
劉
照
を
形
成
す。

上
島
和
絃
長

部
分
に
入
る
。
之
れ
に
先
ち
て
注
意
す
可
き
貼
は
第
一
、
第
二
の
雨
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が

屡
和
絃
上
の
七
の
和
絃
の
轄
回
を
ば
最
弱
奏
に

て
顛
は
し
む
る
時
第
ニ
ホ
ル
ン
が
徐
ろ

に
全
曲
の
冒
頭
に
現
は
れ
た
る
英
雄
主
題
を
響
か
す
箇
虞
な
り
。
さ
な
き
だ
に
英
雄
の

努
力
、
苦
載
の
後
に
光
彩
あ
る
勝
利
の
平
和
を
渇
望
せ
る
際
な
れ
ば
か
の
不
協
和
絃
の

害
く
と
共
に
聴
者
の
全
精
紳
は
偉
大
且
つ
荘
重
な
る
第
一
英
雄
主
題
を
希
求
し
て
止
ま

ず
、
是
に
於
て
か
静
か
に
進
み
来
る
ホ
ル
ン
の
響
に
、
限
り
無
き
歓
喜
の
情
を
惹
起
せ

ら
る
A

な
り
。

r
1
N
N
.
 

p

i

z
z
 

凡
そ
古
来
音
楽
史
上
に
於
て
、
斯
の
如
く
巧
み
に
不
協
和
絃
を
用
ひ
た
る
者
は
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
の
外
他
に
之
を
求
む
る
を
得
ず
。
是
は
彼
が
技
術
の
秘
訣
と
し
て
、
極
め
て

著
名
な
る
箇
所
に
し
て
、
此
大
謄
な
る
新
機
軸
の
為
に
、
批
評
家
或
は
彼
を
以
て
荀
ろ

獨
逸
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
楽
派
の
始
祖
な
り
と
考
へ
た
り
。

此
反
覆
の
部
分
も
鴬
初
創
作
せ
ら
れ
し
時
よ
り
は
、
遥
か
に
摘
張
せ
ら
れ
た
り
。
此

部
分
は
少
し
の
斐
形
を
除
く
の
外
大
髄
に
於
て
第
一
部
と
同
様
な
り
、
終
に
終
結
の
主

題
が
現
出
し
、
之
と
共
に
激
烈
な
る
疲
展
を
な
し
て
、
祭
然
た
る
光
彩
の
下
に
此
第
一

曲
部
の
全
部
を
終
る
。
あ
ら
ゆ
る
煩
悶
と
奮
戦
を
か
さ
ね
た
る
此
英
雄
は
、
其
最
後
に

於
て
非
常
な
る
威
厳
と
赫
々
た
る
偉
動
と
を
以
て
、
彼
が
大
業
を
成
し
遂
ぐ
る
な
り
。

要
す
る
に
此
エ
ロ
ー
イ
カ
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
形
式
的
技
巧

の
頂
動
に
達
し
た
る
時
の
作
に
し
て
、
之
を
狭
く
し
て
は
彼
の
作
品
に
、
之
を
廣
く
し

て
は
全
世
界
の
音
楽
史
上
に
、
一
新
期
元
を
劃
し
た
る
も
の
な
り
。
其
拍
子
の
活
撥
及

び
牡
大
、
開
展
部
の
組
織
の
複
雑
、
音
量
愛
化
の
豊
富
、
音
色
應
用
の
熟
達
等
賓
に
絶

倫
非
凡
の
大
傑
作
な
り
。
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四
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

甲

、

セ

レ

ナ

ー

デ

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

・

リ

ッ

ス

ト

作

曲

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

(
F
r
a
n
z
S
c
h
u
b
e
r
t
 17
9
7
1
1
8
2
8
)

は
獨
漁

K

の
易
土
大
作
曲
家
の
一

人
な
り
。
殊
に
唱
歌
曲
併
び
に
純
器
楽
曲
の
作
家
と
し
て
は
賓
に
列
び
無
き
天
才
な
り

き
。
彼
が
天
オ
は
モ
ツ
ァ
ル
ト
と
同
様
、
其
幼
時
に
於
て
充
分
に
猿
揮
せ
ら
れ
ぬ
。
然

か
も
此
早
熟
を
以
て
し
て
も
、
生
涯
遂
に
餘
裕
あ
る
生
活
を
送
る
に
至
ら
ず
、
職
を
求

め
て
常
に
失
敗
し
、
継
か
に
最
終
の
根
捩
た
る
作
曲
に
依
て
安
心
の
地
を
得
つ
A

あ
り

き
。
此
貼
も
又
モ
ツ
ァ
ル
ト
に
類
す
る
所
少
な
か
ら
ず
と
い
ふ
べ
し
。
彼
は
其
の
短
生

涯
の
晩
年
に
は
大
抵
ウ
ィ
ー
ン
な
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
家
よ
り
程
遠
か
ら
ぬ
所
に
住

居
し
た
り
し
が
然
か
も
雨
者
は
あ
ま
り
親
密
の
交
情
を
結
ぶ
に
至
ら
ざ
り
き
。
さ
れ
ど

臨
終
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
唱
歌
曲
を
激
賞
し
、
次
に
来
る
可
き
は

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
時
代
な
る
を
豫
想
し
て
死
せ
り
と
博
ふ
。
今
や
、
生
前
疎
交
の
友
は

死
後
永
遠
の
友
と
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
府
中
央
墓
地
に
相
列
び
て
眠
り
つ
A

あ
り
。

ジ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
楽
曲
を
全
閥
と
し
て
批
評
す
れ
ば
、
優
美
の
貼
に
乏
し
く
且
稽
冗

長
な
る
・の
嫌
あ
り
。
さ
れ
ど
和
槃
上
の
豊
麗
な
る
一
事
に
至
り
て
は
優
に
一
流
の
技
個

を
有
し
、
此
貼
に
開
し
て
は
シ
ュ
ー
マ
ン
も
リ
ッ
ス
ト
も
殆
ん
ど
全
く
彼
よ
り
出
で
た

〔

マ

マ

〕

り
と
謂
ふ
を
得
可
し
。
彼
が
音
楽
史
上
の
功
蹟
は
近
世
に
於
け
る
唱
歌
曲
創
立
者
た
る

の
貼
に
存
し
、
恰
も
ゲ
ー
テ
が
文
學
史
上
に
於
け
る
抒
情
詩
家
と
し
て
の
地
位
に
似
た

り
、
此
れ
等
唱
歌
曲
の
外
彼
が
こ
ま
や
か
な
る
情
緒
、を
猿
揮
せ
る
は
ピ
ア
ノ
曲
に
し

て
、
メ
ン
デ
ル
ス
ソ
ー
ン
の
無
言
歌
曲
及
シ
ュ
ー
マ
ン
の
幻
想
曲
の
源
泉
を
成
し
た
る

も
の
な
り
、
彼
は
其
生
涯
厳
格
な
る
劉
位
法
と
追
覆
法
と
を
充
分
に
知
了
す
る
所
無
か

り
し
が
然
か
も
其
創
作
的
技
個
の
優
れ
た
る
こ
と
と
其
短
生
涯
に
比
し
て
作
曲
敷
の
多

大
な
る
こ
と
A

は、

賓
に
吾
人
の
驚
嘆
に
値
す
。

リ
ッ
ス
ト

(
1
8
1
1
|
8
6
)

は
世
界
最
大
の
ピ
ア
ノ
演
奏
家
に
し
て
匈
牙
利
に
生
る
。

彼
も
亦
早
熟
の
天
才
に
し
て
十
二
歳
の
時
既
に
洋
琴
の
技
術
に
於
て
常
時
の
大
家
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
驚
か
し
た
り
と
い
ふ
。
後
巴
里
に
移
轄
し
、
此
虜
に
シ
ョ
パ
ン
、
パ
ガ

ニ
ー
ニ
、
ベ
ル
リ
オ
ズ
の
感
化
を
受
け
、
二
十
五
歳
の
時
に
は
既
に
有
史
以
来
の
最
大

な
る
ピ
ア
ノ
の
演
奏
家
と
稲
せ
ら
る
A

に
至
り
し
が
彼
は
。
ハ
ガ
ニ
ー
ニ
の
如
き
技
術
の

達
人
が
其
死
と
共
に
後
世
に
遺
す
可
き
何
物
を
も
有
せ
ざ
る
に
想
到
し
て
演
奏
家
の
生

涯
の
員
に
果
敢
無
き
を
感
じ
、
演
奏
家
と
し
て
の
名
槃
頂
貼
に
達
し
た
る
時
に
於
て
俄

か
に
楽
壇
よ
り
退
き
、
楽
界
を
し
て
此
明
星
を
失
ひ
た
る
に
嘆
か
し
め
た
り
。
か
く
て

リ
ッ
ス
ト
は
一
面
作
曲
に
依
て
永
遠
に
生
き
ん
こ
と
を
計
る
と
共
に
他
面
に
於
て
幾
多

ピ
ア
ノ
演
奏
家
の
養
成
に
力
を
盛
し
ぬ
。
彼
の
作
曲
に
は
幾
百
の
創
作
あ
れ
ど
も
、
之

と
共
に
彼
が
不
朽
の
功
蹟
は
古
来
の
名
曲
に
改
作
を
加
へ
た
る
黙
に
あ
り
。
此
慮
に
奏

す
る
セ
レ
ナ
ー
デ
も
其
の
一
に
し
て
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
歌
曲
に
手
を
加
へ
て
改
作
し
、

之
を
ピ
ア
ノ
楽
に
移
し
た
る
者
則
ち
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
シ
ャ
ン
に
外
な
ら
ず
。

セ
レ
ナ
ー
デ
と
は
夜
間
戸
外
に
奏
す
る
一
種
の
楽
曲
に
し
て
、
槃
楽
曲
も
あ
れ
ど
も

重
に
器
楽
の
曲
な
り
。
セ
レ
ナ
ー
デ
に
は
歴
史
的
に
一
種
の
形
成
あ
り
大
盟
に
於
て
ソ

ナ
タ
及
び
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
に
似
た
れ
ど
も
、
之
よ
り
一
層
多
く
の
楽
句
を
有
し
、
唯
此

等
よ
り
も
軽
快
幽
徹
の
感
情
に
富
め
り
。
楽
器
は
以
前
に
は
吹
奏
楽
器
も
使
用
せ
ら
れ

し
が
、
後
に
は
多
く
絃
楽
器
の
み
に
て
奏
せ
ら
れ
た
り
。
此
慮
に
演
奏
せ
ら
る
A

セ
レ

ナ
ー
デ
も
静
夜
に
於
け
る
戸
外
音
楽
の
心
地
を
十
分
に
猿
揮
せ
り
。

乙

、

ラ

、

ヴ

ェ

ロ

シ

テ

ジ

ェ

ー

、

マ

テ

ィ

ア

ス

作

曲

ジ
ュ
オ
ル
ジ
ュ
、
マ
テ
ィ
ア
ス
は
千
八
百
二
十
六
年
巴
里
に
生
れ
た
る
有
名
な
る
ピ

ア
ノ
演
奏
家
に
し
て
又
作
曲
者
な
り
。
ピ
ア
ノ
は
シ
ョ
パ
ン
其
他
に
就
き
作
曲
學
は
ア

レ
ビ
ー
等
に
就
い
て
學
べ
り
。
千
八
百
六
十
二
年
巴
里
音
楽
學
校
の
ピ
ア
ノ
の
教
師
と

成
り
し
が
、
後
其
職
を
退
い
て
専
ら
作
曲
に
従
事
せ
り
。
其
創
作
せ
る
も
の
に
は
ビ
ア

ノ
―
―
一
部
合
奏
曲
、
管
絃
楽
序
曲
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
、
ピ
ア
ノ
司
伴
楽
、
ソ
ナ
タ
、
合
唱

曲
等
あ
り
。
ヴ
ェ
ロ
シ
テ
と
は
急
速
な
る
曲
の
謂
に
し
て
、
彼
が
作
曲
の
中
に
て
も
特

色
あ
る
も
の
と
し
て
有
名
な
り
。

五
、
管
絃
楽
及
び
絃
楽

甲

、

管

絃

楽

、

レ

、

ゼ

リ

ニ

ー

の

一

節

マ

ス

ネ

作

曲

・

マ
ス
ネ
(
Jules
M
a
s
s
e
n
e
t
)
は
現
代
一
流
の
佛
図
作
曲
家
に
し
て
千
八
百
四
十
二

年
に
生
れ
現
今
巴
里
に
住
居
す
。
幼
時
よ
り
巴
里
音
楽
學
校
に
學
び
、
暫
時
に
し
て
彼

が
才
能
は
十
分
に
漿
揮
せ
ら
れ
た
り
。
彼
が
成
功
し
た
る
作
曲
は
重
に
歌
劇
に
し
て
有

名
な
る
も
の
少
な
か
ら
ず
。
マ
ス
ネ
の
音
楽
は
其
形
式
と
表
情
と
に
於
て
特
に
深
刻
な

る
所
無
し
と
雖
も
、
器
楽
的
色
彩
の
應
用
に
於
て
、
頗
る
獨
創
的
趣
致
に
富
め
り
。

凡

べ
て
の
黙
に
於
て
純
佛
國
的
に
し
て
、
艶
麗
、
園
滑
な
る
性
質
を
現
は
せ
り
。
器
楽
編
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六
、
管
絃
楽
及
合
唱

成
も
頗
る
明
亮
に
し
て
、
旋
律
的
要
素
に
豊
か
な
り
、
又
マ
ス
ネ
は
、
或
る
含
蓄
に
富

め
る
思
想
を
一
っ
の
楽
器
を
以
て
猿
表
せ
し
む
る
こ
と
屡
々
あ
り
。
他
の
佛
國
作
曲
家

と
等
し
く
彼
も
亦
た
多
少
の
度
に
於
て
、
ワ
グ
ネ
ル
の
影
響
を
蒙
り
た
る
が
如
し
、
其

他
奇
怪
な
る
不
協
和
絃
を
時
々
使
用
す
る
も
、
彼
の
一
特
色
と
見
る
を
得
。

是
等
の
特
色
を
十
分
に
猿
揮
し
た
る
も
の
は
即
ち
彼
が
三
十
二
歳
に
し
て
創
作
し
た

る
傑
作
レ
、
ゼ
リ
ニ
ー
な
り
と
す
。
此
曲
は
彼
が
文
豪
ド
ウ
、
リ
ー
ル
の
作
な
る
古
代

悲
劇
レ
、
ゼ
リ
ニ
ー
の
間
奏
楽
と
し
て
作
れ
る
者
に
し
て
、
此
虞
に
は
其
五
曲
部
中
の

第
二
部
の
み
を
選
び
て
演
奏
す
。
エ
リ
ニ
ー
は
古
希
騰
誹
話
中
の
女
稗
、
矩
火
を
手
に

し
て
不
義
兇
悪
の
徒
を
追
捕
し
、
幽
明
雨
界
を
通
じ
て
一
切
の
有
罪
者
を
虞
罰
す
と
博

ふ
。
作
曲
者
は
其
前
奏
に
於
て
簡
短
に
這
般
の
消
息
を
描
出
せ
り
。
此
虞
に
演
奏
す
る

第
二
部
セ
ー
ヌ
、
ル
リ
ヂ
ュ
ー
ズ
は
近
世
管
絃
楽
に
て
奏
す
る
華
麗
な
る
祈
疇
曲
に
し

て
中
に
佛
國
固
有
の
感
情
を
籠
め
た
り
。
セ
ロ
獨
奏
を
含
め
る
中
部
進
行
（
即
ち
稗
助

祈
願
の
段
）
は
美
妙
秀
抜
に
し
て
、
殊
に
マ
ス
ネ
の
音
楽
を
代
表
す
る
も
の
な
り
。

乙

、

絃

楽

、

ガ

ヴ

ォ

ッ

ト

ル

ユ

リ

作

曲

ル
ユ
リ
(
J
e
a
n
B. 
Lully 1
6
3
3
|
8
7
)

は
古
来
佛
國
が
有
し
た
る
最
大
作
曲
家
の

一
人
に
し
て
、
伊
國
フ
ィ
レ
ン
ゼ
に
生
る
。
彼
は
賓
に

ワ
グ
ネ
ル
、
グ
ル
ッ
ク
の
歌
劇

の
基
礎
を
創
立
し
た
る
驚
く
可
き
天
才
な
り
。
幼
時
よ
り
楽
オ
に
富
み
し
が
暫
時
に
し

て
有
名
な
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
者
と
な
り
、
ル
イ
十
四
世
の
宮
廷
楽
人
と
し
て
用
ゐ

ら
れ
、
間
も
無
く
其
楽
長
に
登
れ
り
。
か
く
て
二
十
一
歳
以
後
宮
廷
作
曲
家
と
し
て
其

技
能
を
揮
ひ
、
以
て
幾
十
の
驚
嘆
す
可
き
歌
劇
を
作
曲
せ
り
。
彼
が
歌
劇
改
革
者
と
し

て
の
特
色
は
、
詩
歌
の
た
め
に
音
楽
を
或
る
程
度
迄
犠
牲
に
供
せ
し
貼
に
あ
り
。
又
ル

ュ
リ
の
音
楽
は
凡
て
佛
語
の
如
き
拍
子
と
ア
ク
セ
ン
ト
を
有
す
。
其
序
曲
と
バ
レ
ッ
ト

曲
と
は
後
世
の
管
絃
楽
曲
に
大
影
響
あ
り
し
者
、
唯
今
日
よ
り
見
て
彼
が
楽
曲
の
稽
乾

燥
し
た
る
面
影
あ
る
は
、
二
百
五
十
年
の
歳
月
を
経
過
せ
る
に
基
因
す
る
な
る
可
し
。

ガ
ヴ
ォ
ッ
ト
と
は
十
七
世
紀
の
初
に
於
て
、
佛
國
に
起
り
た
る
四
拍
子
又
は
二
分
の

一
拍
子
の
舞
踏
曲
に
し
て
、
殊
に
此
ル
ュ
リ
以
来
一
般
に
好
愛
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
其

軽
快
な
る
速
度
と
八
分
音
符
以
下
の
短
音
符
を
有
せ
ざ
る
こ
と
A

は
此
楽
曲
の
特
色
な

り

バ

ラ

ッ

ド

騎

士

の

娘

。

ハ

ー

カ

ー

作

曲

ホ
レ
ー
シ
ョ
、
パ
ー
カ
ー

(
H
o
r
at
i

o

W
.
 
Parker)
は
現
代
に
於
け
る
米
國
の
作

曲
家
に
し
て
、
千
八
百
六
十
三
年
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
オ
ー
バ
ー
ン
デ
ー
ル
に
生
れ
、

獨
逸
の
作
曲
家
ラ
イ
ン
ベ
ル
ゲ
ル
に
就
い
て
學
び
、
現
今
紐
育
市
の
コ
ラ
ン
ビ
ア
大
學

に
於
け
る
音
楽
科
長
な
り
。
彼
の
作
曲
中
オ
ラ
ト
リ
オ
「
ホ
ー
ラ
、
ノ
ヴ
ィ
ッ
シ
マ
」

及
び
唱
歌
曲
「
星
の
歌
」
は
最
も
有
名
に
し
て
、
米
國
及
び
英
國
に
於
て
廣
く
知
ら
る
。

此
慮
に
奏
す
可
き
バ
ラ
ド
は
獨
逸
十
八
世
紀
の
詩
人
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ヒ
伯
レ
オ
ボ

ル
ド
の
作
に
成
る
叙
事
詩
の
英
繹
に
基
け
り
。
其
主
人
公
の
一
人
た
る
騎
士
は
往
時
諸

所
の
戦
争
に
動
功
を
建
て
A

其
英
名
を
轟
か
し
A

が
今
は
幾
回
の
載
争
に
兄
弟
、
息
子

を
失
ひ
、
僅
か
に
残
る
愛
姫
一
人
を
無
比
の
賓
と
し
て
暮
し
居
た
り
し
が
、
此
姫
は
既

に
久
し
く
勇
敢
な
る
一
人
の
若
武
者
と
相
愛
の
中
に
有
り
し
を
此
虞
に
又
老
騎
士
の
信

を
得
て
末
は
婿
と
定
め
ら
れ
た
る
若
武
者
あ
り
て
終
に
雨
武
者
の
決
闘
と
成
り
、
姫
は

敵
手
の
槍
に
倒
る
A

愛
人
の
最
後
を
目
撃
し
て
失
望
の
餘
り
絶
命
す
る
と
云
ふ
筋
な

り
音
楽
は
全
謄
と
し
て
極
め
て
温
和
、
優
美
な
る
佳
調
を
有
し
、
斯
く
の
如
き
古
諄
的

叙
事
詩
に
最
も
適
切
な
る
印
象
を
奥
ふ
。

I•Over

ture 

t

o
^

'l
ph
i

g

e
ni
e
 i
n
 A
u
li
s
." 

G
l
u
c
k
.
 

T~e 
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r
e
 t
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e
s
 
u
s
 
b
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k
 t
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 a
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ci
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nt
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p
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h
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t

h
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 T
r
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 T

h
e
 K
i

ng
 

of
 

G
r
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c
e
 

h
a
s
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n
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d
 a
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o
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e
s
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 Sh

e
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e
v
e
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b
y
 p
r
e
v
e
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i

n
g
 

t

h
e
 

G
r
e
e
k
 w
a
r
ri
o
r
s
 f
r
o
m
 e
m
b
a
r
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ng
 

b
y
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a
u
si
ng
 

u
n
f
a
v
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u
r
a
b
l
e
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i

n
d
s
.
 

A
ug

ri
es 
a
r
e
 
c
o
n
s
u
l
t
e
d
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h
e
y
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r
e
di
ct
 
t

h
at
 

o
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l
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y
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f
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ci
ng
 

hi
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d
a
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h
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i

ng
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e
 a
b
l
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 allay 
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a
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T
h
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ning of the overture)-impatient Greek warriors demanding the 
sacrifice. The second subject is of quite an idyllic character and 
gives the necessary contrast. It is evidently intended to remined 
the listener of the peaceful happiness that has always heretofore 
enveloped Iphigenia, making her fate seem all the more cruel, 
but it is soon again and again interrupted by the subject demand-
ing the sacrifice. Effective are certain single notes by the horn, 
as calling Iphigenia to her duty, together with an almost crying 
oboe dissonance, praying to be spared. 

In its original form, the overture has no separate close, but 
leads directly into the first act of the opera. To make a concert 
performance of this masterpiece a possibility, Richard Wagner 
constructed a fitting close. It finishes with the plaintive subject 
of the introduction. The overture is pervaded throughout with 
an antique atmosphere and has, since its appearance, been ad-
mired as a great masterpiece of the classical school. 

R.R.〔=RudolphErnest Reuter〕

IL Capriccio Brillant op. 22 for Pianoforte 

with Orchestral Accompaniment. 
Mendelssohn. 

Of Mendelssohn, his life and works, sufficient has been 
explained in the last of these program-books. The Cappriccio 
was written in the early thirties of last century. As its name 
implies, it is technically an effective composition for the Piano-
forte and the true, jovial Mendelssohn is everywhere revealed. 
A marchlike theme in the middle of the piece in the bright 
key of D major contracts effectively with the agitated first sub-
ject in minor. 

R.R. 

III. Eroica Symphony. 
Beethoven. 

This monumental opus was written during the winter of 

1803-1804, Beethoven intending to dedicate it to the great 
Napoleon, for whose achievements he had the greatest admira-
tion, and who was at that time Consul of France. The original 
title was in fact: "Sinfonia grande Napoleon Bonaparte." In May, 
1804, news of Napoleon's acceptance of the title of Emperor 
reached Vienna, whereupon Beethoven, in a fury of disappoint-
ment for what he regarded as an unpardonable weakness, tore 
off the title page and dashed it to the ground. Subsequently the 
work was renamed "Sinfonia Eroica." 

The first movement is a masterpiece of thematic work; the 
pregnant first motif: 

-?:_:;nbri; 97  J|l一戸三＝＝一
intoned by the'cellos after but two incisive fortissimo chords as 
an introduction, and based entirely upon notes of the triad, 
appears again and again, sometimes only in part always in a 
new key, or played by a different instrument, investing each 
repetition in a new surrounding of musical color. 

The second theme, in the dominant key, at first intoned in 
the wood-wind alone, is a longing, yearning phrase of four 
bars, brought alternately by the string and wood instruments 
and contrasts markedly with the rhythmical, powerful, clear-cut 
first motif. 

Second theme: 

Oboes & clarinets 

(
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The exposition is a marvel of contrapuntal skill and every 
effect possible to be gotten out of all themes used in the sym-
phony, their inversions, and in combining two or more of them 
has been used by Beethoven. 

Beethoven should be regarded as the first great Romanticist, 
for what can be more romantic than the passage occurring 
shortly before the reprise of this movement : 

tutti 

rizz '.Pizz 

a dissonance in best sense of the word-but thoroughly justified 
for does it not intend to show the anxiousness, the eagerness 
of the first motif, as played by the second horn to once more 
announce itself, coming in four bars before the time as if not 
able to wait? 

A lengthy Coda brings the movement to a close. It is one 
of Beethoven's most interesting orchestral pieces. 

An innovation for the time of its composition was the use 
of three horns. Before that, composers including Beethoven had, 
as a rule, employed but two. 

R.R. 
［プログラムWの英文解説は省略されている。J

V. 
a. "Les Erinnyes." 

Massenet. 
Massenet, one of France's leading composers, was born in 

1842 and lives in Paris. The music to the tragedy of which de 
Lisle is the author has five movements and is thoroughly French 
in spirit. The "Scとnereligieuse," pervaded throughout by 
spiritual atmosphere, contain a beautiful solo for'cello. 

R.R. 

a 

b. Gavotte. 
Lully. 

The first of France's great composers of opera, Jean Baptiste 
Lully, was born near Florence in 1633. As first a kitchen-boy 
in the employ of a rich lady, his musical qualities early made 
their appearance and he was soon playing in the band of King 
Louis XIV. His ambition and diligence soon brought him to a 
leading position in musical circles and he is to be reckoned as 
one of France's greatest composers of all times. He wrote some 
20 operas and ballets. 

R.R. 

VI. 
Ballad of a Knight and his Daughter. 

Horatio W. Parker. 
The composer is a contemporary musician of America and 

head of the music department of Columbia University in New 
York City. His compositions of sacred music have acquired 
fame throughout America and England. 

The ballad is founded on an old German Legend written by 
Leopold, Graf zu Stolberg, of an old Knight of noble ancestry 
whose brave deeds upon the field of battle won for him undying 
fame. Bereft of all his sons and brothers, his beloved daughter 
remains his only, priceless treasure. She is secretly in love with 
a brave courageous youth, but there is a rival of whom the old 
Knight thinks much more. The former reveals his affection for 
the girl and is challanged by the rival warrior. From her case-
ment window the maiden watches the bitter combat, and as the 
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一
合
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…

一

合

唱
都

の

春

一
等

一
報
告

一
卒
業
證
書
授
呉

一
校
長
告
僻

一
文
部
大
臣
祝
僻

一
卒
業
生
穂
代
謝
僻

第 第

＂ 
立
口 部

明
治
四
十

l

l

一
年
三
月
二
十
五
日
卒
業
式

明
治
四
十
三
年
三
月
廿
五
日
（
金
曜
日
）
午
後
二
時

卒

業

證

書

授

呉

式

順

序

グ

ル

ッ

ク

作

曲

盆

戸

長

選

科

修

了

生

一

繹

」

マ

久

ツ

子

服

部

喜

代

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

●
東
京
音
楽
學
校
演
奏
會
は
秋
季
音
楽
會
を
十
一
月
二
十
七
日
二
十
八
日
雨
日

午
後
二
時
よ
り
開
會
例
に
よ
り
て
盛
會
を
極
め
た
り
、
曲
目
次
の
如
し
。
〔
曲
目
省
略
〕

（
『
昔
榮
界
』
第
三
巻
第
一
号
、
明
治
四
十
三
年
一
月
、
六
三
頁
）

東
京
一
音
楽
學
校

R
.
R
.
 

o
n
e
 s
h
e
 loves 
falls t
o
 th
e
 g
r
o
u
n
d,
 killed b

y
 hi
s
 op
p
o
n
e
n
t
'
s
 s
p
e
a
r
 

s
h
e
 also 
si
n
k
s
 t
o
 e
a
rt
h
 in
 d
e
at
h
's
 e
m
b
r
a
c
e
.
 

一

合

唱

一
ビ
ア
ノ
猫
奏

ア
ン
。
フ
ロ
ン
。
フ
テ
ュ
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
•

タ
ン
ホ
ヰ
ゼ
ル
中
の
ロ
ー
マ
ン
ス
：
・
：
・
…
…
…
…
…
…

ソ
ナ
ー
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
ピ
ア
ノ
獨
奏

ー
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
猫
奏

器
楽
部
卒
業
生

竪
楽
部
卒
業
生

甲
種
師
範
科
卒
業
生

器
楽
部
卒
業
生

ソ
ナ
タ
中
の
フ
ヰ
ナ
ー
レ
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

器
楽
部
卒
業
生

コ
ン
チ
ェ
ル
テ
イ
ノ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•

一
ピ
ア
ノ
獨
奏

一
オ
ル
ガ
ン
涸
奏

一
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
獨
奏

一
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

器
楽
部
卒
業
生

カ
ル
ネ
ヴ
ァ
ル
ミ
ニ
オ
ン
：
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

器
楽
部
卒
業
生

°、ノ
ッ
サ
カ
リ
ア
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

器
楽
部
卒
業
生

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
第
二
章
及
第
三
章
）
•
•
…
…
…
…
…
…
•

オ
ル
フ
ォ
イ
ス
中
第
舟
四
合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…

G
R
A
D
U
A
T
I
O
N
 E
X
E
R
C
I
S
E
S
 

O
F
 T
H
E
 

T
o
k
y
o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si
c
,
 

U
Y
E
N
O
 P
A
R
K
 

F
ri
d
a
y
,
 M

a
r
c
h
 2
5t
h
,
 1

9
1
0
 

2
 
P
.
 M
.
 

グ

ル

ッ

ク

作

曲

ゴ
ル
タ
ー
マ
ン
作
曲

竹

内

平

吉

ノミ

ノ‘

作

曲

張

芦
雁田

興

シ

ユ

ッ

ト

作

曲

貫

名

美

名

彦

シ

ツ

ト

作

曲

蜂

谷

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲I巨

】
立
月

鈴

木

ア

イ

ギ

ル

マ

ン

作

曲

鈴

木

f

r
r
 

ツ

子

ワ

ー

グ

ネ

ル

作

曲

一

獨

唱

船 シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

榮

橋

吉

石

高

テ

Jレ
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.
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P
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.
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r
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.
 

A
d
r
e
s
s
 
by

 

H
i

s
 Excellency
 

K
o
m
at
subara
,
 M

i
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St
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.
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P
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.
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at
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.
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 f
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••Gluck
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目

p
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t

u
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・
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

シ
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h
u
b
e
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M
i
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r
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a
.
 

B
a
ri
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R
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m
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n
c
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 f
r
o
m
 Tannhauser
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•••Wagner

. 

M
r
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 Fu

n
a
b
a
s
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.
 

O
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a
n
:
 

g
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Gu
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àn
t. 

M
i

ss 
M
i
t
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S
u
z
u
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.
 

Pi

a
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F
i
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f
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o
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h
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o
n
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a:・
…

…

・
・
:
・
;
:
B
e
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h
o
v
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.
 

XI. 
X
.
 

I

X
.
 

VIII. 

V
I
I
.
 

静

陵

生

M
i

ss 
A
i
 

S
u
z
u
ki

.
 

Vi

oli
n

:

 

．
 

C
o
n
c
e
rtl
n
o
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

S
u
t
 

M
i

ss 
R
i

u
 H
a
c
hi
y

a
.
 

Pi

a
n
o
:
 

C
a
r
n
e
v
a
l
 M
i

g

n
o
n
 

Mr•Nuk

ina
. 

O
r
g
a
n
:
 

P
a
s
s
a
c
ag
l
i
a
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

B
a
c
h
.
 

M
r
.
 Ch01. 

Vi

oloncello :
 

C
o
n
c
e
rt
[o] (
2
n
d
 a
n
d
 3rd m
o
v
e
m
e
nt
)
G
o
lt
e
r
m
a
n
n
.
 

M
r
.
 Ta

k
e
u
c
hi

 

C
h
o
r
u
s
:
 

N
o
.
 34
 C
h
o
r
 f
r
o
m
 Or

p
heus

……………

•••Gluck

. 

演
奏
會
短
評

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

S
c
h
u
tt
.
 

●
卒
業
式
演
奏
（
三
月
二
十
五
日
）

一

盆

戸

長

猿

渡

久

子

井

上

マ

ツ

J

▲
等
曲
（
都
の
春
）

．
…
…
…
…
…
…
…
…
；
（
撰
科
卒
業
生
）
…

一

服

部

キ

ヨ

初
め
の
出
は
佳
か
っ
た
が
、
中
程
で
不
揃
に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
全
閥
か
ら

云
へ
ば
さ
う
悪
い
出
来
と
云
ふ
の
で
も
な
い
が
、
何
し
ろ
竪
が
小
さ
く
つ
て
折
角
の
歌

詞
も
薩
張
り
聴
き
取
れ
な
い
、
お
ま
け
に
合
の
手
か
ら
歌
に
移
る
所
が
は
つ
き
り
し
な

か
っ
た
の
は
惜
し
か
っ
た
。
あ
れ
で
も
う
少
し
竪
が
よ
く
つ
て
鈴
を
振
る
や
う
な
美
音

で
歌
ひ
出
さ
れ
た
な
ら
ば
、
聴
衆
の
感
興
も
一
層
深
か
っ
た
ら
う
に
、
あ
ま
り
四
盪
半
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的
の
唱
ひ
方
で
廣
い
奏
楽
堂
で
は
か
ら
駄
目
、
都
の
春
の
美
し
い
趣
は
更
ら
に
求
む
る

に
よ
し
が
な
か
っ
た
。

▲
合
唱
（
オ
ル
フ
ヲ
イ
ス
中
の
合
唱
）
…
…
…
…
…
…
•
…
…
•
•
本
校
生
徒
一
同

全
校
生
徒
純
掛
り
、
風
琴
と
ビ
ア
ノ
の
伴
奏
で
中
々
振
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
練
習
の

足
ら
な
か
っ
た
割
合
に
よ
く
出
来
た
の
は
、
流
石
に
平
生
の
勉
強
の
賜
だ
ら
う
。
も
う

少
し
勉
め
た
ら
ど
ん
な
好
い
出
来
を
見
る
か
分
ら
な
い
。

▲
ピ
ア
ノ
獨
奏
（
ア
ム
プ
ロ
ム
。
フ
チ
ュ
ー
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
）
…
•
•
•

本

科

卒

業

生

石

高

テ

ル

初
め
は
少
し
駈
け
出
す
や
う
な
氣
味
だ
っ
た
が
、
チ
ス
モ
ー
ル
に
な
っ
て
か
ら
は
だ

ん
人
＼
落
ち
つ
い
て
弾
き
方
が
綺
麗
に
な
っ
た
。
ア
ス
ド
ウ
ア
に
な
つ
て
メ
ロ
ヂ
ー
を

左
の
手
で
弾
い
て
る
間
に
少
し
コ
ー
ド
を
間
違
へ
た
の
は
初
め
て
の
舞
豪
で
あ
っ
た
か

ら
だ
ら
う
。
今
後
の
御
勉
強
を
祈
る
。

▲
獨
唱
（
歌
劇
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
中
の
ロ
ー
マ
ン
ス
）
…
…
…
…
船
橋
榮
吉

素
敵
に
澁
い
曲
だ
か
ら
素
人
受
け
は
し
な
か
っ
た
か
も
し
ら
ん
が
、
中
々
佳
く
歌
は

れ
た
。
初
め
の
レ
シ
タ
チ
ヴ
の
と
こ
ろ
な
ん
か
は
佳
か
っ
た
が
、
伴
奏
が
ト
レ
モ
ロ
に

な
つ
て
か
ら
、
少
し
上
り
氣
味
だ
っ
た
。
ゲ
ー
ド
ゥ
ア
の
六
拍
子
の
所
に
な
っ
て
か
ら

は
よ
く
整
っ
た
が
、
終
り
に
又
上
り
氣
味
に
な
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
。

▲
ピ
ア
ノ
獨
奏
（
ソ
ナ
タ
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
）
…
…

本

科

卒

業

生

鈴

木

あ

い

此
曲
は
モ
チ
ー
フ
が
十
六
分
音
符
よ
り
成
つ
て
居
り
、
速
度
記
琥
も
可
な
り
早
く
弾

く
や
う
に
な
つ
て
居
る
の
に
、
演
奏
者
も
暗
奏
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
時

〔

マ

マ

〕

時
胴
忘
れ
し
て
支
へ
た
所
が
あ
っ
た
が
、
兎
に
角
少
し
も
憶
せ
ず
終
り
迄
弾
じ
了
っ
た

の
は
其
勇
氣
を
多
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

▲
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
（
コ
ン
セ
ル
チ
J
…
…
シ
ッ
ト
）
…
…

本

科

卒

業

生

蜂

谷

龍

初
め
の
ア
ン
ダ
ン
テ
の
進
行
の
と
こ
ろ
は
少
し
調
子
が
狂
い
氣
味
に
な
っ
た
の
は
惜

し
か
っ
た
。
尤
も
絃
楽
器
の
演
奏
中
に
絃
が
緩
む
と
中
々
氣
の
揉
め
る
も
の
だ
、
此
貼

は
深
く
お
察
し
申
す
。
お
仕
舞
ひ
に
ア
レ
グ
ロ
に
な
っ
て
エ
ー
ド
ゥ
ー
ア
に
轄
調
し
て

か
ら
ス
ピ
カ
ト
と
最
後
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
賓
に
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
。
ま
だ
う
ら

若
い
女
流
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ス
ト
が
テ
ク
ニ
ッ
ク
物
を
弾
く
の
を
聰
く
の
を
得
た
の
は
こ
れ

が
初
め
て
だ
。

▲
ビ
ア
ノ
獨
奏
（
カ
ー
ナ
バ
ル
・
…
・
・
ミ
ニ
オ
ン
）
…
…

本

科

卒

業

生

貫

名

美

名

彦

第
一
の
ゲ
ー
モ
ー
ル
の
パ
ー
ト
は
中
々
佳
い
出
来
だ
っ
た
が
、
慾
を
云
へ
ば
も
う
少

し
勢
を
つ
け
て
欲
し
か
っ
た
。
第
二
の
エ
ス
ド
ゥ
ア
の
パ
ー
ト
は
第
一
の
テ
マ
と
第
二

の
テ
マ
と
が
一
所
に
な
つ
て
来
る
難
曲
だ
が
綺
麗
に
弾
か
れ
た
。
第
三
の
エ
ス
モ
ー
ル

の
パ
ー
ト
は
日
本
的
の
メ
ロ
ヂ
ー
で
、
且
静
か
な
も
の
だ
か
ら
、
も
う
少
し
表
情
を
つ

け
て
貰
ひ
た
か
っ
た
様
に
思
ふ
。
第
四
の
ア
ス
ド
ゥ
ア
の
パ
ー
ト
は
エ
ー
ド
ゥ
ア
に
轄

調
し
て
一
寸
間
違
ひ
ら
し
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
中
々
面
白
く
聞
か
れ
た
。

▲
ォ
ル
ガ
ン
獨
奏
（
パ
ッ
サ
カ
リ
ア
：
・
・
・
・
バ
ッ
ハ
）
…
…

本

科

卒

業

生

張

揺

興

始
め
の
バ
ス
の
部
分
の
ソ
ロ
ー
を
弾
く
時
は
、
少
し
物
足
り
な
い
感
じ
が
あ
っ
た
、

そ
れ
か
ら
途
中
で
少
し
拍
子
が
崩
れ
か
A

つ
た
所
が
あ
っ
た
が
終
り
は
中
々
立
派
の
出

来
だ
っ
た
、
パ
ッ
ツ
サ
カ
リ
ア
は
バ
ッ
ハ
の
傑
作
中
で
有
名
な
難
曲
の
ー
つ
で
あ
る
の

に
、
兎
も
角
も
あ
れ
迄
に
弾
か
れ
た
技
倖
は
流
石
に
感
心
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
『
一
音
架
』
學
友
會
、
第
一
巻
第
四
号
、
明
治
四
十
三
年
五
月
、
二
六
ー
ニ
七
頁
）

学
友
会
演
奏
旅
行
（
男
子
部
）

明
治
四
十
三
年
四
月
二
十
一
日
ー
ニ
十
六
日

修

學

旅

行

記男

子

部

四
月
二
十
一
日
（
東
京
ー
~
静
岡
）

我
學
友
會
員
五
十
有
餘
名
は
、
京
阪
地
方
へ
修
學
旅
行
を
な
す
べ
く
旅
装
を
整
ヘ

て
、
四
月
廿
一
日
午
前
六
時
十
五
分
の
汽
車
に
乗
っ
て
新
橋
を
出
狡
し
た
。
之
よ
り
以

前
、
旅
行
の
報
、
京
阪
に
博
は
る
や
、
其
途
次
演
奏
會
を
申
込
み
来
る
園
閥
が
多
か
つ

た
の
で
、
一
は
趣
味
普
及
の
為
め
、
一
は
吾
々
の
修
養
の
為
め
、
我
修
學
旅
行
園
の
目

的
に
副
う
て
居
る
か
ら
し
て
、
其
凡
て
を
快
諾
し
た
。

汽
車
は
矢
の
や
う
に
西
へ
／
＼
／
＼
と
走
つ
て
、
箱
根
の
峠
に
か
A

っ
た
。
足
駄
掛
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で
棧
道
を
踏
破
し
た
、
往
時
の
武
士
を
偲
び
、
白
雪
を
戴
け
る
富
嶽
、
青
松
白
砂
の
興

津
の
海
岸
、
絶
景
の
賞
翫
は
誰
に
憚
も
な
い
。
汽
車
は
静
岡
に
着
い
た
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
に
は
、
有
志
諸
君
が
出
迎
へ
て
居
ら
れ
る
。
我

一
行
は
宿
に
着
く
や
否
や
、
旅
装

を
そ
の
儘
に
、
演
奏
會
場
な
る
メ
ソ
ヂ
ス
ト
敦
會
に
行
っ
た
。
珍
ら
し
い
宏
大
な
敦
會

で、

聴
衆
は
既
に
立
錐
の
餘
地
も
無
い
位
に
詰
込
ん
で
、
開
會
を
待
っ
て
居
る
。
重
に

婦
人
及
女
學
生
で
あ
る
。
會
は
豫
定
の
順
序
に
依
つ
て
一
―
一
時
に
開
か
れ
た
。
何
れ
も
拍

手
の
中
に
進
行
し
て
五
時
閉
會
し
た
。
七
時
よ
り
は
二
回
目
で
之
は
重
に
男
子
の
為
で

あ
る
。
演
奏
曲
目
は
一
回
と
殆
ど
大
差
は
な
い
。
午
後
の
九
時
に
開
〔
閉
〕

會
し
た
。

聘
衆
は
二
回
合
計
千
八
百
餘
名
で
、
我
一
行
の
初
陣
は
し
か
く
成
功
し
た
。
少
く
も
嘗

初
の
目
的
の
九
分
は
逹
せ
ら
れ
た
を
信
ず
る
の
で
あ
る
。

時
間
の
許
す
限
り
は
査
と
な
く
夜
と
な
く
、
三
々
伍
々
市
内
の
名
所
を
見
物
し
た
。

、
、
、
、
、

名
産
山
葵
漬
の
看
板
の
す
ば
ら
し
く
大
き
い
の
に
は
一
驚
し
た
。
然
も
本
物
の
山
葵
は

小
さ
く
し
て
、

食
へ
ば
ピ
リ
／
＼
然
た
る
辛
味
が
あ
る
。
吾
人
も
斯
く
あ
り
た
い
と
思

っ
た
。
(

N

、
A

)

二
十
二
日
（
静
岡
ー
ー
名
古
屋
）

と
う
／
ヽ

昨
夜
か
ら
氣
づ
か
は
れ
た
空
が
、
夜
明
け
方
に
眼
を
醒
ま
す
と
遂
々
雨
に
な
つ
て
居

と

た

ん

た
。
亜
鉛
の
廂
を
打
つ
音
が
春
の
雨
と
は
思
は
れ
な
い
程
に
凄
ま
じ
い
。
今
日
は
名
古

屋
へ
向
は
う
と
い
ふ
に
何
と
い
ふ
惨
め
な
こ
と
だ
。

員
似
巧
者
の
杉
山
は
、
今
朝
も
床
の
中
に
居
る
中
か
ら
、
昨
日
の
汽
車
中
の
物
賣
り

の
員
似
を
し
て
皆
を
笑
は
す
。
そ
の
騒
ぎ
に
眼
を
さ
ま
し
て
起
き
上
っ
た

H
の
不
機
嫌

さ
う
な
顔
！

薄
暗
い
光
線
の
中
で
手
早
く
朝
飯
を
清
し
て
、

細
い
雨
の
中
を
一
と
走
り
す
る
と
停

車
場
だ
。
昨
日
か
ら
い
ろ
／
＼
お
世
話
下
っ
た
内
藤
氏
平
林
氏
等
の
御
見
送
り
を
受
け

て
、
七
時
五
十
幾
分
の
下
り
列
車
で
静
岡
を
立
つ
。

〔

マ

マ

〕

熱
田
で
汽
車
を
下
り
る
と
、
そ
こ
に
愛
知
師
範
の
氏
外
二
三
の
方
が
出
迎
へ
て

下
さ
る
。
順
路
熱
田
紳
宮
に
詣
で
、
海
際
の
某
と
い
ふ
所
で
畳
飯
を
す
ま
し
て
、
愛
知

師
範
の
二
時
か
ら
の
演
奏
會
に
向
ふ
。

演
奏
は
『
春
の
た
そ
が
れ
』
に
始
ま
つ
て
皆
で
八
つ
。
最
終
の
合
唱
で
男
竪
三
部
が

幾
尾
君
の
タ
ク
ト
に
。ハ
ッ
ト
終
る
と
、
始
終
感
嘆
措
く
能
は
ず
と
い
ふ
髄
に
聴
い
て
居

ら
れ
た
同
校
の
校
長
が
徐
ろ
に
立
ち
上
つ
て
、
同
校
の
生
徒
へ
『
諸
子
の
感
想
や
如
何

こ
！
l
'
9
.』

雨
の
中
に
五
十
幾
豪
の
車
を
連
ね
て
、
定
め
ら
れ
た
伏
見
町
の
旅
宿
へ
饉
る
。
夜
の

演
奏
は
七
時
か
ら
だ
。
夕
飯
も
そ
こ
／
＼
に
そ
れ

へ
向
ふ
。

ア

ー

チ

し

つ

ら

會
場
は
町
の
東
陽
舘
と
い
ふ
の
で
入
口
に
緑
門
が
装
置
へ
て
あ
っ
た
。
純
日
本
式
の

建
物
で
、
雨
上
り
の
露
に
植
込
み
の
若
葉
の
キ
ラ
／
＼
光
る
大
庭
を
一
ぱ
い
に
押
し
明

け
て
、
高
い
ス
テ
ー
ヂ
の
前
に
は
御
廉
が
下
が
つ
て
居
た
。
聘
衆
は
矢
張
り
學
生
が
多

い
。
曲
目
に
多
少
の
愛
動
の
あ
っ
た
外
は
凡
て
豫
定
の
通
り
に
進
行
す
る
こ
と
が
出
来

て
壁
際
に
並
ん
だ
五
六
人
の
西
洋
人
が
、
一
曲
毎
に
何
事
か
囁
き
合
っ
て
は
喜
ん
で
居

る
の
が
見
え
た
。

て

ん

で

九
時
間
際
に
會
が
終
る
と
、
そ
の
後
は
各
自
の
自
由
行
動
だ
。

義
理
で
も
共
進
會
を

見
な
き
や
な
ら
ぬ
の
だ
が
、
疲
れ
た
の
で
失
敬
し
て

H
と
0
と
三
人
、
と
あ
る
横
町
の

可
な
り
な
鰻
屋
に
轄
げ
込
む
。
瞼
の
は
れ
ぼ
っ
た
い
、
背
の
チ
ン
チ
ク
リ
ン
な
、
首
の

白
い
女
が
何
や
ら
分
ら
な
い
お
世
僻
を
並
べ
て
誂
ら
へ
も
せ
ぬ
も
の
ま
で
運
ん
だ
。

(

S

、
N

)

二
十
三
日
（
名
古
屋
1

京
都
）

昨
日
の
雨
天
に
引
き
か
へ
て
今
日
は
拭
っ
た
様
な
空
模
様
。

朝
名
古
屋
を
立
つ
て
京
都
に
向
ふ
。
五
時
間
に
餘
る
汽
車
の
中
が
、
さ
ま
で
退
屈
で

な
か
っ
た
の
は
、
途
中
に
琵
琶
湖
や
近
江
八
景
の
あ
っ
た
所
為
か
も
知
れ
ぬ
。
京
都
に

着
い
た
の
は
午
後
の
一
時
。
直
ぐ
に
電
車
で
會
場
へ
向
ふ
。
會
場
は
府
立
の
第

一
女
學

校
で
聴
衆
は
も
う
堂
に
充
ち
て
居
た
。
こ
A

で
も
曲
目
に
多
少
の
愛
動
が
あ
っ
た
け
れ

ど
も
、
豫
期
し
た
だ
け
の
結
果
を
納
め
る
こ
と
が
出
来
て
最
終
に
廣
島

へ
出
張
の
途
次

紳
戸
先
生
と
共
に
立
ち
寄
ら
れ
た
ペ
ツ
オ
ル
ド
先
生
の
ピ
ア
ノ
の
獨
奏
及
獨
唱
等
が
二

三
あ
っ
て
午
後
五
時
満
足
の
中
に
會
を
閉
ぢ
た
。

宿
は
三
條
通
り
の
伏
見
屋
と
い
っ
た
。
そ
こ
で
夕
飯
を
清
し
た
後
の
五
六
時
間
よ
り

外
京
都
を
見
物
す
る
時
間
と
い
ふ
の
は
無
い
の
だ
。
同
志
社
中
學
の

I
君
と
い
ふ
人
に

や
っ

案
内
し
て
貰
つ
て
、
漸
と
の
こ
と
で
丸
山
公
園
と
岡
崎
公
園
と
新
京
極
の
賑
ひ
と
、
そ

れ
だ
け
見
て
、
疲
れ
切
つ
て
眠
っ
た
。
都
踊
り
と
い
ふ
の
を
見
な
か
っ
た
の
は
残
念
至

極
だ
。
(

S

、
N

)
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二
十
四
日
（
京
都
ー
大
阪
ー
~
稗
戸
）

我
一
行
は
昨
日
の
疲
榮
も
省
る
暇
も
な
く
、
京
都
市
立
高
等
女
學
校
の
懇
望
に
よ

り
、
豫
定
以
外
の
演
奏
會
を
同
校
の
講
堂
に
開
催
し
た
。
場
内
の
装
飾
及
歓
待
は
至
れ

り
盤
せ
り
で
あ
る
。
生
徒
及
父
兄
に
依
つ
て
場
は
満
さ
れ
て
居
る
。
只
汽
車
の
都
合

上
、
充
分
に
演
奏
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
は
雙
方
の
遺
憾
と
す
る
所
で
あ

る
。
終
了
後
同
校
職
員
諸
氏
及
生
徒
諸
君
に
送
ら
れ
た
る
花
籠
を
擁
し
て
、
十
時
四
十

分
大
阪
に
出
装
し
た
。

菜
の
花
千
里
、
賓
に
見
渡
す
限
り
畿
内
の
平
野
は
そ
れ
で
あ
る
。
十
二
時
大
阪
に
着

い
た
。
正
一
時
中
之
島
公
會
堂
に
再
演
奏
會
を
開
催
し
た
。
大
阪
在
住
の
卒
業
生
及
有

志
家
諸
君
の
奔
走
に
依
つ
て
豫
定
以
上
の
盛
況
を
呈
し
た
。
さ
し
も
廣
き
公
會
堂
は
八

分
聰
衆
に
依
つ
て
埋
め
ら
れ
た
。
大
半
は
學
生
で
あ
る
。
曲
目
順
序
は
演
奏
者
の
都
合

に
依
つ
て
少
し
く
愛
更
し
た
。
何
れ
も
自
畳
自
讃
で
は
あ
る
が
喝
采
場
裡
に
終

っ
た
。

大
阪
朝
日
の
評
に
は
合
唱
を
賞
め
て
居
た
。

全
く
地
方
に
居
て
は
多
敷
の
人
の
合
唱
は

珍
ら
し
い
の
で
あ
ら
う
。
閉
會
後
各
自
天
満
宮
に
行
く
も
の
、
道
頓
堀
に
走
る
も
の
、

杜
蠣
船
に
這
入
る
も
の
、
短
時
間
の
活
動
は
花
々
し
く
且
興
味
が
あ
る
。
氣
早
の
も
の

は
紳
戸
に
先
疲
し
た
も
の
も
あ
る
。

四
時
五
十
五
分
の
汽
車
で
神
戸
に
向
っ
た
。

雲
は
低
く
垂
れ
て
空
模
様
は
怪
し
く
な

つ
て
来
た
。
間
も
な
く
雨
は
車
窓
を
打
っ
た
。

薄
暮
神
戸
に
着
い
た
。
荷
物
を
宿
に
預

け
た
儘
、
演
奏
會
場
な
る
湊
川
小
學
校
に
行
っ
た
。
―
―一
度
此
慮
に
演
奏
會
を
開
催
す
る

の
で
あ
る
。

聘
衆
は

一
行
を
待
飽
き
て
居
た
。
曲
目
に
愛
更
を
加

へ
、
漸
く
八
時
開
會

し
た
。
熱
誠
な
る
聘
者
は
雨
を
冒
し
て
、
一
行
の
演
奏
を
聞
か
ん
と
し
て
参
會
し
た
。

而
し
て
有
志
諸
君
は
種
々
斡
旋
の
榮
を
取
ら
れ
た
。

一
行
は
感
謝
の
意
を
表
し
て
、
し

か
も
一
日
三
回
目
の
、
し
か
も
長
途
の
旅
行
の
疲
榮
を
意
と
せ
ず
、
曲
目
順
序
に
従
っ

て
演
奏
し
た
。
合
唱
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
、
絃
楽
二
部
…
…
…
…

と
い
ふ
風
に
進
み
進
ん
で
、
紳
戸
潤
頭
の
汽
船
の
燈
火
が
雨
に
濡
れ
て
、
眠
さ
う
に
光

つ
て
居
る
十
時
過
ぎ
喝
采
場
裡
に
閉
會
し
た
。

我
一
行
此
日
の
奮
闘
は
賓
に
目
覺
し
き
限
り
で
、
か
A

る
意
氣
あ
っ
て
然
る
後
に
、

我
楽
曲
の
大
成
も
近
き
狩
来
に
あ
る
で
あ
ら
う
と
自
分
で
感
心
し
な
が
ら
、
静
に
湊
川

帥
社
に
身
の
冥
輻
を
祈
っ
た
。
夜
は
寂
と
し
て
只
雨
の
蓋
々
た
る
の
み
で
あ
る
。
(

N

、

A

)

 二
十
五
日
（
紳
戸
_
—
ー
奈
艮
）

雨
は
ま
だ
睛
れ
な
い
。

朝
九
時
の
汽
車
で
奈
良
へ
向
ふ
。
此
の
時
間
が
ジ
ツ
と
二
時
間
。
此
日
雨
で
は
あ

り
、
そ
れ
に
演
奏
會
を
控
え
て
の
こ
と
だ
か
ら
、
今
日
は
見
物
も
お
ち
／
ヽ
出
来
な

、。
演
奏
會
は
書
夜
二
回
で
、
書
は
嘗
縣
及
営
市
の
教
育
會
と
奈
良
四
新
聞
社
と
の
主
催

で
一
般
公
衆
の
た
め
に
当
市
の
公
會
堂
で
、
夜
は
女
子
師
範
學
校
の
た
め
に
嘗
校
の
講

堂
で
開
か
れ
た
。

と
も
に
設
備
も
よ
く
行
き
届
い
て
、
連
日
来
の
疲
労
の
割
合
に
は
演

奏
も
充
分
に
す
る

こ
と
が
出
来
た
。
會
の
後
で
會
場
の
善
悪
と
演
奏
者
の
責
任
の
感
じ

方
と
い
ふ
や
う
な
話
が
吾
れ
／
＼
の
間
に
起
っ
た
。

こ
の
演
奏
會
が
清
ん
で
や
っ
と
吾
々
の
自
由
な
骸
に
な

っ
た
。
明
日
は
春
日
の
森
も

猿
澤
の
池
も
興
幅
寺
の
塔
も
見
ら
れ
る
。

と
思
ふ
と
そ
ゞ
ろ
に
心
が
勇
む
。
幸
ひ
雨
も

す
つ
か
り
睛
れ
た
。
(

S

、
N

)

（
『
＿
音
築
』
學
友
會
、

第
一
巻
第
四
号
、
明
治
四
十
三
年
四
月
、
三
五
~
1
1
1-lハ頁）

●
静
岡
敦
會

の
大
―
音
楽
會

東
京
音
楽
學
校
學
友
會
の
秀
才
五
十
餘
名
の
一
行
は
名
古
屋
に
於
て
一
大
音

お

ほ

て

ま

ち

楽
會
を
開
催
す
べ
く
仝
地
に
赴
く
途
中
来
る
一
二
十
一
日
静
岡
市
追
手
町
静
岡
敦

會
に
於
て
畳
夜
二
回
に
分
ち
て
大
―
音
楽
會
を
開
く
由
に
て
入
場
料
は
特
等
五
十

錢
普
通
二
十
錢
と
定
め
入
場
切
符
は
昨
日
よ
り
賣
り
出
さ
れ
た
り
演
奏
曲
目
は

左
の
如
し

▲
第
壼
回
（
午
後
二
時
半
開
會
）

合
唱
巡
譴
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
作
曲
（
小
松
耕
輔
作
歌
）
ピ
ア
ノ
猫
弾
ア
ム
。
フ
ロ

ム
プ
チ
ュ
（
服
部
駆
郎
次
）
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン
猥
奏
ベ
ル
ソ
ー
ス
（
杉
山
長
谷
夫
）

オ
ル
ガ
ン
獨
奏
フ
ー
グ
（
伊
逹
愛
）
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン
ピ
ア
ノ
合
奏
ソ
ナ
タ
（
川
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上
淳
、
萩
原
英
一
）
四
部
合
唱
甲
フ
リ
ュ
ー
リ
ン
グ
ス
グ
ル
ツ
ス
乙
リ
ッ
テ
ル
ス

ア
。
フ
シ
ー
ド
（
船
橋
榮
吉
、
大
和
田
愛
羅
、
清
水
金
太
郎
、
古
川
博
道
）
セ
ロ

獨
奏
ロ
ー
マ
ン
ス
（
林
顕
蔵
）
猫
唱
デ
イ
、
バ
イ
デ
ン
、
グ
レ
ナ
デ
イ
ル
（
大

和
田
愛
羅
）
弦
楽
四
部
セ
レ
ナ
ー
デ
（
川
上
淳
、
杉
山
長
谷
夫
、
多
基
永
、
竹

内
平
吉
）
合
唱
花

▲
第
賦
回
（
午
後
七
時
開
會
）

ピ
ア
ノ
凋
弾
カ
ー
ナ
ブ
ル
、

〔

マ

マ

〕

合

唱

巡

證

ミ

ニ

オ

ン

（

貫

名

美

名

彦

）

ブ

ア

ヰ

オ
リ
ン
獨
奏
ア
ヴ
ヱ
マ
リ
ア
（
中
川
雄
二
）
オ
ル
ガ
ン
猫
奏
、
パ
ル
テ
イ
タ

（
園
山
民
平
）
ピ
ア
ノ
、
ブ
ア
ヰ
オ
リ
ン
、
セ
ロ
三
部
合
奏
ト
リ
オ
（
萩
原
英

一
、
川
上
淳
、
竹
内
平
吉
）
四
部
合
唱
甲
フ
リ
ュ
ー
リ
ン
グ
ス
グ
ル
ッ
ス
、
乙

リ
ッ
テ
ル
ス
ア
。
フ
シ
ー
ド
（
船
橋
榮
吉
、
大
和
田
愛
羅
、
清
水
金
太
郎
、
古
川

博
道
）
セ
ロ
獨
奏
コ
ン
セ
ル
ト
（
竹
内
平
吉
）
獨
唱
ア
ル
マ
ッ
ハ
ト
（
清
水
金

太
郎
）
弦
楽
四
部
セ
レ
ナ
ー
デ
（
川
上
淳
、
杉
山
長
谷
夫
、
多
基
永
、
林
顕
蔵
）

合
唱
浦
の
あ
け
く
れ

（
『
静
岡
民
友
新
聞
』
明
治
四
十
三
年
四
月
十
九
日
）

△

△

△

△

△

△

△

△

 

●
氣
持
の
よ
い
音
楽
會
昨
日
の
午
后
三
時
か
ら
市
内
追
手
町
メ
ソ
ヂ
ス
ト
敦
會
に

開
か
れ
た
東
京
―
音
楽
學
校
學
生
の
大
―音
楽
會
を
聞
き
に
行
っ
た
、

會
場
は
市
中
の
婦
人

連
音
楽
家
、
ハ
イ
カ
ラ
な
高
女
、
ヂ
ミ
な
英
和
精
華
女
學
校
生
徒
及
び
學
生
有
志
等
の

入
場
者
で
満
た
さ
れ
て
ゐ
る
、
先
づ
豊
嶋
君
の
開
會
の
辞
で
學
生
四
十
餘
名
が
壇
上
に

現
は
れ
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
作
の
合
唱
を
始
め
る
、
合
唱
は
獨
唱
と
違
つ
て
素
人
耳
に
は
一

寸
聞
き
ぐ
る
し
い
が
昔
量
の
大
な
る
と
力
が
あ
る
と
コ
ン
パ
ス
の
廣
ひ
の
と
は
聰
者
を

喜
ば
し
め
た
二
回
目
の
服
部
氏
の
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
ベ
ル
ソ
ー
ス
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
は
極

て
明
確
だ
っ
た
が
稽
艶
が
乏
し
か
っ
た
三
回
目
川
上
萩
原
雨
氏
の
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン
、
ピ

ア
ノ
合
奏
ソ
ナ
タ
は
よ
く
調
和
し
て
謡
ふ
が
如
く
進
行
し
た
あ
た
り
は
非
常
に
快
感
を

乙
、
リ
ッ
テ
ル
ス
、

甲、

四
四
部
合
唱

フ
リ
ュ
ー
リ
ン
グ
ス
、
グ
ル
ッ
ス

ア
ム
。フ

ロ
ム
。
フ
チ
ュ

典
へ
て
大
喝
采
で
あ
っ
た
、
記
者
は
中
途
に
都
合
が
あ
っ
て
會
場
を
出
た
の
で
全
般
の

概
評
は
出
来
ぬ
が
一
音
楽
の
趣
味
は
之
に
依
つ
て
多
敷
の
人
の
頭
を
惹
き
つ
け
た
ら
し

い
、
會
場
内
は
上
流
の
婦
人
連
が
多
か
っ
た
か
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
の
香
が
非
常
に
高
か
つ

た
。
（
は
る
）

ま
ヘ
ー
つ
と
う
や
う
く
わ
ん

●
―
音
楽
會
の
大
合
唱
来
る
廿
二
日
前
津
東
陽
館
に
於
て
東
京
―
音
楽
學
校
校
友
會

一
行
は
大
演
奏
會
を
催
す
こ
と
は
既
報
の
如
く
な
る
が
五
十
人
以
上
の
日
本
語
の
大
合

唱
は
末
だ
嘗
て
他
の
一
音
楽
會
に
於
て
見
ざ
る
と
こ
ろ
に
し
て
獨
り
音
楽
學
校
特
有
の
技

と
も
言
ふ
べ
く
昨
今
績
々
入
會
者
を
見
る
有
様
な
れ
ば
定
め
し
嘗
日
は
意
外
の
盛
況
を

見
る
な
る
べ
し
（
『
名
古
屋
新
聞
』
明
治
四
十
三
年
四
月
二
十
一
日
）

・

・

・

・

・

・

ぃ

よ

い

ま

へ

づ

と

う

や

う

く

わ

ん

●
本
日
の
一
音
楽
大
會
愈
よ
本
日
午
後
七
時
よ
り
前
津
東
陽
館
に
於
て
催
さ

る
A
東
京
―
音
楽
學
校
大
―
音
楽
會
の
演
奏
曲
目
は
左
の
如
し

演
奏
曲
目

△
第

三
ピ
ヤ
ノ
獨
奏

（
『
静
岡
民
友
新
聞
』
明
治
四
十
三
年
四
月
二
十
二
日
）

ア
プ
シ
ー
ド

シ
ュ
ベ
ル
ト
作

ベ
ル
ソ
ー
ス

ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
作
曲

小

松

耕

輔

作

歌

ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
ア
フ
ー
ド
作

一
合
唱

巡
證

部

キ
ン
ケ
ル
作

シ
ュ
ー
マ
ン
作

船

橋

榮

吉

君

大

和

田

愛

羅

君

清

水

金

太

郎

君

古

川

博

道

君

服
部
胴
郎
次
君

杉
山
長
谷
夫
君

會
員
一
同
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昔

管

絃

楽

第
二
十
二
回
定
期
演
奏
会

明
治
四
十
三
年
五
月
二
十
九
日
（
日
曜
日
）
午
後
二
時
開
會

楽

演

奏

曲

目

フ
リ
ュ
ー
リ
ン
グ
ス
、

十
ピ
ヤ
ノ
涸
奏

十
一
絃
楽
四
部

十
二
合
唱

レ
ー
メ
ン
ス
作

セ
レ
ナ
ー
デ

浦
の
あ
け
く
れ

シ
ュ
ッ
ト
作

船
橋
榮
吉
君

貫
名
美
名
彦
君

モ
ツ
ア
ル
ト
作

川
上
淳
君
、
杉
山
長
谷
夫
君
、
多
基
永
君
、
竹
内
平
吉
君

マ
ツ
ウ
シ
キ
作
曲

吉
丸
一
昌
作
歌

（
『
名
古
屋
新
聞
』
明
治
四
十
三
年
四
月
二
十
二
日
）

明
治
四
十
三
年
五
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日

カ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル

ミ
ニ
オ
ン シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
作

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ベ

ー

ト

ー

七
ン
、
ピ
ヤ
ノ
ニ
部
合
奏
ヴ
ェ
ン
作

東
京
一
音
楽
學
校

會
員
一
同

八
オ
ル
ガ
ン
猫
奏

〔
凱
旋
〕
進
行
曲

九
獨
唱
リ
ン
デ
ン
バ
ウ
ム

伊

達

愛

君

ソ
ナ
タ

川

上

淳

君

萩
原
英

l

君

會
員
一
同

p 「 五

獨
唱
合
唱
及
管
絃
楽

P
r
e
l
u
d
e
 a
n
d
 F
u唇
e
·

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
B
a
c
h

.

A
r
r
a
n
g
e
d
 f
or O
r
c
h
e
st
ra 
b
y
 J
.
 

A
b
e
rt

.
 

C
o
n
c
e
rt
o
 for 
Pi
a
n
o
,
 N

o
.
 

5
 i
n
 E
 fl
at
 

m
aj
or…

B
ミ

et
h
o
v
e
n
.

wit
h
 O
r
c
h
e
st
ral 
A
c
c
o
m
p
a
ni
m
e
nt
.
 

四

濶

五
セ
ロ
猫
奏

ロ
ー
マ
ン
ス

ゴ
ル
タ
ー
マ
ン
作

ブ
レ
リ
ュ
ー
ド
及
フ
ー
グ
•
…
…
…
…

管
絃
楽
付
き
ピ
ア
ノ

コ
ン
セ
ル
ト
（
第
五
長
愛
ホ
調
）
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
第
三
短
イ
調
）
•
…
•

デ
ル
シ
ュ
ヴ
ワ
ー
ン

フ
ォ
ア
リ
ー
フ
ク
ロ
ー
ヴ
ア
ス
…
…
…
…
ロ

ロ
ー
ゼ
ン
リ
ー
ド
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ユ

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

歌
劇
「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
●
：
｛
吉
丸
一
昌
繹
歌

丙

O
r
c
h
e
st
ral 
a
n
d
 C
h
o
r
a
l
 C
o
n
c
e
rt
 

O
F
 T
H
E
 

T
o
k
y
o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si
c
 

U
Y
E
N
O
 P
A
R
K
 

S
ミ
n
d
a
y
"
M
a
y
2
9t
h
,
 19

1
0
 

A
T
 2 
P
.M
.
 

P
R
O
G
R
A
M
 

獨
唱

ペ
ッ
ツ
オ
ル
ド
夫
人

ン

ケ

ル

曲

乙

イ

テ

Jレ

作 作

曲

甲

シ
ェ
ル
デ
ル
ー
。
フ
作
曲

日
日nド

敦
師

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

ペ
ッ
ツ
オ
ル
ド
夫
人

六
合
唱

讐

這

彗

疇

認

△

第

二

部

管

絃

楽

花

敦
師

林
顕
蔵
君

r-•一
アバ

I
 
ハ

ベ

曲編

ペ
ッ
ツ
オ
ル
ド
夫
人

作ル

ト
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。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
及
び
フ
ュ
ー
グ

乍｛
 

ァ
ー
ベ
ル
ト
編

近
世
楽
の
基
を
開
け
る
楽
聖
バ
ッ
ハ
（
J
oh
.
S
e
b
.
 B

a
c
h
 1
6
8
5
|
1
7
5
0
)

の
作
品
は

約
二
世
紀
を
経
過
し
た
る
今
日
に
於
て
尚
ほ
楽
家
が
研
究
の
好
材
料
と
な
れ
り
。
彼
の

作
を
學
ぶ
者
、
其
の
研
究
を
重
ぬ
る
に
従
て
愈
々
妙
味
の
深
き
を
感
ぜ
ざ
る
者
あ
ら
ず

以
て
彼
の
員
債
を
知
る
に
足
る
べ
し
。
彼
の
遺
作
の
秀
逸
な
る
者
に
は
槃
楽
に
於
て
大

カ
ン
タ
ー
タ
、
受
難
楽
、
短
「
口
」
調
祈
躊
曲
の
如
き
宗
敦
楽
あ
り
。
器
楽
に
於
て
は

オ
ル
ガ
ン
楽
最
も
重
要
な
り
と
雖
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
楽
に
於
け
る
ソ
ナ
タ
六
篇
、
ピ
ア

J
楽
に
於
け
る
平
均
率
ク
ラ
ヴ
ィ
コ
ル
ド
曲
集
及
び
ス
ヰ
ト
の
如
き
何
れ
も
現
時
の
技

術
研
究
者
が
熟
練
の
基
礎
と
為
す
者
な
り
。

鼓
に
奏
す
る
二
曲
の
中
前
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
い
ふ
は
『
前
奏
曲
』
の
義
に
し
て
次

の
フ
ュ
ー
グ
曲
の
前
弾
き
に
過
ぎ
ず
フ
ュ
ー
グ
は
最
も
厳
密
な
る
作
法
に
従
へ
る
楽
曲

に
し
て
所
謂
模
倣
式
作
法
の
最
高
狡
達
を
示
せ
る
曲
閥
な
り
。
其
の
形
式
の
要
は
曲
頭

に
於
て
一
音
部
の
呈
出
す
る
主
楽
想
が
或
る
規
定
に
従
ひ
て
順
次
に
他
の
諸
音
部
に
移

p 心 03．． 

昔

楽

演

奏

會

曲

目

梗

概

第

十

一

、

管

絃

楽
M
R
S
.
 P

E
T
Z
O
L
D
.
 

S
y
mp
h
o
n
y
,
 N

o
.
 3 i
n
 A
 
mi

n
o
r
(
S
c
ot
c
h
)…

A
4
e
n
d
e
[
s
s
o
h
n
.
 

S
o
n
g
s
 f
o
r
 S
o
p
r
a
n
o
.
 

a•Der 

S
c
h
w
a
n
…

…

…

…

…

…

…

…

…

G
.
 Sc

hj
e
l
d
e
r
u
p
.
 

b
.
 

Four'le
af 
C
l
o
v
e
r
s
…

…

…

…

…

…

…

…

…

R
.
 Re

ut
e
r.
 

c•Rosenl

ied:

……………………………

•A
. 

J
u
n
k
e
r.
 

苔
S
.

P
E
T
Z
O
L
D
.
 

""Loreley'̂
Fi
nale f
o
r
 S
o
p
r
a
n
o
 S
o
l
o
,
 Ch

o
r
u
s
 

a
n
d
 
Orches

tra

………………………•…

••Mendelssohn

. 

S
o
p
r
a
n
o
 S
o
l
o
 :
 M
R
S
.
 P

E
T
Z
O
L
D
.
 

C
o
n
d
u
ct
o
r
:
 
A
.
 Jミ

nker.

遷
す
る
に
在
り
と
す
。
此
の
曲
帽
は
バ
ッ
ハ
、
ヘ
ン
デ
ル
の
雨
家
に
至
り
て
完
成
せ
ら

れ
た
る
者
、
殊
に
バ
ッ
ハ
の
者
は
空
前
絶
後
の
傑
作
と
し
て
萬
人
の
等
し
く
嘆
賞
す
る

所
な
り
。
凡
そ
フ
ュ
ー
グ
曲
に
於
て
は
唯
一
の
主
楽
想
が
交
々
諸
音
部
に
表
は
れ
、
全

曲
の
殆
ど
五
分
の
四
を
占
む
る
が
故
に
、
其
の
曲
動
も
す
れ
ば
輩
調
に
流
る
A

の
弊
を

免
れ
ず
。
此
の
輩
一
な
る
特
性
に
配
す
る
に
複
雑
を
以
て
し
、
能
く
愛
化
の
妙
を
極
め

た
る
者
は
バ
ッ
ハ
の
作
に
し
て
賓
に
彼
が
楽
オ
の
非
凡
な
る
を
證
す
る
者
な
り
。
此
の

外
、
彼
が
技
巧
上
の
要
素
に
し
て
近
代
の
趣
味
に
投
合
す
る
者
凡
そ
二
あ
り
。

一
は
旋

法
に
於
け
る
半
音
階
及
び
四
分
音
階
の
用
法
の
妙
を
得
た
る
事
に
し
て
他
は
節
奏
の
愛

化
の
巧
み
な
る
事
是
な
り
。
彼
の
作
に
は
長
き
楽
章
を
通
じ
て
確
固
不
愛
な
る
拍
子
の

存
す
る
の
み
な
ら
ず
之
れ
と
同
時
に
無
限
な
る
節
奏
の
愛
化
を
含
め
り
而
し
て
附
請
的

音
部
は
劉
照
的
節
奏
を
具
ふ
る
が
腐
め
に
能
＜
其
の
箇
性
を
保
て
り
。

編
者
ア
ー
ベ
ル
ト
(
Jo
h
.
Jo
s
e
p
h
 A
b
e
r
t
)
は
一
八
三
二
年
九
月
ボ
ヘ
ミ
ア
に
生

る
。
プ
ラ
ー
グ
市
高
等
音
楽
院
に
學
び
五
十
二
年
ス
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
宮
廷
楽
司
の
コ
ン

ト
ラ
バ
ッ
ス
奏
者
と
な
り
し
が
一
八
六
七
年
同
宮
廷
の
楽
長
と
な
り
、
八
八
年
以
来
引

績
き
同
市
に
住
せ
り
。
其
の
作
品
に
は
シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
、
オ
ペ
ラ
、
オ
ー
ヴ
ァ
ー
チ
ュ

ア
、
ク
ワ
ル
テ
ッ
ト
、
ソ
ナ
タ
な
ど
あ
り
中
に
は
好
評
を
博
せ
る
者
あ
り
。

此
に
奏
す
る
―
―
曲
中
。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
は
平
均
率
ク
ラ
ヴ
ィ
コ
ル
ド
曲
集
よ
り
撰
び
た

る
者
に
し
て
集
中
の
最
も
優
美
沈
静
な
る
者
原
作
は
嬰

「
ハ
」
短
調
な
る
を
編
者
は

「
二
」
短
調
に
改
め
た
り
。
曲
は
次
の
曲
節
を
以
て
起
る
。

フ
ュ
ー
グ
は
短
卜
調
の
大
オ
ル
ガ
ン
、
フ
ュ
ー
グ
に
し
て
強
大
雄
健
の
楽
趣
を
具
ヘ

た
る
者
、

賓
に
前
奏
曲
と
絶
好
の
劉
照
を
成
せ
り
。
其
の
主
楽
想
次
の
如
し

編
者
が
此

の
出
虞
を
異
に
せ

る
二
曲
を
合
併
し
た
る
は
恐
ら
く
此
に
基

く
な
ら
ん

か
。
本
曲
は
其
の
出
現
以
来
廣
く
楽
壇
に
知
ら
れ
て
至
る
嘉
に
演
奏
せ
ら
る。

閂

泣
汀
図
＂
＿
コ
」
．
賢
言
屯
~
葦
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；
i
-
ピ
[
J
＼
ー
中
]

本
曲
に
就
て
尚
ほ
特
筆
す
べ
き
一
事
は
本
曲
の
ビ
ア
ノ
部
が
同
作
家
の
以
前
の
ピ
ア

J
曲
に
比
し
て
一
層
高
き
音
を
用
ひ
あ
る
こ
と
な
り
。
是
れ
以
前
の
諸
作
は
楽
器
の
不

完
全
な
る
制
限
せ
ら
れ
て
上
四
黙
「
ハ
」
、音
以
上
の
音
を
用
ふ
こ
と
能
は
ざ
り
し
も
本

曲
創
作
の
帝
国
時
よ
り
改
良
せ
る
楽
器
を
得
て
最
高
の
「
へ
」
音
ま
で
を
用
ひ
得
る
に

至
り
た
れ
ば
な
り
。
本
曲
に
於
て
屡
々
高
音
を
用
ひ
た
る
は
賓
に
此
の
故
に
し
て
、
時

合

¢ 

奇
p1

;

『

I

』
(
「
リ
団3

褪

信
g

[
-
(
 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

二
、
管
絃
楽
付
き
ピ
ア
ノ

コ
ン
セ
ル
ト
、
第
五
（
愛
ホ
長
調
）

本
曲
は
俗
に
帝
王
コ
ン
セ
ル
ト
と
稲
す
。
本
曲
が
其
の
荘
麗
な
る
黙
に
於
て
此
の
曲

精
に
蜀
す
る
他
の
諸
作
を
黙
倒
す
る
事
賓
よ
り
観
れ
ば
此
の
俗
稲
も
亦
故
あ
り
と
謂
ふ

べ
し
。
一
八

0
九
年
の
作
に
係
り
同
一
―
年
初
め
て
ラ
イ
。
フ
チ
ッ
ヒ
に
演
奏
せ
ら
れ
た

り
と
博
ふ
。
然
れ
共
初
め
て
作
家
自
身
の
指
揮
の
下
に
演
奏
せ
ら
れ
た
る
は
―
二
年
ニ

月
ヴ
ィ
ー
ン
市
な
る
慈
善
音
楽
會
の
際
に
し
て
作
者
の
高
弟
な
る
ピ
ア
ノ
の
名
人
ツ
ェ

ル
ニ
ー
之
れ
を
演
奏
せ
り
。

本
曲
に
於
て
作
者
は
前
例
な
き
新
機
軸
を
出
し
た
り
。
即
ち
此
の
曲
閥
に
於
け
る
ピ

ア
ノ
部
と
管
絃
部
と
を
到
等
の
位
置
に
置
き
た
る
一
事
に
し
て
曲
頭
の
敷
節
は
既
に
之

れ
を
明
示
せ
り
。
雨
部
は
初
め
よ
り
輩
獨
な
る
事
な
く
雨
々
相
携
え
て
前
奏
部
を
形
成

せ
り
。
前
奏
部
を
終
る
の
後
初
曲
部
の
第
一
主
想
は
充
賓
せ
る
管
絃
楽
様
式
に
於
て
表

顕
せ
ら
る
。

息カ
デ
ン
ツ

此
の
曲
部
の
終
局
に
近
く
表
は
る
A
伴
奏
附
き
の
終
節
は
此
の
以
前
の
諸
作
に
見
る

如
く
演
奏
者
の
即
興
作
に
放
任
す
る
こ
と
な
し
是
れ
亦
た
本
曲
に
於
て
斬
新
の
貼
な
り

と
す
。此

の
曲
部
の
進
行
中
第
二
の
主
楽
想
は
二
箇
の
ホ
ル
ン
に
現
は
れ
て
沈
静
温
雅
の
美

を
具
ふ
。

に
作
家
は
以
前
の
諸
家
が
到
達
し
得
ざ
り
し
楽
音
の
新
世
界
に
逍
遜
し
て
飽
く
ま
で
其

の
美
を
楽
み
つ
A

あ
る
が
如
き
観
あ
り
。
第
一
曲
部
の
終
局
部
に
於
て
殊
に
然
り
と

す。

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン

三

、

管

絃

楽

シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
第
三
（
イ
短
調
）

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン

(
F
e
l
i
x
M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
'
B
a
rt
h
o
l
d
y
 1
8
0
9
|
1
8
4
7
)

は
獨
逸
ハ

ム
ブ
ル
ク
の
人
幼
に
し
て
紳
童
の
聞
え
あ
り
。
十
五
歳
の
時
短
ハ
調
シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
の

作
曲
に
其
の
天
才
を
表
は
し
て
よ
り
以
来
、
音
楽
の
有
ら
ゆ
る
部
門
に
創
作
し
て
瑯
多

の
作
品
を
出
せ
り
。
竪
楽
に
於
け
る
紳
事
楽
『
エ
リ
ア
ス
』
及
び
『
パ
ウ
ル
ス
』
の
二

者
は
彼
が
不
朽
の
名
作
な
る
が
、
器
楽
に
於
て
も
佳
作
少
か
ら
ず
。
彼
の
楽
は
旋
律
の

艶
美
和
槃
の
豊
麗
、
楽
器
法
の
巧
妙
等
の
長
所
に
よ
り
て
一
時
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

匹
愕
な
り
と
さ
へ
考
へ
ら
れ
し
こ
と
あ
り
き
。
ゲ
ワ
ン
ト
ハ
ウ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指

揮
者
た
り
し
得
意
時
代
に
於
て
殊
に
然
り
と
す
。
然
れ
ど
も
之
れ
に
次
ぐ
反
動
の
時
代

に
於
て
楽
界
は
著
し
く
彼
れ
を
軽
視
す
る
に
至
り
、
現
代
に
於
て
も
尚
ほ
彼
を
最
大
楽

家
中
に
列
せ
ざ
る
者
あ
り
。
然
れ
ど
も
彼
は
要
す
る
に
稀
有
の
天
才
た
る
を
失
は
ず
。

年
経
る
に
従
ひ
て
其
の
員
慣
は
再
び
認
め
ら
る
A

に
至
る
べ
き
か
。

絃
に
奏
す
る
曲
は
一
名
蘇
格
蘭
シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
と
稽
せ
ら
る
A

者
に
し
て

一
八
二
九

年
其
の
創
作
に
着
手
し
た
り
し
が
完
成
せ
る
は
一
八
四
二
年
な
り
。
こ
は
若
年
蕪
図
漫

遊
の
際
に
得
た
る
楽
想
を
基
と
し
て
作
れ
る
者
に
し
て
其
の
主
楽
想
中
に
は
同
國
民
謡

を
其
の
儘
用
ひ
た
り
と
察
せ
ら
る
A

者
あ
り
。
就
中
ス
ケ
ル
ツ
オ
曲
部
の
主
想
の
如
き

は
有
名
な
る
蘇
國
の
歌
調
を
取
り
て
短
調
よ
り
長
調
に
移
し
た
る
者
な
り
。

‘

第
一
曲
部
は
端
厳
な
る
序
節
を
終
る
後
、
八
分
ノ
六
拍
子
の
激
動
せ
る
快
活
調
に
入

る
。
其
の
主
要
な
る
モ
テ
ィ
ー
フ
は
序
節
の
初
め
の
敷
小
節
と
幾
分
の
開
係
を
有
せ

E
tc.
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ヰ

）

只

り

ヰ

．

b

h

.

第
二
の
主
楽
想
は

附
節
を
須
ひ
ず
し
て
第
一
部
分
の
終
局
に
連
る
。

ソ
ッ
ト
ヴ
ォ
ー
チ
ェ

第
一
曲
部
の
第
二
の
部
分
な
る
所
謂
「
開
展
」
は
折
々
微
音
奏
を
交
ふ
れ
ど
も
重

に
激
動
的
情
調
を
表
は
せ
る
者
に
し
て
、

全
部
を
通
じ
て
閲
熟
の
技
巧
を
示
せ
り
。
此

の
部
分
中
、
第
一
主
榮
想
の
饉
来
す
る
に
際
し
、
セ
ロ
が
自
己
の
旋
律
を
表
は
し
、
第

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
二
部
を
形
成
す
る
箇
所
は
最
も
感
興
深
し
。
第
一
部
分
に
附
節
無

き
代
り
に
此
の
曲
部
の
終
局
に
於
け
る
附
節
は
突
進
的
最
強
奏
に
昂
上
し
、
然
る
後
最

弱
奏
に
鎮
静
し
て
終
に
曲
部
の
初
め
に
聞
き
た
る
小
節
に
復
鱚
す
。

第
二
曲
部
の
緩
徐
調
は
短
か
き
序
節
の
後
、
次
の
美
妙
な
る
旋
律
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ

f
f
 

ー

姐

川

』

□日
r目

員

絃
に
旋
律
は
下
八
度
に
於
て
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
美
音
に
重
複
せ
ら
れ
艶
美
を
極
む
。

さ
れ
ど
曲
部
は
暫
く
し
て
最
弱
奏
中
庸
速
度
よ
り
最
強
奏
の
活
躍
調
に
移
り
強
大
な
る

新
し
き
モ
テ
ィ
ー
フ
起
る
。
然
る
に
頓
て
第
一
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
再
び
現
は
れ
て
此
の

度
は
新
た
な
る
一
旋
律
の
伴
奏
的
衆
成
音
の
如
き
観
を
呈
す
。

p
p
 

蜘

帥

罰
泣

督
v 
阿

蜘

血

り゚

岬

狐
四

直

胄

此
の
旋
律
と
好
個
の
劉
照
を
為
す
も
の
は
暫
時
の
後
表
は
れ
来
る
葬
送
進
行
曲
に
類

す
る
旋
律
に
し
て
全
曲
部
の
骨
子
を
な
せ
り
。
本
曲
は
比
較
的
小
の
管
絃
を
以
て
組
成

せ
ら
れ
た
れ
ど
も
能
く
管
絃
楽
の
色
彩
を
表
は
し
た
る
黙
に
於
て
模
範
と
な
す
に
足

る。

四

、

獨

唱

五

、

管

絃

楽

歌
劇
『
ロ
ー
レ
ラ
イ
』
第
一
幕
終
曲
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン

〔
明
治
四
十
二
年
六
月
十
二
日
、
十
三
日
の
「
音
榮
演
奏
曲
目
梗
概
」
を
参
照
。
〕

I. 
P
r
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u
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 F
u
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u
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,
A
b
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rt
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B
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 c
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 Li
vi
ng
 

t

w
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ri
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o
,
 (16

8

5

 t
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 1
7
5
0
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l
e
a
di
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t

h
e
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o
d
e
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f
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h
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h
a
r
d
'
 

w
o
r
ki
ng
 

G
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r
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a
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 m
u
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a
n
,
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t
i
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t

o
 p
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w
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e
n
s
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t

h
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u
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p

o
s
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a
n
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 d
e
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 n
e
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heless w
r
o
ug
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s
u
c
h
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a
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w
i
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h
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h
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 m
o
r
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 w
o
r
k
s
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r
e
 
e
xp
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o
r
e
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a
n
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t

h
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o
r
e
 w
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e
a
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h
e
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t

h
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o
r
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h
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 b
e
a
ut
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a
n
d
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n
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i
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m
u
si
cal 
q
u
a
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t
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p
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o
 u
s
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 Ba

c
h
 p
r
o
v
e
d
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m
s
e
l
f
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h
e
 m
a
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i
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 t
h
r
e
e
 
e
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i
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i

n
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s
c
h
o
o
l
s
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t

e
c
h
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d
e
v
e
l
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m
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r
e
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s
o
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vi
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n
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s
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g
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v
o
l
u
m
e
s
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o
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a
n
 p
i

e
c
e
s
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n
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v
e
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st
y

le,
 an

d
 by
 

hi
s
 We
l
l
,
T
e
mp

e
r
e
d
 C
l
a
vi
c
h
o
r
d
 

a
n
d
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 m
ul
t
i
t

u
d
e
 of
 

s
ui
t

es 
a
n
d
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h
e
r
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i

e
c
e
s
 
for t
h
e
 p
i

a
n
o
f
o
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.
 

T
h
e
 vi
rt
u
o
s
o
 st
u
d
e
nt
 

of
 
t

o
'
d
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i

n
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e
s
e
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h
r
e
e
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ep

art
m
e
nt
s
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k
e
s
 

B
a
c
h
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h
e
 
f
o
u
n
d
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i

o
n
 of
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s
 m
a
st
e
r
s
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p
.
 

B
ut
 

B
a
c
h
 
w
e
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m
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c
h
 

furt
h
e
r
,
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n
d
 
i

n
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s
 c
h
u
r
c
h
 
c
a
nt
at
a
s
 
a
n
d
 
P
a
s
si
o
n
s
 
a
n
d
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n
 hi
s
 

g

r
e
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M
a
s
s
 i
n
 B
 m
i

n
o
r
,
 wr

ot
e
 also 
r
e
m
a
r
k
a
b
l
e
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hi
ng
s
 for c
h
o
r
a
l
 

m
u
si
c
,
 wh

e
r
ei
n
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n
ly

 
t

h
e
 g
r
e
at
 

H
a
n
d
e
l
 c
a
n
 b
e
 p
l
a
c
e
d
 by
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s
 si
d
e
.
 

覧
ン
に
表
は
る
。
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The great distinction of Bach is his treatment of musical 
themes—the consummate vaガetywhich he manages to combine 
with the unity inevitable to the fugue form, where a single subject 
forms about four-fifths of the subject matter. While Schumann 
and his followers occasionally afford a wider range of contrasts 
in the course of any serious extended musical discourse, they 
accomplish this by great changes of key and the introduction 
of radically differing new matter. 

Two technical elements in Bach lie very near to the source 
of his modern acceptability. They are his knack of the chromatic 
and the enharmonic in the tonal mode, and his rhythm. With 
Bach it is not alone the steady sweep of his measure through 
long extended periods, but the endless variety and fancy with 
which he contrasts the rhythmic development within the measure 
and period and the individuality he contrives to impart to his 
secondary voices by means of contrasting rhythms. 

Johann Joseph Abert (born 1832) is a Bohemian musician 
educated at the Prague Conservatory. In 1852 he was contra-
bassist in the Stuttgart court orchestra and became director in 
1867 where he remained until 1888. He has been quite a pro-
ductive composer, his works embracing symphonies, several ope-
ras, overtures, quartets, songs, etc. 

The Bach number on the program consists of a prelude 
from the Well-Tempered Clavier and the great Organ-Fugue in 
G minor. In all the Well-Tempered Clavier there is no other so 
graceful and meditative number as the prelude in C sharp minor 
(transposed by Abert into D minor.) It opens— 

-., ツヽ＼二□
A more complete contrast to the strongly-marked fugue 

could not have been chosen; this was probably Abert's reason 
for combining two pieces from sources so remote. The main 

subject of the fugue is here given: 

ご 1気窄 I因―五正言芯←—
Ever since the piece was first produced it has been very 

popular, as proven by its frequent appearances on the programs 
of orchestras all over the world-

R.R.〔=RudolphErnest Reuter〕

泰

IL Concerto for Piano no. 5, in E flat. 
Beethoven. 

The sobriquet "Emperor" which has been given Beethoven's 
Fifth Piano Concerto is well conceived, for one would look in 
vain in musical literature for a composition in this form which 
must not be accorded a second place in its presence. It was 
composed in 1809, just a century ago. A performance of it is 
stated to have taken place in Leipzig in 1811, but in Vienna it 
was played for the first time under Beethoven's personal direction 
by Czerny, the composer's pupil, at a concert given for the benefit 
of a charity in February, 1812. 

In this concerto Beethoven introduced features absolutely 
new and unprecedented. The very opening measures designate 
it as a composition for the piano and the orchestra, a symphonic 
composition in which both these factors are of equal importance. 
Neither begins alone but both launch out into a prelude together 
after which the first subject of the opening movement is pro-
claimed in massive orchestral style. Another departure from the 
customary is to be found in the accompanied cadenza near the 
end of the movement. It is not left to the performer to improvise 
one, as had invariably been the case heretofore. 
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A secondary subject occuring during the course of the move-
ment attracts by its quiet beauty. It is intoned by two horns: 

届 巳

ì豆五`一
琶 Etc,

Wheras Beethoven formerly had to confine himself to writ-
ing within the limits of the upper c1, his piano not extending 
above that note, he was now able to write up to the highest f 
on his newly acquired instrument, and in the present concerto 
made very much use of the high notes thus placed at his disposal. 
It would seem at times as through he were revelling in the 
beauties of a new region of tone which none before him were 
able to do. At the end of the first movement this is most pro-
minent: 

Etc. 

R.R. 

III. Symphony no. 3 (A minor) 
Mendelssohn. 

This symphony, known as the Scotch, begun in 1829, but 
not finished until 1842, the date on the score, owes its origin 
to musical "impressions de voyage," jotted down while on a tour 
through Scotland which the composer made in his youth. Some 
of the themes were no doubt made use of exactly as Mendels-
sohn must have heard them from the months of the country 
folk, and the theme of the Scherzo is a well-known Scotch tune, 
changed from minor to major. 

The first movement begins with a broad introduction 

severe character, upon which follows an Allegro un poco agitato 

in魯time,the main motif of which bears a certain relation to 
the first bars of the introduction: 

幸 コ

言

コ旨

ふ 今 ’□-
pp 

A charming effect is produced here by the doubling of the 
melody in the lower octave by the low, mellow tones of the 
clarinet, but soon the movement grows from a pianissimo and 
moderate tempo to a fortissimo and an assai animato. A new, 
powerful subject appears: 

三

噌

国

攣
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撰
肖

K
．
茫
宦

器
I

踪

＿ ＿ ユ心一 ＿芦匹讐---
ff 

which, however soon makes way for the reappearance of the 
first motif, though now the latter comes with a superimposed, 
new melody, and is hardly anything more than an accompanying 
figure. 

The second theme : 

V“こ麟望誓己—、

of 

bare of any independent coda leads to the close of the first part. 
The working-out, mostly in an agitato mood, though oftimes 

sotto voce, shows everywhere the hand of the master. An effective 
moment is when at the return of the first theme, the cellos 
give out a new melody of their own, forming a duet with the 
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o
n
e
 a
m
o
ng
 

t

h
e
 g
r
e
at
est
 

of
 th
e
m
.
 

V•F

inale 

f
r
o
m
 t
h
e
 u
n
f
i
ni
s
h
e
d
 o
p
e
r
a
 

"
L
o
r
e
l
e
y
." 

F. 
M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
.
 

〔
明
治
四
十
二
年
六
月
十
二
日
、
十
三
日
の
「
音
楽
演
奏
曲
目
梗
概
」
を
参
照
。
〕

覧
峠
詞
勺
~
ぶ
打
―
‘
―
「

R
.
R
.
 

J
 

E.t
c. 

first
 
vi
oli
n
s
.
 Th

e
 first
 p

a
rt
 
h
a
s
 n
o
 C
o
d
a
 ;
 Me
n
d
e
l
s
s
o
h
n
 i
s
 
t

h
e
r
e
f
o
r
e
 

all 
t

h
e
 m
o
r
e
 
li
beral 
at
 
t

h
e
 
e
n
d
 
of
 
t

h
e
 
m
o
v
e
m
e
nt
,
 

t

hi
s
 C
o
d
a
 

w
o
r
ki
ng
 

up
 

t

o
 a
 r
u
s
hi
ng
 

fort
i

ssi
m
o
 a
n
d
 af
t

e
r
w
a
r
d
 s
u
b
si
di
ng
 

t

o
 

p
i
a
n
o
 a
s
 i
t
 
g

o
e
s
 b
a
c
k
 t
o
 t
h
e
 b
a
r
s
 w
hi
c
h
 w
e
 h
a
v
e
 h
e
a
r
d
 
at
 
t

h
e
 

b
eg
i

n
ni
ng
 

of
 
t

h
e
 m
o
v
e
m
e
nt
.
 

T
h
e
 A
d
ag
i

o
,
 af

t

e
r
 
a
 s
h
o
rt
 i

nt
r
o
d
u
ct
i

o
n
,
 bri

ng
s
 
t

h
e
 f
o
l
l
o
wi
ng
 

b
e
a
ut
i
f
u

l
 me
l
o
d
y
 i
nt
o
n
e
d
 b
y
 all 
of
 
t

h
e
 first
 

vi
ol
i

ns: 

轟
の
こ
ゑ

と
け
い
の
う
た

カ

ラ

ス

ピ
ア
ノ

〔

関

連

記

事

〕

▲
豫
定
の
如
く
春
季
演
奏
會
は
、
雨
日
共
無
事
に
結
了
し
た
。
二
日
目
は
、
朝
来
非

常
な
暴
雨
で
あ
っ
た
が
、

會
衆
は
雨
を
犯
し
て
来
り
、
直
に
満
員
と
な
っ
た
。
此
一

事

を
以
て
見
て
も
、
好
榮
の
氣
風
が
如
何
に
横
溢
し
て
居
る
か
ゞ
分
る
。
音
楽
者
須
＜
奮

励
す
べ
し
で
あ
る
。

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
一
巻
第
五
号
、
明
治
四
十
三
年
五
月
、
三
三
頁
）

八
月
十
三
日

明
治
四
十
三
年
七
月
二
十
五
日
、

講
習
会
開
会
式
閉
会
式

▲
前
琥
の
本
欄
で
報
じ
て
置
い
た
通
り
、
文
部
省
主
催
の
第
二
回
音
楽
夏
期

講
習
會
は
七
月
二
十
五
日
か
ら
三
週
間
本
校
に
於
い
て
開
か
れ
た
。
出
席
者
は

全
國
の
師
範
、
中
學
、
女
學
校
の
敦
諭
、
助
敦
諭
等
五
拾
餘
名
で
、
折
か
ら
倦

怠
を
来
し
易
い
季
節
で
は
あ
り
、
そ
れ
に
掲
て
A

加
へ
て
極
め
て
短
期
の
講
習

で
は
あ
る
に
も
拘
は
ら
ず
豫
期
以
上
の
効
果
を
修
め
る
こ
と
を
得
て
、
八
月
十

三
日
無
事
に
終
了
し
た
。
學
科
及
講
師
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

和

盤

學

敦

授

敦
授

助
敦
授

助
敦
授

猶
開
會
及
閉
會
式
の
演
奏
曲
目
を
左
に
掲
げ
る
。

△
開
會
式
演
奏
曲
目

一
、
唱
歌
（
第
一
部
）

文
部
省
主
催
第
二
回
夏
期

東
京
音
楽
學
校
生
徒

久

野

久

日
日n
 
歌

ピ
ア
ノ

岡紳島

崎

赤

太

絢郎

野

貞

戸
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三

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

二

、

ア

ル

ツ

ェ

ス

テ

ユ

ン

ケ

ル

グ

レ

ッ

ク

乍

J

'

ー

二

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

凋

奏

三

、

猫

唱

デ

イ

テ

ル

リ

ー

ベ

二

、

デ

イ

三

、

ヴ

ェ

ン

四

ピ

ア

ノ

獨

奏

こ
う
ま

ヴ

ン

ダ

ー

シ

ェ

イ

ン

ロ

ー

ゼ

、

デ

ィ

モ

ナ

ー

ト

マ

イ

甲

ロ

マ

ン

ツ

ェ

四

、

ピ

ア

ノ

獨

奏
甲

エ

チ

ュ

ー

ド

、

ソ

。

フ

ラ

ノ

猫

唱

乙

ロ

ー

ゼ

ン

リ

ー

ド

會

甲

、

雁

の

叫

び

露

西

亜

民

謡

…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
旗
野
十
一
郎
作
歌

乙
、
秋
：
·
…•…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
和
蘭
古
陥

吉
丸
一
昌
作
歌

二

、

オ

ル

ガ

ン

猫

奏

(

『

一

音

榮

』

學

友

會

、

第

一

巻

第

八

号

、

明

治

四

十

三

年

八

月

、

二

六

頁

）

ソ
ナ
テ
イ
ナ
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
作

三

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

シ
A
リ
ア
ー
ノ
…
…
•
•

•
•
…
…
…
…
…
…

…
•
…
…
…
…
…
·
·
:
·
:
;
•
ペ
レ
ゴ
レ
ー
、

✓
乍

l

‘

、イ

杉

山

長

谷

夫

業

△
閉
會
式
曲
目

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

ソ

。

フ

ラ

ノ

涸

唱

ペ

ツ

ォ

Jレ

ド

久

野

久

安

藤

憲

卒 た
け
が
り

出
征
兵
士

一

、

合

唱

員

第

部

ツ

キ

認
厨
覧
口
學
友
會
演
奏
曲
目

五
唱
歌

明

治

四

十

三

年

十

月

十

六

日

、

十

七

日

学
友
会
演
奏
会

乙

、

Iレ

ロ

。

フ

デ

ゾ
ル
ヌ

甲

、

（ママ〕

ア

ン

プ

ロ

チ

ュ

絢

ン

作

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

東
京
音
楽
學
校
生
徒

シ

ヨ

ノぐ

紳

戸

四

、

イ

ヒ

グ

ロ

ル

レ

ー
ヒ
ト

ス

ヰ

ッ

ト

r-—^——` 

ユペ

ン

ッ

才

ケル

ルド

イ

ヒ

イ

ン

ダ

イ

ネ

ン

ア

ウ

ゲ

ン

ゼ

ー

六

、

ピ

ア

ノ

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

ニ

部

リ

リ

ー

ユ

ン

ケ

一

、

イ

ム

甲

ア

リ

ア

フ

ロ

ム

タ

ン

ホ

イ

ゼ

ル

ワ

グ

ネ

ル

作

ル

作

寅

ヴ

ィ

エ

ニ

ア

フ

ス

キ

ー

作原

田

潤

シ

ュ

ー

マ

ン

作

ペ

ツ

ォ

ル

ド

第 1部

乙

バ

ル

カ

ロ

ー

ル

シ

ョ
ノぐ

レ

ゲ

ン

ド

ン

作

ン

作

近
江
八
景

舞
へ
や
歌
へ
や

多

久

五、
乙

マ

ヅ

ル

カ

ヘ
ロ
イ
ッ
ク

シ

ョ

ノぐ

明治・大正篇

ヴ

イ

ニ

ア

ウ

ス

キ

ー
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+

、

セ
ミ
ラ
ミ
ス
中
の
カ
ヴ
ア
テ
イ
ナ
・
・
…
…
•

八

、

ピ

ア

ノ

猫

奏

乙
、
。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
·
…
•
•

九

、

ピ

ア

ノ

四

部

合

奏

番

外

ピ

ア

ノ

猫

奏

カ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
：
…
•
•
•
•

猫

唱

及

合

唱

オ
ル
フ
エ
ウ
ス
中
の
一
節
•
…
…
•
•

（

『

＿

音

架

』

學

友

會

、

第

一

巻

第

九

号

、

明

治

四

十

三

年

九

月

、

四

三

頁

）

甲

、

七

、

涸

唱

、

レ

…
ク
ー
ッ

ク

作

シ

ュ

ー

マ

ン

作

會

員

敦

師

ル

ド

ル

フ

ロ

イ

テ

ル

信

寺
En” 

潔

大

塚

淳

JI[ 

上

淳

萩

原

英
シ

ョ

パ

‘‘
 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ノ

ツ

ノ‘
ン

作 作

松

島

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

ロ

ッ

シ

． 

葬 作

中

島

か

ね

ソ

ナ

タ

：

・

…

…

…

…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

•

•
モ
ツ
ア
ル
ト
作

＂ 
立
口

六

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

猫

奏

末

吉

雄

第

林

顕

エ

ス

ハ

ッ

ト

デ

イ

ロ

ー

ゼ

ズ

イ

ツ

ヒ

ベ

ク

ラ

ー

ク

ト

：

・

…

・

：

フ

ラ

ン

乙
、
イ
ム
ヘ
ル
。
フ
ス
ト
：
…
…
…
…
•

五

、

ヴ

ィ

オ

ロ

ン

チ

ェ

ロ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

；

・

フ

ァ
ン
ダ
ン
テ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
ゴ
ル
タ
ー
マ
ン
乍
,1 

ラ

ン

甲

、

ッツ

蔵作作

四

、

凋

唱

澤

崎

定

之

乙

、

イ

ム

、

ヘ

ル

。

フ

ス

ト

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

．．．
 
同

甲

乙

共

に

墜

楽

の

作

曲

に

名

あ

る

大

家

フ

ラ

ン

ツ

(
R
o
b
e
rt
F
r
a
n
z
 1
8
1
5ー

1
8
9
2
)

の

作

な

り

。

甲

の

歌

詞

の

意

は

、

薔

薇

の

花

が

己

の

香

の

消

え

易

き

を

嘆

き

け

る

に

、

詩

人

は

「

さ

な

嘆

き

そ

、

汝

が

香

は

吾

が

歌

に

う

つ

り

て

長

し

え

に

消

え

ざ

る

べ

し

」

と

慰

め

た

り

と

云

ふ

な

り

。

乙

は

秋

の

日

に

友

無

く

し

て

獨

り

さ

ま

よ

ふ

心

の

淋

し

さ

を

歌

へ

り

。

一

、

合

唱

エ

ス

、

ハ

ッ

ト

、

デ

イ

、

フ

ラ

ン

ツ

作

崎

ロ

ー

ゼ

、

ズ

イ

ツ

ヒ

、

ベ

ク

ラ

ー

グ

ト

杉

山

長

谷

夫

シ
A

リ
ア
ー
ノ
…

…

…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
；
・
ペ
ル
ゴ
レ
ー
ジ
作

曲

の

原

作

者

(
P
e
r
g
o
l
e
si

,

1
7
1
0ー

1
7
3
6
)
は

伊

太

利

ナ

ポ

リ

派

の

天

才

あ

る

作

曲

家

な

り

。

シ

A
リ

ア

ー

ノ

は

伊

太

利

シ

A
リ

ア

の

民

謡

を

基

と

な

せ

る

牧

歌

的

の

曲

に

し

て

、

も

と

磐

楽

の

曲

な

る

を

フ

ラ

ン

ツ

、

リ

ー

ス

が

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

に

直

せ

る

も

の

な

り

。

四
、
獨
唱

甲

、

澤

鱈

鱈
演
奏
曲
目
梗
概
（
謬
這
紅
月
）

定

之

會

員

甲
、
雁
の
叫
び
…
•
•
…
…
…
…
…
•
…
·
…
…
…
…
…
…
·
:
·
：
亨
鯰

I

至
恥
疇

乙

、

秋

和

蘭

古

謡

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

吉

丸

一

昌

作

歌

「

雁

の

叫

び

」

は

露

西

亜

の

有

名

な

る

民

謡

に

し

て

、

其

の

曲

節

は

一

種

陰

鬱

な

る

國

民

的

色

彩

を

帝

べ

り

。

「

秋

」

は

和

蘭

の

古

謡

に

し

て

、

其

の

調

の

軽

快

な

る

前

者

と

好

封

照

を

な

せ

り

。

二

、

オ

ル

ガ

ン

獨

奏

安

藤

憲

ソ
ナ
テ
イ
ナ
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
作

ア

ウ

グ

ス

ト

、

ラ

イ

ン

ハ

ル

ト

(
A
u
g
u
st

R
ei
n
h
a
r
d
)
は

最

近

獨

逸

の

オ

ル

ガ

ン

家

に

し

て

、

其

の

著

は

せ

る

敦

則

本

多

し

、

本

曲

は

作

品

三

十

八

中

第

一

番

の

長

ハ

調

ソ

ナ

テ

イ

ナ

な

り

。

三

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏
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五

、

ヴ

イ

オ

ロ

ン

セ

ロ

獨

奏

林

頸

蔵

ア
ン
ダ
ン
テ
…
•
•
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…・
・
ゴ
ル
タ
ー
マ
ン
作

ゴ
ル
タ
ー
マ
ン

(
G
e
o
r
g
E
d
u
a
r
d
 G
o
l
te
r
m
a
n
n
 1
8
2
4ー

1
8
9
8
)

は
獨
逸
の
有
名

な
る
セ
ロ
奏
者
に
し
て
、
又
巧
み
な
る
作
曲
家
な
り
。
本
曲
は
其
の
セ
ロ
コ
ン
セ
ル

ト
第
五
中
の
中
部
進
行
に
し
て
、
ア
ン
ダ
ン
テ
は
緩
徐
な
る
進
行
と
い
ふ
程
の
義
に

過
ぎ
ず
。

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

雄

二

ソ
ナ
タ
•
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
•
モ
ツ
ア
ル
ト
作

楽
聖
モ
ツ
ア
ル
ト

(

W
.

A
.
 M
o
z
a
r
t
 17
5
6ー

1
7
9
1
)

の
作
は
其
の
旋
律
の
優
麗
温

雅
な
る
黙
に
於
て
、
今
日
も
尚
楽
界
に
愛
賞
せ
ら
る
。
本
曲
は
そ
の
敷
多
き
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
中
に
佳
良
に
し
て
短
ホ
調
の
も
の
な
り
。

七

、

獨

唱

中

島

か

ね

「
セ
ミ
ラ
ミ
ス
」
中
の
カ
ヴ
ァ
テ
イ
ナ
・
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ロ
ッ
シ
ニ
作

「
セ
ミ
ラ
ミ
ス
」
は
伊
太
利
歌
劇
界
の
名

家

ロ

ッ

シ

ニ

(
G
io
a
c
c
h
in
o
R
o
s
s
in
i
 

1
7
9
2ー1
8
6
8
)
の
作
~
れ
る
歌
劇
に
し
て
、
バ
ビ
ロ
ン
の皇
后
セ
ミ
ラ
ミ
ス
の
事
を
筋

と
な
せ
り
。
カ
ヴ
ァ
テ
イ
ナ
と
は
歌
劇
中
の
短
か
き
歌
調
の
意
味
に
し
て
、
此
歌
調

は
装
飾
昔
及
細
分
昔
符
を
多
く
含
め
る
、
所
謂
ブ
ラ
ヴ
ー
ル
ア
リ
ア
に
島
す
。
即
ち

ア

ル

ト

古
き
伊
太
利
式
の
歌
劇
に
屡
々
存
す
る
虞
の
華
美
な
る
旋
律
也
。
歌
者
は
中
昔
に
し

て
ア
ル
サ
ー
ゼ
ス
と
云
ふ
勇
敢
な
る
将
軍
が
、

皇
女
ア
ゼ
ー
マ

に
封
す
る
愛
慕
の
情

を
述
ぶ
る
箇
所
也
。

八

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

松

島

葬

ィ

甲
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

バ
ッ
ハ
乍

乙
、
。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
・
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ
ョ
パ
ン
作

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
は
空
想
曲
と
も
繹
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
厳
密
な
る
作
法
に
由
ら
ざ

る
器
楽
曲
の
義
な
り
。
即
ち
本
曲
を
作
れ
る
楽
聖
バ
ッ
ハ
(
J
.
S
.
 Ba

c
h
 1
6
8
5ー

1
7
5
0
)

の
頃
に
は
一
定
の
作
法
に
従
へ
る
フ
ー
ゲ
に
封
し
て
自
由
な
る
曲
髄
を
指
し

た
る
な
り
、
。
フ
レ
リ
ュ
ド
は
前
奏
曲
の
義
に
し
て
、
或
る
長
き
曲
の
前
に
奏
す
る
曲

な
り
。
作
家
シ
ョ
パ
ン
（
F
汰
cler
ic
F
r
a
n
c
;
o
is
 C
h
o
pi
n
 1
8
1
0ー

1
8
4
9
)

は
ボ
ー
ラ

ン
ド
生
れ
の
洋
琴
家
に
し
て
、
其
の
作
品
は
今
日
ピ
ア
ノ
曲
の
最
も
秀
美
な
る
も
の

末

吉

と
し
て
名
高
し
。

九
、
。
ヒ
ア
ノ
四
部
合
奏

2
.
 P

i

e
r
ot
 

3
.
 A

r
e
l
e
q
 ui
n
 

シ

ュ

ー

マ

ン

作

萩

原

英

一

川

上

淳

大

塚

淳

セ

ロ

信

時

潔

ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
イ
オ
ラ
、
セ
ロ
、
と
の
合
奏
よ
り
成
る
、
所
謂

P
ia,

n
o
,q
u
a
r
te
t
は
近
頃
の
楽
界
に
歓
迎
せ
ら
る
A

合
奏
な
り
。
シ

ュ
ー
マ
ン
(
R
.
S
c
h
u
,
 

m
a
n
n
 1
8
1
0ー

1
8
5
6
)

の
作
E

に
は
此
の
如
き
も
の
只

一
曲
あ
り
。
絃
に
奏
す
る
作
品

四
十
七
愛
ホ
長
調
の
も
の
即
是
な
り
。

番

外

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

敦

師

ル

ド

ル

フ

、

ロ

イ

テ

ル

カ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
マ
ン
作

シ
ュ
ー
マ
ン
の
洋
琴
曲
の
秀
で
た
る
も
の
は
皆
若
年
期
の
作
な
り
。
絃
に
奏
す
る
カ

ー
ナ
ヴ
ァ
ル
（
謝
肉
祭
）
も
そ
の
一
に
し
て
、
作
品
の
第
九
に
位
し
一
八
―
―
―
四
ー
三

五
年
に
作
曲
し
、
一
八
三
七
年
世
に
現
は
れ
た
り
、
こ
は
廿
二
の
短
か
き
曲
を
集
め

た
る
も
の
に
し
て
、
そ
の
創
作
の
由
来
は
シ
ュ
ー
マ
ン
自
身
の
言
に
由
れ
ば
次
の
如

し。彼
の
楽
友

M
iss
E
r
n
e
s
tin
e
 v
.
 Fr

ic
k
e
n
と
云
ふ
人

A
s
c
h

と
言
ふ
都
會
に
住

み
居
た
る
が
、
此
の

A
s
c
h

と
云
ふ
文
字
が
偶
然
に
も
幸
日
階
中
の
幸
日
名
の
み
を
含

み
、
且
つ

S
c
h
u
m
a
n
n
自
身
の
中
に
存
す
る
文
字
の
み
よ
り
成
れ
り
と
云
ふ
理
由

よ
り
、
そ
の
諸
音
を
基
と
せ
る
曲
を
幾
つ
か
作
り
み
ん
と
の
考
を
起
し
、
一
っ
宛
特

別
の
意
味
も
無
く
作
り
た
る
が
、
そ
の
完
成
せ
る
時
が
恰
も
一
八
三
五
年
の
謝
肉
祭

の
時
に
雷
れ
る
を
以
つ
て
、
之
れ
を
集
め
た
る
全
陣
胆
に
謝
肉
祭
の
名
を
冠
せ
し
め
た

る
な
り
と
云
ふ
。
彼
は
ま
た
友
人

M
o
s
c
h
e
l
e
s

に
宛
て
た
る
書
翰
の
う
ち
に
述
べ

て
日
く
『
曲
の
標
題
は
後
よ
り
付
け
た
る
な
れ
ど
も
、
音
楽
は
賓
際
そ
の
意
味
を
現

は
し
居
る
に
非
ず
や
』
と
然
り
彼
の
云
ふ
如
く
本
曲
は
自
ら
謝
肉
祭
に
於
け
る
椴
面

舞
踏
者
の
歓
楽
を
描
き
出
し
た
る
も
の
と
し
て
聞
く
を
得
べ
し
。
廿
二
曲
の
題
名
次

の
如
し

1. 
P
r
e
a
m
b
u
l
e
 

4
.
 V

a
l
se 
n
o
b
l
e
 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ヴ
ィ
オ
ラ

ピ
ア
ノ

5
.
 E

u
s
e
,
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b
i

u
s
 

Papillons 

．
 

r
m
a
 

6
.
 

F
l
o
r
e
st
a
n
 

7
.
 

C
oq

u
e
tte
 
8
.
 R
e
p
li
q

u
e
 
9
.
 

S
p
hi
n
x
e
s
 
1
0
.
 

1
1. A.
S
.C
.H
.S
.C•H

.A. 

(
L
e
ttres 
D
a
n
s
a
n
tes) 
1
2
.
 

C
h
ia, 

1
3
.
 C

h
op
i

n
 
1
4
.
 E

st
rella 
1
5
.
 R

e
c
o
n
n
ai
s
s
a
n
c
e
 
1
6
.
 P

a
nt
a
l
o
n
 

e
t
 Co
l
o
m
b
in
e
 

1
7
.
 

A
l
l
e
m
a
n
d
e
 

1
8
.
 

P
a
g
a
n
in
i
 
1
9
.
 

A
v
e
u
 
2
0
.
 

P
r
o
m
e
n
a
d
e
 
2

1. 
P
a
u
se 
2
2
.
 

M
a
r
c
h
e
 d
e
s
 
D
a
vi
d
sbii
n
d
l
e
r
 

此
う
ち
い
は
前
奏
曲
に
し
て
、
そ
の
他
の
曲
の
標
題
は
重
に
恨
面
舞
踏
會
に
出
席
せ

る
人
名
な
り
。
即
ち
切
③
個
等
の
如
し
。
中
に
は
彼
の
友
な
り
し
音
楽
家
の
賞
名
も

あ
り
固
⑥
⑫
の
如
き
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
結
社
の
友
人
及
⑬
⑱
の
如
き
人
名
の
名
も
あ
り
又

前
述
の
フ
リ
ッ
ケ
ン
嬢
は
エ
ス
ト
レ
ラ
て
ふ
名
前
に
て
⑭
に
入
れ
り
。

mの
コ
ケ
ッ

ト
は
誰
を
指
し
た
る
や
明
な
ら
ず
。
斯
の
如
き
人
名
の
他
に
舞
踏
會
に
起
れ
る
事
件

を
標
題
に
し
た
る
も
の
あ
り
⑬
の
再
遇
⑲
の
愛
の
誓
⑳
の
逍
遥
幻
の
舞
踏
の
休
止
等

の
如
し
。
是
れ
等
の
曲
の
間
に
園
舞
曲
の
響
聞
ゆ
④
高
尚
な
る
ワ
ル
ツ
⑬
獨
逸
の
ワ

ル
ツ
等
の
如
し
。
⑪
は
A
、
S
、
C
、
H
、
の
四
文
字
が
自
ら
騒
が
し
く
舞
踏
し
幽

震
の
如
く
消
さ
る
岡
の
蝶
々
は
彼
の
作
品
第
二
の
蝶
々
曲
の
思
ひ
出
の
如
く
疾
過

し
、
又
⑥
に
於
て
は
蝶
々
曲
の
第
一
番
の
一
節
を
そ
の
儘
挿
入
せ
り
。
最
後
の
曲
は

「
俗
人
等
に
封
す
る
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
結
社
員
の
進
行
曲
」
と
呼
ば
る
A

も
の
に
し
て
、

俗
人
の
象
徴
と
し
て
獨
逸
の
古
き
老
父
踊
り
の
曲
を
用
ゐ
た
り
。
本
曲
は
四
分
の
三

拍
子
に
し
て
進
行
曲
の
拍
子
を
具
へ
た
る
も
の
に
し
て
、
輩
に
一
種
諧
諒
象
徴
的
の

意
味
を
現
は
せ
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
。
⑨
の
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
は
休
止
符
の
み
よ
り
成

り
た
る
曲
に
し
て
i
県
の
無
言
曲
な
る
が
、
何
人
を
指
し
た
る
か
は
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の

如
く
不
可
解
な
り
。

+
、
獨
唱
及
合
唱

會

員

歌
劇
オ
ル
フ
エ
ウ
ス
中
の
一
節
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
…
…
・
・
・
グ
ル
ッ
ク
作

本
合
唱
は
グ
ル
ツ
ク

(
C
.

W
.
 
G
l
u
c
k. 
1
7
1
4
,
1
7
8
7
)

の
名
作
歌
劇
オ
ル
フ

エ
ウ
ス

の
最
終
幕
中
の
合
唱
な
り
。
舞
豪
は
愛
の
紳
ア
モ
ー
ル
の
殿
堂
の
前
、
絃
に
オ
ル
フ

ェ
ウ
ス
、
オ
イ
リ
デ
イ
ケ
の
夫
妻
は
牧
童
牧
女
等
の
群
と
と
も
に
、
愛
紳
に
感
謝
讃

ア

ル

ト

ソ

プ

ラ
ノ

美
の
磐
を
揚
ぐ
。
第
一
の
中
昔
獨
唱
は
オ
ル
フ
エ
ウ
ス
第
二
の
高
昔
獨
唱
は
愛
紳
、

第
三
の
高
昔
は
オ
イ
リ
デ
イ
ケ
の
詞
な
り
。
獨
唱
の
間
に
牧
童
等
相
和
し
て
合
唱

す
。
曲
の
終
り
に
近
く
に
及
び
歓
呼
愈
々
急
迫
し
墜
極
ま
ら
ん
と
し
て
綾
か
に
止

▲
學
友
會
の
演
奏
會
會
長
閣
下
初
め
諸
先
生
の
懇
篤
な
る
御
指
導
と、

會
員
諸
君

の
熱
誠
に
よ
っ
て
、
豫
期
以
上
の
成
功
を
畢
げ
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
學
友
會
の
た

め
に
大
い
に
賀
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
、
一
閥
今
度
の
演
奏
會
は
、
附
帯
事
業
と
し
て
、

雑
誌
や
紀
念
縮
葉
書
や
で
従
来
に
な
い
試
み
を
や
る
の
で
、
ど
ん
な
結
果
を
生
ず
る
だ

ら
う
か
と
、
蔭
な
が
ら
心
配
し
た
も
の
だ
。
そ
れ
が

二
日
と
も
あ
の
や
う
な
雨
天
に
も

拘
ら
ず
、
箱
葉
書
も
賣
り
切
れ
雑
誌
も
残
り
少
な
く
な
つ
て
、
大
方
は
、
帝
都
の
好
楽

の
子
女
の
手
に
渡
っ
た
の
で
、
今
度
大
い
に
我
が
校
の
主
張
抱
負
を
世
人
の
脳
裏
に
植

え
込
む
に
い
ぇ
機
會
を
捉
へ
得
た
こ
と
を
慶
ぶ
次
第
で
あ
る
。

常
日
来
聰
し
た
人
々
に
就
い
て
其
の
感
想
を
訊
い

て
見
る
に
、
少
し
も
西
洋
楽
に
接

し
た
こ
と
の
な
い
人
で
す
ら
、
流
石
に

Inte
r
n
a
ti
o
n
a
l
l
a
n
g
u
a
g
e

だ
け
あ
っ
て
簡

輩
な
旋
律
に
は
、
餘
程
歓
楽
を
覺
え
た
と
云
つ
て
ゐ
る
。
況
ん
や
、
時
々
接
す
る
事
の

フ
ェ
ー
ヴ
ヲ
ラ
プ
ル

機
會
の
あ
っ
た
も
の
は
、
一
層
洋
楽
の
た
め
に
良
好
な
印
象
を
刻
ま
れ
て
奏
楽
堂

を
出
た
に
違
ひ
な
い
。
賓
に
愉
快
だ
。
来
年
か
ら
は
春
秋
二
期
に
學
友
會
の
演
奏
も
開

か
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
其
の
都
度
機
會
を
利
用
し
て
一
般
の
趣
味
と
洋
楽

と
の
距
離
を
縮
少
す
る
に
力
め
た
い
も
の
だ
。

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
一
巻
第
十
号
、
明
治
四
十
三
年
十
月
、
ニ
ー
頁
）

明
治
四
十
三
年
十
月
十
八
日
ー
ニ
十
日

●
男
子
部
演
奏
旅
行
記
事

十
月
十
八
日
（
東
京
ー
高
崎
ー
前
橋
）

夜
前
ま
で
シ
ト
／
＼
と
降
つ
て
居
た
糠
雨
が
カ
ラ
リ
と
睛
れ
て
、
今
日
は
お
誂
へ
向

き
の
音
楽
日
和
。
雨
を
富
て
込
み
に
猜
織
つ
て
行
っ
た
マ
ン
ト
の
下
に
汗
を
掻
き
乍

ら
、
本
居
、
原
田
の
雨
先
生
を
頭
に

一
行
―
―
―
十
三
人
ズ
ラ
リ
と
、
絃
は
高
崎
停
車
場
前

の
廣
場
に
並
ん
だ
の
が
午
前
八
時
四
十
六
分
。
高
等
女
學
校
か
ら
迎
ひ
に
来
て
呉
れ
た

人
の
後
ろ
に
つ
い
て
靴
先
き
軽
く
小
石
を
蹴
乍
ら
澄
ん
だ
秋
の
大
氣
の
中
を
練
つ
て
行

む。

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
一
巻
第
九
号
、
明
治
四
十
三
年
九
月
、
三
七
頁
）

学
友
会
演
奏
旅
行
（
男
子
部
）

305 第 2章 明治31年～45年 8月 (1898~1912)



甲
、
モ
デ
ラ
ー
ト
、
ア
ッ
サ
ー
イ

乙
、
ア
ン
ダ
ン
テ

短
二
調
（
作
品
第
七
十
）
…
…
…
…
…
：
・・
・
・
・
・
・
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
作
曲

二
、
洋
琴
司
伴
楽

甲
、
悩
み
あ
る
も
の
は
幸
な
り

乙
、
紳
よ
、
吾
に
敦
へ
よ

教

師

ロ

イ

バ
リ
ト
ン
獨
唱
研
究
生

く
と
往
来
の
人
が
物
珍
し
げ
に
軒
下
ヘ
イ
ん
で
、

が
ニ
コ
／
ヽ
と
笑
つ
て
居
た
。

學
校
に
は
前
橋
の
大
西
君
が
出
張
し
て
呉
れ
て
何
か
に
と
世
話
を
燒
い
て
呉
れ
た
、

午
前
十
時
と
云
ふ
に
同
校
の
講
堂
で
生
徒
諸
嬢
を
悶
衆
と
し
て
開
演
、
豫
定
の
曲
目
が

滞
り
無
く
涜
ん
で
ホ
ツ
と
息
を
吐
い
た
の
が
正
午
十
二
時
、
拍
室
で
賓
飯
を
緊
せ
ら
れ

て
直
ち
に
同
校
を
出
る

前
橋
で
は
同
地
主
催
者
の
好
意
で
停
車
場
か
ら
直
ぐ
車
へ
乗
せ
て
呉
れ
た
流
石
は
共

進
會
の
開
催
中
と
あ
っ
て
、
町
の
家
並
が
は
り
切
れ
る
程
人
が
は
い
つ
て
居
た
。
會
場

は
共
進
會
内
の
講
堂
、
主
催
は
群
馬
縣
師
範
學
校
音
楽
研
究
會
、
各
學
校
生
徒
諸
君
千

有
餘
名
の
聰
衆
を
前
に
、
小
學
唱
歌
か
ら
「
浦
の
明
け
暮
れ
」
ま
で
無
慮
十
二
番
の
演

奏
が
終
へ
る
と
、
前
橋
の
夜
は
和
か
に
暮
れ
て
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
燦
然
と
輝
き
出

す
。
午
後
六
時
半
演
奏
の
義
務
を
終
へ
て
一
同
住
吉
屋
、
岩
六
と
云
ふ
に
分
れ
て
引
き

揚
る
。
制
服
を
浴
衣
に
代
へ

畳

の
上
に
横
に
な
っ
て
頻
り
に
痛
快
が
り
乍
ら
、
内
田
奮

先
生
と
大
西
君
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
林
檎
と
餞
頭
と
を
遠
慮
な
く
頂
戴
し
た
。
此
夜
理
事

の
う
ち
か
ら
「
大
久
保
」
と
「
青
山
」
と
か
先
疲
隊
と
し
て
伊
香
保
へ
立
つ
。
〔
後
略
〕

（
『
音
榮
』
學
友
會
、
第

一
巻
第
十
号
、
明
治
四
十
三
年
十
月
、
ニ
ニ
頁
）

明
治
四
十
―

l

一
年
十
一
月
二
十
六
日
、

明
治
四
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日
（
日
曜
日
）

昔

楽

演

奏

曲

目

一
、
獨
唱
、
合
唱
及
び
管
絃
楽

二
十
七
日

テ

lレ

ラ

ー

ム

ス

作

曲

丸

一

昌

闘

歌

第
二
十
三
回
定
期
演
奏
会

東
京
一
音
楽
學
校

u

ブ吉

獨
逸
平
手
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

清
水
金
太
郎

一
行
の
顔
に
は
愉
快
と
得
意
の
表
情

I
I
I
.
 

I
I
.
 

「 六
、
管
絃
楽

五
、
女
盤
三
部
合
唱

ブ

甲
、
清
流
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
武

ブ

乙
、
述
懐
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
武

歌
劇
『
オ
ベ
ロ
ン
』
の
序
曲
…
…
…
…
…
…
…
ウ

P
r
o
g
r
a
m
m
e
 

E
i

n
 d
e
ut
s
c
h
e
s
 
R
e
q
ui
e
m
…

…

…

…

…

…

…

…

…

・
:
B
r
a
h
m
s
.
 

for 
S
o
li

,
 

C
h
o
r
u
s
 a
n
d
 O
r
c
h
e
st
r
a
.
 

a
.
 Seli
g

 

si
n
d,
 di

e
 d
a
 L
ei
d
 trag

e
n
.
 

b•Herr

, 

lehre 
d
o
c
h
 m
i

c
h
.
 

B
a
ri
t

o
n
 S
o
l
o
.
 

Mr•K

. 

S
hi
m
i

d
z
u
.
 

C
o
n
c
e
rt

o
 for 
Pi
a
n
o
 a
n
d
 O
r
c
h
e
st

r
a
 i
n
 D
 m
i

n
o
r
.
 

………………………………………•………

••Rub

ins
tem

. 

a
.
 M

o
d
e
r
at
o
 assai
 

b
.
 A

n
d
a
nt
e
 

P
r
of

.
 

R
e
ut
er 

1
 er
 

S
ui
t

e
 L

'A
r
l
e
si
e
n
n
e
 f
o
r
 O
r
c
h
e
st

ra・
…

…

…

…

・
:
Bi

zet
.
 

ブ吉

『
オ
デ
ィ
ッ
セ
ウ
ス
』
中
の
歌
調
…
…
…
…
…

ヱ

ヽ
ノ‘

ー
作
曲

ラ

ー

ム

ス

作

曲

島

又

次

郎

作

歌

ラ

ー

ム

ス

作

曲

島

又

次

郎

作

歌

丸ル

ーツ

フ
乍
曲

楓
繹
歌

四

、

猫

唱

本

科

生

徒

中

島

か

ね

第 1部

甲
、
。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド

乙
、
ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト

丙
、
ア
ダ
ー
ジ
ョ

丁
、
カ
リ
ヨ
ン

明治・大正篇

三
、
管
絃
楽

〔

マ

マ

〕

ス
ヰ
ト
「
ラ
レ
ジ
ェ
ン
ヌ
」
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ビ

ゼ

6
 ゜

3
 

ー
作
曲



●
―
音
楽
學
校
演
奏
會

東
京
―
音
楽
學
校
の
秋
季
演
奏
會
は
廿
六
、
七
の
雨
日
午
後
二
時
か
ら
催
さ
れ
る
と
の

事
で
記
者
は
廿
六
日
に
聴
き
に
行
っ
た
、
第
一
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
獨
逸
平
和
曲
で
研
究

生
の
清
水
金
太
郎
氏
が
バ
リ
ト
ン
で
獨
唱
し
之
に
合
唱
と
管
絃
楽
を
付
け
た
曲
は
先
づ

陰
欝
な
調
子
に
始
ま
つ
て
漸
次
不
安
の
調
子
が
高
く
な
り
最
後
に
齢
然
と
し
て
明
快
な

旋
律
に
終
る
の
で
演
奏
者
の
力
強
い
豊
富
な
肉
磐
は
能
＜
其
心
持
を
現
は
し
て
居
た
但

し
作
歌
は
甚
だ
拙
い
も
の
で
リ
ズ
ム
を
埋
め
る
第
め
同
じ
語
ば
か
り
を
繰
返
し
て
居
る

の
も
感
服
出
来
ぬ
、
第
二
は
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
作
曲
の
ピ
ア
ノ
司
伴
楽
で
ロ
イ
テ

ル
教
授
の
演
奏
は
賓
に
聞
惚
れ
て
了
ふ
程
の
巧
さ
で
殊
に
終
り
に
近
く
最
強
部
に
な
る

虚
な
ど
雄
勁
に
し
て
濶
達
と
で
も
謂
ふ
の
だ
ら
う
、
第
三
は
ビ
ゼ
ー
の
管
絃
楽
で
第
一

ス
ヰ
ト
ラ
ル
レ
ジ
ェ
ン
ヌ
、
之
は
殊
に
前
奏
と
カ
リ
ヨ
ン
と
が
面
白
か
っ
た
、
第
四

は
此
前
の
演
奏
會
で
評
判
を
取
っ
た
中
嶋
カ
ネ
子
の
蜀
唱
で
ブ
ル
ッ
フ
の
「
オ
デ
ュ
ッ

あ

り

あ

セ
ウ
ス
」
の
中
の
詠
嘆
調
を
歌
っ
た
が
此
前
と
は
違
つ
て
ズ
ツ
と
聞
劣
り
が
し
た
斯
出

来
不
出
来
が
あ
る
様
で
は
困
る
、
第
五
の
女
墜
三
部
合
唱
は
二
つ
と
も
不
出
来
で
殆
ど

何
等
の
感
興
も
無
か
っ
た
、
第
六
の
管
絃
楽
は
ウ
エ
ー
ベ
ル
の
「
オ
ベ
ロ
ン
」
の
序
曲

こ
ん
だ
く
と

で
曲
も
良
い
が
演
奏
も
整
つ
て
非
常
に
良
か
っ
た
而
し
て
ユ
ン
ケ
ル
敦
授
の
指
揮
も
如

何
に
も
目
覺
し
い
も
の
だ
と
思
っ
た
斯
く
て
午
後
四
時
半
散
會
し
た

（
『
時
事
新
報
』
明
治
四
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日
）

V
I. 

V
.
 

I
V
.
 

a
.
 Prelude
.
 

b
.
 Mi

n
u
ett
e
.
 

c
.
 A

d
ag
i

o
.
 

d
.
 

Carillon
.
 

A
n
a
 f
r
o
m
 Odysseus•………………………………Bruch

. 

Mi

ss 
K
.
 Na

k
aj

i

m
a
.
 

F
e
m
a
l
e
 C
h
o
r
u
s
e
s
 for t
w
o
 H
o
r
n
s
 a
n
d
 H
a
r
p
:
 .. 
B
r
a
h
m
s
.
 

a
.
 G

r
e
et

i

n
g
s.
 

b
.
 S
o
n
g
 f
r
o
m
0
s
si
a
n
's
 Fi
n
g
al. 

O
v
e
rt
u
r
e
 t
o
 
Oberon•……………………………•••Weber

. 

[
「
昔
榮
演
奏
曲
目
梗
概
第
十
二
」
欠
゜
〕

東
京
音
楽
學
校
演
奏
會

…
東
京
音
楽
學
校
に
於
て
十
一
月
廿
六
七
日
午
後
二
時
よ
り
開
會
す
曲
目
左
の
如
し

〔
曲
目
省
略
〕

嘗
日
は
空
前
の
大
曲
を
上
場
さ
れ
た
平
和
曲
は
ブ
ラ
ム
ス
の
傑
作
で
羅
馬
曹
敦
の
祈

疇
曲
清
水
君
の
整
に
は
頗
る
適
掌
で
同
君
の
熟
練
に
一
入
の
妙
味
を
装
揮
し
た
が
素
人

受
の
せ
ぬ
曲
で
あ
る
と
繹
歌
で
あ
つ
て
併
も
邦
語
的
の
猿
昔
で
な
い
為
で
も
あ
っ
た
が

一
部
の
聴
衆
に
は
物
足
り
な
く
思
は
せ
た
ら
し
か
っ
た
。
ロ
イ
テ
ル
敦
師
の
ピ
ア
ノ
は

嘗
日
の
最
大
聴
き
者
で
西
欧
の
音
楽
を
解
さ
ゞ
る
人
に
迄
非
常
な
感
動
を
輿
へ
た
。
管

〔

マ

マ

〕

絃
楽
「
ス
ヰ
ト
ラ
レ
ジ
ェ
ン
ヌ
」
は
佛
の
ビ
ゼ
ー
氏
の
作
曲
に
係
り
三
幕
五
場
の
メ

ロ

〔

マ

マ

〕

モ
ド
ラ
ス
曾
て
巴
里
ヴ
ォ
ー
ヴ
ィ
ル
座
に
上
場
し
て
大
喝
采
を
博
し
た
る
も
の
筋
は
フ

レ
デ
リ
ー
と
云
へ
る
農
夫
ア
ー
ル
生
れ
の
小
女
と
相
愛
の
中
と
な
る
も
フ
レ
デ
リ
ー
の

母
是
れ
を
許
さ
ず
結
果
フ
レ
デ
リ
ー
は
遂
に
狂
氣
す
母
大
に
驚
い
て
結
婚
を
許
す
に
至

り
し
も
其
時
已
に
遅
し
小
女
は
失
懸
の
餘
り
高
塔
よ
り
身
を
投
じ
て
死
し
た
る
後
な
り

し
と
云
ふ
悲
劇
で
非
常
な
出
来
榮
え
。
オ
デ
イ
セ
ス
は
愛
情
の
籠
っ
た
よ
き
曲
で
あ
る

が
ペ
ツ
敦
師
の
整
癖
表
情
を
其
儘
模
倣
さ
れ
た
為
め
（
無
理
も
な
い
こ
と
だ
が
）
ス
タ

〔

マ

マ

〕

ッ
カ
ト
ー
の
多
い
謡
ひ
廻
し
が
園
語
に
劉
し
て
最
も
不
調
和
に
聞
こ
え
た
が
無
論
大
喝

采
で
賓
際
よ
か
っ
た
。
管
絃
楽
「
歌
劇
オ
ベ
ロ
ン
の
序
曲
」
獨
の
大
家
ウ
エ
ー
バ
ー
の

作
、
魔
王
オ
ベ
ロ
ン
其
女
王
と
不
和
を
生
じ
人
の
世
に
あ
ら
ゆ
る
誘
惑
に
打
勝
つ
者
を

得
ざ
る
中
は
相
見
え
ず
と
約
し
小
魔
。
ハ
ッ
ク
を
し
て
汎
く
人
の
世
を
探
し
遂
に
騎
士
ユ

オ
ン
を
得
て
女
王
と
握
手
す
と
云
ふ
筋
で
上
乗
の
出
来
で
敬
服
の
至
り
だ
併
し
か
く
な

る
と
「
清
流
」
や
「
述
懐
」
が
賓
に
ツ
マ
ラ
ナ
ク
見
え
て
頗
る
不
調
和
に
思
は
れ
た
は

吾
人
の
僻
見
だ
ろ
ふ
か

（
『
昔
榮
界
』
第
四
巻
第
一
号
、
明
治
四
十
四
年
一
月
、
七
二
頁
）

明
治
四
十
四
年
三
月
二
十
五
日
卒
業
式

明
治
四
十
四
年
三
月
廿
五
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時

卒

業

證

書

授

呉

式

順

序

東

京

音

楽

學

校
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乙 甲

常

第

一

報

告

一
卒
業
證
書
授
輿

一

校

長

告

辮

一
文
部
大
臣
祝
窮

一
卒
業
生
穂
代
謝
僻

第

一
ピ
ア
ノ
凋
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
甲
師
範
科
卒
業
生

短
へ
調
ロ
ン
ド
（
ソ
ナ
タ
の
第
三
章
）
…
…
…
…

二
獅
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
・
槃
楽
部
卒
業
生

カ
ヴ
ア
テ
ィ
ナ
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ロ
ス
ス
イ
ニ
作
曲

一
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
·
器
楽
部
卒
業
生

短
ハ
調
フ
ー
ゲ
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
•
バ

一
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
獨
奏
…
…
…
…
…
器
楽
部
卒
業
生

短
口
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
第
二
章
及
第
一
章
）
・
：
・
…
…
…
…
・
・
ゴ
ル
タ
ー
マ
ン
作
曲

一
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
器
楽
部
卒
業
生

。
フ
レ
リ
ュ
ー
デ
ィ
ウ
ム
及
フ
ー
ゲ
…
…
…
…
…

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
猫
奏
…
…
…
•
•
•
•
…
…
•
•
研
究
科
修
了
生

第
七
番
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
…
…
…
•
…
…
…
…
•
•
•
…
…
…
…
…
•
•
ロ

一
合
唱

盤

ア

ル

カ

デ

ル

ト

作

曲

... 
;
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
:
i
武
島
又
次
郎
作
歌

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

菊
の
盃
：

．．．．． 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
{
武
島
又
次
郎
作
歌

部 部

デ

松

島

作

曲

永

田

そ

の

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲 葬

林

顆

蔵

ノ‘

山

田

岡
見
メ
リ
ー
モ
リ
ス 愛

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

伊

達

作

曲

フ

ク

w
 

III. 
II. 

「・川 V
.
 

I
.
 

II. 
III. 

I
V
.
 

G
R
A
D
U
A
T
I
O
N
 E
X
E
R
C
I
S
E
S
 

O
F
 T
H
E
 

T
o
k
y
o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si

c
 

U
Y
E
N
O
 P
A
R
K
 

S
a
tur
d
a
y
,
 Ma

r
c
h
 2
5
t

h
,
 

1
9
1

1. 

2
.
 P
.
 M
.
 

P
R
O
G
R
A
M
M
E
.
 

R
ep

ort
.
 

Present
at
i

o
n
 of
 

D
i
p

l
o
m
a
s
.
 

A
d
r
e
s
s
 t
o
 th
e
 G
r
a
d
u
at
i

n
g
 Class 
b
y
 t
h
e
 D
i

rect
or
.
 

A
d
r
e
s
s
 b
y
 H
i

s
 Excellency 
K
o
m
at
subara
,
 Mi
ni
st
er of
 

St
at
e
 for 
E
d
u
c
at
i

o
n
.
 

R
e
sp

o
n
s
e
 
b
y
 t
h
e
 
R
ep

resent
at
i

v
e
 
of
 
t

h
e
 
G
r
a
d
u
at
i

n
g
 

Class
.
 

P
A
R
T
 II・ 

Pi

a
n
o
:
 

R
o
n
d
o
 i
n
 F
 m
i

n
o
r
 (
f
r

o
m
 th
e
 S
o
n
at
a)…

B
e
et
h
o
v
e
n
.
 

Mr•Da

te. 

S
op

r
a
n
o
 Solo :
 

C
a
v
at
i

n
a
 di
 

R
o
si
n
a
 

M
i

ss 
O
k
a
mi

.
 

．
 

.............................. R
o
s
si

ni
.
 

O
r
g
a
n
:
 

F
 ug
e
 i
n
 C
 
m

inor:·:·:·

……………………

;•Bach

. 

M
i

ss 
Y
a
m
a
d
a
.
 

V
i

oloncello :
 

P
A
R
T
 I. 
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V
I
I
.
 

V
I. 

V
.
 

カ
ヴ
ァ
テ
イ
ー
ナ
、
デ
イ
、
ロ
ジ
イ
ナ

闘
疇
卒
業
式
演
奏
評
（
上
）

一
ピ
ア
ー
ノ
獨
奏

s o 

墜
架
部
卒
業
生
岡
見
メ
リ
ー
モ
リ
ス

ロ
ッ
シ
イ
ニ
作
曲

甲
種
師
範
科
卒
業
生
伊
達

ロ
ン
ド
(

F

モ
ー
ル
）
ソ
ナ
ー
タ
第
三
章
…
…
ベ
ー
ト
ベ
ン
作
曲

甲
師
卒
業
生
で
僅
か
三
ケ
年
の
敦
育
を
受
け
た
と
し
て
は
上
出
来
の
部
で
あ
ら
う
、

＿

最
初
色
々
異
っ
た
カ
ッ
コ
ー
ル
ド
を
打
つ
と
き
二
三
回
指
を
外
し
た
為
汚
い
年
日
を
出
し

た
の
は
耳
障
た
、
然
し
大
体
の
エ
キ
ス
。
フ
レ
ッ
シ
ョ
ン
は
宜
い
テ
ン
ポ
も
指
の
短
か
い

日
本
人
に
は
適
営
な
程
度
だ
ら
う
特
に
中
途
に
起
る
メ
ロ
デ
ィ
ッ
ク
な
所
は
大
分
感
じ

て
弾
い
て
居
た
、
唯
だ
ベ
ー
ト
フ
エ
ン
獨
特
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
要
す
る
場
合
に
強
い
昔

が
出
な
か
っ
た
の
は
遺
憾
だ
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
相
嘗
に
あ
っ
た
今
迄
の
同
科
卒
業
生
ピ

ア
ー
ノ
獨
奏
は
本
科
卒
業
生
に
比
し
て
格
段
の
相
異
が
あ
っ
た
が
今
日
同
氏
の
を
聞
く

に
及
ん
で
敢
て
遜
色
な
き
程
度
に
達
し
た
の
を
猿
見
し
た
多
分
同
校
學
制
改
正
の
結
果

ピ
ア
ー
ノ
を
主
科
の
一
部
と
し
た
事
に
起
因
す
る
と
思
ふ
。

二
、
獨
唱
（
ソ
プ
ラ
ー
ノ
ソ
ー
ロ
）

愛

K
o
n
z
e
rt
 
i

n
 B
 m
i

n
o
r
 
(
2
n
d
 a
n
d
 1st
 

m
o
v
e
m
e
nt
)
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

G
o
ut
crmann・ 

M
r
.
 Ha
y
a
s
hi

.
 

Pi

a
n
o
:
 

Praludi

u
m
 u
n
d
 
Fu
ge•

………………

••Mendelssohn

. 

M
i

ss 
M
at
sushi

m
a
.
 

Vi

oli
n

:

 

K
o
n
z
e
rt
 N
o
.
 
7•

………………

•………

………

••Rode

. 

M
i

ss 
N
a
g
at
a
.
 

C
h
o
r
u
s
:
 

W
 
e

ihe
gesan

g…•……………………

••Arcadel

t. 

0
 W
e
lt,
 b

i

st
 d
u
 so 
sch o
n
…

…

…

…

B
e
et
h
o
v
e
n
.
 

岡
見
嬢
は
今
年
の
優
等
卒
業
生
だ
以
前
此
曲
は
左
程
の
難
解
で
な
く
寧
ろ
テ
ク
ニ
ッ

い

た

り

あ

ご

ク
を
主
と
し
た
も
の
ら
し
い
、
同
嬢
の
伊
太
利
亜
語
の
狡
昔
は
中
々
明
瞭
で
昔
色
も
美

か

な

り

し
く
本
曲
の
最
大
條
件
た
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
可
成
の
出
来
だ
が
之
よ
り
静
か
な
メ
ロ
デ

イ
ー
を
唱
ふ
と
き
却
つ
て
調
子
が
外
れ
て
高
く
な

っ
た
様
に
聞
え
た
。
最
後
に
漸
次
テ

い
は
ゆ
る

ン
ポ
が
迅
く
な
り
、
昔
が
強
く
な
る
所
謂
ア
ッ
チ
ェ
レ
ラ
ン
ド
に
終
る
部
分
は
尚
一
層

幅
が
あ
り
力
の
あ
る
強
い
竪
を
出
し
て
欲
し
か
っ
た
ペ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
の
伴
奏
は
絶

た
し

妙
、
伊
太
利
亜
風
に
軽
く
聞
か
せ
た
の
は
嬉
い
同
嬢
獨
唱
の
半
分
は
悔
か
に
夫
人
の
援

助
に
依
る
と
思
ふ
。

三
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

器
榮
部
卒
業
生

フ
ー
ゲ
(

C

モ
ー
ル
）
…
…
バ
ッ
ハ
作
曲

オ
ル
ガ
ン
曲
で
は
バ
ッ
ハ
が
古
今
獨
歩
だ
而
か
も
作
者
得
意
の
フ
ー
ゲ
で
拍
子
も
運

指
法
も
中
々
六
ケ
敷
し
い
難
曲
を
兎
に
角
奏
し
た
が
最
初
の
弾
出
は
上
出
来
だ
っ
た
が

き

お

く

卒
業
式
と
云
ふ
の
で
氣
怯
れ
し
た
の
か
二
三
回
障
え
た
の
は
氣
の
毒
だ
っ
た
其
上
一
体

に
テ
ン
ポ
が
正
確
で
な
く
完
全
に
追
覆
の
賓
を
畢
げ
得
な
か
っ
た
、
今
少
し
く
餘
裕
が

あ
つ
て
ほ
し
い
。

四
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
獨
奏

器

楽

部

卒

業

生

林

頸

蔵

B
モ
ー
ル
、
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
第
二
及
第
一
章
）
…
…
ゴ
ル
テ
ヤ
マ
ン
作
曲

最
初
の
第
二
章
ア
ン
ダ
ン
テ
を
奏
い
た
時
全
体
の
調
子
が
低
か
っ
た
の
で
折
角
の
美

そ

し
い
旋
律
も
大
に
感
興
を
殺
が
れ
た
が
之
は
糸
の
調
子
を
合
せ
る
と
き
の
不
注
意
と
は

い
へ
輩
に
同
氏
の
み
な
ら
ず
伴
奏
者
ウ
エ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
敦
授
に
も
責
任
が
あ
る
。

然
し
狡
想
も
よ
く
セ
ロ
の
曲
ら
し
く
聞
い
た
、
第
一
章
は
糸
の
調
子
は
直
し
た
が
純
て

が
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
要
す
る
の
で
随
分
調
子
が
外
れ
た
復
昔
や
オ
ク
タ
ー
ヴ
に
は
二
三
箇

所
好
い
昔
が
出
た
、
然
し
氏
に
は
此
曲
は
重
荷
で
あ
っ
た
様
だ
。
（
つ
ば
め
）

（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
三
月
二
十
八
日
）

闘
鱈
卒
業
式
演
奏
評
（
下
）

山

田

フ

ク
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第
七
番
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
ロ
ー
デ
作
曲

先
づ
常
日
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
中
の
大
曲
だ
曲
は

A
モ
ー
ル
、
永
田
女
史
は
全
体
に
昔
程
も

か

な

り

拍
子
も
よ
い
、
昔
色
は
別
と
し
て
も
女
と
し
て
は
可
成
大
き
な
昔
を
持
つ
て
居
る
、
虚

虜
表
情
に
今
一
息
と
思
ふ
所
も
な
い
で
は
な
い
が
先
づ
成
功
と
思
ふ
、
唯
間
々
伴
奏
と

シ
ッ
ク
リ
合
は
な
か
っ
た
の
は
同
女
史
の
早
い
の
か
ュ
ン
ケ
ル
赦
授
の
伴
奏
が
遅
い
の

か
、
雨
者
の
呼
吸
の
一
致
し
な
か
っ
た
の
は
練
習
不
足
の
故
だ
ろ
う
、
折
角
一
生
懸
命
に

か
A

は

奏
か
れ
た
に
拘
ら
ず
大
切
な
ア
ク
セ
ン
ト
も
愛
な
幸
日
が
し
た
の
は
楽
器
の
罪
か
も
知
れ

ぬ
が
同
女
史
は
要
す
る
に
昔
の
人
に
あ
ら
ず
し
て
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
人
た
る
を
免
が
れ
ぬ

七

、

合

唱

甲
、
常
盤
、
乙
、
菊
の
盃

二
曲
と
も
決
し
て
上
出
来
と
は
云
へ
ぬ
寧
ろ
失
敗
に
近
い
一
度
も
い
A

ハ
ー
モ
ニ
ー

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

研
究
科
終
了
生

永

田

そ

の

器
榮
部
卒
業
生

。
フ
レ
ル
デ
イ
ウ
ム
及
フ
ー
ゲ
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

同
嬢
も
今
年
の
優
等
卒
業
生
で
あ
る
、
吾
人
は
フ
ー
ゲ
と
云
ふ
と
直
ぐ
に
バ
ッ
ハ
を

聯
想
し
、
今
日
は
第
一
―
ー
に
オ
ル
ガ
ン
で
聞
た
の
で
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
と
の
比
較
が
出
来

た
、
。
フ
レ
ル
デ
イ
ウ
ム
に
於
て
は
細
微
な
各
種
の
ヴ
ァ
イ
エ
ー
ト
さ
れ
た
昔
の
中
か
ら

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
固
有
の
リ
ー
ド
的
な
旋
律
が
聞
え
て
来
る
の
で
氣
持
が
よ
か

っ
た
無

論
同
嬢
も
上
手
に
奏
い
た
フ
ー
ゲ
に
至
り
て
は
純
体
に
バ
ッ
ハ
の
如
く
明
白
で
な
い
為

聴
衆
に
は

一
寸
解
り
難
く
、
曲
其
物
も
兎
角
ダ

レ
氣
味
に
な
り
易
い
の
だ
が
奏
者
は
此

間
の
消
息
を
知
つ
て
か
大
分
注
意
し
て
居
た
の
で
幸
に
此
弊
に
陥
ら
ず
工
合
好
く
い
つ

た

し
つ

落
付
い
た
態
度
と
確
か
り
し
た
昔
蓋
を
以
て
曲
意
に
燭
れ
つ
4

自
身
楽
み
を
以
て
奏

お
ほ
い

い
た
の
は
大
に
我
意
を
得
た

か
た
は
ら

一
言
注
意
し
て
置
き
た
い
の
は
譜
捲
に
出
た
人
が
楽
器
の
傍
に
立
て
居
っ
た
事
で
見

ま
か

苦
し
い
今
後
は
是
非
綺
子
に
座
つ
て
欲
し
い
若
し
手
が
譜
面
に
届
か
ぬ
場
合
は
捲
る
時

だ
け
立
て
ば
宜
い
外
國
に
は
決
し
て
な
い
不
体
裁
な
圏
だ

松

島

葬

五
、
ピ
ア
ノ
猫
奏

ソ
ナ
ー
タ
（
作
品
第
三
）

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
猫
奏

ベ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
作

杉

山

長

谷

夫

藤

田

愛

子

四
、
低
音
獨
唱

甲、

露
笛
中
の
ア
リ
ア

乙、

震
笛
中
の
ア
リ
ア

モ

ツ

ア

ル

ト

作

モ

ツ

ア

ル

ト

作

オ
ス
カ
ー
リ
ー
デ
ィ
イ
ン
グ
作平

樋

口

言，ー

、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
濁
奏

〔

マ

マ

〕

ァ
ン
。
フ
ロ
ム
チ
ュ
ー

佐

藤

謙

フ
ー
ゲ

ノミ

ツ

ノ‘

作

ク
ラ
イ
ネ

〔

マ

マ

〕

。
フ
レ
ル
ー
デ
ィ
ウ
ム
ウ
ン
ド

二、
を
聞
か
な
か
っ
た
第
一
の
曲
で
は
何
故
か
ユ
ン
ケ
ル
教
授
の
タ
ク
ト
に
少
し
く
愛
な
虜

が
あ
っ
た

第
二
の
曲
は
同
校
で
是
迄
四
五
回
以
上
も
演
奏
し
た
云
は
ゞ
得
意
で
あ
る
べ
き
筈
だ

の
に
矢
張
感
心
し
な
か
っ
た
殊
に
全
部
合
唱
に
入
る
前
の
パ
ウ
ゼ
で
は
ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
が

高
過
て
聞
苦
し
い
全
部
合
唱
に
至
り
ロ
イ
テ
ル
教
授
が
始
め
て
ピ
ア
ー
ノ
を
以
て
島
崎

赦
授
の
オ
ル
ガ
ン
と
共
に
エ
ネ
ル
ヂ
ー
ル
な
年
日
を
出
さ
れ
た
の
で
バ
ッ
ス
が
著
し
く
引

立
ち
漸
々
ベ
ー
ト
フ
エ
ン
ら
し
く
も
聞
え
た
（
つ
ば
め
）

（『
讀
賣
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
三
月
二
十
九
日
）

オ
ー
ガ
ン
獨
奏

吉

田

幡

子

員

ン

作

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作

明
治
四
十
四
年
四
月
二
十
二
日
、

二
十
三
日

学
友
会
春
季
演
奏
会

四
月
廿
二
、
三
の
雨
日
午
後
二
時
よ
り
春
季
演
奏
會
を
開
い
た
。
そ
の
曲
目
は

一
、
合
唱

甲
、
逝
け
る
友

乙
、
神
言

ベ

ネ

ケ

會
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番

外 ア
ン
ダ
ン
テ

レ
リ
ジ
オ
ー
ゾ
（
作
品
第
七
十
）

七
、
女
盤
二
部
合
唱

甲
、
ヴ
ァ
ン
デ
ラ
ー
ス

乙
、
デ
ル
エ
ン
ゲ
ル

八
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

フ
ァ
ン
タ
シ
ー
ア

九
、
高
音
猫
唱

十
一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

力
。
フ
リ
ー
ス

コ
ン
セ
ル
テ
ィ
ー
ノ
中
の
ア
ン
ダ
ン
テ

甲
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

幻
想
曲
（
短
ハ
調
）

乙
、
高
音
猫
唱

イ
、
エ
ル
ザ
の
夢
（
歌
劇
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
よ
り
）

ロ
、
聖
き
泉
（
歌
劇
フ
イ
ガ
ロ
の
婚
謹
よ
り
）

十
二
、
合
唱

シ
ェ
ッ
プ
ン
グ

+
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
獨
奏

コ
ン
セ
ル
ト
（
第
一
、
第
二
楽
旬
）

ノ‘ 會

イ

ド

ン

作員

ナ

ー

作

モ

ツ

ア

ル

ト

作

ワ

グ

フ
ラ
ン
シ
ス
、

青

山

な

み

子

リ

ン

ド

ナ

ー

作

ペ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人

シ

ュ

ー

マ

ン

作

（
『
音
築
』
皐
友
會
、
第
二
巻
第
五
号
、
明
治
四
十
四
年
五
月
、
五
四
頁
）

ジ

ッ

ト

作

末

吉

雄

多

基

永

ド
ン
フ
ァ
ン
中
の
ツ
ェ
ル
リ
ー
ネ
の
ア
リ
ア

モ

ツ

ア

ル

ト

作

小

泉

千

賀

子

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作

休

憩

オ
ウ

ナ
ハ
ト
リ
ー
ド

ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
作

ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
作

林原

の

ぶ

子

豊

子

ト
ー
メ
作

闘
聾
學
友
會
演
奏
會
評
（
上
）

二
十
二
、
三
雨
日
同
校
に
開
催

一

、

合

唱

會

員

甲

、

逝

け

る

友

ベ

ネ

ケ

ン

作

乙

、

神

言

メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン

作

雨
者
共
歌
詞
と
曲
想
と
が
珍
ら
し
く
も
稽
一
致
し
た
の
と
練
習
充
分
な
り
し
故
か
會

員

一
同
が
何
等
の
不
安
な
く
確
固
な
る
自
信
を
以
て
唱
ひ
特
に

テ
ノ
ー
レ
が
振
っ
た
の

と
バ
ッ
ソ
が
比
較
的
強
か
っ
た
為
非
常
に
成
功
し
た
、
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
は
先
例
に
依
て

學
生
よ
り
選
出
さ
れ
た
が
今
回
の
は
先
づ
遺
憾
な
き
指
揮
振
で
あ
る
只
甲
に
於
て
梢
テ

ン
ボ
の
遅
き
に
過
ぎ
た
の
と
伴
奏
の
オ
ル
ガ
ン
が
―
二
回
中
途
で
菱
な
デ
イ
ス
コ
ー
ド

を
出
し
た
の
を
峡
貼
と
す
る

二

、

オ

ル

ガ

ン

獨

奏

吉

田

幡

子

ク

ラ

イ

ネ

ー

。

フ

レ

ル

デ

イ

ウ

ム

ウ

ン

ド

フ

ー

ゲ

バ

ッ

ハ

作

大
饒
上
出
来
で
あ
る
殊
に
。
フ
レ
ル
デ
イ
ウ
ム
よ
り
フ
ー
ゲ
に
移
る
時
の
テ
ン
ボ
の
愛

り
エ
合
大
に
よ
か
っ
た
が
最
後
の
ト
ウ
リ
ラ
は
餘
り
短
か
く
尚
少
し
リ
タ
ル
ダ
ン
ド
に

ど

ん

終

っ
た
ら
ば
如
何
な
も
の
か
。

三

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

佐

藤

謙

三

ア
ン
。
フ
ロ
ン
。
フ
テ
イ
ユ
ー
オ
ス
カ
ー
、
リ
ー
デ
イ
ン
グ
作

只
奇
麗
な
何
と
な
く
快
感
を
呉
ふ
る
位
で
決
し
て
大
曲
と
か
難
曲
と
云
ふ
程
の
も
の

で
な
い
随
つ
て
特
別
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
必
要
と
せ
ぬ
、
態
度
も
中
々
落
付
て
見
え
昔
も

調
子
も
好
く
、
感
じ
も
相
應
に
好
い
様
だ
が
末
だ
何
所
や
ら
若
い
慮
が
あ
る
調
絃
の
際

D
と
G
と
が
少
し
く
低
か
っ
た
の
で
定
め
て
奏
し
難
く
か
っ
た
ら
う
、
今
後
の
努
力
如

何
に
依
り
て
は
大
に
前
途
に
望
み
が
あ
る
と
思
ふ
、

四

、

バ

ッ

ソ

獨

唱

樋

口

信

平

甲
、
歌
劇
「
魔
笛
」
中
サ
ラ
ス
ト
ロ
の
ア
リ
ア

モ
ツ
ア
ル
ト
作

乙
、
同
前

同
氏
は
閥
格
に
比
し
不
思
議
な
程
太
く
低
い
槃
を
出
す
に
は
感
心
し
た
昔
量
は
豊
富

だ
が
未
だ
充
分
精
練
さ
れ
て
居
な
い
唱
ひ
方
が
員
面
目
で
よ
く
曲
意
を
解
し
た
様
だ
甲

に
於
て
は
昔
程
が
餘
り
よ
く
な
く
常
に
上
が
つ
て
居
た
の
で
多
少
聞
苦
し
い
が
乙
は
其
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短
所
を
補
ひ
得
た

五

、

ピ

ア

ノ

蜀

奏

藤

田

愛

子

ソ

ナ

タ

ー

（

作

品

第

三

）

ベ

ー

ト

ヴ

ェ

ン

作

裳
日
の
白
眉
で
あ
る
、
優
雅
で
沈
着
な
態
度
を
以
て
弾
じ
た
可
成
な
大
曲
を
斯
＜
迄

に
弾
じ
た
事
は
徹
頭
徹
尾
賞
讃
に
債
す
る
、
惜
む
ら
く
は
左
右
雨
手
ユ
ニ
ソ
ン
で
愛
拍

き
ず

子
的
も
の
を
奏
す
る
場
合
に
少
し
く
混
i
L
を
来
た
し
た
の
が
瑕
だ

六

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

杉

山

長

谷

夫

ア
ン
ダ
ン
テ
レ
リ
ヂ
オ
ゾ
（
作
品
第
七
十
）
フ
ラ
ン
シ
ス
ト
ー
メ
作

普
通
の
出
来
だ
曲
の
宗
教
的
で
寧
ろ
メ
ロ
デ
ィ
ッ
ク
な
為
に
起
る
ダ
レ
氣
味
を
先
づ

無
難
に
奏
し
終
っ
た
昔
程
は
よ
い
が
餘
り
に
幸日
を
殺
し
過
ぎ
た
結
果
一
寸
し
た
雑
昔
を

生
じ
た
の
で
吾
人
は
感
興
を
以
て
曲
趣
を
味
ふ
事
が
出
来
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
奏
法

に
今
一
層
光
澤
が
あ
っ
て
欲
し
い

七
、
女
墜
二
部
合
唱

原

の

ぶ

子

林

豊

子

甲
、
ヴ
ァ
ン
デ
ル
ラ
ル
ス
ナ
ハ
ト
リ
ー
ド
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
作

乙

、

デ

ル

エ

ン

ゲ

ル

同

人

作

甲
乙
共
ソ
プ
ラ
ー
ノ
が
幸
日
程
悪
る
＜
始
終
上
つ
て
居
た
為
一
ケ
所
も
ハ
ル
モ
ニ
ー
を

い
や
し

聞
け
な
か
っ
た
、
地
方
の
女
學
校
あ
た
り
で
聞
く
二
部
合
唱
な
ら
兎
も
角
も
荀
く
も
日

本
に
於
け
る
一
音
楽
の
最
高
學
府
の
學
生
の
演
奏
と
は
思
は
れ
ず
賓
に
聞
く
に
耐
へ
な
か

っ

た

。

（

『

讀

賣
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
四
月
二
十
六
日
）

闘
聾
學
友
會
演
奏
會
評
（
下
）

二
十
二
、
三
雨
日
同
校
に
開
催

八

、

ピ

ア

ー

ノ

獨

奏

小

泉

千

賀

子

フ

ァ

ン

テ

ー

ジ

ヲ

カ

。

フ

リ

ー

ス

メ

ン

デ

ル

ソ

ン

作

餘
り
に
媚
び
る
が
如
き
態
度
だ
っ
た
、

A
モ
ー
ル
の
ア
ン
ダ
ン
テ
か
ら

A
ド
ウ
ア
の

ァ
ッ
レ
グ
ロ
に
行
く
あ
た
り
の
氣
合
は
可
成
の
出
来
だ
っ
た
が
、
左
手
が
難
か
し
い
ア

ッ
コ
ー
ル
ド
を
押
す
時
再
一
＿
一
鍵
盤
を
違
へ
た
様
だ

九
、
ソ
。
フ
ラ
ー
／
獨
唱

歌
劇
「
ド
ン
、
フ
ァ
ン
」
中
ゼ
ル
リ
ー
ナ
の
ア
リ
ア

宵
山
な
み
子

モ
ツ
ア
ル
ト
作

昔
量
は
少
な
い
が
昔
色
は
汚
く
な
い
、
高
い
槃
も
可
成
出
る
が
ど
う
も
昔
程
が
確
賓

い

た

り

1
ご

で
な
く
何
と
な
く
浮
薄
に
感
じ
た
、
伊
太
利
語
を
以
て
歌
っ
た
が
猿
昔
の
不
明
瞭
と
誤

謬
の
多
い
の
は
竪
楽
を
修
む
る
人
に
向
て
斯
然
許
す
事
は
出
来
な
い
今
少
し
く
ピ
ア
ー

／
に
近
い
位
置
に
立
つ
て
も
ら
ひ
た
い

+

、

ヴ

ィ

オ

ロ

ン

チ

ェ

ッ

ロ

獨

奏

多

基

永

コ

ン

チ

ェ

ル

ト

第

一

及

第

二

章

リ

ン

ド

ナ

ー

作

態
度
は
荘
重
だ
っ
た
、
最
初
の
ア
ン
ダ
ン
テ
で
は
折
角
の
奇
麗
な
メ
ロ
デ
イ
ー
も
榮

か
な

器
の
悪
い
為
か
一
向
に
引
立
ず
恰
も
ソ
ル
デ
イ
ナ
を
掛
け
て
奏
い
で
居
る
様
だ
、
昔
程

か
A

は

も
間
々
外
れ
た
。
次
の
ア
ッ
レ
グ
ロ
は
非
常
に
錯
雑
し
て
居
る
に
も
拘
ら
ず
申
分
の
な

あ
た
り

い
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
聞
か
せ
た
、
オ
ク
タ
ー
ヴ
で
進
行
す
る
邊
も
美
事
だ
っ
た
兎
に
角
テ

ク
ニ
ッ
ク
で
は
青
年
セ
リ
ス
ト
中
氏
の
右
に
出
ず
る
者
は
な
か
ろ
う
。

十

一

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

末

吉

雄

二

コ

ン

チ

ェ

ル

テ

イ

ノ

中

の

ア

ン

ダ

ン

テ

シ

ッ

ト

作

由
来
此
曲
は
感
じ
が
取
り
難
く
奏
法
如
何
に
依
て
は
無
味
乾
燥
に
陥
り
易
い
に
も
拘

す

こ

ぶ

よ

ら
ず
同
氏
は
頗
る
宜
い
感
じ
を
以
て
奏
し
た
為
非
常
に
楡
快
だ
っ
た
、
昔
量
豊
富
で
調

子
も
完
全
だ
、
特
に
操
弓
法
に
は
感
服
す
る
。
今
日
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
中
第
一
の

出
来
と
思
ふ
。

番

外

ペ

ツ

オ

ー

ル

ト

夫

人

甲

ピ

ア

ー

ノ

蜀

奏

幻

想

曲

シ

ュ

ー

マ

ン

作

乙
ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
獨
唱

（
イ
）
エ
ル
ザ
の
夢
（
歌
劇
「
ロ
ー
ヘ
ン
グ
リ
ン
」
よ
り
）
ワ
グ
ネ
ル
作

（
口
）
聖
き
泉
（
歌
劇
「
フ
イ
ガ
ロ
」
の
婚
證
）

モ

ツ

ア

ル

ト

作

〔

マ

マ

〕

複
雑
な
テ
ッ
ニ
ッ
ク
の
後
に
再
三
再
四
来
る
シ
ュ
ー
マ
ン
獨
特
の
リ
ー
ド
的
部
分
に

は
ア
ッ
ト
ラ
ク
ト
さ
れ
た
我
人
の
ピ
ア
ー
ノ
に
向
ふ
と
は
異
り
自
在
に
楽
器
を
統
御
し

て
荘
厳
に
且
つ
雄
大
な
昔
を
出
す
の
で
異
つ
た
楽
器
を
弾
じ
て
ゐ
る
様
に
思
っ
た
。
拍

手
止
ま
ず
更
に
他
の
一
曲
を
證
奏
し
た
、
之
は
メ
ロ
デ
イ
ク
な
も
の
で
曲
名
は
知
ら
ぬ

が
矢
張
シ
ュ
ー
マ
ン
の
作
で
は
あ
る
ま
い
か
。

獨
唱
の
中
前
者
は
幽
雅
、
後
者
は
華
麗
と
云
ふ
抽
象
的
な
讃
僻
以
外
に
批
評
の
餘
地

は
な
い
同
夫
人
の
獨
唱
よ
り
も
寧
ろ
ピ
ア
ー
ノ
の
方
を
取
る
、
時
々
紳
戸
数
授
の
伴
奏
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と
合
致
せ
ぬ
貼
も
あ
っ
た

十

二

、

合

唱

員

シ

ェ

。

フ

ン

グ

ハ

イ

ド

ン

作

先
第
一
に
吾
人
の
久
し
き
宿
望
た
る
原
語
を
以
て
合
唱
す
る
事
が
漸
く
今
日
賓
現
さ

れ
た
従
来
の
如
く
不
穏
嘗
な
繹
詞
又
は
無
意
義
の
邦
語
歌
詞
を
附
加
し
て
唱
ふ
と
は
異

り
感
興
も
一
層
深
く
近
来
に
な
い
出
来
榮
で
あ
っ
た
、
然
し
近
頃
同
校
の
合
唱
は
各
人

コ
ー
ラ
ス
の
條
件
を
無
視
し
各
自
の
技
価
を
猿
揮
せ
む
と
す
る
為
全
体
の
統
一
を
欠
い

て
居
る
女
墜
に
於
て
殊
に
著
し
い
。
今
日
も
大
分
其
傾
向
が
あ
っ
た
が
出
来
得
る
限
り

自
個
の
技
術
を
或
程
度
ま
で
犠
牲
に
し
て
コ
ー
ラ
ス
の
意
味
を
明
か
に
す
る
事
を
切
望

す

る

。

（

つ

ば

め

）

（

『

讀
賣
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
四
月
二
十
六
日
）

▲
四
月
二
十
二
日
（
土
）
二
十
三
日
（
日
）
の
雨
日
本
校
に
學
友
會
春
季
演
奏
會
あ

り
、
非
常
の
盛
會
に
て
雨
日
を
通
じ
て
聴
衆
約
一
千
六
百
人
餘
、
午
後
二
時
よ
り
五
時

過
に
渡
る
。
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
頁
學
友
會
記
事
を
参
照
さ
れ
た
し
）

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
二
巻
第
五
号
、
明
治
四
十
四
年
五
月
、
五
三
頁
）

学
友
会
春
季
演
奏
旅
行
（
男
子
部
）

明
治
四
十
四
年
五
月
三
日
ー
十
日

學
友
會
記
事

▼
春
季
演
奏
旅
行
本
會
男
子
部
員
三
十
六
名
吉
丸
敦
授
指
揮
の
下
に
去
る
五
月
三

日
よ
り
十
日
迄
甲
府
松
本
上
田
長
野
高
田
新
潟
長
岡
の
各
地
に
演
奏
旅
行
を
皐
行
せ

り
。
其
の
概
略
次
の
如
し
。

五
月
一
-1

日
「
午
前
五
時
十
五
分
飯
田
町
狡
、
同
十
一
時
廿
六
分
甲
府
着
、
機
山
館
に

て
演
奏
、
午
後
六
時
三
十
五
分
甲
府
猿
、
同
九
時
四
十
一
分
上
諏
訪
着
、
牡
丹
屋
に

一
泊
゜

五
月
四
日
、
午
前
八
時
二
十
分
上
諏
訪
猿
、
午
前
十
時
四
十
分
松
本
着
、
松
本
高
等

女
學
校
に
て
演
奏
、
浅
間
温
泉
（
常
盤
の
湯
）
に
一
泊
゜

五
月
五
日
、
午
前
八
時

0
五
分
松
本
狡
、
午
後
十
二
時
舟
一
分
上
田
着
上
田
高
等
女

學
校
に
て
演
奏
、
午
後
四
時
六
分
上
田
猿
、
同
五
時
十
一
分
長
野
着
城
山
館
に
て
演

會

奏
封
旭
館
に

一
泊
゜

五
月
六
日
、
午
前
八
時
五
十
五
分
長
野
猿
、
同
十
一
時
五
十
九
分
高
田
着
高
田
師
範

學
校
に
て
演
奏
、
午
后
五
時
高
田
猿
同
十
時
廿
四
分
新
潟
着
篠
田
旅
館
に
一
泊
゜

五
月
七
日
、
午
前
、
午
後
二
回
新
潟
師
範
學
校
に
て
演
奏
、
午
後
六
時
新
潟
猿
、
同

八
時
―
―
―
十
五
分
長
岡
着
高
木
旅
館
に
一
泊
゜

五
月
八
日
、
午
前
長
岡
女
子
師
範
學
校
に
て
演
奏
、
午
後
十
二
時
五
十
五
分
長
岡

預
、
同
十
時
澁
温
泉
着
、
半
は
澁
温
泉
（
採
蘭
館
）
に
半
は
安
代
温
泉

（
山
口
屋
）

に
一
泊
゜

五
月
九
日
、
同
温
泉
滞
在
。

五
月
十
日
、
午
前
八
時
澁
狡
、
午
後
十
時
廿
分
上
野
着
。

曲

目

一
、
合
唱
、
こ
う
ま
、
舞
へ
や
歌
へ
や
（
讀
本
唱
歌
）
河
瀬
の
流
れ

（
吉
丸
一
昌
作

歌
ハ
ウ
。
フ
ト
マ
ン
作
曲
）
春
の
た
そ
が
れ
（
吉
丸
一
昌
作
歌
マ
ラ
ン
作
曲
）
花
（
武

島
又
次
郎
作
歌
瀧
廉
太
郎
作
曲
）
浦
の
あ
け
く
れ
（
吉
丸
一
昌
作
歌
マ
ッ
ジ
ン
ギ
作

曲
）
二
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
、
ク
ラ
イ
ネ
。
フ
レ
ル
ー
デ
ウ
ム
ウ
ン
ド
フ
ー
ゲ
（
バ
ッ
ハ

作
）
オ
ッ
フ
ァ
ー
ト
イ
レ
オ
ヴ
ソ
ル
テ
イ
（
マ
イ
ロ
ッ
ヒ
ョ
ー
作
）
三
、
獨
唱
、
震

笛
中
の
ア
リ
ア
（
モ
ツ
ア
ル
ト
作
）
ホ
ー
ム
ス
ヰ
ー
ト
ホ
ー
ム
。
テ
イ
ス
ザ
ラ
ス
ト

ロ
ー
ズ
オ
ブ
サ
ム
マ
ー
。
リ
ナ
ル
ド
（
ヘ
ン
デ
ル
作
）
ウ
ィ
ド
ウ
ン
グ
（
シ
ュ
ー
マ

ン
作
）
ェ
ン
ド
リ
ッ
ヒ
オ
ハ
イ
ス
ゲ
リ
ー
。
フ
テ
（
グ
ル
ッ
ク
作
）
オ
女
（
ス
コ
ッ
テ

ッ
シ
ュ
）
デ
ル
リ
ン
デ
ン
バ
ウ
ム
（
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
）
フ
リ
ュ
ー
リ
ン
グ
ス
グ
ラ
ウ

ベ
（
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
）
四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
、
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
（
グ
ノ
ー
作
）

ア
ン
ダ
ン
テ
レ
リ
ジ
オ
ー
ゾ
（
フ
ラ
ン
シ
ス
ト
ー
メ
作
）
マ
ド
リ
ガ
ル
（
シ
モ
ネ
ッ

テ
イ
作
）
コ
ン
セ
ル
ト
中
の
ア
ン
ダ
ン
テ
（
ジ
ッ
ト
作
）
ア
リ
ア
（

G
線
）
（
バ
ッ

ハ
作
）
ス
ー
ヴ
ニ
ー
ア
（
ド
ゥ
ル
ド
ラ
作
）
ロ
ー
マ
ン
ス
（
第
ニ
コ
ン
セ
ル
ト
よ

り
）
（
ウ
ィ
ニ
ア
ウ
ス
キ
ー
）
五
、
男
槃
四
部
合
唱
、
リ
ッ
テ
ル
ス
ア
。
フ
シ
ー
ド
（
キ

ン
ケ
ル
作
）
コ
ミ
テ
ー
ト
（
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
）
ウ
ァ
ッ
セ
ル
フ
ァ
ー
ル
ド
（
メ

ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
）
六
、
ピ
ア
ノ
四
部
合
奏
（
ハ
イ
ド
ン
作
）
七
、
絃
楽
四
部
合
奏

第
五
番
（
ハ
イ
ド
ン
作
）
八
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
、
ノ
ク
タ
ー
ン
（
フ
ィ
ー
ル
ド
作
）
プ

レ
リ
ュ
ー
ド
（
カ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ミ
ニ
オ
ン
）
中
よ
り
（
シ
ュ
ッ
ト
作
）
八
、
セ
ロ
獨
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奏
、
ラ
サ
ン
カ
シ
テ
ー
ヌ
（
ア
リ
ー
作
）
コ
ン
セ
ル
ト
（
第
二
楽
句
短
口
調
）
（
ゴ

ル
タ
ー
マ
ン
作
）
九
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
、
ノ
ク
タ
ー
ン
（
フ
ィ
ー
ル
ド
作
）
。
フ
レ
リ
ウ

ド
（
シ
ュ
ッ
ト
作
）
カ
メ
ン
ノ
イ
、
オ
ス
ト
ロ
フ
の
第
廿
二
番
ア
ン
ダ
ン
テ
（
ル
ー

ビ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
作
）
＋
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
愛
國
々
歌
集
（
エ
ッ
ケ
ル
ト
作
）

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
二
巻
第
六
号
、
明
治
四
十
四
年
六
月
、
六
一
頁
）

0
楽
界
空
前
の
牡
皐

一
音
楽
學
校
の
奏
楽
旅
行

東
塞
音
楽
學
校
に
て
は
地
方
―
音
楽
を
開
拓
せ
ん
と
て
同
校
職
員
生
徒
に
て
大
―
音
楽
園

を
組
織
し
時
々
奏
楽
旅
行
を
な
さ
ん
と
は
年
来
の
計
畳
な
り
し
が
愈
々
今
回
合
奏
園
及

合
唱
隊
の
編
成
を
な
し
男
生
徒
五
十
名
は
五
月
＝
一
日
出
狡
山
梨
、
長
野
、
新
潟
―
―
一
縣
下

を
漫
遊
甲
府
、
松
本
、
上
田
、
長
野
、
新
潟
、
長
岡
各
市
の
學
校
劇
場
等
に
於
昔
楽
會

を
開
催
し
十
一
日
饂
京
女
子
部
演
奏
旅
行
圃
八
十
名
桐
生
町
商
等
女
學
校
に
て
演
奏
夫

れ
よ
り
前
橋
、
伊
香
保
、
榛
名
を
経
て
饉
京
大
に
洋
楽
趣
味
を
鼓
吹
し
傍
々
地
方
―音楽

の
普
及
の
程
度
、
俗
曲
民
謡
の
情
況
等
に
就
き
詳
細
な
る
視
察
を
な
せ
り
、
萬
事
に
不

活
動
な
る
を
憾
み
と
す
る
官
立
學
校
と
し
て
は
近
来
の
牡
學
と
云
ふ
べ
し
。

（
『
一
音
楽
界
』
第
四
巻
第
六
号
、
明
治
四
十
四
年
六
月
、
四
l

l

四
二
頁
）

●
鱈
暉
生
徒
の
演
奏
會

市
内
各
新
聞
社
主
催
の
東
京
音
楽
學
校
生
徒
甲
信
越
演
奏
園
演
奏
會
は
豫
記
の
如
く

じ
ゃ
う
ざ
ん
く
わ
ん
ぞ
う
し
ゅ
ん
か
く

五
日
午
後
六
時
半
よ
り
城
山
館

蔵
春

閣
に
開
催
聴
衆
約
一
千
―
―
―
百
餘
名
何
れ
も
非

常
な
る
喝
采
場
裡
に
演
奏
を
終
り
多
大
の
感
興
を
輿
へ
て
午
後
九
時
閉
會
し
た
り

（
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
玉
月
七
日
）

R
師
範
學
校
演
奏
會

東
京
＿
音
楽
學
校
學
生
演
奏
會
は
昨
日
午
前
九
時
よ
り
師
範
學
校
講
堂
に
開
く
、
聴
衆

は
林
事
務
官
、
阪
本
市
参
事
會
員
、
市
内
各
縣
立
學
校
長
、
敦
員
其
他
男
女
學
生
二
千

餘
名
に
し
て
司
會
者
鳥
居
縣
教
育
會
長
の
挨
拶
、
南
―
音
楽
學
校
助
教
授
の
曲
目
及
び
作

園
の
演
奏
會

一
、
合
唱

賤
の
お
だ
ま
き

員

吉
丸
一
昌
作
歌
、
ヴ
ェ
ン
ド
作

會

者
紹
介
あ
り
て
演
奏
に
入
る
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
幽
婉
、
ビ
ア
ノ
の
雅
麗
な
る
、
こ
れ

を
奏
す
る
に
妙
手
を
以
て
す
、
殊
に
大
塚
淳
氏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
の
如
き
一
線
に

よ
り
て
能
＜
百
種
の
昔
波
を
送
り
ス
ー
バ
ア
ニ
ー
ア
の
複
雑
な
る
言
ひ
知
れ
ぬ
興
趣
あ

り
、
常
日
第
一
の
呼
物
な
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
普
通
楽
隊
に
絃
楽
を
加
へ
た
る
如
き
も

の
な
る
も
其
の
昔
律
の
整
調
な
る
或
は
急
流
の
決
す
る
如
く
或
は
静
寂
怨
ず
る
が
如
く

覺
え
ず
悦
惚
た
ら
し
む
る
も
の
あ
り
最
後
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
て
園
歌
君
が
代
を
奏
し

二
千
の
學
生
之
れ
に
唱
し
十
二
時
三
十
分
散
會
す
、
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
育
兒
院
慈

善
演
奏
會
を
開
く
、
入
場
者
千
餘
人
に
し
て
同
様
の
演
奏
あ
り
、
盛
會
な
り
し

（
『
新
潟
東
北
日
報
』
明
治
四
十
四
年
五
月
八
日
）

明
治
四
十
四
年
五
月
三
日

l
四
日
学
友
会
春
季
演
奏
旅
行
（
女
子
部
）

▲
春
季
旅
行
本
會
女
子
部
員
八
十
一
名
楠
美
敦
授
引
率
の
下
に
五
月
三
日

一
泊
に
て
伊
香
保
へ
旅
行
の
途
中
桐
生
に
て
演
奏
會
を
皐
行
せ
り
。
其
の
概
況

を
略
叙
す
る
こ
と
次
の
如
し
。

五
月
三
日
、
午
前
六
時
四
十
分
浅
草
騨
疲
、
同
九
時
十
六
分
足
利
騨
下
車
、

足
利
公
園
見
物
並
び
に
足
利
學
校
遺
蹟
参
観
、
同
十
一
時
二
十
九
分
足
利
疲
、

零
時
桐
生
着
、
桐
生
高
等
女
學
校
に
て
演
奏
、
午
后
四
時
四
分
桐
生
狡
、
同

四
時
五
十
三
分
前
橋
着
、
伊
香
保
横
手
館
に
一
泊
゜

五
月
四
日
、
有
志
三
十
餘
名
午
前
六
時
疲
に
て
榛
名
登
山
、
一
同
午
后
四
時

五
十
分
前
橋
狡
、
同
八
時
―
二
十
五
分
上
野
着

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
二
巻
第
六
号
、
明
治
四
十
四
年
六
月
、
六
一
頁
）

五
月
―
―
一
日

桐
生
の
高
等
女
學
校

東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會
女
子
部
の
旅
行
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一

、

合

唱螢

狩

鳥

居

枕

作

歌

、

（
『
本
邦
洋
築
菱
遷
史
』
三
浦
俊
三
郎
著
、
七
三
八
頁
）

明

治

四

十

四

年

五

月

二

十

日

、

二

十

一

日

奨

学

金

募

集

邦

楽

演

奏

会

明

治

四

十

四

年

五

月

二

十

日

（

土

曜

日

）

午

後

一

時

半

上

野

公

園

東

京

昔

楽

學

校

二

於

テ

開

會

麟

募

鱈

邦

楽

演

奏

會

曲

目

會

ン

作

員

ア

。

フ

ト

作

一

、

宵

一

、

大

ち
く筑

海

波

薩
摩 ま

摩
J I[~ 

清清清

踊

藤

間

政

蒲

清

清清清

元 元 元 元 元 元 元

壽三綾直葉葉葉
々

葉葉葉葉満メ南

五

月

廿

日

（

土

曜

日

）

追

加

番

組

六
左
衛
門
枠

長

唄

杵

屋

喜

三

郎

三

味

線

杵

屋

六

左

衛

門

三

味

線

岡

安

喜

三

郎

パ

ピ

ヨ

ン

ス

シ

ユ

マ

乙

、

四

葉

の

ク

ロ

ー

ヴ

ァ

ー

一

、

ピ

ア

ノ

凋

奏

松

島

葬

子

三
味
線

上
調
子

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

ル

作

口

イ

テ

l

、
清

よ
し吉

フじ
原g

雀i

節

一

、

猫

唱

（

高

昔

部

）

甲

、

リ

タ

ー

ナ

イ

中

島

か

ね

子

乙

、

同

同

シ

テ
ワ

キ

三
味
線

上
調
子

一

、

猫

唱

（

高

昔

部

）

一

、

ビ

ア

ノ

蜀

奏

甲

、

。

フ

レ

ル

ユ

ー

ド

シ

ョ

ノぐ

ン

作

松

島

葬

子

上三ワシ
調味
子線キテ

清 清 清 清清

プじプじ
ーー元元元

吉梅喜家延

久内壽

太三太太太

郎郎夫夫夫濱平遊中子子鮨翁

都菅菅都山山十十

バ

ル

ビ

エ

ル

中

の

カ

ヴ

ァ

テ

イ

ナ

ロ

ッ

シ

一
ー
乍ィ

青

山

浪

子

l

、

京

唄

（

上

方

唄

）

き
ぬ
た

占石

、
河
東
節

一

ー

中

節

か

け

合

浮

瑠

璃

げ

ん

じ

じ
ふ
に

だ

ん

供

養

源

氏

十

二

段

一味
線
本
手

一
味
線
替
手

加米

一

、

ピ

ア

ノ

猫

奏

フ

ァ

ン

タ

ジ

ー

、

オ

ウ

、

カ

。

フ

リ

ッ

ス

小

泉

一

、

富

本

節
し
ん
き
よ
く
た
か
を
ざ
ん
げ

新

曲

高

尾

懺

悔

三
味
線

上
調
子

名

見

崎

友

喜

名

見

崎

得

壽

齋

鳥

羽

屋

里

清

川

敏

藤

子

野野太彦彦寸寸

夫八見見

吟序一 重秀東秀柔親

一

、

猫

唱

（

高

昔

部

）

ァ

ッ

ハ

、

ノ

ッ

ホ

、

ア

イ

ン

マ

ル

作

花

枝

子

テ

イ

作

千

賀

子

メ

ン

デ

ル

ゾ

ー

ン

作

ロ

ツ

齋

藤

一

、

オ

ー

ガ

ン

獨

奏

ク

ラ

イ

ネ

、

。

フ

レ

ル

ー

デ

ウ

ム

、

ウ

ン

ド

、

フ

ー

ゲ

ノミ

ツ

ノ‘

吉

田

幡

子

一

、

常

磐

津

節

も
A

の
ゐ
や
か
た

だ
ん

頑

暉

桃

井

館

の

段

上三三
調味
子絃線

常 常 常 常 常 常

磐磐闘闘

津津文禰志文

和八字生妻字

歌百兵太太太

吉八衛夫夫夫
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一
中
「
泰
平
船
霊
」
菅
野
序
遊
、
菅
野
利
三
、
三
味
線
都
倦
卜
、

上
調
子
菅
野
吟
平
▲
河
東
「

IL髪
夜
編
笠
」
山
彦
山
子
、
山
彦
蝶
子
、
三
味
線

山
彦
秀
翁
、
上
調
子
山
彦
英
子
、
▲
富
本
「
徒
髪
懇
曲
者
」
名
見
崎
志
女
壽
、

三
味
線
名
見
崎
得
壽
齋
、
上
調
子
鳥
蒻
屋
里
清
、
▲
清
元
「
深
山
櫻
及
兼
樹

振
」
踊
藤
間
政
禰
、
清
元
延
壽
太
夫
、
家
内
太
夫
、
喜
久
太
夫
、
三
味
線
梅
三

郎
、
上
調
子
吉
太
郎
▲
京
唄
「
東
獅
子
」
三
味
線
本
手
加
藤
柔
子
、
三
味
線
替

手
米
川
親
敏
▲
常
磐
津
「
釣
女
」
文
字
太
夫
、
禰
生
太
夫
、
三
味
線
文
字
兵

衛
、
三
弦
八
百
八
、
上
調
子
和
歌
吉
▲
長
唄
「
勧
進
帳
」
芳
村
伊
十
郎
、
中
村

兵
蔵
、
松
島
庄
十
郎
、
三
味
線
杵
屋
六
左
衛
門
、
同
五
一
＿
一
郎
、
上
調
子
岡
安
喜

三
郎
、
笛
望
月
太
喜
蔵
、
小
鼓
田
中
博
左
衛
門
、
小
づ
A

み
望
月
仙
右
衛
門
、

大
鼓
望
月
長
左
久

（
『
香
榮
界
』
第
四
巻
第
六
号
、
明
治
四
十
四
年
六
月
、
三
八
ー
三
九
頁
）

◎
邦
楽
演
奏
會
の
第
一
日

東
京
音
楽
學
校
の
主
催
に
係
る
邦
楽
演
奏
會
第
一
日
は
廿
日
午
後
一
時
半
か
ら
同
校

内
に
於
て
開
會
さ
れ
た
曲
目
は
常
磐
津
富
本
京
唄
河
東
一
中
清
元
大
薩
摩
と
各
方
面
に

わ
た

さ

す

が

と

み

亘
り
皆
一
流
の
人
々
を
網
羅
し
た
事
は
流
石
に
同
校
の
主
催
丈
あ
る
と
肯
か
れ
る
▲
富

も

と

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

い
と

本
は
新
曲
「
高
尾
懺
悔
」
を
名
見
崎
友
喜
が
得
壽
齋
及
里
清
の
絃
で
語
っ
た
竪
量
の
豊

富
な
こ
と
や
節
廻
し
の
巧
な
事
は
驚
く
べ
き
程
で
殊
に
末
段
カ
ン
に
入
っ
て
か
ら
は
思

と
き
わ

づ

．．．．．．．． 

は
ず
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
▲
常
磐
津
は
文
字
太
夫
文
字
兵
衛
の
一
派
で
「
忠
臣
蔵
桃

の
ゐ
や
か
た

う
か
ゞ

井
館
」
で
飽
く
ま
で
也
調
を
持
し
て
行
か
う
と
す
る
特
長
は
遺
憾
な
く
覗
は
れ
る
然
し

き
や
う
A

た

邦
楽
演
奏
と
云
ふ
上
か
ら
は
今
少
し
節
の
多
い
も
の
を
選
ん
で
欲
し
か
っ
た
▲
京
唄

き
ぬ
た

だ
し
も
の

・

・

・

・

い
と

あ
ひ

「
砧
」
は
珍
ら
し
い
出
物
だ
米
川
親
敏
の
絃
は
今
一
息
と
い
ふ
所
で
あ
る
殊
に
相
の
手

か

と

う

ち

う

に
な
っ
て
絃
の
断
れ
た
の
は
頗
る
残
念
で
一
方
な
ら
ず
興
を
殺
が
れ
た
▲
河
東
一
中
掛

ま

す

み

・

・

合
の
「
源
氏
十
二
段
」
は
確
に
嘗
日
第
一
の
聞
者
で
河
東
は
十
寸
見
秀
翁
、
一
中
は
都

う
ち

一
中
の
一
派
由
緒
深
き
段
物
で
聞
い
て
ゐ
る
中
に
江
戸
時
代
の
磐
曲
と
い
ふ
感
が
適
切

◎
廿
一
日

き
よ
も
と

・

・

・

・

・

・

・

・

ょ
し
は
ら
す
ゞ

め

に
感
じ
ら
れ
る
▲
清
元
は
延
壽
家
内
喜
久
太
夫
の
一
派
で
「
吉
原
雀
」
だ
か
ら
既
に
折

・

・

っ

や

み

や
ま

紙
付
で
延
壽
の
光
澤
あ
る
槃
輩
は
誠
に
天
下
一
品
だ
殊
に
カ
ン
の
「
深
山
の
奥
の
其
の

わ
び
ず
ま
ゐ

．．． 

奥
の
グ
ツ
と
の
奥
の
佗
住
居
」
の
あ
た
り
筆
に
は
盛
せ
ぬ
妙
が
あ
る
、
梅
三
郎
の
絃
は

な

が

ぉ

ほ

さ

つ

ま

．．．． 

車
輪
乍
ら
絶
え
ず
追
は
れ
て
苦
し
さ
う
で
あ
っ
た
▲
大
薩
摩
「
筑
摩
川
」
は
六
左
衛
門

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

の
倅
喜
三
郎
の
唄
に
六
左
衛
門
と
岡
安
喜
三
郎
の
絃
だ
未
だ
十
二
歳
の
幼
年
な
が
ら
先

頃
歌
舞
伎
の
舞
豪
に
上
っ
た
丈
あ
り
て
中
々
に
度
胸
は
有
る
翌
量
の
少
し
乏
し
い
黙
は

き

り

・

・

・

・

・

・

・

あ
る
が
責
む
る
程
で
は
な
い
▲
切
は
藤
間
政
蒲
が
清
元
一
派
の
地
で
踊
胄
海
波
を
演
じさ

し

た
が
流
石
に
手
に
入
っ
た
も
の
角
々
の
極
り
も
鮮
か
で
末
段
濱
唄
に
な
っ
て
か
ら
は
差

て

ひ

く

て

手
曳
手
妙
を
極
め
て
大
喝
采
で
あ
っ
た
（
紫
雲
）

（
『
中
央
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
五
月
二
十
一
日
）

小

林

愛

雄

か
れ
。
常
磐
津
の
桃
井
館
は
近
頃
は
芝
居
で
も
滅
多
に
や
ら
な
い
珍
ら
し
い
出
物
だ
ね
。

わ
れ
。
だ
が
、
文
字
太
夫
の
語
り
様
は
常
磐
津
と
し
て
の
情
趣
は
あ
る
が
、
明
確
を
鋏

い
と

い
て
居
る
。
私
に
は
文
字
兵
衛
の
絃
ば
か
り
、
然
と
頭
に
入
っ
た
。
あ
の
中
風
で
居

て
軽
妙
と
力
と
を
備
へ
た
技
藝
は
吉
兵
衛
と
梅
吉
の
亡
な
っ
た
今
日
三
味
線
弾
中
の

至
賓
で
あ
る
。
殊
に
此
人
が
し
つ
く
り
語
る
太
夫
と
心
を
合
せ
て
、
絃
で
補
な
っ
て

行
く
虞
が
得
難
い
。

か
れ
。

富
本
は
何
故
新
曲
な
ん
ぞ
を
出
し
た
ら
う
。

わ
れ
。
邦
楽
家
の
新
曲
熱
に
も
困
っ
た
も
ん
だ
ま
だ
古
曲
も
人
に
博
へ
き
ら
な
い
中
か

ど

こ

ら
新
曲
と
は
何
事
だ
。
何
の
必
要
が
あ
っ
て
新
曲
を
作
る
ん
だ
。
何
虜
が
新
ら
し
い

ん
だ
。

お
と

か
れ
。
京
唄
は
江
戸
唄
と
は
ま
た
別
趣
の
味
が
あ
っ
て
雅
び
な
温
な
し
い
も
の
だ
ね
。

わ
れ
。
さ
う
。
こ
れ
丈
け
に
拍
子
と
細
や
か
さ
が
出
れ
ば
ま
あ
い
A

゜
然
し
唄
は
閉
口

し
た
。

か
れ
。
河
東

一
中
掛
合
の
源
氏
十
二
段
の

一
時
間
以
上
も
か
A

る
の
を
あ
の
堅
い
椅
子

で
聘
く
の
は
随
分
苦
し
い
。

聰
楽
の
後
の
到
話

ー
邦
楽
演
奏
會
に
於
て
ー
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、

、

ヽ

こ

の

よ

わ
れ
。
帝
國
劇
場
で
ひ
ぼ
し
に
な
る
時
世
時
節
と
諦
ら
め
し
ゃ
ん
せ
。
そ
れ
は
さ
て
置

き
、
斯
う
し
て
聴
く
と
京
で
源
を
装
し
た
一
中
よ
り
、
矢
張
江
戸
前
の
河
東
の
方
が

我
々
の
肌
に
は
合
ふ
や
う
だ
。

と
う
こ

か
れ
。
河
東
の
秀
翁
と
東
触
の
行
き
方
の
離
れ
な
い
の
と
、
三
味
線
の
秀
子
八
重
子
の

鮮
や
か
に
曲
想
を
出
し
て
行
く
虞
と
は
、
一
中
の
三
味
線
が
稽
強
過
ぎ
て
然
も
上
調

子
の
存
在
す
ら
疑
は
れ
る
弾
方
の
に
比
べ
て
、
一
段
聞
ば
え
が
し
た
。

わ
れ
。
君
も
中
々
話
せ
る
。
然
し
慾
を
い
ふ
と
河
東
の
シ
テ
、
ワ
キ
に
稽
さ
び
を
峡
ぃ

ば
う
し
よ
く

て
居
や
う
。
河
東
の
三
味
線
に
稽
位
を
鋏
い
て
居
や
う
。
然
し
こ
れ
は
望
蜀
゜

か
れ
。
此
に
特
記
し
た
い
の
は
藝
者
の
一
音
楽
學
校
壇
上
に
現
は
れ
た
事
だ
。
秀
子
あ
れ

は
踊
に
於
て
も
常
代
の
大
家
、
あ
の
赤
阪
の
鹿
の
子
だ
ぜ
0

~県
の
技
藝
を
以
て
起
つ

藝
者
、
員
の
意
味
の
藝
者
即
ち
藝
術
家
が
現
代
に
少
敷
乍
ら
居
る
事
は
人
意
を
強
う

す
る
。
富
本
の
友
喜
さ
ん
も
終
り
の
清
元
も
皆
藝
者
な
ん
だ
。
邦
楽
は
半
分
藝
者
で

命
を
繊
い
で
居
る
ん
だ
。

さ

う

わ
れ
。
不
粋
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
左
様
な
の
か
い
。
何
し
ろ
十
分
慎
面
目
に
腕
を
磨

い
て
も
ら
ひ
た
い
。
一
中
で
の
聞
き
慮
と
い
は
れ
る
「
竹
に
雀
は
な
あ
え
」
の
く
だ

り
は
今
一
息
、
河
東
で
の
「
し
ん
き
上
氣
の
顔
紅
葉
」
の
慮
は
な
だ
ら
か
で
あ
っ

た
と
思
ふ
。
何
し
ろ
浮
瑠
璃
中
で
此
曲
の
如
き
は
債
値
の
最
も
多
い
も
の
A

一
だ
。

「
投
節
L

な
ど
の
曲
調
も
残
っ
て
居
る
。

か
れ
。
只
掛
合
と
い
ふ
も
の
は
比
較
研
究
に
は
便
利
だ
が
、
雨
者
の
味
が
ま
と
ま
つ
て

出
な
い
の
は
遺
憾
だ
と
思
ふ
。
延
壽
の
清
元
は
ど
う
か
。

か

ゞ

た

い

ふ

わ
れ
。
新
内
の
加
賀
太
夫
と
共
に
今
日
の
江
戸
藝
術
中
の
絶
品
。
近
年
殊
に
醇
化
の
境

に
入
っ
た
も
の
だ
。
「
頼
む
ぜ
」
「
傘
を
置
い
と
く
ぜ
」
等
の
詞
の
軽
妙
自
在
、
「
深

山
の
奥
の
」
咽
喉
の
園
轄
自
在
。

か
れ
。
何
と
も
言
へ
な
い
ね
。
只
梅
三
郎
の
三
味
線
は
延
壽
に
は
氣
の
毒
だ
が
、
梅
三

郎
の
熱
心
を
買
つ
て
名
人
に
育
て
る
や
う
延
壽
に
言
て
呉
れ
た
ま
へ
。

わ
れ
。
さ
う
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大
薩
摩
筑
摩
川
は
ど
う
だ
い
。

か
れ
。

六
左
衛
門
は
随
分
と
叩
く
ね
。
う
ま
い
に
は
違
ひ
な
い
が
虞
に
よ
る
と
弾
く
の

ぢ
や
な
い
叩
く
の
だ
。
だ
か
ら
絃
が
切
れ
る
ん
だ
。
倅
の
喜
三
郎
は
く
せ
が
無
い
か

ら
上
達
す
る
だ
ら
う
。
勉
強
す
れ
ば
。

慢
心
し
な
け
れ
ば
ね
え
。
と
こ
ろ
で
終
の
青
海
波
は
藝
者
と
は
云
へ
唄
も
絃
も

よ
く
揃
っ
た
も
ん
だ
。
感
心
感
心
。

ま
さ
や

か
れ
。
踊
は
六
ケ
敷
い
ん
だ
が
政
弾
は
う
ま
い
ね
。

わ
れ
。
賓
に
涙
が
出
る
。
文
字
兵
衛
と
延
壽
と
政
禰
と
、
私
は
今
日
三
度
藝
術
の
感
極

ま
つ
て
泣
い
た
。

こ
し
ぢ

か
れ
。
こ
の
上
は
、
邦
楽
調
査
に
、
義
太
夫
（
越
路
？
）
と
新
内
（
加
賀
太
夫
）
と
歌

澤
と
を
加
へ
た
い
も
の
だ
。

わ
れ
。
か
う
し
た
古
い
酒
は
矢
張
り
味
が
い
い
か
う
い
ふ
酒
に
酔

つ
て
死
に
た
い
。

（『
讀
賣
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
五
月
二
十
四
日
）

邦

楽

演

奏

會

（

上

）

東
京
昔
楽
學
校
の
邦
楽
調
査
嘱
託
の
各
家
元
が
狡
起
で
廿
、
廿
一
の
雨
日
同
校
の
演

奏
場
で
一
音
楽
會
を
開
い
た
、
出
演
の
曲
は
一
中
、
河
東
、
富
本
、
清
元
、
常
磐
津
、
長

嗅
京
嗅
踊
等
で
邦
楽
の
現
時
盛
ん
に
行
は
れ
て
居
る
も
の
衰
微
に
近
き
も
の
を
殆

ど
一
堂
に
集
め
た
観
が
あ
る
、
集
め
て
是
を
聰
け
ば
竪
曲
各
派
の
興
腹
に
は
自
か
ら
頷

っ
と

か
れ
る
節
も
多
く
大
勢
が
葬
り
去
ら
ん
と
す
る
曲
節
を
強
い
て
保
存
に
力
め
る
の
は
其

れ
ほ
ど
重
要
の
事
か
何
う
か
と
言
ふ
事
も
端
な
く
考
へ
た
が
其
れ
は
別
の
問
題
で
あ
る

▲
河
東
一
中
初
日
は
か
け
合
で
源
氏
十
二
段
を
次
の
日
に
は
別
々
に
曲
を
撰
ん
で
出

し
た
が
雨
者
と
も
三
味
線
は
元
よ
り
語
り
口
に
も
格
段
の
差
は
無
く
特
に
河
東
節
が
今

日
衰
微
の
次
第
を
明
か
に
告
白
し
而
し
て
忘
れ
ら
れ
ん
と
す
る
特
徴
が
最
も
多
く
聴
者

に
或
る
悲
哀
の
感
銘
を
輿
へ
た
其
れ
を
一

言
に
し
て
言
へ
ば
弛
ん
だ
調
子
、
底
を
這
ふ

調
子
で
あ
る

▲
富
本
も
亦
衰
類
せ
る
曲
の
一
で
あ
る
が
其
慮
に
は
河
東
や
一
中
と
趣
を
異
に
し
た

次
第
も
有
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
成
ら
ぬ
前
者
に
較
べ
て
確
に
生
命
あ
る
べ
き
曲
節

に
富
み
な
が
ら
常
磐
津
清
元
等
に
蹴
押
さ
れ
て
居
た
の
も
一
に
は
家
元
の
不
明
瞭
と
名

人
の
現
は
れ
な
か
っ
た
の
が
原
因
で
あ
っ
た
に
違
ひ
無
い
、
併
し
今
度
の
初
日
に
高
尾

な

み

ざ

き

い

う

き

し

め

じ

ゅ

を
語
っ
た
名
見
崎
友
喜
や
二
日
目
に
松
風
を
出
し
た
志
女
壽
等
の
女
流
は
前
者
の
奔
放

し

り

う

な
る
後
者
の
堅
賓
な
る
確
に
斯
流
復
興
の
先
駆
者
た
る
事
は
先
頃
新
橋
倶
楽
部
出
演
以

来
の
所
信
で
あ
っ
た

わ
れ
。
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よ
ね
か

わ

ち

か

と

し

じ

う

こ

あ
，
つ
ま
し
し

▲
京
唄
生
田
流
の
琴
曲
家
米
川
親
敏
、
加
藤
柔
子
の
三
味
線
で
砧
も
東
獅
子
も
無
意

味
に
近
い
と
思
は
る
A

ま
で
手
事
の
延
び
た
も
の
、
或
は
此
の
徒
ら
に
長
い
曲
の
中
に

何
物
か
有
る
や
う
に
も
思
は
れ
た
が
不
幸
に
し
て
確
賓
に
捕
へ
る
事
が
出
来
な
か

っ
た

（
牽
一
）

（
『
都
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
五
月
二
十
七
日
）

邦
楽
演
奏
會
（
下
）

▲
常
磐
津
前
日
に
は
文
字
太
夫
、
志
妻
太
夫
、
禰
生
太
夫
に
三
味
線
文
字
兵
衛
、
和

か

き

ち

た

て

歌
吉
で
忠
臣
蔵
二
段
目
を
出
し
次
の
日
は
顔
燭
れ
が
愛
つ
て
志
妻
太
夫
を
立
に
弾
生
太

な

る

と

だ

い

ふ

や

ほ

は

ち

夫
、
鳴
戸
太
夫
に
三
味
線
は
文
字
兵
衛
が
峡
け
八
百
八
に
上
調
子
和
歌
吉
の
連
中
で
出

せ
り
ふ
も
の

し
物
は
釣
り
女
で
あ
っ
た
一

髄
家
元
は
何
れ
の
會
に
も
好
ん
で
白
物
を
出
す
人
だ
が
此

か
A

の
場
虐
に
ま
で
斯
る
も
の
を
持
ち
出
す
と
言
ふ
の
は
氣
が
知
れ
ぬ
と
言
ふ
よ
り
餘
り
に

智
慧
の
無
い
話
で
あ
る
、
他
に
聰
か
す
べ
き
斯
流
獨
特
の
節
物
は
瀑
山
有
る
筈
だ
、
但

し
晋
量
の
無
い
家
元
に
取
っ
て
は
節
物
を
出
す
の
が
得
策
で
無
い
の
か
も
知
れ
ぬ
が
果

し
て
然
う
と
す
れ
ば
前
途
は
悲
し
む
べ
き
も
の
で
あ
る
、
さ
れ
ば
二
日
目
の
釣
り
女
に

し
ま

入
を
取
ら
れ
て
了
っ
た
の
も
無
理
は
無
い
、
志
妻
の
節
に
は
家
元
だ
け
の
繊
巧
に
逹
し

て
居
な
い
虞
は
有
ら
う
が
純
別
語
り
物
は
昔
量
が
無
く
て
は
話
に
成
ら
ぬ
媚
生
、
鳴
戸

等
そ
れ
／
＼
有
望
の
人
と
思
っ
た
又
三
味
線
は
二
日
目
に
文
字
兵
衛
を
鋏
い
て
居
た
が

上
調
子
の
和
歌
吉
は
達
者
に
力
め
て
居
た

▲

清

元

延

壽
太
夫
、
家
内
太
夫
、
喜
久
太
夫
に
三
味
線
梅
三
郎
、
吉
太
郎
の
連
中
で

吉
原
雀
と
保
名
を
出
し
た
、
保
名
は
踊
の
地
で
あ
っ
た
が
延
壽
の
昔
量
と
調
節
と
は
動

か
ぬ
家
元
で
あ
る
此
頃
常
磐
津
に
も
浦
元
に
も
新
派
が
出
来
た
が
彼
れ
の
新
派
と
此
れ

の
新
派
と
は
大
い
に
其
の
赴
き
を
異
に
し
て
居
る
、
其
れ
に
付
け
て
も
故
梅
吉
の
三
味

線
は
惜
し
い
事
を
し
た
も
の
だ

▲
長
唄
初
日
の
筑
摩
川
と
言
ひ
次
ぎ
の
日
の
勘
進
帳
と
言
ひ
出
し
物
に
智
惹
の
無
さ

加
減
は
常
磐
津
の
家
元
と
好
い
劉
照
で
あ
る

▲

踊

は

最
上
位
の
邦
楽
だ
、
邦
楽
演
奏
會
に
必
ず
踊
を
採
る
の
は
賛
成
で
あ
る
の
み

ふ

ぢ

ま

ま

さ

や

せ

い

か

い

は

な
ら
ず
も
っ
と
番
敷
を
殖
や
し
て
貰
ひ
た
い
位
だ
、
藤
間
政
禰
は
青
海
波
と
保
名
と
を

踊
っ
た
、
青
海
波
の
振
り
は
政
弾
自
身
の
付
け
た
も
の
か
何
う
か
は
知
ら
ぬ
が
新
曲
の

そ
こ

事
だ
か
ら
振
り
も
現
代
の
名
匠
の
手
に
成
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
、
乃
で
古
名
匠
の
残
し

た
振
り
と
の
比
較
が
取
れ
た
の
は
近
頃
面
白
い
見
物
で
あ
っ
た
、
細
い
慮
は
後
に
譲
り

て
此
慮
に
は
初
め
て
見
た
政
弾
の
踊
に
就
て
言
へ
ば
一

髄
に
手
の
細
い
の
と
首
に
力
の

薄
い
の
は
踊
を
小
さ
く
す
る
の
傾
向
と
な
り
絶
え
ず
曲
線
的
で
キ
マ
リ
の
不
明
瞭
な
の

か

ん

ゑ

も

ん

は
見
た
目
に
引
立
た
ぬ
―
つ
の
摺
足
も
勘
右
衛
門
に
は
末
だ
遠
い
と
思
っ
た
が
三
下
が

り
の
手
踊
り
あ
た
り
は
流
石
に
奇
麗
な
も
の
で
あ
っ
た
（
牽
l

)

（
『
都
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
玉
月
二
十
八
日
）

邦
楽
演
奏
會
評

野

狐

髯

〇
拙
の
聰
い
た
の
は
二
十
一
日
（
日
曜
）
の
方
で
あ
る
。
時
間
が
三
十
分
ほ
ど
遅
れ
た

の
で
一
中
節
「
泰
平
船
盛
」
は
中
ほ
ど
か
ら
聘
い
た
。
例
に
依
つ
て
序
遊
の
喉
と
吟
平

の
三
味
線
は
う
ま
い
も
の
だ
。
一
中
節
は
序
遊
に
依
つ
て
辛
く
も
維
持
さ
れ
て
居
る
の

で
あ
る
が
、
ど
う
か
有
望
な
人
物
を
得
て
狡
展
は
出
来
な
く
と
も
湮
滅
せ
し
め
ぬ
や
う

に
し
て
ゆ
き
た
い
も
の
だ
。

0
河
東
節
「
槻
髪
夜
編
笠
」
い
つ
聰
い
て
も
捨
て
が
た
い
趣
は
あ
る
が
山
彦
山
子
の
技

術
に
は
感
服
が
出
来
な
い
。
節
廻
し
も
昔
量
も
昔
色
も
今
一
呼
吸
と
い
ふ
慮
で
が
つ
か

り
し
て
仕
舞
ふ
の
は
如
何
に
も
残
念
で
あ
る
。
英
子
の
上
調
子
は
大
分
ひ
ど
い
。
も
っ

と
し
つ
か
り
と
腕
を
錬

へ
な
け
れ
ば
河
東
節
の
体
面
に
か
A

は
る
こ
と
A

思
は
れ
る
。

何
に
し
て
も
稽
古
が
肝
腎
だ
。

0
富
本
節
「
徒
髪
懇
曲
者
」
名
見
崎
志
女
壽
の
墜
は
不
相
懇
妖
婉
を
極
め
て
を
る
。
三

味
線
得
壽
齋
の
掛
槃

「
ヨ
、
工
」
と
い
ふ
の
が
何
時
聰
い
て
も
氣
に
な
つ
て
仕
様
が
な

い
が
、
何
と
か
も
す
こ
し
穏
な
方
法
は
あ
る
ま
い
か
。
あ
の
ピ
ッ
チ
の
高
い
、
サ
ビ
の

あ
る
志
女
壽
の
槃
に
老
い
さ
ら
ば
い
た
胴
間
槃
で
「
ヨ
、
エ
」
と
や
ら
れ
る
と
、
あ
っ

た
ら
を
滅
茶
々
々
に
蹂
躙
さ
れ
て
仕
舞
ふ
。

0
京
唄
「
東
獅
子
」
所
謂
上
方
唄
で
あ
る
。
加
藤
米
川
二
氏
と
も
本
手
替
手
の
あ
ざ
や

、
、
、
、

か
な
手
さ
ば
き
は
十
分
伺
は
れ
た
が
、
唄
は
最
少
し
し
つ
か
り
と
や
つ
て
貰
ひ
た
か
つ

た
。
珍
ら
し
い
も
の
だ
け
に
失
望
も
大
き
い
。

0
番
外
と
あ
っ
て
新
柳
二
橋
の
藝
者
連
の
清
元
を
出
し
た
。
先
づ
明
治
の
藝
者
に
も
こ
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チ

ェ

ン

バ

ロ

甲

、

神

會

の

催

し

あ

り

。

曲

目

左

の

如

し

。

l

、

合

二

、

絃

楽

合

奏

唱

明

治

四

十

四

年

五

月

二

十

七

日

、

敦
師

二

十

八

日

ロ

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
、
グ
ロ
ッ
ソ
•
…
…
…
…
…
…
•
•
ヘ

イ
ン

デ

テ

Jレ

ル

作

曲

の

や

う

に

藝

道

熱

心

の

藝

者

が

あ

る

か

と

思

つ

て

頻

り

に

感

服

し

て

仕

舞

っ

た

。

そ

し

て

中

々

腕

前

が

冴

え

て

を

る

。

呼

吸

も

撥

捌

も

し

つ

く

り

し

た

者

だ

。

切

に

斯

道

の

為

に

自

重

を

祈

つ

て

お

く

。

0長
唄

「

勘

進

帳

」

伊

十

郎

、

六

左

衛

門

例

に

依

つ

て

例

の

如

き

演

奏

、

伊

十

郎

を

大

砲

、

六

左

衛

門

を

鉢

た

A
き

な

ど

A
悪

口

い

ふ

も

の

も

あ

る

け

れ

ど

、

技

術

の

確

な

こ

と

は

賀

に

感

服

の

外

は

な

い

。

〇

常

磐

津

節

「

釣

女

」

文

字

太

夫

近

頃

め

つ

き

り

と

腕

前

を

あ

げ

た

の

は

喜

ば

し

い

。

文

字

兵

衛

の

三

味

線

も

大

に

つ

と

め

た

。

花

嫁

を

釣

り

上

げ

る

と

い

ふ

可

笑

味

、

太

郎

冠

者

の

滑

稽

も

程

を

得

て

面

白

い

。

0清
元

節

「

深

山

櫻

及

兼

樹

振

」

延

壽

の

藝

は

盆

々

園

熟

し

て

来

た

。

終

に

廣

言

が

誠

に

な

り

か

け

て

来

た

の

は

嬉

し

い

、

以

前

の

妙

に

薄

つ

ぺ

ら

な

上

槃

も

段

々

穏

に

な

り

わ

ざ

と

ら

し

い

節

廻

し

も

っ

A
し

ん

で

来

た

し

。

例

の

獨

特

の

喉

が

息

も

つ

け

な

い

旨

み

を

語

る

や

う

に

な

っ

た

。

此

分

で

せ

つ

せ

と

勉

強

す

れ

ば

立

派

な

も

の

に

な

る

で

あ

ら

う

。

政

薙

の

踊

は

亦

妙

技

紳

に

入

っ

て

を

る

。

（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
五
月
二
十
八
日
）

第

二

十

四

回

定

期

演

奏

会

▲

五

月

二

十

七

（

士

）

二

十

八

（

日

）

雨

日

午

後

二

時

よ

り

本

校

春

季

演

奏

メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン

作

曲

言
•
•
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
石
倉
小
三
郎
作
歌

ベ

ネ

ー

ケ

ン

作

曲

乙
、
逝
け
る
友
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
•
•
｛
乙
骨
三
郎
作
歌

ン

作

曲

八
、
管
絃
七
部
合
奏
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

昔

架

演

奏

曲

目

梗

概l

、

合

唱

甲

、

神

言

乙

、

逝

け

る

友

ベ

ネ

ー

ケ

甲

は

詩

人

J

o
h
.
P
et
er 
L
a
n
g
e
の

詩

（

一

八

0
二

年

作

）

に

F
ri
e
d
ri
c
h
B
u
r
e
・
 

h
a
r
d
 B
e
n
e
k
e
n
の

附

曲

せ

る

も

の

、

民

謡

と

し

て

有

名

な

り

。

ベ

ネ

ー

ケ

ン

（

一

七

六

0ー
一

八

一

八

）

は

ハ

ノ

ー

ヴ

ァ

ー

附

近

の

憎

院

に

牧

師

た

り

し

人

に

し

て

其

の

在

職

中

敷

種

の

唱

歌

集

を

出

版

し

た

る

こ

と

あ

れ

ど

も

、

別

に

作

曲

者

と

し

て

名

あ

る

人

に

あ

ら

ず

。

唯

此

の

小

歌

曲

D
e
n
E
nt
schlaf
e
n
e
n
の

み

は

廣

く

世

人

に

迎

へ

ら

れ

た

り

。

曲

は

美

し

く

し

て

淋

し

み

を

籠

め

た

り

。

七

、

六、
五

、

歌

劇

「

フ

イ

デ

リ

オ

」

中

の

ア

リ

ア

…

…

…

；

・

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

曲

ピ

ア

ノ

三

部

合

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

：

フ

ラ

ー

ピ

ア

ノ

猶

奏カ
ル
ナ
ヴ
ァ
ル
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
・
・
シ

獨

唱

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
二
巻
第
七
号
、
明
治
四
十
四
年
七
月
、
六
三
頁
）

第
十
三

教
師

教教敦
師師師

ロ

メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン

作

ン

作

ユ

イ

マ

テ

Jレ

ム

ス

作

曲

ロ

イ

テ

ル

ュ

ン

ケ

ル

ウ

ェ

ル

ク

マ

イ

ス

テ

ル

敦
師

ペ

ッ

ツ

オ

ル

ト

三

、

ピ

ア

ノ

漉

奏

短
イ
調
コ
ン
セ
ル
ト
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
シ

四

、

絃

楽

合

奏

甲

、

イ

ン

タ

ー

ル

ー

デ

ィ

ウ

ム

…

…

…

…

…

・

・

・

グ

ラ

ズ

ー

ノ

フ

作

曲

マ
ド
リ
ガ
ル
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ
モ
ネ
ッ
テ
ィ
作
曲

乙

、

敬
授

橘

ユ

マ
ン

作

曲

糸

重
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涙
な
く
歌
も
な
く

冷
え
行
く
や
我
か
胸
も
。

抱
き
っ

A

獨
り
た
て
ば

二、

月
も
よ
き

乙
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
派
の
楽
家
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
(
-
八

0
九
ー

一
八
四
七
）
の
作

な
れ
ど
も
昔
風
の
聖
唱
歌
の
直
胆
に
作
ら
れ
た
れ
ば
、
古
雅
の
趣
を
有
す
。
即
ち
歌
竪
が

楽
句
の
切
れ
目
毎
に
止
ま
り
て
、
又
た
新
に
な
り
、
其
の
新
た
な
る
毎
に
和
槃
の
轄
調

し
行
く
虞
に
奮
き
敦
會
唱
歌
の
趣
を
示
せ
り
。

司
1
¥
l
l

t1 
由＇

1

1==-

あ
め
っ
ち

天

地

と

廣

き

稗

の

め

ぐ

み

な

や

み

み

よ

き

ひ

と

苦
悩
は
見
じ
、
正
義
人

頼
み
か
け
よ
、

言
よ
せ
給
ふ

た
す
け
乞
へ
と

青
白
き
塚
の
石
を

紳
の
め
ぐ
み
ぞ

此
の
宵
を
。

静
か
に
も
眠
る
か
君

お
く
つ
き

墳
墓
に
花
散
り
て
、

一、

と

は

土
の
中
永
久
の
闇
に

か
し
こ
き
や
。

歌

逝
け
る
友

言

ピ
ア
ノ
、

ヘ
ン
デ
ル
（
一
六
八
五
ー
一
七
五
九
）
の
偉
業
は
主
と
し
て
『
メ
シ
ア
ス
』
等
の
誹

事
楽
に
存
す
る
な
れ
ど
も
、
器
楽
の
曲
に
も
今
日
に
博
は
れ
る
傑
作
な
き
に
あ
ら
ず
、

こ
A

に
奏
す
る
合
奏
曲
は
其
の
中
に
て
も
分
け
て
秀
逸
の
作
と
い
ふ
べ
く
、
員
の
藝
術

品
に
鋏
く
べ
か
ら
ざ
る
「
優
雅
と
威
厳
と
」
の
二
特
性
を
備
へ
た
り
。
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
、
グ
ロ
ッ
ソ
（
大
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
）
と
は
昔
風
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
に
し
て
其
の
頃
コ

ン
チ
ェ
ル
チ
ノ
（
小
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
）
と
展
別
せ
ら
れ
居
た
り
。
後
者
は
唯
だ
敷
多
の

獨
奏
楽
器
の
相
競
ひ
て
同
時
に
奏
す
る
曲
を
指
し
、
前
者
は
之
れ
に
合
奏
楽
器
の
伴
ヘ

る
も
の
を
指
す
な
り
。
此
の
犀
別
は
十
七
世
紀
の
末
葉
に
起
り
た
る
こ
と
に
し
て
ヘ
ン

デ
ル
の
時
代
即
ち
十
八
世
紀
の
初
半
に
も
此
の
名
稲
行
は
れ
た
り
。
今
日
の
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
と
は
異
り
て
四
、
五
、
乃
至
六
曲
部
よ
り
成
り
、
其
の
中
一
曲
部
は
通
例
フ
ー
ゲ

或
は
フ
ー
ゲ
風
に
作
ら
れ
、
又
た
一
曲
部
は
舞
踏
曲
（
本
曲
に
て
は
ミ
ュ
ゼ
ッ
ト
）
に

作
ら
れ
た
り
。
さ
れ
ば
昔
風
の
ス
イ
ト
の
髄
に
作
ら
れ
た
る
も
の
と
い
ふ
べ
し
。

本
曲
の
第
一
曲
部
は
表
情
に
充
て
る
緩
調

（
短
卜
調
）
に
し
て
聖
唱
歌
を
聞
く
の
思

あ
り
。
終
り
て
第
二
は
快
速
な
る
フ
ー
ゲ
悟
に
移
り
、
次
で
稽
緩
な
る
ミ
ュ
ゼ
ッ
ト
と

な
る
（
ミ
ュ
ゼ
ッ
ト
の
中
部
進
行
は
稽
快
速
な
り
）
。
之
れ
に
次
ぐ
快
速
活
澄
な
る
曲

部
に
於
て
獨
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
他
の
絃
の
指
弾
に
伴
は
れ
て
跳
躍
す
る
所
聴
者
の
耳

を
惹
く
。
最
後
の
快
速
調
は
極
め
て
活
氣
に
富
め
り
。

三

、

ピ

ア

ノ

猶

奏

徹
頭
徹
尾
抒
情
的
な
り
し
楽
人
シ
ュ
ー
マ
ン
の
傑
作
は
第
一
其
の
美
は
し
き
小
歌
曲

に
存
し
、
第
二
に
は
早
年
期
の
ピ
ア
ノ
楽
に
存
す
。
大
規
模
な
る
管
絃
楽
は
其
の
得
意

の
領
分
に
あ
ら
ず
。
其
の
シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
四
篇
の
如
き
は
間
々
着
想
の
卓
越
せ
る
も
の

あ
る
に
関
せ
ず
、
楽
器
編
成
法
に
於
け
る
訣
黙
の
為
め
に
今
日
は
餘
り
顧
み
ら
れ
ざ
る

に
至
れ
り
。
唯
だ
絃
に
奏
す
る
ピ
ア
ノ
、
コ
ン
セ
ル
ト
は
依
然
と
し
て
昔
日
に
異
ら
ざ

る
愛
賞
を
受
け
つ
A

あ
り
。
或
は
所
第
く
、
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
コ
ン
セ
ル
ト
以
来

最
も
秀
美
の
も
の
な
り
」
と

二、

コ
ン
セ
ル
ト
（
短
と
調
）

絃

楽

合

奏

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
、
グ
ロ
ッ
ソ

シ
ュ
ー
マ
ン
作

ヘ
ン
デ
ル
作
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グ
ラ
ズ
ー
ノ
フ
作

シ
モ
ネ
ッ
テ
イ
作

甲
乙
共
に
最
近
楽
家
の
作
に
係
る
。
グ
ラ
ズ
ー
ノ
フ
(
-
八
六
五
—
)
は
露
都
ペ
ー

テ
ル
ス
ブ
ル
ク
の
人
十
六
歳
に
し
て
シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
を
著
し
て
よ
り
以
来
賂
多
の
作
曲

を
な
せ
り
。
九
十
九
年
以
来
同
市
音
楽
學
校
の
作
曲
法
の
教
授
た
り
。
イ
ン
タ
ー
ル
デ

ィ
ウ
ム
は
挿
間
曲
の
義
。
乙
の
マ
ド
リ
ガ
ル
は
も
と
十
四
世
紀
の
頃
。
フ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
に

起
り
延
て
伊
獨
諸
國
に
披
が
り
た
る
四
句
乃
至
十
六
句
よ
り
な
る
牧
歌
な
り
し
が
十
五

世
紀
に
至
り
て
此
の
名
は
三
乃
至
七
重
音
な
る
俗
楽
合
唱
歌
の
名
と
な
り
厳
粛
な
る
聖

唱
歌
に
劉
立
せ
り
。
其
の
最
盛
期
は
一
五
二

0
ー
一
六
五

0
年
の
間
に
あ
り
と
す
。
十

九
世
紀
に
至
り
て
レ
ン
ネ
ル

(
R
e
n
n
e
r
)
の
牧
歌
四
部
合
奏
な
ど
起
り
て
再
び
楽
界
に

四

、

絃

楽

合

奏

甲
、
イ
ン
タ
ー
ル
ー
デ
ィ
ウ
ム

乙
、
マ
ド
リ
ガ
ル

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

コ
ン
セ
ル
ト
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
獨
奏
楽
器
と
管
絃
楽
と
の
相
競
ひ
相
季
ひ
て
奏
す

る
如
き
曲
閥
を
い
ふ
。
而
し
て
獨
奏
部
は
例
規
と
し
て
演
奏
者
の
手
腕
を
示
す
に
適
嘗

な
る
様
に
六
ケ
敷
き
技
術
を
含
め
り
。
又
た
第

一
曲
部
又
は
終
曲
部
の
終
り
に
近
き
部

分
に
於
て
演
奏
者
の
即
興
演
奏
を
許
容
せ
る
も
此
の
曲
髄
の
特
徴
な
り
。
但
し
本
曲
に

は
作
者
自
ら
其
の
部
分
を
書
き
記
せ
り
。
管
絃
楽
の
代
り
に
今
回
は
他
の
ピ
ア
ノ
を
用

ふ。
絃
に
奏
す
る
第
一
曲
部
（
即
ち
表
情
あ
る
快
速
調
）
は
千
八
百
四
十
一
年
の
創
作
に

係
り
最
初
は
『
ピ
ア
ノ
と
管
絃
楽
と
の
短
イ
調
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
』
と
い
ふ
名
稲
に
て
現

は
れ
た
る
を
後
四
十
五
年
に
至
り
他
の
二
曲
部
を
附
加
し
て
之
れ
を
「
コ
ン
セ
ル
ト
」

と
し
て
狡
表
せ
り
。
本
曲
に
就
て
殊
に
注
目
に
値
す
る
一

事
は
本
曲
の
全
部
が
唯
だ
一

の
楽
旬
よ
り
構
成
せ
ら
れ
居
る
こ
と
A

今
―
つ
は
曲
趣
が
奇
妙
に
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
風

な
る
こ
と
是
な
り
。
但
し
そ
は
剰
穎
を
疑
は
し
む
る
程
に
似
通
へ
る
に
あ
ら
ず
し
て
、

寧
ろ
シ
ュ

ー
マ
ン
が
其
の
崇
拝
せ
る
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
の
感
化
を
ば
此
の
頃
よ
り
受
け

初
め
た
る
を
示
す
も
の
に
過
ぎ
ず
。
楽
器
法
と
構
造
と
に
至
て
は
純
然
た
る
シ
ュ
ー
マ

ン
の
作
品
に
し
て
、
殊
に
其
の
構
造
に
於
て
は
後
年
コ
ン
セ
ル
ト
と
し
て
表
は
れ
た
る

時
に
特
に
楽
界
の
注
目
を
惹
き
た
る
が
如
し
。
（
上
述
の
如
く
本
曲
は
初
め
よ
り
コ
ン

セ
ル
ト
と
し
て
創
作
せ
ら
れ
た
る
に
非
る
が
故
に
其
の
曲
盟
は
厳
密
な
る
意
味
に
於
て

コ
ン
セ
ル
ト
と
稽
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
）

歌
劇
「
フ
ィ
デ
リ
オ
」

(

F
i

d
e
li
o

)

 

迎
へ
ら
れ
た
り
。
此
に
奏
す
る
マ
ド
リ
ガ
ル
も
弦
楽
四
部
を
中
心
と
し
、

の
指
弧
を
加
へ
た
り
。
曲
趣
優
美
に
し
て
如
何
に
も
抒
情
的
な
り
。

五

、

狽

唱

歌
劇
「
フ
ィ
デ
リ
オ
」

の
ア
リ
ア

の
筋

こ
れ
に
バ
ス

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

フ
ィ
デ
リ
オ
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
作
曲
し
た
る
唯
一
の
歌
劇
な
り
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
は
歌
劇
を
嫌
忌
す
と
は
誤
れ
る
解
繹
な
り
。
彼
は
屡
々
歌
劇
作
曲
の
目
的
を
以
て

非
常
に
多
く
の
劇
詩
を
精
査
し
た
り
し
が
、
遂
に
一
も
彼
が
意
を
充
す
に
足
る
者
無
か

り
し
な
り
。
さ
れ
ど
或
批
評
家
が
獅
子
は
一
疋
な
り
と
も
獅
子
の
兒
を
生
む
と
謂
ひ
し

が
如
く
、
賓
に
フ
ィ
デ
リ
オ
は
世
界
最
大
歌
劇
の
一
た
る
を
失
は
ず
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
営
て
維
納
に
在
り
し
時
千
八
百
四
年
維
納
劇
場
長
ブ
ラ
ウ
ン
男
爵

よ
り
一
歌
劇
の
作
曲
を
依
頼
さ
れ
た
り
。
彼
は
之
に
應
ぜ
ん
が
為
め
特
に
ゾ
ン
ラ
イ
ト

ナ
ー
(
S
o
n
n
l
ei
t

h
n
e
r
)
に
依
り
て
麟
繹
せ
ら
れ
た
る
佛
蘭
西
の
詩
人
ブ
イ
リ
ー

(
B
o
u
,

i
l
l
y
)
の
劇
詩
「
レ
オ
ノ
ー
ル
一
名
夫
婦
の
愛
」
（
に
o
n
o
r
e
o
u
 l'a
m
o
u
r
 c
o
nj

u
g
a
l
)
 

を
採
用
せ
り
。
此
劇
詩
は
既
に
彼
以
前
に
於
て
音
楽
者
ガ
ヴ
ォ
ウ
（
G
a
v
e
a
u
x
)
及
び

パ
ー
エ
ル
(
P
a
e
r
s
)

等
に
依
り
再
度
作
曲
せ
ら
れ
た
る
事
あ
り
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

千
八
百
五
年
の
春
作
曲
に
か
A

り
、
夏
に
は
完
成
せ
り
、
か
く
て
同
年
十
一
月
二
十
日

「
フ
ィ
デ
リ
オ
」
の
標
題
の
下
に
初
め
て
公
衆
の
前
に
上
場
せ
ら
れ
し
が
、
殆
ん
ど
何

等
の
喝
采
も
得
る
能
は
ざ
り
き
。
此
最
初
敷
回
の
演
奏
に
依
り
て
知
ら
れ
た
る
映
貼
は

其
後
改
作
せ
ら
れ
、
翌
六
年
三
月
に
は
再
度
上
場
せ
ら
れ
て
幾
分
の
成
功
を
博
し
た

り
。
其
後
千
八
百
十
四
年
に
は
更
に
歌
詞
、
音
楽
共
に
大
な
る
改
造
を
加
へ
ら
れ
、
三

月
二
十
三
日
に
大
々
的
の
結
果
を
以
て
演
奏
せ
ら
れ
た
り
。
是
れ
を
現
今
の
フ
ィ
デ
リ

オ
と
成
す
。

歌
劇
「
フ
ィ
デ
リ
オ
」
は
二
幕
物
に
し
て
其
筋
は
頗
る
輩
純
な
り
。
西
班
牙
の
セ
ヴ

ィ
ル
ラ
市
よ
り
敷
哩
の
地
に
、

黙
制
を
極
め
た
る
知
事
ド
ン
、
ピ
ッ
ァ
ル
ロ
の
監
督
せ

る
牢
獄
あ
り
。
フ
ロ
レ
ス
タ
ン
な
る
義
士
知
事
の
暴
横
を
憤
り
、
之
が
證
腺
を
携
帯
し

て
時
の
中
央
政
府
に
直
訴
せ
ん
と
出
立
せ
し
慮
を
、
途
中
に
て
ピ
ツ
ァ
ル
ロ
の
為
に
捕

へ
ら
れ
、
此
牢
獄
の
最
下
層
に
呻
吟
す
る
の
悲
運
に
陥
れ
り
。
ピ
ツ
ァ
ル
ロ
は
其
典
獄
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ロ
ッ
コ
に
命
じ
、

食
物
を
減
じ
て
フ
ロ
レ
ス

タ
ン
を
し
て
餓
死
せ

し
め
ん
と
せ
り
。

家

に
在
り
た
る
フ
ロ
レ
ス
タ
ン
の
妻
レ
オ
ノ
ー
レ
は
其
夫
の
愛
事
を
知
り
、
必
定
此
牢
獄

に
打
込
ま
れ
た
る
を
想
像
し
、
遂
に
男
装
し
て
フ
イ
デ
リ
オ
と
名
乗
り
、
巧
み
に
此
牢

獄
の
典
獄
の
助
手
と
成
り
す
ま
せ
り
。
か
く
て
其
勤
勉
と
怜
悧
と
に
依
り
て
漸
時
に
典

獄
の
信
用
を
博
し
、
後
に
は
此
最
下
層
の
牢
獄
に
入
る
を
許
さ
る
A

に
至
り
ぬ
。
ピ
ッ

ァ
ル
ロ
は
大
臣
の
巡
視
以
前
に
此
無
率
の
罪
人
を
殺
し
て
證
腺
を
湮
滅
せ
し
め
ん
と
欲

し
、
先
づ
典
獄
ロ
ッ
コ
及
び
助
手
フ
ィ
デ
リ
オ
を
し
て
古
瓶
を
掘
ら
し
む
。
か
く
て
い

ざ
フ
ロ
レ
ス
タ
ン
を
刺
さ
ん
と
す
る
の
一
刹
那
、
今
迄
フ
ィ
デ
リ
オ
と
し
て
働
き
し
妻

の
レ
オ
ノ
ー
レ
は
突
如
と
し
て
ピ
ツ
ァ
ル
ロ
の
前
に
立
ち
塞
り
、
短
銃
を
向
け
て
其
夫

を
救
は
ん
と
す
。
此
時
勇
ま
し
く
剛
夙
の
墜
響
き
渡
り
大
臣
の
到
着
を
知
ら
す
。
か
く

て
残
忍
な
る
ピ
ツ
ァ
ル

ロ
の
犯
罪
暴
露
し
、
レ
オ
ノ
ー
レ
は
稗
聖
な
る
愛
の
力
を
以
て

夫
を
此
窮
地
よ
り
救
ふ
と
云
ふ
筋
な
り
。

本
曲
の
位
置

此
慮
に
演
ぜ
ら
れ
ん
と
す
る
ア
ー
リ
ア
は
第

一
幕
の
中
央
第
八
段
に
位
し、

習
に
此

歌
劇
中
の
ア
ー
リ
ア
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
全
音
楽
界
に
於
け
る
最
大
傑
作
の
一
に
屍

す
。
第
七
段
に
於
て
レ
オ
ノ
ー
レ
の
密
か
に
立
聞
き
す
る
と
も
知
ら
ず
、
知
事
ピ
ツ
ァ
ル

口
は
典
獄

ロ
ッ
コ
に
金
を
輿

へ
て
獄
中
の
フ
ロ
レ
ス
タ
ン
を
殺
さ
ん
事
を
命
ぜ
し
が
、

ロ
ッ
コ
の
是
を
拒
む
に
及
び
己
れ
自
ら
彼
を
刺
さ
ん
事
に
決
し、

明
朝
其
準
備
を
成
す

可
き
を
言
ひ
附
け
て
去
れ
り
。
績
い
て
此
第
八
段
に
於
て
是
を
聞
き
た
る
レ
オ
ノ
ー
レ

愈
々
危
機
の
切
迫
を
知
り
、
先
づ
レ
シ
タ
テ
ィ
ー
ヴ

(
R
e
ci
t

at
i

v
e
)
に
於
て
残
忍
な
る

ピ
ッ
ァ
ル
ロ
を
恨
む
、
さ
れ
ど
次
の
ア
ー
リ
ア
に
於
て
神
聖
な
る
愛
の
最
終
の
勝
利
を

得
べ
き
希
望
と
自
信
と
を
述
ぶ
。

六
、
絃
楽
三
部
合
奏

セ

レ

ネ

ー

ド

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

英
語
の
セ
レ
ネ
ー
ド
は
獨
語
の
同
綴
の
ゼ
レ
ナ
ー
デ
に
等
し
く
伊
語
の
セ
レ
ナ
ー
タ

(
S
e
r
e
n
at
a
)
に
淵
源
し
、
セ
レ
ナ
ー
タ
は
伊
語
の
晩
と
い
ふ
義
に
由
来
す
。
邦
語
骰
り

に
繹
し
て
黄
昏
曲
と
成
す
、
黄
昏
時
戸
外
に
於
て
1

殊
に
愛
人
又
は
敬
す
る
人
の
窓

下
に
於
て
—
|
'
奏す
る
楽
曲
の
意
に
し
て
槃
楽
・
器
楽
共
に
有
り

。

さ
れ
ど
近
代
に
於

て
は
主
と
し
て
器
楽
の
方
重
ん
ぜ
ら
れ
、
語
義
と
全
く
閥
係
無
き

一
種
の
器
楽
形
式
を

シ
ュ
ー
マ
ン
作

構
成
す
る
に
至
れ
り
。
ハ

イ
ド
ン
、
モ
ツ
ァ
ル
ト
時
代
に
は
戸
外
用
と
し
て
適
せ
し
め

ん
が
為
め
に
多
く
の
場
合
若
干
の
管
楽
器
を
採
用
し
た
り
し
が
、
後
室
内
に
於
け
る
演

奏
會
用
と
し
て
作
曲
せ
ら
る
A

に
至
り
て
、
絃
楽
器
の
み
の
も
の
漸
や
く
其
の
敷
を
増

加
せ
り
。
其
の
初
め
セ
レ
ネ
ー
ド
の
特
色
は
劉
位
法
の
如
く
に
凡
て
の
楽
器
が
幾
分
の

程
度
に
於
て
獨
立
旋
律
を
奏
す
る
に
あ
り
し
が
、
近
代
に
於
て
は
此
の
特
色
を
失
ふ
に

至
れ
り
。
唯
だ
現
今
に
於
て
も
尚
ほ
セ
レ
ネ
ー
ド
の
特
異
な
る
性
質
と
し
て
残
留
す
る

は
、
そ
が
ソ
ナ
ー
タ
又
は
シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
よ
り
も
通
常
多
く
の
楽
句

(
M
o
v
e
m
e
nt
)

を
有
す
る
事
と
其
各
楽
旬
の
開
展
形
式
が
シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
又
は
ス
イ
ト
に
比
較
し
て
一

層
簡
輩
自
由
な
る
事
と
、
概
し
て
其
の
中
に
舞
踏
曲
風
の
楽
句
の
存
す
る
事
と
の
諸
貼

に
あ
り
。
其
他
第
一
楽
句
と
最
終
楽
旬
と
が
行
進
曲
風
の
形
式
を
有
す
る
も
古
来
の

一

特
色
に
し
て
此
虞
に
演
奏
せ
ら
る
A

本
曲
も
亦
然
り
。
要
す
る
に
セ
レ
ネ
ー
ド
と
は
其

形
式
上
よ
り
見
る
と
き
は
約
四
つ
以
上
の
餘
り
開
係
な
き
諸
楽
旬
の
雑
然
た
る
集
合
髄

と
見
る
可
＜
其
ス
イ
ト
と
異
る
所
は
唯
後
者
が

一
楽
器
の
楽
曲
な
る
に
反
し
て
セ
レ
ネ

ー
ド
が
敷
個
の
楽
器
又
は
小
管
絃
楽
用
の
楽
曲
な
る
黙
に
存
す
。
此
嘉
に
演
奏
せ
ら
る

る
セ
レ
ネ
ー
ド
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
二
十
七
八
歳
即
ち
千
七
百
九
十
六
七
年
頃
最
初

の
維
也
納
滞
在
の
時
の
作
に
し
て
、
彼
が
漸
や
く
自
己
の
創
作
力
を
自
覺
し
始
め
た
る

時
代
に
作
曲
せ
ら
れ
た
る
者
な
り
。
さ
れ
ば
其
形
式
的
方
面
よ
り
観
る
時
は
尚
全
然
モ

ツ
ァ
ル
ト
の
覇
絆
を
脱
し
居
ら
ざ
る
が
如
し
。
作
と
し
て
も
餘
り
顕
著
な
る
方
に
は
有

ら
ざ
れ
ど
も
叉
た
後
の
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
想
ひ
起
さ
し
む
る
黙
無
き
に
非
ず
。

七

、

ピ

ア

ノ

濶

奏

カ
ル
ナ
ヴ
ァ
ル
（
作
品
第
九
）

シ
ュ
ー
マ
ン
の
洋
琴
曲
の
秀
美
な
る
も
の
は
大
抵
若
年
期
の
作
な
り
。
サ
ム
に
奏
す
る

『
謝
肉
祭
』
も
其
の
一
に
し
て
千
八
百
三
十
四
年
よ
り
三
十
五
年
に
か
け
て
作
曲
し
、

三
十
七
年
に
世
に
現
は
れ
た
り
。
こ
は
廿
二
の
短
曲
を
集
め
た
る
も
の
に
し
て
、

其
の

創
作
の
由
来
は
シ
ュ
ー
マ
ン
自
身
の
言
に
由
れ
ば
次
の
如
し
。

彼
の
楽
友
に

E
r
n
st
ei
n
v
•
F
ric
k
e
n嬢
と
い
ふ
が
あ
り
て

A
s
c
h
と
呼
ぶ
町
に

住
ひ
居
た
り
。
然
る
に
此
の

A
s
c
h
と
い
う
文
字
は
偶
然
に
も
音
階
中
の
音
名
の
み
を

含
み
。
又
た
シ
ュ

ー
マ
ン
自
身
の
苗
字
の
中
に
存
す
る
字
の
み
よ
り
な
れ
り
。
こ
の
理

由
よ
り
A
.
S
.
 C.
 H

の
四
音
を
基
と
せ
る
曲
を
幾
つ
か
作
り
見
ん
と
の
考
を
起
し、
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―
つ
宛
別
段
の
意
味
も
無
く
作
り
た
る
が
、
こ
れ
等
の
完
成
せ
る
時
は
恰
も
千
八
百
三

十
五
年
の
謝
肉
祭
の
時
節
に
常
り
た
る
を
以
て
、
其
の
全
部
に
「
謝
肉
祭
」
の
名
を
冠

せ
し
め
た
る
な
り
と
い
ふ
。
彼
は
友
人

M
o
s
c
h
e
l
e
s

に
宛
て
た
る
書
翰
の
中
に
述
べ

て
日
く
『
曲
の
標
題
は
後
よ
り
付
け
た
る
な
れ
ど
も
、
音
楽
は
賓
際
其
の
意
味
を
表
は

し
居
る
に
あ
ら
ず
や
』
と
。
然
り
彼
の
言
ふ
如
く
本
曲
は
お
の
づ
か
ら
祭
日
に
於
け
る

瑕
装
舞
踏
會
の
歓
楽
を
描
き
出
だ
し
た
る
も
の
と
し
て
聞
く
を
得
べ
し
。
廿
二
曲
の
題

名
は
極
め
て
奇
妙
な
り

o

.

1. 
P
r
e
a
m
b
u
l
e
(
f
i
l
*
吾
）

2
.P

ierro

t(}\.~) 

3
.
 
Arlequ

in(A~) 

4•Valse 

n
o
b
l
e
 
(
J
:
&
b
 tJ. 
-75 
I
!
]
瀧
吾
）

5
.
E
u
s
e
bi
u
s
 CA~) 

6
.
 F

l
o
r
e
st
a
n
 CA~) 

7
.
 C

oq

u
et
t

e
 C
苓
瀕
t
s
)
8
.
R
ep

li
q

u
e
 
C零
U

踪
L
)
9
.
Sp

hi
n
x
e
s
 (
M
J
i
)
 

1
0
.
 P
a
p
i
l
l
o
n
s
 C
i
i
J
l
~
癖

3

津
[
)
1
1
.
A
.
 

S
.
 C.
 H
.|
S
.
 

C
.
 H.
 A. 
C
L
et
t

ers 

d
a
n
s
a
nt
es C3t*(7)-~) 

1
2
.
 C

hi
a
ri
n
a
 
CA~) 

1
3
.
 C

h
op
i

n
 
CA~) 

1
4
.
 E

st
rella CA~) 

1
5
.
 R

e
c
o
n
n
ai
s
a
n
c
e
 
C
m
}
$
)
 
1
6
.
 P

a
nt
a
l
o
n
 
et
 

C
o
l
o
m
bi
n
e
 C~~

c.
A~) 

1
7
.
 A

l
l
e
m
a
n
d
e
 C
叶
陣
津
宮
苺
吾
）

1
8
.
P
a
g
a
ni
ni
 

1
9
.
 A

v
e
u
 C羹
H
9
)
2
0
.
P
r
o
m
e
n
a
d
e
 O!~) 

21. 
P
a
u
s
e
 C
-f-t 

M
a
r
c
h
e
 d
e
s
 
D
a
vi
d
s
b
i
i
n
d
l
e
r
 
c
o
nt
re 
les p
hi
li
st
i

n
s
 ({~ 

A~

c. 

（

A
令
）

澄
）

2
2

翌
斗
が
ヽ
y
4

F
襟
己
津
3
冷
濤
蒔
ヰ
吾
）

此
の
内
、
第
一
の
前
奏
曲
を
除
け
ば
他
は
大
抵
舞
踏
會
に
出
席
し
た
る
人
名
と
其
の

會
に
て
起
れ
る
事
件
と
を
題
に
せ
り
。
人
名
の
中
に
は
彼
の
友
な
り
し
楽
人
の
賞
名
も

あ
り
又
た
彼
の
空
想
中
に
存
在
し
た
る
ダ
ヴ
ィ
ド
結
註
員
の
名
（
固
⑥
⑫
）
も
あ
り
、

、
、
、
、

前
述
の
フ
リ
ッ
ケ
ン
嬢
は
エ
ス
ト
レ
ラ
と
い
ふ
名
に
て
闘
に
入
れ
り
⑦
の
浮
氣
も
の
は

誰
れ
を
指
し
た
る
に
や
明
か
な
ら
ず
。
此
れ
等
の
人
々
集
ま
り
て
歓
楽
を
盛
す
間
に
挨

拶
誓
約
逍
逝
等
の
出
来
事
あ
り
、
其
折
々
に
④
仰
な
ど
の
舞
踏
曲
の
響
聞
ゆ
。
⑪
に
於

て
A
S
C
H
の
四
文
字
が
騒
が
し
く
舞
踏
し
て
幽
露
の
消
え
さ
る
は
不
思
議
な
り
。
血

の
胡
蝶
の
舞
は
彼
の
作
品
第
二
の
洋
琴
曲
「
胡
蝶
」
の
思
ひ
出
の
如
く
疾
過
し
、
又
た

⑲
に
於
て
は
胡
蝶
曲
の
第
一
番
の
一
節
を
其
の
儘
挿
入
せ
り
。
最
後
の
曲
は
四
分
の
三

拍
子
に
し
て
然
も
進
行
曲
の
趣
を
有
す
る
も
の
、
一
種
諧
諒
的
、
表
徽
的
の
意
味
を
含

｛

マ

マ

〕

め
り
。
俗
人
の
表
徴
と
し
て
獨
逸
の
古
き
「
老
父
の
踊
」
を
用
ゐ
あ
り
。
側
の
ス
フ
ィ

ン
ク
ス
は
箪
音
の
長
音
符
敷
個
よ
り
成
り
た
る
曲
な
る
が
、
普
通
演
奏
せ
ざ
れ
ば
員
の

無
言
曲
な
り
。
其
の
何
人
を
指
し
た
る
か
は
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
如
く
不
可
解
な
り
。

八
、
管
絃
七
部
合
奏

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

此
管
絃
七
部
合
奏
曲
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
セ
ロ
、
ダ
ブ
ル
ベ
ー
ス
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
バ
ッ
ス
ー
ン
及
び
ホ
ー
ン
の
七
部
よ
り
成
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
尚

モ
ツ
ァ
ル
ト
の
覇
絆
を
全
然
脱
せ
ざ
る
三
十
歳
の
時
（
千
八
百
年
）
の
作
に
係
る
。
同

年
四
月
二
日
維
納
府
劇
場
附
島
音
楽
學
校
に
於
て
彼
自
ら
其
自
作
の
第
一
シ
ム
フ
ォ
ニ

）
及
び
第
一
洋
琴
司
伴
榮
と
共
に
初
め
て
指
揮
演
奏
し
た
る
者
に
し
て
、
常
時
の
填
國

皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
一
世
の
皇
后
マ
リ
ア
、
テ
レ
ー
ジ
ア
に
奉
呈
し
た
る
楽
曲
な
り
。
構
造

の
モ
ツ
ァ
ル
ト
楽
風
に
類
似
し
て
輩
純
な
る
が
為
公
衆
に
理
解
さ
れ
易
く
、
従
て
嘗
初

よ
り
音
楽
界
の
歓
迎
を
受
け
た
る
事
大
な
り
き
。

本
曲
は
左
の
六
楽
句
よ
り
成
立
す
。

1. 
a
)
 
A
d
ag
i

o
.
 E
 flat
 

m
aj
o
r
.
 ¾
・

b
)
 A
l
l
eg
r
o
 c
o
n
 b
ri

o
.
 E
 flat
 

m
aj

o
r
.
 
¼
• 

2
.
 [
A
d
ag
i

o
 c
a
nt
a
bi
le
.
 A
 flat
 

m
aj
o
r
.
 
¾,] 

3
.
 T

e
mp

o
 di
 

M
e
n
u
et
t

o
.
 E
 flat
 

m
aj
o
r
.
 
¾
• 

4
.
 T

e
m
a
 c
o
n
 V
a
ri
a
zi
o
ni

,
 

A
n
d
a
nt
e
.
 B
 flat
 

m
aj
o
r
.
 
¾
• 

5
.
「

S
c
h
e
r
z
o
.
A
l
l
e
g
r
o
 m
o
l
t
o
 e
 vi
v
a
c
e
.
 E
 flat
 

m
aj
o
r
.
 
¾
,] 

6
.
「

a
)
A
n
d
a
nt
e
 c
o
n
 m
ot
o
 alla marc

ia•E 

flat
 

m
i

n
o
r
.
 
¾
,] 

[
b
)
 
P
r
e
st
o
.
 E
 flat
 

m
aj
o
r
.
 
¼

-
J 

此
慮
に
演
奏
せ
ら
る
A

は
右
の
中
括
弧
無
き
第
一
、
第
三
、
第
四
の
三
楽
句
な
り
と

す
。
是
が
音
調
の
特
質
を
述
ぶ
れ
ば
普
通
長
愛
ホ
調
は
愛
、
信
仰
、
等
の
情
を
、
長
菱

ロ
調
は
希
望
渇
仰
等
の
情
を
表
は
す
に
適
せ
り
と
せ
ら
る
。

1. 
a
)
 
A
d
ag
i

o
.
 E
 flat
 

m
aj
o
r
.
 ¾
・

緩
徐
に
、
長
愛
ホ
調
、
四
分
の
三
拍
子
、

此
部
分
は
簡
略
な
る
序
曲
を
作
成
す
。
績
い
て
直
ち
に

b
)
 
A
l
l
e
g
r
o
 
c
o
n
 b
ri

o
.
 E
 flat
 

m
aj
o
r
.
 
¼
-

快
速
に
、
活
澄
を
以
て
、
長
愛
ホ
調
、
四
分
の
四
拍
子

の
部
分
に
入
る
。
楽
式
上
通
常
の
ソ
ナ
ー
タ
形
式
を
有
す
。
最
初
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
現
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は
る
A
者
第
一
主
題
に
し
て
、
此
主
題
を
記
憶
す
る
時
は
此
全
楽
句
を
容
易
に
理
解
す

る
を
得
可
し
。
蓋
し
此
楽
句
の
進
行
中
幾
度
か
其
回
想
旋
律
の
開
展
に
遭
遇
す
れ
ば
な

り
。
第
二
主
題
は
長
愛
口
調
に
し
て
稽
厳
粛
な
る
旋
律
な
り
。
開
展
部
も
可
な
り
大
規

摸
の
構
造
を
有
す
。

3

.
 

T
e
mp
o
 di
 

M
e
n
u
e
tt
o
.
 E
 flat
 

m
aj
or
.
 
¾

-

メ
ヌ
エ
ッ
ト
の
速
度
に
て
、
長
愛
ホ
調
、
四
分
ノ
三
拍
子
、

此
メ
ヌ
エ
ッ
ト
の
旋
律
は
之
と
少
し
く
形
を
愛
じ
て
作
品
第
四
十
九
の
第
二
に
於
け

る
洋
琴
ソ
ナ
ー
タ
の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
に
も
表
は
れ
た
り
。
博
ふ
る
所
に
依
れ
ば
此
ソ
ナ
ー

タ
は
彼
自
身
装
表
す
る
の
意
志
無
か
り
し
に
彼
の
兄
弟
に
由
り
て
密
か
に
公
け
に
せ
ら

れ
た
る
な
り
と
。

4
.
 

T
e
r
n
a
 c
o
n
 V
a
ri
azi
o
ni
 

A
n
d
a
nt

e
.
 B
 flat
 

m
aj
or
.
 
¾

• 

愛
奏
附
主
題
、
併
歩
に
、
長
愛
口
調
、
四
分
ノ
三
拍
子
、

チ
ェ
ル
ニ
ー
の
説
に
依
れ
ば
此
主
題
は
ラ
イ
ン
河
附
近
の
民
謡
な
り
と
せ
ら
る
れ
ど

も
そ
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
學
者
と
し
て
有
名
な
る
セ
イ
ヤ
ー

(
T
h
a
y
e
r
.)

の
反
劉
す

る
所
な
り
。
五
個
の
愛
奏
中
短
愛
口
調
（
B
flat

 

m
i

n
o
r
)

の
第
四
愛
奏
最
美
な
り
。

此
菱
奏
は
ホ
ー
ン
が
初
め
て
入
る
事
に
依
り
て
直
ち
に
知
ら
る
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ

ィ
オ
ラ
は
不
安
な
る
三
連
音
符
を
奏
し
つ
A

上
行
し
て
漸
時
聴
者
に
逼
る
が
如
く
、
セ

ロ
と
ダ
ブ
ル
ベ
ー
ス
は

Pi
zzi
cat
o
に
て
暗
潅
た
る
深
み
へ

と
沈
み
、
ホ
ー
ン
と
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
と
バ
ッ
ス
ー
ン
は
交
代
し
つ
A

同
音
に
て
恐
る
／
＼
又
悲
し
げ
に
其
上
を
渡

り
行
く
。
悉
く
晩
年
に
於
け
る
幽
玄
な
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
藝
術
の
豫
覺
な
ら
ざ
る

は
無
し

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

演

奏

會

短

評

▲
純
な
る
素
人
の
感
じ
（
本
校
春
季
演
奏
會
）

一
合
唱
一
及
二

眼
鏡
の
人

「
聴
い
て
か
ら
日
が
鰹
っ
た
。
ド
ッ
／
＼
／
＼
と
迫
っ
て
来
る
様
な
バ

ス
の
磐
と
黒
い

髪
の
タ
ク
ト
を
と
る
人
の
動
い
て
る
頭
だ
け
が
僕
の
頭
の
中
に
残
っ
て
る
」

蓄
劇
の
人

「
純
帥
（
曲
目
全
部
の
意
）
を
通
じ
て
何
と
も
云
へ
な
い
程
面
白
く
興
味
を
感
じ
た
」

好
劇
の
人

「
僕
に
は
格
別
何
と
も
感
じ
な
か
っ
た
、
饉
り
に
は
も
う
す
つ
か
り
忘
れ
て
居
た
」

洋
霊
の
人

「
灰
色
と
黒
と
ト
ン
（
洋
壼
家
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
）
の
中
か
ら
聞
へ
て
来
る
バ
ス
の
竪
を

面
白
く
思
っ
た
」

彫
刻
の
人

「
僕
も
聞
い
て
か
ら
日
が
経

っ
た
の
で
、
た
ゞ
ぼ
う
つ
と
し
て
居
る
」

夜
の
人

「
な
ん
と
も
な
か
っ
た
」

二

絃

楽

合

奏

洋
「
分
ら
な
い
」

好
「
唯
ぱ
つ
と
し
た
も
の
だ
と
し
か
思
は
れ
な
か
っ
た
」

彫
「
は
つ
き
り
は
し
て
居
た
、
さ
す
が
外
國
人
だ
と
思
っ
た
」

ピ
ア
ノ
獨
奏

三

愛
「
感
じ
な
い
」

好
「
橘
さ
ん
の
方
が
伴
奏
で
ペ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
の
方
が
ソ
ロ
を
や
っ
て
る
様
に
思
は

れ
た
程
、
橘
さ
ん
は
い
た
／
＼
し
く
て
ペ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
が
振
つ
て
る
の
ば
か
り

が
目
に
と
ま
っ
た
、
音
は
よ
く
聞
か
な
か
っ
た
」

彫
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
な
か
っ
た
、

又
音
楽
會
に
も
澤
山
に
行
っ
た
事
も
な
い
僕
は
ペ

ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
の
獨
奏
だ
と
思
っ
た
ら
終
に
な
っ
て
、
や
う
／
＼
さ
う
で
な
い
事

が
解
っ
た
。
日
本
人
に
少
く
と
も
ペ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
位
な
曲
の
感
激
か
ら
起
る
表

情
が
ほ
し
い
と
思
っ
た
、
日
本
人
が
ピ
ア
ノ
を
獨
奏
し
て
居
る
と
機
械
的
に
唯
指
だ

け
動
い
て
居
る
と
し
か
思
は
れ
な
い
」

四

絃

楽

合

奏
、
乙
、

好
「
美
し
い
若
い
女
と
、
美
し
い
よ
く
睛
れ
た
日
に
、

廣
々
と
し
た
原
で
青
い
草
の
上

ヘ
腰
こ
ろ
ん
で
、
つ
か
ん
で
な
げ
た
様
な
ふ
は
／
＼
と
し
た
雲
の
か
た
ま
り
を
眺
め

て
居
る
様
な
感
じ
が
し
た
、
ま
あ
青
い
若
さ
を
そ
つ
と
抱
き
と
云
ふ
や
う
な
長
詩
的
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の
も
の
に
、
あ
た
A

か
み
を
加
へ
た
様
な
感
じ
だ
ね
」

夜
「
こ
う
云
ふ
も
の
に
接
し
た
時
、
い
つ
で
も
そ
う
思
ふ
の
は
や
る
人
の
顔
が
い
や
な

ん
で
氣
持
が
そ
が
れ
る
事
だ
、
」

鯖
臨
の
人

「
ピ
テ
イ
カ
ッ
ト
が
非
常
に
愉
快
だ
っ
た
」

五

獨

唱

好
「
怖
し
い
感
じ
が
し
た
、
顔
を
見
る
と
い
や
に
な
る
、
後
向
に
で
も
な
つ
て
唱
は
れ

た
の
な
ら
少
し
は
何
と
か
思
は
れ
る
だ
ら
う
が
ね
」

夜
「
な
ん
だ
か
知
れ
ね
え
が
、
つ
よ
い
も
ん
だ
な
あ
」

彫
「
御
年
の
せ
い
か
知
ら
な
い
が
賓
に
苦
し
そ
う
だ
っ
た
」

六
ピ
ア
ノ
三
部
合
奏

好
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
人
の
し
か
め
顔
が
氣
に
な
る
の
で
曲
な
ん
か
聴
か
な
か
つ

た
」

七
ピ
ア
ノ
獨
奏

彫
「
聰
い
た
時
は
全
く
夢
の
様
で
覺
え
が
な
か
っ
た
」

愛
「
こ
の
人
に
つ
い
て
は
何
時
で
も
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
感
心
す
る
此
時
も
そ
う
だ
っ
た
」

好
「
二
度
目
だ
っ
た
の
で
、
其
の
上
梗
概
を
く
は
し
く
よ
ん
だ
の
で
初
て
の
時
よ
り
面

白
く
思
っ
た
」
（
談
）

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
二
巻
第
七
号
、
明
治
四
十
四
年
七
月
、
三
六
頁
）

0
―
音
楽
學
校
演
奏
會

東
京
―
音
楽
學
校
に
て
は
廿
八
日
午
後
二
時
よ
り
同
校
大
講
堂
に
於
て
第
十
三
回
―
音
楽

演
奏
大
會
を
開
催
し
た
る
が
記
者
は
遅
刻
し
て
第
二
「
ヘ
ン
デ
ル
L

作
「
コ
ン
チ
ヱ
ル

ト
、
グ
ロ
ッ
ソ
」
よ
り
聴
く
、
之
は
ヘ
ン
デ
ル
作
中
の
秀
逸
に
て
絃
楽
合
奏
な
り
第

一

曲
部
は
宛
然
ホ
ー
リ
ー
、
ソ
ン
グ
を
聴
の
思
ひ
あ
り
第
二
曲
部
は
軽
快
な
る
速
調
に
移

り
間
々
獨
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
撥
渕
と
し
て
跳
躍
す
る
所
頗
る
聴
者
の
耳
を
惹
き
た
り

た
ち
ば
な
い
と
へ

第
三
は
教
授
橘
糸
重
女
史
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
に
て
曲
は
シ
ュ
ー
マ
ン
の
楚
々
人
を
感
動

せ
し
む
る
抒
情
的
の
短
調
コ
ン
セ
ル
ト
な
り
奏
者
は
音
楽
家
に
し
て
又
歌
人
た
る
橘
女

史
の
こ
と
な
れ
ば
優
婉
な
る
曲
調
と
餘
韻
婿
々
た
る
女
史
の
演
奏
と
互
に
相
助
け
て
洵

そ
ゞ

や
天
衣
無
縫
の
絶
妙
な
る
楽
の
年
日
の
漂
ひ
の
裡
に
万
堂
の
聰
衆
を
包
み
坐
ろ
に
人
を
夢

幻
境
に
導
く
の
手
腕
甚
だ
凡
な
ら
ず
と
云
ふ
べ
し
第
四
は
グ
ラ
ツ
オ
ア
ノ
フ
作
イ
ン
タ

ー
ル
ー
デ
イ
ウ
ム
と
シ
モ
ネ
ッ
テ
イ
作
マ
ド
リ
ガ
ル
と
の
二
曲
の
絃
楽
合
奏
あ
り
グ
ラ

ツ
オ
ノ
フ
は
露
國
の
一
音
楽
家
に
て
天
オ
の
稲
あ
り
二
曲
と
も
喝
采
を
博
し
た
り
第
五
は

ぉ
．
へ
ら

雇
教
師
ペ
ッ
ツ
オ
ル
ド
夫
人
の
獨
唱
な
る
が
曲
は
楽
聖
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ヱ
ン
の
歌
劇
「
フ

を
は

イ
デ
リ
オ
」
の
一
節
な
り
夫
人
は
満
身
の
熱
誠
を
傾
て
此
難
曲
を
自
由
に
演
じ
了
れ
り

第
六
は
雇
教
師
ロ
イ
テ
ル
氏
の
ピ
ア
ノ
雇
教
師
ユ
ン
ケ
ル
氏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
雇
教
師
ウ

エ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
氏
の
セ
ロ
の
一
―
一
部
合
奏
に
て
曲
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
セ
レ
ナ
ー

あ
し

デ
な
り
名
に
し
負
ふ
―
―
―
氏
の
こ
と
な
れ
ば
悪
か
ら
う
筈
な
く
喝
采
鳴
り
も
や
ま
ざ
り
し

事
固
よ
り
常
然
な
り
第
七
は
ロ
イ
テ
ル
氏
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
な
る
が
曲
は
シ

ュ
ー
マ
ン
作

カ
ル
ナ
ヴ
ァ
ル
に
て
大
喝
采
第
八
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
の
管
絃
七
部
合
奏
あ
り
て
散

會
し
た
る
は
午
後
四
時
半
頃
な
り
し
が
近
来
稀
に
見
る
の
好
コ
ン
セ
ル
ト
な
り
し
（
一

記
者
）

（
『
中
央
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
五
月
二
十
九
日
）

●
鱈
―
音
楽
學
校
演
奏
會

．．．．．． 

好
成
績
の
演
奏

東
京
音
楽
學
校
の
音
楽
演
奏
會
は
廿
八
日
午
後
二
時
よ
り
同
校
築
堂
に
於
て
開
か
れ

み
す
う
ち

た
り
第
一
の
合
唱
は
生
徒
の
出
演
に
て
餘
り
振
は
ず
先
づ
義
太
夫
の
簾
内
と
い
ふ
格
次

の
絃
楽
合
奏
ヘ
ン
デ
ル
作
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
グ
ロ
ッ
ソ
は
旋
律
愛
化
に
富
み
て
聰
衆
の

耳
に
頗
る
面
白
く
橘
赦
授
の
ピ
ヤ
ノ
獨
奏
は
ペ
ッ
ツ
オ
ー
ル
ド
の
ピ
ヤ
ノ
伴
奏
に
よ
り

て
引
立
て
ら
れ
た
る
事
敷
段
、
次
に
ぺ
教
師
の
獨
唱
は
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン
歌
劇
中
よ
り

抜
け
る
ア
リ
ア
に
し
て
常
よ
り
も
敷
段
勝
れ
た
る
上
出
来
此
日
は
安
藤
教
授
跛
席
し
ロ

イ
テ
ル
氏
代
り
て
ピ
ヤ
ノ
を
又

ュ
ン
ケ
ル
教
師
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
、
又
マ
イ
ス
テ
ル
数

師
セ
ロ
を
弾
き
て
演
奏
し
た
る
三
部
合
奏
之
も
頗
る
聰
く
べ
き
も
の
に
し
て
口
氏
の
梢

常
な
ら
ず
聞
え
し
は
突
然
の
代
理
な
れ
ば
致
し
方
な
く
其
代
り
氏
の
ピ
ヤ
ノ
獨
奏
シ
ュ

ー
マ
ン
の
カ
ル
ナ
ヴ
ァ
ル
は
園
轄
の
妙
を
極
め
渦
場
水
を
打
っ
た
る
如
く
傾
聴
し
た
り

最
後
の
管
絃
七
部
も
賑
や
か
に
ュ
ン
ケ
ル
赦
師
の
タ
ク
ト
も
此
日
は
一
段
と
見
勝
り
た
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る
は
嬉
し
か
り
き
何
と
言
っ
て
も
本
場
所
な
れ
ば
此
學
校
の
演
奏
會
は
他
に
類
の
な
い

面
白
い
事
な
り
此
日
は
好
睛
な
り
し
代
り
に
時
候
も
餘
程
暑
く
し
て
音
楽
會
に
は
少
し

不
適
嘗
な
程
な
り
し
故
に
や
来
會
者
例
の
半
ば
程
な
り
し
は
惜
し
い
も
の
な
り
斯
く
て

四
時
二
十
分
散
會
し
た
り

（
『
時
事
新
報
』
明
治
四
十
四
年
五
月
二
十
九
日
）

闘
辱
音
楽
演
奏
會
評

由
来
同
校
の
精
粋
と
稲
せ
ら
る
A

大
管
絃
合
奏
を
一
回
も
聞
き
得
ず
物
足
ら
ぬ
心
地

が
し
た
が
今
回
の
様
な
曲
目
も
一
寸
風
愛
り
で
面
白
い
。
ュ
ン
ケ
ル
氏
が
珍
し
く
も
ヴ

ア
イ
オ
リ
ン
を
奏
し
な
が
ら
指
揮
を
取
ら
れ
た
が
安
藤
教
授
の
見
え
な
か
っ
た
為
か
、

定
め
て
骨
の
折
れ
た
事
だ
ら
う
。

第
一
合
唱
の
甲
誹
言
（
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲
）
及
乙
逝
け
る
友
（
ベ
ネ
ケ
ン
作

曲
）
は
共
に
先
日
同
校
學
友
會
で
演
奏
し
た
が
前
同
断
で
特
筆
す
べ
き
程
で
も
な
い
、

只
人
敷
が
少
し
増
し
て
大
分
卒
業
生
も
交
っ
た
ら
し
か
っ
た
位
だ
。

第
二
の
絃
楽
合
奏
ヘ
ン
デ
ル
の
コ
ン
チ
ヱ
ル
ト
、
グ
ロ
ッ
ソ
は
中
曲
趣
派
手
で
な
く

落
付
が
あ
り
餘
り
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
為
め
一
寸
素
人
に
は
味
ひ
難
い
、
ロ
イ
テ
ル
氏
の
チ

ヱ
ン
バ
ロ
獨
奏
は
非
常
に
リ
ズ
ム
が
正
確
で
一
H

日
が
い
A

か
ら
心
地
よ
く
聞
い
た
、
全
部

五
つ
の
楽
旬
よ
り
成
立
つ
本
曲
中
最
難
と
す
る
第
四
の
ア
ッ
レ
グ
ロ
を
省
略
し
た
の
は

何
故
か
。

第
三
、
橘
赦
授
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
（
短
イ
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
、
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲
）
は

別
に
不
出
来
と
は
思
は
ぬ
が
伴
奏
（
オ
ル
ケ
ス
ト
ラ
代
用
）
ペ
ッ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
が

餘
り
乱
暴
に
叩
き
付
け
伴
奏
の
本
領
を
忘
れ
た
為
め
何
れ
が
主
な
る
か
を
疑
は
し
め
た

の
は
賓
に
遺
憾
だ
。

第
四
、
絃
楽
合
奏
の
甲
イ
ン
テ
ル
ル
デ
イ
ウ
ム
（
グ
ラ
ツ
オ
ノ
フ
ー
作
）
は
、
此
前

帝
國
ホ
テ
ル
で
ュ
ン
ケ
ル
氏
、
外
三
名
の
ク
ワ
ル
テ
ッ
ト
で
聞
い
た
の
に
比
し
人
敷
多

き
だ
け
不
揃
の
黙
も
あ
り
餘
り
成
効
と
は
云
へ
ぬ
が
曲
は
何
時
も
な
が
ら
好
い
感
じ
を

輿
へ
る
。
乙
マ
ド
リ
ガ
ル
（
シ
モ
ネ
ッ
テ
イ
作
）
は
只
極
め
て
軽
快
で
一
般
に
俗
受
が

し
た
様
だ
、
大
し
た
債
値
を
も
認
め
ぬ
が
今
日
の
如
き
大
曲
ば
か
り
の
中
に
挿
入
し
た

の
は
息
抜
に
な
っ
て
思
付
だ
上
出
来
。

第
五
、
ペ
ッ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
獨
唱
歌
劇
「
フ
イ
デ
リ
オ
」
中
の
一
節
初
め
の
レ
シ

タ
テ
イ
ヴ
で
よ
く
其
の
感
想
を
現
は
し
得
た
、
ア
リ
ア
に
入
っ
て
か
ら
も
決
し
て
悪
く

な
い
が
曲
趣
を
充
分
に
表
示
せ
ん
と
す
る
に
は
槃
が
餘
り
に
美
し
く
な
い
。

第
六
、
絃
楽
―
―
一
部
合
奏
は
安
藤
赦
授
不
参
の
為
め
ピ
ア
ノ
―
―
一
部
と
愛
更
し
ロ
イ
テ
ル

氏
を
加
て
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
作
品
第
八
を
奏
し
た
、
之
は
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
會
で

あ
ひ
か
は
ら
ず

演
じ
た
も
の
だ
が
不
相
菱
申
分
の
な
い
出
来
で
、
特
に
ロ
イ
テ
ル
氏
の
ピ
ア
ノ
に
は
敬

服
の
外
な
し
、
元
来
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
曲
は
欧
洲
に
て
も
至
難
と
さ
れ
て
は
を
る
が
吾
人

は
相
嘗
の
用
意
を
以
て
劉
す
れ
ば
必
ず
し
も
不
可
解
の
も
の
で
な
い
と
悟
っ
た
。

第
七
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
、
カ
ル
ナ
ヴ
ァ
ル
（
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲
）
、
ロ
イ
テ
ル
氏
は
此

大
曲
を
美
事
に
や
っ
て
の
け
た
、
態
度
と
運
指
法
及
昔
量
は
何
れ
も
完
全
無
鋏
、
あ
ら

ゆ
る
讃
群
を
呈
す
。
レ
ピ
ー
ト
を
せ
ず
、
或
部
分
を
省
略
し
た
箇
所
も
あ
っ
た
が
尚
三

十
分
近
く
を
費
し
た
。

第
八
、
管
絃
七
部
合
奏
（
ベ
エ
ト
ベ
ン
作
曲
）
も
僅
か
に
ヴ
ア
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
み

で
あ
っ
た
、
第
一
ヴ
ア
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ヴ
ィ
オ
ラ
の
ソ
ー
ロ
は
も
っ
と
落
付
て
ほ
し

い
、
第
三
で
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
フ
ア
ゴ
ッ
ト
に
少
し
菱
な
所
が
あ
っ
た
様
だ
、
フ
ァ

ゴ
ッ
ト
に
は
あ
れ
以
上
の
音
量
は
望
め
な
い
も
の
か
、
第
四
ヴ
ア
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は

ホ
ル
ン
が
可
成
廿
く
、
丸
い
幸
日
を
出
し
た
が
尚
少
し
の
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
を
欲
し
か
つ

た。
演
奏
豪
の
馘
雑
は
賓
に
見
苦
し
い
殊
に
第
五
、
第
六
、
第
七
の
如
き
曲
を
奏
す
る
時

に
一
層
感
興
を
殺
が
れ
る
今
少
し
く
整
頓
し
て
は
如
何
、
夜
の
音
楽
會
を
同
校
で
開
き

た
い
と
云
ふ
の
は
多
年
期
待
し
た
所
だ
が
賓
現
さ
れ
る
の
は
幾
年
先
か
否
、
其
勇
氣
あ

り
や
。
（
燕
）

（
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
五
月
三
十
一
日
）

近
来
に
な
き
演
奏
會

こ
ま
か

地
久
の
佳
節
緑
濃
な
上
野
の
杜
に
近
来
に
な
い
演
奏
會
が
開
か
れ
た
、
出
演
者
は
ユ

ン
ケ
ル
、
ウ
エ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
、
ロ
イ
テ
ル
、
ペ
ッ
ツ
オ
ル
ド
、
橘
の
諸
氏

▲
絃
楽
合
奏
チ
ェ
ン
バ
ロ
は
ロ
イ
テ
ル
氏
で
出
奏
者
は
赦
師
及
び
若
手
楽
手
の
粋
、

曲
は
ヘ
ン
デ
ル
傑
作
の
一
で
優
雅
と
威
厳
の
二
特
性
を
備
へ
て
居
る
「
コ
ン
チ
ェ
ル
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伊
澤
修
二
還
暦
祝
賀
演
奏
会

六
月
二
十
九
日
伊
澤
修
二
還
層
訊
賀
演
奏
會
於
東
京
―
音
楽
學
校

一

、

伊

澤

修

二

還

暦

訳

賀

會

祝

歌

本

校

l

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

紳

明
治
四
十
四
年
六
月
二
十
九
日

戸

絢

子 徒

（
『
都
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
六
月
一
日
）

ト
、
グ
ロ
ッ
ソ
」
、
表
情
的
な
緩
調
に
始
ま
り
フ
ー
ゲ
證
の
快
速
調
に
移
り
、
次
で
稽

緩
な
る

ミ
ユ
ゼ
ッ
ト
と
な
る
中
々
に
賑
か
な
愛
化
に
富
ん
だ
曲
、
ユ
ン
ケ
ル
氏
は
バ
イ

オ
リ
ン
を
執
つ
て
司
楽
豪
に
立
ち
獨
奏
部
を
奏
し
且
つ
導
く
、
其
態
度
何
時
も
の
如
く

で
な
く
、
極
め
て
血
が
籠
つ
て
居
た
の
に
少
か
ら
ず
敬
服
し
た

▲
橘
絲
重
氏
の
ビ
ア
ノ
獨
奏
曲
は
シ
ュ
ー
マ
ン
の
「
ピ
ア
ノ
、
コ
ン
セ
ル
ト
」
、
管

絃
楽
の
代
り
に
ペ
ッ
ツ
オ
ル
ト
氏
が
ピ
ア
ノ
を
以
て
勤
め
ら
れ
た
橘
氏
裳
日
の
出
来
榮

す
ん
が
う

え
は
中
々
に
振
る
つ
て
居
た
其
寸
舌
雫
の
隙
の
な
い
あ
た
り
、
聴
者
は
繹
も
な
く
酔
は
さ

れ
て
居
た

▲
ペ
ッ
ツ
オ
ル
ト
氏
の
獨

唱

珍

ら

し
い
ベ
ー
ト
ー
ウ
エ
ン
作
の
歌
劇
「
フ
イ
テ
リ
オ

の
ア
リ
ア
」
中
の
義
の
為
に
獄
に
投
ぜ
ら
れ
酷
な
司
獄
官
よ
り
特
に
射
殺
さ
れ
ん
と
す

ほ
と
は
し

る
良
人
を
妻
が
身
を
以
て
救
ふ
た
と
云
ふ
愛
の
勝
利
の
場
で
あ
っ
て
、
熱
血
逝
る
最

し
か

高
潮
の
如
き
此
人
な
ら
で
は
と
思
っ
た
、
併
も
表
情
は
い
つ
も
の
如
き
嫌
ら
し
き
虞
が

な
か
っ
た
、
ぺ
夫
人
は
矢
張
ゑ
ら
い

▲
ロ
イ
テ
ル
氏
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
廿
三
の
短
曲
か
ら
出
来
て
居
る
と
い
ふ
シ
ュ
ー
マ
ン

の
「
謝
肉
祭
」
で
愛
化
あ
り
且
つ
軽
妙
な
曲
で
あ
る
、
夫
れ
を
手
の
さ
へ
た
氏
が
奏
し

こ

ん

た
の
で
あ
る
か
ら
、
悪
か
ら
う
筈
は
な
い
が
、
氏
は
今
回
何
故
に
斯
様
な
曲
を
選
ば
れ

た
か
は
知
ら
ぬ
が
、
是
等
は
ぺ
夫
人
か
ユ
氏
の
畑
け
の
も
の
で
な
か
ら
ふ
か
、
余
は
寧

ろ
氏
の
手
か
ら
牡
大
又
は
森
厳
な
る
曲
を
聰
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る

▲
此
外
安
藤
氏
の
鋏
席
に
依
て
急
に
愛
更
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
三
部
合
奏
も
あ

っ
た
、
管
絃

七
部
合
奏
も
あ
っ
た
、
是
等
は
い
つ
も
聴
か
さ
れ
る
の
と
大
し
た
差
は
な
か
っ
た
、
校

友
學
生
等
の
合
唱
は
例
の
上
野
一
流
の
も
の
「
紳
言
」
は
兎
に
角
「
逝
け
る
友
」
は
寧

ろ
出
さ
ぬ
が
よ
か
っ
た
と
感
ぜ
ら
れ
た
（
庭
栖
）

生

ス
。
ヒ
ン
ネ
ル
リ
ー
ド

一
、
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏

ビ
ュ
ー
タ
ン
作

フ
ァ
ン
タ
ヂ
ア

（
『
本
邦
洋
榮
愛
遷
史
』
三
浦
俊
三
郎
著
、
七
四
八
頁
）

●
伊
澤
翁
の
還
暦
貴
族
院
議
員
伊
澤
修
二
氏
は
去
る
明
治
十
一
年
愛
知
縣
師
範
校

長
を
拝
命
し
て
以
来
、
東
京
府
師
範
、
東
京
音
楽
、
東
京
盲
唖
、
高
等
師
範
の
各
學
校

長
に
歴
任
し
、
我
赦
育
界
に
貢
献
し
た
る
事
深
く
本
年
は
恰
も
還
層
に
相
掌
す
る
よ
り

男
爵
辻
新
次
氏
以
下
重
な
る
敦
育
家
来
月
第
―
二
の
日
曜
中
何
れ
か
を
期
し
東
京
―
音
楽

學
校
奏
楽
堂
に
於
て
盛
ん
な
る
祝
賀
會
を
兼
ね
謝
恩
會
を
皐
行
す
る
由
伊
澤
氏
は
我
楽

界
最
初
の
開
拓
者
な
れ
ば
音
楽
家
は
特
に
謝
恩
の
意
を
表
せ
ん
と
て
音
楽
學
校
長
湯
原

元
一
氏
を
始
め
島
崎
赤
太
郎
、
小
山
作
之
助
、
幸
田
延
子
、
山
田
源
一
郎
の
諸
氏
協
議

の
上
紀
念
品
を
贈
呈
す
る
の
み
か
頌
徳
歌
を
新
作
し
常
日
睛
れ
の
式
場
に
て
音
楽
學
校

生
徒
に
合
唱
せ
し
む
べ
く
目
下
委
員
は
そ
の
作
曲
中
な
り
と
尚
小
山
作
之
助
氏
は
語
っ

て
日
く
伊
澤
翁
は
我
邦
最
初
の
洋
楽
鼓
吹
者
で
去
る
十
一
、
二
年
の
交
熱
心
洋
楽
の
普

及
に
霊
力
し
文
部
省
が
音
楽
取
調
掛
を
設
け
ら
る
A

や
直
に
暴
げ
ら
れ
て
掛
長
と
な
り

盛
ん
に
外
國
教
師
を
雇
傭
し
後
進
の
博
習
に
努
め
た
彼
の
有
名
な
る
小
學
唱
歌
集
は
此

頃
氏
に
依
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
其
後
幾
何
も
な
く
洋
楽
は
全
園
汎
く
普
及
さ
れ

小
學
校
其
他
の
正
科
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
結
果
敦
員
養
成
の
必
要
上
同
掛
は
一
躍
し
て

今
日
の
一
音
楽
學
校
に
改
め
ら
る
A

に
至
っ
た
、
翁
が
斯
界
か
ら

l

音
楽
の
稗
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
居
る
の
も
至
常
な
事
で
あ
る
云
々

（
『
昔
榮
世
界
』
第
五
巻
第
六
号
、
明
治
四
十
四
年
六
月
、
八
頁
）

明
治
四
十
四
年
八
月
十
二
日
夏
季
講
習
会
演
奏
会

八
月
十
二
日
東
京
―
音
楽
學
校
夏
季
講
習
會
演
奏
會
於
同
校
講
堂

管
絃
業
歌
劇
イ
フ
ヒ
ゲ
ニ
ア
大
序
グ
ル
ッ
ク
作
。
撤
夫
の
夢
、

ル
メ
ン
雑
曲
集
抜
幸
ビ
ゼ
ー
作
。
等
が
演
出
さ
れ
た
。

｀

ワ

ト
パ
テ
作
。

ル
作

幸

田

延

安

藤

幸

グ

ネ

力
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休

ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
、

憩

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ソ
ナ
タ
（
作
品
第
五
十
三
）

ン
作

甲
、
バ
ラ
ー
デ
（
短
と
調
）

ピ
ア
ノ
猫
奏

シ

ョ

ン

作

番
外
ピ
ア
ノ
猫
奏

ペ

ツ

ォ

ー

ル

ド

敦

師

°、ノ

甲
、
騎
士
の
別
れ

乙
、
小
夜
の
歌

マ

ル

シ

ユ

歌
劇
ド
ン

六、

キ

ン

ケ

五
、
盤
楽
二
部

フ
ァ
ン
中
の
一
節

モ

ツ

ァ

ル

卜

高
昔
部

上
低
昔
部

原
田

龍
作潤子作

十
三
、
男
磐
四
部

中
尾

、・｀
第第第第

低低次次
音昔中中
部部昔昔

部部

樋原舟澤
口田橋崎

‘‘ ン

ッ

卜

コ
ン
チ
ェ
ル
テ
ィ
ー
ノ
中
の
ア
ル
レ
グ
ロ
モ
デ
ラ
ー
ト

甲
、
ベ
ル
セ
ー
ズ
（
作
品
第
五
十
七
）

乙
、
イ
ン
テ
ル
メ
ツ
オ
（
作
品
第
百
十
七
）

ブ

ラ

ム

ス

シ

ョ

ナ

ル
1 信榮 定
作作 平潤吉之作作

ン

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
凋
奏

佐

藤

謙

十
二
、

ピ
ア
ノ
蜀
奏

小

倉

°、ノ

末

子

モ

ツ

ァ

ル

ト

作

ロ

ド

作

フ
ァ
ン
ト
ウ
ッ
テ
中
の
一
節

田

中

久

子

三、

整
榮
三
部

歌
劇
コ
ー
シ

, ^ -

低高高
幸 幸 主
日日日

部部部

梁竹薗
内部

田うふ
めさ

貞子子

十
一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
漉
奏

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
第
八
中
の
モ
デ
ラ
ー
ト
（
作
品
第
十
三
）

ウ

ェ

ノゞ

作

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
主
題
に
基
く
替
手
（
作
品
第
八
十
九
）

シ
ャ
ー
ル
、
ダ
ン
ク
ラ
作

+

、

高

昔

獨

唱

小

歌
劇
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
中
の
カ
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
ナ

笠

原

保

子

筒

井

ふ

さ

子

ヘ

ン

デ

Jレ

作

乙

、

月

吉

甲
、
宵
の
春
雨

明
治
四
十
四
年
＋
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日

一
、
合
唱

学
友
会
秋
季
演
奏
会

會

員

吉

丸

l

昌

作

梁

田

貞

作

瀧

廉

太

郎

作

歌

同

作

曲

曲歌

九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
部
合
奏

末

雄
雨

角

龍

ソ
ナ
ー
タ
中
の
ア
ン
ダ
ン
テ
及
ア
ル
レ
グ
ロ
（
作
品
第
二
十
八
番
）

吉

パ
ッ
サ
カ
リ
ヤ

ノゞ

ツ

ノ‘

作

池

田

阿

隻

子

（

『

本

邦

洋

榮

愛

遷

史

』

三

浦

俊

三

郎

著

、

七

四

九

頁

）

七
、
猫
唱
及
合
唱

歌
劇
ア
ル
チ
ェ
ス
テ
中
の
一
節

八
、
オ
ル
ガ
ン
猫
奏

グ
會

Jレ

ツ

ク

作

員
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（
『
＿
音
築
』
墨
友
會
、
第
二
巻
第
十
一
号
、
明
治
四
十
四
年
十
一
月
、
五
三
ー
五
四
頁
）

0
此
の
日
文
部
大
臣
長
谷
場
純
孝
、
一
嘩
原
次
官
、
田
所
局
長
来
聘
、
其
他
八
百
の
聘
衆

で
あ
る
。
第
一
部
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ロ
の
二
番
と
四
番
と
は
交
代
さ
れ
た
。
第
二

部
の
男
槃
四
部
は
澤
崎
の
急
病
の
た
め
、
船
橋
が
代
つ
て
獨
唱
し
た
。
ワ
グ
ナ
ー
の

『
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
』
中
の
ロ
ー
マ
ン
ス
を
唱
ふ
こ
と
に
な
っ
た
ら
伴
奏
の
譜
が

な
い
た
め
、
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
の
『
ダ
リ
ー
ク
、
イ
ツ
ヒ
、
ウ
ン
タ
ー
、
デ
ム
、
ボ

イ
メ
ン
』
を
歌
っ
た
。

ロ
イ
テ
ル
の
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
は
米
國
大
使
館
に
用
件
が
出
来
て
一
四
番
目
に
演
奏
さ
れ

た
。
第
二
日
目
は
前
日
よ
り
三
十
分
早
く
初
め
た
閥
係
か
ロ
イ
テ
ル
敦
師
は
自
分
の

番
に
間
に
合
は
ず
、
ペ
ッ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
が
代
つ
て
シ
ョ
パ
ン
の
短
と
調
の
バ
ラ

ー
デ
と
グ
リ
ー
ク
の
カ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
を
弾
い
た
。
し
か
し
ロ
イ
テ
ル
が
来
て
再
び
ロ

イ
テ
ル
の
獨
奏
も
あ
っ
た
。

〇
邦
人
創
作
曲
の
猿
表
さ
れ
た
の
は
珍
ら
し
い
。
八
番
の
甲
オ
ル
ガ
ン
ニ
重
フ
ー
ゲ
は

テ

マ

島
崎
敦
授
が
滞
欧
中
の
作
で
此
の
曲
は
第
一
の
フ
ー
ゲ
の
主
想
が
終
る
後
、
第
二
の

テ

マ

ス

ト

レ

ッ

ト

主
想
が
出
て
そ
れ
が
終
る
時
所
謂
縮
奏
部
で
第
一
、
第
二
の
雨
テ
マ
が
同
時
に
現
は

れ
て
終
局
に
な
る
の
で
あ
る
。

合
唱
「
宵
の
春
雨
」
は
、
『
降
る
や
春
雨
宵
の
町
、
軒
の
燈
火
露
に
ぬ
れ
て
、
柳
は

静
か
に
う
な
だ
る
A

、
そ
こ
と
も
知
ら
ぬ
物
の
音
は
さ
び
し
き
か
な
、
消
え
て
つ
ゞ

き
、
つ
ゞ
き
て
消
ゆ
、
た
が
心
を
吹
き
す
さ
む
ら
ん
。
』

パ
ガ
ニ
ー
ニ
、
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ブ

ラ

（
作
品
第
三
十
五
）

ム

ス

イ

テ

ル

敦

作

番
外
ピ
ア
ノ
涸
奏

ロ

乙、

レ
ー
レ

l

l

 

ノミ

ツ

ノ‘

甲
、
ラ
ル
ゴ
ー

ヘ

ン

デ

｝レ

師作作

十
四
、

絃
楽
合
奏

乙、

カ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル

會
グ

リ

員
グ

作

音
楽
學
校
學
友
會
の
演
奏
を
聴
く
（
吐
コ
呻
正
）

「
月
」
は
作
歌
作
曲
と
も
、
故
瀧
廉
太
郎
の
作
『
ひ
か
り
は
い
づ
こ
、
か
は
ら
ぬ
も

の
を
、
こ
と
さ
ら
秋
の
月
か
げ
は
、
な
ど
か
人
に
物
思
は
す
る
。
な
ど
か
人
に
物
思

は
す
る
。
あ
A

鳴
く
虫
も
同
じ
心
か
あ
A

鳴
く
虫
も
同
じ
心
か
こ
ゑ
の
か
な
し

き
。
』

（
『
本
邦
洋
榮
愛
遷
史
』
三
浦
俊
―
―
一
郎
著
、
七
五

l

ー
七
五
二
頁
）

學
友
會
の
演
奏
會
に
つ
い
て

「
編
輯
室
よ
り
」
中
に
も
書
い
て
お
い
た
通
り
、
今
度
の
學
友
會
の
演
奏
會
に
は
邦

人
の
手
に
な
っ
た
創
作
を
加
へ
る
こ
と
に
し
た
。
初
め
は
第

一
部
は
す
べ
て
創
作
ば
か

り
に
し
、
第
二
部
の
方
を
従
前
通
り
欧
洲
作
家
の
作
品
の
紹
介
に
し
よ
う
と
思
っ
た
の

で
あ
る
が
、
急
に
そ
う
す
る
に
は
種
々
の
困
難
が
あ
る
の
で
箪
に
敷
曲
に
止
め
て
お
い

た
。
来
年
の
春
の
演
奏
會
に
は
も
う
少
し
創
作
の
嶽
を
増
し
て
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
色
を
新

ら
し
く
し
て
見
る
覺
悟
で
あ
る
。

洋
人
の
手
に
な
っ
た
曲
の
紹
介
に
し
て
も
、
合
唱
を
除
い
て
は
磐
楽
も
器
楽
も
大
抵

ソ
ロ
ー
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
ソ
ロ
ー
に
は
ソ
ロ
ー
の
い
A

と
こ
ろ
が
あ
る
、

初
歩
の
聰
き
手
な
ど
に
は
ソ
ロ
ー
の
方
が
歓
迎
さ
れ
る
。
然
し
洋
楽
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
の

美
の
外
に
和
槃
の
美
を
考

へ
て
作
曲
し
た
も
の
が
多
敷
を
占
め
て
ゐ
る
か
ら
、
今
度
は

少
し
耳
さ
き
を
か
へ
て
ア
ン
サ
ム
ブ
ル
を
多
く
し
た
。
多
少
批
難
は
覺
悟
の
前

で
あ

る
。
只
本
嘗
に
一
音
楽
を
聰
か
う
と
云
ふ
人
の
同
情
を
得
れ
ば
十
分
で
あ
る
。

（
『
＿
音
築
』
學
友
會
、
第
二
巻
第
十
号
、
明
治
四
十
四
年
十
月
、
三
三
頁
）

孤
絃
生

初
日
は
雨
、
二
日
目
は
曇
。
上
野
の
楽
堂
に
は
熱
心
な
聰
衆
が
溢
れ
る
程
つ
め
か
け

て
た
。

會
は
梁
田
氏
の

「宵
の
春
雨
」
故
瀧
氏
の
四
季
の
曲
中
「
月
」
の
合
唱
で
始
ま

っ
た
、
梁
田
氏
の
指
揮
で
春
雨
の
隅
田
川
を
思
ひ
出
し
、

澤
崎
氏
の
タ
ク
ト
で
寂
し
い

秋
の
夜
の
感
じ
が
敦
會
楽
の
様
に
響
い
た
。
ど
っ
ち
と
云
へ
ば
「
月
」
の
方
が
宜
い
。

筒
井
ふ
さ
子
（
本
、
一
―
-
)
の
バ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
は
末
だ
云
ふ
に
足
ら
な
い
、
云
へ
ば
師

の
顔
に
も
係
は
ら
う
。
三
は
モ
ツ
ア
ル
ト
の
劇
コ
ー
シ
フ
ァ
ン
ト
ウ
ッ
テ
の
一
節
で
姉
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妹
の
許
嫁
が
一
一
人
の
士
官
の
出
征
の
海
邊
に
送
る
と
云
ふ
筋
。
薗
部
ふ
さ
（
本
、
二
）

竹
内
う
め
（
本
、
二
）
梁
田
貞
（
本
、
三
）
の
一
ー
一
部
で
あ
っ
た
が
各
自
少
々
お
天
狗
と

か
で
獨
唱
を
三
つ
合
せ
た
様
だ
、
特
に
女
槃
の
二
部
が
一
―
一
度
位
で
上
降
す
る
邊
は
頗
る

混
颯
し
た
幸
日
が
す
る
、
と
も
あ
れ
一
生
懸
命
だ
が
氣
合
が
乗
ら
な
い
。
四
は
佐
藤
謙
三

氏
（
本
、
二
）
の
バ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
ジ
ッ
ト
の
コ
ン
セ
ル
チ
ノ
中
の
急
快
調
は
割
に
損

な
曲
だ
、
而
し
息
も
つ
か
せ
ぬ
曲
の
進
行
に
充
分
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
表
は
し
た
、
私
は
只

だ
氏
の
前
途
を
板
幅
し
た
い
。
五
は
ド
ン
フ
ァ
ン
の
一
節
で
ド
ン
フ
ァ
ン
伯
が
ツ
ヱ
ル

リ
ー
ナ
を
誘
拐
す
る
慮
。
伯
（
原
田
助
敦
）
ツ
ェ
ル
リ
ー
ナ
（
中
尾
龍
子
）
の
二
部
、

私
は
伯
の
「
汝
の
手
を
！
我
が
愛
者
よ
、
共
に
我
が
城
に
行
か
ず
や
」
と
唱
ふ
の
に
酔

ふ
た
様
な
氣
に
な
っ
た
。
而
し
て
能
く
考
へ
る
と
妙
な
物
だ
。
五
、
山
田
多
子
（
本

三
）
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
ソ
ナ
タ
で
外
園
で
は
此
様
の
曲
が
隋
分
―
音
楽

會
に
出
る
の
だ
。
而
し
私
は
其
あ
ま
り
佛
國
式
に
弾
か
れ
た
為
め
か
な
っ
か
し
い
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
の
顔
を
見
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
切
に
終
始
一
貫
の
練
習
を
望
む
。
七
は

グ
ル
ッ
ク
の
ア
ル
セ
ス
テ
の
一
節
、
中
島
嬢
の
レ
シ
タ
チ
ブ
で
始
ま
る
而
し
て
怒
鳴
り

付
け
る
様
な
コ
ー
ラ
ス
が
お
共
を
す
る
、
中
尾
龍
子
の
歌
が
あ
る
、
而
し
て
亦
コ
ー
ラ

ス
が
お
共
を
す
る
、
伴
奏
が
如
何
に
も
非
音
楽
的
な
手
日
を
立
て
る
も
つ
と
面
白
い
も
の

だ
と
思
っ
た
の
に
。
八
、
池
田
阿
隻
子
（
本
三
）
の
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
バ
ッ
ハ
の
パ
ッ
サ

カ
ー
リ
ア
急
に
寂
し
い
氣

が

す

交

而
し
よ
く
ひ
い
て
居
た
。
九
、
末
吉
雄
二
、
雨
角

龍
吉
雨
氏
（
本
三
）
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
一
一
部
合
奏
ヘ
ン
デ
ル
の
ア
ン
ダ
ン
テ
と
ア
レ
グ

ロ
前
の
は
古
式
の
角
の
あ
る
様
な
の
で
中
々
困
難
の
で
あ
ら
う
、
ア
レ
グ
ロ
は
達
者
に

や
っ
て
の
け
た
。
十
、
小
笠
原
保
子
拿
本
三
）
の
ソ
。
フ
ラ
ノ
ソ
ロ
、
ウ
エ
ー
ベ
ル
の
射

士
中
の
歌
旋
、
少
女
ア
ガ
ー
テ
の
許
嫁
の
身
の
成
功
を
祈
る
く
だ
り
。
此
人
は
ソ
ル
デ

イ
ノ
を
掛
け
た
様
な
虞
に
頗
る
廿
い
虞
が
あ
る
、
何
と
な
く
槃
に
曳
か
れ
て
行
く
、
而

し
普
通
の
竪
の
時
と
の
つ
り
あ
ひ
が
少
々
耳
さ
わ
り
だ
。
平
均
に
や
ら
れ
た
ら
さ
ぞ
良

い
だ
ら
う
°
+
l
、
田
中
久
子
（
本
一
）
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
ロ
ー
デ
の
司
伴
楽
の

モ
デ
ラ
ー
ト
、
ジ
ッ
ト
の
夫
に
比
す
れ
ば
美
麗
な
る
歌
旋
に
富
む
黙
に
於
て
一
個
の
長

が
あ
る
、
雄
健
な
演
奏
振
り
、
た
し
か
に
氣
焔
を
吐
く
に
足
る
、
嬢
は
八
歳
よ
り
其
の

研
究
を
始
め
ら
れ
、
佐
藤
氏
は
十
七
歳
に
し
て
提
琴
に
親
ま
る
、
共
に
安
藤
敦
授
門
下

の
秀
オ
で
未
だ
共
に
若
い
勉
め
よ
や
。
十
二
、
小
倉
末
子
の
ビ
ア
ノ
獨
弾
曲
は
シ
ョ
パ

ン
の
「
子
守
唄
」
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
「
間
奏
楽
」
で
あ
る
。
ロ
イ
テ
ル
師
を
寓
し
た
様
な

演
奏
振
中
々
困
難
な
二
曲
を
楽
に
面
白
く
奏
せ
ら
れ
た
の
に
は
驚
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
、
シ
ョ
パ
ン
の
面
影
が
見
へ
る
様
だ
。
嬢
も
亦
少
牡
天
オ
の
一
人
で
今
年
豫
科
に

入
り
直
ち
に
本
科
一
年
に
飛
躍
せ
ら
れ
た
人
、
研
精
練
磨
を
望
む
。
十
二
、
男
槃
四
部

澤
崎
、
樋
口
、
（
本
三
）
舟
橋
、
原
田
（
卒
業
生
）
の
「
さ
よ
歌
」
と
「
騎
士
の
告
別
」

で
あ
る
、
第
一
日
は
都
合
で
舟
橋
氏
が
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
の
「
我
は
樹
下
に
横
は
り

て
」
と
云
ふ
の
を
唱
は
れ
た
。
二
日
目
は
曲
目
通
り
演
奏
さ
れ
た
。
「
な
ど
て
か
遠
く

居
ま
す
や
君
、
星
の
光
も
和
み
ぬ
、
月
も
そ
が
住
家
に
舞
ひ
つ
A

沈
む
を
…
…
」
の
小

夜
歌
澤
崎
氏
の
高
く
て
苦
し
い
せ
い
で
も
あ
ら
う
が
…
…
も
う
一
息
だ
。
「
我
は
行
か
ね

ば
な
ら
ぬ
、
さ
も
一
度
接
吻
！
我
は
皇
帝
の
総
め
に
！
」
の
別
離
の
情
を
歌
っ
た
告
別

歌
、
相
掌
に
面
白
く
聴
か
れ
た
。
時
々

A
昔
が
あ
る
の
で
墜
の
苦
し
の
は
御
苦
榮
ノ
＼
゜

パ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

番
外
と
し
て
ロ
イ
テ
ル
敦
授
の
ピ
ア
ノ
、
パ
ガ
ニ
ー
ニ
の
替
手
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
快

心
の
作
で
十
八
個
程
の
バ
リ
ー
エ
ー
シ
ョ
ン
遵
麗
と
も
典
雅
と
も
批
大
悲
歌
と
も
快
刀

マ

ル

シ

ュ

ミ

ニ

ヨ

ネ

乱
麻
を
断
つ
様
だ
。
胸
が
清
々

し
た
。
而
し
て
尚
ほ
「
謝
肉
祭
の
行
進
L

を
加
へ
ら
れ

た
。
感
謝
に
た
へ
ぬ
。
次
の
日
は
此
の
外
に
ペ
ツ
オ
ル
ド
夫
人
が
シ
ョ
パ
ン
の
「
短
卜

バ
ラ
ー
デ

調
話
曲
」
を
弾
ぜ
ら
れ
た
。
而
し
て
最
後
に
大
塚
氏
の
指
揮
で
ヘ
ン
デ
ル
の
「
ラ
ー
ル

ゴ
ー
」
バ
ッ
ハ
の
「
ル
ー
レ
」
の
絃
楽
が
あ
っ
た
。
ラ
ー
ル
ゴ
ー
は
前
日
は
ユ
ン
ケ
ル

氏
二
日
目
は
ロ
イ
テ
ル
氏
が
伴
奏
を
さ
れ
た
。
何
で
も
二
日
目
の
方
が
い
A

。
そ
の
大

納
り
に
納
ま
っ
た
の
は
成
田
屋
と
で
も
言
ひ
た
い
。

「
ル
ー
レ
」
は
昔
風
の
舞
踏
を
忍

ぶ
草
。
凡
て
こ
う
し
た
會
合
を
夢
の
様
に
す
る
。
一
般
に
進
歩
の
跡
は
著
し
い
。
最
後

に
私
は
常
事
者
に
望
ん
で
置
く
「
世
間
を
よ
り
以
上
に
了
解
し
て
欲
し
い
。
世
流
と
も

っ
と
密
接
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
今
度
は
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
薔
流
を
打
破
し
て
る
様
に
見

へ
た
。
全
校
一
致
！
是
が
一
音
楽
界
に
突
進
を
企
つ
る
一
大
武
器
で
あ
る
。
二
日
目
に
は

某
博
士
か
ら
田
中
娯
に
花
束
を
送
ら
れ
た
そ
う
だ
が
牛
若
丸
殿
の
腑
煎
で
内
々
に
す
ま

し
た
そ
う
だ
。
氣
短
の
江
戸
ツ
兒
に
取
っ
て
は
ツ
マ
ラ
ヌ
員
似
だ
と
思
っ
た
。
吾
人
は

楽
友
會
同
人
の
健
康
を
祈
り
切
に
狡
展
を
望
む
。
（
終
）

（
『
昔
架
界
』
第
四
巻
第
二
号
、
明
治
四
十
四
年
二
月
、
四
六
！
四
七
頁
）
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廿
四
日
（
火
）

廿
五
日
（
水
）

廿
七
日
（
金
）

廿
八
日
（
土
）

廿
六
日
（
木
）

廿
二
日
（
日
）

廿
三
日
（
月
）

午
前
七
時
二
分

新
橋
着

パ
ル
テ
ヰ
夕

ノミ

ツ

ノ‘

作

曲

午
前
見
學

午
後
演
奏

午
後
八
時
十
二
分
名
古
屋
疲

第

七、

n"U, 

立
口

オ
ル
ガ
ン
獅
奏

吉

田

ト

キ

子

ダ

ン

ク

ラ

作

曲

午
前
見
學

午
後
二
時
五
十
七
分
京
都
猿

午

後

八

時

三

分

名

古

屋

着

宿

泊

旅
の
夜

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
猫
奏

ロ
シ
ニ
ー
の
主
想
に
基
く

筒

井

ふ

さ

子

奈
良
狡

京
都
着

宿
泊

明
治
四
十
四
年
＋
月
二
十
二
日

l
二
十
八
日

子
部
）

十
月
廿
二
日
、
午
後
六
時
四
十
分
學
友
會
女
子
部
會
員
六
十
二
名
は
、
吉
丸

敦
授
、
岡
野
助
敦
授
、
鈴
木
先
生
等
の
指
揮
の
下
に
京
阪
、
奈
良
、
名
古
屋
の

各
地
へ
向
け
、
秋
季
大
演
奏
旅
行
の
長
途
に
上
る
、
一
行
の
元
氣
頗
る
旺
盛
、

各
地
に
於
け
る
演
奏
曲
目
、
及
び
旅
行
日
程
は
左
の
如
し
、

演
奏
旅
行
日
程

午
後
七
時
半

午
前
十
時
三
分

演
奏
見
學

午
前
八
時
三
十
五
分

午
前
九
時
十
五
分

演
奏
見
學

午
前
見
學

午
前
十
一
時
半

午
後
一
時
廿
八
分

演
奏
見
學

肥

田

野

櫻

子

園

部

ふ

さ

子

メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン

作

曲

永

田

ま

た

子

新
橋
疲
（
急
行
）

大
阪
着

宿
泊

大
阪
猿

奈
良
着

宿
泊

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
バ
ー
ド

ダ

ビ

ッ

ト

乍

曲

,1 

原

の

ぶ

子

セ
レ
ナ
ー
デ

三
、
涸
唱

四
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ロ
ン
ド
カ
。
フ
リ
チ
ョ
ー

五
、
女
撃
一
部

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ル
ー
ビ
ン
シ
テ
イ
ン
作
曲

ア
ン
ト
ン
、
ド
ゥ
ボ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ク
作
曲

石

二
、
ピ
ア
ノ
連
弾

小 乙

原泉骨

か千郎

ず

子

子

池
の
鯉

乙
、
園
の
白
菊

カ
ー
ル
、

シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

作

歌

賀

演
奏
曲
目
（
名
古
屋
、
大
阪
）

第

一

部

一
、
合
唱

甲
、
オ
キ
ア
ガ
リ
コ
ボ
シ

学
友
会
秋
季
演
奏
旅
行
（
女

以

上

會

員

文
部
省
小
學
唱
歌
集

巻
J
-
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二

、

ピ

ア

ノ

連

弾 池
の
鯉

乙

、

園

の

白

菊

石

原

か

ず

子

メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン

作

曲

小

骨

三

郎

y

千

炉

子

乙

シ

ュ

ー

マ

ン

作

曲

作賀

松

島

葬

子

歌

ベ

リ

オ

作

曲

カ

ー

ル

、

鳥

居

つ

な

子

巻
ノ

メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン

作

曲

第

一

、

合

唱

甲

、

オ

キ

ア

ガ

リ

コ

ボ

シ

（
奈

會

員

文

部

省

小

學

唱

歌

集

九

、

ピ

ア

ノ

凋

奏

1

0
、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

猫

奏

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

コ

ン

サ

ー

ト

―

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

甲

、

グ

ノ

ー

メ

ン

ラ

イ

ゲ

ン

ベ

ー

ト

ー

ベ

セ

レ

ナ

ー

デ

四

、

ピ

ア

ノ

蜀

奏

五

、

女

盤

二

部

ヴ

ァ

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

九

、

ピ

ア

ノ

凋

奏ロ

ン

ド

カ

。
フ

リ

チ

ョ

ー

1

0
、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

コ

ン

サ

ー

ト

―

一

、

。ヒ

ア

ノ

猥

奏

。

フ

レ

リ

ュ

ー

ド

及

フ

ー

ゲ

永

田

ま

た

子

チ

ャ

ー

ミ

ン

グ

バ

ー

ド

ダ

ビ

ッ

ト

乍

,1 

部

良
）

八

、

猫

唱

原

の

ぶ

子

パ

ッ

サ

カ

リ

ヤ

ノミ

ツ

ノ‘

作

曲

吉

丸

昌

オ

ル

ガ

ン

池

田

さ

ち

子

秋
の
森

メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン

作

曲

作

歌

第

七、

部

―

二

、

合

唱

甲

、

紅

葉

乙

、

雪

ダ

ン

ク

ラ

作

曲

乙

、

ベ

ル

セ

ー

ズ

作作

會

員

文

部

省

小

學

唱

歌

集

巻
ノ
ニ

シ

ョ

ノぐ

ン

曲

筒

井

ふ

さ

子

リ

ス

卜

曲

旅
の
夜

六

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

ロ

シ

ニ

ー

の

主

想

に

基

く

ル

ー

ビ

ン

シ

テ

イ

ン

作

曲

原

み

ち

子

肥

田

野

櫻

子

ベ

リ

オ

作

曲

菌

部

ふ

さ

子

鳥

居

つ

な

子

ソ

ナ

タ

ベ

ー

ト

ー

ベ

ン

作

曲

第1部

ソ

ナ

タ

ン

作

曲

山

田

の

ぶ

子

山

田

の

ぶ

子

、

猫

唱

甲

、

埴

生

の

宿

乙

、

セ

レ

ナ

ー

デ

グ

ノ

作

曲

八

、

猫

唱
甲

、

埴

生

の

宿

乙

、

セ

レ

ナ

ー

デ

グ

ノ

作

曲

明治・大正篇

中

尾

龍

子

中

尾

龍

子

ア

ン

ト

ン

、

ド

ゥ

ボ

ー

ル

シ

ャ

ッ

ク

作

曲

332 



（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
二
巻
第
十
一
号
、
明
治
四
十
四
年
十
一
月
、
五
四
ー
五
五
頁
）

●
秋
の
一
音
楽
會
東
京
昔
楽
學
校
學
友
會
女
子
部
約
八
十
名
が
近
畿
地
方
修
學
旅
行

め

が

た

ま

せ

き

ち

と
し
て
来
阪
せ
し
を
機
と
し
永
井
幸
次
、
目
賀
田
萬
世
吉
の
諸
氏
狡
起
し
二
十
三
日
午

後
六
時
半
よ
り
中
之
島
公
會
堂
に
て
一
音
楽
會
を
開
く
演
奏
者
は
學
友
會
員
な
り

（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
十
月
二
十
二
日
）

明
治
四
十
四
年
十
月
二
十
三
日
ー
ニ
十
五
日

子
部
）

會

告

本
會
男
子
部
員
約
五
十
名
は
本
校
敦
師
指
揮
の
下
に
来
る
廿
四
五
日
頃
宇
都

宮
市
よ
り
日
光
、
罵
原
方
面
に
、
女
子
部
員
約
百
名
は
吉
丸
敦
授
指
揮
の
下
に

奈
良
（
廿
三
日
）
大
阪
（
廿
四
日
）
京
都
（
廿
五
日
）
に
秋
季
大
演
奏
旅
行
を

な
す
。
一
同
の
意
氣
頗
る
昂
然
、
此
行
必
ず
や
各
地
の
業
界
に
多
大
の
貢
献
を

な
す
も
の
あ
ら
ん
。

明
治
四
十
四
年
九
月
よ
り

ー
ニ
、
合
唱

甲
、
紅
葉

乙
、
雪

秋
の
森

学
友
会
秋
季
演
奏
旅
行
（
男

會

（『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
二
巻
第
十
号
、
明
治
四
十
四
年
十
月
、
六
三
頁
）

東
京
―
音
楽
學
校

學

友

吉

丸
メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン

作

曲

作

歌

呂
l

會

員

文

部

省

小

學

唱

歌

集

巻
ノ
ニ

0
―音
楽
學
校
學
友
會
の
演
奏
旅
行
十
月
二
十
―
二
日
の
秋
季
演
奏
會
後
男
子
部
は

日
光
及
唖
原
に
旅
行
し
途
上
宇
都
宮
に
て
一
回
の
演
奏
を
な
し
、
女
子
部
は
上
方
地
方

に
て
京
都
大
阪
奈
良
の
三
都
に
演
奏
を
為
す
と
。

（『
昔
架
界
』
第
四
巻
第
十
一
号
、
明
治
四
十
四
年
十
一
月
、
五
七
頁
）

明
治
四
十
四
年
十
二
月
九
日
、
＋
日
第
二
十
五
回
定
期
演
奏
会

明
治
四
十
四
年
十
二
月
十
日
（
日
曜
日
）
午
後
二
時
開
會

楽

演

l

、
管
絃
楽

リ
ュ
イ
、
ブ
ラ
ー
ス
の
序
曲
…

二
、
ピ
ア
ノ
及
管
絃
楽

昔

コ
ン
サ
ー
ト
•
•
…
…
…
…
…
…
…

三
、
管
絃
楽
付
き
合
唱

ネ
ー
ニ
エ
•
…
…
…
…
…
…
…
•
•

五
、
猫
唱
（
管
絃
楽
伴
奏
）

奏

曲

目

敦

師

敦

授

頼

母

3
 

3
 

3
 

ク

作

曲

ッ

ク

作

曲

ン

デ

第 2章

こ

ま

ル

作

曲

ツ

ツ

作

曲

ヴ

ェ

ー

バ

ー

作

曲

助

教

授

久

野

ひ

さ

東
京
一
音
楽
學
校

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

…
…
…
…
・
・
・
ゲ

四
、
管
絃
楽

甲
、
ラ
ー
ル
ゴ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
•
ヘ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

、

オ

ブ

リ

ガ

ー

ト

木

乙
、
マ
ル
シ
ュ
、
フ
ュ
ネ
ー
ブ
ル
•
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ
ョ
ッ
パ
ン
作
曲

ペ
ッ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人

歌
劇
「
ア
ル
セ
ス
テ
」
中
の
ア
ー
リ
ア
…
…
…
…
…
…
グ
ル

六
、
絃
楽
合
奏

ス
ヰ
ト
：
·
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
グ
リ
ー
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V
i
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r
s
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 Ta

n
o
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i
.
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a
r
c
h
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n
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A
ri
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r
o
m
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wit
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r
c
h
e
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a
c
c
o
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a
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m
e
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M
r
s
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 Pet

zold
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ア
ニ
ト
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舞
踏

オ
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ガ
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管
絃
楽
付
き
合
唱
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G
l
u
c
k
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シ
ュ
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ベ
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曲

｛

吉
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一
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歌

a
.
 T

h
e
 d
e
at
h
 of
 

A
s
e
 
}

f

r

o
m
 th
e
 sui
t

e
 Pe
e
r
 G
y
nt
 

b
.
 A

ni
t
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d
a
n
c
e

…

…

…

…

…

…

…

…

…

G
ri
eg
.
 

",D
i

e
 Al
l
m
a
c
ht
"
 
f

o
r
 C
h
o
r
u
s
,
 Or

g
a
n
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Orches

tra
………………………

•••Schuber

t
. 

C
o
n
d
u
ct
or: 
M
r.
 Ju

n
k
e
r.
 

昔
楽
演
奏
曲
目
梗
概

一
、
管
絃
楽

『

リ

ュ

イ

、

ブ

ラ

ス

』

の

序

曲

メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン

作

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
派
の
名
家
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン

(
F
e
li
x
M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
,
B
a
rt
h
o
l
d
y
 

1
8
0
9ー

1
8
4
7
)

は
獨
逸

ハ
ム
ブ
ル
グ
の
人
、
幼
に
し
て
稗
童
の
聞
あ
り
。
十
五
歳
の
時

短
は
調
シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
に
其
の
天
才
を
表
は
し
て
よ
り
以
来
、
有
ら
ゆ
る
音
楽
の
部
門

に
創
作
し
て
豚
多
の
佳
作
を
残
せ
り
。
其
の
神
事
楽
に
於
け
る
名
作
『
聖
。
ハ
ウ
ル
ス
』
、

『
エ
リ
ア
ス
』
中
の
唱
歌
、

管
絃
楽
に
於
け
る
傑
作

『蘇
格
蘭
シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
』
、
断
片

の
歌
劇
『
ロ
ー
レ
ラ
イ
』
及
び
劇
楽
ア
タ
リ
ア
中
の
唱
歌
等
は
既
に
本
楽
堂
に
於
て
演

奏
し
た
る
所
な
り
。
絃
に
奏
す
る
序
曲
（
作
品
九
十
五
）
は
千
八
百
三
十
九
年
三
月
の

作
に
係
り
、
本
、
文
豪
ュ
ー
ゴ
ー
の
演
劇
の
幕
開
き
前
に
奏
す
る
目
的
に
て
作
ら
れ
た

り
。
嘗
時
某
劇
場
は
其
の
設
立
資
金
募
集
の
腐
め
に
此
の
劇
を
演
ぜ
ん
と
企
て
、
此
の

作
家
に
至
急
其
の
序
曲
の
作
成
を
依
頼
し
た
る
が
、
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
は
僅
々
三
日
間

に
之
れ
を
完
成
し
た
り
き
。
彼
れ
自
身
の
言
に
日
く
『
余
は
今
迄
此
の
曲
ほ
ど
慰
み
心

地
に
書
き
た
る
も
の
な
し
』
と
。
さ
れ
ば
本
曲
が
『
ア
タ
リ
ャ
』
の
音
楽
と
同
様
に
、

多
少
急
作
の
痕
跡
を
留
め
、
他
の
序
曲
に
比
し
て
見
劣
り
せ
ら
る
A

も
故
あ
り
と
い
ふ

べ
し
。
然
れ
ど
も
彼
の
管
絃
楽
の
特
徴
、
卸
ち
旋
律
の
婉
美
、
和
槃
の
豊
麗
、
及
び
楽

器
編
成
の
巧
妙
等
は
絃
に
も
其
の
一
端
を
窺
ふ
を
得
べ
し
。
曲
は
頗
る
短
篇
に
し
て
、

レ

ン

ト

ア

レ

グ

ロ

短
は
調
の
緩
漫
調
と
長
は
調
の
甚
だ
し
き
快
速
調
の
二
部
を
交
へ
た
り
。
劇
の
内
容
は

之
れ
と
深
き
開
係
を
有
せ
ざ
る
が
故
に
略
し
て
述
べ
ず
。

二
、
ピ
ア
ノ
及
び
管
絃
楽

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

（

短

へ

調

）

ウ

ェ

ー

ベ

ル

作

音
楽
に
於
け
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
の
始
祖
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
(

C

.

M
.
 vo
n
 W
e
b
e
r
 1
7
8
6ー

7

)
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1
8
2
6
)
は
『
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
』
『
オ
イ
リ
ア
ン
テ
』
等
の
歌
劇
に
於
け
る
名
作
の
外
、

器
楽
に
於
て
は
特
に
ピ
ア
ノ
楽
に
傑
作
を
遺
せ
り
。
絃
に
奏
す
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
作

品
七
十
九
、
千
八
百
二
十
一
年
作
）
は
其
の
尤
な
る
も
の
に
し
て
、
構
想
の
清
新
な
る

と
細
工
の
巧
妙
な
る
と
に
よ
り
て
今
尚
ほ
楽
界
の
愛
賞
を
受
け

つ
A

あ
り
。

ウ
ェ
ー
ベ
ル
の
本
曲
を
作
る
や
、
一
の
小
説
的
物
語
を
基
と
せ
る
が
如
し
。
批
評
家

ロ
ホ
リ
ッ
ツ

(
R
o
c
h
li
t

z
)

に
輿
へ
た
る
彼
の
書
節
に
日
く
『
余
は
目
下
短
へ
調
の
コ

ン
ツ
ェ
ル
ト
を
企
て
つ
A

あ
り
。

短
調
の

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
は
人
の
意
に
適
す
る
こ
と
未

だ
稀
な
れ
ば
、
余
が
此
の
調
子
を
撰
び
た
る
は
奇
異
に
も
見
ゆ
べ
し
。
さ
れ
ど
余
が
胸

に
浮
び
た
る
一
種
の
物
語
は
能
＜
其
の
各
曲
部
に
連
絡
を
附
し
、
且
つ
其
の
細
か
き
性

質
を
謂
は
ゞ
劇
的
に
規
定
す
る
の
用
を
な
す
べ
し
。
余
は
各
部
に
次
の
如
き
標
題
を
附

せ
ん
と
す
。
即
ち
快
速
部
を
別
離
、

緩
徐
部
を
愁
嘆
、
終
局
部
を
深
き
悲
痛
、
慰
藉
、

饂
来
及
び
歓
喜
と
名
け
ん
と
す
。
余
は
凡
て
特
別
の
標
題
を
附
し
た
る
音
楽
的
綺
霊
を

好
ま
ざ
る
が
故
に
、
吾
な
が
ら
此
の
着
想
に
安
ん
ず
る
こ
と
を
得
ず
。
さ
れ
ど
此
の
想

は
頻
り
に
余
を
促
し
て
、
其
の
結
果
の
良
好
な
る
べ
き
こ
と
を
豫
告
す
。
兎
に
角
余
は

末
だ
余
を
知
ら
ざ
る
人
の
前
に
て
本
曲
を
初
め
て
奏
す
る
こ
と
を
欲
せ
ず
。
余
を
誤
解

し
て
山
師
と
為
す
も
の
あ
る
を
恐
る
れ
ば
な
り
』
と

後
世
の
一
評
家
は
本
曲
の
四
曲
部
に
就
て
次
の
如
き
劇
的
解
繹
を
試
み
た
り
。
『
一

佳
人
四
阿
屋
に
在
り
て
遠
征
の
騎
士
を
想
ひ
（
表
情
あ
る
少
緩
調
、

L
a
rg

h
et
t

o
aff et
u, 

o
s
o
)
今
時
に
戦
死
に
際
し
て
己
を
見
ん
こ
と
を
希
ふ
と
想
像
し
、
（
激
情
的
快
速
調

A
l
l
e
g
r
o
 
p
a
s
si
o
n
at
o
)

氣
を
失
せ
ん
と
す
る
刹
那
、
森
の
樹
陰
に
人
の
近
づ
く
氣
は

ひ
す
る
に
（
進
行
曲
調

T
e
m
p
o
di

 

m
a
r
ci
a
)
驚
き
て
見
や
れ
ば
待
ち
佗
び
し
人
な
れ

ば
歓
喜
の
竪
を
揚
げ
て
打
ち
迎
ふ
（
愉
快
な
る
極
急
調

P
r
e
st
o
g
i

o
c
o
s
o
)
』
と
。

技
術
上
よ
り
見
れ
ば
、
本
曲
は
コ
ン
セ
ル
ト
楽
器
と
し
て
の
ピ
ア
ノ
の
取
扱
上
に
一

新
機
軸
を
出
し
た
る
も
の
と
い
ふ
べ
く
、
又
た
獨
奏
部
に
も
管
絃
部
に
も
多
く
の
巧
妙

な
る
意
匠
を
表
は
せ
り
。
其
の
重
な
る
も
の
を
皐
ぐ
れ
ば
、
序
開
き
敷
小
節
の
長
く
緩

ア
ル
ペ
ジ
ョ

か
に
引
く
旋
律
に
ペ
ダ
ル
な
し
の
琵
音
的
伴
奏
を
附
し
た
る
が
如
き
を
初
め
と
し
、
頓

カ
ー
ト
オ
ク
タ
ー
プ

音
の
八
度
、
漣
波
の
如
き
十
六
分
音
符
な
ど
何
れ
も
清
新
の
技
術
な
り
と
す
。
此
の
外

進
行
曲
調
の
直
ぐ
前
に
現
は
る
A
高
き
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
泣
く
が
如
き
モ
テ
ィ
ー
フ
と
之

れ
に
伴
ふ
動
悸
の
如
き
絃
の
響
と
は
善
＜
其
の
虜
を
得
て
、
一
種
の
深
き
感
動
を
輿

Z
e
u
s
.
 

T
e
n
o
r
 

-
:
l
o
)
 E
i

n
m
a
l
 n
u
r
 e
r
w
ei
c
ht
e
 di
e
 L
i

e
b
e
 
d
e
n
 
S
c
h
at
t

e
n
b
e
h
e
r
r
s
c
h
e
r
,
 

U
n
d
 a
n
 d
e
r
 
S
c
h
w
e
l
l
e
 
n
o
c
h
,
 st
r
e
n
g
 
ri
ef
 

e
r
 
z
u
r
t
i
c
k
 
s
ei
n
 

G
e
sc
h
e
n
k. 

N
i

c
ht
 

st
i
l
l
t
 

A
p
h
r
o
di
t

e
 d
e
m
 s
c
h
o
n
e
n
 K
n
a
b
e
n
 di
e
 W
u
n
d
e
,
 

D
i

e
 in
 d
e
n
 zi
e
r
l
i
c
h
e
n
 
L
ei
b
 g
r
a
u
s
a
m
 d
e
r
 
E
b
e
r
 g
e
ri
t

zt
.
 

A
lt0

)

 

(
s
o
l
o
 

(
C
h
o
r
)
 

ふ
。
此
慮
を
過
ぎ
て
後
、
特
に
聘
者
の
耳
を
畝
て
し
む
る
は
ピ
ア
ノ
の
白
鍵
上
を
急
速

グ
リ
サ
ン
ド

に
滑
る
滑
奏
な
り
。

今
―
つ
の
驚
く
べ
き
技
術
は
前
者
に
比
し
て
一
屠
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
式
を
猿
揮
し
た
る
も

ア

レ

グ

ロ

ピ

ャ

ニ

シ

モ

の
に
し
て
即
ち
第
一
の
快
速
調
の
前
十
六
小
節
に
亘
り
て
同
じ
和
槃
の
上
に
最
弱
よ
り

フ

ォ

ル

チ

シ

モ

ク

レ

シ

ェ
ン
ド

最
強
に
絶
え
ず
進
む
所
の
漸
強
奏
な
り
。
こ
は
詩
聖
ゲ
ー
テ
が
ウ
ェ
ー
ベ
ル
の
訪
問

を
受
け
し
と
き
、
特
に
所
望
し
た
り
と
の
故
を
以
て
頗
る
有
名
な
り
。
』

三
、
凋
唱
及
び
管
絃
楽

『

ネ

ニ

ー

』

ゲ

ッ

ツ

作

ゲ
ッ
ツ

(
H
e
r
m
a
n
n
G
ot
z
 1
8
4
0
-
1
8
7
6
)

は
獨
逸
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
ス
ブ
ル
ヒ
の
人
、

初
め
ル
イ
ス
、
ケ
ー
ラ
ー
に
學
び
、
六
十
年
ベ
ル
リ
ン
の
シ
テ
ル
ン
音
楽
院
に
入
り
、
六

十
三
年
よ
り
七
十
年
ま
で
某
所
の
オ
ル
ガ
ン
家
を
勤
め
し
が
、
病
を
以
て
職
を
僻
し
て

よ
り
は
専
ら
作
曲
に
従
事
せ
り
。
最
も
有
名
な
る
傑
作
は
沙
翁
の
劇
に
基
き
た
る
『
喧

し
き
女
の
懐
柔
』
な
り
。
此
の
外
序
曲
及
び
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
に
も
一
時
好
評
を
受
け
た

る
作
あ
れ
ど
も
長
く
生
命
を
持
す
る
に
至
ら
ず
、
唯
だ
絃
に
奏
す
る
『
ネ
ニ
ー
』
の
み

は
恐
ら
く
今
後
も
楽
界
に
忘
ら
る
A

こ
と
な
か
る
べ
し
。

『
ネ
ニ
ー
』

(
N
e
ni
e
)
は
文
豪
シ
ル
レ
ル
の
敦
訓
詩
（
一
七
九
九
年
作
）
に
し
て
、

弔
詩
の
義
な
り
。
其
の
意
、
希
騰
の
古
話
（
オ
イ
リ
デ
イ
ケ
、
ア
ド
ー
ニ
ス
、
ア
キ
レ

ス
の
事
ど
も
）
を
引
き
て
人
生
の
果
敢
な
く
、
地
上
の
美
の
皆
な
滅
び
行
く
を
嘆
け

り
。
此
の
種
の
詩
は
こ
れ
を
邦
語
に
繹
し
て
曲
譜
に
上
す
る
こ
と
極
め
て
困
難
な
る
が

故
に
、
こ
こ
に
は
歌
曲
の
美
を
保
存
せ
ん
が
為
め
に
特
に
原
歌
詞
を
以
て
演
奏
す
。

．

N
e
ni
e
 (
Ei
n
 G
e
di
c
ht
e
 v
o
n
 S
c
hi
l
l
e
r
)
 

A
u
c
h
 <las 
S
c
h
o
n
e
 m
u
s
s
 st
e
r
b
e
n
;
 D
a
s
 M
e
n
s
c
h
e
n
 &
 G
ot
t

e
r
 

b
e
z
wi
ng
et
,
 

n
i

c
ht
 

di
e
 e
h
e
r
n
e
 
B
r
u
st
 

rilhrt
 

e
s
 
d
e
s
 st
y
g
i

s
c
h
e
n
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N

i
c

h
t
 
e
r
r
e

tte
t
 
d

e

n

 
g
o
t
t
l
i
c

h

e

n

 
H

e

l

d

 d
i
e
 
u

n

s
t
e
r
b
l
i
c

h

e

 M

u

t
t
e

r

 

W

a

n

n

 

e

r

 a

m

 

s

k

a
i
s
c
h
e
n
 T

h

o

r

 

fal
l
e
n
d
,
 s

e
i
n
 

S

c

h
i
c
k
s
a
l
 e

r
f
i
l
l
l
t
.
 

A

b

e

r

 
s
i
e
 
s
t
e
i
g
t
 a
u

s

 d

e

m

 
M

e

e

r

 
m

i
t
 
a
l
l
e
n
 T

o

c

h

t
e

r

n

 d

e

s

 
Nereus~ 

U

n

d

 

d
i
e
 

K

l

a

ge
 

h

e

b
t
 
a

n

 
u

m

 

d

e

n

 
v
e
r
h
e
r
r
li
c

h
t
e

n

 
S

o

h

n
.
 

言
[
;
.
]
]
]
[

□□

エロ
a

□。
い
』
口
＠
a
l
]
]t

一

い

『

]

]

[

. G

e

m

e

i
n

e

 
g

eht
 

k
lang
l
o
s
 
z

u

m

 
O

r

k

u

s

 
h
i
n
a
u
s
.
 

｛
美
も
滅
び
行
く
世
な
り
け
り
人
と
誹
と
に
勝
つ
も
の
さ
へ

ス

チ

ク

ス

の

國

の

大

王

の

く

ろ

が

ね

の

胸

は

動

か

し

が

た

し

合
唱

次

中

｛

た

ゞ

ひ

と

度

は

情

の

力

よ

み

し

ろ

す

君

を

宥

め

し

が

音狽

唱

ぃ

ま

だ

國

境

を

越

え

ざ

る

に

授

け

し

も

の

を

召

し

返

し

ぬ

中
音
｛
世
に
も
た
へ
な
る
玉
の
肌
を
酷
く
も
猪
に
傷
け
ら
れ
し

獨

唱

美

し

き

子

の

痛

手

を

ば

ア

フ

ロ

デ

ィ

ー

テ

も

癒

や

す

術

な

く

低
音
「
＾
ケ
ア
の
木
戸
に
倒
れ
伏
し
て
あ
へ
な
き
最
後
を
遂
げ
た
り
し

獨

唱

神

の

御

子

な

る

丈

夫

を

其

の

母

紳

も

救

ひ

得

ず

』

さ
れ
ど
ネ
レ
ウ
ス
の
娠
等
を
連
れ
母
の
女
紳
は
海
よ
り
現
は
れ

世
に
崇
め
ら
れ
し
我
子
の
為
め
悲
嘆
の
槃
を
高
く
揚
ぐ

見

よ

や

其

時

男

紳

も

泣

き

女

稗

も

こ

ぞ

り

て

皆

泣

く

美
し
き
も
の
A

滅

び

絶

え

十

全

な

る

も

の

逝

く

を

嘆

き

て

』

さ
は
れ
親
し
き
人
の
口
よ
り
弔
ひ
歌
を
き
く
は
め
で
た
し

名
も
無
き
や
か
ら
は
響
き
も
な
く
よ
み
路
の
旅
に
急
ぐ
も
の
を

本
演
奏
は
右
歌
詞
中
第
八
行
ま
で
に
止
め
、
再
び
初
に
返
り
て
初
二
行
の
合
唱
を
な

す
に
終
る
。
音
楽
は
特
に
強
き
黙
を
有
せ
ざ
れ
ど
も
、
全
部
に
亘
り
て
其
の
感
情
の
精

醇
な
る
と
技
巧
の
完
成
せ
る
と
は
頗
る
注
目
に
値
す
。
好
個
の
小
品
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。

四
、
管
絃
楽

甲
、
ラ
ル
ゴ
ー

ヘ
ン
デ
ル
(
H
a
n
d
e
l
,

1
6
8

5-1
7
5
9
)
 

u涸 uns;}fl叩m
/ ― ― `  

のばj
2m 
0 ~ U) 

ヽ

ヘ

ン

デ

ル

作

の
作
に
係
る
賂
多
の
神
事
業
及
び
歌
劇
は
（
メ

シ
ア
ス
等
を
除
け
ば
）
一
般
の
楽
界
よ
り
忘
れ
ら
れ
た
る
も
の
多
し
。
然
れ
ど
も
其
の

中
の
一
節
の
み
特
に
有
名
に
し
て
千
載
に
博
は
る
べ
き
運
命
を
有
す
る
も
の
あ
り
。
此

ラ
ル
ゴ
ー

に
奏
す
る
緩
徐
曲
の
如
き
も
其
の
一
例
に
し
て
、
も
と
『
ク
セ
ル
ク
セ
ス
』
(
X
e
r
x
e
s
)

と
題
す
る
磐
楽
曲
中
の
ア
リ
ア
な
れ
ど
も
、
吾
人
は
普
通
此
の
曲
に
よ
り
て
さ
る
曲
の

存
在
せ
し
こ
と
を
想
起
す
る
に
過
ぎ
ず
。
曲
趣
に
就
て
は
優
美
高
雅
な
る
好
調
な
り
と

い
ふ
外
別
に
言
ふ
所
を
知
ら
ず
。
獨
奏
は
管
絃
が
旋
律
を
一
度
清
し
た
る
後
に
繰
り
返

し
と
し
て
起
る
。乙

、

葬

證

進

行

曲

シ

ョ

パ

ン

作

波
蘭
に
生
れ
た
る
ピ
ア
ノ
楽
の
大
家
シ
ョ
パ
ン
（
C

h

o
p

i

n
,
1
8
1
0ー

1
8
4
9
)

の
本
曲
は

其
の
創
作
以
来
各
國
に
於
け
る
幾
多
の
葬
證
に
伴
ひ
て
員
に
世
界
的
名
槃
を
博
せ
り
。

本
は
短
菱
ろ
調
ソ
ナ
ー
タ
（
作
品
三
十
五
）
の
緩
徐
曲
と
し
て
作
ら
れ
た
る
も
の
な

れ
ど
も
、
寧
ろ
箪
獨
に
奏
す
る
方
遥
か
に
優
れ
り
と
は
時
に
評
家
の
言
ふ
所
な
り
。
曲

は
葬
證
進
行
曲
の
普
通
の
形
式
に
従
ひ
て
三
部
分
よ
り
成
り
、
短
調
に
起
り
て
長
調
の

中
間
進
行
に
移
り
、
再
び
本
の
短
調
に
復
す
。
第
一
曲
部
の
前
半
は
憂
欝
な
る
沈
思
の

氣
分
を
表
は
す
も
の
と
い
ふ
べ
く
、
低
音
の
濁
れ
る
和
絃
は
葬
式
の
鐘
の
音
を
想
は
し

め
、
折
々
高
ま
る
旋
律
（
七
、
八
、
及
び
十
一
、
十
二
、
小
節
）
は
慟
哭
の
磐
に
も
似

た
り
。
こ
の
憂
愁
は
其
の
後
半
に
入
り
て
暫
く
強
奏
に
高
ま
れ
ど
も
、
頓
て
深
き
呻
吟

嘆
息
の
槃
（
低
音
楽
器
に
顛
音
を
有
す
る
二
小
節
）
に
沈
み
て
終
る
。
こ
の
悲
し
き
情

調
の
最
中
に
表
は
る
A

中
間
進
行
は
如
何
に
楽
し
く
響
く
ぞ
。
こ
は
亡
き
人
と
や
が
て

天
國
に
再
遇
せ
ん
と
い
ふ
希
望
を
表
は
せ
る
か
、
将
た
亡
き
人
が
世
に
あ
り
し
頃
の
歓

楽
を
追
想
す
る
か
。
さ
は
れ
そ
れ
も
暫
し
に
し
て
、
曲
は
本
の
沈
欝
に
饉
り
、
あ
き
ら

め
が
た
き
悲
愁
の
槃
に
終
る
。

＇

五

、

涸

唱

歌

劇

『

ア

ル

セ

ス

ト

』

中

の

ア

リ

ア

グ

ル

ッ

ク

作

獨
逸
歌
劇
の
改
革
者
と
し
て
知
ら
る
A

グ
ル
ッ
ク
(
G
l
u
c
k
,

1
7
1
4ー

1
7
8
7
)

の
本
歌
劇

は
彼
の
四
大
傑
作
の
一
に
し
て
、
其
の
筋
は
ユ
ー
リ
ビ
デ
ー
ス
の
悲
劇
に
基
き
た
り
。

北
部
希
騰
な
る
フ
ヱ
レ
ー
の
王
ア
ド
メ
ー
ト
ス
病
篤
く
し
て
死
に
瀕
す
。
ア
ポ
ロ
の
稗

託
に
よ
れ
ば
、
其
の
身
代
り
と
し
て
椴
牲
と
な
る
も
の
な
く
ば
、
本
復
覺
束
な
し
と
い

ふ
。
皇
后
ア
ル
セ
ス
ト
私
か
に
此
の
犠
牲
た
ら
ん
こ
と
を
決
心
し
、
弦
に
奏
す
る
ア
リ

第 1部 明治・大正篇 336 



ア
に
よ
り
て
之
れ
を
幽
界
の
神
に
告
ぐ
、
ア
ド
メ
ー
ト
ス
此
の
事
を
知
り
、
妃
に
よ
り

て
自
ら
の
救
は
る
A

を
肯
せ
ず
、
相
携
え
て
幽
界
の
門
に
下
る
、
偶
々
英
雄
ヘ
ラ
ク
レ

ー
ス
の
来
る
あ
り
て
二
人
は
無
事
に
救
助
せ
ら
る
。
本
曲
は
歌
詞
と
音
楽
と
の
密
接
な

る
開
係
を
保
て
る
黙
に
於
て
グ
ル
ッ
ク
の
劇
楽
に
劉
す
る
主
義
を
見
事
に
示
せ
る
質
例

と
言
ふ
を
得
べ
し
。
左
に
原
歌
詞
を
載
す

L
'A
i

r
 d

'A
l
c
e
st
e
 

(
A
n
d
a
nt
e) 

D
i

vi
ni
t

es 
d
u
 S
t

y

x
,
 m

i

ni
st
res 
d
e
 la 
m
o
rt
,
 

J

e
 n

'i

n
v
o
q
u
e
r
ai
 
p

oi
nt
 

v
ot
r
e
 p
i
t
i

e
 cruelle; 

J'enleve 
u
n
 t
e
n
d
r
e
 ep

o
u
x
 a
 s
o
n
 
fun
e
st
e
 sort
 ;
 

M
ai
s
 
j

e
 v
o
u
s
 a
b
a
n
d
o
n
e
 u
n
e
 e
p
o
u
s
e
 
fidele 

D
i

vi
ni
t

es 
d
u
 S
t

y

x
,
 m

i

ni
st
res 
d
e
 la 
m
o
rt
,
 

M
o
u
ri
r
 p
o
u
r
 c
e
 q
 u`
o
n
 ai
m
e
,
 

E
st
 

u
n
e
 v
e
rt
u
e
 si
 

n
at
urelle
,
 est
 

u
n
 t
r
op
 

d
o
u
x
 effort
.
 

M
o
n
 c
o
e
u
r
 est
 

a
ni
m
e
 d
u
 p
l
u
s
 
n
o
b
l
e
 t
ransport. 

（
緩
歩
調
） (

P
r
e
st
o
)
 

J

e
 s
e
n
s
 
u
n
e
 f
o
r
c
e
 
n
o
u
v
e
l
l
e
,
 

J

e
 va1s 
o
u
 m
o
n
 a
m
o
u
r
 m

'ap
p

elle
,
 

m
o
n
 c
o
e
u
r
 est
 

a
ni
m
e
 d
u
 p
lus 
n
o
b
l
e
 t
r
a
n
sp
o
rt
 

(
A
n
d
a
nt
e) 

D
i

vi
ni
t
窃

d
u
S
t

y

x
,
 m

i

ni
st
res 
d
e
 la 
m
o
rt
,
 

J

e
 n

'i

n
v
o
q
u
e
r
ai
 
p

oi
nt
 

v
ot
re p
i
t
i

e
 cruelle 

よ
み
の
神
よ
死
の
司
よ

な
が
酷
き
憫
み
を
我
は
乞
は
じ

我
は
や
さ
し
き
夫
を
悲
運
よ
り
救
ふ

さ
れ
ど
操
高
き
妻
を
汝
に
委
ね
ん

よ
み
の
稗
よ
死
の
司
よ
』

愛
す
る
も
の
A

第
め
に
死
ぬ
る
こ
そ

い
と
も
や
さ
し
き
業
な
れ

乙、 甲、

六

、

絃

楽

（
緩
歩
調
）

（
極
急
調
）

自
然
の
ま
A

の
徳
な
れ

我
が
胸
は
氣
高
き
情
熱
に
燃
え
た
り
』

我
は
新
し
き
力
を
覺
ゆ

我
は
我
が
愛
の
呼
ぶ
虚
に
趨
＜

我
が
胸
は
氣
高
き
情
熱
に
燃
え
た
り
』

よ
み
の
紳
よ
死
の
司
よ

な
が
酷
き
憫
み
を
我
は
乞
は
じ

ス
ヰ
ト
『
ペ
ー
ル
、
ギ
ン
ト
』
中
の
二
曲

オ
ー
ゼ
の
死

ア
ニ
ト
ラ
の
舞
踏

諾
威
の
國
民
楽
家
グ
リ
ー
ヒ

(
E
d
v
a
r
d
G
ri
e
g
 1
8
4
3ー

1
9
0
7
)

の
本
曲
は
本
、
イ

。
フ
セ
ン
作
『
ペ
ー
ル
ギ
ン
ト
』
の
興
行
の
際
に
書
き
た
る
長
篇
中
よ
り
抜
幸
せ
る
小
曲

を
集
め
た
る
も
の
な
る
が
、
其
の
着
想
の
奇
警
と
形
式
の
輩
純
と
濃
厚
な
る
國
民
的
色

彩
と
に
よ
り
て
著
し
く
流
行
せ
り
。

イ
。
フ
セ
ン
劇
中
の
主
人
公
ペ
ー
ル
と
い
ふ
は
農
民
の
一
子
に
し
て
父
は
元
資
産
を
有

せ
し
も
、
悉
く
之
れ
を
失
ひ
た
れ
ば
、
其
の
死
後
母
オ
ー
ゼ
(
A
s
e
)
と
共
に
貧
窮
の
中

に
日
を
送
れ
り
。
さ
れ
ど
彼
は
性
質
極
め
て
元
氣
と
空
想
と
に
富
み
、
種
々
の
大
望
を

抱
き
て
は
之
れ
を
巧
み
に
母
に
語
る
。
母
は
彼
の
馘
行
を
知
り
つ
A

も
、
常
に
其
の
語
に

魅
せ
ら
れ
て
、
之
れ
に
賛
同
す
。
か
く
て
彼
の
我
儘
は
底
止
す
る
所
な
く
、
或
る
日
他

人
の
婚
證
の
宴
に
際
し
て
新
婦
を
奪
ひ
、
之
れ
を
山
中
に
誘
拐
し
て
、
其
慮
に
捨
て
去

り
、
そ
れ
よ
り
山
間
に
放
浪
し
て
淫
蕩
の
生
活
を
螢
む
。
か
A

る
中
に
山
中
の
王
族
の

領
内
に
入
り
、
こ
A

に
圏
ら
ず
其
の
娘
と
相
思
ふ
に
至
り
其
の
結
果
王
の
城
よ
り
駆
遂

せ
ら
れ
て
家
に
饉
る
。
家
に
は
母
正
に
臨
終
の
床
に
在
り
。
愛
子
の
勝
来
の
成
功
を
思

ひ
つ
A

空
中
棲
閣
の
中
に
永
眠
す
。
母
の
死
後
彼
は
海
外
行
を
企
て
、
敷
年
の
後
に
は

富
ん
で
モ
ロ
ッ
コ
に
到
り
、
沙
漠
中
に
一
酋
長
の
女
ア
ニ

ト
ラ

(
A
ni
t

ra)
に
遇
ひ
、

一
時
之
れ
に
想
を
懸
く
。
さ
れ
ど
も
頓
て
若
年
の
折
に
愛
し
た
る
ソ
ル
ヴ
ェ
ー
グ
の
上

を
思
ふ
心
切
に
な
り
、
終
に
逢
々
海
を
越
え
て
故
郷
に
鰭
る
。
か
く
て
年
老
ひ
た
る
彼

グ

リ

ー

ヒ

乍
＇ー
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畏
し
や
紳
゜

界
し
や
紳
゜

は

や

ち

あ

ら

は

暴
風
と
現
れ
て

あ

め

っ

ち

み

い

つ

天
も
地
も
紳
の
御
稜
威
畏
し
や
紳
゜

い

ざ

な

さ

か

だ

雨
を
誘
へ
ば
山
飛
び
海
逆
立
つ
。

雨
を
誘
へ
ば
山
飛
び
海
逆
立
つ
。

畏
し
や
紳
゜
畏
し
や
。

七
、
合
唱
及
管
絃
楽

紳
の
御
稜
威

闘
歌

は
（
恰
も
ゲ
ー
テ
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
如
く
）
此
の
貞
操
な
る
婦
人
の
愛
に
よ
り
て
初
め

て
慰
安
を
得
。

此
の
ス
ヰ
ト
に
は
四
曲
を
含
め
ど
も
弦
に
奏
す
る
は
第
二
の
オ
ー
ゼ
の
死
と
第
三
の

ア
ニ
ト
ラ
の
舞
踏
の
み
。
第
二
は
オ
ー
ゼ
が
安
心
し
て
静
か
に
眠
る
光
景
を
う
つ
す
も

の
に
し
て
管
を
交
へ
ざ
る
絃
楽
の
み
を
用
ひ
た
る
は
善
＜
此
の
意
に
適
へ
り
。
剪
頭
に

現
は
る
A

や
さ
し
く
、
あ
こ
が
る
A

如
き
（
日
本
の
節
に
似
通
へ
る
）
旋
律
は
暫
く
嬰

ヘ
短
調
に
移
る
の
後
再
び
本
の
短
ろ
調
に
返
る
。
こ
は
死
者
の
最
後
の
幸
謳
を
描
く
も

の
と
も
見
る
べ
き
か
、
之
れ
に
次
ぐ
第
二
の
部
は
同
じ
旋
律
を
少
し
く
愛
形
し
た
も
の

に
し
て
漸
く
哀
悼
の
響
に
う
つ
る
。
第
三
の
軽
妙
を
極
め
た
る
一
曲
は
沙
漠
の
オ
ア
シ

ス
の
テ
ン
ト
の
中
に
て
ア
ニ
ト
ラ
が
他
の
少
女
等
と
共
に
新
来
の
豫
言
者
（
即
ち
ペ

ー
ル
）
を
楽
し
ま
せ
ん
と
て
第
す
舞
踏
を
寓
せ
り
。
序
開
に
響
く
敷
回
の
和
絃
に
次
で

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
あ
ら
は
る
A

軽
妙
、
婉
柔
な
る
主
旋
律
は
暫
く
に
し
て
混
楓
せ

ビ
チ
カ
ト

る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
移
り
、
や
が
て
第
二
の
テ
マ
は
愉
快
な
る
指
弾
と
相
交
は
り
て
現
は

る
。
後
、
曲
は
再
び
最
初
の
旋
律
に
返
り
、
此
度
は
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ヴ
ィ
オ
ラ

と
の
カ
ノ
ン
と
な
り
て
一
層
其
の
美
を
増
す
。

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

こ
は
楽
聖
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
（
S
c
h
u
b
e
r
t
1
7
9
7ー

1
8
2
8
)

の
讃
美
歌
中
の
佳
作
な
り
。

詩
は

L
a
di
s
l
a
u
s
P
y
r
k
e
r

の
作
「
藤
能
」

(

D

i

e
A
l
l
m
a
c
h
t
)
に
し
て
稗
の
偉
力
の

森
羅
萬
象
に
現
は
る
こ
様
を
稲
へ
た
る
も
の
、
曲
は
善
＜
其
の
意
を
博
へ
て
輩
純
、
雄

大
の
中
に
和
磐
の
豊
麗
な
る
愛
化
を
も
含
め
り
。
他
の
説
明
は
歌
詞
に
譲
る
。

紳
の
御
稜
威

吉
丸
一
昌

明
治
四
十
四
年
の
概
評

四
十
四
年
の
一
音
楽
界

み

獨
唱
木
の
葉
木
の
質
の
ゆ
ら
め
き
に
も
（
低
音
木
の
賓
の
ゆ
ら
め
き
に
も

見
よ
御
稜
威
見
え
た
り
。
見
よ
や
御
稜
威
見
え
た
り
。

野
山
に
は
花
と
咲
き
み
空
に
は
星
と
散
る
。
み
空
に
は
星
と
散
る
。

野
山
に
は
花
と
咲
き
み
空
に
は
星
と
散
る
。

合
唱
響
け
ば
な
5
『

か

配

鵬

か

火

の

年

』

冗

御
稜
威
あ
な
畏
や
。
わ
が
胸
戦
く
。
あ
な
畏
や
。

わ

が

胸

載

く

。

あ

な

畏

や

。

獨
唱
紳
よ
紳
よ
。
わ
が
世
を
幸
へ
。
（
低
音
世
を
幸
へ
）

合
唱
か
し
こ
し
や
天
つ
紳
。
か
し
こ
し
や
紳
゜

乙
骨
三
郎
氏
談

今
年
の
一
音
楽
界
に
目
ざ
ま
し
い
事
は
多
く
な
か
っ
た
。
然
し
楽
界
が
年
々
同
じ
所
に

止
ま
る
の
で
な
く
て
、
凡
て
の
方
面
に
一
歩
一
歩
進
ん
で
行
く
事
、
殊
に
新
し
い
試
み

や
創
作
の
盛
に
な
る
べ
き
機
運
の
漸
く
熟
し
て
行
く
こ
と
を
認
め
た
吾
々
は
寧
ろ
欣
び

と
希
望
の
間
に
本
年
の
楽
界
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
。
由
来
楽
界
は
他
の
藝
術
界
よ
り

も
古
い
物
の
繰
り
返
へ
し
が
多
く
行
は
れ
る
所
で
あ
る
。
此
慮
で
は
自
分
の
知
ら
ぬ
新

作
よ
り
も
知
り
ぬ
い
た
も
の
を
喜
ぶ
人
が
多
い
。
ま
た
一
般
に
（
黒
人
で
も
）
初
め
て

の
曲
よ
り
は
敷
回
耳
な
れ
た
も
の
A

方
を
味
ひ
易
く
思
ふ
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
か
く

て
古
い
物
の
尊
重
せ
ら
れ
る
上
に
、
尚
ほ
―音
楽
と
い
ふ
も
の
が
、
翫
賞
の
側
か
ら
は
極

め
て
の
ん
き
な
も
の
で
あ
る
だ
け
、
そ
れ
だ
け
創
作
の
側
か
ら
は
困
難
で
あ
る
と
い
ふ

理
由
も
手
博
つ
て
、
吾
が
楽
界
の
近
い
過
去
は
心
細
い
程
藝
術
的
創
作
が
少
く
ま
た
其

の
朕
態
が
何
時
ま
で
績
く
か
と
い
ふ
こ
と
も
明
か
に
答
へ
得
な
い
様
な
有
様
で
あ
っ

た
。
然
し
今
年
あ
た
り
の
朕
況
か
ら
察
す
る
と
、
此
の
方
面
の
寂
莫
の
破
ら
れ
る
こ
と

も
遠
く
は
あ
る
ま
い
と
い
ふ
希
望
が
現
れ
て
来
た
様
に
思
ふ
。
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一
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

一
等

都

の

春

｛

山

勢

松

韻

作

曲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
鍋
島
侯
爵
作
歌隻

一

報

告

一
卒
業
證
書
授
呉

一

校

長

告

辮

一

文

部

大

臣

説

僻

一
卒
業
生
穂
代
謝
辮

第 第

部 部

明
治
四
十
五
年
三
月
二
十
五
日

明
治
四
十
五
年
三
月
廿
五
日
（
月
曜
日
）
午
後
二
時

卒

業

證

書

授

呉

式

順

序

選

科

卒

業

生

器
楽
部
卒
業
生

卒
業
式

池

田

阿

大

平

喜

代

こ
の
希
望
を
強
め
る
具
体
的
の
事
賓
を
左
程
多
く
列
べ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
然
し

邦
楽
界
に
於
て
研
精
會
の
新
工
夫
や
、
文
藝
協
會
の
出
し
物
や
、
ま
た
上
野
の
邦
楽
調

査
掛
の
掛
竪
陵
止
の
演
奏
な
ど
は
。
細
か
い
論
は
措
く
と
し
て
、
兎
に
角
新
し
い
事
に

導
く
路
で
あ
る
。
洋
楽
界
に
於
て
も
一
音
楽
學
校
學
友
會
の
演
奏
に
邦
人
の
作
を
狡
表
せ

ん
と
勉
め
た
こ
と
や
、
ま
た
近
く
帝
劇
に
於
て
オ
ペ
ラ
の
興
行
を
始
め
た
こ
と
な
ど
は

何
れ
も
創
作
を
促
す
刺
戟
と
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
と
思
ふ
。
事
賓
上
の
新
作
と
し
て

は
本
居
澤
田
其
の
他
二
三
氏
の
作
の
外
、
特
に
記
す
べ
き
も
の
を
持
た
な
か
っ
た
今
年

も
、
此
の
黙
か
ら
は
餘
程
獲
物
の
あ
っ
た
様
に
感
ぜ
ら
れ
る
。

（
『
＿
音
榮
界
』
第
五
巻
第
二
号
、
明
治
四
十
五
年
二
月
、
六
四
頁
）

東

京

音

楽

學

校

乙

あ

A

、

甲

常

一
合
唱

一
ピ
ア
ノ
獨
奏

ロ
ン
ド
、
力
。
フ
リ
ッ
チ
ョ
ー
ソ
•
•
…
…
…
…
…
…
·
…
…

ー
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
濶
奏

一
ピ
ア
ノ
凋
奏

―
―
―
一
部
合
唱

ー
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
燭
奏

一
中
昔
獨
唱

一
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ヱ
ッ
ロ
凋
奏

乙 甲

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏

多

基

か

永

中

島

ね

ベ

リ

オ

作

曲

末

吉

雄

ヴ

ェ

ー

バ

ー

作

曲

塁

部

卒

業

生

小

言

叶

ノゞ

崎
尾笠

リ原

定 ヨ 保 作

之ウ子

ノ‘

曲

石

原

か

ず

子

°、ノ
ッ
サ
カ
ー
リ
ア
：
．．．．．．．．．
．．
 
；
・
：
・
・
:
・
:
・
・
:
・
:
・
…
・
:
・
:
 

メ
デ
イ
タ
ー
シ
ョ
ン
：
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
•

フ
ユ
ー
グ
（
短
卜
調
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

器
楽
部
卒
業
生

器
楽
部
卒
業
生

エ
ー
ア
、
ヴ
ァ
リ
ー
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

器
楽
部
卒
業
生

パ
ル
テ
イ
タ
（
長
卜
調
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

歌
劇
「
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
」
中
の
テ
ル
ツ
ェ
ッ
ト
…
…

器
楽
部
卒
業
生

コ
ン
サ
ー
ト
第
七
番
（
第
―
―
楽
曲
）
•
•
…
…
…
•
…
…
…
…

竪
楽
部
卒
業
生

歌
劇
「
。
フ
ロ
フ
エ
ー
ト
」
中
の
カ
ヴ
ァ
テ
ィ
ネ
及
エ
ー
ア

器
楽
部
卒
業
生

コ
ン
サ
ー
ト
（
第
一
及
第
二
楽
曲
）
•
…
•
…
…
…
…
·
:
·
:
·

盤
：
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

ダ

ン

ク

ラ

ー

作

曲

マ
イ
ア
ベ
ー
ア
作
曲

ピ

ア

ッ

テ

ィ

作

曲

ア
ル
カ
ー
デ
ル
ト
作
曲

i
武
島
又

次

郎

作

詞

ベ
ー
ト
ヴ
H

ン
作
曲

い
づ
ち
ゆ
く
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
乙
骨
―
―
一
郎
作
詞

雨 メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

ヒ且
立
月

角

吉

永

田

ま

た

ノミ

ノ‘

作

曲

バ
ハ
、
グ
ー
ノ
作
曲

器

楽

部

卒

業

生

筒

井

ふ

さ

i

師

範

科

卒

業

生 ノミ

ノ‘

作

曲
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GRADUATION EXERCISES 
OF THE 

Tokyo Academy of Music 
UYENO PARK 

Monday, March 25th, 1912. 

2. P. M. 

6. 

PROGRAM. 

PART I. 
7. 

I. 
IL 
III. 

IV. 

V. 

Report. 
Presentation of Diplomas. 

Address to the Graduating Class by the Director. 

Address by His Excellency Haseba, Minister of State 

for Education. 
Response by the 
Class. 

4. 

5. 

Piano: 

Rondo capriccioso 
Miss Nagata. 

........................... Mendelssohn. 
0
文
8

撰
出

K
．
茫
笞

垢
I

g
g

1. 

2. 

3. 

a. 

b. 

Representative of the Graduating 

PART II. 

Koto: 

Miyakonoharu........................................ Yamase. 
Miss Ohira. 

Organ: 
Passacaglia................................................ Bach. 

Miss Ikeda. 

Violins: 

Meditation................................. Bach-Gounod. 

Fugue in G minor............................... Bach. 
Miss Tsutsui and others. 

Violin: 

Air Varie................................................ Dancla. 
Mr. Morozumi. 

Piano: 

Partita in G Major (Preambule, Allemande et 

Courante)............................................. Bach. 
Miss Ishiwara. 

Vocal Trio: 

Terzetto from the opera,,Der Freischiltz"…Weber. 
Miss Ogasawara, Miss Nakawo and Mr. Sawazaki. 

8. 

9. 

10. 

11. 

Violin: 

Concert[o] No. 7 (2nd movement)……… •..Beriot. 
Mr. Sueyoshi. 

Alto Solo: 

Cavatine and Air from the opera,,Der 

Prophet".......................................... Meyerbeer. 
Miss Nakajima. 

Violoncello : 

Concert[o] (1st and 2nd movement)…………Piatti. 
Mr. Ono. 

Choruses: 

W eihegesang.................................... Arcadelt. 
Der treue Johnie........................... Beethoven. 

a. 

b. 

0擬誤1甘睛根謎経認 椅報紺迂ギ臣 rnJt~ l l堂母サー井臨匡泌榔縦刹且ヤ盛
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五

、

合

唱

雁
、
村
祭

タ
ラ
ン
テ
ル
ラ

四
、
ピ
ア
ノ
猫
奏

顔

四
ツ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

夕

三
、
次
中
音
凋
唱

パ
ル
テ
イ
ー
タ

ハ

作

曲

藤

義

次

梁

田

貞

作

曲

ロ
イ
タ
ー
氏
作
曲

高

折

宮

次

ヘ
ル
ラ
ー
作
曲

近 ノミ

、
合
唱

虹
、
汽
車
、
茶
摘
み
、

一
、
オ
ル
ガ
ン
猫
奏

ツ

磯

江

清

師
範
科
二
十
五
名
乙
種
師
範
科
十
三
名
研
究
科
修
了
生
八
名
選
科
三
名
に
到
し
卒
業
證

書
を
授
輿
し
次
に
湯
原
校
長

（
代
）
の
祝
僻
瀬
戸
文
部
視
學
官
の
文
相
訳
僻
代
讀
卒
業

生
純
代
林
仙
二
の
謝
僻
あ
り
て
式
を
終
り
卒
業
生
の
演
奏
に
移
り
先
づ
選
科
卒
業
生
大

平
喜
代
子
の
等
「
都
の
春
」
を
始
め
と
し
て
器
楽
部
卒
業
生
池
田
阿
隻
子
、
筒
井
ふ
さ

子
外
敷
名
の
合
奏
同
永
田
ま
た
子
、
原
か
ず
子
、
中
島
か
ね
子
等
の
獨
唱
あ
り
て
五
時

閉
會
し
た
り

卒
業
生
の
姓
名
及
び
甲
師
卒
業
者
の
任
地
左
の
如
し
〔
後
略
〕

（
『
昔
架
界
』

第
五
巻
第
五
号
、
明
治
四
十
五
年
五
月
、
五

0
頁
）

明
治
四
十
五
年
四
月
二
十
六
日
学
友
会
演
奏
旅
行

▲
四
月
廿
六
日
、
本
校
男
生
徒
舟
一
名
、
赤
川
、
大
塚
雨
先
生
の
引
率
の
下

に
、
成
田
ー
銚
子
ー
千
葉
（
演
奏
）
方
面
に
春
季
修
學
旅
行
を
な
し
た
り
。

千
葉
に
て
の
演
奏
（
千
葉
縣
師
範
學
校
内
に
於
て
）
曲
目
左
の
如
し

第

部

曲

目

目
左
の
如
し
。

十
一
、
合
唱

花浦
の
あ
け
く
れ

ス
ト
ー
ム

フ
ァ
ン
タ
ヂ
ー

フ
リ
ュ
ー
リ
ン
グ
ス
、
グ
ラ
ウ
ベ

木
の
葉
。
駈
つ
こ
。
お
玉
杓
子
。

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
七
番
）
作
品
第
七
拾
六

（
ア
ン
ダ
ン
テ
、

九
、
ピ
ア
ノ
猫
奏

1

0
、
低
音
獨
唱

ユ
ー
デ
ン

リ
ゴ
レ
ッ
ト

一
、
猫
唱
及
び
合
唱

ト
ラ
ン
キ
ロ
）

會

員

弘

田

龍

太

郎

ウ
エ
ー
バ
ー
作
曲

樋

口

信

平

ハ
レ
ビ
ー
作
曲

ウ
エ
ー
バ
ー
作
曲

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
三
巻
第
六
号
、
明
治
四
十
五
年
六
月
、
六
四
頁
）

明
治
四
十
五
年
五
月
十
八
日
、
十
九
日
学
友
会
春
季
演
奏
会

▲
去
月
十
八
日
十
九
日
雨
日
午
後
一
時
半
よ
り
學
友
會
演
奏
會
あ
り
た
り
。
曲

ベ

リ

オ

曲

末

吉

雄

シ
ュ
ー
バ
ー
ト
作
曲

七
、
猫
唱

梁

田

貞

第

六
、
オ
ル
ガ
ン
猶
奏

グ
ロ
ッ
セ
、

部

友

キ
ー
ス
タ
ー
作
曲

草

) I l 

忠
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七
、
次
中
音
蜀
唱

甲、

八
、
ヴ
‘ア
イ
オ
リ
ン

九
、
盤
楽
二
部

歌
劇
『
ド
ン

乙、 甲
へ
査
の
夢

乙
、
涙

フ
ハ
ン
』
の
一
節

商

音

部

原

の

ぶ

子

次

中

音

部

船

橋

榮

吉

ベ

リ

オ

乍

,1 

田

中

久

子

シ
ュ
ー
バ
ー
ト
作

シ
ュ
ー
バ
ー
ト
作

梁

田

貞

貞

作

山

田

耕

作

作

梁

田

六
、
中
音
猫
唱

中

島

か

ね

子

ア
ム
プ
ロ
ム
テ
イ
ユ

（
作
品
百
四
十
二
、
第
三
番
）

シ
ュ
テ
ン
ド
ヘ
ン

フ
リ
ュ
ー
リ
ン
グ
ス
グ
ラ
ウ
ベ

第
九
番
司
伴
楽
（
作
品
百

0
四）

モ
ツ
ア
ル
ト
作

：

歌
劇
『
震
笛
』
中
の
一
節

五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

・

高

安

百

合

子

シ
ュ
ー
バ
ー
ト
作

東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會
の
演
奏
を
き
A

て

北

明

生

0
一
番
と
最
終
の
合
唱
及
び
獨
唱
を
概
し
て
好
出
来
梁
田
貞
氏
作
の
遊
宴
の
曲
は
な
か

な
か
振
つ
て
る
。

0
青
山
な
み
子
の
梁
田
氏
作
曲
隅
田
川
の
十
分
嬢
の
技
巧
を
疲
表
す
る
程
の
曲
で
な
い

た
め
か
感
心
す
る
に
い
た
ら
ん

〇
草
川
友
忠
氏
の
オ
ル
ガ
ン
は
那
邊
に
其
の
味
を
有
し
て
る
の
か
唯
追
覆
楽
で
あ
る
と

い
ふ
事
丈
け
を
紹
介
す
る
積
り
な
の
か
、
堂
々
た
る
一音
楽
學
校
の
演
奏
曲
目
中
に
、

あ
ん
な
も
の
を
載
せ
て
は
島
崎
敦
授
の
威
信
に
闘
す
る
事
か
と
思
は
れ
る
。

0
初
舞
豪
の
高
安
百
合
子
の
洋
琴
は
好
出
来
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
細
か
く
い
へ
ば
又

こ
な
し

又
足
ら
ぬ
事
は
勿
論
、
欠
黙
は
免
れ
な
い
が
、
而
し
曲
の
『
左
右
』
方
は
嬢
の
頭
脳

の
明
晰
た
る
事
を
表
は
し
て
賓
に
感
服
の
い
た
り
で
あ
る
。

0
中
島
か
ね
子
は
相
愛
ら
ず
立
派
で
あ
る
、
乙
の
山
田
耕
作
氏
作
の
垢
抜
け
し
て
を
る

涙
の
曲
を
餘
り
な
く
唱
ひ
つ
く
し
て
を
る
、
甲
の
書
の
夢
は
中
島
嬢
の
名
を
汚
す
ば

か
り
か
、
ペ
ツ
オ
ル
ド
氣
取
が
い
や
也
。

モ
ツ
ア
ル
ト
作

三
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

二
重
フ
ー
ガ

四
、
盤
楽
三
部

高
音
部

中
音
部

ボ
ヘ
ミ
ヤ
民
謡

青

山

な

み

子

竹

内

う

め

子

十
二
、
獨
唱
及
び
合
唱

流

浪

の

民

會

高
音
部

草

川

友

忠

島

崎

赤

太

郎

作

菌

部

ふ

さ

子

ア

ル

カ

ン

員作

番

外

部ー第

ペ
ツ
オ
ル
ド
夫
人

甲
、
憎
院
の
庭

乙
、
別
れ
路

丙
、
遊
宴
の
歌

―
-
、
高
音
凋
唱

隅

田

川

梁

田

貞

作

青

山

な

み

子

デ
イ

梁

．
田

貞

ブ

ロ

ツ

ス

作作

薗

部

ふ

シ
ヴ
ィ
リ
ア
』
中
の
味
情
調 さ

子

+
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ

ロ
短
調
司
伴
楽
中
の
緩
徐
調
（
作
品
五
十
一
）

十
一
、
高
音
獨
唱

歌
劇
『
イ
ル
バ
ル
ビ
エ
ー
レ

ピ
ア
ノ
獨
奏

ル
フ
エ
ス
タ
ン
デ
ー
ゾ
ー
プ

ロ
ッ
シ
ニ
ー
作

シ
ュ
ー
マ
ン
作

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
三
巻
第
六
号
、
明
治
四
十
五
年
六
月
、
六
四
ー
六
五
頁
）

明治・大正篇

永

ゴ
ル
タ
ー
マ
ン
作

多

基
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〇
梁
田
貞
氏
の
獨
唱
は
素
人
に
荒
飽
か
け
た
位
で
仕
上
げ
に
い
た
ら
ん
の
を
惜
し
む
、

氏
は
ス
テ
ー
ジ
の
人
に
あ
ら
ず
し
て
宜
し
く
作
曲
に
努
力
し
た
方
前
途
の
榮
か
と
思

は
れ
る
。

◎
田
中
久
子
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
満
堂
の
喝
采
を
博
し
た
通
り
立
派
な
も
の
だ
と
成
る

程
八
九
年
も
勉
強
し
た
甲
斐
が
あ
っ
て
技
巧
は
驚
く
べ
き
も
の
だ
が
、
其
の
昔
の
冴

え
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

0
船
橋
榮
吉
氏
相
愛
ら
ず
高
き
名
に
背
か
な
い
原
信
子
も
稽
お
も
し
ろ
く
出
来
た
、
殊

に
二
部
合
唱
に
入
っ
て
其
の
温
か
き
表
情
は
死
せ
る
モ
ツ
ア
ル
ト
喜
色
満
面
た
り
で

せ
う
、
而
し
折
角
や
る
の
に
し
て
も
曲
の
選
み
方
も
あ
ら
う
に
。

0
多
基
永
氏
、
氏
は
卒
業
常
時
の
演
奏
よ
り
調
子
を
は
ず
す
事
多
く
不
出
来
で
あ
る
、

氏
は
技
巧
的
の
も
の
は
長
所
ら
し
い
が
、
緩
徐
調
即
ち
表
情
的
の
も
の
は
餘
り
感
心

せ
ん
の
で
あ
る
、
之
れ
偏
に
昔
の
情
緒
的
な
ら
ざ
る
た
め
か
と
思
ふ
が
如
何
に
。

〇
薗
部
ふ
さ
子
の
獨
唱
は
恐
ら
く
常
日
の
演
奏
會
の
花
と
見
て
差
支
へ
な
か
ら
う
、
日

浅
く
し
て
技
巧
、
表
情
質
に
驚
愛
に
債
す
る
、
正
女
流
墜
楽
家
と
し
て
是
認
す
べ
き

で
は
あ
る
が
、

昔
城
の
狭
ま
い
の
は
惜
し
む
べ
き
で
あ
る
、
マ
ア
ー
、
自
負
心
を
起

さ
ん
で
努
力
し
た
ま
へ
。

0
番
外
の
ペ
ツ
オ
ル
ド
夫
人
の
ピ
ア
ノ
は
喝
采
を
い
つ
も
な
が
ら
博
し
た
、
が
聴
衆
果

し
て
其
の
箕
味
を
嘗
め
て
を
る
か
否
や
、
疑
問
で
あ
る
、
兎
に
角
に
、
吾
人
は
日
本

人
の
演
奏
を
き
く
が
如
き
ビ
ク
／
＼
し
た
感
じ
は
な
く
緩
漫
と
き
か
れ
る
。
細
緻
な

る
技
巧
上
や
、
精
稗
上
の
事
は
吾
人
の
知
る
慮
で
な
い
か
ら
筆
を
留
る
が
、
怪
物
た

る
の
名
に
は
背
か
ん
と
思
ふ
。

0
一
般
演
奏
者
は
其
の
曲
の
如
何
を
味
つ
て
ス
テ
ー
ジ
に
立
た
れ
て
る
か
、
不
明
に
麗

す
る
か
故
に
委
し
い
事
は
い
は
な
い
の
で
あ
る
。

〇
其
れ
か
ら
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
中
曲
の
多
く
は
日
本
人
の
作
で
喜
ぶ
べ
き
事
で
あ
る
、
今
日

ま
で
幾
人
か
邦
楽
は
如
何
に
す
べ
き
と
叫
ん
だ
様
で
は
あ
る
が
、
西
楽
入
り
て
短
日

月
の
事
業
と
し
て
は
比
較
的
成
功
せ
る
も
の
と
い
っ
た
方
が
よ
か
ら
う
。

過
日
幸
陽
生
の
讀
賣
所
載
の
通
り
ユ
ン
ケ
ル
、
ウ
エ
ル
ク
マ
イ
シ
タ
ヘ
ル
〔
マ
イ
ス

テ
ル
〕
等
の
外
人
と
い
つ
て
も
頭
が
古
く
て
餘
り
現
代
の
欧
楽
忠
〔
思
〕
想
に
燭
れ
て

ゐ
な
い
ら
し
い
と
い
つ
て
る
が
、
嘗
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
で
せ
う
、
こ
ん
な
風
で
は
昔

六
、
管
絃
楽

四
、
合
唱
（
管
絃
楽
伴
奏
）

343 

バ

ハ

作

曲

心

l

ア

ー

バ

ー

ト

編

第

シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

百
倉
小
三
郎
繹
歌

楽
學
校
の
生
徒
諸
氏
も
可
愛
想
だ
、
受
動
的
の
小
學
兒
童
で
あ
る
ま
い
し
、
生
徒
諸
氏

進
ん
で
大
い
に
研
究
す
べ

し
だ
、
近
き
に
湯
原
校
長
も
饉
國
せ
ら
れ
る
事
で
あ
る
か
ら

今
ま
で
の
様
に
し
て
欺
し
て
を
ら
れ
ま
い
と
思
ふ
。

（
『
＿
音
築
界
』
第
五
巻
第
七
号
、
明
治
四
十
五
年
七
月
、
六
O

~
六
一
頁
）

明
治
四
十
五
年
六
月
八
日
、
九
日
第
二
十
六
回
定
期
演
奏
会

明
治
四
十
五
年
六
月
八

13
（
土
曜
日
）
午
後
二
時
開
會

楽

演

奏

一
、
管
絃
楽

歌
劇
「
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
」
の
序
曲
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ウ
エ
ー
バ
ー
作
曲

二
、
ピ
ア
ノ

東

京

昔

楽

學

校

（
管
絃
榮
伴
奏
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
敦
師

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
短
卜
調
）

三
、
絃
楽
合
奏

五
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ッ
ロ
獨
奏

。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
、

昔

曲

目

•
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

セ
レ
ナ
ー
デ
•
•
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
モ
ザ
ー
ト
乍
曲

'ー

流
涙
の
民
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
敦
師

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
短
イ
調
）
…
…
…
…
…
…

コ
ー
ラ
ル
及
フ
ー
ギ
ュ
・
・
・

ヴ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー

セ
ン
サ
ー
ン
作
曲

ロ

イ

タ

明治31年～45年 8月(1898~1912)
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音

楽

演

奏

會

曲

目

梗

概

一
、
管

絃

楽

歌

劇

『

フ

ラ

イ

シ

ュ

ッ

ツ

』

の
序
曲

獨

逸

ロ

マ

ン

チ

ッ

ク

楽

派

の

始

祖

ヴ

ェ

ー

ベ

ル

（

C
a
r
l
M
a
ri
a
 v
o
n
 W
e
b
e
r
 17
8
6
 

ー

1
8
2
6
)
は

若

年

の

頃

よ

り

敷

多

の

小

篇

歌

劇

を

創

作

せ

し

が

、

何

れ

も

世

に

行

は

る

る

も

の

な

し

。

其

の

今

日

に

博

は

れ

る

大

作

は

何

れ

も

三

十

餘

歳

に

し

て

成

れ

る

も

の

、

即

ち

『

フ

ラ

イ

シ

ュ

ッ

ツ

』

(
F
r
ei
s
c
hi
i
t
z

)

『

オ

イ

リ

ア

ン

テ

』

(
E
u
ry
a
nt
h
e
)

『

オ

ベ

ロ

ン

』

(
O
b
e
r
o
n
)等の
歌

劇

是

な

り

。

此

の

三

歌

劇

の

序

曲

は

現

今

尚

ほ

普

＜

楽

界

の

愛

賞

す

る

所

に

し

て

、

就

中

『

フ

ラ

イ

シ

ュ

ッ

ツ

』

は

歌

劇

全

篇

を

通

じ

て

到

る

嘉

に

演

奏

せ

ら

る

。

本

歌

劇

の

楽

は

千

八

百

二

十

年

に

完

成

せ

ら

れ

、

翌

年

五

月

十

四

日

初

め

て

之

れ

を

伯

林

歌

劇

場

に

演

奏

し

て

非

常

の

好

評

を

博

せ

り

。

こ

は

近

代

歌

劇

界

に

於

け

る

獨

乙

楽

風

勝

利

の

紀

元

を

為

せ

る

名

作

に

し

て

、

員

の

意

味

に

於

け

る

獨

逸

國

民

歌

劇

の

嘴

矢

と

稲

せ

ら

る

。

蓋

し

其

の

主

題

と

し

て

北

欧

の

古

博

説

を

採

り

、

其

の

音

楽

に

は

國

民

的

趣

味

に

適

す

る

も

の

を

撰

び

た

れ

ば

な

り

。

本

歌

劇

の

序

曲

は

近

式

序

曲

の

典

型

を

作

れ

る

貼

に

於

て

音

楽

史

上

重

要

の

意

味

を

有

す

。

此

の

以

前

の

奮

式

序

曲

は

唯

だ

睦

衆

を

し

て

劇

を

味

ふ

に

週

す

る

氣

分

を

生

ぜ

し

む

る

に

止

り

、

其

の

内

容

と

は

深

き

闘

係

を

有

せ

ざ

り

し

が

、

フ

ラ

イ

シ

ュ

ッ

ツ

以

後

の

近

式

序

曲

は

皆

な

歌

劇

中

の

重

な

る

モ

チ

ー

フ

を

連

ね

て

作

曲

し

、

以

て

開

幕

以

前

に

一

通

り

劇

の

筋

を

略

叙

す

る

趣

向

と

な

れ

り

。

此

の

如

き

作

法

の

陥

り

易

き

病

弊

は

散

漫

な

る

モ

チ

ー

フ

の

羅

列

に

よ

り

て

形

式

上

の

統

一

を

破

る

に

あ

り

。

然

る

に

本

序

曲

は

叙

事

と

形

式

と

の

二

貼

に

於

て

共

に

完

備

せ

る

好

例

な

り

。

フ

ラ

イ

シ

ュ

ッ

ツ

は

古

き

妖

怪

諄

な

り

。

サ

ミ

ェ

ル

（

S
a
mi
e
l)
と

い

ふ

微

界

の

魔

王

の

名

を

呼

で

、

月

光

暗

き

深

夜

に

弾

丸

を

鑓

造

し

て

用

ふ

る

時

は

、

其

の

六

つ

は

必

づ

目

的

の

如

く

命

中

し

、

第

七

弾

は

魔

王

の

欲

す

る

所

に

赴

く

と

い

ふ

。

斯

く

し

て

一

度

身

を

魔

王

に

委

し

、

其

の

弾

丸

を

使

用

し

た

る

射

手

（

こ

れ

を

フ

ラ

イ

シ

ュ

ッ

ツ

と

云

ふ

）

は

三

年

毎

に

新

し

き

人

を

誘

ふ

て

魔

王

の

競

牲

に

捧

げ

ざ

れ

ば

、

忽

ち

其

の

身

の

破

滅

を

招

く

と

い

ふ

。

此

の

博

説

を

骨

子

と

し

て

一

の

物

語

を

編

み

た

る

も

の

に

ア

ペ

ル

、

ラ

ウ

ン

共

著

の

妖

怪

膵

(

A

pel
u
n
d
 L
a
u
n
,
 Ge

s
p
e
n
st
e
r
b
u
c
h
)
あ

り

。

本

第

十

五

ヴ

ェ

ー

ベ

ル

作

曲

第 1部 明治 ・大正篇 344 



歌
劇
の
作
歌
者
キ
ン
ド

(
F
ri
e
d
ri
c
h

Ki

n
d
)

は
此
の
著
に
基
き
て
別
に
自
家
の
創
意

を
交
へ
次
の
如
き
筋
を
構
成
せ
り
。

獨
逸
の
或
る
伯
爵
領
に
ク
ー
ノ
ー
(
C
u
n
a
)

と
い
ふ
世
襲
森
林
官
あ
り
。
日
頃
愛
す

る
若
き
猥
夫
マ
ッ
ク
ス
（
M
a
x
)
を
ば
獨
り
娠
ア
ガ
ー
テ
(

A

g
ath
e
)

の
婿
と
為
し
て

己
が
嗣
子
た
ら
し
め
ん
と
す
。
然
る
に
此
の
国
の
慣
例
に
腺
り
森
林
官
た
る
べ
き
も
の

は
主
君
の
面
前
に
試
射
を
為
し
て
其
の
妙
手
の
之
れ
に
値
せ
る
を
示
さ
ゞ
る
べ
か
ら

ず
。
然
る
に
マ
ッ
ク
ス
は
試
射
の
少
し
く
以
前
よ
り
頻
り
に
射
損
じ
を
為
し
て
其
の
前

日
に
至
る
も
尚
ほ
止
ま
ざ
れ
ば
、

翌
日
の
試
射
の
成
功
せ
ざ
る
べ
き
を
想
ひ
て
心
欝
々

た
り
。
カ
ス
パ
ー
ル

(
C
a
s
p
a
r
)

と
い
ふ
邪
悪
な
る
猥
夫
は
既
に
身
を
魔
王
に
委
ね
た

る
者
な
る
が
、
此
の
機
に
乗
じ
て
マ
ッ
ク
ス
を
誘
ひ
、
之
れ
に
魔
弾
を
用
ひ
し
め
て
己

は
三
年
の
命
を
延
べ
ん
と
欲
す
。
マ
ッ
ク
ス
其
の
術
中
に
陥
り
、
深
夜
月
暗
き
時
『
猥

が
谷
』
（

W
o
l
f
s
s
c
h
l
u
c
h
t
)
に
魔
弾
を
作
り
て
、
之
れ
を
翌
日
の
試
射
に
用
ふ
。
さ
れ

ど
マ
ッ
ク
ス
は
も
と
心
正
し
き
も
の
な
れ
ば
サ
ミ
ェ
ル
は
之
を
如
何
と
も
な
す
能
は

ず
。
第
七
弾
は
却
て
カ
ス
パ
ー
ル
の
胸
を
貫
く
。
彼
れ
死
す
る
に
臨
み
マ
ッ
ク
ス
を
冗

ひ
、
主
君
は
怪
し
み
て
マ
ッ
ク
ス
を
糾
問
す
。
マ
ッ
ク
ス
告
ぐ
る
に
賓
を
以
て
す
れ
ば

衆
皆
驚
嘆
し
、
主
君
は
怒
て
之
れ
を
追
放
せ
ん
と
す
。
此
の
時
森
の
隠
者
現
は
れ
、
此

の
凶
事
に
よ
っ
て
以
後
試
射
の
慣
習
を
腹
せ
ん
こ
と
を
勘
め
且
つ
一
年
の
試
練
を
経
て

マ
ッ
ク
ス
を
森
林
官
の
後
嗣
た
ら
し
め
ん
こ
と
を
命
じ
て
去
る
。
か
く
て
劇
は
ア
ペ
ル

の
原
本
と
は
異
り
て
善
の
勝
利
に
終
る
。

序
曲
は
敷
小
節
の
序
節
を
以
て
始
ま
り
、
次
で
静
か
に
波
動
す
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

ヂ
ユ
ェ
ッ
ト

フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
伴
は
れ
て
美
し
き
ホ
ル
ン
の
二
部
奏
起
る
。
こ
は
全
歌
劇
の
舞
憂
な
る

森
林
の
幽
景
と
平
和
と
を
描
く
も
の
な
り
。
さ
れ
ど
之
れ
に
織
で
直
ち
に
起
る
ヴ
ィ
オ

ト
レ
モ
ロ

ラ
の
顛
音
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
低
音
及
び
濁
れ
る
チ
ン
パ
ニ
の
薔

（
こ
は
魔
王
の
ラ
イ
ト

モ
チ
ー
フ
な
り
）
は
来
る
べ
き
凶
運
を
語
る
が
如
く
に
響
き
、
楽
は
『
猥
が
谷
』
の
叙
景

に
移
り
て
深
夜
に
銃
丸
を
鑓
る
一
一
牡
夫
が
事
を
想
起
せ
し
む
。
績
て
起
る
甚
だ
し
き
活

ヴ
ァ
ー
チ
ェ

澄
調
は
山
谷
を
疾
過
す
る
暴
風
を
寓
す
も
の
に
し
て
漸
次
に
其
の
勢
を
強
ふ
し
、
終
に

力
を
極
め
て
怒
琥
す
る
と
聴
く
間
に
、
楽
は
突
如
と
し
て
韓
調
し
、

全
管
絃
は
一
大
掃

過
を
為
し
て
長
愛
ホ
調
の
強
大
な
る
顛
音
に
う
つ
る
。
ホ
ル
ン
の
鋭
き
和
絃
三
度
響
く

や
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
激
情
的
楽
句
次
で
起
り
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
セ
ロ
の
不
安
な
る
フ

ィ
ギ
ュ
ア
の
響
く
と
聰
く
間
に
楽
し
き
一
歌
調
は
最
弱
奏
に
現
は
れ
初
む
。
こ
は
ア
ガ

ー
テ
の
大
な
る
ア
リ
ア
の
一
句
に
し
て
マ
ッ
ク
ス
の
成
功
を
喜
ぶ
歓
呼
な
り
、
こ
の
歌

調
の
最
高
調
に
達
す
る
時
山
間
の
光
景
忽
然
と
し
て
再
現
し
、
其
の
漸
次
に
消
え
去
る

時
長
ハ
調
の
激
烈
な
る
和
絃
敷
回
響
き
次
で
快
活
な
る
勝
利
の
旋
律
再
び
華
々
し
き
長

フ
ォ
ル
チ
シ
モ

ハ
調
の
最
強
奏
に
現
は
れ
序
曲
は
無
限
の
歓
喜
を
叙
し
て
曲
を
結
ぶ
。

二
、
管
絃
伴
奏
付
き
ピ
ア
ノ
涸
奏

短
卜
調
コ
ン
セ
ル
ト
（
作
品
二
五
）
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

音
楽
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
に
傑
作
を
出
せ
る
作
家
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン

(
M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n

1
8
0
9ー

1
8
4
7
)

は
ピ
ア
ノ
、
コ
ン
セ
ル
ト
に
も
佳
作
二
篇
を
遺
せ
り
。
（
コ
ン
セ
ル
ト

と
は
普
通
に
獨
奏
楽
器
と
管
絃
楽
と
を
以
て
演
奏
す
る

ソ
ナ
ー
タ
形
式
の
曲
を
い
ふ
。

獨
奏
楽
器
は
管
絃
楽
と
覇
を
手
は
ん
が
為
め
に
自
己
の
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
技
術
と
能
力

と
を
傾
倒
す
）
絃
に
奏
す
る
短
卜
調
の
も
の
は
其
の
一
に
し
て
、
今
日
尚
ほ
楽
界
に
愛

ア

レ

グ

ロ

ア

ン

ダ

ン

テ

プ

レ

ス

ト

賞
せ
ら
る
。
全
曲
は
三
つ
の
曲
（
即
ち
快
速
調
、
緩
徐
調
及
び
極
急
調
）
よ
り
成
れ
り

と
雖
、
其
の
各
部
を
短
縮
し
あ
る
が
爵
め
、
か
の
有
名
な
る
ウ
ェ
ー
ベ
ル
の
短
へ
調
コ

ン
セ
ル
ト
（
昨
年
秋
季
演
奏
會
曲
目
中
に
在
り
）
と
同
様
に
極
め
て
簡
潔
な
り
。
是
れ

本
曲
が
非
常
に
流
行
し
た
る
一
理
由
な
る
べ
し
。
加
之
、

獨
奏
楽
器
の
優
美
且
つ
表
情

あ
る
取
扱
方
と
同
様
に
巧
妙
適
宜
な
る
管
絃
楽
の
作
法
と
は
此
の
曲
を
し
て
今
日
ま
で

其
の
生
命
を
維
持
せ
し
め
た
り
。

序
開
き
の
敷
小
節
を
終
る
の
後
、
ピ
ア
ノ
は
勢
よ
き
主
想
を
以
て
起
り
、
次
で
稽
之

れ
を
愛
形
し
て
繊
績
す
。
此
の
最
初
の
獨
奏
部
の
終
に
臨
み
剪
頭
の
モ
チ
ー
フ
再
び
鱚

来
し、

管
絃
の
強
勢
な
る
純
奏
と
な
る
。
此
の
管
絃
部
は
頓
て
掛
け
合
ひ
に
移
り
、
ピ

ア
ノ
が
華
々
し
き
走
句
を
表
は
す
間
に
管
と
絃
と
は
楽
想
を
引
き
延
ば
し
行
く
。
間
も

な
く
曲
は
歌
調
の
如
く
美
し
き
第
二
の
主
想
に
遷
移
す
。（
此
の
主
想
は
初
め
長
愛
ロ

に
起
り
て
短
愛

口
に
赴
く
後
更
に
長
愛

二
調
に
行
く
）
次
で
曲
は
再
び
曲
頭
の
モ
チ
ー

フ
（
こ
は
全
コ
ン
セ
ル
ト
曲
を
通
じ
て
骨
子
と
な
れ
り
）
に
移
り
、
そ
れ
よ
り
木
管
は

ピ
ア
ノ
の
優
美
な
る
琶
音
に
園
ま
れ

つ
A

か
の
美
し
き
歌
調
を
承
け
て
奏
す
。

エ
キ
ス
ポ
ジ
シ
ョ
ン

絃
楽
は
絃
に
骨
子
の
モ
チ
ー
フ
を
以
て
加
は
り
、
次
で
長
き
開
展
部
を
通
過
す
る

こ
と
な
く
、
直
ち
に
曲
初
の
純
奏
に
進
み
、
ピ
ア
ノ
は
流
暢
な
る
楽
句
を
以
て
折
々
其

の
間
に
入
る
。
そ
の
中
、
曲
は
又
た
第
二
の
テ
マ
（
此
度
は
短
卜
調
）
に
進
み
以
前
と
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同
様
に
暫
く
し
て
そ
は
管
絃
に
移
り
ピ
ア
ノ
は
華
々
し
き
経
過
旬
を
以
て
之
を
園
饒
し

其
の
終
り
に
復
た
曲
頭
の
モ
チ
ー
フ
を
勢
よ
く
表
は
し
管
絃
は
之
れ
を
承
け
て
強
奏

す
。
此
の
純
奏
の
終
局
に
ホ
ル
ン
と
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
あ
り
。
ピ
ア

カ
デ
ン
ツ

J
は
此
の
リ
ズ
ム
を
軽
く
承
け
、
績
て
短
か
き
終
節
を
奏
し
、
其
の
最
終
音
は
第
二
曲

ァ

ン

ダ

ン

テ

テ

マ

な
る
緩
徐
曲
に
連
る
。
最
初
セ
ロ
に
現
は
る
A

緩
徐
曲
の
主
想
は
極
め
て
優
美
な
り
。
ピ

ア
ノ
先
づ
之
れ
を
承
け
て
奏
す
る
後
旋
律
は
復
た
セ
ロ
に
現
は
る
。
こ
れ
よ
り
以
下
掛

け
合
ひ
と
な
り
進
行
稽
活
動
す
れ
ど
も
再
び
ヴ
ィ
オ
ラ
と
セ
ロ
に
表
は
る
A

優
美
な
る

主
想
に
鱚
り
獨
奏
部
は
分
割
和
絃
を
以
て
之
れ
に
伴
ふ
。
而
し
て
今
一
度
ピ
ア
ノ
が
主

導
と
な
り
て
分
裂
せ
る
ヴ
ィ
オ
ラ
が
最
弱
奏
に
て
之
れ
に
従
ふ
後
此
の
短
か
き
曲
部
は

フ
イ
ナ
ー
レ

静
か
に
終
を
告
げ
直
ち
に
終
曲
部
即
ち
極
急
調
に
進
む
。
第
一
曲
と
第
二
曲
と
を
連
結

せ
る
と
同
様
の
ホ
ル
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
に
導
か
れ
て
管
絃
の
純

フ
イ
ナ
ー
レ

奏
起
り
ピ
ア
ノ
の
短
か
き
琶
音
の
獨
奏
二
回
を
経
る
後
其
の
主
想
に
進
む
。
此
の
終
曲

の
主
想
は
快
活
奔
放
な
る
も
の
に
し
て
暫
く
種
々
の
轄
化
を
な
し
て
巧
み
に
進
行
す
。

之
れ
に
次
ぐ
分
割
和
絃
の
経
過
句
は
先
に
も
現
は
れ
た
る
も
の
な
れ
ど
も
管
絃
部
に
現

は
る
A

伴
奏
に
よ
り
て
新
し
く
興
味
を
惹
く
に
足
る
。
そ
れ
よ
り
大
な
る
漸
強
奏
を
経

て
純
奏
と
な
り
主
想
を
強
く
現
は
す
後
そ
は
ピ
ア
ノ
の
長
口
調
に
赴
く
、
そ
れ
よ
り
以

ア

レ

グ

ロ

下
特
に
耳
を
引
く
は
管
絃
部
に
現
は
る
A

第
一
曲
部
（
即
ち
快
速
調
）
の
テ
マ
及
び
こ

れ
に
次
ぐ
短
か
き
獨
奏
部
に
於
け
る
第
一
曲
部
の
第
二
の
主
想
な
り
。
此
の
雨
主
想
の

再
現
は
能
く
曲
部
間
の
連
絡
を
保
て
り
。
最
後
の
感
銘
深
き
猥
奏
部
は
管
絃
に
於
け
る

〔
マ
マ
〕

跳
躍
的
の
フ
ィ
グ
ュ
ア
と
相
待
て
盆
々
快
活
奔
放
を
極
む
。
か
く
て
全
曲
は
管
絃
の
活

澄
な
る
純
奏
を
以
て
終
る
。

三
、
絃
楽

セ

レ

ネ

ー

ド

モ

ツ

ァ

ル

ト

作

曲

セ
レ
ネ
ー
ド
（
黄
昏
曲
）
は
原
と
黄
昏
時
戸
外
に
於
て
（
殊
に
愛
敬
す
る
人
の
窓
下

に
）
奏
す
る
楽
曲
の
義
に
し
て
磐
楽
、
器
楽
井
び
行
は
れ
し
が
、
近
代
に
於
て
は
主
と

し
て
器
楽
の
方
重
ん
ぜ
ら
れ
、
原
義
と
全
く
闘
係
な
き
一
種
の
器
楽
形
式

（敷
曲
部
よ

り
な
る
敷
多
の
楽
器
の
合
奏
曲
）
を
成
す
に
至
れ
り
。
ハ
イ
ド
ン
、
モ
ツ
ァ
ル
ト
時
代

の
作
に
は
戸
外
用
に
適
せ
し
め
ん
が
為
め
に
若
干
の
管
絃
楽
を
加
へ
た
る
も
の
多
け
れ

ど
も
室
内
の
楽
と
し
て
適
嘗
な
る
絃
楽
器
の
み
の
も
の
も
あ
り
。
本
曲
の
如
き
即
ち
其

の
一
例
に
し
て
第
一
及
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
セ
ロ
、
及
び
ダ
ブ
ル
ベ
ー

ス
の
五
部
合
奏
な
り
。
（
本
演
奏
に
は
四
部
と
な
せ
り
）

天
才
モ
ツ
ァ
ル
ト

(

W

.

A. 
M
o
z
a
rt
 
1
7
5
6ー

1
7
9
1
)

は
三
十
餘
歳
の
生
命
を
以
て

し
て
、
而
か
も
莫
大
の
作
品
を
遺
せ
り
（
此
の
短
生
涯
と
生
産
力
と
の
黙
に
於
て
彼
は

後
の
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
及
び
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
に
酷
似
す
）
。
彼
の
作
曲
す
る
や
如
何
な

る
部
門
に
於
て
す
と
雖
も
佳
な
ら
ざ
る
な
し
。
其
の
作
品
の
通
性
は
温
雅
の
中
に
熱
情

を
湛
ふ
る
に
在
り
、
イ
タ
リ
ヤ
風
の
美
調
と
獨
乙
風
の
深
奥
と
を
綜
合
せ
る
は
其
の
作

風
の
特
徴
な
り
。
本
曲
は
一
七
八
七
年
八
月
十
日
ヴ
ィ
ー
ン
市
に
於
て
作
成
せ
る
も

の
、
即
ち
彼
の
晩
年
園
熟
期
の
作
な
れ
ば
、
彼
の
室
内
楽
作
風
の
好
例
と
見
る
を
得
ベ

ア

レ

グ

ロ

し
。
全
部
四
曲
を
含
む
。
(
-
)
長
卜
調
四
分
四
拍
子
の
快
速
調
。
（
二
）
長
ハ
調
二
分
ニ

ァ
ン
ダ
ン
テ

拍
子
の
緩
徐
調
（

ロ
マ
ン
ツ
ェ
）
（
三
）
長
卜
調
四
分
三
拍
子
の
稽
快
速
調
（
メ
ヌ
エ
ッ

ト
）
。
（
四
）
長
卜
調
二
分
二
拍
子
の
快
速
調
（
ロ
ン
ド
）
是
な
り
。

四
、
管
絃
伴
奏
付
き
合
唱

流

浪

の

民

シ

ュ

ー

マ

ン

作

曲

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
派
の
楽
人
シ
ュ
ー
マ
ン
(
R
.
S
c
h
u
m
a
n
n
 1
8
1
0ー

1
8
5
6
)

の
短
篇
合

唱
曲
中
に
て
最
も
流
行
し
た
る
も
の
A

ー
は
其
の
早
年
の
作
な
る
本
曲
（
作
品
第
二

0

)

な
り
。
詩
人
ガ
イ
ベ
ル
(

E

.

G
ei
bel)
の
作
『
チ
ゴ
イ
ネ
ル
の
生
活
』
(

N
i

g

eu,

n
e
r
l
e
b
e
n
)
に
基
き
、
最
も
輩
純
、
簡
潔
な
る
形
式
に
よ
り
て
可
憐
な
る
音
楽
的
風
俗

賽
を
描
き
、
之
れ
に
溢
る
A

ば
か
り
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
感
情
を
盛
れ
り
。
静
か
な
る
夜

の
森
、
奇
異
な
る
浮
涙
民
の
姿
、
彼
等
の
無
邪
氣
な
る
宴
楽
、
見
知
ら
ぬ
故
郷
を
懇
ふ

る
情
、
紳
明
を
頼
む
や
さ
し
き
心
ー
凡
て
此
れ
等
は
最
も
輩
純
且
つ
自
然
に
描
か
れ

た
り
。
秀
逸
の
作
と
言
は
ず
し
て
何
ぞ
。

全
曲
は
之
を
三
部
分
に
固
別
し
得
べ
し
。
第
一
は
チ
ゴ
イ
ネ
ル
の
森
に
現
は
る

A

景
、
第
三
は
森
を
出
で
去
る
景
な
り
、
作
家
は
此
の
雨
部
分
に
同
一
の
楽
句
を
用
ひ
て
前

後
を
照
應
せ
し
め
、
其
の
中
間
の
第
二
部
分
に
幾
多
の
性
質
を
異
に
せ
る
楽
句
を
挿
み

て
愛
化
あ
る
光
景
を
描
き
た
り
。
か
く
て
全
曲
は
愛
化
あ
る
中
に
十
分
の
統
一
を
保
て

り
。
（
十
六
分
音
符
を
以
て
始
ま
る
モ
チ
ー
フ
も
亦
に
全
篇
を
一
貫
し
て
之
れ
に
連
絡

を
附
す
。
）
中
間
の
通
行
中
『
唄
ひ
さ
わ
ぐ
そ
が
中
に
』
以
下
の
稽
や
緩
か
な
る
部
分

は
特
に
和
墜
の
豊
麗
を
以
て
人
耳
を
惹
く
。
之
れ
に
次
で
起
る
歌
舞
の
一
段
は
何
等
の
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を
み
な

女

た

ち

さ
け酒

を
く
み
て
さ
し
め
ぐ
る

（低

音）

（
次
中
音
）

（中

や

け

り

た

き

び

焚

火

か

あ

か

ほ

の

ほ

赤

き

焙

め

ぐ

り

め

ぐ

り

た

き

び

か

こ

を

の

こ

や

す

焚
火
を
園
み
て
男
息
ら
ふ

も

ひ

か

こ

燃

ゆ

る

火

を

園

み

つ

A

を
の
こ
や
す

強

く

猛

き

男

息

ら

ふ

い
そ

て

忙

が

し

く

音）

（
高

音）

ぶ

な

も

り

は

山
毛
欅
の
森
の
葉
が
く
れ
に

う

た

げ

に

ぎ

宴

ほ

が

ひ

賑

は

し

や

た

い

ま

っ

て

ら

松

明

あ

か

く

照

し

つ

A

こ

は

う

つ

ゐ

木
の
葉
し
き
て
偲
居
す
る

る

ら

う

む

れ

こ
れ
ぞ
流
浪
の
ひ
と
の
群

ま
な

こ

か
み

眼

ひ

か

り

髪

き

よ

ら

み

づ

ひ

た

ニ
イ
ル
の
水
に
浸
さ
れ
て

き
ら
A

き
ら
A

煽

々

か

ゞ

流

浪

の

民

こ

み

つ

石

倉

小

三

郎

繹

好
劉
照
ぞ
。

此
の
一
節
は
四
音
竪
の
獨
唱
髄
に
作
ら
れ
、
其
の
伴
奏
は
軽
快
な
る
舞
踏

の
拍
子
を
表
は
せ
り
|
|
'
シ
ュ
ー
マ
ン
の
本
曲
を
作
る
や
伴
奏
に
は
ビ
ア
ノ
楽
を
用
ひ

た
り
。
本
演
奏
に
用
ふ
る
管
絃
楽
の
伴
奏
は
後
の
楽
家
グ
レ
ー
デ
ネ
ル
(
C
a
r
l
G
r
a
d
e
,
 

n
e
r
,
 18
1
2ー1
8
8
3
)の年
〖
命
｛
せ
る
も
の
に
し
て
巧
み
に
原
作
を
改
編
せ
り
。
但
し
管
絃

ト

リ

ア

ン

グ

ル

タ

ン

ブ

リ

ン

楽
中
に
用
ふ
る
三
角
器
及
び
鈴
太
鼓
の
二
楽
器
は
原
作
に
も
任
意
使
用
す
べ
し
と
附
記

せ
り
。
上
述
の
歌
舞
の
一
節
に
於
け
る
此
の
二
楽
器
の
使
用
は
之
れ
に
一
段
の
活
氣
を

添
ふ
。

五

、

濶

奏

短

卜

調

コ

ン

セ

ル

ト

サ

ン

、

サ

ー

ン

ス

作

曲

パ
リ
に
生
れ
た
る
現
代
の
名
家
サ
ン
、
サ
ー
ン
ス

(
C
a
m
ille
S
ai
nt
,
S
a
e
n
s
 1
8
3
5
 

コ
ン
ダ
ク
タ
ー

|
|
)
は
演
奏
家
と
し
て
は
オ
ル
ガ
ン
及
び
ピ
ア
ノ
に
長
じ
、
指
揮
者
と
し
て
は
秀
抜

な
る
手
腕
を
有
し
且
つ
作
家
と
し
て
は
稀
有
の
才
能
を
蔵
せ
り
。
彼
は
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ

ト
ア
ー
ル
に
於
て
作
曲
を
ア
レ
ヴ
ィ
及
び
レ
ー
ベ
ル
に
學
び
、
別
に
グ
ー
ノ
ー
に
師
事

（中

セ

口

何 ‘何＇ね
づづ

虞こ慮こぐ
往ゆ往ゆら

くくは

かかな
賽流るれ き

浪汀浪：畠； ぅ
ののけせ

流る民よ民よばぬ

浪：

の

民よ

ふ

る

あ

り

ね
ぎ

ご
と

ふ

祈

言

を

お
う
な

る

謳

あ

り

め

ぐ

を

と

め

ま

い

音

）

可

愛

し

少

女

舞

ひ

出

で

つ

た

い

ま

つ

て

音

）

松

明

あ

か

く

照

り

遍

る

く

わ

ん

げ

ん

に

ぎ

（次
中

音

）

管

絃

の

ひ

ゞ

き

賑

は

し

く

（

低

音

）

つ

れ

て

た

ち

て

舞

ひ

遊

ぶ

既

に

唄

ひ

努

れ

て

や

麟

り

を

町

ふ

如

の

国

こ

き

や

う

は

な

な
れ
し
故
郷
を
放
た
れ
て

夢

に

楽

土

求

め

た

り

』

ひ

ん

が

し

そ

ら

し

ら

東

空

の

白

如

の

式

ぷ

み

て

は

（
高

う
た唄

ひ
さ
わ
ぐ
そ
が
な
か
に

み

な

み

く

に

こ

南

の

邦

懇

な

や

み

厄

難

は

ら

か

た

つ

ぐ

語

告り
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バ

ッ

ハ

作

曲

ア
ー
ベ
ル
ト
改
編

楽
聖
バ
ッ
ハ
(
J
.
,S
.
 E

a
c
h
 1
6
8
5
ー、1
7
5
0
)

の
偉
業
は
其
の
宗
敦
楽
と
オ
ル
ガ
ン
（
井

六

、

管

絃

楽

。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
、

し
て
完
全
に
作
曲
法
を
習
得
せ
り
。
一
八
七

0
年
以
後
は
凡
て
公
職
を
棄
て
A

専
ら
作

曲
に
従
事
せ
り
。
其
の
作
風
は
好
ん
で
古
典
の
形
式
に
違
ひ
つ
A

も
之
れ
に
近
代
的
作

法
を
加
ふ
。
彼
の
創
作
の
範
園
は
廣
＜
槃
器
雨
楽
に
亘
れ
ど
も
、
最
も
得
意
な
る
は
器

楽
の
方
面
な
り
。
彼
の
多
能
な
る
や
自
己
の
長
ぜ
る
楽
器
以
外
の
曲
に
も
多
く
の
傑
作

あ
り
。
彼
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
コ
ン
セ
ル
ト
は
彼
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
熟
達
せ
る
か
を

思
は
し
め
、
彼
の
セ
ロ
、
コ
ン
セ
ル
ト
は
彼
の
セ
ロ
に
通
暁
せ
る
か
を
疑
は
し
む
。
絃

に
奏
す
る
曲
は
一
八
七
二
年
の
創
作
（
翌
年
出
版
）
に
係
る
も
の
に
し
て
、

敷
多
か
ら

ぬ
セ
ロ
楽
譜
中
に
て
恐
ら
く
最
も
秀
美
且
つ
最
も
演
奏
せ
ら
る
A

も
の
な
る
ぺ

し
。
こ

は
旋
律
の
豊
麗
、
技
術
の
華
美
及
び
形
式
の
完
備
等
、
近
代
的
コ
ン
セ
ル
ト
の
有
す
べ

き
凡
て
の
長
所
を
具
備
す
。

加
之
最
も
重
要
な
る
一
事
は
そ
が
楽
器
に
適
す
る
如
く
作

曲
せ
ら
れ
居
る
こ
と
是
れ
な
り
。
此
の
事
項
は
屡
々
忽
視
せ
ら
る
。
例
へ
ば
ブ
ラ
ー
ム

ス
の
如
き
も
常
に
此
の
用
意
を
忘
れ
た
る
が
為
め
に
、
彼
の
ピ
ア
ノ
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン

の
コ
ン
セ
ル
ト
は
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
的
よ
り
も
寧
ろ
管
絃
楽
的
に
し
て
且
つ
之

れ
が
為
め
に
大
な
る
演
奏
上
の
困
難
を
生
ぜ
り
。

サ
ン
サ
ー
ン
ス
は
徹
頭
徹
尾
佛
人
な
り
。
此
の
コ
ン
セ
ル
ト
の
表
は
す
所
亦
優
美
に

し
て
軽
捷
、
何
等
直
接
の
欝
憂
を
知
ら
ず
、
高
々
軟
か
き
鋭
感
の
時
々
縦
に
快
活
の
氣
と

混
ず
る
を
見
る
の
み
。
最
終
曲
部
に
見
る
長
大
な
る
音
階
（
低
き
「
ハ
」
音
よ
り
最
高

n

ー

ダ

ア

レ

グ

レ

ッ

ト

の
「
へ
」
音
迄
）
の
如
き
は
彼
の
諧
諒
を
示
す
も
の
、
又
た
最
終
の
附
節
及
び
梢
快
速

の
曲
部
に
於
け
る
ワ
ル
ツ
的
節
奏
の
軽
き
ス
ケ
ッ
チ
の
如
き
は
枝
葉
を
省
き
て
軽
妙

の
機
智
を
弄
せ
り
。
曲
の
形
式
は
普
通
行
は
る
A

如
く
曲
部
を
別
々
に
分
だ
ず
、
其
の

ア

レ

グ

ロ

三
曲
部
を
連
績
せ
し
め
て
一

＇つ
の
纏
れ
る
も
の
と
な
せ
り
。
先
づ
快
速
調
を
以
て
起

ア

レ

グ

レ

ッ

ト

ア

レ

グ

ロ

り
、
次
で
奇
麗
な
る
梢
快
速
調
に
進
み
、
終
曲
と
し
て
再
び
梢
や
活
撥
な
る
快
速
調
を

用
ひ
た
り
。
終
曲
部
は
間
に
唯
だ
一
度
華
々
し
き
経
過
句
を
挿
み
、
極
め
て
効
果
あ
る

附
節
を
以
て
局
を
結
ぶ
。

コ
ー
ラ
ル
及
び
フ
ュ
ー
グ

び
に
ピ
ア
ノ
）
楽
に
存
す
。
絃
に
奏
す
る
三
曲
中
。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
フ
ュ
ー
グ
と
は
彼

の
最
も
好
ん
で
作
曲
せ
る
曲
盟
な
り
。
。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
は
前
奏
曲
の
義
に
し
て
フ
ュ
ー

グ
其
他
の
曲
の
前
に
附
し
て
演
奏
せ
ら
る
A

も
の
な
る
が
、
絃
に
奏
す
る
。
フ
レ
リ
ュ

ー

ド
と
フ
ュ
ー
グ
と
は
本
来
績
け
て
作
ら
れ
た
も
の
に
あ
ら
ず
。
前
者
は
『
平
均
率
ピ
ア

ノ
曲
集
』
の
第
四
番
に
位
し
後
者
は
オ
ル
ゲ
ル
、
フ
ー
ゲ
の
第
十
一り一
番
に
在
ヴ
た
る
を

ば
後
の
楽
人
ア
ー
ベ
ル
ト
（
J
o
s
e
ph

A
b
e
rt 
1
8
3
2
ー
ー
ー
）
は
管
絃
楽
に
改
編
の
際
こ
れ

等
を

―
つ
に
纏
め
且
つ
二
者
の
間
に
短
か
き
コ

ー
ラ
ル
（
聖
唱
歌
）
を
創
作
し
て
三
曲

部
の
も
の
と
な
せ
る
な
り
。
ア
ー
ベ
ル
ト
は
ボ
ヘ
ミ
ア
に
生
れ
、
初
め
憎
院
の
少
年
歌

者
と
し
て
音
楽
敦
育
を
受
け
、
次
で
。
フ
ラ
ー
グ
の
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
リ
ュ
ー
ム
に
學
び

た
る
後
、
六
七
年
ス
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
宮
廷
楽
部
長
と
な
れ
る
人
、
其
の
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
、
オ
ー
ヴ
ァ
ー
チ
ュ
ア
、
オ
ペ
ラ
等
の
作
品
は
頗
る
好
評
を
博
せ
り
。

。フ

レ
リ
ュ
ー
ド
は
沈
静
幽
雅
な
る
氣
分
を
表
は
す
も
の
に
し
て
其
の
運
動
は
極
め
て

滑
か
な
り
、
其
の
各
音
部
進
行
の
秀
抜
な
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
し
。

次
の
緩
か
な
る
コ
ー
ラ
ル
は
巧
み
に
二
者
の
間
に
介
在
し
て
原
曲
の
意
を
傷
ふ

こ
と

な
し
。
員
鍮
管
の
聾
き
は
之
れ
に
荘
重
の
感
を
添
ふ
。
此
の
コ
ー
ラ
ル
の
歌
調
は
後
の

フ
ュ
ー
グ
曲
の
中
途
に
現
は
れ
、
自
ら
主
要
な
る
旋
律
（
所
謂

『
定
旋
律
』

C
a
nt
u
s

テ

マ

n
ン
ト

ラ
プ
ン
ク
ト

fi
r
m
 
u
s
)

と
な
り
て
フ
ュ
ー
グ
の
主
想
を
ば
自
己
の
劉
位

槃
た
ら
し
む
。
最
後
の
フ

ア

レ

グ

ロ

ュ
ー
グ
は
『
甚
だ
し
き
に
過
ぎ
ざ
る
快
速
調
』
に
し
て
、
全
曲
中
最
も
進
行
の
活
撥
な

テ

マ

る
曲
な
り
。
（
フ
ュ

ー
グ

の
曲
髄
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
曲
頭
に
あ
ら
は
る
A

主
想
を
ば

テ

マ

他
の
音
槃
に
て
漸
次
に
模
倣
し
行
く
作
法
の
一
な
り
）
本
曲
に
於
て
は
主
想
は
初
め
第

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
オ
ー
ボ
工
を
伴
ふ
）
に
表
は
れ
、
次
で
五
度
低
く
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
伴
ふ
）
に
赴
き
次
で
ヴ
ィ
オ
ラ
、
セ
ロ
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
第

一
、
第
二
）
よ
り
セ
ロ
、
ベ
ー
ス
（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）
と
移
り
行
き
て
凡
て
絃
楽
器
の
出

揃
ひ
た
る
時
、
か
の
コ
ー
ラ
ル
の
歌
調
は
先
づ
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
に
現
は
れ
、
次
で
他
の

管
絃
器
に
そ
の
モ
チ
ー
フ
現
れ
、
此
の
曲
に
豊
麗
な
る
色
彩
を
加
ふ
。

学
友
会
第
一
回
土
曜
演
奏
会

▲
去
月
六
日
本
校
講
堂
に
於
て
、
學
友
會
第
一
回
土
曜
演
奏
會
を
催
ふ
せ
り
。

明
治
四
十
五
年
八
月
六
日
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六

、

低

音

凋

唱

信

平

歌
劇
「
ユ
ー
デ
ィ
ン
」
中
の
味
嘆
調
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ハ
レ
ビ
ー
作
曲

七

、

洋

琴

猫

奏

緑

川

政

野

子

ワ
ル
ツ
（
作
品
六
十
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
シ
ョ
パ
ン
作
曲

マ
ツ
ル
カ
（
作
品
七
）
…
…
…
…
…
…
…
…
；
…
…
…
•
シ
ョ
パ
ン
作
曲

一
、
合

第

其
の
曲
目
左
の
如
し
。

第
唱

部

樋

口

夢夜
！の
：亨
i : 
： ： ： ： ： ： 
： ： ： ： 
: : 
: : 

i i : : : : 
: : 

i : : : 
: : 
: : 
： ： 
： ： 

／一・――‘r- ―̂`

シ吉シ吉

疇了丸會
I ーベー

：昌 J口昌

作作作作
曲歌曲歌員

部

竹

内

う

め

子

二
、
中
音
獨
唱

歌
劇
「
セ
ミ
ラ
ミ
ス
」
中
の
味
嘆
調
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ロ
シ
ィ
ニ
ー
作
曲

三

、

洋

琴

獨

奏

高

折

宮

次

。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
（
作
品
二
十
四
）
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
シ
ョ
パ
ン
作
曲

四

、

盤

攀

一

部

高

音

原

信

子

次
中
音
澤
崎
定
之

歌
劇
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
中
の
一
一
部
：
…
…
•
…
…
…
…
；
・
グ
ノ
ー
作
曲

五

、

風

琴

獨

奏

木

岡

信

子

ソ
ナ
テ
ィ
ネ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
作
曲

番

外

、

獨

唱

船

橋

榮

吉

船
橋
榮
吉
作
曲

二
人
の
患
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
｛
服
部
嘉
香
作
歌

八、

盤
楽
四
部

薗

部

ふ

さ

子

言

い

三

詞

船

橋

榮

吉

歌
劇
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
中
の
四
部
…
…
•
•
…
…
…
…
…
•
グ
ノ
ー
作
曲

九
、
洋
琴
濶
奏

藤

田

愛

子

ソ
ナ
タ
（
作
品
二
十
二
）
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

第

+、

竪
楽
二
部

歌
劇
「
バ
ル
ビ
エ
ー
レ
、
デ
イ
、

シ
ヴ
ィ
リ
ャ
」

中
の
二
部
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ロ
ッ
シ
ニ
ー
作
曲

十

一

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

佐

藤

謙

三

コ
ン
セ
ル
ト
（
作
品
二
十
三
）
…
…
…
…
…
…
…
…
ヴ
ィ
オ
ッ
テ
ィ
作
曲

小

泉

千

賀

子

十
二
、
洋
琴
獨
奏

忘
ら
れ
た
る
リ
ズ
ム
の
試
作
中
の
一
番

（
作
品
二
十
八
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ア
レ
ン
ス
キ
ー
作
曲

十
三
、
中
音
獨
唱

歌
劇
「
ヘ
ロ
デ
ィ
ア
ー
ド
」
中
の
味
嘆
調
…
…
…
…
…
マ
ッ
ス
ネ
ー
作
曲

十
四
、
合

會

員

吉
丸
一
昌
作
歌

ノ

ル

メ

作

曲

心
の
花
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
。
ヽ

日
日n
 

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
三
巻
第
八
号
、
明
治
四
十
五
年
八
月
、
四
九
頁
）

▲
四
月
よ
り
隔
月
に
第
三
土
曜
に
學
友
會
の
土
曜
演
奏
會
を
開
い
て
手
軽
に
會
友
諸

君
及
び
會
員
諸
氏
の
た
め
に
私
達
の
藝
術
を
聴
い
て
戴
け
る
や
う
に
し
ま
す
。
四
月
に

部

中

島

か

ね

子

｛

薗

部

ふ

さ

子

船

橋

榮

吉
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は
學
友
會
の
演
奏
、
五
月
に
は
學
校
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
第
一
回
は
六
月
下
旬
か
七
月

上
旬
に
な
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
其
頃
は
上
野
の
森
も
若
緑
り
の
影
が
な
っ
か
し
く
、
水

色
の
う
す
も
の
が
涼
し
く
見
え
る
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

(
『
昔
架
』
學
友
會
、
第
三
巻
第
三
号
、
明
治
四
十
五
年
三
月
、
五
一
頁
）
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